
No.31

2020年（令和2年）

ISSN 0917-2181

浄土宗総合研究所年報

浄土宗総合研究所



No.31
2020年（令和2年）





教
化
研
究
　
第
三
十
一
号
●
目
次

　
　
研
究
成
果
報
告

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究　

成
果
報
告　

 �
 

2

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』（
和
語
）　

現
代
語
訳
①　

巻
第
十
一
並
序　
　
　
　
『
和
語
灯
録
』
現
代
語
訳
の
研
究 �

 

55

地
蔵
講
式
と
地
蔵
供
養
式
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
式
研
究 �

 

140

現
代
語
訳
『
一
枚
起
請
講
説
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

布
教
研
究 �

 

166

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
―
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
の
可
能
性
―　

 �
 

＊
21

　
　
平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

現
代
社
会
に
お
け
る
戒
と
倫
理
―
授
戒
の
意
義
― �

 

317

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究 �

 

320

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
と
実
践 �

 

323

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
の
可
能
性
─ �

 

325

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
可
能
性 �

 

330

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

生
命
倫
理
の
諸
問
題 �

 

334

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　
「
和
語
灯
録
」
現
代
語
訳
の
研
究 �

 

337

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化 �

 

340

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究 �

 

344

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

表
白
・
引
導
の
多
言
語
化 �

 

347

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究 �

 

349



基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

法
式
研
究 �

 

352

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

布
教
研
究 �

 

356

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
） �

 

361

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
） �

 

364

　
　
研
究
ノ
ー
ト

仏
教
の
瞑
想
と
現
代
の
浄
土
思
想　
　
　

国
際
真
宗
学
会
学
術
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究　

 �
 

368

善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
②　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
） �

 

377

観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
巻
下
之
二　

書
き
下
し　
　
　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
） �

 

464

ダ
ン
マ
パ
ダ
現
代
語
訳
な
ら
び
に
布
教
用
解
説　
　
　

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究 �

 

＊
120

「
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
」
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳　
　
　
　

表
白
・
引
導
の
多
言
語
化 �

 

＊
63

「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
可
能
性
と
展
望　
　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
可
能
性 �

 

＊
53

平
成
31
年
・
令
和
元
年
度　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
活
動
一
覧 �

 

＊
11

平
成
31
年
・
令
和
元
年
度　

研
究
課
題
別
ス
タ
ッ
フ
一
覧 �

 

＊
7

平
成
31
年
・
令
和
元
年
度　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧 �

 

＊
6

総
合
研
究
所
運
営
委
員
会
名
簿 �

 

＊
5

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
一
覧 �

 

＊
4

編
集
後
記 �

 

＊
3



研
究
成
果
報
告



2

は
じ
め
に

「
曲
が
り
角
を
過
ぎ
た
」
浄
土
宗
寺
院
の
状
況

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
に
発
刊
さ
れ
た
『
第
七
回

浄
土
宗
宗
勢
調
査
報
告
書
』（
調
査
は
平
成
二
十
九
年
十
月
実

施
）
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
浄
土
宗
寺
院
の
現
状
は
、
ま
さ
に

「
曲
が
り
角
を
過
ぎ
た
」
寺
院
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

過
去
十
年
間
の
檀
家
戸
数
の
変
化
に
つ
い
て
尋
ね
た
質
問

で
は
、「
減
少
し
た
」（
41・7
％
）
が
最
も
多
く
「
増
加
し
た
」

（
9.6
％
）
は
一
割
を
切
っ
て
い
た
。
こ
の
数
値
を
過
去
三
回
の

調
査
結
果
か
ら
最
近
三
十
年
間
で
の
変
化
を
捉
え
て
み
る
と
、

「
減
少
し
た
」
は
第
五
回
（
平
成
九
）
15・11
％
、
第
六
回
（
平

成
十
九
）
25
・
92
％
、
第
七
回
（
平
成
二
十
九
）
45
・
47
％
と

増
加
し
た
。
そ
の
一
方
、「
増
加
し
た
」
は
第
五
回
32
・
34
％
、

第
六
回
21
・
65
％
、
第
七
回
10
・
45
％
と
減
少
し
た
。
平
成
九

年
の
調
査
時
点
で
は
「
増
加
し
た
」
が
「
減
少
し
た
」
の
約
二

倍
で
あ
っ
た
の
が
、平
成
十
九
年
調
査
時
点
で
は
逆
転
し
て「
減

少
し
た
」
が
「
増
加
し
た
」
を
わ
ず
か
に
上
回
り
、
今
回
の
平

成
二
十
九
年
調
査
時
点
で
は
、「
減
少
し
た
」
が
圧
倒
的
に
「
増

加
し
た
」
を
上
回
り
約
四
倍
の
数
値
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
寺
院
檀
家
数
に
お
い
て
は
、
平
成
十
年

代
中
頃
で
増
加
傾
向
が
止
ま
り
、
平
成
十
年
代
後
半
に
減
少
傾

向
へ
と
移
行
し
、
平
成
二
十
年
代
に
は
急
激
な
減
少
傾
向
へ
と

突
入
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
さ
に
現
在
、浄
土
宗
寺
院
は「
曲

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究　

研
究
成
果
報
告

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究　

成
果
報
告
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が
り
角
を
過
ぎ
た
」
状
況
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
檀
家
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地
域
の
ほ
う
が

深
刻
で
あ
り
、
檀
家
減
少
に
関
す
る
将
来
予
想
も
、
過
疎
地
の

ほ
う
が
、「
大
き
く
減
少
す
る
」
と
予
想
し
て
い
る
住
職
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
檀
家
減
少
に
よ
る
将
来
へ
の
不
安
も
、
過
疎
地
域

で
は
特
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
で
は
大
都
市
圏
の
寺
院
は
安
泰

で
あ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
時
点
に
お
い
て
は
経

済
的
に
比
較
的
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
葬
儀
や
法
事
の
簡
略

化
、
縮
小
化
と
い
う
変
化
の
波
に
他
地
域
よ
り
大
き
く
晒
さ
れ

て
い
る
状
況
が
宗
勢
調
査
で
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

過
疎
地
の
寺
院
と
大
都
市
圏
の
寺
院
に
は
抱
え
て
い
る
問

題
に
違
い
が
見
ら
れ
た
が
、
両
者
に
共
通
す
る
大
き
な
問
題
は
、

檀
信
徒
の
拡
散
化
の
問
題
で
あ
ろ
う
。「
檀
家
が
減
少
し
た
」

傾
向
が
強
ま
っ
た
平
成
九
～
十
九
年
と
い
う
時
期
は
、
寺
院
と

主
に
関
わ
る
人
々
が
団
塊
世
代（
昭
和
二
十
二
～
二
十
四
年
生
）

へ
と
シ
フ
ト
し
た
時
期
に
相
当
す
る
。
団
塊
の
世
代
は
高
度
経

済
成
長
期
に
多
く
が
都
市
部
へ
と
移
動
し
た
、
つ
ま
り
居
住
地

が
寺
院
と
離
れ
た
世
代
で
あ
る
。
檀
家
減
少
の
原
因
が
団
塊
の

世
代
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
多
く
は
幼
い
頃
の
「
ふ

る
さ
と
意
識
」
は
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り

ふ
る
さ
と
の
寺
院
と
の
関
係
を
解
消
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
団
塊
の
世
代
の
次
の
世
代
で
あ
る
団
塊
Ｊ
ｒ
世
代
で

は
、
も
と
も
と
「
ふ
る
さ
と
意
識
」
を
持
っ
て
い
な
い
人
々
も

多
い
。
異
な
る
世
代
が
同
居
す
る
傾
向
が
少
な
く
な
っ
た
現
在
、

檀
信
徒
の
居
住
地
が
拡
散
化
す
る
傾
向
は
、
過
疎
地
、
大
都
市

圏
に
関
わ
ら
ず
今
後
益
々
強
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
大
き
な
社
会
的
状
況
の

変
化
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
詳
し
く
は
、
前
回
の

成
果
報
告
書
（『
教
化
研
究
』
二
十
九
号
）
を
参
照
し
て
頂
き

た
い
が
、
高
度
経
済
成
長
に
お
け
る
産
業
構
造
の
変
化
、
人
口

移
動
に
よ
っ
て
過
疎
過
密
と
い
う
状
況
が
生
じ
、
ま
た
近
年
で

は
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
少
子
化
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
未
婚

率
上
昇
、
さ
ら
に
世
代
間
住
み
分
け
の
問
題
も
寺
院
の
状
況
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

特
に
、
世
代
間
住
み
分
け
と
い
う
問
題
が
寺
院
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
寺
院
と
直
接
的
関
係
が
強
い
と
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考
え
ら
れ
る
六
十
五
歳
以
上
の
世
帯
構
造
の
変
化
を
見
る
と
、

単
独
世
帯
と
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
合
計
は
、
昭
和
六
十
一
（
一

九
八
六
）
年
：
31
・
3
％
か
ら
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
：

59
・
7
％
へ
と
増
加
し
、
三
世
代
世
帯
は
一
九
八
六
年
：
44
・

8
％
か
ら
二
〇
一
八
年
：
10
・
0
％
へ
と
急
激
に
減
少
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
世
代
が
異
な
る
場
所
に
住
む
と
い
う
状

況
が
急
激
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

で
は
、
異
な
る
場
所
に
住
ん
だ
次
世
代
の
、
家
や
墓
地
の

継
承
に
関
す
る
意
識
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
の
人
々

の
仏
教
や
寺
院
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
調
査
し
た
全
日
本
仏

教
会
の
調
査
（
全
日
本
仏
教
会
『
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調

査
（
二
〇
一
九
年
度
）
報
告
書
』
二
〇
一
九
）
に
お
い
て
、「（
実

家
が
あ
り
、
両
親
と
別
居
中
の
方
が
、）
将
来
実
家
の
地
域
に

戻
る
予
定
は
あ
る
か
」
と
尋
ね
た
質
問
で
は
、「
全
く
戻
る
予

定
は
な
い
」54・5
％
が
最
も
多
く
、「
戻
る
予
定（
十
年
以
内
）」

が
7.1
％
、「
戻
る
予
定
が
あ
る
（
未
定
）」
9.5
％
、「
分
か
ら
な
い
」

28
・
9
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
か
は
実
家
に
戻
る
予

定
を
立
て
て
い
る
人
は
16
・
6
％
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
な

７

４

平成元

昭和 年

注： 平成７ 年の数値は、兵庫県を除いたものである。

平成 年の数値は、熊本県を除いたものである。

「親と未婚の子のみの世帯」とは、「夫婦と未婚の子のみの世帯」及び「ひとり親と未婚の子のみの世帯」をいう。

単独世帯 夫婦のみの世帯 親と未婚の子のみの世帯 三世代世帯 その他の世帯

％

グラフ１　「厚生労働省　平成 30 年国民生活基礎調査の概況」
厚生労働省 �HPhttps://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa18/dl/02.pdf、

20200312
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お
、
仏
教
信
者
と
回
答
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、
実
家
に
戻
る
予

定
を
立
て
て
い
る
人
の
割
合
は
21
・
5
％
に
過
ぎ
な
い
。

研
究
の
目
的

こ
の
よ
う
に
現
在
、
イ
エ
制
度
の
衰
退
に
伴
う
葬
送
や
墓

制
に
対
す
る
意
識
の
変
化
、
ま
た
居
住
地
の
移
動
や
二
、
三
世

代
同
居
率
の
低
下
に
伴
い
、
家
庭
内
で
の
信
仰
継
承
が
困
難
な

状
況
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
の
な
か
、
浄

土
宗
の
信
仰
を
檀
信
徒
の
次
世
代
に
、
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
研
究
の
目
的
と

し
て
い
る
。

本
研
究
班
で
は
、
平
成
二
十
八
、
二
十
九
年
度
に
お
い
て
、

寺
院
で
の
子
ど
も
の
人
生
儀
礼
の
活
性
化
を
通
じ
た
次
世
代
信

仰
継
承
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
寺
院
で

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
勤
め
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
儀
礼
（
成

人
式
、
結
婚
式
、
長
寿
の
祝
い
、
葬
式
な
ど
）
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
寺
院
で
行
う
こ

と
は
、
祖
父
母
・
親
・
子
ど
も
の
三
世
代
、
さ
ら
に
は
両
家
族

に
わ
た
っ
て
寺
院
に
来
る
機
会
と
な
り
、
次
世
代
に
信
仰
を
継

承
す
る
一
つ
の
契
機
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

平
成
三
十
年
三
月
、
本
研
究
班
で
は
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
浄
土
宗
全
ヶ
寺
に
配
布
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
寺
院
に
お
け
る
初
参
り
・
七
五
三
、
法
然
上

人
の
生
涯
に
な
ぞ
ら
え
た
学
問
成
就
の
法
要
で
あ
る
「
智
慧
結

び
法
要
」
を
提
案
し
、
そ
の
準
備
や
実
践
方
法
な
ど
を
示
し
た
。

今
期
の
研
究
内
容

今
期
は
前
期
か
ら
の
問
題
意
識
を
継
承
し
つ
つ
、
寺
檀
関

係
の
次
世
代
で
あ
る
青
年
層
、
壮
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
焦
点
を
あ
て
て
研
究
を
展
開
し
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

①
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
の
収
集
・
分
析
を
行
っ
た
。

「
正
力
松
太
郎
賞
」受
賞
団
体
、『
地
域
寺
院
』掲
載
寺
院
、「
共

生
・
地
域
文
化
大
賞
」
受
賞
団
体
、『
い
き
い
き
お
寺
事
例
集　

寺
活
の
ス
ス
メ
』、ほ
か
他
宗
派
が
報
告
し
て
い
る
活
動
の
分
析
、

お
よ
び
顕
著
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
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教
覚
寺
（
静
岡
市
）
へ
の
調
査
報
告
を
行
っ
た
。

②�
『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
普
及
活
動
、
お

よ
び
実
施
寺
院
へ
の
調
査
お
よ
び
効
果
測
定
を
行
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
に
作
成
し
た
『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用
い
て
、
全
国
浄
土
宗
青
年
会
が
「
仏
式

通
過
儀
礼
推
進
事
業
の
勧
奨
及
び
実
施
」活
動
を
展
開
し
た（
平

成
三
十
、
令
和
元
年
度
）。
各
地
で
行
わ
れ
た
活
動
の
様
子
、

お
よ
び
参
加
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
儀
礼

に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

③�

宗
教
に
関
す
る
意
識
調
査
を
収
集
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
有
効
で
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
。

④�

浄
土
宗
の
宗
義
か
ら
み
た
人
生
儀
礼
の
可
能
性
つ
い
て
考
察

し
た
。

本
成
果
報
告
は
、
二
年
間
の
研
究
成
果
の
総
ま
と
め
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
、
上
記
の
研
究
内
容
を
中
心
と
し
て
報
告
を
す

る
。

�

（
名
和
清
隆
）

一
章　
各
寺
院
・
団
体
の
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み

こ
こ
で
は
、
各
寺
院
、
各
団
体
が
行
っ
て
い
る
顕
著
な
次

世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
を
概
観
し
た
い
。
本
研
究
班
で

は
、
広
い
意
味
に
お
い
て
「
次
世
代
継
承
」
に
関
す
る
事
例
を

収
集
す
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
資
料
は
、『
い
き
い
き
お

寺
事
例
集　

寺
活
の
ス
ス
メ
』（
浄
土
宗
寺
院
問
題
検
討
委
員
会
、

二
〇
一
五
）（
以
下
、『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）、「
正
力
松
太
郎
賞
」

（
財
団
法
人
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
）、『
地
域
寺
院
』（
大
正

大
学 

地
域
構
想
研
究
所
）、「
共
生
・
地
域
文
化
大
賞
」（
浄
土

宗
宗
祖
法
然
八
〇
〇
年
遠
忌
事
務
局
）、
ほ
か
他
宗
派
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
で

あ
る
。

収
集
し
た
事
例
は
膨
大
な
数
に
上
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の

関
係
上
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
く
。
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一
‐
一
．
目
的
別
に
よ
る
分
類
と
事
例

研
究
班
で
は
、
寺
院
や
諸
団
体
に
お
い
て
様
々
に
行
わ
れ

て
い
る
活
動
を
、
そ
の
目
指
し
て
い
る
目
的
と
い
う
点
か
ら
、

①
信
仰
そ
の
も
の
の
継
承

②
寺
檀
関
係
、
組
織
や
活
動
の
強
化
・
継
承

③
地
域
で
の
存
在
感
の
増
強

　

③
―
１　

�

地
域
伝
統
や
地
域
の
人
々
と
の
結
び
つ
き
の

増
強

　

③
―
２　

寺
院
の
公
益
性
の
増
強

④�

寺
院
・
仏
教
・
伝
統
文
化
へ
の
興
味
・
共
感
に
応
え
る

と
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
分
類
し
た
。
む
ろ
ん
一

つ
の
活
動
に
は
、
上
記
目
的
の
複
数
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
作
業
の
枠
組
と
し
て
提
示
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
一
部
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
詳
細
を
述
べ
る
紙
幅
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
出
典
を
記
し
て
お
く
の
で
是
非
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
信
仰
そ
の
も
の
の
継
承

・
浄
土
宗
「
石
見
教
区
東
京
法
要
」（『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）

　

�

浄
土
宗
石
見
教
区
主
催
で
平
成
十
九
年
か
ら
大
本
山
増

上
寺
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
首
都
圏
在
住
檀
信
徒
の
た

め
の
合
同
法
要
。
石
見
教
区
か
ら
多
く
の
僧
侶
が
上
京

し
て
実
施
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
首
都
圏
に
在
住

檀
信
徒
と
の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
離
郷
門
徒
の
つ
ど
い
」

　

�（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派H

P　

http://w
w
w
.hongw

anji.

or.jp/project/kaso02.htm
l

）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が

推
進
し
て
い
る
活
動
で
、
故
郷
を
離
れ
た
門
信
徒
に
対

し
て
寺
院
・
教
区
が
法
要
を
行
う
機
会
を
持
て
る
よ
う
、

本
願
寺
（
京
都
）、
築
地
本
願
寺
（
東
京
）、
本
願
寺
名

古
屋
別
院
（
愛
知
）、
本
願
寺
津
村
別
院
（
大
阪
）
を
会

所
と
し
て
利
用
で
き
る
。
各
本
山
が
式
衆
を
用
意
し
て

く
れ
、
宗
門
か
ら
の
助
成
金
も
受
け
ら
れ
る
。

・
浄
土
宗 
山
梨
教
区 

西
方
寺
（『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）
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�

地
域
の
葬
送
習
俗
が
変
化
す
る
な
か
、「
寺
が
先
祖
を

守
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
薄
れ
る
の
で
は
？
」
と
い

う
危
機
感
の
も
と
、
本
堂
裏
堂
に
全
檀
家
の
位
牌
を
新

た
に
作
り
安
置
し
た
。
追
善
法
要
の
際
に
は
念
仏
行
道

で
位
牌
棚
の
前
に
進
み
同
称
十
念
を
称
え
て
か
ら
法
要

を
開
始
す
る
、
盆
や
彼
岸
の
際
に
は
で
き
る
だ
け
位
牌

棚
の
前
で
手
を
合
わ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。

・
浄
土
宗 

長
野
教
区 

正
満
寺
（『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）

　

�

七
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
お
も
と
づ
き
」。
一
年
の

間
に
結
婚
し
た
檀
信
徒
の
新
婚
夫
婦
に
対
す
る
帰
敬
式

で
あ
る
。
檀
家
の
跡
継
ぎ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
兄
弟
姉

妹
に
広
く
声
を
か
け
て
い
る
。
新
婚
夫
婦
に
帰
敬
式
を

受
け
て
も
ら
い
、
そ
の
連
絡
先
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
檀
信
徒
の
次
世
代
に
対
し
て
直
接
連
絡
を
取
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
子
供
が
生
ま
れ
た

際
に
は
、
初
参
り
法
要
、
七
五
三
法
要
な
ど
も
行
い
、
ま

さ
に
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
寺
と
関
わ
る
よ
う

な
教
化
を
実
践
し
て
い
る
。

浄
土
宗
で
は
信
仰
を
継
承
す
る
た
め
の
重
要
な
儀
式
と
し

て
、
五
重
相
伝
、
授
戒
会
、
帰
敬
式
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
葬
儀
や
日
常
の
法
事
、
月
参
り
な
ど
の
日
常
の
法
務
や
、
お

盆
の
祀
り
方
の
指
導
な
ど
も
信
仰
を
伝
え
る
機
会
と
と
ら
え
る

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

②
寺
檀
関
係
、
組
織
や
活
動
の
強
化
・
継
承

・
浄
土
宗 

岡
山
教
区　

浄
土
寺
（『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）

　

�

住
職
就
任
を
機
会
に
、
新
た
な
檀
信
徒
会
を
組
織
し
た
。

大
法
要
の
手
伝
い
の
ほ
か
境
内
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
年
に
二
～
三
回
は
会
員
の
自
宅
で
「
自
宅

研
修
会
」
を
行
う
が
、
こ
の
際
は
各
家
の
子
供
が
参
加

す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

・
浄
土
宗 

熊
本
教
区 

西
生
院
（『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）

　

�
遠
方
に
離
れ
た
檀
信
徒
約
七
十
件
に
対
し
て
、
地
元
名

産
の
玉
ね
ぎ
を
寺
報
や
故
郷
の
情
報
と
合
わ
せ
て
送
っ
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て
い
る
。
送
付
し
た
檀
信
徒
か
ら
は
お
礼
状
が
届
き
、
お

寺
と
交
流
す
る
機
会
が
生
ま
れ
て
い
る
。

・
浄
土
宗 

青
森
教
区 

本
覚
寺
（『
寺
活
の
ス
ス
メ
』）

　

�

過
疎
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ

ス
の
本
数
が
減
少
し
、
法
要
の
時
間
に
あ
う
バ
ス
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
法
要
へ
の
参
加

者
が
減
少
し
て
し
ま
う
と
の
危
機
感
か
ら
、
施
餓
鬼
、
御

忌
、
十
夜
の
際
に
は
、
地
元
葬
儀
社
、
保
育
園
の
バ
ス

に
地
元
の
地
区
を
巡
回
し
て
も
ら
い
、
檀
信
徒
の
送
迎

を
お
願
い
し
て
い
る
。
行
事
ご
と
に
五
十
人
ほ
ど
が
利

用
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
檀
信
徒
規
約
や
墓
地
規
約
を
整
備
し
、
墓

地
や
檀
信
徒
の
継
承
者
が
変
わ
っ
た
機
会
に
規
約
を
改
め
て
交

わ
す
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。
な
お
墓
地
規
約
の
ひ
な
形
に
つ

い
て
は
、『
教
化
研
究
』
二
十
五
号
「
墓
に
関
す
る
研
究　

付

墓
地
規
則
案
・
永
代
墓
規
則
案
」
を
参
照
頂
き
た
い
。

③
地
域
で
の
存
在
感
の
強
化

③
―
１　

地
域
伝
統
や
地
域
の
人
々
と
の
結
び
つ
き
の
増
強

・�

浄
土
宗 

岩
手
教
区 

願
海
庵
「
願
海
庵
ま
つ
り
」（『
地
域

寺
院
』
六
号
）

　

�

岩
手
県
二
戸
市
の
浄
土
宗
願
海
庵
は
、
平
成
二
十
四
（
二

〇
一
二
）
年
か
ら
と
も
い
き
財
団
の
協
力
の
も
と
、
寺
、

檀
家
、地
域
の
人
々
皆
で
作
り
上
げ
る
「
願
海
庵
ま
つ
り
」

を
開
始
し
た
。
参
加
す
る
人
々
の
自
主
的
な
協
力
体
制

の
も
と
行
わ
れ
る
年
一
回
の
祭
り
は
、
寺
と
檀
家
だ
け

で
な
く
地
域
が
盛
り
上
げ
る
大
切
な
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

・�

浄
土
宗 

和
歌
山
教
区
日
高
組
「
日
高
念
仏
大
法
会
」（『
寺

活
の
ス
ス
メ
』）

　
�

過
疎
化
が
進
む
和
歌
山
県
日
高
地
域
、
地
元
が
生
ん
だ

江
戸
時
代
の
名
僧
で
あ
る
徳
本
上
人
の
二
百
回
忌
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
和
歌
山
教
区
日
高
組
は
平
成
二
十
六

（
二
〇
一
四
）
年
に
「
第
一
回
日
高
念
仏
大
法
会
」
を
開

催
し
た
。
毎
年
、
徳
本
上
人
ゆ
か
り
の
場
所
を
会
所
と
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し
て
巡
り
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
檀
信
徒
、
地
域
住
民
、

観
光
協
会
な
ど
と
の
協
力
体
制
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
地

元
の
名
僧
徳
本
上
人
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。

・
日
蓮
宗 
千
葉
県
勝
浦
市 

妙
海
寺
（『
地
域
寺
院
』
四
号
）

　

�

妙
海
寺
は
、「
人
が
集
い
縁
を
結
ぶ
と
こ
ろ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
地
元
活

性
化
を
検
討
す
る
「
ミ
ラ
イ
を
ツ
ク
ル
元
気
な
人
」
が

語
り
合
う
「
ミ
ラ
ク
ル
人
会
議
」
の
場
を
提
供
し
、
住

職
自
身
も
参
加
し
、
地
元
の
特
産
品
を
開
発
し
て
い
る
。

ま
た
地
元
の
高
齢
者
が
集
え
る
ラ
ン
チ
の
場
を
提
供
し

た
り
、
医
療
情
報
を
共
有
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
」

の
開
催
、
都
会
の
人
が
一
泊
二
日
で
お
寺
を
体
験
で
き

る
「
テ
ン
プ
ル
ス
テ
イ
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

③
―
２　

寺
院
の
公
益
性
の
増
強

・
サ
ラ
ナ
親
子
教
室　

参
照
：https://sarana.site

　

�

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
子
育
て

支
援
の
教
室
。「
同
じ
境
遇
の
母
親
ど
う
し
が
つ
な
が
り

悩
み
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
付
き
を
得
て
、

前
向
き
な
気
持
ち
で
育
児
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
目
的
で
運
営
。
同
時
に
「
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
心
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
」
こ
と
に

よ
り
子
ど
も
の
心
の
安
定
と
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
す
。「
仏
さ
ま
の
ご
加
護
を
願
っ
て
手
を
合
わ
せ
る

な
か
で
、
母
子
と
も
に
安
ら
か
な
心
が
育
ま
れ
て
い
く

こ
と
を
願
い
」
全
国
の
お
寺
で
二
十
教
室
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

・
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
（
介
護
者
カ
フ
ェ
）

　

�

家
族
な
ど
の
介
護
に
携
わ
る
人
が
日
頃
の
悩
み
を
分
か

ち
合
い
、
情
報
交
換
を
行
う
た
め
の
場
。
孤
立
し
が
ち

な
介
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
が
気

軽
に
参
加
し
、
語
り
合
え
る
支
援
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

仏
さ
ま
が
見
守
り
、
人
々
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
地
域

の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で
き
た
お
寺
に
は
、
人
の
苦
し
み

を
受
け
止
め
る
「
場
」
の
力
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
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ら
令
和
二
年
三
月
現
在
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
企
画
の

も
と
、
浄
土
宗
の
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
全
国
の
浄
土

宗
寺
院
に
開
催
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

・
ひ
と
さ
じ
の
会　

参
照
：https://w

w
w
.hitosaji.jp

　

�

ひ
と
さ
じ
の
会
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
活
動
を
地
域
社
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
と
協
働
し
な
が
ら
取
り
組
む
、
浄
土
宗
僧
侶
が
創

立
し
た
東
京
・
浅
草
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
①
月
二
回
、
路
上
生
活
を
送
る
方
々
へ
炊

き
出
し
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
配
食
す
る
活
動
、
②
路

上
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
葬
儀
や
追
悼
法
要
す
る
活
動
、

③
お
に
ぎ
り
用
の
お
寺
の
勧
募
や
寺
院
へ
の
災
害
備
蓄

米
普
及
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

・�

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ　

参
照
：https://otera-

oyatsu.club

　

�「『
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
』
は
、
お
寺
に
お
供
え
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
『
お
そ
な
え
』
を
、
仏
さ
ま
か
ら
の
『
お

さ
が
り
』
と
し
て
頂
戴
し
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

支
援
団
体
の
協
力
の
下
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ

る
ご
家
庭
へ
『
お
す
そ
わ
け
』
す
る
活
動
で
す
。
活
動

趣
旨
に
賛
同
す
る
全
国
の
お
寺
と
、
子
ど
も
や
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
を
支
援
す
る
各
地
域
の
団
体
を
つ
な
げ
、
お

菓
子
や
果
物
、
食
品
や
日
用
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。」

・�

浜
◯
か
ふ
ぇ　

参
照
：〈
浜
◯
か
ふ
ぇ
〉　http://

ham
am
arucafe.nom

aki.jp

　

参
照
：〈
浄
土
宗
災
害
復
興
福
島
事
務
所
〉

　

https://am
eblo.jp/saigaifukko-fukushim

a/

　

�

浄
土
宗
福
島
教
区
浜
通
り
組
青
年
会
が
中
心
と
な
り
、
東

日
本
大
震
災
以
降
、
い
わ
き
市
内
の
仮
設
住
宅
・
災
害

復
興
住
宅
等
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
傾
聴
サ
ロ
ン
活
動
。

孤
立
し
が
ち
な
避
難
生
活
に
あ
っ
て
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
会
話
を
楽
し
む
こ
と
を
通
し
て
、
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
し
、
住
民
同
士
の
触
れ
合
い
や
悩
み
を
共
有
す

る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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④
寺
院
・
仏
教
・
伝
統
文
化
へ
の
興
味
・
共
感
に
応
え
る

・
曹
洞
宗 

兵
庫
県 

長
楽
寺
（『
地
域
寺
院
』
十
三
号
）

　
�

毎
月
第
一
土
曜
日
に
、「
長
楽
寺
文
化
教
室
」
と
題
し
た

座
禅
や
写
経
、
ヨ
ガ
を
体
験
す
る
一
回
千
円
の
市
民
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
仏
教
に
触
れ
た
い
と
思
い
人
々

が
広
範
囲
か
ら
集
う
場
と
な
っ
て
い
る
。

一
‐
二
．
次
世
代
継
承
の
概
念
図

前
項
に
お
い
て
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
を
、
①

信
仰
そ
の
も
の
の
継
承
、②
寺
檀
関
係
、組
織
や
活
動
の
強
化・

継
承
、
③
地
域
で
の
存
在
感
の
増
強
（
③
―
１　

地
域
伝
統
や

地
域
の
人
々
と
の
結
び
つ
き
の
増
強　

③
―
２　

寺
院
の
公
益

性
の
増
強
）、
④
寺
院
・
仏
教
・
伝
統
文
化
へ
の
興
味
・
共
感

に
応
え
る
、
と
目
的
別
に
分
類
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
列

挙
し
た
。

こ
こ
で
は
、
様
々
に
行
わ
れ
て
い
る
次
世
代
継
承
に
関
す

る
取
り
組
み
を
、
よ
り
明
確
に
整
理
す
る
た
め
の
概
念
図
を
提

示
し
た
い
。
先
に
挙
げ
た
目
的
別
に
よ
る
分
類
①
～
④
を
、
そ

の
活
動
に
含
ま
れ
る
信
仰
的
要
素
に
よ
っ
て
位
置
付
け
る
と
、

左
図
①
「
取
り
組
み
の
位
置
づ
け
」
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

信
仰
的
要
素
が
強
い
順
か
ら
①
→
②
→
③
→
④
と
な
り
、
①
→

④
と
な
る
に
従
い
、
そ
の
活
動
が
対
象
と
す
る
範
囲
（
裾
野
）

が
広
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
活
動
の
中
に
は
、
③
④
の
よ
う
な

い
わ
ば
間
口
の
広
い
活
動
を
通
じ
て
、
浄
土
宗
の
信
仰
へ
と
導

く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
③
④
の

よ
う
な
活
動
を
、「
信
仰
へ
と
導
く
」
こ
と
と
全
く
切
り
離
し

図① 取り組みの位置づけ

図② 対象（ターゲット）

信仰 ①信仰

お念仏・先祖崇拝への
教化活動

寺・墓に関する契約意識
詠唱・青年会などの
団体活動など

地域のシンボル・歴史へのコミット
地域への貢献、イベント など

年中行事・人生儀礼
ご朱印、観光、文化講座

など

篤信
（コアメン
バー）

普通の檀家

檀家次世代

檀家の孫たち

遠方檀家

檀家の縁者

地域の非檀家

地域を問わず
共感する人々

寺院

②寺檀関係、
組織や活動

③地域での存在感

④寺院・仏教・伝統文化への
興味・共感

興味・共感
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て
捉
え
る
立
場
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

寺
院
に
は
様
々
な
人
々
が
関
係
を
持
つ
（
図
②
参
照
）。
檀

家
以
外
に
も
檀
家
の
親
戚
縁
者
、
地
域
の
人
々
、
遠
方
か
ら
何

か
の
機
会
に
訪
れ
る
人
々
。
檀
家
に
も
篤
信
の
方
も
い
れ
ば
そ

う
で
な
い
方
も
い
る
し
、
檀
家
の
次
世
代
の
人
、
更
に
次
の
世

代
の
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。「
次
世
代
継
承
」を
考
え
る
際
に
は
、

自
坊
を
取
り
巻
く
人
々
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
程
度
い
る

の
か
を
把
握
し
た
う
え
で
、「
誰
に
」「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」

行
う
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
相
応
し
い
活
動
内
容
を
探

し
て
実
践
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

一
‐
三
．�

調
査
寺
院
報
告　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　
教
覚
寺（
静

岡
県
静
岡
市
）

調
査
日
：
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
八
月
十
六
日　

於
：

教
覚
寺　

調
査
者
：
名
和

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
教
覚
寺
は
、
静
岡
県

の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
静
岡
市
に
あ
る
寺
院
で
、
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

北
口
か
ら
徒
歩
十
五
分
ほ
ど
に
所
在
す
る
寺
院
で
あ
る
。
教
覚

寺
は
、
青
少
年
育
成
に
関
し
て
顕
著
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る

寺
院
を
表
彰
す
る
正
力
松
太
郎
賞（
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
）

の
第
四
十
一
回
（
二
〇
一
七
年
）
本
賞
を
受
賞
し
た
寺
院
で
あ

り
、
次
世
代
を
担
う
青
壮
年
層
の
門
徒
が
非
常
に
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
寺
院
で
あ
る
た
め
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

正
力
松
太
郎
賞
受
賞
団
体
の
紹
介
に
は
、

�

「
教
覚
寺
少
年
会
」（
代
表
南
荘
宏
さ
ん・浄
土
真
宗
本
願
寺

派
教
覚
寺
住
職
・
静
岡
県
）

�

教
覚
寺
少
年
会
は
一
九
一
五
年
に
設
立
さ
れ
た
「
大
正
日
曜

学
校
」
を
前
身
と
す
る
お
寺
の
子
ど
も
会
で
す
。
幼
少
年
期

の
宗
教
的
情
操
教
育
の
重
要
性
を
省
み
て
、
現
住
職
ま
で
五

代
に
わ
た
り
約
百
年
も
の
間
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
青
少

年
教
化
活
動
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
花

ま
つ
り
や
子
ど
も
報
恩
講
な
ど
仏
教
行
事
に
あ
わ
せ
た
集

い
を
月
に
一
度
行
う
ほ
か
、
十
代
の
会
、
光
輪
会
（
二
十
代

か
ら
三
十
代
）、
女
性
の
会
、
壮
年
会
、
覚
寿
の
会
（
七
十

五
歳
以
上
）
な
ど
、
子
ど
も
・
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
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集
う
居
場
所
づ
く
り
と
、
世
代
を
超
え
て
交
流
を
図
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
は
地
域
に
お
い
て

教
化
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
お
寺
で

培
っ
た
精
神
は
広
く
地
域
に
活
か
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
他
寺

院
の
規
範
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
全
国
青
少
年
教
化
協
議

会
Ｈ
Ｐ
、
二
〇
二
〇
年
三
月
八
日

　

�http://w
w
w
.zenseikyo.or.jp/katsudo/

katsudousya/m
atsutarou/41.htm

l

、）

と
あ
る
よ
う
に
、
長
い
年
月
に
わ
た
る
少
年
会
活
動
の
ほ
か
、

年
代
別
組
織
が
積
極
的
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。
ま
ず
年
齢
別
組
織
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

〈
年
齢
別
組
織
と
そ
の
活
動
〉

教
覚
寺
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
年
齢

別
組
織
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

・
少
年
会�　

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
か
ら
大
正
日
曜
学
校

開
始
、
一
九
五
〇
年
代
に
少
年
会
へ
と
変
更
。
毎

月
第
三
日
曜
午
前
九
時
～
十
一
時
頃
。
芋
掘
り
遠

足
、
お
泊
ま
り
会
、
流
し
そ
う
め
ん
、
新
年
会
な

ど
の
お
楽
し
み
も
あ
る
。

十
代
の
会�　

平
成
三（
一
九
九
一
）年
に
、少
年
会
が
終
わ
っ

た
子
ど
も
達
が
集
ま
る
場
と
し
て
開
始
し
た
。
中

高
生
を
中
心
と
し
た
会
。
例
会
は
夏
休
み
、
冬

休
み
、
春
休
み
の
三
回
開
催
。
毎
回
お
参
り
の

後
に
夕
食
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
プ

な
ど
で
遊
ぶ
。

光
輪
会　

�

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
に
十
代
の
会
を
卒

業
し
た
二
十
～
三
十
歳
代
の
会
と
し
て
結
成
。
毎

月
一
回
土
曜 

午
後
五
時
か
ら
の
例
会
の
ほ
か
、

仏
青
連
盟
の
行
事
へ
の
参
加
、
十
代
の
会
と
の

合
同
行
事
、
教
覚
寺
の
年
間
行
事
の
手
伝
い
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

壮
年
会　

�

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
に
組
織
さ
れ
た

四
十
代
～
七
十
五
歳
ま
で
の
男
性
の
会
。
毎
月

一
回
土
曜
午
後
六
時
か
ら
八
時
半
頃
。
お
参
り

を
し
た
後
、
一
杯
飲
み
な
が
ら
仏
法
談
義
を
行
う
。
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寺
院
の
仏
教
行
事
の
準
備
は
、
こ
の
壮
年
会
が

中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
。
隔
年
で
旅
行
に
出

か
け
て
い
る
。

女
性
の
会�　

四
十
代
～
七
十
五
歳
ま
で
の
女
性
の
会
。
明

治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
組
織
さ
れ
た
婦
人

会
が
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
女
性
の

会
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
例
会
は
毎
月
第
二
日

曜 

午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
頃
。
ダ
ー
ナ
活
動

（
震
災
支
援
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
支
援
、

介
護
施
設
慰
問
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
。

覚
寿
の
会�　

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
組
織
さ
れ
た

七
十
五
歳
以
上
の
男
女
の
会
。
例
会
は
毎
月
二

十
一
日 

午
後
二
時
か
ら
四
時
頃
で
、『
浄
土
真
宗

必
携
』
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
学
習
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
は
住
職
の
ほ
か
、
女
性
関
係
団
体
は
寺
庭

婦
人
が
担
当
、
青
少
年
向
け
教
化
団
体
は
副
住
職
が
担
当
し
て

い
る
。
寺
が
主
導
し
て
組
織
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
十
代
の

会
、
覚
寿
の
会
の
よ
う
に
門
徒
か
ら
の
提
案
に
よ
っ
て
立
ち
上

が
っ
た
会
も
あ
り
、
門
徒
が
主
導
的
に
活
動
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
讃
歌
隊
（
毎
月
一
回

土
曜
午
後
一
時
半
～
三
時
頃
。
築
地
本
願
寺
音
御
堂
へ
も
参

加
。）、
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
（
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
活

動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
。
流
し
そ
う
め
ん
、
竹
灯
明
、
芋
掘
り
な
ど

の
手
伝
い
）、
ダ
ー
ナ
シ
ョ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
（
震
災
支
援
の
た
め

の
ダ
ー
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
。
月
一
回
の
作
業
日
に
販
売
品
を

製
作
し
販
売
。
売
上
金
は
す
べ
て
支
援
金
と
し
て
送
っ
て
い

る
。）
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
年
齢
別
教
化
団
体
組
織
、
お
よ
び
ク
ラ
ブ
活

動
は
、
教
義
の
学
び
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
貢
献
活
動

な
ど
の
ほ
か
、
寺
院
行
事
の
補
助
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
教
化
を
主
目
的
と
し
た
寺
院
行
事
の
動
員
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
毎
月
一
日
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
る
「
門
信

徒
会
」
に
は
毎
回
百
人
ほ
ど
が
参
加
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
毎
月
第
一
土
曜
午
前
七
時
か
ら
の
「
お
朝
事
会
」（
境
内

掃
除
、
勤
行
、
朝
食
）、
毎
月
一
回
金
曜
午
後
七
時
か
ら
の
「
お
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〈
人
集
め
、
教
化
団
体
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
〉

こ
の
よ
う
に
、
教
覚
寺
で
は
様
々
な
組
織
活
動
、
行
事
を

展
開
し
、
そ
こ
に
多
く
の
門
徒
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
秘
訣
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
ま
ず
十
代
か
ら
三
十
歳
と
い
っ

た
少
年
青
年
層
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
長

い
歴
史
を
持
つ
少
年
会
が
あ
り
、
そ
の
卒
業
生
を
上
手
く
組
織

聖
教
を
読
む
会
」
に
も
多
く
の
門
徒
が
集
ま
っ
て
い
る
。

〈
仏
教
的
人
生
儀
礼
〉

教
覚
寺
は
、
年
中
行
事
の
中
に
仏
教
人
生
儀
礼
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
。
教
覚
寺
の
年
間
行
事
は
、
以
下
の
よ
う

で
あ
る
、

一
月　

�

修
正
会　

成
人
式　

御
正
忌
報
恩
講　

門
信
徒
会

総
会　

入
門
式

二
月　

涅
槃
会
（
サ
ン
ガ
の
つ
ど
い
）

三
月　

平
和
を
願
う
つ
ど
い　

春
季
彼
岸
会

四
月　

は
な
ま
つ
り　

法
縁
廟
合
同
追
悼
法
要

五
月　

宗
祖
降
誕
会

七
月　

盂
蘭
盆
会

八
月　

門
信
徒
初
級
講
座

九
月　

秋
季
彼
岸
会　

敬
老
会

十
月　

お
取
り
越
し
報
恩
講

十
一
月　

七
五
三

十
二
月　

成
道
会　

大
谷
本
廟
分
骨
・
本
山
参
拝 

こ
の
よ
う
に
、
涅
槃
会
・
盂
蘭
盆
会
・
成
道
会
の
よ
う
な

仏
教
行
事
、
報
恩
講
・
宗
祖
降
誕
会
の
よ
う
な
真
宗
行
事
の
ほ

か
に
、
定
期
・
不
定
期
的
に
初
参
式
・
七
五
三
・
成
人
式
・
仏

前
結
婚
式
・
敬
老
会
と
い
っ
た
人
生
儀
礼
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
少
年
会
か
ら
始
ま
る
年
齢
別
組

織
に
即
し
て
人
生
儀
礼
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
的
人

格
を
育
て
る
意
図
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
門
徒
自
身
に
よ
る
情
報
発
信
〉

ま
た
こ
の
寺
で
は
、
門
徒
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
毎
月
一
日
に
発
行
し
て
い
る
「
月
報
」、
毎
年
四
月

に
発
行
し
て
い
る
「
寺
報
」
の
ほ
か
、
年
二
回
発
行
し
て
い
る

「
教
覚
寺
門
信
徒
だ
よ
り　

N
A
A
A
M
O
!

」が
あ
る
。
こ
の「
教

覚
寺
門
信
徒
だ
よ
り　

N
A
A
A
M
O
!

」
は
門
徒
自
身
が
企
画
、

発
行
を
行
う
情
報
誌
で
、
編
集
委
員
に
は
二
十
代
か
ら
七
十
代

に
わ
た
る
広
い
門
徒
が
携
わ
り
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
紙

面
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
コ
マ

漫
画
も
門
徒
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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〈
人
集
め
、
教
化
団
体
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
〉

こ
の
よ
う
に
、
教
覚
寺
で
は
様
々
な
組
織
活
動
、
行
事
を

展
開
し
、
そ
こ
に
多
く
の
門
徒
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
秘
訣
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
ま
ず
十
代
か
ら
三
十
歳
と
い
っ

た
少
年
青
年
層
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
長

い
歴
史
を
持
つ
少
年
会
が
あ
り
、
そ
の
卒
業
生
を
上
手
く
組
織

化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
自
身

も
少
年
会
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
副
住
職
の
存
在
で
あ
る
。
卒
後
生
の

立
場
も
持
ち
な
が
ら
そ
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
活
動
を
展
開
し
、

ま
た
下
の
世
代
も
面
倒
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
代
を
超
え

た
連
帯
を
生
み
出
し
て
い
る
。

ま
た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
先
々
代
住
職

か
ら
付
け
て
い
る
「
現
在
簿
」（
い
わ
ゆ
る
現
在
帳
の
こ
と
）

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
帳
簿
に
は
、
可
能
な
限
り
家
族
全
員
の

氏
名
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
の
生
年
月
日
ま
で
記
入
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
を
基
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
族
に
適
し
た
人
生
儀
礼
の
案
内
が
行
う
こ
と
が
出
来
る

し
、
年
齢
に
即
し
た
教
化
団
体
へ
の
勧
誘
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

ま
た
住
職
は
、
な
る
べ
く
門
信
徒
が
主
体
的
に
動
い
て
く

れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
、
声
掛
け
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
例
と
し
て
、
新
た
に
寺
に
組
織
し
た
「
九
州
県
人
会
」
が
あ

る
。
静
岡
市
に
は
九
州
（
と
く
に
鹿
児
島
）
か
ら
の
移
住
者
が

多
く
、
九
州
出
身
の
門
徒
が
教
覚
寺
と
新
た
に
縁
を
結
び
寺
の

門
徒
と
な
る
場
合
も
多
い
と
い
う
。
そ
こ
で
住
職
の
声
か
け
で
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「
九
州
県
人
会
」
結
成
し
た
。
同
じ
同
郷
九
州
の
出
身
と
い
う

連
帯
意
識
も
あ
り
、
こ
の
会
も
メ
ン
バ
ー
自
身
が
積
極
的
活
動

を
展
開
し
寺
主
催
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ
っ
た
門
徒
の
中
か
ら
、
自

然
と
寺
院
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
存
在
が
育
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。�

（
名
和
清
隆
）

第
二
章　

�『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用

い
て
の
実
践
報
告

二
‐
一
全
浄
青
に
よ
る
推
進
事
業
に
つ
い
て

第
二
十
五
期
全
国
浄
土
宗
青
年
会
（
以
下
、
全
浄
青
）
は
、

本
研
究
班
が
平
成
二
十
九
年
度
に
作
成
し
た
『
子
ど
も
の
成
長

儀
礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用
い
て
、
平
成
三
十
年
度
～
令

和
元
年
度
の
二
ヵ
年
に
渡
り
、
仏
式
通
過
儀
礼
推
進
事
業
を

行
っ
た
。
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
当
研
究
班
と
連
携
し
な
が
ら

活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
目
的
と
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

�

〈
目
的
〉　
日
本
人
の
人
生
通
過
儀
礼
と
し
て
お
宮
参
り
、七

五
三
、
成
人
式
等
が
あ
る
が
、
主
に
神
社
な
ど
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
仏
教
寺
院
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
寺
院
に
お
い
て
も
仏
式
で
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幼
少
期
か
ら
仏
縁

に
触
れ
、
ま
た
自
身
の
宗
教
及
び
宗
派
の
把
握
に
繋
が
る
と

考
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
自
覚
を
も
っ

て
お
念
仏
の
生
活
に
入
り
、
最
後
菩
提
寺
で
の
葬
儀
を
勤
め

る
こ
と
を
促
す
教
化
方
法
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

�

〈
概
要
〉　

寺
院
で
の
人
生
通
過
儀
礼
の
開
催
成
果
の
報
告

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、
浄
土
宗
総
合
研
究

所
と
連
携
を
と
っ
て
情
報
の
交
換
を
す
る
。
今
年
度
に
お
い

て
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
を
勧
奨
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
求
め
、
必
要
な
資
料
の
作
成
を
し
、
全
浄
青
会
員
に
配
布

す
る
。

　
�（「

第
二
十
五
期
全
国
浄
土
宗
青
年
会
令
和
元
年
度
事
業

計
画
」
よ
り
抜
粋
）

以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
全
浄
青
よ
り
「
仏
式
通
過
儀

礼
事
業
報
告
書
」・「
智
慧
結
び
法
要
実
施
報
告
書
」
な
ら
び
に
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「
智
慧
結
び
法
要
受
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」・「
智
慧
結
び
法
要
開
催

寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
提
供
を
受
け
た
。
こ
の
二
ヵ
年
で
、
全

浄
青
に
よ
る
推
進
事
業
と
し
て
は
、
七
五
三
は
大
阪
教
区
に
て

二
回
開
催
、
智
慧
結
び
法
要
は
各
地
に
お
い
て
計
十
五
回
開
催

さ
れ
た
。
開
催
地
区
は
全
国
各
地
に
渡
り
、
総
本
山
知
恩
院
を

は
じ
め
と
す
る
総
大
本
山
で
も
厳
修
さ
れ
た
。
ま
た
参
加
者
数

は
総
計
七
五
二
名
に
も
及
び
、大
き
な
広
が
り
を
見
せ
た
。（
表

一
参
照
）

表一　智慧結び法要開催地区・開催形態・参加者数一覧

No. 開催教区 開催形態 場所 日時 参加者数
1 北一 子供信行道場併修 北一教区内寺院 R1.7.30 41
2 北二 子供信行道場併修 北二教区内寺院 R1.7.27 28
3 東北 単独 岩手教区内寺院 R1.12.8 10
4 神奈川 てらつど併修 大本山光明寺 R1.9.28 60
5 京都 宗門子弟の集い併修 総本山知恩院 R1.7.20 41
6 滋賀 てらこやふぇすた併修 滋賀教区内寺院 R1.11.1-2 363
7 滋賀 子供信行道場併修 滋賀教区内寺院 R1.7.6 30
8 滋賀 子供信行道場併修 滋賀教区内寺院 R1.12.1 23
9 滋賀 子供信行道場併修 滋賀教区内寺院 R1.8.31 9
10 滋賀 子供信行道場併修 滋賀教区内寺院 R1.9.29 12
11 滋賀 子供信行道場併修 滋賀教区内寺院 R1.7.25 30
12 滋賀 子供信行道場併修 滋賀教区内寺院 R1.7.14 21
13 石見 宗門子弟親睦会併修 石見教区内寺院 R2.2.29 13
14 福岡 子供信行道場併修 大本山善導寺 R1.7.24 54
15 三州 子供信行道場併修 鹿児島教区内寺院 R1.8.22 17
　 　 　 　 　 計 752 人
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二
‐
二
．�『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用

い
て
の
実
践
例

本
項
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
教
区
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
智

慧
結
び
法
要
実
施
報
告
書
」
よ
り
智
慧
結
び
法
要
の
実
践
例
を

紹
介
す
る
。
な
お
智
慧
結
び
法
要
の
開
催
形
態
に
つ
い
て
は
、

⑴
単
独
開
催

⑵
子
供
信
行
道
場
併
修
型

⑶
イ
ベ
ン
ト
併
修
型

⑷
宗
門
子
弟
の
集
い
併
修
型

と
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

〈
智
慧
結
び
法
要
実
践
例
〉

⑴
単
独
開
催

①
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
智
慧
結
び
法
要

令
和
元
年
十
二
月
八
日
、
岩
手
教
区
極
楽
寺
で
開
催
さ
れ
た
。

受
者
は
十
名
（
男
子
四
名
、
女
子
六
名
）、
保
護
者
七
名
程
、

出
仕
人
数
は
十
一
名
。

当
日
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

十
三
時
三
十
分　

集
合

　

�

全
浄
青
の
か
ん
た
ん
念
珠
キ
ッ
ト
・
写
仏
お
守
り
キ
ッ

ト
を
用
い
て
、
念
珠
お
守
り
制
作
。
事
務
局
員
が
実
演

し
な
が
ら
腕
輪
念
珠
を
制
作
し
た
。

十
四
時
四
十
分　

法
要

　

�

導
師
・
式
衆
入
堂
、
無
言
三
礼
、
一
尊
哀
愍
（
散
華
）、

表
白
、
説
示
、
灌
頂
洒
水
、
同
唱
十
念
、
誓
い
の
言
葉
、

開
経
偈
、
四
誓
偈
（
焼
香
）、
祈
願
、
普
済
偈
、
同
唱
十
念
、

無
言
一
礼
、
お
守
り
授
与
、
挨
拶

　

�

差
定
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
少
し
だ
け
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
て
あ
る
。
ま
た
会
所
寺
院
に
は
外
陣
と
内
陣
に
段

差
が
あ
る
た
め
、
受
者
焼
香
や
灌
頂
洒
水
を
外
陣
に
て

行
う
工
夫
を
し
た
。

十
五
時
三
十
分　

解
散

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
智
慧
結
び
法
要
で
は
、
予
定
よ
り
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
受
者
一
人
一
人
に
丁
寧
な
対
応
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
保
護
者
子
ど
も
た
ち
と
も
に
概
ね
満
足
し
て
い

た
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。
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⑵
子
供
信
行
道
場
併
修
型

①�
北
海
道
第
一
教
区
「
お
念
仏
と
よ
い
こ
の
つ
ど
い
」
閉

講
式
併
修

令
和
元
年
七
月
三
十
日
、
北
海
道
第
一
教
区
大
忠
寺
で
二

泊
三
日
の
「
お
念
仏
と
よ
い
こ
の
つ
ど
い
」
閉
講
式
に
て
智
慧

結
び
法
要
を
開
催
。
受
者
は
四
十
一
名
（
男
子
十
六
名
、
女
子

二
十
五
名
）、
保
護
者
二
十
名
程
、
出
仕
人
数
四
名
。

三
日
間
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

一
日
目

　

十
三
時　
　
　
　

集
合
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

十
三
時
三
十
分　

開
講
式

　

十
四
時　
　
　
　

お
守
り
制
作

　
　

�

毎
年
会
所
寺
院
の
ご
本
尊
を
写
仏
し
お
守
り
に
し
て

い
る
。
そ
の
お
守
り
を
本
尊
前
に
奉
呈
し
、
三
日
目

の
智
慧
結
び
法
要
で
授
与
し
た
。
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー

参
加
者
に
は
昨
年
の
お
守
り
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、

お
盆
に
お
焚
き
上
げ
し
て
い
る
。

　

十
七
時　
　
　
　

夕
陽
の
つ
ど
い

二
日
目

　

二
十
時　
　
　
　

と
も
し
び
の
集
い

三
日
目

　

十
一
時　
　
　
　

閉
講
式
・
智
慧
結
び
法
要

　
　

�

導
師
入
堂
、
四
奉
請
（
洒
水
）、
表
白
、
導
師
転
座
、

説
示
、
灌
頂
洒
水
、
お
守
り
・
終
了
証
授
与
、
導
師

復
座
、
開
経
偈
、
四
誓
偈
、
本
誓
偈
、
十
念
、
摂
益
文
、

念
仏
一
会
、
総
回
向
文
、
十
念
、
会
長
挨
拶

　

十
二
時　
　
　
　

解
散

二
泊
三
日
の
最
終
日
ま
た
真
夏
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
疲
れ
を
考
慮
し
差
定
を
簡
略
化
し
た
。
ま
た
全
体
作
法
を

行
う
に
際
し
、
前
に
出
て
く
る
回
数
を
減
ら
す
べ
く
、
四
奉
請

で
お
守
り
の
洒
水
作
法
を
行
い
、
説
示
後
の
灌
頂
洒
水
・
お
守

り
授
与
・
終
了
証
授
与
を
一
連
の
流
れ
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
低

学
年
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
説
示
に
は
七
五
三
法
要
の
説
示
を

参
照
し
た
。
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②�

北
海
道
第
二
教
区
浄
土
宗
青
年
会
「
林
間
学
校
」
開
校

式
併
修

令
和
元
年
七
月
二
十
七
日
、
北
海
道
第
二
教
区
龍
雲
寺
で

二
泊
三
日
の
「
林
間
学
校
」
開
校
式
に
て
開
催
。
受
者
二
十
八

名
（
男
子
十
名
、
女
子
十
八
名
）、
保
護
者
な
し
、
出
仕
人
数

十
一
名
。

三
日
間
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

一
日
目

　

一
三
時
三
十
分　

集
合

　
　

�

随
時
受
者
に
名
号
札
を
書
い
て
も
ら
い
、
お
守
り
を

制
作
す
る
。

十
三
時
五
十
分　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

十
四
時　
　
　
　

開
校
式
・
智
慧
結
び
法
要

　
　

�

奏
楽
、
導
師
・
式
衆
入
堂
、
四
奉
請
（
散
華
）、
表
白
、

説
示
、
灌
頂
洒
水
、
同
唱
十
念
、
誓
い
の
言
葉
、
転
座
、

開
経
偈
、
般
若
心
経
（
導
師
洒
水
、
誦
経
中
焼
香
）、

祈
願
、
普
済
偈
、
同
唱
十
念
、
摂
益
文
、
念
仏
一
会
、

自
信
偈
、
十
念
、
請
護
念
偈
、
無
言
一
礼
、
導
師
退
堂

　

十
七
時
五
十
分　

夕
陽
の
つ
ど
い

二
日
目

　

二
十
時　
　
　
　

と
も
し
び
の
集
い

三
日
目

　

十
時　
　
　
　
　

帰
敬
式

　

十
二
時
三
十
分　

閉
校
式
・
解
散

初
日
に
制
作
し
た
お
守
り
は
最
終
日
ま
で
ご
本
尊
前
に
奉

呈
し
て
お
り
、
閉
校
式
で
授
与
し
た
。
ま
た
導
師
は
表
白
・
灌

頂
洒
水
・
祈
願
等
を
行
い
、
司
式
が
説
示
や
そ
の
他
進
行
を
読

み
上
げ
た
。
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③�
福
岡
教
区
筑
後
支
部
浄
土
宗
青
年
会
「
よ
い
子
の
集
い
」

閉
講
式
に
併
修

令
和
元
年
七
月
二
十
四
日
、
大
本
山
善
導
寺
に
て
一
泊
二

日
の
「
よ
い
子
の
集
い
」
閉
講
式
に
て
智
慧
結
び
法
要
が
開
催

さ
れ
た
。
受
者
は
五
十
四
名
。

二
日
間
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

一
日
目

　

十
三
時
三
十
分　

集
合
・
受
付

　

十
四
時　
　
　
　

結
団
式
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

十
五
時
五
十
分　

数
珠
作
り
・
写
仏

　

十
九
時　
　
　
　

と
も
し
び
の
集
い
（
帰
敬
式
）

二
日
目

　

十
三
時
十
五
分　

智
慧
結
び
法
要

　
　

�

法
鼓
、喚
鐘
、道
場
洒
水
（
四
天
王
文
）、道
場
散
華
（
散

華
荘
厳
文
）、
入
堂
（
木
魚
念
仏
）、
無
言
三
拝
、
四

奉
請
散
華
（
節
付
き
）、
表
白
、
転
座
、
導
師
説
示
、

灌
頂
洒
水
、
同
唱
十
念
、
誓
い
の
言
葉
、
開
経
偈
、
四

誓
偈
（
太
鼓
）、
摂
益
文
、
念
仏
一
会
、
祈
願
、
同
唱

十
念
、
調
読
（
奏
楽
）、
一
人
ず
つ
焼
香
・
灌
頂
・
お

守
り
授
与
・
誓
い
の
言
葉
・
散
華
授
与
・
自
席
に
戻

る
（
止
楽
）、
導
師
挨
拶
、
同
唱
十
念
、
転
座
、
送
仏
偈
、

無
言
一
拝
、
退
堂
（
木
魚
念
仏
）

　

十
四
時
十
五
分　

解
団
式

　

十
四
時
三
十
分　

解
散

大
本
山
善
導
寺
開
催
な
の
で
、
法
然
上
人
の
説
示
に
加
え
、

聖
光
上
人
の
お
話
も
お
伝
え
し
智
慧
結
び
の
お
話
に
つ
な
げ
た
。

ま
た
学
業
成
就
の
み
な
ら
ず
、
今
ま
で
自
分
を
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
働
き
を
お
伝
え
し
、
感
謝
の
心
を
養
い
、
前
日

夜
の
「
と
も
し
び
の
集
い
」
で
お
話
し
し
た
、「
自
分
の
命
の

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
の
関
連
性
を
持
た
せ

た
。④

三
州
教
区
浄
土
宗
青
年
会
「
よ
い
こ
の
つ
ど
い
」
併
修

令
和
元
年
八
月
二
十
二
日
、
三
州
教
区
法
隆
寺
に
て
一
泊

二
日「
よ
い
こ
の
つ
ど
い
」一
日
目
に
実
施
。
受
者
十
七
名（
男
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子
十
一
名
、
女
子
六
名
）、
保
護
者
二
名
、
出
仕
人
数
二
名
、

そ
の
他
浄
青
会
員
は
仏
前
奉
仕
・
誘
導
等
を
行
っ
た
。

二
日
間
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

一
日
目

　

十
三
時　
　
　
　

集
合
・
受
付

　

十
三
時
三
十
分　

開
講
式

　

十
五
時
十
分　

念
珠
・
お
守
り
作
り

　
　

�

全
浄
青
の
念
珠
キ
ッ
ト
・
写
仏
御
守
キ
ッ
ト
を
用
い

制
作
し
た
。

　

十
七
時　
　

智
慧
結
び
法
要

　
　

�

導
師
入
堂
、
無
言
三
礼
、
四
奉
請
散
華
、
表
白
、
転
座
、

説
示
、
灌
頂
洒
水
、
祈
願
、
十
念
、
誓
い
の
言
葉
、
転

座
、
開
経
偈
、
般
若
心
経
二
巻
（
太
鼓
、
誦
経
中
焼
香
）、

御
祈
願
、
普
済
偈
、
同
唱
十
念
、
摂
益
文
、
念
仏
一
会
、

請
護
念
偈
、
十
念
、
無
言
一
礼
、
御
守
り
授
与
、
退

堂

　

十
九
時　
　

と
も
し
び
の
集
い

二
日
目

　

十
時
四
五
分　

帰
敬
式
・
閉
講
式

　

十
二
時　
　
　

解
散

誓
い
の
言
葉
は
印
刷
し
た
も
の
を
受
者
全
員
に
配
り
、
全

員
で
声
を
揃
え
て
読
ん
で
も
ら
っ
た
。
導
師
は
表
白
・
灌
頂
洒

水
・
祈
願
・
説
示
を
行
い
、
維
那
は
進
行
を
務
め
、
二
名
で
行

え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

⑶
イ
ベ
ン
ト
併
修
型

①�

滋
賀
教
区
浄
土
宗
青
年
会
「
て
ら
こ
や
ふ
ぇ
す
た
」
併

修
令
和
元
年
十
一
月
一
日
～
二
日
、
滋
賀
教
区
教
務
所
常
善

寺
に
て
「
て
ら
こ
や
ふ
ぇ
す
た
」
に
併
修
し
て
開
催
さ
れ
た
。

て
ら
こ
や
ふ
ぇ
す
た
参
加
者
約
九
〇
〇
名
、
智
慧
結
び
法
要
受

者
三
六
三
名
（
十
一
月
一
日
：
一
七
七
名
、
十
一
月
二
日
：
一

八
六
名
）
子
供
大
人
男
女
問
わ
ず
、
念
珠
作
り
を
行
っ
た
方
す

べ
て
が
受
者
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

概
要
は
以
下
の
通
り
。
念
珠
作
り
か
ら
智
慧
結
び
法
要
が

一
連
の
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
複
数
回
行
な
っ
て
い
る
。
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１
．「
て
ら
こ
や
ふ
ぇ
す
た
」
に
て
念
珠
作
り

�
自
分
の
好
き
な
数
珠
球
を
選
ん
で
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
念
珠
づ

く
り
。

２�

．
念
珠
が
出
来
上
が
っ
た
全
て
の
方
に
お
声
か
け
を
行
い
、

阿
弥
陀
如
来
前
へ
ご
案
内
す
る

�

普
段
は
な
か
な
か
近
く
で
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
阿
弥
陀
如

来
前
に
横
一
列
に
十
名
程
並
ん
で
い
た
だ
く
。

３
．
智
慧
結
び
法
要
の
説
明

�

阿
弥
陀
仏
様
か
ら
智
慧
の
水
を
頂
戴
し
て
「
明
る
く
・
正
し

く
・
仲
よ
く
」
生
き
て
い
く
事
を
誓
っ
て
い
た
だ
く
。
ま
た

子
供
の
「
学
業
成
就
」
の
祈
願
を
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
智

慧
の
水
を
頂
戴
す
る
た
め
、
念
珠
を
左
手
に
は
め
て
手
を
自

分
の
前
に
真
っ
直
ぐ
出
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
お
つ
む
を
下

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
指
示
す
る
。

４
．
灌
頂
洒
水
・
智
慧
の
水
を
灌
ぐ

�

導
師
は
「
弥
陀
心
水
沐
身
頂　

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
な

が
ら
受
者
の
前
ま
で
出
向
い
て
、
数
珠
並
び
に
お
つ
む
の
両

方
に
灌
頂
洒
水
を
行
う
。
維
那
は
こ
の
間
、
一
唱
一
下
で
お

念
仏
を
称
え
る
。

５
．
受
者
も
木
魚
念
仏
で
、
仏
さ
ま
へ
御
誓
い

�

灌
頂
洒
水
が
全
て
の
方
に
終
わ
っ
た
ら
、
維
那
は
一
唱
一
下

の
お
念
仏
を
一
旦
止
め
る
。
導
師
は
「
た
だ
い
ま
、
皆
様
へ

仏
さ
ま
か
ら
の
智
慧
の
水
を
灌
が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
度
は
皆
様
の
番
で
す
！
仏
さ
ま
に
明
る
く
・
正
し
く
・
仲

よ
く
生
き
て
い
く
事
、
そ
し
て
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
く
事
を

お
誓
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
皆
様
の
前
に
あ
る

木
魚
を
使
っ
て
お
勤
め
い
た
し
ま
す
の
で
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
言
い
、
前
に
木
魚
の
無
い
方
は
、
そ
の
場
で
手

を
合
わ
せ
て
下
さ
い
と
合
掌
を
す
す
め
る
。

６
．
念
仏
一
会

�

維
那
発
声
、
導
師
は
二
十
遍
程
お
念
仏
を
称
え
た
ら
、
木
魚

を
叩
き
な
が
ら
大
き
な
声
で
説
明
す
る
。「
お
顔
は
仏
さ
ま

を
見
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
明
る
く
・
正
し
く
・
仲
よ
く
生

き
て
い
く
事
を
誓
っ
て
い
た
だ
き
、
口
か
ら
は
「
南
無
阿
弥

陀
仏
・
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を
お
称
え
く
だ
さ
い
」

そ
し
て
約
一
分
間
、
皆
で
念
仏
一
会
を
続
け
る
。
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７
．
祈
願

�

維
那
発
声
「
如
来
前
に
祈
願
し
奉
る　

学
業
成
就　

身
体
健

全　

無
事
成
長　

無
諸
障
礙　

哀
愍
護
念　

同
唱
十
念
」

８
．
御
礼

�

導
師
よ
り
参
加
者
へ
御
礼
の
言
葉
。「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

左
手
の
念
珠
と
共
に
心
豊
か
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」

９
．
お
土
産

�

導
師
、
維
那
と
も
に
受
者
一
人
一
人
へ
御
礼
を
言
い
な
が
ら
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
す
る
。
導
師
：
記
念
品
の
散
華
（
四

種
の
う
ち
の
一
種
）、
維
那
：
智
慧
結
び
を
簡
単
に
説
明
し

た
プ
リ
ン
ト
。

五
～
十
分
ほ
ど
の
短
時
間
の
智
慧
結
び
法
要
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
で
、「
て
ら
こ
や
ふ
ぇ
す
た
」
に
参
加
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
に
念
珠
作
り
と
智
慧
結
び
法
要
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。

⑷
宗
門
子
弟
の
集
い
併
修
型

①�

浄
土
宗
石
見
教
区
青
年
会
「
会
員
家
族
対
象
智
慧
結
び

法
要
並
び
に
懇
親
会
」

令
和
二
年
二
月
二
十
九
日
、
石
見
教
区
法
隆
寺
に
て
一
泊

二
日
智
慧
結
び
法
要
親
睦
会
の
一
日
目
に
実
施
。
受
者
十
三
名

（
男
子
十
名
、
女
子
三
名
）、
保
護
者
十
六
名
。

概
要
は
以
下
の
通
り
。

十
三
時　
　

�

集
合
・
開
講
式
・
写
仏
お
守
り
キ
ッ
ト
制
作

十
四
時　
　

智
慧
結
び
法
要
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�

無
言
三
拝
、
四
奉
請
（
節
付
散
華
）、
表
白
、
導
師
転
座
、

説
示
、
灌
頂
洒
水
（
水
瓶
）、
導
師
転
座
、
開
経
偈
、
四

誓
偈
（
導
師
お
守
り
を
洒
浄
作
法
、
誦
経
中
焼
香
）、
摂

益
文
、
念
仏
一
会
、
回
願
並
び
に
祈
願
（
本
尊
・
列
祖
・

参
加
者
各
寺
歴
代
諸
上
人
・
参
加
者
学
業
成
就
身
体
健

全
無
事
成
長
・
参
加
者
先
祖
代
々
追
善
菩
提
・
中
四
国

各
教
区
先
亡
諸
上
人
回
向
）、
自
信
偈
、
同
唱
十
念
、
請

護
念
偈
、
無
言
一
拝
、
御
守
り
授
与

十
八
時
三
十
分　

親
睦
会

念
仏
一
会
は
参
加
者
全
員
が
木
魚
念
仏
で
行
っ
た
。
ま
た

各
参
加
者
各
家
先
祖
代
々
の
回
向
だ
け
で
は
な
く
、
歴
代
諸
上

人
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
先
亡
諸
上
人
の
回
向
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
も
特
徴
と
い
え
る
。

〈
報
告
書
か
ら
見
え
た
今
後
の
課
題
〉

「
智
慧
結
び
法
要
実
施
報
告
書
」
で
は
、
多
く
の
私
見
や
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
要
点
ご
と
に
整
理
し
て
い
く
と
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
見
え
て
き
た
の
で
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

①
行
事
併
修

全
浄
青
の
仏
式
通
過
儀
礼
推
進
事
業
で
は
、
智
慧
結
び
法

要
は
計
十
五
回
行
わ
れ
た
が
、
単
独
開
催
は
一
回
の
み
で
、
他

十
四
回
は
行
事
併
修
型
で
あ
っ
た
。
報
告
書
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
に
は
、「
智
慧
結
び
法
要
は
宗
門
子
弟
教
養
講
座
と
併
修
し

て
開
催
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」「
大
人
数
の
参
加
者
を
集

め
る
の
は
、
少
年
信
行
道
場
な
ど
が
な
い
と
実
質
不
可
能
か
。」

「
智
慧
結
び
法
要
だ
け
で
子
供
を
集
め
る
の
は
困
難
な
為
、『
よ

い
こ
の
つ
ど
い
』
の
中
に
て
実
施
」
な
ど
と
あ
り
、
子
供
信
行

道
場
や
イ
ベ
ン
ト
、
宗
門
子
弟
の
集
い
な
ど
と
併
修
す
る
こ
と

で
参
加
者
を
確
保
し
や
す
く
、
ま
た
子
ど
も
対
象
の
道
場
に
も

内
容
に
厚
み
が
出
る
で
あ
ろ
う
。

②
簡
略
化

子
ど
も
の
負
担
（
集
中
力
・
疲
労
）
で
は
、「
子
供
主
体
の

法
要
で
は
間
延
び
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。
最
後
は
飽
き
て
い
る

子
も
い
る
。で
き
る
だ
け
短
時
間
お
こ
な
う
こ
と
が
重
要
。（
特
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に
夏
開
催
）」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
開
催
寺
院
の
人
員

や
導
師
の
負
担
面
と
し
て
は
、「
丁
寧
に
す
れ
ば
時
間
や
労
力

も
そ
の
分
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
導
師
と
維
那
の
二
人
が
い
れ
ば
、

簡
単
に
勤
め
る
こ
と
も
可
能
な
法
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。」「
導
師
の
負
担
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。」
な
ど
と
あ
り
、

よ
り
簡
略
化
し
た
法
要
も
模
索
す
べ
き
で
あ
る
。

③
平
易
化

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
智
慧
結
び
法
要
は
卒
業
を
迎
え
る
中
高

生
向
け
に
作
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
小
学
生
に
は
若
干

難
し
い
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
小
学
生
に
智
慧
結
び

法
要
の
説
示
は
難
し
す
ぎ
る
か
。
七
五
三
の
方
が
伝
わ
り
や
す

い
と
思
う
。」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
七
五
三
法
要
の
説
示

も
参
考
に
す
る
な
ど
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

④
併
修
行
事
や
地
区
と
の
関
連
性

「
大
本
山
善
導
寺
開
催
な
の
で
、
法
然
上
人
の
説
示
に
加
え
、

聖
光
上
人
の
お
話
も
お
伝
え
し
た
。」「
学
業
成
就
の
み
な
な
ら

ず
、
今
ま
で
自
分
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
働
き
を
お
伝

え
し
、
感
謝
の
心
を
養
い
、
前
日
夜
の
『
と
も
し
び
の
集
い
』

で
お
話
し
し
た
、『
自
分
の
命
の
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
』
と
い

う
テ
ー
マ
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
ま
し
た
。」
な
ど
と
あ
り
、

併
修
さ
れ
る
行
事
と
の
関
連
性
や
、
地
域
性
も
織
り
込
ん
だ
説

示
も
検
討
す
る
と
、
よ
り
法
要
が
意
義
深
い
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。

⑤
法
要
の
ね
ら
い
の
明
確
化

「
念
珠
へ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
か
、
実
際

に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
声
に
出
し
て
称
え
て
い
た
だ
き

た
い
の
か
、
阿
弥
陀
如
来
様
と
の
仏
縁
を
悦
ん
で
い
た
だ
き
た

い
の
か
。
ポ
イ
ン
ト
を
ど
こ
に
置
く
か
に
よ
っ
て
、
法
要
の
内

容
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
、
主
催
者
が
ど
こ
に
重
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
智
慧
結

び
法
要
も
多
様
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
何
を
伝
え
た
い
か
、

何
を
体
験
し
て
頂
き
た
い
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
法
要
の
ね
ら

い
を
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
と
い
え
よ
う
。
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⑥
入
門
編
、
青
年
版
、
高
齢
者
版
へ
の
展
開

智
慧
結
び
法
要
は
学
業
成
就
の
法
要
と
し
て
当
研
究
所
が

提
案
し
た
法
要
で
あ
る
が
、「
子
供
の
み
で
な
く
、
青
年
用
や
、

ご
高
齢
の
方
へ
の
智
慧
結
び
も
考
え
ら
れ
、
幅
広
い
活
動
も
考

え
ら
れ
る
。」「
ご
参
加
下
さ
っ
た
子
供
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
受
者
様
も
共
に
大
満
足
の
智
慧
結
び
法
要
が

厳
修
で
き
た
と
思
う
。」「
今
回
は
て
ら
こ
や
ふ
ぇ
す
た
と
い
う

敷
居
を
低
く
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
入
門
編
と
し
て

は
非
常
に
よ
い
も
の
が
出
来
た
。
し
か
し
、
更
に
深
め
る
事
が

可
能
で
あ
る
法
要
で
あ
る
が
故
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
深
め
、

そ
し
て
伝
え
、
続
け
て
い
く
べ
き
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
い
う
意
見
が
あ
る
よ
う
に
、
青
年
や
高
齢
者
を
含
め
た
様
々

な
対
象
に
向
け
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ

し
帰
敬
式
や
授
戒
会
、
五
重
相
伝
会
と
の
関
係
性
な
ど
、
検
討

す
べ
き
課
題
は
あ
る
が
、「
浄
土
宗
以
外
の
方
々
に
お
念
仏
の

結
縁
が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
智

慧
結
び
法
要
は
檀
信
徒
・
非
檀
信
徒
を
問
わ
ず
、
誰
に
対
し
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
法
要
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
期

待
で
き
る
。

二
‐
三
．
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

全
浄
青
に
よ
る
推
進
事
業
と
し
て
の
智
慧
結
び
法
要
で
は
、

開
催
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
お
願
い
し
、
回
答
を
得
ら
れ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
開
催
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
と
受
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
こ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
し
て
集

計
結
果
を
報
告
す
る
。
な
お
、
開
催
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
は
回
答

総
数
が
九
票
で
あ
る
た
め
、
グ
ラ
フ
化
は
控
え
た
。
ま
た
受
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
智
慧
結
び
法
要
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し

て
回
答
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
多
く
の
智
慧
結
び
法
要
は
子

供
信
行
道
場
等
と
併
修
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
子

供
信
行
道
場
に
つ
い
て
の
回
答
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
点
、
ま
た
回
答
数
が
少
数
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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〈
開
催
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

開
催
寺
院
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
智
慧
結
び
法
要
の
法
要
形

式
や
参
加
者
数
と
い
っ
た
基
本
情
報
に
加
え
、「
子
ど
も
の
成

長
儀
礼
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
評
価
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
資
料
の

使
用
有
無
、
苦
労
し
た
点
等
を
質
問
し
た
。

ま
ず
「
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
作
成
し
た
、
子
ど
も
の
成

長
儀
礼
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
い
か
が
で
し
た
か
？
」
に
対
し
、

総
数
九
票
中
八
票
が
「
と
て
も
役
に
立
っ
た
」
あ
る
い
は
「
役

に
立
っ
た
」
で
あ
り
、
一
票
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
存
在
を
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
自
由
回
答
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
「
浄
土
宗
総
合

研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
資
料
は
お

使
い
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
に
対
し
て
も
、
総
数
九
票
中
八
票

が「
は
い
」で
あ
り
、「
い
い
え
」は
一
票
で
あ
っ
た
。
続
く「（
上

記
で
「
は
い
」
と
答
え
た
方
）
ど
の
資
料
を
お
使
い
に
な
り
ま

し
た
か
？
（
複
数
回
答
可
）」
に
対
し
て
は
、
総
数
八
票
中
六

票
が
「
智
慧
結
び
法
要
次
第
」
と
回
答
し
、
そ
の
他
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
本
体
」
二
票
、「
お
守
り
名
号
札
」
一
票
、「
誓
い
の
言
葉
」

三
票
、「
動
画
」
一
票
と
い
う
回
答
を
得
た
。

ま
た
「
智
慧
結
び
法
要
開
催
、
準
備
に
あ
た
り
ご
苦
労
さ

れ
た
点
は
何
で
す
か
？
上
位
三
点
お
答
え
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
質
問
で
は
、
一
位
を
三
ポ
イ
ン
ト
、
二
位
を
二
ポ
イ
ン
ト
、

三
位
を
一
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
集
計
し
た
と
こ
ろ
、「
参
加
者
募

集
」
が
十
三
ポ
イ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
法
要
の
流
れ

の
把
握
」
が
七
ポ
イ
ン
ト
、「
広
報
（
告
知
方
法
）」
が
六
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
。「
参
加
者
募
集
」「
広
報
（
告
知
方
法
）」
が

上
位
に
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
寺
院
と
し
て
は
参
加
者
を

集
め
る
こ
と
、
そ
し
て
集
め
る
工
夫
が
一
番
の
苦
労
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

続
い
て
「
智
慧
結
び
法
要
を
含
め
、
仏
式
の
人
生
儀
礼
は

檀
信
徒
と
の
関
係
に
お
い
て
有
効
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い

う
質
問
で
は
、「
は
い
」
が
１
０
０
％
と
な
り
、
皆
が
仏
式
人

生
儀
礼
の
重
要
性
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。ま
た「
今

回
、
お
寺
で
智
慧
結
び
法
要
を
開
催
し
た
ご
自
身
の
満
足
度
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。」
で
は
、
総
数
九
票
中
八
票
が
「
と
て

も
満
足
」「
や
や
満
足
」
で
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
一

票
と
な
り
、
概
ね
満
足
で
好
評
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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〈
受
者
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

受
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の
基
本
情
報
、
智
慧
結

び
法
要
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、
祈
願
の
経
験
、
満
足
度
、

お
寺
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
ほ
し
い
か
等
を
質
問
し
た
。

そ
の
中
よ
り
、
六
問
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
回
答
総

数
は
六
十
五
、
う
ち
子
ど
も
専
用
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
総
数
九

で
あ
っ
た
。

「
本
日
の
智
慧
結
び
法
要
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
？
下
記
の
選
択
肢
の
中
か
ら
上
位
三
点
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。」（
一
位
三
ポ
イ
ン
ト
、
二
位
二
ポ
イ
ン
ト
、
三
位
一
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
集
計
）
と
の
質
問
で
は
、「
１
灌
頂
洒
水
」
が

最
も
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
次
い
で
「
６
お
守
り
授
与
」

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
三
位
に
は
「
５
お
念
仏
」
が
入
っ
て
い

る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
異
な
る
会
所
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
会
所
に
よ
っ
て
は
「
お
念
仏
」
と

の
回
答
が
極
端
に
多
い
会
所
、
あ
る
い
は
少
な
い
会
所
が
見
ら

れ
た
が
、「
お
念
仏
を
と
な
え
る
こ
と
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
」

と
い
う
自
由
回
答
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
子
供
に
と
っ
て
お
念
仏

を
皆
で
一
緒
に
唱
え
る
体
験
が
大
き
な
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、「
７
お
寺
の
境
内
、
本
堂
」

の
回
答
は
、
本
山
で
実
施
さ
れ
た
智
慧
結
び
法
要
が
あ
っ
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
回
答
選
択
肢
に
は
設
け

て
い
な
か
っ
た
が
、「
じ
ゅ
ず
を
作
っ
て
難
し
か
っ
た
け
ど
、

母
と
協
力
し
て
う
ま
く
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

じ
ゅ
ず
と
お
守
り
は
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

124

20
36

5

51
61

33

6 7
19

28

0
20
40
60
80
100
120
140

グラフ①　印象に残ったこと（１位3ｐ２位2ｐ３位1ｐ）

回答者数 65

1 灌
頂洒
水

2 誓
いの
こと
ば

3 御
祈願
（学
業成
就）

4 散
華

5 お
念仏

6 お
守り
授与

7 お
寺の
境内
、本
堂

8 記
念品

9 記
念写
真

10
 そ
の他 NA
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「
じ
ゅ
ず
と
お
守
り
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ
た
し
、
ご
り
や
く

が
あ
り
そ
う
だ
と
思
っ
た
。」
と
の
自
由
回
答
が
あ
る
よ
う
に
、

数
珠
作
り
も
強
く
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
グ
ラ

フ
①
）。

「
今
ま
で
に
学
業
成
就
の
祈
願
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
」（
子
ど
も
専
用
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
な
し
）と
の
質
問
で
は
、

「
は
い
」
は
14
％
と
少
数
派
で
あ
り
、
今
回
の
参
加
者
の
多
く

は
小
学
生
（
一
部
中
学
生
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
業
成
就
の

祈
願
を
す
る
年
齢
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
る
（
グ
ラ
フ
②
）。

「
今
回
の
智
慧
結
び
法
要
に
参
加
し
て
の
ご
自
身
の
満
足
度

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。」
と
の
質
問
で
は
、「
１
と
て
も
満
足
」

「
２
や
や
満
足
」
を
合
わ
せ
る
と
97
％
に
な
り
、
満
足
度
は
高

か
っ
た
と
い
え
る
（
グ
ラ
フ
③
）。

グラフ②　学業成就祈願経験

回答者数 56

２いいえ
86%

１はい
14%

４やや不満
0%

グラフ③　満足度

回答者数65

５とても不満
0%

１とても満足
82%

３どちらとも
いえない

3%

２やや満足
15%
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「
も
し
智
慧
結
び
法
要
を
受
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う
一

度
受
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
」と
の
質
問
で
は
、「
は
い
」

が
９
５
％
と
圧
倒
的
で
あ
っ
た
（
グ
ラ
フ
④
）。「
２
い
い
え
」

は
５
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
を
み
る
と
「
あ
き
て
し
ま
っ

た
」「
一
回
で
十
分
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

「
智
慧
結
び
法
要
が
開
催
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
知
人
、
親
戚

に
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
」（
＊
子
ど
も
専
用
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
な
し
）
で
は
、
八
割
が
「
智
慧
結
び
法
要
を
勧
め

た
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
（
グ
ラ
フ
⑤
）。

グラフ④　もう一度受けたいか

回答者数 65

１はい
95%

２いいえ
5%

回答者数 56

NA
4%

１勧める
80%

２勧めない
7%

３わからない
9%

グラフ⑤　他の人に勧めたいか



34

「
今
後
、「
お
寺
」
に
ど
の
よ
う
な
法
要
や
活
動
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？
」（
複
数
回
答
可
）（
子
ど
も
専
用
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
な
し
）
で
は
、「
２
祈
願
法
要
」
が
二
十
六
と
最

も
多
く
な
っ
た
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
が
智
慧
結
び
法
要
と
い
う
祈

願
法
要
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
お

寺
に
祈
願
を
求
め
る
方
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
（
グ
ラ
フ

⑥
）。

二
‐
四
．
ま
と
め

本
章
で
は
『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼　

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を

用
い
て
の
実
践
報
告
と
し
て
、
全
浄
青
に
よ
る
仏
式
通
過
儀
礼

推
進
事
業
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
報
告
書
並
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
、
実
践
例
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
た
。

全
浄
青
の
協
力
に
よ
り
、
智
慧
結
び
法
要
は
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
、
ま
た
開
催
形
態
も
多
様
に
わ
た
り
、
大
き
な
広
が

り
を
見
せ
た
。
ま
た
実
践
例
か
ら
は
様
々
な
工
夫
も
見
ら
れ
た

も
の
の
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
の
智
慧
結
び
法
要
の
修
正
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
で
は
、
概
ね
好
意
的
な
回
答

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
印
象
に
残
っ
た
こ
と
と
し
て
「
灌
頂

洒
水
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
は
、
目
で
見
て
わ
か
り
や

す
い
仏
式
儀
式
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
も
と
れ
る
が
、「
灌

頂
洒
水
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
初
の
こ
と
で
、
清
め
ら
れ
た

と
思
う
。」
と
の
感
想
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
お
清
め
」
を
求

め
る
需
要
に
も
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ

0

5

10

15

20

25

30

グラフ⑥　どのような法要や活動をしてほしいか

回答者数 56
1 先
祖供
養・
追善
供養

2 祈
願法
要

3 成
長儀
礼

4 地
域の
行事

5 社
会福
祉活
動

6 文
化講
座

7 地
域交
流活
動

8 そ
の他 空白
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な
い
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
ほ
し
い
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、「
祈
願
法
要
」
が
多
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、「
祈

願
法
要
は
神
社
の
印
象
が
あ
り
、
お
寺
で
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
が

出
来
れ
ば
檀
信
徒
教
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う

開
催
寺
院
の
声
も
あ
り
、
受
者
と
寺
院
と
も
に
「
お
清
め
」
や

「
祈
願
」を
求
め
る
需
要
が
高
い
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

�

（
石
上　

壽
應
）

付
記

『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
実
践
例
（
七
五

三
法
要
）

こ
こ
ま
で
で
、
開
催
さ
れ
た
智
慧
結
び
法
要
は
に
つ
い
て

の
分
析
を
行
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
全
浄
青
が
開
催
し
た
七
五

三
法
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
十
一
月
十
八
日
、
大
阪
安
楽

寺
を
会
所
と
し
て
七
五
三
法
要
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
第

二
十
五
期
全
国
浄
土
宗
青
年
会
に
よ
る
「
仏
式
通
過
儀
礼
推
進

事
業
の
勧
奨
及
び
実
施
」
の
一
環
と
し
て
、
全
浄
事
務
局
が
事

務
局
員
の
自
坊
二
ヶ
寺
で
開
催
し
た
七
五
三
法
要
の
う
ち
の
一

例
で
あ
る
。

開
催
に
先
立
っ
て
の
事
前
広
報
は
、
会
所
近
隣
寺
院
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
、
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
告
知
で
あ
っ
た
。
当
日

の
受
者
六
名
（
男
児
三
歳
が
三
名
、
女
児
三
歳
が
三
名
）
で
、

全
員
三
歳
児
で
あ
っ
た
。
三
歳
で
は
女
児
が
受
け
る
こ
と
が
通

例
で
あ
る
が
、
今
回
は
男
女
同
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
父
母
、

祖
父
母
、
叔
父
叔
母
な
ど
保
護
者
十
五
名
が
儀
礼
に
参
加
し
た
。

な
お
参
加
費
用
は
五
千
円
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
四
人
で
あ
っ

た
。当

日
の
概
要
は
次
の
様
で
あ
る
。

十
時
～　

受
付
開
始

　

�

受
付
の
際
、
子
ど
も
が
好
き
な
色
の
腕
輪
念
誦
を
選
ん

で
も
ら
い
渡
す
。

受
付
後
～　

腕
輪
念
珠
作
り
・
写
仏

　

�
受
付
後
、
客
間
に
移
動
し
て
も
ら
い
、
腕
輪
念
珠
作
り

と
写
仏
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。
作
っ
た
腕
輪
念
珠
は

法
要
中
に
受
者
に
着
け
て
も
ら
い
、
洒
水
を
す
る
。
写



36

仏
に
も
法
要
中
に
洒
水
し
、
後
で
お
守
り
の
中
に
入
れ

て
渡
す
。

十
時
四
十
分
～　

法
要
の
説
明
開
始

　

�
受
者
と
親
に
対
し
て
、
法
要
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
三

歳
児
に
も
分
か
る
よ
う
に
、
ほ
と
け
さ
ま
の
名
前
、
南

無
阿
弥
陀
仏
の
唱
え
方
の
説
明
を
行
っ
た
。
南
無
阿
弥

陀
仏
を
子
供
に
も
一
緒
に
唱
え
て
も
ら
う
よ
う
、な・む・

あ
・
み
・
だ
・
ぶ
・
つ
と
一
文
字
づ
つ
複
唱
し
て
も
ら

う
な
ど
、
随
所
に
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
法
要
の
目
的
を
伝
え
る
た
め
、
仏
さ
ま
に
誓
っ
て

も
ら
う
３
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

�

明
る
く
＝
あ
り
が
と
う
と
笑
顔
で
言
え
る
人
に
な
り
ま

し
ょ
う

　

�

正
し
く
＝
ご
め
ん
な
さ
い
と
正
直
に
言
え
る
人
に
な
り

ま
し
ょ
う

　

�

仲
よ
く
＝
だ
れ
に
で
も
優
し
く
で
き
る
人
に
な
り
ま

し
ょ
う

�

を
伝
え
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
の
際
に
は
、「
あ
り

が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」「
や
さ
し
く
す
る
」
と
紙
に
書

い
た
も
の
を
見
せ
、
子
ど
も
に
一
緒
に
声
に
出
し
て
も
ら
っ

て
い
た
。

十
時
四
十
五
分
～　

奏
楽
（
Ｃ
Ｄ
）

　

�

Ｃ
Ｄ
に
て
雅
楽
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
荘
厳
な
雰
囲

気
を
創
出
し
て
い
た
。

十
時
五
十
分
～　

法
要
開
始

　

�

四
奉
請
（
散
華
）、
表
白
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）、
説
示
、
灌

頂
洒
水
（
先
ほ
ど
作
っ
た
腕
輪
念
珠
、
写
仏
に
も
洒
水
）、

三
宝
帰
依
、
同
唱
十
念
、
開
経
偈
、
四
誓
偈
（
子
ど
も
、

親
は
焼
香
）、
普
済
偈
、
念
仏
一
会
、
祈
願
、
十
念　

退

堂

　

記
念
品
授
与

十
一
時
二
十
分
～　

記
念
撮
影

　
�

参
加
者
全
員
で
の
撮
影
、
家
族
ご
と
に
撮
影
そ
れ
ぞ
れ

を
行
い
、
写
真
は
後
で
郵
送
し
た
。

今
回
の
七
五
三
法
要
は
、
研
究
所
が
作
成
し
た
子
ど
も
の
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『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
ベ
ー
ス
に
し
な

が
ら
も
、
随
所
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。
特

に
、
子
ど
も
に
儀
礼
を
受
け
る
意
味
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
儀
礼
の
時
間
も
約
二
十
五
分
程

度
で
収
め
た
う
え
に
、
灌
頂
洒
水
や
焼
香
な
ど
受
者
が
参
加
す

る
機
会
も
あ
る
た
め
、
子
ど
も
・
保
護
者
が
飽
き
て
し
ま
う
よ

う
な
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
灌
頂
洒
水
、
焼
香
に

お
い
て
は
、
子
ど
も
の
写
真
を
撮
る
親
が
多
か
っ
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

当
日
参
加
し
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
（
回

収
数
九
票
）、参
加
し
た
親
九
票
の
う
ち
「
大
変
満
足
」
が
七
票
、

「
や
や
満
足
」
が
二
票
と
高
い
満
足
度
を
示
し
て
い
た
。
自
由

回
答
の
中
に
は
、「
数
珠
を
作
る
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
良
か
っ

た
。」「
神
社
で
は
簡
単
な
お
参
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、

一
人
一
人
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
儀
式
を
し
て
下
さ
り
、
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。」な
ど
が
見
ら
れ
た
。「
印
象
の
残
っ

た
こ
と
は
何
か
？
」
と
の
質
問
に
お
い
て
、
一
位
と
し
て
親
の

回
答
者
九
人
中
六
人
が
洒
水
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
洒
水
と

い
う
行
為
が
「
儀
礼
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
い

う
感
覚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

�

（
名
和
清
隆
）

第
三
章　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
次
世
代
継
承

こ
こ
で
は
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
、
次
世
代
継
承
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

ま
ず
、統
計
数
理
研
究
所
に
よ
る
「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」

か
ら
、「
宗
教
に
つ
い
て
お
き
き
し
た
い
の
で
す
が
、た
と
え
ば
、

あ
な
た
は
、何
か
信
仰
と
か
信
心
と
か
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
見
た
い
。

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
か
ら
二
〇
一
三
（
平
成
二

十
五
）
年
ま
で
五
年
ご
と
の
結
果
を
提
示
し
た
（
表
①
）。
い

ず
れ
の
年
に
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
、
年
齢
が
上
に
な
る
ほ

ど
「
信
じ
て
い
る
」
の
割
合
が
上
が
る
。
ま
た
、
一
九
八
三
年
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に
二
十
歳
代
で
あ
っ
た
人
は
三
十
年
後
の
十
三
年
に
は
五
十
歳

代
、
三
十
歳
代
は
六
十
歳
代
と
な
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
経
年

変
化
を
確
認
す
る
と
三
十
年
間
で
10
％
ほ
ど
上
昇
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
は
、「
年
齢
を
重
ね
る
と
信
心
が
増
す
」
と
い

う
一
般
的
な
言
説
は
、
あ
る
程
度
正
鵠
を
得
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、「
信
じ
て
い
る
」
と
の
割
合
が
、
調
査
年
が
近
年

に
な
る
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
留
意
す
べ
き
点
で

あ
る
。
一
九
八
三
年
に
は
32
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
三
年

に
は
28
％
と
4
％
低
下
し
て
い
る
。
世
代
別
に
見
て
も
一
九
八

三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
で
は
四
十
歳
代
で
11
％
、
五
十
歳
代
で

12
％
、
六
十
歳
代
で
25
％
、
七
十
歳
代
以
上
で
11
％
と
全
世
代

で
「
信
じ
て
い
る
」
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
。
中
で
も
六
十

歳
代
の
低
下
率
は
他
の
世
代
と
比
べ
て
も
突
出
し
た
低
下
率
で

あ
る
。
二
〇
一
三
年
時
点
に
お
い
て
六
十
代
の
回
答
者
に
は
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
宗
教
意
識

が
こ
の
低
下
率
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
同
じ
く
「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」
か
ら
、「
そ
れ
で
は
、

い
ま
ま
で
の
宗
教
に
は
か
か
わ
り
な
く
、「
宗
教
的
な
心
」
と

表①　宗教を信じているか？→「信じている」の回答比率（％）

年 回答者数 全体 男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
以上

83 年 2,256 32 30 34 15 21 31 39 56 55

88 年 1,858 31 29 33 15 19 28 43 48 54

93 年 1,833 33 33 33 19 29 27 34 48 59

98 年 1,339 29 27 31 12 17 25 28 43 49

03 年 1,192 30 26 34 7 22 23 31 40 51

08 年 1,729 27 25 29 13 18 23 27 36 41

13 年 1,591 28 27 28 13 20 20 27 31 44
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い
う
も
の
を
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
大
切
だ
と

は
思
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
の
質
問
に
注
目
し
た
い
。

二
〇
一
三
年
の
結
果
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
の
「
宗
教
を
信

じ
て
い
る
」
の
割
合
が
28
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
宗
教

的
な
心
は
大
切
だ
」
と
回
答
し
て
い
る
割
合
は
66
％
と
比
較
的

高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
（
表
②
）。

表②　「宗教心」は大切か？→「大切だ」の回答比率（％）

年 全体 男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上

83 年 80 79 81 67 77 81 85 91 85

88 年 72 71 73 52 69 75 81 79 83

93 年 72 69 73 48 68 72 79 84 80

98 年 68 69 67 40 62 68 72 78 81

03 年 70 69 71 46 59 66 74 83 82

08 年 69 68 70 45 57 67 75 79 79

13 年 66 66 67 55 50 64 69 72 77
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そ
れ
で
は
、
日
本
人
の
多
く
が
「
宗
教
的
心
は
大
切
だ
」
と

い
う
観
念
を
抱
い
て
い
る
、
そ
の
根
拠
と
な
る
宗
教
的
行
動
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
っ
て
い
る

「「
日
本
人
の
意
識
」
調
査
」
の
「
宗
教
と
か
信
仰
と
か
に
関
係

す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
ら
で
、
あ
な
た
が
お
こ
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
り
ま
し
た
ら
、
リ
ス
ト
の
中
か
ら
い

く
つ
で
も
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
）」
と
い
う
問
を
見

て
み
よ
う
（
表
③
）。

こ
の
問
は
第
一
回
調
査
（
一
九
七
三
年
）
か
ら
継
続
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
第
一
回
か
ら
十
回
ま
で
の
結
果
を
ま
と
め
た

の
が
表
③
で
あ
る
。

表③　（第 10回「日本人の意識」調査（NHK放送文化研究所、2018）P15掲載の表を転載）
宗教とか信仰とかに関係すると思われるこ
とがらで、あなたがおこなっているものがあ
りますか。

73年 78年 83年 88年 93年 98年 03年 08年 13年 18年

ア：�ふだんから、礼拝、お勤め、修行、布教
など宗教的なおこないをしている 15.4 16.0 17.0 14.9 13.2 11.4 12.4 12.3 11.4 9.7

イ：折に触れ、お祈りやお勤めをしている 16.6 15.8 15.8 14.2 14.1 12.7 12 12.4 11.8 10.6
ウ：年に 1、2回程度は墓参りをしている 62.0 64.8 67.7 65 69.7 67.5 67.6 68.4 72.0 70.9
エ．聖書・経典など宗教関係の本を、おりに
ふれ読んでいる 10.7 10.6 10.4 8.9 7.4 6.8 6.4 5.4 6.0 5.3

オ．�この１、２年の間に、身の安全や商売繁
盛、入試合格などを、祈願しにいったこ
とがある

23.0 31.2 31.6 32.2 28.4 29.1 31.3 29.7 28.7 25.4

カ．�お守りやおふだなど、魔よけや縁起もの
を自分の身のまわりにおいている 30.6 34.4 36.2 34.6 32.8 30.6 35.0 34.9 34.7 30.4

キ．�この１、２年の間に、おみくじを引いた
り、易や占いをしてもらったことがある 19.2 22.8 21.9 20.5 22.2 22.7 23.4 25.3 24.8 24.4

ク．�宗教とか信仰とかに関係していると思わ
れることがらは、何もおこなっていない 15.4 11.7 9.6 9.9 8.8 11.4 10.2 8.7 7.5 11.5

ケ．その他 0.2 0.3 0.4 0.5 0.4 0.8 0.6 0.7 1.0 0.7
コ．無回答 1.4 1.8 1.0 1.9 2.6 1.7 3.0 3.3 2.5 1.1
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「
宗
教
と
か
信
仰
と
か
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
ら
は
、
何
も
お
こ
な
っ
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
、
二
〇
一

八
（
平
成
三
十
）
年
で
11
・
5
％
で
あ
る
。
一
九
七
三
（
昭
和

四
十
八
）
年
か
ら
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、
年
に
よ
る
多
少
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
一
割
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

つ
ま
り
約
九
割
は
「
何
ら
か
の
宗
教
的
行
い
を
し
て
い
る
」
と

自
覚
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
「
宗
教
的
行
い
」
の
な
か
で
最
も
多
い
の
は
墓
参
り

で
あ
り
、
七
割
に
及
ぶ
。
し
か
も
、
墓
参
り
は
七
三
年
か
ら
経

年
で
比
較
す
る
と
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
次
に
多
い
の
が

「
お
守
り
や
お
ふ
だ
な
ど
、
魔
よ
け
や
縁
起
も
の
を
自
分
の
身

の
ま
わ
り
に
お
い
て
い
る
」
が
30
・
4
％
、「
こ
の
一
、
二
年

の
間
に
、
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
、
易
や
占
い
を
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
が
25
・
4
％
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
実
施
率

は
、
横
ば
い
も
し
く
は
微
増
で
あ
る
。
そ
の
一
方
「
ふ
だ
ん
か

ら
、
礼
拝
、
お
勤
め
、
修
行
、
布
教
な
ど
宗
教
的
な
お
こ
な
い

を
し
て
い
る
」
は
9.7
％
、「
折
に
触
れ
、
お
祈
り
や
お
勤
め
を

し
て
い
る
」
は
10
・
6
％
、「
聖
書
・
経
典
な
ど
宗
教
関
係
の

本
を
、
お
り
に
ふ
れ
読
ん
で
い
る
」
は
5.3
％
と
い
ず
れ
も
低
く
、

73
年
以
降
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
墓
参

り
、
お
守
り
、
祈
願
と
い
っ
た
広
い
意
味
で
の
「
宗
教
的
」
な

行
為
は
実
施
率
が
高
く
、
ま
た
横
ば
い
・
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

勤
行
、
布
教
、
聖
典
読
誦
と
い
っ
た
「
信
仰
」
に
関
す
る
行
為

は
実
施
率
が
低
く
、
か
つ
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の

で
あ
る

最
後
に
大
学
生
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て
尋
ね
た
「
國
學
院

大
学　

第
十
二 

回
学
生
宗
教
意
識
調
査
（
二
〇
一
五
年
）」
の

質
問
を
取
り
上
げ
た
い
。「
あ
な
た
は
宗
教
に
ど
の
程
度
関
心

が
あ
り
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
お
い
て
、「
現
在
信
仰
を
も
っ

て
い
る
」
10
・
2
％
、「
信
仰
は
も
っ
て
い
な
い
が
、
宗
教
に

関
心
は
あ
る
」
35
・
5
％
、「
信
仰
は
も
っ
て
い
な
い
し
、
宗

教
に
あ
ま
り
関
心
が
な
い
」
32
・
8
％
、「
信
仰
は
も
っ
て
い

な
い
し
、
宗
教
に
全
く
関
心
が
な
い
」
20
・
1
％
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
こ
の
質
問
で
「
信
仰
は
も
っ
て
い
な
い
し
、
宗
教
に

あ
ま
り
関
心
が
な
い
」、
お
よ
び
「
信
仰
は
も
っ
て
い
な
い
し
、

宗
教
に
全
く
関
心
が
な
い
」
と
回
答
し
た
人
に
「
宗
教
へ
の
関
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心
が
な
い
理
由
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

50.1%
43.6%

19.7%

10.4%
3.9%

必要性なし
身近にない
悪い報道
何となく嫌
嫌な体験

グラフ①

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

「
宗
教
に
必
要
性
を
感
じ
な
い
」
が
50・1
％
、次
い
で
「
宗

教
が
身
近
に
な
い
」
が
43
・
6
％
と
な
っ
た
。
ま
た
「
悪
い
報

道
」
と
の
回
答
が
19・7
％
、「
何
と
な
く
い
や
」
10・4
％
、「
嫌

な
体
験
を
し
た
」
3.9
％
と
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
①
）。

こ
の
二
番
目
に
多
か
っ
た
「
宗
教
が
身
近
に
な
い
」
と
い

う
回
答
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
全
国
に
は
七
万
件
を
超

え
る
寺
院
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
約
五
万
八
〇
〇
〇
店
舗
よ
り
も
多
い
。
ま
た
墓
参
り
に
行
く

人
の
割
合
が
七
割
と
多
い
こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
、「
身
近
に
な

い
」
と
は
物
理
的
（
距
離
的
）
な
問
題
で
は
な
く
、
心
理
的
な

問
題
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、
宗
教
を
身
近
と
感
じ

な
い
の
か
、
心
理
的
な
敷
居
を
下
げ
る
た
め
に
は
何
を
す
る
べ

き
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

身
近
に
宗
教
を
感
じ
る
よ
う
な
環
境
や
宗
教
体
験
を
す
る
こ
と

で
若
者
の
意
識
を
大
き
く
変
え
て
い
く
事
も
可
能
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

先
に
見
た
「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」
の
二
〇
一
三
年
の

結
果
で
は
、「
宗
教
心
は
大
切
」
と
回
答
し
て
い
る
人
は
66
％

で
あ
る
一
方
、「
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人
」
は
28
％
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、「
宗
教
心
は
大
切
と
感
じ
な
が
ら
も
、
宗
教
を
信
じ

て
い
な
い
」と
い
う
人
が
38
ポ
イ
ン
ト（
66
％
マ
イ
ナ
ス
28
％
）

い
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
潜
在
的
な
信
者
層
」
が

38
％
存
在
し
て
い
る
と
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
何
ら
か
の
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き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
「
宗
教
を
信
じ
る
」
人
へ
と
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
仏
壇
や
神
棚
が
な
い
家
庭
が
増
え
、
そ
こ
で
育
っ

た
人
々
は
日
頃
か
ら
「
祈
る
」
機
会
が
乏
し
い
。
ま
た
祖
父
母

世
代
と
同
居
し
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
た
め
、
菩
提
寺
の
行

事
に
連
れ
ら
れ
て
寺
に
来
る
と
い
う
事
が
少
な
く
、
遠
く
に
暮

す
場
合
に
は
、
通
夜
・
葬
儀
、
法
事
に
参
列
し
な
い
と
い
う
例

も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
に
お
け
る
家
族
形
態
の
変

化
に
よ
っ
て
、
特
に
若
い
世
代
に
宗
教
に
触
れ
る
体
験
が
不
足

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
墓
参
り
、
お
守
り
、
祈
願

と
い
っ
た
広
い
意
味
で
の
「
宗
教
的
」
な
行
為
は
実
施
率
が
高

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
宗
教
心
は
大
切
」
と
い
う
レ
ベ
ル

か
ら
「
宗
教
を
信
じ
る
」
と
い
う
レ
ベ
ル
へ
と
導
く
た
め
に
は
、

幼
児
期
か
ら
宗
教
に
触
れ
る
機
会
（
例
え
ば
寺
院
で
行
う
人
生

儀
礼
）
を
多
く
設
け
、
そ
れ
を
入
り
口
に
し
な
が
ら
お
念
仏
の

心
を
育
む
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

�

（
和
田
典
善
）

第
四
章　
成
長
儀
礼
に
お
け
る
信
仰
継
承
の
試
み

本
研
究
班
で
は
次
世
代
へ
の
信
仰
継
承
と
い
う
観
点
か
ら

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
に
着
目
し
、
平
成
二
十
九
年
度
末
、「
七

五
三
」
や
研
究
班
が
考
案
し
た
「
智
慧
結
び
法
要
」
の
普
及
を

目
的
と
す
る
『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
以

下
、『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』）
を
発
表
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
浄
土
宗
青
年
会
が
こ
れ
に
興
味
を
示
し
、
こ
れ
ま
で
に
大
阪

教
区
で
「
七
五
三
」
を
二
会
場
、「
智
慧
結
び
法
要
」
を
全
国

各
地
十
五
会
場
で
実
施
す
る
に
至
っ
た
。

本
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
実
施
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

次
世
代
、
と
り
わ
け
幼
児
や
年
少
者
に
対
す
る
信
仰
継
承
に
お

い
て
成
長
儀
礼
が
は
た
し
て
有
効
で
あ
る
の
か
考
察
し
て
み
た

い
。

四
‐
一
．
浄
土
宗
に
お
け
る
信
仰
継
承

そ
も
そ
も
浄
土
宗
に
お
け
る
信
仰
継
承
を
ど
の
よ
う
に
定
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義
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
宗
祖
法
然
上
人
の
み
教
え
に
尋
ね
る

な
ら
ば
、

　
�

名
號
を
き
く
と
い
ふ
と
も
、
信
ぜ
ず
ば
聞
ざ
る
が
如
し
。

た
と
へ
信
ず
と
云
ふ
と
も
、
唱
え
ず
ば
信
ぜ
ざ
る
が
如
し
。

只
つ
ね
に
念
佛
す
べ
し
。

�
（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
九
〇
頁
）

と
の
お
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
浄
土
宗
に
と
っ
て
日
々
名
号
を

称
え
続
け
る
こ
と
が
「
信
じ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
念
仏
の
相
続

が
信
仰
の
表
現
そ
の
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
信

仰
の
表
現
を
引
き
継
ぐ
人
々
が
継
続
し
て
出
現
す
る
こ
と
が
浄

土
宗
に
と
っ
て
の
信
仰
継
承
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
に
「
唱
え
ず
ば
信
ぜ
ざ
る
が
如
し
」

と
言
い
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
々
煩
雑
に
な
る
が
、
ま
ず
は

そ
の
点
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
念
仏
往
生
願
の
成
就
と
名
号

申
す
ま
で
も
な
く
、
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時

に
建
て
た
誓
願
を
「
本
願
」
と
い
う
。
阿
弥
陀
仏
は
今
現
に
仏

と
な
ら
れ
て
い
る
。
仏
で
あ
る
以
上
、
本
願
成
就
の
状
態
を
維

持
し
続
け
て
お
り
、
本
願
を
成
就
さ
せ
た
修
行
の
功
徳
が
作
用

し
続
け
て
い
る
。
そ
の
作
用
を
「
本
願
力
」
と
い
う
。

宗
祖
法
然
上
人
は
「
凡
夫
の
往
生
を
示
さ
ん
」
と
の
決
意

の
も
と
立
教
開
宗
を
宣
言
し
て
い
る
が
、
凡
夫
の
極
楽
往
生
が

か
な
う
の
は
四
十
八
願
中
の
「
た
と
え
十
遍
で
あ
っ
て
も
我
が

名
号
を
称
え
る
者
の
極
楽
往
生
を
叶
え
る
」
と
誓
っ
た
第
十
八

念
仏
往
生
願
成
就
の
本
願
力
に
よ
る
。
本
願
力
を
受
け
取
る
に

は
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
る
が
、
視
点
を
名
号

に
転
ず
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
凡
夫
の
往
生
が
か
な
う
だ
け

の
功
徳
を
名
号
に
具
わ
る
よ
う
誓
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

名
号
に
つ
い
て
宗
祖
法
然
上
人
は
主
著
『
選
択
本
願
念
仏

集
』
に
お
い
て
、

　

�

名
号
は
こ
れ
万
徳
の
帰
す
る
所
な
り
。
然
れ
ば
す
な
わ

ち
弥
陀
一
仏
の
所
有
る
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏

等
の
一
切
の
内
証
の
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利

生
等
の
一
切
の
外
用
の
功
徳
、
皆
こ
と
ご
と
く
阿
弥
陀

仏
の
名
号
の
中
に
摂
在
せ
り
。
故
に
名
号
の
功
徳
最
も

勝
と
す
。
余
行
は
然
ら
ず
。
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�

（『
浄
土
宗
聖
典
』
三
・
一
一
八
頁
） 

と
評
し
、
名
号
に
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
が
す
べ
て
具
わ
っ
て
い
る

と
の
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
極
楽
浄
土
に
在
す
阿
弥
陀
仏
の

あ
ら
ゆ
る
は
た
ら
き
が
言
語
と
し
て
の
名
号
に
託
さ
れ
、
こ
の

世
に
顕
現
し
て
い
る
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
願
成
就

の
結
果
、
名
号
は
阿
弥
陀
仏
と
同
等
の
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。と

も
あ
れ
上
人
の
名
号
観
に
依
る
限
り
、
名
号
を
称
え
る

こ
と
は
阿
弥
陀
仏
に
親
し
む
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏

と
縁
が
結
ば
れ
る
と
主
張
し
て
差
し
支
え
な
い
。

②
易
行
と
仏
願

上
人
は
、
阿
弥
陀
仏
が
凡
夫
の
往
生
行
と
し
て
称
名
念
仏

を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
先
の
名
号
観
と
と
も
に
、
名
号

を
称
え
る
念
仏
は
誰
に
で
も
実
践
で
き
る
「
易
行
」
で
あ
る
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
は
ご
自
身
の
名
号
を
通
じ
て
あ

ら
ゆ
る
人
と
出
会
い
、
縁
を
結
ぼ
う
と
願
っ
て
い
る
と
、
そ
の

よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

浄
土
宗
に
お
い
て
名
号
を
称
え
る
こ
と
は
仏
と
出
会
う
こ

と
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
出
会
い
を
日
常
の
な
か
に
繰
り
返
し

組
み
込
ん
で
習
慣
化
す
る
。
ま
さ
に
そ
れ
が
阿
弥
陀
仏
の
願
い

に
随
順
す
る
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
宗
に
お
け
る
信
仰
の
内
実
に

他
な
ら
な
い
。「
唱
え
ず
ば
信
ぜ
ざ
る
が
如
し
」
と
い
う
説
示

が
成
り
立
つ
所
以
と
言
え
よ
う
。

四
‐
二
．�

成
長
儀
礼
に
お
け
る
信
仰
継
承
の
可
能
性　

�
�

～
念
仏
の
場
合
～

た
と
え
幼
児
で
あ
ろ
う
と
児
童
で
あ
ろ
う
と
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
日
々
名
号
を
称
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
信
じ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
信
仰
の
表
現
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と

が
で
き
る
。
極
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
浄
土
宗
に
お
け

る
信
仰
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て「
名
号
を
聞
き
」「
名

号
を
称
え
る
」
こ
と
を
始
め
る
好
機
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
を

考
え
た
時
、研
究
班
は
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」
と
し
て
の
「
七

五
三
」
に
着
目
し
、
さ
ら
に
新
た
な
法
要
と
し
て
「
智
慧
結
び

法
要
」
を
提
唱
し
た
。
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研
究
班
で
は
「
七
五
三
」
や
「
智
慧
結
び
法
要
」
を
「
浄

土
宗
へ
の
入
信
を
促
し
、
帰
敬
式
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
機
会
の

一
つ
」（『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
二
頁
）
と
位
置
付
け
、さ
ら
に
は
「
無

事
成
長
や
学
業
成
就
を
「
祈
願
」
す
る
法
要
を
提
唱
す
る
目
的

は
、
幼
児
や
青
少
年
が
浄
土
宗
寺
院
を
訪
れ
る
「
き
っ
か
け
」

を
創
り
出
し
、
三
宝
帰
依
の
精
神
に
触
れ
、
念
仏
を
称
え
、
阿

弥
陀
仏
と
「
縁
」
を
結
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
祈

願
は
「
き
っ
か
け
」
で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
が
目
的
な

の
で
す
」（
同
前
十
五
頁
）
と
そ
の
目
的
に
言
及
し
、
信
仰
継

承
に
お
け
る
土
台
作
り
の
一
環
を
成
長
儀
礼
に
求
め
た
の
で
あ

る
。で

は
、
い
か
に
し
て
帰
依
三
宝
の
精
神
に
触
れ
、
念
仏
に

親
し
み
阿
弥
陀
仏
と
縁
を
結
ぶ
の
か
。
そ
の
点
が
研
究
班
の
課

題
と
な
っ
た
。

①
「
同
唱
十
念
」「
念
仏
一
会
」

浄
土
宗
に
と
っ
て
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
信
仰
の
表
現
そ

の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
浄
土
宗
に
お
け
る
法
要
の
セ
オ

リ
ー
と
し
て
「
同
唱
十
念
」
や
「
念
仏
一
会
」
と
い
っ
た
念
仏

を
称
え
る
た
め
の
「
型
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
七
五
三
」「
智
慧
結
び
法
要
」
の
両
成
長
儀
礼
に
も
「
同
唱
十

念
」「
念
仏
一
会
」
が
差
定
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀

仏
の
名
号
を
称
え
る
念
仏
は
易
行
と
さ
れ
、
幼
児
や
年
少
者
に

お
い
て
も
称
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
幼
児
・
年
少
者

に
お
け
る
信
仰
表
現
の
可
能
性
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

全
国
浄
土
宗
青
年
会
が
展
開
す
る
「
七
五
三
」「
智
慧
結
び

法
要
」
で
は
、
総
合
研
究
所
と
の
連
名
で
受
者
と
受
者
の
引
率

者
と
い
っ
た
参
加
者
に
法
要
の
感
想
を
求
め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
会
場
毎
の
開
催
状
況
も
異
な
る
上
、
サ

ン
プ
ル
数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
十
分
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
設
問
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
何
か
、
選
択
肢
の
中
か
ら
上
位
３
位
ま
で
を
尋
ね
る
項

目
が
あ
る
。

智
慧
結
び
法
要
に
関
し
て
は
第
二
章
に
「
受
者
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
念
仏
は
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五
十
一
ポ
イ
ン
ト
で
第
三
位
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
七
五
三
」
法
要
に
関
し
て
は
、
大
阪
教
区
の
某
会
場
で
は

行
わ
れ
た
「
七
五
三
」
法
要
に
は
、
い
ず
れ
も
三
歳
の
六
名
が

参
加
し
、
念
仏
に
つ
い
て
は
一
位
に
二
名
が
挙
げ
、
三
位
に
二

名
が
挙
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
念
仏
以
外
で
は
記
念
写
真
と
千

歳
飴
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
大
阪
教
区
の
他
会
場

で
は
三
名
が
参
加
し
念
仏
の
印
象
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

今
後
、
成
長
儀
礼
に
念
仏
を
組
み
入
れ
る
な
ら
ば
、
小
学
生
世

代
に
お
い
て
も
幼
児
世
代
に
お
い
て
も
、
念
仏
は
受
者
の
印
象

に
残
る
と
主
張
す
る
に
十
分
な
数
字
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で

き
る
。
成
長
儀
礼
に
念
仏
を
組
み
入
れ
る
こ
と
は
、
浄
土
宗
に

お
け
る
法
要
の
セ
オ
リ
ー
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
信
仰
継
承
の

試
み
と
し
て
十
分
に
有
効
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
「
七
五
三
」
の
引
率
者
と
し
て
回
答
さ
れ
た
計
九
名
中
、

お
念
仏
を
上
位
三
位
ま
で
に
挙
げ
た
の
が
一
会
場
六
名
中
の
二

名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
智
慧
結
び
法
要
」
の
あ
る
会
場
で

は
引
率
者
と
し
て
回
答
さ
れ
た
十
二
名
中
の
九
名
で
あ
っ
た
。

会
場
に
よ
る
偏
り
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
引
率
者
に
と
っ
て
も

念
仏
は
工
夫
次
第
で
印
象
に
残
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
‐
三
．
三
宝
帰
依
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
へ
の
帰
依
は
仏
教
信
仰
の
基
本
で
あ
り
、

三
宝
へ
の
帰
依
は
い
わ
ゆ
る
三
帰
依
文
を
授
か
り
、
か
つ
復
唱

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
儀
礼
と
し
て
成
立
す
る
。
こ
こ
で
私
見
を

述
べ
る
な
ら
ば
、
名
号
に
阿
弥
陀
仏
の
万
徳
が
具
わ
っ
て
い
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
三
帰
依
文
に
は
釈
尊
に
よ
る
説
法
の
功
徳
、

聞
く
者
を
し
て
覚
り
の
境
地
に
導
く
い
わ
ば
「
教
化
力
」
が
具

わ
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
、
三
帰
依
文
の
受
持
は
釈
尊
に
よ
る

教
化
力
の
拝
受
を
儀
礼
化
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
で
き
る
。
現

在
の
帰
敬
式
で
あ
れ
、
釈
尊
の
時
代
の
出
家
の
作
法
で
あ
れ
、

三
帰
依
文
の
受
持
こ
そ
が
仏
教
信
仰
の
表
明
に
他
な
ら
な
い
。

と
は
い
え
帰
敬
式
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
成
長
儀
礼
に
お
い
て
は
、
三
帰
依
文
を
授
け
る
前
段
階
と

し
て
の
工
夫
が
課
題
と
な
る
。

浄
土
宗
内
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
三
宝
帰
依
の
精
神
と

し
て
「
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
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置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
椎
尾
辨
匡
台
下
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
（
椎
尾
辨
匡
『
授
戒
講
話
』（『
椎
尾
辨
匡

選
集
』
第
六
巻
収
載
、
一
六
四
～
一
六
五
頁
）
が
、
そ
の
言
葉

の
明
瞭
な
響
き
故
か
、
今
日
に
お
い
て
は
「
誰
の
言
葉
で
あ
る

の
か
」
と
い
う
次
元
を
越
え
、
広
く
宗
内
に
普
及
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
成
長
儀
礼
を
提
唱
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
三
帰
依
文
受
持
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

「
七
五
三
」
で
は
、
差
定
に
こ
そ
「
三
宝
帰
依
」
と
記
し
て

い
る
が
、
実
際
に
は
受
者
に
、

・�

こ
れ
か
ら
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
で
き
ま
す
か
。

�

（『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
四
頁
）

と
尋
ね
、「
は
い
」
と
お
応
え
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
。「
智
慧

結
び
法
要
」
で
は
、
受
者
に

・�

明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
生
活
し
、
学
業
に
励
む
こ
と

を
誓
い
ま
す
。�

（『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
十
頁
）

と
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

と
は
い
え
研
究
班
で
は
、「
七
五
三
」
で
あ
れ
ば
幼
児
に
、「
智

慧
結
び
法
要
」
で
れ
ば
中
高
生
に
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
示
し

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
表
現
を
添
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
三
宝
に
つ
い
て
、

・�

仏
＝
覚
っ
た
人
、
覚
り
の
境
地
へ
と
導
い
て
下
さ
る
方

・�

法
＝
覚
っ
た
人
の
教
え
、
覚
り
の
境
地
へ
と
導
い
て
下
さ

る
方
の
言
葉
、
真
理

・
僧
＝
覚
り
の
境
地
を
求
め
て
集
っ
た
人
々

と
理
解
す
る
こ
と
を
と
し
た
。
そ
の
上
で
椎
尾
台
下
の
思
い
は

と
も
あ
れ
、
三
帰
依
文
受
持
に
よ
る
釈
尊
の
教
化
力
拝
受
と
い

う
構
図
を
背
景
に
、

・
明
る
く
＝
仏
に
感
謝
で
き
る
心

・
正
し
く
＝
我
が
身
を
振
り
返
る
心

・
仲
よ
く
＝
仲
間
を
思
い
や
り
敬
う
心

と
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
幼
児
が
対
象
の
「
七
五
三
」
の
「
三

宝
帰
依
」
に
お
い
て
は
、

・�「
明
る
く
」
と
は
、
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で

言
え
る
こ
と
で
す
。

・�「
正
し
く
」
と
は
、「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
素
直
に
言
え
る
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こ
と
で
す
。

・�「
仲
よ
く
」
と
は
、
誰
に
で
も
優
し
く
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。�

（『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
四
頁
）

と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
表
現
と
し
て
説
き
示
し
、
中
高
生
が

対
象
の
「
智
慧
結
び
法
要
」
に
お
い
て
は
、
受
者
の
「
誓
い
の

言
葉
」
に
つ
い
て
、
予
め
、

・�

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
毎
日
を
笑
顔
で
「
明
る
く
」

過
ご
し
、

・�

我
が
身
を
振
り
返
り
な
が
ら
成
長
す
る
た
め
の
道
を
「
正

し
く
」
歩
み
、

・�

思
い
や
り
と
敬
い
の
心
を
も
っ
て
「
仲
よ
く
」
生
き
る
こ

と
を
誓
い
、

�

（『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
十
一
頁
）

と
説
示
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
宝
帰
依
の
精
神
を
「
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
」
に

置
き
換
え
、
さ
ら
に
具
体
的
な
表
現
に
展
開
す
る
場
合
、
仏
法

僧
を
宝
と
受
け
止
め
る
心
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
が
課
題

と
な
る
が
、
受
者
に
お
い
て
は
儀
礼
を
通
じ
自
ら
の
誓
い
が
釈

尊
に
具
わ
る
教
化
力
に
よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
る
と
い
っ
た
感
覚

が
芽
生
え
る
よ
う
方
向
付
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。

な
お
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
「
七
五
三
」
引
率
者
六
名
中

四
名
が
三
宝
帰
依
を
印
象
に
残
っ
た
上
位
三
位
ま
で
に
挙
げ
て

い
る
。「
智
慧
結
び
法
要
」
で
は
受
者
、
引
率
者
と
も
に
三
宝

帰
依
に
基
づ
く
「
誓
い
の
言
葉
」
の
印
象
は
薄
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

四
‐
四
．
儀
礼
に
お
け
る
動
き
と
印
象
度

第
二
章
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
智
慧
結
び
法
要
の
受

者
に
と
っ
て
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
一
二
四
ポ
イ
ン
ト

の
「
灌
頂
洒
水
」
で
あ
り
、
二
位
の
「
お
守
り
授
与
」
六
十
一

ポ
イ
ン
ト
、
三
位
の
「
念
仏
」
五
十
一
ポ
イ
ン
ト
を
大
き
く
引

き
離
す
。

「
灌
頂
」
に
つ
い
て
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
を
繙
い
て
み

る
な
ら
ば
、「
古
代
イ
ン
ド
で
国
王
の
即
位
、
あ
る
い
は
立
太

子
の
と
き
、
四
大
海
の
水
を
取
っ
て
そ
の
頭
上
に
水
を
そ
そ
ぐ

儀
式
」「
大
乗
仏
教
で
は
、
九
地
の
菩
薩
が
第
十
法
雲
地
に
至
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る
時
、
諸
仏
が
智
水
を
頭
上
に
そ
そ
ぎ
法
王
の
位
を
受
け
る
の

と
同
じ
に
譬
え
て
い
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
水
」
に
王

の
権
力
、
あ
る
い
は
仏
の
覚
り
を
託
し
、
灌
頂
の
作
法
に
よ
っ

て
そ
の
継
承
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

灌
頂
洒
水
が
印
象
に
残
っ
た
理
由
と
し
て
第
二
章
は
、
宗

教
儀
礼
を
初
め
て
体
験
し
た
際
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
示
唆
す
る
が
、

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
何
を
し
て
い
る
の
か
「
目
で
見
て
わ
か
り

や
す
い
」
儀
礼
の
動
き
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

七
五
三
、
あ
る
い
は
智
慧
結
び
法
要
に
立
ち
会
っ
た
引
率

者
に
も
、
一
部
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
灌
頂
洒
水
に
つ
い
て
は
、
計
二
十
五
名
中
、
十
九
名
が
印

象
に
残
っ
た
も
の
の
一
位
に
挙
げ
、
四
名
が
二
位
に
挙
げ
て
い

る
。
灌
頂
洒
水
は
引
率
者
に
と
っ
て
最
も
印
象
深
い
儀
礼
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
見
た
目
の
分
か
り

や
す
い
儀
礼
の
動
き
が
作
用
し
て
い
よ
う
。

た
だ
し
、
七
五
三
の
受
者
に
と
っ
て
灌
頂
洒
水
の
印
象
は

薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
年
齢
が
上
が
る
と
印
象
に
残
る
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
儀
礼
の
動
き
の

意
味
す
る
こ
と
こ
ろ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
智
慧
結
び
法
要
」
に
お
け
る
印
象
度
第
二
位

の
「
お
守
り
の
授
与
」
は
引
率
者
に
と
っ
て
も
印
象
深
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
で
は
お
守
り
は
受
者
本
人
の

手
の
入
っ
た
も
の
と
し
、
法
要
中
に
受
者
が
本
尊
前
に
奉
呈
し
、

導
師
が
お
魂
入
れ
を
し
た
後
、
法
要
の
締
め
く
く
り
と
し
て
導

師
が
本
尊
前
か
ら
下
げ
、
受
者
に
手
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

受
者
に
と
っ
て
も
、
引
率
者
に
と
っ
て
も
「
動
き
」
が
わ
か
り

や
す
く
印
象
に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
今
回
、
某
会
所
で
実
施
さ
れ
た
「
七
五
三
」
で
は
、

研
究
所
が
作
成
し
た
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら

も
、
随
所
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
工
夫
が
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

詳
細
は
略
す
が
、
例
え
ば
、
受
者
で
あ
る
幼
児
に
三
宝
帰
依
の

精
神
に
基
づ
く
法
要
の
趣
旨
を
伝
え
る
た
め
に
、「
あ
り
が
と

う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」「
や
さ
し
く
す
る
」
と
紙
に
書
い
た
も

の
を
提
示
し
て
受
者
と
一
緒
に
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
た
と
い

う
。
前
述
の
通
り
「
七
五
三
」
引
率
者
六
名
中
四
名
が
三
宝
帰
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依
を
印
象
に
残
っ
た
上
位
三
位
ま
で
に
挙
げ
て
い
る
の
も
、
こ

う
し
た
「
作
法
」
を
通
じ
少
な
く
と
も
引
率
者
た
ち
に
は
法
要

の
趣
旨
が
端
的
に
伝
っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま

た
受
者
に
も
そ
う
い
た
効
果
が
あ
っ
た
と
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
は
受
者
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
を
唱

え
て
も
ら
う
た
め
に
も
施
さ
れ
て
い
て
、「
な
」「
む
」「
あ
」「
み
」

「
だ
」「
ぶ
」「
つ
」
と
一
音
ず
つ
複
唱
し
た
と
い
う
。
念
仏
が

受
者
の
印
象
に
残
っ
た
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
る
よ
う

に
、
こ
う
し
た
工
夫
が
儀
礼
を
体
験
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
工
夫

が
受
者
に
儀
礼
を
受
け
る
意
味
を
分
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

る
と
積
極
的
に
評
価
し
た
い
。

な
お
「
七
五
三
」
に
お
い
て
は
、
受
者
や
保
護
者
が
飽
き

て
し
ま
う
よ
う
な
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
も
な

さ
れ
て
い
る
。
充
実
し
た
法
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
測
る
一

つ
の
視
点
と
見
做
し
う
る
が
、
法
要
の
所
要
時
間
を
約
二
十
五

分
程
度
で
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
あ
る
い
は
灌
頂
洒
水

や
焼
香
、
あ
る
い
は
上
述
の
よ
う
な
工
夫
さ
れ
た
作
法
を
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
が
「
飽
き
さ
せ
な
い
」
要
因
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
ま
た
受
者
が
灌
頂
洒
水
を
受
け
た
り
、
焼
香
を
す
る
様
子

を
写
真
に
撮
る
引
率
者
が
多
か
っ
た
と
の
報
告
も
、
そ
の
証
左

と
言
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、目
で
見
て
わ
か
り
や
す
い
作
法
の
「
動
き
」

が
儀
礼
を
印
象
深
く
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
―
五
．
信
仰
継
承
と
し
て
の
試
み　
～
ま
と
め
に
か
え
て
～

こ
れ
ま
で
成
長
儀
礼
に
万
徳
所
帰
の
念
仏
を
組
み
入
れ
る

こ
と
が
信
仰
継
承
に
資
す
る
こ
と
、
三
宝
帰
依
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
釈
尊
の
教
化
力
に
目
を
向
け
て
お
き
た
い
こ
と
、
儀

礼
に
お
い
て
は
受
者
の
主
体
的
な
「
動
き
」
を
促
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
論
じ
て
き
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
儀

式
を
し
て
下
さ
り
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
」（
七
五
三
に

三
歳
の
子
を
引
率
し
た
大
阪
の
女
性
）
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
成
長
儀
礼
に
お
い
て
信
仰
継
承
を
試
み
る
場
合
、こ
の「
一
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人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
」
伝
え
る
と
い
う
態
度
が
重
要
と
な
ろ

う
。「
灌
頂
」
や
「
お
守
り
授
与
」
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

そ
う
し
た
点
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
受
者

に
「
念
仏
」
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
も
、
受
者
自
身
が
主
体

的
に
念
仏
を
称
え
る
こ
と
で
何
ら
か
の
手
応
え
を
感
じ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
儀
礼
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る

作
法
が
重
要
と
な
る
。

信
仰
継
承
に
お
い
て
成
長
儀
礼
が
有
効
で
あ
る
か
否
か
、
そ

の
結
果
は
受
者
の
未
来
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
試
み
と
し

て
の
可
能
性
で
あ
れ
ば
十
分
に
指
摘
で
き
よ
う
。

成
長
儀
礼
に
お
い
て
信
仰
継
承
を
試
み
る
場
合
、
理
念
と

し
て
は
、
仏
に
具
わ
る
功
徳
「
教
化
力
」
を
受
け
取
る
こ
と
を

目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
儀
礼
と
し
て
は
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と

な
る
動
き
の
あ
る
作
法
を
組
み
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し

本
章
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

�

（
袖
山
榮
輝
）

お
わ
り
に

〈
二
年
間
に
わ
た
る
研
究
の
総
括
〉

平
成
三
十
、
三
十
一
年
度
、
二
年
間
の
研
究
成
果
の
総
ま

と
め
と
し
て
、
本
成
果
報
告
を
上
梓
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

本
研
究
班
の
目
的
は
、
家
庭
内
で
の
信
仰
継
承
が
困
難
な
状
況

が
生
じ
て
い
る
な
か
、
浄
土
宗
の
信
仰
を
檀
信
徒
の
次
世
代
に
、

ど
の
よ
う
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
目
的
の
も
と
、
こ
の
二
年
間
は
寺
檀
関
係
の
次
世
代

で
あ
る
青
年
層
、
壮
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
焦
点
を

あ
て
て
研
究
を
展
開
し
た
。
具
体
的
に
は
、
次
世
代
継
承
に
関

す
る
取
り
組
み
の
収
集
と
分
析
、
宗
教
に
関
す
る
意
識
調
査
の

収
集
と
分
析
、『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
普

及
活
動
お
よ
び
実
施
寺
院
へ
の
調
査
お
よ
び
効
果
測
定
、
浄
土

宗
の
宗
義
か
ら
み
た
人
生
儀
礼
の
可
能
性
つ
い
て
と
い
う
四
つ

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
当
初
は
青
壮
年
層
と
い
う
限
ら
れ
た

世
代
に
対
す
る
研
究
を
想
定
し
て
い
た
が
、
結
果
、
そ
の
世
代
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を
中
心
的
世
代
と
し
て
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
よ
り
広
い
世

代
を
包
括
し
た
研
究
と
な
っ
た
。

次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
の
収
集
と
分
析
に
つ
い

て
は
、
浄
土
宗
の
み
な
ら
ず
他
宗
派
を
含
め
多
く
の
事
例
を
収

集
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
は
紙
幅

の
関
係
上
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
活
動
の
特
徴
を
と
ら
え
類
型

化
す
る
作
業
だ
け
で
も
意
味
の
あ
る
事
だ
と
思
う
。
ま
た
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
し
た
浄
土
真
宗
教
覚
寺
の
取
り
組
み
か
ら
は
、

青
壮
年
層
へ
の
教
化
に
関
す
る
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
回
多
く
の
事
例
を
収
集
し
た
が
、
そ
の
中
で
は
、
特
に

青
壮
年
層
に
焦
点
を
絞
っ
た
取
り
組
み
で
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

て
い
る
事
例
は
極
め
て
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

は
、
伝
統
仏
教
界
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

宗
教
に
関
す
る
意
識
調
査
の
収
集
と
分
析
に
つ
い
て
は
、
青

壮
年
層
と
い
う
限
定
し
た
世
代
に
関
す
る
資
料
は
十
分
に
入
手

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、

広
い
世
代
に
わ
た
っ
て
の
次
世
代
継
承
を
考
え
る
う
え
で
は
、

重
要
な
基
礎
的
デ
ー
タ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
普
及

活
動
お
よ
び
実
施
寺
院
へ
の
調
査
お
よ
び
効
果
測
定
に
つ
い
て

で
あ
る
。
平
成
二
十
九
年
度
に
作
成
し
た
『
子
ど
も
の
成
長
儀

礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
全
国
浄
土
宗
青
年
会
が
推
進
活
動

と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
た
。

今
後
一
層
の
進
展
を
図
る
た
め
に
は
、
実
施
例
の
事
例
収
集
お

よ
び
効
果
測
定
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
回
収
集
さ
れ

た
開
催
会
所
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
、
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
事
例
が
状
況
に
あ
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

な
が
ら
実
施
し
、
受
者
に
と
っ
て
大
き
な
宗
教
的
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
全
国
浄
土
宗

青
年
会
の
推
進
活
動
に
つ
い
は
、『
仏
式
通
過
儀
礼
推
進
事
業 

寺
コ
ン
結
縁
事
業 

実
施
報
告
書
』
と
し
て
全
浄
青
が
刊
行
し

て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
儀
礼
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
義
的
な

裏
付
け
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
期
の
研
究

に
お
い
て
、
浄
土
宗
の
宗
義
か
ら
み
た
人
生
儀
礼
の
可
能
性
に
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つ
い
て
考
察
し
、
教
義
的
理
解
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
今
後
の
研
究
の
大
き
な
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
次
世
代
継

承
の
一
つ
の
教
化
策
と
し
て
、
仏
教
式
人
生
儀
礼
が
定
着
す
る

こ
と
を
切
に
期
待
し
て
い
る
。

〈
次
年
度
か
ら
の
課
題
〉

こ
れ
ら
の
問
題
意
識
を
踏
襲
し
た
う
え
で
、
令
和
二
、
三

年
度
に
は
、
凡
そ
五
十
代
中
盤
か
ら
六
十
代
中
盤
の
世
代
へ
の

方
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
よ
り
具
体

的
な
対
象
と
し
て
は
、
①
親
の
葬
儀
の
喪
主
と
な
り
、
寺
檀
関

係
の
後
継
者
と
し
て
密
に
関
わ
り
始
め
る
人　

②　

①
の
兄
弟

姉
妹
や
縁
者
で
、
定
年
退
職
を
迎
え
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
今
後
を

考
え
始
め
る
人
々
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
世
代
の

人
々
に
対
し
て
、
法
然
上
人
の
み
教
え
を
伝
え
る
機
縁
と
し
て
、

法
然
上
人
の
生
涯
に
な
ぞ
ら
え
た
法
然
上
人
・
阿
弥
陀
仏
と
縁

を
結
ぶ
た
め
の
新
た
な
儀
礼
を
創
造
し
提
唱
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

�

（
名
和
清
隆
）
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黒
谷
上
人
語
灯
録　

巻
第
十
一
并
序

�

厭
欣
沙
門
了
恵
集
録

静
か
に
以
れ
ば
良
医
の
薬
は
病
の
品
に
よ

て
顕
れ
、
如
来
の
御
法
は
機
の
熟
す
る
に
任
せ

て
盛
な
り
。
日
本
一
州
、
浄
機
純
熟
し
て
、
朝

野
遠
近
み
な
浄
土
に
帰
し
、
緇
素
貴
賤
こ
と
ご

と
く
往
生
を
期
す
。
そ
の
濫
觴
を
尋
ぬ
れ
ば
、

天
国
排
開
広
庭
天
皇
（
欽
明
）
御
世
に
百
済
国

よ
り
釈
迦
、
弥
陀
の
霊
像
始
め
て
こ
の
国
に
渡

り
た
ま
え
り
。
釈
迦
は
発
遣
の
教
主
、
弥
陀
は

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　
『
和
語
灯
録
』
現
代
語
訳
の
研
究　

研
究
成
果
報
告

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』（
和
語
）　

現
代
語
訳
①　

巻
第
十
一
並
序

黒
谷
上
人
語
灯
録
（
念
仏
生
活
の
灯
火
と
す
る
た
め
に
収
集
し
た
法
然
上
人
の

遺
文
集
）
第
十
一
巻
な
ら
び
に
序
文

　

�

厭
欣
沙
門
了
恵
集
録
（
娑
婆
を
厭
い
浄
土
を
願
う
沙
門
了
恵
道
光
が
集

め
収
録
し
た
。）

静
か
に
思
い
を
巡
ら
せ
れ
ば
、
良
医
が
施
す
薬
は
病
気
の
進
み
具
合
に
応

じ
て
よ
く
効
く
も
の
で
あ
り
、
仏
の
御
教
え
は
人
々
の
仏
縁
が
熟
す
こ
と
に

よ
っ
て
次
第
に
盛
ん
に
な
る
も
の
で
す
。
わ
が
日
本
国
に
お
い
て
も
、
浄
土
の

教
え
と
人
々
の
仏
縁
が
次
第
に
よ
く
慣
れ
親
し
む
に
つ
れ
、
朝
廷
か
ら
在
野
に

至
る
ま
で
、
遠
方
か
ら
近
隣
に
至
る
ま
で
、
み
な
浄
土
の
教
え
に
帰
依
す
る
よ

う
に
な
り
、
出
家
か
ら
在
家
に
至
る
ま
で
、
皇
族
・
貴
族
か
ら
一
般
庶
民
に
至

る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
浄
土
往
生
を
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
起
源
は
、

欽
明
天
皇
の
御
世
に
百
済
国
か
ら
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏
の
仏
像
が
、
始
め
て
わ
が
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来
迎
の
本
尊
な
れ
ば
、
二
尊
心
を
同
じ
く
し
て

往
生
の
道
を
弘
め
ん
が
た
め
な
る
べ
し
。
し
か

れ
ば
小
墾
田
天
皇
（
推
古
）
の
御
時
、
聖
徳
太

子
、
二
仏
の
御
心
に
随
わ
せ
た
ま
い
て
、
七
日

弥
陀
の
名
号
を
称
し
て
祖
王
（
欽
明
）
の
恩
を

報
じ
、
御
文
を
善
光
寺
の
如
来
へ
奉
り
た
ま
い

し
か
ば
、
如
来
み
ず
か
ら
御
返
事
あ
り
き
。
太

子
の
御
消
息
に
い
わ
く
、

�

名
号
称
揚
す
る
こ
と
七
日
已
り
ぬ
。
こ
れ
は

こ
れ
広
大
の
恩
を
報
ぜ
ん
が
た
め
な
り
。
仰

ぎ
願
わ
く
は
本
師
弥
陀
尊
、
我
が
済
度
を
助

け
た
ま
い
常
に
護
念
し
た
ま
え
。

如
来
の
御
返
事
に
い
わ
く
、

�

一
念
の
称
揚
、
恩
と
し
て
留
ま
る
こ
と
な
し
。

い
か
に
い
わ
ん
や
七
日
の
大
功
徳
を
や
。
我

国
に
海
を
渡
っ
て
来
ら
れ
た
時
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
釈
尊
は
娑
婆
世
界
か
ら
極

楽
浄
土
へ
の
往
生
を
促
さ
れ
る
（
発
遣
）
教
え
主
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
は
極
楽

浄
土
か
ら
娑
婆
世
界
へ
お
迎
え
下
さ
る
（
来
迎
）
本
尊
な
の
で
、
釈
迦
・
弥
陀

の
二
尊
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
浄
土
往
生
の
道
を
お
広
め
に
な
る
た
め
、
同
時

に
海
を
渡
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
推
古

天
皇
の
御
世
に
聖
徳
太
子
は
、
釈
迦
・
弥
陀
二
尊
の
御
心
に
従
わ
れ
て
、
七
日

間
に
わ
た
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
、
仏
教
が
渡
来
し
た
時
の
王
で
あ
る

欽
明
天
皇
の
御
恩
に
報
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
御
手
紙
を
し
た
た
め
て
善
光

寺
の
如
来
へ
献
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
善
光
寺
如
来
自
ら
御
返
事
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
聖
徳
太
子
の
御
手
紙
に
は
、
次
の
よ
う
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

�

阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
讃
え
続
け
る
こ
と
七
日
間
を
終
え
ま
し
た
。
こ

の
勤
め
は
阿
弥
陀
仏
の
広
大
な
御
恩
に
少
し
で
も
報
い
よ
う
と
す
る
た

め
で
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
本
願
を
お
誓
い
に
な
り
衆
生
救
済
の
根
本
の

師
と
な
ら
れ
た
阿
弥
陀
仏
よ
、
私
が
進
め
て
い
る
人
々
を
救
い
導
く
実

践
に
助
力
を
蒙
り
、
常
に
護
り
念
じ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

善
光
寺
如
来
の
御
返
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

�

わ
ず
か
一
遍
の
念
仏
の
称
揚
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
報
恩
の
勤
め
と
し

て
留
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
い
わ
ん
や
七
日
間
に
渡
っ
て
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衆
生
を
待
つ
こ
と
心
間ひ

ま
な
し
。
汝
よ
く
済
度

す
、
あ
に
護
ら
ざ
ら
ん
や
。

太
子
つ
い
に
往
生
を
異
境
に
現
し
て
、
利

益
を
本
朝
に
示
し
た
ま
い
き
。

そ
の
後
大
坎
天
皇
の
御
時
、
弥
陀
観
音
、
化

し
来
り
て
極
楽
の
曼
陀
羅
を
織
り
現
し
て
往
生

の
本
尊
と
定
め
置
き
た
ま
う
。
こ
こ
に
六
字
の

功
徳
ほ
ぼ
顕
れ
て
二
尊
の
本
意
よ
う
や
く
弘
ま

り
し
か
ば
、
行
基
菩
薩
・
慈
覚
大
師
等
の
聖
人
、

み
な
極
楽
を
欣
い
て
去
り
た
ま
い
き
。
恵
心
僧

都
は
楞
厳
の
月
の
前
に
往
生
の
要
文
を
集
め
、

永
観
律
師
は
禅
林
の
花
の
下
に
念
仏
の
十
因
を

詠
じ
て
、
各
浄
土
の
教
行
を
弘
め
た
ま
い
し
か

ど
も
、
往
生
の
化
道
い
ま
だ
盛
な
ら
ざ
り
し
に
、

な
か
ご
ろ
黒
谷
の
上
人
、
勢
至
菩
薩
の
化
身
と

勤
め
ら
れ
た
大
き
な
功
徳
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。
私
が
衆
生
を
わ

が
浄
土
で
待
ち
続
け
る
に
あ
た
っ
て
、
わ
が
心
に
は
わ
ず
か
な
隙
間
も

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
、
実
に
よ
く
人
々
を
救
い
導
い
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
ど
う
し
て
あ
な
た
を
守
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
い

や
必
ず
お
護
り
し
ま
す
。

そ
し
て
聖
徳
太
子
は
、
つ
い
に
往
生
の
場
と
し
て
西
方
極
楽
浄
土
を
定
め

ら
れ
て
、
そ
の
利
益
を
わ
が
国
の
人
々
に
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
淳
仁
天
皇
の
御
世
に
阿
弥
陀
仏
と
観
音
菩
薩
が
こ
の
世
界
に
姿

を
現
さ
れ
て
、
極
楽
浄
土
の
曼
陀
羅
を
織
り
表
さ
れ
て
浄
土
往
生
の
御
本
尊
と

し
て
定
め
置
か
れ
ま
し
た
（
当
麻
曼
陀
羅
）。
こ
こ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

六
字
の
名
号
が
具
え
る
功
徳
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
り
、
釈
迦
・
弥
陀
二
尊
の

御
本
意
が
よ
う
や
く
広
ま
っ
た
の
で
、
行
基
菩
薩
や
慈
覚
大
師
円
仁
な
ど
の
聖

人
方
が
、
み
な
極
楽
浄
土
を
願
っ
て
往
生
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
恵
心
僧
都
源

信
は
、
比
叡
山
横
川
中
堂
か
ら
望
む
月
を
仰
ぎ
な
が
ら
浄
土
往
生
の
要
文
を
集

め
て
『
往
生
要
集
』
を
撰
述
し
、
永
観
律
師
は
禅
林
寺
に
咲
き
乱
れ
る
花
の
下

で
お
念
仏
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
十
の
因
縁
を
讃
え
て
『
往
生
拾

因
』
を
撰
述
し
、
各
々
が
浄
土
往
生
の
た
め
の
教
え
と
行
い
と
を
広
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
浄
土
往
生
の
た
め
の
教
化
や
伝
道
は
い
ま
だ
盛
ん
と
は
い
え
ま
せ
ん
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し
て
始
め
て
弥
陀
の
願
意
を
明
ら
め
、
専
ら
称

名
の
行
を
勧
め
た
ま
い
し
か
ば
、
勧
化
一
天
に

遍
く
、
利
生
万
人
に
及
ぶ
。
浄
土
宗
と
い
う
事

は
こ
の
時
よ
り
弘
ま
り
け
る
な
り
。
し
か
れ
ば

往
生
の
解
行
を
学
ぶ
人
み
な
上
人
を
も
て
祖
師

と
す
。

こ
こ
に
か
の
流
を
汲
む
人
多
き
中
に
各
義

を
取
る
事
区ま

ち

区ま
ち

な
り
。
い
わ
ゆ
る
余
行
は
本
願

か
本
願
に
あ
ら
ざ
る
か
、
往
生
す
る
や
せ
ず
や
、

三
心
の
あ
り
さ
ま
、
二
修
の
相
、
一
念
多
念
の

争
な
り
。
ま
こ
と
に
金
鍮
知
り
が
た
く
邪
正
い

か
で
か
弁
う
べ
き
な
れ
ば
、
聞
く
者
多
く
源
を

忘
れ
て
流
に
順
い
、
新
し
き
を
貴
み
て
古
き
を

知
ら
ず
。『
尚
書
』
に
い
え
る
事
あ
り
「
人
は

旧
き
を
貴
み
、
器
は
新
し
き
を
貴
む
」。
予
こ

の
文
に
驚
き
て
、
い
さ
さ
か
上
人
の
旧
き
迹
を

で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
京
洛
東
山
の
黒
谷
に
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
た
法
然
上

人
は
、
勢
至
菩
薩
が
仮
に
現
れ
た
お
方
と
し
て
は
じ
め
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の

意
図
を
明
ら
か
に
し
て
下
さ
り
、
専
ら
お
念
仏
を
称
え
る
行
を
お
勧
め
に
な
ら

れ
た
の
で
、
わ
が
国
の
津
々
浦
々
に
法
然
上
人
の
教
化
は
広
ま
り
、
数
限
り
な

い
方
々
に
お
念
仏
の
功
徳
は
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
浄
土
宗
と
い
う
名

称
と
そ
の
教
団
は
、
法
然
上
人
が
お
出
ま
し
に
な
っ
て
か
ら
広
ま
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
わ
け
で
浄
土
往
生
の
教
え
や
修
行
を
学
ぶ
人
々
は
、
み
な
法
然
上
人

を
開
祖
と
し
て
仰
い
で
い
る
の
で
す
。

今
現
在
、
法
然
上
人
の
流
れ
を
汲
む
人
々
は
多
く
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
え
の
受
け
と
め
方
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
例
え
ば
、
お
念
仏
以
外
の
諸
行
は

阿
弥
陀
仏
の
本
願
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
、
諸
行
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

往
生
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
と
い
う
三
心
の

あ
り
さ
ま
は
い
か
な
る
も
の
か
、
も
っ
ぱ
ら
お
念
仏
を
修
め
る
専
修
と
諸
行
を

雑
多
に
修
め
る
雑
修
と
の
あ
り
よ
う
は
い
か
な
る
も
の
か
、
お
念
仏
は
一
遍
称

え
る
だ
け
で
相
続
の
必
要
は
な
い
の
か
相
続
を
心
掛
け
る
べ
き
な
の
か
、
な
ど

と
い
っ
た
論
争
で
す
。
真
金
と
真
鍮
と
の
相
違
が
実
に
分
か
り
づ
ら
い
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
が
間
違
っ
た
見
方
で
ど
ち
ら
が
正
し
い
受
け
と
め
方
な
の
か

を
わ
き
ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
尋
ね
た
方
々
の
多
く
は
、
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尋
ね
て
、
や
や
近
代
の
新
し
き
径
を
捨
て
ん
と

欲
う
。
よ
て
あ
る
い
は
か
の
書
状
を
集
め
、
あ

る
い
は
書
籍
に
載
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
ば
を
拾

う
。
や
ま
と
こ
と
ば
は
そ
の
文
見
易
く
、
そ
の

心
解
り
易
し
。
願
わ
く
は
諸
の
往
生
を
求
め
ん

人
、
こ
れ
を
も
て
灯
と
し
て
浄
土
の
路
を
照
ら

せ
と
な
り
。
も
し
落
つ
る
と
こ
ろ
の
書
あ
ら
ば

後
賢
必
ず
こ
れ
に
続
げ
。

時
に
文
永
十
二
年
正
月
廿
五
日
上
人
遷
化

の
日
、
報
恩
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
も
て
い
う
事
し

か
な
り
。

教
え
の
源
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
た
だ
時
流
に
し
た
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
新
奇

な
教
え
を
貴
ぶ
ば
か
り
で
、古
来
の
教
え
を
学
ぼ
う
と
は
し
な
い
の
で
す
。『
書

経
』
に
は
「
人
は
旧
い
も
の
を
貴
び
、
器
は
新
し
い
も
の
を
貴
ぶ
」
と
い
う
言

葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
一
文
に
驚
愕
し
て
、
わ
ず
か
に
法
然

上
人
の
足
跡
を
訪
ね
た
結
果
、
い
さ
さ
か
最
近
の
新
奇
な
お
念
仏
の
受
け
と
め

方
を
選
び
捨
て
よ
う
と
思
い
至
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
時
に

は
法
然
上
人
の
お
手
紙
を
収
集
し
、
あ
る
時
に
は
い
く
つ
か
の
書
籍
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
法
然
上
人
の
お
言
葉
を
拾
い
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
和
語
は
、

そ
の
文
章
が
読
み
や
す
く
、
そ
の
意
味
が
受
け
取
り
や
す
い
も
の
で
す
。
願
う

と
こ
ろ
は
、
浄
土
往
生
を
願
う
多
く
の
人
々
が
、
こ
の
法
然
上
人
の
ご
法
語
を

灯
火
と
し
て
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
の
道
を
照
ら
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
も

し
、
私
の
収
載
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
法
然
上
人
の
ご
法
語
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

後
に
続
く
浄
土
の
教
え
を
学
ぶ
者
は
必
ず
や
本
書
に
続
け
て
下
さ
い
。

時
に
文
永
十
二
年
（
一
二
七
四
）
正
月
二
十
五
日
、
法
然
上
人
が
極
楽
浄

土
に
遷
化
さ
れ
た
日
に
報
恩
の
志
を
も
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。
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和
語　

第
二
之
一　

当
巻
に
三
篇
あ
り
。

三
部
経
釈　
　

第
一

御
誓
言
書　
　

第
二

往
生
大
要
抄　

第
三

三
部
経
釈　
　

第
一

　
　
　
　
　

黒
谷
作

『
双
巻
経
』『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』、
こ
れ

を
浄
土
三
部
経
と
い
う
。

『
双
巻
経
』
に
は
ま
ず
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八

願
を
説
く
。
後
に
願
成
就
を
明
か
せ
り
。
そ
の

四
十
八
願
と
い
う
は
、
法
蔵
比
丘
、
世
自
在
王

仏
の
御
前
に
し
て
菩
提
心
を
発
し
て
、
浄
仏
国

土
、
成
就
衆
生
の
願
を
立
て
た
ま
う
。
お
よ
そ

そ
の
四
十
八
願
に
、
あ
る
い
は
無
三
悪
趣
と
も

立
て
、
あ
る
い
は
不
更
悪
趣
と
も
説
き
、
あ
る

い
は
悉
皆
金
色
と
も
い
う
は
、
み
な
第
十
八
の

願
の
た
め
な
り
。

黒
谷
上
人
語
灯
録　

第
二
（
和
語
）
の
第
一
巻　

当
巻
に
三
篇
が
あ
る
。

三
部
経
釈　
　

第
一
篇

御
誓
言
書　
　

第
二
篇

往
生
大
要
抄　

第
三
篇

三
部
経
釈　

第
一
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
谷
源
空
（
法
然
）
上
人
作

『
無
量
寿
経
（
双
巻
経
）』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』、
こ
れ
ら
を
「
浄

土
三
部
経
」
と
い
い
ま
す
。

『
無
量
寿
経
』
で
は
、
ま
ず
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
が
説
か
れ
て
お
り
、
後

に
そ
の
願
が
成
就
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
四
十
八
願
と
は
、

法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
御
前
に
お
い
て
、
さ
と
り
を
願
い
求
め
る
心
を
起

こ
し
、
清
浄
な
仏
の
国
土
を
建
立
し
て
、
そ
こ
に
衆
生
を
教
え
導
く
た
め
の
願

を
お
立
て
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
総
じ
て
四
十
八
願
に
第
一
・
無
三
悪
趣
の
願

（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
趣
が
な
い
浄
土
を
実
現
す
る
誓
い
）、
第
二
・
不

更
悪
趣
の
願
（
浄
土
に
往
生
し
た
衆
生
が
二
度
と
再
び
迷
い
の
世
界
に
戻
ら
な

い
こ
と
を
実
現
す
る
誓
い
）、
第
三
・
悉
皆
金
色
の
願
（
浄
土
に
往
生
し
た
す

べ
て
の
衆
生
の
肌
が
金
色
と
な
る
こ
と
を
実
現
す
る
誓
い
）
な
ど
の
誓
願
が
説
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「
も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
の
衆
生
、

至
心
に
、
信
楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と

欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず

ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」

と
い
え
る
は
、
四
十
八
願
の
中
に
こ
の
願
殊
に

勝
れ
た
り
と
す
。
そ
の
故
は
、
か
の
国
に
も
し

生
ま
る
る
衆
生
な
く
ば
、
悉
皆
金
色
、
無
有
好

醜
等
の
願
も
何
に
よ
て
か
成
就
せ
ん
。
往
生
す

る
衆
生
の
あ
る
に
つ
き
て
こ
そ
身
の
色
も
金
色

に
好
醜
あ
る
事
も
な
く
、
五
通
を
も
具
し
宿
命

を
も
解
る
べ
け
れ
。

か
れ
て
い
る
の
は
、
み
な
次
に
述
べ
る
第
十
八
・
念
仏
往
生
の
願
の
意
義
を
広

く
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

�

も
し
私
（
法
蔵
菩
薩
）
が
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
あ
ら

ゆ
る
世
界
（
十
方（１
））

に
住
む
す
べ
て
の
衆
生
が
、
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
、

深
く
私
の
誓
い
を
信
じ
、
私
が
建
立
し
た
極
楽
浄
土
に
往
生
を
願
い
、
わ

が
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
往

生
を
叶
え
よ
う
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
決
し
て
さ
と
り

を
開
か
な
い（２
）。

阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
の
中
、
こ
の
願
文
こ
そ
最
も
勝
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
そ
も
そ
も
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
衆
生
が
い
な
け
れ
ば
、
第

三
・
悉
皆
金
色
の
願
や
第
四
・
無
有
好
醜
の
願
（
浄
土
に
往
生
し
た
衆
生
の
外

見
に
良
し
悪
し
の
違
い
が
な
い
こ
と
を
実
現
す
る
誓
い
）
な
ど
、
ど
う
し
て
成

就
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
衆
生
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
彼
ら

の
肌
が
金
色
で
、
外
見
の
良
し
悪
し
の
違
い
が
な
く
、
神
足
通
（
思
い
通
り
に

ど
こ
に
で
も
行
け
る
力
）・
天
眼
通
（
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
通
す
力
）・
天
耳
通

（
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
聞
く
力
）・
他
心
通
（
他
者
の
心
を
知
る
力
）・
漏
尽
通
（
煩

悩
を
断
ち
尽
く
す
力
）
と
い
っ
た
五
神
通
を
具
え
、
過
去
世
を
知
る
こ
と
（
宿

命
通
）
も
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
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こ
れ
に
よ
て
善
導
釈
し
て
の
た
ま
わ
く

「
法
蔵
比
丘
四
十
八
願
を
立
て
た
ま
い
て
、

願
願
に
み
な
、
も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、

十
方
の
衆
生
、
我
が
名
号
を
称
し
て
我
が
国
に

生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
下
十
念
に
至
ら
ん
に
、
も

し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
。
云
云
」。
四

十
八
願
に
一
一
に
み
な
こ
の
心
あ
り
と
釈
し
た

ま
え
り
。

お
よ
そ
諸
仏
の
願
と
い
う
は
上
求
菩
提
、
下

化
衆
生
の
心
な
り
。『
大
乗
経
』
に
い
わ
く

「
菩
薩
の
願
に
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
上
求

菩
提
、
二
つ
に
は
下
化
衆
生
の
心
な
り
。
そ
の

上
求
菩
提
の
本
意
は
易
く
衆
生
を
済
度
せ
ん
が

た
め
な
り
。
云
云
」。

し
か
れ
ば
た
だ
本
意
は
下
化
衆
生
の
願
に

あ
り
。
今
弥
陀
如
来
の
国
土
を
成
就
し
た
ま
う

こ
れ
に
基
づ
い
て
善
導
大
師
は
、『
観
経
疏
』（
玄
義
分
）
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
注
釈
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

�

法
蔵
菩
薩
は
四
十
八
願
を
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の

願
に
「
も
し
私
（
法
蔵
菩
薩
）
が
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
と
な
っ
た
な
ら
ば
、

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住
む
す
べ
て
の
衆
生
が
わ
が
名
号
を
称
え
、
私
が
建

立
し
た
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
て
、
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が

わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
そ
の
者
の
往
生
を
叶
え
よ
う
。
も
し

そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
決
し
て
さ
と
り
を
開
か
な
い
。
云
々
」
と

い
う
第
十
八
・
念
仏
往
生
願
の
願
意
を
内
包
し
て
い
る
の
で
す（３
）。

お
し
の
べ
て
い
え
ば
、
諸
仏
の
誓
願
は
、
自
ら
は
さ
と
り
を
希
求
し
（
上

求
菩
提
）、
広
く
衆
生
を
教
化
し
て
救
い
導
く
こ
と
（
下
化
衆
生
）
を
願
う
心

で
す
。
広
く
大
乗
の
経
典
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
�

菩
薩
の
誓
願
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
上
求
菩
提
の
心
、
二
つ

は
下
化
衆
生
の
心
で
す
。
そ
の
上
求
菩
提
の
本
来
の
意
図
は
思
い
の
ま

ま
に
衆
生
を
救
い
導
く
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
た
め
で
す
。
云
（々
４
）。

し
た
が
っ
て
、
諸
仏
が
お
誓
い
に
な
る
上
求
菩
提
の
本
来
の
意
図
は
、
た

だ
広
く
衆
生
を
教
化
し
て
救
い
導
く
こ
と
（
下
化
衆
生
）
を
願
う
と
こ
ろ
に
あ
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も
衆
生
を
引
接
せ
ん
が
た
め
な
り
。
総
じ
て
い

ず
れ
の
仏
も
成
仏
已
後
は
、
内
証
外
用
の
功
徳
、

済
度
利
生
の
誓
願
、
い
ず
れ
も
い
ず
れ
も
み
な

深
く
し
て
勝
劣
あ
る
事
な
け
れ
ど
も
、
菩
薩
の

道
を
行
じ
た
ま
い
し
時
の
善
巧
方
便
の
誓
、
み

な
こ
れ
区ま

ち
区ま

ち
な
る
事
な
り
。

弥
陀
如
来
は
因
位
の
時
、
専
ら
我
が
名
号

を
念
ぜ
ん
者
を
迎
え
ん
と
誓
い
た
ま
い
て
、
兆

載
永
劫
の
修
行
を
衆
生
に
廻
向
し
た
ま
う
。
濁

世
の
我
ら
が
依
怙
、
末
代
の
衆
生
の
出
離
、
こ

れ
に
あ
ら
ず
ば
何
を
か
期
せ
ん
や
。

こ
れ
に
よ
て
か
の
仏
も
「
我
れ
超
世
の
願

を
建
つ
」
と
名
告
り
た
ま
え
り
。
三
世
の
諸
仏

も
い
ま
だ
か
く
の
ご
と
く
の
願
を
ば
発
し
た
ま

り
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
阿
弥
陀
仏
が
極
楽
浄
土
を
建
立
し
、
荘
厳
を
整
え
ら
れ

て
い
る
の
も
、
そ
こ
に
衆
生
を
救
い
導
く
た
め
な
の
で
す
。
総
じ
て
い
ず
れ
の

仏
も
成
仏
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
内
な
る
さ
と
り
の
境
界
と
外
に
現
れ
出
る
作
用

と
し
て
の
功
徳
、
衆
生
を
救
い
導
く
誓
願
を
、
ど
れ
も
こ
れ
も
深
く
究
め
て
い

る
の
で
、
そ
こ
に
勝
劣
の
異
な
り
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
菩
薩
と
し
て

修
行
さ
れ
て
い
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
に
応
じ
て
巧
み
な
手
立
て
を
巡
ら

せ
て
衆
生
を
教
え
導
こ
う
と
誓
わ
れ
た
結
果
、
み
な
仏
ご
と
に
特
色
の
あ
る
別

願
と
な
っ
た
の
で
す
。

阿
弥
陀
仏
は
法
蔵
菩
薩
と
し
て
行
を
修
め
て
い
た
と
き
、
た
だ
ひ
た
す
ら

に
わ
が
名
号
を
称
え
る
者
を
極
楽
浄
土
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
お
誓
い
に
な
り
、

計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
行
を
修
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
功
徳
を
あ
ら
ゆ
る
衆
生
へ
と
振
り
向
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
汚
れ
た

こ
の
世
に
お
い
て
私
達
が
頼
り
と
し
、
こ
の
末
法
の
世
に
お
い
て
衆
生
が
迷
い

の
世
界
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
誓
い
で
な
け
れ
ば
、
何
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
も
「
私
、
法
蔵
は
こ
れ
ま
で
誓
わ
れ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
す
ぐ
れ
た
願
を
立
て
た（５
）」

と
宣
言
さ
れ
た
の
で
す
。
過
去
・
現
在
・
未

来
の
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
も
、
い
ま
だ
か
つ
て
こ
の
よ
う
な
誓
願
を
立
て
て
は
お
ら



64

わ
ず
。
十
方
の
薩
埵
も
い
ま
だ
こ
れ
ら
の
願
は

ま
し
ま
さ
ず
。「
こ
の
願
も
し
剋
果
せ
ば
、
大

千
ま
さ
に
感
動
す
べ
し
。
虚
空
の
諸
の
天
人
、

ま
さ
に
珍
妙
の
華
を
雨
ら
す
べ
し
」
と
誓
い
た

ま
い
し
か
ば
、
大
地
六
種
に
震
動
し
、
天
よ
り

花
雨
り
て
「
汝
ま
さ
に
正
覚
を
成
り
た
ま
う
べ

し
」
と
告
げ
た
り
き
。

法
蔵
比
丘
い
ま
だ
成
仏
し
た
ま
わ
ず
と
も

こ
の
願
疑
う
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
い
わ
ん
や
成

仏
已
後
、
十
劫
に
成
り
た
ま
え
り
。
信
ぜ
ず
ば

あ
る
べ
か
ら
ず
。「
か
の
仏
今
現
に
世
に
在
し

て
成
仏
し
た
ま
え
り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
本

誓
の
重
願
虚
し
か
ら
ず
。
衆
生
称
念
す
れ
ば
必

ず
往
生
を
得
」
と
釈
し
た
ま
え
る
は
こ
れ
な
り
。

「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信

心
歓
喜
し
て
、
乃
至
一
念
、
至
心
に
廻
向
し
て
、

か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往

生
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
。
た
だ
五
逆
と
正

ず
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
諸
菩
薩
に
も
、
い
ま
だ
こ
れ
ら
の
誓
願
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
こ
れ
ら
の
誓
願
が
成
就
し
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
感
動
す
る

で
あ
ろ
う
。
空
に
舞
う
諸
々
の
天
人
が
妙
な
る
花
を
雨
の
よ
う
に
降
ら
す
で
あ

ろ
う（６
）」

と
お
誓
い
に
な
っ
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
大
地
は
六
種
の
奇
瑞
を

現
し
、
天
空
か
ら
妙
な
る
華
が
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぎ
、「
そ
な
た
は
必
ず
や

こ
の
上
な
い
さ
と
り
を
開
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（７
）」

と
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

法
蔵
菩
薩
が
い
ま
だ
成
仏
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
誓
願
を

疑
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
法
蔵
菩
薩
は
、
阿
弥
陀
仏
と
な
ら
れ

て
か
ら
十
劫
と
い
う
長
い
時
を
経
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
信
じ
な
い
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
善
導
大
師
が
、「
か
の
阿
弥
陀
仏
は
今
現
に
極
楽
浄
土
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
成
仏
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
よ
く
心
得
て
お
く
が
よ
い
。
法
蔵
菩
薩

の
時
代
に
起
こ
さ
れ
た
甚
だ
重
い
誓
願
は
決
し
て
虚
し
い
も
の
で
は
な
い
。
衆

生
が
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
必
ず
往
生
が
叶
う（８
）」

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の

こ
と
で
す
。「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
功
徳
を
聞
い
て
、
そ
の

救
い
の
働
き
を
信
じ
て
歓
喜
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
称
え
る
念
仏
は
も
ち
ろ
ん
、

わ
ず
か
一
遍
の
念
仏
で
あ
っ
て
も
、
心
を
込
め
て
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と

願
う
な
ら
ば
、
命
終
の
後
、
速
や
か
に
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
遂
げ
て
、
さ
と
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法
を
誹
謗
す
る
と
を
除
く
」
文
。
こ
れ
は
第
十

八
の
願
成
就
の
文
な
り
。
願
に
は「
乃
至
十
念
」

と
説
く
と
い
え
ど
も
、
正
し
く
願
成
就
の
中
に

は
一
念
に
あ
り
と
明
か
せ
り
。
つ
ぎ
に
三
輩
往

生
の
文
あ
り
。
こ
れ
は
第
十
九
の
臨
終
現
前
の

願
成
就
の
文
な
り
。
発
菩
提
心
等
の
業
を
も
て

三
輩
を
分
か
つ
と
い
え
ど
も
、
往
生
の
業
は
通

じ
て
み
な
「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
と
い
え
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
か
の
仏
の
本
願
な
る
が
故
な
り
。

「
そ
の
仏
の
本
願
の
力
、
名
を
聞
き
て
往
生

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
か
の
国

に
到
り
て
、
お
の
ず
か
ら
不
退
転
に
致
る
」
と

い
う
文
あ
り
。
漢
朝
に
玄
通
律
師
と
い
う
者
あ

り
き
。
小
戒
を
持
て
る
者
な
り
。
遠
行
し
て
野

寺
に
宿
し
た
り
け
る
に
、
隣
房
に
人
あ
り
て
こ

り
の
境
地
に
至
る
ま
で
退
転
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
五
逆
罪（９
）を

犯
し
た

者
と
仏
の
教
え
を
謗
る
者
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
」（
願
成
就
文
（
（1
（

）
と
い
う
一

文
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
第
十
八
・
念
仏
往
生
の
願
が
成
就
し
た
こ
と
を
明
か

す
も
の
で
す
。
第
十
八
願
に
は
、「
少
な
く
と
も
十
遍
（
（1
（

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
が
、

願
成
就
文
に
は
「
一
遍
」
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
明
か
さ
れ
て
い
ま
す
（
（1
（

。
こ
の
願

成
就
文
に
続
け
て
、
上
輩
・
中
輩
・
下
輩
の
三
輩
往
生
の
文
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
第
十
九
・
臨
終
現
前
の
願
（
臨
終
に
あ
た
り
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
さ
れ
る
と

い
う
誓
願
）
が
成
就
し
た
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
す
。
さ
と
り
を
目
指
す
心
を

起
こ
す
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
善
行
に
よ
っ
て
三
輩
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

浄
土
往
生
の
た
め
の
行
は
三
輩
通
じ
て
み
な
「
た
だ
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名

号
を
称
え
る
こ
と
（
（1
（

」
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
行

で
あ
る
か
ら
で
す
。

「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
に
よ
っ
て
（
其
仏
本
願
力
）、
そ
の
仏
の
名
号
の

功
徳
を
聞
い
て
往
生
し
よ
う
と
願
う
者
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
極
楽
浄
土
に
生

ま
れ
、
さ
と
り
を
開
く
ま
で
退
く
こ
と
の
な
い
境
地
に
お
の
ず
と
到
達
す
る
（
（1
（

」

と
い
う
文
が
あ
り
ま
す
。中
国
に
玄
通
律
師
（
（1
（

と
い
う
方
が
い
ま
し
た
。『
十
誦
律
』

や
『
四
分
律
』
を
守
っ
て
い
た
方
で
し
た
。
諸
国
を
行
脚
す
る
中
、
あ
る
寺
に

寄
宿
し
た
時
、隣
の
部
屋
に
い
た
人
が
、こ
の
「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
に
よ
っ
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の
文
を
誦
す
。
玄
通
こ
れ
を
聞
き
て
一
両
遍
誦

し
て
後
想
い
出
す
事
も
な
く
て
忘
れ
に
け
り
。

そ
の
後
こ
の
玄
通
律
師
戒
を
破
れ
り
。
そ
の
罪

に
よ
て
閻
魔
の
庁
に
到
る
時
、
閻
魔
法
王
の
た

ま
わ
く
「
汝
、
仏
法
流
布
の
と
こ
ろ
に
生
ま
れ

た
り
き
。
所
学
の
法
あ
ら
ば
速
や
か
に
説
く
べ

し
」
と
て
高
座
に
上
せ
た
ま
い
き
。
そ
の
時
玄

通
、
高
座
に
上
り
て
想
い
回
ら
す
に
、
す
べ
て

心
に
覚
ゆ
る
事
な
し
。
野
寺
に
宿
し
て
聞
き
し

文
あ
り
。
こ
れ
を
誦
せ
ん
と
思
い
出
で
て
「
其

仏
本
願
力
」
と
い
う
文
を
誦
し
た
り
し
か
ば
、

閻
魔
法
王
、
玉
の
冠
を
傾
け
て
「
こ
れ
は
こ
れ

西
方
極
楽
の
弥
陀
如
来
の
功
徳
を
説
く
文
な

り
」
と
い
い
て
礼
拝
し
た
ま
い
き
。
願
力
不
思

議
な
る
事
こ
の
文
に
見
え
た
り
。

「
仏
、
弥
勒
に
語
げ
た
ま
わ
く
。
そ
れ
、
か

の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
り
て
、

信
心
歓
喜
し
て
、
乃
至
一
念
せ
ん
に
、
ま
さ
に

て
（
其
仏
本
願
力
）
…
」
の
文
を
唱
え
て
い
ま
し
た
。
玄
通
は
こ
れ
を
聞
い
て

一
通
り
唱
え
ま
し
た
が
、
後
に
思
い
出
す
こ
と
も
な
く
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
玄
通
律
師
は
戒
を
破
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
罪
に
よ
っ
て
閻

魔
大
王
に
裁
か
れ
る
庁
舎
に
到
っ
た
と
き
、
閻
魔
大
王
は
「
お
前
は
仏
法
が
流

布
し
て
い
る
世
に
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
教
え
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
説
い

て
み
な
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
玄
通
律
師
を
高
座
に
登
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
玄
通
律
師
は
高
座
に
登
っ
て
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
が
、
何
も
思
い
出
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
寺
に
寄
宿
し
た
際
に
聞
い
た
一

文
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
唱
え
よ
う
と
思
い
出
し
て
「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の

力
に
よ
っ
て
（
其
仏
本
願
力
）
…
」
の
文
を
口
に
し
た
と
こ
ろ
、
閻
魔
大
王
は
、

宝
玉
の
冠
を
傾
け
て
「
こ
れ
は
ま
さ
し
く
西
方
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す
阿
弥
陀

仏
の
功
徳
を
説
く
文
で
あ
る
」
と
い
っ
て
礼
拝
さ
れ
ま
し
た
。
阿
弥
陀
仏
の
本

願
の
力
が
不
可
思
議
な
働
き
を
具
え
て
い
る
こ
と
は
こ
の
逸
話
に
明
ら
か
に
示

さ
れ
て
い
る
通
り
で
す
。

ま
た
、「
釈
尊
が
弥
勒
に
述
べ
ら
れ
た
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
耳
に
し
た
者

が
い
る
と
し
よ
う
。
こ
の
者
が
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
心
を
起
こ
し
て
、
踊
り
出

す
ほ
ど
に
歓
喜
し
て
、
わ
ず
か
一
声
で
も
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
、
弥
勒
よ
、
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知
る
べ
し
、
こ
の
人
、
大
利
を
得
た
り
と
す
。

す
な
わ
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
」
文
。

弥
勒
菩
薩
（
に
）
こ
の
『
経
』
を
付
属
し
た
ま

う
に
は
「
乃
至
一
念
す
る
を
も
て
大
利
無
上
の

功
徳
」
と
の
た
ま
え
り
。『
経
』
の
大
意
、
こ

れ
ら
の
文
に
明
ら
か
な
る
も
の
な
り
。

つ
ぎ
に
『
観
経
』
に
は
定
善
、
散
善
を
説

き
て
、
念
仏
を
も
て
阿
難
に
付
属
し
た
ま
う
。

「
汝
好
く
こ
の
語
を
持
せ
よ
」
と
い
え
る
は
こ

れ
な
り
。

第
九
の
「
真
身
観
」
に
「
光
明
、
徧
く
十

方
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し

て
捨
て
た
ま
わ
ず
」
と
い
う
文
あ
り
。
済
度
衆

生
の
願
は
平
等
に
し
て
差
別
あ
る
事
な
け
れ
ど

も
、
無
縁
の
衆
生
は
利
益
を
蒙
る
事
能
わ
ず
。

こ
の
故
に
弥
陀
善
逝
、
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ

て
、
十
方
世
界
に
遍
く
光
明
を
照
ら
し
て
一
切

よ
く
わ
き
ま
え
て
お
く
が
よ
い
、
こ
の
者
は
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
と
い
う
、
と

て
も
大
き
な
利
益
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
上
な
い
功
徳
を
得
る

の
で
あ
る
（
（1
（

」
と
い
う
文
が
あ
り
ま
す
。
釈
尊
が
、
弥
勒
菩
薩
に
こ
の
『
無
量
寿

経
』
を
伝
授
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
わ
ず
か
一
声
で
も
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
、

と
て
も
大
き
な
利
益
、
こ
の
上
な
い
功
徳
を
得
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ

た
の
で
す
。『
無
量
寿
経
』
の
大
意
は
、
こ
れ
ら
の
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
す
。

次
に
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
静
め
た
心
で
行
う
善
行
で
あ
る
定
善
と
散
乱

し
た
心
の
ま
ま
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
善
行
で
あ
る
散
善
を
説
い
て
い
ま
す

が
、釈
尊
は
最
後
に
お
念
仏
一
行
を
阿
難
尊
者
へ
伝
え
授
け
ら
れ
ま
し
た
。「
阿

難
よ
、
し
っ
か
り
と
こ
の
念
仏
を
た
も
っ
て
後
の
世
に
伝
え
残
し
な
さ
い
（
（1
（

」
と

述
べ
ら
れ
た
の
は
こ
の
こ
と
で
す
。

『
観
無
量
寿
経
』
の
定
善
の
中
、
阿
弥
陀
仏
の
真
の
姿
に
つ
い
て
説
か
れ
る

第
九
・
真
身
観
文
の
一
節
に
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界

を
あ
ま
ね
く
照
ら
し
出
し
、
念
仏
を
称
え
る
衆
生
を
お
さ
め
と
り
、
捨
て
去
る

こ
と
は
な
い
（
（1
（

」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
迷
い
の
世
界
で
苦
し
む
す
べ
て
の

衆
生
を
救
い
導
き
た
い
と
い
う
願
い
は
、
す
べ
て
の
御
仏
に
平
等
で
差
異
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
御
仏
と
の
ご
縁
を
も
た
な
い
人
々
は
救
い
の
働
き
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
阿
弥
陀
仏
は
、
す
べ
て
の
衆
生
を
平
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衆
生
に
こ
と
ご
と
く
縁
を
結
ば
し
め
ん
が
た
め

に
、
光
明
無
量
の
願
を
立
て
た
ま
え
り
。
第
十

二
の
願
こ
れ
な
り
。
名
号
を
も
て
因
と
し
て
衆

生
を
引
接
し
た
ま
う
事
を
一
切
衆
生
に
遍
く
聞

か
し
め
ん
が
た
め
に
、
第
十
七
の
願
に
「
十
方

世
界
の
無
量
の
諸
仏
こ
と
ご
と
く
咨し

嗟し
ゃ

し
て
我

が
名
を
称
せ
ず
と
い
わ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と

い
う
願
を
立
て
た
ま
い
て
、
つ
ぎ
に
十
八
の
願

に
「
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
正

覚
を
取
ら
じ
」
と
立
て
た
ま
え
り
。

こ
れ
に
よ
て
釈
迦
如
来
こ
の
土
に
し
て
説

き
た
ま
う
が
ご
と
く
、
十
方
に
も
各
恒
河
沙
の

仏
ま
し
ま
し
て
同
じ
く
こ
れ
を
示
し
た
ま
え
る

な
り
。
し
か
れ
ば
光
明
の
縁
は
遍
く
十
方
世
界

を
照
ら
し
て
漏
ら
す
事
な
く
、
ま
た
十
方
無
量

の
諸
仏
、
み
な
名
号
を
称
讃
し
た
ま
え
ば
聞
こ

え
ず
と
い
う
と
こ
ろ
な
し
。「
我
れ
仏
道
を
成

等
に
救
い
導
き
た
い
と
い
う
慈
悲
の
御
心
に
促
さ
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
あ

ま
ね
く
光
明
を
照
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
衆
生
に
等
し
く
ご
自
身
と

縁
を
結
ば
せ
よ
う
と
、
自
ら
が
放
つ
光
明
の
働
き
に
は
際
限
が
な
い
と
い
う
光

明
無
量
の
願
を
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。
四
十
八
願
の
な
か
の
第
十
二
願
が
こ
れ

で
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
名
号
を
浄
土
往
生
の
た
め
の
因
と
し
て
衆
生
を
救
い

導
く
こ
と
を
、
す
べ
て
の
衆
生
に
あ
ま
ね
く
聞
か
せ
る
た
め
に
、「
あ
ら
ゆ
る

世
界
の
無
数
の
仏
が
こ
と
ご
と
く
私
を
称
讃
せ
ず
、
わ
が
名
を
称
え
な
い
な
ら

ば
、
仏
と
は
な
ら
な
い
（
（1
（

」
と
い
う
第
十
七
・
諸
仏
称
揚
の
願
を
立
て
ら
れ
、
次

い
で
「
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
往
生
を
叶
え
よ
う
。
も
し
そ

れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
決
し
て
さ
と
り
を
開
か
な
い
（
（2
（

」
と
い
う
第
十
八
・

念
仏
往
生
の
願
を
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
受
け
て
、
釈
尊
が
こ
の
穢
土
で
教
え
を
説
か
れ

た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
も
ま
し
ま
す
無
数

の
御
仏
が
、
同
じ
よ
う
に
こ
の
こ
と
を
お
示
し
で
す
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

光
明
を
通
じ
た
縁
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
あ
ま
ね
く
照
ら
し
て
漏
ら
す

こ
と
が
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
ま
し
ま
す
無
数
の
御
仏
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏

の
名
号
を
褒
め
称
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
名
号
が
聞
こ
え
な
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
が
さ
と
り
の
境
地
へ
到
達
す
れ
ば
、
わ
が
名
は
あ
ら



69　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳①　巻第十一並序

研究成果報告

ず
る
に
至
ら
ば
、
名
声
十
方
に
超
え
ん
。
究
竟

し
て
聞
こ
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
ん
ば
、
誓
い
て
正

覚
を
成
ぜ
じ
」
と
誓
い
た
ま
い
し
は
こ
の
故
な

り
。
し
か
れ
ば
光
明
の
縁
と
名
号
の
因
と
和
合

せ
ば
摂
取
不
捨
の
益
を
蒙
ら
ん
事
疑
う
べ
か
ら

ず
。
こ
の
故
に
『
往
生
礼
讃
』
の
序
に
い
わ
く

「
諸
仏
の
所
証
は
平
等
に
し
て
こ
れ
一
な
れ
ど

も
、
も
し
願
行
を
も
て
来
し
収
む
る
に
因
縁
な

き
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
に
弥
陀
世
尊
、
本
発
の

深
重
誓
願
、
光
明
名
号
を
も
ち
て
十
方
を
摂
化

し
た
ま
え
り
」
と
い
え
り
。
ま
た
こ
の
願
久
し

く
衆
生
を
済
度
せ
ん
が
た
め
に
寿
命
無
量
の
願

を
立
て
た
ま
え
り
。
第
十
三
の
願
こ
れ
な
り
。

総
じ
て
は
光
明
無
量
の
願
は
横
に
一
切
衆
生
を

広
く
摂
取
せ
ん
が
た
め
な
り
。
寿
命
無
量
の
願

は
竪
に
十
方
世
界
を
久
し
く
利
益
せ
ん
が
た
め

な
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
因
縁
和
合
す
れ
ば
、

摂
取
の
光
明
の
中
に
ま
た
化
仏
菩
薩
ま
し
ま
し

ゆ
る
世
界
を
超
え
て
響
き
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
響
き
が
聞
こ
え
な
く
な
る

よ
う
な
場
所
が
あ
る
限
り
は
、
決
し
て
仏
と
は
な
ら
な
い
（
（2
（

」
と
誓
わ
れ
た
の
は
、

こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
光
明
と
い
う
縁
と
名
号
と
い

う
因
が
合
わ
さ
れ
ば
、
私
達
は
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
お
さ
め
と
ら
れ
、
捨
て
去

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
利
益
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
善
導
大
師
の
『
往
生
礼
讃
』
の
序
文
に
は
「
諸
仏

の
さ
と
り
は
平
等
で
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
菩
薩
の
と
き
に
立
て
ら
れ

た
誓
願
と
そ
れ
に
基
づ
く
修
行
を
と
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
諸
仏
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
っ
た
因
縁
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
法
蔵
菩

薩
の
と
き
に
深
遠
で
慈
悲
深
い
誓
願
を
立
て
ら
れ
、
光
明
と
名
号
の
働
き
を
通

じ
て
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
を
救
済
し
教
化
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
念
仏
往
生
の
願
に
よ
っ
て
迷
え
る
衆
生
を
永
遠
に
救

い
導
く
た
め
に
寿
命
に
限
り
が
な
い
と
い
う
寿
命
無
量
の
願
を
立
て
ら
れ
ま
し

た
。
第
十
三
願
が
こ
れ
で
す
。
総
じ
て
い
え
ば
、
光
明
無
量
の
願
は
空
間
的
に

す
べ
て
の
衆
生
を
広
く
救
い
と
ろ
う
と
す
る
た
め
の
誓
願
で
す
。
寿
命
無
量
の

願
は
時
間
的
に
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
永
遠
に
利
益
を
働
か
せ
よ
う
と
す
る
た
め
の

誓
願
で
す
。
こ
の
よ
う
に
因
と
縁
が
合
わ
さ
れ
ば
、
私
達
を
お
さ
め
と
っ
て
く

だ
さ
る
光
明
の
中
に
、
ま
た
姿
形
を
変
え
て
出
現
さ
れ
る
仏
や
菩
薩
が
い
ら
っ
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て
こ
の
人
を
摂
護
し
て
百
重
千
重
囲
繞
し
た
ま

う
に
、
信
心
い
よ
い
よ
増
長
し
衆
苦
こ
と
ご
と

く
消
滅
す
。

「
臨
終
の
時
、
仏
み
ず
か
ら
来
迎
し
た
ま
う

に
、
諸
の
邪
業
繫
よ
く
礙
う
る
も
の
な
し
」。

こ
れ
は
衆
生
命
終
わ
る
時
に
臨
み
て
、
百
苦
来

た
り
逼
め
て
身
心
安
き
事
な
く
、
悪
縁
外
に
牽

き
妄
念
内
に
催
し
て
、
境
界
・
自
体
・
当
生
の

三
種
の
愛
心
競
い
起
る
。
第
六
天
の
魔
王
こ
の

時
に
当
り
て
威
勢
を
起
し
て
も
て
妨
を
な
す
。

か
く
の
ご
と
き
の
種
種
の
障
を
除
か
ん
が
た
め

に
、
必
ず
臨
終
の
時
に
は
み
ず
か
ら
菩
薩
聖
衆

に
囲
繞
せ
ら
れ
て
そ
の
人
の
前
に
現
ぜ
ん
と
誓

い
た
ま
え
り
。
第
十
九
の
願
こ
れ
な
り
。
こ
れ

に
よ
て
臨
終
の
時
至
れ
ば
仏
来
迎
し
た
ま
う
。

行
者
こ
れ
を
見
た
て
ま
つ
り
て
、
心
に
歓
喜
を

な
し
て
禅
定
に
入
る
が
ご
と
く
し
て
、
た
ち
ま

ち
に
観
音
の
蓮
台
に
乗
じ
て
安
養
の
宝
池
に
到

し
ゃ
っ
て
、
こ
の
念
仏
行
者
を
常
に
守
っ
て
百
重
に
も
千
重
に
も
取
り
囲
ん
で

下
さ
る
の
で
、
信
心
は
ま
す
ま
す
増
進
し
、
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
は
す
べ
て
消
滅

す
る
の
で
す
。

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
定
善
義
に
は
、「
臨
終
の
時
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が

自
ら
迎
え
に
来
ら
れ
る
の
で
、
我
々
を
迷
い
の
世
界
に
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
す

る
よ
こ
し
ま
な
働
き
で
あ
っ
て
も
往
生
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
（2
（

」
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
私
達
が
命
終
に
直
面
す
る
と
、
多
く
の
苦
し
み
が
込
み
上
げ
て

来
て
、
身
も
心
も
安
ら
か
で
な
く
、
悪
縁
が
外
か
ら
引
き
ず
り
寄
せ
、
妄
念
が

心
の
内
か
ら
引
き
起
こ
り
、
家
族
や
財
産
な
ど
（
境
界
）、
わ
が
身
体
と
こ
の

命
（
自
体
）、来
世
の
行
き
先
（
当
生
）
と
い
う
三
種
の
執
着
心
（
三
種
の
愛
心
）

が
競
い
合
う
よ
う
に
沸
き
起
こ
り
ま
す
。
す
る
と
、
第
六
・
他
化
自
在
天
の
魔

王
（
（2
（

は
こ
の
時
と
ば
か
り
に
つ
け
込
ん
で
、
恐
れ
屈
服
さ
せ
よ
う
と
力
を
振
る
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
安
ら
か
な
往
生
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
障
り
を
取
り
除
く
た
め
、
阿
弥
陀
仏
は
臨
終
の
時
に
は
、
多
く
の
菩

薩
や
聖
者
た
ち
と
共
に
、
そ
の
人
の
前
に
現
れ
よ
う
と
お
誓
い
下
さ
い
ま
し
た
。

第
十
九
・
来
迎
引
接
の
願
が
こ
れ
で
す
。
こ
の
願
に
よ
っ
て
臨
終
の
と
き
が
訪

れ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
が
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
念
仏
行
者
は
阿
弥
陀

仏
の
来
迎
を
仰
ぐ
と
、
心
に
歓
喜
を
生
じ
て
、
あ
た
か
も
禅
定
の
境
地
に
入
っ
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る
な
り
。
こ
れ
ら
の
益
あ
る
が
故
に
「
念
仏
衆

生
摂
取
不
捨
」
と
い
う
な
り
。

ま
た
こ
の
『
経
』
に
「
三
心
を
具
す
る
者
は
、

必
ず
か
の
国
に
生
ず
」
と
説
け
り
。
三
心
と
い

は
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三

つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。
三
心
は
区ま

ち
区ま

ち
に
分

か
れ
た
り
と
い
え
ど
も
、
要
を
取
り
詮
を
簡
ん

で
こ
れ
を
い
え
ば
深
心
に
摂
め
た
り
。

善
導
和
尚
釈
し
た
ま
わ
く
「
至
と
い
は
真

な
り
、
誠
と
い
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
の
身
口

意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心

の
中
に
作
す
べ
き
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
す
。
外

に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
て
、
内
に
虚
仮
を
懐

く
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
い
え
り
。
そ
の
解
行
と

い
は
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
弥
陀
の
本
願
に
よ

て
、
十
声
一
声
決
定
し
て
生
ま
る
と
真
実
に
解

た
よ
う
に
心
が
安
定
し
、
た
だ
ち
に
観
音
菩
薩
が
極
楽
か
ら
お
持
ち
下
さ
っ
た

蓮
の
台
に
乗
り
、
西
方
極
楽
浄
土
の
宝
池
（
（2
（

に
到
っ
て
往
生
す
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
利
益
が
あ
る
の
で
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
「
念
仏
を
称
え
る
衆
生
を
お

さ
め
と
り
、
捨
て
去
る
こ
と
は
な
い
（
（2
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
「
三
心
を
具
え
た
者
は
必
ず
西
方
極

楽
浄
土
に
往
生
す
る
（
（2
（

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
三
心
と
い
う
の
は
、
一
つ
に
は

至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
回
向
発
願
心
で
す
。
三
心
は
こ
の
よ
う

に
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
肝
要
な
と
こ
ろ
を
選
び
取
っ
て
突
き
詰
め
る

な
ら
ば
、
深
心
に
お
さ
ま
り
ま
す
。

善
導
大
師
は
至
誠
心
を
解
釈
し
て
「
至
と
い
う
の
は
真
で
あ
り
、
誠
と
い

う
の
は
実
で
あ
る
。
す
べ
て
の
衆
生
が
身
と
口
と
心
の
三
業
で
修
め
る
と
こ
ろ

の
理
解
と
修
行
は
、
必
ず
真
実
の
心
の
う
ち
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
外
面
は
賢
く
て
立
派
な
修
行
者
ら
し
い
姿
を
装
い

な
が
ら
も
、
内
面
は
愚
か
で
怠
惰
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
（2
（

」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
解
と
修
行
と
は
、
自
ら
の
罪
に
よ
っ
て
い
た
ず
ら
に
生

死
輪
廻
を
く
り
返
し
て
き
た
凡
夫
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
、
十
声
あ

る
い
は
一
声
の
お
念
仏
で
必
ず
往
生
で
き
る
と
心
の
底
か
ら
信
じ
て
行
を
修
め
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り
て
行
ず
る
、
こ
れ
な
り
。
外
に
は
本
願
を
信

ず
る
相
を
現
じ
内
に
は
疑
心
を
懐
く
、
こ
れ
は

不
真
実
の
心
な
り
。

「
深
心
は
深
く
信
ず
る
心
な
り
。
決
定
し
て

深
く
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
な
り
、

曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁

な
し
と
信
じ
、
決
定
し
て
深
く
こ
の
阿
弥
陀
如

来
は
四
十
八
願
を
も
て
衆
生
を
摂
取
し
た
ま
う

こ
と
疑
い
な
く
慮

お
も
ん
ば
か
りな

け
れ
ば
、
か
の
願
力

に
乗
じ
て
定
め
て
往
生
す
る
こ
と
を
得
と
信
ず

べ
し
」
と
い
え
り
。

始
め
に
ま
ず
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫

よ
り
こ
の
か
た
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信

ぜ
よ
」
と
い
え
る
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち
断
善
闡

提
の
ご
と
く
な
る
者
な
り
。
か
か
る
衆
生
の
一

念
十
念
す
れ
ば
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
い
ま
だ

出
で
ざ
る
生
死
の
輪
廻
を
出
で
て
か
の
極
楽
世

界
の
不
退
の
国
土
に
生
ま
る
と
い
う
に
よ
り
て
、

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
外
面
で
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
い
る
か
の
よ

う
に
振
る
舞
い
、
内
面
で
は
疑
い
の
心
を
抱
い
て
し
ま
う
、
こ
れ
は
不
真
実
の

心
と
な
る
の
で
す
。

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
に
は
、「
深
心
と
は
深
く
信
ず
る
心
で
あ
る
。
こ

の
身
は
現
に
罪
悪
を
積
み
重
ね
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て

き
た
凡
夫
で
あ
り
、
は
る
か
な
過
去
世
よ
り
今
生
に
至
る
ま
で
、
常
に
輪
廻
を

繰
り
返
し
て
そ
こ
か
ら
離
れ
出
る
縁
が
な
か
っ
た
も
の
と
心
に
決
め
て
深
く
信

じ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
は
四
十
八
願
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
っ
て
下

さ
る
こ
と
を
疑
い
な
く
、
あ
れ
こ
れ
と
余
計
な
分
別
を
巡
ら
さ
ず
、
阿
弥
陀
仏

の
本
願
の
働
き
に
乗
じ
て
、
必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
心
に
決
め
て
深

く
信
ず
る
べ
き
で
あ
る
（
（2
（

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
「
こ
の
身
は
現
に
罪
悪
を
積
み
重
ね
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変

わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
凡
夫
で
あ
り
、
は
る
か
な
過
去
世
か
ら
今
生
に
至
る

ま
で
、
常
に
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
そ
こ
か
ら
離
れ
出
る
縁
が
な
か
っ
た
も
の
と

心
に
決
め
て
深
く
信
じ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
は
つ

ま
り
、
何
ひ
と
つ
善
根
を
積
む
こ
と
な
く
、
仏
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
も
な
く
、

成
仏
す
る
因
縁
を
持
た
な
い
よ
う
な
存
在
を
表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
衆
生
で

も
、
一
遍
あ
る
い
は
十
遍
で
あ
っ
て
も
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
は
る
か
な
過
去
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信
心
は
発
る
べ
き
な
り
。
お
よ
そ
仏
の
別
願
の

不
思
議
は
凡
心
の
測
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
仏

と
仏
と
の
み
よ
く
知
り
た
ま
え
り
。
阿
弥
陀
仏

の
名
号
を
称
う
る
に
よ
て
五
逆
十
悪
こ
と
ご
と

く
生
ま
る
と
い
う
別
願
の
不
思
議
の
力
ま
し
ま

す
、
誰
か
こ
れ
を
疑
う
べ
き
。

『
善
導
の
疏
』
に
い
わ
く
「
あ
る
い
は
人
あ

り
て
汝
衆
生
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
お
よ
び
今

生
の
身
口
意
業
に
一
切
の
凡
聖
の
身
の
上
に
お

い
て
具
に
十
悪
・
五
逆
・
四
重
・
謗
法
・
闡
提
・

破
戒
・
破
見
等
の
罪
を
造
り
て
、
い
ま
だ
除
き

尽
く
す
こ
と
能
わ
ず
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
罪
は

三
界
悪
道
に
繋
属
す
。
い
か
ん
ぞ
一
生
の
修
福
、

念
仏
を
も
て
す
な
わ
ち
か
の
無
漏
無
生
の
国
に

入
り
て
永
く
不
退
の
位
を
証
悟
す
る
こ
と
を
得

世
か
ら
離
れ
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
す
苦
し
み
の
世

界
を
抜
け
出
し
て
、
ふ
た
た
び
苦
し
み
の
世
界
に
舞
い
戻
る
こ
と
が
な
い
極
楽

浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
教
え
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
信
心
が
起
こ
る
の
で
す
。

お
よ
そ
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
に
起
こ
す
誓
願
の
不
可
思
議
な
働
き
は
、
凡
夫
の
心
に

よ
っ
て
推
し
量
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
唯
一
、
仏
と
仏
と
の
み
が
お
互
い
に
よ

く
分
か
り
あ
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
を
称
え
る
こ

と
で
五
逆
や
十
悪
（
（3
（

の
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
往
生
を
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
不
可
思
議
な
誓
願
の
働
き
が
あ
る
の
で
す
、
だ
れ
が
こ
の

働
き
を
疑
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
例
え
ば
人

が
い
て
、
そ
の
人
は
は
る
か
な
過
去
世
か
ら
今
生
に
至
る
ま
で
、
身
と
口
と
心

の
行
い
を
通
じ
て
す
べ
て
の
凡
夫
や
聖
者
の
身
の
上
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に

十
悪
・
五
逆
・
四
重
（
（3
（

・
謗
法
（
（3
（

・
闡
提
（
（3
（

・
破
戒
・
破
見
（
（3
（

な
ど
の
罪
を
造
り
、
そ
れ

ら
を
除
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
罪
は
、
自
身
を

迷
い
の
世
界
に
繋
ぎ
留
め
る
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
一
生
涯
に
修
め
た
福
徳

や
念
仏
に
よ
っ
て
、
煩
悩
の
汚
れ
が
な
く
輪
廻
を
離
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に

往
生
し
て
、
迷
い
の
境
地
に
退
転
し
な
い
位
を
永
久
に
体
得
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
諸
仏
の
教
え
と
そ
れ
に
基
づ
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ん
や
、
と
い
わ
ば
、
い
う
べ
し
、
諸
仏
の
教
行

は
数
、
塵
沙
に
越
え
た
り
。
稟
識
の
機
縁
、
随

情
一
つ
に
あ
ら
ず
。
譬
え
ば
世
間
の
人
の
眼
に

見
つ
べ
く
信
じ
つ
べ
き
が
ご
と
き
は
、
明
能
く

暗
を
破
し
、
空
能
く
有
を
含
む
、
地
能
く
載
養

し
、
水
能
く
生
潤
し
、
火
能
く
成
壊
す
る
が
ご

と
し
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
事
、
こ
と
ご
と
く

待
対
の
法
と
名
づ
く
。
す
な
わ
ち
み
ず
か
ら
見

る
べ
し
、
千
差
万
別
な
り
。
い
か
に
い
わ
ん
や

仏
法
不
思
議
の
力
、
あ
に
種
種
の
益
な
か
ら
ん

や
」
と
い
え
り
。

極
楽
世
界
に
水
鳥
樹
林
の
微
妙
の
法
を
囀

る
は
不
思
議
な
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
仏
の
願
力

な
れ
ば
と
信
じ
て
、な
ん
ぞ
た
だ
第
十
八
の「
乃

至
十
念
」
と
い
う
願
を
の
み
疑
う
べ
き
や
。
総

じ
て
仏
説
を
信
ぜ
ば
こ
れ
も
仏
説
な
り
。
華
厳

の
三
無
差
別
、
般
若
の
尽
浄
虚
融
、
法
華
の
実

相
真
如
、
涅
槃
の
悉
有
仏
性
、
誰
か
信
ぜ
ざ
ら

く
修
行
の
数
は
、
限
り
な
い
砂
の
数
よ
り
も
多
い
。
衆
生
の
機
縁
や
心
の
働
き

も
一
つ
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
世
間
の
人
が
眼
に
見
え
、
信
じ
て
い
る
こ
と
は
、

日
の
光
は
暗
闇
を
破
り
、
空
間
に
は
物
が
存
在
し
、
大
地
は
よ
く
植
物
を
育
て
、

水
は
よ
く
大
地
を
潤
し
、
火
は
よ
く
物
を
作
っ
た
り
焼
き
尽
く
し
た
り
す
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
悉
く
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
し
対
応
す

る
道
理
で
あ
る
と
名
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
千
差
万
別
で
あ
る
こ
と
を
自
ら

見
る
べ
き
で
あ
る
。い
う
ま
で
も
な
く
、仏
法
の
不
思
議
な
力
に
ど
う
し
て
種
々

の
利
益
が
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
（
（3
（

」
と
善
導
大
師
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

極
楽
世
界
に
お
け
る
水
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
々
の
そ
よ
ぐ

音
が
妙
な
る
教
え
を
奏
で
る
こ
と
は
不
思
議
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
阿
弥
陀
仏
の

願
力
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
、
た
だ
第
十
八
願
に
誓
わ
れ
た

「
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
念
仏
を
称
え
た
者
は
、
浄
土
へ
の
往
生
を

必
ず
叶
え
よ
う
」
と
い
う
本
願
の
働
き
だ
け
を
疑
う
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
疑

う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
じ
て
仏
説
を
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
念
仏

往
生
の
願
も
仏
説
な
の
で
す
。
か
の
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
三
無
差
別
（
（3
（

、『
般



75　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳①　巻第十一並序

研究成果報告

ん
や
。
こ
れ
も
仏
説
な
り
、
か
れ
も
仏
説
な
り
。

い
ず
れ
を
か
信
じ
、
い
ず
れ
を
か
信
ぜ
ざ
ら
ん

や
。そ

れ
三
字
の
名
号
は
少
な
し
と
い
え
ど
も
、

如
来
所
有
の
内
証
外
用
の
功
徳
、
万
億
恒
沙
の

甚
深
の
法
門
を
こ
の
中
に
摂
め
た
り
。
誰
か
こ

れ
を
測
る
べ
き
や
。『
疏
』
の
「
玄
義
分
」
に
、

こ
の
名
号
を
釈
し
て
い
わ
く
「
阿
弥
陀
仏
と
い

は
こ
れ
天
竺
の
正
音
、
こ
こ
に
は
翻
じ
て
無
量

寿
覚
と
い
う
。
無
量
寿
と
い
は
こ
れ
法
、
覚
と

い
は
こ
れ
人
、
人
法
並
べ
て
彰
わ
す
。
か
る
が

故
に
阿
弥
陀
仏
と
い
う
。
人
法
と
い
は
所
観
の

境
な
り
。
こ
れ
に
つ
い
て
依
報
あ
り
、
正
報
あ

り
」
と
い
え
り
。

し
か
れ
ば
始
め
弥
陀
如
来
、
観
音
、
勢
至
、

普
賢
、
文
殊
、
地
蔵
、
竜
樹
よ
り
乃
至
か
の
土

若
経
』
に
説
か
れ
る
尽
浄
虚
融
（
（3
（

、『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
諸
法
実
相
（
（3
（

、『
涅
槃

経
』
に
説
か
れ
る
悉
有
仏
性
（
（3
（

、
こ
れ
ら
を
誰
が
信
じ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
も
仏
説
で
あ
り
、
そ
れ
も
仏
説
な
の
で
す
。
い
ず
れ
か
を
信
じ
、

い
ず
れ
か
を
信
じ
な
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

「
阿
弥
陀
」
と
い
う
三
字
の
名
号
は
わ
ず
か
三
文
字
と
は
い
え
、
阿
弥
陀
仏

が
内
に
具
え
て
い
る
さ
と
り
の
功
徳
と
外
に
現
わ
れ
出
て
い
る
救
い
の
働
き
と

い
っ
た
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
多
く
の
深
い
教
え
が
こ
の
名
号
の
中
に
お

さ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
誰
が
そ
の
功
徳
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
、
い
や
で
き
は
し
ま
せ
ん
。
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
は
、

こ
の
名
号
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。「
阿
弥
陀
仏
と
い
う

の
は
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
言
葉
の
音
写
で
あ
る
。
わ
が
唐
の
国
で
は
翻
訳
し
て

無
量
寿
覚
と
い
う
。
無
量
寿
と
は
阿
弥
陀
仏
が
さ
と
っ
た
法
で
あ
り
、
覚
と
は

さ
と
っ
た
人
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
と
法
を
並
べ
て
あ
ら
わ
し
た
言
葉
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
阿
弥
陀
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
と
法
と
は
観

察
の
対
象
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
極
楽
世
界
の
荘
厳
と
仏
・
菩
薩
が
あ
る
（
（4
（

」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
阿
弥
陀
仏
の
さ
と
り
の
内
容
を
は
じ
め
と
し
て
、
観
音
菩
薩
・

勢
至
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩
・
地
蔵
菩
薩
・
龍
樹
菩
薩
、
さ
ら
に
は
極
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の
菩
薩
・
声
聞
等
に
至
る
ま
で
具
え
た
ま
え
る

と
こ
ろ
の
事
理
の
観
行
、
定
慧
の
功
力
、
内
証

の
智
慧
、
外
用
の
功
徳
、
総
じ
て
万
徳
無
漏
の

所
証
の
法
門
、
み
な
こ
と
ご
と
く
三
字
の
中
に

摂
ま
れ
り
。
総
じ
て
極
楽
界
に
い
ず
れ
の
法
門

か
漏
れ
た
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
。
し
か
る
を
こ
の

三
字
の
名
号
を
ば
諸
宗
各
我
が
宗
に
釈
し
入
れ

た
り
。
真
言
に
は
阿
字
本
不
生
の
義
、
四
十
二

字
を
出
生
せ
り
。
一
切
の
法
は
阿
字
を
離
れ
た

る
事
な
き
が
故
に
功
徳
甚
深
の
名
号
と
い
え
り
。

天
台
宗
に
は
空
仮
中
の
三
諦
、
正
了
縁
の
三
義
、

法
報
応
の
三
身
、
如
来
所
有
の
功
徳
、
こ
れ
を

出
で
ざ
る
が
故
に
功
徳
莫
大
な
り
と
い
え
り
。

か
く
の
ご
と
く
諸
宗
に
各
我
が
存
ず
る
と
こ
ろ

の
法
に
つ
い
て
阿
弥
陀
の
三
字
を
釈
せ
り
。
い

ま
こ
の
宗
の
心
は
、
真
言
の
阿
字
本
不
生
の
義

も
、
天
台
の
三
諦
一
理
の
法
も
、
三
論
の
八
不

中
道
の
旨
も
、
法
相
の
五
重
唯
識
の
心
も
、
総

楽
浄
土
の
菩
薩
や
聖
者
に
至
る
ま
で
、
彼
等
が
具
え
ら
れ
た
現
実
の
事
象
や
普

遍
的
真
理
を
観
察
す
る
行
、
禅
定
や
智
慧
の
働
き
、
内
に
具
え
て
い
る
さ
と
り

の
功
徳
と
外
に
現
わ
れ
出
る
救
い
の
働
き
、
そ
れ
ら
汚
れ
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
功

徳
が
具
わ
っ
た
教
え
が
こ
と
ご
と
く
「
阿
弥
陀
」
と
い
う
三
文
字
の
中
に
お
さ

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
お
し
な
べ
て
、
極
楽
世
界
に
ど
の
よ
う
な
教
え
が
漏
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
、
い
や
漏
れ
て
い
る
教
え
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
こ
の
三
字
の
名
号
の
理
論
は
諸
宗
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
入
れ
て
い
る

の
で
す
。
真
言
宗
に
は
阿
字
本
不
生
の
義
が
あ
り
、「
阿
」
の
字
か
ら
四
十
二

字
す
べ
て
の
梵
字
が
生
じ
た
と
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
法
は
「
阿
」
の
字
を
離

れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
「
阿
弥
陀
」
は
甚
だ
功
徳
が
深
い
名
号
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
天
台
宗
に
は
空
仮
中
の
三
諦
（
（4
（

、
正
了
縁
の
三
義
（
（4
（

、
法
報
応
の
三

身
（
（4
（

な
ど
、
仏
が
体
得
す
る
功
徳
が
あ
り
、「
阿
弥
陀
」
の
三
文
字
は
こ
れ
ら
を

出
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
功
徳
は
莫
大
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
諸
宗
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
に
し
た
が
っ
て
、「
阿
弥
陀
」
の
三
文
字
を

解
釈
し
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
の
浄
土
宗
の
本
意
は
、
真
言
宗
の
阿
字
本
不
生
の

義
（
（4
（

も
、
天
台
宗
の
三
諦
一
理
（
（4
（

の
法
も
、
三
論
宗
の
八
不
中
道
（
（4
（

の
教
え
も
、
法
相

宗
の
五
重
唯
識
（
（4
（

の
心
も
、
総
じ
て
す
べ
て
の
仏
法
は
広
く
「
阿
弥
陀
」
に
お
さ

ま
る
こ
と
に
な
る
と
理
解
し
て
き
ま
し
た
。
極
楽
世
界
に
は
漏
れ
て
し
ま
っ
た
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じ
て
森
羅
の
万
法
、
広
く
こ
れ
を
摂
す
と
習
う
。

極
楽
世
界
に
漏
れ
た
る
法
門
な
き
が
故
に
。

た
だ
し
今
弥
陀
の
願
の
心
は
か
く
の
ご
と

く
解
る
に
は
あ
ら
ず
。
た
だ
深
く
信
心
を
至
し

て
称
う
る
者
を
迎
え
ん
と
な
り
。
耆ぎ

婆ば

・
扁へ

ん

鵲じ
ゃ
くが

万
病
を
癒
や
す
薬
は
、
諸
の
草
、
万
の
薬

を
も
て
合
薬
せ
り
と
い
え
ど
も
、
病
者
こ
れ
を

解
り
て
、
そ
の
薬
種
何
分
、
そ
の
薬
草
何
両
和

合
せ
り
と
知
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
こ
れ
を
服
す

る
に
万
病
こ
と
ご
と
く
癒
ゆ
る
が
ご
と
し
。
た

だ
し
怨
ら
く
は
こ
の
薬
を
信
ぜ
ず
し
て
、
我
が

病
は
極
め
て
重
し
、
い
か
が
こ
の
薬
に
て
は
癒

ゆ
る
事
あ
ら
ん
と
疑
い
て
服
せ
ず
ん
ば
、
耆
婆

が
医
術
も
扁
鵲
が
秘
方
も
空
し
く
し
て
そ
の
益

あ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
く
、
弥
陀
の
名
号
も

か
く
の
ご
と
し
。
そ
れ
煩
煩
悪
業
の
病
、
極
め

て
重
し
、
い
か
が
こ
の
名
号
を
称
え
て
生
ま
る

る
事
あ
ら
ん
と
疑
い
て
こ
れ
を
信
ぜ
ず
ば
、
弥

法
門
な
ど
な
い
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
今
、
阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
お
建
て
に
な
ら
れ
た
意
図
は
、
こ
の

よ
う
に
理
解
し
な
さ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
深
く
阿
弥
陀
仏

の
救
い
を
信
じ
て
お
念
仏
を
称
え
る
者
を
迎
え
摂
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
名
医
で
あ
る
イ
ン
ド
の
耆
婆
（
（4
（

や
中
国
の
扁
鵲
（
（4
（

が
調
合
し
た
万
病
を
癒
す
薬

は
、
多
く
の
生
薬
か
ら
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
病
人
は
生
薬
が
調
合
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
薬
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
や
量
で

調
合
さ
れ
て
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
割
合
は
知
ら
ず
と
も
こ

れ
を
服
用
す
れ
ば
万
病
が
こ
と
ご
と
く
治
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
た
だ
、
嘆
か

わ
し
い
こ
と
は
、そ
の
薬
の
効
能
を
信
じ
ず
、「
自
分
の
病
は
極
め
て
重
い
か
ら
、

い
か
に
こ
の
薬
と
い
え
ど
も
癒
え
る
こ
と
は
な
い
」
な
ど
と
疑
っ
て
服
用
し
な

け
れ
ば
、
耆
婆
の
医
術
も
扁
鵲
の
秘
密
の
調
剤
方
法
も
空
し
い
も
の
と
な
っ
て
、

そ
の
効
能
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。
人
の
煩
悩
や
悪
業
の
病
は
極
め
て
重
い
も
の
で
あ

り
、
い
か
に
こ
の
名
号
を
称
え
て
も
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
疑
っ
て
信
じ
な
け
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
も
、
釈
尊
の
説
か
れ
た
教

え
も
空
し
い
も
の
と
な
っ
て
、
往
生
が
叶
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
仰
ぎ
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陀
の
誓
願
、
釈
尊
の
所
説
空
し
く
し
て
、
そ
の

験
あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
仰
い
で
信
ず
べ
し
、

良
薬
を
得
て
服
せ
ず
し
て
死
す
る
事
な
か
れ
。

崑こ
ん

崙ろ
ん

の
山
に
行
き
て
珠
を
採
ら
ず
し
て
帰
り
、

旃せ
ん

檀だ
ん

の
林
に
入
り
て
枝
を
攀よ

じ
ず
し
て
出
で
な

ば
後
悔
い
か
が
せ
ん
。
み
ず
か
ら
よ
く
思
量
す

べ
し
。

そ
も
そ
も
我
ら
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
仏
の

出
世
に
も
値
い
け
ん
、
菩
薩
の
化
道
に
も
値
い

け
ん
。
過
去
の
諸
仏
も
現
在
の
如
来
も
み
な
こ

れ
宿
世
の
父
母
な
り
、
多
生
の
朋
友
な
り
。

か
れ
は
い
か
に
し
て
菩
提
を
証
し
た
ま
え

る
ぞ
、
我
は
何
に
よ
て
生
死
に
は
住
ま
る
ぞ
。

恥
ず
べ
し
恥
ず
べ
し
、
悲
し
む
べ
し
悲
し
む
べ

し
。
本
師
釈
迦
如
来
の
、
大
罪
の
山
に
入
り
て

邪
見
の
林
に
隠
れ
て
三
業
放
逸
に
六
情
全ま

っ
たか

ら
ざ
ら
ん
衆
生
を
、
我
が
国
土
に
は
取
り
置
き

信
じ
る
べ
き
な
の
で
す
。
良
薬
を
手
に
し
て
い
る
の
に
服
用
せ
ず
に
命
を
落
と

す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
宝
玉
の
産
地
で
あ
る
崑
崙
山
（
（5
（

に

登
っ
た
の
に
宝
玉
を
持
ち
帰
ら
ず
、
ま
た
香
で
名
高
い
栴
檀
の
林
に
入
っ
た
の

に
そ
の
枝
を
折
っ
て
持
ち
帰
ら
ず
に
出
て
き
た
ら
、
後
悔
の
念
は
い
か
ほ
ど
で

し
ょ
う
か
。
ご
自
身
で
よ
く
お
考
え
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
も
そ
も
、
私
達
は
、
は
る
か
な
過
去
世
よ
り
今
生
に
至
る
ま
で
の
間
、
こ

の
世
に
出
現
さ
れ
た
仏
の
説
法
に
も
連
な
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
菩
薩
の
教
導
に

も
出
会
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
過
去
に
お
ら
れ
た
諸
々
の
仏
も
、
現
在
に
ま
し

ま
す
如
来
も
、
前
世
に
お
い
て
は
我
々
の
父
母
で
あ
り
、
過
去
世
に
お
い
て
は

我
々
の
親
友
で
あ
り
ま
し
た
。

か
の
御
仏
達
は
ど
の
よ
う
に
し
て
さ
と
り
を
お
開
き
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、
私
自
身
は
な
ぜ
生
死
輪
廻
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
深
く
恥

じ
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
大
い
に
悲
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
根

本
の
師
で
あ
る
釈
尊
は
、
山
に
も
譬
え
ら
れ
る
大
き
な
罪
に
埋
も
れ
、
林
に
も

喩
え
ら
れ
る
邪
な
見
解
に
陥
り
、
身
も
口
も
心
も
欲
望
の
ま
ま
に
う
ご
め
き
、

喜
び
や
怒
り
、
悲
し
み
や
楽
し
み
、
愛
情
と
憎
悪
を
制
御
で
き
な
い
衆
生
を
、
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て
教
化
度
脱
せ
し
め
ん
と
誓
い
た
ま
い
た
り
し

は
、
そ
も
そ
も
い
か
に
し
て
か
か
る
衆
生
を
ば

度
脱
せ
し
め
ん
と
誓
い
た
ま
う
ぞ
、
と
尋
ぬ
れ

ば
、
阿
弥
陀
如
来
因
位
の
時
、
無
上
念
王
と
申

し
て
菩
提
心
を
発
し
生
死
を
過
度
せ
し
め
ん
と

誓
い
た
ま
い
し
に
、
釈
迦
如
来
は
宝
海
梵
志
と

申
し
て
、
無
上
念
王
国
の
位
を
捨
て
て
菩
提
心

を
発
し
摂
取
衆
生
の
願
を
発
し
た
ま
い
し
時
に
、

こ
の
宝
海
梵
志
も
願
を
発
し
て
「
我
れ
必
ず
穢

土
に
し
て
正
覚
を
成
り
て
悪
業
の
衆
生
を
引
導

せ
ん
」
と
誓
い
た
ま
い
て
こ
の
願
を
発
し
た
ま

う
な
り
。

曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
諸
仏
出
世
し
て
縁
に

随
い
機
を
計
り
て
各
衆
生
を
化
度
し
た
ま
う
事
、

数
、
塵
沙
に
過
ぎ
た
り
。
あ
る
い
は
大
乗
を
説

き
小
乗
を
説
き
、
あ
る
い
は
実
教
を
弘
め
権
教

を
弘
む
。
有
縁
の
機
は
み
な
こ
と
ご
と
く
そ
の

私
が
住
む
こ
の
国
土
に
招
き
入
れ
、
教
え
導
き
、
迷
い
の
世
界
か
ら
解
き
放
ち
、

さ
と
り
の
境
地
を
得
さ
せ
よ
う
、
と
お
誓
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
釈
尊

は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
衆
生
を
迷
い
の
世
界
か
ら
解
き
放
ち
、
さ
と
り
の
境
地

を
得
さ
せ
よ
う
と
お
誓
い
に
な
ら
れ
た
の
か
を
尋
ね
る
と
次
の
よ
う
に
お
答
え

に
な
る
で
し
ょ
う
。
阿
弥
陀
仏
が
成
仏
を
目
指
し
て
修
行
を
積
ん
で
い
た
時
代
、

無
上
念
王
（
（5
（

と
い
う
名
の
王
で
あ
り
、
さ
と
り
を
目
指
す
心
を
起
こ
し
、
生
死
輪

廻
を
繰
り
返
す
衆
生
を
救
い
と
ろ
う
と
お
誓
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
釈

尊
は
宝
海
梵
志
（
（5
（

と
い
う
名
の
バ
ラ
モ
ン
で
、
無
上
念
王
が
国
王
の
位
を
捨
て

去
っ
て
、
さ
と
り
を
目
指
す
心
を
起
こ
し
、
衆
生
を
救
い
と
ろ
う
と
い
う
誓
願

を
お
立
て
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
感
化
さ
れ
、
こ
の
宝
海
梵
志
も
ま
た
誓
願
を
起

こ
し
、「
私
は
迷
い
多
き
こ
の
世
界
に
お
い
て
必
ず
こ
の
上
な
い
さ
と
り
を
開
き
、

悪
し
き
行
い
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
衆
生
を
正
し
い
道
へ
導
こ
う
」
と
お
誓
い

に
な
っ
た
の
が
、
釈
尊
の
誓
い
の
由
来
な
の
で
す
。

は
る
か
な
過
去
世
か
ら
今
生
に
至
る
ま
で
の
間
に
様
々
な
仏
が
こ
の
世
に

出
現
さ
れ
て
、
様
々
な
環
境
に
合
わ
せ
て
、
衆
生
の
能
力
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仏
が
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
教
え
導
き
、
迷
い
の
世
界
か
ら
解
き
放
っ

た
行
い
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
よ
り
も
多
い
の
で
す
。
あ
る
時
に
は
大
乗

の
教
え
を
説
き
示
し
、
あ
る
時
に
は
小
乗
の
教
え
を
説
き
示
し
、
ま
た
、
あ
る
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益
を
得
。

こ
こ
に
釈
尊
、
八
相
成
道
を
五
濁
悪
世
に

唱
え
て
、
放
逸
邪
見
の
衆
生
の
出
離
そ
の
期
な

き
を
哀
れ
み
て
「
こ
れ
よ
り
西
に
極
楽
世
界
あ

り
、
仏
ま
し
ま
す
、
阿
弥
陀
と
名
づ
け
た
て
ま

つ
る
。
こ
の
仏
は
乃
至
十
念
せ
ん
に
も
し
生
ぜ

ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
と
誓
い
た
ま
い
て
仏
に

成
り
た
ま
え
り
。
速
や
か
に
念
ぜ
よ
、
出
離
生

死
の
道
多
し
と
い
え
ど
も
悪
業
煩
煩
の
衆
生
の

疾
く
生
死
を
離
る
る
事
こ
の
門
に
過
ぎ
た
る
は

な
し
」
と
教
え
て
「
ゆ
め
ゆ
め
疑
う
事
な
か
れ
、

六
方
恒
沙
の
諸
仏
も
証
誠
し
た
ま
う
な
り
」
と

慇
ろ
に
教
え
た
ま
い
て
「
我
れ
も
し
久
し
く
穢

土
に
あ
ら
ば
邪
見
放
逸
の
衆
生
、
我
を
譏
り
我

を
背
き
て
、
却
り
て
悪
道
に
堕
ち
な
ん
。
濁
世

に
出
で
た
る
事
は
本
意
た
だ
こ
の
事
を
衆
生
に

時
に
は
真
実
の
教
え
を
広
め
、
あ
る
時
に
は
方
便
の
教
え
を
広
め
ま
し
た
。
仏

と
の
縁
に
恵
ま
れ
た
も
の
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
、
そ
の
利
益
に
預
か
っ
た
の

で
す
。

こ
こ
に
釈
尊
は
、
五
つ
の
濁
り
（
（5
（

に
満
ち
た
悪
し
き
世
に
お
い
て
、
さ
と
り

を
は
じ
め
と
す
る
八
つ
の
生
き
様
（
（5
（

を
お
示
し
に
な
っ
て
人
々
に
教
え
を
提
唱
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
欲
望
の
ま
ま
に
振
る
舞
い
、
よ
こ
し
ま
な
物
の
見
方
を

す
る
衆
生
が
、
こ
の
迷
い
の
世
界
を
離
れ
出
る
機
会
の
な
い
こ
と
を
憐
れ
ん
で
、

次
の
よ
う
に
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
西
に
極
楽
世
界

が
あ
り
、
御
仏
が
お
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
仏
は
、
わ
が

名
号
を
称
え
る
こ
と
が
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
往
生
を
叶
え

よ
う
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
決
し
て
さ
と
り
を
開
か
な
い
、
と

誓
い
、
成
仏
を
遂
げ
ら
れ
た
。
生
死
輪
廻
の
世
界
を
離
れ
出
る
道
は
多
い
け
れ

ど
も
、
悪
し
き
行
為
を
犯
さ
ざ
る
を
得
ず
、
煩
悩
に
さ
い
な
ま
れ
た
衆
生
が
、

速
や
か
に
輪
廻
の
苦
し
み
を
離
れ
出
る
た
め
に
は
、
こ
の
念
仏
の
教
え
よ
り
も

勝
れ
た
も
の
は
な
い
、
と
速
や
か
に
念
じ
な
さ
い
」
と
。
さ
ら
に
「
間
違
っ
て

も
こ
の
こ
と
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
数
の
御
仏
は
、
こ

の
教
え
こ
そ
嘘
偽
り
の
な
い
誠
の
教
え
で
あ
る
と
証
明
し
て
い
る
」
と
、
丁
寧

に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
私
、
釈
尊
が
、
も
し
も
永
く
こ
の
穢
れ
に
満
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聞
か
し
め
ん
が
た
め
な
り
」
と
て
、
阿
難
尊
者

に
「
汝
、
よ
く
こ
の
事
を
遐
代
に
流
通
せ
よ
」

と
慇
ろ
に
約
束
し
置
き
て
、
抜ば

つ

提だ
い

河が

の
辺
、
沙

羅
林
の
下
に
し
て
、
八
十
の
春
の
天
、
二
月
十

五
の
夜
半
に
頭
北
面
西
に
し
て
滅
度
に
入
り
た

ま
い
き
。

そ
の
時
に
日
月
光
を
失
い
、
草
木
色
を
変
じ
、

龍
神
八
部
禽
獣
鳥
類
に
至
る
ま
で
天
に
仰
ぎ
て

泣
き
地
に
伏
し
て
叫
ぶ
。

阿
難
目
連
等
の
諸
の
大
弟
子
等
、
悲
泣
の

涙
を
抑
え
て
相
い
議
し
て
い
わ
く
「
釈
尊
の
恩

に
馴
れ
た
て
ま
つ
り
て
八
十
の
春
秋
を
送
り
き
。

化
縁
こ
こ
に
尽
き
て
黄
金
の
膚は

だ
えた
ち
ま
ち
に
隔

た
り
た
ま
い
ぬ
。
あ
る
い
は
我
ら
世
尊
に
問
い

た
て
ま
つ
る
に
答
え
た
ま
え
る
事
も
あ
り
き
。

ち
た
世
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
邪
な
物
の
見
方
を
し
て
、
欲
望
の
ま

ま
に
振
る
舞
う
衆
生
が
、私
の
こ
と
を
非
難
し
、私
の
教
え
に
背
い
て
、か
え
っ

て
悪
し
き
境
涯
に
堕
ち
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
私
が
濁
り
多
き
こ
の
世
に
現
れ

た
本
意
は
、
た
だ
念
仏
の
教
え
を
衆
生
に
説
き
聞
か
せ
よ
う
と
し
た
た
め
な
の

で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
阿
難
尊
者
に
「
そ
な
た
は
、
こ
の
念
仏
の
教
え

を
遠
い
後
の
世
ま
で
、
よ
く
よ
く
伝
え
る
の
だ
」
と
、
心
を
込
め
て
約
束
し
終

え
て
、
ヒ
ラ
ニ
ヤ
バ
テ
ィ
ー
川
の
ほ
と
り
、
沙
羅
の
樹
が
覆
う
林
の
中
で
、
八

十
歳
の
春
、
二
月
十
五
日
の
夜
半
に
、
頭
を
北
に
、
お
顔
を
西
に
向
け
、
入
滅

さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
時
に
は
、
太
陽
も
月
も
光
を
失
い
、
草
木
は
そ
の
色
を
変
え
、
龍
神

な
ど
の
八
部
の
神
々
（
（5
（

、
さ
ら
に
は
鳥
や
獣
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
が
、

あ
る
い
は
天
を
仰
い
で
涙
を
流
し
、
あ
る
い
は
地
に
伏
し
て
慟
哭
し
た
の
で
す
。

阿
難
や
目
連
（
（5
（

を
は
じ
め
と
す
る
高
弟
た
ち
は
、
悲
し
み
の
涙
を
抑
え
て
、
共

に
話
し
合
っ
て
「
釈
尊
の
恩
に
慣
れ
親
し
ん
で
、
八
十
年
の
（
（5
（

歳
月
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。
釈
尊
が
教
化
し
て
下
さ
る
ご
縁
は
こ
こ
に
尽
き
果
て
、
黄
金
の

よ
う
に
尊
い
肌
も
ま
た
こ
の
世
と
別
れ
を
告
げ
ら
れ
た
。
あ
る
時
に
は
、
私
達

が
釈
尊
に
質
問
を
し
て
、
そ
れ
に
お
答
え
下
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
時

に
は
、
何
も
問
わ
れ
ず
に
釈
尊
が
自
ら
教
え
を
説
き
示
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
も



82

あ
る
い
は
釈
尊
み
ず
か
ら
告
げ
た
ま
う
事
も
あ

り
き
。
済
度
利
生
の
方
便
今
は
誰
に
向
か
い
て

か
問
い
た
て
ま
つ
る
べ
き
。
す
べ
か
ら
く
如
来

の
御
こ
と
ば
を
記
し
置
き
て
未
来
に
も
伝
え
、

御
形
見
と
も
せ
ん
」
と
い
い
て
多
羅
葉
を
拾
い

て
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
記
し
置
き
し
を
、
三
蔵

た
ち
こ
れ
を
訳
し
て
唐
土
へ
渡
し
本
朝
へ
伝
え

た
ま
う
。
諸
宗
に
掌
る
と
こ
ろ
の
一
代
聖
教
こ

れ
な
り
。

し
か
る
に
阿
弥
陀
如
来
、
善
導
和
尚
と
名

告
り
て
唐
土
に
出
で
て
「
如
来
、
五
濁
に
出
現

し
て
随
機
方
便
し
て
群
萌
を
化
す
。
あ
る
い
は

多
聞
に
し
て
得
度
す
と
説
き
、
あ
る
い
は
小
解

を
も
て
三
明
を
証
す
と
説
き
、
あ
る
い
は
福
慧

双
に
障
を
除
く
と
教
え
、
あ
る
い
は
禅
念
し
坐

し
て
思
量
せ
よ
と
教
ゆ
。
種
種
の
法
門
は
み
な

解
脱
す
れ
ど
も
念
仏
し
て
西
方
に
往
く
に
過
ぎ

た
る
は
な
し
。
上
一
形
を
尽
く
し
十
念
に
至
り

あ
っ
た
。
我
々
を
救
い
導
い
た
様
々
な
手
立
て
は
、
釈
尊
が
入
滅
さ
れ
た
今
、

一
体
誰
に
向
か
っ
て
お
尋
ね
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
達
は
、
如
来
の
お

言
葉
を
書
き
記
し
て
未
来
に
伝
え
、
形
見
と
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
、
多
羅
の
葉
（
（5
（

を
拾
い
集
め
て
、
釈
尊
の
言
葉
を
こ
と
ご
と
く
書

き
記
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
蔵
法
師
た
ち
は
、
こ
れ
を
翻
訳
し
て
中
国
に
広

め
、
さ
ら
に
日
本
に
も
お
伝
え
に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
宗
派
が
判
別
し
て
い

る
釈
尊
一
代
の
聖
教
と
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
な
の
で
す
。

さ
て
阿
弥
陀
仏
は
、「
善
導
和
尚
」
と
名
の
っ
て
中
国
に
お
出
ま
し
に
な
り
、

「
仏
は
、
五
つ
の
濁
り
に
満
ち
た
悪
し
き
世
に
出
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
力

に
応
じ
て
（
（5
（

、
様
々
な
手
立
て
を
駆
使
し
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
教
え
導
か

れ
る
。
あ
る
時
に
は
多
く
の
教
え
を
聞
く
こ
と
で
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る
と
説

き
、
あ
る
時
に
は
小
乗
仏
教
の
教
え
に
基
づ
い
て
三
種
の
智
慧
（
（6
（

を
得
る
と
説
き
、

あ
る
時
に
は
福
徳
と
智
慧
と
が
共
に
働
い
て
煩
悩
の
障
り
を
取
り
除
く
と
教
え
、

あ
る
時
に
は
心
を
深
淵
な
境
地
に
留
め
な
が
ら
坐
っ
て
深
く
考
え
よ
と
教
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
教
え
に
よ
っ
て
、
み
な
迷
い
の
世
界
を
離
れ
出
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
念
仏
を
称
え
て
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
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三
念
五
念
ま
で
、
仏
、
来
迎
し
た
ま
う
。
直
に

弥
陀
の
弘
誓
重
き
が
た
め
に
、
凡
夫
を
し
て
念

ず
れ
ば
す
な
わ
ち
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」

と
の
た
ま
え
り
。

釈
尊
出
世
本
懐
た
だ
こ
の
事
に
あ
り
と
い

う
べ
し
。「
自
ら
信
じ
人
を
教
え
て
信
ぜ
し
む
、

難
き
が
中
に
転
た
さ
ら
に
難
し
。
大
悲
伝
え
て

普
く
化
せ
ば
、
真
に
仏
の
恩
を
報
ず
る
こ
と
を

成
す
」
と
い
え
ば
、
釈
尊
の
恩
を
報
ず
る
は
こ

れ
誰
が
た
め
ぞ
や
、
偏
に
我
ら
が
た
め
に
あ
ら

ず
や
。
こ
の
度
空
し
く
過
ぎ
な
ば
出
離
い
ず
れ

の
時
を
か
期
せ
ん
と
す
る
。
速
や
か
に
信
心
を

発
し
て
生
死
を
過
度
す
べ
し
。

つ
ぎ
に
廻
向
発
願
心
と
い
は
、
人
殊
に
具

し
つ
べ
き
事
な
り
。
国
土
の
快
楽
を
聞
き
て
誰

以
上
に
勝
れ
た
も
の
は
な
い
。
一
生
涯
を
尽
く
し
た
念
仏
か
ら
、
わ
ず
か
十
遍

の
念
仏
、
さ
ら
に
は
三
遍
や
五
遍
の
念
仏
に
至
る
ま
で
、
阿
弥
陀
仏
は
我
々
を

来
迎
し
て
下
さ
る
。
そ
れ
は
、
た
だ
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
広
大
な
誓
願
が
慈
悲
深

く
力
強
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
凡
夫
が
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏

は
彼
等
を
そ
の
ま
ま
極
楽
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
（6
（

」
と

お
説
き
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
釈
尊
が
こ
の
娑
婆
世
界
に
出
現
し
た
本
懐
は
、
た
だ
お
念
仏

の
教
え
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
す
。「
自
ら
が
信
じ
て
、

人
に
教
え
て
信
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
難
し
い
中
で
も
、
い
よ
い
よ
さ
ら
に

難
し
い
。
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
を
伝
え
、
普
く
念
仏
の
教
化
に
努
め
る
こ
と
こ

そ
、
真
に
釈
尊
の
恩
に
報
い
る
こ
と
に
な
る
（
（6
（

」
と
善
導
大
師
は
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、こ
こ
で
「
釈
尊
の
恩
に
報
い
る
」
と
は
、い
っ
た
い
誰
の
た
め
な
の
で

し
ょ
う
か
、
ひ
と
え
に
私
達
一
人
ひ
と
り
の
た
め
な
の
で
す
。
こ
の
度
の
生
涯

を
空
し
く
終
え
た
と
し
た
ら
、
い
つ
生
死
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
か
ら
離
れ

出
る
機
会
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
速
や
か
に
信
心
を
起
こ
し
、
生
死
を
繰

り
返
す
輪
廻
の
世
界
か
ら
逃
れ
出
て
浄
土
へ
の
往
生
を
目
指
す
べ
き
な
の
で
す
。

次
に
回
向
発
願
心
と
は
、
往
生
を
願
う
人
が
必
ず
具
え
る
べ
き
も
の
で
す
。

極
楽
浄
土
で
受
け
る
喜
び
が
こ
の
上
な
い
こ
と
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
浄
土
へ
の



84

か
願
わ
ざ
ら
ん
や
。
そ
も
そ
も
か
の
国
土
に
九

品
の
差
別
あ
り
。
我
ら
い
ず
れ
の
品
を
か
期
す

べ
き
。
善
導
和
尚
の
御
心
は
「
極
楽
弥
陀
は
報

仏
報
土
な
り
。
未
断
惑
の
凡
夫
す
べ
て
生
ま
る

べ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
弥
陀
の
別
願
不
思
議

に
て
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
一
念
十
念
し
て
生

ま
る
」
と
釈
し
た
ま
え
り
。

し
か
る
を
上
古
よ
り
こ
の
か
た
多
く
「
下

品
と
い
う
と
も
足
ぬ
べ
し
」
と
い
い
て
上
品
を

願
わ
ず
。
こ
れ
は
悪
業
の
重
き
を
恐
れ
て
心
を

上
品
に
係
け
ざ
る
な
り
。
も
し
そ
れ
悪
業
に
よ

ら
ば
総
じ
て
往
生
す
べ
か
ら
ず
、
願
力
に
よ
て

生
ま
れ
ば
な
ん
ぞ
上
品
に
進
ま
ん
事
を
難
し
と

せ
ん
。

総
じ
て
は
弥
陀
、
浄
土
を
設
け
た
ま
う
事
は
、

往
生
を
願
わ
な
い
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
、
い
や
そ
ん
な
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
も
そ
も
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
様
相
に
、
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま

で
九
つ
の
階
位
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
ど
の
階
位
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
べ

き
で
し
ょ
う
か
。
善
導
大
師
の
御
心
を
推
し
量
る
と
、「
阿
弥
陀
仏
は
誓
願
を

立
て
、
修
行
に
報
い
て
仏
と
な
ら
れ
た
報
仏
で
あ
り
、
極
楽
浄
土
は
そ
の
阿
弥

陀
仏
が
建
立
さ
れ
た
報
土
で
あ
る
。
い
ま
だ
煩
悩
を
絶
つ
こ
と
の
で
き
な
い
凡

夫
は
、
本
来
な
ら
ば
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
が
、
阿
弥
陀
仏
の

本
願
力
は
私
達
に
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
罪
悪
を
か
さ
ね
、
輪
廻
を

繰
り
返
す
凡
夫
で
あ
っ
て
も
、
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
わ
ず
か
一
遍
や
十
遍
で

あ
っ
て
も
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
が
叶
う
の
で
あ
る
（
（6
（

」
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
人
は
「
下
品
へ
の
往
生

で
充
分
で
あ
る
（
（6
（

」
な
ど
と
い
っ
て
、
上
品
へ
の
往
生
を
願
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
自
分
が
犯
し
て
き
た
悪
業
の
重
さ
に
恐
れ
お
の
の
い
て
、
上
品
へ
の
往

生
を
願
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も
し
、
悪
業
に
よ
っ
て
往
生
が
決
ま
る
の
で

あ
れ
ば
、
誰
一
人
と
し
て
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本

願
力
に
よ
っ
て
往
生
が
決
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
上
品
へ
往
生
す
る
こ

と
が
難
し
い
も
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
し
な
べ
て
い
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
が
極
楽
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
の
は
、
四
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願
力
の
成
就
す
る
故
な
り
。
し
か
れ
ば
ま
た
念

仏
衆
生
の
生
ま
る
べ
き
国
な
り
。「
乃
至
十
念

せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」

と
立
て
た
ま
い
て
、
こ
の
願
に
よ
て
感
得
し
た

ま
う
と
こ
ろ
な
る
が
故
な
り
。

今
ま
た
『
観
経
』
の
九
品
の
業
を
い
わ
ば
、

下
品
は
、
五
逆
十
悪
の
罪
人
、
臨
終
の
時
始
め

て
善
知
識
の
勧
め
に
よ
て
、
あ
る
い
は
十
声
あ

る
い
は
一
声
称
念
し
て
生
ま
る
る
事
を
得
た
り
。

我
ら
罪
業
重
し
と
い
え
ど
も
五
逆
を
ば
造
ら
ず
、

行
業
疎
か
な
り
と
い
え
ど
も
一
声
十
声
に
過
ぎ

た
り
。
臨
終
よ
り
前
に
弥
陀
の
誓
願
を
聞
き
得

て
随
分
に
信
心
を
致
す
。
し
か
れ
ば
下
品
ま
で

下
る
べ
か
ら
ず
。

中
品
は
小
乗
の
持
戒
の
行
者
、
孝
養
仁
義

礼
智
信
等
の
行
人
な
り
。
こ
の
品
に
は
な
か
な

か
に
生
ま
れ
難
し
。
小
乗
の
行
人
に
も
あ
ら
ず
、

持
ち
た
る
戒
も
な
け
れ
ば
、
我
ら
が
分
に
あ
ら

十
八
の
誓
願
を
成
就
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
故
、
お
念
仏
を
称
え
る
衆
生
が

往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
浄
土
な
の
で
す
。「
わ
ず
か
十
遍
の
念
仏
で
あ
っ
て
も
、

も
し
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
は
仏
に
は
な
ら
な
い
（
（6
（

」
と
誓

い
を
立
て
ら
れ
、
こ
の
誓
願
に
基
づ
い
て
成
就
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
す
。

今
こ
こ
で
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
九
品
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

修
め
て
き
た
行
為
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
下
品
の
者
は
五

逆
や
十
悪
な
ど
を
犯
し
た
罪
人
で
あ
り
、
臨
終
の
時
に
は
じ
め
て
善
知
識
（
（6
（

に
勧

め
ら
れ
て
、
十
声
も
し
く
は
一
声
お
念
仏
を
称
え
て
往
生
を
遂
げ
る
者
で
す
。

私
達
は
犯
し
た
罪
が
重
か
っ
た
と
し
て
も
、
い
ま
だ
五
逆
を
犯
し
て
は
お
ら
ず
、

仏
道
修
行
が
わ
ず
か
だ
っ
た
と
し
て
も
、
一
声
や
十
声
以
上
の
お
念
仏
を
称
え

ら
れ
る
お
互
い
な
の
で
す
。
幸
い
に
も
私
達
は
、
命
終
え
る
前
に
阿
弥
陀
仏
の

誓
願
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
信
心
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
で
す
か
ら
下
品
ま
で
下
が
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
品
は
小
乗
仏
教
の
戒
を
守
っ
た
行
者
、
あ
る
い
は
、
親
孝
行
や
仁
義
礼

智
信
な
ど
五
つ
の
徳
目
を
実
践
す
る
行
者
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
こ
の
中
品

に
は
、
と
う
て
い
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
小
乗
仏
教
の
行
者
で
も
な

く
、
守
り
続
け
て
い
る
戒
律
も
な
い
の
で
す
か
ら
、
中
品
は
私
達
の
往
生
す
る
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ず
。上

品
は
大
乗
の
凡
夫
、
菩
提
心
等
の
行
な
り
。

菩
提
心
は
諸
宗
各
心
得
た
り
と
い
う
。
浄
土
宗

の
心
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
願
う
を
菩
提
心

と
い
う
。
念
仏
こ
れ
大
乗
の
行
な
り
、
無
上
功

徳
な
り
。
し
か
れ
ば
上
品
往
生
は
手
を
引
く
べ

か
ら
ず
。

ま
た
本
願
に
「
乃
至
十
念
」
と
立
て
た
ま

い
て
、
臨
終
現
前
の
願
に
大
衆
と
囲
遶
せ
ら
れ

て
そ
の
人
の
前
に
現
ぜ
ん
と
立
て
た
ま
え
り
。

中
品
は
声
聞
衆
の
来
迎
、
下
品
は
化
仏
の
三
尊

あ
る
い
は
金
蓮
花
等
の
来
迎
な
り
。
し
か
る
を

大
衆
と
囲
遶
し
て
現
ぜ
ん
と
立
て
た
ま
え
る
本

願
の
意
趣
は
、
上
品
の
来
迎
を
設
け
た
ま
え
り
。

な
ん
ぞ
強
ち
に
相
拒す

ま
わ
ん
や
。

ま
た
善
導
和
尚
「
三
万
已
上
は
上
品
上
生

階
位
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
品
に
往
生
す
る
者
は
大
乗
仏
教
の
教
え
に
出
会
え
た
凡
夫
で
あ
り
、
菩

提
心
を
起
こ
す
な
ど
の
行
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
菩
提
心
は
諸
宗
そ
れ
ぞ
れ

理
解
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
浄
土
宗
の
理
解
で
は
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い

と
願
う
心
を
菩
提
心
と
い
い
ま
す
。
お
念
仏
は
大
乗
仏
教
の
行
で
あ
り
、
功
徳

は
こ
の
上
な
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
上
品
へ
の
往
生
を
決
し
て
あ
き
ら
め

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
阿
弥
陀
仏
は
第
十
八
願
に
「
わ
ず
か
十
遍
の
念
仏
で
あ
っ
て
も
」
と

お
誓
い
に
な
り
、
第
十
九
・
臨
終
現
前
の
願
に
「
阿
弥
陀
仏
は
化
仏
や
菩
薩
な

ど
の
聖
衆
と
共
に
臨
終
を
迎
え
よ
う
と
す
る
者
の
前
に
現
れ
よ
う
（
（6
（

」
と
お
誓
い

に
な
り
ま
し
た
。
中
品
に
往
生
す
る
者
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
も
ろ
も
ろ
の
聖
者
（
（6
（

と
共
に
来
迎
し
、
下
品
に
往
生
す
る
者
に
は
、
阿
弥
陀
仏
は
弥
陀
三
尊
の
化
身

や
金
の
蓮
華
な
ど
を
迎
え
に
遣
わ
す
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
阿
弥
陀

仏
が
化
仏
や
菩
薩
な
ど
の
聖
衆
と
共
に
来
迎
し
よ
う
と
誓
わ
れ
た
本
願
の
目
的

は
、
上
品
に
往
生
す
る
者
へ
の
来
迎
を
意
図
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
ど
う
し

て
頑
な
に
こ
れ
を
拒
む
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
拒
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
善
導
大
師
は
「
念
仏
を
日
に
三
万
遍
以
上
称
え
る
こ
と
は
、
上
品
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の
業
」
と
の
た
ま
え
り
。
数
遍
に
よ
て
上
品
に

生
ま
る
べ
し
。

ま
た
三
心
に
つ
い
て
九
品
あ
る
べ
し
。
信

心
に
よ
て
上
品
に
生
ま
る
べ
し
と
見
え
た
り
。

上
品
を
願
う
事
は
我
が
身
の
た
め
に
は
あ
ら
ず
、

か
の
国
に
生
ま
れ
已
り
て
還
り
て
疾
く
衆
生
を

化
せ
ん
が
た
め
な
り
。
こ
れ
あ
に
仏
の
御
意
に

契
わ
ざ
ら
ん
や
。

つ
ぎ
に
『
阿
弥
陀
経
』
は
ま
ず
極
楽
の
依

正
の
功
徳
を
説
く
。
こ
れ
衆
生
の
願
楽
の
心
を

勧
め
ん
が
た
め
な
り
。
後
に
往
生
の
行
を
明
か

す
に
「
少
善
根
を
も
て
は
生
ま
る
る
こ
と
を
得

べ
か
ら
ず
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
執
持
し
て
一

日
七
日
す
れ
ば
往
生
す
る
こ
と
を
得
」
と
明
か

せ
り
。

衆
生
こ
れ
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
事
を
恐
れ
て
、
六

方
に
各
恒
河
沙
の
諸
仏
在
し
て
大
千
の
舌
相
を

上
生
に
往
生
す
る
勤
め
で
あ
る
（
（6
（

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
お
念
仏
を
よ
り

相
続
す
る
こ
と
で
必
ず
上
品
に
往
生
す
る
の
で
す
。

ま
た
、
三
心
に
つ
い
て
も
九
品
の
区
別
が
あ
り
ま
す
。
信
心
が
深
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
お
念
仏
が
相
続
さ
れ
、
必
ず
上
品
に
往
生
す
る
の
で
す
、
と
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
品
へ
の
往
生
を
願
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
た
め

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
後
に
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
還
り
、

一
刻
も
早
く
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
な
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
ど
う
し

て
阿
弥
陀
仏
の
御
心
に
か
な
わ
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
必
ず

か
な
う
の
で
す
。

次
に
『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
ま
ず
極
楽
浄
土
の
荘
厳
と
阿
弥
陀
仏
の
お
姿

な
ど
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
衆
生
に
極
楽
浄
土
を
願
い
求
め
る

心
を
奮
い
起
こ
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
で
す
。
そ
の
後
、
極
楽
に
往
生
す
る
た

め
の
行
に
つ
い
て
、「
功
徳
の
少
な
い
善
根
を
も
っ
て
し
て
は
極
楽
浄
土
に
往

生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
続
け
る
こ
と
が
、
あ
る

い
は
一
日
で
あ
っ
て
も
、
も
し
く
は
七
日
で
あ
っ
て
も
、
称
え
続
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
浄
土
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
（
（7
（

。」
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
衆
生
が
念
仏
往
生
の
教
え
を
信
じ
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
数
限
り
な
い
諸
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舒
べ
て
証
誠
し
た
ま
え
り
。

善
導
釈
し
て
い
わ
く
「
こ
の
証
に
よ
て
生

ま
る
る
こ
と
を
得
ず
ば
、
六
方
如
来
の
舒
べ
た

ま
え
る
舌
、
一

ひ
と
た
び

口
よ
り
出
で
已
り
て
永
く
口

に
還
り
入
ら
ず
し
て
、
自
然
に
壊
爛
せ
ん
」
と

の
た
ま
え
り
。

し
か
れ
ば
こ
れ
を
疑
わ
ん
者
は
弥
陀
の
本

願
を
疑
う
の
み
に
あ
ら
ず
、
釈
尊
の
所
説
を
疑

う
な
り
。
釈
尊
の
所
説
を
疑
う
は
六
方
恒
沙
の

諸
仏
の
所
説
を
疑
う
な
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ
大

千
に
舒
べ
た
ま
え
る
舌
相
を
壊
爛
す
る
な
り
。

も
し
ま
た
こ
れ
を
信
ぜ
ば
た
だ
弥
陀
の
本

願
を
信
ず
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
釈
尊
の
所
説
を

信
ず
る
な
り
。
釈
尊
の
所
説
を
信
ず
る
は
六
方

恒
沙
の
諸
仏
の
所
説
を
信
ず
る
な
り
。
一
切
の

諸
仏
を
信
ず
る
は
一
切
の
法
を
信
ず
る
に
な
る
。

仏
が
、
三
千
大
千
世
界
（
（7
（

と
い
う
限
り
な
く
広
い
世
界
を
覆
う
ほ
ど
に
舌
を
広
げ

て
、
こ
の
教
え
を
真
実
で
あ
る
と
証
明
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

善
導
大
師
は
こ
の
こ
と
を
解
釈
し
て
、「
こ
う
し
た
証
明
が
あ
り
な
が
ら
往

生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す

仏
達
が
お
出
し
に
な
っ
た
舌
は
、
い
っ
た
ん
口
か
ら
出
た
後
、
永
遠
に
戻
る
こ

と
は
な
く
、
自
ず
と
た
だ
れ
落
ち
る
で
あ
ろ
う
（
（7
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
教
え
を
疑
お
う
と
す
る
者
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑

う
だ
け
で
は
な
く
、
釈
尊
の
教
え
を
疑
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
釈
尊
の
教

え
を
疑
う
こ
と
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
数
限
り
な
い
諸
仏
の

証
明
を
疑
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
疑
い
を
抱
く
者
は
、

真
実
を
証
明
す
る
た
め
に
三
千
大
千
世
界
に
お
出
し
に
な
っ
た
諸
仏
の
舌
を
自

ら
の
手
で
た
だ
れ
落
と
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
（
（7
（

。

も
し
、
ま
た
こ
の
教
え
を
信
じ
れ
ば
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
る

だ
け
で
は
な
く
、
釈
尊
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
釈
尊
の
教

え
を
信
じ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
数
限
り
な
い
諸
仏
の
教
え

を
信
じ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
す
べ
て
の
諸
仏
を
信
じ
る
こ
と
は
す
べ
て

の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
す
べ
て
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
は
、
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一
切
の
法
を
信
ず
る
は
一
切
の
菩
薩
を
信
ず
る

に
な
る
。
こ
の
信
弘
く
し
て
広
大
の
信
心
な
り
。

善
導
和
尚
の
い
わ
く
「
凡
夫
疑
見
の
執
を

断
ぜ
ん
が
た
め
に
、
み
な
舌
相
を
舒
べ
て
三
千

に
覆
い
、
と
も
に
七
日
名
号
を
称
す
る
こ
と
を

証
し
、
ま
た
釈
迦
の
言
説
の
真
な
る
こ
と
を
表

す
」「

六
方
の
如
来
、
舌
を
舒
て
証
す
、
専
ら
名

号
を
称
す
れ
ば
西
方
に
至
る
と
。
彼か

し
こに

到
れ
ば

華
開
て
妙
法
を
聞
き
、
十
地
の
願
楽
自
然
に
彰

わ
る
」

「
心
心
に
念
仏
し
て
疑
い
を
生
ず
る
こ
と
な

か
れ
。
六
方
の
如
来
不
虚
を
証
す
。
三
業
専
心

に
雑
乱
な
け
れ
ば
、
百
宝
の
蓮
華
時
に
応
じ
て

現
る
」
文
。

す
べ
て
の
菩
薩
を
信
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
信
心
は
、
仏
の
教

え
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
っ
て
お
り
、
広
大
な
信
心
と
い
え
る
の
で
す
。

善
導
大
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�

念
仏
往
生
を
疑
い
の
目
で
見
る
凡
夫
の
執
着
を
断
つ
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
世
界
に
ま
し
ま
す
数
限
り
な
い
諸
仏
が
み
な
舌
を
お
出
し
に
な
っ
て

三
千
大
千
世
界
を
覆
い
、
共
々
に
、
も
し
く
は
一
日
、
も
し
く
は
七
日
、

念
仏
を
称
え
て
往
生
す
る
こ
と
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
そ
れ

は
同
時
に
、
釈
尊
の
説
示
さ
れ
た
教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
（
（7
（

。

　

�

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
諸
仏
は
舌
を
お
出
し
に
な
り
、「
専
ら
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
称
え
れ
ば
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
」
と
証
明
さ
れ

て
い
る
。
極
楽
に
往
生
す
れ
ば
蓮
の
花
が
開
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
妙
な

る
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
十
地
と
い
う
菩
薩
（
（7
（

と
し
て
修
め
る
べ
き

願
い
や
修
行
を
自
然
と
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
（7
（

。

　

�

一
心
に
念
仏
し
て
疑
い
の
心
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
六
方
に
ま
し

ま
す
数
多
く
の
御
仏
は
、
釈
尊
の
教
え
に
何
一
つ
嘘
偽
り
が
な
い
こ
と

を
証
明
さ
れ
て
い
る
。
身
と
口
と
心
の
働
き
に
お
い
て
専
ら
思
い
を
一

つ
に
し
て
、
乱
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
百
も
の
宝
を
具
え
た
蓮
華
は
、
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御
誓
言
の
書　

第
二

唐
我
が
朝
に
も
諸
の
智
者
た
ち
の
沙
汰
し

申
さ
る
る
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
。
ま
た
学
問

を
し
て
念
の
心
を
解
り
て
申
す
念
仏
に
も
あ
ら

ず
。
た
だ
往
生
極
楽
の
た
め
に
は
、
南
無
阿
弥

陀
仏
と
申
し
て
疑
な
く
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
取

り
て
申
す
外
に
は
別
の
子
細
そ
う
ら
わ
ず
。
た

だ
し
三
心
四
修
な
ん
ど
申
す
事
の
そ
う
ろ
う
は
、

み
な
決
定
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る

ぞ
と
思
う
内
に
こ
も
り
そ
う
ろ
う
な
り
。
こ
の

外
に
奥
深
き
事
を
存
ぜ
ば
、
二
尊
の
御お

ん

愍あ
わ
れ
みに

外
れ
本
願
に
漏
れ
そ
う
ろ
う
べ
し
。
念
仏
を
信

ぜ
ん
人
は
、
た
と
い
一
代
の
御
法
を
よ
く
よ
く

学
す
と
も
、
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
、

尼
入
道
の
無
智
の
輩
に
同
じ
く
し
て
、
智
者
の

振
る
舞
い
を
せ
ず
し
て
、
た
だ
一
向
に
念
仏
す

そ
の
都
度
、
念
仏
者
の
前
に
現
れ
る
（
（7
（

。（『
法
事
讃
』『
往
生
礼
讃
』
の
文
）

御
誓
言
の
書　

第
二
篇

私
、
法
然
の
説
い
て
き
た
お
念
仏
は
、
御
仏
の
教
え
を
深
く
学
ん
だ
中
国

や
日
本
の
高
僧
方
が
理
解
し
て
説
か
れ
て
き
た
、
心
を
整
え
静
め
て
、
御
仏
の

姿
を
想
い
描
く
観
念
の
お
念
仏
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
御
仏
の
教
え
を
学

び
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
合
い
を
深
く
理
解
し
た
上
で
称
え
る
お
念

仏
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
へ
往
生
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、

た
だ
ひ
た
す
ら
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
称
え
す
る
の
で
す
。
一
点
の
疑
い
も

な
く
「
必
ず
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
の
だ
」
と
思
い
定
め
て
お
称
え
す
る
他
に

は
、
何
も
細
か
な
こ
と
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
お
念
仏
を
称
え
る
上

で
は
、
三
つ
の
心
構
え
で
あ
る
三
心
と
四
つ
の
態
度
で
あ
る
四
修
が
必
要
で
あ

る
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
さ
え
も
み
な
こ
と
ご
と
く
「『
南
無
阿

弥
陀
仏
』
と
お
称
え
し
て
必
ず
往
生
す
る
の
だ
」
と
思
い
受
け
と
め
る
中
に
、

自
ず
と
具
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
も
し
私
が
、
こ
の
こ
と
以
外
に
お
念
仏
の
奥

深
い
教
え
を
知
っ
て
い
な
が
ら
隠
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

衆
生
を
救
お
う
と
す
る
釈
尊
や
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
に
背
く
こ
と
と
な

り
、
私
自
身
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
救
い
か
ら
漏
れ
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
と
な
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べ
し
。

こ
れ
は
御
自
筆
の
書
な
り
。
勢
観
聖
人
に

授
け
ら
れ
き
。

往
生
大
要
抄　

第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
門
源
空

今
我
が
浄
土
宗
に
は
二
門
を
立
て
て
釈
迦

一
代
の
説
教
を
摂
む
る
な
り
。
い
わ
ゆ
る
聖
道

門
、
浄
土
門
な
り
。

始
め
華
厳
・
阿
含
よ
り
、
終
り
法
華
・
涅

槃
に
至
る
ま
で
、
大
小
乗
の
一
切
の
諸
経
に
説

く
と
こ
ろ
の
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
あ
り
な
が
ら

断
迷
開
悟
の
道
を
聖
道
門
と
は
申
す
な
り
。
こ

り
ま
し
ょ
う
。
お
念
仏
の
御
教
え
を
信
じ
る
者
た
ち
は
、
た
と
え
釈
尊
が
生
涯

を
か
け
て
お
説
き
に
な
っ
た
御
教
え
を
し
っ
か
り
学
ん
だ
と
し
て
も
、
自
分
は

そ
の
一
節
さ
え
も
理
解
で
き
な
い
愚
か
者
で
あ
る
と
自
ら
を
省
み
て
、
出
家
と

は
名
ば
か
り
で
、
た
だ
髪
を
お
ろ
し
た
だ
け
の
人
が
、
御
仏
の
教
え
を
学
ん
で

い
な
く
と
も
、
心
の
底
か
ら
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
よ
う
に
、
決
し
て
智
慧
あ

る
者
の
よ
う
な
ふ
り
を
せ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
な
さ
い
。

　

�

こ
れ
は
法
然
上
人
ご
自
筆
の
書
で
す
。
勢
観
房
源
智
上
人
に
授
け
ら
れ

ま
し
た
。

往
生
大
要
抄　

第
三
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
門
源
空

今
、
私
が
立
教
開
宗
し
た
浄
土
宗
の
教
え
で
は
、
次
の
二
つ
の
門
を
立
て
て
、

釈
尊
が
一
代
で
説
か
れ
た
教
え
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
聖
道
門
と
浄

土
門
で
す
。

天
台
宗
で
い
う
五
時
教
判
（
（7
（

の
中
で
釈
尊
が
始
め
に
説
か
れ
た
『
華
厳
経
』
や

『
阿
含
経
』
か
ら
、終
り
に
説
か
れ
た
『
法
華
経
』
や
『
涅
槃
経
』
に
至
る
ま
で
、

大
乗
仏
教
や
小
乗
仏
教
の
あ
ら
ゆ
る
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
こ
の
娑

婆
世
界
に
お
い
て
迷
い
を
断
ち
切
っ
て
さ
と
り
を
開
く
教
え
を
聖
道
門
と
い
い
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れ
に
つ
き
て
大
乗
の
聖
道
あ
り
、
小
乗
の
聖
道

あ
り
。
大
乗
に
も
二
つ
あ
り
、
す
な
わ
ち
仏
乗

と
菩
薩
と
な
り
。
小
乗
に
二
つ
あ
り
、
す
な
わ

ち
声
聞
と
縁
覚
と
の
二
乗
な
り
。
こ
れ
を
す
べ

て
四
乗
と
名
づ
く
。

仏
乗
と
は
即
身
成
仏
の
教
な
り
。
真
言
・

達
磨
・
天
台
・
華
厳
等
の
四
乗
に
明
か
す
と
こ

ろ
な
り
。
す
な
わ
ち
真
言
宗
に
は
「
父
母
所
生

身
速
証
大
覚
位
」
と
申
し
て
、
こ
の
身
な
が
ら

大
日
如
来
の
位
に
登
る
と
習
う
な
り
。
仏
心
宗

に
は
「
前
仏
後
仏
以
心
伝
心
」
と
習
い
て
、
た

ち
ま
ち
に
人
の
心
を
指
し
て
仏
と
申
す
な
り
。

か
る
が
故
に
即
身
是
仏
の
法
と
名
づ
け
て
成
仏

と
は
申
さ
ぬ
な
り
。
こ
の
法
は
釈
尊
入
滅
の
時

『
涅
槃
経
』
を
説
き
已
り
て
後
、
た
だ
一
偈
を

も
ち
て
迦
葉
尊
者
に
付
属
し
た
ま
え
る
法
な
り
。

天
台
宗
に
は
「
煩
煩
即
菩
提
生
死
即
涅
槃
」
と

ま
す
。
聖
道
門
に
は
、
大
乗
の
聖
道
門
と
小
乗
の
聖
道
門
が
あ
り
ま
す
。
大
乗

の
聖
道
門
に
も
仏
乗
（
す
ぐ
さ
ま
仏
を
目
指
す
道
）
と
菩
薩
乗
（
菩
薩
行
を
通

じ
て
仏
を
目
指
す
道
）
の
二
つ
が
あ
り
（
（7
（

、
小
乗
の
聖
道
門
に
も
声
聞
乗
（
釈
尊

の
教
え
を
聞
い
て
さ
と
り
を
目
指
す
声
聞
の
道
）
と
縁
覚
乗
（
独
力
で
さ
と
り

を
目
指
す
縁
覚
の
道
）
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
あ
わ
せ
て
四

乗
と
名
づ
け
て
い
ま
す
。

第
一
に
仏
乗
と
は
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
仏
と
な
る
即
身
成
仏
の
教
え
で
す
。

こ
れ
は
真
言
宗
・
達
磨
宗
（
仏
心
宗
・
禅
宗
（
（8
（

）・
天
台
宗
・
華
厳
宗
な
ど
の
四

宗
（
（8
（

の
教
え
に
明
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
真
言
宗
で
は
、「
父
母
か
ら

生
ま
れ
た
肉
身
そ
の
ま
ま
で
速
や
か
に
成
仏
す
る
（
父
母
所
生
身
速
証
大
覚

位
）」
と
い
っ
て
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
大
日
如
来
の
位
ま
で
登
る
こ
と
が
で

き
る
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
達
磨
宗
で
は
、「
仏
と
し
て
の
師
匠
と
仏
と
し

て
の
弟
子
が
直
接
対
面
し
て
、
文
字
や
言
葉
に
よ
ら
ず
心
か
ら
心
へ
と
仏
法
を

伝
え
る
（
前
仏
後
仏
・
以
心
伝
心
）」
と
教
え
て
、
た
だ
ち
に
そ
の
人
の
心
を

指
し
て
仏
と
い
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
理
由
で
こ
れ
を
即
心
是
仏
（
（8
（

の
法（
こ

の
心
が
こ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
と
す
る
教
え
）
と
名
付
け
て
、
こ
れ
を
あ
え
て
成

仏
と
は
い
わ
な
い
の
で
す
。
こ
の
教
え
は
、釈
尊
が
入
滅
さ
れ
る
際
、『
涅
槃
経
』

を
説
き
終
え
た
後
、
た
だ
拈
華
微
笑
（
（8
（

の
姿
を
示
し
、
迦
葉
尊
者
だ
け
が
そ
の
真
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観
じ
て
、
観
心
に
て
仏
に
成
る
と
習
う
な
り
。

八
歳
の
竜
女
が
南
方
無
垢
世
界
に
し
て
た
ち
ま

ち
に
正
覚
を
成
り
し
、
そ
の
証
な
り
。
華
厳
宗

に
は
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
と
て
、
ま
た
即

身
成
仏
と
習
う
な
り
。
こ
れ
ら
の
宗
に
は
み
な

即
身
頓
証
の
旨
を
述
べ
て
仏
乗
と
名
づ
く
る
な

り
。つ

ぎ
に
菩
薩
乗
と
い
は
歴
劫
修
行
成
仏
の

教
な
り
。
三
論
・
法
相
の
二
宗
に
習
う
と
こ
ろ

な
り
。
す
な
わ
ち
三
論
宗
に
は
八
不
中
道
の
無

相
の
観
に
住
し
て
、
し
か
も
心
に
は
四
弘
誓
願

を
発
し
身
に
は
六
波
羅
蜜
を
行
じ
て
三
僧
祇
に

菩
薩
の
行
を
修
し
て
後
仏
に
成
る
と
申
す
な
り
。

法
相
宗
に
は
五
重
唯
識
の
観
に
住
し
て
、
し
か

意
に
気
付
い
て
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
す
。
天
台
宗
で
は
「
煩
悩
が
そ
の
ま
ま
さ

と
り
で
あ
り
、
生
死
輪
廻
の
世
界
が
そ
の
ま
ま
涅
槃
の
境
地
で
あ
る
（
煩
悩
即

菩
提
・
生
死
即
涅
槃
）」
と
い
う
よ
う
に
、
自
己
の
心
を
観
じ
る
こ
と
を
通
じ

て
仏
に
な
る
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
法
華
経
』
に
あ
る
八
歳
の
竜
女
が
南

方
に
あ
る
無
垢
世
界
で
た
ち
ま
ち
さ
と
り
を
得
て
仏
に
な
っ
た
（
（8
（

、
と
い
う
説
示

が
そ
の
証
拠
で
す
。
華
厳
宗
で
は
「
は
じ
め
に
さ
と
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
心

を
発
し
た
そ
の
瞬
間
、
す
で
に
そ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を
開
い
て
い
る
（
初
発
心

時
便
成
正
覚
）」
と
い
っ
て
、こ
こ
で
も
ま
た
即
身
成
仏
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
宗
派
で
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
速
や
か
に
さ
と
り
を
開

く
こ
と
が
で
き
る
（
即
身
頓
証
）
と
い
う
主
旨
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

仏
乗
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

次
に
菩
薩
乗
と
は
、
と
て
つ
も
な
く
長
い
年
月
を
か
け
て
仏
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
修
行
し
て
い
く
教
え
で
す
。
三
論
宗
と
法
相
宗
の
二
つ
の
宗
派
に

お
い
て
教
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
す
な
わ
ち
、
三
論
宗
で
は
「
八
つ
の

誤
っ
た
見
解
を
否
定
し
た
、
と
ら
わ
れ
や
か
た
よ
り
の
な
い
正
し
い
実
践
（
八

不
中
道
）」
と
い
う
、
相
対
的
な
姿
に
と
ら
わ
れ
な
い
空
の
原
理
に
も
と
づ
く

観
察
の
実
践
を
修
め
、
し
か
も
心
に
は
四
種
の
広
大
な
誓
願
（
四
弘
誓
願
）
を

発
し
、
身
に
は
六
種
の
根
本
的
な
仏
道
修
行
（
六
波
羅
蜜
）
を
実
践
し
て
、
三
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も
四
弘
を
発
し
六
度
を
行
じ
て
三
祇
劫
を
経
て

仏
に
成
る
と
申
す
な
り
。
こ
れ
ら
を
菩
薩
乗
と

名
づ
く
。

つ
ぎ
に
縁
覚
乗
と
い
は
飛
花
落
葉
を
見
て

一
人
諸
法
の
無
常
を
悟
り
、
あ
る
い
は
十
二
因

縁
を
観
じ
て
、
疾
き
は
四
生
遅
き
は
百
劫
に
悟

を
開
く
な
り
。

つ
ぎ
に
声
聞
乗
と
い
は
始
め
不
浄
、
数
息

を
観
ず
る
よ
り
、
終
り
四
諦
の
観
に
至
る
ま
で
、

疾
き
は
三
生
遅
き
は
六
十
劫
に
四
向
三
果
の
位

を
経
て
大
羅
漢
の
極
位
に
至
る
な
り
。
こ
の
二

乗
の
道
は
成
実
・
倶
舎
の
両
宗
に
習
う
と
こ
ろ

な
り
。

大
阿
僧
祇
劫
（
（8
（

と
い
う
途
方
も
な
く
長
い
期
間
に
わ
た
る
菩
薩
と
し
て
の
修
行
を

完
遂
し
た
後
、
仏
に
な
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
法
相
宗
で
は
「
す
べ
て
の
存
在

が
心
の
作
用
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
さ
と
る
た
め
、
唯
識
の
道
理
を
五
段
階
に
分

け
て
、こ
れ
ら
を
順
次
観
じ
る
こ
と
（
五
重
唯
識
観
）」
の
実
践
を
行
い
な
が
ら
、

し
か
も
四
弘
誓
願
を
起
こ
し
、
六
波
羅
蜜
を
実
践
し
て
、
三
大
阿
僧
祇
劫
と
い

う
途
方
も
な
く
長
い
期
間
に
わ
た
る
菩
薩
と
し
て
の
修
行
を
経
て
仏
に
な
る
と

説
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
菩
薩
乗
と
名
づ
け
て
い
ま
す
。

次
に
縁
覚
乗
と
は
、
咲
い
た
花
も
や
が
て
は
散
り
、
青
葉
も
い
つ
か
は
枯

れ
落
ち
て
ゆ
く
様
子
を
見
て
、
た
だ
一
人
で
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
無
常
で
あ
る
こ

と
を
さ
と
り
、
あ
る
い
は
十
二
項
目
の
因
縁
（
十
二
因
縁
（
（8
（

）
を
観
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
早
い
者
は
四
回
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
、
遅
い
者
は
百
劫
と
い
う
長

い
時
間
を
か
け
て
さ
と
り
を
開
く
の
で
す
。

次
に
声
聞
乗
と
は
、
は
じ
め
に
人
間
の
肉
体
が
汚
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
を

思
い
描
く
観
法
（
不
浄
観
）
や
呼
吸
す
る
息
を
数
え
て
心
を
静
め
る
観
法
（
数

息
観
）
か
ら
、
最
終
的
に
は
苦
集
滅
道
の
四
つ
の
真
理
（
（8
（

を
あ
き
ら
か
に
す
る
観

法
に
至
る
ま
で
、
早
い
者
は
三
回
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
、
遅
い
者
は
六
十
劫
と

い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
、
四
向
三
果
（
（8
（

と
い
う
修
行
の
各
段
階
を
経
て
、
阿
羅

漢
果
（
（8
（

と
い
う
最
高
位
に
至
り
ま
す
。
こ
の
縁
覚
乗
と
声
聞
乗
は
成
実
宗
、
倶
舎
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ま
た
声
聞
に
つ
き
て
戒
行
を
具
う
べ
し
。
比

丘
は
二
百
五
十
戒
を
受
持
し
、
比
丘
尼
は
五
百

戒
を
受
持
す
る
な
り
。
五
篇
七
聚
の
戒
と
名
づ

く
る
な
り
。
ま
た
沙
弥
・
沙
弥
尼
の
戒
、
式
叉

摩
尼
の
六
法
、
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
五
戒
、
み

な
こ
れ
律
宗
の
中
に
明
か
す
と
こ
ろ
な
り
。

お
よ
そ
大
小
乗
を
簡
ば
ず
、
こ
の
四
乗
の

聖
道
は
我
ら
が
身
に
堪
え
、
時
に
適
い
た
る
事

に
て
は
な
き
な
り
。
も
し
声
聞
の
道
に
趣
く
は

二
百
五
十
戒
持
ち
難
し
。
苦
集
滅
道
の
観
成
じ

難
し
。
も
し
縁
覚
の
観
を
求
む
と
も
飛
花
落
葉

の
悟
、
十
二
因
縁
の
観
と
も
に
心
も
及
ば
ぬ
事

な
り
。
三
聚
十
重
の
戒
行
発
得
し
難
し
。
四
弘

六
度
の
願
行
成
就
し
難
し
。
身
子
は
六
十
劫
ま

で
修
行
し
て
乞
眼
の
悪
縁
に
値
い
て
、
た
ち
ま

ち
に
菩
薩
の
広
大
の
心
を
翻
し
き
。
い
わ
ん
や

宗
の
二
つ
の
宗
派
で
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
声
聞
乗
で
は
戒
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、

比
丘
（
男
性
の
出
家
修
行
者
）
は
二
百
五
十
戒
を
守
り
、
比
丘
尼
（
女
性
の
出

家
修
行
者
）
は
五
百
戒
を
守
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
戒
を
総
じ
て
五
篇
七
聚
の
戒
（
（9
（

と
名
づ
け
ま
す
。
ま
た
沙
弥
・
沙
弥
尼
（
男
女
の
見
習
い
修
行
者
）
が
守
る
十

戒
（
（9
（

、
式
叉
摩
那
（
出
家
準
備
期
間
に
あ
る
女
性
）
が
守
る
六
法
戒
（
（9
（

、
優
婆
塞
・

優
婆
夷
（
男
女
の
在
家
修
行
者
）
が
守
る
五
戒
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
戒
は

み
な
律
宗
の
教
え
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
大
乗
・
小
乗
を
選
ば
ず
、
こ
の
四
つ
の
道
は
、
い
ず
れ
も
我
ら
凡

夫
の
身
で
は
と
て
も
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
末
法
と
い
う
時
代
に
か

な
っ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
声
聞
の
道
を
進
も
う
と
す
れ
ば
二
百
五

十
戒
を
守
り
切
る
こ
と
は
難
し
く
、
苦
集
滅
道
の
四
諦
を
観
察
す
る
こ
と
も
難

し
い
も
の
で
す
。
も
し
縁
覚
の
観
法
を
求
め
る
と
し
て
も
、
飛
花
落
葉
を
見
て

悟
っ
た
り
、
十
二
因
縁
を
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
凡
夫
に
は
心

及
ば
な
い
難
行
で
す
。
三
聚
浄
戒
（
（9
（

や
十
重
禁
戒
（
（9
（

な
ど
の
戒
を
守
る
こ
と
も
難
し

く
、
四
弘
誓
願
や
六
波
羅
蜜
と
い
う
願
と
行
を
成
就
す
る
こ
と
も
難
し
い
の
で

す
。
舎
利
弗
は
六
十
劫
も
の
間
、
修
行
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
眼
を
乞

わ
れ
る
悪
縁
に
遇
っ
て
、
た
ち
ま
ち
菩
薩
と
し
て
の
広
大
な
心
を
翻
し
て
し
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末
法
の
こ
の
ご
ろ
を
や
、
下
根
の
我
ら
を
や
。

た
と
い
即
身
頓
証
の
理
を
観
ず
と
も
、
真
言
の

入
我
我
入
阿
字
本
不
生
の
観
、
天
台
の
三
観
六

即
中
道
実
相
の
観
、
華
厳
宗
の
法
界
唯
心
の
観
、

仏
心
宗
の
即
心
是
仏
の
観
、
理
は
深
く
解
は
浅

し
。
か
る
が
故
に
末
代
の
行
者
そ
の
証
を
得
る

に
極
め
て
難
し
。
こ
の
故
に
道
綽
禅
師
は
「
聖

道
の
一
種
は
今
時
は
証
し
難
し
」
と
の
た
ま
え

り
。
す
な
わ
ち
『
大
集
の
月
蔵
経
』
を
引
き
て

各
行
ず
べ
き
あ
り
よ
う
を
明
か
せ
り
。
細
か
に

述
ぶ
る
に
及
ば
ず
。

つ
ぎ
に
浄
土
門
は
、
ま
ず
こ
の
娑
婆
世
界

を
厭
い
捨
て
て
急
ぎ
て
か
の
極
楽
浄
土
に
生
ま

れ
て
か
の
国
に
し
て
仏
道
を
行
ず
る
な
り
。
し

か
れ
ば
か
つ
が
つ
浄
土
に
至
る
ま
で
の
願
行
を

立
て
て
往
生
を
遂
ぐ
べ
き
な
り
。
し
か
る
に
か

の
国
に
生
ま
る
る
事
は
、
す
べ
て
行
者
の
善
悪

ま
っ
た
と
い
い
ま
す
（
（9
（

。
ま
し
て
や
末
法
の
こ
の
世
で
、
し
か
も
我
々
は
素
質
の

劣
っ
た
凡
夫
で
あ
る
か
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
、
こ
の
身
こ
の
ま

ま
で
速
や
か
に
さ
と
り
を
開
く
と
い
う
道
理
を
観
じ
た
と
し
て
も
、
真
言
宗
の

入
我
我
入
阿
字
本
不
生
の
観
（
（9
（

、
天
台
宗
の
三
観
六
即
中
道
実
相
の
観
（
（9
（

、
華
厳
宗

の
法
界
唯
心
の
観
（
（9
（

、
仏
心
宗
の
即
心
是
仏
の
観
（
（9
（

と
い
う
の
は
、
確
か
に
そ
れ
ぞ

れ
深
遠
な
教
え
で
あ
る
も
の
の
、
私
達
は
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
も
浅
薄

な
と
こ
ろ
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、
末
法
の
世
に
生
き

る
行
者
に
は
さ
と
り
を
開
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
道
綽
禅

師
は「
聖
道
門
の
教
え
で
は
今
の
時
代
に
お
い
て
悟
る
こ
と
が
難
し
い
（
（10
（

」と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
『
大
集
経
』
月
蔵
分
を
引
用
し
て
、
末
法

の
世
の
凡
夫
が
修
行
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
詳
細
を
述
べ
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

次
に
浄
土
門
と
い
う
の
は
、
ま
ず
こ
の
娑
婆
世
界
を
厭
い
捨
て
て
、
急
い

で
か
の
極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
、
そ
の
仏
国
土
で
仏
道
を
修
行
す
る
の
で
す
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
に
も
か
く
に
も
急
い
で
極
楽
浄
土
に
往
生
を
目
指
す

誓
願
を
立
て
て
行
を
修
め
、
浄
土
往
生
を
遂
げ
る
べ
き
で
す
。
極
楽
浄
土
に
往

生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
者
が
な
し
た
善
や
悪
を
一
切
問
わ
ず
、
た
だ
仏
の

誓
願
を
信
じ
る
か
、
信
じ
な
い
か
に
よ
る
の
で
す
。
五
逆
罪
を
犯
し
、
十
悪
を
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を
簡
ば
ず
、
た
だ
仏
の
誓
を
信
じ
信
ぜ
ざ
る
に

よ
る
。
五
逆
十
悪
を
造
れ
る
者
も
た
だ
一
念
十

念
に
往
生
す
る
は
す
な
わ
ち
こ
の
理
な
り
。

こ
の
故
に
道
綽
は
「
た
だ
浄
土
の
一
門
の

み
あ
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
」
と
釈
し
た
ま

え
り
。
通
じ
て
入
る
べ
し
と
い
う
に
つ
き
て
、

私
に
心
得
る
に
二
つ
の
心
あ
る
べ
し
。
一
つ
に

は
広
く
通
じ
、
二
つ
に
は
遠
く
通
ず
。
広
く
通

ず
と
い
は
、
五
逆
の
罪
人
を
挙
げ
て
な
お
往
生

の
機
に
摂
む
、
い
わ
ん
や
余
の
軽
罪
を
や
、
い

か
に
い
わ
ん
や
善
人
を
や
と
心
得
つ
れ
ば
、
往

生
の
器

う
つ
わ
も
のに

嫌
わ
る
る
者
な
し
。
か
る
が
故
に

広
く
通
ず
と
い
う
な
り
。
遠
く
通
ず
と
い
は
、

末
法
万
年
の
後
法
滅
百
歳
ま
で
こ
の
教
留
ま
り

て
、
そ
の
時
に
聞
き
て
一
念
す
る
、
み
な
往
生

す
と
い
え
り
。
い
わ
ん
や
末
法
の
中
を
や
、
い

か
に
い
わ
ん
や
正
法
・
像
法
を
や
と
心
得
つ
れ

ば
、
往
生
の
時
、
漏
る
る
世
な
し
。
か
る
が
故

造
っ
た
者
も
、
た
だ
一
遍
や
十
遍
の
念
仏
で
往
生
す
る
と
い
う
の
は
ま
さ
に
こ

の
道
理
な
の
で
す
。

こ
の
故
に
道
綽
禅
師
は
「
た
だ
浄
土
の
一
門
の
み
あ
っ
て
、
我
等
凡
夫
が

通
じ
て
入
る
べ
き
道
で
あ
る
（
（10
（

」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。「
通
じ
て
入
る

べ
し
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
私
が
思
う
こ
と
に
は
二
つ
の
心
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
に
は
広
く
通
じ
る
こ
と
、二
つ
に
は
遠
く
通
じ
る
こ
と
で
す
。
第
一
の「
広

く
通
じ
る
」
と
い
う
の
は
、
五
逆
罪
を
犯
し
た
罪
人
を
挙
げ
て
、
こ
の
よ
う
な

人
で
さ
え
も
往
生
の
対
象
者
に
含
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
他
の
軽
い
罪

を
犯
し
た
人
、
さ
ら
に
ま
し
て
善
人
は
当
然
往
生
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
の
よ

う
に
心
得
れ
ば
、
往
生
が
叶
う
大
き
な
器
に
拒
ま
れ
る
者
は
ま
っ
た
く
い
な
く

な
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
広
く
通
じ
る
」
と
い
う
の
で
す
。
第
二
の
「
遠
く
通
じ

る
」
と
い
う
の
は
、
末
法
の
時
代
が
一
万
年
経
過
し
て
後
、
仏
法
が
す
べ
て
滅

ん
で
し
ま
っ
た
百
年
後
ま
で
も
、
こ
の
浄
土
門
の
教
え
は
こ
の
世
に
留
ま
り
、

そ
の
時
に
浄
土
門
の
教
え
を
聞
い
て
、
浄
土
往
生
の
願
を
起
こ
し
て
、
わ
ず
か

一
遍
で
あ
っ
て
も
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
み
な
往
生
が
叶
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
法
滅
の
後
、
百
年
も
の
間
、
留
ま
る
教
え
で
す
か
ら
、
末
法
の
時

代
で
あ
る
今
日
に
お
い
て
は
な
お
の
こ
と
往
生
が
叶
う
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
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に
遠
く
通
ず
と
い
う
な
り
。
し
か
れ
ば
こ
の
ご

ろ
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
わ
ん
者
は
、
難
証
の
聖

道
を
捨
て
て
易
往
の
浄
土
を
欣
う
べ
き
な
り
。

ま
た
こ
の
聖
道
・
浄
土
を
ば
難
行
道
・
易

行
道
と
名
づ
け
た
り
。
譬
を
取
り
て
こ
れ
を
い

う
に
は
、
難
行
道
と
は
険
し
き
道
を
徒か

歩ち

よ
り

行
か
ん
が
ご
と
し
、
易
行
道
と
は
海
路
を
船
よ

り
行
く
が
ご
と
し
、
と
い
え
り
。
し
か
る
に
目

し
い
足
な
え
た
ら
ん
者
は
陸
地
に
は
向
か
う
べ

か
ら
ず
、
た
だ
船
に
乗
り
て
の
み
向
い
の
岸
に

は
着
く
べ
き
な
り
。
し
か
る
に
こ
の
ご
ろ
我
ら

は
智
慧
の
眼
し
い
て
行
法
の
足
折
れ
た
る
輩
な

り
。
聖
道
難
行
の
険
し
き
道
に
は
す
べ
て
望
を

絶
つ
べ
し
。
た
だ
弥
陀
の
願
の
船
に
乗
り
て
の

み
生
死
の
海
を
渡
り
て
極
楽
の
岸
に
は
着
く
べ

正
法
や
像
法
の
時
代
も
往
生
が
叶
っ
て
い
た
と
心
得
た
な
ら
ば
、
人
々
が
浄
土

往
生
を
願
う
時
、
そ
の
救
い
か
ら
漏
れ
落
ち
て
し
ま
う
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
「
遠
く
通
じ
る
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

こ
の
頃
、
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
す
世
界
か
ら
離
れ
た
い
と
思
う
者
は
、
こ
の
身

こ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を
目
指
す
難
し
い
聖
道
門
の
道
を
捨
て
て
、
誰
に
で
も
往

生
が
叶
う
易
し
い
浄
土
門
の
道
を
願
い
求
め
る
べ
き
な
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
聖
道
門
・
浄
土
門
の
こ
と
を
難
行
道
・
易
行
道
と
名
付
け
て

い
ま
す
。
譬
え
を
も
っ
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
難
行
道
と
は
険
し
い
道
を
歩
い
て

行
く
よ
う
な
も
の
で
、
易
行
道
と
は
海
路
を
船
で
行
く
よ
う
な
も
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
目
や
足
が
不
自
由
な
者
は
陸
路
を
進
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
船
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
向
か
い
の
岸
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
頃
の
私
達
は
智
慧
の
眼
が
曇
り
、
教
え
を
実
践
す

る
足
も
萎
え
て
し
ま
っ
て
い
る
者
達
で
、
聖
道
門
や
難
行
道
の
険
し
い
道
を
行

く
に
は
す
べ
て
の
望
み
が
絶
た
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
船
に

乗
せ
て
い
た
だ
い
て
こ
そ
、
生
死
を
繰
り
返
す
苦
し
み
の
海
を
渡
っ
て
極
楽
の

岸
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
今
、
こ
の
船
と
い
う
の
は
、
す
な
わ

ち
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
譬
え
た
も
の
で
す
。
こ
の
本
願
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
四

十
八
願
の
こ
と
で
す
。
そ
の
中
に
あ
る
第
十
八
・
念
仏
往
生
願
を
も
っ
て
、
衆
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き
な
り
。
今
こ
の
船
と
い
は
す
な
わ
ち
弥
陀
の

本
願
に
譬
う
る
な
り
。
こ
の
本
願
と
い
は
四
十

八
願
な
り
。
そ
の
中
に
第
十
八
の
願
を
も
て
衆

生
の
往
生
の
行
の
定
め
た
る
本
願
と
せ
り
。
二

門
の
大
旨
、
略
し
て
か
く
の
ご
と
し
。

聖
道
の
一
門
を
閣
き
て
浄
土
の
一
門
に
入

ら
ん
と
欲
わ
ん
人
は
、
道
綽
・
善
導
の
釈
を
も

て
所
依
の
『
三
部
経
』
を
習
う
べ
き
な
り
。
前

に
は
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
分
別
し
て
浄
土
門

に
入
る
べ
き
旨
を
申
し
開
き
つ
。
今
は
浄
土
の

一
門
に
つ
き
て
修
行
す
べ
き
よ
う
を
申
す
べ
し
。

浄
土
に
往
生
せ
ん
と
欲
わ
ば
心
と
行
と
の

相
応
す
べ
き
な
り
。
か
る
が
故
に
善
導
の
釈
に

い
わ
く
「
た
だ
し
そ
の
行
の
み
あ
る
は
行
す
な

わ
ち
孤
り
に
し
て
ま
た
至
る
と
こ
ろ
な
し
。
た

だ
そ
の
願
の
み
あ
る
は
願
す
な
わ
ち
虚
し
く
し

て
ま
た
至
る
と
こ
ろ
な
し
。
要
ず
願
と
行
と
あ

い
と
も
に
扶
け
て
、
た
め
に
み
な
剋
す
る
と
こ

生
が
往
生
す
る
た
め
の
行
を
定
め
た
本
願
と
し
て
い
ま
す
。
聖
道
・
浄
土
の
二

門
の
大
意
を
略
し
て
述
べ
れ
ば
以
上
の
通
り
で
す
。

聖
道
の
一
門
を
差
し
置
い
て
浄
土
の
一
門
に
入
ろ
う
と
思
う
人
は
、
道
綽

禅
師
や
善
導
大
師
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
「
浄
土
三
部
経
」

を
学
ぶ
べ
き
で
す
。
こ
れ
ま
で
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
峻
別
し
て
浄
土
門
に
入

る
べ
き
旨
趣
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。
今
は
浄
土
の
一
門
に
つ
い
て
行
ず
べ
き
あ

り
方
を
述
べ
ま
し
ょ
う
。

浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
心
と
行
と
が
兼
ね
具

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
善
導
大
師
は
、「
た
だ
行
の
み
で

あ
れ
ば
、
行
が
孤
立
し
て
し
ま
い
、
ま
た
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
な
い
。
た

だ
心
の
み
で
あ
れ
ば
、
心
が
虚
し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
浄
土
に
往

生
す
る
こ
と
は
な
い
。
必
ず
往
生
を
願
う
心
と
行
の
実
践
と
が
互
い
に
助
け

合
っ
て
こ
そ
、
浄
土
往
生
と
い
う
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
（
（10
（

」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
こ
の
こ
と
は
、
浄
土
往
生
を
求
め
る
場
合
に
限
ら
ず
、
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ろ
な
り
」。
お
よ
そ
往
生
の
み
に
限
ら
ず
、
聖

道
門
の
得
道
を
求
め
ん
に
も
心
と
行
と
を
具
す

べ
し
と
い
え
り
。
発
心
修
行
と
名
づ
く
る
こ
れ

な
り
。
今
こ
の
浄
土
宗
に
善
導
の
ご
と
く
は
安

心
起
行
と
名
づ
け
た
り
。

ま
ず
そ
の
安
心
と
い
は
、『
観
無
量
寿
経
』

に
説
い
て
い
わ
く
「
も
し
衆
生
あ
り
て
か
の
国

に
生
ま
れ
ん
と
願
わ
ん
者
は
、
三
種
の
心
を
発

し
て
す
な
わ
ち
往
生
す
べ
し
。
何
を
か
三
つ
と

す
る
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、

三
つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
る

者
は
必
ず
か
の
国
に
生
ま
る
」
と
い
え
り
。

善
導
和
尚
の
『
観
経
疏
』
な
ら
び
に
『
往

生
礼
讃
』
の
序
に
こ
の
三
心
を
釈
し
た
ま
え
り
。

一
つ
に
至
誠
心
と
い
は
、
ま
ず
『
往
生
礼
讃
』

の
文
を
出
さ
ば
「
一
つ
に
は
至
誠
心
、
い
わ
ゆ

る
身
業
に
か
の
仏
を
礼
拝
せ
ん
に
も
、
口
業
に

か
の
仏
を
讃
歎
称
揚
せ
ん
に
も
、
意
業
に
か
の

聖
道
門
に
お
い
て
さ
と
り
を
求
め
る
場
合
に
も
、
さ
と
り
を
求
め
る
心
と
そ
の

た
め
の
行
の
双
方
を
具
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
ま
す
。「
発
心
・

修
行
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
で
す
。
今
、
こ
の
浄
土
宗
の
善

導
大
師
に
お
い
て
は
、「
安
心
・
起
行
（
（10
（

」
と
名
付
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
そ
の
「
安
心
」
と
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
「
も
し
衆
生
の
中
に
、
か

の
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
者
が
あ
れ
ば
、
三
種
の
心
を
起
こ
す
こ
と

で
往
生
が
叶
う
。
何
が
そ
の
三
種
の
心
か
と
い
え
ば
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二

つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
回
向
発
願
心
で
あ
る
。
こ
の
三
心
を
具
え
た
者
は
必

ず
極
楽
浄
土
に
往
生
が
叶
う
（
（10
（

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

善
導
大
師
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
な
ら
び
に
『
往
生
礼
讃
』
の
序
に
お
い
て
、

こ
の
三
心
を
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
至
誠
心
と
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
ま
ず
『
往
生
礼
讃
』
の
文
を
示
す
な
ら
ば
、「
一
つ
に
至
誠
心
と
は
、
身

に
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
に
し
て
も
、
口
に
阿
弥
陀
仏
を
褒
め
讃
え
る
に
し
て

も
、
心
に
阿
弥
陀
仏
の
お
姿
を
専
ら
思
い
描
く
に
し
て
も
、
お
よ
そ
身
と
口
と

心
の
三
つ
の
働
き
に
は
、
必
ず
真
実
の
心
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
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仏
を
専
念
観
察
せ
ん
に
も
、
お
よ
そ
三
業
を
起

す
に
は
必
ず
真
実
を
須
い
よ
。
か
る
が
故
に
至

誠
心
と
名
づ
く
」
と
い
え
り
。

つ
ぎ
に
『
観
経
疏
』
の
文
を
出
さ
ば
「
一

つ
に
至
誠
心
と
い
は
、
至
と
い
は
真
な
り
、
誠

と
い
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
の
所

修
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
な
す
べ
き
こ

と
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
。
外
に
は
賢
善
精
進
の

相
を
現
じ
て
、
内
に
は
虚
仮
を
懐
く
こ
と
な
か

れ
」、「
善
の
三
業
を
起
す
こ
と
は
必
ず
真
実
心

の
中
に
作
す
べ
し
。
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
み
な

真
実
を
須
い
よ
」
と
い
え
り
。

こ
の
二
つ
の
釈
を
引
い
て
私
に
料
簡
す
る

に
、
至
誠
心
と
い
は
真
実
の
心
な
り
。
そ
の
真

実
と
い
は
内
外
相
応
の
心
な
り
。
身
に
振
る
舞

い
口
に
い
い
意
に
思
わ
ん
事
、
み
な
人
目
を
飾

る
事
な
く
ま
こ
と
を
現
す
な
り
。
し
か
る
を
人

常
に
こ
の
至
誠
心
を
熾
盛
心
と
心
得
て
、
勇
猛

至
誠
心
と
名
づ
け
る
（
（10
（

」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
『
観
経
疏
』
の
文
を
示
す
な
ら
ば
、「
第
一
に
至
誠
心
と
は
、「
至
」
と

は
「
真
」
の
こ
と
で
、「
誠
」
と
は
「
実
」
の
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
衆
生

の
身
と
口
と
心
の
働
き
に
よ
っ
て
修
め
ら
れ
る
理
解
と
実
践
は
、
必
ず
真
実
の

心
の
う
ち
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
外
面
で
は
賢
く
善

人
の
よ
う
で
あ
り
、
精
進
努
力
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
を
装
っ
て
い
な
が
ら
、

内
心
で
は
偽
り
の
心
を
抱
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
（
（10
（

」、「
身
と
口
と
心

の
三
つ
の
は
た
ら
き
を
善
く
行
う
に
は
、
必
ず
真
実
の
心
を
も
っ
て
な
す
べ
き

で
あ
る
。
内
と
外
、
明
と
暗
と
い
う
区
別
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
み
な
真
実
の

心
を
用
い
な
さ
い
（
（10
（

」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
善
導
大
師
の
解
釈
を
引
用
し
た
上
で
、
私
な
り
に
思
案
し

て
み
ま
す
と
、
至
誠
心
と
は
真
実
の
心
の
こ
と
で
す
。
そ
の
真
実
と
は
内
心
に

抱
く
思
い
と
外
面
に
表
れ
出
る
言
葉
や
姿
と
が
一
致
し
て
い
る
心
で
す
。
つ
ま

り
、
身
の
振
る
舞
い
や
口
に
す
る
言
葉
と
心
に
思
う
こ
と
が
、
す
べ
て
人
目
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
ま
こ
と
の
思
い
を
外
に
表
し
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
常
に
人
々
は
、
こ
の
ま
こ
と
の
心
で
あ
る
至
誠
心
を
火
が
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強
盛
の
心
を
発
す
を
至
誠
心
と
申
す
は
、
こ
の

『
釈
』
の
意
に
は
違
う
な
り
。
文
字
も
換
わ
り

意
も
換
わ
り
た
る
も
の
を
。
さ
れ
ば
と
て
そ
の

猛
利
の
心
は
す
べ
て
至
誠
心
を
背
く
と
申
す
に

は
あ
ら
ず
。
そ
れ
は
至
誠
心
の
上
の
熾
盛
心
に

て
こ
そ
あ
れ
、
真
実
の
至
誠
心
を
地
に
し
て
熾

盛
な
る
は
勝
れ
、
熾
盛
な
ら
ぬ
は
劣
る
に
て
あ

る
な
り
。

こ
れ
に
つ
き
て
九
品
の
差
別
ま
で
も
心
得

べ
き
な
り
。
さ
れ
ば
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
九

品
の
文
を
釈
す
る
下
に
一
一
の
品
毎
に
「
三
心

を
弁
定
し
て
以
ち
て
正
因
と
す
」
と
定
め
て
こ

の
三
心
は
九
品
に
通
ず
べ
し
と
釈
し
た
ま
え
り
。

恵
心
も
こ
れ
を
引
き
て
「
禅
師
の
釈
の
ご
と
き

は
理
、
九
品
に
通
ず
べ
し
」
と
こ
そ
は
記
さ
れ

た
れ
。
こ
の
三
心
の
中
の
至
誠
心
な
れ
ば
至
誠

心
す
な
わ
ち
九
品
に
通
ず
べ
き
な
り
。
ま
た
至

誠
心
は
深
心
と
廻
向
発
願
心
と
を
体
と
す
。
こ

燃
え
上
が
る
よ
う
な
盛
ん
な
心
で
あ
る
熾
盛
心
と
理
解
し
て
し
ま
い
、
勇
猛
で

強
く
盛
ん
な
心
を
起
こ
す
こ
と
を
至
誠
心
で
あ
る
と
言
い
募
っ
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
善
導
大
師
の
解
釈
の
御
心
に
違
う
も
の
な
の
で
す
。
至
誠
心
と
熾
盛

心
と
は
、
文
字
も
異
な
り
、
意
味
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
勇
猛
な
心
が
す
べ
て
至
誠
心
に
背
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
至
誠
心
を
起
こ
し
た
上
で
熾
盛
心
と
な
る
場
合
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

真
実
の
至
誠
心
を
下
地
と
し
て
燃
え
盛
る
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
勝
れ
て
お
り
、

盛
ん
で
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
至
誠
心
に
つ
い
て
は
、
九
品
の
差
別
に
つ
い
て
も
心
得
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
に
九
品
の
文
を
解
釈
し
て

い
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
ご
と
に
「
三
心
を
論
じ
定
め
て
、
こ
れ
を
も
っ
て

往
生
の
正
し
い
因
と
す
る
（
（10
（

」
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
恵
心
僧
都
源

信
も
こ
れ
を
引
用
し
て
、「
善
導
大
師
の
解
釈
で
は
、
三
心
は
上
品
上
生
に
し

か
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
道
理
に
従
え
ば
九
品
に
通
じ
て
い
る
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
心
の
中
の
至
誠
心
で
す
か
ら
、
至
誠
心
が
九
品
の
す
べ

て
に
通
じ
て
い
る
の
は
当
然
で
す
。
ま
た
、
至
誠
心
は
深
心
と
回
向
発
願
心
と

を
本
体
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
離
れ
て
、
何
に
よ
っ
て
至
誠
心
を
表
す

こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
広
く
外
に
求
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
心
に
つ
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の
二
つ
を
離
れ
て
は
何
に
よ
り
て
か
至
誠
心
を

現
す
べ
き
。
広
く
外
を
尋
ぬ
べ
き
に
あ
ら
ず
、

深
心
も
廻
向
発
願
心
も
ま
こ
と
な
る
を
至
誠
心

と
は
名
づ
く
る
な
り
。
三
心
す
で
に
九
品
に
通

ず
べ
し
と
心
得
て
の
上
に
は
、
そ
の
差
別
の
あ

る
よ
う
を
心
得
る
に
三
心
の
浅
深
強
弱
に
よ
る

べ
き
な
り
。
か
る
が
故
に
上
品
上
生
に
は『
経
』

に
「
精
進
勇
猛
な
る
が
故
に
」
と
説
き
、『
釈
』

に
は
「
日
数
少
な
し
と
い
え
ど
も
作
業
猛
し
き

が
故
に
」と
い
え
り
。
ま
た
上
品
中
生
を
ば「
行

業
や
や
弱
く
し
て
」
と
釈
し
、
上
品
下
生
を
ば

「
行
業
強
か
ら
ず
」
な
ん
ど
釈
せ
ら
れ
た
れ
ば
、

三
心
に
つ
き
て
強
き
も
弱
き
も
あ
る
べ
し
と
こ

そ
心
得
ら
れ
た
れ
。
弱
き
三
心
具
足
し
た
ら
ん

人
は
位
こ
そ
下
が
ら
ん
ず
れ
、
な
お
往
生
は
疑

う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
そ
れ
は
強
盛
の
心
を
発

さ
ず
ば
至
誠
心
少
け
て
永
く
往
生
す
べ
か
ら
ず

と
心
得
て
、
み
だ
り
に
身
を
も
下
し
剰
え
人
を

い
て
も
回
向
発
願
心
に
つ
い
て
も
、
ま
こ
と
の
心
で
表
れ
る
こ
と
を
至
誠
心
と

い
う
の
で
す
。
三
心
が
九
品
に
通
じ
て
い
る
と
心
得
た
上
で
、
そ
の
異
な
る
様

子
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
三
心
の
浅
深
や
強
弱
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
と
受
け
と
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
故
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
上

生
で
は
「
精
進
に
勇
猛
で
あ
る
か
ら
（
（10
（

」
と
説
き
、
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
で

は
「
日
数
が
少
な
い
も
の
の
、
実
践
行
が
勇
猛
で
あ
る
か
ら
（
（11
（

」
と
説
か
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
上
品
中
生
を
「
実
践
行
が
や
や
弱
く
（
（11
（

」
と
解
釈
し
、
上
品

下
生
を
「
実
践
行
が
堅
実
で
な
い
（
（11
（

」
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
心

は
強
い
も
の
も
弱
い
も
の
も
あ
る
と
お
心
得
な
さ
い
。
弱
い
三
心
を
具
え
た
人

は
、
九
品
の
階
位
こ
そ
下
が
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
往
生
が
叶
う
こ

と
を
疑
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
強
く
盛
ん
な
心
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
、
至
誠
心
が
欠
け
て
し
ま
い
、
永
い
間
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど

と
心
得
て
し
ま
い
、
む
や
み
に
人
を
見
下
し
て
、
あ
ま
つ
さ
え
、
他
人
を
軽
ん

じ
て
い
る
人
々
を
見
る
に
つ
け
、
不
憫
に
思
う
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
至
誠
心

の
上
に
強
く
盛
ん
な
心
が
起
こ
る
の
は
結
構
な
こ
と
で
す
。
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も
軽
し
む
る
人
人
の
不
便
に
覚
ゆ
る
な
り
。
さ

ら
な
り
、
強
盛
の
心
の
発
ら
ん
は
め
で
た
き
事

な
り
。

善
導
の
十
徳
の
中
に
始
め
の
至
誠
念
仏
の

徳
を
出
す
に
も
「
一
心
に
念
仏
し
て
力
の
竭つ

く
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
休
ま
ず
、
乃
至
寒
冷
に
も
ま
た

汗
を
流
す
。
こ
の
相
状
を
も
て
至
誠
を
表
す
」

な
ん
ど
あ
る
な
れ
ば
、
誰
誰
も
さ
こ
そ
は
励
む

べ
け
れ
。
た
だ
し
こ
の
定
な
る
を
の
み
至
誠
心

と
心
得
て
、
こ
れ
に
違
わ
ん
を
ば
至
誠
心
少
け

た
り
と
い
わ
ん
に
は
、
善
導
の
ご
と
く
至
誠
心

至
極
し
て
勇
猛
な
ら
ん
人
ば
か
り
ぞ
往
生
は
遂

ぐ
べ
き
、
我
ら
が
ご
と
き
の
尩お

う

弱に
ゃ
くの

心
に
て
は

い
か
が
往
生
す
べ
き
と
臆
せ
ら
れ
ぬ
べ
き
な
り
。

か
れ
は
別
し
て
善
導
一
人
の
徳
を
誉
む
る
に
て

こ
そ
あ
れ
、
こ
れ
は
通
じ
て
一
切
衆
生
の
往
生

を
決
す
る
に
て
あ
れ
ば
、
た
く
ら
ぶ
べ
く
も
な

き
事
な
り
。
所
詮
は
た
だ
我
ら
が
ご
と
き
の
凡

善
導
大
師
の
十
の
徳
を
讃
え
て
い
る
『
善
導
十
徳
』
の
第
一
「
至
誠
念
仏

の
徳
」
を
出
し
て
い
る
中
に
「
心
を
一
つ
に
し
て
念
仏
を
称
え
て
、
力
が
尽
き

な
け
れ
ば
決
し
て
休
む
こ
と
は
せ
ず
、
寒
冷
に
お
い
て
も
汗
を
流
す
ほ
ど
に
打

ち
込
ん
で
い
る
、
こ
の
有
り
様
を
も
っ
て
至
誠
を
表
し
て
い
る
（
（11
（

」
な
ど
と
あ
り

ま
す
の
で
、
誰
も
が
そ
の
よ
う
に
励
む
べ
き
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
激

し
い
姿
だ
け
を
至
誠
心
と
心
得
て
、
こ
れ
に
背
く
こ
と
を
至
誠
心
が
欠
け
て
い

る
と
い
う
な
ら
ば
、
善
導
大
師
の
よ
う
に
至
誠
心
が
極
ま
っ
て
い
て
勇
猛
で
あ

る
人
だ
け
が
往
生
を
遂
げ
、
私
達
の
よ
う
な
弱
い
心
の
持
ち
主
で
は
ど
う
し
て

往
生
で
き
よ
う
か
と
気
お
く
れ
し
て
し
ま
う
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。『
善
導
十

徳
』の
記
述
は
、と
り
わ
け
善
導
大
師
お
一
人
の
徳
を
褒
め
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
こ
の
記
述
に
基
づ
い
て
す
べ
て
の
人
々
の
往
生
を
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

比
べ
る
べ
く
も
な
く
、
私
達
は
往
生
の
望
み
を
断
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

結
局
、
た
だ
私
達
の
よ
う
な
凡
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
際
に
応
じ
た
強
弱
の
真
実

の
心
を
起
こ
す
の
を
至
誠
心
と
名
づ
け
た
と
受
け
と
め
る
の
が
、
善
導
大
師
が

解
釈
さ
れ
た
本
意
で
あ
る
と
う
か
が
え
ま
す
。
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夫
、
各
分
に
つ
け
て
強
弱
真
実
の
心
を
発
す
を

至
誠
心
と
名
づ
け
た
る
と
こ
そ
善
導
の
『
釈
』

の
心
は
見
え
た
れ
。

文
に
つ
け
て
細
か
に
心
得
れ
ば
「
外
に
は

賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
は
虚
仮
を
懐
く

こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
は
、
内
に
は
愚
か
に
し

て
外
に
は
賢
き
相
を
現
じ
、
内
に
は
悪
を
の
み

造
り
て
外
に
は
善
人
の
相
を
現
じ
、
内
に
は
懈

怠
に
し
て
外
に
は
精
進
の
相
を
現
ず
る
を
虚
仮

と
は
申
す
な
り
。
外
相
の
善
悪
を
ば
顧
み
ず
、

世
間
の
謗
誉
を
ば
弁
え
ず
、
内
心
に
穢
土
を
も

厭
い
浄
土
を
も
欣
い
、
悪
を
も
止
め
善
を
も
修

し
て
、
ま
め
や
か
に
仏
の
意
に
契
わ
ん
事
を
欲

う
を
真
実
と
は
申
す
な
り
。
真
実
は
虚
仮
に
対

す
る
こ
と
ば
な
り
。
真
と
仮
と
対
し
、
虚
と
実

と
対
す
る
故
な
り
。

こ
の
真
実
虚
仮
に
つ
き
て
委
し
く
分
別
す

る
に
四
句
の
差
別
あ
る
べ
し
。
一
つ
に
は
外
を

『
観
経
疏
』
の
説
示
に
つ
い
て
子
細
に
考
え
れ
ば
、「
外
見
で
は
賢
善
に
し

て
精
進
す
る
姿
を
表
し
、
内
心
で
は
虚
偽
り
の
心
を
抱
い
て
は
い
け
な
い
（
（11
（

」
と

い
う
の
は
、
内
心
は
愚
か
な
の
に
外
面
は
賢
い
姿
を
表
し
て
い
た
り
、
内
心
は

悪
行
ば
か
り
を
犯
し
て
い
て
も
外
面
で
は
善
人
の
姿
を
表
し
て
い
た
り
、
内
心

は
怠
け
て
い
て
も
外
面
で
は
努
力
精
進
し
て
い
る
姿
を
表
し
て
い
た
り
す
る
こ

と
を
嘘
偽
り
（
虚
仮
）
と
い
う
の
で
す
。
表
面
的
な
善
し
悪
し
を
省
み
る
こ
と

な
く
、
世
間
の
批
判
や
名
誉
も
気
に
し
な
い
で
、
内
心
で
は
こ
の
穢
土
を
厭
っ

て
浄
土
を
求
め
願
い
、
悪
を
抑
え
て
善
を
修
め
て
、
真
摯
に
仏
の
お
気
持
ち
に

沿
お
う
と
思
っ
て
い
る
の
を
真
実
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
真
実
は
虚
仮
の
反
対

の
意
味
を
も
つ
言
葉
で
す
。
真
と
仮
、
虚
と
実
が
そ
れ
ぞ
れ
反
対
の
意
味
を
も

つ
言
葉
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
真
実
と
虚
仮
に
つ
い
て
、
詳
し
く
区
別
す
る
と
四
句
の
差
別
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
に
は
、
表
面
を
飾
っ
て
い
て
も
内
心
は
虚
し
い
人
。
二
つ
に
は
、
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飾
り
て
内
に
は
虚
し
き
人
、
二
つ
に
は
外
を
も

飾
ら
ず
内
も
虚
し
き
人
、
三
つ
に
は
外
は
虚
し

く
見
え
て
内
は
ま
こ
と
あ
る
人
、
四
つ
に
は
外

に
も
ま
こ
と
を
現
し
内
に
も
ま
こ
と
あ
る
人
。

か
く
の
ご
と
き
の
四
人
の
中
に
は
前
の
二
人
を

ば
と
も
に
虚
仮
の
行
者
と
い
う
べ
し
、
後
の
二

人
を
ば
と
も
に
真
実
の
行
者
と
い
う
べ
し
。
し

か
れ
ば
た
だ
外
相
の
賢
愚
善
悪
を
ば
簡
ば
ず
、

内
心
の
邪
正
迷
悟
に
よ
る
べ
き
な
り
。

お
よ
そ
こ
の
真
実
の
心
は
、
人
殊
に
具
し

難
く
事
に
触
れ
て
少
け
易
き
心
ば
え
な
り
。
愚

か
に
は
か
な
し
と
誡
め
ら
れ
た
る
よ
う
も
あ
る

理
な
り
。
無
始
よ
り
こ
の
か
た
今
身
に
至
る
ま

で
思
い
習
わ
し
て
、
さ
し
も
久
し
く
心
を
離
れ

ぬ
名
利
の
煩
悩
な
れ
ば
、
断
た
ん
と
す
る
に
易

ら
か
に
離
れ
難
き
な
り
け
り
、
と
思
い
許
さ
る

る
方
も
あ
れ
ど
も
、
ま
た
許
し
は
ん
べ
る
べ
き

事
な
ら
ね
ば
、
我
が
心
を
顧
み
て
誡
め
治
す
べ

表
面
を
飾
ら
ず
内
心
も
虚
し
い
人
。
三
つ
に
は
、
表
面
は
虚
し
く
見
え
て
も
内

心
は
誠
の
あ
る
人
。
四
つ
に
は
、
表
面
に
も
誠
を
表
し
内
心
に
も
誠
の
あ
る
人
。

以
上
の
よ
う
な
四
人
の
中
で
は
、
前
の
二
人
は
共
に
虚
仮
の
行
者
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
後
の
二
人
は
共
に
真
実
の
行
者
と
い
う
べ
き
で
す
。
そ
れ
故
、
た
だ

表
面
が
賢
い
か
愚
か
か
、
善
い
か
悪
い
か
を
選
ば
ず
、
内
心
が
邪
か
正
し
い
か
、

迷
っ
て
い
る
か
正
し
く
理
解
し
て
い
る
か
に
よ
る
べ
き
で
す
。

一
般
的
に
こ
の
真
実
の
心
は
、
人
が
具
え
る
の
は
と
り
わ
け
難
し
く
、
何

か
に
つ
け
て
損
じ
や
す
い
心
の
あ
り
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、善
導
大
師
が
、「
人

の
心
は
愚
か
で
あ
て
に
な
ら
な
い
も
の
だ
」
と
誡
め
ら
れ
た
道
理
の
ご
と
く
で

す
。
そ
も
そ
も
、
人
の
心
が
愚
か
で
あ
て
に
な
ら
な
い
の
は
、
始
ま
り
の
な
い

昔
か
ら
、
今
生
の
こ
の
身
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
心
を
巡
ら
せ
て
積
み
重
ね

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
い
間
、
心
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く

名
誉
や
利
益
を
求
め
続
け
て
き
た
煩
悩
の
仕
業
な
の
で
、
こ
れ
を
断
ち
切
ろ
う

と
し
て
も
簡
単
に
は
離
れ
難
い
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
心
を
手

放
し
で
許
し
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
許
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
、



107　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳①　巻第十一並序

研究成果報告

き
事
な
り
。

し
か
る
に
我
が
心
の
程
も
思
い
知
ら
れ
人

の
上
を
も
見
る
に
、
こ
の
人
目
飾
る
心
ば
え
は

い
か
に
も
い
か
に
も
思
い
離
れ
ぬ
こ
そ
か
え
す

が
え
す
心
憂
く
悲
し
く
覚
ゆ
れ
。
こ
の
世
ば
か

り
を
深
く
執
す
る
人
は
、
た
だ
眼
の
前
の
誉
め

ら
れ
虚
し
き
名
を
も
揚
げ
ん
と
欲
わ
ん
を
ば
、

い
う
に
足
ら
ぬ
事
に
て
措
き
つ
。

浮
世
を
背
き
て
ま
こ
と
の
道
に
趣
き
た
る

人
人
の
中
に
も
、
却
り
て
は
か
な
く
由
な
き
事

か
な
と
覚
ゆ
る
事
も
あ
る
な
り
。
昔
こ
の
世
を

執
す
る
心
の
深
か
り
し
名
残
に
て
、
ほ
ど
ほ
ど

に
つ
け
た
る
名
利
を
振
り
捨
て
た
る
ば
か
り
を

有
り
難
く
い
み
じ
き
事
に
思
い
て
、
や
が
て
そ

れ
を
こ
の
世
ざ
ま
に
も
心
の
色
の
う
る
せ
き
に

取
り
成
し
て
、
解
浅
き
世
間
の
人
の
心
の
底
を

ば
知
ら
ず
、
上
に
現
る
る
相
事
柄
ば
か
り
を
貴

が
り
い
み
じ
が
る
を
の
み
本
意
に
思
い
て
、
深

で
き
る
だ
け
自
分
の
心
を
省
み
て
、
誡
め
、
治
す
べ
き
こ
と
な
の
で
す
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
自
分
の
心
の
程
を
思
い
知
り
、
人
の
身
の
上
を
省

み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
人
目
を
飾
ろ
う
と
す
る
心
の
あ
り
よ
う
は
ど
う
や
っ
て

も
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
返
す
返
す
憂
い
悲
し
く
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
世
の
こ
と
ば
か
り
に
深
く
執
着
す
る
人
は
、
た
だ
目
の
前
で
褒
め
ら
れ
よ
う
、

虚
し
い
名
声
を
あ
げ
よ
う
な
ど
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

と
し
て
置
き
放
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

浮
世
に
背
を
向
け
て
真
実
の
道
に
入
っ
た
人
々
の
中
に
も
、
逆
戻
り
し
て

取
る
に
足
ら
な
い
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
が
あ
る
も
の
だ
、
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
彼
等
は
、
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
世
に
執
着
す
る
心
が

深
か
っ
た
名
残
が
あ
っ
て
、
身
分
相
応
な
名
誉
や
利
益
を
振
り
捨
て
た
だ
け
な

の
に
、
滅
多
に
な
い
、
実
に
優
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
込
み
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

こ
の
世
の
あ
り
方
で
も
心
持
ち
の
素
晴
ら
し
さ
と
受
け
と
め
て
し
ま
い
、
理
解

の
浅
い
世
の
中
の
人
々
の
心
の
底
を
知
ら
ず
に
、
外
面
に
表
れ
る
姿
や
事
柄
ば

か
り
が
貴
く
素
晴
ら
し
い
も
の
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
を
本
意
に
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
深
い
山
道
を
訪
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
物
寂
し
い
所
を
住
所

と
す
る
こ
と
さ
え
も
、
ま
さ
に
一
途
に
心
を
静
め
る
た
め
だ
と
は
思
わ
ず
、
自
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き
山
路
を
尋
ね
幽
か
な
る
住
処
を
占
む
る
ま
で

も
一
筋
に
心
の
静
ま
ら
ん
た
め
と
し
も
思
わ
で
、

お
の
ず
か
ら
尋
ね
来
た
ら
ん
人
、
も
し
は
伝
え

聞
か
ん
人
の
思
わ
ん
事
を
の
み
先
立
て
て
、
籬

ま
が
き

の
内
、
庭
の
木
立
、
庵
室
の
し
つ
ら
い
、
道
場

の
荘
厳
な
ん
ど
貴
く
め
で
た
く
心
細
く
も
の
あ

わ
れ
な
ら
ん
事
柄
を
の
み
引
き
替
え
ん
と
執
す

る
程
に
、
罪
の
事
も
仏
の
思
召
さ
ん
事
を
ば
顧

み
ず
、
人
の
譏
に
な
ら
ぬ
よ
う
を
の
み
思
い
営

む
事
よ
り
外
に
は
思
い
雑
う
る
事
も
な
く
て
、

ま
こ
と
し
く
往
生
を
願
う
べ
き
方
を
ば
思
い
も

入
れ
ぬ
事
な
ん
ど
の
あ
る
が
、
や
が
て
至
誠
心

少
け
て
往
生
せ
ぬ
心
ば
え
に
て
あ
る
な
り
。

ま
た
世
を
背
き
た
る
人
こ
そ
な
か
な
か
聖

名
聞
も
あ
り
て
さ
よ
う
に
も
あ
れ
、
世
に
あ
り

な
が
ら
往
生
を
願
わ
ん
人
は
こ
の
心
は
何
故
に

か
あ
る
べ
き
と
申
す
人
の
あ
る
は
、
な
お
細
や

か
に
心
得
ざ
る
な
り
。

身
を
尋
ね
て
来
る
人
、
あ
る
い
は
、
自
身
の
噂
を
伝
え
聞
い
た
人
が
あ
れ
こ
れ

と
思
う
だ
ろ
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
、
生
け
垣
の
内
の
庭
の
木
立
や
庵
の
設

え
、
道
場
の
荘
厳
な
ど
が
、
気
品
が
あ
っ
て
心
惹
か
れ
、
物
寂
し
く
し
み
じ
み

と
し
た
気
持
ち
を
誘
う
様
子
に
整
え
る
こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間

に
、
わ
が
身
の
罪
の
こ
と
も
、
御
仏
が
お
望
み
に
な
る
で
あ
ろ
う
事
も
省
み
ず
、

他
人
に
非
難
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
、
そ
れ
を
取
り

繕
う
こ
と
の
他
に
は
思
い
を
運
ぶ
こ
と
を
せ
ず
、
心
か
ら
往
生
を
願
う
手
だ
て

に
思
い
も
及
ば
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
至
誠
心
が
欠
け
て
し
ま
い
、

往
生
で
き
な
い
心
の
あ
り
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、「
こ
の
世
に
背
を
向
け
出
家
し
て
い
る
人
こ
そ
、
か
え
っ
て
聖
と
し

て
の
名
声
が
あ
っ
て
、
い
わ
れ
る
よ
う
に
至
誠
心
を
具
え
て
お
り
、
一
方
、
出

家
も
せ
ず
に
世
を
送
り
な
が
ら
、
浄
土
往
生
を
願
う
よ
う
な
人
に
ど
う
し
て
至

誠
心
が
具
わ
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
い
う
人
が
い
る
の
は
、
や
は
り
仔
細
に
は

理
解
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
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世
の
誉
を
思
い
人
目
を
飾
る
心
は
何
事
に

も
亘
る
事
な
れ
ば
、
夢
幻
の
栄
華
重
職
を
欲
う

の
み
に
は
限
ら
ぬ
事
に
て
あ
る
な
り
。
な
か
な

か
在
家
の
男
女
の
身
に
て
後
世
を
思
い
た
る
を

ば
心
あ
る
事
の
い
み
じ
く
有
り
難
き
と
こ
そ
は

人
も
申
す
事
な
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
け
て
外
を
飾

り
て
人
に
い
み
じ
が
ら
れ
ん
と
思
う
人
の
あ
ら

ん
も
難
か
る
べ
く
も
な
し
。
ま
し
て
世
を
捨
て

た
る
人
な
ん
ど
に
向
か
い
て
は
、
さ
な
か
ら
ん

心
を
も
、
あ
わ
れ
を
知
り
外
に
あ
い
し
ら
わ
ん

た
め
に
、
後
世
の
恐
ろ
し
さ
こ
の
世
の
厭
わ
し

さ
な
ん
ど
は
申
す
べ
き
ぞ
か
し
。

ま
た
か
よ
う
に
申
せ
ば
、
偏
に
こ
の
世
の

人
目
は
い
か
に
も
あ
り
な
ん
と
て
人
の
譏
を
も

顧
み
ず
、
外
を
飾
ら
ね
ば
と
て
心
の
ま
ま
に
振

る
舞
う
が
善
き
と
申
す
に
て
は
な
き
な
り
。
菩

薩
の
譏
嫌
戒
と
て
人
の
譏
に
な
り
ぬ
べ
き
事
を

ば
な
せ
そ
、
と
こ
そ
誡
め
ら
れ
た
れ
。
こ
れ
は

こ
の
世
の
名
誉
を
思
い
、
あ
る
い
は
、
人
目
を
飾
り
た
い
と
思
う
心
は
時

や
所
を
選
ば
ず
に
起
こ
る
も
の
な
の
で
、
夢
や
幻
の
よ
う
な
栄
華
や
重
職
を
手

に
入
れ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
大
そ
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た「
か
え
っ

て
在
家
の
男
女
の
身
で
あ
り
な
が
ら
後
世
の
往
生
を
願
っ
て
い
る
と
は
道
理
を

わ
き
ま
え
て
い
て
実
に
尊
い
」
な
ど
と
人
も
い
う
の
で
、
そ
れ
に
こ
と
寄
せ
て

外
面
を
飾
り
た
て
、
人
か
ら
実
に
素
晴
ら
し
い
と
思
わ
れ
た
い
人
が
い
る
の
も
、

分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
世
を
捨
て
て
出
家
し
た
人
な
ど

に
向
か
っ
て
、
そ
う
は
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
い
か
に
も
世
の
無
常
を
知
っ
て

い
る
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
、
他
人
や
世
間
と
合
わ
せ
る
た
め
に
後
世
の
恐
ろ
し

さ
や
こ
の
世
の
厭
わ
し
さ
な
ど
を
言
い
募
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
と
し
て
も
、
む
や
み
に
「
こ
の
世
の
人

の
目
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
と
、
人
か
ら
譏
ら
れ
る
の
を
省
み
ず
、

外
面
を
飾
ら
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
っ
て
、
心
の
ま
ま
に
振
る
舞
う
の
が
よ
い
」

な
ど
と
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
菩
薩
の
譏
嫌
戒
（
（11
（

と
い
う
の

は
、「
人
か
ら
譏
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
す
る
な
」
と
誡
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
に
従
っ
て
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
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法
に
任
せ
て
振
る
舞
え
ば
放
逸
と
て
悪
き
事
に

て
あ
る
な
り
。
そ
れ
に
時
に
臨
み
た
る
譏
嫌
戒

の
た
め
ば
か
り
に
い
さ
さ
か
人
目
を
慎
む
方
は

わ
ざ
と
も
さ
こ
そ
あ
る
べ
き
事
を
、
人
目
を
の

み
執
し
て
ま
こ
と
の
方
を
も
顧
み
ず
、
往
生
の

障
に
な
る
ま
で
に
引
き
成
さ
る
る
事
の
か
え
す

が
え
す
も
口
惜
し
き
な
り
。
譏
嫌
戒
と
名
づ
け

て
や
が
て
虚
仮
に
な
る
事
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
真

実
と
い
い
な
し
て
あ
ま
り
放
逸
な
る
事
も
あ
り

ぬ
べ
し
。
こ
れ
を
構
え
て
構
え
て
よ
く
よ
く
心

得
説
く
べ
し
。
こ
と
ば
な
お
足
ら
ぬ
心
地
す
る

な
り
。

ま
た
こ
の
真
実
に
つ
き
て
自
利
の
真
実
、
利

他
の
真
実
あ
り
。
ま
た
三
界
六
道
の
自
他
の
依

正
を
厭
い
捨
て
て
軽
し
め
賤
し
め
ん
に
も
、
阿

弥
陀
仏
の
依
正
二
報
を
礼
拝
・
讃
歎
・
憶
念
せ

ん
に
も
、
お
よ
そ
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
の
三

業
に
亘
り
て
み
な
真
実
な
る
べ
き
旨
、『
疏
』

こ
と
を
や
り
た
い
放
題
に
振
る
舞
う
こ
と
は
「
放
逸
」
と
い
っ
て
悪
業
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
々
の
譏
嫌
戒
の
た
め
だ
け
に
、
わ
ず
か

ば
か
り
人
目
を
慎
ん
で
い
る
人
は
、
行
為
の
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き

な
の
に
、
人
目
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
、
真
実
の
あ
り
方
を
省
み
ず
、
往
生
の

妨
げ
に
な
る
ま
で
放
逸
に
振
る
舞
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
返
す
返
す
情
け
な
い

こ
と
で
す
。
譏
嫌
戒
と
名
付
け
る
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
見
せ
か
け
の
振
る
舞
い

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
真
実
だ
と
い
い
な
が
ら
、

あ
ま
り
に
放
逸
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
こ
と
を
心
し
て
よ
く
よ
く
心
得
て
説
く
べ
き
な
の
で
す
。
ま
だ
足
り
な
い
気

が
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
説
明
を
終
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
真
実
に
つ
い
て
、
自
利
の
真
実
と
利
他
の
真
実
が
あ
り
ま
す
。

迷
い
の
世
界
で
あ
る
三
界
（
（11
（

や
六
道
（
（11
（

の
世
界
を
輪
廻
す
る
自
分
と
他
人
の
身
と
心
、

そ
し
て
、そ
れ
を
取
り
巻
く
世
界
を
厭
い
捨
て
、軽
し
め
、賤
し
め
る
に
あ
た
っ

て
も
、阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
を
礼
拝
し
、讃
歎
し
、思
い
浮
か
べ
る
に
あ
た
っ

て
も
、お
よ
そ
、穢
土
を
厭
い
、浄
土
を
欣
求
す
る
、身
口
意
の
三
業
に
わ
た
っ

て
、
み
な
真
実
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
、『
観
経
疏
』
に
詳
し
く
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の
文
に
具
さ
な
り
。
そ
の
文
繁
く
し
て
こ
と
ご

と
く
出
す
に
能
わ
ず
。
至
誠
心
の
あ
り
さ
ま
略

し
て
か
く
の
ご
と
し
。

二
つ
に
深
心
と
い
は
、
ま
ず
『
礼
讃
』
の

文
に
い
わ
く
「
二
者
深
心
、
す
な
わ
ち
真
実
の

信
心
な
り
。
自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡

夫
な
り
、
善
根
薄
少
に
し
て
三
界
に
流
転
し
て

火
宅
を
出
で
ず
と
信
知
し
て
、
い
ま
弥
陀
の
本

弘
誓
願
の
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
一
声
に

至
る
ま
で
定
め
て
往
生
す
る
こ
と
を
得
と
信
知

し
て
乃
至
一
念
も
疑
う
心
あ
る
こ
と
な
か
れ
。

か
る
が
故
に
深
心
と
名
づ
く
」
と
い
え
り
。

つ
ぎ
に
『
観
経
疏
』
の
文
に
い
わ
く
「
二

つ
に
深
心
と
い
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心

な
り
。
ま
た
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
決
定
し
て

深
く
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
な
り
、

曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
没
流
転
し
て
出
離
の
縁

あ
る
こ
と
な
し
と
信
ぜ
よ
。
二
つ
に
は
決
定
し

説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
文
章
が
煩
瑣
な
の
で
す
べ
て
を
引
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
至
誠
心
の
様
子
は
、
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
深
心
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
ず
『
往
生
礼
讃
』
に

は
「
二
つ
目
に
深
心
と
は
、
す
な
わ
ち
、
真
実
の
信
心
で
あ
る
。
自
身
は
煩
悩

を
断
ち
が
た
い
凡
夫
で
あ
り
、
善
い
結
果
を
も
た
ら
す
原
因
が
少
な
く
、
迷
い

の
世
界
で
あ
る
三
界
に
生
死
を
繰
り
返
し
、
煩
悩
が
燃
え
盛
る
世
界
（
火
宅
（
（11
（

）

を
出
る
こ
と
が
な
い
と
信
じ
受
け
と
め
、
今
、
阿
弥
陀
仏
が
広
く
お
救
い
下
さ

る
本
願
の
名
号
を
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
で
あ
っ
て
も
称
え
れ
ば
、
必
ず
往
生
が

叶
う
と
信
じ
、
さ
ら
に
往
生
を
疑
う
心
を
わ
ず
か
で
も
抱
い
て
は
い
け
な
い
。

そ
れ
故
、
深
く
信
ず
る
心
と
名
づ
け
る
」
と
説
か
れ
ま
す
。

次
に
『
観
経
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。「
二
つ
目
に
、
深
心
と
は
、

す
な
わ
ち
、
深
く
信
じ
る
心
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
二
種
類
あ
る
。
一
つ
に
は
、

こ
の
身
は
現
に
罪
悪
を
積
み
重
ね
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し

て
き
た
凡
夫
で
あ
り
、
は
る
か
な
過
去
世
よ
り
今
生
に
至
る
ま
で
、
常
に
生
死

輪
廻
を
繰
り
返
す
大
海
に
没
し
続
け
て
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
縁
が
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
深
く
信
じ
る
の
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
阿
弥
陀
仏
は
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て
深
く
か
の
阿
弥
陀
仏
の
、
四
十
八
願
を
も
て

衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
こ
と
、
疑
い
な
く

慮お
も
ん
ば
か
りな

く
か
の
願
力
に
乗
じ
て
定
め
て
往
生

す
る
こ
と
を
得
と
信
じ
、
ま
た
決
定
し
て
深
く

釈
迦
仏
、
こ
の
『
観
経
』
の
三
福
九
品
定
散
二

善
を
説
き
て
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て

人
を
し
て
欣
慕
せ
し
め
た
ま
う
こ
と
を
信
じ
、

ま
た
決
定
し
て
深
く
『
弥
陀
経
』
の
中
に
十
方

恒
沙
の
諸
仏
の
、
一
切
の
凡
夫
決
定
し
て
生
ま

る
る
こ
と
を
得
と
証
勧
し
た
ま
え
り
。
願
わ
く

は
一
切
の
行
者
、
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て

身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
依
り
行
じ
て
、
仏

の
捨
て
し
め
た
ま
わ
ん
こ
と
を
ば
す
な
わ
ち
捨

て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
わ
ん
こ
と
を
ば
す
な

わ
ち
行
じ
、
仏
の
去
ら
し
め
た
ま
わ
ん
処
を
す

な
わ
ち
去
れ
。
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意

に
随
順
す
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
真
の
仏
弟
子
と

名
づ
く
」。「
ま
た
深
心
を
深
信
と
い
は
、
決
定

四
十
八
願
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
疑
い
な
く
、
あ
れ
こ
れ
と

余
計
な
分
別
を
め
ぐ
ら
さ
な
け
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
御
力
に
乗
じ
て
必

ず
往
生
が
叶
う
と
信
じ
、
ま
た
、
釈
尊
が
『
観
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
三
福
（
（11
（

や

九
品
（
（12
（

、
定
善
（
（12
（

や
散
善
（
（12
（

な
ど
の
教
え
を
通
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
を
讃
え

て
、
人
々
に
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
を
願
い
慕
わ
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
深
く

信
じ
、
ま
た
、『
阿
弥
陀
経
』
の
中
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
ガ
ン
ジ

ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
多
く
の
御
仏
が
、
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
が
必
ず
浄
土
へ
の
往

生
を
叶
え
る
こ
と
が
真
実
で
あ
る
と
証
明
し
て
念
仏
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
深

く
信
じ
る
の
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
浄
土
往
生
を
目
指
す
す
べ
て
の
行
者
は
、

一
心
に
御
仏
の
言
葉
を
信
じ
て
身
命
を
省
み
ず
、
心
を
定
め
て
行
を
修
め
て
、

仏
が
捨
て
ら
れ
た
行
を
素
直
に
捨
て
、
仏
が
勧
め
ら
れ
た
行
を
素
直
に
行
じ
、

仏
が
去
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
所
を
素
直
に
去
り
な
さ
い
。
こ
れ
を
仏
の
御
教

え
に
随
い
、
仏
の
御
心
に
随
う
と
名
付
け
る
。
こ
れ
を
真
実
の
仏
弟
子
と
名
付

け
る
（
（12
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、「
ま
た
深
心
を
深
く
信
じ
る
と
は
、

自
ら
の
心
を
し
っ
か
り
と
確
立
し
て
、
教
え
の
通
り
に
行
を
修
め
て
、
疑
い
の

心
や
誤
っ
た
受
け
と
め
を
永
く
取
り
除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
理
解
、
他
の
修

行
、
異
な
っ
た
修
学
、
異
な
っ
た
見
解
、
異
な
っ
た
執
着
の
た
め
に
、
念
仏
修

行
が
後
退
し
た
り
、
心
が
動
揺
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
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し
て
自
心
を
建
立
し
て
教
に
順
じ
て
修
行
し
て

永
く
疑
錯
を
除
き
て
、
一
切
の
別
解
・
別
行
・

異
学
・
異
見
・
異
執
の
た
め
に
退
失
し
傾
動
せ

ら
れ
ざ
れ
」
と
い
え
り
。

私
に
こ
の
二
つ
の
釈
を
見
る
に
、
文
に
広

略
あ
り
、
こ
と
ば
に
同
異
あ
り
と
い
え
ど
も
、

ま
ず
二
種
の
信
心
を
立
つ
る
事
は
そ
の
趣
き
こ

れ
一
つ
な
り
。
す
な
わ
ち
二
つ
の
信
心
と
い
は
、

始
め
に
「
我
が
身
は
煩
悩
罪
悪
の
凡
夫
な
り
、

火
宅
を
出
で
ず
、
出
離
の
縁
な
し
と
信
ぜ
よ
」

と
い
い
、
つ
ぎ
に
は
「
決
定
往
生
す
べ
き
身
な

り
と
信
じ
て
一
念
も
疑
う
べ
か
ら
ず
、
人
に
も

い
い
妨
げ
ら
る
べ
か
ら
ず
」
な
ん
ど
い
え
る
、

前
後
の
こ
と
ば
相
違
し
て
心
得
難
き
に
似
た
れ

ど
も
、
心
を
止
め
て
こ
れ
を
案
ず
る
に
、
始
め

に
我
が
身
の
程
を
信
じ
、
後
に
は
仏
の
願
を
信

ず
る
な
り
。

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（12
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
法
然
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
善
導
大
師
の
解
釈
を
拝
見
し
て
思
う
の
は
、
詳

し
く
説
い
て
い
る
も
の
や
要
点
を
述
べ
て
い
る
も
の
、
説
明
に
同
じ
表
現
や
異

な
っ
た
表
現
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
二
種
の
信
心
を
立
て
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨
は
一
つ
な
の
で
す
。
そ
れ
ら
二
つ
の
信
心
と
は
、
は
じ

め
は
「
私
は
煩
悩
を
断
つ
こ
と
が
で
き
ず
罪
悪
を
犯
し
続
け
た
凡
夫
で
あ
り
、

煩
悩
が
燃
え
盛
る
よ
う
な
迷
い
の
世
界
（
火
宅
）
を
離
れ
出
る
縁
が
な
い
と
信

じ
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
は
「
必
ず
や
浄
土
往
生
が
叶
え
ら
れ
る

身
で
あ
る
と
信
じ
て
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
本
願
の
働
き
に
疑
い
の
心
を
起
こ

さ
ず
、
他
の
人
に
言
い
妨
げ
ら
れ
て
も
こ
う
し
た
信
心
を
揺
る
が
せ
て
は
い
け

な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
二
つ
の
信
心
の
内
容
が
二
つ
の
側
面
を
持
っ

て
い
る
の
で
心
得
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
す
が
、
心
を
落
ち
着
け
て
よ
く
よ

く
思
案
し
て
み
れ
ば
、
始
め
に
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
わ
が
身
の
程
を
信
じ
、
後

に
は
阿
弥
陀
仏
が
衆
生
を
お
救
い
下
さ
る
と
い
う
本
願
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。
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た
だ
し
後
の
信
心
を
決
定
せ
し
め
ん
が
た

め
に
始
め
の
信
心
を
ば
挙
ぐ
る
な
り
。
そ
の
故

は
、
も
し
始
め
の
わ
が
身
を
信
じ
る
よ
う
を
挙

げ
ず
し
て
た
だ
ち
に
後
の
仏
の
誓
ば
か
り
を
信

ず
べ
き
旨
を
出
し
た
ら
ま
し
か
ば
諸
々
の
往
生

を
願
わ
ん
人
、
雑
行
を
修
し
て
本
願
を
憑
ま
ざ

ら
ん
を
ば
し
ば
ら
く
措
く
、
正
し
く
弥
陀
の
本

願
の
念
仏
を
修
し
な
が
ら
も
、
な
お
心
に
も
し

貪
欲
瞋
恚
の
煩
悩
を
も
起
し
、
身
に
お
の
ず
か

ら
十
悪
破
戒
等
の
罪
業
を
も
犯
す
事
あ
ら
ば
、

み
だ
り
に
自
身
を
怯
弱
し
て
却
り
て
本
願
を
疑

惑
し
な
ま
し
。

ま
こ
と
に
こ
の
弥
陀
の
本
願
に
十
声
一
声

に
至
る
ま
で
往
生
す
と
い
う
事
は
お
ぼ
ろ
げ
の

人
に
て
は
あ
ら
じ
、
妄
念
を
も
起
こ
さ
ず
罪
を

も
造
ら
ぬ
人
の
、
甚
深
の
解
を
起
し
強
盛
の
心

を
も
ち
て
申
し
た
る
念
仏
に
て
ぞ
あ
る
ら
ん
、

我
ら
ご
と
き
の
似
非
も
の
ど
も
の
一
念
十
声
に

た
だ
後
の
信
心
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
始
め
の
信
心
を
挙
げ

て
い
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
始
め
の
わ
が
身
の
程
を
信
じ
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
を
挙
げ
な
い
で
、
す
ぐ
さ
ま
後
の
仏
の
誓
願
だ
け
を
信
じ
な
さ
い
と

い
う
こ
と
を
提
示
し
た
と
し
た
ら
、浄
土
往
生
を
願
う
多
く
の
人
々
は
、か
え
っ

て
種
々
雑
多
な
行
を
修
め
て
し
ま
い
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
頼
り
と
し
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
始
め
の
信
心
を
説
く
ま
で
は
、
し
ば
ら
く
控
え
よ
う
と

さ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
ま
さ
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
を
称
え
な
が
ら
も
、

心
に
貪
り
や
瞋
り
の
煩
悩
を
起
こ
し
て
し
ま
い
、
そ
の
身
に
十
悪
や
破
戒
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
み
だ
り
に
自
身
を
卑
下
し
て
、
か
え
っ
て
本
願
に
疑

惑
を
懐
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
に
「
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
の
お
念
仏

で
あ
っ
て
も
浄
土
へ
の
往
生
が
叶
う
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
者
で
は
な
い
人
が

対
象
で
あ
っ
て
、
妄
念
も
起
こ
さ
ず
、
罪
も
造
ら
な
い
よ
う
な
人
が
、
教
え
に

対
す
る
深
い
理
解
を
確
立
し
て
、
強
く
盛
ん
な
心
を
も
っ
て
お
念
仏
を
称
え
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
達
ご
と
き
の
取
る
に
足
り
な
い
者
が
一
遍
や
十
遍
の
お
念

仏
を
称
え
た
だ
け
で
は
往
生
な
ど
叶
わ
な
い
」
な
ど
と
考
え
て
し
ま
う
の
は
感
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て
は
よ
も
あ
ら
じ
と
こ
そ
覚
え
ん
も
憎
か
ら
ぬ

事
な
り
。

こ
れ
は
善
導
和
尚
は
未
来
の
衆
生
の
こ
の

疑
を
起
さ
ん
事
を
顧
み
て
、
こ
の
二
種
の
信
心

を
挙
げ
て
、
我
ら
が
ご
と
き
煩
悩
を
も
断
ぜ
ず

罪
悪
を
も
造
れ
る
凡
夫
な
り
と
も
、
深
く
弥
陀

の
本
願
を
信
じ
て
念
仏
す
れ
ば
十
声
一
声
に
至

る
ま
で
決
定
し
て
往
生
す
る
旨
を
ば
釈
し
た
ま

え
る
な
り
。
か
く
だ
に
釈
し
た
ま
わ
ざ
ら
ま
し

か
ば
我
ら
が
往
生
は
不
定
に
ぞ
覚
え
ま
し
。
危

う
く
覚
ゆ
る
に
つ
け
て
も
こ
の
釈
の
殊
に
心
に

染
み
て
覚
え
は
ん
べ
る
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の
義

を
心
得
分
か
ぬ
人
に
こ
そ
あ
る
め
れ
、
仏
の
本

願
を
ば
疑
わ
ね
ど
も
我
が
心
の
悪
け
れ
ば
往
生

は
叶
わ
じ
と
申
し
合
い
た
る
が
、
や
が
て
本
願

を
疑
う
に
て
は
ん
べ
る
な
り
。

さ
よ
う
に
申
し
立
ち
な
ば
、
い
か
程
ま
で

か
仏
の
本
願
に
契
わ
ず
、
さ
ほ
ど
の
心
こ
そ
本

心
し
ま
せ
ん
。

こ
の
深
心
の
解
釈
に
つ
い
て
は
善
導
大
師
が
、
未
来
の
衆
生
は
こ
う
し
た

疑
念
を
起
こ
す
だ
ろ
う
と
憂
慮
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
信
心
を
あ
げ
て
、
私

達
の
よ
う
に
決
し
て
煩
悩
を
断
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
罪
悪
を
造
り
続
け
て
し
ま

う
凡
夫
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
深
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
お
念
仏
を
称

え
れ
ば
、
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
の
お
念
仏
で
あ
っ
て
も
必
ず
浄
土
往
生
が
叶
う

教
え
と
し
て
お
示
し
に
な
っ
た
の
で
す
。
善
導
大
師
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
、
私
達
の
浄
土
往
生
は
定
ま
ら
な
い
と
受
け
と
め
て
し
ま

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
浄
土
往
生
を
不
安
に
思
っ
て
し
ま
う
私
達
に
と
っ
て
は
、

こ
の
解
釈
が
と
り
わ
け
心
に
染
み
わ
た
る
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
道

理
を
心
得
な
い
人
が
い
る
よ
う
で
す
。
仏
の
本
願
を
疑
う
ま
で
は
し
な
い
け
れ

ど
も
、
自
身
の
心
の
弱
さ
に
よ
っ
て
往
生
な
ど
叶
う
わ
け
が
な
い
と
言
い
合
っ

て
い
た
の
に
、
程
な
く
し
て
本
願
さ
え
疑
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
言
い
募
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
の
心
で
あ
れ
ば
仏
の
本

願
に
か
な
わ
な
い
の
か
、
ど
れ
ほ
ど
の
心
で
あ
れ
ば
本
願
に
か
な
っ
て
い
る
の



116

願
に
は
契
い
た
れ
と
は
知
り
は
ん
べ
る
べ
き
。

そ
れ
を
弁
え
ざ
ら
ん
に
と
り
て
は
煩
悩
を
断
ぜ

ざ
ら
ん
程
は
心
の
悪
さ
は
尽
き
せ
ぬ
事
に
て
こ

そ
あ
ら
ん
ず
れ
ば
、
い
ま
は
往
生
し
て
ん
と
思

い
立
つ
世
は
あ
る
ま
じ
。
ま
た
煩
悩
を
断
じ
て

ぞ
往
生
は
す
べ
き
と
申
す
に
な
り
な
ば
凡
夫
の

往
生
と
い
う
事
は
み
な
破
れ
な
ん
ず
。

す
で
に
弥
陀
の
本
願
力
と
い
う
と
も
煩
悩

罪
悪
の
凡
夫
を
ば
い
か
で
か
助
け
た
ま
う
べ
き
、

え
迎
え
た
ま
わ
じ
も
の
を
な
ん
ど
申
す
に
な
る

ぞ
か
し
。
仏
の
御
力
を
ば
い
か
程
と
知
る
ぞ
。

そ
れ
に
過
ぎ
て
仏
の
願
を
疑
う
事
は
い
か
が
あ

る
べ
き
。

ま
た
仏
に
立
ち
会
い
ま
い
ら
す
る
過
あ
り

な
ん
と
申
す
べ
き
事
に
て
こ
そ
あ
れ
。
す
べ
て

我
が
心
の
善
悪
を
計
ら
い
て
仏
の
願
に
契
い
契

わ
ざ
る
を
心
得
あ
わ
せ
ん
事
は
、
仏
智
な
ら
で

か
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
理
解
で
き
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う

に
、
心
の
弱
さ
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
今
は
往
生
し
よ
う
と
い
う
思
い

を
立
て
る
こ
と
な
ど
で
き
る
よ
う
な
世
の
中
で
は
な
い
、
ま
た
煩
悩
を
断
じ
て

こ
そ
往
生
が
叶
う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
凡
夫
が
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
な
ど

ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
、
な
ど
と
い
う
理
解
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
れ
で
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
と
い
い
な
が
ら
も
、
煩
悩
を
断
つ
こ
と
が

出
来
ず
、
罪
悪
に
ま
み
れ
た
凡
夫
を
ど
の
よ
う
に
お
救
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
、
そ
も
そ
も
来
迎
に
あ
ず
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
に
言
い
募
っ
て
い
る
人
は
、
阿
弥
陀
仏
の
御
力
を
ど

れ
程
の
も
の
と
受
け
と
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
そ
も

そ
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
う
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
、

決
し
て
疑
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

ま
た
仏
の
来
迎
に
あ
ず
か
る
に
あ
た
っ
て
罪
や
咎
が
あ
っ
て
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
な
ど
と
い
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
私
達
の
心
の
善

悪
を
見
計
ら
っ
て
、
そ
れ
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
か
な
っ
て
い
る
、
か
な
っ
て

い
な
い
な
ど
と
思
い
計
る
こ
と
で
あ
り
、
仏
の
智
慧
で
も
具
え
て
い
な
け
れ
ば
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は
叶
う
ま
じ
き
事
な
り
。
さ
れ
ば
善
導
は
『
観

経
疏
』
の
一
の
巻
に
弘
願
を
釈
す
る
に
「
一
切

善
悪
の
凡
夫
生
ま
る
る
こ
と
を
得
る
こ
と
は
、

阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ

ず
と
い
う
こ
と
な
し
」
と
言
い
置
き
て
、「
仏

の
密
意
弘
深
に
し
て
教
門
暁
り
難
し
。
三
賢
十

聖
も
測
り
て
闚
う
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
い
わ
ん

や
我
信
外
の
軽
毛
な
り
、
あ
え
て
旨
趣
を
知
ら

ん
や
」
と
こ
そ
は
釈
し
た
ま
い
た
れ
ば
、
善
導

だ
に
も
十
信
に
だ
に
も
至
ら
ぬ
身
に
て
、
い
か

で
か
仏
の
御
心
を
知
る
べ
き
と
こ
そ
は
仰
せ
ら

れ
た
れ
ば
、
ま
し
て
我
ら
が
解
に
て
仏
の
本
願

測
ら
い
知
る
事
は
ゆ
め
ゆ
め
思
い
よ
る
ま
じ
き

事
な
り
。

た
だ
心
の
善
悪
を
も
顧
み
ず
、
罪
の
軽
重

を
も
弁
え
ず
、
心
に
往
生
せ
ん
と
欲
い
て
口
に

か
な
わ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
ら
善
導
大
師
は
、『
観

経
疏
』
玄
義
分
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、「
善

人
で
あ
れ
悪
人
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
凡
夫
が
極
楽
往
生
を
叶
え
ら
れ
る
の
は
、

阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
本
願
の
働
き
に
乗
じ
て
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
増
上
縁

に
よ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
（
（12
（

」
と
述
べ
ら
れ
、「
阿
弥
陀
仏
の
量

り
知
れ
な
い
御
心
は
広
く
深
い
も
の
で
、
そ
の
御
教
え
は
明
ら
か
に
し
難
い
も

の
で
あ
る
。
十
住
・
十
行
・
十
回
向
と
い
う
階
位
で
あ
る
三
賢
（
（12
（

や
十
地
と
い
う

階
位
で
あ
る
十
聖
（
（12
（

と
い
う
高
い
位
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
推
し
量
っ
て
理
解
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
、
十
信
（
（12
（

と
い
う
低
い
位
の
菩
薩
に
も
至
ら
ず
、

軽
い
毛
の
よ
う
に
散
乱
し
や
す
い
心
を
具
え
た
凡
夫
で
あ
る
こ
の
私
が
、
ど
う

し
て
阿
弥
陀
仏
の
深
い
御
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い
や
で
き
は
し
な

い
（
（12
（

」
と
解
釈
を
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
善
導
大
師
で
さ
え
「
十
信
の
菩
薩
に
至
ら

ぬ
わ
が
身
で
あ
り
、
ど
う
し
て
阿
弥
陀
仏
の
御
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、

い
や
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
（13
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ま
し
て
私

達
の
理
解
力
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
御
力
を
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

自
ら
の
心
の
善
し
悪
し
さ
え
も
省
み
る
必
要
も
な
く
、
罪
の
軽
い
重
い
も

弁
え
る
必
要
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
心
に
浄
土
往
生
を
遂
げ
よ
う
と
願
い
、
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南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
ば
、
声
に
つ
い
て
決
定

往
生
の
想
い
を
な
す
べ
し
。
そ
の
決
定
に
よ
り

て
す
な
わ
ち
往
生
の
業
は
定
ま
る
な
り
。
か
く

心
得
つ
れ
ば
易
き
な
り
。
往
生
は
不
定
に
思
え

ば
や
が
て
不
定
な
り
。
一
定
と
思
え
ば
や
が
て

一
定
す
る
事
な
り
。
所
詮
は
深
信
と
い
は
、
か

の
仏
の
本
願
は
い
か
な
る
罪
人
を
も
捨
て
ず
、

た
だ
名
号
を
称
う
る
事
一
声
ま
で
に
決
定
し
て

往
生
す
、
と
深
く
憑
み
て
少
し
の
疑
も
な
き
を

申
す
な
り
。

『
観
経
』
の
下
品
下
生
を
見
る
に
「
十
悪
五

逆
の
罪
人
も
一
念
十
念
に
往
生
す
」
と
説
か
れ

た
り
。「
十
悪
五
逆
等
と
貪
瞋
と
四
重
と
偸
僧

と
正
法
を
謗
ず
る
と
、
い
ま
だ
か
つ
て
慙
愧
し

て
前ぜ

ん
け
ん

を
悔
せ
ず
」
と
い
え
る
は
在
生
の
時
の

悪
業
を
明
か
す
。「
た
ち
ま
ち
往
生
の
善
知
識

の
急
に
勧
め
て
専
ら
か
の
仏
の
名
を
称
せ
し
む

る
に
遇
う
。
化
仏
菩
薩
声
を
尋
ね
て
到
る
。
一

口
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
て
、
ひ
と
声
毎
に
必
ず
往
生
を
遂
げ
る
の
だ

と
い
う
決
定
往
生
の
思
い
を
な
す
べ
き
で
す
。
そ
の
決
定
往
生
の
思
い
に
よ
っ

て
、
浄
土
へ
の
往
生
は
定
ま
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
心
得
れ
ば
、
浄
土
往
生

は
た
や
す
い
こ
と
で
す
。
浄
土
往
生
は
定
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ

の
ま
ま
定
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
定
ま
る
と
思
え
ば
、
そ
の
ま
ま
必
ず
定

ま
る
の
で
す
。
結
局
、「
深
く
信
じ
る
」
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は

ど
の
よ
う
な
罪
人
を
も
お
見
捨
て
に
な
ら
ず
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え

る
事
が
わ
ず
か
一
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
必
ず
往
生
が
叶
う
と
受
け
と
め
て
、

そ
の
本
願
を
深
く
頼
り
に
し
て
少
し
も
疑
わ
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

『
観
経
』
の
下
品
下
生
を
見
る
と
「
十
悪
や
五
逆
を
犯
し
た
罪
人
で
あ
っ
て

も
、
一
遍
や
十
遍
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
で
往
生
す
る
（
（13
（

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
文
を
善
導
大
師
が
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
「
十
悪
や
五
逆
な
ど
の
罪
を

犯
し
、
貪
り
や
瞋
り
の
煩
悩
に
ま
み
れ
、
四
種
の
重
い
禁
忌
（
四
重
（
（13
（

）
を
犯
し
、

出
家
者
教
団
の
財
物
を
盗
み
、
仏
法
を
誹
謗
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
か
つ
て
そ
れ
ら
の
罪
を
自
他
に
対
し
て
恥
じ
入

り
、
以
前
の
咎
や
過
ち
を
懺
悔
す
る
こ
と
す
ら
し
な
い
（
（13
（

」
と
注
釈
し
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
き
た
私
達
自
身
の
悪
業
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
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念
心
を
傾
く
れ
ば
宝
蓮
に
入
る
」
と
い
え
る
は

臨
終
の
時
の
行
相
を
明
か
す
な
り
。

ま
た
『
双
巻
経
』
の
奥
に
「
三
宝
滅
尽
の

後
の
衆
生
乃
至
一
念
に
往
生
す
」
と
説
か
れ
た

り
。
善
導
釈
し
て
い
わ
く
「
万
年
に
三
宝
滅
す

れ
ど
も
、
こ
の
経
住
す
る
こ
と
百
年
な
ら
ん
。

そ
の
時
に
聞
き
て
一
念
せ
ん
も
、
み
な
ま
さ
に

彼
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
い
え
り
。
こ

の
二
つ
の
心
を
も
て
弥
陀
の
本
願
の
広
く
摂
し

遠
く
及
ぶ
程
を
ば
知
る
べ
き
な
り
。

な
の
で
す
。
ま
た
「
そ
の
よ
う
な
罪
深
き
者
が
命
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
に
わ

か
に
往
生
を
勧
め
る
善
知
識
が
急
ぎ
勧
め
て
、
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を

称
え
さ
せ
る
の
に
出
会
っ
た
。
そ
の
罪
人
が
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
と
、

阿
弥
陀
仏
が
化
仏
や
化
菩
薩
を
遣
わ
せ
て
、
そ
の
声
を
尋
ね
て
来
迎
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
臨
終
の
瞬
間
、
わ
ず
か
で
も
浄
土
往
生
を
願
え
ば
、
極
楽
に
咲
く
蓮

台
の
上
に
往
生
す
る
（
（13
（

」
と
注
釈
し
て
い
る
の
は
、
下
品
の
者
の
臨
終
の
あ
り
さ

ま
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
『
無
量
寿
経
』
の
末
尾
に
は
、「
三
宝
が
す
べ
て
滅
ん
で
し
ま
う
末
法

万
年
の
後
で
も
、
衆
生
が
た
と
え
わ
ず
か
一
遍
で
も
念
仏
を
称
え
れ
ば
往
生
が

叶
う
（
（13
（

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
善
導
大
師
が
『
往
生
礼
讃
』
に
お

い
て
「
末
法
万
年
を
過
ぎ
て
三
宝
が
す
べ
て
滅
ん
で
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
こ

の
『
無
量
寿
経
』
は
、
そ
の
後
百
年
の
間
残
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、

こ
の
教
え
を
聞
い
て
、
た
と
え
わ
ず
か
一
遍
で
も
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
み
な
ま

さ
に
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
叶
う
（
（13
（

」
と
注
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
『
観
経
』
の
「
十
悪
五
逆
」
の
者
も
往
生
が
叶
い
、『
無
量
寿
経
』
の
「
末

法
万
年
の
後
」
の
者
も
往
生
が
叶
う
と
い
う
説
示
を
通
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本

願
が
広
く
ど
の
よ
う
な
罪
深
い
者
も
救
い
、
遠
く
末
法
万
年
の
後
の
者
に
も
及

ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
。
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重
き
を
挙
げ
て
軽
き
を
摂
め
、
悪
人
を
挙

げ
て
善
人
を
摂
め
、
遠
き
を
挙
げ
て
近
き
を
摂

め
、
後
を
挙
げ
て
先
を
摂
む
る
な
る
べ
し
。
ま

こ
と
に
大
悲
誓
願
の
深
広
な
る
事
た
や
す
く
こ

と
ば
を
も
て
述
ぶ
べ
か
ら
ず
。
心
を
止
め
て
思

う
べ
き
な
り
。
そ
も
そ
も
こ
の
ご
ろ
末
法
に
入

れ
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
百
年
に
満
た
ず
、
我

ら
罪
業
重
し
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
五
逆
を
造
ら

ず
。
し
か
れ
ば
は
る
か
に
百
年
法
滅
の
後
を
済

い
た
ま
え
り
、
い
わ
ん
や
こ
の
ご
ろ
を
や
。
広

く
五
逆
極
重
の
罪
を
捨
て
た
ま
わ
ず
、
い
わ
ん

や
我
ら
を
や
。
た
だ
三
心
を
具
し
て
専
ら
名
号

を
称
す
べ
し
。
た
と
い
一
念
と
い
う
と
も
み
だ

り
に
本
願
を
疑
う
事
な
か
れ
。

重
い
罪
を
犯
し
た
人
を
救
い
摂
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
軽
い
罪
を
犯
し

た
人
も
救
い
摂
る
こ
と
を
示
し
、
悪
人
を
救
い
摂
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
善

人
も
救
い
摂
る
こ
と
を
示
し
、
遠
く
末
法
一
万
年
の
後
に
生
き
る
人
を
救
い
摂

る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
今
に
生
き
る
私
達
を
救
い
摂
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
す
。
実
に
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
の
誓
願
が
深
く
広
く
及
ん
で
い
る

こ
と
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
容
易
に
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
事

は
深
く
心
に
刻
ん
で
お
く
べ
き
で
す
。
そ
も
そ
も
、
近
年
、
末
法
の
世
に
入
っ

た
と
は
い
え
、
ま
だ
そ
こ
か
ら
百
年
も
経
っ
て
は
い
ま
せ
ん
し
、
私
達
の
罪
業

が
重
い
と
い
っ
て
も
、
五
逆
罪
ま
で
は
犯
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
は
、

は
る
か
先
の
世
で
あ
る
末
法
一
万
年
を
過
ぎ
た
後
、
仏
の
教
え
が
消
滅
し
て
し

ま
う
法
滅
の
世
を
迎
え
て
か
ら
も
百
年
間
に
わ
た
っ
て
お
救
い
下
さ
い
ま
す
、

ま
し
て
や
、
今
に
生
き
る
私
達
を
救
い
摂
っ
て
下
さ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
は
、
五
逆
と
い
う
極
め
て
重
い
罪
を
犯
し
た
者
も
広
い

心
を
も
っ
て
お
見
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
、
ま
し
て
や
、
そ
こ
ま
で
重
い
罪
を
犯

し
た
こ
と
の
な
い
私
達
を
救
い
摂
っ
て
下
さ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
た
だ
三
心
を
具
え
て
、
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え

る
べ
き
な
の
で
す
。
た
と
え
一
遍
の
お
念
仏
で
あ
っ
て
も
ゆ
る
が
せ
に
せ
ず
、

み
だ
り
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
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た
だ
し
か
よ
う
の
理
を
申
し
つ
れ
ば
、
罪

を
も
捨
て
た
ま
わ
ね
ば
心
に
任
せ
て
罪
を
造
ら

ん
も
苦
し
か
る
ま
じ
、
ま
た
一
念
に
も
一
定
往

生
す
な
れ
ば
念
仏
は
多
く
申
さ
ず
と
も
あ
り
な

ん
と
、
悪
く
心
得
る
人
の
出
来
て
、
罪
を
ば
許

し
念
仏
を
ば
制
す
る
よ
う
に
申
し
な
す
が
、
か

え
す
が
え
す
も
あ
さ
ま
し
く
そ
う
ろ
う
な
り
。

悪
を
勧
め
善
を
止
む
る
仏
法
は
い
か
が
あ

る
べ
き
。
さ
れ
ば
善
導
は
「
貪
瞋
煩
悩
を
来
し

間
え
ざ
れ
」
と
誡
め
、
ま
た
「
念
念
相
続
し
て

命
の
畢
ら
ん
を
期
と
せ
よ
」と
教
え
、ま
た「
日

所
作
は
五
万
六
万
乃
至
十
万
」
な
ん
ど
こ
そ
勧

め
た
ま
い
た
れ
。
た
だ
こ
れ
は
大
悲
本
願
の
一

切
を
摂
す
る
、
な
お
十
悪
五
逆
を
も
漏
ら
さ
ず
、

称
名
念
仏
の
余
行
に
勝
れ
た
る
、
す
で
に
一
念

十
念
に
現
れ
た
る
旨
を
信
ぜ
よ
と
申
す
に
て
こ

そ
あ
れ
。
か
よ
う
の
事
は
悪
く
心
得
れ
ば
何
方

も
僻
事
に
な
る
な
り
。
強
く
信
ず
る
方
を
勧
む

た
だ
し
、
こ
う
し
た
道
理
を
口
に
す
る
と
、「
罪
を
犯
し
て
も
阿
弥
陀
仏
は

私
達
を
お
見
捨
て
に
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
罪
を
造
っ

た
と
し
て
も
往
生
に
差
し
障
り
は
な
い
」、ま
た
「
わ
ず
か
一
遍
の
念
仏
で
あ
っ

て
も
必
ず
往
生
が
叶
う
な
ら
ば
、
念
仏
を
数
多
く
称
え
な
く
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
」
な
ど
と
、
間
違
っ
た
方
向
へ
心
得
て
し
ま
う
者
が
出
て
き
て
、
罪
を
犯
す

こ
と
を
許
し
て
し
ま
い
、
あ
る
い
は
、
お
念
仏
の
相
続
を
抑
え
つ
け
る
よ
う
に

言
い
募
る
者
が
現
れ
る
の
は
、
な
ん
と
も
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。

悪
行
を
勧
め
、
善
行
を
止
め
る
と
い
う
仏
法
が
ど
う
し
て
あ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
、
い
や
、
決
し
て
あ
り
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
善
導
大
師
は
「
貪
り
や

怒
り
な
ど
の
煩
悩
を
起
こ
し
て
正
し
い
思
い
と
混
同
さ
せ
て
は
い
け
な
い
（
（13
（

」
と

誡
め
、
ま
た
「
一
遍
一
遍
の
念
仏
を
大
切
に
相
続
し
て
、
命
終
え
る
時
に
は
必

ず
や
浄
土
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
を
期
す
る
（
（13
（

」
と
教
え
、
ま
た
「
日
課
念
仏
の
数

は
、
五
万
遍
、
六
万
遍
、
あ
る
い
は
、
十
万
遍
と
し
て
念
仏
を
多
く
称
え
る
よ

う
に
（
（13
（

」
な
ど
と
お
勧
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
わ
ず
か
一
遍
の
お
念

仏
で
往
生
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
に
基
づ
く

本
願
の
お
力
が
す
べ
て
の
衆
生
を
救
い
摂
り
、
十
悪
や
五
逆
を
犯
し
た
者
も
決

し
て
漏
ら
す
こ
と
な
く
、
お
念
仏
の
功
徳
が
他
の
す
べ
て
の
行
の
功
徳
よ
り
勝

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
す
で
に
一
遍
や
十
遍
の
お
念
仏
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れ
ば
邪
見
を
起
し
、
邪
見
を
起
さ
せ
じ
と
拵こ

し
らう

れ
ば
信
心
強
か
ら
ず
な
る
が
術
な
き
事
に
て
は

ん
べ
る
な
り
。
か
よ
う
の
分
別
は
こ
の
つ
い
で

に
事
長
け
れ
ば
、
起
行
の
下
に
細
か
に
申
し
開

く
べ
し
。

ま
た
引
く
と
こ
ろ
の
『
疏
』
の
文
を
見
る
に
、

後
の
信
心
に
つ
い
て
二
つ
の
心
あ
り
。
す
な
わ

ち
仏
に
つ
い
て
深
く
信
じ
、
経
に
つ
い
て
深
く

信
ず
べ
き
旨
を
釈
し
た
ま
え
る
に
や
と
心
得
ら

る
る
な
り
。
ま
ず
仏
に
つ
い
て
信
ず
と
い
は
、

一
つ
に
は
弥
陀
の
本
願
を
信
じ
、
二
つ
に
は
釈

迦
の
所
説
を
信
じ
、
三
つ
に
は
十
方
恒
沙
の
護

で
往
生
が
叶
う
と
説
か
れ
て
い
る
文
言
を
信
じ
な
さ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
間
違
っ
た
方
向
に
心
得
違
い
を
し
て
し
ま
え
ば
、
結
局

は
誤
っ
た
理
解
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
を
強

く
信
じ
る
と
い
う
一
面
ば
か
り
を
勧
め
れ
ば
、
お
念
仏
を
一
遍
だ
け
称
え
れ
ば

後
の
相
続
は
不
要
で
あ
る
な
ど
と
い
う
邪
な
見
解
を
起
こ
し
て
し
ま
い
、
そ
う

し
た
邪
な
見
解
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
一
面
ば
か
り
を
言
い
募
っ
て

し
ま
え
ば
、
今
度
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
を
信
じ
る
心
が
強
く
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
な
の
で
す
。
こ

う
し
た
信
と
行
の
関
係
に
つ
い
て
の
道
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
は
、
今
こ
の
三

心
の
つ
い
で
に
述
べ
る
と
長
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
後
の
起
行
に
つ
い
て
述

べ
る
と
こ
ろ
で
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
引
用
し
た
『
観
経
疏
』
の
文
を
見
る
と
、
後
の
信
心
で
あ
る
信
法

に
つ
い
て
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
仏
に
つ
い
て
深
く
信
じ
、

経
に
つ
い
て
深
く
信
ず
べ
き
で
あ
る
旨
を
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
受
け
と
め
ら
れ

ま
す
。
ま
ず
、「
仏
に
つ
い
て
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
に
阿
弥
陀
仏

の
本
願
を
信
じ
、
第
二
に
釈
尊
に
よ
る
説
示
を
信
じ
、
第
三
に
あ
ら
ゆ
る
世
界

の
諸
仏
に
よ
る
念
仏
行
者
の
護
念
と
念
仏
行
の
勧
進
を
信
じ
る
べ
き
な
の
で
す
。

「
経
に
つ
い
て
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
に
『
無
量
寿
経
』
を
信
じ
、
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勧
を
信
ず
べ
き
な
り
。
経
に
つ
い
て
信
ず
と
い

は
、
一
つ
に
は
『
無
量
寿
経
』
を
信
じ
、
二
つ

に
は
『
観
経
』
を
信
じ
、
三
つ
に
は
『
阿
弥
陀

経
』
を
信
ず
る
な
り
。
す
な
わ
ち
始
め
に
「
決

定
し
て
深
く
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
」
と
い
え

る
文
は
弥
陀
を
信
じ
、
ま
た
『
無
量
寿
経
』
を

信
ず
る
な
り
。
つ
ぎ
に
「
ま
た
決
定
し
て
深
く

釈
迦
仏
の
『
観
経
』」
と
い
え
る
文
は
釈
迦
を

信
じ
、『
観
経
』
を
信
ず
る
な
り
。
つ
ぎ
に
「
決

定
し
て
深
く
『
弥
陀
経
』
の
中
」
と
い
え
る
文

は
十
方
諸
仏
を
信
じ
、
ま
た
『
阿
弥
陀
経
』
を

信
ず
る
な
り
。

ま
た
つ
ぎ
の
文
に
「
仏
の
捨
て
し
め
た
ま

わ
ん
を
ば
捨
て
よ
」
と
い
う
は
雑
修
雑
行
な
り
。

「
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
わ
ん
こ
と
を
ば
行
ぜ
よ
」

と
い
う
は
専
修
正
行
な
り
。「
仏
の
去
ら
し
め

た
ま
わ
ん
こ
と
を
ば
去
れ
」
と
い
う
は
異
学
異

解
雑
縁
乱
動
の
処
な
り
。
善
導
の
「
自
ら
も
障

第
二
に
『
観
無
量
寿
経
』
を
信
じ
、
第
三
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
信
じ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
始
め
に
「
思
い
を
定
め
て
深
く
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願

を
…
（
（14
（

」
と
い
っ
て
い
る
一
節
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
、
ま
た
『
無
量
寿

経
』
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
に
「
ま
た
思
い
を
定
め
て
深
く
釈
迦
仏

の
『
観
無
量
寿
経
』
を
…
（
（14
（

」
と
い
っ
て
い
る
一
節
は
、
釈
尊
に
よ
る
説
示
を
信

じ
、『
観
無
量
寿
経
』
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
に
「
思
い
を
定
め
て

深
く
『
阿
弥
陀
経
』
の
中
に
…
（
（14
（

」
と
い
っ
て
い
る
一
節
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の

諸
仏
に
よ
る
念
仏
行
者
の
護
念
と
念
仏
行
の
勧
進
を
信
じ
、ま
た
『
阿
弥
陀
経
』

を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
次
の
文
に
「
仏
が
捨
て
よ
と
示
さ
れ
た
行
を
そ
の
ま
ま
に
捨
て
…
（
（14
（

」

と
い
う
行
と
は
、
雑
修
・
雑
行
（
（14
（

の
こ
と
で
す
。「
仏
が
行
ぜ
よ
と
示
さ
れ
た
行

を
そ
の
ま
ま
に
行
じ
よ
（
（14
（

」
と
い
う
行
と
は
、
専
修
・
正
行
（
（14
（

の
こ
と
で
す
。「
仏

が
去
れ
と
示
さ
れ
た
場
所
を
そ
の
ま
ま
に
去
れ
（
（14
（

」
と
い
う
場
所
と
は
、
お
念
仏

以
外
の
異
な
っ
た
教
え
や
異
な
っ
た
見
解
が
は
び
こ
り
、
悪
し
き
縁
に
よ
っ
て

心
が
散
り
乱
れ
る
穢
土
の
こ
と
で
す
。
善
導
大
師
が
、「
好
ん
で
悪
し
き
縁
に



124

え
他
の
往
生
の
正
行
を
も
障
う
」
と
釈
し
た
ま

え
る
事
、ま
こ
と
に
恐
る
べ
き
も
の
な
り
。「
仏

教
に
随
順
す
」
と
い
は
釈
迦
の
御
教
え
に
随
い
、

「
仏
願
に
随
順
す
」と
は
弥
陀
の
願
に
随
う
な
り
。

「
仏
意
に
随
順
す
」
と
い
は
二
尊
の
御
意
に
契

う
な
り
。
い
ま
の
文
の
意
は
、さ
き
の
文
に『
三

部
経
』
を
信
ず
べ
し
と
い
え
る
に
違
わ
ず
。
詮

じ
て
は
た
だ
雑
修
を
捨
て
て
専
修
を
行
ず
る
が

仏
の
御
意
に
契
う
と
こ
そ
は
聞
こ
え
た
れ
。

ま
た
つ
ぎ
の
文
に
「
別
解
別
行
の
た
め
に

破
ら
れ
ざ
れ
」
と
い
う
は
、
解
異
に
行
異
な
ら

ん
人
の
難
じ
破
ら
ん
に
つ
い
て
、
念
仏
を
も
捨

て
往
生
を
も
疑
う
事
な
か
れ
と
申
す
な
り
。
解

異
な
る
人
と
申
す
は
天
台
・
法
相
等
の
諸
宗
の

学
生
こ
れ
な
り
。行
異
な
る
人
と
申
す
は
真
言・

止
観
等
の
一
切
の
行
者
こ
れ
な
り
。
こ
れ
ら
は

近
づ
い
て
し
ま
い
、
自
分
自
身
が
往
生
す
る
た
め
の
正
し
い
行
の
障
り
と
な
り
、

他
の
者
の
障
り
と
も
な
っ
て
し
ま
う
（
（14
（

」
と
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
く

れ
ぐ
れ
も
用
心
す
べ
き
で
す
。「
仏
の
教
え
に
心
か
ら
随
う
（
（14
（

」
と
い
う
こ
と
は
、

釈
尊
の
御
教
え
に
随
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
仏
の
本
願
に
心
か
ら
随
う
（
（15
（

」

と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
随
う
と
い
う
こ
と
で
す
。「
仏
の
真
意

に
心
か
ら
随
う
（
（15
（

」
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
と
釈
尊
と
い
う
二
尊
の
御
心
に

間
違
い
な
く
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
今
述
べ
た
こ
れ
ら
の
文
の
意
味

は
、
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
文
に
「『
三
部
経
』
を
信
じ
な
さ
い
（
（15
（

」
と
い
っ
て
い

る
内
容
と
相
違
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
た
だ
雑
多
な
諸

行
を
捨
て
て
、
も
っ
ぱ
ら
お
念
仏
を
行
ず
る
こ
と
が
、
仏
の
御
心
に
か
な
う
こ

と
で
あ
る
と
受
け
取
れ
る
の
で
す
。

ま
た
次
の
文
に
「
別
の
見
解
を
用
い
て
い
る
者
（
別
解
）
や
別
の
修
行
を

実
践
し
て
い
る
者
（
別
行
）
に
言
い
破
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
（15
（

」

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
見
解
や
修
行
が
異
な
る
人
が
非
難
し
て
言
い
破
ろ
う
と

し
て
も
、
お
念
仏
を
捨
て
て
浄
土
往
生
を
疑
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
見
解
が
異
な
る
人
と
い
う
の
は
、
天
台
宗
や
法
相
宗
な
ど
の

諸
宗
を
学
ぶ
僧
の
こ
と
で
す
。
修
行
が
異
な
る
人
と
い
う
の
は
、
真
言
や
止
観

な
ど
を
修
め
る
一
切
の
行
者
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
み
な
聖
道
門
の
見
解
や
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み
な
聖
道
門
の
解
行
な
り
。
浄
土
門
の
解
行
に

異
な
る
が
故
に
別
解
別
行
と
は
名
づ
け
た
り
。

か
く
の
ご
と
き
の
人
に
い
い
破
ら
る
ま
じ
き
理

は
こ
の
文
の
つ
ぎ
に
細
か
に
釈
し
た
ま
え
り
。

す
な
わ
ち
「
人
に
就
き
て
信
を
立
つ
」「
行
に

就
き
て
信
を
立
つ
」
と
い
う
二
つ
の
信
を
挙
げ

た
り
。
始
め
の
「
人
に
就
き
て
信
を
立
つ
」
と

い
え
る
、
こ
れ
な
り
。
そ
の
文
広
博
に
し
て
具

さ
に
出
す
に
能
わ
ず
。

そ
の
義
、
至
要
に
し
て
さ
ら
に
捨
て
難
き

に
よ
り
て
、
言
葉
を
略
し
心
を
取
り
て
そ
の
趣

を
明
か
さ
ば
、
文
の
意
「
解
行
不
同
の
人
あ
り

て
経
論
の
証
拠
を
引
き
て
一
切
の
凡
夫
往
生
す

る
こ
と
を
得
ず
と
い
わ
ば
す
な
わ
ち
報
え
て
い

え
、
仁な

ん
じ者
が
引
く
と
こ
ろ
の
経
論
を
信
ぜ
ざ
る

に
は
あ
ら
ず
、
み
な
こ
と
ご
と
く
仰
い
で
信
ず

と
い
え
ど
も
、
さ
ら
に
汝
が
破
を
ば
受
け
ず
。

そ
の
故
は
汝
が
引
く
と
こ
ろ
の
経
論
と
我
が
信

修
行
で
す
。
浄
土
門
の
見
解
や
修
行
と
は
異
な
る
の
で
、
別
解
・
別
行
と
名
づ

け
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
に
決
し
て
言
い
破
ら
れ
な
い
道
理
は
、
こ

の
文
の
次
に
細
か
く
説
か
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
人
に
つ
い
て
信
を
立

て
る
」、「
行
に
つ
い
て
信
を
立
て
る
」
と
い
う
二
つ
の
信
を
挙
げ
て
い
る
の
が

そ
れ
で
す
。
ま
ず
、
始
め
の
「
人
に
つ
い
て
信
を
立
て
る
…
（
（15
（

」
以
下
の
一
文
が
、

道
理
の
説
明
に
な
り
ま
す
。
そ
の
文
は
、
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
細
か
く

取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
教
え
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
上
、
捨
て
難

い
の
で
、
広
範
な
言
葉
を
要
約
し
て
、
そ
の
真
意
を
汲
み
取
っ
て
趣
旨
を
明
ら

か
に
す
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。
そ
の
文
の
意
図
は
、「
見
解
や

修
行
が
同
じ
で
な
い
人
が
い
て
、
経
典
や
論
疏
の
証
拠
を
引
用
し
て
、
一
切
の

凡
夫
は
、
そ
の
ま
ま
で
往
生
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば
、

答
え
て
言
い
な
さ
い
。
あ
な
た
の
引
用
す
る
経
典
を
信
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

み
な
こ
と
ご
と
く
仰
い
で
信
じ
て
い
る
の
だ
が
、
決
し
て
あ
な
た
の
批
判
を
受

け
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
あ
な
た
が
引
用
す
る
経
典
や
論
疏

と
私
が
信
じ
て
い
る
経
典
や
論
疏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
教
理
体
系
を
具
え
て
い
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ず
る
と
こ
ろ
の
経
論
と
す
で
に
各
別
の
法
門
な

り
。
仏
こ
の
『
観
経
』『
弥
陀
経
』
等
を
説
き

た
ま
う
こ
と
、
時
も
別
に
処
も
別
に
対
機
も
別

に
利
益
も
別
な
り
。
仏
の
説
教
は
機
に
随
い
時

に
随
い
て
不
同
な
り
。
か
れ
に
は
通
じ
て
人
天

菩
薩
の
解
行
を
説
く
、
こ
れ
は
別
し
て
往
生
浄

土
の
解
行
を
説
く
。
す
な
わ
ち
仏
の
滅
後
の
五

濁
極
増
の
一
切
の
凡
夫
決
定
し
て
往
生
す
る
こ

と
を
得
と
説
き
た
ま
え
り
。
我
い
ま
一
心
に
こ

の
仏
教
に
よ
り
て
決
定
し
て
奉
行
す
。
た
と
い

汝
百
千
万
億
生
ま
れ
ず
と
い
う
と
も
、
た
だ
我

が
往
生
の
信
心
を
増
長
し
成
就
せ
ん
と
報
え

よ
」
と
い
え
り
。

「
ま
た
行
者
さ
ら
に
難
破
の
人
に
向
か
い
て

説
き
て
い
え
。
仁
者
よ
く
聴
け
、
我
い
ま
汝
が

た
め
に
さ
ら
に
決
定
の
信
の
相
を
説
か
ん
と
い

い
て
、
始
め
は
地
前
菩
薩
・
羅
漢
・
辟
支
仏
等

よ
り
、
終
り
化
仏
・
報
仏
ま
で
立
て
挙
げ
て
、

る
か
ら
で
あ
る
。
釈
尊
は
『
観
無
量
寿
経
』
や
『
阿
弥
陀
経
』
な
ど
を
説
か
れ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
も
場
所
も
対
象
者
も
利
益
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
釈
尊
の

教
え
の
説
き
方
は
、
人
々
の
理
解
力
や
移
り
変
わ
る
時
代
に
応
じ
て
異
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
は
共
通
し
て
人
や
天
、
菩
薩
の
た
め
に
教
理
と
実
践
を
説
く
の

に
対
し
て
、
一
方
で
は
特
別
に
浄
土
往
生
の
た
め
に
教
理
と
実
践
を
説
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、『
阿
弥
陀
経
』
の
教
え
で
は
、釈
尊
入
滅
後
の
五
濁
が
極
ま
っ

た
時
代
の
一
切
の
凡
夫
が
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
私

は
今
、
心
を
一
つ
に
し
て
こ
の
教
え
に
思
い
を
定
め
て
釈
尊
の
思
し
召
し
通
り

に
実
践
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
、
数
え
き
れ
な
い
程
の
人
達
が
い
て
、
凡
夫

が
往
生
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
言
わ
れ
た
と
し
て
も
、
私
自
身
は
往
生

の
信
心
を
増
し
て
成
就
す
る
の
だ
と
答
え
な
さ
い
（
（15
（

」
と
い
う
こ
と
で
す
。

続
け
て
、「
ま
た
念
仏
行
者
よ
、
さ
ら
に
論
難
し
、
論
破
し
よ
う
と
す
る
者

に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
言
い
な
さ
い
。
あ
な
た
は
よ
く
聞
く
べ
き
で

あ
る
。
私
は
今
、
あ
な
た
の
た
め
に
さ
ら
に
続
け
て
必
ず
往
生
を
確
信
す
る
心

の
あ
り
様
を
説
こ
う
と
言
っ
て
、
始
め
は
地
前
の
菩
薩
（
（15
（

・
阿
羅
漢
（
（15
（

・
縁
覚
（
（15
（

な
ど

か
ら
、
終
わ
り
は
化
仏
や
報
仏
に
至
る
ま
で
列
挙
し
た
上
で
、
た
と
え
化
仏
や
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た
と
い
化
仏
・
報
仏
十
方
に
充
ち
満
ち
て
各
光

を
輝
か
し
舌
を
出
し
て
十
方
に
覆
い
て
、
一
切

の
凡
夫
念
仏
し
て
一
定
往
生
す
と
い
う
事
は
僻

事
な
り
信
ず
べ
か
ら
ず
と
の
た
ま
わ
ん
に
、
我

こ
れ
ら
の
諸
仏
の
所
説
を
聞
く
と
も
一
念
も
疑

退
の
心
を
起
し
て
か
の
国
に
生
ま
る
る
こ
と
を

得
ざ
ら
ん
こ
と
を
畏
れ
じ
。

何
を
も
て
の
故
に
と
な
ら
ば
、
一
仏
は
一

切
仏
な
り
、
大
悲
等
同
に
し
て
少
し
き
の
差
別

な
し
。
同
体
の
大
悲
の
故
に
一
仏
の
所
説
は
す

な
わ
ち
こ
れ
一
切
仏
の
化
な
り
。
こ
こ
を
も
て

ま
ず
弥
陀
如
来
「
我
が
名
号
を
称
す
る
こ
と
下

十
声
に
至
る
ま
で
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を

取
ら
じ
」
と
願
じ
て
そ
の
願
成
就
し
て
す
で
に

仏
に
成
り
た
ま
え
り
。
ま
た
釈
迦
如
来
は
こ
の

五
濁
悪
世
に
し
て
悪
衆
生
・
悪
見
・
悪
煩
煩
・

悪
邪
・
無
信
盛
り
な
る
時
、
弥
陀
の
名
号
を
称

め
衆
生
を
勧
励
し
て
、
称
念
す
れ
ば
必
ず
往
生

報
仏
が
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
、
各
々
が
光
明
を
放
ち
、
舌
を
出
し

て
周
囲
の
世
界
を
覆
っ
て
、
す
べ
て
の
凡
夫
が
念
仏
を
称
え
て
必
ず
や
往
生
す

る
と
い
う
こ
と
は
誤
り
で
あ
っ
て
信
じ
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
た
と
す

る
。
そ
れ
で
も
、
私
は
こ
れ
ら
諸
仏
の
所
説
を
聞
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
浄
土

に
往
生
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
疑
い
退
く
心
を
起
こ
し
て
畏
れ
る
こ
と
な

ど
一
瞬
た
り
と
も
あ
り
は
し
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
お
一
人
の
仏
の
御
心
は
す
べ
て
の
仏
の
御
心
で
あ
り
、
そ
の

大
い
な
る
慈
悲
の
御
心
は
等
し
く
、
少
し
の
差
別
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
心

同
体
の
大
い
な
る
慈
悲
の
御
心
で
あ
る
故
に
お
一
人
の
仏
の
説
く
と
こ
ろ
は
、

す
な
わ
ち
す
べ
て
の
仏
の
教
化
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
阿
弥
陀
仏
は
、

わ
が
名
号
を
称
え
る
こ
と
、
上
は
一
生
涯
を
通
じ
て
称
え
た
者
か
ら
、
下
は
わ

ず
か
十
遍
の
者
に
至
る
ま
で
、
も
し
往
生
が
叶
わ
な
け
れ
ば
私
は
決
し
て
さ
と

り
を
開
か
な
い
と
誓
い
、
そ
の
願
を
成
就
し
て
す
で
に
成
仏
を
遂
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
釈
尊
は
、
五
つ
の
濁
り
が
は
び
こ
る
悪
し
き
こ
の
世
に
あ
っ
て
、
資

質
や
理
解
力
が
低
下
し
た
衆
生
、
乱
れ
た
見
解
や
思
想
、
限
り
な
く
沸
き
起
こ

る
煩
悩
、邪
な
見
解
や
思
想
、信
仰
心
の
な
い
衆
生
が
隆
盛
に
な
っ
た
時
で
あ
っ

て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
褒
め
讃
え
て
衆
生
に
そ
の
名
号
を
勧
め
励
ま
し
て
、
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す
る
こ
と
を
得
、
と
説
き
た
ま
え
り
。
ま
た
十

方
の
諸
仏
は
衆
生
の
釈
迦
一
仏
の
所
説
を
信
ぜ

ざ
ら
ん
事
を
畏
れ
て
、
す
な
わ
ち
と
も
に
同
心

同
時
に
各
舌
相
を
出
し
て
遍
く
三
千
世
界
に
覆

い
て
誠
実
の
こ
と
ば
を
説
き
た
ま
う
、
汝
等
衆

生
み
な
釈
迦
の
所
説
・
所
讃
・
所
証
を
信
ず
べ

し
、
一
切
の
凡
夫
罪
福
の
多
少
、
時
節
の
久
近

を
問
わ
ず
、
た
だ
よ
く
上
は
百
年
を
尽
く
し
下

は
一
日
七
日
十
声
一
声
に
至
る
ま
で
、
心
を
一

つ
に
し
て
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
ず
れ
ば
定
め

て
往
生
す
る
事
を
得
と
い
う
事
を
信
ず
べ
し
、

必
ず
疑
う
こ
と
な
か
れ
、
と
証
誠
し
た
ま
え
り
。

か
る
が
故
に
人
に
つ
い
て
信
を
立
つ
」
と
い
え

り
。か

く
の
ご
と
き
の
一
切
諸
仏
の
一
仏
も
残

ら
ず
、
同
心
に
あ
る
い
は
願
を
発
し
、
あ
る
い

は
そ
の
願
を
説
き
、
あ
る
い
は
そ
の
説
を
証
し

衆
生
が
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
叶
う
と
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
諸
仏
は
、
衆
生
が
釈
尊
の
説
法
を
信
じ
な
い

こ
と
を
恐
れ
て
、
み
な
共
に
同
じ
心
で
同
じ
時
に
各
々
広
く
長
い
舌
を
お
出
し

に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
が
司
っ
て
い
る
世
界
を
す
べ
て
覆
い
尽
く
し
て
そ
の

教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
。
あ
な
た
達
衆
生
は
皆
、
釈
尊
が
説

く
所
、
讃
え
る
所
、
証
明
す
る
所
を
信
じ
な
さ
い
。
釈
尊
は
、
す
べ
て
の
凡
夫

の
罪
悪
や
福
徳
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
念
仏
を
称
え
る
時
間
の
長
短
を
問
う

こ
と
な
く
、
た
だ
し
っ
か
り
と
、
上
は
百
年
と
い
う
一
生
涯
に
わ
た
る
念
仏
か

ら
、
下
は
わ
ず
か
一
日
や
七
日
、
あ
る
い
は
、
十
遍
や
一
遍
の
念
仏
に
至
る
ま

で
、
心
を
一
つ
に
し
て
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
れ
ば
、
必
ず
や
そ
の
者

の
往
生
が
叶
う
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
、
決
し
て
疑
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
念
仏
往
生
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
仏
の
一
連
の
御
言
葉
を
信
じ
て
、
異
学
・
異
見
・
別
解
・
別
行

の
人
達
の
言
葉
を
信
じ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
、
人
に
つ
い
て
信
を
立

て
る
と
名
づ
け
る
（
（15
（

」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
が
、
一
人
の
仏
も
余
す
こ
と
な
く
、
同
じ
心

で
念
仏
往
生
の
願
を
立
て
、
あ
る
い
は
、
そ
の
念
仏
往
生
の
願
を
説
き
広
め
、

あ
る
い
は
、
そ
の
念
仏
往
生
の
説
を
真
実
と
証
明
し
て
、
す
べ
て
の
凡
夫
が
念
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て
、
一
切
の
凡
夫
念
仏
し
て
決
定
往
生
す
べ
き

旨
を
勧
め
た
ま
え
る
上
に
は
、
い
か
な
る
仏
の

ま
た
来
た
り
て
往
生
す
べ
か
ら
ず
と
は
の
た
ま

う
べ
き
ぞ
と
い
う
理
を
も
て
、
仏
来
た
り
て
の

た
ま
う
と
も
驚
く
べ
か
ら
ず
と
は
信
ず
る
な
り
。

仏
な
お
し
か
り
、
い
わ
ん
や
地
前
地
上
の
菩
薩

を
や
、
い
わ
ん
や
小
乗
の
羅
漢
を
や
と
心
得
つ

れ
ば
、
ま
し
て
凡
夫
の
と
か
く
申
さ
ん
に
よ
り

て
一
念
も
疑
い
驚
く
心
あ
る
べ
か
ら
ず
と
は
申

す
な
り
。

大
方
こ
の
信
心
の
よ
う
を
人
の
心
得
分
か

ぬ
と
覚
ゆ
る
な
り
。
心
の
そ
み
そ
み
と
身
の
毛

も
竪い

よ
だち
涙
も
落
つ
る
を
の
み
信
の
起
る
と
申
す

は
僻
事
に
て
あ
る
な
り
。
そ
れ
は
歓
喜・随
喜・

悲
喜
と
ぞ
申
す
べ
き
。
信
と
い
は
疑
に
対
す
る

心
に
て
、
疑
を
除
く
を
信
と
は
申
す
べ
き
な
り
。

見
る
事
に
つ
け
て
も
聞
く
事
に
つ
け
て
も
、
そ

の
事
一
定
さ
ぞ
と
思
い
取
り
つ
る
事
は
、
人
い

仏
を
称
え
れ
ば
必
ず
往
生
す
る
の
だ
と
い
う
教
え
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
に
は
、

い
か
な
る
仏
が
現
れ
て
「
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
は
往
生
で
き
な
い
の
だ
」
な

ど
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
理
屈
を
並
べ
て
述
べ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
驚
く

必
要
な
ど
な
い
と
信
じ
る
の
で
す
。
仏
で
あ
っ
て
も
こ
う
し
た
対
応
を
す
べ
き

な
の
で
す
か
ら
、
い
わ
ん
や
十
地
以
上
や
十
地
未
満
の
境
地
に
達
せ
ら
れ
た
菩

薩
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ん
や
小
乗
仏
教
に
お
い
て
最
高
の
境
地
で
あ
る
阿
羅
漢

で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
と
心
得
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
し
て
や
凡
夫
が
と
や
か

く
理
屈
を
並
べ
立
て
て
念
仏
往
生
の
教
え
を
否
定
し
た
と
し
て
も
、
わ
ず
か
で

も
疑
い
や
驚
き
の
心
を
抱
い
て
は
い
け
な
い
と
申
し
て
い
る
の
で
す
。

概
し
て
、
こ
う
し
た
疑
い
を
抱
か
な
い
信
心
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
人

に
よ
っ
て
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
心

が
し
み
じ
み
と
感
動
し
て
鳥
肌
を
立
て
、
涙
が
流
れ
る
と
い
っ
た
様
子
だ
け
が

「
信
心
が
起
こ
る
」と
受
け
と
め
て
し
ま
う
の
は
心
得
違
い
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、

大
い
に
感
動
す
る
心
を
通
じ
て
得
た
喜
び
で
あ
る
「
歓
喜
・
随
喜
・
悲
喜
」
な

ど
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。「
信
」と
は
、「
疑
」に
対
す
る
心
で
あ
っ
て
、「
疑
」

を
除
く
こ
と
を
「
信
」
と
い
う
の
で
す
。
目
に
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
耳
に

す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
心
が
定
ま
り
確
信
し
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
他
の
人
が
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か
に
申
せ
ど
も
不
定
に
思
い
成
る
事
は
な
き
ぞ

か
し
。
こ
れ
を
こ
そ
も
の
を
信
ず
る
と
は
申
せ
。

そ
の
信
の
上
に
歓
喜
随
喜
な
ん
ど
も
起
ら
ん
は

勝
れ
た
る
に
て
こ
そ
あ
る
べ
け
れ
。

た
と
え
ば
年
ご
ろ
心
の
程
を
も
見
取
り
て
、

空
事
せ
ぬ
確
か
な
ら
ん
人
ぞ
と
頼
み
た
ら
ん
人

の
、
さ
ま
ざ
ま
に
恐
ろ
し
き
誓
言
を
立
て
、
等な

お

閑ざ
り
な
ら
ず
慇
ろ
に
契
り
置
き
た
る
事
の
あ
ら
ん

を
、
深
く
頼
み
て
忘
れ
ず
持
ち
て
、
心
の
底
に

深
く
貯
え
た
ら
ん
に
、
い
と
心
の
程
も
知
ら
ざ

ら
ん
人
の
「
そ
れ
な
頼
み
そ
、空
事
を
す
る
ぞ
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
い
い
妨
た
げ
ん
に
つ
き
て
少

し
も
変
る
心
は
あ
る
ま
じ
き
ぞ
か
し
。

そ
れ
か
よ
う
に
弥
陀
の
本
願
を
も
深
く
信

じ
て
い
い
破
ら
る
べ
か
ら
ず
、
い
わ
ん
や
一
代

の
教
主
も
付
属
し
た
ま
え
る
を
や
、
い
わ
ん
や

十
方
の
諸
仏
も
証
誠
し
た
ま
え
る
を
や
と
心
得

べ
き
に
や
。
ま
こ
と
に
理
を
聞
き
開
か
ざ
ら
ん

ど
の
よ
う
に
言
い
妨
げ
た
と
こ
ろ
で
迷
う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
も
の
で

す
。
こ
れ
こ
そ
「
も
の
を
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
「
信
」
の

う
え
に
「
歓
喜
」
や
「
随
喜
」
な
ど
の
心
が
起
こ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
き
っ
と

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
長
年
そ
の
人
柄
を
見
て
よ
く
知
っ
て
お
り
、
嘘
偽
り
の
な
い

誠
実
な
人
だ
と
頼
り
に
し
て
い
た
人
が
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の
人
が
、
さ
ま
ざ

ま
に
途
方
も
な
い
誓
い
を
立
て
、
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
な
く
固
く
誓
っ
た
そ

の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
深
く
神
仏
を
頼
り
に
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
心
の

奥
底
に
大
事
に
秘
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
人
の
人
柄
な
ど
何
も
知

ら
な
い
人
が
、「
そ
の
よ
う
に
神
仏
を
頼
り
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
結
局
無
駄
に

な
っ
て
し
ま
う
ぞ
」
と
、手
を
替
え
、品
を
替
え
て
「
神
仏
の
加
護
な
ど
な
い
」

と
言
い
妨
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
心
変
わ
り
す
る
こ
と
な
ど
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
例
え
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
お
念
仏
の
教
え
を

深
く
信
じ
て
、
決
し
て
人
か
ら
言
い
破
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
や
、
そ
の
教
え
は
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈
尊
が
後
の
世
に

授
け
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
す
べ
て
の
御

仏
が
真
実
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
、
と
心
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程
こ
そ
あ
ら
め
、
一
た
び
も
こ
れ
を
聞
き
て
信

を
発
こ
し
て
ん
後
は
い
か
な
る
人
と
か
く
い
う

と
も
な
じ
に
か
は
乱
る
る
心
あ
る
べ
き
と
こ
そ

は
覚
え
そ
う
ら
え
。

次
に
「
行
に
就
い
て
信
を
立
つ
」
と
い
う

は
「
す
な
わ
ち
行
に
二
つ
あ
り
。
一
つ
に
は
正

行
、
二
つ
に
は
雑
行
な
り
」
と
い
え
り
。
こ
の

二
行
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
行
相
、
あ
る
い
は

得
失
、
文
広
く
義
多
し
と
い
え
ど
も
し
ば
ら
く

略
を
存
す
。
具
に
は
下
の
起
行
の
中
に
明
か
す

べ
し
。
深
心
の
大
要
を
取
る
に
こ
れ
に
あ
り
。

�

こ
の
文
に
下
巻
あ
る
べ
し
と
見
ゆ
る
が
、
い

ず
く
に
隠
れ
て
は
ん
べ
る
に
か
い
ま
だ
尋

ね
得
ず
。
も
し
尋
ね
得
る
人
あ
ら
ば
こ
れ
に

続
げ
。

得
る
べ
き
で
す
。
実
に
こ
う
し
た
道
理
を
聞
い
て
も
す
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
た
び
納
得
し
て
「
信
」
を
起
こ
し
た

な
ら
ば
、
そ
の
後
、
い
か
な
る
人
が
ど
の
よ
う
に
言
い
妨
げ
た
と
し
て
も
、
ど

う
し
て
信
心
を
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
心
得
る
べ
き
で
す
。

次
に
善
導
大
師
は
「
浄
土
往
生
の
た
め
の
行
に
つ
い
て
信
心
を
立
て
る
（
（16
（

」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
善
導
大
師
は
、「
す
な
わ
ち
浄
土
往
生
の
行
に
は
二
種
類

あ
る
。
一
つ
は
阿
弥
陀
仏
に
親
し
い
行
（
正
行
）
で
あ
る
。
二
つ
は
そ
れ
以
外

の
行
（
雑
行
）
で
あ
る
（
（16
（

」
と
お
示
し
で
す
。
こ
の
二
種
類
の
行
に
つ
い
て
は
、

あ
る
い
は
行
の
あ
り
様
、
あ
る
い
は
功
徳
の
あ
る
な
し
に
つ
い
て
、
説
明
も
詳

細
に
わ
た
り
、
解
釈
も
多
様
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
こ
れ
以
降
の
「
行
の
あ
り
方
（
起
行
）」
に
つ
い
て
言
及

す
る
中
で
明
ら
か
に
し
ま
す
。
深
心
の
肝
要
を
解
説
す
る
と
以
上
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

�

こ
の
文
章
に
は
下
巻
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
い
ま
だ
に
探
し
出
せ
な
い
。
も
し
探
し
出

し
た
人
が
い
た
な
ら
ば
、
こ
こ
に
続
け
て
欲
し
い
。
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黒
谷
上
人
語
灯
録　

巻
第
十
一

注（
1
）
十
方
…
東
・
南
・
西
・
北
・
上
・
下
・
四
維
（
東
北
・
東
南
・

西
南
・
西
北
）
の
総
称
。
こ
の
一
〇
の
方
向
が
す
べ
て
の
方
角

を
意
味
す
る
。

（
2
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

（
3
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
八
三
／
浄
全
二
・
一
〇
下
）

（
4
）『
菩
薩
地
持
経
』
巻
一
の
取
意
か
（
河
波
昌
「
浄
土
教
と
主
体

性
の
問
題
」『
浄
土
宗
学
研
究
』一
八
参
照
）。
ま
た『
往
生
要
集
』

に
は
「〔
菩
提
心
の
〕
行
相
は
総
じ
て
之
を
謂
わ
ば
作
仏
を
願
う

心
な
り
。
亦
た
上
求
菩
提
下
化
衆
生
心
と
名
く
。
別
し
て
之
を

謂
わ
ば
四
弘
誓
願
な
り
」（
浄
全
一
五
・
六
九
下
／
正
蔵
八
四
・

四
八
下
）
と
あ
る
。

（
5
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
三
三
／
浄
全
一
・
一
一
）

（
6
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
三
四
／
浄
全
一
・
一
一
）

（
7
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
三
四
／
浄
全
一
・
一
一
）
に

「
決
定
し
て
必
ず
無
上
正
覚
を
成
ぜ
ん
」
と
あ
る
文
の
取
意
。

（
8
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
六
上
）

（
9
）
五
逆
罪
…
五
つ
の
重
罪
。
殺
父
（
父
を
殺
す
）・
殺
母
（
母
を

殺
す
）・
殺
阿
羅
漢
（
阿
羅
漢
を
殺
す
）・
出
仏
身
血
（
仏
身
を

傷
つ
け
出
血
さ
せ
る
）・
破
和
合
僧
（
教
団
の
和
合
を
破
壊
す
る
）。

（
10
）『
無
量
寿
経
』
下
（
聖
典
一
・
二
四
九
／
浄
全
一
・
一
九
）

（
11
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

（
12
）『
要
義
問
答
』
に
は
「
本
願
に
乃
至
十
念
と
い
う
、
願
成
就
の

文
に
乃
至
一
念
も
か
の
仏
を
念
じ
て
心
を
至
し
て
廻
向
す
れ
ば

す
な
わ
ち
か
の
国
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
と
い
う
」（
聖
典
四
・

三
九
〇
）
と
あ
る
。

（
13
）『
無
量
寿
経
』
下
（
聖
典
一
・
二
四
九
～
二
五
〇
／
浄
全
一
・

一
九
～
二
〇
）

（
14
）『
無
量
寿
経
』
下
（
聖
典
一
・
二
五
三
／
浄
全
一
・
二
一
）

（
15
）
戒
珠
仮
託
『
往
生
浄
土
伝
』（『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
六
・
四

八
六
上
～
四
八
七
上
）
を
参
照
。

（
16
）『
無
量
寿
経
』
下
（
聖
典
一
・
二
八
四
／
浄
全
一
・
三
五
）

（
17
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
一
四
／
浄
全
一
・
五
一
）

（
18
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
〇
／
浄
全
一
・
四
四
）

（
19
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

（
20
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

黒
谷
上
人
語
灯
録　

巻
第
十
一
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（
21
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
三
三
／
浄
全
一
・
一
一
）

（
22
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
中
）

（
23
）『
観
経
疏
』
定
善
義
（
聖
典
二
・
二
七
三
／
浄
全
二
・
四
九
上
）

（
24
）
魔
王
…
欲
界
（
六
欲
天
）
の
最
高
位
で
あ
る
他
化
自
在
天
の

天
主
。
第
六
天
魔
王
波は

旬じ
ゅ
ん（पापीयस्

、pāpīyas

）
と
も
い
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
り
で
仏
道
修
行
者
の
信
心
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
。

（
25
）
宝
池
…
八
功
徳
池
。
極
楽
浄
土
に
あ
る
と
説
か
れ
る
池
で
、

八
種
の
す
ぐ
れ
た
功
徳
を
具
え
た
水（
八
功
徳
水
）を
湛
え
、一
々

の
池
の
水
は
七
種
の
宝
玉
（
七
宝
）
か
ら
な
る
。

（
26
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
〇
／
浄
全
一
・
四
四
）

（
27
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
六
／
浄
全
一
・
四
六
）

（
28
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
八
／
浄
全
二
・
五
五
下
）

（
29
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
30
）
十
悪
…
身
口
意
の
三
業
で
犯
す
十
種
の
悪
業
。
殺
生
・
偸
盗
・

邪
淫
・
妄
語
・
両
舌
・
悪
口
・
綺
語
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
の

こ
と
。

（
31
）
四
重
…
四
種
の
重
罪
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
の
こ
と
。

（
32
）
謗
法
…
誹
謗
正
法
の
略
。
仏
法
を
謗
る
こ
と
。

（
33
）
闡
提
…
仏
の
教
え
を
信
じ
ず
、成
仏
す
る
因
縁
を
持
た
な
い
者
。

こ
こ
に
闡
提
を
罪
と
し
て
示
す
の
は
、
仏
の
教
え
を
誹
謗
し
て

成
仏
の
縁
を
欠
く
こ
と
を
含
む
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
34
）
破
見
…
正
し
く
物
事
を
見
た
り
、
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
を

阻
害
す
る
こ
と
。

（
35
）『
観
経
疏
』
定
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
五
～
二
九
六
／
浄
全
二
・

五
九
上
）。
た
だ
し
原
文
と
若
干
文
言
が
異
な
る
。

（
36
）
三
無
差
別
…
三
と
は
心
と
仏
と
衆
生
を
指
す
。
心
は
仏
に
も

通
じ
、
衆
生
に
も
通
じ
、
故
に
こ
の
三
つ
に
差
別
が
な
い
こ
と

を
い
う
。

（
37
）
尽
浄
虚
融
…
も
の
ご
と
に
は
こ
と
ご
と
く
実
体
が
な
い
と
さ

と
る
智
慧
。

（
38
）
諸
法
実
相
…
す
べ
て
の
存
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
。

（
39
）
悉
有
仏
性
…
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
仏
性
が
あ
る
と
す
る
こ
と
。

（
40
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
六
三
～
一
六
四
／
浄
全
二
・

二
下
）
取
意
。

（
41
）
空
仮
中
の
三
諦
…
諸
法
実
相
の
真
理
を
明
ら
か
に
し
た
三
面
。

す
べ
て
の
存
在
は
実
体
が
な
い
こ
と
（
空
）、
す
べ
て
の
存
在
は

縁
に
よ
っ
て
仮
に
生
じ
て
い
る
こ
と
（
仮
）、
す
べ
て
の
存
在
は

一
面
的
な
も
の
で
は
な
く
、
空
・
仮
を
超
え
た
絶
対
的
な
も
の

で
あ
り
、
言
説
や
思
慮
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
（
中
）。

（
42
）
正
了
縁
の
三
義
…
三
因
仏
性
の
こ
と
。
仏
と
な
る
た
め
の
三

つ
の
要
因
。
正
因
と
は
本
来
衆
生
に
具
わ
っ
て
い
る
真
如
、
了

因
と
は
正
因
を
自
覚
す
る
智
慧
、
縁
因
と
は
そ
の
智
慧
を
開
く

た
め
の
善
行
。

（
43
）
法
報
応
の
三
身
…
仏
の
身
に
つ
い
て
の
定
義
。
法
身
・
報
身
・
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応
身
。

（
44
）
阿
字
本
不
生
の
義
…
密
教
に
お
い
て
「
阿
」
の
字
は
あ
ら
ゆ

る
文
字
の
基
礎
、「
本
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
ま
た
「
無
」「
不
」

な
ど
否
定
の
意
も
あ
り
、「
不
生
」
の
義
を
持
つ
と
さ
れ
る
こ
と
。

（
45
）
三
諦
一
理
…
空
仮
中
の
三
諦
が
個
別
に
成
り
立
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、一
諦
の
う
ち
に
区
別
な
く
融
け
合
っ
て
い
る
こ
と
。

（
46
）八
不
中
道
…
八
つ
の
誤
っ
た
見
解
を
正
し
、実
践
す
る
こ
と
。生
・

滅
・
断
・
常
・
一
・
異
・
去
・
来
の
八
邪
を
離
れ
、
不
生
・
不
滅
・

不
断
・
不
常
・
不
一
・
不
異
・
不
去
・
不
来
の
八
不
の
真
理
に
よ
っ

て
破
邪
す
る
こ
と
。
三
論
宗
の
吉
蔵
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。

（
47
）
五
重
唯
識
…
法
相
宗
に
お
い
て
、
唯
識
の
道
理
を
五
種
の
段

階
で
区
別
し
た
も
の
。

（
48
）
耆
婆
…
釈
尊
在
世
時
の
医
者
。『
観
経
』
に
も
登
場
し
、
母
を

殺
そ
う
と
し
た
阿
闍
世
王
子
を
諌
め
て
い
る
。

（
49
）
扁
鵲
…
古
代
中
国
の
医
者
。
一
般
的
に
は
耆
婆
と
あ
わ
せ
て

名
医
の
代
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

（
50
）
崑
崙
山
…
古
代
中
国
に
お
い
て
、
仙
人
が
住
む
と
さ
れ
た
伝

説
上
の
山
岳
。
黄
河
の
源
で
あ
り
、
宝
玉
を
産
出
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

（
51
）
無
上
念
王
…
『
悲
華
経
』
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
前
生
の
名
。

転
輪
聖
王
で
あ
り
、
宝
蔵
如
来
の
も
と
で
誓
願
を
立
て
た
と
さ

れ
る
。

（
52
）
宝
海
梵
志
…
『
悲
華
経
』
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
前
生
の
名
。

無
上
念
王
に
仕
え
る
バ
ラ
モ
ン
司
祭
官
で
あ
る
。

（
53
）
五
濁
…
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
進
す
る
五
つ
の
け
が
れ
の

こ
と
。
①
劫
濁
―
時
代
の
乱
れ
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
乱
・
飢
饉
・

疫
病
な
ど
が
多
く
な
る
こ
と
。
②
見
濁
―
思
想
の
乱
れ
の
こ
と

で
あ
り
、邪
悪
な
思
想
が
は
び
こ
る
こ
と
。
③
煩
悩
濁
―
貪
・
瞋
・

痴
の
三
毒
煩
悩
な
ど
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
。
④
衆
生
濁
―
人
々

の
資
質
が
低
下
し
て
教
え
の
理
解
力
が
劣
化
す
る
こ
と
。
⑤
命

濁
―
人
々
の
寿
命
が
短
く
な
る
こ
と
。

（
54
）
八
相
成
道
…
釈
尊
の
生
涯
に
お
け
る
八
つ
の
主
要
な
出
来
事
。

①
処
天
宮
、
②
入
胎
、
③
現
生
、
④
出
家
、
⑤
降
魔
、
⑥
成
道
、

⑦
初
転
法
輪
、
⑧
入
滅
処
の
こ
と
。

（
55
）
八
部
…
天
竜
八
部
や
八
部
衆
と
も
い
う
。
仏
教
を
守
護
す
る

八
種
類
の
鬼
神
の
総
称
で
、
①
天
、
②
竜
、
③
夜
叉
、
④
乾
闥
婆
、

⑤
阿
修
羅
、
⑥
迦
楼
羅
、
⑦
緊
那
羅
、
⑧
摩
睺
羅
迦
の
こ
と
。

（
56
）
目
連
…
目
連
は
釈
尊
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

（
57
）
八
十
年
…
正
徳
版
に
は
「
そ
こ
は
く
の
」
と
あ
る
。
釈
尊
は

八
十
年
の
生
涯
を
送
る
も
、
阿
難
や
目
連
が
釈
尊
と
共
に
八
十

年
間
過
ご
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
58
）
多
羅
葉
…
タ
ー
ラ
樹
の
葉
の
こ
と
。
タ
ー
ラ
樹
は
ヤ
シ
の
一

種
オ
ウ
ギ
ヤ
シ
で
、
こ
の
葉
に
経
文
を
記
し
た
。

（
59
）『
法
事
讃
』
下
の
原
文
に
は
「
随
宜
」（
浄
全
四
・
二
五
上
）
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と
あ
る
が
、『
和
語
灯
録
』
で
は
「
随
機
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
60
）
三
明
…
三
つ
の
智
慧
の
こ
と
。
①
宿
命
通
、
②
天
眼
通
、
③

漏
尽
通
。

（
61
）『
法
事
讃
』
下
（
浄
全
四
・
二
四
下
／
大
正
四
七
・
四
三
五
中
）

（
62
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
六
二
下
／
正
蔵
四
七
・
四
四
二
上
）。

自
信
偈
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
63
）
法
然
上
人
が
善
導
教
学
の
要
点
を
ま
と
め
た
趣
意
文
か
。

（
64
）
原
文
に
は
、「
多
く
下
品
と
い
う
と
も
足
ぬ
べ
し
」（
聖
典
四
・

二
九
六
）
で
括
っ
て
い
る
が
、
括
弧
の
範
囲
を
「
下
品
と
い
う

と
も
足
ぬ
べ
し
」
に
修
正
し
た
。

（
65
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

（
66
）
善
知
識
…
正
し
い
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る
尊
い
者
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
浄
土
を
伝
え
て
く
れ
る
者
を

指
す
。

（
67
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

（
68
）
原
文
に
は
、「
声
聞
衆
」
と
あ
り
、
経
典
に
は
「
比
丘
」
と
あ

る
。

（
69
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
二
四
上
）
趣
意
。

（
70
）『
阿
弥
陀
経
』（
聖
典
一
・
三
一
八
／
浄
全
一
・
五
三
～
五
四
）

趣
意
。

（
71
）
三
千
大
千
世
界
…
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
こ
と
。
仏
教
の

世
界
観
で
、
一
須
弥
山
世
界
を
一
世
界
、
こ
れ
が
千
個
集
ま
っ

て
小
千
世
界
、
小
千
世
界
が
千
個
集
ま
っ
て
中
千
世
界
、
こ
れ

が
千
個
集
ま
っ
た
も
の
を
大
千
世
界
と
呼
ぶ
。

（
72
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
三
五
下
）

（
73
）
金
沢
文
庫
本
・
専
修
寺
本
に
は
「
ヤ
フ
レ
タ
タ
レ
シ
メ
ム
」

と
あ
り
、そ
れ
に
基
づ
い
て
現
代
語
訳
し
て
い
る（
昭
法
全
四
六
）。

（
74
）『
法
事
讃
』
下
（
浄
全
四
・
二
二
上
）

（
75
）
十
地
…
菩
薩
が
成
仏
す
る
ま
で
の
段
階
の
う
ち
、
極
め
て
仏

に
近
い
段
階
・
位
を
い
う
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
な
ど
に
説
か

れ
、さ
と
り
を
得
よ
う
と
し
た
初
心
の
菩
薩
か
ら
、十
信
・
十
住
・

十
行
・
十
回
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
の
順
で
仏
に
近
い
段
階
・

位
を
指
す
。

（
76
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
二
上
）

（
77
）『
法
事
讃
』
下
（
浄
全
四
・
三
〇
上
）、
原
文
に
は
「
見
ゆ
」

と
あ
る
が
、
和
語
灯
録
で
は
「
現
る
」
と
あ
る
。

（
78
）
五
時
教
判
…
天
台
宗
の
高
祖
・
智
顗
に
よ
る
教
相
判
釈
の
こ
と
。

五
時
八
教
と
も
い
う
。五
時
と
は
、釈
尊
一
代
の
説
法
を
華
厳
時
・

鹿
苑
時
・
方
等
時
・
般
若
時
・
法
華
涅
槃
時
の
五
つ
に
分
類
し

た
も
の
。
八
教
と
は
、
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
の
化
法
四

教
と
、
頓
・
漸
・
不
定
・
秘
密
の
化
儀
四
教
と
を
合
し
て
併
称

し
た
も
の
。

（
79
）
仏
乗
・
菩
薩
乗
…
天
台
宗
で
い
う
一
乗
・
三
乗
の
こ
と
で
、

仏
乗
と
菩
薩
乗
を
連
続
す
る
も
の
で
は
な
く
教
え
の
優
劣
と
し
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て
捉
え
て
い
る
。

（
80
）
達
磨
宗
…
大
日
房
能
忍
を
祖
と
す
る
禅
宗
の
宗
派
。
仏
心
宗

と
も
よ
ば
れ
る
。

（
81
）
宗
…
元
亨
版
で
は
「
乗
」
だ
が
、
寛
永
版
・
正
徳
版
に
基
づ

い
て
「
宗
」
と
し
て
解
釈
し
た
。

（
82
）
心
…
聖
典
の
詞
書
（
二
〇
頁
）、
釈
文
（
三
〇
〇
頁
）
は
と
も

に
「
身
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
元
亨
版
に
基
づ
い
て
「
心
」
で

解
釈
し
た
。

（
83
）拈
華
微
笑
…
釈
尊
が
霊
鷲
山
で
一
枝
の
華
を
捻
っ
て
み
せ
た
が
、

会
衆
は
み
な
沈
黙
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
迦
葉
の
み
が

そ
の
密
か
な
本
意
を
知
っ
て
、
に
っ
こ
り
と
微
笑
ん
だ
と
い
う

説
話
。
言
説
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
仏
法
の
真
髄
が
あ
る
と
す
る
、

禅
宗
の
起
源
を
説
く
公
案
の
一
つ
と
し
て
、
宋
代
以
後
に
重
用

さ
れ
た
。

（
84
）
竜
女
成
仏
…
八
歳
の
竜
女
が
『
法
華
経
』
の
教
え
を
聞
い
て

会
得
す
る
こ
と
で
、
女
性
の
身
体
を
男
性
の
身
体
に
変
じ
て
成

仏
す
る
と
い
う
説
。『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
あ
る
。
当
時
の

イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
女
人
は
悟
れ
る
存
在
で
は
な
い
と
い
う

考
え
方
に
対
し
て
、
女
人
成
仏
を
説
い
た
も
の
。

（
85
）
三
大
阿
僧
祇
劫
…
阿
僧
祇
劫
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
と

い
う
意
味
で
、
そ
の
三
倍
の
時
間
。
菩
薩
が
修
行
を
し
て
仏
に

な
る
ま
で
の
長
大
な
時
間
を
表
現
し
て
い
る
。

（
86
）
十
二
因
縁
…
仏
教
の
縁
起
説
の
中
、
代
表
的
な
教
理
。
苦
悩

の
根
元
を
探
求
し
、
そ
の
根
源
を
断
つ
こ
と
に
よ
っ
て
苦
悩
を

滅
し
て
ゆ
く
た
め
の
十
二
の
条
件
を
系
列
化
し
た
も
の
。①
無
明
、

②
行
、
③
識
、
④
名
色
、
⑤
六
処
、
⑥
触
、
⑦
受
、
⑧
愛
、
⑨
取
、

⑩
有
、
⑪
生
、
⑫
老
死
の
こ
と
。

（
87
）
四
諦
…
四
つ
の
真
理
。
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
の
四
諦
説
。

苦
諦
は
苦
そ
の
も
の
、
集
諦
は
苦
の
生
起
す
る
原
因
、
滅
諦
は

苦
の
止
滅
、
道
諦
は
苦
の
止
滅
に
い
た
る
道
筋
に
関
す
る
真
理
。

（
88
）
四
向
三
果
…
部
派
仏
教
の
修
行
階
位
。
四
向
四
果
と
し
て
、

①
預
流
、②
一
来
、③
不
還
、④
阿
羅
漢
の
そ
れ
ぞ
れ
に
「
向
（
目

標
に
向
か
う
段
階
）」
と
「
果
（
到
達
し
た
境
地
）」
を
立
て
る
。

四
向
三
果
は
最
後
に
阿
羅
漢
果
の
境
地
を
残
し
た
段
階
で
あ
る
。

（
89
）
阿
羅
漢
果
…
阿
羅
漢
は
供
養
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
聖
者

の
意
。
部
派
仏
教
の
修
行
階
位
に
お
け
る
最
高
位
の
一
つ
で
、

四
向
四
果
に
お
い
て
は
阿
羅
漢
向
・
阿
羅
漢
果
と
し
て
立
て
ら

れ
る
。

（
90
）
五
篇
七
聚
…
二
百
五
十
戒
の
罪
を
五
種
に
分
類
し
、
未
遂
罪

を
加
え
て
七
種
に
細
か
く
分
類
し
た
も
の
。
五
篇
は
波
羅
夷
、

僧
残
、
波
逸
提
、
提
舎
尼
、
突
吉
羅
、
七
聚
は
波
羅
夷
、
僧
残
、

偸
蘭
遮
、
波
逸
提
、
提
舎
尼
、
突
吉
羅
、
悪
説
の
こ
と
。

（
91
）
十
戒
…
出
家
し
て
沙
弥
・
沙
弥
尼
に
な
る
と
き
に
受
け
る
戒
律
。

①
不
殺
生
、
②
不
盗
、
③
不
婬
、
④
不
妄
語
、
⑤
不
飲
酒
、
⑥
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不
著
香
華
鬘
不
香
塗
身
、
⑦
不
歌
舞
倡
妓
不
往
観
聴
、
⑧
不
坐

高
広
大
床
、
⑨
不
非
時
食
、
⑩
不
捉
持
生
像
金
銀
宝
物
。

（
92
）
六
法
戒
…
式
叉
摩
那
（
沙
弥
尼
の
う
ち
十
八
歳
か
ら
二
十
歳

ま
で
の
者
）
が
具
足
戒
を
受
け
る
前
に
た
も
つ
戒
律
。
①
不
淫
、

②
不
偸
盗
、
③
不
殺
生
、
④
不
妄
語
、
⑤
不
飲
酒
、
⑥
不
非
時
食
。

（
93
）
三
聚
浄
戒
…
菩
薩
が
受
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
種
類
の

き
よ
ら
か
な
戒
。
不
殺
生
な
ど
の
戒
法
を
守
る
摂
律
儀
戒
、
六

波
羅
蜜
な
ど
の
善
法
を
実
践
す
る
摂
善
法
戒
、
利
他
行
を
実
践

す
る
摂
衆
生
戒
。

（
94
）
十
重
禁
戒
…
こ
れ
を
犯
す
と
菩
薩
の
資
格
が
失
わ
れ
る
必
ず

守
る
べ
き
戒
。
①
殺
戒
、
②
盗
戒
、
③
婬
戒
、
④
妄
語
戒
、
⑤

酤
酒
戒
、
⑥
説
四
衆
過
戒
、
⑦
自
讃
毀
他
戒
、
⑧
慳
惜
加
毀
戒
、

⑨
瞋
心
不
受
悔
戒
、
⑩
謗
三
宝
戒
。

（
95
）
乞
眼
の
悪
縁
…
舎
利
弗
が
そ
の
前
世
に
お
い
て
、
六
十
劫
も

の
間
、
菩
薩
行
を
修
し
て
い
た
が
、
あ
る
人
か
ら
眼
を
布
施
す

る
こ
と
を
乞
わ
れ
て
、
自
ら
の
眼
を
え
ぐ
り
と
っ
て
与
え
た
と

こ
ろ
、
そ
の
人
が
こ
れ
を
地
に
捨
て
て
足
で
踏
み
つ
け
た
の
を

見
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
救
う
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
、
菩
薩

道
を
退
転
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
逸
話
（『
大
智
度
論
』
大
正
二

五
・
一
四
五
上
～
中
）。

（
96
）
入
我
我
入
阿
字
本
不
生
の
観
…
入
我
我
入
と
は
仏
と
自
身
が

不
二
に
な
る
こ
と
を
示
し
、
阿
字
本
不
生
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
五
〇
音
の
最
初
で
あ
る
「
阿
］
は
何
物
か
ら
も
生
み
出

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
本
来
的
に
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す

る
こ
と
。
い
ず
れ
も
真
言
密
教
を
代
表
す
る
教
説
で
あ
る
。

（
97
）
三
観
六
即
中
道
実
相
の
観
…
三
観
と
は
、
天
台
宗
で
用
い
る

諸
法
実
相
と
い
う
真
理
の
あ
り
よ
う
と
し
て
空
諦
・
仮
諦
・
中

道
第
一
義
諦
の
三
諦
を
立
て
、
そ
の
真
理
を
観
ず
る
智
慧
と
し

て
説
く
空
観
・
仮
観
・
中
道
観
の
こ
と
。
ま
た
、
六
即
と
は
、

蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
の
四
教
の
う
ち
、
円
教
独
自
に
説

か
れ
た
修
道
階
位
で
あ
り
、
理
即
・
名
字
即
・
観
行
即
・
相
似
即
・

分
証
即
・
究
竟
即
の
こ
と
。

（
98
）
法
界
唯
心
の
観
…
法
界
と
は
、
真
如
ま
た
は
一
切
諸
法
の
意
。

唯
心
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
世
界
は
た
だ
心
の
現
れ
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
。
い
ず
れ
も
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
著
名
な

語
句
で
あ
る
。
華
厳
宗
で
は
、法
界
の
す
が
た
に
つ
い
て
、事
物
・

事
象
が
互
い
に
何
の
妨
げ
も
な
く
交
流
・
融
和
す
る
と
い
う
事

事
無
礙
を
説
き
、
そ
の
よ
う
な
法
界
の
構
造
を
観
じ
る
こ
と
を

法
界
観
と
い
う
。

（
99
）
即
心
是
仏
の
観
…
仏
心
宗
（
達
摩
宗
）
の
宗
義
で
、
人
間
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
具
え
て
い
る
仏
性
（
仏
心
）
を
顕
現
す

る
こ
と
で
直
ち
に
仏
と
な
る
と
い
う
こ
と
。

（
100
）『
安
楽
集
』
上
（
浄
全
一
・
六
九
三
上
）

（
101
）『
安
楽
集
』
上
（
浄
全
一
・
六
九
三
上
）
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（
102
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
八
一
／
浄
全
二
・
一
〇
上
）

（
103
）
安
心
・
起
行
…
安
心
と
は
、
念
仏
信
仰
に
お
け
る
心
の
持
ち
方
。

起
行
と
は
、
身
体
的
行
為
と
し
て
の
修
行
で
、
安
心
の
対
。
浄

土
宗
で
は
念
仏
の
実
践
を
指
す
。

（
104
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
五
～
三
〇
六
／
浄
全
一
・

四
六
）

（
105
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
四
下
）

（
106
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
七
～
二
八
八
／
浄
全
二
・

五
五
下
）

（
107
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
108
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
七
／
浄
全
二
・
五
五
下
）

（
109
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
六
／
浄
全
一
・
四
七
）

（
110
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
七
二
／
浄
全
二
・
六
下
）

（
111
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
七
三
／
浄
全
二
・
六
下
）

（
112
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
七
三
／
浄
全
二
・
七
上
）

（
113
）『
善
導
十
徳
』（
昭
法
全
八
二
九
）

（
114
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
八
／
浄
全
二
・
五
五
下
）

（
115
）
譏
嫌
戒
…
世
間
の
そ
し
り
を
避
け
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
戒
。

（
116
）
三
界
…
衆
生
が
輪
廻
す
る
迷
い
の
世
界
で
、
欲
界
・
色
界
・

無
色
界
か
ら
な
る
。

（
117
）
六
道
…
生
前
の
行
い
に
よ
っ
て
赴
く
と
さ
れ
る
六
つ
の
迷
い

の
世
界
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
。

（
118
）
火
宅
…
煩
悩
が
さ
か
ん
な
状
態
を
燃
え
る
家
に
た
と
え
た
語
。

現
実
の
人
間
世
界
を
指
す
。

（
119
）
三
福
…
福
徳
を
も
た
ら
す
三
種
の
善
行
で
、
世
福
（
道
徳
を

守
る
）・
戒
福
（
戒
律
を
守
る
）・
行
福
（
大
乗
の
善
行
を
積
む
）

の
こ
と
。

（
120
）
九
品
…
極
楽
往
生
を
願
う
人
を
、
そ
の
性
質
や
行
い
に
よ
っ

て
分
け
た
九
種
の
階
位
。
上
品
上
生
・
上
品
中
生
・
上
品
下
生
・

中
品
上
生
・
中
品
中
生
・
中
品
下
生
・
下
品
上
生
・
下
品
中
生
・

下
品
下
生
。

（
121
）
定
善
…
妄
念
を
排
し
、
心
を
集
中
さ
せ
て
行
う
善
行
。『
観
無

量
寿
経
』
の
十
六
観
の
う
ち
、
は
じ
め
の
十
三
観
が
こ
れ
に
当

た
る
。
散
善
と
合
わ
せ
て
定
散
二
善
と
い
う
。

（
122
）
散
善
…
心
が
散
乱
し
た
ま
ま
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
善
行
。

（
123
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
五
）

（
124
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
〇
／
浄
全
二
・
五
七
）

（
125
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
一
六
二
／
浄
全
二
・
二
上
）

（
126
）
三
賢
…
菩
薩
の
五
十
二
階
位
の
う
ち
、
十
住
・
十
行
・
十
回

向
の
菩
薩
の
こ
と
。

（
127
）
十
聖
…
菩
薩
の
五
十
二
階
位
の
う
ち
、
十
地
の
菩
薩
の
こ
と
。

（
128
）
十
信
…
菩
薩
の
五
十
二
階
位
の
う
ち
、
最
初
の
十
段
階
の
菩

薩
の
こ
と
。

（
129
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
一
六
二
～
三
／
浄
全
二
・
二
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上
）

（
130
）
前
注
を
受
け
た
取
意
か
。

（
131
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
一
二
／
浄
全
一
・
五
〇
）

（
132
）
四
重
…
四
種
の
重
罪
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
の
こ
と
。

注
（
31
）
と
同
じ
。

（
133
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
三
二
〇
／
浄
全
二
・
七
〇
上
）

（
134
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
三
二
〇
／
浄
全
二
・
七
〇
上
）

（
135
）『
無
量
寿
経
』
下
（
聖
典
一
・
二
八
五
／
浄
全
一
・
三
六
）。

法
然
上
人
に
よ
る
取
意
、『
選
択
集
』
第
五
章
段
参
照
。

（
136
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
六
二
下
）

（
137
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
五
下
）

（
138
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
）

（
139
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
二
四
上
）
取
意
。

（
140
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
141
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
142
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
143
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
144
）
雑
修
・
雑
行
…
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
五
つ
の
実
践
行
（
五

種
正
行
）
以
外
の
種
々
雑
多
な
行
法
を
修
す
る
こ
と
。

（
145
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
146
）
専
修
・
正
行
…
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
五
つ
の
実
践
行
（
五

種
正
行
）
を
専
ら
修
す
る
こ
と
。

（
147
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
148
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
七
上
）

（
149
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
〇
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
150
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
〇
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
151
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
〇
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

（
152
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
下
）

取
意
。

（
153
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
一
／
浄
全
二
・
五
七
上
）

（
154
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
155
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
一
／
浄
全
二
・
五
七
上
）

取
意
。

（
156
）
地
前
の
菩
薩
…
菩
薩
の
五
十
二
階
位
の
う
ち
、
十
地
以
前
の

十
住
・
十
行
・
十
回
向
の
こ
と
。

（
157
）
阿
羅
漢
…
小
乗
仏
教
に
お
い
て
、
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
た
修

行
者
が
至
る
最
上
位
の
こ
と
。

（
158
）
縁
覚
…
師
な
く
し
て
独
自
に
さ
と
り
を
開
い
た
者
。
大
乗
仏

教
で
は
、
こ
の
立
場
を
自
己
中
心
的
な
も
の
と
捉
え
て
、
声
聞

と
と
も
に
二
乗
と
呼
称
す
る
。

（
159
）『
観
経
疏
』（
聖
典
二
・
二
九
二
／
浄
全
二
・
五
八
上
）
取
意
。

（
160
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
161
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）
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浄
土
宗
寺
院
に
は
、
地
蔵
尊
像
が
本
堂
内
、
境
内
に
地
蔵

堂
ま
た
は
六
地
蔵
尊
等
を
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
町

の
辻
々
に
地
蔵
尊
の
祠
、
そ
し
て
災
害
事
故
現
場
に
も
地
蔵
尊

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
蔵
尊
前
で
は
、
祈
願
、
水
子
供

養
、
慰
霊
法
要
を
は
じ
め
地
蔵
盆
が
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
は
地
蔵
尊
法
要
を
明
記
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
法
式
研
究
班
は
、
各
地
で
勤
め
ら
れ
て
い
る
地
蔵
尊

供
養
式
の
調
査
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
独
自
の
式
次
第
で
法

要
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

地
蔵
尊
法
要
を
勤
め
た
い
寺
院
の
た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法

要
に
対
処
し
る
表
白
（
例
文
）・
式
次
第
を
考
察
し
、「
地
蔵
尊

供
養
式
」
の
経
本
を
製
作
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
葬
儀
・
法
事
は
、
檀
信
徒
以
外
の
親
戚
・
友
人
・

会
社
関
係
・
町
会
等
の
近
隣
の
人
が
参
列
し
て
い
た
。
し
か
し
、

近
年
、
家
族
葬
が
一
般
化
し
て
い
る
。
殊
に
、
本
稿
を
記
述
し

て
い
る
令
和
二
年
三
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
化
し
て
い
る
と
き
で
あ
り
、
家
族
葬
に
せ
ざ
る
負
え

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
同
月
二
九
日
に
は
埼
玉
県
知
事
が
冠
婚

葬
祭
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
出
席
人
数
を
減
ら
す
な
ど
の
感
染

防
止
の
工
夫
を
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
葬
儀
が
家
族
葬
な
ら
ば
、

法
事
も
家
族
・
即
ち
檀
信
徒
の
み
で
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。
寺

院
の
行
事
は
檀
信
徒
の
み
と
な
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
疎

遠
と
な
り
、
寺
院
の
公
益
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

直
葬
・
一
日
葬
・
家
族
葬
が
一
般
化
す
る
状
況
は
、
伝
統

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

法
式
研
究　

研
究
成
果
報
告

地
蔵
講
式
と
地
蔵
供
養
式
に
つ
い
て
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的
な
葬
送
意
識
と
儀
礼
の
衰
退
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

寺
院
・
住
職
の
存
在
が
、
地
縁
的
ひ
ろ
が
り
と
地
域
的
影
響
力
、

さ
ら
に
地
域
の
人
と
の
信
頼
関
係
で
あ
る
つ
な
が
り
（
社
会
関

係
資
本
）
を
醸
成
で
き
な
く
な
り
、
地
域
の
な
か
に
あ
る
寺
院

の
顕
在
化
も
喪
失
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

葬
祭
仏
教
だ
け
で
な
く
、「
何
か
を
す
る
寺
」、「
存
在
感
の
あ

る
寺
」
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
し
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る

儀
礼
の
ひ
と
つ
で
あ
る
地
蔵
尊
法
要
を
推
奨
す
る
次
第
で
あ
る
。

特
に
、
地
蔵
盆
は
町
会
主
催
と
い
う
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
子

ど
も
の
お
祭
り
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
宗
派
性
の
薄
い
行
事
で

あ
る
。
地
域
・
子
ど
も
の
お
祭
り
で
あ
る
地
蔵
盆
は
、
地
縁
的

ひ
ろ
が
り
と
地
域
的
影
響
力
が
あ
る
法
要
で
も
あ
る
。
人
口
減

少
に
伴
っ
て
地
域
の
衰
退
が
進
み
、
地
域
活
性
化
の
一
つ
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
京
都
市
は

京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
財
と
し
て
「
京
の
地
蔵
盆
」
を
選
定

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
山
区
役
所
地
域
推
進
室
は
『
お
地
蔵

さ
ん
の
物
語
～
お
地
蔵
さ
ん
と
地
蔵
盆
の
お
話
～
』
を
刊
行
し

て
い
る
（
平
成
二
七
年
三
月
）。
こ
の
よ
う
に
一
行
政
機
関
が

地
蔵
盆
を
広
報
し
て
い
る
。
京
都
市
主
催
の
「
京
の
地
蔵
盆
～

暮
ら
し
の
文
化
フ
ェ
ス
タ
～
」
は
、
僧
侶
の
読
経
・
数
珠
回
し

を
は
じ
め
と
し
た
地
蔵
盆
体
験
、
念
珠
づ
く
り
、
ミ
ニ
行
燈
づ

く
り
、
元
東
山
区
長
に
よ
る
お
地
蔵
さ
ん
の
話
な
ど
を
行
っ
た

（
令
和
元
年
八
月
一
八
日
）。
京
都
の
暮
ら
し
の
中
で
育
ま
れ
、

根
付
い
た
生
活
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。
京
都
市
と
し
て
の
地
蔵
盆
は
仏
教
儀
礼
と
し
て
で
は
な
く
、

生
活
文
化
と
し
て
勤
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
蔵
盆
は
ま

ぎ
れ
も
な
く
仏
教
儀
礼
で
あ
る
。
し
か
も
、
地
蔵
盆
で
の
重
要

な
儀
礼
は
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
百
万
遍
の
数
珠
繰
り
で
あ
る
。

ま
た
、
灌
頂
洒
水
と
地
蔵
尊
の
写
仏
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
地
蔵
盆
を
全
教
区
に
薦
め
た
い
が
た
め
に
、
地
蔵
尊
供
養

式
等
を
研
究
対
象
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
子
育
て
・
身

代
わ
り
地
蔵
尊
の
法
要
も
地
域
に
あ
る
地
蔵
尊
と
し
て
、
地
域

の
人
が
地
蔵
盆
と
同
様
に
参
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
一
助
と
し
て
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
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地
蔵
講
式

地
蔵
尊
供
養
式
は
、地
蔵
経
典
等
を
訓
読
す
る
「
地
蔵
講
式
」

と
、
日
常
勤
行
式
に
基
づ
く
「
地
蔵
尊
供
養
式
」
と
が
あ
る
。

地
蔵
講
式
と
は
、
地
蔵
尊
を
知
る
法
会
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

講
式
の
概
念
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
恵
心
の
「
地
蔵
講

式
」
は
、「
毎
月
一
座
の
講
讃
を
致
す
」
と
あ
り
、
地
蔵
講
の

と
き
に
こ
の
講
式
を
講
讃
し
た
と
あ
る
。明
治
四
三
年
版
の『
浄

土
宗
法
要
集
』
は
、「
敬
礼
讃
歎
の
厳
儀
」
と
称
し
て
い
る
。

山
田
昭
全
氏
は
、耳
か
ら
聞
い
て
分
か
る
よ
う
に
経
典（
引
用・

要
約
）
を
和
文
に
書
き
下
し
、
感
情
を
こ
め
て
語
る
法
会
と
し

て
い
る（「
講
式
―
そ
の
成
立
と
展
開
―
」『
山
田
昭
全
著
作
集
』

第
一
巻
・
講
会
の
文
学
、
二
〇
一
二
年
）。
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ

ル
ベ
ル
ク
氏
は
、
儀
礼
化
し
た
講
義
・
説
法
の
代
わ
り
と
定
義

し
て
い
る
（「
法
会
と
講
式
」『
南
都
学
・
北
嶺
学
の
世
界　

法

会
と
仏
道
』
二
〇
一
八
年
）。
こ
の
よ
う
に
講
式
は
、
帰
依
を

表
明
し
、
音
読
で
な
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
解
き
明
か
す
法

会
で
あ
り
、
儀
礼
的
に
み
る
と
表
白
を
儀
礼
化
し
た
法
会
と
い

え
る
。

　
講
式
の
構
成

講
式
を
図
式
す
る
と
、
表
白
＋
（
講
式
文
＋
伽
陀
＋
礼
文
）

×
３
＝
講
式
三
段
、
と
な
る
。
例
え
ば
、（
講
式
文
・
伽
陀
・

礼
文
）
を
三
回
繰
り
返
す
（
一
段
・
二
段
・
三
段
）
場
合
は
講

式
三
段
と
な
る
。
講
式
の
導
入
部
に
、
惣
礼
・
四
箇
法
要
を
勤

め
、
終
結
部
に
神
分
・
六
趣
廻
向
と
し
て
回
向
段
と
は
別
に
回

向
す
る
こ
と
も
あ
る
。
浄
土
宗
の
「
地
蔵
講
式
」
で
は
、香
偈・

三
宝
礼
・
敬
礼
伽
陀
が
導
入
部
で
あ
り
、
講
式
後
の
開
経
偈
以

下
が
終
結
部
に
相
当
す
る
。

表
白
は
本
尊
に
対
し
て
敬
い
唱
え
、
講
式
文
は
式
師
が
仏

菩
薩
等
を
讃
嘆
す
る
偈
頌
を
分
か
り
や
す
く
読
み
下
に
し
て
語

り
詠
じ
、
伽
陀
（
式
伽
陀
）
は
講
式
文
の
主
旨
で
あ
る
偈
頌
を

節
に
つ
け
て
音
読
で
歌
い
あ
げ
、
礼
文
は
仏
菩
薩
の
宝
号
を
唱

え
礼
拝
す
る
。
表
白
と
式
文
の
相
違
点
は
、
表
白
が
仏
菩
薩
に

謹
み
唱
え
申
す
に
対
し
て
、
大
衆
に
語
り
聞
か
せ
る
の
が
式
文

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
講
式
は
、
語
り
・
詠
じ
・
歌
い
あ
げ
る

と
い
う
音
訓
混
合
の
「
語
り
も
の
」
の
声
明
法
会
で
あ
る
。
講

式
以
外
の
四
箇
法
要
等
は
、
漢
文
を
音
読
で
歌
う
法
会
で
あ
る
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が
、
講
式
は
漢
文
体
表
記
で
は
あ
る
が
、
訓
読
（
和
文
体
）
で

語
る
法
会
で
あ
る
。
講
式
は
、「
読
む
」・「
語
る
」・「
歌
う
」

と
い
う
三
拍
子
が
揃
っ
て
い
る
法
会
で
あ
る
。

　
講
式
の
展
開

源
信
の
『
二
十
五
三
昧
式
』
は
、
特
定
の
人
に
よ
っ
て
修

し
た
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に

普
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
慈
円
は
自
身
の
没
後
追

善
に
こ
の
『
二
十
五
三
昧
式
』
を
勤
め
る
よ
う
に
指
示
し
た

（
ニ
ー
ル
ス・二
〇
一
八・華
頂
要
略
）。
そ
の
後
、『
六
道
講
式
』

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
一
般
化
し
た
。
玄
雲
は『
聲
塵
要
抄
』

で
、
源
信
の
『
二
十
五
三
昧
式
』
に
は
歌
詠
讃
嘆
の
儀
が
な
く
、

永
観
の『
往
生
講
式
』が
式
の
根
本
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（『
続

天
台
全
書
』法
儀
Ⅰ・聲
明
表
白
類
聚・四
〇
三
）。
永
観
は『
千

載
和
歌
集
』
巻
一
九
で
、「
往
生
講
の
式
か
き
侍
り
け
る
と
き
、

教
化
の
う
た
と
て
よ
み
侍
り
け
れ
。
み
な
人
を　

わ
た
さ
む
と

お
も
ふ　

心
こ
そ　

極
楽
へ
ゆ
く　

し
る
へ
な
り
け
れ
」
と

詠
っ
て
い
る
。
こ
の
「
往
生
講
式
」
の
作
成
意
図
は
、
分
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
人
が
往
生
す
る
こ
と
を
願
う

た
め
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
山
田
氏
は
、「
講
式
は

天
台
浄
土
教
の
中
に
発
生
し
、
か
つ
浄
土
教
の
展
開
過
程
に
そ

の
発
展
を
見
て
き
た
」（『
山
田
昭
全
著
作
集
』）
と
い
う
。
隆

寛
は
『
知
恩
講
式
』『
別
時
念
仏
講
式
』、明
恵
は
『
四
座
講
式
』、

貞
慶
は
『
地
蔵
講
式
』
等
、
慈
円
は
『
慈
恵
大
師
講
式
』、
後

鳥
羽
院
は
『
無
常
講
式
』、
鴨
長
明
は
『
月
講
式
』
と
陸
続
と

し
て
著
し
た
。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
期
は
講
式
の
最
盛
期
で
あ
っ

た
。

　
浄
土
宗
の
講
式

浄
土
宗
の
寺
院
は
ど
の
よ
う
な
講
式
が
勤
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
増
上
寺
は
年
中
行
事
と
し
て
、
元
旦
の
「
三

段
式
」
と
椎
尾
弁
匡
台
下
撰
述
の
「
涅
槃
講
式
」
を
勤
め
て
い

る
。
ま
た
、『
年
中
常
規
』
に
は
護
国
殿
で
「
舎
利
講
式
」（
二

月
一
五
日
）
を
勤
め
た
と
あ
る
（『
増
上
寺
史
資
料
集
』
二
巻

二
一
六
）。「
羅
漢
講
式
」
は
大
正
年
間
に
勤
め
ら
れ
た
記
録
が

あ
る
（
縁
山
時
報
）。
青
年
法
式
学
会
は
、昭
和
三
四
年
に
「
六

道
講
式
」「
往
生
講
式
」「
地
蔵
講
式
」を
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
た
。「
六

道
講
式
」
は
増
上
寺
で
昭
和
四
六
年
、
国
立
小
劇
場
で
昭
和
六
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〇
年
に
勤
め
た
。知
恩
院
で
は
三
門
落
慶
式
の
三
門
楼
上
で「
新

訂
羅
漢
講
式
」
を
勤
め
た
。
総
合
研
究
所
で
は
、「
六
道
講
式
」

「
三
途
講
式
」、八
百
年
御
忌
の
報
恩
の
た
め
に「
知
恩
講
式
」「
平

成
版
知
恩
講
式
」
を
公
開
講
座
で
厳
修
し
た
。
そ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に
公
開
講
座
で
は
な
く
、
研

修
会
と
し
て
「
地
蔵
講
式
」
を
修
し
た
。

　
地
蔵
講
式

「
地
蔵
講
式
」
は
源
信
の
地
蔵
か
ら
弥
陀
へ
転
帰
型
、
覚
鑁

の
密
教
型
、貞
慶
の
地
蔵
専
修
型
、そ
し
て
明
治
四
三
年
版
『
法

要
集
』
の
弥
陀
転
帰
型
が
あ
る
。『
興
福
寺
奏
達
状
』
の
貞
慶

は
種
々
の
講
式
を
作
成
し
た
な
か
で
依
頼
原
稿
で
あ
る
『
地
蔵

講
式
』
を
著
し
て
、
弥
陀
信
仰
に
対
す
る
地
蔵
専
修
を
説
い
た
。

こ
こ
で
源
信
の
「
地
蔵
講
式
」
と
明
治
四
三
年
版
『
法
要
集
』

掲
載
の
「
地
蔵
講
式
」
と
比
較
す
る
た
め
に
、
源
信
の
「
地
蔵

講
式
」
五
段
の
一
文
を
挙
げ
て
み
る
。

　

表
白　

�

観
音
勢
至
の
提
奬
に
受
け
し
め
て
、
～
往
生
極

楽
の
素
懐
を
遂
げ
ん
と
欲
す
。

　

二
段　

�

臨
終
の
正
念
を
祈
り
、
往
生
極
楽
を
望
み
、
十

念
し
て
、
身
を
弥
陀
摂
取
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
、

　
　
　
　

�

跌
（
う
て
な
）
観
音
来
迎
の
蓮
台
に
結
ば
ん
と

欲
す
。

　

礼
文　

南
無
地
蔵
菩
薩
臨
終
正
念
往
生
極
楽

こ
こ
で
は
地
蔵
信
仰
を
説
き
つ
つ
、「
往
生
極
楽
の
素
懐
」

と
「
臨
終
の
正
念
」
等
の
弥
陀
信
仰
を
明
確
に
説
い
て
い
る
。

で
は
、
明
治
四
三
年
版
の
「
地
蔵
講
式
」
は
ど
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。

　
浄
土
宗
の
「
地
蔵
講
式
」

『
浄
土
宗
鎮
西
派
規
則
』（
明
治
九
年
三
月
）
に
は
、
第
三

章
第
一
条
法
式
之
事
の
別
行
式
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

「
往
生
講
式
」「
誕
生
講
式
」「
遺
教
講
式
」「
舎
利
講
式
」「
地

蔵
講
式
」「
羅
漢
講
式
」
の
講
式
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
「
地

蔵
講
式
」
は
、
明
治
四
三
年
版
『
法
要
集
』
の
「
地
蔵
講
式
」

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』
以
下

が
す
べ
て
こ
の
講
式
と
同
文
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』
上
巻
は
、
金
井
秀
道
師
が
「
本
宗
に
於

て
古
今
遵
奉
す
る
所
の
諸
法
要
儀
軌
賛
文
法
則
」
を
「
採
輯
し
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て
其
綱
要
を
明
記
し
勉
め
て
原
文
の
儘
を
登
載
し
敢
て
添
補
改

竄
せ
す
」と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
羅
漢
講
式
」「
舎
利
講
式
」「
地

蔵
講
式
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
序
文
に
は
明
治
二
七
年
十
月
と

あ
り
、
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
最
初
の
刊
行
物
で
あ
る
。

経
本
型
の
『
地
蔵
講
式
』（
公
春
院
蔵
）
が
あ
る
。
奥
付
が

な
い
が
、「
明
治
二
八
年
二
月
二
十
一
日
、
東
京
小
石
川
表
町

尼
衆
教
場
に
て
求
」
と
あ
り
、
実
際
に
用
い
ら
れ
た
経
本
で
あ

る
。
表
白
を
は
じ
め
、
第
一
段
に
は
「
而
更
向
何
尊
訴
所
願

耶•　

衆
等
各
當
謁
三
業
之
誠•　

唱
伽
陀
行
礼
拝
●
」と
あ
る
。

漢
文
体
を
読
み
下
す
の
に
便
利
な
よ
う
に
「•
」
を
つ
け
て
い

る
が
、
所
持
者
自
身
が
「
●
」（
朱
点
）
を
振
っ
て
、
よ
り
読

み
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
金
井
師
は
古
今
に
行
わ
れ
て
い

た
も
の
を
掲
載
し
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
経
本
型
の
方
が
古
い

か
と
思
わ
れ
る
。

『
浄
土
宗
法
要
集
』（
明
治
四
三
年
版
）
は
、
千
葉
満
定
師

が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
音
声
は
じ
め
縁
山
流
の
法
式
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
「
舎
利
講
式
」「
地
蔵
講
式
」「
羅
漢
講
式
」
を

掲
載
し
て
い
る
。
望
月
信
道
師
は
『
浄
土
宗
聖
典
』（
明
治
四

四
年
刊
）
で
、「
羅
漢
講
式
」「
舎
利
講
式
」「
地
蔵
講
式
」
と
「
往

生
講
式
」
を
総
ル
ビ
書
き
下
し
文
に
し
て
掲
載
し
た
。
中
野
隆

元
は
『
浄
土
宗
法
要
儀
式
大
観
』
で
、「
往
生
講
式
」「
地
蔵
講

式
」「
羅
漢
講
式
」「
舎
利
講
式
」
と
「
大
般
若
講
式
」
を
掲
載

し
て
い
る
。『
青
年
法
式
学
会
』
3
号
（
昭
和
三
四
年
）
は
、「
地

蔵
講
式
」
を
厳
修
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
発
行
し
た
。

上
記
の
講
式
は
、
香
偈
三
宝
礼
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
永

観
の
「
往
生
講
式
」
は
浄
土
宗
の
講
式
に
す
る
た
め
に
、
他
の

講
式
と
共
に
香
偈
三
宝
礼
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

「
地
蔵
講
式
」
は
、
主
に
『
地
蔵
本
願
経
』
の
引
用
と
要
約
に

よ
り
、
江
戸
期
撰
述
の
『
延
命
地
蔵
経
』
を
引
用
し
て
い
な
い
。

で
は
、
こ
の
「
地
蔵
講
式
」
は
い
つ
誰
が
撰
述
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
講
式
の
原
本
ま
た
は
写
本
を
管
見
で
き
て

い
な
い
。『
年
中
常
規
』
の
二
月
一
五
日
の
項
目
の
貼
紙
に
は
、

「
三
講
式
涅
槃
会
儀
軌
之
通
永
式
御
修
行
、
遺
教
経
持
参
、（
中

略
）
安
政
三
辰
二
月
八
日
御
達
」（
一
八
五
六
年
）
と
あ
る
。

そ
の
隣
に
あ
る
貼
紙
に
は
、「
十
五
日　

於
護
国
殿
舎
利
講
式
、

永
世
御
修
行
被
遊
候
事
」
と
あ
る
（『
増
上
寺
史
資
料
集
』
二
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巻
二
一
六
）。
ま
た
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
『
舎
利

講
式
勧
進
帳
』
を
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
勤
め
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
三
講
式
は
、
四
座
講
式
の
な
か
の
「
涅

槃
講
式
・
羅
漢
講
式
・
舎
利
講
式
」
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
三

年
版
に
は
「
涅
槃
会
儀
軌
」
と
あ
り
、
講
式
の
形
態
を
と
っ
て

い
な
い
が
遺
教
経
を
誦
経
し
て
い
る
の
で
、
講
式
と
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
元
旦
に
は
「
熊
野
三
段
式
」
も
勤
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
頃
は
講
式
が
多
く
勤
め
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
の
『
浄
土

宗
鎮
西
派
規
則
』
は
別
行
式
と
し
て
「
地
蔵
講
式
」
を
明
記
し

て
い
る
。
こ
の
講
式
の
第
三
段
に
は
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
経
説

の
本
地
垂
迹
説
に
よ
っ
て
、
本
地
が
弥
陀
で
、
垂
迹
が
地
蔵
と

し
て
い
る
。
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
政
策
を
施
行
し
て
い
る
な

か
で
、
敢
え
て
本
地
垂
迹
説
を
と
る
と
は
思
え
な
い
。
さ
ら
に
、

こ
の
式
次
第
を
み
る
と
、
序
文
は
香
偈
・
三
宝
礼
か
ら
は
じ
ま

り
、
流
通
分
が
「
四
弘
誓
願
・
三
帰
礼
」
で
あ
り
、
送
仏
偈
を

唱
え
な
い
法
要
で
あ
る
。
こ
の
終
結
部
は
、
敬
首
の
『
放
生
慈

済
羯
磨
儀
軌
』
は
じ
め
「
地
蔵
講
式
」「
羅
漢
講
式
」
も
同
様

で
あ
り
、「
舎
利
講
式
」
は
「
三
帰
敬
礼
」（
マ
マ
）
で
あ
る
。

敬
首
の
時
代
と
同
様
の
式
次
第
で
あ
る
。『
浄
土
宗
鎮
西
派
規

則
』
の
恒
式
の
晨
朝
の
式
次
第
は
、「
四
弘
誓
願
・
三
帰
礼
・

送
仏
偈
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
四
三
年
版
『
法
要
集
』
の

通
常
法
要
式
は
、「
総
願
偈
・
三
礼
」
で
送
仏
偈
が
な
い
。
こ

の
「
地
蔵
講
式
」
の
撰
述
期
は
、
本
地
垂
迹
説
と
式
次
第
か
ら

み
る
と
江
戸
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
撰
述
者
は
未
詳
で
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。
次
に
経
本
型
の
「
地
蔵
講
式
」
に
基
づ

い
て
考
察
し
た
い
。

「
地
蔵
講
式
」
の
内
題
は
、「
地
蔵
尊
講
式
」
と
あ
る
。
式

次
第
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

香
偈
・
三�

宝
礼
・
散
華
（
長
跪
唱
偈
捧
華
供
養
等
隨
冝
）・
伽

陀
敬
礼
・
如
来
観
知
地
蔵
尊
の
文
（
本
願
経
）

表
白　
　

�

仏
子
罪
愆
を
懺
悔
し
、
妙
果
を
感
招
し
、
自
他
平
等

に
大
利
を
獲
得
せ
ん
。
～
敬
礼
讃
歎
の
厳
儀

第
一
段　

�
往
昔
の
本
誓
を
仰
い
で
、
嚝
世
の
拯
済
を
願
う
。�

 
大
士
の
本
誓
を
篤
ま
ず
し
て
、
而
も
更
に
、
何
れ
の
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尊
に
向
っ
て
、
所
願
を
訴
へ
ん
や
。

伽
陀　
　

�

現
在
未
来
天
人
衆　

慇
懃
付
属
地
蔵
尊　

以
大
神
通

方
便
度　

勿
令
堕
在
諸
悪
趣
（
本
願
経
）

礼
文　
　

南
無
深
重
誓
願
地
蔵
大
菩
薩
大
慈
大
悲
哀
愍
摂
受

第
二
段　

�

分
身
の
霊
儀
を
讃
し
て
、
恭
敬
供
養
を
陳
ぶ
。�
 

人
至
心
に
勧
請
せ
ば
、
則
ち
、
必
ず
降
臨
影
向
し
給

ふ
。

伽
陀　
　

�

菩
薩
大
慈
弘
誓
願　

不
惜
身
命
度
衆
生　

六
道
分
身

随
類
現　

為
説
妙
法
証
無
生
（
法
事
讃
）

礼
文　
　

南
無
深
重
誓
願
地
蔵
大
菩
薩
大
慈
大
悲
哀
愍
摂
受

第
三
段　

�

見
聞
利
益
を
称
し
て
、
発
願
回
向
を
修
す
る
（
回
向

段
）

　
　
　

法
界
に
回
向
す
れ
ば
、
是
の
人
、
大
果
報
を
得
る
。

　
　
　

�

蓮
華
三
昧
経
に
依
る
に
、
此
の
菩
薩
の
本
地
は
、
西

方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
な
り
。
是
の
故
に
、
此

の
菩
薩
を
念
ず
る
者
は
、
復
た
、
当
に
専
ら
弥
陀

を
念
ず
可
し
。
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、
自
ず
か
ら
大

士
の
願
意
に
合
ひ
、
当
来
無
礙
に
し
て
、
現
世
の

福
利
も
、
亦
応
に
求
め
ず
し
て
得
べ
し
。
大
士
世

に
出
現
し
て
、
人
を
勧
め
て
、
弥
陀
の
名
号
を
称

念
せ
し
め
給
ふ
。
～　

釈
迦
の
発
遣
、
弥
陀
の
摂

受
に
逢
ひ
、
正
助
二
業
、
併
な
が
ら
、
安
養
超
生

を
楽
求
す
。
伏
し
て
冀
く
は
、
本
尊
哀
愍
護
念
し

給
へ
、
～
同
行
結
縁
、
怨
親
毀
誉
、
均
し
く
覚
岸

に
登
り
、
共
に
無
生
を
証
せ
ん
。

伽
陀　
　

�

至
心
瞻
礼
地
蔵
尊　

一
切
悪
事
皆
消
滅　

所
修
功
徳

回
法
界　

畢
竟
成
仏
超
生
死　
（
本
願
経
）

礼
文　
　

�

南
無
深
重
誓
願
地
蔵
大
菩
薩
大
慈
大
悲
哀
愍
摂
受

開
経
偈　

�

読
経　

摂
益
文　

念
仏
一
会　

回
願
十
念　

四
弘
誓

願　

三
帰
礼

表
白
段
で
は
、
地
蔵
尊
の
相
好
と
慈
悲
と
利
益
を
讃
歎
し
て
、

敬
礼
讃
歎
の
厳
儀
を
勤
め
る
旨
を
表
白
す
る
。
式
文
の
第
一
段

は
、
釈
尊
が
地
蔵
尊
の
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
深
重
の
本
願
を

付
属
さ
れ
た
。
地
蔵
尊
の
本
願
を
憑
ま
な
い
で
、
い
ず
れ
の
尊

に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
第
二
段
は
、
地
蔵
尊
の
大
悲
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誓
願
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
（
分
身
）
に
変
じ
る
。
勧
請

を
願
え
ば
降
臨
し
て
影
向
。
第
三
段
（
回
向
段
）
は
、
地
蔵
尊

を
念
ず
る
者
は
専
ら
弥
陀
を
念
ず
べ
し
。
こ
れ
に
よ
っ
て
二
尊

遣
迎
に
合
い
、
正
助
二
業
を
修
し
て
安
養
浄
土
を
願
う
。
第
三

段
の
回
向
段
と
そ
れ
以
降
の
式
次
第
は
念
仏
回
向
と
し
て
い
る
。

地
蔵
信
仰
か
ら
弥
陀
信
仰
へ
移
行
し
て
い
る
点
が
浄
土
宗
の
地

蔵
講
式
と
言
え
る
。

　
講
式
の
唱
方

大
原
沙
門
玄
雲
は
、『
聲
塵
要
抄
』（
正
和
二
年・一
三
一
三
）

で
、
鎌
倉
時
代
の
講
式
の
唱
方
を
伝
え
て
い
る
。
安
居
院
聖
覚

の
口
伝
と
し
て
、貴
所
（
宮
中
）
で
の
禁
忌
の
句
が
あ
り
、「
命

終
の
時
に
臨
ん
で
」、「
終
焉
の
暮
れ
へ
」、「
臨
終
に
」、「
一
生

終
わ
り
に
限
り
有
り
、
長
く
此
の
界
を
別
れ
ん
時
を
」
等
の
死

に
関
す
る
忌
み
言
葉
を
避
け
て
い
る
。
次
に
、「
往
生
講
式
」

に
あ
る
「
禅
林
の
春
朝
」
を
季
節
に
よ
っ
て
読
み
替
え
た
り
、

省
略
も
し
て
い
る
。
村
上
美
登
志
氏
は
、
即
興
的
に
式
文
の
曲

節
と
文
言
を
変
え
て
、
聴
衆
の
心
を
掴
み
取
る
と
い
う
人
心
の

掌
握
に
長
け
た
安
居
院
流
唱
導
の
姿
が
見
え
る
と
い
う
。
ま
た
、

仏
事
は
本
尊
と
対
話
す
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
平
安

時
代
後
期
辺
り
か
ら
、
導
師
・
式
師
等
が
本
尊
で
は
な
く
、
聴

衆
の
方
に
向
か
っ
て
声
明
を
聞
か
せ
る
形
に
変
わ
っ
て
く
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
下
音
」
を
基
調
に
す
べ
き
所
を
「
中

音
」
に
揚
げ
て
読
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（「
安
居

院
の
声
明
」『
中
世
文
学
の
諸
相
と
そ
の
時
代
』
一
九
九
六
年
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
式
文
を
省
略
す
る
こ
と
と
、
聞
か
せ
ど
こ
ろ

で
音
域
を
揚
げ
、
ま
た
「
間
」
を
取
る
唱
法
が
あ
る
よ
う
に
、

事
前
に
申
し
送
り
が
あ
れ
ば
省
略
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

表
白
文
ま
た
は
引
導
文
に
も
通
じ
る
唱
法
で
あ
る
。

青
年
法
式
学
会
の
『
地
蔵
講
式
』
の
表
白
に
は
、
節
を
つ

け
る
よ
う
に
朱
字
で
指
示
し
て
い
る
（
福
西
賢
兆
師
蔵
）。
表

白
は
法
要
儀
礼
の
時
に
捧
読
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
読
み

聞
か
せ
の
よ
う
に
朗
読
す
る
の
で
は
な
い
。
母
音
を
伸
ば
し
て

誦
経
の
よ
う
に
唱
え
、「
一
枚
起
請
文
」
の
句
点
の
と
こ
ろ
の

節
を
つ
け
る
と
こ
ろ
の
よ
う
に
唱
え
る
。青
年
法
式
学
会
の「
地

蔵
講
式
」
で
節
を
つ
け
る
部
分
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。「
謹



149　地蔵講式と地蔵供養式について

研究成果報告

⤴
し
み
敬
っ
て
」、「
白
⤴
し
て
言
さ
く
」、「
与
え
⤴
た
も
う
」、

「
拯
済
を
⤴
願
い
」、「
供
養
を
⤴
陳
べ
」、「
修
す
る
⤴
な
り
」

と
あ
る
。
こ
の
他
の
句
点
に
は
、印
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。「
、」

読
点
の
時
に
、
息
が
続
か
な
い
場
合
は
口
か
ら
パ
ッ
と
息
を
吸

う
。
句
点
の
時
は
鼻
か
ら
息
を
吸
い
、「
間
」
を
取
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
表
白
は
仏
菩
薩
等
に
唱
え
る
の
に
対
し
て
、
式

文
は
参
列
者
に
向
か
っ
て
語
る
の
で
対
象
が
異
な
る
。
従
っ
て
、

「
衆
等
～
礼
拝
を
行
ず
べ
し
」
は
語
気
を
強
め
て
発
声
す
る
こ

と
に
な
る
。

福
西
賢
兆
師
蔵
の
式
文
の
と
こ
ろ
に
は
、「
下
陣
に
向
か
っ

て
」
と
メ
モ
書
き
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
こ
の
よ
う
に
勤
め
ら

れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
回
の
講
式
で
は
式
師
が
そ
の
場
で

長
跪
し
て
捧
読
す
る
こ
と
に
し
た
。
伽
陀
中
に
地
蔵
尊
前
に
進

み
、
そ
の
場
で
礼
文
を
発
声
し
た
。

式
文
は
講
式
節
を
つ
け
て
唱
え
る
こ
と
が
あ
る
。
知
恩
院

御
忌
大
会
で
は
博
士
の
つ
い
た
「
諷
誦
文
」
を
う
た
い
上
げ
る

よ
う
に
唱
え
る
の
に
対
し
て
、
増
上
寺
御
忌
大
会
で
は
「
歎
徳

疏
」
を
捧
読
す
る
時
に
唱
導
師
に
よ
っ
て
句
点
の
と
こ
ろ
に
多

少
節
を
つ
け
て
い
る
。
増
上
寺
で
は
講
式
節
を
伝
承
し
て
い
な

い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
捧
読
法
で
勤
め
て
い
る
。
増
上
寺
御
忌

大
会
で
同
年
の
唱
導
師
が
対
照
的
な
唱
え
方
を
修
し
た
こ
と
が

あ
る
。
福
西
賢
兆
師
は
津
田
徳
翁
師
の
よ
う
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

に
ゆ
っ
く
り
朗
々
と
歎
徳
疏
を
唱
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

山
本
康
彦
師
は
舞
楽
四
箇
法
要
で
長
時
間
に
な
る
の
で
、
全
体

的
に
歎
徳
疏
を
速
め
に
唱
え
て
、「
二
祖
上
人
歎
じ
て
曰
く
、

我
が
大
師
釈
尊
は
法
然
上
人
な
り
と
」
と
い
う
文
に
至
っ
て
、

急
に
ゆ
っ
く
り
唱
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
唱
導
師
自
ら
の
考

え
で
荘
厳
み
の
あ
る
唱
え
方
で
よ
く
、
式
文
も
式
師
の
唱
法
で

よ
い
こ
と
に
な
る
。

　
「
地
蔵
講
式
」
の
読
み
方
と
ル
ビ

公
春
院
本
は
、
第
三
段
の
礼
文
の
直
前
の
「
衆
等
、
当
に

慇
重
の
心
」（
Ｐ
二
一
・
二
）
と
あ
り
、「
衆
等
」
で
あ
る
。
し

か
し
、『
浄
土
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』
以
下
『
浄
土
宗
法
要
集
（
明

治
四
三
年
版
）』『
浄
土
宗
聖
典
』『
浄
土
宗
法
要
儀
式
大
観
』

と
青
年
法
式
会
版
は
「
衆
生
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
第

一
段
と
第
二
段
は
、
共
に
「
衆
等
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
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蔵
講
式
の
原
本
は
不
明
で
あ
る
。
第
一
・
二
段
と
第
三
段
と
を

統
一
す
る
た
め
に
、
最
古
版
の
公
春
院
本
に
依
っ
て
「
衆
等
」

と
し
た
。

二
つ
の
読
み
方
が
あ
る
場
合
は
、
二
重
ル
ビ
に
し
た
。「
宝

珠
」
は
辞
典
に
よ
っ
て
、「
ほ
う
し
ゅ
」
ま
た
は
「
ほ
う
じ
ゅ
」、

あ
る
い
は
二
つ
の
読
み
方
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
華
頂
王

宮
蔵
（
的
門
）
の
『
浄
土
三
部
妙
典
』（
天
保
一
三
年
）、
大
雲

点
の
『
浄
土
三
部
妙
典
』（
明
治
二
四
年
）、
八
橋
玉
純
『
新
訂

割
笏
打
方　

浄
土
三
部
聖
典
』
は
、「
ほ
う
し
ゅ
」
で
あ
り
、『
浄

土
宗
大
辞
典
』は「
ほ
う
じ
ゅ
」と
な
っ
て
い
る
。
現
行
の『
浄

土
三
部
経
』（
浄
土
宗
）
は
、「
ほ
う
し
ゅ
」
で
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
右
側
を
「
ほ
う
し
ゅ
」
と
し
、
左
側
を
「
ほ
う
じ
ゅ
」

と
し
た
（
五
頁
）。
ま
た
、「
梵
王
帝
釈
」
は
、「
ぼ
ん
の
う
」

ま
た
は
「
ぼ
ん
お
う
」
と
も
読
む
こ
と
が
あ
る
。
耳
で
聞
く
場

合
に
は
「
煩
悩
」
と
誤
解
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
ど

ち
ら
で
も
読
ん
で
も
良
い
と
す
る
た
め
に
二
重
ル
ビ
と
し
た
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
の
「
た
ま
ふ
（
た
ま
う
）」
は
、
読
む
と

き
に
「
た
も
う
」（
あ
う⇒

お
う
）
と
発
音
す
る
の
で
、
振
り

仮
名
に
ル
ビ
を
「
も
」
と
し
た
（
五
頁
）。

こ
の
「
地
蔵
講
式
」
の
ル
ビ
は
望
月
信
道
師
の
『
浄
土
宗

聖
典
』
に
よ
っ
た
。
第
三
段
の
「
虎
狼
獅
子
」
の
よ
う
な
二
字

の
時
は
音
読
が
多
く
、
望
月
説
に
従
っ
た
。
耳
で
聞
い
て
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
の
講
式
で
は
、「
ト
ラ
・
オ
オ
カ
ミ
」
と

読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
治
世
は
生
活
の
道
を
立
て

る
意
味
で
あ
る
か
ら
「
チ
セ
イ
」
と
漢
音
で
読
む
べ
き
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
仏
教
用
語
と
同
様
に
「
ジ
シ
ョ
ウ
」
と
音
読
し

て
い
る
。
安
居
院
流
に
読
む
と
し
た
ら
、
臨
機
応
変
に
時
代
錯

誤
的
な
表
現
等
の
違
和
感
が
あ
る
場
合
は
こ
の
部
分
を
省
略
し

て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
地
蔵
講
式
』
の
問
題
点

こ
の
「
地
蔵
講
式
」
で
は
、一
つ
に
「
地
獄
か
ら
の
救
済
」
と
、

二
つ
に
は
「
現
世
利
益
」
を
説
い
て
い
る
。
悪
道
に
堕
ち
た
者

が
、
地
蔵
尊
を
一
膽
一
礼
す
れ
ば
、
大
快
楽
を
得
て
、
悪
道
か

ら
得
脱
す
る
と
い
う
地
獄
か
ら
の
救
済
を
説
い
て
い
る
。
そ
し

て
、
所
願
は
速
や
か
に
成
就
し
て
、
永
く
障
礙
が
無
く
、
こ
の

人
を
擁
護
す
る
と
い
う
現
世
利
益
を
説
い
て
い
る
。「
地
蔵
講



151　地蔵講式と地蔵供養式について

研究成果報告

式
」
で
あ
る
か
ら
当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
浄
土
宗
の
「
地
蔵

講
式
」
で
あ
る
か
ら
、
い
か
に
阿
弥
陀
如
来
を
ど
の
よ
う
に
説

く
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
「
地
蔵
講
式
」
の
撰
述
者
は
、『
蓮
華
三
昧
経
』
の
経

説
に
よ
っ
て
、「
此
の
菩
薩
の
本
地
は
、
西
方
極
楽
世
界
の
阿

弥
陀
仏
な
り
」
と
い
う
本
地
垂
迹
説
に
依
っ
て
い
る
。「
地
蔵

菩
薩
を
念
ず
る
者
は
、
当
に
専
ら
弥
陀
を
念
ず
べ
し
。
弥
陀
を

念
ず
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
地
蔵
尊
の
願
意
に
合
う
」
と
し
て
い

る
。
存
覚
は
こ
の
経
説
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
諸

神
本
懐
集
』（
一
三
二
四
年
）
で
「
地
蔵
菩
薩
は
、
地
蔵・法
蔵
、

同
体
の
異
名
也
。
地
蔵
と
弥
陀
と
、
も
と
よ
り
同
体
と
成
り
給

う
。
弥
陀
の
名
号
を
唱
う
れ
ば
、
か
の
御
心
に
叶
う
事
疑
い
無

し
」
と
説
い
て
い
る
（
下
巻
一
六
ウ
）。

法
然
上
人
は
本
迹
と
垂
迹
の
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
あ

え
て
本
地
垂
迹
説
を
説
か
な
い
で
、
源
信
の
「
地
蔵
講
式
」
の

よ
う
に
説
い
た
方
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

�

帰
依
地
蔵
の
輩
は
、
全
く
三
悪
道
に
堕
つ
べ
か
ら
ず
。

仍
っ
て
毎
日
大
悲
の
尊
容
を
拝
し
。
千
返
の
名
号
を
称
し
、

臨
終
の
正
念
を
祈
り
、
往
生
極
楽
を
望
み
、
十
念
の
、
身

を
弥
陀
摂
取
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
、
跌
を
観
音
来
迎
の

蓮
台
に
結
ば
ん
と
欲
す
（『
恵
心
僧
都
全
集
』
五
巻
四
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、「
往
生
極
楽
」、「
弥
陀
摂
取
の
光
明
」
な
ど

の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、こ
の
「
地
蔵
講
式
」

は
、「
釈
迦
発
遣
・
弥
陀
摂
受
」
と
い
い
、「
弥
陀
来
迎
」
と
は

し
て
い
な
い
。
専
修
念
仏
で
は
な
く
「
正
助
二
業
」
と
し
、
往

生
浄
土
で
は
な
く
「
安
養
超
生
を
楽
求
す
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
本
尊
哀
愍
護
念
し
た
ま
い
、（
省
略
）
均
し
く
覚

岸
に
登
り
、
共
に
無
生
を
証
せ
ん
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
本
尊

は
地
蔵
ま
た
は
阿
弥
陀
如
来
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
浄
土
を

安
養
、
往
生
を
超
生
、
願
共
を
楽
求
、
来
迎
を
摂
受
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
、
安
居
院
の
禁
忌
の
句
を
避
け
る
こ
と
を
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
の
講
式
で
は
、「
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
ん
」、

念
仏
・
往
生
等
の
語
彙
を
用
い
ず
、
二
十
五
菩
薩
中
の
地
蔵
も

説
い
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、
地
蔵
会
・

地
蔵
祭
で
勤
修
出
来
る
よ
う
な
講
式
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
廃
仏
毀
釈
後
に
地
蔵
盆
と
改
称
し
た
と
い
う
（
村
上
紀
夫
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『
京
都
地
蔵
盆
の
歴
史
』
二
〇
一
七
年
）。

『
法
要
集
』
の
表
白
・
宣
疏
の
部
凡
例
に
は
、「
法
要
に
は

各
寺
院
に
ふ
さ
わ
し
い
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
講
式
も
一
種
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。

勤
め
る
人
の
意
楽
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
講
式
と
す
る
た
め
に

自
身
が
添
削
・
省
略
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
今
回
の
研
修
会
（
公
開
講
座
）
で
は
、
明
治
四
十

三
年
版
の
「
地
蔵
講
式
」
に
基
づ
き
勤
修
し
た
の
で
、
香
偈
・

三
宝
礼
・
伽
陀
は
、
昭
和
一
四
年
版
で
統
一
さ
れ
た
博
士
で
は

な
く
、
縁
山
流
の
音
声
で
勤
め
た
。
式
伽
陀
は
声
明
の
伽
陀
と

し
て
唱
え
る
と
、
式
文
よ
り
も
長
時
間
と
な
る
の
で
、
日
中
礼

讃
の
博
士
で
唱
え
た
。
声
明
は
母
音
を
長
く
引
い
て
唱
え
る
の

で
、
意
味
が
分
か
る
よ
う
な
礼
讃
の
節
に
し
た
。
昭
和
五
年
Ｓ

Ｐ
版『
浄
土
宗
の
お
勤
め
』音
盤
と
津
田
徳
翁
師
の
師
伝
に
よ
っ

た
。
こ
の
講
式
の
再
興
は
昭
和
三
四
年
に
勤
め
た
青
年
法
式
学

会
よ
り
約
六
〇
年
ぶ
り
に
厳
修
し
た
こ
と
に
な
り
、
伝
統
継
承

の
た
め
で
も
あ
る
。

　
地
蔵
菩
薩
供
養
式

地
蔵
菩
薩
供
養
式
は
、
日
常
勤
行
式
を
基
盤
と
し
た
時
機

に
即
し
た
地
蔵
尊
法
要
を
考
慮
し
て
試
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
地
蔵
講
式
」
は
約
四
〇
分
位
の
時
間
を
要
す
る
古
典
的
な
法

会
で
あ
る
。
し
か
も
、
誤
読
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
緊
張

す
る
修
し
難
い
法
会
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
蔵
菩
薩
供

養
式
は
、
日
常
勤
行
式
に
準
じ
て
い
る
の
で
修
し
や
す
い
法
会

で
あ
る
。
し
か
も
、
追
善
法
要
と
同
じ
式
次
第
で
勤
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
酷
暑
の
な
か
の
地

蔵
盆
を
想
定
し
て
式
次
第
を
作
成
し
た
。
法
要
と
百
万
遍
数
珠

回
し
等
を
す
る
の
で
、
さ
ら
に
、
時
間
的
制
約
と
し
て
省
略
す

る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
お
逮
夜
も
し
く
は
お

朝
事
に
正
式
に
勤
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
前
で
の
地

蔵
盆
で
は
簡
略
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
自

身
の
意
楽
に
ま
か
せ
た
い
。
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式
次
第
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
次
の
点
を
考
慮
し
た
。

一
、�
勤
行
式
を
基
盤
と
し
た
地
蔵
法
要　

①
修
し
易
く　

②
簡

略
し
易
く　

③
短
時
間
（
二
〇
分
以
内
）

二
、�

三
奉
請
に
「
地
蔵
菩
薩
」
を
加
唱
の
四
奉
請　

①
先
ず
弥

陀
を
奉
請　

②
善
導
か
法
照　

③
弥
陀
か
ビ
タ
か

三
、�

一
心
奉
請　

現
行
の
『
法
要
集
』
の
御
忌
・
高
祖
忌
は
一

心
奉
請
の
文

四
、�

表
白
文　

導
入
部
（
勧
請
）　

①
弥
陀　

②
釈
迦　

別
回

向
文
の
順
、（『
法
要
集
』
釈
迦
・
弥
陀
）

五
、�

回
向
文
・
十
念　
『
法
事
讃
』
の
偈
文
よ
り
引
用
。
一
切

精
霊
偈
・
聞
名
得
益
偈
、
奉
酬
深
重
誓
願
〇
〇
地
蔵
菩
薩

広
大
慈
恩

六
、�

地
蔵
宝
号
三
唱　

節
無
し
の
場
合
は
宝
号
三
唱
。
節
つ
き

は
句
頭
一
唱
・
同
音
二
唱
。

七
、�

地
蔵
菩
薩
真
言　

言
文
一
致　

オ
ン
・
カ
ー
カ
ー
・
カ
ビ

サ
ン
マ
エ
イ
・
ソ
ワ
カ

八
、�

誦
経　

祈
願
＝
般
若
心
経
。
本
願
経
・
延
命
地
蔵
経
、
歎

仏
頌
（
四
誓
偈
）

九
、�

地
蔵
三
経　

�

十
輪
経
・
地
蔵
本
願
経
・
占
察
経�

 

地
蔵
本
願
経
・
延
命
地
蔵
経
・
十
王
経

十
、�

称
念
名
号　

地
蔵
信
仰
か
ら
弥
陀
信
仰
へ
転
帰
＝
地
蔵
尊

の
宝
号
⇒
名
号　

南
無
地
蔵
大
菩
薩
⇒
南
無
阿
弥
陀
仏

回
向
文

菩�

薩
大
慈
弘
誓
願　

不
惜
身
命
度
衆
生　

六
道
分
身
随
類
現　

為
説
妙
法
証
無
生　
（
地
蔵
講
式
）

十�

方
菩
薩
大
慈
悲　

不
惜
身
命
度
衆
生　

六
道
分
身
随
類
現　

為
説
妙
法
証
無
生　
（
法
事
讃
）
四
・
六
Ａ

地�

蔵
菩
薩
弘
誓
願　

不
惜
身
命
度
衆
生　

六
道
分
身
随
類
現　

為
説
妙
法
証
無
生　
（
総
合
研
究
所
版
）

至�

心
瞻
礼
地
蔵
尊　

一
切
悪
事
皆
消
滅　

所
修
功
徳
回
法
界　

畢
竟
成
仏
超
生
死　
（
地
蔵
講
式
）

至�
心
瞻
礼
地
蔵
像　

一
切
悪
事
皆
消
滅　

所
修
功
徳
回
法
界　

若
能
以
此
廻
法
界　
（
本
願
経
正
蔵
一
三
・
七
八
九
Ａ
）�

 

　

表
白
文
例　
（
引
用
出
典
）

Ｐ�

3
、
神
妙
を
惜
し
ま
ず
～
無
生
を
証
せ
し
む
（
法
事
讃
）、
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阿
弥
陀
仏
を
念
ず
れ
ば
～
求
め
ず
し
て
得
（
講
式
）

Ｐ�
20
、
機
根
の
熟
す
る
を
待
た
ず
～
猶
助
け
給
う
（
沙
石
集　

巻
二
・
五
）

Ｐ�

22
、
煩
悩
微
塵
の
鬚
髪
～
妙
財
を
与
え
給
ま
う
（
講
式
）、

極
悪
罪
人
の
海
～
彼
岸
に
到
ら
ん
（
十
王
経
）

Ｐ�

25
、
身
代
わ
り
地
蔵
尊　

毎
日
晨
朝
に
～
我
代
わ
り
て
苦
を

受
け
ん
（
往
生
要
集
・
沙
石
集
）

研
修
会
（
公
開
講
座
）
で
は
、
次
の
式
次
第
で
勤
め
た
。

　

�

香
偈
、
三
宝
礼
、
一
心
奉
請
の
文
、
表
白
、
開
経
偈
、
誦

経
（
延
命
地
蔵
菩
薩
経
）、
回
向
文
、
御
回
願
（
奉
酬　

深
重
誓
願
（
延
命
）
地
蔵
大
菩
薩　

広
大
慈
恩
）、
十
念
、

宝
号
三
唱
（
句
頭
一
唱
・
同
音
二
唱
（
節
つ
き
）、
礼
讃
、

摂
益
文
、念
仏
一
会
、回
向
（
奉
酬　

深
重
誓
願　
（
延
命
）

地
蔵
大
菩
薩　

広
大
慈
恩
）、
総
回
向
偈
、
十
念
、
総
願
偈
、

三
帰
礼
（
節
つ
き
）、
送
仏
偈
、
十
念
。

こ
の
研
修
会
で
は
、「
地
蔵
講
式
」
は
増
上
寺
の
式
師
が
修

し
た
の
で
、
引
鏧
で
作
相
し
て
入
堂
し
た
。「
地
蔵
尊
供
養
式
」

は
知
恩
院
の
式
衆
が
勤
め
た
の
で
、
知
恩
院
の
御
忌
会
の
よ
う

に
犍
稚
物
な
し
に
袈
裟
被
着
偈
を
唱
え
て
、
無
言
で
入
堂
し
た
。

「
地
蔵
講
式
」
で
は
三
帰
礼
を
節
無
し
で
唱
え
、「
地
蔵
尊
供
養

式
」
で
は
節
を
つ
け
て
唱
え
た
。
音
声
は
前
者
が
統
一
さ
れ
る

前
の
縁
山
流
の
節
で
「
出
の
な
い
」
関
東
的
な
唱
え
方
で
あ
り
、

後
者
は
現
行
の
節
で
唱
え
で
あ
り
な
が
ら
関
西
的
な
唱
え
方
で

あ
っ
た
。
東
西
の
発
声
法
の
比
較
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
参
考

眞
鍋
廣
済
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』（
三
密
堂
書
店
、
一
九
六

〇
年
）。

速
水
侑
『
地
蔵
信
仰
』（
は
な
わ
新
書
、
一
九
七
五
年
）。

桜
井
徳
太
郎
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
一
〇
巻　

地
蔵
信

仰
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
三
年
）。

�

【
文
責
】
西
城
宗
隆
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《
解
説
》

「
一
枚
起
請
文
」
は
、
我
々
宗
侶
や
檀
信
徒
の
皆
様
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
な
法
然
上
人
の
御
法
語
で
あ
る
。
こ
の
御
文
を

生
涯
に
わ
た
っ
て
大
切
に
頂
戴
す
る
こ
と
は
、
布
教
に
携
わ
る

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
浄
土
宗
教
師
と
し
て
の
信
仰
生
活
の

土
台
と
な
ろ
う
。

本
書
は
、「
大
日
比
三
師
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
法
洲

上
人
（
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉
―
天
保
一
〇
年
〈
一
八
三
九
〉、

西
圓
寺
一
〇
世
）
が
、
初
学
者
の
為
に
講
説
し
た
『
一
枚
起
請

講
説
』（
二
巻
）
を
、
現
代
語
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
構
成
は
、
第
一
「
縁
起
」、
第
二
「
題
号
」、
第
三
「
本

文
」（
こ
の
中
に
五
科
あ
り
）、
第
四
「
手
印
」、
第
五
「
総
結
」、

第
六
「
年
号
月
日
御
撰
号
」
と
、「
一
枚
起
請
文
」
を
六
段
に

分
け
て
講
説
し
て
い
る
。
ま
た
内
容
は
、
忍
澂
上
人
の
『
吉
水

遺
誓
諺
論
』
と
関
通
上
人
の
『
一
枚
起
請
梗
槪
聞
書
』
を
基
と

し
て
、
自
身
の
了
解
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
も
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
本
願
念
仏
の
正
義
と
口
称
一
行
相
続
の
徹
底

で
あ
り
、
邪
義
謬
解
の
懇
切
な
払
拭
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
本
書
は
、『
三
法
語
講
説
大
意
』（
一
巻
、
布
教

の
指
南
書
）、
お
よ
び
法
然
上
人
の
「
大
胡
消
息
」「
一
紙
小
消

息
」「
一
枚
起
請
文
」
を
講
説
し
た
書
籍
（
各
二
巻
）
と
い
う

全
七
巻
の
構
成
で
、
長
州
託
阿
法
洲
和
尚
述
『
三
法
語
講
説
并

大
意
』
と
し
て
開
板
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
天
保
一
〇
年
〈
一

八
三
九
〉
の
識
語
あ
り
）。『
三
法
語
講
説
大
意
』
巻
末
の
「
凡

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

布
教
研
究　

研
究
成
果
報
告

現
代
語
訳
『
一
枚
起
請
講
説
』
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例
」
に
よ
れ
ば
、

　
�

一
、〔「
大
胡
消
息
」「
一
紙
小
消
息
」「
一
枚
起
請
文
」
の
〕

三
法
語
は
、
も
と
も
と
「
始
・
中
・
終
」
の
順
序
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
正
依
三
経
の
順
序
に

準
ず
る
。
言
わ
ば
三
部
経
の
中
に
お
い
て
、『
無
量
寿
経
』

で
は
本
願
起
成
の
義
を
詳
し
く
お
説
き
く
だ
さ
り
、『
観

経
』
で
は
多
く
の
法
門
を
列
挙
さ
れ
、『
阿
弥
陀
経
』
で

は
諸
行
を
選
り
分
け
念
仏
の
一
法
を
挙
げ
て
称
揚
し
て

下
さ
っ
た
。
こ
れ
に
準
じ
て
言
え
ば
、
三
法
語
の
中
に

お
い
て
、「
大
胡
消
息
」
は
、
本
願
の
起
成
を
詳
し
く
示

し
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
「
始
」
と
し
、「
一
紙
小
消
息
」

は
、
往
生
の
投
機
、
所
求
・
所
帰
・
去
行
の
安
心
、
一

念
多
念
の
分
別
、
三
随
順
の
法
門
な
ど
を
多
く
列
挙
し

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
「
中
」
と
し
、「
一
枚
起
請
文
」
は
、

諸
行
を
払
っ
て
、
た
だ
念
仏
の
一
法
を
遺
訓
と
し
て
下

さ
っ
た
の
で
「
終
」
と
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
他

に
趣
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。（『
現
代
語
訳　

三
法

語
講
説
大
意
』
七
二
―
七
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
三
法
語
講
説
大
意
』
を
先
頭
に
配
し
た
上
で
、

『
一
枚
起
請
講
説
』
を
三
法
語
講
説
の
最
後
に
並
べ
て
い
る
の

が
分
か
る
。
そ
の
た
め
『
三
法
語
講
説
大
意
』
に
は
序
文
が
あ

り
、
本
書
『
一
枚
起
請
講
説
』
に
は
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
本
書
を
含
め
た
『
三
法
語
講
説
并
大
意
』
述
作
の

由
来
や
開
板
に
際
し
て
の
子
弟
等
法
縁
の
諸
上
人
の
真
摯
な
思

い
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
現
代
語
訳　

三
法
語
講
説
大
意
』

（
小
冊
子
、希
望
者
に
配
布
。
詳
細
は
、本
書
三
五
七
頁
に
記
載
）

と
併
せ
て
、
是
非
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。（
宮
入
良
光
）

●
参
考
文
献

・『
大
日
比
三
師
伝
』（
青
蓮
会
編
、
一
九
〇
九
）

・法
岸
法
洲
法
道
三
師
遺
稿
『
大
日
比
三
師
講
説
集
（
上・中・

下
巻
）』（
西
圓
寺
出
版
、
一
九
一
〇
）

・
法
洲
上
人
遺
稿
『
勅
修
御
伝
廿
一
巻
御
法
語
講
説
』（
西
圓

寺
出
版
、
一
九
一
〇
）

・『
大
日
比
西
円
寺
資
料
集
成
〈
往
生
伝
之
部
〉』（
阿
川
文
正
編
、

山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
一
）
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・
布
教
研
究
班
編
「
大
日
比
法
洲
上
人
『
三
法
語
講
説
大
意
』

本
文
」（『
教
化
研
究
』
二
八
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
一

七
）

・『
現
代
語
訳 

三
法
語
講
説
大
意
』（
布
教
研
究
班
編
、
浄
土

宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
二
〇
）

●
先
行
研
究

中
野
隆
元
師
に
よ
っ
て
、『
浄
土
宗
教
学
大
系
』
九
巻
に
『
一

枚
起
請
講
説
』
全
文
と
丁
寧
な
解
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
書
に
は
法
洲
上
人
の
『
小
消
息
講
説
』
も
収
録
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ご
興
味
あ
る
方
は
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
大
日
比
三
師
を
研
究
す
る
上
で
は
、
西
村
光
正
師

に
よ
る
研
究
一
覧
が
重
宝
で
あ
る
。

・
今
岡
達
音
「
解
題
」（『
浄
土
宗
全
書
』
二
一
、
三
八
八
頁
）

・
中
野
隆
元�

「
第
一
章　

法
洲
一
枚
起
請
文
講
説
解
題
」（『
浄

土
宗
教
学
大
系
九　

布
教
篇
三
』
第
二
篇　

一
枚

起
請
文
講
説
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
一
）

・
西
村
光
正�

「
大
日
比
西
圓
寺
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
―

大
日
比
西
圓
寺
及
び
同
寺
法
蔵
調
査
研
究
序
説

―
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
一
八
、
二
〇

一
三
）

・
西
村
光
正�

「
大
日
比
西
圓
寺
法
蔵
先
行
調
査
に
つ
い
て
―
安

藤
紀
一
『
法
蔵
和
漢
目
録　

西
圓
寺
』
を
中
心
に

―
附
、（
追
記
）
大
日
比
西
圓
寺
に
関
す
る
研
究

史
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
一

九
、
二
〇
一
四
）

《
凡
例
》

一
、�

本
文
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
九
巻
所
収
の
法
洲
著
『
一
枚

起
請
講
説
』
を
、
平
成
三
〇
・
三
一
（
令
和
元
）
年
度
の

布
教
研
究
班
メ
ン
バ
ー
が
現
代
語
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

作
業
に
当
た
っ
て
は
、
原
本
（
天
保
一
〇
年
）
を
常
時
参

照
し
た
。

　
　

�
布
教
研
究
班　

�
 

後
藤
真
法　

井
野
周
隆　

八
木
英
哉　

宮
入
良
光　
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郡
嶋
昭
示　

大
髙
源
明　

中
川
正
業　

伊
藤
弘
道　

遠
田
憲
弘　

宮
田
恒
順

一
、�
漢
字
表
記
は
、
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

固
有
名
詞
に
関
し
て
は
、
旧
字
を
残
す
場
合
も
あ
る
。

一
、�

新
た
に
句
読
点
や
括
弧
等
を
追
加
し
、
読
み
方
の
便
宜
を

図
っ
た
。

一
、
注
を
文
末
に
付
し
た
。

一
、
跋
文
は
、
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
る
に
と
ど
め
た
。

一
、
注
に
お
け
る
全
集
等
の
書
名
は
、
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
『
聖
典
』　
（
浄
土
宗
聖
典
）

　
『
昭
法
全
』（
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
）

　
『
浄
全
』　
（
浄
土
宗
全
書
）

　
『
続
浄
』　
（
浄
土
宗
全
書
続
篇
）

　
『
大
正
蔵
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
）

　
『
大
日
本
佛
教
全
書
』（
日
佛
全
）

一
、�

今
日
の
人
権
擁
護
の
見
地
に
照
ら
し
て
不
適
切
と
思
わ
れ

る
文
章
を
一
部
削
除
し
た
。
表
現
や
語
句
に
つ
い
て
は
出

版
当
時
の
時
代
背
景
を
考
え
合
わ
せ
、
十
分
な
注
意
の
う

え
本
書
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

《
本
文
》

圓
光
大
師
御
遺
訓
一
枚
起
請
文

も
ろ
こ
し
我
て
う
に
、
も
ろ
〳
〵
の
智
者
た
ち
の
さ
た
し
申
さ

る
ゝ
、
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
。
又
学
問
を
し
て
、
念
の
心
を

さ
と
り
て
申
念
仏
に
も
あ
ら
ず
。
た
ゞ
往
生
極
楽
の
た
め
に
は
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
う
た
が
ひ
な
く
、
往
生
す
る
ぞ
と
お
も

ひ
と
り
て
申
外
に
は
、
別
の
子
細
候
は
す
。
た
ゞ
し
三
心
四
修

と
申
事
の
候
は
、
皆
決
定
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る

ぞ
と
、
思
ふ
う
ち
に
こ
も
り
候
な
り
。
此
外
に
お
く
ふ
か
き
事

を
存
せ
は
、
二
尊
の
あ
は
れ
み
に
は
ず
れ
、
本
願
に
も
れ
候
べ

し
。
念
仏
を
信
ぜ
ん
人
は
、
た
と
ひ
一
代
の
法
を
よ
く
〳
〵
学

す
と
も
、
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
、
尼
入
道
の
無
智

の
輩
に
同
し
て
、
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し
て
、
唯
一
向
に

念
仏
す
べ
し
。

為
証
以
両
手
印

�

浄
土
宗
の
安
心
起
行
、
此
一
紙
に
至
極
せ
り
。
源
空
が
所
存
、
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此
外
に
全
く
別
義
を
存
せ
ず
、
滅
後
の
邪
義
を
防
が
ん
が
為

に
、
所
存
を
記
し
畢
。

建
暦
二
年
正
月
廿
三
日　
　
　

大
師
御
諱
〈
花
押
〉

『
一
枚
起
請
講
説
』
巻
上

訓
読
し
奉
る
「
一
枚
起
請
文
」
は
、
宗
祖
法
然
上
人
が
自

行
化
他
を
成
就
し
、
御
年
八
十
歳
の
御
臨
末
に
残
し
て
下
さ
っ

た
御
遺
訓
で
あ
る
。
昔
の
人
は
、「
鳥
の
ま
さ
に
死
な
ん
と
す

る
時
、
そ
の
鳴
く
声
か
な
し
。
人
の
ま
さ
に
死
な
ん
と
す
る
時
、

そ
の
言
う
こ
と
よ
し（１
）」

と
い
っ
た
。
お
よ
そ
人
の
親
で
あ
ろ
う

者
は
、
命
終
の
時
に
臨
ん
で
、
子
孫
に
対
し
て
無
益
の
こ
と
を

遺
言
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。

ま
し
て
我
ら
が
法
然
上
人
は
、
本
地（２
）は

極
楽
の
右
脇
の
大

士
で
あ
る
。
末
世
の
衆
生
を
救
お
う
と
垂
迹（３
）し

て
下
さ
り
、
本

願
念
仏
往
生
の
宗
門
を
開
き
、
在
世
化
縁（４
）の

寿
命
が
尽
き
た
為
、

報
土
〔
で
あ
る
極
楽
浄
土
〕
に
帰
入（５
）さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
末
世
の
衆
生
の
紛
ら
わ
し
い
偽
説
を
除
き
、
専
修
念
仏
の

正
義
を
示
し
、
順
次
往
生
の
大
益
を
与
え
る
為
に
、
果
て
し
な

い
究
極
の
大
悲
〔
の
御
心
に
〕
よ
り
、
お
記
し
下
さ
っ
た
御
遺

訓
で
あ
る
。
だ
か
ら
念
仏
の
行
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
者
は
、
朝

に
読
み
夕
べ
に
拝
し
、
も
し
そ
の
力
が
な
い
者
は
、
他
人
が
読

誦
し
解
説
す
る
と
こ
ろ
を
聞
い
て
、
骨
に
刻
み
肝
に
銘
じ
て
正

義
を
守
り
、
順
次
往
生
の
大
益
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

お
よ
そ
こ
の
御
法
語
の
末
書
は
百
余
部
に
及
び
、〔
受
け
取

り
方
も
〕
幅
広
く
数
も
多
い
の
で
、
そ
の
解
釈
の
正
否
、
科
段

の
広
略
な
ど
定
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
に
お
い
て
、
い

ま
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
忍
澂（６
）上

人
の
『
吉
水
遺
誓
諺
論（７
）』

と

関
通（８
）上

人
の
『
一
枚
起
請
梗
槪
聞
書（９
）』

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
浄

土
宗
義
の
肝
要
を
〔
示
し
〕
尽
く
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
多
分

に
こ
の
両
書
に
よ
っ
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
書
を
講
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
科
が
六
段
あ
る
。

第
一
、「
縁
起
」（
こ
の
御
法
語
が
書
き
記
さ
れ
た
因
縁
を
い
う
）

第
二
、「
題
号
」（「
一
枚
起
請
文
」）

第
三
、�「
本
文
」（「
も
ろ
こ
し
我
朝
」
と
い
う
よ
り
、「
唯
一
向
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に
念
仏
す
べ
し
」
ま
で
）。
こ
の
中
に
五
つ
あ
る
。

一
、�「
謬
解
（
（1
（

を
揀え

ら
ぶ
」（
間
違
っ
た
見
解
を
選
り
分
け
る
）。

こ
の
中
に
は
二
つ
あ
る
。

　

一
、�「
観
念
の
謬
解
」（
観
念
の
間
違
っ
た
見
解
）。（「
も

ろ
こ
し
我
朝
」
と
い
う
よ
り
、「
あ
ら
ず
」
と
い
う

ま
で
）

　

二
、�「
称
名
の
謬
解
」（
称
名
の
間
違
っ
た
見
解
）。（「
又

学
文
を
し
て
」
と
い
う
よ
り
、「
念
の
心
を
さ
と
り

て
申
念
仏
に
も
あ
ら
ず
」
と
い
う
ま
で
）

二
、�「
本
願
念
仏
の
正
義
を
示
す
」（「
唯
往
生
極
楽
の
」
と

い
う
よ
り
、「
別
の
子
細
候
は
ず
」
と
い
う
ま
で
）

三
、�「伏難
（
（1
（

を
通
ず
（
（1
（

」（
疑
念
を
晴
ら
す
）。（「
但
し
三
心
四
修
」

と
い
う
よ
り
、「
こ
も
り
候
な
り
」
と
い
う
ま
で
）

四
、�「
立
誓
請
証
」（
誓
い
を
立
て
て
証
を
請
う
）。（「
此
外

に
奧
ふ
か
き
」
と
い
う
よ
り
、「
本
願
に
も
れ
候
べ
し
」

と
い
う
ま
で
）

五
、�「
機
法
の
正
義
を
結
勧
す
る
」。
こ
の
中
に
は
二
つ
あ
る
。

　

一
、�「
正
所
被
の
機
を
示
す
」（
正
し
く
阿
弥
陀
仏
の
本

願
に
救
わ
れ
る
機
を
示
す
）。（「
念
仏
を
信
ぜ
ん
人

は
」
と
い
う
よ
り
、「
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し

て
」
と
い
う
ま
で
）

　

二
、�「
本
願
専
修
の
法
を
示
す
」（「
唯
一
向
に
念
仏
す
べ

し
」）

第
四
、「
手
印
」（「
為
証
以
両
手
印
」）

第
五
、�「
総
結
」（「
浄
土
宗
の
」
と
い
う
よ
り
、「
所
存
を
記
し

畢
」
ま
で
）

第
六
、�「
年
号
月
日
御
撰
号
」（「
建
暦
二
年
正
月
廿
三
日
源
空

御
花
押
」）

第
一
、「
縁
起
」。

こ
の
書
を
講
ず
る
の
に
、大
段
六
科
あ
る
内
の
第
一
は
、「
縁

起
」
の
段
で
あ
る
。
古
語
に
「
洪
鐘
響
く
と
い
え
ど
も
、
必
ず

扣た
た
く
を
待
っ
て
ま
さ
に
鳴
る
（
（1
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
一
切
の
物
事

が
起
こ
る
に
は
必
ず
縁
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
こ
の
「
一

枚
起
請
文
」
の
縁
起
を
い
え
ば
、
法
然
上
人
が
臨
終
を
迎
え
る

時
に
勢
観
房
源
智
上
人
の
願
い
に
よ
っ
て
〔
縁
が
〕
起
こ
っ
た
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の
で
あ
る
。

�
こ
の
源
智
上
人
と
い
う
方
は
、
備
中
守
の
平
師
盛
朝
臣
の
子

で
、
小
松
の
内
大
臣
平
重
盛
公
の
孫
で
あ
る
。
平
家
没
落
の

後
は
、
世
間
の
目
を
恐
れ
て
、
母
君
が
こ
の
子
を
人
知
れ
ず

育
て
て
い
た
が
、
十
三
歳
の
時
、
法
然
上
人
の
弟
子
と
し
た
。

上
人
は
こ
の
子
を
〔
さ
ら
に
〕
慈
鎮
和
尚
の
弟
子
と
し
て
預

け
ら
れ
た
。
慈
鎮
和
尚
の
下
で
出
家
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
さ
ほ
ど
の
年
月
を
経
ず
に
上
人
の
草
庵
に
帰
っ
て

き
て
、
常
に
付
き
随
い
仕
え
る
こ
と
前
後
十
八
年
に
及
ん
だ

の
で
あ
る
。
上
人
が
〔
源
智
上
人
を
〕
憐
み
か
ば
う
こ
と
は
、

他
の
弟
子
と
異
な
り
、
浄
土
の
教
え
を
説
き
示
し
、
円
頓
戒

は
こ
の
人
を
後
継
者
と
し
て
伝
授
さ
れ
た
。〔
こ
れ
に
よ
っ

て
上
人
の
〕
仏
具
・
本
尊
・
坊
舍
・
聖
教
な
ど
全
て
を
相
続

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
行
い
を
慎
み
、〔
上
人
へ
の
〕
孝
行
を
尽
く
す

源
智
上
人
が
、
上
人
御
遷
化
の
時
に
至
っ
て
御
遺
訓
の
お
願
い

を
し
た
理
由
は
と
い
う
と
、
そ
も
そ
も
我
が
法
然
上
人
の
本
地

は
、
極
楽
の
右
脇
士
で
智
慧
を
あ
ら
わ
す
大
勢
至
菩
薩
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
衆
生
を
化
度
す
る
為
に
、
美
作
国
久
米
の
南
條
稲

岡
庄
の
漆
間
家
に
垂
迹
し
て
、
九
歳
に
し
て
発
心
さ
れ
た
。
十

五
歳
で
比
叡
山
に
登
り
、
皇
圓
阿
闍
梨
の
弟
子
と
な
ら
れ
、
三

か
年
に
わ
た
っ
て
天
台
三
大
部
（
（1
（

を
学
び
〔
尽
く
さ
れ
た
〕。
十

八
歳
で
黒
谷
の
叡
空
上
人
の
弟
子
と
な
り
隠
遁
な
さ
れ
た
。
自

宗
・
他
宗
を
研
究
し
、
一
大
蔵
経
を
学
び
通
す
こ
と
五
遍
、
善

導
大
師
の
『
観
経
疏
』
を
八
遍
ご
覧
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第

八
遍
目
に
『
観
経
疏
』
の
深
意
を
悟
り
、
浄
土
他
力
の
真
実
の

門
を
開
か
れ
た
の
が
四
十
三
歳
の
御
年
で
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
弘
通
さ
れ
た
念
仏
往
生
の
法
門
は
、
勝
易
の
二

義
を
備
え
て
い
た
の
で
、
上
は
天
子
よ
り
下
は
万
民
に
至
る
ま

で
、
こ
の
法
門
に
よ
り
生
死
を
解
脱
し
、
報
土
へ
の
往
生
を
得

た
人
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
魔
宮
（
（1
（

が
し
ば
し
ば
騷
ぎ
だ
し
、

法
難
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
所
へ
〔
さ
ら
に
上
人
の
〕
御
弟
子

の
中
に
一
念
義
（
（1
（

と
い
う
邪
義
を
立
て
る
者
が
出
て
き
た
為
に
、

南
都
や
比
叡
山
か
ら
は
専
修
念
仏
停
廃
の
訴
え
が
あ
っ
た
。
さ
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ら
に
御
弟
子
で
あ
る
住
蓮
（
（1
（

上
人
と
安
楽
（
（1
（

上
人
の
二
人
は
、
後
鳥

羽
上
皇
（
（2
（

が
熊
野
臨
幸
さ
れ
て
い
る
留
守
中
に
、
お
許
し
も
な
い

官
女
を
剃
髮
〔
出
家
〕
さ
せ
た
為
、
還
幸
の
後
に
心
の
よ
こ
し

ま
な
臣
下
が
色
々
と
上
皇
に
讒
言
（
（2
（

し
た
の
で
、
弟
子
の
罪
を
師

〔
で
あ
る
上
人
〕
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
七
十

五
歳
に
な
ら
れ
た
上
人
を
配
流
の
罪
に
処
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
よ
う
や
く
五
年
を
経
て
、
建
暦
元
年
十
一
月
二
十

日
に
勅
許
が
出
て
、
京
都
に
お
戻
り
に
な
っ
た
が
、
翌
年
正
月

二
日
よ
り
、
日
頃
か
ら
の
病
気
に
よ
り
食
欲
が
さ
ら
に
無
く
な

ら
れ
た
。
二
十
三
日
に
至
っ
て
は
、
も
は
や
ご
臨
終
も
遠
く
は

あ
る
ま
い
と
〔
誰
の
目
に
も
〕
見
え
た
の
で
、
御
弟
子
で
あ
る

源
智
上
人
の
願
い
に
よ
っ
て
書
き
遺
さ
れ
た
御
遺
訓
な
の
で
あ

る
。
す
な
は
ち
〔『
勅
修
御
伝
』
の
〕
源
智
上
人
の
伝
に
は
、

　

�

上
人
の
末
期
が
近
づ
い
て
き
た
時
、
源
智
上
人
が
「
念

仏
往
生
の
安
心
に
つ
い
て
、
長
年
ご
教
誡
を
頂
い
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
ご
自
筆
で
そ
の
肝
要
を
一
筆

お
記
し
下
さ
っ
た
も
の
を
頂
戴
し
、
ご
往
生
の
後
の
形

見
の
品
に
し
た
く
存
じ
ま
す
」
と
申
し
上
げ
た
の
で
、
上

人
は
次
の
よ
う
に
筆
を
染
め
て
お
書
き
に
な
っ
た
。「
も

ろ
こ
し
我
ち
ょ
う
に（
乃
至
）た
だ
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」

と
。（
云
々
）
こ
れ
は
間
違
い
な
く
上
人
の
ご
自
筆
の
書

で
あ
る
。
ま
さ
に
末
代
の
手
本
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
人
の
「
一
枚
消
息
」
と
名
付
け
て
世
に
流
布
し
て
い

る
の
が
こ
れ
で
あ
る
（
（2
（

。

と
あ
る
。

ま
た
『
法
然
上
人
伝
記
（
九
巻
伝
）』
に
は
、

　

�

源
智
上
人
は
あ
え
て
〔
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
を
〕
披

露
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
生
涯
、
首
に
か
け
て
秘
蔵

し
て
い
た
の
だ
が
、
長
年
〔
源
智
上
人
と
の
〕
師
檀
の

関
係
が
深
か
っ
た
川た

だ
す合
の
法
眼
（
（2
（

に
は
語
り
伝
え
て
い
た

の
を
、〔
法
眼
が
お
譲
り
い
た
だ
き
た
い
と
〕
懇
望
し
た

の
で
、
授
け
ら
れ
て
以
来
、
世
間
に
広
ま
っ
た
の
が
、
上

人
の
「
一
枚
消
息
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
（2
（

。（
以
上
）

と
あ
る
。

源
智
上
人
が
こ
の
よ
う
に
尊
び
敬
っ
た
の
は
ご
自
身
の
為
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か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
開
宗

さ
れ
た
正
義
を
邪
義
の
輩
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
、
末
世
の
衆
生
が

往
生
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
嘆
き
憐
ん
だ
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
証
明
つ
い
て
は
、
添
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

�

門
人
邪
義
ヲ
存
ス
ル
人
多
シ
。
上
人
ノ
滅
後
、
尚
ヲ
以

テ
猥
ニ
異
義
セ
ン
。
之
ニ
依
テ
病
床
ニ
臥
シ
給
フ
ト
雖
、

此
ノ
一
紙
申
請
ル
処
ナ
リ
。
疑
滞
ヲ
残
サ
ザ
ラ
シ
メ
ン

カ
為
メ
ニ
、
上
人
御
自
筆
御
判
形
ヲ
、
注
シ
置
カ
シ
メ

給
フ
処
ロ
件
ノ
如
シ
（
（2
（

。
正
月
廿
八
日
、
源
智
。（
已
上
）

　

�（〔
上
人
の
〕
門
人
に
邪
義
を
持
つ
者
が
多
い
。
上
人
の

滅
後
に
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
勝
手
に
異
義
を
唱
え
る
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
〔
上
人
は
〕
病
床
に
臥
せ
っ
て
お
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
一
紙
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
疑
滞
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
、
上
人
が

御
自
筆
し
花
押
を
書
き
残
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通

り
で
あ
る
（
（2
（

。
正
月
二
十
八
日
、
源
智
。〈
以
上
〉）

源
智
上
人
の
ご
性
格
は
、
非
常
に
情
が
深
く
誠
実
で
控
え

め
で
あ
り
、
付
き
従
っ
た
十
八
年
間
も
、
ひ
と
え
に
法
然
上
人

を
釈
尊
の
よ
う
に
敬
っ
て
お
ら
れ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
老
齢
で

あ
り
、
ま
だ
寒
さ
が
残
る
頃
で
も
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
御
往
生

は
今
晩
か
翌
朝
か
と
見
え
る
御
病
床
で
の
こ
と
な
の
で
、
さ
ぞ

か
し
お
願
い
も
さ
れ
に
く
く
、
心
を
痛
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
御
弟
子
の
中
に
さ
え
成
覚
房
幸
西
（
（2
（

や
法
本
房
行
空
（
（2
（

や
善
信
房
綽
空
（
（2
（

と
い
っ
た
道
を
外
れ
た
者
が
、
上
人
の
教
え
に

背
い
て
邪
義
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で〔
源
智
上
人
〕

ご
自
身
が
論
破
し
排
斥
す
る
だ
け
で
は
、
同
じ
御
弟
子
仲
間
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
角
が
立
つ
し
、
愚
者
は
法
義
に
暗
い
の
で
、

邪
正
を
決
め
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ご
病
気

を
心
配
し
な
が
ら
も
、
正
義
を
伝
え
て
衆
生
を
助
け
た
い
と
い

う
正
し
い
道
に
か
な
っ
た
慈
悲
心
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
、
上
人

の
病
床
の
枕
に
近
づ
き
お
願
い
し
に
く
い
所
を
お
願
い
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
源
智
上
人
の
御
心
の
程
を
思
い
や
り
敬
っ
て
見
よ
。

ど
ん
な
に
心
の
動
か
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
有
り
難
い
お
慈
悲

で
あ
る
と
信
じ
て
受
け
と
め
る
心
を
生
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。（
云
々
）

ま
た
法
然
上
人
は
〔
源
智
上
人
の
思
い
と
は
〕
別
に
、
生
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涯
弘
通
の
正
義
を
妨
げ
る
邪
師
が
、
す
で
に
御
在
世
中
に
も
い

た
の
で
、
滅
後
は
さ
ぞ
か
し
〔
増
え
る
だ
ろ
う
〕
と
お
嘆
き
で

あ
っ
た
。〔
ち
ょ
う
ど
〕
そ
こ
へ
源
智
上
人
の
お
願
い
が
あ
っ

た
の
で
、
喜
ん
で
筆
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

師
弟
の
心
が
合
致
し
た
御
慈
悲
よ
り
起
こ
っ
た
の
が
、こ
の「
一

枚
起
請
文
」
の
縁
起
で
あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
然
上
人
が

自
行
化
他
を
円
満
に
成
し
遂
げ
ら
れ
て
、
臨
終
に
お
遺
し
下
さ

れ
た
要
語
で
あ
り
、
滅
後
の
こ
と
を
頼
み
任
さ
れ
た
絶
筆
で
あ

る
。
浄
土
宗
の
教
義
の
極
意
を
示
し
、
順
次
に
決
定
往
生
す
る

規
範
の
為
に
と
備
え
置
い
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

御
教
示
の
通
り
に
つ
と
め
れ
ば
往
生
を
遂
げ
、
背
け
ば
輪
廻
を

免
れ
な
い
。
来
世
、
苦
界
に
沈
む
か
、
極
楽
に
救
わ
れ
る
か
の

分
か
れ
目
は
、
た
だ
た
だ
こ
の
御
教
示
を
守
る
か
背
く
か
に

よ
っ
て
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
〔
往
生
の
〕
得

失
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
示
そ
う
。

あ
る
所
（
住
所
・
家
名
な
ど
は
理
由
あ
っ
て
示
さ
な
い
）
に

二
軒
の
豪
商
が
あ
り
、
し
か
も
親
類
で
、
両
家
共
に
贅
沢
を
避

け
、
貧
し
い
人
に
は
施
し
を
す
る
よ
う
な
家
風
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
軒
の
方
は
跡
継
ぎ
と
な
る
実
子
が
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
養
子
を
迎
え
、
養
父
は
心
を
尽
く
し
て
教
育
し
た
。

さ
ら
に
遺
書
を
認し

た
ため

て
、
家
風
を
守
っ
て
不
正
の
商
売
な
ど
し

な
い
よ
う
に
と
厳
し
く
戒
め
て
い
た
の
だ
が
、
養
父
の
没
後
、

養
子
は
遺
書
に
背
き
、
酒
色
に
ふ
け
っ
て
家
財
を
食
い
つ
ぶ
し
、

商
売
の
道
も
正
し
く
歩
ま
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
た
め
家
財
資
産
も
散
り
失
せ
、
巨
額
の
借
金
を
抱
え
て
し

ま
っ
た
。

ま
た
も
う
一
軒
の
方
は
、
至
っ
て
慎
み
深
く
誠
実
に
父
や

先
祖
の
遺
し
た
教
え
を
守
り
、
家
風
を
乱
す
こ
と
が
な
か
っ
た

為
、
次
第
に
繁
盛
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
背
教
者
で
あ
る

前
述
の
養
子
に
金
を
貸
し
た
人
か
ら
、
こ
の
守
教
者
の
家
の
方

に
次
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。「
ご
親
類
の
某
氏
に
、
貸
し
ま

し
た
金
子
の
借
用
証
文
に
証
印
を
押
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
言

い
ま
し
た
が
、
押
印
し
て
下
さ
ら
ず
、
今
に
な
っ
て
も
な
お
証

印
は
押
さ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ご
親
類
な
の
で
す
か
ら
是

非
あ
な
た
が
証
印
し
て
下
さ
い
。
押
さ
な
い
な
ら
訴
え
出
ま
す
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よ
」
と
。

守
教
者
の
家
の
主
人
は
両
家
の
息
子
を
呼
び
、
右
の
次
第

を
告
げ
て
知
ら
せ
、
そ
し
て
「
私
に
慈
悲
深
い
父
か
ら
の
遺
言

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
前
よ
り
言
い
聞
か
せ
た
通
り
で
あ
る
。

〔
そ
の
遺
言
に
〕
親
類
や
貧
し
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
は
、
で

き
る
限
り
心
を
尽
く
し
て
金
銭
を
恵
み
与
え
よ
。
し
か
し
、
借

用
証
文
に
証
印
を
押
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
人
は
無
論
の
こ

と
、
た
と
え
親
類
の
頼
み
で
あ
っ
て
も
請
人
（
連
帯
保
証
人
）

に
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
真
心
を
尽
く
し
て
遺
言
し
て
く
れ
た

の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
主
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
押

印
す
れ
ば
、
父
の
遺
し
た
命
令
に
背
く
こ
と
と
な
る
。
遺
命
を

守
っ
て
押
印
し
な
い
な
ら
ば
、
威
勢
の
良
い
債
権
主
は
公
に
訴

え
出
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
い
か
な
る
裁
き
が
下
さ
れ
る
も
の

か
分
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
事
の
進
退
も
す
で
に
時
間
が
な

い
。
最
終
的
に
私
が
決
心
し
た
こ
と
は
、
父
の
遺
命
に
背
く
な

ら
ば
、
家
が
存
続
し
た
と
し
て
も
孝
行
の
道
に
は
違
う
こ
と
に

な
る
か
ら
、
本
意
で
は
な
い
。
ま
た
遺
命
を
守
る
こ
と
を
選
べ

ば
、
家
は
断
絶
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
祖
先
に
対
し
て
は
何

ら
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
世
間
の
人
々
は
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
で
あ
ろ
う
か
な
」
と
言
う
と
、
両
家
の
息

子
も
同
意
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
と
、〔
債
権
主
に
は
〕「
証
印
の

件
は
、
今
後
一
切
お
断
り
申
し
上
げ
る
」
と
答
え
る
に
及
ん
だ
。

そ
の
後
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、〔
結
果
を
確
か
め
に
〕

行
き
来
も
し
な
か
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
守
教
者
の
家
人
が

役
所
に
出
廷
し
た
時
、「
そ
な
た
は
日
頃
の
行
い
も
良
く
、
取

り
わ
け
先
祖
の
遺
言
を
慎
み
守
る
そ
の
姿
勢
は
誠
に
殊
勝
な
こ

と
で
あ
る
」
と
厚
く
お
褒
め
の
言
葉
ま
で
賜
る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
よ
そ
人
の
祖
先
と
な
る
者
は
、
命
の
終
り
に
臨
み
、
子

孫
に
戯
れ
言
を
言
い
遺
す
だ
ろ
う
か
。
ひ
る
が
え
っ
て
知
る
べ

き
で
あ
る
。
子
と
し
て
親
の
遺
言
を
守
ら
な
い
な
ど
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
て
良
い
も
の
な
の
か
を
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
方
の
家

は
親
の
遺
命
を
守
っ
た
結
果
、
家
も
繁
盛
し
て
お
褒
め
の
言
葉

を
頂
き
、
一
方
の
家
は
遺
命
に
背
い
た
が
為
に
、
家
は
廃
れ
果

て
て
お
叱
り
の
言
葉
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
世
間
の
法
で
す
ら

こ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
し
て
出
世
間
の
法
が
そ
う
で
な
い
は
ず

が
な
い
。
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実
に
我
が
法
然
上
人
は
、
往
生
を
志
す
人
に
と
っ
て
の
大

慈
悲
の
父
母
そ
の
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
地
獄
堕
ち
決
定
の

我
々
を
救
う
為
に
、
多
く
の
艱
難
辛
苦
を
経
て
、
還
俗
の
う
え

流
刑
に
ま
で
処
さ
れ
て
も
、
少
し
も
こ
れ
を
苦
痛
と
な
さ
ら
な

か
っ
た
。
そ
う
し
て
御
臨
終
の
ま
さ
に
そ
の
時
に
至
っ
て
お
遺

し
下
さ
っ
た
御
遺
訓
の
「
一
枚
起
請
文
」
な
の
だ
か
ら
、
も
し

こ
れ
を
信
受
し
な
い
と
し
た
ら
、
一
体
何
を
信
受
す
べ
き
だ
と

い
う
の
か
。
決
し
て
な
お
ざ
り
な
思
い
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
。さ

て
ま
た
、〔
こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
〕
縁
起
の
他
に
、「
一

枚
起
請
文
」
は
賀
茂
大
明
神
の
為
に
書
か
れ
た
と
い
う
説
（
（3
（

が
あ

る
け
れ
ど
も
、
こ
の
説
は
〔
講
説
に
は
〕
用
い
づ
ら
い
。
そ
の

理
由
は
、
す
で
に
〔「
一
枚
起
請
文
」
が
〕
源
智
上
人
の
懇
請

に
よ
る
こ
と
は
、『
勅
修
御
伝
』
の
文
や
源
智
上
人
の
奥
書
（
添

書
）
か
ら
、
と
て
も
顕
著
な
の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
異
議
な

ど
唱
え
て
は
な
ら
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
御
遺
誓
は
、
法

然
上
人
の
御
慈
悲
と
源
智
上
人
の
御
慈
悲
と
、
師
匠
と
弟
子
に

よ
る
偶
合
（
偶
然
の
一
致
）
の
御
慈
悲
よ
り
書
か
れ
た
も
の
な

の
だ
。

そ
の
元
は
何
か
と
い
え
ば
、
総
じ
て
は
古
来
の
諸
師
方
が

本
願
念
仏
の
義
を
謬
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
別
し
て
は
御
弟
子

の
中
に
一
念
義
と
い
う
邪
立
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
往
生
の

大
害
を
な
す
こ
と
を
防
ぎ
、
正
義
を
末
世
に
伝
え
る
為
に
源
智

上
人
が
懇
請
し
て
、
法
然
上
人
が
書
き
遺
し
下
さ
っ
た
の
で
あ

る
。で

あ
る
か
ら
、こ
の
〔
出
来
事
は
〕、非
常
に
悪
い
こ
と
か
ら
、

非
常
に
良
い
結
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
言
っ
て

み
れ
ば
、
か
の
「
陰
極
ま
っ
て
陽
生
ず
（
（3
（

」
と
い
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
総
じ
て
「
世
間
」
で
も
「
出
世
間
」
で
も
、
こ
の
よ

う
な
例
は
多
く
あ
る
も
の
だ
。
世
間
の
こ
と
で
も
、〔
た
と
え
〕

快
く
な
い
出
来
事
が
あ
っ
て
も
、
こ
と
さ
ら
に
嘆
く
こ
と
は
な

い
の
だ
。
善
悪
は
不
離
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
嘆
き
が
ま
た
、

ど
ん
な
喜
び
に
変
わ
る
か
も
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
諺
に
も

「
人
間
、
万
事
塞
翁
が
馬
」
と
い
う
で
は
な
い
か
。

仏
教
に
も
こ
の
よ
う
な
例
は
多
い
。『
首
楞
厳
経
』
が
説
か

れ
た
の
は
、
阿
難
尊
者
が
幻
術
師
に
〔
修
行
を
〕
妨
げ
ら
れ
そ
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う
に
な
っ
た
こ
と
（
（3
（

が
元
で
あ
る
。〔
他
に
も
〕
維
摩
居
士
の
病

縁
（
（3
（

〔
に
よ
っ
て
『
維
摩
経
』
が
説
か
れ
〕、
阿
闍
世
王
子
の
親

不
孝
〔
に
よ
っ
て
『
観
経
』
が
説
か
れ
〕、諸
々
の
律
の
制
定
は
、

多
く
が
六
群
比
丘
（
（3
（

の
過
ち
か
ら
起
こ
っ
た
〔
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

例
が
あ
る
〕。

最
近
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
〔
日
本
に
〕
渡
っ
て
き
た
こ

と
が
、
仏
教
結
縁
が
広
ま
る
原
因
と
な
っ
た
。
遠
い
昔
は
、
葬

礼
も
思
い
思
い
〔
勝
手
に
〕
行
わ
れ
た
の
で
、〔
仏
教
と
〕
結

縁
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
だ
が
、キ
リ
ス
ト
教
を〔
幕

府
が
宗
門
改
に
て
〕
禁
止
し
て
以
後
は
、〔
神
職
の
〕
禰
宜
で
も
、

儒
学
者
で
も
、〔
仏
教
の
〕
宗
旨
を
決
め
さ
せ
て
、
僧
侶
ら
の

引
導
焼
香
を
受
け
る
こ
と
で
、
お
の
ず
か
ら
〔
仏
教
〕
結
縁
の

利
益
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
悪
い
こ
と
か

ら
良
い
こ
と
が
起
っ
た
例
で
あ
る
。

今
〔
話
し
て
い
る
こ
と
〕
も
、
ま
た
同
じ
こ
と
だ
。
古
来

の
〔
諸
師
の
〕
誤
り
や
一
念
義
の
邪
義
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
、

非
常
に
悪
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
為
に
〔
法
然
上

人
が
〕
本
願
念
仏
の
正
義
や
安
心
起
行
の
至
極
を
、
一
枚
の
御

法
語
に
書
き
表
し
て
下
さ
っ
た
。〔
そ
し
て
〕
分
か
り
や
す
く

読
み
や
す
く
、
決
定
し
て
信
受
し
や
す
い
よ
う
に
、
誓
い
の
お

言
葉
に
手
印
ま
で
添
え
て
下
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、〔
こ
れ
は
ま

さ
し
く
〕
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
宝
珠
で
あ
り
、
十
人

は
十
人
な
が
ら
、
百
人
は
百
人
な
が
ら
往
生
で
き
る
手
形
（
割

り
符
）
な
の
で
あ
る
。

も
し
、
こ
の
御
遺
誓
が
な
か
っ
た
ら
、〔
阿
弥
陀
如
来
が
お

建
て
に
な
っ
た
〕
本
願
の
深
意
や
、
宗
祖
法
然
上
人
の
正
し
い

相
伝
を
知
る
こ
と
な
く
、
安
心・起
行・作
業
の
分
岐
点
に
迷
っ

て｢

そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
、
こ
う
な
の
だ
ろ
う
か｣

と
心
を

苦
し
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
盗
人
た
け
だ
け
し
い
こ

と
に
、邪
弁
を
振
る
う
邪
見
人
に
言
い
妨
げ
ら
れ
て
、生
死
〔
輪

廻
〕か
ら
離
れ
る
機
会
な
ど
、と
て
も
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。〔
そ

れ
な
の
に
〕
か
く
も
易
々
と
順
次
徃
生
を
決
定
す
る
身
に
な
れ

た
の
は
、
全
く
こ
の
御
遺
誓
の
お
陰
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
我
々
を
「
滅
後
の
邪
義
」
に
陥
ら
せ
ず
、

順
次
徃
生
を
遂
げ
さ
せ
よ
う
と
、
大
慈
大
悲
の
思
い
を
込
め
て
、

書
き
と
め
遺
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、『
勅
修
御
伝
』
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に
も
「
ま
さ
し
き
御
自
筆
の
書
な
り
、〔
ま
こ
と
に
〕
末
代
の

亀
鏡
に
た
れ
る
も
の
か
（
（3
（

」
と
あ
っ
て
、
我
々
に
と
っ
て
安
心
の

鏡
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、「
明
ら
か
な
鏡
」

と
い
う
も
の
は
、〔
鏡
に
〕
向
か
う
と
容
姿
が
了
々
と
分
明
に

映
る
の
で
、
顔
に
少
し
墨
が
つ
い
て
い
る
の
も
、
髪
の
毛
が
ば

ら
け
て
い
る
の
も
〔
は
っ
き
り
と
〕
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
御

遺
誓
の
大
明
鏡
に
向
か
え
ば
、〔
我
々
の
〕
安
心
が
間
違
っ
て

い
る
か
正
し
い
か
が
、
明
白
に
顕
れ
る
の
だ
。

お
よ
そ
、
自
分
の
容
姿
を
気
に
か
け
る
人
に
、
鏡
を
見
な

い
人
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
〔
出
離
生
死
の
〕
一
大

事
で
あ
る
念
仏
の
安
心
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
折
に
ふ
れ
、
こ

の
御
法
語
の
鏡
に
映
し
出
し
て
、
安
心
の
顔
か
た
ち
が
、
祈
念

祈
禱
の
垢
に
汚
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、御
礼
や
報
恩
感
謝〔
が

目
的
の
信
心
〕
に
ば
ら
け
て
は
い
な
い
か
、
正
し
て
見
る
の
が

良
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
貴
い
鏡
で
あ
る
御
遺
誓
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
一
字
一
字
に
光
明
を
帯
び
て
、
一
句
一
句
に
邪
義
を

防
ぐ
勢
い
が
あ
る
の
だ
。
詳
し
く
は
、
そ
の
文
中
に
至
っ
た
と

き
に
説
明
し
よ
う
。

以
上
、
大
段
六
科
の
第
一
「
縁
起
」
の
科
を
終
わ
る
こ
と

と
す
る
。

さ
て
、
こ
の
御
遺
訓
に
つ
い
て
、
獅
谷
の
忍
澂
上
人
は
、
源

智
上
人
の
相
承
と
聖
光
上
人
の
相
承
と
の
二
つ
の
意
義
を
よ
く

わ
き
ま
え
、
終
に
こ
れ
を
一
致
と
帰
結
さ
れ
た
。
こ
の
事
は
、

深
く
法
然
上
人
の
御
素
意
を
探
り
得
て
、
浄
土
宗
の
正
統
を
定

め
る
上
で
の
肝
要
の
優
れ
た
解
説
で
あ
る
か
ら
、
関
通
上
人
の

『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最

近
で
は
、
順
阿
隆
圓
（
（3
（

上
人
が
、
小
松
谷
の
慈
光
（
（3
（

上
人
の
『
淨
業

問
辨
（
（3
（

』
の
付
録
に
載
せ
た
も
の
に
、
自
ら
の
考
察
を
も
加
え
て
、

『
吉
水
遺
誓
諺
論
附
録
正
流
辨
』
と
題
し
て
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』

巻
末
に
付
録
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
こ
れ
を
披
見
し
て
知
る
べ

き
で
あ
る
。

今
そ
の
意
を
示
せ
ば
、
ま
ず
こ
の
御
遺
訓
は
、
源
智
上
人

が
懇
請
さ
れ
た
時
に
初
め
て
思
い
つ
き
に
な
ら
れ
て
記
さ
れ
た
、

こ
の
時
限
り
の
お
考
え
で
は
な
い
。
法
然
上
人
が
平
生
か
ら
肝

要
と
さ
れ
て
い
た
法
門
の
骨
髓
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
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ら
、
聖
光
上
人
へ
は
以
前
か
ら
こ
の
御
法
語
を
伝
え
置
い
て
下

さ
っ
た
。
そ
の
御
文
は
『
和
語
灯
録
』
五
巻
に
出
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、

　

�
念
仏
往
生
と
申
事
は
、
も
ろ
こ
し
我
朝
の
、
も
ろ
も
ろ

の
智
者
逹
の
、
さ
た
し
申
さ
る
る
、
観
念
の
念
に
も
あ

ら
ず
。
又
学
問
を
し
て
、
念
仏
の
心
を
さ
と
り
と
ほ
し

て
ま
う
す
、
念
仏
に
も
あ
ら
ず
。
た
だ
極
楽
往
生
せ
ん

が
為
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
疑
ひ
な
く
、
往
生
す

る
ぞ
と
思
と
り
て
申
外
に
、
別
の
事
な
し
。
た
だ
し
三

心
ぞ
四
修
ぞ
な
ど
申
事
の
候
は
、
み
な
南
無
阿
弥
陀
仏

に
て
決
定
し
て
、
往
生
す
る
ぞ
と
思
ふ
内
に
お
さ
ま
れ
り
。

た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
ば
、
決
定
し
て
往
生
す
る

事
な
り
と
信
じ
と
る
べ
き
な
り
。
念
仏
を
信
ぜ
ん
人
は
、

た
と
ひ
一
代
の
御
の
り
を
よ
く
よ
く
学
し
き
は
め
た
る

人
な
り
と
も
、
文
字
一
も
し
ら
ぬ
、
愚
痴
鈍
根
の
不
覚

の
身
に
な
し
て
、
尼
入
道
の
無
智
の
輩
に
同
じ
く
な
し
て
、

智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し
て
、
た
だ
一
向
に
南
無
阿

弥
陀
仏
と
申
て
ぞ
か
な
は
ん
ず
（
（3
（

。（
以
上
）

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

文
面
に
は
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
そ
の
義
意
は
「
一
枚

起
請
文
」
と
異
な
り
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
光
上
人
は
、

法
然
上
人
の
御
相
伝
と
露
ほ
ど
も
違
わ
ず
、
観
念
の
念
仏
で
も

な
く
、
学
解
の
念
仏
で
も
な
く
、
た
だ
申
す
本
願
念
仏
を
勧
め

て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
然
上
人
が
御
在
世
の
内
で

あ
っ
て
も
邪
人
が
い
て
、「
法
然
上
人
が
聖
光
上
人
に
お
授
け

に
な
ら
れ
た
口
称
名
号
は
劣
っ
た
機
根
の
者
を
誘
引
す
る
方
便

で
あ
る
。
本
当
は
別
に
甚
だ
深
い
義
が
あ
る
の
だ
（
（4
（

。
あ
る
時
、

門
弟
等
二
十
人
を
密
室
に
集
め
て
〔
甚
深
の
義
が
〕
相
伝
さ
れ

た
。
浅
い
智
慧
の
機
根
の
者
は
鈍
く
て
い
ま
だ
悟
る
こ
と
は
で

き
ず
、
素
質
が
あ
る
者
僅
か
に
五
人
が
こ
の
深
き
法
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
私
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
」
と
言
っ
て
口

称
念
仏
を
謗
り
、「〔
こ
れ
と
は
〕
別
に
奧
深
い
秘
義
が
あ
る
」

と
邪
法
を
勧
め
て
、
上
は
仏
祖
の
大
慈
悲
に
背
き
、
下
は
衆
生

の
安
心
を
乱
し
た
。

だ
か
ら
仏
道
を
志
す
心
が
あ
っ
て
、
正
義
を
守
る
御
弟
子

方
は
、
悉
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
〔
心
を
〕
痛
め
歎
か
れ
た
の
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で
あ
る
。
中
で
も
聖
光
上
人
は
嫡
伝
相
承
さ
れ
た
の
で
、『
末

代
念
仏
授
手
印
』『
念
仏
名
義
集
』『
浄
土
宗
名
目
問
答
』『
念

仏
三
心
要
集
』
等
で
〔
こ
れ
ら
の
邪
法
を
〕
論
破
し
て
、
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
も
度
々
で
あ
る
。
ま
た
、
法
然
上

人
は
大
変
こ
の
こ
と
を
歎
か
れ
て
、
光
明
房
や
基
親
卿
等
に
送

ら
れ
た
御
返
答
の
書
に
、「
天
魔
で
あ
り
、
破
旬
で
あ
り
、
獅

子
身
中
の
虫
で
あ
る
。
仏
法
の
外
道
で
あ
る
。
往
生
極
楽
の
あ

だ
敵
で
あ
る
（
（4
（

」
と
誡
め
ら
れ
、
誓
い
の
言
葉
も
添
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

ま
た
聖
光
上
人
へ
の
御
答
え
に
は
、「
貴
方
（
聖
光
上
人
）

に
平
生
か
ら
伝
え
て
い
る
他
に
奧
深
い
別
の
義
が
あ
れ
ば
、
毎

日
六
萬
遍
の
日
課
念
仏
の
功
徳
を
失
い
、〔
こ
の
私
、
法
然
が
〕

三
悪
道
に
墮
ち
る
で
あ
ろ
う
。
釈
尊
・
阿
弥
陀
仏
に
誓
っ
て
証

と
す
る
（
（4
（

」
等
と
、
恐
ろ
し
き
誓
い
の
お
言
葉
を
二
度
に
わ
た
っ

て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
平
生
か
ら
御
辛
労
に
思
わ
れ
て
い
る
邪
義
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、〔
法
然
上
人
は
〕「
私
の
滅
後
は
さ
ぞ
…
」

と
大
変
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
常
随
の
御
弟

子
で
あ
る
源
智
上
人
も
ま
た
こ
の
こ
と
を
深
く
歎
か
れ
て
い
た
。

最
早
、
御
臨
終
も
遠
か
ら
ぬ
御
様
子
で
あ
る
か
ら
、
御
存
命
の

間
に
御
遺
訓
を
申
し
請
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
安
心
起
行
の
手
本

と
し
た
い
と
お
願
い
に
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
、
法
然
上
人
は
お
喜

び
に
な
り
、
か
ね
て
よ
り
聖
光
上
人
へ
授
け
置
か
れ
た
御
法
語

に
誓
い
の
お
言
葉
と
手
印
を
添
え
て
お
渡
し
下
さ
っ
た
の
で
あ

る
。こ

の
法
然
上
人
の
御
心
を
窺
っ
て
み
る
と
、「
私
の
遺
言
は
、

他
で
も
な
い
。
か
ね
て
か
ら
鎮
西
の
聖
光
に
授
け
た
法
語
の
意

趣
で
あ
り
、
ま
た
彼
が
勧
め
る
口
称
念
仏
の
他
に
、
全
く
私
の

考
え
は
無
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
快
に
も
学
者
ぶ
っ
て
、

他
に
奧
深
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
言
う
の
は
、
邪
師
邪
勧
で
あ

る
。
決
し
て
妨
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
（
（4
（

」
と
示
さ
れ
、
か
ね
て

か
ら
「
我
が
二
代
の
正
統
は
、
鎭
西
の
聖
光
で
あ
る
（
（4
（

」
と
い
う

こ
と
を
国
内
に
知
ら
せ
、
そ
の
徳
風
を
後
代
に
伝
え
よ
う
と
の

思
し
召
し
の
巧
み
な
手
立
て
は
、
深
智
の
御
配
慮
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、〔
法
然
上
人
〕
御
一
代
の

数
多
く
の
御
法
語
の
中
で
、
ど
う
し
て
聖
光
上
人
が
相
承
さ
れ
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た
法
語
を
選
び
取
っ
て
御
遺
訓
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
御
遺
訓
の
意
趣
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
聖
光
上

人
が
〔
浄
土
宗
の
〕
正
統
伝
持
で
あ
る
と
い
う
事
に
〔
も
は
や
〕

議
論
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、〔
こ
れ
は
〕
義
証
（
教
義
の

内
容
か
ら
の
証
明
）
で
あ
り
文
証
（〔
伝
記
等
の
〕
文
言
に
よ

る
証
明
）
で
は
な
い
。
も
し
〔
そ
の
よ
う
な
〕
文
言
に
よ
る
裏

付
け
が
あ
れ
ば
、
無
智
の
者
は
い
っ
そ
う
信
受
し
や
す
い
で
あ

ろ
う
と
い
え
る
が
、
そ
の
様
な
証
文
と
な
る
も
の
は
い
く
つ
か

あ
る
。
今
、
そ
の
一
部
を
示
そ
う
。

初
め
聖
光
上
人
は
、
法
然
上
人
の
御
弟
子
と
な
ら
れ
て
か
ら
、

日
々
〔
法
然
上
人
よ
り
〕
御
教
示
を
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
あ

る
時
感
西
上
人
が
聖
光
上
人
に
対
し
て
〔
次
の
様
に
〕
言
わ
れ

た
。「
連
日
の
ご
学
問
の
間
、〔
法
然
上
人
の
〕
お
年
を
召
し
た

お
身
体
は
き
っ
と
お
疲
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
夜
中
に
〔
お
勤
め

す
る
〕
お
念
仏
も
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
一
日
お
き
に
お

い
で
に
な
っ
て
は
ど
う
か
」
と
。
聖
光
上
人
も
、
ご
も
っ
と
も

な
事
だ
と
思
っ
て
、
一
日
〔
法
然
上
人
の
所
に
〕
伺
う
の
を
遠

慮
し
た
。
す
る
と
、
い
つ
も
伺
っ
て
い
る
時
刻
が
過
ぎ
る
と
、

法
然
上
人
は〔
聖
光
上
人
の
お
越
し
を
〕待
ち
わ
び
ら
れ
て
、「
早

く
来
ら
れ
よ
。
法
門
を
語
ら
お
う
」
と
言
っ
て
、〔
聖
光
上
人

の
も
と
に
〕
お
使
い
を
出
さ
れ
た
。
聖
光
上
人
は
、
法
然
上
人

の
お
気
持
ち
の
深
さ
を
喜
び
、
涙
な
が
ら
に
急
い
で
は
せ
参
じ

た
と
こ
ろ
、「〔
こ
れ
か
ら
は
〕
毎
日
欠
か
さ
ず
来
ら
れ
よ
」
と

仰
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
後
は
ま
た
以
前
の
通
り
に
、〔
毎
日
〕

法
門
を
授
受
な
さ
れ
た
（
（4
（

。（『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
上
巻
の
趣

意
）こ

の
よ
う
に
法
然
上
人
が
心
を
寄
せ
ら
れ
、
懇
切
に
〔
浄

土
宗
義
の
〕
相
承
が
あ
っ
た
お
方
は
、
聖
光
上
人
の
他
に
誰
が

い
る
だ
ろ
う
か
。
本
地
は
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
を
司
る
勢
至
菩
薩
、

垂
迹
な
さ
れ
て
〔
世
に
〕
智
慧
第
一
と
称
え
ら
れ
た
法
然
上
人

で
あ
る
の
で
、〔
聖
光
上
人
と
〕
師
弟
の
契
り
を
交
わ
さ
れ
た

そ
の
時
か
ら
、「
こ
の
人
こ
そ
は
、
我
が
〔
法
門
の
〕
正
統
を

継
ぐ
べ
き
者
で
あ
る
」
と
智
慧
の
眼
を
も
っ
て
見
極
め
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
懇
ろ
に
御
教
示
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
そ
の
後
聖
光
上
人
を
「
私
が
世
間
に
出
て
本

願
念
仏
を
弘
通
し
て
い
る
姿
と
少
し
も
違
う
こ
と
は
な
い
（
（4
（

」
と
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仰
せ
に
な
ら
れ
、「
弁
阿
は
私
が
若
く
な
っ
た
よ
う
な
も
の
（
（4
（

」
と
、

そ
の
度
に
褒
め
た
た
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
他
の
御
弟
子
の
中

に
、
こ
の
様
な
称
美
に
あ
ず
か
っ
た
お
方
が
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
聖
光
上
人
が
法
然
上
人
へ
ご
入
門
さ
れ
た
の
は
建

久
八
年
五
月
で
あ
る
が
、
翌
九
年
の
春
に
〔
法
然
上
人
は
〕、

ご
撰
述
の『
選
択
集
』を
直
接
聖
光
上
人
へ
授
け
ら
れ
た
。〔
そ

の
時
の
〕
法
然
上
人
の
お
言
葉
に
は
、

　

�

こ
の
本
は
、
月
輪
殿
（
九
条
兼
実
公
）
の
仰
せ
に
よ
っ

て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
広
く
世
間
に
知
ら
せ

て
い
な
い
が
、
そ
な
た
は
法
器
で
あ
る
。〔
教
え
を
〕
伝

え
保
つ
に
堪
え
る
〔
器
量
の
持
ち
主
〕
で
あ
る
。
早
く

こ
の
本
を
書
写
し
て
後
世
に
広
め
る
が
よ
い
（
（4
（

。（『
勅
修

御
伝
』
四
十
六
巻
）

と
あ
る
。
法
然
上
人
が「
す
で
に
そ
な
た
は
法
器
で
あ
る
。〔
教

え
を
〕
伝
え
保
つ
に
堪
え
る
〔
器
量
の
持
ち
主
〕
で
あ
る
。
後

世
に
広
め
る
が
よ
い
」
と
仰
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
聖
光

上
人
が
浄
土
宗
の
〕
正
統
伝
持
で
あ
る
と
い
う
事
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

�

こ
の
『
選
択
集
』
の
伝
授
と
い
う
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
聖

光
上
人
以
外
で
は
隆
寛
律
師
に
つ
い
て
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
〔
法
然
上
人
が
〕
ご
撰
述
さ
れ
て
後
、
九

年
が
経
っ
た
元
久
三
年
（
（4
（

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
、〔
隆
寛

律
師
に
〕
お
授
け
に
な
ら
れ
た
時
の
お
言
葉
は
〔
聖
光
上
人

へ
の
お
言
葉
と
は
〕
雲
泥
の
差
が
あ
る
。『
勅
修
御
伝
』
四

十
四
巻
の
隆
寛
律
師
の
伝
に
は
、
法
然
上
人
が
小
松
殿
の
御

堂
に
お
ら
れ
た
時
、
元
久
三
年
三
月
十
四
日
に
隆
寛
律
師
が

参
上
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
上
人
が
後
ろ
の
入
り
口
で
お
出
迎

え
に
な
っ
て
、
懐
か
ら
一
冊
の
書
物
を
取
り
出
さ
れ
、「
こ

の
書
物
は
、
月
輪
殿
（
九
条
兼
実
公
）
の
仰
せ
で
撰
述
し
て

進
上
し
た
『
選
択
集
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
載
せ
る
重
要
な
経

文
や
教
義
は
、
善
導
大
師
が
浄
土
宗
を
お
立
て
に
な
っ
た
際

の
要
点
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
早
く
書
写
し
て
読
ん
で
み

る
が
よ
い
。
も
し
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
質
問
す
る
と
よ
い
（
（5
（

」

（
云
々
）
と
あ
る
。〔『
選
択
集
』
を
〕
お
授
け
に
な
ら
れ
た

時
の
お
言
葉
、
こ
れ
ら
二
つ
を
比
べ
て
み
る
が
よ
い
。〔
差
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が
あ
り
す
ぎ
て
、〕
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
。

�
ま
た
、
一
向
宗
に
特
別
に
『
選
択
集
』
が
伝
授
さ
れ
た
な
ど

と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、『
勅
修
御
伝
』
全
四
十
八
巻

の
中
に
全
く
記
載
の
な
い
虚
言
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
が
立
て

る
と
こ
ろ
の
教
義
は
『
選
択
集
』
と
は
悉
く
反
転
し
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
他
の
教
義
と
は
違
う
独
自
の
訓
点
だ
と
い
っ
て
、

〔
法
然
上
人
の
お
記
し
に
な
ら
れ
た
〕
文
を
曲
げ
て
訓
点
を

つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
そ
も
そ
も
〕
反
転
す
る
教
義
な

の
だ
か
ら
、『
選
択
集
』
を
用
い
て
い
な
け
れ
ば
、か
え
っ
て
、

こ
こ
ま
で
心
痛
す
る
事
も
な
い
。
し
か
し
、〔
よ
り
に
も
よ
っ

て
〕
誤
っ
た
解
釈
に
よ
っ
て
付
け
た
訓
点
の
事
を
、
あ
た
か

も
法
然
上
人
よ
り
密
か
に
伝
え
ら
れ
た
深
義
に
よ
っ
て
施

し
た
訓
点
で
あ
る
か
の
よ
う
に
事
実
を
曲
げ
て
い
う
事
は
、

害
の
中
の
大
害
で
あ
り
、
実
に
こ
れ
以
上
の
邪
な
た
く
ら
み

は
な
い
。

こ
れ
ま
で
見
た
と
お
り
、
聖
光
上
人
の
正
統
伝
持
に
つ
い

て
は
、
義
証
も
あ
り
文
証
も
あ
り
、
重
ね
て
疑
い
の
な
い
こ
と

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
も
し
ま
た
、「
こ
の
他
に
も
、
御
弟
子

や
お
仲
間
の
方
々
に
よ
っ
て
法
然
上
人
の
正
統
は
聖
光
上
人
で

あ
る
と
仰
る
御
詞
が
あ
れ
ば
、
益
々
、
正
統
で
あ
る
こ
と
が
明

白
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
た
挙
げ

尽
く
し
難
い
。
か
の
背
宗
異
流
の
無
道
な
る
者
に
限
っ
て
は
、

様
々
に
言
い
紛
ら
か
そ
う
と
す
る
け
れ
ど
も
、
道
心
の
あ
る
御

弟
子
方
は
皆
、
聖
光
上
人
を
正
統
伝
持
と
定
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
今
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
示
そ
う
。

　

�

聖
覚
法
印
は
、「
京
中
に
て
盛
ん
な
解
釈
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
全
く
法
然
上
人
の
御
義
で
は
な
い
。
た
だ
鎮
西
の

聖
光
上
人
は
、
法
然
上
人
に
師
事
す
る
こ
と
〔
わ
ず
か
〕

数
年
で
あ
っ
た
が
、
上
人
の
御
義
に
一
分
も
違
う
こ
と

は
な
い
。
も
し
私
が
間
違
っ
た
こ
と
言
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

〔
こ
の
私
、
聖
覚
に
〕
阿
弥
陀
仏
の
処
罰
が
あ
る
は
ず
だ
」

と
い
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
誓
言
が
度
々
に
及
ん
だ
後
に
、

ま
た
「
た
だ
し
異
義
を
説
く
者
も
、
法
然
上
人
の
門
人

で
は
あ
る
。〔
し
か
し
〕
分
か
る
で
あ
ろ
う
、
法
然
上
人

は
そ
の
器
量
を
選
ん
で
、
許
・
不
許
を
分
け
て
お
ら
れ
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る
と
い
う
こ
と
を
。
皆
、
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

〔
そ
の
よ
う
な
異
義
を
〕
器
量
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
聖
光
上
人
に
授
け
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

当
時
の
御
弟
子
の
中
に
は
、
聖
光
上
人
よ
り
優
れ
た
人

は
誰
が
い
る
で
あ
ろ
う
か
」〔
と
も
い
わ
れ
た
（
（5
（

〕。（
云
々
）

こ
れ
は
大
師
の
第
三
回
忌
の
御
追
福
を
、〔
聖
覚
法
印
が
〕

真
如
堂
に
て
勤
め
ら
れ
た
時
の
説
法
で
あ
る
（
（5
（

。
敬
蓮
社
（
（5
（

は
も
と

も
と
一
念
義
の
信
者
で
あ
る
が
、
こ
の
説
法
を
聞
い
て
一
念
義

を
厭
い
、
た
だ
ち
に
筑
紫
に
下
り
聖
光
上
人
の
御
弟
子
と
な
ら

れ
た
。
す
ぐ
さ
ま
そ
う
さ
れ
た
こ
と
は
称
讃
す
べ
き
で
あ
る
。

〔
ま
た
〕
源
智
上
人
〔
も
同
様
に
〕
仰
っ
た
。「
法
然
上
人

の
念
仏
の
み
教
え
を
正
し
く
伝
え
申
し
て
い
る
方
は
鎮
西
の
聖

光
上
人
で
あ
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
（
（5
（

」
と
『
和
語
灯
録
』
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
（
（5
（

。
嘉
禎
三
年
九
月
二
十
一
日
に
聖
光
上
人
に
宛

て
て
お
送
り
に
な
っ
た
御
手
紙
に
は
、

　

�

互
い
に
お
目
に
か
か
ら
ず
、
年
月
が
積
も
り
ま
し
た
。
私

も
い
ま
だ
に
生
き
な
が
ら
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
一
度

会
う
こ
と
は
今
生
に
お
い
て
は
あ
り
得
そ
う
に
も
な
い

と
思
い
ま
す
。
何
と
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
、

法
然
上
人
の
念
仏
の
み
教
え
は
門
流
の
間
で
濁
り
乱
れ

て
、説
く
教
え
が
昔
と
異
な
り
、話
に
な
り
ま
せ
ん
。（
末

流
濁
乱
と
は
、
証
空
の
西
山
義
に
お
け
る
諸
行
不
生
（
（5
（

や

開
会
の
法
門
（
（5
（

、
長
楽
寺
〔
隆
寛
〕
の
多
念
義
や
臨
終
断

無
明
（
（5
（

、
九
品
寺
〔
長
西
〕
の
諸
行
本
願
義
、
幸
西・行
空・

綽
空
（
親
鸞
）
等
の
一
念
義
、
こ
れ
ら
を
言
う
の
で
あ

る
（
（5
（

。
云
々
）
聖
光
上
人
た
だ
お
一
人
が
正
し
い
教
え
を

伝
え
保
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
貴

僧
の
伝
え
る
教
え
こ
そ
、
私
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
上
な
く
喜
ば
し
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
貴
僧
は
必

ず
往
生
の
本
望
を
遂
げ
、
私
を
極
楽
に
お
導
き
頂
き
、
貴

僧
と
浄
土
で
会
え
る
縁
を
私
は
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
た

ま
た
ま
好
い
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
手
紙
を
差
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
お
返
事
を
い
つ
の
日
に
か
頂
戴
し
た
く

思
い
ま
す
。
短
い
手
紙
で
は
意
を
尽
く
せ
ま
せ
ん
（
（6
（

。（
以

上
）

〔
と
記
さ
れ
て
い
る
。〕
御
覧
な
さ
い
。
源
智
上
人
は
「
聖
光
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上
人
た
だ
お
一
人
が
正
統
伝
持
の
人
」
と
仰
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。

ま
た
〔
こ
う
も
記
さ
れ
て
い
る
。〕

　

�
そ
の
後
、
文
永
の
頃
、
聖
光
上
人
か
ら
教
え
を
授
か
っ

た
御
弟
子
の
然
阿
弥
陀
仏
〔
良
忠
上
人
〕
と
、
源
智
上

人
か
ら
教
え
を
授
か
っ
た
御
弟
子
の
蓮
寂
房
と
が
京
都

東
山
の
赤
築
地
に
て
、
四
十
八
日
の
談
義
を
始
め
ら
れ
た
。

そ
の
時
に
、
良
忠
上
人
が
発
議
者
と
な
っ
て
、
両
流
の

み
教
え
を
比
較
し
て
み
る
と
、
一
つ
と
し
て
相
違
す
る

所
が
な
か
っ
た
の
で
、
蓮
寂
房
は
「
日
頃
、
源
智
上
人

の
申
し
て
お
ら
れ
た
事
と
聖
光
上
人
の
相
伝
が
、
い
ま

全
て
一
致
し
た
。
わ
が
門
弟
に
お
い
て
は
、
聖
光
上
人

の
相
伝
を
も
っ
て
、
わ
が
流
派
の
教
え
と
な
す
の
が
良
い
。

決
し
て
、
別
に
流
派
を
立
て
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
源
智
上
人
の
門
流
は
皆
、
聖
光
上
人

の
相
伝
し
た
教
え
に
依
拠
し
て
別
の
流
派
を
立
て
な

か
っ
た
（
（6
（

。（
以
上
）（『
勅
修
御
伝
』
四
十
六
巻
）

そ
の
外
、
湛
空
上
人
、
乗
願
房
宗そ

う

源げ
ん

上
（
（6
（

人
等
、
み
な
鎮
西

義
が
正
義
で
あ
る
こ
と
を
誓
言
に
ま
で
及
ん
で
下
さ
っ
た
（
（6
（

。
そ

う
で
あ
る
か
ら
、
聖
光
上
人
の
正
統
の
義
は
今
ま
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
法
然
上
人
の
懇
切
の
御
教
示
で
あ
り
、
平
生
の
御
称

讃
で
あ
り
、
別
し
て
「
一
枚
起
請
文
」
の
趣
旨
と
言
え
る
。
な

お
か
つ
聖
覚
法
印
、
宗
源
上
人
、
湛
空
上
人
等
は
称
讃
し
、
誓

い
の
言
葉
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
別
し
て
は
ま
た
、
十
八
年
常

隨
給
仕
し
、
殊
に
法
然
上
人
の
御
教
示
が
懇
ろ
で
あ
っ
た
源
智

上
人
の
〔「
法
然
上
人
の
念
仏
の
み
教
え
を
正
し
く
伝
え
申
し

て
い
る
方
は
鎮
西
の
聖
光
上
人
で
あ
る
」
と
の
〕
称
讃
と
い
い
、

御
手
紙
の
趣
旨
と
い
い
、
さ
ら
に
「
我
が
門
弟
に
お
い
て
は
、

鎮
西
義
の
相
伝
を
も
っ
て
我
が
義
と
し
て
、
別
立
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
御
遺
言
を
も
っ
て
知
り
な
さ
い
。
鎮
西
義
が
正

統
で
あ
る
こ
と
は
、
青
天
白
日
の
如
く
〔
明
ら
か
〕
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
こ
れ
ま
で
に
背
宗
異
流
に
言
い
紛
ら
か
さ
れ
た
方

が
い
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
数
個
の
明
証
を
聞
い
て
、
敬
蓮

社
が
す
ぐ
さ
ま
聖
光
上
人
の
御
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
に
な
ら
い

な
さ
い
。
法
然
上
人
の
写
瓶
の
正
統
〔
で
あ
る
〕
聖
光
上
人
の

も
と
に
帰
入
し
て
、
正
信
の
行
者
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
今
日
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ま
で
こ
の
流
れ
を
汲
む
人
は
、
す
で
に
法
然
上
人
の
正
意
正
流

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
く
よ
く
こ
の
御
遺
誓
の
趣

を
守
り
、
た
だ
往
生
極
楽
の
為
に
称
名
相
続
す
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
縁
起
門
の
中
に
お
い
て
、
法
然
上
人
の
正
統
を
定

め
終
わ
る
。

「
一
枚
起
請
文
」

大
段
の
第
二
「
題
号
」
の
科
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
題
号
の
こ
と
は
諸
末
抄
に
お
い
て
、
法
然
上
人

が
自
ら
お
立
て
に
な
っ
た
題
で
あ
る
と
い
う
〔
説
〕
も
あ
り
、

ま
た
後
の
人
が
立
て
た
と
い
う
〔
説
（
（6
（

〕
も
あ
っ
て
一
通
り
で
は

な
い
。し
か
し
な
が
ら
、今
は
法
然
上
人
が
自
ら
お
立
て
に
な
っ

た
題
号
と
し
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

�

黒
谷
の
「
一
枚
起
請
文
」
に
は
題
名
が
あ
る
。
天
子
よ
り
勅

命
が
あ
っ
て
書
写
さ
せ
た
（
（6
（

の
が
黒
谷
の
本
で
あ
る
の
で
、

〔
こ
れ
こ
そ
が
〕
真
蹟
と
判
定
す
る
理
由
で
あ
る
。
粟
生
光

明
寺
の
宝
物
は
、
さ
ら
に
議
論
が
あ
る
。（
云
々
）

「
一
枚
」
と
は
、
一
は
数
に
し
て
、
枚
も
箇
（
か
ず
）
な
り

と
訓
じ
て
「
か
ず
」
と
読
む
。
王
氏
（
（6
（

は
「
物
を
数
え
る
こ
と
を

枚
と
い
い
、
事
を
数
え
る
の
を
条
と
い
う
（
（6
（

」
と
記
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
紙
や
板
な
ど
の
平
ら
な
も
の
を
数
え
る
時
に
枚
と

言
う
。
だ
か
ら
『
日
本
釈
名
』
に
は
「
一
枚
」
を
「
ひ
と
ひ
ら
」

と
訓
ず
る
の
で
あ
る
（
（6
（

。
今
〔
題
号
に
〕「
一
枚
」
と
あ
る
の
は
、

紙
数
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
、
た
だ
一
枚
〔
の
紙
に
書
か
れ

た
も
の
〕
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
為
に
、「
一

枚
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
鳩
摩
羅
什
三
蔵
訳
の
『
阿
弥

陀
経
』
を
『
四
紙
経
』
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
（6
（

。

〔
次
に
〕「
起
請
文
」。「
起
請
」と
は
、我
が
国
の
言
葉
で
あ
っ

て
、
中
国
で
は
盟
誓
（
（7
（

と
い
う
。
さ
て
、
起
請
の
「
起
」
は
、
発

起
・
起
動
を
意
味
と
し
、「
請
」
は
奉
請
・
勧
請
・
招
請
の
意

味
で
あ
る
。
二
字
合
わ
せ
た
意
味
は
、
仏
菩
薩
諸
天
善
神
を
起

動
さ
せ
、
こ
の
座
へ
勧
請
し
、
誓
っ
た
そ
の
事
に
嘘
偽
り
が
な

い
こ
と
を
証
明
し
て
、
も
し
少
し
で
も
違
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

仏
神
の
罰
を
受
け
て
、
今
世
後
世
、
望
み
の
叶
わ
な
い
身
と
な



188

る
で
あ
ろ
う
と
誓
う
こ
と
を
招

マ
マ
・
起
か

請
と
い
う
（
（7
（

。

で
あ
る
か
ら
、
あ
る
人
（
浅
香
山
井
〈
久
敬
〉
の
『
徒
然

草
諸
抄
大
成
』）
は
「
起
請
は
う
け
を
た
つ

4

4

4

4

4

と
読
む
。
例
え
ば

人
を
雇
う
の
に
保
証
人
を
立
て
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
に
偽
り

な
し
と
い
う
証
拠
に
、
仏
神
を
証
人
に
立
て
て
人
を
安
心
さ
せ

る
の
で
あ
る
（
（7
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
三
国
を
通
じ
て

あ
る
こ
と
で
あ
る
（
（7
（

。
別
し
て
仏
法
に
は
誓
願
と
い
っ
て
、
こ
の

誓
い
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
大
地
も
震
動
し
、
天
華
乱
墜
す
る
に

及
ぶ
こ
と
が
あ
る
（
（7
（

。
中
国
で
は
盟
誓
と
名
づ
け
て
、
天
子
諸
侯

が
十
二
年
に
一
度
あ
る
い
は
三
年
等
に
牛
の
血
を
啜す

す
っ
て
、
こ

の
誓
い
に
背
く
ま
い
と
誓
約
す
る
も
の
で
あ
る
（
（7
（

。
日
本
で
は
神か

み

代よ　

（
（7
（

に
誓
約
と
名
づ
け
て
、
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

盞
烏
尊
が
天
照
大
神
の
御
前
に

お
い
て
誓
い
を
お
立
て
に
な
っ
た
の
が
起
源
で
あ
っ
て
（
（7
（

、
応
神

天
皇
の
御
時
に
、
ま
さ
し
く
起
請
と
言
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
の
由
来
は
、
武

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

内
宿
穪
が
執
政
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

弟
の
甘う

ま
し
う
ち
の
す
く
ね

美
内
宿
穪
が
〔
失
脚
さ
せ
よ
う
と
〕
讒ざ

ん
言げ

ん
し
た
の
で
、

天
皇
は
〔
真
偽
を
確
か
め
る
為
に
〕
た
だ
ち
に
神
前
に
お
い
て

湯
を
探
ら
せ
た
（
（7
（

こ
と
で
あ
る
（
（7
（

。

�

熱
湯
を
探
る
こ
と
を
湯ゆ

ぎ
し
ょ
う

起
請
と
（
（8
（

い
い
、
鉄
火
を
握
る
こ
と
を

火ひ
ぎ
し
ょ
う

起
請
と
（
（8
（

い
う
。
口
で
誓
う
こ
と
を
誓
言
と
い
い
、
文
書
に

〔
誓
い
を
〕
記
し
た
も
の
を
起
請
文
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
て
、〔
起
請

は
〕
軽
々
し
く
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
法
然
上
人
が
こ
の
起
請
文
を
〔
記
さ
れ
る
に
〕
及
ん
だ
の

は
、
衆
生
の
出
離
一
大
事
の
為
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

よ
う
に
誓
言
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
源
智
上
人
の
奥
書
に
も
「〔
上
人
の
〕
門
人
に
邪
義

を
持
つ
者
が
多
い
。
上
人
の
滅
後
に
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
勝
手

に
異
義
を
唱
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
〔
上
人
は
〕
病
床
に
臥

せ
っ
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
一
紙
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
疑
滞
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
、
上
人
が
御

自
筆
し
花
押
を
書
き
残
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ

る
（
（8
（

」
と
記
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
と
い
う
題
号
に
つ
い
て
述
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べ
よ
う
。
題
は
文
書
の
全
体
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
内

容
を
見
る
よ
り
も
早
く
、
こ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
を
記
し
た
書

で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
題
名
を
設
け
る
と
い
う
こ

と
の
要
点
で
あ
る
。

�

『
選
択
本
願
念
仏
集
』『
念
仏
名
義
集
』等
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。（
云
々
）

け
れ
ど
も
、「
一
枚
起
請
文
」
と
の
み
題
を
設
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
御
遺
誓
の
別
名
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
起
請
と

い
う
こ
と
は
、
儒
・
仏
・
神
の
三
道
に
共
通
す
る
だ
け
で
な
く
、

世
間
の
一
味
徒
党
の
連
判
と
い
う
も
の
も
、「
酒
を
や
め
て

･･･

」「
博
打
を
や
め
て･･･

」
な
ど
と
記
す
誓
状
も
、
み
な
起

請
文
と
い
う
範
疇
に
入
る
の
で
、
通
俗
的
な
要
領
を
得
な
い
題

名
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
な
る
ほ

ど
、
ひ
と
ま
ず
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
こ
そ
が

ま
さ
に
、
こ
の
起
請
文
が
非
常
に
勝
れ
て
い
る
証
拠
な
の
で
あ

る
。

一
般
に
、「
得
た
る
も
の
は
別
称
せ
ず
（
（8
（

（
極
め
た
も
の
は
、〔
特

に
〕
別
名
を
用
い
な
い
）」
と
い
っ
て
、
極
め
て
勝
れ
た
こ
と

に
な
れ
ば
、
通
名
が
そ
の
ま
ま
別
名
と
な
る
も
の
だ
。
つ
ま
り

念
仏
と
い
え
ば
南
無
阿
弥
陀
仏
、
花
と
い
え
ば
桜
、「
子
の
曰

わ
く
」
と
い
え
ば
孔
子
の
こ
と
と
な
る
よ
う
な
も
の
だ
。
で
あ

る
か
ら
昔
よ
り
宸し

ん

翰か
ん

を
（
（8
（

初
め
、
他
宗
の
名
匠
な
ど
が
こ
の
文
を

お
書
き
に
な
る
の
を
見
る
と
、
全
て
「
一
枚
起
請
文
」
と
題
し

て
、
名
を
変
え
る
こ
と
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
世
の
知
恵
あ
る
者
も
愚
か
な
者
も
、「
一
枚
起
請
文
」

と
だ
け
聞
け
ば
、
直
ち
に
念
仏
の
安
心
を
お
示
し
下
さ
っ
た
法

然
上
人
の
御
遺
訓
の
こ
と
で
あ
る
と
、
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
。

見
る
が
よ
い
。
通
題
が
ま
さ
に
別
題
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
法
然

上
人
の
御
徳
の
表
れ
で
あ
っ
て
、「
得
た
る
も
の
は
別
称
せ
ず
」

と
い
う
こ
と
の
実
例
、
ま
さ
に
こ
う
あ
る
べ
き
道
理
で
あ
る
。

大
体
、
起
請
文
と
い
う
中
に
、
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
の

よ
う
に
大
切
な
起
請
は
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
起
請
文

の
御
教
え
に
随
っ
て
、
た
だ
往
生
の
為
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
さ
え
す
れ
ば
、
極
め
て
細
い
毛
一
本
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ほ
ど
の
〔
煩
悩
す
ら
〕
断
ち
切
れ
な
い
悪
凡
夫
で
あ
っ
て
、
死

ね
ば
必
ず
悪
趣
に
沈
む
と
決
ま
っ
て
い
る
者
が
、
六
道
輪
廻
を

離
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
来
迎
引
接
の
霊

り
ょ
う

儀ぎ

に
（
（8
（

つ
き
従
い
、
爪
弾
く
ほ
ど
の
短
い
間
に
、
報
身
報
土
の
極

楽
に
往
生
し
、
直
ち
に
地
上
（
初
地
（
（8
（

以
上
）
の
大
菩
薩
と
な
る

の
だ
。

ま
た
こ
の
起
請
文
に
背
い
て
、
観
念
・
義
解
の
誤
り
を
尋

ね
求
め
、こ
と
さ
ら
〔
念
仏
を
〕
称
え
る
の
は
自
力
の
〔
念
仏
〕、

あ
る
い
は
甚
だ
奥
深
い
口
伝
が
あ
る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
邪

義
邪
勧
に
落
ち
入
る
と
な
る
と
、
生
死
の
苦
海
を
出
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
あ
る
い
は
焦
熱
の
炎
に
焼
か
れ
、
あ
る
い
は
紅
蓮

の
氷
に
閉
じ
ら
れ
、
あ
る
い
は
餓
鬼
、
あ
る
い
は
畜
生
に
生
ま

れ
、
飢
え
に
疲
れ
、
残
害
（
（8
（

に
苦
し
む
の
で
あ
る
。（
本
願
に
背

け
ば
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
往
生
で
き
な
け
れ
ば
、

造
っ
た
罪
に
引
か
れ
て
苦
趣
に
堕
ち
る
）

信
じ
れ
ば
往
生
し
、
背
け
ば
苦
趣
に
沈
む
と
い
う
一
大
事

を
遺
訓
な
さ
れ
た
起
請
文
で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
天
子
と
諸
侯

の
盟
誓
と
か
、
日
本
で
野
心
の
あ
り
な
し
を
正
す
と
か
、
湯
起

請
や
火
起
請
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
は
、
全
く
も
っ
て
「
同
日

の
論
に
あ
ら
ず
（
（8
（

」
で
あ
る
。
極
め
て
大
切
な
起
請
文
で
あ
り
、

通
題
が
別
題
と
な
っ
て
、「
一
枚
起
請
文
」
と
さ
え
い
え
ば
誰

で
も
法
然
上
人
の
御
遺
誓
だ
と
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
の
に
、忍
澂
上
人
の
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』
に
「
念

仏
往
生
吉
水
遺
誓
」
と
副
題
を
お
付
け
に
な
っ
た
の
は
、
書
物

を
講
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、
題
号
の
解
説
の
段
に
て
、
そ
の
一

冊
の
概
要
を
示
す
為
の
用
意
で
あ
る
。
ま
た
関
通
上
人
の
『
一

枚
起
請
文
梗
槪
聞
書
』
に
、「
圓
光
大
師
御
遺
訓
」
の
七
字
を

加
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
拝
誦
す
る
時
に
、
信
受
の
心
を
深
く

起
こ
さ
せ
る
為
の
用
意
で
あ
る
。

法
然
上
人
が
こ
の
よ
う
な
除
疑
生
信
の
起
請
誓
言
に
ま
で

及
ん
で
下
さ
っ
た
の
は
、
我
々
を
順
次
に
往
生
遂
げ
さ
せ
よ
う

と
の
、
大
慈
大
悲
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
賜
物

を
受
け
奉
っ
た
と
い
う
証
拠
に
、
我
ら
の
方
か
ら
も
、
一
つ
誓

言
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
誓
い
と
は
日
課
を
受
け

る
こ
と
で
あ
り
、〔
そ
れ
が
〕
法
然
上
人
の
御
遺
誓
を
信
受
し

奉
っ
た
と
い
う
証
拠
と
な
る
の
だ
。
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と
こ
ろ
が
こ
の
日
課
に
、
不
受
（
日
課
制
約
を
受
け
な
い
）

の
機
が
様
々
あ
る
う
ち
、
今
〔
そ
の
例
を
〕
一
つ
二
つ
示
せ
ば
、

ま
ず
一
念
義
徒
は
、「
日
課
誓
受
は
、
自
力
を
当
て
に
し
て
仏

願
を
信
じ
て
い
な
い
」
な
ど
と
不
正
な
非
難
を
す
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
、
法
然
上
人
御
在
世
の
頃
か
ら
生
じ
た
為
、
法
然

上
人
が
こ
の
邪
義
を
誡
め
て
下
さ
っ
た
御
法
語
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。（『
勅
修
御
伝
』
二
十
一
巻
）

　

�

ま
た
「
念
仏
の
数
を
多
く
称
え
る
者
は
、
自
力
を
励
ん

で
い
る
」
と
言
う
人
が
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
物
事
の

道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
、
あ
き
れ
た
心
得
違
い
で
あ
る
。

た
っ
た
一
度
や
二
度
の
念
仏
を
称
え
て
も
、
自
分
の
力

で
往
生
し
よ
う
と
い
う
心
構
え
の
人
は
、
自
力
の
念
仏

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
千
遍
も
一
万
遍
も
称
え
、
百

日
も
千
日
も
、
夜
も
昼
も
念
仏
に
励
み
努
め
て
も
、
ひ

た
す
ら
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
本
願
力
を
頼
み
と
し
、〔
そ
の
〕

他
力
を
尊
ぶ
人
の
念
仏
は
、
声
々
念
々
、
そ
の
ま
ま
全

て
が
他
力
の
念
仏
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
三
心

を
起
こ
し
た
人
の
念
仏
は
、
日
々
夜
々
、
絶
え
間
な
く

称
え
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、〔
そ
の
念
仏
は
〕
全
て
、

本
願
力
を
尊
ん
で
、
他
力
を
頼
み
と
す
る
心
構
え
で
称

え
て
い
る
か
ら
、
か
け
て
も
ふ
れ
て
も
自
力
の
念
仏
と

は
〔
全
く
〕
言
え
な
い
の
で
あ
る
（
（8
（

（
以
上
）

�

「
か
け
ふ
れ
」
は
、「
掛
触
」
と
い
う
字
で
あ
る
。「
よ
る
に

さ
わ
る
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
と
に
か
く
ど
の
よ
う
に

し
て
も
、
自
力
の
念
仏
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「〔
我
が
名
を
〕
申
せ
。
必
ず
助
け
よ
う
」
と
い
う
ご
本
願

に
随
っ
て
、「
助
け
た
ま
え
」
と
思
っ
て
申
す
こ
と
は
、
仏
の

ご
本
願
と
行
者
の
願
心
と
が
ぴ
た
り
と
合
致
し
た
、
他
力
を
仰

ぐ
最
上
の
念
仏
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
れ
を
自
力
の
念
仏

と
誹
謗
す
る
の
は
、
実
に
間
違
っ
た
見
解
の
極
ま
り
と
い
え
る
。

も
し
日
課
な
ど
誓
わ
な
い
で
も
良
い
の
な
ら
ば
、〔
ど
う
し

て
〕
法
然
上
人
、
聖
光
上
人
、
良
忠
上
人
、
代
々
の
祖
師
方
が
、

ご
自
身
も
誓
い
を
立
て
ら
れ
、
な
お
流
れ
を
汲
む
人
々
は
必
ず

誓
え
と
勧
め
、
宗
の
規
則
と
な
さ
れ
た
の
か
、
よ
く
よ
く
考
え
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て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
誓
え
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

多
念
数
遍
の
こ
と
と
ば
か
り
思
う
べ
き
で
は
な
い
。
十
遍
以
上
、

百
千
五
万
六
万
も
、
機
に
随
っ
て
受
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
云
々
）
概
し
て
娑
婆
は
退
縁
の
土
で
あ
る
か
ら
、
誓
い
を
立

て
た
と
し
て
も
、
一
部
の
者
は
退
転
し
て
怠
る
も
の
だ
。
ま
し

て
誓
い
を
立
て
な
い
者
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

そ
の
為
に
、
法
然
上
人
の
正
統
を
お
継
ぎ
に
な
っ
た
聖
光

上
人
の
ご
指
南
に
は
、「
仏
に
向
か
い
奉
り
、
往
生
の
為
に
誓

う
こ
の
日
課
の
念
仏
を
怠
れ
ば
、
我
が
身
は
地
獄
の
〔
炎
の
〕

薪
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
誓
え
（
（9
（

」
と
仰
っ
た
。
こ
の
誓
言
は
怖
し

い
こ
と
で
あ
っ
て
、
誓
い
を
立
て
に
く
い
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、

た
と
え
誓
い
を
立
て
な
く
と
も
、〔
我
ら
は
〕
も
と
よ
り
罪
悪

の
機
で
あ
る
か
ら
、
念
仏
を
怠
れ
ば
〔
来
世
は
〕
必
ず
地
獄
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
誓
い
を
立
て
れ
ば
退
転
堕
落
を

防
ぎ
、〔
念
仏
を
〕
相
続
し
や
す
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
無
能
上
人
が
歌
に
、「
は
じ
め
に
は　

も
の
う
か

り
し
が　

今
は
ま
た　

念
仏
せ
ざ
れ
ば　

わ
び
し
か
り
け
り
（
（9
（

」

と
お
詠
み
に
な
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
説
法
を
聞
き
、
あ
る

い
は
同
行
に
勧
め
ら
れ
、
恐
る
恐
る
十
遍
百
遍
を
誓
っ
た
者
が
、

や
が
て
千
遍
万
遍
五
万
六
万
と
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
い

く
つ
も
例
が
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
返
す
返
す
も
日
課
不
受
の

邪
義
邪
勧
に
妨
げ
ら
れ
ず
、
正
義
正
理
の
規
則
に
随
い
、
日
課

誓
受
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
大
段
六
科
の
第
二
「
題
号
」
の
科
を
終
わ
る
。

も
ろ
こ
し
我
朝
に
、
も
ろ
も
ろ
の
智
者
達
の
、
沙
汰
し
申
さ
る

る
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
。

一
部
大
段
六
科
の
内
、
こ
れ
ま
で
に
「
縁
起
」
と
「
題
号
」

の
二
科
を
終
わ
り
、
今
席
よ
り
第
三
「
本
文
」
の
科
で
あ
る
。

こ
の
「
本
文
」
の
科
で
は
五
つ
の
子
科
を
立
て
る
の
だ
が
、
今

か
ら
談
ず
る
所
は
五
科
の
最
初
の
「
謬
解
を
揀え

ら
ぶ
」
と
い
う
科

で
あ
る
。
こ
の
「
謬
解
を
揀
ぶ
」
と
は
、
古
来
、
中
国
・
日
本

の
学
僧
た
ち
が
、
こ
の
本
願
念
仏
に
つ
い
て
見
込
み
違
い
の
解

釈
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
紛
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
〔
謬
解
を
〕
払
い
の
け
ら
れ
た
科
で
あ
る
。
そ
の
意
を
ま

ず
〔
知
っ
た
上
で
〕
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
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法
然
上
人
は
何
故
す
ぐ
に
本
願
念
仏
の
正
義
を
示
さ
れ
ず

に
、
は
じ
め
に
諸
師
の
謬
解
を
挙
げ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
法
門
〔
を
説
く
上
で
〕
の
習
わ
し
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ

る
い
は
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
次
第
し
、
あ
る
い
は
肯
定
か
ら
否

定
へ
と
次
第
す
る
こ
と
は
、
状
況
に
随
っ
て
定
ま
り
は
な
い
。

い
ま
法
然
上
人
が
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
次
第
さ
れ
た
道
理
を
わ

か
り
や
す
く
諭
せ
ば
、
水
が
入
っ
て
い
る
壺
に
酒
や
油
等
を
入

れ
る
時
は
、
ま
ず
水
を
捨
て
て
、
後
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
法
然
上
人
よ
り
以
前
に
諸
師
の
謬
解
が
あ
る
の
で
、
ま

ず
こ
れ
を
払
い
退
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
先
に

入
っ
て
い
る
水
を
捨
て
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
謬
解
の
子
科
の
下
に
、
ま
た
二
つ
の
孫
科
が
あ
る
。

一
に
は
「
観
念
の
謬
解
」
を
揀
ぶ
科
で
あ
り
、
二
に
「
称
名
の

謬
解
」（
義
解
の
謬
解
）
を
揀
ぶ
科
の
二
つ
で
あ
る
。

ま
ず
初
め
に
「
観
念
の
謬
解
」
を
揀
ぶ
（
観
念
の
間
違
っ

た
見
解
を
選
り
分
け
る
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
も
ろ
こ
し
」

と
は
、
常
に
い
う
「
唐か

ら
」
の
こ
と
で
、
本
名
は
震
旦
と
も
支
那

と
も
い
う
。
我
が
国
に
お
い
て
、「
も
ろ
こ
し
」
と
い
う
の
は

諸
越
の
意
で
、
遠
く
隔
た
っ
た
地
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
か
ら
古
歌
に
「
も
ろ
こ
し
の　

吉
野
の
奧
…
（
（9
（

」
と
よ
み
、

ま
た
相
摸
の
国
に
諸
越
ケ
原
（
（9
（

と
い
う
場
所
が
あ
る
こ
と
を
、
源

忠
房
は
「
名
に
し
お
は
ば　

虎
や
す
む
べ
き　

東
路
に　

あ
り

と
い
ふ
な
る　

も
ろ
こ
し
が
原
」
と
詠
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
は
皆
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
〔
辺
鄙
な
〕
場
所
の

意
で
あ
る
。
古
代
に
は
我
が
神
国
の
勇
ま
し
い
見
識
で
、
唐
土

な
ど
を
遠
く
離
れ
た
土
地
の
意
と
し
て
呼
ん
で
い
た
例
を
見
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
今
時
、
彼
の
地
を
大
唐
・

中
華
な
ど
と
美
称
し
て
、
我
が
日
本
の
こ
と
を
東
夷
（
（9
（

と
文
書
に

書
く
、
誤
っ
た
儒
学
者
も
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
近

世
復
古
の
国
学
者
は
こ
れ
を
憤
り
、〔
誰
も
が
尊
ぶ
〕
堯
（
（9
（

・

舜
（
（9
（

・
周
公
（
（9
（

・
孔
子
を
さ
え
〔
軽
ん
じ
て
〕
取
り
上
げ
よ
う
と
も

し
な
い
。
偏
っ
た
儒
学
者
の
誤
り
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
け
れ

ど
も
、
国
学
者
も
ま
た
〔
儒
学
者
の
〕
間
違
い
を
直
そ
う
と
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
な
ぜ
な
ら
〕
す
で
に
中
古
よ
り
文
字
を
伝
え
、
儒
教
を
学
び
、

礼
節
・
音
楽
・
刑
罰
・
政
治
も
彼
の
所
を
手
本
と
さ
れ
た
こ
と
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が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
の
国
風
も
善
悪
が
入
り
混
じ

る
の
で
、
そ
の
善
き
を
取
り
、
悪
し
き
を
捨
て
て
、
偏
ら
な
い

こ
と
を
正
意
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
「
も
ろ
こ
し
」
と

名
付
け
る
こ
と
を
、
彼
の
国
よ
り
薬
種
や
織
物
等
を
始
め
と
し
、

も
ろ
も
ろ
の
物
を〔
海
を
こ
し
て
〕運
ぶ
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
も

ろ
も
ろ
の
物
を
こ
す
国
で
あ
る
」と
い
う
意
味
で
、「
も
ろ
こ
し
」

と
い
う
説
も
あ
る
。
漢
字
で
書
か
れ
た『
伊
勢
物
語
』に
は「
諸

来
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
杜ず

さ
ん撰

な
説
で
は
な
い
と
見
え
る

け
れ
ど
も
、
漢
字
本
来
の
意
味
に
基
づ
く
訓
で
は
「
諸も

ろ
越こ

し
」
で

あ
り
、
帝
都
に
遠
く
隔
っ
た
不
便
な
田
舎
と
い
う
意
味
と
見
受

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
我
が
国
よ
り
諸
越
へ
の
往
来
の
始
ま
り
は
、
神
武
天

皇
か
ら
第
十
一
代
目
の
垂
仁
天
皇
の
時
代
で
、
彼
の
地
で
は
東

漢
（
（9
（

の
光
武
帝
の
代
に
当
た
る
の
で
あ
る
。〔
そ
の
こ
と
は
〕『
日

本
王
代
一
覧
（
（9
（

』
で
も
確
認
で
き
る
し
、
さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
は

『
善
隣
国
宝
記
（
（10
（

』に
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。ま
た
彼
の
地
を「
唐

土
」
と
書
く
こ
と
は
、
中
国
古
代
の
五
帝
の
内
、
第
四
の
堯
の

時
代
を
唐
と
い
い
、
こ
の
時
代
の
名
前
を
広
く
知
ら
せ
始
め
た

為
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
、
唐
の
太
宗
の
時
、
特
別
に
往
来
も

多
く
な
り
、
と
り
わ
け
唐
に
行
っ
て
法
を
受
け
る
こ
と
が
盛
ん

に
な
っ
た
か
ら
、
総
じ
て
震
旦
の
こ
と
を
唐
と
い
う
と
見
受
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
我
朝
」
と
は
日
本
の
こ
と
で
、
い
い
か
え
れ
ば
自
身
が
い

る
国
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
る
。「
吾
」
や
「
我
」
は
親
し
み

を
表
す
言
葉
で
、
主
君
を
「
我
が
き
み
」、
夫
を
「
我
が
つ
ま
（
（10
（

」

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
仏
祖
統
紀
（
（10
（

』
の
序
に

「
至
我
本
朝
（
（10
（

」
と
あ
る
の
は
、
作
者
の
志
磐
が
唐
土
の
人
で
あ

る
か
ら
「
吾
が
本
朝
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
は

中
国
の
こ
と
で
あ
る
。
今
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

法
然
上
人
が
「
我
朝
」
と
仰
っ
た
の
は
、
日
本
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
も
ろ
こ
し
我
朝
」
と
は
、
唐
土
・
日
本

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
も
ろ
も
ろ
の
智
者
達
の
」。「
も
ろ
も
ろ
」
と
は
「
諸
」
の

字
で
、「
一
に
非
ず
」
と
註
釈
さ
れ
る
か
ら
、
数
多
と
い
う
こ

と
で
、
一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
日
本
と
中
国
の
両
国
の
、
智
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慧
博
学
で
、
し
か
も
念
仏
を
弘
め
、
経
文
の
註
釈
書
を
書
き
著

わ
し
て
下
さ
っ
た
よ
う
な
多
く
の
祖
師
方
を
指
し
て
、「
も
ろ

も
ろ
の
智
者
達
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
智
者
」
と

は
経
・
律
・
論
の
三
蔵
を
学
び
、
声
明
や
巧
明
な
ど
の
五
明
（
（10
（

を

体
得
な
さ
れ
た
方
を
指
し
て
い
う
。『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』

に
は
「
大
師
、
仏
法
の
灯
を
伝
え
る
の
を
讃
え
て
智
者
と
お
呼

び
申
し
上
げ
よ
う
（
（10
（

（
云
々
）」と
あ
る
。
こ
れ
は
隋
朝
の
煬
帝
（
（10
（

が
、

天
台
大
師
智
顗
の
高
徳
、
且
つ
学
問
に
通
じ
て
い
る
の
を
褒
め

称
え
ら
れ
た
お
言
葉
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
昔
か
ら
、
根
堀
り
葉
掘
り
議
論

が
さ
れ
て
き
た
。
法
然
上
人
が
何
故
中
国
と
日
本
の
み
を
挙
げ

て
天
竺
（
イ
ン
ド
）
を
省
か
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
隆
長
（
（10
（

阿
闍

梨
の
『
一
枚
起
請
但
信
鈔
（
（10
（

』
に
は
別
段
何
の
理
由
も
な
く
省
か

れ
た
の
だ
と
あ
る
（
（10
（

が
、
道
理
を
解
き
明
か
し
尽
く
し
て
い
な
い
。

総
じ
て
略
す
と
い
う
こ
と
は
、
有
っ
て
も
無
く
て
も
い
い
こ
と

を
省
く
こ
と
を
い
う
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、こ
れ
は
「
略
」

で
は
な
い
。
敢
え
て
除
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
訳
は
何
か
と

申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、
誤
り
と
い
う
も
の
は
、
段
々
と
伝
わ
る

途
中
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
諺
で
挙
げ
る
な
ら
「
烏う

焉え
ん

馬ば

」
（
（11
（

や
「
東と

う

來ら
い

束そ
く

」
（
（11
（

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
そ
の

よ
う
な
訳
で
、〕天
竺
は
釈
尊
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
国
で
あ
り
、

そ
の
教
え
の
根
源
と
な
る
国
で
あ
る
か
ら
、
本
願
念
仏
を
「
観

念
」
と
誤
っ
て
解
釈
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
天
竺
を
省
き
、
本

願
の
教
え
を
梵
語
の
本
か
ら
中
国
の
漢
字
に
「
十
念
」
と
翻
訳

し
て
以
降
、「
称
名
」
を
「
観
念
」
と
捉
え
る
誤
り
が
起
こ
っ

て
き
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、唐
土
（
中
国
）
と
我
が
朝
（
日
本
）

の
み
を
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
一
応
、
天
竺
を
省
か
れ
た
理
由
は
分
か
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
ま
た
議
論
が
あ
る
。〔
天
竺
が
省
か
れ
て

い
る
こ
と
を
〕
批
難
し
て
、「
文
は
執
見
に
随
っ
て
隠
れ
、
義

は
機
根
を
逐お

っ
て
現
わ
る
（
（11
（

」（『
弁
顕
密
二
教
論
（
（11
（

』
の
文
）
と
い

う
よ
う
に
、
い
か
に
天
竺
は
仏
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
根
元
の

国
だ
と
し
て
も
誤
り
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
だ
か
ら
小

乗
（
（11
（

仏
教
に
す
ら
二
十
部
の
分
派
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

�

〔
釈
尊
ご
入
滅
直
後
、〕
根
本
上
座
（
崛
内
五
百
人
迦
葉
等
）
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と
大
衆
（
崛
外
五
百
人
）
の
二
部
に
分
か
れ
て
〔
結
集
（
（11
（

が
行

わ
れ
、
さ
ら
に
仏
滅
後
二
百
年
頃
、
大
衆
部
か
ら
、
三
部
の

分
派
が
起
こ
っ
て
〕
五
部
と
な
り
、
十
八
部
と
な
り
、
二
十

部
と
分
か
れ
る
（
（11
（

。（
云
々
）

ま
た
戒
賢
（
（11
（

と
智
光
（
（11
（

に
よ
る
、
事
物
は
空
か
有
か
の
論
争
（
（11
（

も

あ
る
。

�

戒
賢
論
師
は
、
有
相
を
説
く
大
乗
の
立
場
で
、
法
相
宗
（
（12
（

の
祖

師
で
あ
り
、所
依
の
経
は
『
解
深
密
経
（
（12
（

』、所
依
の
論
は
『
瑜

伽
師
地
論
（
（12
（

』
な
ど
で
あ
る
。
弥
勒
菩
薩
か
ら
教
え
を
受
け
た

護
法
（
（12
（

や
難
陀
（
（12
（

よ
り
教
え
を
引
き
継
い
で
い
る
。
智
光
論
師
は
、

無
相
を
説
く
大
乗
の
立
場
で
、
三
論
宗
（
（12
（

の
祖
師
で
あ
り
、
所

依
の
経
は
『
大
乗
妙
智
経
（
（12
（

』、
所
依
の
論
は
『
中
観
（
（12
（

』
な
ど

で
あ
る
。
文
殊
菩
薩
・
龍
樹
か
ら
教
え
を
相
承
し
た
清
目
（
（12
（

や

清
辨
（
（12
（

よ
り
教
え
を
引
き
継
い
で
い
る
。

で
あ
る
か
ら
し
て
、
一
概
に
〔
天
竺
に
は
〕
異
な
る
見
解

な
し
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
と
、
二
十
部
の
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
派
の
考
え
に
執
わ
れ
た
見
解
を
立
て
た
の
は
、
律
の

文
が
多
岐
に
わ
た
る
為
で
あ
る
。
自
分
の
こ
だ
わ
る
考
え
に
基

づ
い
て
他
の
文
の
解
釈
の
矛
盾
を
通
じ
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
こ

と
が
原
因
と
な
っ
て
、
そ
の
派
が
数
々
に
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
戒
賢
と
智
光
等
の
議
論
は
、
各
々
が
拠
り
所
と
す
る
経

典
も
論
書
も
別
の
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
経
典
、
一
つ
の
論
書

の
中
で
起
き
た
論
争
で
は
な
い
。
応
病
与
薬
の
法
門
で
あ
る
か

ら
、
有
相
を
主
張
す
る
機
の
者
は
、
有
相
の
法
門
を
良
し
と
し
、

他
を
不
完
全
と
す
る
立
場
を
取
る
。
無
相
を
主
張
す
る
側
も
ま

た
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
義
を
例
に
取
っ
て
今
も
批
難
す

る
道
理
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
、本
願
念
仏
が「
観

念
」
か
「
称
名
」
か
と
い
う
議
論
は
、
た
だ
我
が
国
と
中
国
の

み
に
あ
っ
て
天
竺
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
天
竺
で
は
「
本
願
念

仏
」
が
、
異
義
を
挟
む
余
地
な
く
一
様
に
「
称
名
」
だ
と
知
れ

渡
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
証
拠
が
あ
る
。

『
宋
高
僧
伝
（
（13
（

』
に
よ
れ
ば
、
慧
日
三
蔵
（
（13
（

は
諸
も
ろ
の
三
蔵
法

師
を
巡
歴
し
て
「
い
ず
れ
の
国
が
楽
有
っ
て
苦
の
無
い
と
こ
ろ
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か
」
と
尋
ね
た
。
三
蔵
は
「
楽
有
っ
て
苦
の
無
い
と
こ
ろ
は
極

楽
だ
。
易
行
易
修
に
し
て
見
仏
す
る
こ
と
は
、
念
仏
の
一
行
で

あ
る
」
と
お
答
え
に
な
っ
た
（
云
々
）。
す
で
に
天
竺
の
三
蔵

法
師
達
が
「
易
行
易
修
は
念
仏
の
一
行
で
あ
る
」
と
仰
せ
に
な

る
か
ら
に
は
、
明
ら
か
に
称
名
念
仏
で
あ
り
、
観
念
や
理
解
の

念
仏
で
は
な
い
。
も
し
も
観
念
や
理
解
の
念
仏
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
こ
れ
は
難
行
難
修
の
行
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
易
行
易
修
」

と
仰
せ
に
な
る
の
だ
か
ら
、
天
竺
の
智
者
達
は
本
願
念
仏
は
口

称
〔
念
仏
〕
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
異
論
が
無
い
証
拠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
理
が
あ
る
の
で
、
天
竺
は
省
か
れ
て
「
も
ろ
こ

し
我
朝
に
、
も
ろ
も
ろ
の
智
者
達
の
」
と
、
中
国
と
日
本
の
み

を
お
挙
げ
下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
沙
汰
し
申
さ
る
る
」。
こ
の
「
沙
汰
（
さ
た
）」
と
い
う
言

葉
の
解
釈
に
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、「
沙
汰
」
の
「
字
音
」

を
重
ん
じ
る
説
で
あ
る
。〔
中
国
の
詩
人
で
あ
る
〕杜
甫
（
（13
（

が
、『
上

韋
左
相
二
十
韻
（
（13
（

』
と
い
う
詩
の
中
で
、「
沙
汰
江
河
濁
（
（13
（

」（
江
河

の
濁
れ
る
を
沙
汰
し
）
と
書
き
、
そ
の
注
釈
に
「
篩ふ

る
いを
も
っ
て

砂
を
貯
え
、
其
の
細
を
去
り
、
其
の
大
を
存
す
る
を
沙
汰
と
曰

う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
晋し

ん

書じ
ょ

に
（
（13
（

も
〔
沙
汰
の
用
例
が
〕
あ
る
。
孫そ

ん

綽し
ゃ
く

と
（
（13
（

習
し
ゅ
う

鑿さ
く

歯し

は
（
（13
（

、
博
学
で
あ
っ
て
、
二
人
と
も
通
卒
（
（13
（

で
あ
っ
た
。
あ
る

時
、
二
人
が
一
緒
に
歩
い
て
い
る
時
、
先
を
歩
い
て
い
た
孫
綽

が
、
習
鑿
歯
に
振
り
返
り
、「
之
を
沙
し
之
を
汰
す
。
瓦
礫
、

後
に
在
り
」
と
言
う
と
、
習
鑿
歯
は
直
後
に
「
之
を
簸は

し
（
（13
（

之
を

颺よ
う

す
（
（14
（

。糠こ
う

粃ひ

、（（14
（

前
に
在
り
」と
答
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（14
（

。〔
つ

ま
り
〕
こ
れ
ら
は
皆
、「
揺
り
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、

物
を
選
び
分
け
て
、
悪
し
き
を
捨
て
好
き
を
取
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

ま
た
も
う
一
説
と
は
、〔
国
学
者
の
〕
賀
茂
真
淵
（
（14
（

が
〔『
三

部
假
名
鈔
言
釋
（
（14
（

』
の
中
で
〕
言
っ
て
い
る
、「
さ
た
」
は
「
さ
だ
」

で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
古
代
に
は
、
字
音
（
音
読
み
）
を

用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。〔
だ
か
ら
〕「
雑
訴
決
断
所
（
（14
（

」
の
こ

と
を
「
さ
だ
の
庭
（
（14
（

」
と
言
う
の
と
同
じ
く
、「
定
し
申
さ
る
る
」

と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
日
本

語
は
、
古
代
に
は
字
音
を
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
み

な
〔
こ
の
よ
う
な
使
用
例
は
〕
後
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
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あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
概
に
〔
そ
う
だ
と
〕
心
得
て
は
な
ら

な
い
。
も
し
も
本
書
（『
三
部
假
名
鈔
（
（14
（

』）
が
、
後
世
の
〔
時
代

に
お
け
る
〕意
図
で
書
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、古
語
の
意
味（「
さ

だ
」）
で
解
釈
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
内
容
を
〔
受
け
取
り
〕

誤
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
通
俗
的
な
諺
に
、「
角
を
直
さ
ん

と
て
、
牛
を
殺
せ
し
（
（14
（

」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

賀
茂
真
淵
の
『
三
部
假
名
鈔
言
釋
』〔
に
書
い
て
あ
る
こ
と
〕
は
、

〔
向
阿
証
賢
上
人
の
『
三
部
假
名
鈔
』
に
お
け
る
〕
本
文
の
思

い
と
は
、
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
向
阿
上
人
は
、
古
語
か
ら

一
転
し
て
中
古
の
言
葉
（｢

沙
汰｣

）
を
、
た
ま
に
使
用
す
る

こ
と
が
あ
る
の
に
、〔
全
て
を
〕一
様
に
古
語
の
意
味（｢
さ
だ
」）

で
解
釈
し
よ
う
と
し
た
為
に
〔
誤
っ
た
の
で
〕
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
と
し
て
、
法
然

上
人
は
い
ず
れ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

決
め
が
た
い
こ
と
だ
が
、
二
つ
の
解
釈
は
共
に
〔
そ
の
〕
意
味

に
お
い
て
は
そ
う
違
い
は
な
い
の
だ
。
そ
の
理
由
は
、〔
ま
ず
〕

字
音
の
方
か
ら
〔
考
え
る
と
〕、
物
を
揺
り
揃
え
て
、
悪
い
物

は
捨
て
好
ま
し
い
物
を
〔
選
び
〕
取
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
か

ら
、
和
漢
両
朝
〔
に
お
い
て
〕
古
来
の
諸
師
た
ち
が
、
口
称
は

劣
る
も
の
と
し
て
捨
て
、
観
念
や
義
解
の
念
仏
が
良
き
も
の
と

選
び
取
ら
れ
た
こ
と
は
、
誤
り
で
あ
る
と
、〔
法
然
上
人
が
〕

払
い
の
け
て
下
さ
っ
た
と
い
う
意
味
に
な
る
。

ま
た
、〔
賀
茂
真
淵
が
解
釈
し
た
「
沙
汰
」
を
〕「
定
」
と
〔
考

え
る
〕
方
も
、
決
断
所
に
お
い
て
善
悪
を
定
め
た
の
と
同
じ
く
、

古
来
の
諸
師
が
念
仏
は
口
称
は
悪
く
観
念
や
義
解
が
良
い
と
定

め
た
こ
と
が
、
誤
り
な
の
だ
と
〔
法
然
上
人
が
〕
払
い
の
け
て

下
さ
っ
た
と
い
う
意
味
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
違
い
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ
の
解
釈
は
、
た
だ
字
音
を
用
い
る

か
、
古
語
の
意
味
に
従
う
か
の
違
い
で
あ
っ
て
、
意
味
に
お
い

て
は
二
つ
と
も
一
致
し
、
区
別
す
る
こ
と
は
な
い
と
心
得
よ
。

「
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
」。
古
来
、和
漢
両
朝
に
お
い
て
は
、

数
多
く
の
智
者
た
ち
に
よ
っ
て
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
本
願
の
念

仏
は
観
念
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
心

得
違
い
で
あ
っ
て
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
、〔
法
然
上
人

は
〕
払
い
の
け
ら
れ
た
の
だ
。
こ
れ
が
、
第
三
「
本
文
」
の
下
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に
五
科
を
設
け
、
そ
の
第
一
を
「
謬
解
を
揀
ぶ
」
科
と
し
、
そ

の
下
に
ま
た
二
科
を
設
け
た
内
の
、「
観
念
の
謬
解
」
を
払
い

の
け
ら
れ
た
科
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
が
口
称
念
仏
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
善
導
大
師
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
他
の
和
漢
両
朝
に
お
け
る
諸
師
方
に
は
、
こ
の
よ
う
な
分

別
が
な
か
っ
た
為
、
従
来
の
道
理
に
よ
っ
て
、
観
念
は
勝
れ
て

お
り
口
称
は
劣
る
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

さ
て
、
そ
の
観
念
と
い
う
も
の
に
「
事
理
（
（14
（

」
の
二
観
が
あ
る
。

そ
の
「
理
観
」
に
ま
た
二
つ
あ
っ
て
、「
自
身
即
仏
（
（15
（

」
の
理
性

を
観
ず
る
の
は
聖
道
門
の
「
理
観
」
で
あ
る
。
ま
た
『
大
乗
起

信
論
（
（15
（

』
の
「
修
行
信
心
分
」
に
明
か
さ
れ
て
い
る
、
阿
弥
陀
仏

の
「
真
如
（
（15
（

法
身
」
を
観
じ
て
往
生
す
る
こ
と
（
（15
（

が
浄
土
門
の
「
理

観
」
で
あ
る
。

「
事
観
」
に
も
ま
た
二
つ
あ
る
。
一
切
諸
仏
の
「
依
正
二

報
（
（15
（

」
を
観
ず
る
の
は
、聖
道
門
の
「
事
観
」
で
あ
る
。
ま
た
、『
観

経
』
お
よ
び
『
観
念
法
門
』
な
ど
に
よ
っ
て
、「
定
善
十
三
観
」

や
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕「
総
相
・
別
相
（
（15
（

」
な
ど
を
観
じ
て
往
生
を

願
う
の
が
、
浄
土
門
の
「
事
観
」
で
あ
る
。

こ
の
「
事
理
」
の
二
観
も
、
上
根
上
智
（
素
質
が
す
ぐ
れ

智
慧
あ
る
人
）
で
あ
れ
ば
、
そ
の
利
益
が
あ
る
だ
ろ
う
（
（15
（

が
、
三

学
の
分
際
で
は
な
い
下
機
（
（15
（

、
一
時
に
煩
悩
が
百
千
も
間ま

じ
わ
る
よ

う
な
（
（15
（

凡
夫
が
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
観
念
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
は
、
全
て
の
機
を

普
く
利
益
し
よ
う
と
、〔「
観
念
」と
は
〕別
の
方
法
で
あ
る
、〔
阿

弥
陀
仏
の
〕
大
悲
で
あ
る
口
称
本
願
を
お
立
て
下
さ
っ
た
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
法
然
上
人
が
、
こ
の
事
理
の
観
念
を
払
い
の
け
て
、

口
称
本
願
の
意
義
を
示
さ
れ
た
御
法
語
が
あ
る
の
で
〔
次
に
〕

示
そ
う
。（『
和
語
燈
録
』
四
の
巻
）

　

�

昔
法
蔵
菩
薩
は
、四
十
八
の
大
願
を
発
さ
れ
た
中
で
、〔
と

り
わ
け
〕
一
切
の
人
々
が
往
生
す
る
為
に
、
一
つ
の
願

を
お
建
て
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
念
仏
往
生
の
本
願

と
申
す
の
で
す
。
念
仏
と
い
う
の
は
、
仏
の
法
身
を
憶

念
す
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
仏
の
姿
形
を
観
想
す
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
心
を
一
つ
に
し
て
、
専

ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
念
す
る
こ
と
を
、
念
仏
と
申
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す
の
で
す
（
（15
（

。（
以
上
）

今
〔
の
内
容
〕
に
合
わ
せ
て
、
考
え
て
み
な
さ
い
。

要
す
る
に
、
中
国
で
は
善
導
大
師
よ
り
以
前
、
日
本
で
は

法
然
上
人
よ
り
以
前
は
、
本
願
口
称
の
正
意
が
し
っ
か
り
と
顕

か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
も
ろ
こ
し
我

朝
に
（
乃
至
）
念
に
も
あ
ら
ず
」
と
〔
法
然
上
人
が
仰
っ
て
い

る
よ
う
に
〕、
ま
ず
観
念
の
水
を
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
人
々
よ
、
本
願
の
正
意
は
口
称
の
念

仏
だ
と
い
う
こ
と
を
、
聞
い
て
心
得
た
人
で
あ
っ
て
も
、
疎
か

に
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
（
本
願
口
称
の

正
意
）
は
顕
か
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
和
漢
両
朝
の
智
者
達
が
、
み
な
顕
か
に
で
き
な
か
っ
た

の
だ
。
愚
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
〔
顕
か
に
で
き
な

い
〕
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
す
で
に
智
者
達
で

あ
っ
て
、
釈
門
（
（16
（

の
龍
象
（
（16
（

、
緇し

林り
ん

の
（
（16
（

鸞ら
ん

鳳ほ
う

と
（
（16
（

も
言
わ
れ
る
高
僧

方
で
あ
れ
ば
、
判
断
は
容
易
い
こ
と
で
あ
る
。
誤
ら
れ
る
は
ず

は
な
い
。〔
な
の
に
正
意
を
顕
か
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。〕

ま
た
観
念
と
見
間
違
え
て
お
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
理

由
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
経
文
の
上
で
そ
の
道

理
を
穿
議
す
る
と
し
て
も
、
念
声
是
一
の
法
門
と
い
っ
て
一
つ

の
大
き
な
論
題
で
あ
っ
て
、
容
易
に
〔
解
決
で
き
る
〕
こ
と
で

は
な
い
。
後
に
述
べ
よ
う
。
ま
ず
今
は
経
文
の
解
釈
を
離
れ
て

考
え
て
見
た
い
。〔
そ
れ
で
も
〕
顕
か
に
す
る
の
は
難
し
い
は

ず
で
あ
る
。
大
器
晩
成
〔
と
同
じ
〕
道
理
で
、
も
し
こ
の
本
願

が
口
称
で
あ
る
と
い
う
正
意
が
顕
か
に
な
れ
ば
、
誰
で
も
往
生

が
遂
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
者
は
い
な
く
な
る
。
万
機
普
益
で
あ

り
、
微
妙
最
上
の
法
門
で
あ
る
か
ら
、〔
正
意
が
〕
顕
れ
難
い

と
い
う
理
屈
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
本
願
が
、
観
念
に
紛
れ
て
、
口
称
の
正
意
が
隠

れ
て
い
る
内
は
、〔
口
称
を
〕
つ
と
め
上
げ
ら
れ
る
者
は
い
た
っ

て
少
な
く
、
順
次
往
生
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
遂
げ
難

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
目
は
、
天
と
地
、
黒
と
白
も
譬

え
と
な
ら
な
い
〔
ほ
ど
差
が
あ
る
〕。
し
か
し
、
法
然
上
人
が

こ
の
世
に
出
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
願
念
仏
は
口
称
で
あ

る
と
い
う
正
意
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
開
闢
以
来
、

例
が
な
い
吉
祥
（
（16
（

の
顕
れ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
善
い
こ
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と
と
い
う
の
は
、
小
事
で
さ
え
も
顕
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
か

の
卞べ

ん
和か

の
璧
（
（16
（

の
よ
う
で
あ
る
。（
云
々
）

さ
ら
に
言
え
ば
、
本
願
口
称
の
正
意
が
顕
か
に
な
れ
ば
、
十

悪
（
（16
（

五
逆
（
（16
（

の
大
罪
人
や
、
五
障
三
従
（
（16
（

の
女
人
ま
で
、
唱
え
れ
ば
皆

悉
く
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
大
吉
祥
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、従
来
の
智
者
の
思
慮
分
別
を
も
っ
て
し
て
も
、〔
正

意
を
〕
見
抜
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
観
念
〔
の

方
〕
が
勝
っ
て
い
る
だ
と
か
、〔
念
仏
は
〕
観
念
に
も
称
名
に

も
通
じ
る
と
い
う
ぐ
ら
い
〔
の
理
解
〕
で
あ
っ
て
は
、
大
悲
本

願
の
深
い
趣
旨
は
顕
か
に
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
見
る
に
見

か
ね
て
阿
弥
陀
如
来
は
、
中
国
で
は
善
導
大
師
と
な
っ
て
現
れ
、

勢
至
菩
薩
は
日
本
へ
法
然
上
人
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
そ
し
て
両
大
師
は
〕「
本
願
の
念
仏
は
口
称
で
あ
る
」
と
い
う

正
意
を
お
示
し
に
な
ら
れ
た
。
だ
か
ら
人
々
よ
。
こ
の
よ
う
に

顕
わ
れ
難
い
本
願
の
正
意
を
聞
き
得
て
、
順
次
決
定
往
生
で
き

る
身
の
上
と
な
っ
た
こ
と
を
、
よ
く
よ
く
考
え
て
、
歓
喜
し
て

称
名
〔
念
仏
〕
す
べ
き
で
あ
る
。

先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
い
る
こ
と
は
結
局
、
本
願
の
念
仏
は

観
念
で
は
な
い
と
、
全
て
の
心
の
所
作
に
関
わ
る
念
仏
の
分
は
、

残
ら
ず
払
い
の
け
て
下
さ
っ
た
の
だ
と
心
得
な
さ
い
。
濃
く
も

薄
く
も
往
生
を
遂
げ
た
い
と
い
う
心
だ
け
あ
れ
ば
、
そ
の
上
は

た
だ
分
に
応
じ
て
唱
え
る
だ
け
で
必
ず
往
生
が
遂
げ
ら
れ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
揺
る
ぎ
な
く
思
い
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
上
に
お
い
て
起
行
を
励
ま
す
為
に
は
、
も
し

も
こ
の
〔
本
願
の
〕
念
仏
が
観
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
よ
く
よ
く
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

実
に
我
等
の
往
生
は
頼
み
も
綱
も
切
れ
果
て
て
〔
頼
り
と

な
る
も
の
は
何
も
な
い
〕
の
だ
。
そ
の
故
は
〔
我
等
は
〕
髪
の

毛
一
本
ほ
ど
の
煩
悩
す
ら
断
ち
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
凡
夫
で

あ
り
、
狂
酔
顛
倒
が
持
前
で
あ
る
か
ら
、
あ
の
六
窓
一
獼び

猴こ
う

の
（
（16
（

譬
え
の
よ
う
に
、
貪
念
が
止
め
ば
瞋
恚
〔
が
起
こ
り
〕、
瞋
恚

が
止
め
ば
愚
痴
〔
が
起
こ
る
〕。
身
三
口
四
（
（17
（

の
〔
悪
業
は
〕
旋

火
輪
（
（17
（

〔
の
ご
と
き
で
あ
り
〕、
片
念
隻
思
（
（17
（

の
定
ま
ら
な
い
〔
身

で
あ
る
〕
こ
と
は
、
自
ら
の
本
性
を
よ
く
内
省
し
思
い
知
る
べ

き
で
あ
る
。
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そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
善
導
大
師
は
「
識し

き
颺あ

が
り
神

た
ま
し
い

飛
び

て
観か

ん
成
就
し
難
き
（
（17
（

」
と
釈
し
、
法
然
上
人
は
「
近
頃
の
修
行
者

は
観
想
の
念
仏
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
極
楽
浄
土
の
荘
厳
を
観

想
し
て
も
、
桜
や
梅
、
桃
や
李
の
花
の
美
し
さ
ほ
ど
に
も
〔
観

じ
と
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
〕。〔
ま
た
み
仏
の
姿
を
観
想
し

て
も
、〕
運
慶
や
康
慶
が
作
っ
た
〔
素
晴
ら
し
い
〕
仏
像
ほ
ど

さ
え
も
、
観
じ
現
す
こ
と
は
出
来
な
い
（
（17
（

」
と
仰
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
も
し
も
、
本
願
念
仏
と
は
口
称
〔
の
念
仏
〕
で
あ
る
ぞ

と
い
う
正
意
が
顕
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、〔
私
た
ち
が
〕
助
か

る
道
は
絶
え
果
て
て
し
ま
う
の
は
明
白
で
あ
り
、
極
め
て
危
う

い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
今
、
観
念
の
成
し
難
い
こ
と
を
現
実
の

証
拠
を
挙
げ
て
、
口
称
〔
念
仏
〕
増
進
の
助
縁
と
す
る
な
ら
ば
、

〔
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕。

　

�

小
田
原
と
い
う
〔
所
の
〕
寺
に
教
懐
（
（17
（

上
人
と
い
う
人
が

い
た
。
後
に
高
野
山
に
住
し
た
人
で
あ
る
が
、
一
つ
の

水
瓶
を
持
っ
て
お
り
、〔
そ
の
水
瓶
に
〕
心
を
奪
わ
れ
執

着
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
こ
の
水
瓶
を
縁
側
に
置
い
て
、

奥
の
院
に
参
っ
て
念
誦
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
水

瓶
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、「〔
水
瓶
を
〕
ほ
ん
の
一
時

の
つ
も
り
で
縁
側
に
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
人

に
盗
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
気
が
か
り
に

な
っ
た
。「
こ
れ
で
は
い
か
ん
」
と
思
い
〔
水
瓶
を
〕
あ

き
ら
め
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
思
い
が
し
ず
ま
ら
ず
、
如

法
に
な
れ
な
い
の
で
、
仕
方
が
な
い
と
考
え
〔
縁
側
に
〕

戻
る
と
す
ぐ
に
、
あ
た
り
の
石
の
上
に
〔
水
瓶
を
〕
置

い
て
、
打
ち
砕
い
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
。（『
発
心
集
』
一

の
巻
）

こ
の
よ
う
に
、
心
に
執
着
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
水
瓶

さ
え
も
念
誦
観
法
の
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
出
家
〔
し
た
僧

侶
〕
で
す
ら
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
や
在
家
〔
の
信
者
〕

で
あ
れ
ば
絶
望
的
で
あ
る
。
命
の
無
い
水
瓶
く
ら
い
で
さ
え
も

〔
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
〕
愛
す
る
子
・
妻
・
夫
な
ど
は

執
縁
の
集
ま
り
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ど
う
し
て
観

念
〔
に
堪
え
ら
れ
る
〕
器
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
尼
法
師

と
姿
を
変
え
て
も
、
雲
を
着
て
風
を
食
べ
て
は
生
活
で
き
な
い
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の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
心
に
執
着
す
る
も
の
を
無
く
す
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
執
着
し
て
〔
仏
道
修
行
の
〕
邪
魔
に
な
る
物
ほ

ど
、
か
え
っ
て
打
ち
捨
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
在
家
も
出
家
も
一
様
に
、
観
念
の
修
行
は

近
頃
の
人
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
な
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
も
っ
た
い
な
く
も
法
然
上
人
は
、
本
願
の
念

仏
と
い
う
の
は
古
来
漢
和
両
朝
の
諸
々
の
智
者
た
ち
が
理
解
し

て
き
た
よ
う
な
、
あ
な
た
方
が
つ
と
め
ら
れ
な
い
難
し
い
観
念

で
は
な
く
、
八
十
の
ご
老
人
や
三
歳
の
子
供
、
東
西
も
わ
き
ま

え
な
い
愚
者
ま
で
も
が
心
安
く
つ
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
口

称
念
仏
で
あ
る
ぞ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
下
さ
っ
た
。

と
り
わ
け
こ
の
御
遺
誓
に
、
疑
い
を
除
き
信
を
生
ぜ
し
め

る
誓
言
ま
で
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
余
法
余
行
で
は
望
み

を
断
た
れ
た
最
も
下
劣
の
皆
や
私
が
、
順
次
往
生
間
違
い
な
く

決
定
す
る
身
と
な
ら
せ
て
頂
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ひ
と

え
に
法
然
上
人
の
賜
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
恩
を
虚
し
く
し

な
い
よ
う
に
、
口
称
の
一
行
を
深
く
決
信
す
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
上
に
今
日
に
い
た
っ
て
は
、〔
な
お
さ
ら
〕
観

念
の
修
行
を
す
る
人
は
自
身
が
執
着
す
る
も
の
は
打
ち
破
っ
て

で
も
つ
と
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
妻
を
携
え
夫
に
従
い
子
を
養

育
す
る
中
に
お
い
て
も
唱
え
さ
え
す
れ
ば
往
生
〔
浄
土
〕
を
遂

げ
ら
れ
る
お
念
仏
を
、
怠
け
て
よ
い
は
ず
は
な
い
と
心
で
心
を

励
ま
し
て
、
妄
念
異
念
が
あ
る
中
に
お
い
て
も
、
た
だ
往
生
極

楽
の
為
の
称
名
〔
念
仏
〕
を
進
ん
で
相
続
し
て
い
か
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
願
念
仏
は
観
想
念
仏
で
は
な
く
口
称
で
あ
る

と
言
う
義
を
顕
す
の
に
、
本
願
の
素
意
（
（17
（

の
立
場
か
ら
見
て
顕
す

義
と
、
仏
体
に
つ
い
て
顕
す
義
の
二
通
り
の
義
が
あ
る
。
こ
の

義
は
と
り
わ
け
肝
要
な
こ
と
な
の
で
、
整
理
し
て
示
そ
う
。

ま
ず
、
本
願
念
仏
を
観
念
と
言
っ
た
り
口
称
と
言
っ
た
り
、

二
義
差
別
す
る
理
由
の
根
元
は
〔
何
か
〕
と
い
う
と
、
四
十
八

願
の
中
、
第
十
八
願
に
「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方

の
衆
生
、
至
心
に
信
楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、

乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
（
（17
（

」
と

あ
る
文
の
、「
十
念
」
の
「
念
」
の
字
に
よ
っ
て
、
諸
師
は
観

念
と
理
解
し
た
り
、
あ
る
い
は
観
念
と
称
名
の
両
方
に
通
じ
る
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の
だ
な
ど
と
定
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
。〔
し
か
し
〕
法

然
上
人
は
、「
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
」
と
〔
諸
師
の
論
を
〕

払
い
の
け
、〔
念
仏
と
は
〕
称
名
で
あ
る
義
を
お
立
て
下
さ
っ
た
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
法
然
上
人
の
お
勧
め
を
ひ
た
す
ら
に
信
じ

仰
い
で
勤
め
て
さ
え
い
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
念
仏
者
は
そ
れ
で

何
も
不
足
は
な
い
と
言
え
る
の
だ
が
、〔
そ
れ
だ
け
で
は
〕
諸

宗
に
広
く
通
じ
渡
し
て
天
下
に
認
め
ら
れ
た
論
と
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
古
来
、
観
念
と
沙
汰
さ
れ
て
き
た

の
が
歴
々
の
智
者
達
で
あ
る
か
ら
、因い

ん
人に

ん

重じ
ゅ
う

法ほ
う

の
（
（17
（

理
に
よ
っ
て
、

こ
の
論
に
納
得
し
な
い
人
も
い
る
。
そ
の
為
、
今
か
ら
経
文
と

合
わ
せ
て
、
仏
意
に
照
ら
し
当
て
て
、
確
か
に
諸
師
所
立
の
観

念
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
り
、
法
然
上
人
の
口
称
念
仏
と
仰
る

こ
と
こ
そ
正
意
と
言
う
義
を
顕
す
の
で
、
こ
の
道
理
を
聞
き
分

け
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
御
法
語
を
信
受
し
な
さ
い
。

さ
て
こ
れ
よ
り
、
ま
さ
し
く
〔
本
願
念
仏
の
理
解
の
〕
正

否
を
事
細
か
に
調
べ
て
問
答
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で

の
所
説
に
対
し
て
難
を
立
て
、
法
然
上
人
は
こ
れ
よ
り
述
べ
る

よ
う
に
古
来
の
智
者
達
の
立
て
た
説
を
払
っ
て
、
観
念
理
解
の

念
仏
は
本
願
の
正
意
で
は
な
い
と
仰
ら
れ
た
の
か
。
片
方
の
言

い
分
を
聞
く
だ
け
で
は
正
否
は
つ
け
ら
れ
な
い
。
何
を
も
っ
て
、

法
然
上
人
の
所
立
の
口
称
が
正
意
で
、
諸
師
所
立
の
観
念
等
が

誤
り
で
あ
る
と
言
う
の
か
〔
示
そ
う
〕。
法
然
上
人
が
、
こ
の

よ
う
に
お
言
葉
を
発
し
て
、
古
来
の
智
者
達
の
所
立
の
観
念
等

で
は
な
い
と
一
棒
（
（17
（

に
払
い
の
け
ら
れ
た
の
は
、『
選
択
集
』
に

お
示
し
の
よ
う
に
、「
善
導
一
師
に
依
る
（
（18
（

」
と
し
て
そ
の
御
指

南
を
依
り
所
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
善
導
大
師
の
御
釈

〔
を
見
て
み
れ
ば
〕、
広
く
諸
所
に
本
願
念
仏
は
称
名
で
あ
る
と

釈
し
て
お
ら
れ
る
。
中
で
も
取
り
分
け
明
ら
か
な
の
は
、
第
十

八
願
の
文
を
、「
も
し
我
成
仏
せ
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
我
が

名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
に
至
る
ま
で
（
（18
（

」
等
と
解
釈
し
、
ま

た
『
観
経
』
の
付
属
の
文
を
「
上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と

い
え
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
れ
ば
意
衆
生
を
し
て
、
一
向
に

専
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
在
り
（
（18
（

」
と
解
釈
し
て
お
ら

れ
る
箇
所
で
あ
る
。
他
に
も
五
種
正
行
に
つ
い
て
、
正
業
・
助

業
の
分
別
を
し
て
お
ら
れ
る
な
ど
（
（18
（

、〔
善
導
大
師
の
ご
理
解
が

称
名
で
あ
る
こ
と
は
〕
青
天
白
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
御
指
南
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に
よ
っ
て
、
法
然
上
人
は
観
念
理
解
の
念
仏
で
は
な
い
と
〔
諸

師
の
見
解
を
〕
払
い
の
け
ら
れ
た
の
だ
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
法
然
上
人
は
善
導
大
師
〔
の
解
釈
〕
に
依
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
善
導
大
師
が
そ
の
通
り
に
仰
ら
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

そ
れ
で
済
ま
せ
た
な
ら
ば
、
ま
た
天
下
に
認
め
ら
れ
た
論
と
は

言
え
な
い
。
そ
の
為
、
こ
れ
よ
り
ま
た
善
導
大
師
と
古
来
の
諸

師
と
の
上
で
論
判
し
て
、
正
否
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
ま
ず
、

諸
師
の
義
か
ら
見
て
み
る
。
古
来
、
漢
和
両
朝
の
智
者
達
は
、

い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
本
願
の
念
仏
を
観
念
と
理
解
さ
れ
た

か
と
い
う
と
、
確
か
に
一
応
、
由
縁
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
第
十
八
願
文
に
「
十
念
」
と
あ
っ
て
、「
念
」
は
心
念
の
義

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
観
念
と
い
い
、
あ
る
い
は
心
に
了
解
す

る
理り

解げ

の
念
仏
と
定
め
て
お
ら
れ
る
。
や
は
り
往
生
ほ
ど
の
一

大
事
を
遂
げ
る
こ
と
が
、
口
称
ほ
ど
の
容
易
い
行
で
あ
ろ
う
は

ず
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
観
念
理
解
の
奧
深
い
心
地
修
行
（
（18
（

と

見
定
め
ら
れ
た
の
だ
。
こ
れ
が
一
応
、
伝
わ
っ
て
い
る
由
縁
で

あ
る
。

さ
て
ま
た
、
善
導
大
師
は
何
故
に
称
名
と
定
め
て
お
ら
れ

る
の
か
。
経
文
に
は
明
ら
か
に
「
十
念
」
と
あ
る
の
で
、
口
称

と
言
い
切
る
こ
と
は
念
の
字
意
に
背
く
こ
と
に
な
る
が
、
と
い

う
。
な
る
ほ
ど
、
念
は
想
う
の
意
味
で
あ
る
け
れ
ど
も
、〔
し

か
し
〕
ま
た
口
で
称
え
る
こ
と
に
も
使
う
文
字
で
あ
る
。
そ
の

根
拠
を
い
う
と
、「
誦
経
を
念ね

ん

経き
ん

と
（
（18
（

云
い
、
散
心
に
法
華
を
誦

す
る
を
念
法
華
文
字
等
と
云
う
（
（18
（

」
と
示
さ
れ
て
い
る
。（『
選
択

伝
弘
决
疑
鈔
』
二
之
一
）
ま
た
〔
慧
能
（
（18
（

は
〕『
六
祖
壇
経
』
に

お
い
て
「
世
人
終
日
、
口
に
本
体
を
念
ず
れ
ど
も
、
自
性
を
識

ら
ず
（
（18
（

」〔
と
い
い
〕、〔
基
（
（18
（

は
〕『
阿
弥
陀
経
通
讃
疏
』
に
お
い
て

「
口
に
念
じ
て
心
に
念
ぜ
ず
（
（19
（

」〔
と
い
い
〕、ま
た『
大
集
日
蔵
経
』

に
は
「
大
念
小
念
（
（19
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
の
を
、〔
懐
感
が
〕『
釈

浄
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
「
大
念
と
は
大
声
。
小
念
と
は
小

声
（
（19
（

」
と
判
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
念
の
字
に
は
称
え

る
と
い
う
意
味
が
あ
る
為
、
法
然
上
人
は
『
選
択
集
』
に
「
念

声
是
一
（
（19
（

」
と
お
示
し
に
な
ら
れ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
吟
味
し
論
議
す
れ
ば
、

な
る
ほ
ど
念
に
唱
え
る
と
い
う
意
味
の
あ
る
こ
と
は
了
解
し
た
。
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し
か
し
な
が
ら
念
は
「
お
も
う
」
と
訓
ず
る
の
が
本
来
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
観
と
称
、
両
方
に
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
道
理
が
あ
る
。

ど
う
に
も
こ
れ
で
は
〔
観
と
称
が
〕
牛
角
の
論
で
あ
る
よ
う
に

聞
こ
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
強
い
て
善
導
大
師
の
御
釈
を
正

意
と
す
る
意
義
は
と
い
う
と
、〔『
無
量
寿
経
』〕
十
八
願
文
の

十
念
が
称
名
に
限
る
と
い
う
こ
と
は
、『
観
経
』
と
照
ら
し
合

わ
せ
れ
ば
議
論
の
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。『
観
経
』
で
下
下

品
の
罪
人
が
念
仏
で
救
わ
れ
る
所
の
経
文
に
「
声
を
し
て
絶
え

ざ
ら
し
め
、
十
念
を
具
足
し
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
す
（
（19
（

」
と
説

か
れ
て
い
る
。
こ
の
十
声
称
仏
が
す
な
わ
ち
本
願
の
十
念
で
あ

る
か
ら
、〔
念
声
是
一
は
〕
ま
ぎ
れ
も
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
こ
れ
で
本
願
〔
の
十
念
〕
が
口
称
〔
念
仏
〕
で
あ
る

と
い
う
道
理
は
、
ま
っ
た
く
争
う
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、

な
お
こ
の
上
強
い
て
難
題
を
立
て
て
、「
本
願
口
称
の
道
理
は

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、〔
そ
れ
が
〕
観
念
で
は
な
い

と
い
う
証
拠
も
な
い
か
ら
、〔
本
願
の
十
念
が
〕
観
念
に
も
称

名
に
も
通
じ
る
と
見
る
の
が
穏
当
な
論
で
は
な
い
か
」
と
い
う

意
見
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
念
と
い
う
字
の
本
来
の
意
味
は
観

念
に
も
称
名
に
も
通
じ
る
が
、
今
〔
論
じ
て
い
る
〕
本
願
の
十

念
と
い
う
の
は
偏
え
に
口
称
の
意
味
で
あ
っ
て
、
観
念
に
は
通

じ
な
い
の
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
「
念
声
是
一
（
（19
（

」
の
御
釈
は
、

完
全
に
〔
本
願
の
十
念
を
〕
観
念
と
は
区
別
な
さ
れ
る
為
で
あ

る
。
も
し
〔
本
願
の
十
念
が
〕
観
念
・
口
称
両
方
に
通
じ
る
と

い
う
教
え
を
立
て
る
な
ら
ば
、
一
願
両
体
の
大
き
な
誤
り
を
生

ず
る
こ
と
に
な
る
。

�

一
願
両
体
の
失
と
は
、〔『
無
量
寿
経
』
の
〕
第
十
九
願
来
迎

〔
引
接
〕
の
願
（
（19
（

に
お
い
て
、
覚
明
坊
長
西
（
（19
（

は
「
諸
も
ろ
の
功

徳
を
修
し
」
の
文
に
依
っ
て
、
諸
行
本
願
義
（
（19
（

を
立
て
た
。
ま

た
、一
念
義
で
も
「
諸
も
ろ
の
功
徳
を
修
し
」〔
の
文
に
依
っ

て
〕、〔
自
力
の
〕
諸
行
を
す
る
者
に
は
来
迎
が
あ
り
、〔
平

生
業
成
に
重
き
を
置
く
〕
一
念
義
〔
の
宗
門
〕
で
は
不
来
迎
（
（19
（

で
あ
る
（
云
々
）
と
説
い
て
い
る
。〔
そ
も
そ
も
〕
第
十
九

願
の
願
体
（
（20
（

は
来
迎
で
あ
る
。
で
あ
る
の
に
「
諸
も
ろ
の
功
徳

を
修
し
」〔
の
文
に
よ
り
諸
行
往
生
〕
を
も
願
体
と
心
得
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
為
に
第
十
九
願
の
一
つ
の
願
に
諸
行
〔
往
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生
〕
と
来
迎
〔
引
摂
〕
と
の
二
つ
の
願
体
を
成
り
立
た
せ
る

こ
と
に
な
り
、
大
き
な
誤
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

今
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
、
も
し
本
願
〔
の
念
仏
が
〕
観
念

な
ら
ば
、
口
称
〔
念
仏
〕
に
は
通
じ
な
い
。
ま
た
口
称
な
ら
ば

観
念
に
通
じ
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
の
願
に
は
一
つ
の
願
体
〔
が

あ
る
の
み
〕
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
願
〔
の
念
仏
〕
が

口
称
で
あ
る
理
由
は
、
す
で
に
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま

た
相
伝
に
、「『
無
量
寿
経
』
の
異
訳
本
の
『
無
量
清
浄
平
等
覚

経
』『
大
宝
積
経
無
量
寿
如
来
会
』『
大
乗
無
量
寿
荘
厳
経
』
等

に
全
て
〔
本
願
念
仏
が
〕
名
号
で
あ
る
と
い
う
明
ら
か
な
説
示

が
あ
る
。〔
仏
説
以
外
に
〕
証あ

か
しを

求
め
て
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
あ
る
。（
云
々
）（
聖
冏
上
人
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』

に
経
説
が
引
か
れ
て
い
る
（
（20
（

。
必
ず
目
を
通
す
べ
き
で
あ
る
）

そ
う
で
あ
る
か
ら
、〔
本
願
〕
念
仏
が
観
念
・
称
名
〔
両
方
〕

に
通
じ
る
と
い
う
教
説
は
、
一
願
両
体
の
失
が
あ
る
の
で
、
決

し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
趣
を
、
よ
く
よ
く
了
解
し

受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
本
願
念
仏
が
観
念
で
な

く
称
名
に
限
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
初
心
の
者
で
も
心
得

や
す
く
、
し
か
も
奥
深
い
意
義
が
明
ら
か
と
な
る
二
つ
の
道
理

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

一
に
は
「
本
願
の
素
意
（
（20
（

」
の
立
場
か
ら
い
う
場
合
、
二
に

は
「
仏
体
」
の
立
場
か
ら
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
道

理
が
あ
る
中
、
ま
ず
「
本
願
の
素
意
」
の
上
か
ら
は
ど
う
し
て

観
念
で
な
い
か
と
い
え
ば
、
仏
願
が
発
起
（
（20
（

し
た
根
本
へ
立
ち

返
っ
て
み
れ
ば
、
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
阿

弥
陀
仏
の
本
願
と
い
う
も
の
は
、〔
阿
弥
陀
仏
が
〕
法
蔵
菩
薩

で
あ
ら
れ
た
修
行
時
代
の
昔
、〔
仏
と
衆
生
と
が
〕
同
体
（
（20
（

で
あ

る
と
い
う
悟
り
に
よ
っ
て
〔
起
こ
す
〕
平
等
の
大
慈
悲
（
（20
（

に
か
き

た
て
ら
れ
、
建
て
ら
れ
た
本
願
で
あ
る
。〔
し
た
が
っ
て
〕
機

根
の
善
悪
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、〔
救
い
の
対
象
を
〕
広
く
「
十

方
衆
生
」
と
誓
っ
て
下
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
〔
救
い
の
〕

対
象
と
な
っ
た
衆
生
が
勤
め
る
こ
と
の
で
き
る
行
を
本
願
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
願
〔
に
誓
わ
れ
た
行
が
〕

観
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、「
十
方
衆
生
」
と
い
う
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中
に
、勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
ば
か
り
が
多
く
な
り
、〔
阿

弥
陀
仏
の
慈
悲
が
〕
平
等
に
行
き
わ
た
ら
な
い
。
ま
ず
、
観
念

と
は
、
無
相
（
（20
（

で
姿
形
の
な
い
〔
対
象
を
観
ず
る
〕
法
身
観
（
（20
（

は
も

と
よ
り
、
た
と
え
事
相
（
（20
（

〔
を
観
ず
る
〕
色
相
観
（
（20
（

で
も
、
生
ま
れ

つ
き
目
の
不
自
由
な
方
で
仏
像
を
拝
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
は
、

た
と
え
優
れ
た
機
根
の
持
ち
主
で
あ
っ
て
も
〔
こ
れ
を
〕
勤
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
目
の
見
え
る
人
で
も
、
妄
念
（
（21
（

異

念
（
（21
（

の
お
さ
ま
ら
な
い
人
は
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
で

は
広
く
〔
平
等
の
慈
悲
を
〕
強
調
し
て
、「
十
方
衆
生
」
と
誓
っ

て
下
さ
っ
た
の
に
、
機
と
法
が
合
わ
ず
、
そ
の
利
益
が
な
い
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
称
名
は
十
方
衆
生
、
人
を
選
ぶ
こ
と
な

く
、
誰
で
も
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、
称
名
を
勤

め
な
い
人
が
い
る
の
は
、
機
の
失
と
い
う
も
の
で
、
勤
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
勤
め
な
い
の
で
あ
る
）

こ
の
よ
う
に
本
願
の
素
意
に
立
ち
返
っ
て
見
な
さ
い
。
本

願
念
仏
と
は
観
念
で
は
な
い
。
称
名
念
仏
に
限
る
と
い
う
道
理

が
、
至
極
成
り
立
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

な
お
、
一
つ
の
現
証
を
示
せ
ば
、
そ
の
昔
、
大
原
の
澄
禅
（
（21
（

上
人
は
、
相
模
国
塔
ノ
峰
阿
弥
陀
寺
（
（21
（

の
霊
窟
（
弾た

ん

誓ぜ
い

上
（
（21
（

人
練
行

の
旧
跡
）
に
滞
在
し
て
修
行
さ
れ
て
い
た
頃
、
あ
る
日
、
富
士

山
を
遠
望
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
心
中
に
「
誠
に
富
士

は
三
国
無
双
の
霊
山
で
あ
る
。
私
は
こ
の
山
を
極
楽
浄
土
の
百

宝
蓮
華
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
の
山
に
相
応
し
い
大
身
の
阿
弥
陀
如

来
を
あ
お
ぎ
拝
見
し
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
願
心
が
涌
く
が
ご

と
く
に
起
こ
っ
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
直
ち
に
出
発
し
て
彼
の
山

に
登
り
（
富
士
山
へ
登
る
の
は
六
月
に
限
り
、
他
の
月
に
は
登

る
人
は
い
な
い
。こ
れ
は
高
山
の
た
め
雪
が
深
い
か
ら
で
あ
る
）、

西
方
に
向
か
い
端
坐
し
、
如
法
に
思
い
を
凝
ら
し
て
、
仏
身
観

を
修
行
さ
れ
た
。
時
は
九
月
中
旬
の
頃
で
あ
っ
た
の
で
、
雪
が

ひ
ど
く
降
り
積
っ
て
全
身
を
埋
め
、
寒
気
は
身
体
の
芯
ま
で
達

し
、
全
身
堅
い
氷
の
よ
う
に
な
り
、
も
う
少
し
で
命
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
。

そ
の
時
、
上
人
は
慚
愧
し
て
、「
我
が
業
障
の
高
き
こ
と
、

こ
の
高
山
よ
り
も
高
く
、
生
死
の
流
れ
の
深
き
こ
と
、
こ
の
雪

の
深
さ
を
も
越
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
心
眼
を
開
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
あ
あ
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
も
う
よ
い
。
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こ
の
世
で
見
仏
で
き
な
く
と
も
、
我
が
仏
に
は
摂
取
の
本
願
が

あ
る
。
名
号
を
称
え
て
命
終
わ
れ
ば
、
必
ず
無
漏
（
（21
（

の
宝
国
に
生

れ
、
速
や
か
に
満
月
の
〔
ご
と
く
欠
け
る
こ
と
な
い
〕
尊
体
に

相
ま
み
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
全
く
疑
い
な
い
」
と
〔
思
い

定
め
ら
れ
た
〕。
そ
れ
よ
り
ひ
た
す
ら
臨
終
の
念お

も
いに
住
し
て
念

仏
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ
と
に
大
雨
が
に
わ
か
に
降
り

出
し
て
、
身
体
を
埋
め
て
い
た
深
い
雪
も
消
え
て
い
た
。
な
お

そ
の
雨
の
一
滴
が
口
の
中
に
入
る
と
、
そ
の
味
わ
い
は
甘
露
の

よ
う
で
あ
っ
た
。〔
す
る
と
〕
今
ま
で
出
な
か
っ
た
声
も
、
和わ

雅げ

の
（
（21
（

音
声
を
思
い
の
ま
ま
に
発
し
、
堅
い
氷
の
よ
う
に
凍
え
す

く
ん
で
い
た
五
体
は
、
思
い
の
ま
ま
軽

き
ょ
う

安あ
ん

で
あ
る
こ
と
鵞が

毛も
う

の
（
（21
（

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
こ
れ
は
不
思
議
な
こ
と
だ
な
あ
」
と
、

ま
す
ま
す
高
声
〔
念
仏
〕
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
。

す
る
と
、
上
人
の
後
の
方
よ
り
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、

振
り
返
り
ご
覧
に
な
る
と
、
遙
か
な
る
空
中
に
厳
飾
微
妙
の
五

重
の
宝
橋
が
橫
た
わ
り
、
白
雲
が
こ
れ
を
支
え
て
い
た
。
そ
の

橋
の
大
き
さ
は
、
京
都
五
条
の
橋
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
橋
の
た

も
と
に
、
十
四
、
五
歳
ほ
ど
に
見
え
る
天
童
が
立
っ
て
い
て
、

手
に
払
子
の
よ
う
な
物
を
持
っ
て
上
人
を
招
い
て
い
る
。
上
人

に
「
あ
そ
こ
へ
参
り
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
一
瞬
の
思
い
が
生

じ
る
と
、〔
た
ち
ま
ち
〕
ふ
わ
り
と
〔
舞
い
上
が
り
〕、
そ
の
宝

橋
の
中
程
に
飛
ば
さ
れ
て
お
座
り
に
な
っ
た
。
す
る
と
こ
の
宝

橋
は
、
上
人
を
乗
せ
な
が
ら
空
を
越
え
東
を
さ
し
て
飛
び
去
る

こ
と
、
お
よ
そ
十
里
（
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
に
も
達

す
る
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
、空
中
に
と
ど
ま
っ
た
。
上
人
は「
こ

れ
は
一
体
ど
う
い
う
わ
け
だ
ろ
う
か
」
と
左
右
を
振
り
返
っ
て

ご
覧
に
な
る
と
、
富
士
山
の
頂
上
に
、
彼
の
山
の
倍
ほ
ど
の
大

き
な
阿
弥
陀
如
来
が
、
宝
蓮
華
の
上
に
お
座
り
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
光
明
は
〔
ま
ば
ゆ
く
〕
光
り
輝
き
、
上
人
の
頭
を
照
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
時
、
上
人
は
身
の
毛
い
よ
だ
ち
、
悲
喜
こ
も
ご

も
の
涙
に
む
せ
び
、
五
体
を
投
じ
て
礼
敬
な
さ
り
、
さ
ら
に
仏

恩
を
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
わ
れ
た
が
、
悲
咽
し
て
申
し
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
る
と
如
来
は
お
体
を
動
か
し
、

に
っ
こ
り
と
微
笑
み
、
微
妙
の
法
を
演
説
さ
れ
た
。（
御
説
法

の
旨
趣
に
つ
い
て
、
上
人
は
秘
密
に
し
て
お
話
し
に
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、〔
そ
の
内
容
を
〕
知
る
人
は
い
な
い
）
こ
の
よ
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う
に
優
曇
華
（
（21
（

ほ
ど
に
遇
い
が
た
い
仏
に
お
遇
い
に
な
り
、
さ
ら

に
甘
露
の
法
を
拝
聴
な
さ
っ
た
の
で
、
廓
然
（
（21
（

と
心
が
開
け
、
歓

喜
し
て
拝
礼
な
さ
る
と
、
思
わ
ず
地
に
落
ち
て
立
っ
て
お
ら
れ

た
。
そ
の
場
所
は
塔
ノ
峰
の
麓ふ

も
とで
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
農
夫
が
そ
こ
に
居
合
せ
て
い
た
が
、
上

人
の
頭
髪
や
髭
が
長
く
垂
れ
て
、
し
か
も
顔
だ
ち
は
不
思
議
な

喜
び
を
浮
か
べ
て
い
る
の
に
驚
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
上
人
は

農
夫
に
「
今
日
は
何
月
何
日
で
す
か
」
と
尋
ね
て
み
る
と
、「
今

日
は
お
釈
迦
様
の
涅
槃
の
日
で
す
よ
」
と
い
う
の
で
、
指
折
り

数
え
な
さ
る
と
、
富
士
山
に
登
っ
て
か
ら
六
ヶ
月
が
経
過
し
て

い
た
と
〔
い
う
こ
と
で
あ
る
〕。
そ
れ
よ
り
元
の
巌
窟
に
帰
り
、

今
ま
で
は
観
称
両
三
昧
を
修
行
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
よ
り
後

は
観
仏
を
止
め
て
専
修
念
仏
〔
の
行
者
〕
と
な
ら
れ
た
そ
う
で

あ
る
（
（22
（

。
人
々
よ
、
こ
れ
を
縁
と
し
て
、
本
願
口
称
念
仏
が
他
の

修
行
よ
り
卓
越
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
が
よ
い
。

す
で
に
澄
禅
上
人
は
勇
猛
強
盛
の
心
を
起
こ
し
て
、
観
念

を
一
心
に
ご
修
行
さ
れ
た
が
、
見
仏
さ
れ
る
こ
と
は
叶
わ
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
心
構
え
を
改
め
て
、
必
死
の
覚
悟

に
住
し
、
口
称
念
仏
さ
れ
た
の
で
、
富
士
山
の
倍
ほ
ど
も
あ
ろ

う
か
と
い
う
大
身
の
阿
弥
陀
如
来
を
拝
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
観
念
は
仏
の
本
願
の
行
で
は
な
い
為

に
、
滅
罪
の
〔
利
益
の
〕
程
度
も
劣
り
、
加か

被び

護
念
（
（22
（

の
程
度
も

隅
々
ま
で
行
き
届
か
な
い
。
口
称
念
仏
は
、
如
来
本
願
の
正
定

業
で
あ
る
か
ら
、
滅
罪
〔
の
利
益
〕
も
勝
れ
、
加
被
護
念
も
極

め
て
手
厚
く
行
き
届
く
為
、
速
や
か
に
見
仏
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
現
証
を
も
っ
て
、
い
ま
法
然
上
人
が
「
観
念

の
念
に
も
あ
ら
ず
」
と
選
び
払
っ
て
、
本
願
口
称
の
義
を
お
立

て
下
さ
っ
た
御
義
を
、
信
受
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
「
仏
体
」
の
立
場
か
ら
本
願
口
称
の
正
義
を
明
ら
か

に
す
る
道
理
を
述
べ
る
な
ら
、
す
な
わ
ち
如
来
の
尊
体
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
密
教
家
が
説

く
所
に
寄
せ
合
わ
せ
て
談
ず
る
の
で
、
そ
れ
を
心
得
て
聞
き
な

さ
い
。
ま
ず
阿
弥
陀
如
来
の
種
字
の

字
は
カ

・
ラ

・
イ

・

ア
ク

の
四
字
を
合
成
し
た
字
（
（22
（

で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は

字
で
あ
る
。

字
は
す
な
わ
ち
因
と
縁
が
認
知
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、「
風
」
で
あ
る
（
（22
（

。
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古
人
の
歌
に
「
か
ら
い
あ
く　

四
字
合
成
の　

風
吹
て　

き

り
く
も
は
れ
て　

弥
陀
ぞ
見
へ
け
る
」
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
る

か
ら
、
ま
ず
阿
弥
陀
仏
は
「
風
大
（
（22
（

所
成
（
（22
（

」
と
い
っ
て
、「
風
」

を
体
と
さ
れ
た
仏
で
あ
る
か
ら
、密
教
家
で
は
仏
部・蓮
華
部・

金
剛
部
（
（22
（

と
い
う
三
部
の
中
に
も
阿
弥
陀
如
来
は
蓮
華
部
の
如
来

と
習
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
と
い
う
と
、
一
切
諸
仏
お
よ

び
衆
生
の
法
性
（
不
変
の
本
性
）
は
蓮
華
の
よ
う
で
あ
り
、
こ

の
八
葉
の
心
蓮
（
（22
（

を
開
く
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
成
等
正
覚
で
あ
る
。

世
間
の
蓮
が
開
く
の
も
、
正
し
く
は
風
に
よ
る
。
そ
の
よ
う
に

心
蓮
を
開
く
こ
と
は
正
し
く
「
風
大
」
よ
り
成
る
と
こ
ろ
の
蓮

華
部
の
教
主
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
（『
般
舟
三

昧
経
』
の
意
を
取
る
（
（22
（

）
に
「
三
世
諸
仏
は
皆
念
仏
三
昧
に
依
っ

て
正
覚
を
成
ず
（
（22
（

」
等
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
意
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
仏
部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
の
三
部
を
三
業
に
配

当
す
る
と
き
も
、
蓮
華
部
は
口
業
に
当
た
る
。
口
で
言
う
こ
と

の
全
て
が
声
に
出
る
こ
と
は
、
み
な
「
風
」
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
か
ら
阿
弥
陀
如
来
が
口
業
音
声
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

そ
の
う
え
密
教
家
で
は
、
阿
閦
如
来
を
「
心
」、
寶
勝
如
来

を
「
額
」、
阿
弥
陀
如
来
を
「
喉
」、
釈
迦
如
来
を
「
頂
」
と
い

う
よ
う
に
、
四
仏
を
四
処
に
あ
て
て
加
持
す
る
（
（23
（

こ
と
が
あ
る
場

合
も
、阿
弥
陀
如
來
を
「
喉
」
に
あ
て
て
、喉
は
音
声
の
「
風
」

を
出
す
元
で
あ
る
か
ら
、「
風
大
所
成
」
と
し
て
、「
風
」
を
司

る
阿
弥
陀
如
来
を
配
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
よ
り
浄
土
を

も
西
方
に
構
え
ら
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
「
風
」
に
当
た
る
方
向

で
あ
る
か
ら
、
四
季
を
四
方
に
配
当
す
る
と
き
は
、
春
は
東
、

夏
は
南
、
秋
は
西
、
冬
は
北
と
な
る
。
こ
の
通
り
、
西
は
秋
に

当
た
り
、
秋
は
す
な
わ
ち
風
の
時
で
あ
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
秋
に
な
る
と
風
に
声
が
あ
る
か
ら
、
漢

の
武
帝
（
（23
（

は
「
秋
風
辞
（
（23
（

」
を
作
り
、
欧
陽
永
叔
（
（23
（

は
「
秋
声
賦
（
（23
（

」
を

作
り
、
平
兼
盛
（
（23
（

は
、「
秋
来
ぬ
と　

目
に
は
さ
や
か
に　

見
へ

ね
と
も　

風
の
音
に
そ　

驚
か
れ
ぬ
る
（
（23
（

」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

風
は
四
季
に
吹
く
け
れ
ど
も
、
風
の
時
と
い
え
ば
秋
で
あ
る
。

そ
の
秋
に
当
た
る
の
が
西
で
あ
る
か
ら
、
西
は
「
風
」
に
当
た

る
方
角
で
あ
れ
ば
、
西
方
に
極
楽
浄
土
を
構
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
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さ
て
、
こ
の
「
風
」
と
い
う
の
は
言
い
換
え
れ
ば
「
寿
（
い

の
ち
）」
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
こ
の
世
界
建
立
の
最

初
も
風
輪
が
生
じ
て
起
こ
っ
た
（
（23
（

の
で
あ
る
か
ら
、世
界
の
「
寿
」

も
「
風
」
で
あ
る
。（
風
輪
が
生
じ
て
、
そ
の
上
が
水
輪
、
水

輪
の
上
方
が
固
ま
っ
て
金
輪
と
な
り
（
（23
（

、
そ
の
上
が
地
輪
で
あ
る
。

云
々
）「
風
」
は
世
界
の
息い

き
と
い
う
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。
人

の
寿
命
の
実
体
は
何
か
と
い
う
と
、
息
が
寿
命
の
実
体
で
あ
る
。

そ
の
息
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。「
風
」
で
あ
る
。
こ
の
寿
命
の

実
体
で
あ
る
「
風
大
」
を
司
る
如
来
で
あ
る
か
ら
、
す
な
わ
ち

無
量
寿
仏
と
申
し
上
げ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
そ
の
浄

土
へ
往
生
す
れ
ば
〔
第
十
五
願
の
〕
眷
属
長
寿
願
（
（23
（

の
報
い
で
、

救
わ
れ
た
衆
生
も
ま
た
寿
命
が
無
量
で
あ
る
か
ら
、
生
死
の
縁

は
切
れ
果
て
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ま
た
「
風
」
は
声
の
根
元
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀

如
来
は
五
智
（
（24
（

の
中
に
は
妙
観
察
智
（
（24
（

と
い
っ
て
諸
仏
の
説
法
を

司
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
構
え
ら
れ
た
所
の
極
楽

浄
土
に
は
、
宝
樹
に
ふ
れ
る
風
の
声
、
八
功
徳
池
の
浪
の
音
、

水
際
で
遊
ぶ
鳥
た
ち
の
音
、
虚
空
に
か
か
る
楽
器
の
調
べ
ま
で

が
、
皆
悉
く
微
妙
甚
深
の
法
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る

か
ら
、
ま
ず
仏
体
が
こ
の
よ
う
に
「
風
大
」
よ
り
成
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、〔
さ
ら
に
は
〕
口
業
音
声
を
司
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
仏
の
本
願
が
観
念
で
あ
る
筈
が
な
い
。
口
に
唱
え
る
声
の

念
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
理
は
、
あ
き
ら
か
な
こ
と
で
あ

る
。さ

て
、
ま
た
阿
弥
陀
如
来
は
、「
風
大
所
成
」
の
御
仏
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
貴
い
こ
と
は
、
こ
の
世

界
の
衆
生
は
阿
弥
陀
如
来
に
大
変
に
因
縁
が
深
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
わ
け
を
言
え
ば
、
諸
仏
如
来
に
六
根
説
法
（
（24
（

と
い

う
こ
と
が
あ
る
。〔
あ
る
御
仏
に
は
〕
目
で
見
る
こ
と
で
悟
ら

せ
て
下
さ
る
御
説
法
が
あ
り
、〔
ま
た
〕
鼻
で
か
ぐ
こ
と
、
舌

で
味
わ
う
こ
と
、身
に
触
れ
る
こ
と
、意
に
念
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
悟
ら
せ
て
下
さ
る
等
の
〔
種
々
の
〕
御
説
法
が
あ
る
中
で
、

阿
弥
陀
如
来
は
「
風
大
所
成
」
の
御
仏
で
あ
り
、
音
声
を
以
て

説
法
を
し
て
下
さ
る
如
来
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
世
界
の
衆
生
に

と
っ
て
は
殊
更
に
因
縁
が
深
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ

の
世
界
の
衆
生
は
、
六
根
の
中
で
耳
根
が
最
も
働
き
が
鋭
い
か
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ら
で
あ
る
。
眼
根
は
紙
一
枚
隔
て
た
だ
け
で
す
ら
先
を
見
通
す

こ
と
は
で
き
ず
、
鼻
根
は
わ
ず
か
に
離
れ
た
だ
け
で
香
り
も
臭

い
も
嗅
ぎ
分
け
ら
れ
な
い
。
舌
根
は
直
接
そ
の
も
の
に
触
れ
ね

ば
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
身
に
触
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
む
し
ろ
触
欲
を
生
じ
て
法
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
意

は
か
き
乱
さ
れ
て
鎮
ま
ら
ず
、
ま
た
愚
か
な
為
に
、
深
い
真
理

に
到
達
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
だ
耳
根
の
み
が
こ
れ
ら
に

勝
っ
て
お
り
、
垣
根
や
壁
の
向
こ
う
の
声
を
も
聞
き
、
た
と
え

そ
れ
が
書
い
て
も
理
解
で
き
ぬ
難
し
い
教
義
だ
っ
た
と
し
て
も
、

言
い
聞
か
せ
れ
ば
き
ち
ん
と
聞
き
分
け
る
の
だ
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
教
化
な
さ
る
側
の
如
来
は
音
声
説
法
を
司
る
お
方
で
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
る
側
の
衆
生
は
耳
根
〔
が
他
根
に
〕
勝
る
こ
の
世

界
に
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、
声
と
耳
と
が
対
応
す
る
勝
縁
（
（24
（

と
い

う
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
諸
仏
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
阿
弥

陀
如
来
に
因
縁
が
深
い
の
だ
。
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
勝
縁
を

無
駄
に
し
て
良
い
は
ず
は
な
い
の
で
、
よ
く
よ
く
こ
の
御
遺
誓

の
思
し
召
し
を
聞
き
、
心
し
て
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
一
部
削
除
】

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
段
を
聞
き
取
っ
た
上
で
の
心
得
は
、

本
願
に
乗
じ
て
往
生
を
遂
げ
る
為
に
は
念
仏
を
唱
え
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
唱
え
る
」
と
い
う
こ
と
だ

が
、
舌
の
動
く
程
度
か
ら
が
皆
称
名
念
仏
で
あ
り
、
自
分
の
唱

え
る
声
が
我
が
耳
に
入
る
程
度
か
ら
〔
す
で
に
〕
高
声
念
仏
の

内
で
あ
る
（
（24
（

。「
高
声
念
仏
十
種
の
徳
（
（24
（

」
は
、『
業
報
差
別
経
』
の

説
で
あ
る
が
、
声
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
心
に
〔
南
無

阿
弥
陀
仏
の
〕
六
字
を
運
ぶ
思
い
を
な
す
こ
と
も
「
称
名
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
経
意
の
念
仏
（
（24
（

」「
意
念
（
（24
（

の
念
仏
」

と
言
い
、
観
念
や
憶
念
（
（24
（

と
は
別
物
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
声
に

出
し
て
唱
え
ら
れ
る
者
が
、
声
に
出
さ
な
く
と
も
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。〔
こ
の
よ
う
な
教
え
は
、〕
あ
る
い
は
大
病
の

人
、
あ
る
い
は
話
す
こ
と
の
不
自
由
な
人
た
ち
、
あ
る
い
は
主

君
に
眼
前
で
仕
え
て
い
る
〔
最
中
の
〕
勤
め
人
、
あ
る
い
は
婚

礼
の
席
に
座
っ
て
い
る
人
な
ど
の
〔
為
の
〕
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
法
然
上
人
は
こ
の
こ
と
を
〔『
十
二
問
答
』
で
〕、
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口
に
唱
え
る
も
心
に
念
ず
る
も
同
じ
お
名
号
で
あ
る
か

ら
、い
ず
れ
も
往
生
の
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し〔
阿

弥
陀
〕
仏
の
本
願
は
称
名
と
お
立
て
下
さ
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
声
に
出
す
べ
き
で
あ
る
。『
観
経
』
に
は
「
声
を

し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
十
念
を
具
足
し
て
（
（24
（

」
と
説
き
、〔
善

導
大
師
の
〕
御
釈
に
は
「
我
が
名
号
を
称
す
る
こ
と
下

十
声
に
至
る
ま
で
（
（25
（

」
と
判
別
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
（
（25
（

。

と
お
示
し
下
さ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
ご
本
願
に

乗
ず
る
に
は
、
声
に
出
し
て
称
え
る
こ
と
だ
と
充
分
に
納
得
し

て
、
必
ず
必
ず
「
心
念
帰
命
（
（25
（

」
な
ど
と
い
う
の
に
惑
わ
さ
れ
な

い
よ
う
に
用
心
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
に
も
か
く
に
も
、

こ
の
声
が
仏
の
本
願
に
乗
ず
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
肝
心
要

の
心
得
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
世
間
で
も
声
に
出
し
た
こ
と
で
、
物
事

が
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
多
い
。
昔
、
七
十
五
代
天
子
で
あ

る
崇
徳
天
皇
（
（25
（

が
、
事
情
が
あ
っ
て
四
国
讃
岐
へ
ご
配
流
と
な
ら

れ
た
。
い
つ
の
間
に
か
〔
い
ま
ま
で
お
住
ま
い
に
な
っ
て
お
ら

れ
た
よ
う
な
〕
金
殿
玉
楼
は
、〔
讃
岐
で
は
〕
丸
木
造
り
の
粗

末
な
小
屋
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
、〔
い
ま
ま
で
部
下
と
し
て

使
え
て
い
た
〕
大
勢
の
役
人
た
ち
の
影
も
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
な
く
と
も
、
も
の
寂
し
い
配
流
の
地
で
あ
る
の
で
、

杜ほ
と
と
ぎ
す
鵑
の
鳴
き
声
を
お
聞
き
に
な
っ
た
時
に
、
し
き
り
に
都
の

こ
と
が
懐
か
し
く
思
し
召
さ
れ
、「
な
け
ば
き
く　

聞
け
ば
都

の
恋
し
き
に　

こ
の
里
す
ぎ
よ　

山
ほ
と
と
ぎ
す
（
（25
（

」
と
お
詠
み

に
な
ら
れ
た
。
こ
の
御ぎ

ょ
製せ

い
が
詠
ま
れ
た
後
、
讃
岐
国
の
白
峰
の

辺
り
に
は
、
杜
鵑
が
鳴
く
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

�

あ
る
書
物
で
は
、
林

は
や
し

梅か
い

洞ど
う

の
（
（25
（

文
書
を
引
い
て
、「
こ
の
御
製

の
歌
は
順
徳
院
（
（25
（

〔
の
御
製
〕
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
〔
そ
れ
は
間
違
い
で
〕、
彼
の
帝
（
順
徳
院
）
は
、
佐

渡
国
に
配
流
と
な
っ
た
こ
と
が
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
『
御
伝

翼
賛
』
に
、
諸
書
を
引
い
て
〔
書
い
て
〕
あ
る
（
（25
（

。
し
か
も
讃

岐
の
白
峯
の
地
に
は
崇
徳
院
の
御
廟
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
八
月
の
十
五
夜
、
空
が
曇
っ
て
い
た
の
で
、
鴨
長
明
（
（25
（
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が
「
吹
は
ら
へ　

我
賀
茂
山
の
み
ね
の
あ
ら
し　

こ
は
な
ほ
ざ

り
の　

秋
の
そ
ら
か
は
」
と
詠
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
一

陣
の
快
風
が
賀
茂
山
の
方
よ
り
吹
い
て
き
て
、
雲
を
吹
き
は
ら

い
、
さ
っ
ぱ
り
と
晴
れ
た
と
い
う
。

ま
た
「
後
の
名
月
（
（25
（

」
と
呼
ば
れ
る
九
月
の
十
三
夜
、
曇
っ

て
い
た
の
で
、
摂
津
国
住
吉
大
社
の
神
主
、
津
守
国
助
（
（26
（

が
「
よ

し
曇
れ　

く
も
ら
ば
月
の
名
や
た
て
ん　

我
身
ひ
と
り
の　

秋

の
空
か
は
」
と
詠
じ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
雲
が
晴
れ
た
と
い
う
。

だ
い
た
い
、
世
間
で
月
を
愛
で
る
人
は
誰
ひ
と
り
と
し
て
曇
る

こ
と
を
嘆
か
な
い
者
は
い
な
い
が
、
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
晴

れ
は
し
な
い
。
声
に
出
し
て
歌
に
詠
ん
だ
の
で
雲
は
晴
れ
た
の

だ
。〔
ま
し
て
や
、〕
本
願
の
口
称
名
号
を
声
に
出
し
て
唱
え
る

者
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
カ
ラ
イ
ア
ク
の
四
字
合
成

さ
れ
た
「
風
」
で
、
妄
念
煩
悩
の
雲
も
お
の
ず
か
ら
吹
き
晴
ら

さ
れ
、
つ
い
に
は
清
浄
光
仏
の
光
明
を
拝
見
し
て
、
来
迎
引
接

の
大
利
益
を
得
る
こ
と
に
は
、
一
点
の
疑
い
も
な
い
の
で
あ
る
。

今
、
そ
の
現
証
を
示
そ
う
。
往
誉
成
易
信
士
、
俗
名
は
田

中
左
平
。
美
濃
国
、
大
垣
藩
の
家
臣
で
あ
る
。
常
日
頃
か
ら
殺

生
を
好
み
、
勤
仕
の
暇
に
は
、
魚
や
鳥
を
狩
り
あ
さ
り
、
自
分

で
肉
を
貪
る
だ
け
で
な
く
、
他
人
に
売
っ
て
儲
け
て
い
た
。
し

か
し
、
左
平
の
末
っ
子
で
七
歳
に
な
る
男
子
は
、
前
世
の
善
因

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
よ
く
寺
院
に
参
詣
し
て
は
礼
拝
念
仏

し
て
い
た
の
で
、「
父
に
似
な
い
善
人
だ
」と〔
ま
わ
り
の
〕人
々

は
奇
特
に
思
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、〔
そ
の
子
が
〕
急
に
病
気

に
な
り
、〔
父
は
〕
医
者
や
薬
に
心
を
尽
く
し
た
が
、
い
っ
こ

う
に
治
る
兆
候
が
な
い
。
こ
れ
が
最
期
で
あ
ろ
う
と
見
え
た
時
、

父
に
向
か
っ
て
「
私
は
た
だ
い
ま
極
楽
へ
参
り
ま
す
。
私
の
亡

き
後
、
私
の
為
に
も
父
上
ご
自
身
の
為
に
も
、
必
ず
必
ず
殺
生

を
お
や
め
下
さ
い
」
と
涙
な
が
ら
に
遺
言
を
し
、
念
仏
を
数
遍

称
え
、
眠
る
が
如
く
息
絶
え
た
。〔
こ
れ
に
は
〕
さ
す
が
に
強

悪
な
父
も
、
子
ど
も
の
遺
言
が
骨
髄
に
徹
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

た
だ
ち
に
〔
手
元
に
〕
あ
る
か
ぎ
り
の
殺
生
の
道
具
を
悉
く
う

ち
捨
て
、
こ
の
時
よ
り
一
切
の
殺
生
を
や
め
、
仏
道
修
行
の
志

を
立
て
た
。〔
さ
ら
に
〕
蓮
生
寺
（
（26
（

の
敬
誉
（
（26
（

上
人
や
、
可
圓
（
（26
（

律
師

等
に
お
会
い
し
て
浄
土
の
要
法
を
聞
き
、
日
課
念
仏
三
万
遍
の

誓
約
を
し
、〔
そ
れ
を
〕
熱
心
に
勤
め
て
怠
ら
な
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
明
和
六
丑
年
五
月
に
大
熱
病
に
な
っ
て
、
唇

が
黒
く
焦
げ
、
舌
は
木
石
の
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た
。
話
す

言
葉
も
分
か
り
に
く
か
っ
た
が
、
念
仏
の
声
だ
け
は
大
き
く
、

は
っ
き
り
し
て
い
た
。
そ
の
志
の
勇
猛
な
こ
と
と
い
っ
た
ら
、

な
お
こ
の
十
倍
の
苦
し
み
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
念
仏
だ
け
は

少
し
も
緩
め
た
り
は
し
な
い
気
色
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
う
と

う
、
同
月
末
日
の
朝
八
時
頃
、
念
仏
と
共
に
息
絶
え
た
。
そ
の

初
七
日
に
相
当
す
る
日
、
子
息
で
あ
る
門
平
が
、
父
の
所
持
品

で
あ
っ
た
紙
入
れ
を
見
た
と
こ
ろ
、「
他
見
無
用
」
と
書
き
付

け
た
封
筒
が
あ
っ
た
。
母
と
共
に
こ
れ
を
開
け
て
見
て
み
る
と
、

自
筆
に
て
「
明
和
四
亥
年
八
月
十
五
日
、
仏
よ
り
授
か
る
。
唯

た
の
め　

頼
む
心
の
あ
る
な
ら
ば　

南
無
阿
弥
陀
仏
を　

声
に

い
だ
せ
よ　

往
誉
成
易
」
と
し
た
た
め
て
あ
っ
た
。
母
子
と
も

に
、「
命
終
よ
り
三
年
前
に
、
親
し
く
仏
さ
ま
の
お
告
げ
を
受

け
ら
れ
て
い
た
の
だ
」
と
感
激
し
て
、
ま
す
ま
す
念
仏
に
励
ん

だ
と
い
う
。
成
易
は
無
顧
の
悪
人
（
（26
（

で
あ
っ
た
が
、
愛
し
い
我
が

子
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
悔
い
改
め
て
殺
生
を
や
め
念
仏
行
者
と

な
り
、
目
の
当
た
り
に
仏
さ
ま
か
ら
仰
せ
を
蒙
り
、
業
事
成
弁
（
（26
（

し
て
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
た
。〔
も
の
ご
と
の
〕
昇
沈
は
刹
那

に
変
化
し
て
、
苦
楽
は
た
っ
た
一
念
で
違
っ
て
く
る
の
だ
。
皆

の
者
、
こ
こ
に
心
を
尽
く
し
な
さ
い
（
（26
（

。（
云
々
）（『
近
世
念
仏

往
生
伝
』
巻
之
三
に
出
て
い
る
）

こ
れ
ま
で
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
は
口
称
念
仏
で
あ
る
と
い

う
義
を
、
経
釈
の
上
か
ら
、
ま
た
道
理
の
上
か
ら
弁
じ
て
き
た

が
、
そ
の
上
さ
ら
に
、
こ
の
成
易
と
い
う
者
が
親
し
く
授
か
っ

た
仏
勅
に
も
、「
た
だ
頼
め
。
頼
む
と
な
ら
ば
、
我
が
本
願
の

念
仏
を
声
に
出
し
て
申
せ
」
と
告
げ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
決
し

て
事
理
の
観
念
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
を
知
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
法
然
上
人
が
今
こ
の
「
一
枚
起
請

文
」
に
、「
も
ろ
こ
し
我
朝
に
、
も
ろ
も
ろ
の
智
者
達
の
、
沙

汰
し
申
さ
る
る
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
」と〔
観
念
の
念
仏
を
〕

払
い
の
け
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、「
観
念
の
謬
解
」
を
揀
ぶ
科
を
終
わ
る
。

又
学
文
を
し
て
、
念
の
心
を
さ
と
り
て
申
念
仏
に
も
あ
ら
ず
。

こ
の
文
は
、「
称
名
の
謬
解
」（
理り

解げ

の
謬
解
）
を
揀え

ら

ぶ
科
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で
あ
る
。

「
念
の
心
を
さ
と
り
て
」
と
あ
る
の
は
、「
証
悟
（
（26
（

」
の
義
で

は
な
く
、「
解げ

了り
ょ
う

」
（
（26
（

の
義
で
あ
っ
て
、「
念
仏
に
は
こ
の
よ
う

な
道
理
が
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
備
わ
っ
た
徳
が
あ
る
」
と
解
知

し
解
了
す
る
こ
と
を
、「
義
解
念
仏
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
〔
に
つ
い
て
〕
法
然
上
人
の
詳
し
い
お
示
し
が
、

『
和
語
灯
録
』（『
三
部
経
大
意
』）
に
出
て
い
る
。

　

�

こ
の
三
字
（
阿
弥
陀
）
の
名
号
を
諸
宗
が
各
自
で
解
釈

し
て
い
る
。真
言
で
は「
阿
字
本
不
生
」の
義
（
（26
（

が
あ
る
。〔
文

字
は
〕
四
十
二
字
か
ら
出
生
さ
れ
て
い
る
。（
阿
字
は
、

一
切
の
音
声
、
諸
教
の
本も

と

で
あ
る
。
口
を
開
け
ば
全
て

阿
の
声
が
あ
る
。
だ
か
ら
多
く
の
声
の
母
と
す
る
。「
本

不
生
」
と
は
、
一
切
の
言
語
は
因
縁
か
ら
生
じ
て
い
て

自
性
（
（27
（

が
な
く
、
自
性
が
な
い
か
ら
本
不
生
な
の
で
あ
る
。

「
四
十
二
字
」
等
と
い
う
の
は
、『
大
品
般
若
経
』
に
出
て

お
り
（
（27
（

、「
阿あ

囉ら

波は

遮し
ゃ

那な

」
（
（27
（

等
の
四
十
二
字
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
四
十
二
字
は
、
一
切
の
字
の
根
本
で
あ
り
、
そ
の

中
の
阿
字
は
〔
さ
ら
に
〕
ま
た
根
本
で
あ
る
）

　

�

一
切
の
法
門
は
、
阿
字
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
功

徳
甚
深
の
名
号
で
あ
る
と
い
え
る
。（
一
切
根
本
の
阿
字

を
も
っ
て
名
号
と
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
か

ら
、
一
切
諸
善
の
積
集
で
あ
り
功
徳
円
満
の
名
号
と
い

う
の
で
あ
る
）

　

�

天
台
に
は
「
空
・
仮
・
中
」
の
三
諦
（
（27
（

が
あ
る
。（
諸
法
は

自
性
が
な
い
と
観
ず
る
。
こ
れ
が
空
諦
観
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
仮
相
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
が

仮
諦
観
で
あ
る
。
実
に
心
体
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
も
、

決
し
て
空
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
仮
に
な
る
わ

け
で
も
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
不
思
議
の
妙
所
で
あ
る
と

観
ず
る
。
こ
れ
が
中
諦
観
で
あ
る
）

　

�「
正
・
了
・
縁
」
の
三
義
（
（27
（

。（「
正
・
了
・
縁
」
と
は
、
三

つ
の
仏
性
〔
の
こ
と
〕
で
あ
る
。
正
因
仏
性
と
は
、
衆

生
が
備
え
て
い
る
仏
性
で
あ
る
。
了
因
仏
性
と
は
、
菩

提
の
智
慧
や
聞
法
を
受
持
し
修
習
し
て
、
備
え
て
い
る

智
慧
を
開
発
す
る
こ
と
を
い
う
。
縁
仏
性
と
は
、
弾
指

散
華
等
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
無
始
以
来
の
一
切
の
善
根
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を
一
時
に
開
発
す
る
こ
と
を
い
う
）

　
�「

法
・
報
・
応
」
の
三
身
（
（27
（

。（
法
身
と
は
、
真
如
は
平
等

で
あ
り
、
性
相
（
（27
（

は
常
住
不
変
で
あ
り
、
身
土
は
無
礙
で

あ
る
こ
と
を
言
う
。
報
身
と
は
、
因
と
な
る
修
行
を
し

て
果
報
を
感
得
し
、
相
好
無
尽
で
あ
り
、
寿
命
無
尽
で

あ
る
こ
と
を
い
う
。
応
身
と
は
、
大
い
な
る
智
慧
の
働

き
を
起
し
、機
に
対
応
し
て
普
く
出
現
し
、説
法
し
て
〔
衆

生
を
〕
利
益
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
）

　

�〔
つ
ま
り
〕
如
来
が
有
す
る
功
徳
は
、「
阿
弥
陀
」
の
三

字
を
出
な
い
か
ら
功
徳
莫
大
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
諸
宗
が
各
々
依
る
と
こ
ろ
の
法
に
よ
っ
て
「
阿

弥
陀
」
の
三
字
を
解
釈
し
て
い
る
。
今
、
我
が
宗
の
心
は
、

真
言
の
「
阿
字
本
不
生
」
の
義
も
、天
台
の
「
三
諦
一
理
」

の
法
も
、
三
論
の
「
八
不
中
道
（
（27
（

」
の
〔
主
〕
旨
（
不
生

不
滅
、
不
常
不
断
等
の
八
不
の
法
門
に
よ
っ
て
一
切
の

執
着
を
払
っ
て
中
道
を
悟
る
）
も
、
法
相
の
「
五
重
唯

識
（
（27
（

」
の
意
（
法
相
宗
観
門
の
こ
と
で
あ
る
。
万
法
は
唯

識
で
あ
る
、
と
悟
る
の
に
五
重
の
観
が
あ
る
と
す
る
）
も
、

す
べ
て
の
法
門
は
広
く
「
阿
弥
陀
」
の
三
字
に
摂
ま
る

と
習
う
の
で
あ
る
。〔
な
ぜ
な
ら
〕
極
楽
世
界
に
は
、
欠

け
て
い
る
法
門
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
（27
（

。

こ
こ
ま
で
は
、
念
仏
に
つ
い
て
、
諸
宗
の
義
解
と
浄
土
門

の
義
解
を
並
べ
て
挙
げ
、
諸
宗
の
義
解
は
、
た
だ
そ
の
一
宗
の

肝
要
に
引
き
入
れ
て
解
釈
さ
れ
る
為
そ
の
義
は
狭
く
、
浄
土
門

は
、
一
切
諸
宗
の
肝
要
の
法
門
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
法
門

は
悉
く
名
号
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
、
と
立
て
る
法
門
な
の
で

こ
の
上
も
な
く
広
大
な
の
だ
〔
と
い
う
こ
と
を
法
然
上
人
が
お

示
し
下
さ
れ
た
〕。
で
あ
る
か
ら
、
法
然
上
人
は
京
都
大
原
に

お
い
て
、
三
百
余
人
の
智
者
・
学
匠
達
に
対
し
て
「
万
善
の
妙

体
（
（28
（

は
、
名
号
の
六
字
に
即
し
、
恒
沙
の
功
徳
は
口
称
の
一
行
に

備
う
（
（28
（

」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
義
の
趣

旨
で
あ
る
。

法
然
上
人
は
こ
の
よ
う
に
、
諸
法
を
超
え
て
勝
っ
て
い
る

証
例
を
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
証
は
〔
何
か
〕
と
い

う
な
ら
ば
、『
大
乗
入
楞
伽
経
』
に
「
十
方
諸
刹
土
の
衆
生
菩

薩
中
の
所
有
の
法
、
報
仏
、
化
身
及
び
変
化
、
皆
無
量
寿
極
楽
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界
中
よ
り
出
た
り
（
（28
（

」
と
〔
あ
る
の
が
〕
そ
の
証
で
あ
る
。

さ
て
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
宗
の
人
師
と
法
然
上
人
は
、

念
仏
に
具
わ
っ
た
功
徳
を
解
知
し
、
解
了
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。

〔
念
仏
に
〕
具
わ
っ
た
功
徳
〔
に
つ
い
て
〕
の
広
い
狭
い
は
あ

る
け
れ
ど
も
、共
に
義
解
〔
の
念
仏
〕
で
あ
る
。
な
ら
ば
、「
念

の
心
を
さ
と
り
て
申
〔
念
仏
に
も
あ
ら
ず
〕」
と
退
け
ら
れ
た

こ
と
と
、
齟
齬
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
〔
そ
う
で
は
な

い
〕。
同
じ
よ
う
に
義
解
で
は
あ
る
が
、
求
め
る
と
こ
ろ
が
異

な
る
の
だ
。
今
、
諸
師
の
義
解
を
払
わ
れ
た
の
は
、「
も
し
名

号
の
義
理
を
解
知
せ
ず
に
、
た
だ
念
仏
す
る
だ
け
で
は
往
生
で

き
な
い
」
と
の
考
え
を
払
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
は
、
諸
仏
を
凌
ぐ
超
世
の
大
悲
か
ら
、

「
本も

と
、
凡
夫
の
為
に
し
兼
ね
て
聖
人
の
為
に
す
（
（28
（

」
と
い
っ
て
、

当
然
な
が
ら
一
文
不
知
の
不
学
の
者
こ
そ
を
〔
救
う
〕
目
あ
て

と
し
て
建
て
ら
れ
た
本
願
な
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
義
解
念
仏

を
〔
本
願
の
行
と
〕
誓
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
法

然
上
人
が
、「
た
だ
し
今
弥
陀
本
願
の
意
は
、
こ
の
よ
う
に
悟

れ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
深
く
信
心
を
い
た
し
て
称
え

る
者
を
迎
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（28
（

」
と
仰
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
知
る
べ
き
だ
。

ま
た
法
然
上
人
が
今
の
御
法
語
に
、
諸
宗
〔
の
教
え
〕
に

対
し
て
名
号
具
徳
が
超
え
勝
れ
て
い
る
例
を
広
く
お
集
め
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
立
宗
の
習
わ
し
や
自
他
の
教
相
（
（28
（

の
何
が

異
な
る
の
か
を
知
ら
ず
し
て
、
何
に
よ
っ
て
法
門
を
伝
え
広
め

る
の
だ
ろ
う
か
、
だ
か
ら
能
化
た
る
者
は
、
宗
義
を
解
了
（
（28
（

し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〕。

け
れ
ど
も
、
こ
の
解
知
（
（28
（

解
了
の
功
徳
に
よ
っ
て
往
生
す
る

の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
聖
道
門
は
学
ん
だ
こ
と
を
必
要
と
し
、

浄
土
門
は
学
ん
だ
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
心
得
る
に
は
、
法
然
上
人
の
御
法
語
に
「
長
年
学
ん
で
き

た
智
慧
は
、
往
生
の
為
に
は
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
け

れ
ど
も
、〔
そ
う
し
て
〕
学
ん
で
き
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
わ
き
ま
え
た
こ
と
は
、は
か
り
知
れ
な
い
こ
と
だ
（
（28
（

」と
仰
っ

て
い
る
こ
と
で
、
知
る
べ
き
で
あ
る
。「
こ
の
よ
う
に
わ
き
ま

え
た
」
と
は
、〔
長
年
〕
学
ん
で
き
た
功
徳
に
よ
っ
て
、
解
知

解
了
は
往
生
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
往
生
は
た
だ
〔
阿
弥
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陀
仏
の
〕
大
悲
本
願
に
よ
っ
て
遂
げ
る
と
い
う
道
理
を
わ
き
ま

え
る
こ
と
が
で
き
た
、〔
こ
れ
は
〕
浄
土
往
生
の
法
門
の
定
ま

り
ご
と
で
あ
る
か
ら
、
は
か
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
喜
び
で
あ
る
、

と
仰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
往
生
の
定
ま
り
ご
と
、
本
願
大
悲
の
徹
底
を
顕
わ
し

た
の
が
、
中
国
に
お
い
て
は
善
導
大
師
、
古
今
の
誤
っ
た
理り

解げ

を
す
べ
て
改
め
て
下
さ
っ
た
方
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
は

法
然
上
人
、
本
願
念
仏
は
口
称
で
あ
り
観
念
で
も
な
く
理
解
で

も
な
い
と
、
古
来
の
誤
っ
た
解
釈
を
ま
と
め
て
除
い
て
下
さ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
文
に
は
〈
も
ろ
こ
し
我
朝
〉
の
〈
も
ろ
も
ろ
の
智

者
達
〉
と
仰
っ
て
い
る
の
で
、〔
こ
の
御
法
語
の
中
で
退
け
て

下
さ
っ
た
〕
諸
師
と
は
法
然
上
人
よ
り
も
前
の
時
代
の
人
た
ち

で
あ
る
。
し
か
し
総
結
の
文
に
は
〈
滅
後
の
邪
義
を
防
ぐ
為
〉

と
あ
っ
て
、
起
請
誓
言
に
及
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の

為
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
当
時
の
〔
実
際
に
蔓
延
し
て

い
た
〕
邪
説
を
こ
そ
、
主
に
払
い
の
け
て
下
さ
る
べ
き
で
あ
る

の
に
、
そ
う
し
て
い
な
い
の
は
、
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ

は
す
な
わ
ち
、
法
然
上
人
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
妙
所
な
の
で

あ
る
。
そ
の
根
元
を
断
て
ば
枝
葉
は
自
ず
か
ら
枯
れ
る
と
い
う

道
理
に
よ
っ
て
、
古
来
の
〔
諸
師
に
よ
る
〕
誤
り
も
安
心
起
行

〔
の
理
解
〕
を
誤
っ
て
い
る
の
に
外
な
ら
ず
、〔
法
然
上
人
よ
り
〕

後
世
の
邪
義
不
正
義
も
安
心
起
行
を
間
違
っ
て
解
釈
し
て
い
る

の
に
外
な
ら
な
け
れ
ば
、
古
来
の
誤
っ
た
理
解
と
い
う
根
元
を

断
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、〔
法
然
上
人
〕
滅
後
の
枝
葉
に
あ
た
る

よ
う
な
邪
義
を
防
い
で
下
さ
る
と
い
う
妙
案
な
の
で
あ
る
。

そ
の
訳
は
、
す
で
に
法
然
上
人
が
御
在
世
で
あ
っ
た
時
か
ら
、

他
宗
に
愚
か
な
推
論
を
す
る
邪
徒
が
あ
っ
て
、「
法
然
上
人
も

実
は
観
念
理
持
（
（28
（

の
甚
深
な
る
念
仏
を
本
意
と
し
て
お
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
無
智
の
劣
っ
た
機
根
の
〔
者
に
は
到
底
そ
の
よ
う
な

念
仏
は
〕
力
及
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
彼
等
に
結
縁
の
利

益
を
与
え
た
い
が
為
の
方
便
で
あ
る
（
（29
（

」
と
言
う
よ
う
な
者
た
ち

が
い
た
。

ま
た
〔
法
然
上
人
の
〕
滅
後
に
、
一
遍
上
人
の
「
経
を
思

い
仏
を
念
ず
る
。
共
に
是
れ
地
獄
の
焔
、
心
の
本
源
は
自
然
に
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し
て
無
念
な
り
。
無
念
の
作
用
、
唯
南
無
阿
弥
陀
仏
（
（29
（

」
や
「
唱

う
れ
ば　

仏
も
我
も　

な
か
り
け
り　

南
無
阿
弥
陀
仏
の　

声

ば
か
り
し
て
（
（29
（

」
な
ど
と
い
う
類
は
、「
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
」

と
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
払
い
尽
く
し
て
下
さ
っ

て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
法
然
上
人
が
御
在
世
だ
っ
た
時
よ
り
芽
を
出
し
始
め
、

御
滅
後
に
盛
ん
に
な
っ
た
成
覚
（
幸
西
）
や
法
本
（
行
空
）
及

び
綽
空
（
親
鸞
）
な
ど
が
、
六
字
の
姿
を
心
得
理
解
し
て
、
信

心
了
解
に
よ
っ
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
往
生
が
顕
現
す
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、「
念
の
心
を
さ
と
り
て
申
念
仏
に
も
あ
ら
ず
」

と
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
払
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

見
る
が
よ
い
、
そ
の
根
元
の
誤
っ
た
理
解
を
挙
げ
る
こ
と
で
、

枝
葉
の
邪
義
を
払
い
尽
く
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
巧
妙
な

る
御
遺
訓
を
、
仰
い
で
信
受
し
奉
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
法
然
上
人
の
正
流
を
汲
み
、
順
次
往

生
を
志
す
専
修
の
行
者
は
、
古
来
の
誤
っ
た
解
釈
や
末
代
の
邪

義
、
一
切
を
心
の
は
か
ら
い
に
よ
る
も
の
と
す
る
よ
う
な
念
仏

は
、
皆
、
本
願
に
背
い
て
し
ま
う
ぞ
と
い
う
こ
と
を
必
ず
思
い

定
め
て
、
本
願
口
称
の
正
意
を
守
り
、
順
次
往
生
の
大
利
益
を

得
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
着
し
た
上
に
あ
っ
て
は
、

も
し
こ
の
本
願
念
仏
と
い
う
の
が
観
念
だ
の
理
解
だ
の
と
い
う

よ
う
な
念
仏
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
所
詮
、
我
ら
の
身
の
程
で
は

往
生
と
い
う
の
は
叶
わ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
巡
ら
し
て
、
専
修

〔
念
仏
〕
の
励
み
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
事
を
一
つ
の
事
実
を
挙
げ
て
示
す
な
ら
ば
、

　

�

昔
、
中
国
趙
宋
の
第
四
代
仁
宗
皇
帝
の
時
代
に
、
邵
康

節
（
（29
（

先
生
と
い
う
易
学
に
優
れ
た
人
が
い
た
。
け
れ
ど
も
、

更
な
る
研
究
へ
の
飽
く
な
き
心
に
よ
っ
て
、
あ
る
老
翁

の
易
学
が
見
事
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
尋
ね
て
行
き
取

り
次
ぎ
を
請
う
と
、
そ
の
妻
が
「
夫
は
今
は
〔
も
う
す

で
に
〕
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
遺
さ
れ
た
書

が
一
冊
あ
り
ま
す
。〔
夫
は
〕
遺
言
で
、
某
年
某
月
某
日

某
時
に
一
人
の
秀
才
が
我
が
家
に
来
る
だ
ろ
う
、
そ
の

時
こ
の
書
を
渡
し
な
さ
い
と
言
い
ま
し
た
。
お
願
い
致

し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
書
物
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
易

書
で
あ
る
。
先
生
は
す
ぐ
に
こ
の
書
物
を
使
い
こ
の
家
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を
占
っ
て
、「
あ
な
た
の
寝
て
い
る
床
の
下
に
白
金
（
銀
）

が
一
壺
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
白
金
を
使
っ
て
喪
の
こ
と

を
営
む
の
が
よ
い
」
と
教
え
た
。〔
妻
と
そ
の
子
は
〕
そ

の
言
葉
に
従
っ
て
床
下
を
掘
っ
て
み
る
と
、
た
ち
ま
ち

た
く
さ
ん
の
白
金
を
得
た
（
（29
（

。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
、
こ
の
話
を
法
に
照
ら
し
合
せ
て
み
れ
ば
た
な
ら
ば
、
白

金
を
床
下
に
埋
め
置
い
た
老
翁
は
口
称
本
願
を
建
て
て
下
さ
っ

た
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
後
に
〔
家
に
〕
や
っ
て
来
て
埋
ま
っ

て
い
る
も
の
が
あ
る
ぞ
と
占
っ
た
邵
康
節
は
法
然
上
人
で
あ
り
、

教
え
に
随
っ
て
床
下
を
堀
り
、
白
金
を
得
た
妻
子
は
念
仏
の
行

者
で
あ
る
。
こ
の
女
房
や
子
が
白
金
を
堀
り
出
す
の
に
、
学
者

ぶ
っ
た
思
慮
分
別
は
い
ら
な
い
。
た
だ
邵
康
節
の
教
え
を
信
じ

て
鍬
を
使
っ
て
土
を
掘
り
進
め
た
こ
と
で
、
多
く
の
金
銭
を
得

た
の
で
あ
る
。

今
の
私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
、
こ
の
御
遺
誓
の
、
観
念
で

も
な
い
義
解
で
も
な
い
、
本
願
念
仏
は
口
称
で
あ
っ
て
、
口
に

ま
か
せ
て
唱
え
る
こ
と
だ
と
あ
る
の
を
信
じ
て
、
せ
め
て
分
相

応
に
唱
え
て
い
れ
ば
順
次
に
報
土
に
往
生
を
遂
げ
、
三
明
（
（29
（

六
通
（
（29
（

無
礙
自
在
、
無
量
無
辺
の
功
徳
を
備
え
た
大
福
祐
の
菩
薩
と
な

る
の
で
あ
る
。

以
上
、「
本
文
」
五
科
の
第
一
「
謬
解
を
揀
ぶ
」
の
も
と
、

観
念
・
義
解
の
二
謬
を
払
い
の
け
て
下
さ
っ
た
段
を
終
わ
る
。

『
一
枚
起
請
講
説
』
巻
上
〈
終
〉

『
一
枚
起
請
講
説
』
巻
下

唯
往
生
極
楽
の
為
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
、
疑
な
く
、

往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
と
り
て
申
外
に
は
、
別
の
子
細
候
は
ず
。

〔
大
科
の
第
三
に
あ
た
る
〕「
本
文
」
の
段
に
五
科
あ
る
内
、

第
一
「
謬
解
を
揀
ぶ
」
段
を
前
席
に
論
じ
終
わ
っ
て
、
今
席
よ

り
は
第
二
「
本
願
念
仏
の
正
義
を
示
す
」
と
い
う
段
で
あ
る
。

こ
の
段
は
浄
土
一
宗
の
骨
目
（
（29
（

で
あ
り
、
総
じ
て
言
え
ば
「
三
経

一
論
」「
五
部
九
巻
」、
別
し
て
言
え
ば
「
一
枚
起
請
文
」
の
肝

要
が
こ
の
一
句
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
前
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後
の
諸
段
は
皆
こ
の
一
段
の
為
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
前
の
段
に
観
念
・
義
解
を
選
り
分
け
て
下
さ
る

の
も
、
こ
の
段
の
本
願
口
称
の
宗
骨
（
（29
（

を
表
そ
う
と
す
る
為
で
あ

る
。
次
の
段
に
、「
三
心
四
修
も
籠
り
候
」
と
仰
せ
ら
れ
る
の
も
、

こ
の
一
段
の
内
に
皆
備
わ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
次
の
起
請
文
〔
に
あ
た
る
段
〕
も
、
こ
の
一

段
の
安
心・起
行
の
外
に
、別
の
「
奥
ふ
か
き
事
」
な
ど
は
〔
決

し
て
〕
あ
り
は
し
な
い
と
の
〔
法
然
上
人
の
〕
御
誓
言
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
次
に
、
智
を
捨
て
愚
に
還
っ
て
、
た
だ
一
向
に
念
仏

す
べ
し
と
仰
る
の
も
、
た
だ
往
生
極
楽
の
為
な
ら
ば
、
初
段
の

観
念
・
義
解
を
捨
て
、
こ
の
段
の
無
解
称
名
（
（29
（

に
心
を
定
め
て
、

た
だ
一
向
に
願
行
具
足
の
念
仏
を
相
続
し
な
さ
い
と
結
勧
し
て

下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の
様
に
見
れ
ば
、「
一
枚
起
請
文
」

一
編
の
文
段
の
脈
絡
は
貫
通
し
、
こ
の
一
段
に
帰
結
し
て
お
り
、

こ
の
上
な
い
内
容
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
前
後
の

諸
段
は
皆
こ
の
段
の
為
〔
の
設
け
〕
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
こ
の

一
段
の
み
が
実
に
「
一
枚
起
請
文
」
の
骨
髓
で
あ
る
。
念
仏
の

行
者
は
深
く
思
い
を
染
め
て
、
決
し
て
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
ず
一
応
の
文
義
を
述
べ
た
の
で
、
次
に
詳
細
を
論
じ
よ
う
。

「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
は
」。「
唯
」と
は
、『
成
唯
識
論
述
記
』

に
「
唯
但
は
、
余
縁
を
借
ら
ざ
る
（
（30
（

（
云
々
）」
と
〔
あ
る
〕。
こ

こ
で
の
意
味
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
起
請
文
の
「
本
願
念
仏
」
と

い
う
も
の
は
何
の
為
〔
に
修
す
る
〕
か
と
い
え
ば
、
他
の
目
的

で
は
な
く
、「
唯
往
生
極
楽
の
為
」
で
あ
る
。
他
の
為
と
は
、

念
仏
に
つ
い
て
も
様
々
な
〔
目
的
の
〕
為
に
す
る
念
仏
が
あ
る
。

天
台
に
は
、
止
観
の
念
仏
（
（30
（

と
い
っ
て
妄
念
を
止
め
る
為
の
念
仏

が
あ
る
（
云
々
）。
ま
た
律
家
（
（30
（

に
は
、
好
相
感
得
を
求
め
る
念

仏
（
（30
（

が
あ
る
（
云
々
）。
あ
る
い
は
祈
念
祈
禱
・
息
災
延
命
の
為

の
念
仏
等
の
、
種
々
の
念
仏
が
あ
る
。〔「
唯
」
と
は
、〕
こ
れ

ら
の
様
な
他
の
為
に
す
る
念
仏
を
一
切
払
い
捨
て
、「
唯
往
生

極
楽
の
為
」
の
念
仏
で
あ
る
と
選
ぶ
意
味
で
あ
る
。

「
往
生
」
と
は
、「
捨
此
往
彼
」
の
義
（
（30
（

で
あ
る
か
ら
、
総
じ

て
い
ず
れ
の
世
界
へ
生
を
受
け
る
の
に
も
通
じ
る
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
言
総
意
別
（
（30
（

と
い
っ
て
、〔
西
方
極
楽
浄
土
以
外

の
〕
他
の
世
界
へ
生
ま
れ
る
こ
と
を
「
往
生
」
と
は
言
わ
な
い
。

「
往
生
」
と
い
え
ば
、〔
西
方
極
楽
〕
浄
土
へ
生
ま
れ
る
こ
と
に
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な
る
の
で
あ
る
。

�
三
悪
道
へ
生
ず
る
こ
と
を
沈
淪
・
墮
落
等
と
言
い
、
人
天
へ

生
ず
る
こ
と
を
受
生
等
と
言
い
、
ま
た
他
仏
の
浄
土
・
兜
率

天
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
○
○
往
生
等
と
こ
と
わ
っ
て
用
い
る
。

た
だ
往
生
と
限
っ
て
言
う
と
き
は
、
三
歳
の
子
供
で
も
極
楽

〔
往
生
の
こ
と
〕
と
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
と
極
楽
が

〔
他
の
浄
土
を
〕
超
勝
〔
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
〕、
ま
た
娑

婆
に
因
縁
が
深
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
こ
の「
往
生
」の
文
字
の
出
所
は
と
い
え
ば
、『
法
華
経
』

巻
六
「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
に
「
す
な
わ
ち
、
安
楽
世
界
と
い

う
、
阿
弥
陀
仏
が
ま
し
ま
し
て
大
菩
薩
衆
が
囲
繞
さ
れ
る
住
処

に
往
き
、
蓮
華
中
の
宝
座
の
上
に
生
じ
る
だ
ろ
う
（
（30
（

」
と
あ
る
。

�

日
蓮
宗
徒
は
極
楽
を
謗
る
。〔
し
か
し
、
そ
れ
は
〕
自
ら
の

依
り
処
と
す
る
経
典
を
誹
謗
し
て
い
る
の
だ
。
憐
れ
む
べ
き

こ
と
だ
（
云
々
）。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
往
生
極
楽
の
為
」
と
は
、
こ
の
穢
悪

充
満
の
世
界
を
捨
て
去
り
、
彼
の
微
妙
荘
厳
さ
れ
た
、
た
だ
諸

楽
の
み
を
受
け
る
浄
土
に
往
生
す
る
為
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
」。〔
こ
の
御
文
の
〕
上
に
か
か
る
、

「
唯
往
生
」
等
と
は
安
心
を
示
し
、
こ
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と

申
て
」
と
は
起
行
を
お
示
し
下
さ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
〔
御
文

の
〕
上
に
も
、「
唯
」
と
い
う
字
を
付
け
て
見
る
の
で
あ
る
。

往
生
極
楽
の
為
に
は
、「
唯
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
余
行
を
選
び
捨
て
る
意
と
、
前
述
の
間

違
っ
た
見
解
（
観
念
義
解
）
に
対
す
る
意
と
の
二
意
が
あ
る
。

往
生
極
楽
の
行
に
お
い
て
、
他
の
行
を
一
つ
で
も
修
し
交
え
る

こ
と
は
、か
え
っ
て
障
り
と
な
る
。「
唯
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
」

と
い
う
こ
と
は
、
余
行
を
選
り
分
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
観
念
の
、学
文
の
、な
ど
と
い
う
他
の
事
は
要
ら
な
い
、「
唯

南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
」
と
は
、
前
述
の
観
念
義
解
を
選
り
分

け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
独
立
口
称
の
専
修
一
行
は
、
貴
さ

の
極
ま
り
と
い
え
よ
う
。
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「
疑
な
く
、
往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
と
り
て
」。
こ
の
句
は
、

ま
た
安
心
を
お
示
し
下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
ま

た
「
唯
」
の
文
字
を
添
え
て
み
る
の
が
よ
い
。
念
仏
の
安
心
は
、

「
唯
」
疑
い
な
く
往
生
が
か
な
う
と
思
い
定
め
る
ば
か
り
で
、

他
に
難
し
い
心
得
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
思
い
定
め
る
」

と
い
う
の
が
、
安
心
決
定
（
（30
（

の
義
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
「
つ
ね

に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」
に
、「〔
人
の
手
か
ら
何
か
物
を
い
た

だ
こ
う
と
す
る
場
合
〕
も
う
い
た
だ
い
た
と
思
う
の
と
、
ま
だ

い
た
だ
い
て
い
な
い
と
思
う
の
と
で
は
〔
心
持
ち
に
〕
違
い
が

あ
る
。
私
は
、〔
も
う
い
た
だ
い
た
心
持
ち
と
同
じ
よ
う
に
〕

す
で
に
も
う
〔
往
生
を
〕
頂
戴
し
た
と
の
心
地
で
念
仏
を
称
え

て
い
る
ぞ
（
（30
（

」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
念

仏
の
行
者
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
れ
ば
、
ひ
と
声
ひ
と
声
ご

と
に
、
往
生
は
〔
す
で
に
〕
我
が
手
の
中
に
入
っ
た
よ
う
に
、

必
ず
か
な
う
と
い
う
思
い
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。（「
心
地
」
の

二
字
よ
っ
て
、〔
す
で
に
〕
往
生
は
済
ん
で
い
る
と
い
う
一
念

義
が
邪
義
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
云
々
）

「
申
外
に
は
、
別
の
子
細
候
は
ず
」。
こ
の
句
は
行
相
（
（30
（

を
示

す
と
い
っ
て
、
念
仏
の
称
え
方
を
お
示
し
下
さ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
句
に
も
ま
た
「
唯
」
の
字
を
添
え
て
み
れ
ば
、
念

仏
は
ど
の
よ
う
に
称
え
る
の
が
よ
い
の
か
が
分
か
る
。〔
そ
れ

は
〕「
唯
」
称
え
る
よ
り
外
に
は
別
の
子
細
（
（31
（

な
ど
な
い
の
が
称

え
方
で
あ
る
。「
別
の
子
細
」
と
は
、
信
心
の
浅
深
・
妄
念
の

起
不
起
な
ど
に
〔
惑
わ
さ
れ
て
念
仏
が
〕
は
か
ど
ら
な
い
こ
と

を
い
う
。
従
っ
て
、
あ
る
御
法
語
で
は
「
疑
わ
な
い
心
に
す
っ

か
り
成
り
終
え
た
な
ら
ば
、〔
そ
れ
以
降
は
唯
〕
称
え
る
外
に

別
の
子
細
は
な
い
。
子
細
が
な
い
と
こ
ろ
に
子
細
を
つ
く
る
時
、

往
生
の
道
に
迷
う
の
で
あ
る
（
（31
（

（
以
上
）」〔
と
仰
っ
て
い
る
〕。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
申
外
に
は
、
別
の
子
細
候
は
ず
」

と
決
着
す
る
こ
と
が
、
一
番
の
肝
要
で
あ
る
。〔
そ
し
て
〕
こ

の
よ
う
に
心
得
る
こ
と
が
本
願
の
至
極
で
あ
る
。〔
ま
た
〕
安

心
起
行
の
正
意
で
あ
り
、
順
次
往
生
の
習
わ
し
で
あ
る
。

さ
て
、
法
然
上
人
は
鶴
林
（
（31
（

に
の
ぞ
ん
で
、「
唯
往
生
極
楽
の

為
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
」
等
と
遺
訓
下
さ
っ
た
。
本

願
念
仏
の
深
い
意
味
を
知
ろ
う
と
願
う
な
ら
ば
、
ま
ず
浄
土
一

宗
の
あ
ら
ま
し
を
明
ら
か
に
し
よ
う
（
（31
（

。
お
お
よ
そ
浄
土
宗
に
お
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け
る
仏
教
の
見
立
て
方
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
釈
尊
が
生
涯
を

か
け
て
お
説
き
下
さ
っ
た
教
法
は
大
乗
仏
教
・
小
乗
仏
教
、
権

教
・
実
教
（
（31
（

と
色
々
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
点
を
論
ず

れ
ば
、〔
浄
土
宗
で
は
〕
た
だ
二
種
に
分
け
て
〔
仏
教
の
全
て

を
そ
の
中
に
お
さ
め
る
〕
の
で
あ
る
。
一
つ
に
は
聖
道
門
で
あ

る
。
こ
れ
は
自
力
を
も
っ
て
戒
定
慧
の
三
学
に
励
ん
で
、
こ
の

娑
婆
穢
土
に
あ
っ
て
仏
道
を
成
ず
る
教
え
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
土
は
悪
縁
・
障
礙
が
多
い
の
で
、
十
〔
人
〕
い
れ
ば

八
、
九
〔
人
〕
は
退
転
し
て
し
ま
う
。
こ
の
故
に
、
こ
の
〔
聖

道
〕
門
を
難
行
道
と
名
づ
け
る
。
二
つ
に
は
浄
土
門
で
あ
る
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
他
力
に
依
っ
て
、
仰
い
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願

を
信
じ
、伏
し
て
〔
往
生
を
〕
願
い
名
号
を
唱
え
れ
ば
、十
〔
人
〕

が
十
〔
人
〕
と
も
浄
土
に
往
生
し
て
、
す
み
や
か
に
無
上
菩
提

を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
〔
教
え
〕
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
西

方
極
楽
浄
土
は
、〔
阿
弥
陀
〕
如
来
の
〔
本
〕
願
力
、〔
兆
載
永

劫
の
〕
別
業
（
（31
（

の
報
い
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
世
界
な
の
で
、
た

だ
善
縁
だ
け
が
あ
る
か
ら
、〔
仏
道
が
〕
進
む
ば
か
り
で
、
少

し
も
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
〔
浄
土
〕
門
を

易
行
道
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
す
な
わ
ち
、

聖
道
門
は
、
上
代
（
（31
（

正
法
像
法
の
両
時
〔
代
〕
で
あ
っ
て
も
、
な

お
難
行
で
あ
る
。
ま
し
て
や
末
法
の
時
代
に
は
〔
言
う
ま
で
も

な
い
〕。
で
あ
る
か
ら
愚
痴
迷
乱
の
凡
夫
は
、〔
聖
道
門
を
〕
実

践
し
よ
う
が
な
い
の
だ
。浄
土
の
一
宗
は
末
法
の
濁
世〔
で
あ
っ

て
〕
も
、
ま
た
こ
れ
易
行
で
あ
る
。
ま
し
て
や
上
代
に
は
〔
言

う
ま
で
も
な
い
〕。
だ
か
ら
五
逆
謗
法
の
悪
人
で
も
、
称
名
念

仏
す
れ
ば
等
し
く
往
生
を
得
る
〔
こ
と
が
で
き
る
の
だ
〕。
こ

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、聖
道
門
を
捨
て
て
浄
土
門
を
〔
選
び
〕

取
る
の
で
あ
る
。

�

こ
の
〔
聖
道・浄
土
二
門
の
〕
一
段
は
、『
安
楽
集
』
に
依
っ

て
、〔
浄
土
宗
の
〕
教
相
判
釈
（
（31
（

と
定
め
て
、『
選
択
集
』
第
一

章
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
浄
土
門
に
つ
い
て
、十
方
に
浄
土
が
あ
る
が
、〔
他

の
〕
九
方
の
〔
浄
土
〕
を
〔
選
び
〕
捨
て
て
西
方
〔
極
楽
浄
土
〕

を
〔
選
び
〕
取
る
。
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�
こ
の
段
は
、『
観
経
』
の
「
光
台
現
土
（
（31
（

」
の
場
面
、ま
た
『
十

方
浄
土
随
願
往
生
経
』
の
意
（
（31
（

に
依
る
。

ま
た
、
西
方
極
楽
往
生
の
行
に
正
行
と
雑
行
が
あ
る
。
雑

行
を
〔
選
び
〕
捨
て
て
正
行
を
〔
選
び
〕
取
る
。

�

雑
行
と
は
、
行
の
目
的
が
人
天
や
〔
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
〕

三
乗
等
に
も
通
ず
る
の
で
雑
行
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

阿
弥
陀
仏
の
本
願
な
ら
び
に
浄
土
三
部
経
の
説
く
所
は
、
純

粋
一
途
な
西
方
極
楽
往
生
の
正
因
（
（32
（

の
行
で
あ
っ
て
、
人
天
三

乗
等
に
通
ず
る
行
で
は
な
い
の
で
、
正
行
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
雑
行
に
は
十
三
の
失
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を

〔
選
び
〕
捨
て
、
正
行
に
は
十
三
の
得
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
〔
選
び
〕
取
る
（
（32
（

。

ま
た
、
こ
の
正
行
に
つ
い
て
、
助
業
と
正
定
業
が
あ
る
。
助

業
を
傍
に
し
て
、
正
定
業
を
〔
選
び
〕
取
る
。

�

こ
の
段
（
正
雑
助
正
）
は
、『
観
経
疏
』
散
善
義
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
（32
（

。
以
上
は
『
選
択
集
』
及
び
『
勅
修
御
伝
』『
語

灯
録
』
等
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
正
定
業
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
本
願
念
仏
で
あ
る
。
本

願
の
念
仏
を
正
定
業
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
因
位
（
（32
（

、
法

蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
、
諸
仏
国
土
の
萬
善
萬
行
の
中
に
お
い
て
、

難
を
捨
て
易
を
取
り
、
麤
を（（32
（

捨
て
妙
を
取
り
、
悪
を
捨
て
て
善

を
取
り
、
有
漏
の
人
界
や
天
界
に
生
ま
れ
る
不
清
浄
の
行
を
選

び
捨
て
、
た
だ
浄
土
往
生
成
仏
の
妙
行
を
選
び
取
り
、
念
仏
一

行
を
正
し
い
極
楽
往
生
の
正
因
正
行
と
定
め
、
本
願
と
し
て
お

立
て
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
念
仏
を
唱
え
て
往
生
を
願
う

者
は
、
正ま

さ
し
く
仏
の
本
願
に
適
っ
て
、
十
即
十
生
、
百
即
百
生
、

万
に
一
つ
も
し
損
じ
る
こ
と
な
く
、
決
定
し
て
往
生
す
る
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
を
正
定
業
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
義
を
、
善
導
大
師
の
釈
文
を
引
い
て
詳
し
く
ご
説
明

下
さ
っ
た
の
が
、『
選
択
集
』
の
三
章
段
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
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な
わ
け
で
、
章
題
に
も
「
阿
弥
陀
如
来
が
、
余
行
を
も
っ
て
往

生
の
本
願
と
は
な
さ
ら
ず
、
た
だ
念
仏
を
も
っ
て
往
生
の
本
願

と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
章
（
（32
（

」
と
お
付
け
に
な
っ
て
、
文
中

に
は
「
そ
の
為
、
今
は
前
に
挙
げ
た
布
施
や
持
戒
ま
た
は
孝
養

父
母
な
ど
の
諸
行
を
選
び
捨
て
、
た
だ
偏
に
念
仏
の
一
行
を
選

び
取
っ
て
往
生
の
本
願
と
な
さ
れ
た
（
（32
（

（
以
上
）」〔
と
お
示
し
下

さ
っ
た
の
で
あ
る
〕。
良
忠
上
人
は
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
の

中
で
こ
の
文
を
解
釈
し
て
、「
定
は
心
を
凝
す
と
い
え
ど
も
、

理
は
奥
深
く
精
緻
だ
と
い
え
ど
も
、
大
心
（
（32
（

大
行
（
（32
（

は
心
行
共
に
勝

れ
て
い
る
と
い
え
ど
も
、
律
義
（
（32
（

孝
道
は
貴
い
と
い
え
ど
も
、
仏

の
本
願
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
念
仏
の
み
が
秀
で
て
い
る
（
（33
（

（
以
上
）」〔
と
示
さ
れ
た
〕。
ま
た
〔
同
書
に
は
〕「〔
五
種
正
行

の
う
ち
〕
た
だ
口
称
〔
念
仏
〕
の
一
行
の
み
、
唯
一
仏
の
願
に

適
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
萬
行
の
中
で
た
だ
念
仏
こ
そ
が
正
業
と

な
る
の
で
あ
る
（
（33
（

（
云
々
）」〔
と
あ
る
〕。『
選
択
集
』
は
、
正
雑

助
正
〔
の
諸
行
〕
を
広
く
分
別
し
て
、〔
往
生
の
正
定
業
を
〕

選
捨
選
取
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
。

今
こ
の
文
は
、
詮
に
就
き
要
を
選
び
取
っ
て
、
た
だ
正
定

業
の
称
名
念
仏
を
遺
訓
と
な
さ
っ
て
い
る
の
だ
。
で
あ
る
か
ら
、

『
選
択
集
』
と
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
は
「
開
合
の
異い

」
で
あ
っ

て
、「
た
た
ん
だ
扇
は
「
一
枚
起
請
文
」
の
如
く
、
開
い
た
扇

は
『
選
択
集
』
の
如
し
」〔
と
い
え
る
〕。
つ
ま
り
、
開
い
た
扇

の
『
選
択
集
』
で
は
「
往
生
之
業
念
仏
為
先
（
（33
（

」
と
、念
仏
を
も
っ

て
浄
土
宗
の
法
門
を
開
き
、
た
た
ん
だ
扇
の
こ
の
「
一
枚
起
請

文
」に
は
、「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
は･･･

一
向
に
念
仏
す
べ
し
」

と
、
専
修
念
仏
を
も
っ
て
御
遺
訓
と
な
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ

る
。だ

か
ら
、
ま
た
〔
他
〕
の
御
法
語
に
は
、「
念
仏
の
声
す
る

所
は
、
漁
師
た
ち
が
使
う
簡
素
な
小
屋
ま
で
も
私
の
遺
跡
と
な

る
の
だ
（
（33
（

」
と
仰
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
念
仏
の
声
す
る
所
が
御

遺
跡
と
な
る
の
だ
か
ら
、
専
修
念
仏
を
し
な
い
な
ら
ば
、
ど
の

よ
う
な
玉
座
を
飾
る
宮
殿
で
あ
っ
て
も
御
遺
跡
に
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
自
身
も
は
や
宿
業
（
（33
（

つ
た
な
く
、
不
快
で
粗
末
な
小

屋
を
家
と
し
、
宿
因
（
（33
（

つ
た
な
く
、
生
き
物
の
命
を
殺
め
る
罪
人

な
の
で
あ
る
が
、
専
修
念
仏
す
る
と
き
は
、〔
い
か
な
る
場
で

あ
っ
て
も
〕
法
然
上
人
の
御
遺
跡
と
な
り
、
聖
光
上
人
や
源
智
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上
人
と
よ
う
な
〔
直
弟
子
方
と
〕
等
し
く
扱
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
、
実
に
畏
れ
多
い
大
果
報
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
く
よ

く
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
（
云
々
）。

今
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
は
、
南

無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
、疑
な
く
、往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
と
り
て
」、

「
別
の
子
細
」
さ
え
付
け
な
け
れ
ば
往
生
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

も
し
別
の
子
細
を
付
け
加
え
る
と
、
往
生
を
し
損
じ
る
。
だ
か

ら
、
こ
の
こ
と
は
〔
往
生
の
〕
一
大
事
と
な
る
こ
と
な
の
で
、

詳
し
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
「
別
の
子

細
」
に
は
害
が
あ
る
こ
と
を
、
当
段
に
は
、
た
だ
「
別
の
子
細

候
は
ず
」
と
の
み
仰
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
残

ら
ず
含
ん
で
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
お
言
葉
が
穏
や
か
な

の
で
、
初
心
の
人
に
は
そ
れ
程
の
害
が
あ
る
こ
と
と
は
理
解
し

が
た
い
の
だ
。
そ
こ
で
、
そ
の
害
を
挙
げ
て
お
示
し
下
さ
っ
た

御
法
語
を
挙
げ
れ
ば
、「
本
願
の
念
仏
に
は
独
り
立
ち
を
さ
せ
て
、

〔
他
の
行
の
〕
助
け
を
差
し
は
さ
む
こ
と
は
な
い
の
だ
。
助
け

と
い
う
の
は
、
智
慧
〔
を
磨
く
こ
と
〕
を
も
助
け
に
差
し
は
さ

み
、
戒
を
持た

も
つ
こ
と
を
も
助
け
に
差
し
は
さ
み
、〔
悟
り
を
求

め
る
〕
道
心
〔
を
起
す
こ
と
〕
を
も
助
け
に
差
し
は
さ
み
、
慈

悲
〔
の
実
践
〕
を
も
助
け
に
差
し
は
さ
む
こ
と
で
あ
る
（
（33
（

」〔
と

い
う
お
言
葉
が
あ
る
〕。

今
四
種
の
助
け
を
挙
げ
て
、
そ
の
他
は
〔
こ
の
四
種
に
〕
準

え
て
お
知
ら
せ
下
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
助
け
と
い
う
こ
と
と
、

「
別
の
子
細
」
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
智

慧
は
利
剣
に
た
と
え
ら
れ
、
煩
悩
繫
縛
の
縄
を
断
ち
切
っ
て
成

仏
に
至
る
功
能
が
あ
る
の
で
、「
私
の
よ
う
に
智
慧
が
あ
っ
て

念
仏
す
れ
ば
、
往
生
で
き
る
は
ず
だ
。
無
智
で
は
念
仏
し
て
も

往
生
で
き
な
い
」
と
、
智
慧
を
助
け
に
差
し
は
さ
む
。
ま
た
戒

は
却
悪
（
（33
（

の
先
陣
、
三
学
の
随
一
で
あ
る
か
ら
、「
私
の
よ
う
な

持
戒
〔
堅
固
の
者
〕
な
ら
ば
こ
そ
〔
往
生
は
遂
げ
ら
れ
〕、
無

戒
破
戒
〔
の
者
」
で
あ
れ
ば
、念
仏
し
て
も
往
生
は
で
き
な
い
」

と
、
持
戒
を
助
け
に
差
し
は
さ
む
。
ま
た
道
心
と
は
、
思
い
が

け
ず
本
願
の
有
り
難
さ
に
全
身
震
え
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、「
こ
れ
ほ
ど
の
道
心
が
あ
れ
ば
こ
そ
往
生
で
き
る
の

で
あ
り
、た
と
え
念
仏
し
て
も
、無
道
心
で
は
往
生
で
き
な
い
」

と
、
道
心
を
助
け
に
差
し
は
さ
む
。
ま
た
慈
悲
は
も
と
も
と
仏
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道
修
行
の
基
本
で
あ
る
か
ら
、「
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
慈
悲
善

根
の
行
い
を
す
れ
ば
こ
そ
、
往
生
で
き
る
は
ず
だ
。
念
仏
申
し

た
と
し
て
も
、
無
慈
悲
で
あ
れ
ば
往
生
で
き
な
い
」
と
、
慈
悲

を
助
け
に
差
し
は
さ
む
。

こ
れ
ら
は
皆
、
本
願
念
仏
に
独
り
立
ち
を
さ
せ
ず
、
機
の

善
し
悪
し
に
拘

こ
だ
わ

っ
て
、
自
分
か
ら
往
生
を
逃
し
て
し
ま
う
人
た

ち
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
誡
め
て
、
次
に
助
け
を
差
し
は
さ

ま
な
い
正
義
を
示
し
て
、「
善
人
は
善
人
な
が
ら
念
仏
し
、
悪

人
は
悪
人
な
が
ら
念
仏
し
て
、
た
だ
生
れ
つ
き
の
ま
ま
に
て
念

仏
す
る
人
を
、
念
仏
に
助
け
を
差
し
は
さ
ま
な
い
人
と
い
う
の

だ
（
（33
（

」
と
〔
仰
っ
て
い
る
〕。
こ
れ
が
助
け
を
差
し
は
さ
ま
な
い

人
の
姿
で
あ
る
。
総
じ
て
浄
土
の
法
門
は
、
偏
に
大
悲
本
願
の

他
力
に
引
き
立
て
ら
れ
て
往
生
し
、
機
の
善
悪
を
問
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
善
人
に
対
し
て
悪
人
に
な
れ
と
も
、

悪
人
に
対
し
て
善
人
に
な
れ
と
も
教
え
ず
、
た
だ
善
悪
男
女
の

そ
の
身
そ
の
ま
ま
、
唱
え
さ
え
す
れ
ば
往
生
す
る
と
決
着
し
て
、

「
必
ず
必
ず
念
仏
に
助
け
を
差
し
は
さ
む
な
な
、
別
の
子
細
を

考
え
る
な
」
と
の
御
遺
訓
で
あ
る
か
ら
、
胸
の
う
ち
に
収
め
て
、

忘
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
、「
本
文
」
に
五
科
あ
る
内
の
、
第
二
「
本
願
念
仏
の

正
義
を
示
す
」
科
を
終
わ
る
。

但
し
三
心
四
修
と
申
事
の
候
は
、
皆
决
定
し
て
、
南
無
阿
弥
陀

仏
に
て
往
生
す
る
ぞ
と
、
思
ふ
内
に
こ
も
り
候
な
り
。

こ
の
段
は
、「
本
文
」
に
五
科
あ
る
内
の
、
第
三
「
伏
難
（
（33
（

を

通
ず
（
（34
（

」
科
で
あ
る
。「
伏
難
を
通
ず
」
と
は
、
誰
か
が
疑
念
を

持
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
こ
う
い
う
道
理
だ
か
ら
疑
う
べ
き
こ

と
で
は
な
い
と
、
先
に
〔
浄
土
宗
の
〕
理
を
伝
え
て
お
く
の
で

あ
る
。
そ
の
誰
か
が
疑
念
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
こ
と
と
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

�

ま
っ
た
く
別
の
子
細
な
し
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
三

心
四
修
等
の
法
門
は
、
念
仏
の
行
者
が
〔
必
ず
〕
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、『
観
経
』

に
は
「
三
心
を
具
す
る
者
は
、
必
ず
か
の
国
に
生
ず
（
（34
（

」
と

説
き
、
善
導
大
師
は
〔『
往
生
礼
讃
』
の
中
で
〕「
も
し

一
心
を
も
少
ぬ
れ
ば
即
ち
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
（
（34
（

」
と
判
じ
、
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さ
ら
に
〔
法
然
上
人
〕
御
自
身
も
す
で
に
『
選
択
集
』
第

八
章
の
題
文
に
「
念
仏
の
行
者
必
ず
三
心
を
具
足
す
べ

き
の
文
（
（34
（

」
と
記
し
て
、
引
文
の
問
答
に
結
論
を
出
さ
れ
た
。

ま
た
常
の
御
法
語
に
も
「
浄
土
宗
の
大
事
は
三
心
の
法

門
に
あ
る
な
り
（
（34
（

」
等
と
示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、『
往

生
礼
讃
』で
は
四
修
が
説
か
れ
て
お
り
（
（34
（

、法
然
上
人
は『
選

択
集
』
の
第
九
章
で
「
念
仏
の
行
者
四
修
の
法
を
行
用

す
べ
き
の
文
（
（34
（

」
と
題
し
て
『
往
生
礼
讃
』
の
文
を
引
用

し
て
微
細
に
判
釈
し
て
下
さ
っ
た
で
は
な
い
か
。
そ
れ

な
ら
ば
、
な
ぜ
全
く
「
別
の
子
細
な
し
」
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
難
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
疑
い
を
除
く
為
に
、

「
但
し
三
心
四
修
」等
と
会
通
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、

今
「
別
の
子
細
な
し
」
と
い
う
の
は
「
そ
の
三
心
四
修
は
宗
門

が
用
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本

願
は
口
称
一
行
で
あ
り
、
往
生
の
為
と
志
し
て
「
南
無
阿
弥
陀

仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
て
さ
え
い
れ
ば
往
生
す
る
と
決

定
し
て
申
す
念
仏
に
は
、
三
心
も
四
修
も
皆
こ
も
る
と
い
う
義

で
あ
る
。

今
、〔
こ
こ
で
〕
更
に
三
心
四
修
の
一
つ
一
つ
が
こ
も
る
真

意
を
示
せ
ば
、
念
仏
の
行
者
は
名
利
の
為
に
唱
え
ず
、
唯
往
生

極
楽
の
為
と
思
う
の
が
至
誠
心
、
申
せ
ば
必
ず
極
楽
に
迎
え
て

下
さ
る
と
打
ち
任
せ
る
の
が
深
心
、
申
す
念
仏
を
こ
と
ご
と
く

往
生
の
為
と
振
り
向
け
る
の
が
回
向
心
で
あ
る
。
ま
た
四
修
が

こ
も
る
真
意
を
い
え
ば
、「〔
念
仏
を
〕唱
え
よ
。〔
そ
う
す
れ
ば
〕

助
け
よ
う
」
と
あ
る
の
を
、
恭
し
く
脇
目
も
ふ
ら
ず
唱
え
る
の

が
恭
敬
修
、
他
の
行
を
修
し
交
え
な
い
の
が
無
余
修
、
他
の
行

な
ど
を
も
っ
て
間
を
空
け
ず
〔
お
念
仏
を
〕
相
続
す
る
の
が
無

間
修
、
一
生
涯
退
転
せ
ず
に
唱
え
る
の
が
長
時
修
で
あ
る
。
見

る
が
よ
い
。
た
だ
往
生
の
為
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
中
に

は
三
心
四
修
、
皆
悉
く
こ
も
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
例
え
る

な
ら
ば
、
旅
行
を
す
る
の
に
、
家
も
な
く
、
食
物
も
所
持
し
て

い
な
く
て
も
、
金
銭
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
宿
も
食
事
も
一
切

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
は
皆
悉
く
お
金
で
必
要
な
も
の
が
揃
う
よ
う

に
、
た
だ
往
生
の
為
に
申
す
念
仏
の
中
に
は
三
心
も
四
修
も
一

切
の
あ
ら
ゆ
る
善
行
の
功
徳
も
、
皆
悉
く
こ
も
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
の
三
心
四
修
な
ど
が
全
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱

え
る
中
に
こ
も
る
と
い
う
の
は
、
浄
土
門
の
一
大
事
の
決
ま
り

事
な
の
で
、
法
然
上
人
か
ら
特
別
に
二
祖
聖
光
上
人
へ
の
御
相

伝
が
あ
っ
た
。
そ
の
文
に
よ
れ
ば
、「
善
導
の
釈
を
拝
見
す
る
に
、

源
空
が
目
に
は
、
三
心
も
南
無
阿
弥
陀
仏
、
四
修
も
南
無
阿
弥

陀
仏
、
五
念
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
見
ゆ
る
な
り
（
（34
（

」
と
お
伝
え
下

さ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
「
善
導
の
釈
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
は
、『
往
生
礼
讃
』

の
序
に
三
心
四
修
五
念
（
（34
（

等
を
釈
し
お
わ
っ
て
、『
文
殊
般
若
経
（
（34
（

』

を
引
い
て
（
（35
（

口
称
一
行
三
昧
に
結
帰
さ
れ
た
御
釈
に
「
も
し
能
く

上
の
如
く
念
念
相
続
し
畢
命
を
期
と
す
れ
ば
十
は
即
ち
十
生
じ

（
乃
至
）
雑
を
修
し
て
不
至
心
の
者
は
千
が
中
に
一
無
し
（
（35
（

」
と

決
釈
さ
れ
た
、
こ
の
事
で
あ
る
。
法
然
上
人
は
善
導
大
師
の
真

意
を
得
ら
れ
た
の
で
、「
源
空
が
目
に
は
」
と
仰
っ
て
、
他
の

師
で
は
こ
こ
へ
手
が
届
か
な
か
っ
た
こ
と
を
顕
か
に
し
て
下

さ
っ
た
。
善
導
大
師
も
ま
た
こ
の
こ
と
を
非
常
に
喜
ん
で
心
を

お
向
け
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
何
度
か
来
現
し
証
誠
し
て
下

さ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
例
え
る
と
騏き

驥き

（
一
日
に
千

里
を
行
く
名
馬
）
が
伯
楽
（
秦
の
穆ぼ

く
公こ

う
の
家
臣
。
名
は
孫
陽
。

字
は
伯
楽
。
よ
く
馬
の
善
し
悪
し
を
判
断
す
る
。
日
本
で
馬
医

に
〔
伯
楽
と
〕
名
付
け
る
の
も
、
も
と
は
孫
陽
に
よ
る
の
で
あ

る
）
を
見
て
嘶い

な
ない
た
（
（35
（

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

古
来
の
諸
師
方
は
〔
善
導
大
師
の
〕
真
意
を
探
り
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、
本
願
と
非
本
願
の
違
い
を
分
別
す
る
こ
と
も
な

く
、
能
含
・
所
含
（
（35
（

の
分
別
（
口
称
念
仏
の
一
行
に
三
心
四
修
等

が
含
ま
れ
る
こ
と
）
に
も
暗
く
、
結
帰
一
行
三
昧
の
奥
義
に
至

る
こ
と
も
な
く
、
聖
道
門
・
浄
土
門
を
取
り
混
ぜ
た
解
釈
を
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
一
日
に
千
里
を
駆
け
る
名

馬
に
荷
車
で
塩
を
運
ば
せ
る
よ
う
な
も
の
（
（35
（

で
あ
る
か
ら
、
善
導

大
師
の
御
心
に
は
叶
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
法
然
上
人
〔
お

一
人
〕
は
善
導
大
師
の
真
意
を
さ
と
ら
れ
、
大
悲
本
願
の
思
し

召
し
を
徹
底
し
尽
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
名

馬
騏
驥
が
〔
自
分
の
素
質
を
見
抜
い
て
く
れ
る
〕
伯
楽
（
（35
（

を
見
て

嘶
く
の
と
同
様
、「
汝
は
、
よ
く
我
が
所
説
の
道
を
弘
通
し
て

お
る
」
と
仰
っ
て
真
葛
原
に
御
来
現
な
さ
り
、
ま
た
勝
尾
寺
に

も
影
向
さ
れ
て
い
る
。
更
に
こ
の
証
明
〔
の
奇
瑞
〕
を
、
末
世
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の
者
に
も
信
じ
ら
れ
易
い
よ
う
に
と
「
両
祖
対
座
の
御
影
（
（35
（

」
を

障
子
の
腰
板
に
写
し
留
め
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

�

〔
勝
尾
寺
〕
二
階
堂
第
一
の
宝
物
で
、
今
も
現
に
か
の
寺
に

奉
安
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
今
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
す
内
に
、
三
心
も
四
修

も
皆
籠
る
」
と
仰
ら
れ
た
の
も
、〔
言
葉
は
違
え
ど
〕「
奥
図
の

伝
（
（35
（

」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
全
て
、
善
導
大
師
〔
の
ご
指
南
〕

に
よ
っ
て
本
願
念
仏
〔
の
真
意
〕
の
根
底
を
汲
み
取
ら
れ
、
極

ま
り
な
く
奥
深
い
意
義
を
説
き
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
平
生
は
二
祖
聖
光
上
人
に
「
奥
図
の
伝
」
と
し
て
お
伝
え
下

さ
り
、
今
の
ご
臨
終
の
際
の
御
遺
訓
に
は
「
唯
往
生
極
楽
の
為

に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
、
疑
な
く
、
往
生
す
る
ぞ
と
思

ひ
と
り
て
申
外
に
は
、
別
の
子
細
候
は
ず
」
と
示
さ
れ
、
更
に

そ
の
上
〔
念
を
入
れ
て
〕、
小
賢
し
い
者
が
疑
い
を
起
こ
し
、

口
称
一
行
と
素
直
に
思
う
こ
と
が
で
き
な
い
愚
か
な
者
が
出
て

き
は
し
ま
い
か
と
、
そ
の
危
惧
ま
で
を
あ
ら
か
じ
め
会
通
し
て

下
さ
り
、「
但
し
三
心
四
修
と
申
事
の
候
は
、
皆
决
定
し
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る
ぞ
と
、
思
ふ
内
に
こ
も
り
候
な

り
」
と
、
示
し
残
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
次
に
〕「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
申
す
念
仏
の
内
に
三
心
も

四
修
も
籠
る
と
い
う
な
ら
ば
、
何
故
、
両
大
師
（
善
導
大
師
と

法
然
上
人
）は
広
く
三
心
四
修
を
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
の
か
」

と
の
問
に
答
え
よ
う
。

こ
の
両
様
に
分
か
れ
る
理
由
は
、『
勅
修
御
伝
』
二
十
巻
に

お
い
て
舜
昌
法
印
（
（35
（

が
評
価
し
是
非
を
判
定
し
て
お
い
て
下
さ
り
、

そ
の
教
義
の
真
意
を
残
ら
ず
説
き
尽
く
さ
れ
た
妙
判
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
に
挙
げ
て
示
そ
う
。

　

�

法
然
上
人
は
、
あ
る
所
で
は
三
心
に
つ
い
て
詳
し
く
教

え
て
下
さ
り
、〔
ま
た
〕
あ
る
所
で
は
三
心
に
つ
い
て
詮

議
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
仰
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
聞

く
側
の
〕
人
に
よ
っ
て
説
き
分
け
る
べ
き
こ
と
な
の
で

あ
る
。
名
号
を
唱
え
れ
ば
、
必
ず
往
生
す
る
と
の
み
心

得
て
、
た
だ
た
だ
〔
阿
弥
陀
仏
を
〕
頼
り
に
し
て
唱
え

れ
ば
、
そ
の
人
の
心
に
自
然
と
三
心
も
具
わ
る
も
の
な
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の
に
、
か
え
っ
て
三
心
を
〔
取
り
上
げ
て
〕
仰
々
し
く

言
い
立
て
る
為
に
、
む
し
ろ
信
心
を
乱
れ
さ
せ
る
こ
と

も
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
三
心
の
詳

説
は
無
益
な
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
日
頃
は
疑
い

の
心
も
あ
り
（
三
心
の
内
で
大
切
な
要
を
取
る
な
ら
ば

第
二
の
深
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
い
を
挙

げ
て
〔
至
誠
心
・
回
向
発
願
心
の
〕
残
り
二
つ
を
含
む
。

云
々
）、三
心
を
具
え
ら
れ
な
い
人
も
聖
教
を
学
べ
ば
（
経

を
見
る
、
耳
で
聞
く
両
方
に
通
じ
る
）
道
理
に
納
得
し

て
三
心
が
発
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、〔
こ
の
よ
う
な
人
に

と
っ
て
は
〕
三
心
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ろ
う
と
す
る
こ

と
も
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
。〔
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〕
そ

れ
を
全
否
定
し
て
し
ま
え
ば
、
ま
た
そ
こ
に
弊
害
が
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
説
き
方
の
道
筋
を
心
得
た
な
ら
ば
、
法

然
上
人
の
両
様
の
お
勧
め
に
、
あ
え
て
相
違
が
あ
る
な

ど
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
（
（35
（

。

お
よ
そ
仏
法
の
修
行
に
お
け
る
一
大
事
は
、〔
行
者
の
〕
機

根
と
教
え
の
内
容
が
相
応
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
総

じ
て
い
う
な
ら
大
乗
と
小
乗
、
聖
道
門
と
浄
土
門
の
い
ず
れ
に

相
応
し
い
か
に
始
ま
り
、
更
に
分
け
て
こ
の
段
で
述
べ
た
事
柄

に
つ
い
て
い
え
ば
「
機
具
（
（36
（

」
と
「
知
具
（
（36
（

」
の
区
別
が
あ
る
。〔
も

し
〕
法
然
上
人
が
両
様
の
お
勧
め
を
し
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
な

ら
ば
、〔
様
々
な
〕
衆
生
の
機
根
に
不
相
応
と
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
無
智
に
し
て
〔
疑
い
の
〕
病
無
き
機
根
の
人
に
は
、
今

の
〔『
勅
修
御
伝
』
の
〕
よ
う
に
「
機
具
」
を
勧
め
、〔
疑
い
の
〕

病
の
人
と
学
僧
の
為
に
は
、
広
く
三
心
の
解
釈
（
知
具
）
を
設

け
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
譬
え
る
な
ら
ば
「
疾
前
無
薬
・
機
前
無
教
（
（36
（

」
と

い
っ
て
、
冷
病
に
対
し
て
は
桂

ケ
イ
シ

附ブ
シ

な
（
（36
（

ど
の
体
を
温
め
る
効
能
の

薬
を
用
い
、
熱
病
に
対
し
て
は
石
膏
（
（36
（

な
ど
の
熱
や
炎
症
を
鎮
め

る
薬
を
用
い
る
は
ず
な
の
に
、
も
し
こ
れ
を
逆
に
用
い
れ
ば
大

い
に
害
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
か
の
舎
利
弗
尊
者
が
、

金
箔
師
の
子
の
弟
子
に
不
浄
観
（
（36
（

を
教
え
、
洗
濯
家
業
の
子
の
弟

子
に
数
息
観
（
（36
（

を
教
え
た
と
こ
ろ
、
い
く
ら
精
進
し
て
も
観
の
修

行
が
成
就
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
反
対
に
金
箔
師
の
子
に
数
息

観
を
教
え
た
と
こ
ろ
、
金
箔
を
打
つ
に
は
息
を
整
え
る
こ
と
が
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常
で
あ
り
、
慣
れ
て
い
た
の
で
速
や
か
に
数
息
観
を
成
就
し
、

洗
濯
家
業
の
子
に
不
浄
観
を
教
え
た
と
こ
ろ
、
常
々
古
び
た
衣

を
洗
っ
て
い
て
物
の
不
浄
な
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
為
、
わ

ず
か
な
日
数
で
観
法
を
成
就
し
た
（
（36
（

と
い
う
〔
故
事
〕
と
同
様
で

あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
往
生
し
た
く
て
念
仏
を
唱
え
る
人
に

と
っ
て
は
、
何
も
三
心
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
あ
れ
こ
れ
言
う

必
要
が
な
い
の
で
、
こ
の
「
起
請
文
」
に
「
但
し
三
心
四
修
と

申
事
の
候
は
（
中
略
）
こ
も
り
候
な
り
」
と
お
示
し
下
さ
っ
た

の
だ
。「
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」
に
も
、

　

�

心
に
は
あ
み
だ
仏
た
す
け
給
え
と
思
っ
て
、
口
に
は
南

無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
こ
と
を
、
三
心
具
足
の
念
仏
と

い
う
の
で
す
（
（36
（

。

と
教
え
て
下
さ
り
、
ま
た
〔「
七
箇
条
の
起
請
文
」
に
も
〕、

　

�

た
だ
ひ
た
す
ら
に
信
じ
る
心
さ
え
持
っ
て
お
念
仏
を
す

れ
ば
、
意
識
せ
ず
と
も
三
心
は
具
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
世
の
人
た
ち
か
ら
蔑
ま
れ
る
よ
う
な
一

文
不
通
の
者
で
あ
っ
て
も
、
一
途
に
念
仏
す
る
人
は
臨

終
の
時
に
心
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
喜
ば
し
い
往
生
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
証
と
し
て
は
っ
き
り
と
し

て
い
る
の
で
す
。
中
途
半
端
に
、
よ
く
も
知
ら
な
い
三

心
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
、
心
得
を
間
違
え
て
い

る
人
の
臨
終
の
様
子
が
悪
い
こ
と
ば
か
り
だ
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
例
に
よ
っ
て
誰
も
が
承
知
し
て
お
く
べ
き

で
し
ょ
う
（
（36
（

。

と
仰
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
〔
法
然
上
人
は
〕
御
入
滅
の
後
も
、
沙
弥
隨
蓮
の

夢
に
お
入
り
に
な
っ
て
「
蓮
華
を
〔
梅
や
桜
で
な
く
、
そ
の
ま

ま
に
〕
蓮
華
だ
と
信
じ
る
の
と
同
じ
で
す
（
（37
（

」
と
、
譬
え
を
以
て

「
横
具
の
三
心
（
（37
（

」
を
お
示
し
に
な
り
、〔
三
井
寺
の
〕
住
心
房
が

夢
の
中
で
問
わ
れ
た
時
も
「
念
仏
は
全
く
〔
特
別
な
〕
風
情
は

無
い
。
た
だ
申
す
よ
り
外
の
こ
と
は
無
い
の
で
す
（
（37
（

」
と
お
答
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
皆
こ
れ
ら
は
「
横
具
の
三
心
」
に
徹

底
す
る
と
こ
ろ
を
お
示
し
下
さ
っ
た
御
教
示
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

こ
れ
以
後
、
ど
の
よ
う
に
三
心
を
難
し
げ
に
説
く
の
を
聞
い
た

と
し
て
も
、「
た
だ
往
生
極
楽
の
為
に
〔
お
念
仏
を
〕
称
え
る



236

う
ち
に
、
三
心
も
四
修
も
み
な
籠
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
信
心

を
決
定
し
て
、
驚
き
う
ろ
た
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
さ

い
。
以
上
、
法
然
上
人
が
〔「
一
枚
起
請
文
」
の
中
で
〕
三
心

を
細
か
く
説
き
あ
か
さ
れ
て
い
な
い
〔
理
由
は
〕、
無
智
（
（37
（

・
無

病
（
（37
（

の
機
は
、
往
生
が
決
定
し
て
い
る
の
だ
と
信
じ
て
〔
お
念
仏

を
〕
唱
え
る
う
ち
に
、
三
心
も
四
修
も
み
な
籠
る
〔
か
ら
で
あ

る
〕
と
い
う
教
義
を
説
き
終
わ
る
。

ま
た
こ
の
こ
と
に
因
ん
で
、
法
然
上
人
が
〔
往
生
の
障
り

と
な
る
〕
病
の
者
〔
の
心
〕
を
退
治
す
る
為
に
、
三
心
の
あ
り

様
を
詳
し
く
説
き
あ
か
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
教
義
を
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。〔
ま
ず
〕『
無
量
寿
経
』
の
十
八
願
文
に
は
、「
至

心
信
楽
欲
生
我
国
（
（37
（

」
と
八
文
字
を
以
て
往
生
の
安
心
を
ご
指
示

下
さ
り
、『
観
経
』
に
は
「
一
者
至
誠
心
、
二
者
深
心
、
三
者

回
向
発
願
心
（
（37
（

」
と
十
六
文
字
に
広
げ
て
示
さ
れ
、
そ
の
上
さ
ら

に
「
三
心
を
具
え
る
者
は
、
必
ず
か
の
国
に
生
ず
（
（37
（

」
と
お
説
き

下
さ
っ
て
い
る
。
善
導
大
師
は
、「
も
し
一
心
を
も
少
け
ぬ
れ
ば
、

即
ち
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
（
（37
（

」
と
ご
判
断
を
下
さ
り
、
法
然
上
人

も
ま
た
「
浄
土
宗
の
大
事
は
三
心
の
法
門
に
あ
る
な
り
（
（37
（

」
な
ど

と
仰
せ
で
あ
る
。（『
選
択
集
』『
漢
語
灯
録
』『
和
語
灯
録
』
な

ど
（
（38
（

）
こ
れ
は
何
故
か
と
い
え
ば
、
遂
げ
易
い
〔
念
仏
〕
往
生
に
、

自
分
か
ら
癖
を
付
け
て
往
生
を
仕
損
じ
る
人
が
多
い
の
で
、
そ

の
退
治
〔
方
法
〕
を
示
し
て
、〔
そ
の
人
た
ち
を
〕
往
生
の
機

に
導
こ
う
と
さ
れ
た
為
な
の
だ
。
例
え
る
な
ら
ば
、
道
し
る
べ

の
石
を
立
て
て
脇
道
に
行
か
せ
な
い
、〔
ま
た
〕
馬
場
を
垣
で

囲
ん
で
馬
を
逸
れ
さ
せ
な
い
、
等
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
悪
い
癖
の
病
と
は
、
虚
仮
・
疑
心
・
不
回
向
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
退
治
す
る
為
の
三
心
な
の
で
あ
る
。
そ
の
三
心
と
は

〔
何
か
を
こ
れ
か
ら
説
く
こ
と
に
す
る
〕。

「
一
者
至
誠
心
」（
十
八
願
文
の
「
至
心
」
に
相
応
す
る
）

と
は
、『
観
経
疏
』
に
は
「
至
は
真
な
り
。
誠
は
実
な
り
」
と

あ
り
、
ま
た
「
外
、
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
、
虚
仮
を
懐

く
こ
と
を
得
ざ
れ
（
（38
（（

以
上
）」と
あ
る
。
虚
仮
と
は
、極
楽
を
願
っ

て
い
る
で
も
な
く
、
往
生
し
た
く
も
な
い
け
れ
ど
も
、
極
楽
を

願
っ
て
い
る
そ
ぶ
り
を
顕
し
、
往
生
し
た
い
か
の
よ
う
に
見
せ

か
け
る
こ
と
を
虚
仮
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
偽
っ
て
〔
自

分
を
〕
飾
る
の
は
何
故
か
と
い
う
と
、
名
聞
と
利
養
（
（38
（

の
二
つ
か
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ら
起
こ
る
の
だ
。（
在
家
者
の
多
く
は
名
聞
か
ら〔
起
こ
る
虚
仮
〕

で
あ
っ
て
利
養
か
ら
は
少
な
い
。
出
家
者
は
利
養
か
ら
〔
起
こ

る
虚
仮
〕
が
主
で
あ
っ
て
名
聞
か
ら
を
兼
ね
る
。
云
々
）

古
歌
に
「
西
へ
行
く　

岸
の
岩
か
ど　

踏
み
み
れ
ば　

苔

こ
そ
道
の　

さ
わ
り
な
り
け
り
（
（38
（

」
と
あ
る
。
明
ら
か
に
見
え
て

い
る
石
岩
な
ど
で
は
〔
踏
み
〕
誤
る
こ
と
は
な
い
が
、
苔
で
覆

い
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
滑
っ
て
〔
踏
み
〕
誤
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
〔
本
性
が
〕
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ

る
の
だ
か
ら
〔
と
心
得
て
、
自
身
の
〕
罪
悪
を
懺
悔
し
、
念
仏

す
れ
ば
往
生
を
仕
損
じ
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
三
毒
五
欲
（
（38
（

の
岩
角
を
押
し
隠
し
、「
外
現
賢
善
」
の
苔
（
虚
仮
）
衣
を
着

て
い
る
為
に
、
一
大
事
の
往
生
を
誤
っ
て
し
ま
う
ぞ
と
誡
め
て

い
る
歌
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
浅
深
重
々
（
（38
（

の
分

別
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
濃
く
も
薄
く
も
穢
土
を
厭
い
往
生
を
欣

う
心
さ
え
あ
れ
ば
、
至
誠
心
を
具
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
二
者
深
心
」（
十
八
願
文
の
「
信
楽
」
に
相
応
す
る
）
と
は
、

『
観
経
疏
』
に
は
「
深
心
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
深
く
信

ず
る
心
な
り
（
（38
（

」
と
あ
り
、
深
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。

こ
れ
に
二
つ
の
信
が
あ
り
、「
機
法
二
種
の
信
」
と
い
う
。
は

じ
め
に
「
機
を
信
じ
る
」
と
は
、
自
身
は
〔
生
死
〕
出
離
に
縁

の
無
い
大
罪
人
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
自
力
の
心
を
離
れ
る
こ

と
を
い
う
。
次
に
「
法
を
信
じ
る
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
は
、
大

慈
大
悲
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
極
悪
最
下
の
衆
生
を
対
象
と
す

る
本
願
を
成
就
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、〔
念
仏
を
〕
称
え
れ
ば
必

ず
本
願
に
引
き
立
て
ら
れ
て
往
生
す
る
ぞ
と
堅
く
信
じ
て
疑
わ

な
い
こ
と
を
い
う
。〔
こ
の
二
つ
を
〕
深
心
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
は
、

　

�

疑
心
は
起
こ
り
易
く
、
信
心
は
成
し
難
い
。
別
行
の
人

は
〔
そ
の
〕
多
く
が
往
生
を
破
斥
す
る
。
こ
の
為
に
疑

怯
の
心
（
（38
（

が
起
れ
ば
、
す
な
わ
ち
〔
た
ち
ま
ち
〕
輪
廻
に

従
う
〔
こ
と
と
な
る
〕。
こ
れ
は
大
き
な
失
で
あ
る
か
ら

特
別
に
〔
至
誠
心
・
回
向
発
願
心
に
は
無
い
〕「
深
」
の

語
を
置
い
て
そ
の
狐
疑
（
（38
（

を
誡
め
て
、
真
実
の
信
を
立
て
、

〔
こ
の
深
心
を
〕以
っ
て
猶
予
不
定
（
（38
（

の
心
を
除
く
（
（39
（

。（
以
上
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
三
者
回
向
発
願
心
」（
十
八
願
文
の
「
欲
生
我
国
」
に
相
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応
す
る
）
と
は
、
念
仏
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
過
去
か
ら
今
生

に
成
し
た
一
切
の
善
根
の
全
て
を
極
楽
往
生
の
為
に
回
向
す
る

〔
こ
と
〕
で
あ
る
。
昔
は
〔
往
生
以
外
の
〕
何
か
別
の
こ
と
の

為
に
と
思
っ
た
と
し
て
も
、今
は
取
り
返
し
て
往
生
の
為
と〔
思

い
〕
回
向
し
な
さ
い
。

�

た
だ
し
、
念
仏
の
行
者
と
な
っ
た
後
で
、
こ
と
さ
ら
に
雑
行

を
修
め
加
え
て
回
向
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
縁

が
あ
っ
て
昔
に
為
し
た
〔
善
根
を
〕
回
向
す
る
の
で
あ
る
（
（39
（

。

（
云
々
）

こ
れ
に
よ
っ
て
見
よ
。
祈
念
祈
禱
の
余
事
回
願
も
、
不
回

向
（
（39
（

と
立
て
る
邪
義
の
勧
め
も
、
仏
願
仏
意
に
背
く
こ
と
で
あ
り
、

論
争
に
す
ら
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
決
し
て
彼
等
に
誑
か
さ
れ
ず
、

た
だ
往
生
極
楽
に
振
り
向
け
て
、
仏
願
仏
意
に
相
応
し
、
順
次

往
生
が
間
違
い
の
な
い
身
の
上
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
心
を
習
い
学
べ
ば
、
虚
仮
・
疑
心
・
不
回

向
の
三
種
の
病
を
退
治
で
き
る
か
ら
、
正
信
の
行
者
と
な
る
の

で
あ
る
。
病
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
薬
を
用
い
な
い
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
舜
昌
法
印
が
、

　

�

も
し
日
頃
は
疑
い
の
心
も
あ
り
、
三
心
を
具
え
ら
れ
な

い
人
も
聖
教
を
学
べ
ば
道
理
に
納
得
し
て
三
心
が
発
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、〔
こ
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
〕
三

心
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
も
大
切
に
す

べ
き
で
あ
る
。〔
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〕
そ
れ
を
全
否
定

し
て
し
ま
え
ば
、
ま
た
そ
こ
に
弊
害
が
あ
る
だ
ろ
う
（
（39
（

。

と
〔
仰
っ
て
い
る
〕。
理
を
尽
く
し
た
釈
文
を
仰
ぎ
な
さ
い
。

で
あ
る
か
ら
、病
あ
る
人
は
、可
能
な
限
り
力
を
尽
く
し
て
〔
三

心
の
肝
要
を
〕
聴
い
て
正
信
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て

正
信
が
立
っ
て
念
仏
を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
た
前
〔
に
述

べ
た
〕「
橫
具
の
三
心
」
の
機
と
異
な
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

助
け
給
え
と
本
願
に
す
が
っ
て
唱
え
る
よ
り
ほ
か
は
な
く
な
る
。

こ
の
こ
と
を
譬
え
れ
ば
、〔
戦
場
に
お
い
て
〕
陣
を
張
っ
て
備

え
を
立
て
る
の
に
、
魚
鱗
の
陣
・
鶴
翼
の
陣
等
の
差
別
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
ま
さ
し
く
い
ざ
戦
う
と
い
う
段
階
に
な
れ
ば
、
い

つ
も
〔
隊
列
が
〕
一
文
字
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
今
の



239　現代語訳『一枚起請講説』

研究成果報告

三
心
は
こ
の
陣
立
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
思
案
し
て
〕
う

ち
傾
い
て
往
生
の
念
仏
を
申
す
と
い
う
段
階
に
な
れ
ば
、
横
の

一
心
（
（39
（

〔
と
な
り
〕、
横
具
の
機
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
だ
か
ら
称
念
（
（39
（

上
人
の
御
法
語
に
は
、

　

�

法
然
上
人
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
仰
っ
た
。
四
修
・
三
心

を
取
り
沙
汰
す
る
事
は
、
一
向
専
修
に
な
る
ま
で
の
事

で
す
。
一
向
専
修
に
な
り
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、別
に
四
修・

三
心
を
取
り
沙
汰
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。〔
四
修
・

三
心
は
〕
一
向
専
修
に
な
ら
せ
る
為
の
は
か
り
ご
と
（
（39
（

で
す
。

念
仏
者
に
な
れ
ば
、
た
だ
〔
念
仏
を
〕
相
続
し
て
往
生

を
待
つ
ば
か
り
で
す
（
（39
（

。（
云
々
）

〔
と
仰
っ
て
い
る
〕。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
ぶ
べ
き
機
〔
の
者
は
〕

は
学
ん
で
唱
え
、
無
智
無
病
の
機
〔
の
者
〕
は
ひ
た
す
ら
素
直

に
唱
え
る
べ
き
で
あ
る
。
知
る
〔
人
〕
も
知
ら
な
い
〔
人
〕
も

結
局
の
と
こ
ろ
は
、
橫
に
具
わ
る
「
助
け
給
え
、
南
無
阿
弥
陀

仏
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
今
こ
の
段
に
、
伏
難
を
通
じ

て
「
但
し
三
心
四
修
と
申
事
の
候
は
、
皆
决
定
し
て
、
南
無
阿

弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る
ぞ
と
、
思
ふ
内
に
こ
も
り
候
な
り
」
と

お
示
し
に
な
ら
れ
た
の
だ
。

以
上
、「
本
文
」
に
五
科
あ
る
〔
内
の
〕
第
三
「
伏
難
を
通
ず
」

の
科
を
終
わ
る
。

此
外
に
奧
ふ
か
き
事
を
存
せ
は
、
二
尊
の
あ
は
れ
み
に
は
づ
れ
、

本
願
に
も
れ
候
べ
し
。

〔
こ
の
段
は
、
大
科
の
第
三
〕「
本
文
」
に
五
科
あ
る
内
の
、

第
四
「
立
誓
請
証
」
の
段
で
あ
る
。

「
起
請
」
と
は
、
巻
上
の
〔
大
科
の
第
二
〕「
題
号
」
の
段

で
述
べ
た
と
お
り
、
仏
神
に
対
し
て
今
お
誓
い
申
し
上
げ
る
と

こ
ろ
に
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
嘘
偽
り
が
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
〕

御
罰
を
蒙
っ
て
今
世
後
世
〔
に
渡
っ
て
〕
永
く
〔
望
み
の
〕
叶

わ
ぬ
身
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
誓
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
文
に
し
て
書
い
た
も
の
を
起
請
文
と
い
う
。こ
の
段
に〔
法

然
上
人
が
〕
誓
い
を
お
立
て
に
な
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
こ
の

御
遺
訓
を
「
起
請
文
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
の
所

以
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
肝
要
な
段
で
あ
る
。

法
然
上
人
が
以
前
に
聖
光
上
人
へ
と
お
授
け
に
な
ら
れ
た
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御
法
語
に
は
、
こ
の
段
を
「
唯
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
ば
、
決

定
し
て
往
生
す
る
な
り
と
、
信
じ
取
る
べ
き
な
り
（
（39
（

」
と
お
書
き

に
な
ら
れ
て
い
る
の
を
、
今
は
改
め
て
誓
言
に
書
き
替
え
て
お

い
で
に
な
る
の
だ
。
は
じ
め
〔
の
聖
光
上
人
へ
授
け
ら
れ
た
御

法
語
〕
に
誓
言
が
な
い
の
は
、
聖
光
上
人
は
写
瓶
深
信
（
（39
（

の
御
身

で
あ
ら
れ
る
の
で
、
誓
言
に
は
及
ば
な
い
〔
と
い
う
わ
け
で
あ

る
〕。〔
し
か
し
、〕
今
は
広
く
〔
法
然
上
人
〕
御
滅
後
の
様
々

な
機
根
の
念
仏
者
に
〔
こ
の
御
法
語
を
〕
お
与
え
に
な
る
為
に
、

除
疑
生
信
が
最
要
で
あ
る
か
ら
〔
こ
の
よ
う
に
誓
言
が
あ
る
の

だ
〕。「

此
外
に
」
等
と
は
、
前
の
〔
大
科
第
三
「
本
文
」
の
内
の

第
二
〕「
本
願
念
仏
の
正
義
を
示
す
」
と
、〔
同
じ
く
第
三
〕「
伏

難
を
通
ず
」
の
段
で
、「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
、
申
す
よ
り
外

に
別
の
子
細
な
し
。
三
心
四
修
も
、
こ
の
内
に
こ
も
る
ぞ
」
と

仰
っ
て
い
る
、
本
願
口
称
〔
の
念
仏
〕
の
外
に
奧
深
き
こ
と
は

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

法
然
上
人
が
三
十
余
年
〔
に
渡
っ
て
〕
御
勧
進
さ
れ
た
本

願
念
仏
、
そ
の
利
益
は
広
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
晩
年
の
頃

〔
に
な
る
と
〕、
他
宗
に
暗
推
（
（40
（

の
義
が
起
こ
り
、〔
ま
た
〕
門
弟

に
背
宗
の
義
が
起
っ
て
き
た
。〔
そ
の
者
達
は
、〕
法
然
上
人
の

御
勧
化
を
劣
機
の
〔
者
の
〕
為
の
仮
り
の
方
便
で
あ
る
と
捨
て

て
、
有
智
の
〔
者
の
〕
為
に
は
、
別
に
奧
深
い
安
心
起
行
が
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
法
然
上
人
の
御
真
実
の
秘
伝
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
義
を
学
問
し
な
さ
い
、
領
解
し
な
さ
い
と
偽
っ
て
、
無
智
（
（40
（

の
男
女
に
疑
心
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
（
（40
（

。
御
在
世
の
時
〔
で

す
ら
〕、
早
く
も
す
で
に
こ
の
よ
う
な
邪
義
が
立
つ
の
で
あ
る

か
ら
、
滅
後
の
邪
説
は
一
体
ど
う
な
る
こ
と
か
と
大
悲
の
御
胸

を
痛
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、〔
果
た
し
て
〕
ど
う
な
さ
る
こ
と

が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
仏
力
も
業
力
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
（
（40
（

。
そ
の
衆
生

の
業
力
に
魔
力
ま
で
加
わ
っ
て
立
て
た
邪
義
で
あ
る
か
ら
、
ど

う
な
さ
る
事
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
で
、〔
今

の
こ
の
御
法
語
に
は
〕
御
心
中
の
正
義
を
示
し
て
御
誓
言
を
加

え
、「
こ
れ
に
背
く
義
は
私
の
名
を
騙
っ
た
妄
説
で
あ
っ
て
、

こ
と
ご
と
く
滅
後
の
邪
義
だ
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
定
め
て

下
さ
っ
て
い
る
。
実
に
こ
れ
は
法
然
上
人
の
善
巧
（
（40
（

で
あ
り
、
無
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上
の
御
手
段
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
前
段
に
お
い

て
願
行
相
続
の
正
義
を
挙
げ
て
、
こ
の
段
に
「
こ
の
外
に
特
別

な
奧
深
い
こ
と
な
ど
〔
私
は
〕
知
ら
な
い
。
も
し
知
っ
て
い
な

が
ら
隠
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、〔
弥
陀
釈
迦
〕
二
尊
の
憐
み
に

は
ず
れ
て
、
三
悪
道
に
堕
ち
る
に
違
い
な
い
」
と
い
う
趣
旨
を
、

お
言
葉
は
柔
ら
か
い
が
お
心
は
激
し
く
、
一
大
事
で
あ
る
後
世

の
〔
生
死
輪
廻
の
〕
浮
き
沈
み
を
か
け
て
誓
っ
て
下
さ
っ
た
起

請
文
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
然
上
人
の
徹
底
無
極
の
大
慈
大

悲
〔
の
お
心
に
よ
る
も
の
〕
で
あ
る
の
だ
。

す
で
に
法
然
上
人
は
、
討
ち
た
い
父
の
敵
を
も
討
た
ず
に

ご
出
家
さ
れ
、
離
れ
が
た
い
母
君
の
膝
下
を
離
れ
て
遠
く
比
叡

山
に
上
り
、
ま
た
遁
れ
難
い
〔
比
叡
山
の
〕
衆
徒
達
と
の
交
わ

り
を
遁
れ
て
黒
谷
に
隠
遁
な
さ
れ
た
。
辞
退
し
難
い
大
仏
勧
進

職
の
勅
命
を
も
ご
辞
退
さ
れ
（
（40
（

、
そ
の
う
え
、
勅
勘
（
（40
（

流
刑
の
難
ま

で
を
耐
え
忍
ん
で
一
向
専
修
を
興
し
広
め
て
下
さ
っ
た
の
は
、

ひ
と
え
に
二
尊
の
憐
み
を
仰
い
で
、
衆
生
と
共
に
極
楽
往
生
を

遂
げ
て
下
さ
る
為
の
ご
苦
労
な
の
で
あ
る
。

そ
の
上
さ
ら
に
、
ま
さ
に
御
臨
終
ま
で
も
う
幾
ば
く
も
な

い
と
い
う
時
に
臨
ん
で
、「
も
し
こ
の
外
に
奥
深
い
こ
と
が
あ

る
な
ら
ば
、〔
こ
の
私
が
〕
二
尊
の
憐
み
に
は
ず
れ
、本
願
〔
の

救
い
か
ら
も
〕
も
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
ま
で
思
い
切
っ
て

お
立
て
下
さ
っ
た
御
誓
言
な
の
で
あ
る
。
実
に
身
震
い
す
る
ほ

ど
に
尊
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
起
請
文
」
に
お
勧
め
下
さ
っ

て
い
る
無
観
無
解
（
（40
（

の
口
称
念
仏
を
一
豪
ほ
ど
も
疑
う
の
は
、
空

恐
ろ
し
い
大
罪
で
あ
る
の
で
、
返
す
返
す
も
疑
う
こ
と
な
く
往

生
す
る
ぞ
と
思
い
取
っ
て
、
た
だ
た
だ
称
名
念
仏
を
相
続
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
立
誓
の
義
に
つ
い
て
、
古
今
い
ま
だ
か
つ
て
な

い
大
変
な
誤
解
を
さ
れ
た
の
は
、
天
台
宗
の
霊
空
（
（40
（

律
師
で
あ
る
。

『
一
枚
起
請
旁
観
記
』
と
い
う
、
こ
の
〔「
一
枚
起
請
文
」
の
〕

注
釈
書
を
著
さ
れ
た
が
、
一
部
始
終
誤
り
ば
か
り
で
、
お
お
い

に
人
を
惑
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
為
、
そ
の
頃
の
浄
土
門

の
善
知
識
方
が
多
く
の
破
斥
の
書
を
出
さ
れ
た
。
中
で
も
、
厭

求
（
（40
（

上
人
の
弟
子
で
あ
る
素
信
（
（41
（

上
人
は『
一
枚
起
請
旁
観
記
匡
解
』

と
い
う
上
下
二
巻
の
破
文
を
著
し
、
誠
に
石
上
に
卵
を
投
げ
打
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つ
か
の
よ
う
に
〔
徹
底
的
に
誤
解
を
〕
破
斥
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
も
昔
も
、
破
文
の
書
は
多
い
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い

〔
書
〕
は
見
た
こ
と
が
な
い
。〔
も
し
こ
の
事
を
〕
戦
に
譬
え
れ

ば
、
源
義
仲
の
倶
利
伽
羅
合
戦
（
（41
（

の
類
と
言
え
る
だ
ろ
う
。『
一

枚
起
請
旁
観
記
』
で
は
こ
の
立
誓
の
義
を
解
説
し
て
、「
こ
の

書
を
誓
言
と
し
て
見
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
上
人
の
本
意
で
は

な
い
。
一
般
に
起
請
と
は
、
疑
わ
し
い
こ
と
に
こ
そ
用
い
ら
れ

る
も
の
だ
」
な
ど
と
言
い
、
偏
っ
た
解
釈
で
溢
れ
返
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
古
今
無
双
の
大
き
な
誤
解
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
諸
仏

菩
薩
の
誓
願
な
ど
は
、
皆
疑
わ
し
い
こ
と
だ
と
で
も
い
う
の
か
。

総
じ
て
起
請
誓
願
に
よ
っ
て
こ
そ
〔
自
ら
の
〕
修
行
も
悟
り
も

完
成
し
、
他
の
〔
方
の
〕
信
心
を
も
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
か
ら
、
諸
仏
菩
薩
よ
り
始
め
て
祖
師
方
お
よ
び
出
家
在
家

の
二
衆
ま
で
も
、
こ
の
〔
起
請
誓
願
の
儀
〕
式
を
も
っ
て
日
課

を
誓
い
、
戒
も
授
か
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
霊
空
律
師

が
そ
の
よ
う
に
言
う
な
ら
ば
、
自
身
も
ま
た
戒
を
具
足
し
た
比

丘
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。〔
な
ぜ
な
ら
ば
〕
起
請
と
立
誓
と

が
別
の
物
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
天
台
宗
の
僧
で
す
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。〔
な
ぜ
な

ら
ば
〕
天
台
大
師
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』
七
之
二
（
十
五
紙
）

に
は
「
大
誓
願
を
起
こ
し
、
こ
の
願
を
立
て
已
わ
り
て
、
十
方

仏
を
称
え
て
証
と
為
し
て
救
い
を
為
す
（
（41
（

」
な
ど
と
あ
り
、『
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
に
は
こ
れ
を
「
誓
を
立
て
、
加
を
請
う
（
（41
（

」
と

解
釈
し
て
い
る
。〔
霊
空
律
師
は
〕天
台
宗
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、

な
ぜ
祖
師
の
釈
を
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。（『
一
枚
起
請
旁

観
記
匡
解
』
の
説
）
そ
う
で
あ
る
か
ら
、『
一
枚
起
請
旁
観
記
』

の
誤
っ
た
解
釈
か
ら
は
少
し
も
学
ぶ
も
の
が
な
い
の
で
、
た
と

え
そ
の
書
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
手
も
触
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
云
々
）

�

ち
な
み
に
い
う
と
、諦
忍
（
（41
（

律
師
の
『
一
枚
起
請
文
諸
説
弁
断
』

に
、「『
一
枚
起
請
旁
観
記
』
の
解
釈
も
一
理
あ
る
（
（41
（

」
と
〔
説

か
れ
て
い
る
〕。（
云
々
）
こ
れ
は
、
諦
忍
律
師
の
弁
護
が
過

ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。『
一
枚
起
請
旁
観
記
』
で
は
、〔「
一
枚

起
請
文
」
を
〕
起
請
文
で
は
な
く
、
単
に
弟
子
に
示
さ
れ
た

〔
遺
訓
の
〕
意
味
だ
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
を
一
理
あ
る
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説
だ
と
い
え
よ
う
か
。
法
然
上
人
の
「
此
外
に
奧
ふ
か
き
事

を
存
せ
は
」
な
ど
と
誓
言
し
て
下
さ
る
中
に
、「
他
に
奥
深

い
教
え
が
あ
る
と
心
得
違
い
を
し
て
、
口
称
を
軽
し
め
る
な

ら
ば
、
二
尊
の
憐
み
に
外
れ
る
に
違
い
な
い
」
と
教
示
な
さ

れ
る
意
義
を
含
む
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
諦
忍
律
師
は
こ
の
義
を
深
く
考
え
な
い
で
、〔
こ

の
よ
う
に
霊
空
律
師
の
解
釈
を
一
理
あ
る
説
な
ど
と
〕
評
さ

れ
た
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
弘
法
も
筆
の
誤
り
」、「
猿
も
木

か
ら
落
る
」
と
い
う
類
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
起
請
誓
言
を
、
本
文
の
中
間
に
置
か
れ
る
こ
と

は
極
め
て
妙
釈
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、〔
法
然
上
人
は
〕

こ
れ
よ
り
上
に
は
安
心
、
こ
れ
よ
り
下
に
は
起
行
を
お
示
し
で

あ
る
。
こ
の
誓
言
を
中
間
に
置
い
て
、
前
の
安
心
を
結
着
し
、

後
に
起
行
を
説
き
始
め
ら
れ
た
そ
の
趣
は
、
誠
に
妙
釈
で
あ
る
。

か
の
『
観
経
』
の
〔
中
に
お
い
て
〕
三
心
を
定
散
二
善
の
中
間

に
説
い
て
、
定
善
散
善
の
二
種
に
通
じ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
よ
う

な
も
の
だ
（
（41
（

。
こ
こ
に
お
い
て
、
智
者
も
愚
者
も
共
に
、
安
心
は

「
疑
い
な
く
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
と
る
」
よ
り
ほ
か
は
な
く
、

起
行
は
「
た
だ
一
向
に
念
仏
す
る
」
よ
り
ほ
か
は
な
い
こ
と
を

必
ず
思
い
定
め
な
さ
い
。
実
に
こ
の
所
を
、
よ
く
よ
く
味
わ
っ

て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
滅
後
末
代
に
邪
義
が
溢
れ
か
え
り

教
え
が
乱
れ
る
の
を
防
い
で
下
さ
る
金
剛
の
堤
防
は
、
こ
の
一

段
に
極
ま
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
愚
人
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

起
請
誓
言
に
ま
で
及
ん
で
下
さ
っ
た
御
文
を
見
て
、
そ
の
う
え

で
法
然
上
人
の
御
心
を
疑
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
い
か
な
る
滅

後
の
邪
人
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
に
向
か
っ
て

本
義
を
か
す
め
盗
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、
い
や
出
来
は
し
な

い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
鎮
西
の
正
流
を
汲
む
同
輩
が
、
六
百

年
来
〔
今
日
ま
で
〕、
他
宗
の
人
の
邪
推
に
か
き
混
ぜ
ら
れ
ず
、

背
徒
の
邪
義
に
惑
わ
さ
れ
な
い
の
は
、
す
べ
て
こ
の
御
遺
誓
の

御
陰
な
の
で
あ
る
。
概
し
て
、
起
請
誓
言
が
善
悪
共
に
決
定
し

て
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
、
上
の
第
二
「
題
号
」
の
科
段
に

て
述
べ
た
け
れ
ど
も
、
今
は
正
し
く
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
と

い
う
名
を
得
た
根
拠
と
な
る
一
段
で
あ
る
か
ら
、
誓
言
が
空
し

く
な
い
と
い
う
事
実
を
論
じ
て
、
今
こ
の
こ
と
を
示
そ
う
。
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【
一
部
削
除
】

�

悪
事
は
心
に
願
う
だ
け
で
あ
っ
て
も
業
道
を
成
す
。
善
事
は

そ
う
で
は
な
い
。
願
心
が
堅
固
で
な
け
れ
ば
、
善
業
を
成
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
差
別
が
あ
る
こ
と
を
特
に
、「
上

昇
は
難
く
下
沈
は
易
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
（41
（

。

な
ら
ば
今
、
法
然
上
人
が
御
臨
末
に
も
、
末
代
の
私
た
ち

が
疑
い
を
除
き
信
心
を
生
じ
て
往
生
を
遂
げ
や
す
い
よ
う
に
、

口
称
念
仏
の
外
に
「
奥
深
き
こ
と
を
存
せ
は
、
二
尊
の
あ
は
れ

み
に
は
づ
れ
、
本
願
に
も
れ
候
べ
し
」
と
立
て
て
下
さ
る
御
誓

言
こ
そ
、
実
に
想
像
も
及
ば
ず
、
言
葉
で
も
言
い
尽
く
せ
な
い

大
慈
悲
の
顕
れ
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
法
然
上
人

は
既
に
我
等
の
為
に
誓
言
ま
で
も
成
し
遂
げ
て
下
さ
っ
た
。
我

等
も
ま
た
謹
ん
で
信
受
し
、
誓
言
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

誓
言
と
は
、
日
課
誓
約
を
受
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
日
課
勧

進
の
弁
の
長
短
は
、
時
と
場
合
に
随
い
な
さ
い
）

以
上
、「
立
誓
請
証
」
の
科
を
終
わ
る
。

念
仏
を
信
ぜ
ん
人
は
、
た
と
ひ
一
代
の
法
を
よ
く
よ
く
学
す
と

も
、
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
、
尼
入
道
の
無
智
の
輩

に
同
し
て
、
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し
て
、

〔
こ
の
文
は
〕「
本
文
」
に
五
科
あ
る
内
の
第
五
「
機
法
の

正
義
を
結
勧
す
る
」
科
で
あ
っ
て
、
こ
の
下
に
ま
た
二
科
あ
る

中
の
、
第
一
「
正
所
被
の
機
を
示
す
」
科
で
あ
る
。

文
の
大
意
は
、
念
仏
を
称
え
て
往
生
を
遂
げ
よ
う
と
思
う

人
な
ら
ば
、
実
際
に
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
釈
尊
が

生
涯
を
か
け
て
お
説
き
に
な
っ
た
教
法
を
し
っ
か
り
と
学
び
尽

く
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、〔
経
文
の
〕
一
文
字
も
理
解
で
き
ぬ

愚
鈍
な
者
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
、
決
し
て
智
者
の
よ
う
な
ふ

る
ま
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
も
の
を
「
還
愚
（
（41
（

」
と
い
っ
て
、
宗
門
の
正
機
と
す
る
の
で
あ

る
。さ

て
こ
の
「
還
愚
痴
」
と
い
う
中
に
〔
ま
た
〕
二
機
あ
る
。

一
つ
目
は
、
性
得
（
（41
（

の
「
頑
愚
（
（42
（

」
と
い
う
。
法
然
上
人
は
御
法
語
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に
「
聖
道
門
の
教
え
は
、
智
慧
を
究
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の

生
死
の
迷
い
の
世
界
を
離
れ
、浄
土
門
の
教
え
は
、愚
痴
に
還
っ

て
、
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
の
で
す
（
（42
（

」
と
仰
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
聖
冏
上
人
が
『
伝
通
記
糅
鈔
』
に
お
い
て
、「
還
の
字
強あ

な
がち

に
意
許
（
（42
（

を
存
ず
べ
か
ら
ず
。
但
だ
浄
土
の
修
行
は
愚
痴
な
が
ら

往
生
す
と
云
う
な
り
（
還
と
い
う
字
に
必
ず
し
も
深
い
意
味
を

持
た
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
浄
土
門
の
修
行
は
愚
痴
の
ま

ま
で
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（42
（

）」と
解
釈
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
こ
と
で
あ
る
。〔「
還
愚
痴
」
の
中
の
〕
二
つ
目
は
、「
捨

解
還
愚
」の
機
で
あ
る
。〔
こ
れ
は
〕今
の〔「
一
枚
起
請
文
」に
〕

「
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
」
等
と
仰
っ
て
い
る
の
が

こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
還
愚
癡
」
を
〔
さ
ら
に
〕
二
つ

の
機
に
分
け
る
の
は
、
相
手
に
よ
っ
て
説
き
分
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

〔
ま
ず
〕
還
と
い
う
字
に
深
い
意
味
を
持
た
さ
ず
、「
頑
愚
」

と
す
る
の
は
、〔
浄
土
門
の
〕
聖
道
門
に
対
す
る
立
場
か
ら
〔
そ

う
す
る
の
〕
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
聖
道
自
力
の
修
行
、
悟
道
成

仏
の
法
は
、
般
若
の
智
慧
を
具
え
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
善
行
が
す
べ
て
有
為
の
行
（
（42
（

と
な
る
こ
と
か
ら
、〔
ま
ず
〕

智
慧
を
先
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
浄
土
他
力
の
法
門
は
、

悟
道
を
求
め
ず
、
断
惑
を
志
さ
ず
、
た
だ
仏
願
を
仰
い
で
往
生

の
為
に
念
仏
す
る
以
外
に
何
事
も
な
い
と
い
う
教
え
で
あ
る
（
（42
（

。

こ
の
こ
と
を
〔
法
然
上
人
が
〕「
聖
道
門
の
教
え
は
」
等
と
仰
っ

て
い
る
御
法
語
で
あ
る
か
ら
、
聖
冏
上
人
は
こ
の
意
を
汲
ん
で

「
還
と
い
う
字
に
必
ず
し
も
深
い
意
味
を
持
た
せ
る
べ
き
で
は

な
い
。
た
だ
浄
土
門
の
修
行
は
愚
痴
の
ま
ま
で
往
生
す
る
と
い

う
教
え
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

す
な
わ
ち
、
智
慧
を
具
え
ね
ば
修
行
を
成
就
で
き
な
い
聖
道
門

に
対
す
る
立
場
か
ら
の
「
頑
愚
」
の
意
味
で
あ
る
。

二
つ
目
に
、
還
の
字
に
深
い
意
味
が
あ
る
と
〔
解
釈
〕
し

て
「
還
帰
」
の
義
と
す
る
の
は
、
浄
土
門
に
帰
入
し
た
者
に
、

解
義
分
と
仰
信
分
と
の〔
二
つ
の
機
〕が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。〔
そ

の
う
ち
〕
仰
信
分
は
、
生
来
の
頑
愚
で
、
た
だ
ほ
れ
ぼ
れ
と
念

仏
す
る
人
で
あ
っ
て
、
愚
鈍
念
仏
第
一
の
正
機
（
（42
（

を
い
う
の
で
あ

る
。〔
一
方
、〕
解
義
分
と
い
う
の
は
、聖
道
〔
門
〕、浄
土
〔
門
〕

の
難
易
得
失
、〔
あ
る
い
は
〕
総
別
二
種
の
安
心
（
（42
（

等
を
、
よ
く
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よ
く
学
び
知
っ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
少
し
も
こ
れ
を
あ
て
に
せ

ず
、愚
痴
に
な
り
還
る
者
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、今
の
文
に
「
一

文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
」
等
と
仰
り
、
ま
た
「
年
こ
ろ

習
い
た
る
智
慧
は
、
往
生
の
為
に
要
に
あ
ら
ず
（
長
年
学
び
身

に
つ
け
て
き
た
智
慧
は
、
往
生
の
為
に
は
重
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
（
（42
（

）」
と
仰
せ
に
な
る
な
ど
は
、皆
こ
の
「
還
帰
」
の
義
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
浄
土
宗
門
の
肝
要
で
あ
り
、
託
願
往
生
（
（42
（

の
故

実
に
し
て
、
祖
師
代
々
の
相
伝
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
二
祖

聖
光
上
人
は
次
の
よ
う
に
仰
っ
て
い
る
。（『
浄
土
宗
要
集
』
第

四
・
一
七
紙
、『
教
相
十
八
通
』
上
・
一
八
紙
）

　

�

西
方
〔
極
楽
往
生
を
願
う
〕
念
仏
行
者
と
い
う
の
は
、〔
お

経
の
〕一
部〔
あ
る
い
は
〕一
巻
の
意
味
を〔
た
と
え
〕知
っ

て
い
る
と
し
て
も
、
た
だ
我
が
身
に
お
い
て
は
黒
白
の

判
別
も
つ
か
ず
、
東
も
西
も
分
か
ら
な
い
赤
子
童
子
の

よ
う
な
も
の
と
同
じ
で
あ
る
べ
き
だ
。
た
だ
速
や
か
に
、

仰
い
で
念
仏
往
生
の
行
を
信
じ
て
、
臨
終
正
念
に
極
楽

に
往
生
し
よ
う
と
願
う
べ
き
で
あ
る
。
故
上
人
（
（43
（

の
常
の

お
言
葉
に
は
、「
私
は
烏
帽
子
（
（43
（

も
き
ぬ
法
然
房
で
す
。（
烏

帽
子
も
き
ぬ
と
は
、
身
な
り
を
整
え
ら
れ
ず
礼
儀
も
知

ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
（43
（

）
黒
白
の
判
別
も
つ
か
な

い
童
子
の
よ
う
に
〔
物
事
の
〕
是
非
も
分
か
ら
な
い
無

智
の
者
で
す
。
た
だ
念
仏
を
称
え
れ
ば〔
極
楽
浄
土
へ
の
〕

往
生
〔
が
叶
う
と
〕
仰
ぎ
信
じ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

釈
尊
は
『
念
仏
を
称
え
て
往
生
せ
よ
』
と
お
勧
め
に
な
り
、

阿
弥
陀
仏
は
『
念
仏
を
称
え
よ
、〔
さ
れ
ば
〕
臨
終
に
は

来
迎
せ
ん
』
と
仰
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
だ
け
を
信

じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
存
じ
上

げ
ま
せ
ん
」〔
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
〕。
そ
う
し
て
我

等
は
法
然
上
人
を
信
じ
奉
り
、
法
然
上
人
は
善
導
大
師

を
信
じ
奉
り
、
善
導
大
師
は
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏
を
信
じ

奉
っ
て
お
ら
れ
る
（
（43
（

。

と
、〔
こ
の
よ
う
に
〕
仏
祖
よ
り
相
伝
し
て
、
前
に
述
べ
た
還

愚
の
機
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
仰
信
の
「
頑
愚
」
と
解
知
の
「
還
愚
」
と
を

相
対
し
て
み
る
と
、
愚
鈍
念
仏
第
一
〔
の
正
機
〕
と
い
う
な
ら

ば
「
頑
愚
」
の
方
が
勝
れ
て
い
る
と
す
べ
き
な
の
に
、
今
こ
の
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「
頑
愚
」
を
さ
し
置
い
て
、
第
二
の
「
還
愚
」
の
機
を
御
遺
訓

の
目
当
て
と
な
さ
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
「
頑
愚
」
の
機
は
、
学
者
ぶ
っ
た
思

慮
分
別
を
用
い
な
い
、
無
病
の
機
で
あ
る
か
ら
、
邪
義
邪
勧
に

妨
げ
ら
れ
る
懸
念
が
な
い
。
そ
の
為
、
こ
と
さ
ら
に
御
遺
訓
に

取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
の
だ
。だ
か
ら〔「
頑
愚
」

の
機
は
〕
捨
て
て
お
き
、「
還
愚
」
の
機
を
目
当
て
と
な
さ
っ

た
の
だ
。

な
お
詳
し
く
い
う
と
、
こ
の
「
還
愚
」
の
中
に
、
ま
た
二

機
あ
る
。
一
つ
に
は
、
正
し
い
ご
理
解
を
会
得
さ
れ
た
我
が
宗

の
祖
師
方
、
及
び
他
宗
の
碩
学
の
〔
方
で
〕、
元
々
の
宗
〔
の

教
え
〕を
さ
し
置
い
て
、愚
癡
に
還
っ
て
専
修
念
仏
な
さ
る
人
々

で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
そ
れ
な
り
に
知
識
理
解
が
あ
る
為
、
自

己
の
学
問
知
識
を
当
て
に
し
た
が
り
、
あ
る
い
は
従
来
の
余
行

に
執
着
が
あ
っ
て
、
捨
て
ら
れ
な
い
思
い
も
あ
る
の
だ
が
、
所

詮
は
時
機
不
相
応
の
心
行
に
よ
っ
て
は
〔
仏
道
〕
成
就
し
が
た

い
と
思
い
知
る
が
ゆ
え
に
、
敢
え
て
心
を
〔
浄
土
の
法
門
に
〕

差
し
向
け
て
、
勉
強
し
て
念
仏
一
行
と
な
る
者
が
い
る
。
こ
の

二
機
が
あ
る
の
だ
が
、
御
遺
訓
の
目
当
て
と
な
る
の
は
、
後
の

方
の
機
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
例
え
て
言
え
ば
、『
中
庸
（
（43
（

』
に
は
、

　

�

或
い
は
安
ん
じ
て
こ
れ
を
行
い
、
或
い
は
利
し
て
こ
れ

を
行
い
、
或
い
は
勉
強
し
て
こ
れ
を
行
う
（〔
行
動
に
お

い
て
、〕
あ
る
人
は
安
々
と
こ
れ
を
行
い
、
あ
る
人
は
利

害
を
考
え
て
こ
れ
を
行
い
、
あ
る
人
は
〔
必
死
に
〕
こ

れ
を
勉
強
し
て
行
う
）。

と
あ
る
。「
安
ん
じ
て
こ
れ
を
行
う
」
と
は
、
天
性
自
然
の
性

善
の
人
で
あ
っ
て
、
敢
え
て
為
そ
う
と
せ
ず
と
も
〔
善
行
を
〕

つ
と
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
利
し
て
こ
れ
を
行
う
」
と
は
、

智
者
は
善
に
は
利り

益や
く

が
あ
り
不
善
に
は
害
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
為
、
不
善
を
捨
て
て
善
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
が
、「
安
行
」
に
比
べ
れ
ば
劣
っ
て
い
る
。「
勉
強
し
て
こ

れ
を
行
う
」
と
は
、
心
の
内
に
情
欲
が
多
い
の
だ
が
、
心
の
ま

ま
に
行
う
と
き
は
不
善
無
道
に
陥
る
の
で
、
感
情
を
矯
正
し
欲

望
を
堪
え
忍
ん
で
、善
行
を
勉
強
し
て
行
う
の
で
あ
る
。「
利
行
」

に
比
べ
れ
ば
ま
た
劣
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
三
機
を
分
別
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す
れ
ば
、「
安
行
」
の
人
は
聖
人
、「
利
行
」
の
人
は
賢
人
、「
勉

強
」
の
人
は
普
通
の
学
者
に
あ
た
る
。

今
、
我
ら
宗
門
の
正
機
は
、
単
直
仰
信・不
理
会
（
（43
（

の
「
頑
愚
」

を
正
中
最
上
の
機
と
定
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
安
行
」
の
人

の
よ
う
な
方
で
あ
る
。
ま
た
「
還
愚
」
に
二
機
あ
る
う
ち
、
初

め
に
挙
げ
た
、
正
し
い
ご
理
解
を
会
得
さ
れ
た
祖
師
や
先
徳
な

ど
は
、「
利
行
」
の
人
の
よ
う
な
方
で
あ
る
。〔
自
身
の
〕
学
問

理
解
を
誇
ら
ず
、
余
行
に
は
執
着
な
く
、
大
変
勝
れ
た
機
で
は

あ
る
が
、
愚
鈍
念
仏
の
機
に
比
べ
れ
ば
劣
る
の
だ
。
だ
か
ら
、

高
野
の
明
遍
（
（43
（

僧
都
は
、「
無
智
に
ぞ
あ
り
た
き
（
（43
（

（
無
智
の
身
で

こ
そ
、
あ
り
た
い
も
の
だ
）」
と
、
生
涯
こ
の
〔
愚
鈍
念
仏
の
〕

機
を
う
ら
や
ま
し
く
思
わ
れ
た
の
だ
。
次
の
「
還
愚
」
は
、
智

解
を
誇
り
、
余
行
に
執
着
す
る
心
も
起
こ
る
の
だ
が
、〔
時
機

相
応
の
〕
道
理
に
よ
っ
て
勉
強
し
て
専
修
一
行
と
な
る
。
こ
れ

は
先
に
述
べ
た
「
勉
強
」
の
学
者
の
よ
う
な
も
の
だ
。
初
め
の

「
還
愚
」
に
比
べ
れ
ば
、ま
た
劣
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
安
行
」「
利
行
」「
勉
強
」
に
勝
劣
は
あ
る
が
、
三
機
と
も
に

善
行
の
君
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
こ
の

三
機
に
勝
劣
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
皆
往
生
の
機
分
で
あ
る
こ
と

を
〔
先
の
比
喩
に
〕
準
え
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
整
理
し
て
見
よ
。「
頑
愚
」
と
〔
祖
師
や

先
徳
な
ど
の
〕
上
機
の
「
還
愚
」
に
は
、
妨
難
を
受
け
る
恐
れ

は
な
い
。
た
だ
用
心
す
べ
き
は
「
勉
強
」
の
機
に
あ
る
の
で
、

こ
の
機
を
御
遺
誓
の
目
当
て
と
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
な
り
に
理
解
や

智
恵
が
あ
っ
た
と
し
て
も
当
て
に
せ
ず
、
勉
強
し
て
愚
痴
に
還

り
、
専
修
念
仏
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
世
の
中
に
は
、小
賢
し
く
物
知
り
顔
の
類
に
、〔
己

の
学
問
知
識
を
〕
当
て
に
し
た
が
る
者
が
い
る
。
あ
の
東
門
の

阿
闍
梨
（『
勅
修
御
伝
』
第
四
十
八
（
（43
（

）
や
、江
戸
の
長
四
郞
（『
随

聞
往
生
記
』
追
加
（
（43
（

）
な
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
る
。

ま
た
、
愚
鈍
の
身
で
念
仏
を
称
え
る
者
の
中
に
、
自
身
に

学
文
智
恵
分
別
が
欠
け
て
い
る
の
を
嘆
き
、
他
の
利
口
ぶ
る
者

た
ち
を
う
ら
や
む
者
が
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
金
を
棄
て
て
麻

を
担
い
、
玉
を
燕
石
（
（44
（

と
交
換
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
本
願
念
仏
往
生
の
法
門
は
、「
果
分
不
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可
説
（
（44
（

」
と
い
っ
て
、
凡
夫
の
智
恵
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
に
は
、

　

�
仏
の
内
に
秘
め
た
真
意
は
広
く
深
く
、
そ
の
み
教
え
を

明
ら
か
に
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
三
賢
（
（44
（

・
十
地
（
（44
（

の
菩
薩

で
さ
え
も
、
推
し
量
っ
て
う
か
が
い
知
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
ま
し
て
、
私
の
よ
う
な
、
十
信
（
（44
（

の
位
に
も
入
れ

ず
心
が
散
乱
し
や
す
い
〔
凡
夫
〕
が
、ど
う
し
て
〔
仏
の
〕

御
心
の
内
を
知
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
（
（44
（

。（
以
上
）

と
あ
る
の
だ
。善
導
大
師
で
す
ら
、ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
に
仰
っ

て
い
る
。
ま
し
て
、
他
の
者
が
そ
う
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
上
位
の
菩
薩
で
す
ら
う
か
が
い
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

ま
し
て
、
底
下
の
凡
夫
が
ど
う
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

で
あ
る
か
ら
、今
こ
の
〔「
一
枚
起
請
文
」
の
〕
結
勧
に
も
、「
た

と
ひ
一
代
の
法
を
よ
く
よ
く
学
す
と
も
、
一
文
不
知
の
愚
鈍
の

身
に
な
し
て
」
等
と
、
智
者
を
能
同
（
（44
（

と
し
、
愚
者
を
所
同
と
し
、

「
愚
者
も
智
者
に
な
れ
」
と
は
お
っ
し
ゃ
ら
ず
、「
智
者
こ
そ
愚

者
に
な
り
還
れ
」
と
御
教
示
下
さ
っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
愚
鈍
念
仏
に
し
て
大
往
生
の
人
は

極
め
て
多
い
の
で
あ
る
。〔
愚
鈍
念
仏
往
生
の
人
を
〕
そ
の
中

か
ら
、
三
～
五
人
を
挙
げ
れ
ば
、
加
古
の
教
信
（
（44
（

、
伊
予
の
安
西
（
（44
（

、

讃
岐
の
源
太
夫
（
（44
（

、
但
馬
の
与
九
郎
（
（45
（

、
白
子
の
妙
照
尼
（
（45
（

、
岸
和
田

の
妙
祐
尼
（
（45
（

等
で
あ
る
。
ま
た
、
還
愚
痴
〔
の
人
の
〕
大
往
生
は
、

特
別
に
多
い
の
で
あ
る
。
浄
土
の
祖
師
に
、「
還
愚
」
で
な
い

者
は
、
一
人
も
お
い
で
に
な
ら
な
い
。〔
ま
た
〕
他
宗
の
高
徳

の
僧
に
も
〔「
還
愚
」
の
者
は
〕
多
い
。
恵
心
（
（45
（

僧
都
、永
観
（
（45
（

律
師
、

顕
真
（
（45
（

僧
正
、
明
遍
（
（45
（

僧
都
の
よ
う
な
方
々
で
あ
る
。〔「
還
愚
」
の

者
を
〕
挙
げ
尽
く
せ
ば
き
り
が
な
い
程
で
あ
る
。

そ
の
中
よ
り
一
人
を
挙
げ
れ
ば
、
江
戸
に
即
蓮
社
念
誉
覚

源
（
（45
（

上
人
と
い
う
人
が
い
た
。
世
を
厭
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

自
ら
「
常
知
」
と
名
乗
ら
れ
た
。
幼
く
し
て
発
心
し
て
、
三
縁

山
〔
増
上
寺
〕
某
大
僧
正
に
師
事
し
て
剃
髪
し
、
学
問
を
修
め
、

〔
修
行
の
〕
年
数
を
重
ね
、
浄
土
宗
の
肝
要
は
専
修
念
仏
で
あ

る
こ
と
を
決
得
す
る
。
名
聞
利
養
に
縛
ら
れ
て
〔
進
む
べ
き
〕

真
の
道
を
踏
み
外
す
こ
と
を
恐
れ
、
多
く
の
同
行
と
の
交
流
を

厭
い
捨
て
て
、
ひ
そ
か
に
三
縁
山
を
抜
け
出
し
、
本
所
割わ

り

下げ

水す
い

と
（
（45
（

い
う
所
に
母
と
同
居
し
た
。
常
時
の
日
課
は
十
万
遍
、
一
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称
一
課
（
（45
（

、
念
々
不
捨
で
あ
っ
た
。
母
が
亡
く
な
り
、
他
の
場
所

に
〔
住
居
を
〕
移
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
世
捨
て
人
で
あ
る

か
ら
、
い
た
る
所
で
男
女
が
こ
ぞ
っ
て
〔
覚
源
上
人
に
〕
帰
依

し
供
養
し
に
〔
尋
ね
て
く
る
の
を
疎
ま
し
く
思
い
〕、
た
だ
ち

に
そ
の
場
所
を
立
ち
退
い
て
、
お
よ
そ
生
涯
、
住
居
を
移
さ
れ

る
こ
と
、
五
十
四
ヶ
所
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
住

居
に
は
、
西
の
壁
に
自
筆
の
六
字
名
号
と
「
一
枚
起
請
文
」
を

掛
け
た
だ
け
で
、
香
や
花
、
灯
明
な
ど
の
供
具
も
な
く
、
朝
に

は
「
も
ろ
こ
し
我
朝
」
と
い
う
冒
頭
か
ら
、
声
高
ら
か
に
拝
読

し
、
玉
と
な
っ
て
飛
び
散
る
よ
う
に
涙
を
流
し
て
、「
こ
の
極

重
悪
人
を
助
け
た
ま
え
」
と
〔
弥
陀
一
仏
を
〕
心
よ
り
慕
っ
て

念
仏
を
さ
れ
る
様
子
は
、
余
計
な
考
え
を
捨
て
去
っ
て
お
ら
れ

る
趣
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
極
め
て

強ご
う

気ぎ

で
あ
り
、
患
難
極
苦
さ
え
も
少
し
も
恐
れ
ず
、
高
貴
な
人

は
道
俗
と
も
に
厭
い
さ
け
て
、
裕
福
な
家
か
ら
の
要
請
は
と
り

わ
け
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
に
、
浮
世
を
夢
幻
の

よ
う
な
世
界
と
観
ら
れ
る
心
は
、
自
然
と
お
顔
に
表
れ
て
い
た
。

後
に
は
、人
の
訪
問
も
煩
わ
し
い
と
い
っ
て
、〔
応
対
の
際
に
は
〕

袈
裟
・
衣
も
被
着
せ
ず
、
十
徳
（
（46
（

の
よ
う
な
も
の
を
着
て
〔
応
対

し
て
〕
い
た
。
稀
に
人
か
ら
発
心
の
由
来
な
ど
を
尋
ね
ら
れ
れ

ば
、「
私
は
妻
子
に
先
立
た
れ
、
世
渡
り
の
術
も
疎
ま
し
く
て
、

剃
髪
し
て
い
る
だ
け
の
者
で
あ
る
。
何
一
つ
、
思
い
出
さ
れ
る

こ
と
も
な
い
」
と
答
え
ら
れ
た
。

元
文
五
年
庚
申
の
秋
の
頃
、〔
覚
源
上
人
は
〕
病
に
罹
り
、

日
本
橋
近
く
の
乗
物
町
（
（46
（

と
い
う
所
に
い
た
橋
本
氏
と
い
う
人
が

実
兄
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
移
り
住
み
念
仏
さ
れ
て
い
た
。

医
薬
を
勧
め
て
も
、
決
し
て
服
さ
れ
な
か
っ
た
。
八
月
八
日
、

家
の
者
を
呼
ん
で
、「
私
は
素
晴
ら
し
い
御
仏
の
お
告
げ
を
受

け
た
の
で
、
明
日
往
生
す
る
。
誰
も
彼
も
こ
の
度
こ
そ
、
是
非

と
も
生
死
の
苦
界
を
離
れ
た
い
と
願
っ
て
念
仏
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
に
は
口
称
名
号
以
外
で

は
叶
い
難
い
と
い
う
旨
の
丁
寧
な
教
誡
が
あ
っ
た
。
そ
の
夜
は
、

夜
も
す
が
ら
念
仏
を
称
え
ら
れ
る
こ
と
、
平
生
に
も
増
し
て
い

た
。
九
日
の
明
け
方
、
病
床
を
起
き
出
し
、
西
に
向
か
い
端
座

し
、
合
掌
し
て
念
仏
を
称
え
ら
れ
る
こ
と
数
百
遍
、
少
し
の
苦

痛
も
な
く
、
眠
る
よ
う
に
息
絶
え
ら
れ
た
。
顔
に
は
笑
み
を
浮
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か
べ
、
喜
び
の
表
情
が
表
れ
て
い
た
。
人
々
は
〔
そ
の
姿
を
〕

拝
み
見
て
、
感
仰
し
念
仏
を
称
え
た
。〔
往
生
の
〕
時
、
五
十

四
歳
で
あ
っ
た
。
荼
毘
に
付
し
た
後
、
遺
骨
は
駒
込
光
源
寺
（
（46
（

に

納
め
ら
れ
た
。
あ
あ
賢
い
か
な
、
覚
源
上
人
。
御
遺
誓
を
信
じ

徹
し
、
元
々
の
才
智
を
払
い
し
り
ぞ
け
、
愚
痴
に
還
っ
て
大
往

生
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
そ
も
そ
も
愚
鈍
で
あ
る
の
に
、
無

い
智
解
を
さ
も
あ
る
よ
う
な
顔
で
誇
示
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
は

何
と
い
う
転
倒
（
（46
（

で
あ
ろ
う
か
。
深
く
慚
愧
の
念
を
抱
い
て
、
御

遺
誓
を
信
受
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
愚
鈍
に
立
ち
還
り
、
素
直

に
相
続
す
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、「
本
文
」
に
五
科
あ
る
内
、
第
五
「
機
法
の
正
義
を

結
勧
す
る
」
中
の
、
第
一
「
正
所
被
の
機
を
示
す
」
科
を
終
わ

る
。

唯
一
向
に
念
仏
す
べ
し
。

〔
こ
れ
よ
り
、〕「
本
文
」
に
五
科
あ
る
内
の
第
五
「
機
法
の

正
義
を
結
勧
す
る
」
の
中
、
第
二
「
本
願
専
修
の
法
を
示
す
」

科
で
あ
る
。
こ
の
「
一
向
」
と
い
う
の
は
、
二
向
・
三
向
に
対

す
る
言
葉
で
あ
り
、
和
語
で
は
「
ひ
た
す
ら
」
と
訓
じ
て
、
他

を
兼
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
法
然
上
人
は

『
選
択
集
』第
四
章
段
（
（46
（

に
、天
竺
の
一
向
大
乗
寺・一
向
小
乗
寺・

〔
一
向
と
つ
か
な
い
〕
大
小
兼
学
寺
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
を

以
っ
て
解
釈
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
云
々
）。

さ
て
、
こ
の
一
向
に
「
安
心
の
一
向
」
と
「
起
行
の
一
向
」

と
が
あ
る
。
こ
の
御
遺
誓
で
い
え
ば
、
先
述
の
「
唯
往
生
極
楽

の
為
に
は
」
と
い
う
の
は
、「
安
心
の
一
向
」
の
義
で
あ
る
。

今
の
文
に
「
唯
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」
と
い
う
の
は
、「
起
行

の
一
向
」
の
義
で
あ
る
。
そ
の
典
拠
は
、『
釈
浄
土
群
疑
論
』

に
「
余
の
一
切
の
諸
願
諸
行
を
廃
し
て
西
方
の
一
行
を
唯
願
唯

行
す
べ
し
（
（46
（

」
と
釈
し
て
お
ら
れ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。「
余
の

一
切
の
諸
願
を
廃
し
て
西
方
を
唯
願
す
べ
し
」と
い
う
の
が「
安

心
の
一
向
」、「
余
の
一
切
の
諸
行
を
廃
し
て
西
方
の
一
行
を
唯

行
す
べ
し
」
と
い
う
の
が
「
起
行
の
一
向
」
で
あ
る
。「
余
の

一
切
の
諸
願
」
と
い
う
の
は
、
十
方
浄
土
及
び
兜
卒
天
へ
の
往

生
・
止
観
参
究
（
（46
（

・
祈
念
祈
禱
・
御
礼
報
謝
な
ど
の
、
他
方
へ
ふ
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り
向
け
る
〔
願
い
の
〕
こ
と
で
あ
る
。「
余
の
一
切
の
諸
行
を

廃
す
」
と
は
、
経
典
を
読
み
、
陀
羅
尼
を
誦
し
て
、
観
念
を
行

う
等
、
総
じ
て
世・出
世
の
あ
ら
ゆ
る
行
を
〔
廃
す
る
こ
と
を
〕

い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
願
諸
行
を
な
さ
ず
に
、
安
心
も
起
行
も
共
に

一
向
で
あ
る
の
を
、
一
向
専
修
の
行
者
と
い
っ
て
、
こ
の
御
遺

誓
を
信
受
し
た
順
次
上
品
往
生
の
正
機
と
い
う
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
古
来
よ
り
こ
の
旨
に
暗
い
為
に
、「
安
心
の
一
向
」

で
あ
る
者
は
「
起
行
の
一
向
」
を
欠
き
、ま
た
「
起
行
の
一
向
」

で
あ
る
者
は
「
安
心
の
一
向
」
を
欠
く
。
総
じ
て
い
う
と
、
善

導
大
師
の
御
出
現
以
前
に
、
唐
土
に
は
一
向
専
修
〔
の
行
者
〕

は
い
な
い
し
、
法
然
上
人
の
御
出
世
以
前
に
、
日
本
に
は
一
向

専
修
〔
の
行
者
〕
は
い
な
い
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
知
ろ
う
と
思

う
な
ら
ば
、
両
大
師
の
御
出
世
以
前
の
往
生
人
を
見
よ
。
た
だ

「
安
心
の
一
向
」
で
あ
る
だ
け
で
、「
起
行
の
一
向
」
で
あ
る
こ

と
は
な
く
、
み
な
余
行
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
往
生
を

遂
げ
た
の
は
、〔
釈
尊
在
世
の
頃
の
〕
昔
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
、
人
も

機
根
が
優
れ
て
い
て
、
勇
猛
強
盛
に
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
行
を
〕
仏

説
の
通
り
修
行
で
き
た
の
で
、〔
阿
弥
陀
仏
の
念
仏
往
生
の
〕

別
願
の
助
け
を
受
け
な
く
て
も
往
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

百
人
の
中
に
一
人
か
二
人
、
千
人
の
中
に
三
人
か
ら
五
人
〔
し

か
遂
げ
ら
れ
な
い
〕
雑
行
に
よ
る
往
生
で
あ
る
か
ら
、
往
生
を

願
う
人
は
多
く
て
、
そ
の
願
い
を
遂
げ
る
〔
者
〕
は
非
常
に
少

な
い
。

ま
た
起
行
は
一
向
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
安
心
が
一
向
に
な

ら
な
い
〔
例
と
し
て
〕
は
、
雲
棲
（
（46
（

大
師
の
『
竹
窓
隨
筆
（
（46
（

』
及
び

〔
珍
海
（
（46
（

上
人
の
〕『
決
定
往
生
集
（
（47
（

』
等
に
、
機
根
が
劣
る
者
に
対

し
て
、
こ
の
世
の
祈
り
の
為
に
も
、
他
の
法
を
用
い
ず
、
念
仏

を
も
っ
て
祈
れ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た〔
関
通
上
人
の
〕『
本

願
念
仏
勧
化
本
義
（
（47
（

』
上
（
二
十
一
紙
）
に
は
「
有
る
人
（
西
山

流
義
俊
鳳
（
（47
（

和
尚
）
が
一
向
専
修
と
称
し
て
勧
め
て
い
う
に
は
、

現
世
の
祈
願
を
一
向
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
三
万

六
万
は
往
生
の
為
に
備
え
て
、〔
そ
れ
と
は
〕
別
に
心
を
働
か

せ
て
百
声
千
声
〔
の
念
仏
〕
を
現
世
の
為
に
充
て
る
の
が
よ
い
。

決
し
て
〔
阿
弥
陀
仏
以
外
の
〕
他
の
仏
・〔
念
仏
以
外
の
〕
他

の
法
を
念
持
し
て
は
な
ら
な
い
（
（47
（

」
と
〔
あ
る
〕。
こ
れ
ら
は
起
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行
の
一
向
に
心
が
と
ら
わ
れ
て
、
安
心
の
一
向
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
〔
例
で
あ
る
〕。

も
し
縁
に
ふ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
説
を
聞
く
と
し
て
も
、
決

し
て
そ
れ
に
妨
げ
ら
れ
ず
、
安
心
も
起
行
も
共
に
一
向
で
あ
れ
、

と
い
う
法
然
上
人
の
御
遺
訓
を
信
受
し
て
、
順
次
往
生
と
い
う

大
利
益
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、「
本
文
」
五
科
の
第
五
「
機
法
の
正
義
を
結
勧
す
る
」

の
中
の
、
第
二
「
本
願
専
修
の
法
を
示
す
」
科
を
終
わ
る
。

以
上
論
じ
た「
本
文
」五
科
の
大
意
は〔
次
の
通
り
で
あ
る
。〕

初
段
で
は
、
和
漢
両
朝
に
お
け
る
古
来
の
諸
師
た
ち
の
「
本
願

念
仏
は
観
念
だ
」「
義
解
の
念
仏
だ
」と
い
う
誤
り
を
払
い
除
き
、

二
段
で
は
、
願
行
相
続
の
正
し
い
道
理
を
示
し
、
三
段
で
は
願

行
相
続
の
念
仏
の
中
に
は
、
三
心
も
四
修
も
全
て
籠
る
こ
と
を

示
し
て
疑
い
を
無
く
し
、
四
段
で
は
誓
い
を
立
て
て
、
願
行
相

続
の
外
に
は
〔
何
も
〕
な
い
こ
と
を
決
信
さ
せ
、
五
段
で
は
、

そ
れ
ま
で
に
示
す
本
願
称
名
の
正
し
い
道
理
を
結
勧
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
段
と
段
が
関
連
し
あ
っ
て
深
ま
り
、
終
始

一
貫
し
て
、
文
に
過
不
足
な
く
、
意
義
明
白
な
の
で
、
少
し
も

見
間
違
え
る
所
が
な
い
。
文
の
趣
意
は
平
易
で
、
安
心
起
行
の

み
を
勧
め
ら
れ
て
、
言
葉
に
こ
と
さ
ら
趣
向
を
こ
ら
し
た
様
子

も
な
く
て
、
し
か
も
自
然
に
諸
々
の
滅
後
の
邪
義
を
余
す
こ
と

無
く
防
ぎ
尽
く
さ
れ
た
。
文
章
が
巧
み
な
場
合
に
は
、
言
葉
に

分
か
り
に
く
い
所
な
ど
も
あ
る
も
の
な
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
愚
か

な
男
女
ま
で
も
、
さ
ら
さ
ら
と
読
み
下
せ
ば
、
安
心
起
行
が
言

葉
の
下
に
た
や
す
く
決
定
し
て
、
さ
ら
に
疑
う
所
は
な
い
。
こ

れ
は
、
ま
す
ま
す
文
章
の
妙
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
念

仏
の
行
者
は
、〔
こ
の
「
一
枚
起
請
文
」
を
〕
常
に
拝
読
を
も
し
、

護
持
珍
敬
し
て
、
こ
の
趣
き
を
守
り
、
一
生
涯
退
転
せ
ず
に
念

仏
相
続
し
て
、
人
界
に
生
を
受
け
た
一
大
事
で
あ
る
順
次
往
生

の
素
懐
を
遂
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

為
証
以
両
手
印

こ
れ
ま
で
御
遺
誓
を
講
義
す
る
に
あ
た
り
、
大
段
を
六
科

に
分
け
た
内
の
、
第
四
「
手
印
」
の
科
で
あ
る
。
本
文
の
中
に
、

誓
言
を
お
立
て
に
な
り
、
こ
の
〔「
為
証
以
両
手
印
」
の
〕
所

に
お
い
て
誓
い
の
証
拠
を
顕
わ
し
、
両
手
の
跡
を
お
と
ど
め
下
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さ
っ
た
の
で
あ
る
。
総
じ
て
大
昔
は
、
物
の
証
拠
に
は
手
印
を

押
す
こ
と
が
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
今
時
の
捺
印
を
す
る
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
（
書
物
に
、
捺
印
し
た
も
の
を
手
形
と
い
う

の
も
、
こ
れ
を
起
源
と
す
る
こ
と
で
あ
る
）。
も
ち
ろ
ん
半
印

だ
け
で
も
〔
証
拠
と
し
て
充
分
〕
済
む
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
え

て
両
手
で
も
っ
て
お
印
し
下
さ
っ
た
の
は
ど
う
い
う
訳
か
と
い

え
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
一
大
事
中
の
一
大
事
で
あ
り
、
念
仏
往
生

以
上
に
大
切
な
こ
と
は
な
い
か
ら
、
最
も
丁
重
な
〔
作
法
で
証

拠
〕
を
顕
わ
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
如
来
様
方
が
舌
を
伸
べ
て
真
実
を
証
明
な
さ
る
（
（47
（

の
に
、
小
事
に
は
〔
舌
で
〕
鼻
先
を
覆
い
、
大
事
に
は
〔
そ
の

舌
を
〕
髪
の
生
え
際
に
ま
で
至
ら
せ
、
至
極
の
大
事
を
証
明
す

る
と
き
に
は
三
千
大
千
世
界
を
覆
わ
れ
る
〔
よ
う
な
も
の
で
あ

る
〕（〔『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
〕
六
方
諸
仏
の
念
仏
証
誠

の
意
を
知
る
べ
き
で
あ
る
）。
法
然
上
人
が
最
も
丁
重
な
作
法

を
用
い
て
下
さ
っ
た
両
手
印
も
、
こ
れ
に
準
え
て
知
る
べ
き
で

あ
る
（
云
々
）。

ま
た
聴
衆
に
こ
の
御
遺
誓
を
信
受
さ
せ
る
為
に
、
一
つ
の

教
え
を
設
け
て
示
す
な
ら
、〔
こ
れ
は
〕
安
心
と
起
行
に
対
し

て
両
手
の
印
を
押
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
文
の
中
で
安

心
起
行
の
こ
と
を
指
し
示
す
な
ら
、
先
述
の
よ
う
に
「
疑
な
く

思
ひ
と
る
」
と
い
う
の
が
「
安
心
」、「
申
外
に
別
の
子
細
候
は

ず
」
と
「
唯
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」
と
あ
る
の
が
「
起
行
」
で

あ
る
。
つ
ま
る
所
は
、〔
南
無
阿
弥
陀
仏
と
〕申
せ
ば〔
極
楽
に
〕

往
生
で
き
る
と
決
着
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
際
に
応
じ
て
唱
え
る

の
が
、
安
心
も
起
行
も
共
に
具
え
た
決
定
順
次
往
生
の
人
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
通
り
に
心
を
定
め
行
じ
な
さ
い
と
い
う
の
が
、

こ
の
御
遺
誓
の
お
勧
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
少
し
も
間
違
い

は
無
い
と
い
う
証
拠
に
両
手
印
を
押
印
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、

「
証
の
為
に
両
手
を
以
て
印
す
（
（47
（

」
と
あ
る
の
だ
。
所
詮
我
々
の

よ
う
な
浅
は
か
な
心
で
、
法
然
上
人
の
甚
だ
深
い
御
慈
悲
の
心

中
を
汲
み
尽
く
す
こ
と
は
叶
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
〔
両
手

印
の
〕
一
事
に
準
え
て
他
の
部
分
も
推
し
量
る
べ
き
で
あ
る
。

上
述
の
通
り
、
こ
の
御
遺
誓
を
記
さ
れ
た
法
然
上
人
の
御

歳
は
、
満
八
十
の
ご
高
齢
で
あ
り
、
そ
の
上
ご
病
気
中
と
伝
え

ら
れ
、
余
寒
も
厳
し
い
正
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
御
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臨
終
か
ら
数
え
て
の
三
日
前
に
、〔
証
の
為
に
と
〕
硯
に
両
手

を
差
し
入
れ
て
下
さ
っ
た
切
な
る
ご
心
中
に
、
思
い
を
凝
ら
さ

せ
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
る
ま
い
。〔
あ
え
て
〕
こ
の
よ
う
に
ま

で
し
て
下
さ
る
の
は
何
の
為
か
。皆
、〔
上
人
〕ご
入
滅
後
の
我
々

に
、
安
心
起
行
共
に
誤
っ
た
受
け
取
り
を
さ
せ
ず
、
こ
の
度
こ

そ
往
生
さ
せ
て
や
り
た
い
と
の
思
し
召
し
で
あ
り
、
偏
に
大
慈

悲
の
御
心
〔
か
ら
の
こ
と
〕
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
を
も
信
じ

て
は
な
ら
な
い
と
言
う
な
ら
、
何
を
信
じ
ろ
と
い
う
の
か
。

世
教
（
道
教
や
儒
教
な
ど
）
で
す
ら
、
恩
を
受
け
て
〔
お

き
な
が
ら
〕
恩
知
ら
ず
な
者
を
「
人
面
獣
心
」
と
誡
め
、
ま
た

「
君
が
一
日
の
恩
に
妾
が
百
年
の
身
を
捨
つ
る
（
（47
（

」
と
い
う
故
事

を
美
談
と
す
る
で
は
な
い
か
。〔
本
来
な
ら
〕そ
う
で
は
あ
る
が
、

法
然
上
人
の
御
慈
悲
に
報
い
る
の
に
、
身
も
命
も
捨
て
、
妻
子

や
財
宝
も
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
末
世
の
機
根
の

劣
っ
た
者
に
は
叶
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

在
家
出
家
、
智
者
愚
者
を
選
ば
ず
、
そ
の
身
そ
の
ま
ま
、
濃
く

も
薄
く
も
往
生
〔
極
楽
〕
の
為
と
志
し
、
多
く
も
少
な
く
も
南

無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
さ
え
す
れ
ば
、
法
然
上
人
が
徹
底
し
て
お

伝
え
下
さ
っ
た
、
随
自
意
の
こ
の
御
遺
誓
を
信
決
し
た
人
と
な

る
の
だ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
で
は
「
人
中
の
芬
陀
利

華
（
（47
（

」「
上
上
人
・
妙
好
人
・
最
勝
人
（
（47
（

」
な
ど
の
立
派
な
称
号
を

頂
戴
し
、
ま
た
来
迎
し
て
下
さ
っ
た
如
来
様
に
は
「
善
男
よ
、

善
女
よ
」
と
お
褒
め
い
た
だ
い
て
、
喜
び
勇
ん
で
大
往
生
を
遂

げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
固
く
信
じ
き
っ
て
、
こ
の
大
利
益

を
受
け
損
ね
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
大
段
六
科
の
内
の
第
四
「
手
印
」
の
科
を
終
わ
る
。

浄
土
宗
の
安
心
起
行
、
此
一
紙
に
至
極
せ
り
。
源
空
が
所
存
、

此
外
に
全
く
別
義
を
存
せ
ず
。
滅
後
の
邪
義
を
防
か
ん
が
為
に
、

所
存
を
記
し
畢
。

大
科
六
段
の
内
、
第
五
「
総
結
」
の
科
で
あ
る
。

「
浄
土
宗
の
安
心
起
行
」
等
と
あ
る
の
は
、
聖
道
門
諸
宗
の

安
心
起
行
に
対
し
て
〔
浄
土
門
の
立
場
の
〕
安
心
起
行
を
選
別

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
道
門
の
意
味
で
は
安
心
が
即
ち
起
行
と

な
る
こ
と
も
あ
る
為
に
、〔
安
心
と
起
行
と
〕
区
別
し
て
名
付

け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
区
別
〔
し
た
意
味
〕
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は
必
ず
あ
る
。
そ
の
訳
は
、
私
に
は
仏
性
が
あ
っ
て
仏
に
異
な

ら
な
い
の
だ
と
い
う
事
を
、
間
違
い
な
い
と
信
知
す
る
と
こ
ろ

が
〔
聖
道
門
の
〕
安
心
で
あ
る
。
そ
の
信
知
し
た
仏
性
を
顕
現

す
る
為
に
、
華
厳
宗
な
ら
ば
法
界
唯
心
の
観
（
（47
（

、
天
台
宗
は
三
諦

即
是
の
観
（
（48
（

、
真
言
宗
は
阿
字
本
不
生
の
観
（
（48
（

な
ど
を
修
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
〔
聖
道
門
の
〕
起
行
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
〔
戒
定
慧
の
〕
三
学
を
等
し

く
修
め
ら
れ
る
者
で
な
い
と
、
そ
の
修
行
が
で
き
る
機
根
に
当

て
は
ま
ら
な
い
難
行
道
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
安
心
の
確
実
な
定

着
は
、
観
法
が
成
就
し
た
時
で
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。
だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
観
法
の
成
就
が
ど
う
し
て
容
易
な
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
為
に
、
中
下
の
機
根
の
者
は
観
法
成
就
の
望
み

を
断
つ
こ
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
持
呪
、
あ
る
い
は
読
誦
、
あ

る
い
は
自
余
の
諸
善
を
つ
と
め
て
、
近
け
れ
ば
生
死
流
転
す
る

う
ち
に
修
行
を
成
就
し
、
遠
け
れ
ば
龍
華
会
（
（48
（

の
座
に
至
っ
て
、

目
の
あ
た
り
に
仏
の
ご
指
南
を
頂
き
〔
修
行
を
〕
成
就
し
よ
う

と
願
う
ほ
か
な
い
。〔
法
然
上
人
が
〕
こ
れ
ら
の
自
力
〔
聖
道
〕

門
の
安
心
起
行
で
は
な
く
、〔
他
力
〕
浄
土
宗
の
安
心
起
行
で

あ
る
ぞ
と
仰
せ
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
。

ま
ず
も
っ
て
、
聖
道
門
の
安
心
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
く
、
起

行
も
行
う
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
理
由
は
、
末
法
に
至
っ
て
は
、

す
べ
て
の
世
界
の
衆
生
は
皆
十
悪
と
決
ま
り
切
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
者
を
三
覚
（
（48
（

を
円
満

に
具
え
ら
れ
た
仏
と
同
等
に
し
て
違
い
が
な
い
な
ど
と
、
ど
う

し
て
簡
単
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。「
昏
沈
掉じ

ょ
う
こ挙

」
（
（48
（

の

心
を
も
っ
て
、
ど
う
し
て
「
息
慮
凝ぎ

ょ
う

心
（
（48
（

」
の
観
念
を
成
就
す

る
こ
と
が
得
ら
れ
よ
う
か
。
よ
く
思
慮
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
ま
た
、
浄
土
宗
の
安
心
と
は
詳
し
く
い
え
ば
三
心
で

あ
る
が
、
突
き
つ
め
て
い
え
ば
「
助
け
給
え
」
と
思
う
他
に
は

な
く
、
起
行
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
」
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
心
行
が
備
わ
っ
て
い
る
と
き
は
、
大
悲
本
願
の
強
縁
に

よ
っ
て
、
順
次
に
〔
極
楽
往
生
し
〕
初
地
（
（48
（

の
位
に
至
る
〔
の
で

あ
る
〕。こ
れ
を
浄
土
宗
の
安
心
起
行
と
い
う
の
だ
。す
な
わ
ち
、

先
の
文
に
「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
、

疑
な
く
、
往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
と
り
て
（
安
心
）
申
外
に
は
、

別
の
子
細
候
は
ず
（
起
行
）」
と
仰
っ
て
い
る
。
こ
の
一
節
で
、
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浄
土
宗
の
安
心
起
行
の
奥
底
ま
で
を
〔
説
き
〕
尽
く
す
と
い
う

意
で
、「
此
一
紙
に
至
極
せ
り
」
と
仰
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で

に
「
至
極
せ
り
」
と
仰
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、何
故
他
に
〔「
別

の
子
細
」
を
〕
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
皆
の
者
、
よ
く
考

え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

同
じ
仏
法
に
逢
う
に
し
て
も
、
聖
道
自
力
の
法
門
に
逢
っ

た
な
ら
ば
、
あ
の
よ
う
に
立
て
難
い
安
心
を
立
て
る
こ
と
な
ど

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
あ
の
よ
う
に
修
し
難
い
観
念
を
成

就
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
る
だ
ろ
う
か
〔
、
い
や
、
で
き
は
し

な
い
〕。
だ
と
す
れ
ば
、自
力
の
法
門
に
出
逢
っ
た
な
ら
、逢
っ

て
も
〔
仏
法
に
〕
遇
っ
た
甲
斐
が
な
く
、
な
お
懲
り
も
せ
ず
悪

趣
〔
輪
廻
〕
の
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
な

の
に
、
過
去
世
に
ど
の
よ
う
な
契
り
が
あ
っ
た
か
ら
〔
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
〕、
こ
の
立
て
易
い
安
心
、

こ
の
行
じ
易
い
念
仏
の
法
門
に
逢
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な

の
だ
と
、
歓
喜
の
思
い
か
ら
懈
怠
を
と
ど
め
て
、
脇
目
も
振
ら

ず
、
念
仏
の
一
行
を
す
す
ん
で
相
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
き
で

あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
浄
土
宗
の
安
心
起
行
」
と
〔
法
然
上
人
が
〕

仰
せ
に
な
っ
た
宗
の
呼
び
名
を
、
他
宗
で
は
用
い
な
い
の
で
あ

る
。〔
し
か
し
、〕
浄
土
宗
門
に
い
な
が
ら
、
そ
の
意
味
合
い
を

理
解
し
て
い
な
い
人
は
多
い
。
そ
も
そ
も「
浄
土
宗
」と
は
、「
厭

離
穢
土
」
と
こ
の
世
を
厭
い
、「
欣
求
浄
土
」
と
極
楽
を
願
い
、

本
願
念
仏
一
行
を
修
し
、
順
次
に
浄
土
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う

意
で
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唱

え
る
念
仏
を
「
現
当
両
益
」「
二
世
安
楽
」「
寿
命
長
久
」「
息

災
延
命
」
の
為
に
振
り
向
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
現
世

宗
」
と
言
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、ど
う
し
て
こ
れ
を
「
浄
土
宗
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
こ
の
よ
う
な
「
現
世
宗
」
の

者
に
〕、宗
旨
印
形
（
（48
（

を
押
し
て「
先
祖
代
々
浄
土
宗
に
相
違
な
い
」

と
す
る
の
な
ら
、
出
世
間
の
法
に
お
い
て
は
仏
祖
を
欺
き
、
世

間
の
法
に
お
い
て
は
公
儀
を
偽
る
よ
う
な
、
有
名
無
実
の
大

誑き
ょ
う
惑わ

く
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
「
安
心
起
行
」
と
の
仰
せ
は
、「
願
孤
行
孤
無
所
至
（
（48
（

」

と
い
う
善
導
大
師
の
釈
文
に
よ
っ
て
、
願
と
行
と
は
鳥
の
両
翼
、

車
の
両
輪
で
あ
り
、
必
ず
共
に
具
足
す
べ
き
こ
と
を
仰
っ
て
い
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る
の
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
頃
、
あ
る
俗
人
が
、

　
�

仕
方
が
な
い
縁
が
あ
っ
て
、
一
念
義
の
法
談
と
か
い
う

も
の
を
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
彼
の
〔
説
教
〕
者
は
気

負
う
こ
と
も
な
く
法
然
上
人
の
御
遺
誓
を
讃
題
と
し
て
、

「
こ
の
、『
思
い
と
り
て
』
と
仰
せ
の
部
分
が
安
心
の
結
論

で
あ
っ
て
、
こ
の
信
心
が
起
こ
っ
た
時
、
ま
さ
に
往
生

す
る
の
だ
」
と
説
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
居
合
わ
せ

た
者
た
ち
は
皆
、
感
涙
に
む
せ
ん
で
い
た
。

と
話
す
の
で
あ
る
。
あ
あ
、
何
と
痛
ま
し
い
こ
と
か
、
一
念
義

の
邪
徒
よ
。
外
面
は
〔
法
然
上
人
と
善
導
大
師
の
〕
両
祖
大
師

を
信
順
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
て
、内
面
は
そ
の
〔
両
大
師
が
〕

お
立
て
下
さ
っ
た
教
え
を
破
壊
し
、
た
だ
「
信
心
」
呼
ば
わ
り

を
し
て
、「
起
行
」
は
「
自
力
」
と
忌
み
嫌
い
、
人
を
邪
坑
に

落
ち
入
ら
せ
る
。
彼
の
〔
一
念
義
の
〕
立
て
る
教
え
は
、
鳥
が

一
翼
で
空
を
飛
び
、車
が
一
輪
だ
け
で
運
送
に
堪
え
て
い
る〔
状

態
〕と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。〔
そ
れ
な
ら
ば
〕善
導
大
師
の「
願

孤
行
孤
無
所
至
」
と
い
う
御
釈
と
、
法
然
上
人
が
今
「
浄
土
宗

の
安
心
起
行
、
此
一
紙
に
至
極
せ
り
」
と
仰
っ
た
こ
と
を
、
ど

う
や
っ
て
理
解
す
る
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
「
こ
れ
は
こ
れ
で

一
往
〔
の
解
釈
〕
で
あ
り
、
再
往
〔
の
解
釈
〕
が
あ
る
の
だ
（
（48
（

」

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
い
う｢

安
心｣

は
邪
信
で
あ
っ

て
正
信
で
は
な
い
。
一
念
帰
命
を
し
た
時
に
ま
さ
に
往
生
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
経
説
や
祖
師
の
御
釈
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。
厳
し
く
い
う
な
ら
ば
、
彼
ら
の
立
て
る
教
え

は
「
願
孤
行
孤
」
と
い
う
微
々
た
る
善
さ
え
も
な
く
、「
無
願

無
行
」
の
大
邪
立
で
あ
る
の
で
、〔
こ
の
よ
う
な
説
教
を
〕
見

聞
す
る
こ
と
を
慎
み
怖
れ
て
、〔
そ
の
場
か
ら
〕
百
由
旬
離
れ

去
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
講
説
し
て
き
た
本
文
の
一
節
に
、
浄
土
門
の
安

心
と
起
行
を
記
し
て
「
別
の
子
細
候
は
ず
」
と
仰
せ
に
な
り
、

今
ま
た
「
総
結
」
に
至
っ
て
「
全
く
別
義
を
存
せ
ず
」
と
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
丁
寧
に
御
遺
嘱
（
（49
（

さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
然
上
人
が

御
在
世
の
頃
か
ら
妄
語・誑
惑
の
邪
徒
が
い
た
為
で
あ
る
。〔
彼

ら
が
〕そ
の
虚
説
を
も
っ
と
も
ら
し
く
思
わ
せ
る
為
に
、「
私（
法

然
上
人
）
か
ら
伝
え
ら
れ
た
深
義
で
あ
る
と
声
高
に
言
い
た
て
、

衆
生
を
惑
わ
し
、
往
生
の
道
を
塞
い
で
し
ま
う
。〔
在
世
で
さ
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え
も
こ
う
〕
で
あ
る
か
ら
、
滅
後
は
ま
す
ま
す
邪
説
を
煽
る
に

違
い
な
い
。
そ
の
邪
正
を
知
る
為
の
指
標
と
し
て
〔
こ
の
「
一

枚
起
請
文
」
を
〕
備
え
よ
」
と
〔
の
思
し
召
し
で
〕、「
滅
後
の

邪
義
を
防
か
ん
が
為
に
、
所
存
を
記
し
畢
」
と
記
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

そ
の
「
滅
後
の
邪
義
」
と
は
、
要
点
を
取
っ
て
い
え
ば
、
安

心
に
つ
い
て
は
、「
往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
と
る
」
と
い
う
以
外

に
難
解
な
こ
と
を
言
い
、
起
行
に
つ
い
て
は
、「
唯
〔
称
名
〕

念
仏
す
る
」
以
外
に
種
々
の
事
を
勧
め
る
こ
と
を
邪
義
と
い
う
。

〔
法
然
上
人
は
〕
こ
れ
ら
の
邪
妨・邪
難
を
防
が
れ
た
の
で
あ
る
。

防
ぐ
と
は
、〔
例
え
ば
〕
用
水
桶
を
置
く
の
は
、
火
を
防
ぐ
用

心
の
〔
為
〕
で
あ
る
。
今
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
一
枚

起
請
文
」
を
残
し
て
、
御
入
滅
後
の
皆
や
我
々
を
邪
義
の
類
火

に
遭
わ
せ
な
い
よ
う
に
、「
私
（
法
然
上
人
）
の
心
中
に
あ
る

所
を
記
し
置
い
て
、
そ
の
防
ぎ
に
備
え
て
お
く
ぞ
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
な
ん
と
も
有
り
難
い
賜
物
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、そ
の
防
ぎ
様
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。〔
そ

う
す
れ
ば
〕
自
由
自
在
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
用
水
桶
か
ら

〔
水
を
〕
汲
み
出
し
汲
み
出
し
掛
け
れ
ば
火
を
防
げ
る
よ
う
に
、

こ
の
御
遺
誓
を
読
み
さ
え
す
れ
ば
〔
邪
妨
・
邪
難
を
〕
防
げ
る

の
で
あ
る
。

も
し
あ
る
人
が
い
て
、「
称
名
を
行
じ
て
は
い
て
も
、
折
々

に
観
念
も
し
た
方
が
良
い
」
と
言
わ
れ
た
時
は
、「
観
念
の
念

に
も
あ
ら
ず
」
と
〔「
一
枚
起
請
文
」
に
〕
あ
る
御
教
示
で
防

ぎ
な
さ
い
。
ま
た
、「
本
願
の
由
来
や
六
字
に
具
わ
っ
た
徳
等

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば
、「
又
学

文
を
し
て
、
念
の
心
を
さ
と
り
て
申
念
仏
に
も
あ
ら
ず
」
と
あ

る
御
教
示
で
防
ぎ
な
さ
い
。
ま
た
、「
現
世
当
世
の
両
益
、
二

世
の
安
楽
〔
を
願
い
〕、
祈
念
祈
禱
に
も
〔
念
仏
〕
せ
よ
」
と

言
わ
れ
た
な
ら
ば
、「
唯
往
生
極
楽
の
為
」
と
あ
る
御
教
示
で

防
ぎ
な
さ
い
。
ま
た
、「
念
仏
申
す
に
も
、
威
儀
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
心
の
あ
り
よ
う
は
」
な
ど
と
難
し
い
こ
と
を
言

わ
れ
た
な
ら
ば
、「
申
外
に
は
、
別
の
子
細
な
し
」
と
あ
る
御

教
示
で
防
ぎ
な
さ
い
。
も
し
ま
た
、「
他
の
こ
と
は
別
と
し
て
、

必
ず
三
心
四
修
は
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば
、

「
但
し
三
心
四
修
と
申
事
の
候
は
、
皆
決
定
し
て
、
南
無
阿
弥
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陀
仏
と
申
す
内
に
籠
る
」
と
あ
る
御
教
示
で
防
ぎ
な
さ
い
。
も

し
ま
た
、「
そ
れ
は
〔
法
然
上
人
の
〕
真
実
の
思
し
召
し
で
は

な
く
、
劣
機
を
誘
引
さ
れ
る
為
の
方
便
で
あ
る
」
な
ど
と
言
わ

れ
た
な
ら
ば
、「
此
外
に
奧
ふ
か
き
事
を
存
せ
は
、
二
尊
の
あ

わ
れ
み
に
は
づ
れ
ん
」
と
誓
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
防
ぎ
な
さ

い
。
な
お
強
い
て
、「
愚
鈍
の
機
は
そ
れ
で
も
よ
い
け
れ
ど
も
、

学
者
は
ほ
か
に
心
得
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば
、「
た
と

ひ
一
代
の
法
を
よ
く
よ
く
学
す
と
も
、
一
文
不
通
の
者
と
同
じ

く
、
愚
痴
に
還
り
て
念
仏
す
べ
し
」
と
あ
る
御
教
示
で
防
ぎ
な

さ
い
。

こ
の
よ
う
に
邪
義
・
邪
勧
を
払
う
こ
と
が
縦
横
自
在
で
あ

る
か
ら
、「
滅
後
の
邪
義
を
防
か
ん
が
為
に
、
所
存
を
記
し
畢
」

と
仰
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

世
間
で
さ
え
も
智
慧
の
あ
る
人
は
、
死
後
の
災
い
を
〔
未

然
に
〕
防
ぐ
こ
と
が
あ
る
。
昔
、
中
国
が
呉
・
魏
・
蜀
と
三
国

に
分
か
れ
て
い
た
時
、
蜀
の
臣
下
に
義ぎ

延え
ん

と
（
（49
（

い
う
勇
士
が
い
た
。

彼
が
項う

な
じ（
襟
首
）
に
瘤こ

ぶ
が
あ
る
の
を
軍
師
諸
葛
孔
明
が
〔
見
て
〕

こ
の
相
の
吉
凶
を
判
断
し
て
、「
今
は
彼
に
異
心
は
無
い
け
れ

ど
も
、
後
に
は
必
ず
謀
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
至
っ
た

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
し
て
亡
ぼ
す
べ
き
で
あ
る
」
と
遺
策
を

封
じ
て
〔
袋
に
〕
残
し
た
。〔
そ
の
後
、〕
孔
明
が
生
前
に
案
じ

た
こ
と
に
違
わ
ず
に
彼
は
謀
反
の
心
を
現
し
た
の
だ
が
、
孔
明

の
遺
策
の
指
南
に
よ
っ
て
容
易
く
切
害
で
き
た
の
で
あ
る
。
も

し
義
延
が
謀
反
を
〔
起
こ
し
た
〕
時
に
、
孔
明
が
残
し
た
袋
を

開
か
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
彼
を
亡
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

も
し
念
仏
の
行
者
が
邪
義
に
出
逢
っ
た
時
に
、
こ
の
御
遺

誓
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
邪
勧
に
よ
っ
て
引
き
落
と
さ
れ
て
し
ま

う
に
違
い
な
い
。
た
と
え
、
孔
明
の
遺
策
を
用
い
ず
に
国
を
亡

く
し
命
を
失
っ
た
と
し
て
も
、
迷
い
の
境
界
〔
の
中
の
こ
と
で

あ
り
〕、
無
常
の
寿
命
で
あ
る
か
ら
惜
し
む
に
足
る
こ
と
で
は

な
い
。〔
し
か
し
〕
も
し
御
遺
誓
を
守
ら
ず
に
邪
義
に
惑
わ
さ

れ
た
な
ら
ば
、
生
ま
れ
変
わ
り
続
け
る
世
の
先
々
で
、
三
悪
道

に
苦
し
み
、
浮
か
ぶ
機
会
も
無
い
一
大
事
で
あ
る
か
ら
、
守
り

て
も
守
り
、
信
じ
て
も
な
お
信
じ
、
寒か

ん
蝉せ

ん
が
枯こ

木ぼ
く
を
抱
い
て
（
（49
（

、

呼
ば
れ
よ
う
と
も
見
向
き
も
し
な
い
よ
う
に
、
脇
目
も
ふ
ら
ず
、
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一
筋
に
た
だ
往
生
極
楽
の
為
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
唱
え
な
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
者
を
、
法
然
上
人
の
御

遺
誓
を
信
受
し
奉
っ
た
、
順
次
決
定
往
生
の
行
者
と
い
う
の
で

あ
る
。

以
上
、
大
段
六
科
の
内
の
第
五
「
総
結
」
の
科
を
終
わ
る
。

建
暦
二
年
正
月
廿
三
日
源
空
（
御
花
押
）

大
科
の
第
六
「
年
号
月
日
御
撰
号
」
の
段
で
あ
る
。

「
建
暦
」
と
は
第
八
十
四
代
順
徳
天
皇
〔
が
治
め
ら
れ
て
い

た
時
代
〕
の
年
号
で
、「
正
月
廿
三
日
」
は
〔
法
然
上
人
の
〕

御
入
滅
よ
り
中
一
日
隔
て
た
前
日
で
あ
る
。
法
然
上
人
が
い
よ

い
よ
御
遷
化
に
臨
ん
で
お
遺
し
下
さ
っ
た
大
悲
の
賜
物
で
あ
り
、

ど
う
し
て
頂
戴
し
信
受
し
奉
ら
ず
に
お
ら
れ
よ
う
か
。

「
源
空
」
と
は
法
然
上
人
の
諱い

み
な、
す
な
わ
ち
御
実
名
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
叡
空
（
（49
（

上
人
よ
り
ご
授
与
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
法

然
上
人
は
御
年
十
五
歳
で
初
め
て
持
宝
房
源
光
（
（49
（

上
人
の
室
に
入

ら
れ
た
が
、
そ
の
聡
明
な
こ
と
は
群
を
抜
い
て
お
ら
れ
た
の
で
、

天
台
宗
の
奥
義
を
究
め
さ
せ
よ
う
と
思
い
、
当
時
一
山
の
雄
才

で
あ
っ
た
肥
後
の
皇
円
（
（49
（

阿
闍
梨
の
も
と
へ
と
遣
わ
さ
れ
た
。
す

る
と
皇
円
阿
闍
梨
は
法
然
上
人
が
英
才
で
あ
る
の
を
聞
き
、
驚

い
て
「
昨
夜
の
夢
に
満
月
が
〔
私
の
〕
室
に
入
っ
て
く
る
の
を

見
た
。
今
、
こ
の
法
器
に
遇
う
こ
と
に
な
る
前
兆
で
あ
る
（
（49
（

」
と

ま
で
言
わ
れ
た
。
そ
の
悦
び
よ
う
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

�

〔
こ
の
よ
う
な
〕月
輪
を
感
夢
す
る
こ
と
は
度
々
あ
る
。『
九

巻
伝
』
に
は
法
然
上
人
が
〔
秦
氏
に
〕
御
託
胎
さ
れ
た
時
、

御
父
の
時
国
公
が
月
輪
を
抱
い
た
夢
を
見
ら
れ
た
（
（49
（

。
ま
た
、

〔
法
然
上
人
が
〕
讃
岐
に
ご
流
罪
に
な
ら
れ
た
時
に
は
、
塩

飽
入
道
西
忍
（
（49
（

に
も
月
輪
が
室
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
感
夢

が
あ
っ
た
（
（49
（

。
総
じ
て
言
え
ば
、〔
こ
れ
ら
の
感
夢
は
〕
法
然

上
人
の
御
智
慧
が
円
明
で
あ
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
と

り
わ
け
月
輪
は
勢
至
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
り
（
（50
（

、
法
然
上
人
も
ま

た
勢
至
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
顕
わ
す
意

味
で
あ
ろ
う
。

〔
皇
円
阿
闍
梨
の
室
に
入
っ
た
〕
そ
の
年
に
御
髪
を
剃
り
、
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法
衣
を
着
し
、
登
壇
受
戒
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
出
家
の

本
意
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
居
を
移
し
草
深
い
山
中

に
遁
れ
た
い
と
御
師
範
へ
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、〔
皇
円
阿

闍
梨
は
〕「
隠
遁
の
志
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
天
台
三
大

部
を
学
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
」
と
仰
っ
た
。
す
る
と
〔
法

然
上
人
は
〕「
世
俗
を
離
れ
た
静
か
な
生
活
を
願
う
の
は
、
生

涯
に
わ
た
り
名
声
と
利
得
を
求
め
る
望
み
を
絶
ち
、
静
か
に
仏

法
を
修
学
し
た
い
が
為
の
こ
と
で
す
。
仰
る
こ
と
は
誠
に
そ
の

通
り
で
す
」
と
答
え
、
十
六
歳
の
春
よ
り
始
め
て
三
ヶ
年
を
経

て
天
台
三
大
部
に
広
く
通
じ
ら
れ
た
。

智
慧
や
理
解
さ
れ
る
お
力
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
も
の
で
あ

り
、
お
立
て
に
な
ら
れ
る
見
解
は
師
の
教
え
を
超
え
た
為
、
御

師
範
は
い
よ
い
よ
感
嘆
し
、「〔
さ
ら
に
〕学
道
に
つ
と
め
て〔
天

台
〕
一
宗
の
棟
梁
と
な
り
な
さ
い
」
と
、
度
々
お
勧
め
に
な
っ

た
が
、〔
法
然
上
人
は
〕
決
し
て
こ
れ
を
承
諾
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
い
に
十
八
歳
に
し
て
皇
円
阿
闍
梨
の
も
と
を
辞
し
、
西

塔
の
慈
眼
房
叡
空
上
人
の
室
へ
と
至
ら
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
よ
り

成
人
と
な
っ
た
今
に
至
る
ま
で
父
の
遺
言
が
忘
れ
難
く
、〔
そ

の
為
に
〕
隠
遁
の
心
が
深
く
な
っ
た
と
い
う
経
緯
を
〔
叡
空
上

人
に
〕
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

�

父
の
遺
言
と
は
、『
勅
修
御
伝
』
に
記
述
が
あ
る
（
（50
（

。〔
父
〕
時

国
公
が
〔
夜
討
ち
に
よ
っ
て
〕
深
い
傷
を
受
け
ら
れ
て
死
に

臨
ん
だ
時
、九
歳
の
少
年（
で
あ
っ
た
法
然
上
人
）に
向
か
っ

て
「
そ
な
た
は
さ
ら
に
会
稽
の
恥
（
（50
（

を
思
っ
て
、
敵
を
恨
ん
で

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
過
去
世
に
お
け
る
行
い

の
報
い
な
の
で
あ
る
。
も
し
遺
恨
を
結
ん
だ
な
ら
ば
、
そ
の

仇
は
生
ま
れ
変
わ
り
続
け
る
世
の
先
々
ま
で
も
尽
き
難
い

で
あ
ろ
う
。
早
く
俗
世
を
逃
れ
、
出
家
を
し
て
私
の
菩
提
を

弔
い
、
そ
な
た
自
ら
が
解
脱
を
求
め
な
さ
い
。
そ
れ
に
勝
る

も
の
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、
端
座
し
て
西
を
向
き
、
合
掌

し
て
仏
を
念
じ
、眠
る
か
の
よ
う
に
息
絶
え
ら
れ
た
と
〔『
勅

修
御
伝
』
に
〕
あ
る
の
を
い
う
の
で
あ
る
。

〔
こ
れ
を
聞
い
た
〕
叡
空
上
人
は
感
嘆
な
さ
れ
、「
少
年
に

し
て
早
く
も
出
離
の
心
を
起
こ
し
て
い
る
。
実
に
あ
な
た
は
法
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然
道
理
（
（50
（

の
聖
で
あ
る
」
と
い
っ
て
法
然
房
と
い
う
房
号
を
与
え
、

実
名
を
源
光
上
人
の
上
の
字
と
叡
空
上
人
の
下
の
字
を
と
っ
て

源
空
と
名
付
け
ら
れ
た
。

�

と
こ
ろ
で
一
説
（『
選
択
之
伝
（
（50
（

』）
に
は
、
受
戒
し
た
後
な
の

で
、
童
名
で
呼
ば
れ
る
道
理
が
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
す

ぐ
に
源
空
と
は
名
乗
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
叡
空
上
人
の

室
に
入
っ
て
か
ら
は
法
然
房
と
〔
房
号
の
み
を
〕
授
け
ら
れ

た
〔
の
で
あ
っ
て
〕、
源
空
の
字
に
〔
源
光
と
叡
空
の
〕
二

師
の
お
名
前
の
字
が
合
致
す
る
の
は
、
単
に
不
測
の
霊
感
に

よ
る
も
の
と
あ
る
。
し
か
し
、『
十
巻
伝
』
に
は
〔
法
然
上

人
は
〕
受
戒
し
て
「
円
明
房
善
弘
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
あ

る
（
（50
（

。
こ
の
説
は
他
の
書
物
に
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ

ど
も
、
あ
な
が
ち
に
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
源
空
と
い
う

名
を
叡
空
上
人
が
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、『
十
六
門

記
（
（50
（

』『
秘
伝
鈔
（
（50
（

』
等
と
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
正
し

い
こ
と
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
樹
菩
薩
の
『
菩
提

心
論
』
に
あ
る
「
妄
心
若
し
起
ば
知
て
隨
う
こ
と
勿
れ
。
妄

若
し
息
む
時
、
心
源
空
寂
な
り
。
万
徳
斯
に
具
て
妙
用
窮
無

し
（
（50
（

」
と
い
う
文
を
〔
源
空
と
い
う
名
の
〕
典
拠
と
す
る
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
深
読
み
し
す
ぎ
た
説
で
あ
り
、〔
そ
も

そ
も
〕
聖
教
は
広
大
で
あ
る
。
求
め
れ
ば
そ
の
他
に
も
〔
こ

の
よ
う
な
典
拠
に
な
り
そ
う
な
一
致
は
〕
存
在
す
る
だ
ろ
う

か
ら
で
あ
る
。

「
御
花
押
」。
こ
の
前
に〔
す
で
に
〕ご
手
印
が
あ
っ
た
上
に
、

さ
ら
に
花
押
ま
で
添
え
ら
れ
て
い
る
。

�

花
押
の
説
は
諸
書
に
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か

ら
そ
の
一
つ
を
挙
げ
れ
ば
、
荻
生
徂
徠
の
『
南な

留る

別べ

志し

』
（
（50
（

の

一
つ
の
項
目
に
「
花
押
を
判
と
い
う
の
は
、
判
署
（
（51
（

と
い
う
こ

と
の
〔
理
解
を
〕
取
り
違
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
判
と
い

う
の
は
、
日
を
開
け
置
い
て
後
に
書
き
加
え
る
こ
と
を
い
い
、

署
と
い
う
の
は
、
今
の
名
判
（
（51
（

の
こ
と
で
あ
る
。
花
押
は
実
名

を
草
書
に
て
書
く
も
の
で
あ
る
。
花
押
の
上
に
は
姓
を
書
く

も
の
で
あ
る
の
を
、
今
で
は
こ
れ
を
誤
っ
て
実
名
を
書
い
て
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い
る
の
で
あ
る
。『
庭
訓
往
来
（
（51
（

』
な
ど
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
は
、
官
人
は
各
々
に
私
印
を
用
い
て
い
る
。〔
こ
れ
は
〕

官
印
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
古
く
は
官
印
が
あ
り
、
一
つ
の

官
府
に
〔
官
印
は
〕
一
つ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
官
の
文

書
は
ど
れ
も
筆
耕
役
の
者
が
書
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
実

名
だ
け
を
各
々
が
草
書
に
て
後
ろ
に
書
く
も
の
を
花
押
と

い
う
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
元
祖
大
師
の
御
本
地
に
つ
い
て
は
二
説
あ
る
。

一
つ
は
阿
弥
陀
如
来
の
垂
迹
と
言
い
、
二
つ
に
は
勢
至
菩
薩
の

垂
迹
と
言
う
（
（51
（

。
二
説
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
は
一
義
と
な

る
。
何
故
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
を
司
っ
て
お
ら
れ
る

の
が
勢
至
菩
薩
な
の
で
、
弥
陀
を
離
れ
た
勢
至
は
な
く
、
勢
至

を
離
れ
た
弥
陀
も
在ま

し
まさ

な
い
。
そ
の
為
、「
弥
陀
即
勢
至
」、「
勢

至
即
弥
陀
」
で
あ
り
、
一
体
〔
を
呼
ぶ
〕
二
つ
の
名
前
で
あ
る

か
ら
、
弥
陀
の
垂
迹
と
感
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る

人
の
為
に
は
弥
陀
と
感
見
せ
し
め
、
勢
至
の
応
現
と
信
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
人
の
為
に
は
、〔
法
然
上
人
〕自
ら「
勢

至
」
と
お
名
乗
り
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
の
に
、
い
ま
専
ら
勢
至
応
現
の
説
に
よ
る
理

由
は
、『
勅
修
御
伝
』
の
中
に
お
い
て
、
最
初
乳
母
の
尋
ね
に

答
え
て
、「
我
は
勢
至
」
と
お
答
え
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
勢
至

丸
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
（
（51
（

、
御
入
滅
ま
で
に
そ
の
本

地
を
顕
し
て
下
さ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
為
で
あ
り
、
一
々
を

こ
こ
に
挙
げ
尽
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
御

弟
子
の
勝
法
房
が
法
然
上
人
の
御
影
を
写
し
描
き
、
そ
の
銘
を

願
わ
れ
る
と
、「
我
、
本も

と
因
地
に
念
仏
の
心
を
以
て
無
生
忍
（
（51
（

に

入
る
。
今
こ
の
界
に
於
い
て
、
念
仏
の
人
を
摂
し
て
浄
土
に
帰

せ
し
む
（
（51
（

」
と
『
首
楞
厳
経
』
の
「
勢
至
円
通
章
」
の
文
を
お
書

き
下
さ
っ
た
（
（51
（

。〔
ま
た
、〕あ
る
人
が〔
御
影
を
描
き
、銘
を
〕願
っ

た
時
も
、そ
の
様
に
お
書
き
に
な
っ
た
（
（51
（

。
ま
た
〔
法
然
上
人
が
〕

讃
岐
国
の
生
福
寺
に
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
時
に
、
勢
至
菩
薩
の

像
を
御
自
作
さ
れ
て
、「
法
然
本
地
身
、
大
勢
至
菩
薩
。
衆
生

を
度
せ
ん
が
為
の
故
に
、
こ
の
道
場
に
顕
し
置
く
」
と
お
記
し

下
さ
っ
た
（
（51
（

。
こ
の
様
に
、
時
に
よ
っ
て
本
地
を
顕
さ
れ
る
の
は
、

〔
こ
の
〕
御
弘
教
の
旨
を
信
受
さ
せ
よ
う
と
し
て
下
さ
っ
た
為



265　現代語訳『一枚起請講説』

研究成果報告

で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
人
々
は
こ
の
御
法
語
に
随
え
ば
、
直
々

に
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
右
脇
の
大
士
・
大
勢
至
の
御
指
南
に
よ
っ

て
、
本
願
念
仏
の
安
心
起
行
を
心
得
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

真
に
貴
さ
の
極
ま
り
で
は
な
い
か
。
元
よ
り
こ
の
菩
薩
は
弥
陀

如
来
の
智
慧
を
司
っ
て
い
る
為
、
光
明
が
勝
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
無
辺
光
と
も
申
し
上
げ
る
の
だ
（
（52
（

（
智
慧
は
因
で
あ
り
、

光
明
は
果
で
あ
る
）。「
智
慧
の
光
を
も
っ
て
普
く
一
切
を
照
ら

す
。
三
塗
を
離
れ
し
む
る
に
無
上
力
を
得
た
り
。
こ
の
故
に
こ

の
菩
薩
を
号
し
て
大
勢
至
と
名
づ
く
（
（52
（

」
と
は
、
誠
に
金
言
誠
諦
（
（52
（

で
あ
る
こ
と
よ
。
決
定
し
て
三
塗
に
沈
む
べ
き
皆
や
こ
の
私
が
、

こ
の
御
遺
言
に
順
ず
る
ば
か
り
で
易
々
と
三
塗
を
離
れ
、
直
ち

に
聖
位
（
（52
（

に
の
ぼ
る
こ
と
、
実
に
本
地
と
垂
迹
が
矛
盾
な
く
合
致

し
て
い
る
ご
利
益
で
あ
り
、
有
り
難
い
限
り
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
講
説
し
て
き
た
御
遺
誓
は
、
決
定
堕
獄
の
我
々

を
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
報
身
報
土
へ
往
生
を
遂
げ
さ
せ
て
下
さ

る
御
教
示
で
あ
る
か
ら
、た
と
え〔
そ
れ
が
〕難
修
難
行
で
あ
っ

て
も
修
行
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
の
に
、
こ
の
御
遺
訓
に
は
随
い

易
く
、
安
心
は
立
て
易
く
、
起
行
は
修
し
易
く
、
往
生
は
至
っ

て
遂
げ
易
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
勝
易
の
二
義
を
兼
ね
備
え
る
御

遺
訓
に
帰
入
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
み
教
え
に
帰
入

す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
し
て
安
心
は
立
て
易
い
の
だ
ろ
う
か
。「
悪
趣
に
墮
ち

て
苦
し
む
こ
と
は
嫌
だ
。
楽
し
み
尽
く
め
の
極
楽
に
往
生
を
遂

げ
た
い
」
と
思
う
心
さ
え
あ
れ
ば
、「
助
け
た
ま
え
」
の
安
心

は
至
っ
て
立
て
易
い
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
起
行
は
修
し
易

い
の
だ
ろ
う
か
。
行
・
住
・
座
・
臥
の
四
威
儀
を
選
ば
ず
、
身

の
浄
・
不
浄
、
心
の
乱
・
不
乱
を
言
わ
ず
、
た
だ
口
に
称
え
る

名
号
で
あ
る
か
ら
、
至
っ
て
称
え
易
い
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し

て
往
生
し
易
い
の
だ
ろ
う
か
。
我
が
力
で
す
る
往
生
な
ら
ば
、

覚
束
無
い
気
も
す
る
け
れ
ど
、
仏
の
大
悲
本
願
の
他
力
で
遂
げ

る
往
生
で
あ
る
か
ら
、
少
し
の
苦
労
も
あ
る
こ
と
は
無
く
、
極

め
て
往
生
は
遂
げ
易
い
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
安
心
は
立
て
易
く
起
行
は
修
し
易
く
、

往
生
は
遂
げ
易
く
、
実
に
容
易
で
あ
る
こ
と
こ
の
上
な
く
、
こ

れ
よ
り
も
易
き
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
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程
ま
で
に
〔
往
生
の
道
筋
を
〕
や
す
ら
か
に
整
え
て
下
さ
る
ま

で
の
法
然
上
人
の
御
苦
労
は
、
ど
れ
程
の
こ
と
で
あ
っ
た
か

知
っ
て
お
る
か
。
そ
も
そ
も
、
法
然
上
人
が
九
つ
の
御
歳
よ
り
、

四
十
三
歳
に
お
成
り
に
な
る
ま
で
に
、
こ
の
法
門
を
見
定
め
て

下
さ
っ
た
御
苦
労
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
別
開
御
弘
通
（
（52
（

の
艱
難

辛
苦
は
、
述
べ
尽
く
さ
れ
る
限
り
で
は
な
い
。
今
そ
の
恩
分
を

思
い
知
る
為
に
、
御
流
刑
及
び
御
入
滅
に
関
す
る
御
伝
文
の
大

意
を
取
っ
て
弁
示
し
よ
う
。
そ
の
他
は
準
え
て
知
り
な
さ
い
。

法
然
上
人
が
ご
開
創
さ
れ
た
、
浄
土
専
修
の
教
え
と
導
き

が
盛
ん
と
な
り
、
人
々
が
多
く
生
死
を
出
離
し
、
極
楽
往
生
を

遂
げ
た
。
そ
の
為
、〔
仏
法
を
妨
げ
る
〕
天
魔
（
（52
（

が
競
っ
て
や
っ

て
来
て
、
住
蓮
・
安
楽
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。〔
そ
れ
で
も
〕

南
都
北
嶺
の
憤
り
は
尚
お
さ
ま
ら
ず
、
引
き
続
い
て
讒
訴
（
（52
（

に
お

よ
び
、
弟
子
の
科と

が
を
師
匠
で
あ
る
法
然
上
人
に
負
わ
せ
て
、
ま

さ
に
〔
僧
侶
の
証
で
あ
る
〕
度
縁
（
（52
（

を
取
り
上
げ
、
遠
流
の
科
と

定
め
、〔
法
然
上
人
は
〕
土
佐
の
国
へ
趣
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

法
然
上
人
の
教
化
を
い
た
だ
い
て
い
た
貴
族
や
民
衆
、
平
素
よ

り
往
生
の
願
い
を
抱
い
て
い
た
出
家
や
在
俗
の
人
た
ち
が
嘆
き

悲
し
む
こ
と
は
、
例
え
よ
う
も
な
い
程
で
あ
っ
た
（
（52
（

。

門
弟
た
ち
が
〔
互
い
に
〕
嘆
き
あ
っ
て
い
る
中
で
、
法
蓮

房
信
空
（
（52
（

上
人
が
〔
法
然
上
人
に
向
か
っ
て
〕「
住
蓮
と
安
楽
は

す
で
に
死
罪
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。〔
上
人
の
〕ご
流
罪
は〔
た

だ
〕
一
向
専
修
〔
の
念
仏
〕
を
広
め
行
っ
た
為
と
い
う
こ
と
で

す
。
と
こ
ろ
が
〔
上
人
は
〕
ご
老
体
で
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
は
る

か
遠
く
海
を
渡
る
旅
に
ご
出
発
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
お
命
は
安

全
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
〔
門
弟
〕
は
上
人
の
恩
顔
を

拝
し
、
お
言
葉
を
承
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
上

人
が
流
刑
の
罪
を
受
け
て
お
従
い
に
な
る
と
、都
に
留
ま
る〔
我

ら
〕
門
弟
は
、
面
目
が
立
ち
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
、〔
お
念
仏

の
停
止
は
〕
こ
れ
は
勅
命
で
あ
り
ま
す
。
一
向
専
修
〔
念
仏
〕

を
広
め
行
う
こ
と
を
中
止
す
る
旨
を
〔
お
上
に
〕
申
し
上
げ
て
、

内
々
に
ご
化
導
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
」
と
申
さ
れ
た
。

法
然
上
人
は
こ
れ
に
お
答
え
に
な
っ
て
、「
流
刑
は
決
し
て

恨
み
に
思
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
訳
は
、
私
の
年
齢
は
も

う
八
十
に
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
〔
師
弟
が
〕
同
じ
都

に
住
ん
で
い
て
も
、
こ
の
世
の
別
れ
は
も
う
間
も
な
く
で
し
ょ
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う
。
た
と
え
山
や
海
を
隔
て
よ
う
と
も
、
浄
土
で
の
再
会
を
ど

う
し
て
疑
い
ま
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
世
を
厭
お
う
と
も
、

生
き
永
ら
え
る
の
が
人
の
身
で
す
。
惜
し
ん
で
も
死
ぬ
の
が
人

の
命
で
す
。
ど
う
し
て
住
む
場
所
に
よ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ

う
か
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
京
の
都
で
念
仏
を
広
め
行
っ

て
、
す
で
に
長
い
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。（〔
上
人
〕
四
十
三
の

御
年
よ
り
七
十
五
の
御
年
ま
で
そ
の
間
三
十
二
年
間
）
地
方
に

趣
い
て
農
夫
た
ち
に
念
仏
を
勧
め
る
こ
と
は
長
年
の
念
願
で
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
が
到
来
し
な
い
ま
ま
に
、
ま
だ
そ
の
願

い
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
度
の
縁
に
よ
っ
て
こ
の
念
願

を
叶
え
る
こ
と
は
、
実
に
朝
廷
の
御
恩
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
こ
の
〔
専
修
念
仏
の
〕
教
え
が
世
に
広
ま
る
こ
と
は
、
人

が
押
し
と
ど
め
よ
う
と
し
て
も
、
教
え
は
決
し
て
と
ど
ま
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
仏
の
人
々
を
救
お
う
と
す
る
誓
い
は

深
く
、
人
の
目
に
見
え
な
い
諸
天
の
仏
法
を
守
護
す
る
と
い
う

約
束
は
固
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
う
し
て
世
間
の
非
難

に
遠
慮
し
て
、
経
文
や
釈
文
の
真
意
を
隠
す
こ
と
が
出
来
ま

し
ょ
う
か
。
た
だ
し
心
を
痛
め
て
い
る
こ
と
は
、
わ
た
く
し
源

空
が
興
し
た
浄
土
の
法
門
は
、
濁
世
末
代
の
衆
生
が
間
違
い
な

く
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る
こ
と
の
で
き
る
大
切
な
道
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
常
随
守
護
（
（53
（

の
、
神
祇
冥
道
（
（53
（

が
、
き
っ
と
道
理
に
外
れ

た
妨
げ
を
御
と
が
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

命
あ
る
も
の
は
、〔
こ
の
〕
因
果
の
〔
道
理
が
〕
間
違
い
な
い

こ
と
に
思
い
を
致
す
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
仰
っ
た
。

�

法
然
上
人
は
お
言
葉
の
中
に
「
因
果
の
〔
道
理
が
〕
間
違
い

な
い
こ
と
に
思
い
を
致
す
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
仰
っ
て
い
た

が
、
御
流
罪
に
な
っ
て
よ
り
十
五
年
目
、
御
遷
化
よ
り
は
十

年
目
の
承
久
三
年
秋
七
月
、
北
条
泰
時
（
（53
（

の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、

本
院
（
（53
（

後
鳥
羽
上
皇
は
隠
岐
の
国
へ
、
中
院
土
御
門
上
皇
（
後

鳥
羽
上
皇
第
一
の
皇
子
）
は
土
佐
の
国
へ
、
新
院
順
徳
上
皇

（
後
鳥
羽
上
皇
第
三
の
皇
子
）
は
佐
渡
の
国
へ
、
六
条
の
宮

雅
成
親
王
（
後
鳥
羽
院
第
二
の
皇
子
）
は
但
馬
の
国
へ
、
冷

泉
の
宮
頼
仁
親
王
（
後
鳥
羽
院
第
四
の
皇
子
）
は
備
前
の
国

へ
、
血
の
つ
な
が
っ
た
親
子
五
人
が
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
遠
流
と

な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
日
本
国
が
始
ま
っ
て
以
来
、
こ
の
よ
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う
な
謀
反
に
よ
る
争
乱
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
（53
（

。
神
仏
が

人
知
れ
ず
に
与
え
る
罰
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
な
が
ら
こ
れ
は
〔
ま
だ
〕
現
世
の
報
い
で
あ
る
。
未
来

世
の
悪
趣
〔
輪
廻
〕
の
苦
し
み
の
報
い
は
、
さ
ら
に
痛
ま
し

い
限
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
法
然
上
人
が
先
に
遺
さ
れ
た
お
言
葉

だ
け
で
は
な
い
（
（53
（

。
後
鳥
羽
法
皇
（
（53
（

が
建
暦
元
年
夏
の
頃
、
石
清
水

八
幡
宮
（
（53
（

へ
御
参
詣
な
さ
れ
た
時
、
八
幡
神
（
（53
（

が
巫
女
に
託
し
て
仰

る
に
は
、「
近
頃
、
君
主
が
聡
明
で
な
く
、
臣
下
の
心
が
ゆ
が

ん
で
、
政
治
が
正
し
く
行
わ
れ
ず
、
民
が
心
を
痛
め
て
い
る
。

都
を
鎮
め
守
る
〔
神
々
（
（53
（

〕
や
、
代
々
の
天
子
の
神
霊
を
祭
る
伊

勢
神
宮
（
（54
（

〔
の
神
々
が
〕、
こ
の
こ
と
で
引
き
続
き
集
ま
っ
て
評

議
し
て
い
る
。〔
こ
の
ま
ま
で
は
〕
国
に
は
謀
反
が
起
こ
り
、

国
土
は
荒
れ
廃
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
必
ず
後
悔
す
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
年
の
七
月
の
頃
、
法
皇
は
夢
〔
の
中
〕
で
、
蓮

華
王
院
（
（54
（

に
ご
参
詣
さ
れ
た
。
す
る
と
粗
末
な
法
衣
を
着
た
高
僧

が
お
側
に
参
っ
て
次
の
よ
う
に
奏
上
し
た
。「
法
然
上
人
は
故

後
白
河
法
皇
（
（54
（

な
ら
び
に
先
帝
で
あ
る
高
倉
天
皇
（
（54
（

の
円
頓
戒
の
御

師
範
で
あ
る
（
（54
（

。〔
法
然
上
人
の
〕徳
は
賢
聖
（
（54
（

に
等
し
く
、そ
の〔
利

益
〕
は
現
在
す
み
ず
み
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
あ
な
た
様
は
、

仏
が
衆
生
を
救
う
為
に
仮
に
人
間
に
姿
を
変
え
て
現
れ
た
〔
法

然
上
人
を
〕、
還
俗
さ
せ
て
流
罪
の
刑
に
処
し
た
。
そ
の
過
ち

は
五
逆
罪
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
苦
し
み
の
報
い
を

ど
う
し
て
恐
れ
な
い
の
か
」
と
。
法
王
は
こ
の
よ
う
な
夢
告
を

得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

見
る
が
よ
い
。
法
然
上
人
の
遺
さ
れ
た
お
言
葉
、
八
幡
宮

の
託
宣
、
高
僧
の
諫
奏
（
（54
（

等
、
ぴ
っ
た
り
と
符
合
し
て
い
る
で
は

な
い
か
。
ま
ず
押
し
な
べ
て
、
念
仏
の
行
者
に
法
然
上
人
の
御

流
刑
を
嘆
か
な
い
者
は
な
い
が
、〔
上
人
を
〕
こ
の
流
刑
に
処

さ
れ
た
天
皇
と
讒
臣
（
（54
（

の
、
後
の
報
い
を
憐
れ
む
者
は
非
常
に
少

な
い
。〔
だ
が
こ
こ
に
〕
そ
の
よ
う
な
人
が
お
ら
れ
る
の
で
示

そ
う
。
春
誉
梅
香
法
尼
（
（54
（

と
い
う
方
は
、
江
州
（
滋
賀
県
）
彦
根

藩
の
家
臣
、
木
俣
守
定
の
妻
で
あ
る
。
そ
の
人
柄
は
純
粋
に
し

て
謹
み
深
く
、
怒
り
や
妬
み
の
心
な
く
、
十
一
歳
に
し
て
日
課
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念
仏
千
遍
を
誓
い
、
後
に
三
万
遍
に
転
じ
て
、
老
い
て
は
十
万

遍
〔
の
日
課
念
仏
〕
を
修
し
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
平
生
よ

り
し
ば
し
ば
好
相
奇
瑞
（
（54
（

を
目
の
当
た
り
し
て
、
大
往
生
を
遂
げ

た
人
で
あ
る
。平
生
よ
り『
勅
修
御
伝
』『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』『
三

部
仮
名
鈔
』
を
拝
見
し
て
、
安
心
起
行
を
大
い
に
励
ま
し
て
い

た
。
そ
の
中
で
も
『
勅
修
御
伝
』
の
中
、
後
鳥
羽
上
皇
が
法
然

上
人
を
流
刑
に
処
さ
れ
た
段
に
至
る
と
き
は
、
書
を
置
い
て
悲

し
み
泣
い
て
〔
し
ば
し
〕
時
を
過
ご
し
、
や
っ
と
涙
を
抑
え
て

言
う
こ
と
に
は
、「
法
然
上
人
は
、
ま
さ
に
釈
尊
が
衆
生
を
救

う
為
に
、
仮
に
人
間
に
姿
を
変
え
て
現
れ
た
お
方
で
あ
る
。
そ

れ
な
の
に
、
後
鳥
羽
上
皇
は
讒
臣
の
言
葉
を
信
じ
て
、
恐
れ
多

く
も
〔
法
然
上
人
を
〕
流
刑
に
処
さ
れ
た
。
お
い
た
わ
し
い
こ

と
で
あ
る
が
、
後
鳥
羽
上
皇
は
悪
趣
〔
輪
廻
〕
の
苦
し
み
の
報

い
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
願
く
は
御
仏
の
計
り
知
れ

な
い
不
思
議
な
力
で
、
逆
縁
を
見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
そ
の
重

罪
を
転
じ
て
、
浄
土
へ
導
き
た
ま
え
」
と
、
数
日
の
間
、
称
名

念
仏
〔
を
修
し
て
〕
願
い
を
廻
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

誠
に
感
心
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
世
教
（
道
教
や
儒
教
な
ど
）
と
仏
教
の
心
構
え

が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
示
そ
う
。
老
子
は
「
怨
み
に
報
い
る

の
に
徳
を
用
い
る
（
（55
（

」
と
い
う
が
、
徳
に
報
い
る
に
は
何
を
用
い

る
の
か
〔
が
示
さ
れ
て
い
な
い
〕。
だ
か
ら
〔
孔
子
は
〕「
怨
み

に
報
い
る
に
は
公
正
な
判
断
を
用
い
、
徳
に
報
い
る
に
は
徳
を

用
い
る
べ
き
で
あ
る
（
（55
（

」
と
教
え
る
。
し
か
し
、
仏
教
は
こ
れ
と

異
な
り
、「
仇
に
報
い
る
に
は
徳
を
用
い
な
さ
い
」
と
教
え
る
。

も
し
怨
み
に
報
い
る
の
に
怨
み
を
用
い
る
と
き
は
、
何
度
生
ま

れ
変
わ
っ
て
も
そ
の
怨
み
が
尽
き
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
（55
（

。

こ
の
こ
と
は
、
法
然
上
人
の
父
上
で
あ
る
時
国
公
が
、
死
に
臨

ん
で
上
人
に
遺
言
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
先
に
話
し
た
通
り
で

あ
る
。
ま
た
世
教
と
仏
教
の
優
劣
に
つ
い
て
は
、『
鶴
林
玉
露
（
（55
（

』

に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
見
て
お
き
な
さ
い
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
今
、
梅
香
法
尼
が
、
後
鳥
羽
上
皇
や
そ

の
讒
臣
が
釈
尊
の
応
現
（
法
然
上
人
）
を
流
刑
と
な
さ
れ
た
大

罪
に
よ
っ
て
悪
趣
〔
輪
廻
〕
の
苦
報
を
お
受
け
に
な
る
こ
と
を

憐
み
、
悲
し
み
泣
い
て
〔
し
ば
し
〕
時
を
過
ご
し
、
数
日
の
間

〔
念
仏
〕
回
向
な
さ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
菩
薩
の
大
悲
に
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も
等
し
い
心
掛
け
で
あ
り
、
感
ず
る
に
余
り
あ
る
で
は
な
い
か
。

皆
も
こ
の
梅
香
法
尼
の
心
掛
け
に
な
ら
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
仏
の
御
心
に
適
っ
て
、
念
仏
増
進
は
も
と
よ
り
、
人
に
対
し

て
も
瞋
恨
の
罪
を
造
ら
ず
に
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
〔
ご
流
罪
の
時
〕、
法
然
上
人
が
一
人
の
弟
子
に
対
し

て
一
向
専
念
の
教
え
を
お
説
き
に
な
っ
て
い
る
と
、
弟
子
の
西

阿
弥
陀
仏
（
（55
（

が
割
っ
て
入
っ
て
き
て
、「
こ
の
よ
う
な
み
教
え
を

説
く
こ
と
は
、〔
今
だ
け
は
〕
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

と
申
し
た
の
で
、
上
人
は
「
そ
な
た
は
経
文
や
釈
文
を
見
て
い

な
い
の
か
」
と
仰
っ
た
。

�

「
教
え
を
乞
う
人
の
為
に
は
、身
命
財
を
捨
て
て
法
を
説
け
（
（55
（

」

と
見
ら
れ
る
経
釈
で
あ
る
。

西
阿
弥
陀
仏
は
、「
経
文
や
釈
文
に
は
〔
確
か
に
〕
そ
う
あ

り
ま
す
が
、
た
だ
世
間
の
批
判
を
考
え
て
申
し
上
げ
て
い
る
の

で
す
」
と
進
言
し
た
。〔
そ
の
時
〕
法
然
上
人
は
、
こ
う
仰
っ

た
の
だ
。「
私
は
た
と
え
死
刑
に
処
せ
ら
れ
よ
う
と
も
、こ
の〔
一

向
専
念
の
教
え
〕
を
説
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
」
と
。

真
剣
な
面
持
ち
は
、
こ
の
上
な
く
心
を
打
た
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
お
姿
を
拝
見
し
た
者
は
、
み
な
涙
を
流
し
た
と
い
う
（
（55
（

。

�

法
然
上
人
が
、
天
子
の
逆
鱗
を
恐
れ
ず
、
死
刑
を
も
顧
み
ず
、

ご
自
身
を
法
の
為
に
お
捨
て
に
な
る
の
は
、
皆
こ
れ
御
入
滅

後
の
我
ら
を
憐
愍
覆
護
（
（55
（

し
て
、
生
死
〔
輪
廻
〕
を
離
れ
往
生

す
る
と
い
う
大
益
を
与
え
て
下
さ
る
大
悲
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
今
時
、
法
然
上
人
の
流
れ
を
汲
む
と
名
乗
る
者
の
中

に
、
時
代
の
流
れ
に
へ
つ
ら
い
世
間
の
批
判
に
お
も
ね
っ
て
、

雑
行
を
も
選
び
捨
て
ず
、
祈
禱
を
も
払
い
除
け
ず
、
邪
義
邪

勧
を
糺
す
こ
と
を
嫌
が
る
者
が
い
る
。
こ
れ
は
皆
、
身
命
財

の
三
つ
を
求
め
執
着
す
る
こ
と
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
法
然
上
人
が
〔
極
楽
の
〕
蓮
台
よ
り
、
ど
ん
な
お
気

持
ち
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
よ
く
よ
く
考
え
て

見
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
法
然
上
人
の
御
流
刑
の
義
に
つ
い
て
は
、
月
輪
禅
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定
殿
下
（
九
条
兼
実
公
）
の
お
嘆
き
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、「
ど
の
よ
う
な
宿
業
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

見
聞
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
悲
し
み
に
く
れ
る
ご

様
子
は
、
拝
見
し
た
人
々
も
心
の
置
き
所
が
な
い
程
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
こ
と
（
上
人
の
流
刑
）
を
上
皇
に
申
し
て
止と

ど
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
は
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
甲
斐
も
な
い
。
し

か
し
、
上
皇
の
お
怒
り
も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
考

え
な
し
に
申
し
上
げ
て
も
聞
き
入
れ
て
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
。

引
き
続
き
ご
様
子
を
窺
っ
て
、
上
人
へ
の
お
許
し
を
お
願
い
申

し
上
げ
よ
う
」
と
、
こ
の
〔
望
み
〕
を
せ
め
て
も
の
慰
め
と
な

さ
っ
た
。「
土
佐
の
国
ま
で
は
、
あ
ま
り
に
も
遠
い
道
の
り
だ
。

〔
せ
め
て
〕
私
の
知
行
（
（55
（

の
国
で
あ
れ
ば
…
」
と
い
っ
て
、〔
流
刑

地
を
〕
讃
岐
の
国
へ
移
し
変
え
て
下
さ
っ
た
（
（55
（

。

別
れ
の
悲
し
み
が
、
や
り
場
が
な
い
ほ
ど
辛
く
思
わ
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
殿
下
（
兼
実
公
）
は
法
然
上
人
へ
の
お
便

り
の
奥
書
に
、

�

振
り
捨
て
て　

行
く
は
別
れ
の　

は
し
な
れ
ど　

ふ
み
渡

す
べ
き　

事
を
し
ぞ
思
う

�

（
私
を
振
り
捨
て
て
お
発
ち
に
な
る
こ
と
は
、
今
生
の
別
れ

の
端は

し
〈
始
ま
り
〉
で
す
が
、
お
帰
り
の
橋
を
踏
み
渡
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
文ふ

み
〈
お
便
り
〉
を
お
渡
し
し
よ
う
と
思
い

ま
す
）

と
お
書
き
に
な
っ
た
の
で
、
法
然
上
人
か
ら
は
、

�

露
の
身
は　

此
処
彼
処
に
て　

消
え
ぬ
と
も　

心
は
同
じ　

花
の
台
ぞ

�

（
朝
露
の
よ
う
に
は
か
な
い
身
が
、
離
れ
ば
な
れ
と
な
っ
て

消
え
よ
う
と
も
、
お
互
い
に
志
す
所
は
、
同
じ
極
楽
の
蓮
の

台
で
ご
ざ
い
ま
す
）

と
い
う
御
返
歌
が
あ
っ
た
と
い
う
。
皆
よ
、
こ
の
御
贈
答
の
深

い
真
心
に
思
い
を
巡
ら
し
、
我
が
身
を
正
す
鏡
と
し
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
師
弟
及
び
同
行
の
間
で
不
和
合
や
反
逆
の
過
ち

を
免
れ
、
未
来
は
必
ず
同
じ
蓮
の
台
に
昇
り
、
常
住
不
変
の
快

楽
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、
深
く
心
に
思
い
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。

建
永
二
年
三
月
十
六
日
、
法
然
上
人
は
都
を
出
発
し
て
配

流
の
地
に
向
か
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
信
濃
の
国
の
御
家
人
、
角

張
の
成
阿
弥
陀
仏
（
（56
（

は
「
最
後
の
お
供
で
す
」
と
言
っ
て
、
お
輿
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を
担
い
だ
。
同
じ
よ
う
に
付
き
添
い
申
し
上
げ
る
僧
は
六
十
人

余
り
で
あ
っ
た
。
お
名
残
を
惜
し
み
、
前
後
左
右
に
走
っ
て
付

き
随
う
者
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
数
か
分
か
ら
な
い
程
で
あ
っ
た
。

貴
族
た
ち
や
民
衆
の
悲
し
む
声
は
街
中
に
満
ち
、
出
家
や
在
俗

の
者
た
ち
が
上
人
を
慕
っ
て
流
し
た
涙
は
地
面
を
潤
し
た
。

（
云
々
）

法
然
上
人
は
、
鳥
羽
の
南
の
門
（
（56
（

よ
り
、
川
舟
に
乗
っ
て
下

ら
れ
た
。
摂
津
の
国
経
ヶ
島
（
（56
（

、
播
磨
の
国
高
砂
の
浦
（
（56
（

、
同
じ
く

室
の
泊
（
（56
（

、
讃
岐
の
国
塩
飽
入
道
西
忍
（
（56
（

の
館
に
至
る
ま
で
、
多
く

の
人
々
を
結
縁
教
化
な
さ
り
、
つ
い
に
同
国
小
松
庄
（
（56
（

に
落
ち
着

か
れ
た
と
い
う
。

あ
あ
、
な
ん
と
悲
し
く
も
尊
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
艱か

ん
難な

ん
を
耐
え
忍
び
、
勇
猛
精
進
な
お
志
を
遂
げ
ら
れ
た

法
然
上
人
の
御
遺
訓
な
の
で
あ
る
か
ら
、
仰
い
で
信
じ
、
伏
し

て
信
じ
て
、
一
向
称
名
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
書
物
は
、〔
法
然
上
人
が
〕「
た
だ
南
無
阿
弥

陀
仏
と
申
し
て
、
往
生
す
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
」
と
い
う
事

を
〔
弥
陀
・
釈
迦
〕
二
尊
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
誓
言
を
立

て
て
、
我
ら
の
為
に
お
残
し
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
通

り
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、御
遺
誓
に
従
っ
て
〔
念
仏
を
〕

申
す
者
は
、
悉
く
往
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
然
上
人
も
極

楽
に
帰
座
（
（56
（

さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
ま
た
、
た
だ
〔
念
仏

を
〕
申
し
た
だ
け
で
は
往
生
し
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
恐
れ
多

い
こ
と
な
が
ら
、
法
然
上
人
は
地
獄
に
堕
ち
て
お
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
な
ら
ば
、
法
然
上
人
の
ご
臨
終
の
様
子
が
、
我
々
の
往

生
の
可
否
の
尊
い
手
本
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、〔
法

然
上
人
の
〕
ご
往
生
の
箇
所
を
読
ん
で
、
我
ら
の
往
生
が
確
か

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
固
く
信
じ
さ
せ
よ
う
。

建
暦
二
年
の
正
月
二
日
よ
り
、
法
然
上
人
は
、
か
ね
て
か

ら
食
の
進
ま
な
い
ご
病
状
で
あ
っ
た
も
の
が
、
さ
ら
に
重
く
な

ら
れ
た
。
お
お
よ
そ
こ
の
三
、
四
年
前
か
ら
は
、
耳
も
遠
く
な

ら
れ
、
物
も
は
っ
き
り
ご
覧
に
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
ご
往

生
の
時
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
二
根
（
耳
や
目
）
が
聡
明
に
な
り
、

昔
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
仰
ぎ
見
た
人
は
、
不
思
議

な
思
い
を
抱
い
た
。

〔
正
月
〕
二
日
以
後
は
、
全
く
他
の
事
は
仰
ら
ず
、
ひ
と
え
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に
極
楽
往
生
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
高
声
の
念
仏
を
絶
や
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
眠
り
に
な
っ
て
い
る
時
で
さ
え
も
、
常

に
舌
と
口
は
動
い
て
お
ら
れ
た
。

十
一
日
の
辰
の
刻
（
五
つ
時
、
午
前
八
時
）
に
、
法
然
上

人
は
〔
床
よ
り
〕
起
き
て
声
高
ら
か
に
念
仏
を
な
さ
れ
た
。
そ

の
声
を
聞
く
人
は
、
皆
、
涙
を
流
し
た
。〔
法
然
上
人
が
〕
御

弟
子
達
に
告
げ
て
仰
る
に
は
、「
声
高
ら
か
に
念
仏
せ
よ
。
阿

弥
陀
様
が
、
来
て
下
さ
っ
て
お
る
。
こ
の
名
号
を
唱
え
れ
ば
、

一
人
と
し
て
往
生
し
な
い
と
い
う
事
は
な
い
の
だ
」
と
念
仏
の

功
徳
を
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
、
常
平
生
の
如
き
で
あ
っ
た
。
ま

た
、〔
法
然
上
人
が
〕「
観
音
勢
至
諸
大
菩
薩
が
、
お
姿
を
現
し

て
お
ら
れ
る
。
皆
も
拝
ま
せ
て
頂
い
て
お
る
か
」
と
〔
尋
ね
ら

れ
た
〕。
御
弟
子
達
が
、「
拝
み
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と

答
え
た
の
で
、〔
法
然
上
人
は
〕「
ま
す
ま
す
念
仏
に
励
み
な
さ

い
」
と
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

同
日
（
十
一
日
）
の
巳
の
刻
（
四
つ
時
・
午
前
十
時
）
に
、

御
弟
子
達
が
三
尺
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
お
迎
え
し
て
、〔
法
然

上
人
の
〕
病
床
の
右
に
安
置
し
て
、「
こ
の
仏
様
を
拝
ま
れ
ま

す
か
」
と
尋
ね
た
。〔
す
る
と
〕
法
然
上
人
は
指
で
空
中
を
指

し
て
、「
そ
の
仏
様
の
他
に
ま
た
、あ
ち
ら
に
も
仏
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
が
、〔
皆
も
〕拝
ん
で
お
る
か
」と
仰
っ
た
。
そ
し
て〔
法

然
上
人
は
〕、「
お
よ
そ
こ
の
十
数
年
来
、念
仏
の
功
徳
が
積
も
っ

て
、
極
楽
の
荘
厳
や
、
仏
菩
薩
の
真
の
お
姿
を
拝
ま
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
年

来
、〔
そ
の
こ
と
を
〕
内
に
秘
め
て
〔
誰
に
も
〕
語
ら
な
か
っ
た
。

今
、
往
生
が
近
づ
い
た
の
で
、
包
み
隠
さ
ず
話
し
た
の
だ
」
と

仰
っ
た
の
で
あ
る
。

�

法
然
上
人
が
三
昧
発
得
な
さ
れ
た
後
も
、〔
そ
の
こ
と
を
〕

内
に
秘
め
て
〔
誰
に
も
〕
仰
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
、

ご
臨
終
に
際
し
〔
御
弟
子
達
に
〕
仰
っ
た
こ
と
は
、
仏
説
や

善
導
大
師
の
戒
め
に
依
順
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
仏
・

菩
薩
の
勝
れ
た
お
姿
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
道
理
が

あ
っ
て
も
、包
み
隠
さ
ず
〔
そ
の
事
を
〕
語
れ
ば
、〔
そ
れ
を
〕

聞
い
た
人
が
非
難
を
し
て
し
ま
う
。
ま
た
〔
そ
の
結
果
、〕

仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る
魔
事
障
害
が
次
か
ら
次
へ
と
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起
っ
て
く
る
な
ど
と
は
、『
首
楞
厳
経
』『
般
若
経
』
等
の
説

で
あ
る
。
ま
た
、
臨
終
の
時
に
〔
初
め
て
〕
語
ら
れ
た
こ
と

は
、
他
の
者
の
信
心
を
進
め
る
為
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

〔
善
導
大
師
の
〕『
観
念
法
門
』
に
、「
命
終
せ
ん
と
欲
せ
ん
時
、

〈
中
略
〉
病
人
も
し
前
の
境
（
聖
衆
来
迎
）
を
見
れ
ば
、
即

ち
看
病
の
人
に
向
か
い
て
説
く
べ
し
（
（56
（

」
と
あ
り
、
法
然
上
人

は
常
平
生
は
、〔
ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
〕
内
に
秘
め
、

臨
終
に
際
し
て
遂
に
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
釈
尊
の
み
教
え
や

祖
師
の
解
釈
を
守
ら
れ
て
の
事
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法

然
上
人
の
振
る
舞
い
は
、
我
ら
の
尊
い
手
本
と
し
て
、
よ
く

よ
く
心
得
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

二
十
日
の
巳
の
刻
（
四
つ
時
・
午
前
十
時
）
に
、
庵
の
上

に
紫
雲
が
た
な
び
い
た
。
そ
の
中
に
、
円
型
の
雲
が
あ
っ
た
。

そ
の
〔
雲
の
〕
色
は
、
五
色
に
し
て
、
絵
図
の
仏
の
円
光
（
後

光
）
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
道
を
行
き
交
う
人
は
、
所
々
で
こ
の

奇
瑞
を
見
た
。
弟
子
達
が
、「
こ
の
〔
庵
の
〕
上
に
紫
雲
が
た

な
び
い
て
お
り
ま
す
。
ご
往
生
が
い
よ
い
よ
近
づ
い
て
お
ら
れ

る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
た
の
で
、
法
然
上
人
は
「
な
ん
と
尊
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
の
往
生
は
全
て
の
人
々
の
往
生
の
為
で
あ

る
。
念
仏
の
信
心
を
起
こ
さ
せ
る
為
に
、奇
瑞
が
現
れ
た
の
だ
」

と
仰
っ
た
。

�

こ
の
法
然
上
人
の
「
私
の
往
生
は
す
べ
て
の
人
々
の
往
生
の

為
で
あ
る
」
と
仰
っ
た
お
言
葉
は
、
誠
に
骨
髄
に
徹
し
て
、

有
り
難
く
貴
い
こ
と
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
ご
臨
終
の
際
に
、

こ
れ
程
ま
で
に
数
々
の
奇
瑞
が
現
れ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
理
由
に
よ
る
の
か
と
い
う
と
、〔
法
然
上
人
に
よ
っ
て
〕

開
か
れ
た
浄
土
の
法
門
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
に
適
い
、

釈
尊
の
み
教
え
に
適
い
、
六
方
恒
沙
の
諸
仏
の
み
心
に
適
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
様
な
奇
瑞
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
奇
瑞
が
、
す
な
わ
ち
法
然
上
人
の
教
え
に
随
順
す
る
行

者
の
往
生
が
間
違
い
な
い
と
い
う
証
拠
に
な
る
の
で
、「
念

仏
の
信
心
を
起
こ
さ
せ
る
為
に
、
奇
瑞
が
現
れ
た
の
だ
」
と

仰
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
同
じ
日
（
二
十
日
）
の
未
の
刻
（
八
つ
時・午
後
二
時
）

に
至
っ
て
、
法
然
上
人
は
空
中
を
仰
い
で
、
目
を
片
時
も
ま
ば

た
き
さ
れ
な
い
こ
と
が
五
、
六
遍
ほ
ど
あ
っ
た
。
看
病
の
弟
子

達
が
不
思
議
に
思
い
、「
阿
弥
陀
様
が
お
迎
え
に
来
ら
れ
ま
し

た
か
」
と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、〔
法
然
上
人
は
〕「
そ
の
通
り

で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
た
。

ま
た
二
十
四
日
の
昼
（
九
ッ
時
・
正
午
）
に
は
〔
空
に
〕
紫

雲
が
大
き
く
た
な
び
い
た
。〔
京
都
〕
西
山
の
水
の
尾
の
峰
（
（56
（

で

炭
を
焼
く
十
人
余
り
の
人
々
が
、
こ
れ
を
見
て
伝
え
に
や
っ
て

来
た
。
ま
た
太
秦
の
広
隆
寺
（
（57
（

に
詣
で
た
帰
り
の
禅
尼
も
こ
れ
を

見
て
〔
東
山
を
〕
訪
ね
て
来
て
、
そ
の
様
子
を
知
ら
せ
た
。
こ

れ
ら
を
見
聞
き
し
た
人
々
で
有
り
難
く
感
じ
入
ら
な
い
者
は
い

な
か
っ
た
。
二
十
三
日
か
ら
は
（〔
こ
の
日
は
〕
源
智
上
人
の

願
い
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
〔
こ
の
〕
御
遺
誓
を
記
し
、
お
与

え
に
な
っ
た
日
で
あ
る
）
法
然
上
人
の
お
念
仏
は
、
あ
る
い
は

一
時
間
、
あ
る
い
は
二
時
間
〔
と
続
き
〕、
た
ゆ
ま
ぬ
高
声
の

お
念
仏
で
あ
っ
た
。

二
十
四
日
の
酉
の
刻
（
六
ッ
時
・
午
後
六
時
）
か
ら
、
翌

二
十
五
日
の
巳
の
時
（
午
前
十
時
・
四
ッ
時
）
に
到
る
ま
で
は
、

高
声
の
お
念
仏
を
絶
え
ず
お
勤
め
で
あ
っ
た
。
五
、
六
人
の
御

弟
子
が
代
わ
る
代
わ
る
〔
声
を
揃
え
て
〕
お
念
仏
の
お
助
け
を

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
助
け
手
の
方
が
疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
の
に
、
ご
老
齢
、
病
身
で
あ
り
な
が
ら
、〔
法
然
上
人

の
方
は
〕
少
し
も
怠
る
こ
と
な
く
〔
お
念
仏
を
〕
続
け
ら
れ
た
。

〔
こ
の
よ
う
な
事
は
〕
未
だ
か
つ
て
な
い
事
で
あ
る
。
そ
こ
に

群
れ
集
ま
っ
て
い
た
僧
や
在
俗
の
人
々
の
中
で
、
感
涙
を
催
さ

な
い
者
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�

法
然
上
人
の
お
徳
を
慕
っ
て
僧
も
俗
も
群
れ
な
し
て
集

ま
っ
た
と
い
う
け
れ
ど
も
、
ご
病
床
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に

取
り
計
ら
い
、
ご
看
病
の
者
と
、
同
音
に
お
念
仏
を
お
助
け

す
る
者
は
わ
ず
か
三
名
か
ら
五
名
に
留
め
ら
れ
て
い
た
。

〔
周
り
に
〕
人
が
多
け
れ
ば
騒
が
し
く
な
り
臨
終
の
儀
式
に

相
応
し
く
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

二
十
五
日
の
昼
近
く
（
九
ッ
時
・
正
午
）
か
ら
は
、
お
念
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仏
の
声
も
次
第
に
か
す
か
と
な
り
、
高
声
が
時
折
交
わ
る
よ
う

に
な
ら
れ
た
。〔
そ
し
て
〕
ま
さ
し
く
ご
臨
終
と
い
う
時
、
慈

覚
大
師
円
仁
様
〔
よ
り
ご
相
伝
〕
の
九
条
の
お
袈
裟
（
（57
（

を
掛
け
、

頭
北
面
西
の
お
姿
と
な
り
「
光
明
遍
照
、
十
方
世
界
、
念
仏
衆

生
、
摂
取
不
捨
」
の
経
文
を
唱
え
、
眠
り
に
就
か
れ
る
よ
う
に

息
を
引
き
取
ら
れ
た
。〔
お
念
仏
の
〕
声
が
止
ま
っ
た
後
も
、

な
お
唇
や
舌
を
十
数
遍
も
動
か
し
て
お
い
で
で
あ
っ
た
。
お
顔

の
色
は
殊
に
鮮
や
か
で
、
御
面
相
は
微
笑
ん
で
お
ら
れ
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
建
暦
二
年
正
月
二
十
五
日
の
正
午
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
御
歳
は
八
十
に
な
ら
れ
、
釈
尊
ご
入
滅
の
御
歳
と
同

じ
ご
年
齢
で
あ
る
。〔
そ
れ
の
み
な
ら
ず
〕
干
支
も
同
じ
く

壬み
ず
の
え
さ
る

申
の
年
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
不
思
議
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

「
慧
灯
」（
智
慧
の
灯
火
）
は
消
え
、「
仏
日
」（
仏
の
光
）
も
沈

ん
で
し
ま
っ
た
。
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
〔
人
々
が
〕
悼
み
哀

し
み
に
く
れ
る
有
り
様
は
、
大
恩
あ
る
父
母
を
亡
く
し
た
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

�

〔
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
〕「
慧
灯〔
既
に
消
え
、〕仏
日〔
又

没
し
ぬ
（
（57
（

〕」
と
は
、
法
然
上
人
を
釈
尊
に
も
等
し
い
お
方
と

敬
い
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
然
上
人
が
ご
入
滅
さ
れ
た
建
暦
二
年
か
ら
、
今
早
く
も

六
百
有
余
年
の
年
月
を
経
た
。
こ
の
こ
と
を
思
う
と〔
心
中
に
〕

悲
喜
こ
も
ご
も
沸
き
上
が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
嘆
き

と
い
う
の
は
、
我
々
が
法
然
上
人
の
御
在
世
に
生
ま
れ
て
出
逢

わ
せ
て
い
た
だ
き
、
御
教
訓
も
受
け
、
一
向
専
修
の
〔
念
仏
〕

行
者
と
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
速
や
か
に
往
生
し
て
初
地
（
（57
（

以
上

の
高
位
の
菩
薩
と
な
り
、
失
う
こ
と
な
き
最
高
の
快
楽
を
享
受

し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、そ
の
御
在
世
の
昔
、〔
我
々

は
〕
三
界
六
道
の
中
の
ど
こ
に
生
を
受
け
て
い
た
も
の
か
、
御

教
訓
も
お
受
け
で
き
な
か
っ
た
為
に
、
現
に
今
、
四
苦
八
苦
の

〔
つ
き
ま
と
う
〕
人
間
界
に
い
て
、
様
々
な
苦
の
波
に
ひ
た
さ

れ
て
苦
し
ん
で
い
る
。
実
に
嘆
か
わ
し
い
限
り
で
あ
る
。

ま
た
〔
逆
に
〕
喜
び
と
い
う
の
は
、
御
在
世
に
お
逢
い
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
悲
し
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
遺
し
下

さ
っ
た
御
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
る
世
に
生
ま
れ
、
出
逢
わ
せ
て
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い
た
だ
き
、
御
教
示
の
旨
を
守
っ
て
一
向
専
修
の
〔
念
仏
〕
行

者
と
な
っ
た
。〔
そ
の
お
か
げ
で
〕娑
婆
で
の
報
命
（
（57
（

が
尽
き
次
第
、

す
ぐ
さ
ま
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
身
の
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

実
に
限
り
な
い
時
を
経
て
も
逢
う
こ
と
の
で
き
な
い
大
い
な
る

慶
び
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
法
然
上
人
の

生
涯
を
懸
け
て
の
御
教
示
は
、
凝
縮
す
れ
ば
御
遺
訓
の
「
一
枚

起
請
文
」
の
通
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
御
教
示
に
違
う
こ
と
は
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
言
っ
た
と
し
て
も
一
切
聞
き
入
れ
ず
、
た
だ

往
生
極
楽
の
為
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お

念
仏
の
一
行
を
相
続
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
あ
れ
ば
こ
そ
、
法

然
上
人
の
御
教
示
の
隅
々
に
ま
で
随
う
行
者
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
な
ら
ば
既
に
申
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
法
然
上
人
の
ご

臨
終
に
際
し
て
顕
れ
た
め
で
た
き
奇
瑞
が
、
取
り
も
直
さ
ず

我
々
の
決
定
往
生
の
確
固
た
る
証
拠
で
あ
る
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ

も
御
遺
訓
の
旨
を
守
り
、「
安
心
」
は
た
だ
極
楽
往
生
の
為
と

一
筋
に
思
い
を
定
め
、「
起
行
」
は
た
だ
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
名
念
仏
一
行
を
相
続
し
て
、〔
次
第
に
〕

近
づ
く
御
来
迎
を
待
ち
受
け
て
、
大
往
生
を
遂
げ
さ
せ
て
頂
く

べ
き
な
の
で
あ
る
。

『
一
枚
起
請
講
説
』
巻
下
〈
終
〉

跋　

印
凡
そ
仏
子
の
任
為
る
や
、
仏
の
慧
命
を
続
て
、
説
法
度
生

す
る
に
在
り
。
然
れ
ど
も
明
師
に
就
き
自
証
を
得
る
に
非
れ
ば
、

則
能
わ
ざ
る
な
り
。
聖
道
諸
宗
は
、
姑
く
置
て
論
ぜ
ず
。
我
が

浄
土
の
一
門
、
両
尊
出
世
の
本
懐
、
四
輩
入
真
の
要
路
、
言
近

し
て
旨
遠
く
、
行
易
し
て
功
高
し
。
実
に
澆
末
枯
槁
を
潤
す
の

甘
露
、
濁
世
膏こ

う

肓こ
う

を
（
（57
（

医
る
の
良
剤
な
り
。
是
を
以
て
、
馬
鳴
之

を
起
信
に
示
し
、
竜
樹
之
を
十
住
に
顕
す
。
爾
し
自
り
以こ

の
か
た降
、

歴
代
の
諸
祖
、
連
綿
と
し
て
焉
を
伝
持
す
。

粤こ
こ
に
我
が
吉
水
弘
覚
大
師
、
学
識
卓
群
、
徳
行
出
類
、
夙
と

に
叡
岳
に
登
て
、
台
教
を
研
明
し
、
晩
に
吉
水
に
隠
れ
て
、
浄

業
を
勤
修
す
。
厥そ

の
行
化
の
盛
な
る
、
載
て
勅
伝
に
在
て
詳
な

り
。
然
し
て
鶴
林
の
盟
辞
、
秘
要
を
一
句
に
掲
げ
、
邪
構
を
万
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世
に
禦ふ

せ
ぐ
。
是
に
於
て
乎
緇
素
靡
然
と
し
て
風
に
向
い
、
遠
近

洋
然
と
し
て
流
を
挹
む
者
、
蓋
し
六
百
有
余
年
、
日
東
浄
教
の

繁
興
、
実
に
大
師
の
成
功
に
頼
る
な
り
。

然
り
と
雖
も
、
事
盛
に
し
て
衰
え
、
物
盈み

ち

て
虧か

く
。
亦
必

然
の
理
な
り
。
今
時
窃ひ

そ
か
に
世
の
浄
業
者
流
と
称
し
て
、
説
法

度
生
す
る
者
を
視
る
に
、
茫ぼ

う
乎こ

と
（
（57
（

し
て
聖
浄
難
易
を
弁
ぜ
ず
、

自
他
廃
立
を
も
知
ら
ず
、
或
は
轍
を
不
生
の
異
流
に
同
し
、
或

は
言
を
一
念
の
邪
義
に
混
す
。
嗚
呼
悲
し
い
か
な
、
澆
季
流
弊

の
然
ら
し
む
る
所
と
雖
も
、
法
流
に
掲け

い

厲れ
い

す
（
（57
（

る
の
士
、
未
だ
甞

て
之
が
為
に
痛
惜
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
長
の
萩
藩
、
教
安
寺
単

誉
和
尚
、
栄
周
院
相
誉
和
尚
、
梅
岸
寺
千
誉
和
尚
な
る
者
、
慨

嘆
の
余
、
屡し

ば

々し
ば

吾
が
師
父
還
源
（
（57
（

老
人
に
就
て
、
宗
教
の
弊
を
救

て
、
以
て
正
路
に
援
ん
こ
と
を
請
す
。
師
父
辞
し
て
応
ぜ
ず
、

三
公
孜
孜
と
し
て
請
す
る
こ
と
、
宛
も
渇
し
て
冷
泉
を
思
う
が

如
く
、
飢
て
美
食
を
思
う
が
如
く
、
病
て
良
薬
を
思
う
が
如
く
、

願
く
は
甘
露
の
法
を
聞
ん
と
云
て
止
ま
ず
。〈
余
〉
時
に
師
父

の
座
下
に
陪
す
。
三
公
又
〈
余
を
し
て
〉
求
請
せ
し
む
。〈
余
〉

感
歎
に
堪
え
ず
、
乃
ち
師
兄
法
道
（
（57
（

、
及
び
門
下
の
二
三
子
と
与と

も

に
、
相
い
謀
て
以
て
、
三
公
求
法
の
懇
切
な
る
の
意
を
師
父
に

聞
す
。
師
父
云
、
此
れ
は
是
れ
学
林
法
将
の
職
に
し
て
、
我
が

能
す
る
所
ろ
に
非
ず
。
然
り
と
雖
も
、
坐
な
が
ら
此
の
弊
を
見

る
に
忍
び
ず
、
慨
嘆
す
る
者
の
既
に
久
し
。
今
や
二
三
子
之
を

請
す
。
二
三
子
は
我
が
門
資
な
り
。
之
に
教
諭
す
る
は
我
が
任

な
り
と
て
、
遂
に
宗
祖
の
法
語
三
章
を
取
て
、
審つ

ま
び
ら詳

か
に
俚
解

し
、
更
に
大
意
一
巻
を
附
し
て
、
以
て
二
三
子
に
授
て
曰
、
是

れ
此
の
一
小
冊
子
、
固
よ
り
以
て
今
日
の
弊
風
を
矯
廻
す
る
に

足
ら
ず
と
雖
も
、
庶
幾
く
は
初
学
の
士
、
説
法
度
生
す
る
に
、

自
損
損
他
の
邪
路
に
堕
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
、
我
が
一
片
の
老
婆

心
の
み
と
。〈
余
〉
二
三
子
と
、
拝
受
し
て
之
を
読
む
に
、
仏

説
の
淵
源
、
祖
訓
の
蘊
底
、
至
れ
り
尽
せ
り
。
譬
ば
明
鏡
の
人

の
面
像
を
照
す
に
、
明
了
な
ら
ざ
る
こ
と
無
き
が
如
く
、
講
説

の
明
鏡
も
、
亦
復
是
の
如
し
。
噫あ

あ
、
三
公
の
求
請
す
る
や
、
実

に
感
賞
す
べ
し
。
謂
わ
所
る
、
洪
鐘
は
響
く
と
雖
も
、
必
ず
扣

を
待
て
方
に
鳴
る
。
大
聖
の
慈
を
垂
れ
玉
う
、
必
ず
請
を
待
て

当
さ
に
説
き
玉
う
と
は
、
其
れ
斯
の
謂
い
か
。
実
に
天
保
八
年

丁
酉
三
月
な
り
。
是
に
於
て
二
三
子
、
相
い
議
し
て
将
さ
に
以
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て
之
を
梓
せ
ん
と
す
。
師
兄
自
ら
衣
資
を
割
く
。
同
志
の
人
も

亦
之
を
助
く
。
蓋
し
其
の
意
ろ
、
後
世
を
し
て
以
て
弘
法
化
道

の
心
諄
々
な
る
こ
と
を
概
見
す
る
こ
と
を
有
ら
し
め
ん
と
欲
れ

ば
な
り
。〈
余
〉
則
ち
自
ら
繕ぜ

ん

写し
ゃ

し
（
（58
（

て
、
既
に
剞き

劂け
つ

に
（
（58
（

授
く
。

今こ
と
し茲
季
夏
の
初
に
至
て
、
刻
全
く
成
る
。
故
に
其
の
顛
末
を
巻

尾
に
録
す
と
云
。

時
天
保
十
年
六
月
望
後
、
越
之
中
州
冨
城
、
守
山
極
楽
寺
沙
門

〈
法
厳
的
門
（
（58
（

〉、
謹
識
於
平
安
仏
性
山
真
如
海
院
塔
頭
、
三
玄
院

寓
居
。

　
　
　
　
　
　
　
　

印　

印

注（
1
）『
論
語
』
泰
伯
第
八
に
見
ら
れ
る
語
。

（
2
）
本
地
…
「
本
地
垂
迹
」
の
語
で
、
本
来
の
境
地
と
後
か
ら
現
れ
た

姿
の
意
。
本
地
と
し
て
の
仏
・
菩
薩
と
、
垂
迹
と
し
て
の
神
人
を
さ

す
。

（
3
）
垂
迹
…
前
注
二
参
照
。

（
4
）化
縁
…
教
化
の
因
縁
。
仏・菩
薩
が
衆
生
を
教
え
導
く
因
縁
の
こ
と
。

（
5
）
帰
入
…
も
と
居
た
と
こ
ろ
に
帰
る
こ
と
。

（
6
）
忍
澂
…
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
―
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）。

升
蓮
社
宣
誉
信
阿
。
白
蓮
社
と
も
い
う
。
武
蔵
国
の
生
ま
れ
。
専
修

念
仏
の
実
践
と
と
も
に
、
宗
典
の
基
盤
研
究
と
寺
院
再
興
に
よ
る
宗

風
宣
揚
に
尽
力
し
た
。
法
然
上
人
の
活
動
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
鹿
ヶ

谷
に
、
万
無
を
中
興
開
山
と
し
て
、
善
気
山
法
然
院
万
無
教
寺
を
再

興
。
自
ら
は
中
興
二
世
と
な
っ
た
。

（
7
）『
浄
全
』
九
所
収
。

（
8
）
関
通
…
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
―
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）。

尾
張
国
海
西
郡
大
成
村
（
愛
知
県
愛
西
市
）
の
生
ま
れ
。
俗
性
は
横

井
氏
。
一
三
歳
の
時
、
同
国
中
一
色
村
西
方
寺
（
現
円
成
寺
）
霊
徹

に
つ
い
て
出
家
し
元
教
と
名
の
り
、
一
六
歳
の
時
、
増
上
寺
玄
達
の

も
と
で
修
学
し
、
名
を
専
冏
と
す
る
。
二
八
歳
の
時
、
学
功
成
っ
て

尾
張
に
帰
る
途
中
、
箱
根
の
関
所
に
て
、
生
死
分
か
れ
目
の
関
所
に

は
本
願
念
仏
の
符
券
を
用
い
て
通
過
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
、
名
を

関
通
と
改
め
る
。
以
降
四
八
年
の
教
化
に
よ
っ
て
、
得
度
の
僧
尼
は

一
五
〇
〇
人
、
受
戒
の
道
俗
は
三
千
人
に
も
及
び
、
建
立
し
た
寺
院

は
一
六
箇
寺
で
あ
っ
た
。
師
の
僧
風
は
関
通
流
と
呼
ば
れ
、
捨
世
派

の
一
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
世
寿
七
五
歳
。
師
の
伝
記

や
多
く
の
著
述
は
、『
雲
介
子
関
通
全
集
』（
全
五
巻
）
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

（
9
）『
浄
全
』
九
所
収
。

（
10
）
謬
解
…
間
違
っ
た
解
釈
。
誤
解
。
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（
11
）伏
難
…
一
般
的
に
は
、黙
し
て
非
難
の
意
を
表
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

浄
土
宗
僧
侶
の
前
に
横
た
わ
る
で
あ
ろ
う
疑
問
点
の
こ
と
。

（
12
）
通
ず
…
会
通
（
和
会
疏
通
）
の
意
。
経
論
等
に
お
け
る
、
一
見
す

る
と
相
反
す
る
説
示
に
つ
い
て
、
そ
の
根
底
の
意
味
を
解
釈
し
、
そ

れ
ら
の
説
示
が
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

（
13
）『
観
経
疏
』
序
分
義
（『
聖
典
』
二
・
一
九
三
）。

（
14
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
五
（『
聖
典
』
六
・
六
八
五
）。

（
15
）天
台
三
大
部
…
天
台
大
師
智
顗
が
講
説
し
た『
妙
法
蓮
華
経
文
句（
法

華
文
句
）』一
〇
巻
、『
妙
法
蓮
華
経
玄
義（
法
華
玄
義
）』一
〇
巻
、『
摩

訶
止
観
』
一
〇
巻
を
指
す
。

（
16
）
魔
宮
…
仏
法
を
妨
げ
る
悪
神
天
魔
の
住
む
宮
殿
。

（
17
）一
念
義
…
成
覚
房
幸
西
と
法
本
房
行
空
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
教
義
。

信
心
を
基
軸
と
し
た
こ
の
思
想
は
、「
数
返
を
申
す
は
一
念
を
信
せ

さ
る
也
、
罪
を
怖
る
る
は
本
願
を
疑
う
也
」（『
念
仏
名
義
集
』、『
浄

全
』
一
〇
・
三
七
五
・
下
）
と
い
っ
た
主
張
を
生
み
、
邪
義
と
し
て

糾
弾
さ
れ
た
。

（
18
）
住
蓮
…
生
年
不
詳
―
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）。
法
然
上
人
の
直

弟
子
。
陸
奥
寺
主
実
遍
の
息
子
。
安
楽
房
遵
西
と
共
に
哀
調
を
帯
び

た
六
時
礼
讃
を
唱
え
、
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
て
専
修
念
仏
を
弘

め
た
。
元
久
の
法
難
に
お
い
て
は
、
法
然
上
人
が
門
下
を
戒
め
た
元

久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
『
七
箇
条
制
誡
』
に
、
門
下
一
九
〇
名
の

一
六
番
目
に
署
名
し
て
い
る
。
元
久
三
年
一
二
月
、
後
鳥
羽
上
皇
が

熊
野
臨
幸
の
間
、
遵
西
と
共
に
東
山
鹿
ヶ
谷
で
六
時
礼
讃
を
勤
め
た
。

こ
の
時
の
縁
で
、
上
皇
の
小
御
所
の
女
房
ら
二
人
の
女
人
（
松
虫
・

鈴
虫
）
が
出
家
し
た
。
こ
れ
が
上
皇
の
怒
り
に
触
れ
、
翌
建
永
二
年

二
月
九
日
、
住
蓮
は
近
江
国
馬
渕
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）
で
、
そ

し
て
遵
西
は
京
都
六
条
河
原
で
斬
罪
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
法
然
上
人

は
流
罪
に
処
さ
れ
た
。
こ
れ
が
後
に
い
う
、
建
永
の
法
難
で
あ
る
。

（
19
）
安
楽
…
生
年
不
詳
―
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）。
法
然
上
人
の
直

弟
子
。
安
楽
房
遵
西
。
俗
名
は
中
原
師
広
。
少
外
記
中
原
師
秀
の
息

子
。
美
声
の
上
に
声
明
音
楽
の
才
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

法
然
上
人
が
『
選
択
集
』
を
撰
述
す
る
際
に
は
、
そ
の
執
筆
役
を
勤

め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
慢
心
を
抱
い
た
と
み
な
し
た
法
然

上
人
は
、
そ
の
役
を
第
三
章
の
途
中
か
ら
真
観
房
感
西
に
交
代
さ
せ

て
い
る
。
元
久
の
法
難
で
は
、
法
然
上
人
が
門
下
を
戒
め
た
『
七
箇

条
制
誡
』
に
お
い
て
、
三
〇
番
目
に
署
名
し
て
い
る
。
そ
し
て
建
永

の
法
難
で
は
、
住
蓮
と
共
に
後
鳥
羽
上
皇
の
怒
り
に
触
れ
、
建
永
二

年
二
月
九
日
、
遵
西
は
京
都
六
条
河
原
で
斬
罪
と
な
っ
た
。

（
20
）後
鳥
羽
上
皇
…
治
承
四
年（
一
一
八
〇
）―
延
応
元
年（
一
二
三
九
）。

第
八
二
代
天
皇
。
高
倉
天
皇
第
四
皇
子
。
母
は
藤
原
信
隆
女
、
七
条

院
殖
子
。
名
は
尊
成
。
法
名
は
良
然
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
安

徳
天
皇
の
都
落
ち
後
に
即
位
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
土
御
門
天

皇
に
譲
位
し
、
順
徳
・
仲
恭
天
皇
の
三
代
、
二
三
年
に
わ
た
り
院
政
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を
行
っ
た
。
法
然
上
人
が
四
国
配
流
と
な
っ
た
「
建
永
の
法
難
」
は
、

熊
野
御
幸
中
の
女
房
出
家
に
憤
怒
し
た
上
皇
の
譴
責
が
発
端
で
あ
っ

た
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
承
久
の
乱
で
幕
府
に
敗
北
し
隠
岐
に

配
流
さ
れ
、
延
応
元
年
二
月
二
二
日
配
所
で
崩
じ
た
。

（
21
）
讒
言
…
事
実
に
無
い
こ
と
を
い
っ
て
人
を
貶
め
る
こ
と
。

（
22
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
五
（『
聖
典
』
六
・
六
八
八
）。

（
23
）
川
合
の
法
眼
…
一
三
世
紀
頃
、
生
没
年
不
明
。
下
鴨
神
社
の
摂
社
、

河
合
（
た
だ
す
）
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）『
浄
全
』
一
七
・
二
一
二
。

（
25
）
添
書
は
諸
本
存
在
す
る
。
金
戒
光
明
寺
蔵
な
ら
び
に
粟
生
光
明
寺

蔵
「
一
枚
起
請
文
」
の
源
智
添
状
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
て
、
語
句

に
多
少
の
異
同
が
あ
る
。「〔
念
佛
之
〕門
人〔
多
〕邪
義
存
人
多〔
破

安
心
〕
上
人
〔
御
〕
滅
後
尚
以
猥
〔
可
〕
異
義
依
之
雖
病
床
臥
給
〔
浄

土
宗
之
安
心
起
行
之
趣
〕【
此
】
一
紙
申
請
處
（
所
）
也
爲
令
不
殘

疑
滯
上
人
〔
以
〕
御
自
筆
御
判
形
令
注
置
給
處
（
所
）
如
件
」（〔 
〕

の
語
句
が
金
戒
光
明
寺
蔵
な
ら
び
に
粟
生
光
明
寺
蔵「
一
枚
起
請
文
」

に
は
あ
る
。
ま
た
、両
者
に
も
「
處
」
が
粟
生
光
明
寺
本
で
は
「
所
」

と
な
っ
て
い
る
な
ど
違
い
が
あ
る
。【 

】
は
『
一
枚
起
請
講
説
』
原

文
に
の
み
あ
る
語
句
で
あ
る
）。
な
お
、
こ
の
引
用
文
は
関
通
『
一

枚
起
請
文
梗
槪
聞
書
』
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

（
26
）
こ
の
源
智
上
人
の
添
書
つ
い
て
「
一
枚
起
請
文
の
本
文
も
法
然
上

人
の
御
自
筆
で
書
い
て
い
た
だ
き
、
花
押
も
書
き
と
め
て
い
た
だ
い

た
」
と
い
う
理
解
と
、「
源
智
上
人
が
、
法
然
上
人
の
述
べ
た
一
枚

起
請
文
の
本
文
を
書
き
と
め
、
疑
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
、

法
然
上
人
御
自
筆
の
花
押
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
」
と
い
う
理
解
が

あ
る
（
梶
村
昇
『
勢
観
房
源
智
』
一
四
三
―
一
四
四
参
照
）。
こ
こ

で
は
前
者
の
説
を
と
っ
て
訳
し
た
。

（
27
）
幸
西
…
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
―
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）。

一
念
義
を
主
張
。

（
28
）
行
空
…
一
三
世
紀
初
め
頃
、
生
没
年
不
明
。
一
念
義
を
主
張
し
、

法
然
上
人
に
よ
り
破
門
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）
綽
空
…
親
鸞
聖
人
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
の
こ
と
。

（
30
）
安
永
九
年
刊
行
さ
れ
た
『
都
名
所
図
会
』（
秋
里
籬
島
著
・
竹
原

春
朝
斎
画
）
の
金
戒
光
明
寺
案
内
文
の
中
に
「
元
祖
大
師
、
鴨
太
神

宮
の
神
勅
に
よ
っ
て
、
浄
土
安
心
の
要
文
を
書
し
給
う
」
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。『
法
然
上
人
伝
（
十
巻
伝
）』
に
は
「
賀
茂
大
明
神
は
韋

提
希
夫
人
な
り
と
云
う
こ
と
を
、
さ
て
勢
観
い
よ
い
よ
信
心
深
く
し

て
御
形
見
に
念
仏
の
肝
要
を
一
筆
賜
う
ら
ん
と
申
さ
れ
け
れ
ば
」
と

い
う
記
述
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
誤
解
が
広
ま
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
31
）
易
学
で
い
う
、
相
反
す
る
性
質
を
も
つ
陰
・
陽
二
種
の
気
が
変
転

す
る
さ
ま
。「
陰
極
而
陽
生
」（『
宏
智
禪
師
廣
録
』）
と
は
、
悪
い
状

況
も
極
ま
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
良
い
方
向
に
転
じ
る
と
い
う
こ
と
わ
ざ
。

（
32
）『
首
楞
厳
経
』
に
「
そ
の
時
阿
難
、
因
み
に
乞
食
の
次
で
、
婬
室



282

を
経
歴
す
る
に
、
大
幻
術
の
摩
登
伽
女
、
娑
毘
迦
羅
が
先
ず
梵
天
の

呪
を
以
て
、
婬
席
に
摂
入
す
る
に
遭
い
、
婬
躬
撫
摩
し
て
、
将
に
戒

体
を
毀
ら
ん
と
す
」（（『
大
正
蔵
』
一
九
・
一
〇
六
・
下
）
と
あ
る
。

（
33
）
維
摩
居
士
の
病
縁
…
維
摩
居
士
は
、
か
つ
て
釈
尊
が
バ
イ
シ
ャ
リ

の
菴
没
羅
園
に
住
し
て
説
法
さ
れ
た
時
、
病
の
為
に
聴
き
に
行
け
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
釈
尊
が
文
殊
菩
薩
を
見
舞
い
に
遣
わ
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
両
者
は
対
話
を
重
ね
、
空
の
深
義
と
菩
薩
の
実
践
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
い
う
。

（
34
）
六
群
比
丘
…
釈
尊
の
弟
子
で
、
い
つ
も
あ
や
ま
ち
を
犯
し
、
多
く

の
制
戒
の
因
縁
と
な
っ
た
六
人
の
比
丘
。
難
陀
・
跋
難
陀
・
迦
留
陀

夷
・
闡
那
・
阿
説
迦
・
弗
那
跋
の
六
人
。

（
35
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
五
（『
聖
典
』
六
・
六
八
六
）。

（
36
）
隆
圓
…
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
―
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）。

託
蓮
社
調
誉
順
阿
。
知
周
託
静
と
も
い
う
。
江
戸
時
代
後
期
の
学
僧

で
、
特
に
史
伝
と
伝
法
に
精
通
し
た
宗
学
者
で
あ
っ
た
。
京
都
北
野

専
念
寺
に
住
し
て
寺
門
興
隆
に
尽
力
し
た
。
法
洲
と
は
深
い
親
交
が

あ
っ
た
。
多
数
の
著
作
が
あ
る
が
、伝
法
に
関
し
て
は
在
家
用
に『
浄

業
信
法
訣
』
五
巻
、
僧
侶
・
学
人
用
に
『
吉
水
瀉
瓶
訣
』
五
巻
を
遺

し
て
い
る
。
ま
た
、多
く
の
往
生
伝
も
編
纂
し
て
お
り
、中
で
も
『
諸

国
見
聞
近
世
往
生
伝
』は
五
編
一
六
巻
に
及
ぶ
。こ
の
書
は
現
在
、『
専

念
寺
隆
圓
上
人
集
』（
大
橋
俊
雄
編
、
一
九
八
一
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

（
37
）
慈
光
…
詳
細
不
明
。

（
38
）
淨
業
問
辨
…
慈
光
撰
。
詳
細
不
明
。

（
39
）『
聖
典
』
四
・
四
八
二
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
法
洲
が
載
せ
て
い
る

御
文
は
、
義
山
版
と
も
元
亨
版
と
も
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

（
40
）『
一
念
義
停
止
起
請
文
』其
の
一・北
陸
道
に
遣
す
書
状（『
昭
法
全
』・

八
〇
二
）。

（
41
）『
和
語
灯
録
』
一
四
「
越
中
国
光
明
房
へ
遣
わ
す
御
返
事
」（『
聖
典
』

四
・
四
二
三
）、『
漢
語
灯
録
』
一
〇
（『
浄
全
』
九
・
四
五
二
）、『
法

然
上
人
行
状
絵
図
』
二
九
（『
聖
典
』
六
・
四
五
九
、
四
六
二
）。

（
42
）『
聖
典
』
四
・
四
八
二
。

（
43
）
出
典
不
明
。

（
44
）
出
典
不
明
。

（
45
）
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
巻
上
（『
聖
典
』
五
・
三
〇
一
）。

（
46
）
出
典
不
明
。

（
47
）
出
典
不
明
。

（
48
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
六
（『
聖
典
』
六
・
七
一
四
）。

（
49
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
は
元
久
元
年
と
な
っ
て
い
る
。

（
50
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
四
（『
聖
典
』
六
・
六
七
二
）。

（
51
）
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
上
（『
聖
典
』
五
・
三
〇
二
）。
た

だ
し
、
こ
の
本
文
は
元
亨
版
と
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

（
52
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
一
七
（『
聖
典
』
六
・
二
〇
五
）。

（
53
）
敬
蓮
社
…
入
阿
。
聖
光
の
門
弟
。



283　現代語訳『一枚起請講説』

研究成果報告

（
54
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
六
（『
聖
典
』
六
・
七
二
七
）。

（
55
）『
和
語
灯
録
』
に
こ
の
記
述
は
無
い
。

（
56
）
諸
行
不
生
…
念
仏
以
外
の
諸
行
往
生
を
認
め
な
い
義
。

（
57
）
開
会
の
法
門
…
開
会
と
は
、
止
揚
、
統
合
さ
れ
て
い
く
こ
と
。
証

空
の
行
門
・
観
門
・
弘
願
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
観
門
と
弘
願
が
不
二

一
体
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（
58
）
臨
終
断
無
明
…
臨
終
断
惑
と
も
い
う
。
隆
寛
の
説
。
平
生
の
念
仏

相
続
の
末
、
臨
終
の
一
念
に
よ
っ
て
見
仏
を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
滅

罪
し
、
無
明
を
自
然
に
断
惑
し
往
生
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
説
。

（
59
）
こ
の
一
文
は
、
法
洲
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

（
60
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
六
（『
聖
典
』
六
・
七
二
七
）。
た
だ
し
、

本
文
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

（
61
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
六
（『
聖
典
』
六
・
七
二
七
―
七
二
八
）。

（
62
）
宗
源
…
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
―
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）。

竹
谷
上
人
と
も
称
す
。
法
然
面
授
の
門
人
。

（
63
）
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』（『
聖
典
』
五
・
三
〇
一
―
三
〇
二
）。

（
64
）
義
山
『
一
枚
起
請
辨
述
』
に
は
「
正
し
く
題
號
を
加
へ
け
る
は
後

人
の
所
為
に
し
て
自
ら
題
し
給
ふ
と
は
見
へ
す
」（『
浄
全
』
九
・
一

三
○
）、
貞
極
『
一
枚
起
請
文
十
勝
』
に
は
「
是
則
一
枚
の
名
は
後

人
呼
び
起
請
の
名
は
上
人
の
素
意
に
基
き
中
古
よ
り
更
に
呼
ぶ
所
の

名
な
る
べ
し
と
」（『
四
休
庵
貞
極
全
集
』
下
・
一
四
九
五
）
等
。

（
65
）
後
柏
原
天
皇
・
尊
鎮
法
親
王
が
黒
谷
本
を
書
写
さ
せ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

（
66
）
王
氏
…
詳
細
不
明
。

（
67
）
出
典
不
明
。
応
劭
『
漢
官
儀
』
か
。

（
68
）
貝
原
益
軒
『
日
本
釈
名
』
三
・
四
十
二
丁
。

（
69
）『
観
念
法
門
』
に
「
依
四
紙
阿
弥
陀
経
」（『
浄
全
』
四
・
二
二
七
）

と
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
』
は
、四
枚
の
紙
に
納
ま
る
短
編
の
為
に
、『
四

紙
阿
弥
陀
経
』『
四
紙
経
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
70
）
盟
誓
…
神
仏
を
勧
請
し
、
誓
い
を
立
て
て
人
と
約
束
す
る
こ
と
。

（
71
）
関
通
『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』
に
「
起
は
驚
覺
發
起
を
義
と
す
。

請
は
奉
請
勸
請
招
請
の
い
い
な
り
。
謂
ふ
に
佛
菩
薩
諸
天
善
神
大
小

の
神
祇
を
驚
動
せ
し
め
、
此
座
へ
勸
請
招
請
し
て
、
誓
言
す
る
所
の
、

其
品
虚
妄
な
き
旨
を
證
せ
し
め
、
若
一
分
一
毛
も
不
實
の
事
あ
ら
は
、

此
佛
神
三
寶
の
罸
を
蒙
り
て
、
今
世
後
世
、
永
く
叶
は
ぬ
身
と
成
ん

と
誓
言
す
る
を
、
起
請
と
は
云
ふ
也
」（『
浄
全
』
九
・
一
七
○
）
と

あ
る
。

（
72
）
浅
香
山
井
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
一
六
・
二
三
丁
。

（
73
）
盤
察
『
一
枚
起
請
拾
遺
鈔
』
一
丁
に
「
起
請
者
是
和
朝
語
也
。
其

義
亘
三
国
。
印
度
謂
之
誓
願
諸
佛
所
誓
不
取
正
覚
之
言
是
也
。
大
経

等
説
。
亦
六
方
諸
佛
舒
舌
誓
云
一
出
口
已
後
終
不
還
入
口
自
然
爤
壊
。

阿
弥
陀
経
之
説
観
念
法
門
所
引
」
と
あ
る
。

（
74
）『
無
量
寿
経
』「
斯
願
若
剋
果
、
大
千
應
感
動
、
虚
空
諸
天
人
、
當

雨
珍
玅
蕐
」「
應
時
普
地
、
六
種
震
動
、
天
雨
玅
蕐
」（『
聖
典
』
一・
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四
一
）、『
無
量
寿
如
来
会
』「
願
動
三
千
大
千
界
、
天
衆
空
中
皆
雨
花
、

是
時
大
地
咸
震
動
、
天
華
鼓
樂
滿
虗
空
」（『
浄
全
』
一
・
一
五
○
）。

（
75
）
盤
察
『
一
枚
起
請
拾
遺
鈔
』
一
丁
に
「
震
旦
謂
之
盟
誓
。
周
禮
云

有
疑
則
盟
諸
侯
十
二
歳
一
盟
也
已
上
。
盟
詛
也
。
既
詛
而
割
牲
以
玉

敦
承
其
流
血
諸
侯
共
啜
其
血
。
主
盟
者
執
其
牛
耳
然
後
掘
穴
埋
牲
加

載
書
而
埋
之
言
使
背
盟
者
如
此
牛
也
矣
。
或
於
自
身
出
血
亦
盟
故
。

史
記
世
家
云
割
臂
以
盟
已
上
」
と
あ
る
。

（
76
）
神
代
…
神
武
天
皇
以
前
の
神
々
の
時
代
。

（
77
）『
日
本
書
紀
』
に
は
「
請
與
姉
共
誓
。
夫
誓
約
之
中
誓
約
之
中
、

此
云
宇
氣
譬
能
美
儺
箇
必
當
生
子
」
と
あ
る
。

（
78
）
湯
を
探
ら
せ
た
…
探
湯
（
く
か
た
ち
）
の
こ
と
。
盟
神
探
湯
、
探

誓
湯
と
も
。
古
代
、
裁
判
で
審
理
の
決
し
に
く
い
時
、
真
偽
正
邪
を

裁
く
為
に
神
に
誓
っ
て
手
で
熱
湯
を
探
ら
せ
た
。
正
し
い
者
は
た
だ

れ
ず
、
邪
な
者
は
た
だ
れ
る
と
い
う
。

（
79
）『
日
本
書
紀
』
に
は
「
天
皇
勅
之
令
請
神
祇
探
湯
、
是
以
、
武
內

宿
禰
與
甘
美
內
宿
禰
、
共
出
于
磯
城
川
湄
、
爲
探
湯
」
と
あ
る
。

（
80
）
湯
起
請
…
中
世
、
盗
み
な
ど
の
実
否
を
た
だ
す
為
に
、
起
請
文
を

書
か
せ
た
上
で
熱
湯
に
手
を
入
れ
さ
せ
、
手
の
た
だ
れ
等
に
よ
っ
て

判
定
し
た
こ
と
。
古
代
の
探
湯
の
遺
風
。

（
81
）
火
起
請
…
起
請
の
一
種
。
神
前
ま
た
は
判
者
の
前
で
、
赤
熱
し
た

鉄
片
を
握
ら
せ
手
の
た
だ
れ
た
者
を
不
正
と
決
め
た
。
往
古
の
探
湯

の
類
。
鉄
火
。

（
82
）
前
注
二
五
・
二
六
参
照
。

（
83
）
出
典
不
明
。
法
洲
が
参
照
し
た
忍
澂
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』
で
も
、

題
号
の
解
説
の
中
で
「
得
た
る
者
は
別
称
を
呼
ば
ず
」（『
浄
全
』
九・

一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
84
）
宸
翰
…
天
子
が
直
筆
し
た
文
書
。

（
85
）
霊
儀
…
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
の
姿
。『
観
経
疏
』
序
分
義
に
「
如
来
、

請
に
赴
き
た
ま
え
ば
光
変
じ
て
台
と
為
る
。
霊
儀
を
影
現
し
た
ま
う

に
、
夫
人
す
な
わ
ち
安
楽
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
求
む
」（『
聖
典
』
二
・

一
九
八
）
と
あ
る

（
86
）
初
地
…
大
乗
経
典
に
説
か
れ
る
、
菩
薩
の
修
行
の
最
上
の
一
〇
段

階
で
あ
る
「
十
地
」
の
初
位
。『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
で
い
う
「
歓

喜
地
」。
三
乗
共
通
の
十
地
で
は
「
乾
慧
地
」
を
い
う
。「
地
上
」
は
、

こ
の
階
位
以
上
を
指
す
。

（
87
）
残
害
…
い
た
め
そ
こ
な
う
こ
と
。
傷
つ
け
殺
す
こ
と
。

（
88
）
同
日
の
論
に
あ
ら
ず
…
「
同
日
の
談
に
あ
ら
ず
」
と
も
。
同
じ
扱

い
に
は
で
き
な
い
こ
と
。

（
89
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
（『
聖
典
』
六
・
二
九
三
）。

（
90
）『
末
代
念
仏
授
手
印
』
の
長
時
修
の
箇
所
に
は
「
誓
っ
て
中
止
せ

ざ
れ
と
は
、
本
尊
な
ら
び
に
三
宝
を
勧
請
し
奉
っ
て
、
三
宝
前
に
お

い
て
香
華
を
弁
備
し
て
、
大
誓
願
を
発
し
て
往
生
の
行
業
を
始
む
べ

し
。
畢
命
を
期
と
為
し
て
こ
の
行
に
お
い
て
は
、
永
く
以
て
退
転
す

べ
か
ら
ず
。
も
し
こ
の
旨
に
違
せ
ば
、
永
く
以
て
三
宝
の
冥
助
を
蒙
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ら
ず
し
て
、
地
獄
の
薪
と
為
ら
ん
」（『
聖
典
』
五
・
二
三
八
―
二
三

九
）
と
あ
る
。

（
91
）「
初
に
は
も
の
う
か
り
し
か
今
は
ま
た
念
仏
せ
さ
れ
は
わ
ひ
し
か

り
け
り
」『
無
能
和
尚
行
業
記
』（『
浄
全
』
一
八
・
一
六
六
・
下
―

一
六
七
・
上
）。

（
92
）「
も
ろ
こ
し
の
よ
し
の
の
奥
の
頭
巾
か
な
」
か
。
こ
の
歌
で
あ
れ
ば
、

江
戸
前
期
の
俳
人
、
山
口
素
堂
（
一
六
四
二
―
一
七
一
八
）
の
作
で

あ
る
。

（
93
）諸
越
ケ
原
…
相
模
国
片
瀬
川
東
岸（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）の
原
の
名
。

唐
土
原
。
高
麗
人
が
居
住
し
た
為
の
名
称
と
い
わ
れ
る
。「
も
ろ
こ

し
の
は
ら
」
と
も
い
う
。

（
94
）東
夷
…
古
代
中
国
に
お
け
る
、東
方
に
住
む
異
民
族
に
対
す
る
蔑
称
。

（
95
）堯
…
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
帝
王
。
天
体
観
測
に
よ
っ
て
暦
を
作
り
、

ま
た
舜
に
二
女
を
与
え
て
帝
位
を
譲
っ
た
と
い
う
。

（
96
）
舜
…
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
聖
天
子
。
五
帝
の
一
人
。

（
97
）
周
公
…
中
国
・
周
時
代
の
政
治
家
。
孔
子
は
礼
を
整
備
し
た
聖
人

と
し
て
尊
敬
し
後
世
、
先
聖
と
崇
め
た
。

（
98
）
東
漢
…
中
国
後
漢
の
別
称
。
首
都
の
洛
陽
が
、
前
漢
の
首
都
長
安

の
東
方
に
位
置
す
る
為
に
こ
う
呼
ば
れ
る
。

（
99
）
日
本
王
代
一
覧
…
林
鵞
峰
（
江
戸
前
期
の
儒
家
）
編
著
。

（
100
）
善
隣
国
宝
記
…
瑞
渓
周
鳳
（
室
町
中
期
の
臨
済
僧
） 

編
著
。

（
101
）
つ
ま
…
配
偶
者
を
指
す
。

（
102
）
仏
祖
統
紀
…
志
磐
（
中
国
南
宋
の
僧
）
撰
。
五
四
巻
。
一
二
六
九

年
成
立
。
中
国
天
台
宗
の
立
場
か
ら
編
ん
だ
仏
教
史
書
。

（
103
）『
大
正
蔵
』
四
九
・
一
二
九
・
下
。

（
104
）五
明
…
イ
ン
ド
に
お
け
る
五
つ
の
学
問
の
分
類
。
五
明
処
と
も
い
う
。

①
内
明
処
（
教
理
学
）
②
因
明
処
（
論
理
学
）
③
声
明
処
（
言
語
学

や
文
法
学
）
④
医
方
明
処
（
医
学
や
薬
学
）
⑤
工
業
明
（
工
巧
明
と

も
い
う
。
工
学
や
芸
術
）。

（
105
）「
王
曰
大
師
伝
仏
法
灯
称
為
智
者
」（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
一
九
五
・

下
）、「
王
曰
う
。
大
師
は
仏
法
の
灯
を
伝
ふ
。
称
し
て
、
智
者
と
為

ん
と
」（『
國
譯
一
切
経
』
史
伝
部
一
〇
・
一
七
）。

（
106
）
煬
帝
…
五
六
九
―
六
一
八
。
隋
の
第
二
代
皇
帝
。
在
位
六
〇
四
―

六
一
八
。
隋
の
建
国
者
楊
賢（
文
帝
）の
第
二
子
。
楊
州
総
管
で
あ
っ

た
五
九
一
年
に
、
天
台
智
顗
か
ら
菩
薩
戒
を
受
け
、「
総
持
菩
薩
」

の
戒
名
が
与
え
ら
れ
た
。
智
顗
に
は
「
智
者
大
師
」
の
号
が
捧
げ
ら

れ
た
。

（
107
）
隆
長
…
天
台
宗
の
学
匠
。
忍
澂
と
親
交
が
あ
っ
た
。

（
108
）
一
枚
起
請
但
信
鈔
…
二
巻
。
隆
長
撰
。「
一
枚
起
請
文
」
の
注
釈
書
。

跋
文
に
よ
れ
ば
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ

れ
は
開
板
の
年
代
で
あ
ろ
う
。「
仏
法
の
中
に
於
て
、
殊
に
機
を
簡

ば
ざ
る
は
、
念
仏
の
一
行
な
る
べ
し
」（『
浄
全
』
九
・
八
二
・
上
）

と
し
、
末
世
十
悪
の
人
を
救
う
の
は
、
自
ら
が
本
願
の
念
仏
一
行
を

修
し
、
他
者
に
も
勧
め
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。
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（
109
）「
唐
我
朝
と
云
て
天
竺
を
除
か
れ
し
事
は
何
の
所
以
も
な
く
印
度

を
畧
し
給
へ
る
な
る
べ
し
」（『
浄
全
』
九
・
六
五
・
下
）。

（
110
）
烏
焉
馬
…
「
烏
」「
焉
」「
馬
」
の
三
字
は
、
字
形
が
似
て
い
て
書

き
誤
り
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
、
転
じ
て 

文
字
の
誤
り
を
指
す
。

（
111
）
東
來
束
…
「
烏
焉
馬
」
と
同
様
に
字
形
の
似
た
字
が
誤
っ
て
伝
え

ら
れ
る
こ
と
。

（
112
）「
雖
然
文
随
執
見
隠
。
義
逐
機
根
現
而
已
」（『
大
正
蔵
』
七
七
・

三
七
五
・
上
）。

（
113
）
弁
顕
密
二
教
論
…
二
巻
。
空
海
著
。
顕
教
と
密
教
と
の
浅
深
優
劣

を
論
じ
て
、
密
教
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
書
物
。
空
海

の
教
判
思
想
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、『
十
住
心
論
』
と
な
ら
ん
で

重
要
な
書
物
で
あ
る
。

（
114
）
小
乗
…
大
乗
仏
教
側
が
、
そ
れ
ま
で
の
部
派
仏
教
を
一
方
的
に
蔑

ん
で
付
け
た
名
称
。
現
在
で
は
使
用
し
な
い
不
適
切
な
用
語
だ
が
、

著
作
当
時
の
時
代
背
景
に
鑑
み
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

（
115
）
結
集
…
聖
典
編
纂
会
議
の
こ
と
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
第
一
結
集
は
、

釈
尊
入
滅
の
年
、
阿
闍
世
王
の
保
護
の
下
、
王
舎
城
郊
外
の
窟
内
に

お
い
て
五
百
人
の
阿
羅
漢
が
集
り
、
摩
訶
迦
葉
を
上
首
と
し
て
開
か

れ
た
と
い
う
。
こ
の
為
、
五
百
集
法
、
五
百
結
集
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

ま
た
『
大
唐
西
域
記
』
九
に
よ
る
と
、
当
時
摩
訶
迦
葉
の
結
集
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
者
が
数
百
人
あ
っ
て
、
別
に
一
所
に
集
合
し
結
集

を
行
っ
た
と
い
う
。
部
執
異
論
疏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
の
大
衆
の
主

は
婆
師
婆
で
あ
っ
た
と
い
い
、
魔
訶
迦
葉
等
の
結
集
を
上
座
部
結
集

ま
た
は
窟
内
結
集
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
こ
れ
を
大
衆
部
結
集
ま
た
は

窟
外
結
集
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

（
116
）
釈
尊
の
滅
後
百
年
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
治
世
に
進
歩
的
な
修
行
僧

た
ち
が
新
し
い
教
義
と
し
て
十
か
条
の
承
認
を
教
団
に
求
め
、
こ
れ

に
反
対
す
る
保
守
的
な
上
座
部
と
、
賛
成
す
る
進
歩
的
な
大
衆
部
に

ま
ず
教
団
が
二
分
し
た
（
根
本
分
裂
）。
第
二
百
年
に
、
大
衆
部
か

ら
一
説
部
・
説
出
世
部
・
鶏
胤
部
の
三
部
が
分
出
し
、
つ
い
で
多
聞

部・説
仮
部
が
分
出
し
た
。
ま
た
第
二
百
年
の
末
に
は
、
制
多
山
部・

西
山
住
部
・
北
山
住
部
が
分
出
し
、
大
衆
部
は
合
わ
せ
て
九
部
と
な

る
。
根
本
二
分
裂
の
後
、
上
座
部
は
追
わ
れ
て
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
地
方
に

移
っ
て
い
た
が
、
仏
滅
後
第
三
百
年
の
初
め
に
二
分
裂
し
て
、
説
一

切
有
部
・
雪
山
部
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
説
一
切
有
部
か
ら
犢
子
部
が

分
出
し
、
犢
子
部
か
ら
さ
ら
に
法
上
部
・
賢
冑
部
・
正
量
部
・
密
林

山
部
の
四
部
が
分
出
し
た
。
ま
た
説
一
切
有
部
か
ら
化
地
部
が
分
出

し
、
化
地
部
か
ら
法
蔵
部
が
分
出
し
た
。
仏
滅
後
第
三
百
年
の
末
に

は
、
説
一
切
有
部
か
ら
飲
光
部
が
出
、
第
四
百
年
の
初
め
に
は
、
説

一
切
有
部
か
ら
軽
量
部
が
出
て
、
上
座
部
は
本
末
十
一
部
と
な
る
。

合
わ
せ
て
二
十
の
部
派
が
成
立
し
た
わ
け
で
、
小
乗
二
十
部
派
と
よ

ぶ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
派
分
立
に
見
ら
れ
る
仏
教
を
、
明
治
以

後
の
仏
教
学
者
が
部
派
仏
教
と
よ
ん
で
い
る
。
古
い
典
籍
に
は
出
て

こ
な
い
名
称
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
と
同
じ
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で
あ
る
。「
五
部
」
は
、
仏
滅
後
約
百
年
に
根
本
分
裂
し
た
上
座
部

と
大
衆
部
、
第
二
百
年
に
大
衆
部
か
ら
枝
末
分
裂
し
た
一
説
部
、
説

出
世
部
、
鶏
胤
部
の
、
合
わ
せ
て
五
部
派
と
思
わ
れ
、
十
八
部
は
根

本
の
二
部
を
含
め
ず
、
二
十
部
は
根
本
の
二
部
を
含
め
た
数
と
推
定

し
た
。

（
117
）戒
賢
…
五
二
九
―
六
四
五
。
シ
ー
ラ
バ
ド
ラ
。
中
期
の
唯
識
思
想
家
。

東
イ
ン
ド
出
身
で
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺
（
那
蘭
陀
寺
）
の
学
匠
と
し

て
活
躍
。護
法
の
弟
子
の
一
人
で
、師
に
次
い
で
同
寺
の
学
頭
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
寺
で
修
学
し
た
玄
奘
に
『
瑜
伽
師
地
論
』
を
講
じ
、

護
法
の
唯
識
説
を
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
118
）
智
光
…
中
印
度
摩
掲
陀
国
の
人
。
玄
奘
が
入
竺
し
た
際
、
ナ
ー
ラ

ン
ダ
ー
寺
に
住
し
た
学
僧
で
あ
る
。『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
七

に
よ
る
と
、師
は
戒
賢
門
下
の
上
首
で
あ
っ
た
と
い
う
。た
だ
し
種
々

異
説
が
あ
る
。

（
119
）
事
物
は
空
か
有
か
の
論
争
…
諸
事
物
の
皆
空
を
説
く
龍
樹
・
提
婆

の
系
統
の
主
張
と
、
諸
事
物
の
現
象
面
に
お
け
る
有
を
説
く
無
着
・

世
親
の
系
統
の
主
張
と
い
う
空
有
二
論
が
あ
る
。
大
乗
仏
教
の
内
部

に
お
い
て
空
有
二
派
の
対
立
が
あ
り
、
特
に
依
他
起
性
に
関
す
る
護

法
（
有
）
と
清
弁
（
空
）
と
の
論
争
、
ま
た
戒
賢
（
有
）
が
境
空
心

有
を
主
張
し
、
智
光
（
空
）
が
心
境
倶
空
を
主
張
し
た
論
争
な
ど
が

有
名
。

（
120
）
法
相
宗
…
「
唯
識
宗
」「
慈
恩
宗
」
と
も
。
唐
代
に
玄
奘
が
も
た

ら
し
た
『
成
唯
識
論
』
に
基
づ
い
て
、
彼
の
高
弟
で
あ
る
慈
恩
大
師

基
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
宗
派
。

（
121
）
解
深
密
経
…
玄
奘
訳
。
五
巻
。
西
暦
三
〇
〇
年
前
後
の
成
立
と
み

ら
れ
る
中
期
大
乗
経
典
。
唯
識
派
の
所
依
の
経
典
の
一
つ
で
、
唯
識

思
想
を
初
め
て
説
い
た
と
い
わ
れ
る
経
典
。

（
122
）
瑜
伽
師
地
論
…
略
し
て
『
瑜
伽
論
』
と
も
い
う
。
瑜
伽
行
派
の
代

表
的
典
籍
の
一
つ
。
相
当
部
分
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
、
チ
ベ
ッ

ト
語
訳
、
漢
訳
（
玄
奘
の
完
訳
本
と
他
に
部
分
訳
）
が
現
存
す
る
。

中
国
に
は
弥
勒
（
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
）
作
と
伝
わ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
に
は

無
着
（
ア
サ
ン
ガ
）
作
と
伝
わ
る
が
、
漢
訳
で
百
巻
よ
り
成
る
大
部

の
も
の
で
あ
り
、
成
立
事
情
は
複
雑
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
訳
で
は
、

本
地
分
・
摂
決
択
分
・
摂
釈
分
・
摂
異
門
分
・
摂
事
分
の
五
分
に
分

か
れ
、
全
体
と
し
て
瑜
伽
行
者
が
学
ぶ
べ
き
対
象
、
お
よ
び
歩
む
べ

き
修
行
道
と
そ
の
究
極
の
果
位
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
123
）護
法
…
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
。南
イ
ン
ド
出
身
。世
親（
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
）

の
『
唯
識
三
十
頌
』
に
注
釈
し
た
唯
識
十
大
論
師
の
一
人
。
ナ
ー
ラ

ン
ダ
ー
寺
の
学
頭
と
し
て
多
く
の
弟
子
を
育
成
し
た
。
二
九
歳
で

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
辺
に
隠
棲
し
、
三
二
歳
で
世
を
去
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
師
の
唯
識
説
は
弟
子
の
戒
賢
を
介
し
て
玄
奘
に
伝
え
ら

れ
、
さ
ら
に
玄
奘
よ
り
こ
の
教
え
を
受
け
た
慈
恩
大
師
基
が
中
国
法

相
宗
を
開
く
こ
と
に
な
る
。

（
124
）
難
陀
…
ナ
ン
ダ
。
歓
喜
と
も
訳
さ
れ
る
。
印
度
の
人
。
唯
識
十
大
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論
師
の
一
人
。『
唯
識
三
十
頌
』
を
注
釈
し
、ま
た
瑜
伽
釈
等
を
作
っ

た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

（
125
）
三
論
宗
…
中
国
・
東
ア
ジ
ア
の
大
乗
仏
教
宗
派
の
一
つ
。
イ
ン
ド

中
観
派
の
龍
樹
の
『
中
論
』『
十
二
門
論
』、
お
よ
び
そ
の
弟
子
提
婆

の
『
百
論
』
を
合
わ
せ
た
「
三
論
」
を
所
依
の
経
典
と
す
る
宗
。『
中

論
』
で
は
不
生
不
滅
・
不
常
不
断
・
不
一
不
異
・
不
来
不
去
の
八
不

を
掲
げ
て
、
生
・
滅
な
ど
の
両
極
端
を
離
れ
た
何
も
の
に
も
執
着
し

な
い
中
道
を
説
き
（
八
不
中
道
）、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
因
と
縁
か
ら

生
じ
た
も
の
（
因
縁
生
法
）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
に
固
有
の
本
性

は
な
く
（
無
自
性
）、
空
で
あ
る
（
一
切
法
空
）
と
す
る
。
空
を
唱

え
る
こ
と
か
ら
、
空
宗
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
126
）
大
乗
妙
智
経
…
中
国
に
は
未
伝
。
原
名
『
蘇
若
那
摩
訶
衍
経
』。

（
127
）
中
観
…
龍
樹
の
『
中
論
』
の
こ
と
。
三
論
宗
の
吉
蔵
は
、
鳩
摩
羅

什
訳
『
中
論
』
を
『
中
観
論
』
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
書
は
中
観
派

の
基
本
典
籍
で
あ
り
、
ま
た
『
十
二
門
論
』『
百
論
』
と
と
も
に
三

論
宗
の
基
本
典
籍
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
は
、
龍
樹
が
著

し
た
偈
頌
に
、
青
目
が
施
し
た
註
釈
を
付
し
た
典
籍
。
本
書
は
全
二

七
章
か
ら
な
り
、
諸
法
が
空
で
あ
る
こ
と
や
、
空
性
の
意
味
を
説
い

て
い
る
。

（
128
）
清
目
…
青
目
と
も
。
梵
語
賓
伽
羅
の
訳
。
又
は
賓
羅
伽
か
。
印
度

の
人
。
西
暦
四
世
紀
頃
出
世
し
、
龍
樹
の
『
中
論
』
を
註
釈
し
た
論

師
。

（
129
）
清
辨
…
バ
ー
ヴ
ィ
ベ
ー
カ
。
分
別
明
と
も
訳
さ
れ
る
。
四
九
〇
―

五
七
〇
頃
。
中
観
派
の
学
者
。
同
時
代
の
論
理
学
研
究
に
刺
激
さ
れ

て
、
す
べ
て
の
も
の
は
空
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
推
論
式
に
よ
っ
て

積
極
的
に
論
証
し
よ
う
と
し
、
独
自
な
方
法
を
確
立
し
た
。
そ
の
為
、

後
に
自
立
論
証
派
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

（
130
）『
宋
高
僧
伝
』
二
九
に
は
、「
既
経
多
苦
深
厭
閻
浮
。
何
国
何
方
有

楽
無
苦
。
何
法
何
行
能
速
見
仏
。
遍
問
天
竺
三
蔵
。
学
者
所
説
皆
讃

浄
土
。
復
合
金
口
。
其
於
速
疾
是
一
生
路
。
尽
此
報
身
必
得
往
生
極

楽
世
界
。
親
得
奉
事
阿
弥
陀
仏
」（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
八
九
〇
・
中
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
一
枚
起
請
講
説
』
の
引
用
文
と
全
く
の
同
文

で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
聖
冏
撰
『
一
枚
起
請
之
註
』
に
は
「
高
僧

伝
（
取
意
）
恵
日
三
蔵
、
天
竺
を
巡
歴
し
て
諸
寺
諸
山
の
長
老
に
問

う
て
曰
く
、
何
の
国
何
の
方
に
か
楽
有
り
て
苦
無
く
、
何
の
法
何
の

行
か
速
や
か
に
見
仏
す
る
こ
と
を
得
る
（
云
云
）。
答
え
て
曰
く
、

楽
有
り
て
苦
無
き
は
極
楽
浄
土
也
。
修
し
易
く
見
仏
し
易
き
は
念
仏

の
一
行
也
（
已
上
）」（『
浄
全
』
九
・
三
・
下
）
と
あ
る
。

（
131
）
慧
日
三
蔵
…
六
八
〇
―
七
四
八
。
唐
代
、
東
萊
（
山
東
省
萊
洲
府
）

の
人
。
慈
愍
三
蔵
は
賜
号
で
あ
る
。
二
〇
歳
で
具
足
戒
を
受
け
、
イ

ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
義
浄
三
蔵
に
遇
っ
て
感
銘
を
受
け
、
嗣
聖
一
九

年
（
七
〇
二
）
に
海
路
で
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
。
聖
迹
を
巡
礼
し
て
善

知
識
を
訪
ね
歩
い
た
が
、
そ
の
辛
い
旅
を
経
て
現
世
を
厭
う
よ
う
に

な
り
、
そ
の
疑
問
を
学
者
た
ち
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
に
も
西
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方
往
生
の
教
え
を
勧
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
で
観
音

菩
薩
の
霊
告
を
受
け
て
浄
土
教
に
帰
入
し
た
。

（
132
）杜
甫
…
七
一
二
―
七
七
〇
。
盛
唐
の
詩
人
。
字
は
子
美
、号
は
少
陵
。

そ
の
詩
は
格
律
厳
正
で
、
律
詩
の
完
成
者
と
さ
れ
る
。
社
会
を
鋭
く

見
つ
め
た
叙
事
詩
に
長
け
、「
詩
史
」の
称
を
持
つ
。
李
白
と
並
び「
李

杜
」
と
称
さ
れ
、
杜
牧
（
小
杜
）
に
対
し
て
「
老
杜
」
と
い
う
。

（
133
）
上
韋
左
相
二
十
韻
…
韋
左
相
に
献
じ
た
二
十
の
韻
文
。

（
134
）
沙
汰
江
河
濁
…
「
霖
雨
思
賢
佐　

丹
青
憶
老
臣　

應
圖
求
駿
馬　

驚
代
得
麒
麟　

沙
汰
江
河
濁　

調
和
鼎
鼐
新
」（
霖
雨
（
り
ん
う
）

賢
佐
を
思
い
、
丹
青
（
た
ん
せ
い
）
老
臣
を
憶
う
。
図
に
応
じ
て
駿

馬
（
し
ゅ
ん
ば
）
を
求
め
、驚
代
（
き
ょ
う
だ
い
）　
麒
麟
（
き
り
ん
）

を
得
た
り
。
江
河
の
濁
れ
る
を
沙
汰
し
、
鼎
鼐
（
て
い
だ
い
）
の
新

な
る
を
調
和
す
）。
現
代
語
訳
は
「
我
が
君
（
玄
宗
）
は
、
殿
の
高

宗
の
如
く
、
大
草
の
霧
雨
に
も
充
つ
べ
き
、
賢
き
輔
佐
の
臣
を
思
わ

れ
、
漢
の
成
帝
の
如
く
、
赤
と
青
の
系
統
図
に
よ
っ
て
、
旧
臣
（
あ

な
た
の
父
）
を
憶
わ
れ
た
。
ま
た
駿
馬
を
絵
に
か
い
て
、
そ
の
絵
に

て
ら
し
て
駿
馬
を
求
め
ら
れ
た
が
、
果
し
て
世
を
驚
か
す
よ
う
な
、

麒
麟
と
い
う
べ
き
あ
な
た
を
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
江
河
の
濁
れ

る
水
を
ふ
る
い
だ
す
よ
う
に
、
陳
希
烈
を
罷
め
、
鼎
（
か
な
え
）
の

中
の
美
味
を
新
し
く
調
和
せ
し
め
ら
れ
よ
う
に
、
貴
君
を
相
に
任
じ

る
こ
と
に
せ
ら
れ
た
」。

（
135
）
晋
書
…
二
十
四
史
の
一
つ
。
晋
代
の
正
史
。
唐
の
太
宗
の
時
に
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
晋
史
諸
種
を
改
訂
し
た
も
の
。
房
玄
齢
ら
の
奉
勅

撰
。
帝
紀
一
〇
巻
、
志
二
〇
巻
、
列
伝
七
〇
巻
、
載
紀
三
〇
巻
。
六

四
八
年
完
成
。

（
136
）
孫
綽
…
三
一
四
―
三
七
一
。
中
国
六
朝
時
代
の
東
晋
の
文
学
者
。

太
原
中
都 （
山
西
省
） 

の
人
。
著
作
で
あ
る
『
天
台
山
賦
』
は
、魏・

晋
時
代
の
代
表
的
辞
賦
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

（
137
）習
鑿
歯
…
生
没
年
不
詳
。
東
晋
の
人
。
字
は
彦
威
。
襄
陽
の
人
。『
襄

陽
耆
旧
記
』
や
『
漢
晋
春
秋
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
138
）
通
卒
…
諸
事
に
精
通
し
て
い
る
と
い
う
意
か
。

（
139
）
簸
し
…
ひ
る
。
箕
（
み
）
で
あ
お
っ
て
、
穀
物
の
ぬ
か
や
ち
り
を

除
く
。

（
140
）
颺
す
…
あ
げ
る
。
あ
が
る
。
風
が
物
を
吹
き
揚
げ
る
。

（
141
）
糠
粃
…
あ
ら
ぬ
か
（
も
み
が
ら
）
と
、
し
い
な
（
実
の
な
い
も
み
）。

転
じ
て
、
粗
末
な
食
事
。

（
142
）『
晋
書
』
五
六
（「
列
伝
」
二
六
）「
孫
綽
伝
」。

（
143
）賀
茂
真
淵
…
元
禄
一
〇
年（
一
六
九
七
）―
明
和
六
年（
一
七
六
九
）。

江
戸
中
期
の
国
学
者・歌
人
。
遠
江
の
人
。
岡
部
氏
。
号
は
県
居（
あ

が
た
い
）。
万
葉
集
な
ど
の
古
典
を
研
究
し
、
古
道
の
復
興
を
提
唱

し
た
。
主
著
は
『
万
葉
考
』『
歌
意
考
』『
冠
辞
考
』『
語
意
考
』『
国

意
考
』
な
ど
。

（
144
）
三
部
假
名
鈔
言
釋
…
賀
茂
真
淵
撰
。『
三
部
假
名
鈔
』
の
注
釈
書
。

こ
こ
に
「
後
世
、
是
に
沙
汰
の
字
を
用
い
て
世
説
な
ど
の
義
と
の
み
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思
う
は
い
か
に
ぞ
や
。（
中
略
）
共
に
「
定
」
の
意
な
り
。
後
の
も

の
に
此
さ
た
め
に
し
て
と
い
い
、
公
の
訴
な
ど
所
決
す
る
所
を
「
さ

だ
の
庭
」
と
い
う
も
、皆
、定
め
の
意
の
み
」（『
賀
茂
真
淵
全
集
』
四・

三
九
八
六
）
と
あ
る
。

（
145
）
決
断
所
…
建
武
中
興
政
権
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
裁
判
機
関
。

（
146
）
さ
だ
の
庭
…
沙
汰
庭
（
さ
た
の
に
は
）。
沙
汰
す
る
所
。
訴
訟
の

趣
を
裁
断
す
る
場
所
。

（
147
）
三
部
假
名
鈔
…
『
帰
命
本
願
鈔
』
三
巻
、『
西
要
鈔
』
二
巻
、『
父

子
相
迎
』
二
巻
の
総
称
。『
瑞
夢
鈔
』『
松
葉
鈔
』
と
も
い
う
。
向
阿

証
賢
撰
。
著
述
年
代
は
、『
三
部
假
名
鈔
諺
註
』
に
「
此
鈔
縁
起
」

と
し
て
引
用
さ
れ
る
『
真
如
堂
縁
起
』
に
よ
り
、
元
亨
年
間
（
一
三

二
一
―
一
三
二
四
）
と
推
定
さ
れ
る
。

（
148
）
角
を
直
さ
ん
と
て
、
牛
を
殺
せ
し
…
「
角
（
つ
の
）
を
矯
（
た
）

め
て
牛
を
殺
す
」
と
も
。
欠
点
を
無
理
に
直
そ
う
と
し
て
、
か
え
っ

て
全
体
を
だ
め
に
し
て
し
ま
う
こ
と
の
譬
え
。

（
149
）
事
理
…
事
は
森
羅
万
象
の
事
相
、
諸
法
。
理
は
唯
一
平
等
の
法
性
、

真
如
。『
大
乗
起
信
論
』
で
は
、「
こ
の
心
の
真
如
相
は
、
即
ち
摩
訶

衍
の
体
を
示
す
が
故
な
り
。
こ
の
心
の
生
滅
の
因
縁
の
相
は
、
能
く

摩
訶
衍
の
自
の
体
と
相
と
用
を
示
す
が
故
な
り
」（『
大
正
蔵
』三
二・

五
七
五
・
下
）
と
説
き
、
衆
生
の
心
に
は
、
真
実
の
あ
り
方
（
心
真

如
門
・
理
）
と
迷
妄
の
あ
り
方
（
心
生
滅
門
・
事
）
の
二
面
性
が
現

れ
て
い
る
と
し
た
。

（
150
）
自
身
即
仏
…
父
母
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
肉
身
の
ま
ま
で
、
仏
に
成

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
道
理
。『
真
言
内
証
義
』
参
照
。

（
151
）
大
乗
起
信
論
…
大
乗
仏
教
の
論
書
。『
起
信
論
』
と
も
い
う
。
馬

鳴
（
一
―
二
世
紀
頃
）
の
著
著
と
も
伝
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
南

北
朝
時
代
末
期
（
六
世
紀
前
半
）
に
中
国
で
成
立
し
た
も
の
と
判
明

し
た
。

（
152
）
真
如
…
一
切
法
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
。
如
々
や
如
実
、
如
な

ど
と
も
言
わ
れ
る
。
真
実
に
し
て
虚
妄
が
な
い
こ
と
を
真
と
い
い
、

変
わ
る
こ
と
な
く
常
住
す
る
こ
と
を
如
と
い
う
。
真
如
は
一
切
法
の

本
性
で
あ
り
、
万
有
の
本
体
で
あ
り
、
如
来
の
法
身
の
自
性
で
も
あ

る
。

（
153
）『
大
乗
起
信
論
』
第
四
修
行
信
心
分
に
「
若
し
彼
の
仏
の
真
如
法

身
を
観
じ
、
常
に
勤
め
て
修
習
す
れ
ば
、
畢
竟
し
て
生
ず
る
こ
と
を

得
。
正
定
に
住
す
る
が
故
に
」（『
國
譯
大
蔵
経
』
論
律
部
九
・
三
三
）

と
あ
る
。

（
154
）
依
正
二
報
…
自
分
自
身
の
過
去
の
業
の
報
い
と
し
て
ま
さ
し
く
得

ら
れ
た
有
情
の
身
心
を
正
報
と
い
い
、
有
情
の
生
存
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
山
川
草
木
な
ど
の
外
的
な
環
境
を
依
報
と
い
う
。
依
報
は
多

数
の
有
情
が
共
同
で
造
る
業
（
共
業
）
の
結
果
で
あ
る
。

（
155
）
総
相
・
別
相
…
個
々
そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
が
共
通
に
持
つ
普
遍
的
な

相
（
姿
・
形
）
と
、
個
々
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
つ
個
別
の
相
の
こ

と
。
聖
光
が
『
西
宗
要
』
で
阿
弥
陀
仏
の
相
好
に
つ
い
て
「
金
色
は
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総
相
、
三
十
二
相
は
別
相
な
り
」
と
い
っ
て
諸
仏
共
通
の
総
相
を
金

色
の
相
と
し
、
阿
弥
陀
仏
特
有
の
相
好
で
あ
る
三
十
二
相
を
別
相
で

あ
る
と
し
て
い
る
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
156
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
は
「
聖
道
門
の
修
行
は
、
正
像
の
時

の
教
な
る
が
ゆ
え
に
、
上
根
上
智
の
と
も
が
ら
に
あ
ら
ざ
れ
ば
証
し

が
た
し
。
た
と
え
ば
西
国
の
宣
旨
の
ご
と
し
」（『
聖
典
』
六
・
六
七
）

と
あ
る
。

（
157
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
は
「
下
根
の
我
等
は
、
三
宝
奥
尽
の

時
の
人
に
変
わ
る
事
な
く
、
世
は
猶
、
仏
法
流
布
の
世
な
れ
ど
も
、

身
は
独
り
、
三
学
無
分
の
機
な
り
」（『
聖
典
』
六
・
七
三
六
）
と
あ

る
。

（
158
）『
般
舟
讃
』
に
は
「
万
劫
の
修
功
は
実
に
続
け
難
し
、
一
時
に
煩

悩
百
千
が
間
わ
れ
ば
な
り
」（『
浄
全
』
四
・
五
三
〇
）
と
あ
る
。

（
159
）『
和
語
灯
録
』
四
「
太
胡
の
太
郞
實
秀
か
妻
室
の
も
と
へ
つ
か
は

す
御
返
事
」
の
原
文
は
、「
本
願
と
い
う
は
、
阿
弥
陀
仏
い
ま
だ
仏

に
成
り
た
ま
わ
ざ
り
し
昔
、
法
蔵
菩
薩
と
申
し
し
い
に
し
え
、
仏
の

国
土
を
浄
め
衆
生
を
成
就
せ
ん
が
た
め
に
、
世
自
在
王
如
来
と
申
し

し
仏
の
御
前
に
し
て
、
四
十
八
の
大
願
を
発
し
た
ま
い
し
そ
の
中
に
、

一
切
衆
生
の
往
生
の
た
め
に
一
つ
の
願
を
発
し
た
ま
え
る
、
こ
れ
を

念
仏
往
生
の
本
願
と
申
す
な
り
。（
中
略
）
念
仏
と
い
う
は
、
仏
の

法
身
を
憶
念
す
る
に
も
あ
ら
ず
、
仏
の
相
好
を
観
念
す
る
に
も
あ
ら

ず
。
た
だ
心
を
至
し
て
、
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
念
す
る
、
こ

れ
を
念
仏
と
は
申
す
な
り
」（『
聖
典
』
四
・
四
〇
九
）
で
あ
っ
て
、

法
洲
は
一
部
を
抄
出
し
て
い
る
。

（
160
）
釈
門
…
釈
迦
の
門
流
。
仏
門
。
僧
侶
。

（
161
）
龍
象
…
高
徳
の
優
れ
た
人
物
を
龍
と
象
に
た
と
え
た
言
葉
。

（
162
）
緇
林
…
「
緇
」
は
墨
染
め
の
衣
の
意
。
多
く
の
僧
。
ま
た
僧
侶
の

集
ま
っ
て
い
る
所
。
寺
院
。

（
163
）
鸞
鳳
…
す
ぐ
れ
た
人
物
や
、
君
子
な
ど
の
た
と
え
。

（
164
）
吉
祥
…
よ
い
前
兆
。
め
で
た
い
き
ざ
し
。

（
165
）
卞
和
の
璧
…
卞
和
は
人
の
名
。
和
氏
の
璧
（
か
し
の
へ
き
、
た
ま
）

と
も
。
中
国
の
春
秋
時
代
・
戦
国
時
代
の
故
事
に
あ
ら
わ
れ
た
名
玉
。

古
代
中
国
の
名
玉
の
一
つ
で
、
天
下
の
名
玉
と
称
さ
れ
た
。
春
秋
時

代
、
楚
の
人
、
卞
和
が
楚
山
で
原
石
を
得
た
名
玉
で
、
和
は
こ
れ
を

時
の
王
に
献
上
し
た
が
、
王
は
こ
れ
を
玉
人
に
鑑
定
さ
せ
て
玉
と
認

め
ず
石
と
し
、
そ
の
う
え
詐
り
を
な
す
者
と
し
て
和
の
左
足
を
切
っ

て
罰
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
和
は
次
代
の
武
王
に
ふ
た
た
び
献
じ
、

同
じ
罪
科
で
右
足
も
切
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
次
の
文
王
の
と

き
、
和
は
楚
山
の
下
で
そ
の
あ
ら
玉
を
抱
き
つ
つ
三
日
三
晩
泣
き
明

か
し
、
涙
も
枯
れ
果
て
て
血
を
流
す
に
至
っ
た
。
王
が
そ
の
理
由
を

た
だ
す
と
、
和
は
「
足
を
切
ら
れ
た
の
を
悲
し
む
の
で
は
な
い
。
宝

玉
な
の
に
石
と
い
わ
れ
、
貞
節
の
士
な
の
に
詐
り
者
と
さ
れ
た
の
が

悲
し
い
」
と
訴
え
た
。
こ
の
璧
を
磨
い
て
み
る
と
名
玉
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
初
め
て
歴
史
に
残
る
天
下
の
名
玉
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
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と
な
っ
た
。『
韓
非
子
』
和
氏
第
十
三
（
岩
波
文
庫
・
二
四
五
頁
）

参
照
。

（
166
）十
悪
…
身
口
意
の
三
業
で
犯
す
十
種
類
の
悪
業
。十
悪
業
道
。殺
生・

偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
両
舌
・
悪
口
・
綺
語
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
。

（
167
）
五
逆
…
五
逆
罪
の
こ
と
。『
倶
舎
論
』
で
は
、
殺
母
・
殺
父
・
殺

阿
羅
漢
・
出
仏
身
血
・
破
和
合
僧
。
諸
説
あ
る
。

（
168
）五
障
三
従
…
仏
教
が
展
開
す
る
な
か
で
現
れ
た
、女
性
観
を
示
す
語
。

五
障
は
女
性
の
資
質
や
能
力
上
、
達
成
で
き
な
い
と
主
張
さ
れ
る
五

つ
の
事
柄
。
梵
天
王
・
帝
釈
・
魔
王
・
転
輪
聖
王
・
仏
に
な
れ
な
い

こ
と
。
三
従
は
『
超
日
明
三
昧
経
』
下
に
「
少
な
く
は
父
母
に
制
せ

ら
る
。
出
で
て
嫁
ぐ
は
夫
に
制
せ
ら
る
。
自
由
を
得
ず
。
長
大
な
る

は
子
に
難
ぜ
ら
る
」
と
論
ぜ
ら
れ
、
女
性
は
生
涯
に
わ
た
り
家
族
内

に
あ
っ
て
従
属
的
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
169
）
六
窓
一
獼
猴
…
六
窓
一
猿
と
も
。
六
根
を
六
つ
の
窓
に
、
心
識
を

猿
に
た
と
え
た
言
葉
。

（
170
）
身
三
口
四
意
三
…
三
悪
業
に
十
種
類
あ
る
の
を
、
身
・
口
・
意
に

関
し
て
区
別
し
た
も
の
。
十
悪
の
う
ち
、
初
め
の
殺
・
盗
・
淫
の
三

つ
は
身
業
、
次
の
妄
語
・
綺
語
・
両
舌
・
悪
口
の
四
つ
は
口
業
、
終

わ
り
の
貪
・
瞋
・
邪
見
の
三
つ
は
意
業
に
つ
い
て
の
悪
業
で
あ
る
。

（
171
）
旋
火
輪
…
回
転
す
る
火
の
輪
。
た
い
ま
つ
を
手
に
持
っ
て
、
ぐ
る

ぐ
る
と
回
す
と
火
の
輪
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
輪
の
こ
と
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
実
体
が
な
く
幻
の
ご
と
き
も
の
で
、
永
久
的
な
も

の
で
は
な
く
、
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の
た
と
え
。

（
172
）
片
念
隻
思
…
不
十
分
で
不
安
定
な
思
考
の
意
か
。

（
173
）『
往
生
礼
讃
』
に
は
「
識
颺
神
飛
觀
難
成
就
」（『
浄
全
』
四
・
三

五
六
）
と
あ
る
。

（
174
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
に
は
「
近
来
の
行
人
、
観
法
を
な

す
こ
と
な
か
れ
。
仏
像
を
観
ず
と
も
、
運
慶
・
康
慶
が
造
り
た
る
仏

ほ
ど
だ
に
も
、観
じ
現
す
べ
か
ら
ず
。極
楽
の
荘
厳
を
観
ず
と
も
、桜・

梅
・
桃
・
李
の
華
菓
ほ
ど
も
、
観
じ
現
さ
ん
こ
と
難
か
る
べ
し
」（『
聖

典
』
六
・
二
八
一
）
と
あ
る
。

（
175
）
教
懐
…
一
〇
〇
一
―
一
〇
九
三
。
平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
僧
。

小
田
原
迎
接
坊
。
藤
原
教
行
の
子
。
小
田
原
聖
と
称
せ
ら
れ
た
。
高

野
聖
の
祖
。
奈
良
興
福
寺
で
法
相
を
学
び
京
都
の
小
田
原
に
隠
棲
す

る
。
七
十
歳
の
こ
ろ
高
野
山
に
の
ぼ
り
二
十
年
あ
ま
り
阿
弥
陀
真
言

を
唱
え
る
こ
と
を
日
課
に
し
た
。『
高
野
山
往
生
伝
』に
伝
記
が
あ
る
。

（
176
）
素
意
…
本
来
の
趣
意
。
本
懐
。

（
177
）『
聖
典
』
一
・
二
二
七
。

（
178
）
因
人
重
法
…
学
解
の
深
い
人
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
法
を
世
間
で
は

重
ん
じ
る
と
い
う
意
。

（
179
）
一
棒
…
禅
僧
が
修
行
中
の
弟
子
を
指
導
す
る
為
に
、
棒
で
警
醒
す

る
こ
と
。

（
180
）『
聖
典
』
三
・
一
八
五
。

（
181
）『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
七
六
・
上
）。『
選
択
集
』
第
三
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章
（『
聖
典
』
三
・
一
一
三
）
で
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（
182
）『
観
経
疏
』（『
聖
典
』
二・三
二
三
）。『
選
択
集
』
第
四
章
（『
聖
典
』

三
・
一
二
六
）
で
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（
183
）『
観
経
疏
』（『
聖
典
』
二・二
九
四
）。『
選
択
集
』
第
二
章
（『
聖
典
』

三
・
一
〇
四
）
で
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（
184
）
心
地
修
行
…
心
を
練
磨
す
る
修
行
。

（
185
）
念
経
…
経
文
の
意
を
考
え
て
読
む
こ
と
。
声
を
あ
げ
る
場
合
も
あ

げ
な
い
場
合
に
も
用
い
る
。

（
186
）『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
七
・
二
四
三
）。
原
文
は
「
如
彼

誦
経
方
云
念
経
及
云
散
心
誦
法
華
念
法
華
文
字
等
」。

（
187
）
慧
能
…
中
国
禅
宗
の
第
六
祖
。『
六
祖
壇
経
』
は
慧
能
の
説
法
集
。

（
188
）
原
文
に
近
い
も
の
は
見
つ
か
る
も
の
の
、同
文
は
な
い
（『
大
正
蔵
』

四
八
・
三
五
〇
・
上
）。
当
該
箇
所
は
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
に
同

文
の
引
用
が
存
在
す
る
為
、
孫
引
き
と
推
測
さ
れ
る
（『
浄
全
』
七・

二
四
三
）。

（
189
）
基
…
貞
観
六
年
（
六
三
二
）
―
永
淳
元
年
（
六
八
二
）。
中
国
唐

代
の
僧
。
法
相
宗
開
祖
。
窺
基
と
も
い
う
。
慈
恩
大
師
と
称
さ
れ
る
。

（
190
）『
阿
弥
陀
経
通
讃
疏
』（『
浄
全
』
五
・
六
〇
三
・
下
）。「
心
念
口

不
念
」「
口
念
心
不
念
」「
心
口
倶
念
」「
心
口
倶
不
念
」
か
ら
な
る

四
句
分
別
の
一
つ
。
こ
こ
で
は
第
二
を
指
す
。

（
191
）「
大
念
者
大
声
称
仏
也
。
小
念
者
小
声
称
仏
也
」（『
大
正
蔵
』一
三・

二
八
五
・
下
）
が
引
用
の
該
当
箇
所
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
選
択
伝

弘
決
疑
鈔
』に
も『
釈
浄
土
群
疑
論
』が
引
用
さ
れ
て
い
る（『
浄
全
』

七
・
二
四
三
―
二
四
四
）。

（
192
）『
大
正
蔵
』
四
七
・
七
六
・
下
。

（
193
）『
選
択
集
』
第
三
章
（『
聖
典
』
三
・
一
二
二
）。

（
194
）『
聖
典
』
一
・
三
一
二
。

（
195
）
前
注
一
九
三
参
照
。

（
196
）
来
迎
引
接
の
願
…
「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、

菩
提
心
を
発
し
、
諸
も
ろ
の
功
徳
を
修
し
、
至
心
に
発
願
し
て
、
我

が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
に
、
寿
終
の
時
に
臨
ん
で
、
も
し
大
衆
の

与
に
囲
饒
せ
ら
れ
て
、
そ
の
人
の
前
に
現
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら

じ
」（『
聖
典
』
一
・
二
二
七
）。

（
197
）
長
西
…
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
―
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）。

房
号
は
覚
明
。
法
然
門
下
の
上
足
の
一
人
で
、
九
品
寺
流
諸
行
本
願

義
の
祖
。

（
198
）
諸
行
本
願
義
…
長
西
が
主
張
し
た
、
念
仏
以
外
の
諸
行
も
本
願
と

し
て
位
置
づ
け
極
楽
往
生
を
期
す
る
教
え
。

（
199
）
不
来
迎
…
真
実
の
信
心
を
得
た
も
の
は
、
摂
取
不
捨
の
故
に
正
定

聚
の
位
に
住
す
る
か
ら
、
臨
終
を
待
つ
こ
と
も
な
く
来
迎
を
頼
む
必

要
も
な
い
と
い
う
平
生
業
成
を
説
く
教
え
。

（
200
）
願
体
…
本
願
の
実
体
、
本
質
の
こ
と
。

（
201
）「
鎭
西
上
人
は
、
同
本
異
譯
に
正
く
名
號
と
云
う
に
依
る
。
他
證

を
求
む
べ
か
ら
ず
か
。
謂
う
所
は
平
等
覺
經
に
云
く
、
諸
天
人
民
蠕
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動
之
類
、
我
名
字
を
聞
い
て
、
皆
な
悉
く
踊
躍
し
て
我
國
に
來
生
す

べ
し
。
若
し
爾
ず
ん
ば
、
我
作
佛
せ
ず
と
已
上
。
寳
積
經
に
云
く
、

若
し
我
れ
無
上
覺
を
證
得
せ
ん
時
、
餘
の
佛
刹
の
中
の
諸
の
有
情
の

類
、
我
が
名
を
聞
き
已
て
、
所
有
の
善
根
心
、
心
に
迴
向
し
て
我
國

に
生
ん
と
願
じ
て
、
乃
至
一
念
せ
ん
に
若
し
生
ぜ
ず
ん
ば
菩
提
を
取

ら
ず
。
唯
造
無
間
の
惡
業
と
正
法
と
及
び
諸
聖
人
と
を
誹
謗
せ
ん
を

ば
除
く
已
上
。
無
量
壽
大
乘
大
莊
嚴
經
に
云
く
、
若
し
我
菩
提
を
得
、

正
覺
を
成
じ
已
て
、
所
有
の
衆
生
我
が
刹
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
求
て
、

吾
が
名
號
を
念
じ
て
、
志
誠
心
を
發
し
て
、
堅
固
に
退
ず
已
上
相
傳
」

（『
浄
全
』
一
二
・
二
七
三
・
上
）
と
あ
る
。

（
202
）
素
意
…
根
本
精
神
の
こ
と
。
本
来
の
趣
意
の
こ
と
。

（
203
）
発
起
…
心
を
起
こ
す
こ
と
。
思
い
立
つ
こ
と
。

（
204
）
同
体
…
仏
・
菩
薩
が
、
衆
生
と
自
己
と
は
同
一
体
で
あ
る
と
見
る

こ
と
。

（
205
）
平
等
の
大
慈
悲
…
仏
・
菩
薩
が
、
世
の
人
々
の
苦
を
自
己
の
苦
と

し
て
憐
み
い
と
し
ん
で
、
そ
の
苦
を
除
き
楽
を
与
え
る
心
。

（
206
）
無
相
…
形
や
姿
の
無
い
こ
と
。
特
別
の
相
（
形
相
）
を
持
た
な
い

こ
と
。

（
207
）
法
身
観
…
仏
の
法
身
、
す
な
わ
ち
法
（
真
理
）
そ
の
も
の
を
念
ず

る
こ
と
。

（
208
）
事
相
…
個
々
の
現
れ
た
す
が
た
。

（
209
）
色
相
観
…
三
十
二
相
・
八
十
種
好
な
ど
姿
や
形
を
そ
な
え
た
仏
の

肉
身
を
観
察
し
、
ま
た
極
楽
浄
土
な
ど
の
仏
国
土
と
仏
身
を
観
想
す

る
こ
と
。

（
210
）妄
念
…
迷
い
の
心
。
凡
夫
の
誤
っ
た
考
え
。
ま
た
は
不
真
実
な
思
い
。

六
境
に
固
執
す
る
こ
と
。
無
明
の
こ
と
。

（
211
）
異
念
…
偽
り
の
心
。
真
実
で
な
い
心
。
あ
る
い
は
別
の
事
を
想
念

す
る
意
か
？

（
212
）
澄
禅
…
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
―
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）。

精
蓮
社
進
誉
。
近
江
国
日
野
の
人
。
江
戸
中
期
の
捨
世
派
念
仏
聖
。

（
213
）
阿
弥
陀
寺
…
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
塔
ノ
沢
。
阿
育
王
山
放

光
明
院
。
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
よ
り
弾
誓
が
塔
ノ
峯
の
岩
屋
に

籠
り
念
仏
を
し
て
い
た
際
、
小
田
原
城
主
大
久
保
忠
隣
が
帰
依
し
、

山
林
二
四
町
余
の
寄
進
を
受
け
た
こ
と
に
由
来
し
建
立
さ
れ
る
。

（
214
）
弾
誓
…
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
―
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）。

尾
張
国
海
辺
村
の
人
。
長
髪
、
草
衣
、
木
食
と
い
う
弾
誓
の
僧
風
は
、

澄
禅
・
念
光
ら
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
流
れ
は
浄
土
宗
に
お
い
て
捨

世
派
の
一
流
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
215
）
無
漏
…
単
に
煩
悩
を
増
大
さ
せ
な
い
も
の
と
、
煩
悩
や
業
を
滅
ぼ

す
よ
う
働
き
か
け
る
も
の
の
こ
と
。

（
216
）
和
雅
…
神
仏
が
発
す
る
、
え
も
い
わ
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
音
声
。

（
217
）
鵞
毛
…
鵞
鳥
の
羽
毛
の
こ
と
。
極
め
て
軽
い
も
の
の
た
と
え
。

（
218
）
優
曇
華
…
ク
ワ
科
の
イ
チ
ジ
ク
属
の
一
種
と
さ
れ
る
。
経
典
に
は

三
千
年
に
一
度
花
咲
く
と
い
い
、
仏
に
遇
い
が
た
い
こ
と
や
、
極
め
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て
ま
れ
な
こ
と
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
る
。

（
219
）
廓
然
…
心
が
晴
れ
わ
た
り
、
少
し
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
い
さ
ま
。

（
220
）『
澄
禅
和
尚
行
状
記
』
上
（
柴
田
六
五
郎
編
著
『
復
刻
澄
禅
和
尚

行
状
記
』
南
無
山
房
、
一
九
八
二
）。

（
221
）
加
被
護
念
…
神
仏
が
そ
の
す
ぐ
れ
た
力
を
加
え
て
、
衆
生
の
仏
道

修
行
を
助
け
守
る
こ
と
。

（
222
）『
真
言
念
仏
集
』
に
は
「

字
は
こ
れ

・
・

・

の
四
字

合
成
の
密
言
な
り
。

字
は
一
切
諸
法
因
業
不
可
得
の
義
な
り
と
い

う
。
一
切
諸
法
因
縁
よ
り
生
ぜ
ざ
る
こ
と
な
し
」（『
続
浄
』
一
五
・

一
一
八
・
下
）
と
あ
る
。

（
223
）『
開
題
考
文
抄
』に
は「
因
業
不
可
得
と
は
訶
字
門
風
大
な
り
」（『
続

浄
』
一
〇
・
二
二
一
・
下
）
と
あ
る
。
因
業
と
は
、
因
と
縁
の
こ
と
。

不
可
得
と
は
、
い
く
ら
求
め
て
も
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

（
224
）
風
大
…
風
と
い
う
元
素
。
四
大
ま
た
は
六
大
の
一
つ
。

（
225
）
所
成
…
「
～
よ
り
成
る
」
の
意
。

（
226
）
仏
部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
…
『
大
日
経
』
や
『
蘇
悉
地
経
』
な
ど

に
説
か
れ
る
、
三
種
の
尊
格
グ
ル
ー
プ
。
順
に
大
定
・
悲
・
智
の
三

徳
で
あ
り
、
種
子
は
阿
・
娑
・
縛
の
三
字
で
あ
る
。
ま
た
、
身
密
・

口
密
・
意
密
を
表
す
。

（
227
）
八
葉
の
心
蓮
…
心
臓
が
八
分
の
肉
団
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
、
胎

蔵
界
の
中
台
八
葉
院
に
な
ぞ
ら
え
て
い
う
。『
一
夏
百
条
論
議
』に「
六

道
衆
生
に
お
の
お
の
本
性
の
八
葉
の
心
蓮
あ
り
。
彼
を
開
敷
せ
し
め

ん
が
為
に
六
八
の
願
を
発
す
な
り
」（『
続
浄
』
一
〇
・
四
七
九
・
下
）

と
あ
る
。

（
228
）『
仏
説
般
舟
三
昧
経
』
に
は
「
仏
、
跋
陀
和
に
告
げ
た
ま
は
く
、

菩
薩
こ
の
三
昧
の
中
に
於
い
て
、
ま
さ
に
四
事
あ
り
て
そ
れ
を
助
け

て
歓
喜
せ
ん
。
過
去
の
仏
も
こ
の
三
昧
を
持
ち
て
、
助
け
て
歓
喜
せ

し
め
て
自
か
ら
阿
耨
多
羅
三
耶
三
菩
阿
惟
三
仏
に
致
る
こ
と
を
得
て
、

そ
の
智
こ
と
ご
と
く
具
足
し
た
ま
え
り
。
今
現
在
十
方
の
無
央
数
の

仏
も
ま
た
こ
の
三
昧
に
お
い
て
、
四
事
を
助
け
て
歓
喜
を
得
た
ま
へ

り
。
当
来
も
ま
た
こ
の
四
事
に
よ
り
助
け
て
歓
喜
せ
し
む
こ
と
を
得
。

我
こ
と
ご
と
く
助
け
て
歓
喜
せ
し
む
」（『
大
正
蔵
』
一
三・九
〇
一・

下
）
と
あ
る
。

（
229
）『
観
念
法
門
』に
は「
す
な
は
ち
般
舟
三
昧
経
に
説
く
が
ご
と
き
、仏
、

跋
陀
和
菩
薩
に
告
ぐ
。
こ
の
念
仏
三
昧
の
中
に
於
い
て
、
四
事
供
養

あ
り
。
飲
食
・
衣
服
・
臥
具
・
湯
薬
な
り
。
そ
れ
を
助
け
て
歓
喜
せ

し
め
よ
。
過
去
の
諸
仏
、
こ
の
念
阿
弥
陀
仏
三
昧
を
持
ち
て
、
四
事

を
も
っ
て
助
け
て
歓
喜
せ
し
め
て
み
な
作
仏
を
得
た
ま
へ
り
。
現
在

十
方
の
諸
仏
も
ま
た
こ
の
念
仏
三
昧
を
持
ち
て
、
四
事
を
も
っ
て
助

け
て
歓
喜
せ
し
め
て
み
な
作
仏
を
得
た
ま
へ
り
。
未
来
の
諸
仏
も
ま

た
こ
の
念
仏
三
昧
を
持
ち
て
、
四
事
を
も
っ
て
助
け
て
歓
喜
せ
し
め

て
み
な
作
仏
を
得
た
ま
ふ
べ
し
」（『
浄
全
』
四
・
二
三
七
・
上
）
と

あ
る
。

（
230
）『
西
要
鈔
諺
註
』
に
は
「
密
家
の
習
。
三
部
の
中
の
蓮
花
部
は
。
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三
業
配
當
の
時
は
口
業
な
り
。
四
佛
を
四
處
に
あ
て
て
加
持
す
る
こ

と
事
相
に
て
習
べ
し
。
彌
陀
は
喉
に
あ
た
る
な
り
。
心
額
喉
頂
を
次

第
に
。
阿
閦
。
寶
性
。
彌
陀
。
釋
迦
と
配
立
す
。

字
の
中
の

字
は
。
風
大
の
字
な
り
。
五
大
を
五
方
に
配
當
す
る
時
も
。
西
方
は

風
に
あ
た
る
な
り
。
ま
さ
に
彌
陀
は
。
口
稱
相
應
の
佛
な
り
」（『
続

浄
』
八
・
一
七
一
・
上
）
と
あ
る
。

（
231
）
武
帝
…
中
国
前
漢
第
七
代
の
皇
帝
。

（
232
）
秋
風
辞
…
前
一
一
三
年
、
武
帝
が
河
東
の
汾
陰
に
行
幸
し
た
際
に

詠
ん
だ
も
の
。
自
然
の
情
景
と
と
も
に
、
老
い
行
く
人
生
の
嘆
き
を

詠
っ
て
い
る
。「
秋
風
起
り
て
白
雲
飛
び
、
草
木
黄
落
し
て
雁
南
に

帰
る･･･

」。

（
233
）
欧
陽
永
叔
…
中
国
宋
代
の
政
治
家
・
学
者
。
欧
陽
脩
と
も
い
う
。

永
叔
は
字
。

（
234
）
秋
声
賦
…
秋
風
の
物
さ
び
し
さ
か
ら
、
秋
に
は
万
物
が
枯
れ
ゆ
く

こ
と
を
悲
し
み
、
人
生
が
移
ろ
い
や
す
い
こ
と
を
嘆
い
た
賦
で
あ
る
。

「
欧
陽
子
夜
に
方
っ
て
書
を
読
む
に
、
声
の
西
南
よ
り
来
る
者
有
る

を
聞
く･･･

」。

（
235
）
平
兼
盛
…
生
年
不
詳
―
九
九
一
。
平
安
中
期
の
歌
人
。
三
十
六
歌

仙
の
一
人
。
光
孝
天
皇
の
玄
孫
。「
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
」
の
詠
者
。

家
集
に
『
兼
盛
集
』
が
あ
る
。

（
236
）『
古
今
和
歌
集
』
に
収
載
。

（
237
）『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』
に
は
「
成
劫
は
風
の
起
る
従
り
地
獄
に
初

め
て
生
ず
る
に
至
る
」（『
大
正
蔵
』
二
九
・
六
二
・
下
）
と
あ
る
。

（
238
）『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』
に
は
「
器
世
間
を
安
立
す
る
に
、
風
輪
は

最
も
下
に
居
す
。
其
の
量
は
広
さ
無
数
に
し
て
厚
さ
十
六
洛
叉
な
り
。

次
に
上
な
る
水
輪
の
深
さ
は
十
一
億
二
万
に
し
て
、
下
の
八
洛
叉
は

水
な
り
。
余
は
凝
結
し
て
金
を
成
す
」（『
大
正
蔵
』
二
九
・
五
七
・

上
）
と
あ
る
。

（
239
）
眷
属
長
寿
願
…
「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、

寿
命
能
く
限
量
無
か
ら
ん
。
そ
の
本
願
あ
っ
て
脩
短
自
在
な
ら
ん
を

ば
除
く
。
も
し
爾
ら
ず
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」（『
聖
典
』
一
・
二
二
六
）。

（
240
）五
智
…
仏
の
五
種
の
智
慧
。
大
日
如
来
の
智
を
五
種
に
分
け
た
も
の
。

法
界
体
性
智
・
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
。

（
241
）
妙
観
察
智
…
大
日
如
来
の
五
智
の
一
つ
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
正
し

く
追
求
し
、
あ
ら
ゆ
る
あ
り
方
を
沈
思
熟
慮
す
る
智
。
西
方
阿
弥
陀

如
来
の
智
徳
に
配
当
す
る
。

（
242
）
六
根
説
法
…
仏
が
衆
生
の
為
に
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六

種
の
認
識
対
象
（
六
塵
。
新
訳
で
は
六
境
）
を
も
っ
て
説
法
し
、
衆

生
は
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
で
知
覚
し
て
仏
法
を
修
め

る
こ
と
を
い
う
。
六
塵
説
法
と
も
い
う
。

（
243
）
勝
縁
…
悟
り
の
為
の
勝
れ
た
因
縁
。

（
244
）『
十
二
問
答
』に「
耳
に
聞
こ
ゆ
る
程
は
高
声
念
仏
に
取
る
な
り
」（『
聖

典
』
四
・
四
三
五
、『
昭
法
全
』・
六
三
五
）、『
往
生
浄
土
用
心
』
に

「
さ
て
我
が
耳
に
聞
こ
ゆ
る
ほ
ど
申
し
そ
う
ろ
う
は
高
声
の
念
仏
の
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中
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
」（『
聖
典
』
四
・
五
五
一
、『
昭
法
全
』・
五

五
九
）
と
あ
る
。

（
245
）
高
声
念
仏
十
種
の
徳
…
『
仏
為
首
迦
長
者
説
業
報
差
別
経
』（『
大

正
蔵
』
一
・
八
九
一
）
に
は
該
当
箇
所
無
し
。
基
撰
と
さ
れ
る
『
阿

弥
陀
経
通
賛
疏
』
に
は
、「
念
仏
に
三
あ
り
。
一
に
は
心
念
、
心
中

に
念
を
懸
け
る
。
二
に
は
軽
声
念
、
自
ら
の
耳
に
聞
く
故
に
。
三
に

は
高
声
念
、
十
種
の
功
徳
有
り
」（『
浄
全
』
五
・
六
〇
三
・
下
）
と

あ
る
。
金
子
寛
哉
師
の
論
文
「
高
声
念
仏
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛

教
學
研
究
』
二
五
号
所
収
）
に
「
唐
代
の
善
導
の
礼
讃
、懐
感
の
『
群

疑
論
』
の
念
仏
三
昧
説
等
を
経
て
、
慈
愍
、
法
照
あ
た
り
ま
で
に
次

第
に
盛
ん
と
な
っ
た
称
名
念
仏
行
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、『
業
報

差
別
経
』
の
十
種
功
徳
の
説
に
な
ら
っ
て
、
唐
末
期
頃
に
誰
か
が
ま

と
め
て
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
が
あ

る
。

（
246
）
経
意
の
念
仏
…
湛
澄
『
西
要
鈔
下
本
諺
註
』
に
は
「
六
字
を
た
し

か
に
と
な
ふ
べ
し
。
心
に
念
ず
る
も
お
な
じ
名
号
な
り
。
経
意
念
仏

と
い
ふ
こ
と
も
あ
れ
ば
。
た
と
ひ
そ
の
声
は
た
か
か
ら
ず
。
文
字
は

た
し
か
な
ら
ず
と
も
。
往
生
に
相
違
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
。

そ
れ
は
自
然
の
略
の
事
な
り
。
こ
と
さ
ら
に
こ
え
を
た
て
ず
し
て
。

や
す
き
事
を
よ
す
る
は
。
か
だ
ま
し
き
心
。
懈
怠
の
過
あ
る
べ
し
。

ひ
た
す
ら
曲
調
を
弄
し
て
。
文
字
を
訛
脱
せ
ん
は
。
放
逸
の
わ
ざ
な

る
べ
し
。釈
に
も
称
我
名
号
と
あ
れ
ば
。声
を
本
と
す
」（『
続
浄
』八・

一
七
四
・
上
）
と
あ
る
。

（
247
）
意
念
…
考
え
や
気
持
ち
、
ま
た
心
の
中
で
仏
の
功
徳
や
名
号
を
念

ず
る
こ
と
。
意
業
念
仏
と
も
い
う
。
意
念
に
よ
る
往
生
を
意
念
往
生

と
い
う
。

（
248
）
憶
念
…
心
に
銘
記
し
て
忘
れ
ず
、
常
に
想
い
続
け
る
こ
と
。
主
に

仏
を
常
に
想
っ
て
忘
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。

（
249
）『
観
経
』
に
「
令
声
不
絶
具
足
十
念
」（『
聖
典
』
一
・
三
一
二
）

と
あ
る
。

（
250
）『
往
生
礼
讃
』
に
「
称
我
名
号
下
至
十
声
」（『
浄
全
』
四・三
七
六・

上
）
と
あ
る
。

（
251
）『
十
二
問
答
』
に
は
「
そ
れ
は
口
に
て
称
う
る
も
名
号
、
心
に
て

念
ず
る
も
名
号
な
れ
ば
、
い
ず
れ
も
往
生
の
業
と
は
な
る
べ
し
。
た

だ
し
仏
の
本
願
は
称
名
の
願
な
る
が
故
に
声
を
立
て
て
称
う
べ
き
な

り
。
こ
の
故
『
経
』
に
は
「
声
を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
、
十
念
を
具

足
し
て
」
と
説
き
、
釈
に
は
「
我
が
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
に

至
る
ま
で
」
と
の
た
ま
え
り
。
耳
に
聞
こ
ゆ
る
程
は
高
声
念
仏
に
取

る
な
り
。
さ
れ
ば
と
て
機
嫌
を
知
ら
ず
高
声
な
る
べ
き
に
は
あ
ら
ず
。

地
体
は
声
を
出
さ
ん
と
思
う
べ
き
な
り
」（『
聖
典
』
四
・
四
三
五
）

と
あ
る
。

（
252
）
心
念
帰
命
…
親
鸞
著
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』

の
文
（「
人
能
念
是
仏　

無
量
力
功
徳　

即
時
入
必
定　

是
故
我
常

念　
若
人
願
作
仏　
心
念
阿
弥
陀　
応
時
為
現
身　
是
故
我
帰
命
」）
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を
引
用
し
、「「
人
能
念
是
仏　
無
量
力
功
徳
」
と
い
う
は
、
ひ
と
よ

く
こ
の
仏
の
無
量
の
功
徳
を
念
ず
べ
し
と
な
り
。「
即
時
入
必
定
」

と
い
う
は
、
信
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
の
と
き
必
定
に
い
る
と
な
り
。

必
定
に
い
る
と
い
う
は
、
ま
こ
と
に
念
ず
れ
ば
、
か
な
ら
ず
正
定
聚

の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
と
な
り
。「
是
故
我
常
念
」
と
い
う
は
、
わ

れ
つ
ね
に
念
ず
る
な
り
。「
若
人
願
作
仏
」
と
い
う
は
、
も
し
人
、

仏
に
な
ら
ん
と
願
ぜ
ば
、「
心
念
阿
弥
陀
」
と
い
う
。
心
に
阿
弥
陀

を
念
ず
べ
し
と
な
り
。
念
ず
れ
ば
、「
応
時
為
現
身
」
と
の
た
ま
え
り
。

応
時
と
い
う
は
、
と
き
に
か
な
う
と
い
う
な
り
。
為
現
身
と
も
う
す

は
、信
者
の
た
め
に
如
来
の
あ
ら
わ
れ
た
ま
う
な
り
。「
是
故
我
帰
命
」

と
い
う
は
、
龍
樹
菩
薩
の
つ
ね
に
阿
弥
陀
如
来
を
帰
命
し
た
て
ま
つ

る
と
な
り
」（『
真
宗
聖
典
』・
五
一
七
）
と
い
う
注
釈
が
あ
る
。

（
253
）
崇
徳
天
皇
…
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
―
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）。

鳥
羽
天
皇
の
第
一
皇
子
。
日
本
の
第
七
五
代
天
皇
。
在
位
は
保
安
四

年
（
一
一
二
三
）
―
永
治
元
年
（
一
一
四
二
）。
譲
位
後
は
新
院
、

配
流
後
は
讃
岐
院
と
も
呼
ば
れ
た
。
朝
廷
が
後
白
河
天
皇
方
と
崇
徳

上
皇
方
に
分
裂
し
た
保
元
の
乱
に
よ
っ
て
、
敗
北
し
た
崇
徳
上
皇
は

讃
岐
国
配
流
と
な
る
。

（
254
）
四
国
霊
場
八
一
番
札
所
の
白
峯
寺
に
は
崇
徳
天
皇
白
峯
陵
が
あ
り
、

こ
の
歌
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
255
）
林
梅
洞
…
一
六
四
三
―
一
六
六
六
。
江
戸
時
代
前
期
の
儒
者
。
一

三
歳
で
朝
鮮
通
信
使
と
詩
を
唱
和
し
た
と
い
う
。
二
四
歳
で
早
世
。

（
256
）
順
徳
院
…
鎌
倉
時
代
の
第
八
四
代
天
皇
。
在
位
は
、承
元
四
年
（
一

二
一
〇
）
―
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）。
後
鳥
羽
天
皇
の
第
三
皇
子
。

母
は
、
藤
原
範
季
の
娘
・
重
子
（
修
明
門
院
）。
承
久
の
乱
に
よ
っ

て
倒
幕
を
試
み
る
も
、
失
敗
に
終
わ
り
都
を
離
れ
て
佐
渡
へ
配
流
と

な
る
。

（
257
）
巻
五
三
（『
浄
全
』
一
六
・
八
二
五
他
）
に
こ
の
記
述
が
あ
る
。

（
258
）
鴨
長
明
…
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
―
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）。

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
日
本
の
歌
人
・
随
筆
家
。

（
259
）
後
の
名
月
…
十
五
夜
の
約
一
ヶ
月
後
に
巡
っ
て
く
る
月
を
十
三
夜

と
い
い
、
中
秋
の
名
月
に
対
し
て
後
の
月
見
と
呼
ぶ
。
旧
暦
の
九
月

十
三
日
頃
、
新
暦
で
は
十
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
。

（
260
）
津
守
国
助
…
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
―
永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）。

鎌
倉
時
代
の
神
職,

歌
人
。
摂
津
住
吉
神
社
神
主
。
歌
は
『
続
拾
遺

和
歌
集
』
な
ど
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

（
261
）
蓮
生
寺
…
美
濃
の
蓮
生
寺
か
。『
蓮
門
精
舎
旧
誌
』
に
は
こ
の
寺

名
が
多
数
み
ら
れ
る
。

（
262
）
敬
誉
…
一
般
に
は
松
坂
に
樹
敬
寺
を
建
て
た
敬
誉
が
知
ら
れ
る
が
、

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
寂
な
の
で
別
人
。『
略
伝
集
』
の
可
圓
の

項
に
、
他
の
敬
誉
の
記
述
が
あ
る
。「
明
和
三
年
、
敬
誉
上
人
の
請

を
受
け
、
洛
東
小
松
谷
に
て
法
を
講
す
。
有
日
、
四
衆
群
れ
を
成
し

益
を
受
く
者
多
し
」（『
浄
全
』
一
八
・
五
○
七
・
下
）。

（
263
）
可
圓
…
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
―
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）。
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諱
は
慧
恭
、
号
は
大
愚
。
律
院
を
建
立
し
、
菩
薩
戒
授
戒
、
日
課
誓

約
の
弘
通
に
尽
力
し
た
。

（
264
）無
顧
の
悪
人
…
善
悪
や
是
非
を
顧
み
な
い
悪
人
の
こ
と
。
曇
鸞『
往

生
論
註
』
上
に
、
難
行
で
は
悟
り
を
得
る
の
が
難
し
い
理
由
の
一
つ

と
し
て
「
無
顧
の
悪
人
、
他
の
勝
徳
を
破
す
」（『
浄
全
』
一
・
二
一

九
・
上
）
と
あ
り
、
こ
れ
を
良
忠
『
往
生
論
註
記
』
一
で
は
「
無
顧

と
は
是
非
を
顧
み
ざ
る
の
悪
人
な
り
。
是
の
如
く
の
悪
人
は
則
ち
退

縁
を
成
ず
」（『
浄
全
』
一
・
二
六
一
・
上
）
と
釈
し
て
い
る
。

（
265
）
業
事
成
弁
…
往
生
の
業
が
成
就
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
往
生
で
き

る
こ
と
が
定
ま
る
こ
と
。
語
句
自
体
は
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
上
巻

末
尾
に
「
経
に
十
念
と
言
う
は
業
事
成
弁
を
明
か
す
の
み
。
必
ず
し

も
頭
数
を
知
る
こ
と
を
須
い
ず
」（『
浄
全
』
一
・
二
三
七
・
上
）
と

あ
る
。

（
266
）『
専
念
寺
隆
圓
上
人
集
』・
九
二
。

（
267
）
証
悟
…
悟
り
を
証
す
こ
と
。
悟
り
を
開
く
こ
と
。

（
268
）
解
了
…
理
解
し
了
解
す
る
こ
と
。

（
269
）「
阿
字
本
不
生
」
の
義
…
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
五
十
音
の
最
初

で
あ
る
「
阿
」
は
何
者
か
ら
も
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
本
来

的
に
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
教
え
。

（
270
）
自
性
…
そ
の
も
の
が
本
来
備
え
て
い
る
真
の
性
質
。

（
271
）
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
三
八
一
（『
大
正
蔵
』
六
・
九

六
九
・
中
）。

（
272
）
阿
囉
波
遮
那
…
『
般
若
経
』
に
説
く
悉
曇
の
字
母
四
十
二
字
の
初

め
の
五
字
。

（
273
）
三
諦
…
天
台
宗
に
お
い
て
、
こ
の
世
の
真
実
の
相
を
示
す
手
だ
て

と
し
て
説
か
れ
た
空
・
仮
・
中
と
い
う
三
つ
の
真
理
の
こ
と
。
全
て

の
存
在
は
実
体
を
有
し
な
い
と
す
る
空
諦
、
全
て
の
事
象
は
因
縁
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
す
る
仮
諦
、
そ
の
空
諦
と
仮
諦
を
踏
ま
え
た

上
で
、
全
て
の
存
在
や
事
象
は
真
実
の
相
を
示
し
て
い
る
と
す
る
中

諦
の
三
つ
の
こ
と
。

（
274
）「
正
・
了
・
縁
」
の
三
義
…
三
因
仏
性
。
三
種
類
の
仏
性
、
す
な

わ
ち
正
因
仏
性
・
了
因
仏
性
・
縁
因
仏
性
の
こ
と
。
三
仏
性
と
も
い

う
。
正
因
仏
性
は
衆
生
に
本
来
そ
な
わ
る
仏
性
、
了
因
仏
性
は
本
来

そ
な
わ
る
仏
性
を
知
る
智
恵
、
因
縁
仏
性
は
本
来
そ
な
わ
る
仏
性
を

開
き
、
仏
性
を
知
る
為
の
智
恵
の
助
け
と
な
る
様
々
な
善
行
の
こ
と

と
さ
れ
る
。

（
275
）
三
身
…
仏
の
身
体
を
三
種
に
分
類
し
て
説
明
し
た
も
の
。
法
身
・

報
身
・
応
身
の
三
つ
を
い
う
。
法
身
と
は
、
永
遠
不
変
に
し
て
色
も

形
も
有
さ
な
い
真
理
・
真
如
そ
の
も
の
の
こ
と
。
報
身
と
は
、
本
願

を
建
立
し
修
行
に
よ
っ
て
そ
れ
を
成
就
し
た
仏
の
こ
と
。
応
身
と
は
、

衆
生
済
度
の
為
に
機
に
応
じ
て
現
れ
る
仏
の
こ
と
。

（
276
）
性
相
…
本
体
と
現
象
。

（
277
）八
不
中
道
…
迷
妄
に
よ
る
八
つ
の
誤
っ
た
見
解
を
打
破
し
否
定
し
て
、

と
ら
わ
れ
な
い
、
か
た
よ
り
の
な
い
正
し
い
実
践
を
す
る
こ
と
。
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（
278
）
五
重
唯
識
…
唯
識
の
道
理
を
観
ず
る
際
に
、
浅
か
ら
深
に
至
る
五

種
類
の
区
別
が
あ
る
こ
と
。

（
279
）『
三
部
経
釈
』（『
聖
典
』
四
・
二
九
二
）。

（
280
）
妙
体
…
あ
ら
ゆ
る
善
根
を
行
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
と
な
っ
た
、

報
仏
果
得
の
身
体
の
こ
と
。

（
281
）『
大
原
談
義
聞
書
』（『
昭
法
全
』
一
〇
九
一
）、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』

（『
浄
全
』
一
四
・
七
六
〇
・
上
、『
法
然
上
人
全
集
』
一
一
一
五
・
上
）。

（
282
）『
大
乗
入
楞
伽
経
』
六
（『
大
正
蔵
』
一
六
・
六
二
七
・
中
）。

（
283
）『
選
択
集
』
に
は
、
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
を
引
い
て
こ
の
一
文

が
あ
る
（『
聖
典
』
三
・
九
九
）。

（
284
）『
三
部
経
釈
』（『
聖
典
』
四
・
二
九
二
）。

（
285
）
教
相
…
教
相
判
釈
。
釈
尊
の
経
法
を
、
各
宗
の
教
義
上
で
分
類
・

判
断
し
、
仏
の
真
意
を
明
か
そ
う
と
す
る
こ
と
。

（
286
）
解
了
…
知
識
に
よ
る
理
解
の
こ
と
。

（
287
）
解
知
…
学
問
の
内
容
を
受
け
止
め
る
能
力
の
こ
と
。

（
288
）『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』「
諸
人
伝
説
の
こ
と
ば
」
に
「
さ
れ
ば
年
ご

ろ
習
い
集
め
た
る
智
慧
は
往
生
の
た
め
に
は
要
に
も
立
つ
べ
か
ら
ず
。

さ
れ
ど
も
習
い
た
り
し
甲
斐
に
は
か
く
の
ご
と
く
知
り
た
れ
ば
は
か

り
な
き
事
な
り
」（『
聖
典
』
四
・
四
八
六
）
と
あ
る
。

（
289
）
理
持
…
絶
対
的
な
真
理
を
し
っ
か
り
学
び
た
も
つ
こ
と
。

（
290
）
忍
澂
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』
に
「
大
師
御
在
世
の
時
、
時
宗
の
学
者

の
中
に
ひ
そ
か
に
暗
推
を
回
ら
す
人
出
て
き
て
、
大
師
も
真
実
に
は

観
念
理
持
の
念
仏
を
こ
そ
本
意
と
思
し
め
さ
れ
し
か
ど
も
、
そ
れ
に

叶
わ
ざ
る
無
知
の
劣
機
を
愍
れ
み
て
、
せ
め
て
仏
縁
を
も
結
ば
し
め

ん
為
に
、
し
ば
ら
く
か
ろ
き
称
名
、
あ
さ
き
安
心
を
ば
勧
め
た
ま
え

り
。
こ
れ
大
師
の
か
り
の
方
便
な
り
。
順
次
往
生
の
正
義
に
は
あ
ら

ず
と
云
う
邪
推
の
義
を
談
じ
て
無
知
の
男
女
に
大
師
の
御
心
を
疑
わ

し
め
た
り
と
聞
ゆ
め
り
」（『
浄
全
』
九
・
一
九
・
下
）
と
あ
る
。

（
291
）『
一
遍
上
人
語
録
』
上
に
「
佛
を
お
も
ひ
経
を
お
も
ふ
と
も
す
れ

は
地
獄
の
焔
。
た
だ
一
心
の
本
源
は
自
然
に
無
念
な
り
。
無
念
の
作

用
は
眞
に
法
界
を
縁
す
」（『
日
佛
全
』
六
六
・
一
一
・
下
）
と
あ
る
。

（
292
）『
一
遍
上
人
語
録
』
上
（『
日
佛
全
』
六
六
・
一
八
・
上
）。

（
293
）
邵
康
節
…
邵
雍
。
一
〇
一
一
―
一
〇
七
七
。
中
国
・
北
宋
時
代
の

儒
学
者
。
字
は
堯
夫
、
諡
は
康
節
。 

（
294
）
出
典
不
明
。

（
295
）
三
明
…
仏
菩
薩
や
聖
者
が
持
つ
三
種
の
明
智
。
宿
命
明
、
天
眼
明
、

漏
尽
明
。

（
296
）
六
通
…
六
神
通
の
こ
と
。

（
297
）
骨
目
…
要
と
な
る
も
の
。

（
298
）
宗
骨
…
一
宗
の
根
本
。
宗
門
の
骨
子
。

（
299
）
無
解
称
名
…
学
問
の
理
解
や
観
想
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
一

心
に
阿
弥
陀
仏
を
仰
ぎ
、
浄
土
へ
の
往
生
を
願
っ
て
称
え
る
念
仏
を

指
す
。
忍
澂
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』
に
こ
の
語
が
見
ら
れ
る
（『
浄
全
』

九
・
二
〇
・
下
）。
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（
300
）引
用
該
当
箇
所
不
明
。
ち
な
み
に
、聖
聰『
當
麻
曼
陀
羅
疏
』に「
唯

但
二
字
不
借
餘
縁
」（『
浄
全
』
一
三
・
五
五
二
・
上
）
と
あ
る
。

（
301
）
止
観
の
念
仏
…
行
者
の
心
と
仏
は
本
来
不
二
一
体
で
あ
る
と
い
う

境
地
に
達
す
る
為
の
念
仏
。

（
302
）
律
家
…
律
宗
を
指
す
。

（
303
）
好
相
感
得
を
求
め
る
念
仏
…
律
宗
で
行
じ
ら
れ
る
念
仏
の
こ
と
。

南
山
律
宗
開
祖
の
道
宣
は
、
理
観
を
行
じ
さ
せ
る
為
の
方
便
と
し
て

具
体
的
な
仏
の
相
好
を
念
じ
る
観
相
の
念
仏
を
勧
め
た
。

（
304
）「
捨
此
往
彼
」
の
義
…
此
の
穢
土
を
捨
て
て
彼
の
土
へ
往
く
こ
と
。

（
305
）
言
総
意
別
…
普
通
名
詞
を
固
有
名
詞
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
。

（
306
）『
大
正
蔵
』
九
・
五
四
・
下
。

（
307
）
安
心
決
定
…
浄
土
門
で
、
信
心
が
定
ま
っ
て
不
動
の
も
の
と
な
る

こ
と
。
義
山
『
観
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
に
は
「
こ
の
心
驚
動
せ
ざ

る
を
安
心
決
定
と
い
う
な
り
」（『
浄
全
』
一
四
・
六
五
二
・
上
）
と

あ
る
。

（
308
）「
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」
に
は
「
人
の
手
よ
り
物
を
得
ん

ず
る
に
、
す
で
に
得
た
ら
ん
と
、
い
ま
だ
得
ざ
る
と
何
れ
か
勝
る
べ

き
。
源
空
は
、
す
で
に
得
た
る
心
地
に
て
念
仏
は
申
す
な
り
」（『
聖

典
』
六
・
二
八
二
）
と
あ
る
。

（
309
）
行
相
…
修
行
の
有
り
様
、
様
子
。

（
310
）
別
の
子
細
…
特
別
な
細
か
い
要
件
。

（
311
）『
祖
師
一
口
法
語
』
に
「
疑
さ
る
心
に
な
り
お
を
せ
ぬ
る
上
に
は
、

た
だ
唱
る
よ
り
外
に
は
別
の
子
細
な
し
、
子
細
な
き
所
に
子
細
を
作

る
時
き
往
生
の
道
に
は
迷
ふ
な
り
」（『
浄
土
佛
教
古
典
叢
書
』・四
二
）

と
あ
る
。

（
312
）
鶴
林
…
釈
尊
の
入
滅
を
い
う
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
転
じ
て
法
然
上

人
の
ご
往
生
を
さ
す
。

（
313
）
こ
れ
よ
り
以
下
、「
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
聖
道
門
を
捨
て

て
浄
土
門
を
〔
選
び
〕
取
る
の
で
あ
る
」
ま
で
は
、
関
通
『
一
枚
起

請
文
梗
概
聞
書
』（『
浄
全
』
九
・
一
八
一
）
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
続

く
。

（
314
）
実
教
・
権
教
…
真
実
・
究
極
の
教
え
と
、
仮
の
手
立
て
と
し
て
設

け
ら
れ
た
教
え
の
こ
と
。

（
315
）
別
業
…
あ
る
ゆ
る
行
為
と
異
な
る
、
他
の
行
為
。
こ
こ
で
は
諸
仏

が
各
々
別
に
願
を
発
し
て
修
め
た
善
業
を
い
う
。

（
316
）
上
代
…
正
法
時
と
像
法
時
を
い
う
。

（
317
）
教
相
判
釈
…
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
て
か
ら
涅
槃
に
入
る
ま
で
の
間

に
説
か
れ
た
多
数
の
経
典
を
、
形
式
・
方
法
・
順
序
・
意
味
内
容
・

教
義
内
容
等
に
よ
っ
て
分
類
し
、
体
系
化
し
価
値
づ
け
る
こ
と
。

（
318
）
光
台
現
土
…
『
観
経
』
所
説
の
、
清
ら
か
な
世
界
を
見
た
い
と
願

う
韋
提
希
の
求
め
に
応
じ
、
釈
尊
が
金
台
に
諸
仏
の
国
土
を
現
出
さ

せ
た
こ
と
（『
聖
典
』
一
・
二
九
〇
）。『
観
経
疏
』
に
は
「
光
台
に

国
を
現
ぜ
し
」（『
聖
典
』
二
・
一
六
七
）
と
あ
る
。

（
319
）『
十
方
浄
土
随
願
往
生
経
』
の
意
…
義
山
・
素
中
『
和
語
灯
録
日
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講
私
記
』
に
「
淨
土
門
に
十
方
あ
り
と
は
凡
そ
聖
道
門
は
此
土
入
聖

也
。
淨
土
門
は
往
生
淨
土
也
。
淨
土
に
付
て
十
方
の
淨
土
あ
り
此
れ

隨
願
往
生
經
の
意
な
り
。
其
の
旨
安
樂
集
上
巻
に
見
へ
た
り
」（『
浄

全
』
九
・
八
二
六
・
上
）
と
あ
る
。
道
綽
『
安
楽
集
』
巻
上
に
は
「
十

方
隨
願
往
生
經
に
云
わ
く
、
普
廣
菩
薩
、
佛
に
も
う
し
て
言
さ
く
、

世
尊
十
方
の
佛
土
皆
こ
れ
嚴
淨
な
り
。
何
が
故
ぞ
諸
經
の
中
に
偏
に

西
方
阿
彌
陀
の
國
を
歎
じ
て
、
往
生
を
勸
た
ま
ふ
や
。
佛
普
廣
菩
薩

に
告
わ
く
、
一
切
衆
生
濁
亂
の
者
は
多
く
正
念
の
者
は
少
し
。
衆
生
、

專
志
在
る
こ
と
を
有
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
是
の
故
に
彼
の
國
を
讚
歎

す
る
こ
と
別
異
と
な
る
の
み
」（『
浄
全
』
一
・
六
八
四
）
と
あ
る
。

（
320
）
正
因
…
正
し
く
極
楽
往
生
の
因
と
な
る
も
の
。

（
321
）『
往
生
礼
讃
』前
序
に
説
か
れ
る「
十
三
の
得
失
」の
こ
と（『
浄
全
』

四
・
三
五
六
・
下
）。
称
名
念
仏
で
は
百
人
中
百
人
が
往
生
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
に
、
念
仏
以
外
の
実
践
行
で
は
百
人
の
中
で
も
稀
に

一
人
か
二
人
、
千
人
の
中
で
も
稀
に
三
人
か
ら
五
人
ほ
ど
し
か
往
生

で
き
な
い
こ
と
に
関
す
る
一
三
項
目
か
ら
な
る
理
由
の
こ
と
。
こ
れ

つ
い
て
は
法
然
上
人
も
早
い
時
期
か
ら
着
目
し
、『
逆
修
説
法
』（『
昭

法
全
』・
二
七
三
）
な
ど
に
も
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
『
選
択
集
』

二
（『
聖
典
』
三
・
一
一
一
）
で
は
後
半
の
引
文
と
し
て
引
用
さ
れ
、

念
仏
と
諸
行
を
峻
別
す
る
際
の
論
理
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

（
322
）「
こ
の
正
の
中
に
就
い
て
、
ま
た
二
種
有
り
。
一
に
は
一
心
に
専

ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
坐
臥
に
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、

念
念
に
捨
て
ざ
る
者
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
。
か
の
仏
の
願

に
順
ず
る
が
故
に
。
も
し
礼
誦
等
に
依
る
を
ば
、
す
な
わ
ち
名
づ
け

て
助
業
と
す
」（『
聖
典
』
二
・
二
九
四
）
と
あ
る
。

（
323
）
因
位
…
仏
に
な
る
為
に
修
行
し
て
い
る
地
位
。
ま
た
、
そ
の
過
程

の
期
間
。

（
324
）
麤
…
あ
ら
い
、
粗
雑
と
い
っ
た
意
。「
麁
」
は
俗
字
。

（
325
）『
聖
典
』
三
・
一
一
三
。

（
326
）『
聖
典
』
三
・
一
一
七
。

（
327
）
大
心
…
悟
り
を
求
め
る
広
大
な
心
。

（
328
）
大
行
…
悟
り
を
得
る
為
の
万
善
の
修
行
。

（
329
）
律
義
…
悪
行
を
未
然
に
防
ぎ
、
善
に
導
く
行
い
の
こ
と
。

（
330
）『
浄
全
』
七
・
二
六
四
・
下
。

（
331
）『
浄
全
』
七
・
二
一
四
・
下
。

（
332
）『
聖
典
』
三
・
九
七
。

（
333
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
七
に
「
念
仏
を
修
せ
ん
所
は
、
貴
賤

を
論
ぜ
ず
、
海
人
・
漁
人
が
苫
屋
ま
で
も
、
皆
こ
れ
予
が
遺
跡
な
る

べ
し
」（『
聖
典
』
六
・
五
八
二
）
と
あ
る
。

（
334
）
宿
業
…
前
世
に
つ
く
っ
た
業
。

（
335
）宿
因
…
前
世
に
つ
く
っ
た
業
で
、現
世
で
の
苦
楽
の
因
と
な
る
も
の
。

（
336
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
（『
聖
典
』
六
・
二
八
〇
）。

（
337
）
却
悪
…
悪
を
退
け
、
欲
望
を
抑
え
る
こ
と
。

（
338
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
に
「
善
人
は
善
人
な
が
ら
念
仏
し
、
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悪
人
は
悪
人
な
が
ら
念
仏
し
て
、
た
だ
生
れ
付
き
の
ま
ま
に
て
念
仏

す
る
人
を
、
念
仏
に
助
差
さ
ぬ
と
は
言
う
な
り
」（『
聖
典
』
六
・
二

八
〇
）
と
あ
る
。

（
339
）
伏
難
…
前
注
一
一
参
照
。

（
340
）
通
ず
…
前
注
一
二
参
照
。

（
341
）『
聖
典
』
一
・
一
七
六
。

（
342
）『
浄
全
』
四
・
三
五
四
・
下
。

（
343
）『
聖
典
』
三
・
四
三
。

（
344
）「
七
箇
条
起
請
文
」（『
昭
法
全
』・
八
〇
八
）。

（
345
）『
浄
全
』
四
・
三
五
五
・
下
。

（
346
）『
聖
典
』
三
・
五
六
。

（
347
）『
聖
典
』
五
・
二
四
〇
、『
聖
典
』
六
・
二
八
〇
。

（
348
）『
浄
全
』
四
・
三
五
四
・
下
―
三
五
六
・
上
。

（
349
）「
善
男
子
善
女
人
、
一
行
三
昧
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
空
閑
に
処
し
、

諸
の
乱
意
を
捨
て
、
相
貌
を
取
ら
ず
、
心
を
一
仏
に
繋
け
て
専
ら
名

字
を
称
し
て
、
仏
の
方
処
に
随
っ
て
、
端
身
正
向
し
て
、
能
く
一
仏

に
お
い
て
念
念
相
続
す
べ
し
」（『
大
正
蔵
』
八
・
七
三
一
・
下
）。

（
350
）『
浄
全
』
四
・
三
五
六
・
上
。

（
351
）『
浄
全
』
四
・
三
五
六
・
下
。

（
352
）『
西
要
鈔
下
本
諺
註
』（『
続
浄
』
八
・
一
八
五
・
上
）
参
照
。

（
353
）
能
含
・
所
含
…
主
体
と
な
る
含
む
側
と
、
客
体
と
な
る
含
ま
れ
る

側
の
こ
と
。

（
354
）「
驥
、
塩
車
に
服
す
」。
名
馬
が
塩
を
運
ぶ
車
を
引
く
の
に
使
わ
れ

る
意
か
ら
、
優
れ
た
人
物
が
世
に
認
め
ら
れ
な
い
で
つ
ま
ら
な
い
仕

事
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
た
と
え
。

（
355
）
伯
楽
…
秦
第
九
代
の
穆
公
に
仕
え
た
臣
。
馬
相
（
素
質
）
を
見
る

名
人
と
伝
え
ら
れ
る
。
前
出
。

（
356
）
両
祖
対
座
の
御
影
…
法
然
上
人
が
箕
面
の
勝
尾
寺
に
て
深
夜
に
念

仏
中
、
善
導
大
師
の
御
来
現
あ
り
、
後
世
の
者
の
信
の
為
に
、
こ
の

時
の
二
祖
対
面
の
尊
影
が
壁
板
に
写
っ
た
も
の
。
こ
の
板
が
二
階
堂

の
本
尊
と
な
っ
て
い
る
。

（
357
）
奥
図
の
伝
…
伝
法
の
伝
目
の
一
つ
。『
末
代
念
仏
授
手
印
』
の
巻

尾
（『
聖
典
』
五
・
二
四
〇
）
に
記
さ
れ
る
、
安
心
・
起
行
・
作
業

が
南
無
阿
弥
陀
仏
の
口
称
念
仏
一
行
に
結
帰
す
る
こ
と
を
示
し
た
図

（
奥
図
）
に
お
け
る
伝
。

（
358
）
舜
昌
法
印
…
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
―
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）。

鎌
倉
時
代
の
僧
。
近
江
（
滋
賀
県
）
出
身
。
俗
姓
は
弓
削
。
比
叡
山

で
顕
密
二
教
を
お
さ
め
、
東
塔
功
徳
院
に
は
い
り
法
印
に
す
す
む
。

の
ち
知
恩
院
の
如
一
に
ま
な
び
、
浄
土
宗
に
転
じ
る
。
後
伏
見
上
皇

の
命
に
よ
り
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
を
編
し
、
功
に
よ
り
知
恩
院

別
当
と
な
る
。

（
359
）『
聖
典
』
六
・
二
六
七
。

（
360
）機
具
…
単
直
仰
信
の
機
を
い
う
。
関
通
の『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』

中
に
は
「
宗
の
正
意
は
謂
く
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
ば
、
極
楽
に
生
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る
る
ぞ
と
真
正
直
に
尊
み
敬
い
往
生
せ
ん
と
思
う
心
に
、
聊
も
虚
偽

り
化
粧
な
く
、
深
く
本
願
を
信
じ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
居
た
る

は
決
定
往
生
し
候
也
。
是
を
機
具
の
三
心
と
は
申
す
ら
め
」（『
浄
全
』

九
・
二
〇
四
・
下
）
と
あ
り
、「
知
具
の
三
心
」
の
人
は
世
に
希
で

あ
り
、「
も
は
ら
単
直
仰
信
の
機
具
を
勧
進
す
べ
き
」（
同・二
〇
五・

上
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
義
山
の
『
一
枚
起
請
辨
述
』
で
は
、

三
心
四
修
等
は
「
思
う
内
に
」
籠
る
の
で
あ
り
「
唱
え
る
内
」
に
籠

る
の
で
は
な
い
と
「
行
具
の
三
心
」
を
誤
り
と
し
、「
我
流
の
正
伝

な
る
に
は
御
言
を
ま
つ
す
ぐ
に
誦
へ
て
機
具
の
三
心
と
こ
そ
習
ひ
侍

る
べ
き
也
」（『
浄
全
』
九
・
一
三
四
・
上
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
361
）
知
具
…
智
具
と
も
。
経
論
等
よ
り
文
義
を
理
解
し
て
具
え
る
三
心

の
こ
と
。

（
362
）
疾
前
無
薬・機
前
無
教
…
良
忠
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
中
で
、「
問

い
の
中
に
は
法
を
先
に
し
機
を
後
に
し
、
答
え
の
中
に
は
機
を
先
に

し
法
を
後
に
す
る
こ
と
は
、
問
い
は
即
ち
上
の
答
え
を
徴
す
故
に
法

を
先
に
し
、
答
え
は
疾
前
無
薬
機
前
無
教
の
意
を
顕
わ
す
故
機
を
先

と
す
る
也
」
と
述
べ
、「
智
論
（『
大
智
度
論
』）
に
は
疾
前
無
薬
機

前
無
教
と
云
い
、
釈
論
（『
釈
摩
訶
衍
論
』）
一
に
云
く
上
味
の
妙
薬

は
所
対
の
疾
障
に
依
り
て
顕
現
し
、
能
化
の
教
法
は
所
治
の
機
根
に

依
り
て
発
起
す
。
疾
の
前
に
は
薬
無
く
、機
の
前
に
は
教
な
し
」（『
浄

全
』
二
・
一
六
一
・
下
）
と
出
典
を
明
か
し
て
い
る
。

（
363
）
桂
附
…
肉
桂
は
、
泌
尿
生
殖
器
下
半
身
の
衰
え
に
効
き
、
附
子
は

ト
リ
カ
ブ
ト
の
塊
根
を
干
し
た
物
で
猛
毒
が
あ
る
が
、
漢
方
薬
と
し

て
使
う
。

（
364
）石
膏
…
含
水
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
晶
塊
を
成
分
と
す
る
鉱
物
生
薬
。

（
365
）
不
浄
観
…
肉
体
の
け
が
ら
わ
し
さ
を
観
想
し
て
煩
悩
を
取
り
除
く

修
行
法
。

（
366
）
数
息
観
…
出
入
の
息
を
数
え
て
心
を
統
一
す
る
観
法
。

（
367
）
舎
利
弗
尊
者
の
故
事
。『
大
般
涅
槃
経
』
二
六
「
光
明
遍
照
高
貴

徳
王
菩
薩
品
」
に
釈
尊
が
舎
利
弗
の
弟
子
に
対
す
る
指
導
法
に
呵
責

を
加
え
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
一
節
が
あ
る
。「
舎
利
弗
を
喚
び
て

之
を
呵
責
し
ぬ
、『
汝
善
く
教
え
ず
。
云
何
ぞ
乃
ち
是
の
二
弟
子
の

為
に
顛
倒
し
て
法
を
説
く
。
汝
が
弟
子
、
其
性
各
異
な
り
。
一
り
は

浣
衣
を
主
り
、
一
り
は
是
れ
金
師
な
り
。
金
師
の
子
に
は
応
に
数
息

を
教
う
べ
く
、
浣
衣
の
人
に
は
応
に
骨
観
を
教
う
べ
し
。
汝
錯
り
教

う
る
を
以
て
、
是
の
二
人
を
し
て
悪
邪
を
生
ぜ
し
む
。
我
爾
の
時
に

於
て
、
是
の
二
人
の
為
に
応
の
如
く
法
を
説
き
、
二
人
聞
き
已
り
て

阿
羅
漢
果
を
得
た
り
…
」（『
國
譯
一
切
経
』涅
槃
部
二・四
四
八
）。『
大

荘
厳
経
論
』
に
は
目
連
の
指
導
法
に
対
し
舎
利
弗
が
助
言
す
る
内
容

が
あ
る
。

（
368
）「
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」
に
は
「
心
に
は
阿
弥
陀
仏
助
け

給
え
と
思
い
て
、
口
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
う
る
を
、
三
心
具
足

の
名
号
と
申
す
な
り
」（『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
、『
聖
典
』
六・

二
七
八
）
と
あ
る
。
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（
369
）『
和
語
灯
録
』
の
「
七
箇
条
の
起
請
文
」（『
昭
法
全
』・
八
一
二
）。

た
だ
し
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
に
も
若
干
の
語
句
の
異
同

が
あ
る
が
、
同
様
の
記
述
が
あ
る
（『
聖
典
』
六
・
二
九
三
）。

（
370
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
〇
（『
聖
典
』
六
・
二
六
六
）。

（
371
）
横
具
の
三
心
・
・
自
然
に
三
心
を
具
足
す
る
者
。
三
心
具
足
の
在

り
方
に
、
浄
土
往
生
を
求
め
る
心
の
内
に
自
然
に
三
心
を
具
足
す
る

横
具
三
心
具
足
と
、
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
等
の
説
明
を
聞

く
こ
と
に
よ
り
、
次
第
に
虚
仮
心
・
疑
心
な
ど
を
除
い
て
三
心
を
具

足
す
る
竪
具
三
心
具
足
と
が
あ
る
。

（
372
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
（『
聖
典
』
六
・
二
八
四
）。

（
373
）
無
智
…
こ
こ
で
は
、
往
生
の
障
り
に
な
る
よ
う
な
知
恵
を
も
た
な

い
者
。

（
374
）
無
病
…
こ
こ
で
は
、
往
生
の
障
り
に
な
る
よ
う
な
病
が
な
い
者
。

（
375
）『
聖
典
』
一
・
二
八
／
二
二
七
。

（
376
）『
聖
典
』
一
・
一
七
六
／
三
〇
六

（
377
）『
聖
典
』
一
・
一
七
六
／
三
〇
六
。

（
378
）『
往
生
礼
讃
』
に
「
若
少
一
心
、
即
不
得
生
」（『
浄
全
』
四
・
三

五
四
）
と
あ
る
。
こ
の
文
は
『
選
択
集
』
第
八
章
に
引
用
さ
れ
て
い

る
。

（
379
）「
七
箇
条
の
起
請
文
」
に
は
「
浄
土
宗
の
大
事
は
三
心
の
法
門
に

あ
る
な
り
」（『
聖
典
』
四
・
三
三
四
）
と
あ
る
。

（
380
）『
選
択
集
』第
八
章「
念
仏
の
行
者
必
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
の
文
」

な
ど
参
照
。

（
381
）『
観
経
疏
』（『
聖
典
』
二
・
二
八
八
）。

（
382
）
名
聞
と
利
養
…
名
聞
は
名
誉
、
世
間
の
評
判
。
利
養
は
利
欲
を
む

さ
ぼ
っ
て
身
を
こ
や
す
こ
と
。

（
383
）
一
遍
の
「
西
へ
行
く 

山
の
岩
ね
を 

ふ
み
な
れ
ば 

苔
こ
そ
道
の 

さ
は
り
な
り
け
れ
」（
冷
泉
為
相
私
撰
『
拾
遺
風
体
集
』
所
収
）
の

こ
と
か
。

（
384
）
五
欲
…
色
声
香
味
触
の
五
境
の
こ
と
。
こ
れ
ら
は
欲
望
を
引
き
起

こ
す
源
と
な
る
か
ら
五
欲
と
い
う
。
ま
た
一
般
的
に
財
欲
・
色
欲
・

飲
食
欲
・
名
欲
・
睡
眠
欲
の
五
つ
も
五
欲
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
は

後
半
の
意
と
思
わ
れ
る
。

（
385
）
浅
深
重
々
…
浅
深
軽
重
の
誤
り
か
。

（
386
）『
聖
典
』
二
・
二
八
九
。

（
387
）
疑
怯
の
心
…
疑
っ
た
り
、
恐
れ
た
り
し
て
、
し
り
ご
み
す
る
心
。

（
388
）
狐
疑
…
狐
は
疑
い
深
い
性
質
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
相
手

の
こ
と
を
疑
う
こ
と
。

（
389
）
猶
予
不
定
…
心
を
決
め
か
ね
て
、
気
持
ち
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
。

（
390
）『
浄
全
』
二
・
三
八
〇
・
下
。

（
391
）
良
忠
『
浄
土
大
意
鈔
』（『
浄
全
』
一
〇
・
七
一
八
）。

（
392
）
不
回
向
…
こ
こ
で
は
、
他
宗
に
お
い
て
衆
生
が
自
力
の
善
根
を
往

生
の
為
に
差
し
向
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
教
義
の
こ
と
を
い

う
。
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（
393
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
〇
（『
聖
典
』
六
・
二
六
七
）。

（
394
）横
の
一
心
…『
末
代
念
仏
授
手
印
』に
は「
一
つ
に
は
横
の
三
心（
一

心
に
三
心
を
具
す
る
者
こ
れ
横
の
三
心
な
り
）」（『
聖
典
』
五
・
二

三
五
）
と
あ
る
。

（
395
）
称
念
…
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
―
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）。

三
蓮
社
縁
誉
、
字
は
吟
応
。
武
蔵
国
品
川
の
人
。
捨
世
派
念
仏
聖
の

祖
と
さ
れ
る
。

（
396
）
は
か
り
ご
と
…
『
称
念
上
人
行
状
記
』
に
は
「
は
か
り
ご
と
」
で

は
な
く
、「
ば
か
り
な
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
397
）
妙
阿
『
称
念
上
人
行
状
記
』（『
浄
全
』
一
七
・
六
六
六
・
上
）。

（
398
）『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』「
諸
人
伝
説
の
こ
と
ば
」
に
「
た
だ
南
無
阿

弥
陀
仏
と
申
せ
ば
決
定
し
て
往
生
す
る
こ
と
な
り
と
信
じ
取
る
べ
き

な
り
」（『
聖
典
』
四・四
八
三
）
と
あ
る
。
聖
光
伝
承
本
に
は
①
『
和

語
灯
録
』
五
「
諸
人
伝
説
の
詞
」
と
②
『
善
導
寺
御
消
息
』
と
に
所

収
さ
れ
る
二
本
あ
る
が
、
①
に
は
起
請
の
文
が
な
く
②
に
は
起
請
の

文
が
あ
る
。
今
回
は
文
脈
か
ら
①
を
典
拠
と
し
た
。
※
こ
の
箇
所
よ

り
先
は
、
忍
澂
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』（『
浄
全
』
九
・
四
四
・
下
―
）

の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

（
399
）
写
瓶
深
信
…
写
瓶
と
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
一
器
の
水
を
他
の
一

器
に
移
す
よ
う
に
、
一
滴
た
り
と
も
遺
漏
な
く
教
え
な
ど
が
す
べ
て

が
伝
え
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
然
上
人

の
深
い
信
心
が
、
聖
光
上
人
に
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う

意
で
取
っ
た
。

（
400
）
暗
推
…
知
恵
に
く
ら
い
、
愚
か
な
考
察
の
意
。

（
401
）
前
注
三
七
三
参
照
。

（
402
）「
一
念
義
停
止
起
請
文
」（『
昭
法
全
』・
八
〇
二
）
参
照
。

（
403
）『
法
事
讃
私
記
』
に
「
律
に
い
わ
く
、
衆
生
の
業
力
は
仏
力
に
勝

る
る
が
故
に
。
意
取
」（『
浄
全
』
四
・
四
六
・
下
）
と
あ
る
。

（
404
）
善
巧
…
善
巧
方
便
の
略
。
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
巧
み
に
手
立
て

を
め
ぐ
ら
す
こ
と
。

（
405
）
一
一
八
一
年
に
東
大
寺
大
仏
殿
大
勧
進
職
に
選
ば
れ
る
も
こ
れ
を

固
辞
し
、俊
乗
房
重
源
を
推
挙
し
た
と
伝
記
に
あ
る
。『
四
巻
伝
』『
四

十
八
巻
伝
』
等
参
照
。

（
406
）
勅
勘
…
勅
命
に
よ
る
勘
当
。
天
皇
の
命
令
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
。

（
407
）
無
観
無
解
…
「
一
枚
起
請
文
」
冒
頭
の
「
観
念
の
念
に
も
あ
ら
ず
」

「
学
文
を
し
て
、
念
の
心
を
さ
と
り
て
申
念
仏
に
も
あ
ら
ず
」
の
意
。

（
408
）
霊
空
…
江
戸
時
代
中
期
の
天
台
宗
の
僧
。
一
六
五
二
―
一
七
三
九
。

（
409
）
厭
求
…
江
戸
時
代
前
期
の
学
僧
。
一
六
三
三
―
一
七
一
三
。

（
410
）
素
信
…
江
戸
時
代
の
学
僧
。
生
没
年
不
明
。

（
411
）
倶
利
伽
羅
合
戦
…
倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い
の
こ
と
。
源
義
仲
の
軍
勢

と
平
家
軍
の
合
戦
。
源
義
仲
は
こ
の
合
戦
に
大
勝
し
て
源
平
の
勢
力

は
逆
転
、
義
仲
は
入
洛
し
、
平
氏
は
都
落
ち
す
る
。

（
412
）『
大
正
蔵
』
四
六
・
九
二
・
上
（
取
意
）。

（
413
）『
大
正
蔵
』
四
六
・
三
七
一
・
中
。
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（
414
）
諦
忍
…
妙
龍
。
戒
律
や
浄
土
門
に
も
通
じ
た
真
言
宗
の
僧
侶
。
一

七
〇
五
―
一
七
八
六
。

（
415
）
川
口
高
風
「『
一
枚
起
請
文
諸
説
弁
断
』
を
め
ぐ
る
論
争
」（『
諦

忍
律
師
研
究
』
下
、
一
〇
七
〇
）
参
照
。

（
416
）『
浄
全
』
一
・
四
六
。

（
417
）『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』
中
（『
浄
全
』
九
・
一
七
三
・
上
）
に

同
様
の
意
味
の
割
書
き
が
あ
る
が
若
干
、
文
章
が
異
な
る
。

（
418
）
還
愚
…
愚
痴
に
か
え
る
こ
と
を
い
う
。
自
分
の
愚
か
さ
を
自
覚
す

る
こ
と
で
あ
り
、
還
愚
痴
と
も
い
う
。

（
419
）
性
得
…
先
天
的
に
所
有
し
て
い
こ
と
。
先
天
的
に
存
す
る
こ
と
。

（
420
）
頑
愚
…
頑
迷
愚
鈍
の
略
。
頑
な
で
愚
か
な
こ
と
。

（
421
）『
和
語
灯
録
』「
諸
人
伝
説
の
詞
」
に
は
「
聖
道
門
の
修
行
は
智
慧

を
極
め
て
生
死
を
離
れ
、
浄
土
門
の
修
行
は
愚
痴
に
還
り
て
極
楽
に

生
ま
る
と
。
以
上
信
空
上
人
の
伝
説
な
り
。『
進
行
集
』
よ
り
出
で

た
り
」（『
聖
典
』
四
・
四
八
一
）
と
あ
る
。

（
422
）意
許
…
因
明
の
用
語
。こ
と
ば
に
表
さ
な
い
が
、意
中
に
所
見
を
も
っ

て
い
る
こ
と
。

（
423
）『
浄
全
』
三
・
一
九
五
・
下
。

（
424
）
有
為
の
行
…
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
り
滅
し
た
り
す
る
不
安
定
で

不
完
全
な
行
。

（
425
）
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
、忍
澂
『
吉
水
遺
誓
諺
論
』（『
浄
全
』
九・四
七・

下
）
に
あ
る
。

（
426
）
愚
鈍
念
仏
第
一
の
正
機
…
『
往
生
記
』（『
聖
典
』
五
・
二
一
六
）・

『
往
生
記
投
機
抄
』（『
聖
典
』
五
・
二
六
六
）
で
説
か
れ
る
、
浄
土

宗
に
お
け
る
理
想
と
す
る
念
仏
。
一
切
の
思
慮
を
交
え
ず
、
衆
生
を

救
済
す
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
信
じ
て
念
仏
す
る
こ
と
。

（
427
）
総
別
二
種
の
安
心
…
総
安
心
と
は
、
広
く
一
般
仏
教
に
通
じ
る
も

の
で
厭
欣
心
・
菩
提
心
を
い
い
、
別
安
心
と
は
浄
土
門
独
自
の
も
の

で
至
誠
心
等
の
三
心
を
い
う
。

（
428
）『
和
語
灯
録
』「
諸
人
伝
説
の
詞
」
に
は
「
さ
れ
ば
年
ご
ろ
習
い
集

め
た
る
智
慧
は
往
生
の
た
め
に
は
要
に
も
立
つ
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど

も
習
い
た
り
し
甲
斐
に
は
か
く
の
ご
と
く
知
り
た
れ
ば
は
か
り
な
き

事
な
り
」（『
聖
典
』
四
・
四
八
六
）
と
あ
る
。

（
429
）
託
願
往
生
…
本
願
を
頼
り
に
し
て
、
そ
れ
に
身
を
ま
か
せ
て
往
生

す
る
こ
と
。

（
430
）
故
上
人
…
通
常
「
故
人
の
上
人
」
の
意
で
あ
る
が
、
浄
土
宗
に
お

い
て
は
法
然
上
人
滅
後
に
弟
子
達
が
、
そ
の
著
作
に
お
い
て
法
然
上

人
を
指
す
と
き
の
呼
称
の
一
つ
と
し
て
用
い
た
。
こ
れ
は
、
法
然
上

人
が
「
順
彼
仏
願
故
」
の
「
故
」
の
一
字
を
得
て
、
念
仏
の
一
行
を

選
択
し
た
（
聖
冏
『
教
相
十
八
通
』）
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

（
431
）
烏
帽
子
…
布
や
紙
で
作
っ
た
黒
色
の
帽
子
。
十
五
世
紀
以
前
は
烏

帽
子
を
か
ぶ
ら
ず
に
頭
部
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
を
恥
辱
と
す
る
風
潮

が
あ
っ
た
。

（
432
）
義
山
・
円
智
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』（『
浄
全
』
一
六
・
三
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三
一
・
下
）
に
は
「
烏
帽
子
モ
キ
サ
ル
男
ト
ハ
官
ニ
モ
進
マ
ズ
直
人

ナ
リ
知
慧
ノ
名
モ
ナ
キ
身
ナ
レ
ト
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
433
）
現
在
の
浄
全
本
で
確
認
す
る
と
、
聖
光
『
浄
土
宗
要
集
』（『
浄
全
』

一
〇
・
二
一
三
・
下
）
と
聖
冏
『
教
相
十
八
通
』（『
浄
全
』
一
二
・

七
四
二
・
上
）
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

（
434
）
中
庸
…
儒
教
の
経
典
。『
礼
記
』
中
の
一
編
。
子
思
（
前
四
八
三

頃
―
前
四
〇
二
頃
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
宋
代
に
は
、
こ
の
一
編

を
独
立
さ
せ
て
研
究
す
る
者
が
多
く
出
て
、
朱
熹
（
朱
子
、
一
一
三

〇
―
一
二
〇
〇
）
に
よ
っ
て
「
四
書
」
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

（
435
）
不
理
会
…
理
解
会
得
せ
ず
の
意
。
聖
聰
『
初
重
指
南
目
録
集
』
上

に
「
此
の
単
信
大
信
不
理
会
の
機
に
投
る
を
以
て
浄
土
の
投
機
と
為

す
」（『
浄
土
伝
灯
輯
要
』、
八
四
）
と
あ
る
。

（
436
）
明
遍
…
一
一
四
二
―
一
二
二
四
。
東
大
寺
で
三
論
宗
義
と
密
教
を

学
ん
だ
学
僧
。
高
野
山
蓮
華
谷
に
隠
遁
し
、
蓮
華
三
昧
院
を
創
建
し

た
。
隠
遁
後
に
深
く
念
仏
に
帰
依
し
、
空
阿
弥
陀
仏
と
号
し
た
。

（
437
）『
標
註
一
言
芳
談
抄
』
三
（『
続
浄
』
八
・
四
〇
七
・
下
）、『
一
言

芳
談
抄
』
下
（『
浄
土
仏
教
古
典
叢
書
』
所
収
）。

（
438
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
八
（『
聖
典
』
六
・
七
六
一
）。

（
439
）
関
通
『
随
聞
往
生
記
』
巻
下
・
追
加
（『
近
世
往
生
伝
集
成
』
二

所
収
）。

（
440
）
燕
石
…
玉
に
似
て
い
る
が
、
価
値
の
無
い
石
。
ま
が
い
物
の
意
。

（
441
）
果
分
不
可
説
…
仏
の
悟
り
の
境
地
は
、
衆
生
が
説
き
あ
ら
わ
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
。

（
442
）三
賢
…
菩
薩
の
五
十
二
の
階
位
の
う
ち
、十
住（
第
一
一
―
二
〇
位
）・

十
行
（
第
二
一
―
三
〇
位
）・
十
廻
向
（
第
三
一
―
四
〇
位
）
の
こ
と
。

（
443
）十
地
…
菩
薩
の
五
十
二
の
階
位
の
う
ち
、第
四
一
―
五
〇
位
の
こ
と
。

誓
願
と
修
行
を
完
成
さ
せ
る
、
高
位
の
階
位
。

（
444
）
十
信
…
菩
薩
の
五
十
二
の
階
位
の
う
ち
、
最
初
の
第
一
―
一
〇
位

の
こ
と
。
仏
法
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
位
の
意
。

（
445
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
「
仏
の
密
意
弘
深
な
り
、教
門
暁
ら
め
難
し
。

三
賢
十
聖
も
、
測
っ
て
闚
う
所
に
あ
ら
ず
。
い
わ
ん
や
我
が
信
外
の

軽
毛
な
る
、
あ
え
て
旨
趣
を
知
ら
ん
や
」（『
聖
典
』
二
・
一
六
二
）

と
あ
る
。

（
446
）
能
同
…
能
同
は
、
あ
る
行
為
を
な
す
者
を
「
能
」
と
い
う
の
で
、

同
じ
よ
う
に
な
ろ
う
と
す
る
側
の
意
。
反
対
に
、
所
同
は
、
あ
る
行

為
が
な
さ
れ
る
目
的
や
対
象
を
「
所
」
と
い
う
の
で
、
そ
の
目
標
と

さ
れ
る
側
の
意
。

（
447
）
加
古
の
教
信
…
平
安
前
期
の
念
仏
聖
。
口
称
念
仏
の
先
駆
者
。
生

年
不
詳
―
八
六
五
。『
日
本
往
生
極
楽
記
』
二
二
、『
今
昔
物
語
』
一

五
の
二
六
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
上
・
一
七
等
参
照
。

（
448
）伊
予
の
安
西
…
寿
永
寺
末
寺
本
誓
寺（
愛
媛
県
大
洲
市
）の
第
二
世
。

総
誉
。
一
六
四
〇
―
一
七
一
〇
。『
続
日
本
高
僧
伝
』
一
〇
、『
総
誉

安
西
法
師
往
生
記
』
参
照
。

（
449
）
讃
岐
の
源
太
夫
…
『
今
昔
物
語
』
一
九
の
一
四
、『
発
心
集
』
三
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の
四
、『
私
聚
百
因
縁
集
』
九
の
二
〇
参
照
。

（
450
）
但
馬
の
与
九
郎
…
詳
細
不
明
。

（
451
）
白
子
の
妙
照
尼
…
妙
照
信
尼
。
三
重
県
鈴
鹿
市
の
出
身
。
生
年
不

詳
―
一
七
〇
九
。
関
通『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』中（『
浄
全
』九・

一
九
九
）、『
新
聞
顕
験
往
生
伝
』
上
、『
近
世
往
生
伝
集
成
』
二
・

五
七
参
照
。

（
452
）岸
和
田
の
妙
祐
尼
…
妙
祐
信
尼
。生
年
不
詳
―
一
七
三
六
。関
通『
一

枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』
中
（『
浄
全
』
九・一
八
二
）、『
現
証
往
生
伝
』

中
、『
近
世
往
生
伝
集
成
』
一
・
二
一
二
参
照
。

（
453
）
恵
心
…
源
信
。
天
台
宗
恵
心
流
の
祖
。
九
四
二
―
一
〇
一
七
。 

（
454
）
永
観
…
南
都
浄
土
教
を
代
表
す
る
僧
。
一
〇
三
三
―
一
一
一
一
。 

（
455
）
顕
真
…
平
安
末
の
天
台
僧
で
大
原
問
答
の
主
催
者
。
一
一
三
一
―

一
一
九
二
。

（
456
）
明
遍
…
前
注
四
三
六
参
照
。

（
457
）
覚
源
…
生
年
不
詳
―
一
七
四
〇
。
日
課
念
仏
十
万
遍
を
行
ず
。

（
458
）
本
所
割
下
水
…
現
在
の
東
京
都
墨
田
区
の
あ
た
り
。

（
459
）一
称
一
課
…
念
仏
一
称
ご
と
に
数
珠
を
ひ
と
繰
り
す
る
こ
と
の
意
か
。

（
460
）
十
徳
…
素
袍
に
似
て
、
両
腋
を
縫
っ
た
平
安
時
代
の
衣
服
。
隠
棲

し
て
い
る
僧
、
在
家
の
入
道
者
な
ど
が
こ
れ
を
用
い
、
後
に
文
人
・

医
者
な
ど
が
着
る
よ
う
に
な
り
、
腰
か
ら
下
に
襞
を
つ
け
る
。

（
461
）
乗
物
町
…
現
在
の
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
の
旧
地
名
。

（
462
）
駒
込
光
源
寺
…
豊
島
区
駒
込
の
天
昌
山
光
源
寺
。

（
463
）
転
倒
…
正
し
い
道
理
に
反
す
る
、
真
逆
の
見
方
・
あ
り
方
。

（
464
）「
彼
の
五
竺
に
三
寺
有
る
が
ご
と
し
。
一
に
は
一
向
大
乗
寺
、
こ

の
寺
の
中
に
は
小
乗
を
学
す
る
こ
と
無
し
。
二
に
は
一
向
小
乗
寺
、

こ
の
寺
の
中
に
は
大
乗
を
学
す
る
こ
と
無
し
。
三
に
は
大
小
兼
行4

寺
、

こ
の
寺
の
中
に
は
大
小
兼
ね
学
す
。
故
に
兼
行4

寺
と
云
う
」（『
聖
典
』

三
・
一
二
六
）。

（
465
）『
浄
全
』
六
・
四
九
・
下
。

（
466
）
参
究
…
参
禅
し
て
問
題
（
公
案
な
ど
）
を
究
明
す
る
こ
と
。

（
467
）雲
棲
…
袾
宏
。
明・嘉
靖
一
四
年（
一
五
三
五
）―
万
暦
四
三
年（
一

六
一
五
）。
杭
州
仁
和
（
現
・
浙
江
省
杭
州
市
）
の
人
。
杭
州
の
雲

棲
山
に
住
持
し
た
。
念
仏
と
禅
と
が
本
来
一
体
で
あ
る
と
い
う
禅
浄

一
致
説
を
と
な
え
た
。
著
書
に
『
雲
棲
法
彙
』
三
四
巻
、『
禅
関
策
進
』

『
緇
門
崇
行
録
』『
竹
窓
随
筆
』『
自
知
録
』『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
等
が

あ
る
。

（
468
）竹
窓
隨
筆
…
三
巻
。
雲
棲
袾
宏
撰
。
明・万
暦
四
三
年（
一
六
一
五
）

述
。『
竹
窓
随
筆
』『
竹
窓
二
筆
』『
竹
窓
三
筆
』
の
総
称
。
雲
棲
は

禅
浄
双
修
を
標
榜
し
て
い
る
が
、『
竹
窓
二
筆
』「
随
処
浄
土
」
で
は
、

禅
に
傾
倒
す
る
者
に
対
し
て
皮
肉
を
込
め
て
厳
し
く
警
告
す
る
旨
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
初
心
の
者
は
浄
土
教
を
信
じ
る
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

（
469
）
珍
海
…
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
―
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）。

平
安
末
期
の
南
都
浄
土
教
を
代
表
す
る
、
東
大
寺
・
醍
醐
寺
を
中
心
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に
活
躍
し
た
三
論
宗
の
学
僧
、
画
僧
。
法
然
上
人
は
東
大
寺
講
説
の

際
に
、
本
朝
で
善
導
の
義
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
、
源
信
、
永
観

に
続
い
て
珍
海
を
あ
げ
て
い
る
。

（
470
）
決
定
往
生
集
…
二
巻
。
珍
海
撰
。
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
成
立
。

往
生
浄
土
の
教
え
の
時
機
相
応
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
念
仏
に
よ
っ

て
決
定
往
生
の
安
心
を
得
て
、
聖
衆
の
来
迎
を
期
す
べ
き
で
あ
る
と

説
く
。

（
471
）
本
願
念
仏
勧
化
本
義
…
関
通
撰
。
一
巻
。『
雲
介
子
関
通
全
集
』

三
所
収
。

（
472
）
俊
鳳
…
生
没
年
と
も
未
詳
。 
著
書
に
『
西
山
復
古
篇
』『
一
遍
上

人
語
録
諺
釈
』『
西
方
径
路
』『
略
述
大
乗
戒
儀
』
等
が
あ
る
。

（
473
）『
雲
介
子
関
通
全
集
』
三
・
二
〇
八
・
上
。

（
474
）
仏
の
三
十
二
相
の
一
つ
、
広
長
舌
相
の
こ
と
。
舌
覆
面
至
髪
際
相

と
も
い
う
。
舌
相
は
仏
の
不
妄
語
の
表
象
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』

第
八
参
照
。

（
475
）
原
文
に
あ
る
返
り
点
に
従
っ
て
書
き
下
し
た
。

（
476
）
白
居
易
の
「
井
底
引
銀
缾
」
に
あ
る
、
庶
民
の
娘
と
君
子
と
の
駆

け
落
ち
を
題
材
に
し
た
詩
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
。
一
夜
の
寵
愛
を

受
け
て
駆
け
落
ち
し
、
本
来
な
ら
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
君
の
屋
敷

に
住
ま
せ
て
も
ら
っ
た
娘
が
、
百
年
の
生
涯
を
懸
け
て
報
い
よ
う
と

す
る
意
で
、
凡
入
報
土
の
譬
喩
か
。
た
だ
し
、
白
居
易
の
原
文
で
は

「
捨
つ
る
」
で
は
な
く
「
誤
る
」。
身
分
不
相
応
の
君
の
元
に
駆
け
落

ち
し
た
女
が
、
邸
宅
で
低
い
身
分
の
為
に
冷
遇
さ
れ
る
が
、
今
さ
ら

親
元
に
も
帰
れ
な
い
と
い
う
内
容
。
白
居
易
も
、
身
を
慎
し
み
軽
々

し
く
身
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
言
葉
を
添
え
て
い
る
。

（
477
）
人
中
の
芬
陀
利
華
…
芬
陀
利
華
は
蓮
華
の
中
で
も
最
上
の
白
蓮
華

を
指
し
、
優
れ
た
人
物
の
比
喩
と
し
て
多
く
の
仏
典
に
用
い
ら
れ
る
。

『
観
経
』
に
も
念
仏
者
を
賞
し
て
「
も
し
念
仏
せ
ん
者
は
、
ま
さ
に

知
る
べ
し
。
こ
の
人
は
、こ
れ
人
中
の
芬
陀
利
華
な
り
」（『
聖
典
』一・

三
一
四
）
と
あ
る
。

（
478　

善
導
大
師
は
「
人
中
の
好
人
、
人
中
の
妙
好
人
、
人
中
の
上
上
人
、

人
中
の
希
有
人
、
人
中
の
最
勝
人
な
り
」
と
『
観
経
疏
』
に
釈
し
て

い
る
。（『
聖
典
』
二
・
三
二
三
）

（
479
）
法
界
唯
心
の
観
…
現
象
の
世
界
は
真
理
の
現
れ
と
し
、
真
理
は
こ

と
ご
と
く
自
己
の
一
心
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
観
ず
る
行
。

（
480
）
三
諦
即
是
の
観
…
空
・
仮
・
中
の
三
観
を
同
時
に
行
っ
て
、
三
諦

は
円
え
ん
に
融ゅ
う
（
完
全
に
融
合
し
た
状
態
）
で
あ
る
こ
と
観
ず
る
行
。

（
481
）阿
字
本
不
生
の
観
…
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
梵
字
の
阿
字
の
中
に
お
さ
め
、

そ
れ
ら
は
大
日
如
来
の
自
内
証
に
ほ
か
な
ら
な
ら
ず
、
根
本
的
で
生

も
滅
も
し
な
い
と
い
う
本
不
生
の
理
を
観
ず
る
行
。

（
482
）
龍
華
会
…
釈
尊
の
滅
後
五
十
六
億
七
千
万
年
の
後
、
弥
勒
菩
薩
が

こ
の
世
に
出
て
龍
華
樹
の
も
と
で
さ
と
り
を
得
て
、
三
度
に
わ
た
り

人
々
を
救
済
す
る
法
座
の
こ
と
。

（
483
）
三
覚
…
自
覚
、
覚
他
、
覚
行
窮
満
の
三
覚
の
こ
と
。
自
ら
覚
り
、
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他
を
し
て
覚
ら
し
め
、
覚
り
の
は
た
ら
き
が
完
成
し
た
こ
と
。

（
484
）昏
沈
掉
挙
…
昏
沈
は
、心
が
深
く
沈
ん
だ
状
態
。
ふ
さ
ぎ
こ
む
こ
と
。

掉
挙
は
、
心
の
軽
躁
な
こ
と
。
浮
動
し
て
静
ま
り
の
な
い
こ
と
。
と

も
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
唯
識
に
お
け
る
煩
悩
の
ひ
と
つ
。

（
485
）
息
慮
凝
心
…
思
い
を
と
ど
め
（
息
慮
）、
心
を
集
中
す
る
（
凝
心
）。

心
の
は
た
ら
き
を
や
め
、
精
神
を
平
静
に
す
る
こ
と
。

（
486
）
初
地
…
前
注
八
六
参
照
。

（
487
）
宗
旨
印
形
…
江
戸
時
代
に
定
め
ら
れ
た
「
宗
旨
人
別
改
帳
」
に
檀

那
寺
、
生
年
月
、
家
主
の
印
な
ど
を
押
印
し
て
人
と
な
り
を
証
明
し

て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
檀
那
寺
が
「
浄
土
宗
寺
院
の
檀
家
で
あ
る
」

と
証
明
す
る
印
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
488
）
願
孤
行
孤
無
所
至･･･

善
導
『
観
経
疏
』
に
「
但
有
其
行
、行
即
孤
、

亦
無
所
至
。
但
有
其
願
、
願
即
虚
亦
無
所
至
（
た
だ
そ
の
行
の
み
有

る
は
行
す
な
わ
ち
孤
に
し
て
ま
た
至
る
所
無
し
。
た
だ
そ
の
願
の
み

有
る
は
、
願
す
な
わ
ち
虚
に
し
て
、
ま
た
至
る
所
無
し
）」（『
聖
典
』

二
・
一
八
一
）
と
あ
る
。

（
489
）
存
覚
『
浄
土
真
要
抄
』
に
は
「
聖
教
に
お
い
て
、
方
便
の
説
あ
り

真
実
の
説
あ
り
、
一
往
の
義
あ
り
再
往
の
義
あ
り
。
念
仏
に
お
い
て

来
迎
あ
る
べ
し
と
み
え
た
る
は
、
皆
浅
機
を
引
せ
ん
が
た
め
の
一
往

方
便
の
説
な
り
」（『
浄
土
真
宗
聖
典
』
注
釈
版
・
一
〇
二
三
）
と
あ

る
。

（
490
）
遺
嘱
…
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
死
後
の
こ
と
を
依
頼
す
る
こ
と
。

（
491
）
義
延
…
本
文
で
は
義
延
と
な
っ
て
い
る
が
、「
魏
延
」
の
こ
と
。

魏
延
（
生
年
不
詳
―
二
三
四
）
は
、
中
国
後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代

に
か
け
て
の
蜀
漢
の
武
将
。
字
は
文
長
。
荊
州
義
陽
郡
の
人
。「
反

骨
の
相
」「
義
延
の
謀
反
」
の
話
は
『
三
国
志
演
義
』
に
出
て
い
る
。

（
492
）
寒
蝉
が
枯
木
を
抱
い
て
…
そ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
し
な
い
こ
と
を

た
と
え
て
い
う
。
秋
の
蝉
は
枯
れ
木
に
す
が
り
付
く
と
い
う
意
味
か

ら
、
幾
ば
く
の
余
命
も
な
い
人
は
、
身
近
な
生
き
が
い
を
唯
一
の
頼

り
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。

（
493
）
叡
空
…
生
没
年
不
明
。
房
号
は
慈
眼
房
。
比
叡
山
西
塔
北
谷
黒
谷

の
遁
世
上
人
で
、
法
然
上
人
と
信
空
の
師
。

（
494
）源
光
…
生
没
年
不
明
。
持
宝（
法
）房
。
叡
山
の
西
塔
北
谷
に
住
し
、

法
然
上
人
登
山
時
の
最
初
の
師
と
伝
え
る
伝
記
は
多
い
。

（
495
）
皇
円
…
生
年
不
詳
―
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
か
。
比
叡
山
東
塔

西
谷
功
徳
院
の
天
台
僧
。
甥
に
隆
寛
が
い
る
。

（
496
）『
法
然
上
人
伝
記
』
一
下
（『
浄
全
』
一
七
・
一
〇
六
・
下
）。

（
497
）『
法
然
上
人
伝
記
』
一
上
（『
浄
全
』
一
七
・
一
〇
四
・
上
）。

（
498
）
西
忍
…
生
没
年
不
明
。
諱
は
高
階
保
遠
、
駿
河
権
守
。
塩
飽
（
香

川
県
丸
亀
市
）
の
地
頭
。
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）、
法
然
上
人
が

讃
岐
流
罪
の
時
に
入
信
し
た
と
さ
れ
る
武
士
。

（
499
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
五
（『
聖
典
』
六
・
五
五
七
）。

（
500
）
月
や
そ
の
光
明
を
神
格
化
し
た
月
天
子
が
、
勢
至
菩
薩
の
変
化
身

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
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（
501
）『
聖
典
』
六
・
一
一
。

（
502
）
会
稽
の
恥
…
中
国
春
秋
時
代
の
故
事
。
戦
い
に
敗
れ
た
も
の
が
辛

苦
の
末
に
、
敗
れ
た
恥
を
そ
そ
ぐ
こ
と
。

（
503
）法
然
道
理
…
お
の
ず
と
そ
う
あ
る
こ
と
、天
然
自
然
の
道
理
を
い
う
。

（
504
）
選
択
之
伝
…
袋
中
良
定
撰
（『
浄
全
』
八
・
六
九
・
上
）。

（
505
）『
十
巻
伝
』（『
浄
全
』
一
七
・
二
九
六
・
上
）。

（
506
）『
十
六
門
記
』（『
浄
全
』
一
七
・
四
）。

（
507
）
隆
寛
撰
『
法
然
上
人
秘
伝
』（『
浄
全
』
一
七
・
二
八
・
上
）。

（
508
）『
大
正
蔵
』
三
二
・
五
七
二
・
中
。

（
509
）
南
留
別
志
…
随
筆
で
全
五
巻
あ
る
。
江
戸
前
期
の
儒
学
者
荻
生
徂

徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
の
著
。
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
刊
。

四
百
余
の
名
称
の
語
源
を
挙
げ
、
転
訛
を
正
そ
う
と
し
た
も
の
。
題

名
は
、
各
条
末
に
「
な
る
べ
し
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

（
510
）
判
署
…
自
筆
で
自
己
の
名
を
記
す
「
署
名
」
と
、花
押
を
押
す
「
判
」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

（
511
）
名
判
…
証
文
な
ど
に
付
さ
れ
る
姓
名
と
印
判
。

（
512
）
庭
訓
往
来
…
代
表
的
な
往
来
物
で
、
一
二
ヵ
月
に
配
列
し
た
二
五

通
の
手
紙
文
例
か
ら
な
る
。
作
者
不
明
。
南
北
朝
後
期
―
室
町
初
期

の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
武
士
家
庭
や
寺
子
屋
の
初
等
教
科
書
と
し
て

普
及
。
武
士
や
庶
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
語
彙
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
。

（
513
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
一
四
で
は
、
顕
真
法
印
が
大
原
問
答
に

て
法
然
上
人
を「
弥
陀
如
来
の
応
現
」と
讃
嘆
さ
れ
て
い
る（『
聖
典
』

六
・
一
五
六
）。『
同
』
八
に
は
「
勢
至
の
垂
迹
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（『
聖
典
』
六
・
八
九
―
九
一
）。

（
514
）『
勅
修
御
伝
』に
記
述
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
見
当
た
ら
な
い
。『
大

原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』
に
同
様
の
記
述
が
あ
る
（『
浄
全
』
一
四
・

七
八
九
・
上
）。

（
515
）
無
生
忍
…
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
生
で
あ
る
と
い
う
真
理
を
確
信
す

る
こ
と
。

（
516
）『
大
正
蔵
』
一
九
・
一
二
八
・
中
。

（
517
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
八
（『
聖
典
』
六
・
九
〇
）。

（
518
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
八
（『
聖
典
』
六
・
九
一
）。 

（
519
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
八
（『
聖
典
』
六
・
九
一
）。
同
様
の
記

述
が
『
同
』
三
五
（『
聖
典
』
六
・
五
五
八
）
に
あ
る
。

（
520
）『
観
経
』
に
「
円
光
は
面
各
お
の
百
二
十
五
由
旬
な
り
。
二
百
五

十
由
旬
を
照
ら
す
。
挙
身
の
光
明
、
十
方
の
国
を
照
ら
す
に
紫
金
の

色
を
作
せ
り
。
有
縁
の
衆
生
は
皆
悉
く
見
る
こ
と
を
得
。
た
だ
こ
の

菩
薩
の
一
毛
孔
の
光
を
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
十
方
無
量
の
諸
仏
の
浄

妙
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
る
。
こ
の
故
に
こ
の
菩
薩
を
号
し
て
無
辺

光
と
名
づ
く
」（『
聖
典
』
一
・
三
〇
三
）
と
あ
る
。

（
521
）『
観
経
』（『
聖
典
』
一
・
三
〇
三
）。

（
522
）
誠
諦
…
真
実
の
こ
と
。

（
523
）
聖
位
…
往
生
人
は
不
退
転
の
位
に
住
す
る
。
菩
薩
の
階
位
は
諸
説
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あ
る
が
、『
菩
薩
瓔
珞
経
』
の
五
十
二
位
に
お
い
て
は
、
聖
位
は
初

地
以
上
を
指
す
。

（
524
）別
開
御
弘
通
…
浄
土
宗
を
開
宗
し
、念
仏
弘
通
に
勤
め
ら
れ
た
こ
と
。

（
525
）
天
魔
…
仏
法
を
妨
げ
る
者
。
人
が
善
事
を
な
そ
う
と
す
る
と
き
、

邪
魔
を
す
る
他
化
自
在
天
（
欲
界
の
最
上
位
）
の
魔
王
を
い
う
。

（
526
）
讒
訴
…
他
人
を
お
と
し
い
れ
よ
う
と
し
て
、
事
実
を
ま
げ
て
そ
の

人
が
悪
い
よ
う
に
訴
え
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
訴
え

（
527
）
度
縁
…
度
牒
と
も
い
う
。
官
か
ら
出
家
者
に
与
え
る
許
可
証
。
僧

尼
に
な
っ
た
こ
と
を
政
府
が
認
め
た
証
書
。

（
528
）
こ
の
文
よ
り
「
命
あ
る
も
の
は
、〔
こ
の
〕
因
果
の
〔
道
理
が
〕

間
違
い
な
い
こ
と
に
思
い
を
致
す
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
仰
っ
た
」
に

至
る
ま
で
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
よ
り
引
用
（『
聖
典
』
六
・
五

四
三
―
五
四
四
）。

（
529
）
信
空
…
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
―
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）。

白
川
上
人
と
も
呼
ぶ
。
叡
空
に
入
門
し
、
法
然
上
人
の
弟
弟
子
と
な

る
。
叡
空
の
没
後
、
法
然
上
人
の
門
下
に
入
る
。
上
人
に
常
随
し
、

門
弟
中
で
も
最
古
参
の
人
物
。

（
530
）
常
随
守
護
…
仏
の
教
え
を
正
し
く
信
じ
て
い
る
人
に
、
神
仏
が
常

に
つ
き
従
っ
て
見
守
っ
て
い
る
こ
と
。

（
531
）
神
祇
冥
道
…
天
地
の
神
々
と
冥
界
の
神
々
。

（
532
）
北
条
泰
時
…
鎌
倉
時
代
前
期
の
武
将
。
鎌
倉
幕
府
第
二
代
執
権
、

北
条
義
時
の
長
男
。
鎌
倉
幕
府
第
三
代
執
権
。
鎌
倉
幕
府
北
条
家
の

中
興
の
祖
と
し
て
、
御
成
敗
式
目
を
制
定
し
た
。
承
久
の
乱
で
は
幕

府
軍
の
総
大
将
を
つ
と
め
た
。

（
533
）
本
院
・
中
院
・
新
院
…
上
皇
ま
た
は
法
皇
が
同
時
に
二
人
以
上
あ

る
場
合
、
そ
の
中
の
第
一
の
人
を
本
院
、
二
番
目
の
人
を
中
院
、
新

た
に
院
に
な
っ
た
上
皇
を
新
院
と
い
う
。

（
534
）
承
久
の
乱
…
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
、
後
鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉

幕
府
執
権
の
北
条
義
時
に
対
し
て
討
伐
の
兵
を
挙
げ
て
敗
れ
た
。
日

本
史
上
初
の
朝
廷
と
武
家
政
権
の
間
で
起
き
た
争
乱
で
あ
る
。

（
535
）
こ
れ
よ
り
以
下
「
夢
告
を
受
け
ら
れ
た
」
ま
で
は
『
法
然
上
人
行

状
絵
図
』
よ
り
の
抜
粋
（『
聖
典
』
六
・
五
七
七
―
五
七
八
）。

（
536
）
後
鳥
羽
法
皇
…
後
鳥
羽
院
は
隠
岐
に
流
さ
れ
る
直
前
に
出
家
し
て

法
皇
と
な
っ
て
い
る
。
史
実
で
は
こ
の
時
ま
だ
上
皇
で
あ
る
が
、
原

文
に
従
っ
た
。
な
お
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
で
は
上
皇
と
記
さ
れ

て
い
る
。

（
537
）
石
清
水
八
幡
宮
…
京
都
府
八
幡
市
に
あ
る
神
社
。
旧
称
は
「
男
山

八
幡
宮
」。
二
十
二
社
（
上
七
社
）
の
一
つ
で
、
伊
勢
神
宮
と
と
も

に
二
所
宗
廟
の
一
つ
。

（
538
）
八
幡
神
…
誉
田
別
命
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
）
と
も
呼
ば
れ
、

応
神
天
皇
と
同
一
と
さ
れ
る
。
清
和
源
氏
、
桓
武
平
氏
な
ど
全
国
の

武
家
か
ら
武
運
の
神
「
弓
矢
八
幡
」
と
し
て
崇
敬
を
集
め
た
。
石
淸

水
八
幡
宮
で
は
、
応
神
天
皇
（
誉
田
別
命
）
を
主
神
と
し
て
、
比
売

神
、
応
神
天
皇
の
母
で
あ
る
神
功
皇
后
を
合
わ
せ
て
八
幡
三
神
と
し
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て
祀
っ
て
い
る
。

（
539
）
都
を
鎮
め
守
る
神
々
…
賀
茂
神
社
、
平
野
神
社
等
を
い
う
。

（
540
）
伊
勢
神
宮
…
「
伊
勢
神
宮
」
と
は
通
称
で
あ
り
、正
式
名
称
は
「
神

宮
」。
神
社
本
庁
の
本
宗
（
ほ
ん
そ
う
）
で
あ
る
。
二
十
二
社
（
上

七
社
）
の
一
社
。
古
代
に
お
い
て
は
宇
佐
神
宮
、
中
世
に
お
い
て
は

石
清
水
八
幡
宮
と
共
に
二
所
宗
廟
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
伊
勢
神
宮
に

は
、
天
照
坐
皇
大
御
神
（
天
照
大
御
神
）
を
祀
る
皇
大
神
宮
と
、
豊

受
大
御
神
を
祀
る
豊
受
大
神
宮
の
二
つ
の
正
宮
が
あ
り
、
一
般
に
皇

大
神
宮
は
内
宮
、
豊
受
大
神
宮
は
外
宮
と
呼
ば
れ
る
。
天
照
坐
皇
大

御
神
は
、
皇
室
の
祖
神
（
皇
祖
神
）
と
さ
れ
る
。

（
541
）
蓮
華
王
院
…
通
称
は
三
十
三
間
堂
。
円
光
大
師
御
遺
跡
四
十
八
所

の
札
所
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
三
月
、
後
白
河
法
皇
の
一
三
年

御
忌
の
仏
事
を
土
御
門
天
皇
が
修
し
た
と
き
、
法
然
上
人
が
「
浄
土

三
部
経
」
を
書
写
し
、
能
声
の
僧
を
選
ん
で
六
時
礼
讃
を
勤
め
菩
提

を
祈
っ
た
遺
跡
。

（
542
）後
白
河
法
皇
…
大
治
二
年（
一
一
二
七
）―
建
久
三
年（
一
一
九
二
）。

七
七
代
天
皇
。
鳥
羽
天
皇
の
第
四
皇
子
。
名
は
雅
仁
。
久
寿
二
年
の

即
位
を
契
機
に
保
元
の
乱
が
お
き
る
。
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
に

譲
位
し
て
院
政
を
開
始
、
以
後
五
代
三
四
年
間
院
政
を
し
い
た
。
承

安
四
年
（
一
一
七
四
）
に
は
法
然
を
招
き
受
戒
し
、『
往
生
要
集
』

の
講
義
を
請
じ
た
。

（
543
）
高
倉
天
皇
…
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
―
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）。

名
は
憲
仁
。
後
白
河
法
皇
の
第
七
皇
子
。
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）

二
月
、
後
白
河
院
政
下
に
即
位
し
た
。
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
に

は
、
法
然
か
ら
円
頓
戒
を
受
け
て
い
る
。

（
544
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
一
〇
（『
聖
典
』
六
・
一
〇
五
―
一
〇
六
）。

因
み
に
、
法
然
上
人
は
後
鳥
羽
上
皇
に
も
度
々
円
頓
戒
を
授
け
て
い

る
（『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
一
〇
、『
聖
典
』
六
・
一
一
六
）。

（
545
）
賢
聖
…
賢
と
は
賢
者
、
聖
と
は
聖
者
の
こ
と
。

（
546
）
諫
奏
…
天
皇
・
主
君
に
忠
言
を
申
し
上
げ
る
こ
と
。

（
547
）
讒
臣
…
讒
言
し
て
主
君
に
お
も
ね
る
臣
下
。

（
548
）
春
誉
梅
香
法
尼
…
『
托
事
辨　

往
生
之
部
』
四
（『
大
日
比
三
師

講
説
集
』
下
・
一
一
一
六
）
に
記
載
が
あ
る
。

（
549
）
好
相
奇
瑞
…
仏
・
菩
薩
の
出
現
や
、
光
明
が
さ
し
、
花
が
舞
う
な

ど
の
異
相
。

（
550
）『
老
子
』
第
六
三
で
は
、「
怨
み
に
報
い
る
に
徳
を
以
て
す
」
と
あ
る
。

（
551
）『
論
語
』
巻
第
七
・
憲
問
第
一
四
に
は
、「
或
る
ひ
と
の
曰
わ
く
、

徳
を
以
て
怨
み
に
報
い
ば
、
如
何
。
子
の
曰
わ
く
、
何
を
以
て
か
徳

に
報
い
ん
。
直
き
を
以
て
怨
み
に
報
い
、徳
を
以
て
徳
に
報
ゆ
」（
岩

波
文
庫
『
論
語
』、
二
〇
三
）
と
あ
る
。

（
552
）『
法
句
経
』
に
は
「
慍
於
怨
者　

未
甞
無
怨　

不
愠
自
除　

是
道

可
宗
」（『
大
正
蔵
』
四
・
五
六
二
・
上
）
と
あ
り
、
異
本
の
『
出
曜

経
』
忿
怒
品
に
は
「
不
可
怨
以
怨　

終
已
得
休
息　

行
忍
得
息
怨　

此
名
如
来
法
」（『
大
正
蔵
』
四
・
六
九
七
・
上
）
と
あ
る
。
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（
553
）
鶴
林
玉
露
…
南
宋
時
代
の
随
筆
集
。
羅
大
経
の
著
。
詩
や
文
学
の

評
論
、
文
人
の
逸
話
な
ど
を
収
録
。
全
一
八
巻
。

（
554
）
西
阿
弥
陀
仏
…
詳
細
不
明
。
義
山
『
翼
賛
』
に
は
毛
利
季
光
の
こ

と
か
と
あ
る
が
、
早
田
哲
雄
氏
は
四
条
烏
丸
の
西
光
庵
に
住
し
た
僧

の
こ
と
か
と
い
う
。

（
555
）『
法
華
経
』『
勝
鬘
経
』
な
ど
に
説
か
れ
る
教
え
。『
黒
谷
源
空
上

人
伝
』（『
法
然
上
人
伝
全
集
』・
七
九
八
）
に
は
法
然
上
人
が
同
様

の
意
を
説
い
た
記
述
が
あ
る
。

（
556
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
三
（『
聖
典
』
六
・
五
四
四
）。

（
557
）
憐
愍
覆
護
…
憐
れ
み
情
け
を
か
け
、
心
を
込
め
て
護
る
こ
と
。

（
558
）
知
行
…
平
安
か
ら
室
町
時
代
に
お
い
て
、
与
え
ら
れ
た
土
地
を
直

接
支
配
す
る
こ
と
。

（
559
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
四
（『
聖
典
』
六
・
五
四
九
―
五
五
〇
）。

（
560
）角
張
の
成
阿
弥
陀
仏
…
生
没
年
不
明
。
信
濃
国
高
井
郡
井
上
村（
長

野
県
須
坂
市
）
の
出
身
で
、
清
和
源
氏
の
末
裔
と
さ
れ
る
。

（
561
）
鳥
羽
の
南
の
門
…
『
翼
賛
』
に
は
「
鳥
羽
南
門
は
下
鳥
羽
な
り
。

門
は
廃
絶
し
ぬ
。
今
一
念
寺
と
て
小
堂
あ
り
。
渡
海
場
と
い
う
所
、

此
の
辺
な
り
」（『
浄
全
』
一
六
・
四
三
三
・
下
）
と
あ
る
。
一
念
寺

は
六
七
四
年
創
建
の
法
相
宗
寺
院
で
あ
り
、
法
然
上
人
が
配
流
の
際

に
立
ち
寄
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
一
四
三
一
年
、
浄
土
宗
僧
の
真

阿
弥
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
、
浄
土
宗
寺
院
と
な
っ
た
。

（
562
）
経
ヶ
島
…
摂
津
国
八
部
郡
兵
庫
津
の
地
名
。
経
の
島
と
も
い
う
。

現
在
の
神
戸
市
兵
庫
区
島
上
町
の
辺
り
と
思
わ
れ
る
。

（
563
）
高
砂
の
浦
…
加
古
川
の
河
口
部
で
、
現
在
の
兵
庫
県
加
古
川
市
尾

上
町
養
田
の
辺
り
。
法
然
上
人
が
漁
師
の
老
夫
婦
を
教
化
し
た
場
所
。

（
564
）
室
の
泊
…
泊
と
は
港
の
こ
と
。
現
在
の
兵
庫
県
た
つ
の
市
御
室
町

室
津
。

（
565
）
西
忍
…
生
没
年
不
明
。
諱
は
高
階
保
遠
。
塩
飽
（
香
川
県
丸
亀
市
）

地
頭
。

（
566
）
小
松
庄
…
讃
岐
国
那
珂
郡
小
松
郷
に
あ
っ
た
九
条
家
の
荘
園
。
現

在
の
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
榎
井
。

（
567
）
帰
座
…
本
来
の
意
は
、
神
霊
を
元
の
所
に
鎮
座
さ
せ
る
こ
と
。

（
568
）
善
導
『
観
念
法
門
』（『
浄
全
』
四
・
二
二
七
・
上
）。

（
569
）
水
の
尾
の
峰
…
京
都
市
右
京
区
の
西
北
端
、
愛
宕
山
の
西
南
に
あ

た
る
山
。

（
570
）
広
隆
寺
…
京
都
市
右
京
区
太
秦
蜂
岡
町
に
あ
る
秦
氏
の
氏
寺
。
秦

河
勝
が
聖
徳
太
子
か
ら
授
か
っ
た
仏
像
を
祀
る
為
に
建
立
し
た
と
さ

れ
る
。

（
571
）
九
条
の
お
袈
裟
…
慈
覚
大
師
円
仁
よ
り
相
伝
さ
れ
た
戒
脈
の
嫡
嗣

の
証
と
し
て
、
法
然
上
人
が
師
の
叡
空
上
人
か
ら
相
承
し
た
袈
裟
。

（
572
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
七
（『
聖
典
』
六
・
五
八
八
）。

（
573
）
初
地
…
前
注
八
六
参
照
。

（
574
）
報
命
…
過
去
世
の
業
の
報
い
と
し
て
受
け
る
こ
の
世
で
の
命
。

（
575
）
膏
肓
…
胸
元
の
こ
と
。
心
臓
の
下
、
横
隔
膜
の
上
で
、
医
者
が
鍼
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も
薬
も
届
か
な
い
と
考
え
た
所
。

（
576
）
茫
乎
…
と
り
と
め
が
な
い
さ
ま
。
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
。

（
577
）
掲
厲
…
川
を
歩
い
て
渡
る
こ
と
。

（
578
）
還
源
…
法
洲
の
こ
と
。

（
579
）
法
道
…
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
―
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）。

徳
蓮
社
元
誉
信
阿
。
字
は
円
如
。
蓮
庵
と
も
号
す
。
大
日
比
三
師
の

第
三
師
。
九
歳
の
時
に
西
圓
寺
法
岸
に
従
い
出
家
し
、
法
洲
の
下
で

修
学
す
る
。
文
政
四
年
、
増
上
寺
舜
従
よ
り
宗
戒
両
脈
を
相
承
し
た
。

同
七
年
、
師
法
洲
の
命
に
よ
り
二
一
歳
で
西
圓
寺
住
職
と
な
る
。
そ

の
教
化
は
村
民
の
実
生
活
に
即
し
、
倫
理
・
礼
節
、
仏
事
の
営
み
方
、

結
婚
・
出
産
、
農
事
や
生
業
、
迷
信
等
に
ま
で
及
び
、
一
郷
和
合
し

て
争
訟
は
全
く
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

（
580
）
繕
写
…
誤
り
を
直
し
て
写
す
こ
と
。
浄
書
す
る
こ
と
。

（
581
）
剞
劂
…
版
木
を
彫
る
こ
と
。
ま
た
は
、
転
じ
て
印
刷
す
る
こ
と
。

（
582
）
的
門
…
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
―
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）。

北
条
的
門
。
即
蓮
社
得
誉
忍
阿
。
水
月
庵
と
号
す
。
江
戸
時
代
後
期

か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
の
布
教
家
。
富
山
に
生
ま
れ
、
守
山

極
楽
寺
の
的
山
に
つ
い
て
出
家
し
、
増
上
寺
に
て
学
び
伝
宗
伝
戒
を

相
承
す
る
。
専
念
寺
隆
圓
や
西
圓
寺
法
洲
に
師
事
し
、
学
を
究
め
る
。

三
四
歳
の
時
、
知
恩
院
の
方
誉
順
良
の
命
に
よ
り
、
天
明
の
大
火
で

被
災
し
た
大
雲
院
の
住
持
と
な
り
、
以
後
復
興
に
尽
力
し
た
。
著
書

は
『
的
門
上
人
全
集
』（
全
五
巻
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

当
研
究
所
で
は
、
授
戒
会
は
過
去
に
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

数
回
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
法
式
の
分
野
に

お
け
る
儀
礼
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
研

究
班
で
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
戒
の
位
置
づ
け
や
念
仏
と
の
関

係
を
確
認
し
、
戒
の
個
々
の
条
項
の
持
つ
意
味
、
そ
れ
を
受
持

す
る
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
、
現
代

社
会
に
お
け
る
授
戒
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
戒
と
倫
理
と
の
関
係
性
に
も
考
察
し
、
戒
と
倫
理
の

接
点
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る
有
効
な
授
戒
の
あ
り
方
を
提

示
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
宗
内
に
は
戒
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
多
様
な
考
え

方
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度
も
平
成
三

十
年
度
に
引
き
続
き
、
宗
内
、
宗
外
の
有
識
者
を
招
聘
し
、
円

頓
戒
に
関
す
る
講
義
を
賜
っ
た
。

【
作
業
大
綱
】

本
研
究
班
で
は
、
平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度
の
研
究
会

に
お
い
て
円
頓
戒
の
基
本
的
な
概
念
に
つ
い
て
、
以
下
の
有
識

者
を
招
聘
し
見
解
を
伺
っ
た
。
招
聘
し
た
講
師
と
講
題
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
安
達
俊
英
研
究
員　
　
　

�「
持
戒
と
念
仏
の
関
係
、
及
び
持

戒
の
実
践
の
問
題
」

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
代
社
会
に
お
け
る
戒
と
倫
理
―
授
戒
の
意
義
―
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・
寺
井
良
宣
先
生　
　
　
　

�「
日
本
天
台
に
お
け
る
円
頓
戒
の

歴
史
と
戒
体
義
の
理
解
」

・
池
上
良
慶
先
生　
　
　
　
「
浄
土
宗
の
授
戒
説
戒
に
つ
い
て
」

・
藤
堂
俊
英
先
生　
　
　
　

�「
仏
教
者
・
念
仏
者
と
し
て<

住

ま
う
こ
と>

」

・
八
橋
秀
法
研
究
員　
　
　
「
授
戒
と
受
戒
」

【
進
捗
状
況
】

本
研
究
班
で
は
、
以
上
の
有
識
者
を
招
聘
し
、
見
解
を
伺
っ

た
。そ
の
結
果
、円
頓
会
の
諸
概
念
や「
授
戒
会
の
あ
り
方
」、「
持

戒
の
問
題
に
つ
い
て
」
等
の
多
様
な
考
え
方
を
具
体
的
に
知
り
、

整
理
し
、
そ
の
こ
と
を
研
究
班
の
メ
ン
バ
ー
で
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
戒
を
め
ぐ
る
見
解
の
多

様
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
浄
土
宗
の
授
戒
会
に
お
い
て
如
何
な

る
説
戒
・
儀
式
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
授
戒
後
の
持
戒
の
効
果
に
つ
い
て
も
、
浄
土
宗
に

伝
わ
る
布
薩
な
ど
の
法
要
儀
礼
を
通
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
戒
が

実
践
さ
れ
て
い
く
か
、
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

�

平
成
31
年
4
月
16
日　

勉
強
会
（
講
師
：
安

達
俊
英
嘱
託
研
究
員
）

第
2
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
5
月
8
日　

調
査
（
西
来
寺：「
円

頓
戒
」
法
要
の
見
学
）

第
3
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
5
月
13
日　

勉
強
会
（
講
師
：
北

村
隆
彦
先
生
※
「
浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
理
論
と
実
践
」研
究
班
の
研
究
会
に
参
加
）

第
4
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
11
日　

勉
強
会
（
講
師
：
寺

井
良
宣
先
生
）

第
5
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
25
日　

勉
強
会
（
講
師
：
池

上
良
慶
先
生
）

第
6
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
7
月
16
日　

勉
強
会
（
講
師
：
藤

堂
俊
英
先
生
）

第
7
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
10
日　

調
査
（
法
然
院：「
廣

布
薩
」
法
要
の
見
学
）
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第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
18
日　

検
討
会

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
24
日　

検
討
会

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
25
日　

検
討
会

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
1
日　

検
討
会

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
29
日　

検
討
会

第
13
回
研
究
会　

�

令
和
2
年
1
月
7
日　

勉
強
会
（
講
師
：
八

橋
秀
法
研
究
員
）

第
14
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
28
日　

検
討
会

第
15
回
研
究
会　

�

令
和
2
年
2
月
10
日　

調
査
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム:

「
現
代
日
本
の
戒
律
と
生
活
倫
理
」
に

参
加
）

第
16
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
20
日　

検
討
会

第
17
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
25
日　

検
討
会

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

藤
本
淨
彦

主
務　
　
　
　
　

井
野
周
隆

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　

市
川
定
敬　

田
中
芳
道�

 
柴
田
泰
山 

八
橋
秀
法

嘱
託
研
究
員　
　

�

南
宏
信　

曽
田
俊
弘　

伊
藤
茂
樹　

�
 

安
達
俊
英　

善
裕
昭　

上
野
忠
昭　

�
 

中
川
正
業　

鵜
飼
秀
徳　

粟
飯
原
岳
志�

 

米
澤
実
江
子

研
究
ス
タ
ッ
フ　

角
野
玄
樹

�

【
文
責
】
井
野
周
隆
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

現
在
、
イ
エ
制
度
の
衰
退
に
伴
う
葬
送
や
墓
制
に
対
す
る

意
識
の
変
化
、
ま
た
居
住
地
の
移
動
や
二
、
三
世
代
同
居
率
の

低
下
に
伴
い
、
家
庭
内
で
の
信
仰
継
承
が
困
難
な
状
況
が
生
じ

て
い
る
。

本
研
究
班
で
は
、
平
成
二
十
八
、
二
十
九
年
度
に
お
い
て
、

寺
院
で
の
子
ど
も
の
人
生
儀
礼
の
活
性
化
を
通
じ
た
次
世
代
信

仰
継
承
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
三
十
、
三
十
一

年
度
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
寺
檀
関
係
の

次
世
代
で
あ
る
三
十
～
五
十
歳
代
の
青
壮
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
中
心
と
し
て
研
究
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
現
代
に
お
け
る
寺
院
の
状
況
と
次
世
代
継
承
に
つ
い
て

社
会
的
変
化
と
寺
院
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
第
七

回
浄
土
宗
宗
勢
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
分
析
し
た
。

②
寺
院
が
行
っ
て
い
る
次
世
代
継
承
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
正
力
松
太
郎
賞
」（
財
団
法
人
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
）

受
賞
団
体
、『
地
域
寺
院
』（
大
正
大
学 

地
域
構
想
研
究
所
）

掲
載
寺
院
、「
共
生
・
地
域
文
化
大
賞
」（
浄
土
宗
宗
祖
法
然
八

百
年
遠
忌
事
務
局
）
受
賞
団
体
、『
い
き
い
き
お
寺
事
例
集　

寺
活
の
ス
ス
メ
』（
浄
土
宗
寺
院
問
題
検
討
委
員
会
）、
ほ
か
他

宗
派
が
報
告
し
て
い
る
活
動
の
分
析
、
お
よ
び
顕
著
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
覚
寺
（
静
岡
市
）
へ

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
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の
調
査
を
行
っ
た
。

③�
青
壮
年
層
の
宗
教
意
識
調
査
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
調
査
の
収

集
分
析

④�

『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
普
及
活
動
、お

よ
び
実
施
寺
院
へ
の
調
査

平
成
二
十
九
年
度
に
作
成
し
た
『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用
い
て
、
全
国
浄
土
宗
青
年
会
が
子
ど
も

の
成
長
儀
礼
普
及
活
動
を
展
開
し
た
（
平
成
三
十
、
三
十
一
年

度
）。
各
地
で
行
わ
れ
た
活
動
の
様
子
、
お
よ
び
参
加
者
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
儀
礼
に
よ
る
効
果
に
つ
い

て
分
析
し
た
。

⑤�

上
記
の
内
容
の
踏
ま
え
、
浄
土
宗
の
宗
義
か
ら
み
た
人
生
儀

礼
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

こ
れ
ら
二
年
間
に
お
け
る
研
究
成
果
は
、『
教
化
研
究
』
に

「
研
究
成
果
報
告
」
と
し
て
掲
載
す
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
8
日

第
2
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
15
日

第
3
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
22
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
13
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
27
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
3
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
10
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
24
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
13
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
27
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
3
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
10
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
24
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
8
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
22
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
29
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
19
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
26
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
30
日
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第
20
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
7
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
21
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
28
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
25
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
2
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
9
日

第
26
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
23
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
27
日

第
28
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
3
日

第
29
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
20
日

第
30
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
2
日

第
31
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
9
日

第
32
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
16
日

第
33
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
23
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　
　

名
和
清
隆

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　

東
海
林
良
昌　

宮
坂
直
樹�

 

和
田
典
善

嘱
託
研
究
員　
　

�

武
田
道
生　

石
上
壽
應　

鍵
小
野
和
敬�

 

工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

菅
波
正
行

�

【
文
責
】
名
和
清
隆
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

法
然
上
人
の
教
え
は
、
凡
夫
が
凡
夫
に
よ
り
そ
う
と
い
う

現
実
を
直
視
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
他
宗
に
は
な
い
特
徴
を
有

し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
浄
土
宗
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
理
論
の
確
立
の
必
要
性
を
提
示
す
る
と
共
に
、
法
然

上
人
の
教
え
に
基
づ
き
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
践
さ
れ
た
中
原

実
道
師
の
理
論
を
ベ
ー
ス
に
置
く
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
浄
土
宗
寺
院
の
僧
侶
寺
庭
が
普
段

の
活
動
の
中
で
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
を
提
示
し
た
い
。

【
作
業
大
綱
】

浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
構
築
を
目
指
し
、
中
原
実
道

氏
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
に
関
す
る
諸
問
題（
理
論
の
背
景・

展
開
・
課
題
等
）
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
法
然
上
人
の
他
者

に
関
わ
る
姿
勢
に
つ
い
て
考
察
し
、
浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
目
標
と
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

浄
土
学
・
社
会
福
祉
・
臨
床
心
理
士
・
臨
床
宗
教
者
等
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
法
然
教
学
と
中

原
理
論
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
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令
和
２
年
２
月
17
日
の
浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

お
い
て
発
表
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年　

4
月
15
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
元
年　

5
月
13
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年　

6
月
10
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年　

7
月
8
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年　

9
月
30
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年　

10
月
28
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年　

11
月
18
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年　

12
月
2
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
２
年　

1
月
20
日

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

令
和
２
年　

2
月
17
日
（
於
増
上
寺
）

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

石
川
到
覚

主
務　
　
　
　
　

曽
根
宣
雄

研
究
員　
　
　
　

宮
坂
直
樹

嘱
託
研
究
員　
　

曽
田
俊
弘　

郡
嶋
昭
示

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

大
河
内
大
博　

小
野
静
法　

高
瀬
顕
功　

�
 

樋
口
広
思　

大
島
慎
也　

籠
島
浩
貴　

�
 

春
本
龍
彬　

星
俊
明　

平
間
俊
宏

�

【
文
責
】
曽
根
宣
雄
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

檀
信
徒
は
じ
め
地
域
住
民
へ
の
支
援
を
期
待
さ
れ
る
寺
院

や
僧
侶
も
ま
た
災
害
時
に
は
「
被
災
者
」
で
あ
り
、
被
災
し
た

檀
信
徒
や
困
窮
し
て
い
る
地
域
住
民
に
手
を
差
し
伸
べ
た
い
と

い
う
思
い
の
一
方
、
自
坊
の
管
理
と
復
旧
の
責
務
を
負
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
外
部
か
ら
被
災
者
支
援
や
、
罹
災

証
明
等
の
自
治
体
関
連
の
手
続
き
に
関
す
る
助
言
を
、
宗
務
庁

の
部
局
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
専
門
的
知

見
を
有
す
る
者
（
仮
称
：
寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

を
派
遣
す
る
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

（
一
）
一
般
の
災
害
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
被
災
地
域
の
自

治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
も
災
害
に
関
す
る
専
門
的
知
識
が
無

い
こ
と
が
多
い
た
め
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
通
称
、
支
援
Ｐ
）」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
被
災
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と
運
営
に
あ
た
っ
て
主
た
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
寺
院
の
復
興
と
被
災
者
支
援
に
当

た
っ
て
、
同
様
の
役
割
を
果
た
す
人
材
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

被
災
時
に
寺
院
や
住
職
に
求
め
ら
れ
る
以
下
の
二
つ
の
役
割
か

ら
考
察
す
る
。

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て�

�

─
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
の
可
能
性
─
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①　

寺
院
の
復
旧
に
関
し
て

②　
�

被
災
し
た
檀
信
徒
や
地
域
住
民
の
支
援
に
関
し
て
（
含
む
、

浄
青
な
ど
の
活
動
）

（
２
）
そ
の
上
で
、
助
言
す
べ
き
内
容
を
整
理
す
る

【
進
捗
状
況
】

・
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、

研
究
会
な
ら
び
に
メ
ー
ル
で
討
議
を
重
ね
た
。

・
そ
の
内
容
を
元
に
、
浄
土
宗
学
術
大
会
に
お
い
て
研
究
班
メ

ン
バ
ー
に
て
連
続
発
表
の
形
で
以
下
の
発
表
を
行
っ
た
。

共
通
テ
ー
マ
「
寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
」

　
（
１
）�

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
（
宮
坂
）

　
（
２
）
震
災
か
ら
学
ぶ
寺
院
の
日
常
の
備
え　
（
馬
目
）

　
（
３
）�

寺
院
で
の
災
害
備
蓄
品
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗

青
年
会
の
場
合
）（
加
藤
）

　
（
４
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
（
三
宅
）

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
支
援

Ｐ
）
委
員
と
し
て
、
被
災
各
地
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て
き
た
、
曹
洞
宗
僧
侶
で
も
あ
る
米
澤
智

秀
師
を
講
師
に
迎
え
、
以
下
の
テ
ー
マ
に
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

「『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
見
え
た　

寺
院・僧
侶
の
可
能
性
』

【
慈
悲
の
実
践
】　

～
寄
り
そ
う
慈
悲
心　

苦
に
向
き
合
う
勇
気

～
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
支

援
Ｐ
）
委
員
の
経
験
か
ら
、
寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
可
能
性
に
つ
い
て
）」
浄
土
宗
総
合
研
究
所
・
淑
徳
大
学
ア

ジ
ア
国
際
社
会
福
祉
研
究
所
・
大
阪
大
学
稲
場
研
究
室
合
同
研

究
会
の
共
同
研
究
会
。

・
災
害
備
蓄
品
の
お
福
わ
け
の
レ
シ
ピ
集
の
作
成
に
あ
た
っ
た
、

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
安
達
日

向
子
氏
を
お
迎
え
し
て
、
以
下
の
テ
ー
マ
に
て
講
演
い
た
だ
い

た
。「
災
害
備
蓄
品『
お
福
わ
け
』レ
シ
ピ
集
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
」

・
令
和
元
年
九
月
発
災
の
台
風
十
五
号
被
害
に
つ
い
て
、
①
被

災
寺
院
で
あ
る
吉
田
淳
雄
研
究
員
よ
り
発
災
か
ら
の
経
緯
や
地

域
の
状
況
。
②
被
災
地
域
寺
院
で
も
あ
り
な
が
ら
支
援
活
動
に
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あ
た
っ
た
千
葉
教
区
本
覚
寺
西
村
智
顕
上
人
よ
り
、
活
動
内
容

と
問
題
点
。
③
発
災
直
後
に
千
葉
教
区
入
り
を
し
て
現
地
調
査

と
救
援
活
動
を
行
っ
た
、
石
田
研
究
員
と
宮
坂
よ
り
、
現
地
の

状
況
報
告
や
活
動
内
容
と
問
題
点
。
④
同
じ
く
現
地
入
り
し
て

活
動
を
し
た
、
馬
目
研
究
員
と
加
藤
研
究
員
よ
り
、
活
動
報
告

と
鴨
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
の
様
子
を
そ
れ
ぞ
れ
ご

報
告
い
た
だ
い
た
。

・JV
O
A
D

（
災
害
時
の
連
携
を
考
え
る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム（
第

四
回
））
の
分
科
会
「
頼
れ
る
宗
教
系
団
体
と
の
被
災
地
支
援

に
お
け
る
長
期
的
な
活
動
に
つ
い
て
」
に
藤
森
研
究
員
が
参
加
、

報
告
。

・「
僧
侶
向
け
被
災
地
支
援
研
修
」（
於
・
曹
洞
宗
青
松
寺
）
へ

馬
目
研
究
員
が
参
加
、
報
告
。

・
宗
務
関
係
部
署
と
今
後
の
協
働
体
制
に
つ
い
て
の
協
議
を

行
っ
た
。

・
令
和
二
年
二
月
に
千
葉
教
区
君
津
組
本
覚
寺
（
西
村
智
顕
住

職
）
に
て
行
わ
れ
た
「
復
興
祈
願
の
つ
ど
い
」
の
企
画
助
言
を

行
っ
た
。（
協
力
団
体
：
浄
土
宗
滋
賀
教
区
青
年
会
・
長
野
教

区
諏
訪
組
有
志
・
大
本
山
増
上
寺
・
淑
徳
大
学
。
浄
土
宗
と
も

い
き
財
団
助
成
事
業
。）

・
そ
の
他
、
各
種
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
必
要
な

助
言
な
ら
び
に
支
援
団
体
と
の
橋
渡
し
を
行
っ
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

�

平
成
31
年
4
月
10
日　
「
お
福
わ
け
（
餅
）」

打
ち
合
わ
せ

第
2
回
研
究
会　

�

平
成
31
年
4
月
16
日 

「
お
福
わ
け
（
災
害
備

蓄
品
）」
打
ち
合
わ
せ

第
3
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
5
月
11－

12
日　

JV
O
A
D

参
加

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
29
日

第
5
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
18
日　

講
習
会
講
師
と
の
打

合
せ

第
6
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
24
日　

講
師
招
聘
・
米
澤
智

秀
師

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
25
日

第
8
回
研
究
会　

�
令
和
元
年
6
月
27－

28
日　

僧
侶
向
け
被
災
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地
支
援
研
修
へ
の
参
加

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
30
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
28
日

第
11
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
2
日　

講
師
招
聘
・
安
達
日

向
子
氏

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
3
日　

災
害
備
蓄
品
活
用

第
13
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
5
日　

浄
土
宗
総
合
学
術
大

会

第
14
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
10
日　

台
風
十
五
号
被
災
状

況
確
認
作
業

第
15
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
11
日　

台
風
十
五
号
被
害　

千
葉
教
区
内
視
察
と
支
援
活
動

第
16
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
30
日　

台
風
十
五
号
被
害　

米
一
升
運
動
他
、
支
援
活
動
打
合
せ

第
17
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
7
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
18
日

第
19
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
12
月
9
日　

講
師
招
聘
・
千
葉
教

区
君
津
組
本
覚
寺　

西
村
智
顕
上
人
）

第
20
回
研
究
会　

�

令
和
2
年
1
月
18
日　

お
福
わ
け
事
業
視
察

（
熊
本
）

第
21
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
27
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
8
日　

千
葉
支
援
活
動
準
備

第
23
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
9
日　

千
葉
支
援
活
動

第
24
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
16
日

第
25
回
研
究
会　

�

令
和
2
年
2
月
18
日　

宗
務
担
当
部
局
打
合

せ

第
26
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
5
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
23
日

※�

二
月
下
旬
以
降
の
大
阪
大
学
と
の
研
究
会
や
出
張
を
伴
う
講

習
会
・
活
動
助
言
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
て
、

す
べ
て
中
止
あ
る
い
は
延
期
と
な
っ
た
。

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

今
岡
達
雄

主
務　
　
　
　
　

宮
坂
直
樹

研
究
員　
　
　
　

�

戸
松
義
晴　

袖
山
榮
輝　

東
海
林
良
昌　
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吉
田
淳
雄

嘱
託
研
究
員　
　

石
田
一
裕

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

藤
森
雄
介　

加
藤
正
淳　

馬
目
一
浩�

　

 

三
宅
俊
明

�

【
文
責
】
宮
坂
直
樹
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

わ
が
国
は
二
〇
〇
七
年
に
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
二
割

を
越
え
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の

時
代
に
浄
土
宗
寺
院
が
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
を
具
体

的
に
提
案
す
る
。
私
た
ち
は
超
高
齢
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
在
宅
介
護
の
場
に
お
け
る
介
護
者
に

関
す
る
問
題
の
根
深
さ
に
着
目
す
る
に
至
っ
た
。
介
護
者
は
近

親
者
、
地
域
か
ら
の
孤
立
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
、

時
に
家
庭
内
暴
力
や
介
護
殺
人
な
ど
の
深
刻
な
事
態
に
至
る
要

因
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
現
在
介
護

者
の
心
と
体
の
休
息
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
介

護
者
が
悩
み
を
語
り
合
う
場
で
あ
る
介
護
者
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

す
で
に
同
事
業
を
行
っ
て
い
る
浄
土
宗
寺
院
が
あ
り
、
そ
の
実

地
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
自
然
を
感
じ
芳
香
の
漂
う
安
全
な

空
間
、
親
身
に
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
る
僧
侶
と
寺
族
、
全
て
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
仏
の
い
る
空
間
は
、
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
に
適
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
実
施
の
可
能

性
を
探
る
こ
と
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
研
究
内
容
で

あ
る
。

【
作
業
大
綱
】

上
半
期
は
研
究
会
で
の
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
を
取

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
可
能
性
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り
囲
む
諸
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
と
討
論
を
行
う
と
共
に
、

東
京
都
、
静
岡
県
の
浄
土
宗
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
介
護
者
カ

フ
ェ
の
継
続
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
宮
城
県
、
山
形
県
、
京

都
府
、
大
阪
府
、
鹿
児
島
県
な
ど
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
開
催
を

希
望
す
る
寺
院
に
対
し
、
立
ち
上
げ
に
有
益
な
情
報
の
提
供
を

行
い
、
さ
ら
に
、
成
果
報
告
に
向
け
介
護
者
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め
た
。

【
進
捗
状
況
】

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
浄
土
宗
寺
院
へ
提
案
し
た
「
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
活
動
は
、FBO

（Faith Based 

O
rganization:

信
仰
に
基
づ
く
組
織
）
と
も
呼
ば
れ
、
信
仰

に
基
づ
い
た
使
命
や
信
念
、
ま
た
は
社
会
的
価
値
か
ら
、
指
導

者
、
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
行
う
組
織
で
あ
る
。

こ
のFBO

は
教
団
に
所
属
す
る
者
の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
活
動
に
共
鳴
す
る
者
を
も
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
表

す
概
念
と
し
て
、「
宗
教
教
団
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
包
括
的

な
概
念
で
も
あ
る
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
浄
土
宗
寺
院
が
地
域
に
お
け
る
社
会

資
源
と
な
り
得
る
活
動
を
地
域
を
超
え
て
連
携
さ
せ
る
こ
と
で

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
可
能
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗
21

世
紀
劈
頭
宣
言
に
お
け
る
「
社
会
に
慈
し
み
を
」、
浄
土
宗
開

宗
８
５
０
年
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
し
あ

わ
せ
」
を
体
現
す
る
活
動
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
研
究
の
今

後
の
展
望
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
宗
内
各
地
で
広
が
り
、
社

会
的
な
意
義
を
持
つ
草
の
根
のFBO

活
動
で
あ
る
、「
お
寺

で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
活
動
に
限
定
す

る
こ
と
な
く
、
地
域
を
超
え
て
広
く
行
わ
れ
、
力
強
い
結
び
つ

き
を
持
っ
た
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
、
浄
土

宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
先
に
述
べ
た
よ
う
な
公
的
セ
ク
タ
ー
と
共
同
し
な

が
ら
宗
内
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
草
の
根
のFBO

活
動
「
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
や
、
地
域
を
超

え
た
連
携
を
持
つ
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
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い
。
本
研
究
の
成
果
は
、
宗
内
寺
院
が
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

身
近
な
地
域
課
題
（
当
事
者
と
な
る
可
能
性
も
含
め
る
）
と
し

て
の
「
介
護
者
」
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
寺
院
で
の
活
動
の
地
域
を
超
え
た
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
大
き
な
社
会
課
題
と
し
て
の
介
護
者
支
援
に
浄
土
宗
が
役

割
を
果
た
す
こ
と
へ
と
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
教
師

養
成
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
介
護
者
支
援
に
つ
い
て
の

学
び
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
の
ち
に
向
き
合
う
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
成
果
と
し
て
提
案
し
た
「
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
浄
土
宗
内
に
お
け
る
新
た
な

FBO

形
成
の
動
き
で
あ
る
と
提
案
し
、
昨
年
3
月
に
増
上
寺

に
お
い
て
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
講
座
」
を
50

名
以
上
の
参
加
の
も
と
開
催
、
こ
の
講
座
に
も
ご
協
力
い
た
だ

い
た
浄
土
宗
社
会
部
の
推
進
に
よ
り
、
北
海
道
第
一
教
区
1
カ

寺
、
宮
城
教
区
3
カ
寺
、
山
形
教
区
1
カ
寺
、
埼
玉
教
区
1
カ

寺
、
東
京
教
区
4
カ
寺
、
静
岡
教
区
4
カ
寺
、
京
都
教
区
1
カ

寺
、
大
阪
教
区
1
カ
寺
、
三
州
教
区
1
カ
寺
の
17
カ
寺
に
お
い

て
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
各
教
区
に
お
い
て
、
寺
檀
関
係
の
み

な
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

様
々
な
公
的
セ
ク
タ
ー
と
共
同
す
る
こ
と
で
、
社
会
資
源
と
し

て
の
浄
土
宗
寺
院
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

さ
ら
に
浄
土
宗
に
よ
る
教
師
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
は
じ
め

よ
う
！
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
』の
刊
行（
令
和
二
年
三
月
）

に
協
力
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
現
在
第
2
回
「
お
寺
で
の
介
護

者
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
講
座
」
の
開
催
を
計
画
し
、
今
後
宗
内
で

の
さ
ら
な
る
開
催
寺
院
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
8
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
13
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
3
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
24
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
1
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
3
日
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第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
11
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
17
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
27
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
29
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
19
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
20
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
23
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
29
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
3
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
5
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
9
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
10
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
13
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
17
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
18
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
27
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
21
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
25
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
16
日

第
26
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
27
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
9
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

戸
松
義
晴

主
務　
　
　
　
　

東
海
林
良
昌

研
究
員　
　
　
　

�

八
木
英
哉　

中
野
孝
昭　

名
和
清
隆　

�
 

田
中
芳
道　

吉
田
淳
雄　

宮
入
良
光　

�
 

大
橋
雄
人

嘱
託
研
究
員　
　

工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

伊
藤
竜
信　

小
川
有
閑　

石
井
綾
月　

�
 

下
村
達
郎　

高
瀬
顕
功　

小
林
惇
道　

�
 

岩
田
照
賢

�

【
文
責
】
東
海
林
良
昌
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
は
、
今
後
の
浄
土
宗
寺
院
の
教
化
・
運
営
に
影
響

を
及
ぼ
し
そ
う
な
生
命
倫
理
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
現
実

的
お
よ
び
教
義
的
問
題
点
や
宗
門
お
よ
び
各
寺
院
で
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
宗
内
に
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

本
年
度
は
、
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
を
「
い
の
ち
の
選
択
を

迫
ら
れ
る
と
き
」
と
し
、
と
く
に
家
族
な
ど
身
近
な
人
の
い
の

ち
に
深
く
関
わ
る
選
択
を
求
め
ら
れ
る
場
面
と
し
て
、
い
の
ち

の
「
始
ま
り
」
と
「
終
わ
り
」
に
着
目
し
て
調
査
と
議
論
を
進

め
、
研
究
成
果
を
「
総
研
叢
書
第
11
集
」
に
ま
と
め
た
。

近
年
の
医
療
現
場
で
は
、
患
者
本
人
の
意
思
を
最
優
先
に
、

家
族・医
療
者・介
護
者
な
ど
の
関
係
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
、
治
療
や
介
護
の
方
針
を
決
め
て
い
く
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
。
自
分
自
身
な
ら
ま
だ
し
も
、
家
族
な
ど

身
近
な
人
の
い
の
ち
に
関
わ
る
よ
う
な
「
選
択
」
を
求
め
ら
れ

た
場
合
、
ど
ん
な
に
熟
考
し
た
と
し
て
も
「
こ
れ
で
よ
か
っ
た

の
か
」
と
い
う
想
い
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
苦
悩
や

葛
藤
、
心
の
傷
を
抱
え
て
い
る
人
は
私
た
ち
の
周
囲
に
も
大
勢

い
る
は
ず
で
あ
る
。
通
夜
葬
儀
を
は
じ
め
と
す
る
教
化
活
動
や

寺
院
の
運
営
、
檀
信
徒
と
の
信
頼
構
築
の
た
め
に
も
、
医
療
の

進
展
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
「
苦
」
に
対
し
、
私
た
ち
浄
土
宗

教
師
・
寺
族
・
寺
院
が
ど
う
向
き
合
っ
た
ら
よ
い
か
、
情
報
提

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
命
倫
理
の
諸
問
題
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供
と
試
案
提
示
を
目
指
し
た
。

【
作
業
大
綱
】

本
年
度
は
総
研
叢
書
の
執
筆
と
編
集
を
軸
と
し
て
研
究
会

を
進
め
た
。
年
度
前
半
は
テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確
化
、

目
次
お
よ
び
執
筆
担
当
者
の
選
定
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
最

新
の
状
況
や
問
題
点
を
把
握
す
る
た
め
、
専
門
家
を
お
招
き
し

て
お
話
し
を
伺
っ
た
。
年
度
後
半
は
原
稿
執
筆
と
研
究
会
で
の

読
み
合
わ
せ
を
進
め
、
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
編
集
作
業
を
進

め
た
。

【
進
捗
状
況
】

総
研
叢
書
第
11
集
は
、『
い
の
ち
の
選
択
に
向
き
あ
う
と
き
』

と
題
し
Ｂ
６
判
２
４
０
頁
に
て
予
定
通
り
刊
行
さ
れ
た
。
年
度

後
半
は
台
風
被
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど

予
期
せ
ぬ
事
態
が
続
き
、
総
研
叢
書
の
編
集
作
業
に
も
支
障
が

生
じ
た
も
の
の
、
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
班
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
22
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
13
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
3
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
1
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
9
日

　

講
師・清
水
玲
子
先
生
（
金
沢
医
科
大
学
看
護
学
部
准
教
授
）

　

講
題�

「
救
急
医
療
に
お
け
る
延
命
治
療
の
意
思
決
定
と
Ａ
Ｃ

Ｐ
の
動
向
」

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
22
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
30
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
28
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
25
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
9
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
27
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
10
日



336

第
13
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
21
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
2
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
23
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

今
岡
達
雄

主
務　
　
　
　
　

吉
田
淳
雄

研
究
員　
　
　
　

戸
松
義
晴　

袖
山
榮
輝　

林
田
康
順

嘱
託
研
究
員　
　

工
藤
量
導　

坂
上
雅
翁

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

水
谷
浩
志　

伊
藤
竜
信　

下
村
達
郎　

�
 

野
村
真
木
子　

熊
谷
信
是

�

【
文
責
】
吉
田
淳
雄
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
法
然
上
人
『
和
語
灯
録
』
全

七
巻
（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
を
進
め
、

そ
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。

す
で
に
当
研
究
所
に
お
い
て
、「
浄
土
三
部
経
」（「
浄
土
宗

聖
典
」
第
一
巻
所
収
）、
及
び
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四

十
八
巻
伝
』）（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
六
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳

が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
は
そ
う
し
た
「
浄
土
宗
聖
典
」

現
代
語
訳
作
業
の
一
貫
で
あ
る
。
か
つ
て
、
当
研
究
所
法
語
班

に
お
い
て
多
く
の
法
語
が
現
代
語
訳
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
人
的
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
資
産
を
大

い
に
活
用
し
、
着
実
に
成
果
を
積
み
重
ね
、『
和
語
灯
録
』
全

七
巻
の
現
代
語
訳
を
完
遂
し
た
い
。

『
和
語
灯
録
』
に
所
収
さ
れ
る
法
然
上
人
御
遺
文
の
現
代
語

訳
は
、
宗
学
・
教
学
の
興
隆
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
布

教
の
充
実
に
直
結
し
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
作
業
大
綱
】

平
成
三
〇
・
平
成
三
一
（
令
和
元
）
年
度
の
作
業
大
綱
は

概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
現
代
語
訳
に
取
り
組
む
テ
キ
ス
ト
の
底
本
は
、「
浄
土

宗
聖
典
」
第
四
巻
所
収
の
『
和
語
灯
録
』
の
釈
文
と
す
る
。
法

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
和
語
灯
録
」
現
代
語
訳
の
研
究
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然
上
人
の
御
遺
文
集
で
あ
る『
黒
谷
上
人
語
灯
録（
和
語
）』（「
和

語
灯
録
」）
は
正
篇
全
五
巻
、及
び
、『
拾
遺
黒
谷
語
録
（
和
語
）』

（「
拾
遺
和
語
灯
録
」）
は
全
二
巻
、
都
合
全
七
巻
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
平
成
三
〇
・
三
一
（
令
和
元
）
年
度
は
、

『
黒
谷
上
人
語
灯
録　

巻
第
十
一
』
の
現
代
語
訳
を
目
指
し
た
。

本
巻
は
道
光
に
よ
る
序
と
次
の
三
編
の
法
語
が
所
収
さ
れ

て
い
る

　

①
「
序
」

　

②
「
三
部
経
釈　

第
一
」

　

③
「
御
誓
言
書　

第
二
」

　

④
「
往
生
大
要
抄　

第
三
」

こ
れ
ら
の
御
法
語
を
全
研
究
員
が
分
担
し
て
試
訳
を
作
成

し
、
全
体
会
で
そ
れ
を
検
討
し
て
、
順
次
完
成
稿
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
註
を
作
成
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

平
成
三
〇
年
度
に
お
い
て
、
①
「
序
」、
②
「
三
部
経
釈
」、

③
「
御
誓
言
書
」
全
文
の
現
代
語
訳
作
業
を
終
え
た
。

平
成
三
一
（
令
和
元
）
年
度
は
、
④
「
往
生
大
要
鈔
」
全

文
に
つ
い
て
の
現
代
語
訳
作
業
を
終
え
、
①
か
ら
④
ま
で
の
全

体
の
体
裁
を
整
え
、
あ
わ
せ
て
註
の
作
成
を
進
め
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
を
取
り
ま
と
め
て
『
教
化
研
究
』
に
掲
載
し
て
成
果
報

告
と
す
る
。
な
お
、
今
後
も
作
業
を
継
続
し
、『
和
語
灯
録
』

全
七
巻
現
代
語
訳
の
完
遂
を
目
指
し
た
い
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
15
日　

現
代
語
訳
作
業

第
2
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
13
日　

現
代
語
訳
作
業

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
27
日　

現
代
語
訳
作
業

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
1
日　

現
代
語
訳
作
業

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
8
日　

現
代
語
訳
作
業

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
23
日　

現
代
語
訳
作
業

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
29
日　

現
代
語
訳
作
業

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
26
日　

現
代
語
訳
作
業

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
9
日　

現
代
語
訳
作
業

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
30
日　

現
代
語
訳
作
業
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第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
7
日　

編
集
作
業

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
11
日　

編
集
作
業

第
13
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
28
日　

編
集
作
業

第
14
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
10
日　

編
集
作
業

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　
　

林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　

曽
根
宣
雄　

和
田
典
善　

�
 

東
海
林
良
昌　

佐
藤
堅
正　

大
橋
雄
人

嘱
託
研
究
員　
　

�

郡
嶋
昭
示　

工
藤
量
導　

石
田
一
裕�

 

石
川
琢
道　

吉
水
岳
彦　

石
上
壽
應

研
究
ス
タ
ッ
フ　

杉
山
裕
俊

�

【
文
責
】
林
田
康
順
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・

宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に

お
い
て
も
、
情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調

査
分
析
す
る
方
法
論
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

調
査
分
析
方
法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に

変
換
（
電
子
テ
キ
ス
ト
化
）
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
本
研

究
会
は
、
わ
が
宗
の
宗
典
を
統
一
的
な
デ
ー
タ
形
式
に
基
づ
い

て
電
子
化
す
べ
く
、
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
基
本
的
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
音
声
・
映
像
な
ど
の
電

子
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
念
頭

に
置
い
て
以
下
の
作
業
を
行
な
っ
た
。
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

開
さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、

浄
全D

B

）
お
よ
びW

EB

版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
（
以
下
、

W
EB

版
大
辞
典
）
の
保
守
・
管
理
、
②
浄
土
宗
関
係
典
籍
の

電
子
化
、
③
大
本
山
増
上
寺
所
蔵
三
大
蔵
経
（
宋
版
、
元
版
、

高
麗
版
）
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
。

【
作
業
大
綱
】

1　

浄
全D

B

とW
EB

版
大
辞
典
の
保
守
・
管
理

2　

浄
土
宗
関
係
典
籍
の
電
子
化

3　

�

大
本
山
増
上
寺
所
蔵
宋
版
大
蔵
経
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
検

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
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収

4　
�

大
本
山
増
上
寺
所
蔵
元
版
大
蔵
経
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
に
関
す
る
公
開
講
座
の
開
催

5　

�

大
本
山
増
上
寺
所
蔵
高
麗
版
大
蔵
経
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

化
の
準
備　

【
進
捗
状
況
】

1　

�

浄
全D

B

とW
EB

版
大
辞
典
の
保
守
・
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

2　

�『
増
上
寺
資
料
集
別
巻
』
の
う
ち
、
高
麗
版
の
部
分
を
電

子
テ
キ
ス
ト
化
し
た
。

3　

�

宋
版
大
蔵
経
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
検
収
を
行
い
、
撮
影
が

必
要
な
も
の
の
一
覧
を
作
成
し
た
。

4　

�

公
開
講
座
は
三
月
九
日
に
予
定
さ
れ
、
準
備
万
端
整
い
開

催
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
中
国
発
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
つ
き
二
月
二
十
六
日
に
本
年
度
中

の
開
催
を
断
念
し
延
期
し
た
。 

5　

�

大
本
山
増
上
寺
所
蔵
高
麗
版
大
蔵
経
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
の

準
備
を
整
え
た
。
撮
影
は
令
和
二
年
度
に
、
開
宗
八
五
〇

年
慶
讃
事
業
と
し
て
の
三
大
蔵
電
子
化
公
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
行
わ
れ
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

�

平
成
31
年
4
月
8
日　

本
年
度
の
活
動
内
容

に
つ
い
て

第
2
回
研
究
会　

�

平
成
31
年
4
月
15
日　

宋
版
電
子
デ
ー
タ
の

検
収
に
つ
い
て

第
3
回
研
究
会　

�

平
成
31
年
4
月
22
日　

三
大
蔵
経
の
電
子

デ
ー
タ
化
に
つ
い
て

第
4
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
5
月
13
日　

高
麗
版
撮
影
に
つ
い

て
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
20
日　

公
開
講
座
準
備

第
6
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
5
月
27
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
つ
い
て

第
7
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
3
日　
『
増
上
寺
資
料
集
』

高
麗
版
電
子
テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
業
者
と
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打
合
せ

第
8
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
10
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
つ
い
て

第
9
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
6
月
24
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
つ
い
て

第
10
回
研
究
会　

�
令
和
元
年
7
月
1
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
つ
い
て

第
11
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
7
月
8
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
つ
い
て
／
浄
全
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

第
12
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
7
月
22
日　

浄
全
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

第
13
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
7
月
29
日　

浄
全
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

第
14
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
8
月
19
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
つ
い
て

第
15
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
8
月
26
日　

総
合
学
術
大
会
パ
ネ

ル
発
表
に
に
つ
い
て
／
公
開
講
座
準
備

第
16
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
3
日 　

総
合
学
術
大
会
パ

ネ
ル
発
表
に
つ
い
て

第
17
回
研
究
会　

�

令
和
元
年
9
月
30
日　

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
文
字
コ
ー
ド
に
つ
い
て

第
18
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
24
日　

公
開
講
座
準
備

第
19
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
28
日　

公
開
講
座
準
備

第
20
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
18
日　

公
開
講
座
準
備

第
21
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
25
日　

公
開
講
座
準
備

第
22
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
9
日　

公
開
講
座
準
備

第
23
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
23
日　

公
開
講
座
準
備

第
24
回
研
究
会　

�

令
和
2
年
1
月
6
日　

公
開
講
座
準
備
／

『
増
上
寺
資
料
集
』
麗
版
電
子
デ
ー
タ
に
つ

い
て
業
者
と
打
合
せ

第
25
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
20
日　

公
開
講
座
準
備

第
26
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
27
日　

公
開
講
座
準
備

第
27
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
10
日　

公
開
講
座
準
備

第
28
回
研
究
会　

�

令
和
2
年
3
月
2
日　

公
開
講
座
延
期
の
連

絡
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第
29
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
9
日　

高
麗
版
撮
影
準
備

第
30
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
23
日　

高
麗
版
撮
影
準
備

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　

佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　

�

齊
藤
舜
健　

柴
田
泰
山　

後
藤
真
法　

�
 

市
川
定
敬　

大
橋
雄
人

嘱
託
研
究
員　

工
藤
量
導　

石
川
琢
道

�
【
文
責
】
佐
藤
堅
正
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
浄
土
宗
劈
頭
宣
言
「
世
界
に
共
生
を
」

に
基
づ
き
浄
土
宗
の
教
え
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、『
浄
土

宗
聖
典
』
の
英
訳
・
出
版
を
目
的
と
し
た
研
究
会
を
開
催
す
る
。

『
和
語
燈
録
』
の
英
訳
・
編
集
・
確
認
作
業
、『
観
経
疏
』
英
訳

の
集
中
研
究
会
、『
四
十
八
巻
伝
』
英
訳
本
のCoats and 

Ishizuka

『H
onen T

he Buddhist Saint

』の
テ
キ
ス
ト
化
、

本
文
・
脚
注
な
ど
の
編
集
作
業
を
行
い
、
現
代
に
通
用
す
る
英

語
に
編
集
し
て
成
果
を
公
開
す
る
。
ま
た
仏
教
聖
典
英
訳
に
関

す
る
国
際
学
会
・
会
議
な
ど
に
参
加
し
、
翻
訳
に
関
す
る
研
究

動
向
・
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
成
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映

す
る
。
ま
た
英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
研
究
成
果
を
公
開
し
、

世
界
に
浄
土
宗
の
教
え
を
発
信
し
て
い
く
。

【
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
】

①�

英
訳
『
和
語
燈
録
』
に
つ
い
て
は
、
４
月
～
５
月
に
か
け
て

英
訳
の
た
め
の
準
備
作
業
を
進
め
、
６
月
４
日
～
６
月
28
日

に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
仏
教
学
教

授
で
あ
る
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
を
招
聘
し
て
集
中
英
訳
研

究
会
を
開
催
し
、「
念
仏
往
生
義
」「
上
人
と
明
遍
と
の
問
答
」

「
御
消
息
」
の
英
訳
作
業
を
行
っ
た
。
10
月
～
２
月
に
か
け

て
は
、英
訳
『
和
語
燈
録
』
の
出
版
準
備
作
業
と
し
て
、「
序
」

「
三
部
経
釈
」「
御
誓
言
書
」「
往
生
大
要
抄
」
の
英
文
校
正

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究
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作
業
を
行
っ
た
。

②�
英
訳
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム

先
生
と
柴
田
泰
山
研
究
員
と
の
集
中
英
訳
研
究
会
に
お
い
て
、

『
観
経
疏
』
定
善
義
の
英
訳
作
業
を
進
め
た
。

③�

２
０
１
９
年
国
際
真
宗
学
会
（
台
湾
・
法
鼓
文
理
学
院
に
て

開
催
）
に
お
い
て
、
当
研
究
班
よ
り
３
名
の
研
究
員
が
参
加

し
、
う
ち
２
名
が
口
頭
発
表
を
し
た
。
今
回
の
学
会
テ
ー
マ

で
あ
る
「
仏
教
の
瞑
想
と
現
代
の
浄
土
思
想
」
に
基
づ
い
て
、

浄
土
宗
や
法
然
上
人
に
お
け
る
瞑
想
の
受
容
に
つ
い
て
発
表

し
、
参
加
者
ら
と
浄
土
宗
の
基
本
的
な
教
義
も
含
め
て
、
活

発
な
議
論
を
し
た
。
ま
た
後
日
、学
会
参
加
レ
ポ
ー
ト
を『
和

合
』
９
月
号
に
掲
載
し
た
。

④
研
究
成
果
は
、『
教
化
研
究
』
に
お
い
て
報
告
す
る
。

【
研
究
会
実
施
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
4
日

第
2
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
11
日

第
3
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
18
日

第
4
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
25
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
9
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
16
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
30
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
4
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
5
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
6
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
7
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
10
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
11
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
17
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
24
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
25
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
26
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
27
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
28
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
11
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
8
日
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第
22
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
29
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
12
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
10
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
17
日

第
26
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
24
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
7
日

第
28
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
14
日

第
29
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
28
日

第
30
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
5
日

第
31
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
12
日

第
32
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
26
日

第
33
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
16
日

第
34
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
23
日

第
35
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
30
日

第
36
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
6
日

第
37
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
13
日

第
38
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
20
日

【
研
究
担
当
者
】

主
務　
　
　
　
　

戸
松
義
晴

研
究
員　
　
　
　

�

佐
藤
堅
正

嘱
託
研
究
員　
　

�

石
田
一
裕　

北
條
竜
士 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

安
孫
子
稔
章　

小
林
惇
道　

高
瀬
顕
功　

�
 

春
本
龍
彬　

平
間
理
俊　

松
濤
芙
紀�

 

峯
崎
就
裕

�

【
文
責
】
北
條
竜
士
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

総
合
研
究
所
京
都
分
室
で
は
、
平
成
二
五
年
か
ら
二
九
年

ま
で
、
日
常
勤
行
式
の
多
言
語
化
お
よ
び
そ
の
注
釈
・
付
注
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
開
教
師
の
方
々
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
き
た
が
、
日
常
勤
行
式
の
翻
訳
に
加
え
て
、

表
白
・
引
導
の
翻
訳
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
本
研
究
班
は
、
表
白
・
引
導
の
多

言
語
化
研
究
を
行
う
。

【
作
業
大
綱
】

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
開
教
の
現
場
で
使
用
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
ま
ず
現
在
海
外
開
教
区
に
お
い
て
用
い
ら
れ
い
て
る
も
の
、

お
よ
び
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
情
報
収
集
を
行
い
、
翻
訳

す
べ
き
も
の
の
一
覧
を
作
成
し
た
。
こ
の
一
覧
を
も
と
に
し
て
、

引
導
お
よ
び
表
白
等
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
翻
訳
の
も
と
と

な
る
日
本
語
の
表
白
・
引
導
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
『
浄
土

宗　

書
式
文
例
集
』（
浄
土
宗
）
を
用
い
て
い
る
。
翻
訳
作
業

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
個
人
に
よ
る
作
業
で
あ
る
が
、
翻

訳
方
針
と
翻
訳
の
検
討
に
つ
い
て
は
研
究
会
を
開
催
し
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

表
白
・
引
導
の
多
言
語
化
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【
進
捗
状
況
】

平
成
三
〇
年
度
上
半
期
を
も
っ
て
、
国
外
開
教
に
お
け
る

年
間
行
事
な
ど
の
情
報
収
集
、
作
成
す
べ
き
表
白
・
引
導
の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
が
終
了
し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
、
三
十
年
度

下
半
期
に
終
了
し
た
「
一
般・①
」
に
続
き
、「
一
般・②
」「
一

般
・
③
」
の
翻
訳
、
そ
し
て
五
重
相
伝
者
に
対
す
る
文
章
の
英

訳
が
終
了
し
て
い
る
。（『
浄
土
宗　

書
式
文
例
集
』
で
は
五
重

相
伝
者
男
女
別
そ
れ
ぞ
れ
の
引
導
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

多
言
語
化
作
業
で
は
そ
れ
ら
か
ら
「
一
般
」
に
差
し
込
む
べ
き

内
容
部
分
を
抽
出
し
、
翻
訳
し
た
。）

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
9
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
7
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
18
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
23
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
5
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
25
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
10
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

戸
松
義
晴

研
究
主
務　
　
　

市
川
定
敬

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　

井
野
周
隆　

田
中
芳
道　

�
 

八
橋
秀
法

嘱
託
研
究
員　
　

米
澤
実
江
子　

南
宏
信

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

前
田
信
剛　

角
野
玄
樹　

林
雅
清　

原
マ
リ　

 

下
村
達
郎

�

【
文
責
】
市
川
定
敬
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
宗
及
び
所
属
寺
院
の
広
報
・
教
化
活
動
に
お
い
て
、
短

い
セ
ン
テ
ン
ス
に
よ
る
教
え
の
提
示
は
必
要
不
可
欠
な
要
素
で

あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
広
報
・
教
化
活
動
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
浄
土
宗
で
は
、
宗
祖
の
言
葉
に
つ
い
て

は
『
法
然
上
人
の
ご
法
語
』
シ
リ
ー
ズ
（
当
研
究
所
編
訳
）
に

よ
っ
て
現
代
語
訳
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
仏
教
の
開
祖
、

釈
尊
の
言
葉
に
つ
い
て
は
そ
の
蓄
積
が
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究

で
は
広
報
・
教
化
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
念
頭
に
置
き
、

釈
尊
の
言
葉
を
宗
祖
や
浄
土
三
部
経
な
ど
の
言
葉
と
対
照
さ
せ

つ
つ
現
代
語
訳
し
、
広
報
・
教
化
活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。

【
作
業
大
綱
】

研
究
初
年
度
は
①
研
究
方
法
を
検
討
し
、
先
ず
は
短
い
偈

頌
か
ら
構
成
さ
れ
、
釈
尊
の
言
葉
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
『
ダ

ン
マ
パ
ダ
』
に
着
目
し
た
。
次
い
で
②
先
行
す
る
現
代
語
訳
を

参
照
し
な
が
ら
、
法
然
上
人
や
浄
土
三
部
経
な
ど
の
言
葉
と
対

照
し
得
る
偈
頌
を
八
〇
ほ
ど
抽
出
し
、
③
パ
ー
リ
語
の
『
ダ
ン

マ
パ
ダ
』
を
底
本
に
対
校
諸
本
を
参
照
し
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て

現
代
語
訳
を
試
み
た
。
令
和
元
年
度
前
半
は
③
の
作
業
を
継
続

さ
せ
、
後
半
か
ら
は
④
現
代
語
訳
し
た
偈
頌
ご
と
に
解
説
を
施

し
た
う
え
で
対
照
す
べ
き
宗
祖
の
言
葉
な
ど
を
提
示
、
加
え
て

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究
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各
偈
頌
に
小
見
出
し
風
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
を
冠
し
て
成
果
と
し

て
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

③
の
作
業
に
お
い
て
は
、
先
行
す
る
現
代
語
訳
が
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
訳
文
に
な
る
の
か
、
底
本
の
パ
ー
リ
語
と
対
照
す
る

な
か
、
内
容
理
解
に
難
渋
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
十
月

い
っ
ぱ
い
で
③
の
作
業
を
切
り
上
げ
、
十
一
月
か
ら
④
の
作
業

に
移
る
こ
と
と
し
た
。
現
代
語
訳
を
施
し
終
え
た
計
三
六
偈
を

内
容
ご
と
に
四
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
者
を
定
め
て

④
の
下
作
業
を
行
い
、
研
究
会
で
検
討
。
確
定
さ
せ
た
④
の
内

容
を
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
本
誌
に
発
表
、
ひ
と
ま
ず
の
研

究
成
果
と
し
た
。
な
お
本
研
究
を
も
と
に
『
和
合
』
の
本
年
四

月
号
か
ら
「
開
宗
八
五
〇
年
企
画　

毎
月
一
言
釈
尊
“
幸
せ
の

智
慧
”」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
8
日

第
2
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
15
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
20
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
3
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
17
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
1
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
22
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
19
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
9
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
30
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
21
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
28
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
6
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
11
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
25
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
9
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
14
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
27
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
3
日
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第
20
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
10
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
19
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
9
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
23
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　
　

袖
山
榮
輝

研
究
員　
　
　
　

齊
藤
舜
健　

佐
藤
堅
正

嘱
託
研
究
員　
　

石
田
一
裕

研
究
ス
タ
ッ
フ　

渡
辺
眞
儀

�

【
文
責
】
袖
山
榮
輝
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【
研
究
の
目
的
・
内
容
】

法
式
研
究
で
は
地
蔵
尊
供
養
と
し
て
『
地
蔵
講
式
』
の
内

容
考
察
、
ま
た
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
地
蔵
盆
を
は
じ
め
と
し

た
地
蔵
尊
に
関
す
る
行
事
法
要
を
研
究
対
象
と
し
た
。
浄
土
宗

に
お
い
て
地
蔵
尊
供
養
の
法
要
は
、
古
く
は
『
地
蔵
講
式
』
が

宗
内
で
定
め
ら
れ
修
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
三
年
版
『
浄

土
宗
法
要
集
併
声
明
譜
付
』
に
掲
載
を
最
後
に
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、地
蔵
尊
を
ま
つ
る
浄
土
宗
寺
院
は
多
く
、様
々

な
地
蔵
尊
供
養
法
要
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
習
慣
に
よ
り
年

中
行
事
と
し
て
地
蔵
盆
を
行
う
地
域
も
多
い
。
現
在
浄
土
宗
で

は
地
蔵
尊
に
対
し
て
の
法
要
は
定
め
が
な
く
、
地
蔵
盆
に
際
し

て
の
法
要
は
各
寺
院
に
よ
っ
て
様
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。
地
蔵

盆
の
性
格
上
、
寺
院
と
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
、
ま
た
児
童

教
化
に
寄
与
せ
ら
れ
る
法
要
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ま
ず

は
『
地
蔵
講
式
』
を
研
究
再
興
し
、
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
現
代

社
会
に
対
応
し
た
、
浄
土
宗
と
し
て
地
蔵
盆
等
の
地
蔵
供
養
に

勤
め
る
事
の
出
来
る
法
要
を
、
新
た
に
提
案
す
る
。

【
研
究
内
容
・
大
綱
】

本
研
究
会
で
は
30
年
度
を
基
礎
研
究
、
29
年
度
は
公
開
講

座
開
催
を
視
野
に
入
れ
た
応
用
研
究
と
し
、
地
蔵
信
仰
の
由
来
、

『
地
蔵
講
式
』
の
内
容
考
察
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
地
蔵
尊

供
養
の
行
事
、
法
要
に
着
眼
し
研
究
会
を
開
催
し
た
。

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
式
研
究
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先
ず
は
西
城
研
究
員
よ
り
地
蔵
尊
供
養
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
、
地
蔵
尊
供
養
の
由
来
、
歴
史
、『
地
蔵
講
式
』
の
内
容

を
研
究
考
察
し
た
。『
地
蔵
講
式
』
に
は
源
信
、
覚
鑁
、
貞
慶

の
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
浄
土
宗
に
伝
わ
る
『
地
蔵
本
願
経
』

に
基
づ
く
『
地
蔵
講
式
』
は
、
特
殊
法
要
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
り
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
勤
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て『
地

蔵
講
式
を
』
復
興
再
現
す
る
こ
と
に
し
た
。

続
い
て
各
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
「
地
蔵
盆
」
を
は
じ
め

と
し
た
地
蔵
尊
供
養
を
と
り
あ
げ
、
京
都
「
六
地
蔵
巡
り
」
の

現
地
調
査
、
ま
た
東
西
法
式
教
師
会
会
員
、
法
式
講
習
会
受
講

者
を
対
象
に
地
蔵
尊
供
養
に
関
し
て
日
時
、
場
所
、
主
催
、
対

象
、
法
要
内
容
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
一
覧

を
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
浄
土
宗
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
地
蔵

尊
供
養
は
、
日
常
勤
行
式
を
主
体
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
誦
経
・
偈
文
な
ど
は
各
寺
院
に
違
い
が
あ
り
、
誦
経

で
は
『
般
若
心
経
』『
地
蔵
本
願
経
』『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
』
を

用
い
る
他
に
『
四
誓
偈
』
を
用
い
る
寺
院
も
多
か
っ
た
。
偈
文

で
は
『
地
蔵
講
式
』
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
『
地
蔵
本
願
経
』
か

ら
抜
粋
し
た
も
の
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
宝
号
三
唱
と
し
て
地

蔵
菩
薩
の
宝
号
を
三
唱
三
礼
す
る
こ
と
を
用
い
る
ほ
か
、
地
蔵

菩
薩
真
言
を
三
遍
な
い
し
七
遍
唱
え
る
な
ど
、
地
蔵
菩
薩
そ
の

も
の
を
讃
え
る
も
の
を
挿
入
し
て
い
る
次
第
も
み
ら
れ
た
。

こ
の
他
に
法
要
と
し
て
施
餓
鬼
を
行
う
寺
院
、「
地
蔵
講
式
」

を
省
略
し
て
行
う
寺
院
、
そ
し
て
宍
戸
栄
雄
師
撰
の
超
宗
派
用

の
『
地
蔵
菩
薩
勤
行
式
』
を
用
い
る
寺
院
も
あ
り
、
寺
院
ご
と

に
工
夫
を
し
、
様
々
な
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
法
要
の
背
景
は
寺
院
主
催
の
他
、
地
蔵
盆
と
そ
れ
に
伴
う

縁
日
、
子
供
会
な
ど
町
会
の
主
催
、
由
来
の
地
蔵
尊
講
中
主
催

な
ど
地
域
に
密
着
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

法
要
の
趣
旨
は
対
象
地
蔵
尊
の
回
向
の
ほ
か
に
祈
願
的
要
素
を

含
む
も
の
が
多
か
っ
た
。

今
後
は
本
年
度
の
基
礎
研
究
の
結
果
と
『
地
蔵
講
式
』
の

内
容
を
踏
ま
え
、
浄
土
宗
義
に
ふ
さ
わ
し
い
地
蔵
尊
供
養
式
を

研
究
し
、浄
土
宗
義
に
基
づ
い
た
次
第
を
構
築
し
た
。
ま
た『
地

蔵
講
式
』
の
再
興
を
試
み
た
。
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【
研
究
成
果
】

以
上
の
研
究
成
果
を
令
和
2
年
3
月
10
日
に
く
ろ
谷
金
戒

光
明
寺
大
方
丈
に
お
い
て
、
公
開
講
座
と
し
て
発
表
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
公
開

を
中
止
し
た
。
当
日
は
研
究
会
と
し
て
我
々
研
究
班
に
て
開
催

し
、
内
容
解
説
、『
地
蔵
講
式
』
並
び
に
『
地
蔵
尊
供
養
式
』

を
勤
め
映
像
保
存
し
た
。
近
日
中
に
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
公
開
予
定
で
あ
る
。

ま
た
研
究
成
果
報
告
に
次
第
を
掲
載
す
る
の
で
、
以
後
、
各

種
地
蔵
尊
法
要
に
参
考
利
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

研
究
会
（
公
開
講
座
）

地
蔵
講
式

導
師
・�

坂
上
典
翁
、
維
那
・
若
林
隆
仁
、
式
師
・
中
野
孝
昭
、

荒
木
信
道
、
井
上
良
昭

　

地
蔵
尊
供
養
式

導
師
・
八
橋
秀
法
、
維
那
・
粟
飯
原
岳
志

解
説
・
西
城
宗
隆

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
1
日

第
2
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
11
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
27
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
12
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
4
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
28
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
30
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
11
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
19
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
15
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
1
月
20
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
2
月
12
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
2
月
17
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
2
月
18
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
元
年
2
月
21
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
元
年
3
月
2
日



355　　

研究成果報告

【
習
礼
】

2
月
10
日
、
2
月
18
日
、
2
月
26
日
、
3
月
4
日
、
3
月
10
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

坂
上
典
翁

主
務　
　
　
　
　

中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　
　

�

荒
木
信
道　

西
城
宗
隆　

柴
田
泰
山　

�
 

八
橋
秀
法

嘱
託
研
究
員　
　

�

山
本
晴
雄　

清
水
秀
浩　

大
澤
亮
我　

�
 

粟
飯
原
岳
志　

石
田
一
裕

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

廣
本
榮
康　

渡
邉
裕
章　

八
尾
敬
俊　

�
 

井
上
良
昭　

若
林
隆
仁

�

【
文
責
】
中
野
孝
昭
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

近
世
以
降
、
布
教
指
南
書
及
び
祖
師
法
語
講
説
書
と
し
て

有
名
な
大
日
比
法
洲
上
人
の
『
三
法
語
講
説
并
大
意
』
は
、
現

代
の
浄
土
宗
教
師
が
布
教
す
る
う
え
で
も
大
変
学
ぶ
価
値
が
高

い
も
の
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
、『
三
法
語
講
説
并
大
意
』は
、『
三

法
語
講
説
大
意
』
一
巻
・『
大
胡
消
息
講
説
』
二
巻
・『
小
消
息

講
説
』
二
巻
・『
一
枚
起
請
講
説
』
二
巻
か
ら
成
る
）

し
か
し
、『
一
枚
起
請
講
説
』
は
『
浄
土
宗
全
書
』
九
巻
に

収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
原
本
並
び
に
師
の
著
作
を
収
め
た

『
大
日
比
三
師
講
説
集
』
は
、
現
在
入
手
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

文
体
の
古
さ
・
用
語
の
難
解
さ
・
差
別
用
語
等
の
理
由
に
よ
り
、

良
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
内
で
あ
ま
り
広
く
活
用
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
す
る
べ
く
、
翻
刻
・
現
代
語
化
を
進
め
た
。

【
作
業
大
綱
】

①
『
三
法
語
講
説
大
意
』
一
巻
の
小
冊
子
化
に
向
け
て
、
現
代

語
訳
及
び
注
釈
の
最
終
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、
漢
文
で
記

さ
れ
た
序
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
た
。

②
前
年
度
ま
で
に
終
え
て
い
た『
一
枚
起
請
講
説
』（
上・下
巻
）

の
試
訳
・
注
釈
を
再
度
検
討
し
、
訳
文
の
精
度
を
上
げ
た
。

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

布
教
研
究
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【
進
捗
状
況
】

①
『
三
法
語
講
説
大
意
』
の
現
代
語
訳
及
び
注
釈
を
、
小
冊
子

と
し
て
発
行
し
た
。（
な
お
、
翻
刻
し
た
原
文
は
『
教
化
研
究
』

第
二
八
号
に
掲
載
済
み
で
あ
る
）

特
に
布
教
師
に
と
っ
て
は
、
手
軽
に
活
用
い
た
だ
け
る
一
冊
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
願
わ
く
ば
各
総
大
本
山
の
布
教
師
会

等
に
紹
介
し
、
可
能
な
限
り
頒
布
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

『【
現
代
語
訳
】
三
法
語
講
説
大
意
』　

Ａ
５
判
・
七
五
頁

●�

ご
希
望
の
方
は
、浄
土
宗
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
―
３
４
３

８
―
４
０
３
３
）
に
て
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
無
料
）

②『
一
枚
起
請
講
説
』の
現
代
語
訳・注
釈
作
業
を
完
了
し
、『
教

化
研
究
』
本
号
の
「
成
果
報
告
」
に
掲
載
し
た
。

な
お
、
当
初
は
四
年
を
か
け
て
『
三
法
語
講
説
并
大
意
』
全

七
巻
の
全
て
を
現
代
語
訳
ま
で
進
め
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
想
像
以
上
に
法
洲
上
人
の
説
く
内
容
の
出
典
検
索
、
及
び

注
釈
の
作
成
作
業
等
が
難
航
し
た
。
そ
の
為
、
四
年
目
の
本
年

度
は
、『
一
枚
起
請
講
説
』
の
現
代
語
訳
・
注
釈
作
成
ま
で
を

目
標
と
し
た
。

本
来
な
ら
『
大
胡
消
息
講
説
』『
小
消
息
講
説
』
の
現
代
語

訳
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に

二
年
以
上
の
年
間
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
判
断

し
た
。『
三
法
語
講
説
并
大
意
』
に
関
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
の

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
終
了
と
す
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
8
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

第
2
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
注
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釈
見
直
し

第
3
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
布
教
指
針
（
八
十
五
則
）』
読
み
合
わ

せ
→
『
教
化
研
究
』
30
「
研
究
ノ
ー
ト
」

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
7
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
布
教
指
針
（
八
十
五
則
）』
読
み
合
わ

せ
→
『
教
化
研
究
』
30
「
研
究
ノ
ー
ト
」

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
14
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
注

釈
見
直
し

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
31
日
（
金
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
注

釈
見
直
し

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
序

文
読
み
下
し

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
注

釈
見
直
し

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
訳

文
見
直
し

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
訳

文
見
直
し

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
7
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
15
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
16
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
27
日
（
金
）
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�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
17
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
2
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
18
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
19
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
20
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
21
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
6
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
22
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
序

分
読
み
下
し

第
23
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
１
７
日
（
火
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
24
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
２
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
25
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
8
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
26
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
27
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
28
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
5
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
29
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
30
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
31
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
5
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
三
法
語
講
説
大
意
』
小
冊
子
化
、
校

正
作
業

第
32
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
33
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
24
日
（
火
）
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�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

第
34
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
一
枚
起
請
講
説
』
訳
文
見
直
し

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

今
岡
達
雄

主
務　
　
　
　
　

後
藤
真
法

研
究
員　
　
　
　

井
野
周
隆　

八
木
英
哉　

宮
入
良
光

嘱
託
研
究
員　
　

中
川
正
業　

郡
嶋
昭
示

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

大
髙
源
明　

伊
藤
弘
道　

遠
田
憲
弘�

 

宮
田
恒
順

�

【
文
責
者
】　

後
藤
真
法
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
班
で
は
、
善
導
大
師
の
主
著
で
あ
る
『
観
経
疏
』
の

現
代
語
訳・訳
注
の
研
究
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
。『
観

経
疏
』
は
法
然
上
人
の
『
選
択
集
』
と
な
ら
び
、
宗
学
の
根
本

的
な
典
籍
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
難
解
さ
か
ら
こ
れ
ま

で
決
定
版
と
い
う
べ
き
現
代
語
訳
が
な
か
っ
た
。
本
研
究
会
で

は
、
三
祖
良
忠
上
人
に
よ
る
注
釈
書
『
伝
通
記
』
の
解
釈
に
よ

る
こ
と
で
二
祖
三
代
の
教
学
を
基
軸
と
し
な
が
ら
も
、
す
で
に

並
行
し
て
開
始
し
て
い
る
英
語
訳
作
業
や
最
新
の
中
国
仏
教
研

究
の
成
果
も
踏
ま
え
た
研
究
成
果
を
報
告
す
る
。

今
後
、
開
宗
八
五
〇
年
や
善
導
大
師
一
三
五
〇
年
を
ひ
か

え
る
浄
土
宗
に
お
い
て
、『
観
経
疏
』
の
現
代
語
訳
を
作
成
す

る
こ
と
は
、
お
お
い
に
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
や
が
て

は
こ
れ
ら
大
事
業
に
お
け
る
記
念
事
業
の
一
環
と
も
な
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

【
作
業
大
綱
】

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度
の
作
業
大
綱
と
進
捗
状
況
は

概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　
�

善
導
大
師
『
観
経
疏
』
序
分
義
の
現
代
語
訳
お
よ
び

訳
注
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
善
導
研
究
を
専
門
と

す
る
研
究
主
務
が
作
成
し
た
下
訳
を
も
と
に
、
研
究

会
に
お
い
て
研
究
員
お
よ
び
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
）
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内
容
検
討
を
行
い
、
さ
ら
に
現
代
語
と
し
て
の
読
み

や
す
さ
を
考
慮
に
入
れ
た
訳
文
お
よ
び
脚
注
を
作
成

し
て
い
る
。

②　

�
読
み
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
三
祖
良
忠
上
人
の
『
観

経
疏
伝
通
記
』
の
注
釈
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
法
然

上
人
の
『
選
択
集
』『
逆
修
説
法
』
や
、
さ
ら
に
は
浄

土
三
部
経
の
解
釈
と
も
す
り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
現

代
語
訳
を
作
成
し
て
い
る
。

③　

�

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、『
観
経
疏
』
序
分
義
（『
浄

土
宗
全
書
』
二
巻
、
三
四
頁
上
）
ま
で
の
全
現
代
語

訳
を
終
了
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

本
年
度
は
当
初
の
計
画
通
り
に
「
序
分
義
」
の
全
文
現
代

語
訳
を
終
了
し
た
。『
観
経
疏
』「
序
分
義
」
は
従
来
の
『
観
経

疏
』
研
究
な
中
で
も
っ
と
も
着
手
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
も
あ

り
、
ま
た
全
文
の
現
代
語
訳
も
こ
れ
ま
で
存
在
せ
ず
、『
観
経
』

の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
調
べ
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
読
み
込

め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
研
究
と
そ
の
成
果
に
よ
り
、

今
後
は
『
観
経
疏
』「
序
分
義
」
の
全
体
像
を
広
く
浄
土
宗
教

師
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

《
通
常
研
究
会
》

第
1
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
1
日

第
2
回
研
究
会　

平
成
31
年
4
月
16
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
13
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
20
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
5
月
28
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
18
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
6
月
25
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
7
月
22
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
8
月
26
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
9
月
10
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
18
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
2
年
1
月
28
日
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第
13
回
研
究
会　

令
和
2
年
2
月
3
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
2
年
3
月
9
日

※�

な
お
所
属
研
究
員
が
遠
方
在
住
の
た
め
、
先
行
し
て
下
訳
を

作
成
し
、
予
め
互
い
に
メ
ー
ル
で
内
容
を
確
認
し
た
上
で
研

究
会
を
開
催
し
て
い
る
。

《
公
開
講
座
》

講
座
名
：『
観
経
疏
』
の
世
界　

講
師
：
柴
田
泰
山

第
1
回
公
開
講
座　

令
和
元
年
5
月
27
日

第
2
回
公
開
講
座　

令
和
元
年
6
月
24
日

第
3
回
公
開
講
座　

令
和
元
年
9
月
10
日

第
4
回
公
開
講
座　

令
和
元
年
10
月
21
日

第
5
回
公
開
講
座　

令
和
元
年
11
月
11
日

第
6
回
公
開
講
座　

令
和
2
年
1
月
20
日

第
7
回
公
開
講
座　

令
和
2
年
2
月
3
日

《
講
師
招
聘
研
究
会
》

開
催
日
：
令
和
2
年
2
月
18
日

講　

師
：�

李
子
捷
（
駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
研
究
員
）

テ
ー
マ
：�

中
国
仏
教
に
お
け
る
如
来
蔵
・
真
如
・
種
姓
説
に
つ

い
て

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　
　

柴
田
泰
山

研
究
員　
　
　
　

齊
藤
舜
健　

袖
山
榮
輝　

大
橋
雄
人

嘱
託
研
究
員　
　

�

坂
上
雅
翁　

石
田
一
裕　

石
上
壽
應�

 

工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

杉
山
裕
俊　

長
尾
光
恵

�

【
文
責
】
柴
田
泰
山
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
班
は
、
現
在
の
浄
土
宗
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
の

基
盤
が
確
立
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
江
戸
期
に
存
す
る
と
い
う
見
立

て
に
基
づ
い
て
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
の
教
学
・
法
式
・
布
教
等

が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

個
別
の
研
究
と
し
て
浄
土
宗
正
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
浄

土
三
部
経
』
が
、
近
世
以
降
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の

か
を
調
査
研
究
紹
介
す
べ
く
、
義
山
良
照
『
浄
土
三
部
経
随
聞

講
録
』
の
読
解
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
（
作
業
大
綱
・
進
捗
状

況
の
１
に
相
当
）。

江
戸
期
の
浄
土
宗
の
教
学
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
広
く
解
明

す
る
た
め
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連
人
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と

相
互
の
関
連
調
査
、年
表
化
作
業
を
行
っ
て
い
る（
作
業
大
綱・

進
捗
状
況
の
２
に
相
当
）。

【
作
業
大
綱
】

（
１
）
義
山
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
の
書
き
下
し
文
を
作

成
す
る
。
そ
の
際
、
浄
全
本
の
誤
植
な
ど
は
修
正
す
る
。
出
典

を
極
力
調
査
す
る
。

（
２
）
現
在
の
浄
土
宗
へ
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連
人
物
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り

で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
で
、
人
物
、
業
績
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
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関
連
付
け
を
行
う
。

【
進
捗
状
況
】

本
年
度
は
次
の
作
業
・
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
）『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
二
（『
観
無
量
寿
経
』

正
宗
分
下
品
中
生
か
ら
経
末
の
釈
）
の
書
き
下
し
及
び
出
典
注

の
作
成
。
事
前
に
研
究
員
が
各
自
分
担
し
て
書
き
下
し
文
及
び

註
記
を
作
成
し
、
研
究
会
に
お
い
て
修
正
し
て
ゆ
く
。
本
年
度

を
も
っ
て
義
山
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
全
十
二
巻
を
読
了

し
た
。

（
２
）
続
浄
所
収
の
『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
の
人
名
・
寺
院
名
等

の
タ
グ
付
け
に
よ
る
内
容
把
握
作
業
。
特
に
第
十
四
冊
以
降
に

見
ら
れ
る
江
戸
期
の
人
物
に
つ
い
て
、
情
報
の
整
理
作
業
。
本

年
度
は
第
二
十
六
冊
ま
で
終
了
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
元
年
05
月
29
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
元
年
06
月
05
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
元
年
06
月
12
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
元
年
06
月
19
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
元
年
07
月
03
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
元
年
07
月
10
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
元
年
07
月
17
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
02
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
09
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
元
年
10
月
16
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
元
年
11
月
20
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
04
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
11
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
元
年
12
月
18
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
02
年
01
月
22
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　

藤
本
淨
彦

主
務　
　
　
　
　

齊
藤
舜
健

研
究
員　
　
　
　

�
八
橋
秀
法　

井
野
周
隆　

市
川
定
敬　

�
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田
中
芳
道

嘱
託
研
究
員　
　

�

曽
田
俊
弘　

伊
藤
茂
樹　

南
宏
信�

 

米
澤
実
江
子　

陳
敏
齢

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

角
野
玄
樹　

岩
谷
隆
法　

永
田
真
隆�

 

石
川
達
也

�

【
文
責
】
主
務　

齊
藤
舜
健



研
究
ノ
ー
ト
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瞑
想
と
法
然
浄
土
教

�
研
究
ス
タ
ッ
フ　

春
本
龍
彬

一
、
は
じ
め
に

仏
教
の
瞑
想
は
様
々
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
初

期
仏
教
よ
り
存
在
し
た
修
行
方
法
で
あ
る
奢
摩
他
、
毘
婆
舎
那

が
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
に
異
論
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
奢
摩
他
は
心
の
働
き
を
静
め
る
た
め
の
瞑
想
で
あ
り
、

止
と
漢
訳
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
一
方
、
毘
婆
舎
那
は
気
付
い

て
い
く
と
い
う
性
格
の
瞑
想
で
あ
り
、
観
と
漢
訳
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
そ
し
て
、
論
書
で
は
奢
摩
他
と
毘
婆
舎
那
の
両
者
が

合
わ
さ
り
、
止
観
と
表
記
さ
れ
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。
今
日

の
禅
の
存
在
を
踏
ま
え
れ
ば
、
止
観
と
表
現
さ
れ
る
仏
教
の
瞑

想
は
印
度
か
ら
中
国
、
更
に
日
本
へ
と
伝
わ
り
、
現
在
に
至
る

ま
で
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る（１
）。

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
僧
侶
で

あ
る
法
然
上
人
（
以
下
、敬
称
を
省
略
す
る
）
は
承
安
五
年
（
一

一
七
五
）
に
浄
土
宗
を
開
宗
し
た
。
法
然
の
教
え
は
阿
弥
陀
仏

の
御
名
を
称
え
さ
え
す
れ
ば
、
誰
で
も
命
終
の
後
に
必
ず
西
方

極
楽
浄
土
へ
往
生
出
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
法
然
が
そ

の
よ
う
な
教
え
を
宣
揚
し
た
時
代
、
既
に
瞑
想
は
日
本
の
仏
教

界
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
法
然
は
瞑
想

で
は
な
く
、
称
名
念
仏
の
専
修
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
瞑
想
の
位
置
付
け
と
は
ど

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究　

研
究
ノ
ー
ト

仏
教
の
瞑
想
と
現
代
の
浄
土
思
想　

国
際
真
宗
学
会
学
術
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
報
告
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の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
法
然
が
止

観
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
三
学
非
器

法
然
が
止
観
や
そ
れ
に
立
脚
し
た
行
に
深
く
精
通
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
浄
土
宗
を
開
宗
す
る
以
前
の
法
然
に

関
し
て
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。

　

�

幼
少
ニ
シ
テ
登
山
。
十
七
ノ
年
亘
二
六
十
巻
ヲ一
、
十
八
ノ
年
乞
テレ

暇
遁
世
ス
。是
偏
ニ
絶
二
名
利
ノ
望
ヲ一
、
一
向
為
レ
学
二
仏
法
ヲ一
也
。

自
レ
爾
以
来
タ
四
十
余
年
習
二
学
テ
天
台
一
宗
ヲ一
、
粗
得
タ
リ

二

一

宗
ノ
大
意（２
）一

。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、法
然
は
比
叡
山
で
六
〇
巻
、即
ち
『
法

華
玄
義
』『
法
華
文
句
』『
摩
訶
止
観
』
の
天
台
三
大
部
を
修
学

し
た
と
見
て
取
れ
る（３
）。法

然
は
天
台
三
大
部
の
中
で
も
特
に『
摩

訶
止
観
』
の
閲
読
に
よ
っ
て
止
観
の
内
容
を
理
解
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
『
摩
訶
止
観
』
に
示
さ
れ
る
四
種

三
昧
を
実
践
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
法
然
は
黒
谷
に
隠
遁
し
た
頃
か
ら
源
信
の
『
往
生

要
集
』
を
熱
心
に
研
究
し
た
よ
う
で
あ
る
。
法
然
の
考
え
を
書

き
留
め
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
『
往
生
要
集
』
の
註
釈
書
が
幾

つ
か
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
観
想
念
仏
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

�

始
ニ
観
念
仏
ト
ハ
者
、
此
レ
ニ
又
有
レ
三
。
一
ニ
ハ
別
相
観
、
二
ニ
ハ

惣
相
観
、
三
ニ
ハ
雑
略
観
也
。
一
ニ
ハ
別
相
観
者
、
又
有
レ
二
。

初
ニ
ハ
先
ヅ
観
ジ二
花
坐
ヲ一
、
次
ハ
正
観
二
相
好
ヲ一
也
。
即
出
セ
リ

二

三

十
二
相
好
ヲ一
。
始
メ
自
二
頂
上
一
、
終
リ
至
マ
デ

二

足
下
ニ一
、
順
逆
ニ

観
ズレ
之
也
。
就
レ
之
ニ
可
シレ
有
二
広
略
一
。
二
ニ
惣
相
観
ト
ハ
者
、

此
ニ
又
有
レ
二
。
始
ニ
ハ
依
テ二
観
経
一
観
二
相
好
光
明
ヲ一
。
次
就
二

此
ノ
相
ニ一
観
ズ二
三
身
一
体
ヲ一
也
。
三
ニ
ハ
雑
略
観
ト
ハ
者
、
此
レ
ニ

又
有
レ
二
。
一
ニ
ハ
白
毫
観
、
二
ニ
ハ
往
生
観
也
。
又
有
二
極

略
観
一
。
此
レ
白
毫
観
ハ
略
セ
ル
也
。
如
クレ
此
ノ
経
ノ々
観
文
具
サ

也（
４
）
ナ
リ
。

加
え
て
、
法
然
自
身
が
か
つ
て
色
相
観
を
行
っ
て
い
た
時

期
も
あ
っ
た
と
言
及
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と（５
）、

法
然
は
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『
往
生
要
集
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
観
想
念
仏
も
実
施
し
て
い

た
と
把
握
さ
れ
る
。

法
然
の
止
観
行
に
対
す
る
理
解
は
か
な
り
の
レ
ベ
ル
に
ま

で
達
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
法
然
は
四
修
三
昧
や
観
想
念
仏
か
ら
徐
々
に
離

れ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
浄
土
宗
を
開
宗
す
る
以
前
の
状
況

に
触
れ
つ
つ
、
法
然
は
三
学
を
め
ぐ
っ
て
下
記
の
よ
う
に
述
懐

し
て
い
る
。

　

�

出
離
の
心
さ
し
い
た
り
て
ふ
か
ゝ
り
し
あ
ひ
だ
、
も
ろ

〳
〵
の
教
法
を
信
じ
て
、
も
ろ
〳
〵
の
行
業
を
修
す
、
お

よ
そ
仏
教
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
戒
定

慧
の
三
学
を
ば
す
ぎ
ず
、
い
は
ゆ
る
小
乗
の
戒
定
慧
、
大

乗
の
戒
定
慧
、
顕
教
の
戒
定
慧
、
密
教
の
戒
定
慧
な
り
。

し
か
る
に
わ
が
こ
の
身
は
、
戒
行
に
お
い
て
一
戒
を
も

た
も
た
ず
、
禅
定
に
お
い
て
一
も
こ
れ
を
え
ず
、
智
慧

に
お
い
て
断
惑
証
果
の
正
智
を
え
ず
、
こ
れ
に
よ
て
戒

行
の
人
師
釈
し
て
い
は
く
、
尸
羅
清
浄
な
ら
ざ
れ
ば
、
三

昧
現
前
せ
ず
と
い
へ
り
。
又
凡
夫
の
心
は
物
に
し
た
が

ひ
て
う
つ
り
や
す
し
、
た
と
ふ
る
に
さ
る
の
ご
と
し
、
ま

事
に
散
乱
し
て
う
ご
き
や
す
く
、
一
心
に
し
づ
ま
り
が

た
し
。
無
漏
の
正
智
な
に
ゝ
よ
り
て
か
お
こ
ら
ん
や
。
も

し
無
漏
の
智
剣
な
く
ば
、
い
か
で
か
悪
業
煩
悩
の
き
づ

な
を
た
ゝ
む
や
。
悪
業
煩
悩
の
き
づ
な
を
た
ゝ
ず
ば
、
な

ん
ぞ
生
死
繋
縛
の
身
を
解
脱
す
る
事
を
え
ん
や
。
か
な

し
き
か
な
〳
〵
、
い
か
ゞ
せ
ん
〳
〵
。
こ
ゝ
に
わ
が
ご

と
き
は
、
す
で
に
戒
定
慧
の
三
学
の
う
つ
は
物
に
あ
ら
ず
、

こ
の
三
学
の
ほ
か
に
わ
が
心
に
相
応
す
る
法
門
あ
り
や
。

わ
が
身
に
た
へ
た
る
修
行
や
あ
る
と
、
よ
ろ
づ
の
智
者

に
も
と
め
、
も
ろ
〳
〵
の
学
者
に
と
ぶ
ら
ふ
し
に
、
お

し
ふ
る
人
も
な
く
、
し
め
す
と
も
が
ら
も
な
し（６
）。

仏
道
修
行
の
完
成
に
三
学
の
成
就
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
法
然
は
戒
を
保
ち
、
定
や
慧
に
相
当
す
る
止
観
行

を
実
行
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
血
眼
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
三
学
を
修
め
よ
う
と
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
逆
に
三
学
は
修
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う

自
覚
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
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が
善
導
の
著
作
で
あ
り
、
本
願
念
仏
の
教
え
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
学
非
器
の
自
覚
に
立
っ
た
後
、
法
然
は

少
な
く
と
も
禅
定
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
止
観
の
実
践
を
見

つ
め
直
し
た
と
指
摘
出
来
る
。
つ
ま
り
、
換
言
す
れ
ば
法
然
は

こ
の
世
で
悟
り
を
目
指
す
瞑
想
の
実
践
か
ら
一
度
距
離
を
置
い

た
と
言
え
る
。

三
、
異
類
の
助
業

三
学
非
器
の
自
覚
に
立
っ
た
後
、
法
然
は
善
導
が
強
調
し

た
本
願
念
仏
の
専
修
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
が
念
仏
と
そ
の
他
の
諸
行
と
の
関
係
性

で
あ
っ
た
。
法
然
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
助
業
と
い

う
概
念
を
提
示
し
た
。

助
業
は
も
と
も
と
善
導
が
『
観
経
疏
』
で
説
い
た
も
の
で

あ
る
。
善
導
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
実
践
行
を
正
行
と
雑
行

に
類
別
し
た
。
そ
し
て
、
正
行
の
中
で
も
本
願
行
で
あ
る
称
名

念
仏
は
正
定
業
、
非
本
願
行
で
あ
る
そ
の
他
の
行
は
助
業
と
規

定
し
た
の
で
あ
る（７
）。

法
然
は
こ
の
説
示
を
多
分
に
受
容
し
、
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

法
然
の
主
著
で
あ
る
『
選
択
集
』
に
は
助
業
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

�

二
ニ
ハ
為
ニレ
助
二
成
セ
シ
メ
ン
ガ
念
仏
ヲ一
説
ト
ハ

二

此
諸
行
ヲ一
者
此
レ
ニ
亦
タ

有
二
二
意
一
。一
ニ
ハ
以
二
同
類
ノ
善
根
ヲ一
助
二
成
シ
念
仏
ヲ一
。二
ニ
ハ

以
二
異
類
ノ
善
根
ヲ一
助
二
成
ス
念
仏
ヲ一
。
初
ニ
同
類
ノ
助
成
ト
ハ
者
、

善
導
和
尚
ノ
観
経
ノ
疏
ノ
中
ニ
挙
ゲ
テ

二

五
種
ノ
助
行
ヲ一
助
二
成
ス
念

仏
ノ
一
行
ヲ一
是
也
。
具
ニ
ハ
如
シ二
上
ノ
正
雑
二
行
之
中
ニ
説
ガ一
。

…
次
ノ
義
ハ
即
是
レ
為
二
助
正
ノ一
而
説
ク
。
謂
ク
為
ニレ
助
ン
ガ

二

念
仏

之
正
業
ヲ一
而
説
ク二
諸
行
之
助
業（８
）ヲ一。

法
然
の
助
業
観
に
は
変
遷
が
あ
る
た
め
、
そ
の
定
義
は
一

様
で
は
な
い（９
）。

た
だ
し
、
上
述
し
た
前
半
部
分
の
文
章
に
基
づ

く
の
で
あ
れ
ば
、
法
然
は
確
か
に
同
類
の
善
根
と
異
類
の
善
根

に
関
し
て
触
れ
て
い
る
。
加
え
て
後
半
部
分
の
文
章
を
踏
ま
え

る
と
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
同
類
の
助
業
と
異
類
の
助
業
を
意

味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
こ
で
説
示

さ
れ
て
い
る
同
類
の
助
業
と
は
五
種
正
行
の
中
の
助
業
が
中
心
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に
な
っ
て
お
り
、
異
類
の
助
業
と
は
五
種
正
行
以
外
の
諸
行
が

中
心
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
少
な
く
と
も
法
然
は
、
正
定
業
以
外
の
正
行
を
同
類
の

助
業
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
が
主
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
な
い

諸
行
を
異
類
の
助
業
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
法
然
は
止
観
を
分
類
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
止
観

は
異
類
の
助
業
に
分
類
さ
れ
て
い
た
と
判
断
出
来
る
。
そ
の
根

拠
は
法
然
の
言
葉
に
求
め
ら
れ
る
。
法
然
は
止
観
が
聖
道
門
の

行
で
あ
る
と
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　

�

さ
と
り
こ
と
な
る
人
と
申
は
、
天
台
法
相
等
の
八
宗
の

学
生
、
こ
れ
也
。
行
こ
と
な
る
人
と
申
す
は
、
真
言
止

観
等
の
一
切
の
行
者
、
こ
れ
也
。
こ
れ
ら
は
み
な
聖
道

門
の
解
行
也
、
浄
土
門
の
解
行
に
こ
と
な
る
か
ゆ
へ
に

別
解
別
行
と
な
つ
く
る
な
り
（
（1
（

。

聖
道
門
の
行
は
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
主
要
な
目
的
と
し

て
い
な
い
行
で
あ
り
、
異
類
の
助
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

止
観
が
聖
道
門
の
行
で
あ
る
な
ら
ば
、
止
観
は
法
然
に
よ
っ
て

異
類
の
助
業
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
法
然
は
止
観
を
異
類
の
助
業
と
受
け
止

め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
法
然
浄
土
教
に
お
い
て

一
般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
瞑
想
が
異
類
の
助
業
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
法
然
に
と
っ
て
瞑
想

は
称
名
念
仏
を
増
進
す
る
た
め
の
行
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

四
、
無
観
称
名

前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
法
然
は
止
観
を
称
名
念
仏
の

一
行
に
徹
せ
し
め
る
異
類
の
助
業
と
看
取
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
他
で
も
な
い
法
然
自
身
が
次
の
よ
う
に
言
及
し

て
い
る
通
り
、
そ
も
そ
も
称
名
念
仏
は
世
親
の
『
往
生
論
』
に

説
か
れ
る
観
察
門
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。

　

�

且
ク
就
二
正
修
門
ニ一
料
簡
ス
。
此
レ
ニ
又
有
二
五
門
一
。
始
ハ
礼

拝
讃
嘆
作
願
観
察
廻
向
也
。
此
ノ
五
門
ノ
中
、
唯
以
二
観
察
ヲ一

為
二
其
要
ト一
。
雖
三
因
ミ
ニ
挙
二
礼
拝
等
ノ
余
門
ヲ一
、
正
ク
得
ル
ハ

二

念
仏
ノ
名
一
、
但
観
察
ノ
一
門
ナ
ル
ガ
故
也
。
就
二
此
ノ
観
察
門
ニ一
、

又
有
二
観
念
仏
称
念
仏
ノ
二
念
（
（1
（

一
。



373　瞑想と法然浄土教

研究ノート

そ
の
た
め
、
称
名
念
仏
は
観
察
門
の
要
素
を
多
分
に
含
ん

で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
観
察
門
は
止
観
を
ベ
ー
ス

と
し
た
行
で
あ
る
の
で
、
称
名
念
仏
に
は
観
察
門
の
根
底
に
あ

る
止
観
の
要
素
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
と
把
握
さ
れ
よ

う
。た

だ
し
、
法
然
の
強
調
し
た
称
名
念
仏
は
無
観
の
称
名
と

呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
（
（1
（

、
止
観
と
は
一
線
を
画
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
評
価
さ
れ
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
称
名
念
仏
が
止
観
の
一

種
類
で
あ
る
と
見
做
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
法
然
の
受
け

止
め
方
は
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
法
然

は
聖
道
門
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
浄
土
門
の
立
場
か
ら
称
名

念
仏
が
往
生
行
で
あ
る
と
捉
え
直
し
、
称
名
念
仏
の
あ
り
方
を

変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
法
然
は
称
名
念
仏
に
混
在
す
る
止
観
の
要
素
を
ど

の
よ
う
に
扱
う
中
で
、
称
名
念
仏
を
止
観
と
差
別
化
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
以
下
の
よ
う
な
法
然
の

言
葉
で
あ
る
。

　

�

上
人
又
僧
都
退
出
の
後
、
当
座
の
ひ
し
り
た
ち
に
か
た

り
て
の
給
は
く
、
欲
界
散
地
に
む
ま
れ
た
る
物
は
、
み

な
散
心
あ
り
。
た
と
へ
は
人
界
の
生
を
う
け
た
る
物
の
、

目
鼻
の
あ
る
か
こ
と
し
。
散
心
を
す
て
ゝ
往
生
せ
ん
と

い
は
ん
事
、
そ
の
こ
と
は
り
し
か
る
へ
か
ら
す
。
散
心

な
か
ら
念
仏
申
す
物
か
往
生
す
れ
は
こ
そ
、
め
て
た
き

本
願
に
て
は
あ
れ
。
こ
の
僧
都
の
、
念
仏
申
せ
と
も
心

の
ち
る
を
は
い
か
ゝ
す
へ
き
と
不
審
せ
ら
れ
つ
る
こ
そ
、

い
は
れ
す
お
ほ
ゆ
れ
と
｛
云
々
（
（1
（

｝。

こ
こ
で
法
然
は
心
が
乱
れ
た
状
態
の
称
名
念
仏
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。
上
記
の
文
章
に
従
え
ば
、
法
然
は
称
名
念
仏
を

完
遂
す
る
た
め
に
止
観
で
目
標
と
す
る
よ
う
な
禅
定
の
境
地
が

伴
わ
な
く
て
も
良
い
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
法
然
は
浄
土
三
部
経
や
善
導
の
著
作
に
基
づ
き
、

何
よ
り
も
ま
ず
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
称
名
念
仏
こ
そ
が
阿

弥
陀
仏
の
第
十
八
願
に
お
い
て
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
行

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
法
然
は
あ

く
ま
で
も
称
名
念
仏
の
み
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
行

で
あ
っ
て
、
た
と
え
称
名
念
仏
に
止
観
の
要
素
が
混
在
し
て
い
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る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
ら
考
慮
す
る
必
用
性
が
な
い
と
整
理

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
称
名
念
仏
は
本
願
、
止
観
は
非
本
願
で
あ
る

と
区
別
す
る
下
記
の
よ
う
な
態
度
も
明
確
に
打
ち
出
せ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

�

マ
コ
ト
ニ
往
生
ノ
行
ハ
、
念
仏
カ
メ
テ
タ
キ
コ
ト
ニ
テ

候
也
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
念
仏
ハ
弥
陀
ノ
本
願
ノ
行
ナ
レ

ハ
ナ
リ
。
余
ノ
行
ハ
、
ソ
レ
真
言
止
観
ノ
タ
カ
キ
行
法

ナ
リ
ト
イ
ヱ
ト
モ
、
弥
陀
ノ
本
願
ニ
ア
ラ
ス
（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
法
然
は
称
名
念
仏
に
存
在
す
る
止
観
の
要
素

を
扱
い
、
称
名
念
仏
を
止
観
と
は
異
な
っ
た
一
つ
の
行
と
し
て

表
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
の
そ

の
よ
う
な
対
応
に
準
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
然
浄
土
教
で
は
瞑

想
の
要
素
に
関
し
て
深
く
追
求
す
る
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
な

か
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
よ
う
。

尚
、
称
名
念
仏
に
止
観
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
以
上
、
称

名
念
仏
に
よ
っ
て
止
観
や
瞑
想
を
行
っ
た
時
と
同
じ
よ
う
な
境

地
に
達
す
る
場
合
も
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
副

次
的
な
不
求
自
得
の
も
の
と
心
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
然
の
強
調
し
た
称
名
念
仏
は
禅
定
の

獲
得
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
禅
定
は
阿
弥
陀

仏
の
誓
願
に
も
救
済
の
条
件
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
瞑
想
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
法
然
は
こ

の
世
で
悟
り
を
目
指
す
瞑
想
の
実
践
か
ら
距
離
を
取
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
願
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
態
度
は
当
然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時

に
お
い
て
は
非
常
に
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
把
握
さ
れ

る
。ま

た
、
法
然
は
一
般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
瞑
想
を
異
類

の
助
業
で
あ
る
と
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

法
然
に
と
っ
て
瞑
想
は
基
本
的
に
称
名
念
仏
を
増
進
さ
せ
る
た

め
の
行
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
一
方
で
法
然
は
称
名
念
仏
が
瞑
想
の
要
素
を
含

ん
で
い
る
事
実
を
否
定
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
称
名
念
仏

が
念
仏
行
で
あ
る
以
上
、
瞑
想
の
要
素
は
称
名
念
仏
に
混
在
し

て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
と
同
時
に
法
然
は
称
名
念
仏
に
含
ま
れ
る

瞑
想
の
要
素
を
深
く
追
求
す
る
必
用
性
が
な
い
と
評
価
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
法
然
は
禅
定
の
状
態
、
あ
る
い
は

そ
の
獲
得
が
往
生
の
得
否
に
全
く
関
係
し
な
い
と
認
識
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

瞑
想
と
法
然
浄
土
教
の
関
係
性
は
今
後
と
も
検
討
が
続
け

ら
れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
特
に
選
択
本
願
念
仏
と
表

現
さ
れ
る
特
別
な
称
名
念
仏
が
瞑
想
と
の
関
わ
り
の
中
で
ど
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
。
多
く
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
出
来
る
。

注（
1
）
蓑
輪
（
二
〇
〇
八
）。

（
2
）『
昭
法
全
』
四
三
五
頁
。

（
3
）
中
西
（
二
〇
〇
〇
、
六
八
五
頁
）。

（
4
）『
昭
法
全
』
五
頁
。

（
5
）『
昭
法
全
』
四
六
六
頁
。

（
6
）『
昭
法
全
』
四
五
九
―
四
六
〇
頁
。

（
7
）『
浄
全
』
二
、
五
八
頁
下
段
。

（
8
）『
昭
法
全
』
三
二
三
―
三
二
四
頁
。

（
9
）
安
達
（
一
九
九
一
）。

（
10
）『
昭
法
全
』
五
八
一
頁
。

（
11
）『
昭
法
全
』
五
頁
。

（
12
）『
法
伝
全
』
九
九
四
頁
。

（
13
）『
昭
法
全
』
六
九
三
頁
。

（
14
）『
昭
法
全
』
五
三
三
頁
。

〈
略
号
〉

『
法
伝
全
』　

井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
法
然
上
人
伝
全
集
刊

行
会
、
一
九
五
二
／
一
九
六
七

『
昭
法
全
』　

石
井
教
道
編
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
平
楽
寺
書
店
、

一
九
五
五

『
浄
全
』　
『
浄
土
宗
全
書
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
〇
―
一
九
七
二

〈
参
考
文
献
〉

中
村
元
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
止
観
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
三
―
一
、
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一
九
七
四

坪
井
俊
映
「
善
導
浄
土
教
に
お
け
る
五
正
行
説
組
成
の
意
図
と
法
然
の
受

容
」『
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文　

浄
土
教
の
研
究
』
永
田
文

昌
堂
、
一
九
八
二

藤
堂
恭
俊
『
法
然
上
人
研
究
』
一
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
三

安
達
俊
英
「
法
然
上
人
に
お
け
る
選
択
思
想
と
助
業
観
の
展
開
」『
浄
土

宗
学
研
究
』
一
七
、
一
九
九
一

中
西
随
功
「〈
付
録
〉
訓
読
『
醍
醐
本　

法
然
上
人
伝
記
』」『
梅
原
猛
著

作
集
』
一
〇
（
法
然
の
哀
し
み
）、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇

蓑
輪
顕
量
『
仏
教
瞑
想
論
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八

林
田
康
順
「『
一
枚
起
請
文
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
上
）」『
廣
川

堯
敏
教
授
古
稀
記
念
論
集　
浄
土
教
と
仏
教
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二

〇
一
四

林
田
康
順
「『
一
枚
起
請
文
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
下
）」『
法
然

仏
教
の
諸
相
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四

〔
付
記
〕�

本
稿
は
二
〇
一
九
年
五
月
二
五
日
に
第
一
九
回
国
際
真
宗
学
会

学
術
大
会
（
台
湾
の
新
北
市
金
山
区
に
あ
る
法
鼓
文
理
学
院
で

開
催
）
に
お
い
て
発
表
し
た
欧
文
資
料
を
和
文
に
書
き
改
め
、

若
干
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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観
経
序
分
義
巻
第
二

�

沙
門
善
導
集
記

【
観
経
・
全
体
の
科
段
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

こ
こ
か
ら
以
下
で
は
〔『
観
経
』
の
〕
経
文
に
つ
い
て
、〔
詳

細
に
〕
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。〔
こ
こ
で
は
『
観
経
』

全
体
を
〕
概
略
的
に
五
項
目
に
区
分
し
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
よ
う
。

第
一
に
〔『
観
経
』
の
〕「
如
是
我
聞
（
（
（

」
か
ら
、「
五
苦
所
逼

云
何
見
極
樂
世
界
（
（
（

」
ま
で
は
、〔
釈
尊
に
よ
っ
て
こ
の
〕『
観
経
』

が
説
示
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
（
序
分
）
を
明
か
し
て
い
る
。

第
二
に〔『
観
経
』の
第
一
〕日
観
の
最
初
の
文
章
で
あ
る「
佛

告
韋
提
汝
及
衆
生
（
（
（

」
か
ら
、
後
の
下
品
下
生
（
（
（

ま
で
は
、『
観
経
』

の
最
も
中
心
的
な
内
容
（
正
宗
分
）
を
明
か
し
て
い
る
。

第
三
に
〔『
観
経
』
の
〕「
説
是
語
時
（
（
（

」
か
ら
、「
諸
天
發
心
（
（
（

」

ま
で
は
、
ま
さ
し
く
『
観
経
』
を
聴
聞
し
た
こ
と
の
功
徳
（
得

益
分
）
を
明
か
し
て
い
る
。

第
四
に
〔『
観
経
』
の
〕「
阿
難
白
佛
（
（
（

」
か
ら
、「
韋
提
等
歡

喜
（
（
（

」
ま
で
は
、〔
こ
の
〕『
観
経
』
の
結
末
（
流
通
分
）
を
明
か

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
四
義
は
、釈
尊
が
王
舎
城
を
〔
こ
の
『
観
経
』
の
〕

説
法
の
場
所
と
し
て
、
直
々
に
説
示
し
た
法
会
（
王
宮
会
）
で

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
）　

研
究
ノ
ー
ト

善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
②
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あ
る
（
（
（

。
第
五
に
阿
難
が
耆
闍
崛
山
の
大
衆
に
対
し
て
、〔
王
舎
城
で

目
の
当
た
り
に
し
た
釈
尊
に
よ
る
『
観
経
』
の
教
説
を
〕
伝
え

る
た
め
に
説
き
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
〔
耆
闍
崛

山
を
〕
説
法
の
場
所
と
し
た
法
会
（
耆
闍
会
）
で
あ
る
（
（1
（

。

〔
こ
の
耆
闍
崛
山
を
説
法
の
場
所
と
し
た
法
会
（
耆
闍
会
）

に
つ
い
て
〕
ま
た
以
下
の
三
段
の
区
分
が
あ
る
。

第
一
に
「
爾
時
世
尊
足
歩
虚
空
還
耆
闍
崛
山
（
（1
（

」
か
ら
は
、
こ

の
〔
耆
闍
会
の
〕
経
緯
（
序
分
）
を
明
か
し
て
い
る
。

第
二
に
「
阿
難
廣
爲
大
衆
説
如
上
事
（
（1
（

」
か
ら
は
、
こ
の
〔
耆

闍
会
の
〕
最
も
中
心
的
な
内
容
（
正
宗
分
）
を
明
か
し
て
い
る
。

第
三
に
「
一
切
大
衆
歡
喜
奉
行
（
（1
（

」
は
、
こ
の
〔
耆
闍
会
の
〕

結
末
（
流
通
分
）
を
明
か
し
て
い
る
。

さ
て
〔
釈
尊
に
よ
る
〕
救
済
に
は
、
必
ず
〔
そ
の
救
済
に

至
る
ま
で
の
経
緯
と
〕理
由
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
最
初
に〔
こ

の
『
観
経
』
が
説
示
さ
れ
る
〕
経
緯
を
〔
説
き
〕
明
か
し
て
い

る
。〔
こ
の
よ
う
に
『
観
経
』
が
説
示
さ
れ
る
〕
経
緯
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
ま
さ
し
く
〔
釈
尊
は
〕
教
え
を
説
く
の
で
あ
る
。

次
に
〔『
観
経
』
の
〕
最
も
中
心
的
な
内
容
を
〔
説
き
〕
明

か
す
。〔
釈
尊
が
韋
提
や
未
来
世
の
人
々
の
〕た
め
に
説
く〔
教

え
〕
が
完
全
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
教
え
を
未
来

に
伝
え
る
た
め
に
、〔
釈
尊
自
ら
こ
の
教
え
が
極
め
て
〕
す
ぐ

れ
て
い
る
こ
と
を
称
讃
し
、〔
す
べ
て
の
人
々
に
こ
の
教
え
を
〕

学
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

そ
の
後
に
〔『
観
経
』
の
〕
結
末
を
〔
説
き
〕
明
か
す
〔
内

容
と
な
っ
て
い
る
〕。

以
上
、
五
段
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
概
略
的
に
〔
釈
尊

に
よ
る
『
観
経
』
説
示
の
〕
経
緯
と
、
最
も
中
心
的
な
内
容
と
、

結
末
に
つ
い
て
説
明
し
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
序
分
の
科
段
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

ま
た
上
述
の
〔
こ
の
『
観
経
』
説
示
の
〕
経
緯
に
つ
い
て
、

ま
た
〔
さ
ら
に
〕
二
つ
に
区
分
す
る
。

第
一
に
「
如
是
我
聞
（
（1
（

」
の
一
句
〔
の
み
〕
を
證
信
序
と
名
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付
け
る
。

第
二
に
「
一
時
（
（1
（

」
か
ら
、「
云
何
見
極
樂
世
界
（
（1
（

」
ま
で
は
、

ま
さ
し
く
発
起
序
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑴
證
信
序
】

如
是
我
聞
（『
浄
全
』
一・三
七
頁
／
『
聖
典
』
一・一
三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

〔
ま
ず
〕
最
初
に
〔
證
信
序
の
〕「
證
信
」
と
は
、
こ
れ
に

つ
い
て
二
義
が
あ
る
。

第
一
に
「
如
是
」
の
二
文
字
は
、
全
体
的
に
教
え
主
に
つ

い
て
表
し
て
い
る
。〔
こ
の
『
観
経
』
を
〕
説
示
し
た
人
物
〔
、

つ
ま
り
釈
尊
〕
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
第
〕
二
に
「
我
聞
」
の
二
文
字
は
、
特
に
阿
難
の
こ
と
を

示
し
て
い
る
。〔
つ
ま
り
、
こ
の
『
観
経
』
を
〕
聴
聞
し
た
人

物
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
〔
経
典
の
冒
頭
に
〕「
如
是
我
聞
」
と
説
く
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
〔「
如
是
我
聞
」
に
つ
い
て
、「
如
是
」

と
「
我
聞
」
の
二
句
を
〕
並
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
解
釈

す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
如
是
」
と
は
、つ
ま
り
法
を
指
示
す
る
。〔
こ
の
『
観

経
』
の
法
と
は
〕
定
善
と
散
善
の
〔
二
〕
門
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
〔「
如
是
」
は
〕
定
型
句
で
あ
り
、
衆
生
が
〔
そ
の
教
え

の
ま
ま
に
〕
実
践
す
れ
ば
、
必
ず
功
徳
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

如
来
が
説
き
明
か
し
た
言
葉
に
は
嘘
偽
り
が
な
い
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
如
是
」
と
言
う
。

ま
た
「
如
」
と
は
、〔
仏
の
所
説
は
〕
衆
生
の
思
い
に
対
応

す
る
こ
と
で
も
あ
る
。〔
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
心
の
願
い
に
し

た
が
っ
て
、仏
は
衆
生
を
救
済
す
る
。〔
こ
の
よ
う
に
〕衆
生〔
の

思
い
〕
と
〔
仏
の
〕
教
え
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
を
「
是
」

と
言
う
。
だ
か
ら
「
如
是
」
と
言
う
。

ま
た
「
如
是
」
と
は
、
如
来
は
〔
あ
り
の
ま
ま
の
こ
と
を
、

あ
り
の
ま
ま
に
説
く
。
つ
ま
り
〕
漸
教
を
説
く
場
合
は
漸
教
そ

の
ま
ま
に
、
頓
教
を
説
く
場
合
は
頓
教
そ
の
ま
ま
に
、
相
を
説

く
場
合
は
相
そ
の
ま
ま
に
、
空
を
説
く
場
合
は
空
そ
の
ま
ま
に
、

人
法
を
説
く
場
合
は
人
法
そ
の
ま
ま
に
、
天
法
を
説
く
場
合
は

天
法
そ
の
ま
ま
に
、
小
乗
を
説
く
場
合
は
小
乗
そ
の
ま
ま
に
、
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大
乗
を
説
く
場
合
は
大
乗
そ
の
ま
ま
に
、
凡
夫
の
た
め
の
教
え

を
説
く
場
合
は
凡
夫
の
た
め
の
教
え
の
ま
ま
に
、
聖
者
の
た
め

の
教
え
を
説
く
場
合
は
聖
者
の
た
め
の
教
え
の
ま
ま
に
、
因
を

説
く
場
合
は
因
そ
の
ま
ま
に
、
果
を
説
く
場
合
は
果
そ
の
ま
ま

に
、
苦
を
説
く
場
合
は
苦
そ
の
ま
ま
に
、
楽
を
説
く
場
合
は
楽

そ
の
ま
ま
に
、〔
こ
の
世
界
か
ら
〕
遠
い
こ
と
を
説
く
場
合
は

遠
い
ま
ま
に
、〔
こ
の
世
界
か
ら
〕
近
い
こ
と
を
説
く
場
合
は

近
い
ま
ま
に
、〔
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
が
〕
同
じ
こ
と
を
説
く
場

合
は
同
じ
ま
ま
に
、〔
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
が
〕
別
な
る
こ
と
を

説
く
場
合
は
別
な
ま
ま
に
、
浄
を
説
く
場
合
は
浄
そ
の
ま
ま
に
、

穢
を
説
く
場
合
は
穢
そ
の
ま
ま
に
説
き
示
す
。〔
如
来
が
〕
す

べ
て
の
存
在
が
千
差
万
別
で
あ
る
こ
と
を
説
く
場
合
は
、
如
来

の
見
極
め
る
と
こ
ろ
は
、
歴
然
と
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、〔
教

え
を
聞
く
衆
生
は
そ
れ
ぞ
れ
〕
思
い
の
ま
ま
に
修
行
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
っ
た
功
徳
が
あ
り
、〔
し
か
も
そ
の
〕
修
行
の
結

果
は
必
然
的
に
然
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、〔
如
来
の
言
葉
に
〕

ま
っ
た
く
誤
り
や
過
失
が
な
い
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
ま
た
「
是
」

と
言
う
。
だ
か
ら
「
如
是
」
と
言
う
。

「
我
聞
」
と
は
、
阿
難
は
仏
の
侍
者
で
あ
り
、
常
に
仏
の
後

ろ
に
付
き
従
い
、〔
仏
の
教
説
を
〕
多
く
聞
き
、〔
仏
の
教
え
を
〕

広
く
知
り
、そ
の
身
は
〔
仏
の
〕
そ
ば
に
あ
り
、〔
仏
の
言
葉
を
〕

よ
く
聴
き
、
よ
く
保
持
し
、〔
仏
の
〕
教
え
の
要
点
を
親
し
く

承
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
の
こ
と
は
阿
難
が

仏
か
ら
〕
伝
え
聞
い
た
教
え
に
誤
り
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
我
聞
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
た「
證
信
」と
は
、阿
難
が
仏
の
教
え
を
親
し
く
承
り
、〔
こ

れ
を
〕
未
来
ま
で
〔
間
違
え
る
こ
と
な
く
、確
実
に
〕
伝
え
、〔
自

ら
が
聞
い
た
仏
の
教
え
を
〕
衆
生
に
対
し
て
〔
聞
か
せ
る
〕
た

め
に
、〔
こ
の
『
観
経
』
に
説
く
と
こ
ろ
の
〕
こ
の
よ
う
な
観

察
方
法
を
自
分
は
仏
か
ら
〔
正
し
く
〕
聞
い
た
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
、〔
衆
生
が
仏
の
言
葉
と
教
え
を
〕
信
じ
る
べ

き
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
〔
こ
の
「
如
是

我
聞
」
の
一
句
を
〕「
證
信
序
」
と
名
付
け
る
の
だ
。〔
な
お
〕

こ
の
こ
と
は
阿
難
の
立
場
か
ら
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【
観
経
・
⑵
発
起
序
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

〔
第
〕
二
に
発
起
序
の
中
に
つ
い
て
、〔
次
の
〕
七
項
目
に

細
か
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
ま
ず
〕
は
じ
め
に
「
一
時
佛
在
（
（1
（

」
か
ら
、「
法
王
子
而
爲

上
首
（
（1
（

」
ま
で
は
、
化
前
序
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
「
王
舍
大
城
（
（1
（

」
か
ら
、「
顏
色
和
悦
（
（2
（

」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
こ
の
〕
発
起
序
の
禁
父
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
「
時
阿
闍
世
（
（2
（

」
か
ら
、「
不
令
復
出
（
（2
（

」
ま
で
は
、

禁
母
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
「
時
韋
提
希
被
幽
閉
（
（2
（

」
か
ら
、「
共
爲
眷
屬
（
（2
（

」

ま
で
は
、
厭
苦
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
「
唯
願
爲
我
廣
説
（
（2
（

」
か
ら
、「
教
我
正
受
（
（2
（

」
ま

で
は
、
そ
の
欣
浄
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
「
爾
時
世
尊
即
便
微
笑
（
（2
（

」
か
ら
、「
淨
業
正
因
（
（2
（

」

ま
で
は
、
散
善
顕
行
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
七
に
「
佛
告
阿
難
等
諦
聽
（
（2
（

」
か
ら
、「
云
何
得
見
極

樂
國
土
（
（3
（

」
ま
で
は
、
ま
さ
し
く
定
善
示
観
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

以
上
、
七
段
の
相
違
が
あ
る
が
、
詳
し
く
発
起
序
の
説
明

を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

〔
第
〕
二
に
、
引
き
続
い
て
〔
発
起
序
を
七
段
に
細
分
化
し

た
中
の
第
一
〕
化
前
序
を
解
釈
す
る
と
、
こ
の
〔
化
前
〕
序
に

つ
い
て
〔
以
下
の
〕
四
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
―
ⅰ
】

一
時
（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

〔
ま
ず
〕
最
初
に
「
一
時
」
と
は
、〔
経
典
が
〕
説
き
起
こ

さ
れ
教
化
が
は
じ
ま
る
時
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。
仏
が
説

法
を
す
る
時
に
あ
た
っ
て
は
、〔
ま
ず
〕
時
と
場
所
が
必
要
で

あ
る
。
た
だ
し
衆
生
が
覚
り
を
開
く
に
は
、
必
ず
〔
仏
か
ら
教
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え
を
受
け
る
た
め
の
〕
理
由
と
、〔
仏
に
よ
る
〕
教
説
が
必
要

で
あ
り
、
救
い
主
〔
た
る
仏
〕
は
衆
生
に
相
対
し
て
、
時
と
場

所
を
選
ぶ
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
一
時
」
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
〔
仏
の
説
法
は
〕

日
夜
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
十
二
時
間
、〔
あ
る
い
は
〕
年
月
〔
そ

れ
ぞ
れ
の
〕
四
季
な
ど
〔
、
適
宜
に
行
わ
れ
る
〕
も
の
で
あ
る
。

こ
の
〔
如
来
の
説
法
は
〕
す
べ
て
相
手
〔
の
衆
生
〕
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
り
、〔
如
来
が
説
法
す
る
時
こ
そ
が
、
相
手
の
衆

生
を
〕
救
済
す
る
そ
の
時
な
の
だ
。

〔
次
に
仏
が
説
法
を
は
じ
め
る
〕
場
所
と
は
、
相
手
に
対
し

て
適
宜
に
〔
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
、〕
如
来
は
説
法
を
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。〔
如
来
が
説
法
を
は
じ
め
る
際
、〕
時
に
は

山
林
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
し
、
時
に
は
王
宮
や
賑
や
か
な
と

こ
ろ
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
し
、
時
に
は
荒
地
や
墓
場
を
〔
説

法
の
〕
場
所
と
し
、
時
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
人
々
や
天
人
が

集
ま
る
と
こ
ろ
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
し
、
時
に
は
声
聞
や
菩

薩
が
集
ま
る
と
こ
ろ
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
し
、
時
に
は
八
部

の
天
人
や
王
な
ど
が
集
ま
る
と
こ
ろ
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
し
、

時
に
は
た
だ
凡
夫
だ
け
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
や
一
人
か
二
人

ほ
ど
し
か
集
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
し
、
時

に
は
聖
者
だ
け
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
や
一
人
か
二
人
ほ
ど
し

か
集
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
を
〔
説
法
の
〕
場
所
と
す
る
〔
こ
と
も

あ
る
〕。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
と
場
所
に
お
い
て
、
如
来
は
〔
対
象

と
な
る
相
手
と
時
と
場
所
を
〕
見
極
め
、〔
聴
衆
と
な
る
相
手

に
対
し
て
〕
過
不
足
な
く
、〔
聴
衆
と
な
る
相
手
が
必
要
と
す

る
ま
ま
〕
縁
に
し
た
が
っ
て
法
を
授
け
、〔
教
え
を
受
け
た
相

手
が
〕
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
と
す
る
ま
ま
の
功
徳
を
与
え
る
。
こ

の
こ
と
は
つ
ま
り
、
釣
り
鐘
〔
の
音
〕
が
鳴
り
響
く
と
は
い
っ

て
も
、〔
そ
れ
は
〕
必
ず
〔
そ
の
釣
り
鐘
を
〕
撞
く
か
ら
こ
そ

鳴
り
響
く
よ
う
に
、
釈
尊
が
慈
悲
を
お
示
し
に
な
る
こ
と
は
、

必
ず
〔
釈
尊
に
対
し
て
説
法
の
〕
要
請
が
あ
っ
た
上
で
、〔
釈

尊
は
教
え
を
〕
お
説
き
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
一
時
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

ま
た
「
一
時
」
と
は
、
阿
闍
世
が
ま
さ
し
く
親
を
手
に
か

け
よ
う
と
し
た
〔
そ
の
〕
時
、大
聖
（
釈
尊
）
が
ど
こ
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
か
〔
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
〕。
ま
さ
に
こ
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の
時
、
た
だ
如
来
〔
一
人
〕
が
〔
比
丘
と
菩
薩
の
〕
二
衆
と
と

も
に
〔
王
舎
城
か
ら
離
れ
た
〕
耆
闍
崛
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

こ
の
「
一
時
」
は
つ
ま
り
王
舎
城
（
下
）
を
挙
げ
る
こ
と
で
、

耆
闍
崛
山
（
上
）
を
表
現
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
一
時
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
「
一
時
」
と
は
、
釈
尊
が
〔
比
丘
と
菩
薩
の
〕
二
衆

と
と
も
に
、
こ
の
「
一
時
」
の
間
に
お
い
て
〔
王
舎
城
か
ら
離

れ
た
〕
耆
闍
崛
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
こ
こ
で
阿
闍
世
が
親

を
手
に
か
け
る
と
い
う
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
を
犯
す
事
件
を
お
知

り
に
な
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
耆
闍
崛
山
（
上
）
を
挙
げ
る
こ
と

で
、王
舎
城
（
下
）
を
表
現
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
一
時
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
―
ⅱ
】

仏
（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
二
に「
仏
」と
は
、つ
ま
り
教
え
主
を
表
し
確
定
す
る
。〔
こ

の
こ
と
は
〕
他
の
仏
と
区
別
し
て
、〔『
観
経
』
を
説
い
た
仏
が
〕

た
だ
釈
尊
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
意
味
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
―
ⅲ
】

在
王
舍
城
耆
闍
崛
山
中
（『
浄
全
』
一・三
七
頁
／
『
聖
典
』
一・

一
三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
在
王
舍
城
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
し
く
如
来
が

遊
説
し
教
化
す
る
場
所
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
二

項
目
が
あ
る
。

第
一
に
〔
如
来
が
〕
王
舎
城
の
市
街
地
に
遊
説
さ
れ
る
こ

と
は
、
在
家
の
人
々
を
教
化
す
る
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
耆
闍
崛
山
な
ど
の
場
所
に
赴
く
こ
と
は
、
出
家
の

人
々
を
教
化
す
る
た
め
で
あ
る
。

ま
た
「
在
家
」
と
は
、
五
欲
を
貪
り
求
め
続
け
る
こ
と
が

日
常
的
〔
な
存
在
〕
で
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
清
ら
か
な
心
を
お

こ
し
た
と
し
て
も
、〔
そ
れ
は
ま
る
で
〕
水
に
絵
を
描
く
よ
う

な
こ
と
で
あ
り
〔
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
〕。
た
だ
〔
仏
が
〕

縁
に
し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
人
々
を
救
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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〔
仏
は
す
べ
て
の
人
々
へ
の
〕大
悲
を
捨
て
去
る
こ
と
は
な
い
が
、

出
家
者
と
在
家
者
は
姿
や
形
が
異
な
る
の
で
、
一
緒
に
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
「
境
界
住
」
と
い
う
の
で

あ
る
。

ま
た
「
出
家
」
と
は
不
惜
身
命
に
愛
欲
を
断
ち
切
り
、真
〔
実

の
仏
法
〕に
帰
依
し
、心
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
硬
く
、〔
そ

し
て
〕
丸
い
鏡
と
同
じ
よ
う
に
〔
明
ら
か
で
あ
る
〕。〔
出
家
た

る
者
は
〕
仏
の
境
地
を
心
か
ら
願
い
、
広
く
自
他
を
救
済
す
る
。

も
し
数
多
の
欲
望
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
徳
を

得
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
を
「
依
止
住
（
（3
（

」
と
い
う

の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
―
ⅳ
】

與
大
比
丘
衆
千
二
百
五
十
人
倶
菩
薩
三
萬
二
千
文
殊
師
利
法
王

子
而
爲
上
首
（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三

九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
與
大
比
丘
衆
」
か
ら
、「
而
爲
上
首
」
ま
で
は
、

仏
弟
子
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
仏
弟
子
の
こ
と

を
分
け
て
二
種
と
す
る
。
第
一
に
は「
声
聞
衆
」、第
二
に
は「
菩

薩
衆
」
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
―
ⅳ
―
Ａ
】

（
前
出
の
た
め
省
略
）

【
観
経
疏
】

〔
こ
の
第
一
の
〕
声
聞
衆
に
つ
い
て
九
項
目
が
あ
る
。

第
一
に
〔「
與
大
比
丘
衆
」
の
〕「
與
」
と
は
、
仏
身
が
大

衆
を
兼
ね
る
〔
と
い
う
意
味
で
あ
る
〕。
だ
か
ら
「
與
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

〔「
與
大
比
丘
衆
」
の
「
大
」
と
は
、〕
第
二
に
総
じ
て
偉
大

で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
は
姿
形
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に

は
そ
の
集
団
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
五
に
は
法
臘
が
偉
大
で

あ
る
こ
と
、
第
六
に
は
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
第
七
に
は
長

老
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
八
に
は
内
に
秘
め
た
る
徳
が
偉
大

で
あ
る
こ
と
、
第
九
に
は
皆
が
阿
羅
漢
果
を
得
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
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問
う
。〔
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
〕
疑
問
が
あ
る
。

す
べ
て
の
経
典
の
冒
頭
に
は
皆
、
こ
れ
ら
声
聞
が
説
か
れ
て
い

る
〔
よ
う
に
、
こ
の
経
典
で
も
〕
こ
の
よ
う
に
説
き
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
の
こ
と
に
は
特
別
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
特
別
な
意
味
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
声
聞
の
多

く
は
〔
も
と
も
と
は
〕
釈
尊
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
。『
賢
愚

経
（
（3
（

』
に
説
く
と
お
り
で
あ
る
。
優
樓
頻
羸
迦
葉
に
は
五
百
人
の

弟
子
が
い
て
邪
法
を
実
践
し
広
め
て
い
た
。
伽
耶
迦
葉
に
は
二

百
五
十
人
の
弟
子
が
い
て
邪
法
を
実
践
し
広
め
て
い
た
。
那
提

迦
葉
に
は
二
百
五
十
人
の
弟
子
が
い
て
邪
法
を
実
践
し
広
め
て

い
た
。〔
こ
れ
ら
三
師
の
弟
子
の
数
を
合
わ
せ
る
と
〕
合
計
で

〔「
千
二
百
五
十
人
」
中
の
〕
千
人
と
な
る
。
彼
ら
は
す
べ
て
釈

尊
の
教
化
を
受
け
、
阿
羅
漢
と
な
る
方
法
を
得
た
の
で
あ
る
。

〔「
千
二
百
五
十
人
」
中
の
〕
二
百
五
十
人
と
は
、
舎
利
弗
と
目

連
の
弟
子
で
あ
り
、
彼
ら
は
と
も
に
同
じ
場
所
に
あ
っ
て
邪
法

を
実
践
し
広
め
て
い
た
。
彼
ら
も
ま
た
釈
尊
の
教
化
を
受
け
、

阿
羅
漢
と
な
る
方
法
と
阿
羅
漢
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
一
箇
所
に
集
ま
っ
て
い
た
の
で
、
千
二
百

五
十
人
と
な
る
の
で
あ
る
。

問
う
。
こ
の
〔
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
、合
計
千
二
百
五
十
人
の
〕

大
衆
の
中
に
は
、
釈
尊
の
教
え
を
信
奉
し
な
い
者
（
外
道
）
で

は
な
く
、〔
仏
教
を
信
奉
す
る
〕
者
も
あ
る
。〔
で
は
〕
な
ぜ
〔
こ

の
経
典
の
冒
頭
に
、
彼
ら
も
〕
合
計
し
て
〔
そ
の
数
を
〕
提
示

す
る
の
か
。

答
え
る
。〔
あ
る
〕『
経
（
（3
（

』
に
は
「
こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
釈
尊

の
教
え
を
信
奉
し
な
い
者
（
外
道
）
た
ち
も
、
常
に
釈
尊
に
随

従
し
、と
も
に
距
離
を
取
っ
た
り
離
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
釈
尊
の
教
え
を
確
認
す
る
た

め
に
仏
弟
子
た
ち
が
参
集
し
た
際
に
は
、〔
今
は
仏
弟
子
な
が

ら
も
、
以
前
に
〕
釈
尊
の
教
え
を
信
奉
し
な
か
っ
た
頃
の
功
徳

が
姿
形
に
現
れ
た
者
た
ち
を
も
〔
そ
の
場
所
に
〕
選
び
入
れ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
〔
彼
ら
仏
弟
子
に
つ
い
て
も
、
釈
尊
に
出
会

う
以
前
の
こ
と
を
意
味
す
る
「
外
道
」
と
い
う
〕
異
な
っ
た
名

称
が
あ
る
の
だ
。〔
こ
の
こ
と
か
ら
〕
釈
尊
の
教
え
を
信
奉
し

な
い
者
（
外
道
）
は
多
く
、
そ
う
で
は
な
い
〔
最
初
か
ら
釈
尊
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を
信
奉
す
る
〕
者
た
ち
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
問
う
。
彼
ら
釈
尊
の
教
え
を
信
奉
し
な
い
者（
外
道
）は
、

常
に
釈
尊
の
背
後
か
ら
付
き
従
っ
て
〔
行
動
し
て
い
た
〕。〔
こ

の
彼
ら
の
行
動
に
は
一
体
〕
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。〔
こ
の
彼
ら
の
行
動
を
〕解
釈
す
る
と
二
義
が
あ
る
。

第
一
に
仏
の
側
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
第
二
に
外
道
の
側
か
ら

の
解
釈
で
あ
る
。

〔
第
一
に
〕
仏
の
側
か
ら
の
解
釈
と
は
、
こ
の
さ
ま
ざ
ま
な

外
道
た
ち
が
邪
な
教
え
を
、
長
い
時
間
を
か
け
て
宣
揚
す
る
こ

と
は
、
こ
の
一
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
〔
多
生
に
わ
た
る

も
の
で
あ
る
〕。〔
そ
れ
ゆ
え
こ
の
外
道
が
〕
真
如
の
法
門
に
帰

依
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
以
前
に
習
得
し
た
邪
教
が
ま
だ
そ
の

身
に
染
み
つ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
如
来
は
こ
の
〔
彼
ら
外
道
が

以
前
に
習
得
し
た
邪
教
が
ま
だ
そ
の
身
に
染
み
つ
い
て
い
る
〕

こ
と
を
よ
く
よ
く
知
っ
て
お
り
、〔
彼
ら
外
道
に
対
し
て
〕
外

で
の
教
化
を
さ
せ
な
か
っ
た
。〔
こ
の
こ
と
は
〕お
そ
ら
く〔
彼

ら
外
道
が
教
化
す
る
際
に
、
つ
い
以
前
に
習
得
し
た
邪
教
を
説

き
示
し
〕
人
々
の
正
し
い
認
識
の
根
を
断
ち
、〔
あ
る
い
は
〕

芽
を
摘
み
取
っ
て
し
ま
い
、
悪
業
が
増
長
し
、
こ
の
世
で
も
後

の
世
で
も
、〔
釈
尊
の
教
え
を
受
け
な
が
ら
も
、
ま
っ
た
く
覚

り
に
到
達
す
る
と
い
う
〕
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
因
縁
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、〔
仏
は
彼
ら
外
道
を
〕

自
ら
の
側
に
お
き
、
外
に
対
し
て
教
化
す
る
こ
と
を
認
め
な

か
っ
た
の
だ
。
以
上
は
仏
の
側
か
ら
見
た
解
釈
で
あ
る
。

次
に
〔
第
二
に
〕
外
道
の
側
か
ら
の
解
釈
と
は
、
迦
葉
た

ち
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
考
え
た
。「
自
身
は
〔
こ
れ
ま
で
〕
た

だ
〔
ひ
と
り
で
〕
遠
い
過
去
か
ら
永
い
間
に
か
け
て
生
死
〔
輪

廻
の
世
界
〕
に
沈
み
込
み
、
六
道
〔
の
中
〕
で
〔
幾
度
も
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
〕
繰
り
返
し
て
い
る
。〔
こ
の
輪
廻

を
繰
り
返
す
〕
苦
し
み
た
る
や
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の
で

あ
る
。〔
こ
の
我
が
身
は
〕
愚
か
で
罪
深
く
、悪
し
き
認
識
〔
と

判
断
し
か
で
き
ず
〕、
邪
な
〔
悪
因
縁
の
ご
と
き
〕
風
に
と
ら

わ
れ
、
執
着
し
、〔
こ
れ
ま
で
〕
尊
き
師
に
会
う
こ
と
も
な
く
、

永
い
間
、〔
輪
廻
と
い
う
〕
苦
し
み
の
海
を
漂
流
し
て
き
た
。

た
だ
過
去
世
か
ら
続
く
仏
と
の
因
縁
に
よ
り
、
た
ま
た
ま
大
慈

悲
が
溢
れ
る
釈
尊
に
出
会
い
、〔
釈
尊
の
教
え
た
る
こ
の
〕
法
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の
恩
恵
に
は
私
利
私
欲
が
な
い
か
ら
〔
こ
そ
〕、
我
々
も
そ
の

法
の
恩
恵
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
仏
の
恩
恵
と
功
徳
を
よ
く
よ

く
考
え
る
と
、
粉
骨
砕
身
の
想
い
が
極
ま
り
、
た
だ
立
ち
尽
く

す
ば
か
り
で
あ
る
。
親
し
く
釈
尊
に
お
仕
え
申
し
上
げ
、
誰
に

も
代
替
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
。
以
上
は
外
道
の
側
か
ら

見
た
解
釈
で
あ
る
。

ま
た
問
う
。
こ
れ
ら
長
老
た
ち
の
こ
と
を
、ど
う
し
て「
人
々

の
間
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
か
。

答
え
る
。
功
徳
が
高
い
こ
と
を
「
尊
」
と
い
い
、
仏
門
に

長
く
身
を
置
い
た
こ
と
を
「
宿
」
と
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
も

聖
者
も
、
彼
ら
〔
長
老
た
ち
〕
の
内
面
の
功
徳
が
人
々
よ
り
優

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、〔
ま
た
〕
外
面
に
現
れ
た
姿
も
人
々

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
「
人
々
の
間
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
」
と
い
う
の

で
あ
る
。

以
上
、〔
先
に
挙
げ
た
、第
一
に
仏
身
が
大
衆
を
兼
ね
る
こ
と
、

第
二
に
総
じ
て
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
は
姿
形
が
偉
大
で

あ
る
こ
と
、
第
四
に
は
そ
の
集
団
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
五

に
は
法
臘
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
六
に
は
数
が
多
い
と
い
う

こ
と
、
第
七
に
は
長
老
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
八
に
は
内
に

秘
め
た
る
徳
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
、
第
九
に
は
皆
が
阿
羅
漢
果

を
得
て
い
る
こ
と
と
い
う
〕
九
種
の
相
違
が
あ
る
が
、
声
聞
衆

に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
①
化
前
序
―
ⅳ
―
Ｂ
】

（
前
出
の
た
め
省
略
）

【
観
経
疏
】

次
に
菩
薩
衆
に
つ
い
て
解
釈
す
る
。
こ
の
〔
菩
薩
〕
衆
に

つ
い
て
七
項
目
が
あ
る
。
第
一
に
そ
の
姿
形
を
明
か
し
、
第
二

に
そ
の
数
を
明
か
し
、
第
三
に
そ
の
位
を
明
か
し
、
第
四
に
そ

の
果
を
明
か
し
、
第
五
に
そ
の
徳
を
明
か
し
、
第
六
に
特
に
文

殊
〔
菩
薩
〕
の
徳
が
高
い
こ
と
を
明
か
し
、
第
七
に
〔
こ
の
菩

薩
衆
に
つ
い
て
〕
総
括
す
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
計
り
知
れ
な
い
誓
願
と
〔
そ
の
た

め
の
〕
修
行
を
す
べ
て
体
得
し
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
そ
の
身
に

備
わ
り
、
ど
こ
へ
で
も
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
赴
い
て
、
巧
み
な
手
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立
て
で
人
々
を
〔
仏
の
教
え
へ
と
〕
導
く
。〔
ま
た
自
ら
は
〕

仏
の
境
界
に
入
っ
て
、
覚
り
の
境
地
を
極
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
界

に
お
い
て
自
ら
が
仏
と
し
て
覚
り
を
開
い
て
い
る
姿
を
示
す
の

で
あ
る
。〔
そ
の
身
か
ら
は
〕
光
明
が
放
た
れ
、
あ
ら
ゆ
る
世

界
は
隈
な
く
照
ら
さ
れ
る
。〔
さ
ら
に
〕
数
限
り
な
い
仏
国
土

は
大
い
に
揺
れ
動
く
。〔
導
く
べ
き
人
々
に
対
し
て
、
そ
の
〕

縁
に
し
た
が
っ
て
〔
教
え
を
〕
開
示
し
、
そ
し
て
〔
真
理
の
〕

教
え
を
説
き
示
し
、
法
の
太
鼓
を
叩
き
、
法
の
剣
を
手
に
し
、

法
の
雷
鳴
を
轟
か
せ
、法
の
雨
を
降
り
注
い
で
〔
万
物
を
潤
し
〕、

法
の
施
し
を
行
き
渡
ら
せ
、
常
に
教
え
を
示
す
声
で
世
の
人
々

を
〔
迷
い
か
ら
〕
目
覚
め
さ
せ
る
。
邪
な
〔
教
え
と
い
う
〕
網

を
引
き
裂
き
、
世
間
の
誤
っ
た
考
え
を
消
し
去
り
、
様
々
な
煩

悩
を
打
ち
払
い
、
欲
望
と
い
う
深
い
堀
を
埋
め
尽
く
す
。〔
菩

薩
た
る
者
に
は
〕
一
点
の
汚
れ
も
な
く
、〔
彼
ら
が
放
つ
〕
光

明
は
仏
の
教
え
を
ど
こ
ま
で
も
行
き
届
か
せ
、〔
人
々
を
〕
正

し
く
導
く
〔
教
え
を
〕
説
き
弘
め
る
。〔
ま
た
菩
薩
は
〕
人
々

を
憐
み
、
い
た
わ
り
、
い
ま
だ
か
つ
て
奢
っ
た
り
、
身
勝
手
に

振
る
舞
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
〔
一
度
も
〕
な
く
、
覚
り
の
境

地
（
平
等
法
）
を
体
得
し
、
数
限
り
な
い
何
百
何
千
の
精
神
統

一
の
境
地
（
三
昧
）
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
瞬
く
間
に
〔
あ
ら

ゆ
る
仏
の
世
界
を
〕巡
拝
す
る
。多
く
の
人
々
を
背
負
っ
て
、〔
自

ら
に
〕
重
荷
と
し
て
〔
課
し
〕、
人
々
を
我
が
子
の
よ
う
に
慈

し
む
。〔
菩
薩
が
こ
の
よ
う
し
て
積
み
上
げ
て
き
た
〕
善
行
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
皆
、覚
り
を
開
く
正
因
と
な
り
、諸
仏
が
〔
具

え
て
い
る
〕計
り
知
れ
な
い
功
徳
を
体
得
す
る
の
で
あ
る
。〔
こ

の
菩
薩
の
〕
智
慧
が
広
々
と
し
て
明
る
い
様
子
は
、
人
知
を
絶

す
る
も
の
で
あ
る
（
（3
（

。

〔
こ
の
よ
う
に
第
一
に
姿
形
、
第
二
に
数
、
第
三
に
位
、
第

四
に
果
を
、
第
五
に
徳
を
明
か
し
、
第
六
に
文
殊
菩
薩
の
徳
が

高
い
こ
と
、
第
七
に
総
括
と
い
う
〕
七
項
目
の
相
違
が
あ
る
が
、

菩
薩
衆
に
関
す
る
解
釈
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
〔
声
聞
衆
と
菩
薩
衆
の
〕
二
衆
の
相
違

が
あ
る
が
、
広
く
化
前
序
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す

る
。
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【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
二
に
禁
父
縁
に
つ
い
て
七
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅰ
】

爾
時
王
舍
大
城
（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一

三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
爾
時
王
舍
大
城
」
か
ら
以
下
は
、
す
べ
て
〔
釈

尊
の
〕
教
化
〔
の
機
縁
〕
が
あ
っ
た
場
所
（
起
化
処
）
に
つ
い

て
明
か
し
て
い
る
。

そ
の
昔
、
人
々
が
普
通
に
城
内
に
家
を
建
て
て
も
、
落
雷

な
ど
〔
に
よ
る
避
け
難
き
〕
火
災
に
よ
り
〔
、
そ
の
家
が
〕
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。〔
こ
れ
が
〕も
し
王
家
の
邸
宅
な
ら
ば
、ま
っ

た
く
落
雷
な
ど
〔
に
よ
る
避
け
難
き
〕
火
災
が
近
づ
く
こ
と
も

な
か
っ
た
。
後
日
、
人
々
が
共
々
に
王
に
対
し
て
〔
以
下
の
よ

う
に
〕
奏
上
し
た
。「〔
私
達
〕
家
臣
が
家
を
建
て
て
も
、〔
な

ぜ
か
〕し
ば
し
ば
落
雷
な
ど〔
に
よ
る
避
け
難
き
〕火
災
に
よ
っ

て
〔
家
を
〕
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
王
の
邸
宅
だ
け
は

ま
っ
た
く
火
が
近
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。〔
な
ぜ
そ
う
の

か
〕
そ
の
理
由
す
ら
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
。〔
す
る
と
〕
王
は

奏
上
し
た
人
々
に
〔
以
下
の
よ
う
に
〕
答
え
た
。「
今
日
よ
り

以
後
は
、
あ
な
た
方
が
家
を
建
て
る
際
に
は
、
ま
ず
〈
私
は
今
、

王
の
た
め
に
家
を
建
て
る
の
だ
〉
と
言
う
よ
う
に
せ
よ
」
と
。

奏
上
し
た
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
王
の
勅
命
を
あ
り
が
た
く
頂
い
て
、

立
ち
返
っ
て
家
を
建
て
る
と
、〔
そ
の
後
は
落
雷
な
ど
に
よ
る

火
災
で
、
家
が
〕
焼
失
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の

故
事
に
よ
っ
て
、
古
来
、〔
こ
の
城
の
こ
と
を
〕「
王
舎
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

「
大
城
」
と
は
、
こ
の
城
は
実
に
巨
大
で
あ
り
、
そ
こ
に
九

億
人
の
民
が
い
た
。
だ
か
ら
「
王
舎
大
城
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
釈
尊
の
〕
教
化
〔
の
機
縁
〕
が
あ
っ
た
場
所
（
起
化
処
）

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
二
項
目
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
阿
闍
世
王
が
悪
心
を
起
こ
し
、
父
と
母
を
監

禁
す
る
と
い
う
契
機
が
あ
り
、〔
父
と
母
が
そ
れ
ぞ
れ
〕
監
禁
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さ
れ
、
こ
の
苦
し
み
の
世
界
の
こ
と
を
嫌
悪
し
、
何
の
憂
慮
も

な
い
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
切
望
す
る〔
こ
と
で
あ
る
〕。

第
二
に
は
、
す
な
わ
ち
如
来
が
〔
韋
提
希
の
〕
願
い
に
〔
応

じ
て
王
舎
城
に
〕
赴
き
、〔
韋
提
希
の
〕
為
に
〔
眉
間
の
間
か
ら
〕

光
を
放
っ
て
〔
諸
仏
の
国
土
を
照
ら
し
出
し
、
そ
の
光
が
頂
に

戻
っ
て
金
色
の
〕
台
と
な
る
。〔
そ
し
て
、
さ
ら
に
〕
阿
弥
陀

仏
（
霊
儀
）
が
そ
の
姿
を
顕
現
し
、〔
そ
の
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
た
韋
提
希
〕
夫
人
は
そ
の
ま
ま
極
楽
（
安
楽
）
に
往
生
す

る
こ
と
を
求
め
る
〔
こ
と
で
あ
る
〕。
ま
た
〔
韋
提
希
が
〕
心

を
〔
極
楽
世
界
に
〕
寄
せ
て
、〔
釈
尊
に
対
し
て
極
楽
世
界
に

往
生
す
る
た
め
の
〕実
践
行〔
に
つ
い
て
教
え
を
〕請
え
ば
、〔
ま

ず
〕仏
は
三
福
（
（3
（

と
い
う
実
践
行
を
開
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。〔
さ

ら
に
仏
が
続
け
て
説
き
明
か
し
た
、
極
楽
世
界
を
目
の
当
た
り

に
す
る
〕
正
し
き
観
察
行
（
正
観
）
は
、こ
れ
は
定
〔
善
の
法
〕

門
で
あ
る
。
さ
ら
に〔
仏
は
自
ら
の
意
志
に
お
い
て
〕九
品〔
往

生
〕（
九
章
（
（3
（

）
の
功
徳
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
〔
阿

闍
世
王
が
悪
心
を
起
こ
し
父
と
母
を
監
禁
し
、
そ
の
後
に
韋
提

希
が
釈
尊
に
教
え
を
請
い
、
釈
尊
が
三
福
や
定
散
二
善
と
説
き

示
し
た
、
こ
の
『
観
経
』
の
〕
因
縁
に
よ
る
か
ら
こ
そ
、〔
釈

尊
の
〕
教
化
〔
の
機
縁
〕
が
あ
っ
た
場
所
（
起
化
処
）
と
言
う

の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅱ
】

有
一
太
子
名
阿
闍
世
隨
順
調
達
惡
友
之
敎
（『
浄
全
』
一
・
三

七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
二
に
「
有
一
太
子
」
か
ら
、「
悪
友
之
教
」
ま
で
は
、
阿

闍
世
王
が
〔
提
婆
達
多
か
ら
様
々
な
不
可
思
議
な
様
子
を
見
せ

つ
け
ら
れ
て
〕
意
識
が
朦
朧
と
し
て
い
る
間
に
、
悪
人
〔
で
あ

る
提
婆
達
多
の
こ
と
を
〕す
っ
か
り
信
じ
込
み
、〔
提
婆
達
多
に
〕

騙
さ
れ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
太
子
」
と
は
〔
阿
闍
世
が
王
の
継
承
者
〕
の
位
に
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
阿
闍
世
」
と
は
〔
王
の
継
承
者
た
る
こ
の
者
の
〕
名
前
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
〔
こ
の
〕「
阿
闍
世
」
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
言
葉
で
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あ
る
。
こ
の
中
国
に
お
け
る
翻
訳
の
言
葉
で
は
「
未
生
怨
」
と

言
い
、
ま
た
「
折
指
」
と
も
言
う
。

問
う
。
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
〔
阿
闍
世
の
こ
と
を
〕「
未

生
怨
」
と
名
付
け
、
さ
ら
に
「
折
指
」
と
も
名
付
け
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
の
〔
二
つ
の
呼
び
名
は
、
阿
闍
世
が
誕
生
す

る
ま
で
の
〕
過
去
の
因
縁
を
表
す
か
ら
こ
そ
、
こ
の
〔
呼
び
〕

名
が
あ
る
。

こ
の
因
縁
と
は
〔
次
の
よ
う
な
話
し
で
あ
る
〕。
も
と
も
と

父
王
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
に
は
〔
後
継
と
な
る
〕
子
息
が
い

な
か
っ
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
神
々
に〔
後
継
の
誕
生
を
〕祈
っ

た
も
の
の
、
い
つ
ま
で
も
〔
後
継
を
〕
授
か
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。〔
そ
し
て
〕
最
後
に
〔
一
人
の
〕
占
い
師
に
出
会
っ
た
。

〔
そ
の
占
い
師
が
〕
王
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ
た
。「〔
王

の
〕
家
臣
で
あ
る
私
に
は
分
か
り
ま
す
。
山
の
中
に
一
人
の
バ

ラ
モ
ン
が
お
り
ま
す
。
そ
う
遠
く
は
な
い
間
に
そ
の
命
を
捨
て
、

命
が
尽
き
果
て
た
後
に
は
、
必
ず
や
王
の
た
め
に
〔
後
継
と
な

る
べ
く
、
王
の
〕
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」。

王
は
〔
こ
の
占
い
師
の
言
葉
を
〕
聞
い
て
、
心
の
底
か
ら

喜
び
、「
そ
の
バ
ラ
モ
ン
は
い
つ
命
を
捨
て
る
こ
と
と
な
る
の

か
」
と
聞
い
た
。

占
い
師
は
王
に
対
し
て
「〔
こ
の
バ
ラ
モ
ン
は
〕
今
か
ら
三

年
後
に
、
は
じ
め
て
そ
の
命
が
絶
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
答

え
た
。

〔
す
る
と
〕
王
は
「
私
は
す
で
に
年
老
い
て
お
り
、
こ
の
国

に
も
後
継
が
い
な
い
。
今
か
ら
三
年
と
い
う
時
間
が
経
つ
ま
で
、

ど
う
し
て
待
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
言
っ
た
。

 

〔
こ
う
言
う
と
〕
王
は
す
ぐ
さ
ま
、
使
者
を
〔
こ
の
バ
ラ
モ

ン
が
い
る
〕
山
に
遣
わ
せ
た
。〔
そ
し
て
使
者
を
こ
の
バ
ラ
モ

ン
の
も
と
に
〕
向
か
わ
せ
、
バ
ラ
モ
ン
に
懇
願
し
て
〔
次
の
よ

う
に
言
わ
せ
た
〕。「〔
我
が
国
の
〕
大
王
様
に
は
御
子
が
な
く
、

〔
そ
の
座
を
〕
継
承
す
る
者
が
お
り
ま
せ
ん
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら

の
神
々
に
〔
後
継
者
を
授
か
る
よ
う
に
と
お
願
い
し
、〕
祈
り

を
さ
さ
げ
て
参
り
ま
し
た
が
、〔
つ
い
に
今
日
ま
で
後
継
と
な

る
べ
き
御
子
を
〕
授
か
る
こ
と
は
で
き
ず
に
嘆
い
て
お
り
ま
し

た
。
過
日
、〔
ひ
と
り
の
〕
占
い
師
が
〔
お
城
に
〕
や
っ
て
き
て
、

高
貴
な
る
バ
ラ
モ
ン
〔
で
あ
る
あ
な
た
〕
様
の
こ
と
を
占
い
申



392

し
上
げ
る
と
、〔
大
王
様
に
は
、
あ
な
た
様
に
〕
久
し
か
ら
ざ

る
う
ち
に
〔
今
の
〕
お
命
を
お
捨
て
に
な
り
、
王
の
た
め
に
御

子
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か

お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
貴
な
る
バ
ラ
モ
ン
様
よ
。〔
ど
う

ぞ
御
賢
察
の
上
、
王
に
大
〕
恩
を
賜
り
、
早
々
に
〔
次
の
世
へ

と
〕
お
移
り
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
。

使
者
は
〔
大
王
か
ら
こ
の
〕
命
を
受
け
、
山
に
入
り
、
バ

ラ
モ
ン
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
詳
細
に
大
王
の
懇
願
す
る
と
こ
ろ

の
一
部
始
終
を
話
し
た
。

バ
ラ
モ
ン
は
使
者
に〔
対
し
て
次
の
よ
う
に
〕答
え
た
。「
私

は
こ
れ
か
ら
先
、
三
年
と
い
う
時
間
を
経
た
の
ち
に
、
は
じ
め

て
こ
の
命
が
尽
き
果
て
る
の
だ
。
大
王
は
〔
こ
の
私
に
〕
命
令

し
て
、
即
時
に
〔
次
の
世
へ
と
〕
赴
く
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
無
理
な
相
談
で
あ
る
」。

〔
こ
の
〕使
者
は
バ
ラ
モ
ン
の
言
葉
を
預
か
り
、〔
城
に
〕戻
っ

て
大
王
に
〔
バ
ラ
モ
ン
と
の
会
話
を
〕
報
告
し
、
詳
細
に
バ
ラ

モ
ン
の
意
志
を
伝
え
た
。

〔
す
る
と
〕
大
王
は
「
私
は
一
国
の
主
で
あ
る
。
こ
の
国
で

暮
ら
す
人
々
も
ま
た
、
す
べ
て
我
が
も
の
で
あ
る
。〔
国
王
で

あ
る
我
が
身
が
〕
今
、
わ
ざ
わ
ざ
礼
を
尽
く
し
て
、
こ
う
し
て

膝
を
折
り
〔
懇
願
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕、
我
が
想
い

を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
の
か
」。

大
王
は
ふ
た
た
び
使
者
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
命
じ
た
。「
そ

な
た
は
、
あ
の
バ
ラ
モ
ン
の
も
と
へ
行
き
、
も
う
一
度
、
懇
願

せ
よ
。
懇
願
し
て
も
、
も
し
〔
バ
ラ
モ
ン
が
こ
の
願
い
を
〕
聞

き
入
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
バ
ラ
モ
ン
を
殺
し
て
し
ま
え
。〔
こ

の
バ
ラ
モ
ン
が
〕命
が
尽
き
果
て
た
な
ら
ば
、私
の
た
め
に〔
我

が
〕
子
と
な
ら
な
い
は
ず
が
な
い
」。

使
者
は
こ
の
〔
大
王
の
〕
命
令
を
受
け
、〔
ふ
た
た
び
〕
こ

の
バ
ラ
モ
ン
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
詳
細
に
大
王
の
意
志
を
伝
え

た
。バ

ラ
モ
ン
は
使
者
か
ら
大
王
の
言
葉
を
聞
く
も
、
ま
た
し

て
も
そ
の
意
を
聞
き
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〔
す
る
と
〕
使
者
は
大
王
の
命
ず
る
ま
ま
に
、
そ
の
場
で
バ

ラ
モ
ン
を
殺
そ
う
と
し
た
。

〔
自
分
を
殺
そ
う
と
す
る
使
者
を
前
に
し
た
〕
バ
ラ
モ
ン
は
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〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。「
そ
な
た
は
大
王
に
伝
え
よ
。《
私

の
寿
命
は
ま
だ
尽
き
て
は
い
な
い
の
に
、
大
王
は
命
令
だ
け
で

他
人
に
私
を
殺
さ
そ
う
と
し
た
。
私
が
も
し
〔
生
ま
れ
変
わ
っ

て
〕
大
王
の
た
め
に
子
と
な
っ
た
な
ら
ば
、ふ
た
た
び
〔
我
が
〕

命
令
だ
け
で
他
人
の
手
で
大
王
を
殺
さ
せ
て
や
ろ
う
》
と
」。

バ
ラ
モ
ン
が
こ
の
よ
う
に
言
い
終
え
る
と
、〔
使
者
の
手
に

か
か
り
〕
死
を
受
け
入
れ
た
。〔
バ
ラ
モ
ン
は
〕
つ
い
に
命
絶

え
る
と
、〔
生
ま
れ
変
わ
っ
て
〕
王
宮
に
身
を
寄
せ
、〔
次
な
る
〕

生
を
受
け
た
。

そ
の
日
の
夜
、〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
〔
自
分
が
〕
身
籠
っ
た

こ
と
を
確
信
し
た
。

大
王
は
〔
韋
提
希
夫
人
か
ら
こ
の
こ
と
を
〕
聞
い
て
、
大

い
に
歓
喜
し
た
。
夜
が
明
け
て
、
す
ぐ
に
占
い
師
を
呼
び
出
し
、

〔
韋
提
希
〕
夫
人
を
占
わ
せ
た
。〔
大
王
は
占
い
師
に
、
こ
の
子

は
〕「
男
の
子
か
、
そ
れ
と
も
女
の
子
か
」〔
と
聞
い
た
〕。
占

い
師
は
〔
韋
提
希
夫
人
の
こ
と
を
〕
占
い
終
わ
っ
て
、
大
王
に

〔
次
の
よ
う
に
〕
答
え
た
。「
確
か
に
こ
の
御
子
は
、
女
の
子
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。〔
た
だ
し
〕
こ
の
子
は
〔
や
が
て
〕
大
王
に

災
い
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
」。

〔
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
〕
大
王
は
「
私
は
〔
い
ず
れ
〕
こ
の

国
土
す
べ
て
を
手
放
し
、
こ
の
子
に
託
そ
う
。
た
と
え
〔
こ
の

子
が
我
が
身
に
〕
災
い
を
与
え
よ
う
と
も
、〔
こ
の
〕
私
に
は

何
も
恐
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
」
と
言
っ
た
。

〔
し
か
し
〕
大
王
は
〔
占
い
師
の
〕
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
以

来
、〔
我
が
子
に
災
い
と
与
え
ら
れ
る
と
い
う
〕
恐
怖
と
、〔
こ

の
国
の
後
継
者
が
で
き
た
と
い
う
〕
喜
び
を
、〔
ま
さ
に
悲
喜
〕

交
々
に
感
じ
て
い
た
。

〔
あ
る
日
〕
大
王
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
に
〔
密
か
に
次
の
よ

う
に
打
ち
明
け
た
〕。「
私
は
そ
な
た
と
と
も
に
、
内
密
に
相
談

し
て
、
決
め
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。〔
あ
の
〕
占
い
師
の

言
葉
に
よ
れ
ば
、
こ
の
〔
お
腹
の
〕
子
は
、
私
に
対
し
て
災
い

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
そ
う
だ
。〔
だ
か
ら
〕
そ
な
た
は
、〔
こ

の
子
が
〕
生
ま
れ
る
日
を
待
っ
て
、
高
い
楼
閣
の
上
に
登
っ
て

お
け
。〔
そ
し
て
、そ
な
た
は
楼
閣
の
〕天
井
の
中
に
あ
っ
て
、〔
こ

の
子
を
地
面
へ
と
〕
産
み
落
と
せ
。
誰
も
〔
下
で
〕
こ
の
子
の

こ
と
を
受
け
取
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。〔
高
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い
楼
閣
の
上
か
ら
〕
産
み
落
と
し
て
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
れ

ば
、
ど
う
し
て
死
な
な
い
こ
と
が
ろ
う
か
。〔
い
や
、
こ
の
子

は
必
ず
死
ぬ
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
我
が
身
に
災
い
を
与
え
る
こ

の
子
を
死
に
追
い
や
っ
て
も
〕
私
に
は
何
の
憂
い
も
な
く
、
こ

の
こ
と
が
露
見
す
る
こ
と
も
な
い
」。

〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
、こ
の
大
王
の
企
て
を
聞
き
入
れ
、〔
い

よ
い
よ
こ
の
子
を
〕
出
産
す
る
と
き
に
な
っ
て
、
大
王
の
命
ず

る
ま
ま
に
、〔
我
が
子
を
楼
閣
の
上
か
ら
地
面
に
産
み
落
と
〕

し
た
。

〔
こ
の
子
が
〕
生
ま
れ
終
わ
っ
て
、
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ

て
も
、〔
そ
の
〕
命
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
手
の

小
指
が
折
れ
曲
が
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
他
の
人
々
は
口
々
に
〔
、
陰
で
は
こ

の
王
子
の
こ
と
を
〕「
折
指
太
子（
指
が
折
れ
曲
が
っ
た
王
子
）」

と
呼
ん
だ
。

〔
ま
た
阿
闍
世
の
こ
と
を
『
涅
槃
経
（
（3
（

』
な
ど
で
は
〕「
未
生

怨
（
過
去
世
の
怨
み
が
未
だ
生
じ
て
い
な
い
）」
と
い
う
が
、

こ
れ
は
提
婆
達
多
が
〔
釈
尊
に
〕
悪
し
き
嫉
妬
の
心
を
起
こ
し
、

こ
の
王
子
に
対
し
て
〔
彼
が
誕
生
す
る
〕
以
前
に
起
っ
た
〔
あ

の
〕
恐
ろ
し
き
出
来
事
を
暴
露
し
た
〔
こ
と
に
由
来
す
る
名
前

で
あ
る
〕。

〔
で
は
提
婆
達
多
は
〕ど
う
い
う
経
緯
で〔
釈
尊
に
対
す
る
〕

嫉
妬
の
心
を
起
こ
し
、〔
あ
の
〕
恐
ろ
し
き
出
来
事
を
暴
露
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

提
婆
達
多
は
〔
生
来
〕
性
分
が
〔
と
て
も
〕
悪
く
、
性
格

も
極
め
て
凶
暴
で
あ
っ
た
。
い
く
ら
出
家
し
〔
仏
弟
子
に
な
っ

た
〕
と
は
い
え
、四
六
時
中
、釈
尊
の
名
声
や
〔
捧
げ
ら
れ
る
〕

供
物
を
妬
ん
で
い
た
。

さ
て
〔
阿
闍
世
の
〕
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
、
釈

尊
の
庇
護
者
で
あ
り
、
一
回
で
膨
大
な
量
の
供
物
を
如
来
〔
で

あ
る
釈
尊
に
〕
献
上
し
て
い
た
。
そ
れ
は
金
銀
な
ど
の
七
宝
や

素
晴
ら
し
い
反
物
、
上
等
な
着
物
、
数
々
の
美
味
し
い
食
べ
物

な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
一
種
類
一
種
類
を
、
そ
れ
ぞ
れ
車
五

百
台
に
載
せ
、〔
そ
の
車
一
台
一
台
の
周
り
を
〕
香
や
華
を
ま

い
た
り
、
歌
や
踊
り
〔
で
華
や
か
に
供
養
〕
し
た
り
し
な
が
ら
、

無
数
の
人
々
が
〔
こ
の
荷
車
を
〕
讃
え
な
が
ら
取
り
巻
き
つ
つ
、
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仏
の
会
座
に
向
か
い
、
釈
尊
や
弟
子
た
ち
に
布
施
を
し
た
。

そ
の
時
、
提
婆
達
多
は
〔
こ
の
布
施
の
行
列
を
〕
見
て
は
、

嫉
妬
の
心
が
さ
ら
に
燃
え
盛
っ
た
。
そ
し
て
〔
提
婆
達
多
は
〕

舎
利
弗
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
超
能
力
を
教
え
て
欲
し
い
と
懇

願
し
た
。〔
舎
利
弗
〕
尊
者
は
〔
提
婆
達
多
に
向
か
っ
て
〕「
君

は
と
り
あ
え
ず
、〔
そ
の
悪
し
き
煩
悩
を
鎮
め
る
た
め
に
も
〕

四
念
処
〔
観
（
（3
（

〕
を
学
び
な
さ
い
。〔
今
の
君
が
〕
超
能
力
を
学

ぶ
べ
き
で
は
な
い
」
と
告
げ
た
。〔
提
婆
達
多
は
〕
こ
の
よ
う

に
懇
願
し
た
が
、
そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

〔
提
婆
達
多
は
〕
他
の
尊
者
た
ち
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、〔
超

能
力
を
身
に
つ
け
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
う
よ
う
に
〕
懇
願
し

た
〔
が
断
ら
れ
た
〕。

そ
し
て
〔
提
婆
達
多
は
〕
五
百
人
の
〔
仏
〕
弟
子
の
〔
と

こ
ろ
に
赴
き
、
超
能
力
を
身
に
つ
け
る
方
法
を
教
え
て
欲
し
い

と
懇
願
し
た
が
、〕
誰
一
人
と
し
て
〔
提
婆
達
多
に
こ
れ
を
〕

教
え
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
皆
、〔
提
婆
達
多
に
向
か
っ
て
〕

「〔
ま
ず
〕
四
念
処
〔
観
〕
を
学
ぶ
よ
う
に
」
と
勧
め
た
。

〔
し
か
し
提
婆
達
多
は
〕
諦
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に

〔
実
の
弟
で
あ
る
〕
阿
難
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、〔
超
能
力
を
身

に
つ
け
る
方
法
を
〕
学
ぼ
う
と
し
た
。〔
そ
し
て
提
婆
達
多
は
〕

阿
難
に
「
お
前
は
私
の
〔
血
を
分
け
た
〕
弟
だ
。
私
は
超
能
力

を
学
び
た
い
の
だ
。〔
超
能
力
を
こ
の
身
に
つ
け
る
方
法
を
〕

詳
し
く
順
序
立
て
て
、
私
に
教
え
よ
」
と
言
っ
た
。

と
こ
ろ
が
〔
こ
の
〕
阿
難
は
、
と
り
あ
え
ず
三
界
の
煩
悩

は
断
ち
切
っ
た
（
初
果
）
と
は
い
え
、
ま
だ
人
の
心
を
読
み
取

る
超
能
力
（
他
心
）
を
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
自
分

の
〔
実
の
〕
兄
が
秘
密
裏
に
超
能
力
を
身
に
つ
け
、
釈
尊
の
説

法
の
場
に
お
い
て
悪
し
き
企
て
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
を
見
抜
け
な
か
っ
た
。

阿
難
は
つ
い
に〔
兄
の
提
婆
達
多
を
〕呼
び
出
し
、〔
二
人
で
〕

誰
も
い
な
い
静
か
な
と
こ
ろ
に
行
き
、〔
提
婆
達
多
に
向
か
い
、〕

順
序
立
て
て〔
超
能
力
を
身
に
つ
け
る
方
法
を
〕教
え
た
。〔
提

婆
達
多
を
〕
結
跏
趺
坐
を
さ
せ
、
ま
ず
〔
次
の
こ
と
を
〕
教
え

た
。「〔
精
神
を
集
中
さ
せ
た
ま
ま
〕
心
で
身
体
を
浮
か
す
〔
よ

う
に
念
じ
て
、
さ
な
が
ら
〕
身
体
が
〔
空
中
に
〕
動
い
た
よ
う

に
想
像
せ
よ
。
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〔
そ
れ
か
ら
身
体
が
〕
地
面
か
ら
〔
浮
き
始
め
て
、最
初
は
〕

一
ミ
リ
、次
は
三
セ
ン
チ
、三
〇
セ
ン
チ
、三
メ
ー
ト
ル
と
〔
少

し
ず
つ
身
体
が
高
く
浮
い
て
い
る
と
〕
念
ぜ
よ
。

〔
も
っ
と
高
く
浮
き
上
が
っ
て
〕
家
の
天
井
に
達
し
た
ら
、

〔
家
も
取
り
払
っ
て
〕空
中
に
は
何
も
障
害
物
が
な
い
と
念
ぜ
よ
。

〔
次
に
身
体
が
〕
真
っ
直
ぐ
に
浮
き
上
が
っ
て
、
空
の
上
に

〔
浮
い
て
い
る
よ
う
に
〕
念
ぜ
よ
。

〔
次
に
〕心
と〔
身
体
を
〕一
体
化
さ
せ
て
、〔
空
か
ら
〕戻
っ

て
も
と
の
場
所
に
帰
る
よ
う
に
念
ぜ
よ
。

次
に
身
体
で
心
を
浮
か
す
〔
よ
う
に
念
じ
て
、〕
先
程
の
よ

う
に
最
初
は
一
ミ
リ
、
次
は
三
セ
ン
チ
〔
と
徐
々
に
高
く
浮
い

て
い
く
よ
う
に
念
ぜ
よ
。〕

〔
次
は
〕
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
心
も
動
か
し
、
そ
れ
か
ら

心
を
動
か
し
な
が
ら
身
体
も
動
か
す
。
こ
れ
を
先
程
と
同
じ
よ

う
に
ま
ず
空
中
に
浮
き
上
が
り
、
そ
れ
か
ら
身
体
と
心
を
一
体

化
さ
せ
て
、
も
と
の
場
所
に
戻
る
。

次
は
は
じ
め
か
ら
身
体
と
心
を
一
つ
に
し
た
ま
ま
で
、
先

程
と
同
じ
よ
う
に
ま
ず
空
中
に
浮
き
上
が
り
、〔
そ
し
て
も
と

の
場
所
に
戻
っ
て
、〕
ま
た
〔
こ
の
修
行
を
最
初
か
ら
繰
り
替

え
し
せ
よ
〕。

次
は
身
体
と
心
が
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
中
を
透
き
抜
け
て
い

く
こ
と
を
念
ぜ
よ
。〔
透
過
す
る
際
、〕
あ
ら
ゆ
る
物
質
が
障
害

に
な
ら
な
い
こ
と
を
念
ぜ
よ
。

次
は
大
自
然
の
す
べ
て
、
た
と
え
ば
山
や
河
な
ど
が
、
自

分
の
身
体
の
中
に
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
を
念
ぜ
よ
。
こ
の
時
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
に
は
実
体
も
な
く
、
障
害
と
な
る
こ
と
も
な
く
、

姿
や
形
が
な
い
こ
と
を
念
ぜ
よ
。

次
は
自
分
の
身
体
に
は
際
限
が
な
く
、空
中
に
遍
満
し
、〔
し

か
も
空
中
で
〕
寝
た
り
起
き
た
り
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
こ

と
が
自
由
自
在
で
、
太
陽
で
も
月
で
も
〔
思
い
の
ま
ま
に
〕
手

に
取
り
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
念
ぜ
よ
。

〔
次
は
〕
自
分
の
身
体
は
ど
こ
ま
で
も
小
さ
く
、
塵
の
中
に

で
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
小
さ
く
、
何
の
障
害
も
な
い

と
い
う
こ
と
を
念
ぜ
よ
。」

阿
難
は
こ
の
よ
う
に
〔
提
婆
達
多
に
対
し
て
、
詳
細
に
〕
順

序
立
て
て
〔
超
能
力
を
身
に
つ
け
る
方
法
〕
を
教
え
終
わ
っ
た
。
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こ
う
し
て
提
婆
達
多
は
〔
超
能
力
を
身
に
つ
け
る
〕
方
法

を
〔
阿
難
か
ら
〕
聞
き
出
す
と
、
そ
の
ま
ま
独
り
で
誰
も
い
な

い
所
に
赴
き
、
七
日
七
夜
の
間
、
た
だ
ひ
た
す
ら
心
を
と
ど
め

て
〔
修
行
し
〕、
つ
い
に
超
能
力
を
獲
得
し
、
す
べ
て
の
超
能

力
を
意
の
ま
ま
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
超
能
力
を
身
に
つ
け
た
提
婆
達
多
は
、
そ
の
ま

ま
す
ぐ
に
〔
阿
闍
世
〕
王
子
の
宮
殿
の
前
に
行
き
、空
中
に
〔
高

く
〕
浮
か
び
上
が
っ
て
、
摩
訶
不
可
思
議
な
幻
術
を
繰
り
出
し

た
。
上
半
身
か
ら
は
炎
を
出
し
、下
半
身
か
ら
は
水
を
出
し〔
て

見
せ
た
。
次
に
〕
左
半
身
か
ら
水
を
出
し
、
右
半
身
か
ら
炎
を

出
し
た
。
ま
た
大
き
く
な
っ
た
り
、
ま
た
小
さ
く
な
っ
た
り
し

た
。
ま
た
〔
浮
い
た
ま
ま
〕
空
中
で
座
っ
た
り
、
寝
転
が
っ
た

り
し
て
、〔
そ
の
身
を
〕
思
い
の
ま
ま
に
操
っ
て
〔
見
せ
た
〕。

〔
阿
闍
世
〕
王
子
は
〔
こ
の
提
婆
達
多
の
幻
術
を
〕
見
終
わ

る
と
、側
近
た
ち
に
「
あ
れ
は
一
体
、誰
だ
」
と
聞
い
た
。〔
す

る
と
〕
側
近
た
ち
は
〔
阿
闍
世
〕
王
子
に
「
あ
の
御
方
は
提
婆

達
多
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
答
え
た
。〔
阿
闍
世
〕王
子
は〔
側

近
た
ち
の
言
葉
を
〕
聞
き
終
え
る
と
、
大
変
に
喜
ん
だ
。
そ
し

て
〔
提
婆
達
多
に
向
か
っ
て
〕
手
を
挙
げ
、〔
提
婆
達
多
に
〕

声
を
か
け
「
先
生
は
ど
う
し
て
〔
こ
ち
ら
に
〕
降
り
て
こ
な
い

の
で
す
か
」
と
言
っ
た
。

提
婆
達
多
は
〔
こ
の
よ
う
に
阿
闍
世
が
〕
呼
び
か
け
た
こ

と
を
見
る
や
い
な
や
、
そ
の
姿
を
赤
ん
坊
に
変
え
、
そ
の
ま
ま

〔
空
中
か
ら
、
阿
闍
世
〕
王
子
の
膝
の
上
に
降
り
て
き
た
。〔
阿

闍
世
〕
王
子
は
〔
こ
の
赤
ん
坊
を
〕
抱
き
上
げ
、
口
を
鳴
ら
し

つ
つ
こ
の
赤
ん
坊
を
あ
や
し
つ
け
、
そ
し
て
〔
こ
の
赤
ん
坊
の

口
に
〕
唾
を
垂
ら
し
た
。〔
す
る
と
〕
こ
の
赤
ん
坊
は
、
そ
の

唾
を
飲
み
込
ん
だ
。〔
そ
し
て
〕一
瞬
の
う
ち
に〔
提
婆
達
多
は
〕

も
と
の
姿
に
戻
っ
た
。

〔
阿
闍
世
〕
王
子
は
す
で
に
提
婆
達
多
が
繰
り
出
す
様
々
な

幻
術
を
目
の
当
た
り
に
し
、〔
提
婆
達
多
に
対
し
て
〕
心
傾
き
、

畏
敬
の
念
を
増
し
て
い
っ
た
。〔
提
婆
達
多
は
〕
す
で
に
〔
阿

闍
世
〕
王
子
の
心
が
〔
自
分
に
対
し
て
傾
き
〕
畏
敬
の
念
を
抱

い
た
こ
と
を
見
て
取
る
と
、〔
そ
こ
で
〕
そ
の
ま
ま
「
父
〔
で

あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
、〔
釈
尊
に
対
し
て
多
く
の
〕
供
養
を

さ
さ
げ
、
種
類
別
に
五
百
台
の
荷
車
に
載
せ
釈
尊
の
と
こ
ろ
に
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赴
き
、
仏
や
僧
に
対
し
て
献
上
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。〔
す

る
と
〕〔
阿
闍
世
〕
王
子
は
〔
こ
の
提
婆
達
多
の
〕
言
葉
を
聞

き
終
え
る
と
、す
ぐ
に
〔
提
婆
達
多
〕
先
生
に
「〔
あ
な
た
様
の
〕

弟
子
〔
と
な
っ
た
こ
の
私
は
〕、
品
物
別
に
そ
れ
ぞ
れ
五
百
台

の
荷
車
に
載
せ
、
先
生
を
供
養
し
、
さ
ら
に
先
生
の
弟
子
た
ち

に
も
布
施
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
あ
の
〔
父
で
あ
る
頻
婆
娑
羅

王
〕
以
上
〔
の
供
養
を
、
あ
な
た
様
に
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
〕」

と
答
え
た
。〔
す
る
と
〕提
婆
達
多
は〔
阿
闍
世
に
対
し
て
〕「
王

子
よ
、
そ
の
御
心
は
大
変
に
良
い
も
の
で
す
」
と
答
え
た
。

そ
の
日
よ
り
以
後
、〔
提
婆
達
多
は
阿
闍
世
か
ら
〕
莫
大
な

供
養
〔
の
品
々
〕
を
得
て
、〔
そ
の
〕
心
は
次
第
に
傲
慢
に
な
っ

て
い
っ
た
。〔
そ
の
様
子
は
〕
ま
る
で
、
棒
で
凶
暴
な
犬
の
鼻

を
叩
く
と
、
そ
の
犬
が
ま
す
ま
す
凶
暴
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で

あ
っ
た
。
こ
の
〔
提
婆
達
多
の
欲
望
〕
も
、
ま
た
〔
凶
暴
な
犬

と
〕同
様
に〔
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
〕。〔
阿

闍
世
〕
王
子
が
今
、「
利
得
」
と
〔
い
う
名
の
〕
棒
で
、
提
婆

達
多
の
貪
り
の
心
と
い
う
〔
凶
暴
な
〕
犬
の
鼻
を
叩
く
と
、
さ

ら
に
〔
激
し
く
提
婆
達
多
の
〕
悪
心
が
増
し
て
い
っ
た
。
こ
の

こ
と
で
〔
ま
す
ま
す
悪
心
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
提
婆
達
多

は
、〕
僧
団
を
分
裂
に
〔
追
い
や
り
〕、釈
尊
の
戒
の
教
え
を
〔
許

可
な
く
勝
手
に
〕
改
変
し
、〔
そ
の
〕
戒
の
教
え
は
〔
釈
尊
の

教
え
と
は
〕
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
そ
し
て
い
つ
に
提
婆
達
多
は
、〕
仏
〔
た
る
釈
尊
が
、
弟

子
で
あ
る
〕
す
べ
て
の
凡
夫
や
聖
者
の
た
め
に
説
法
を
す
る
と

き
を
待
ち
、
そ
の
〔
説
法
の
〕
場
に
〔
ひ
と
り
で
〕
乱
入
し
、

釈
尊
に
対
し
て
、
仏
弟
子
や
諸
々
の
教
え
を
〔
引
き
渡
す
よ
う

に
〕
要
求
し
、「〔
釈
尊
よ
、
弟
子
も
教
え
も
〕
す
べ
て
を
〔
こ

の
〕
私
に
お
譲
り
く
だ
さ
い
。
釈
尊
も
〔
す
で
に
〕
高
齢
と
な

ら
れ
ま
し
た
。〔
そ
ろ
そ
ろ
〕
静
な
所
〔
に
隠
居
し
〕、
御
心
穏

や
か
に
余
生
を
お
過
ご
し
な
る
べ
き
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」

と
〔
言
っ
た
〕。

〔
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
〕
す
べ
て
の
人
々
は
、
提
婆
達
多

の
こ
の
発
言
を
聞
く
や
、〔
全
員
が
〕
驚
愕
し
て
互
い
に
顔
を

見
合
わ
せ
、〔
提
婆
達
多
に
対
し
て
〕
心
の
底
か
ら
驚
き
〔
、

そ
し
て
〕
不
信
に
思
っ
た
。

す
る
と
釈
尊
は
、
す
ぐ
に
す
べ
て
の
人
々
の
前
で
、
提
婆
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達
多
に
対
し
て
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。「
舎
利
弗
や
目
連

と
い
っ
た
優
れ
た
弟
子
た
ち
に
さ
え
も
、
私
〔
釈
尊
は
〕
い
ま

だ
仏
法
を
託
し
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
、
お
前
の
よ
う
な
、
愚
か

で
、〔
他
人
の
〕
唾
を
飲
み
込
む
よ
う
な
者
に
〔
教
え
を
託
す

こ
と
が
で
き
よ
う
か
〕」。

提
婆
達
多
は
、
仏
が
す
べ
て
の
人
々
の
前
で
〔
我
が
身
の

所
業
を
〕
非
難
し
、
恥
を
か
か
せ
る
〔
言
葉
を
〕
聞
く
や
、
ま

る
で
毒
矢
が
胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
か
の
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま

す
愚
か
さ
を
増
し
て
正
気
を
失
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
す
ぐ
に
〔
提
婆
達
多
は
〕
王
子
の
も

と
に
向
か
い
、〔
王
子
と
〕
と
も
に
悪
し
き
企
み
を
考
え
よ
う

と
し
た
。
王
子
は
先
生
〔
と
し
て
敬
う
提
婆
達
多
〕
を
見
る
と
、

恭
し
く
質
問
し
て
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。「〔
提
婆
達
多
〕

先
生
。
本
日
は
顔
色〔
悪
く
〕憔
悴
し
、以
前
に
お
目
に
か
か
っ

た
と
き
と
は
〔
と
て
も
〕
違
い
ま
す
〔
が
、
一
体
、
何
が
あ
っ

た
の
で
す
か
〕」。

提
婆
達
多
は
「
私
が
今
、〔
こ
の
よ
う
に
〕
憔
悴
す
る
こ
と
は
、

実
の
と
こ
ろ
王
子
の
た
め
で
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
。

王
子
は
恭
し
く
「
先
生
よ
。
こ
の
私
の
た
め
に
、
何
を
お

考
え
で
す
か
」
と
聞
い
た
。

す
る
と
提
婆
達
多
は
「
王
子
は
ご
存
知
で
す
か
。
釈
尊
は

高
齢
と
な
り
、〔
も
は
や
〕
仏
弟
子
た
ち
を
導
き
、
仏
法
を
説

く
こ
と
が
で
き
な
い
。〔
だ
か
ら
〕
釈
尊
を
〔
教
団
か
ら
〕
排

除
し
、〔
後
任
に
こ
の
〕
私
が
自
ら
〔
新
た
な
る
〕
仏
と
な
る

べ
き
で
あ
る
。〔
ま
た
同
様
に
、
王
子
の
〕
父
〔
で
あ
る
頻
婆

娑
羅
〕
王
も
高
齢
と
な
っ
た
の
で
、
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕

王
を
排
除
し
、
王
子
が
自
ら
王
位
に
お
つ
き
く
だ
さ
い
。〔
と

も
に
〕
新
た
な
る
王
と
新
た
な
る
仏
と
な
り
、〔
こ
の
国
を
〕

統
治
と
教
化
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
悦
し
く
な
い
こ
と
な
ど
あ
り

ま
し
ょ
う
か
」
と
答
え
た
。

王
子
は
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
あ
り
な
い
ほ
ど
に
怒
り
を

露
わ
に
し
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
口
に
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
言
っ
た
。

〔
し
か
し
〕
提
婆
達
多
は
〔
続
け
て
〕「
王
子
よ
、〔
そ
の
よ

う
に
〕怒
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
父〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕

王
は
王
子
に
と
っ
て
何
の
恩
義
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。〔
な
ぜ
な
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ら
ば
〕
当
初
、
王
子
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
父
〔
で
あ

る
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
を
百
尺
〔
も
あ
る
〕
楼

閣
の
上
に
行
か
せ
て
、〔
そ
の
〕
天
井
の
中
か
ら
〔
王
子
を
〕

産
ま
せ
、
そ
の
ま
ま
地
面
に
落
と
さ
せ
、〔
王
子
〕
を
死
に
追

い
や
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。〔
し
か
し
〕
ま
さ
に
王
子
〔
自
ら
〕

の
運
の
良
さ
に
恵
ま
れ
、
死
を
免
れ
た
の
で
す
。
た
だ
小
指
が

折
れ
曲
が
っ
た
の
で
す
。
も
し
〔
今
の
話
し
が
〕
信
じ
ら
れ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、〔
ど
う
ぞ
〕ご
自
身
の〔
そ
の
折
れ
曲
が
っ
た
〕

小
指
を
ご
覧
な
さ
い
ま
せ
。
そ
れ
以
上
の
証
し
が
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。

王
子
は
こ
の
言
葉
を
聞
き
終
え
る
と
、〔
そ
の
こ
と
を
〕
も

う
一
度
、
確
か
め
る
べ
く
「〔
そ
な
た
が
今
、
申
し
た
こ
と
は
〕

本
当
に
間
違
い
の
な
い
事
実
な
の
か
」
と
言
っ
た
。

〔
す
る
と
〕
提
婆
達
多
は
答
え
て
「
こ
の
こ
と
が
も
し
事
実

で
は
な
い
と
す
れ
ば
、私
は
わ
ざ
わ
ざ
〔
こ
こ
に
〕
来
て
、〔
こ

の
よ
う
な
〕
戯
言
を
言
う
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ

た
。こ

の
言
葉
を
聞
く
や
い
な
や
、〔
王
子
は
〕
は
つ
い
に
提
婆

達
多
の
悪
し
き
企
み
を
信
用
し
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
〔
経
典
に
〕「
隨
順
調
達
惡
友
之
教
」
と
説
く

の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅲ
】

收
執
父
王
頻
婆
娑
羅
幽
閉
置
於
七
重
室
内
制
諸
羣
臣
一
不
得
往

（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
收
執
父
王
」
か
ら
、「
一
不
得
往
」
ま
で
は
、
ま

さ
し
く
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
が
〔
我
が
〕
子
に
幽
閉
・

監
禁
さ
れ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
闍
世
が
提
婆

達
多
の
悪
し
き
企
み
を
受
け
入
れ
、
何
の
躊
躇
も
な
く
親
子
の

情
を
捨
て
去
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
れ
は
阿
闍
世

が
親
子
の
情
と
い
う
〕
極
ま
り
な
い
恩
を
失
う
ば
か
り
で
は
な

く
、〔
阿
闍
世
が
父
殺
し
と
い
う
許
さ
れ
ざ
る
〕
逆
〔
罪
を
犯

そ
う
と
し
た
と
い
う
〕
悪
評
が
こ
の
時
か
ら
城
内
に
知
れ
渡
っ

た
。〔

こ
う
し
て
〕
す
ぐ
に
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
身
を
幽
閉
し
た



401　善導『観経疏』現代語訳②

研究ノート

こ
と
を
「
收
」
と
説
く
の
で
あ
る
。

幽
閉
し
て
解
き
放
た
な
い
こ
と
を
「
執
」
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
「
收
執
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

「
父
」
と
は
、
特
別
に
〔
大
恩
深
き
〕
親
の
至
極
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。

「
王
」
と
は
、
そ
の
位
を
明
か
し
て
い
る
。

「
頻
婆
」
と
は
、
そ
の
名
前
を
明
か
し
て
い
る
。

「
幽
閉
七
重
室
内
」
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
〔
阿
闍
世
の
罪
で

す
ら
〕
す
で
に
重
た
く
、
こ
の
こ
と
は
〔
決
し
て
〕
軽
く
〔
済

ま
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
〕。〔
そ
れ
ば
か
り
か
阿
闍
世
は
、
頻

婆
娑
羅
王
を
〕浅
く
人
目
の
つ
く〔
と
こ
ろ
に
〕監
禁
せ
ず
、〔
ま

た
〕
誰
も
警
護
に
つ
か
な
い
よ
う
に
も
し
な
か
っ
た
。
も
と
よ

り
王
の
所
在
と
は
場
所
的
に
外
の
人
々
を
絶
ち
、
た
だ
家
臣
た

ち
の
み
が
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
宣
旨
を
承
る
も
の
で
あ
る
。
も

し
厳
し
く
〔
王
の
身
の
回
り
を
〕
規
制
し
な
け
れ
ば
、
場
合
に

よ
っ
て
は
〔
王
と
〕
個
人
的
に
親
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
内
外
と
も
〔
す
べ
て
の
人
々
に
〕
交
わ
り
を
絶
た
せ
、

〔
頻
婆
娑
羅
王
を
〕
幽
閉
し
て
七
重
〔
の
壁
に
取
り
囲
ま
れ
た

部
屋
の
〕
中
に
監
禁
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅳ
】

國
大
夫
人
名
韋
提
希
恭
敬
大
王
澡
浴
淸
淨
以
酥
蜜
和
麨
用
塗
其

身
諸
瓔
珞
中
盛
蒲
桃
漿
密
以
上
王（『
浄
全
』一・三
七
頁
／『
聖

典
』
一
・
一
三
九
頁
〜
一
四
〇
頁
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
國
大
夫
人
」
か
ら
、「
密
以
上
王
」
ま
で
は
、
ま

さ
し
く
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
密
か
に
〔
幽
閉
さ
れ
た
頻
婆
娑
羅
〕

王
に
食
事
を
運
ん
で
い
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
國
大
夫
人
」
と
説
く
こ
と
は
、
こ
の
〔
韋
提
希
夫
人
が
国

中
の
女
性
に
お
い
て
〕
も
っ
と
も
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

「
夫
人
」
と
説
く
こ
と
は
、〔
韋
提
希
夫
人
が
妃
の
〕
位
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
韋
提
」
と
説
く
こ
と
は
、〔
韋
提
希
夫
人
の
〕
名
前
を
明

か
し
て
い
る
。

「
恭
敬
大
王
」
と
説
く
こ
と
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
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い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
す
で
に
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王

の
身
が
監
禁
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
、〔
そ
の
幽
閉
の
場
所

の
〕
門
戸
が
極
め
て
固
く
、
音
信
が
途
絶
え
、
こ
の
ま
ま
で
は

〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
命
が
絶
た
れ
る
と
〔
憂
慮
し
た
〕。〔
そ
こ

で
韋
提
希
夫
人
は
〕つ
い
に
薬
草
を
敷
き
詰
め
た
蒸
し
風
呂（
香

湯
）
に
入
り
、
身
を
清
め
た
上
で
、
酥
蜜
（
（3
（

を
手
に
取
っ
て
、
ま

ず
そ
れ
を
身
体
に
塗
り
、
そ
の
後
に
麦
焦
が
し
の
粉
を
手
に
取

り
、
最
初
に
塗
っ
て
お
い
た
酥
蜜
の
上
に
〔
さ
ら
に
〕
塗
り
つ

け
、
そ
の
上
に
清
ら
か
な
衣
を
着
て
、〔
衣
の
下
の
酥
蜜
と
麦

焦
が
し
の
粉
を
〕
覆
い
隠
し
た
。〔
さ
ら
に
清
ら
か
な
〕
衣
の

上
に
首
飾
り
〔
な
ど
の
装
身
具
〕
を
身
に
着
け
、
い
つ
も
の
普

段
着
の
よ
う
に
〔
振
る
舞
い
〕、
他
に
人
に
怪
し
ま
れ
な
い
よ

う
に
し
た
。
ま
た
首
飾
り
〔
な
ど
の
装
身
具
〕
の
両
方
の
穴
を

取
っ
て
、〔
そ
の
片
方
の
穴
を
〕
蝋
で
塞
ぎ
、
も
う
片
方
の
穴

か
ら
ブ
ド
ウ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
し
の
ば
せ
て
、〔
そ
れ
を
首
飾
り

な
ど
の
装
身
具
そ
れ
ぞ
れ
に
〕
い
っ
ぱ
い
に
入
れ
て
か
ら
、〔
そ

の
穴
を
〕
塞
い
だ
。〔
そ
の
首
飾
り
な
ど
の
装
身
具
は
〕
見
た

と
こ
ろ
は
、
普
通
の
首
飾
り
な
ど
の
装
身
具
で
あ
っ
た
。〔
韋

提
希
夫
人
は
身
に
着
け
る
も
の
〕
す
べ
て
に
こ
の
よ
う
に
し
て

〔
頻
婆
娑
羅
王
に
食
べ
物
を
運
ぶ
準
備
を
し
た
〕。
す
べ
て
を
着

飾
っ
た
〔
韋
提
希
夫
人
は
〕、〔
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
〕

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
王
宮
に
入
り
、〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
に
面
会
し
た
。

問
う
。
諸
々
の
家
臣
た
ち
は
〔
阿
闍
世
王
の
〕
勅
命
を
受
け
、

〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
へ
の
面
会
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。〔
な
ら

ば
、
こ
こ
で
〕
疑
問
が
あ
る
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
門
番
が
制

止
す
る
こ
と
な
く
、
勝
手
に
〔
頻
婆
娑
羅
王
が
幽
閉
さ
れ
た
場

所
に
〕
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、〔
一
体
〕
な
ぜ
な

の
か
。

答
え
る
。
諸
々
の
家
臣
た
ち
は
身
内
で
も
な
く
、〔
ま
た
〕

彼
ら
は
〔
親
族
で
も
な
く
〕
関
係
な
い
者
た
ち
で
あ
る
。
場
合

に
よ
っ
て
は
〔
頻
婆
娑
羅
王
が
彼
ら
家
臣
た
ち
と
〕
密
通
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、〔
頻
婆
娑
羅
王
が
幽
閉
さ
れ
た
場
所

に
出
入
り
す
る
こ
と
は
〕
厳
し
く
〔
禁
じ
ら
れ
〕、〔
出
入
り
す

る
者
に
は
〕
重
い
罰
則
が
加
え
ら
れ
た
。
一
方
、〔
韋
提
希
〕

夫
人
は
、
そ
の
身
は
女
性
で
あ
り
、
心
に
何
も
怪
し
い
企
て
も

な
か
っ
た
。〔
韋
提
希
夫
人
は
、
頻
婆
娑
羅
〕
王
と
幾
世
に
も
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渡
り
縁
と
つ
な
が
り
が
深
く
、
前
世
に
あ
っ
て
も
今
世
に
あ
っ

て
も
夫
婦
の
契
り
を
か
わ
し
、身
体
は
別
個
で
あ
っ
て
も
、〔
常

に
〕
心
は
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
他
人
が
夫
婦
に
余
計
な
配
慮
を

す
る
よ
う
な
こ
と
は
〔
何
も
〕
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
〔
韋
提
希
夫
人
は
、頻
婆
娑
羅
王
が
幽
閉
さ
れ
た
場
所
に
〕

出
入
り
し
て
、〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
と
の
面
会
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅴ
】

爾
時
大
王
食
麨
飮
漿
求
水
漱
口
漱
口
畢
已
合
掌
恭
敬
向
耆
闍
崛

山
遙
禮
世
尊
而
作
是
言
大
目
犍
連
是
吾
親
友
願
興
慈
悲
授
我
八

戒
（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
〇
頁
）

【
観
経
疏
】

第
五
に「
爾
時
大
王
食
麨
」か
ら
、「
授
我
八
戒
」ま
で
は
、〔
次

の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。〔
阿
闍
世
の
〕
父
〔
で
あ
る
頻

婆
娑
羅
〕
王
が
〔
阿
闍
世
に
〕
監
禁
さ
れ
た
こ
と
を
機
縁
と
し

て
、〔
釈
尊
に
〕
法
を
〔
説
く
こ
と
を
〕
願
い
求
め
た
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
す
で
に
〔
頻
婆

娑
羅
〕
王
と
面
会
し
（
（4
（

、
そ
の
場
で
身
体
に
塗
っ
て
き
た
酥
蜜
と

麦
焦
が
し
の
粉
を
は
が
し
取
り
、〔
そ
れ
を
団
子
状
に
〕
丸
め
、

〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
に
与
え
た
。
こ
れ
を
手
に
し
た
〔
頻
婆
娑
羅
〕

王
は
す
ぐ
に
食
べ
た
。〔
頻
婆
娑
羅
王
が
こ
の
〕
麦
焦
が
し
の

粉
を
食
べ
終
え
る
と
、〔
韋
提
希
〕夫
人
は
す
ぐ
さ
ま
宮
中
に〔
出

向
い
て
〕
浄
ら
か
な
水
を
求
め
得
て
、〔
再
び
頻
婆
娑
羅
王
の

も
と
に
戻
り
こ
の
水
を
〕王
に
与
え
て
、口
を
す
す
が
せ
た
。〔
頻

婆
娑
羅
王
は
〕
口
中
を
清
め
終
え
る
と
、
い
た
ず
ら
に
時
が
過

ぎ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し
な
か
っ
た
。〔
し
か
し
頻
婆
娑

羅
〕
王
が
誰
か
に
面
会
し
た
く
と
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
頻
婆
娑
羅
王
は
〕
敬
虔
に
恭
し
く
合
掌
し

て
、
顔
を
〔
仏
が
い
る
〕
耆
闍
崛
山
に
向
け
、
如
来
に
対
し
て

礼
拝
し
て
、加
護
を
与
え
て
欲
し
い
と
懇
願
し
た
。
こ
れ
は〔
頻

婆
娑
羅
王
か
ら
仏
に
対
す
る
〕
身
業
の
帰
依
を
明
か
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た
同
時
に
意
業
の
帰
依
を
明
か
す
も
の
で
も
あ
る
。

「
而
作
是
言
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
し
く
〔
頻
婆
娑
羅
王
が

釈
尊
に
対
し
て
〕
口
業
を
通
じ
て
〔
教
え
を
〕
懇
願
し
た
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
の
こ
と
は
〕
ま
た
意
業
に
も
通
じ
る

も
の
で
あ
る
。
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「
大
目
連
是
吾
親
友
」
と
は
、〔
こ
の
「
親
友
」
と
い
う
経

文
に
は
〕
二
種
の
意
味
が
あ
る
。
特
に
目
連
に
限
っ
て
は
、〔
目

連
が
〕
出
家
す
る
以
前
は
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
外
戚
（
（4
（

〔
関
係
〕

に
あ
り
、〔
目
連
が
〕
出
家
し
た
後
に
は
〔
頻
婆
娑
羅
王
の
〕

王
家
の
師
と
な
り
、
王
宮
〔
内
の
〕
楼
閣
に
出
入
り
す
る
こ
と

に
何
の
障
害
も
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
出
家
前
の
関
係
を「
親
」

と
い
い
、
出
家
後
の
関
係
を
「
友
」
と
い
う
。
だ
か
ら
〔
目
連

の
こ
と
を
〕「
親
友
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
願
興
慈
悲
授
我
八
戒
」
と
は
、〔
以
下
の
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
〕。
こ
の
こ
と
は
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
〔
仏
〕
法
を
敬
い
、

慈
悲
深
く
、他
人
の
こ
と
を
自
分
以
上
に
尊
重
し
た
（
（4
（

。
も
し〔
頻

婆
娑
羅
王
が
阿
闍
世
の
手
に
よ
り
〕
幽
閉
さ
れ
な
け
れ
ば
、
仏

と
そ
の
弟
子
を
〔
自
ら
の
も
と
に
〕
招
く
こ
と
に
何
の
困
難
も

な
か
っ
た
〔
こ
と
で
あ
ろ
う
〕。〔
し
か
し
〕
今
は
囚
わ
れ
の
身

と
な
り
、
膝
を
曲
げ
〔
仏
を
招
く
こ
と
〕
が
で
き
る
は
ず
も
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
目
連
を
招
い
て
、八
戒
を
受
け
る
こ
と
を〔
懇

願
し
た
〕。

問
う
。
頻
婆
娑
羅
王
が
遥
か
〔
耆
闍
崛
山
に
向
か
っ
て
〕
敬

意
を
表
し
、
ま
ず
釈
尊
に
〔
対
し
て
〕
礼
拝
し
、
八
戒
を
受
け

る
こ
と
に
つ
い
て
目
連
に
懇
願
し
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
凡
夫
で
あ
っ
て
も
聖
者
で
あ
っ
て
も
、
最
も
尊

い
〔
存
在
は
〕
仏
以
上
の
も
の
は
な
い
。〔
だ
か
ら
〕
心
を
寄

せ
て
〔
何
か
し
ら
〕
願
を
発
す
と
き
に
は
、
ま
ず
大
い
な
る
尊

師
〔
た
る
仏
〕
に
礼
拝
す
る
。
戒
は
仏
弟
子
な
ら
ば
授
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、〔
頻
婆
娑
羅
王
は
あ
え
て
〕目
連
を
招
き〔
戒

を
〕
授
け
て
欲
し
い
と
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
〔
頻
婆

娑
羅
〕
王
が
自
ら
戒
を
授
か
る
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
は
、〔
こ

の
場
の
状
況
に
お
い
て
〕
そ
う
あ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど

う
し
て
〔
頻
婆
娑
羅
王
が
わ
ざ
わ
ざ
〕
そ
の
身
を
投
げ
出
し
て
、

〔
こ
こ
で
〕
釈
尊
に
礼
拝
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

問
う
。
如
来
の
戒
の
教
え
は
無
量
で
あ
る
。〔
に
も
か
か
わ

ら
ず
〕頻
婆
娑
羅
王
は
た
だ
八
戒
の
み
を
懇
願
し
、〔
ど
う
し
て
〕

そ
の
他
の
戒
を
懇
願
し
な
い
の
か
。

答
え
る
。〔
八
戒
以
外
の
〕
そ
の
他
の
戒
は
〔
条
目
が
〕
多
く
、

守
る
べ
き
時
間
も
長
期
に
わ
た
る
の
で
、
あ
る
い
は
〔
頻
婆
娑
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羅
王
が
〕
途
中
で
〔
戒
の
条
目
を
〕
忘
れ
て
し
ま
い
、〔
か
え
っ

て
〕
輪
廻
を
繰
り
返
す
〔
よ
う
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
た
か
ら

で
あ
る
〕。〔
一
方
、〕
八
戒
は
他
の
仏
典
（
（4
（

に
説
く
よ
う
に
、
在

家
の
人
が
〔
八
戒
を
持
す
る
こ
と
は
、〕
出
家
戒
を
持
す
る
〔
よ

う
な
こ
と
で
〕
あ
る
。

こ
の
〔
戒
を
〕
保
持
し
よ
う
と
す
る
心
は
、
実
に
細
や
か
で
、

〔
そ
し
て
〕
実
に
短
期
間
〔
し
か
維
持
で
き
な
い
〕。
な
ぜ
な
ら

ば
〔
持
戒
の
〕
時
間
に
は
長
短
が
あ
る
が
、〔
こ
の
八
戒
の
場

合
は
〕
た
だ
一
日
一
夜
に
限
っ
た
〔
も
の
で
あ
り
、
持
戒
の
時

間
が
切
れ
れ
ば
、
戒
の
〕
作
法
に
お
い
て
〔
こ
の
八
戒
を
〕
捨

て
る
こ
と
に
な
る
。

〔
で
は
〕
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
〔
八
〕
戒
を
〔
保
持
し
よ

う
と
す
る
〕心
持
ち
と
実
践
に
細
心
の〔
注
意
を
払
う
こ
と
が
〕

で
き
る
の
か
。『
戒
文
（
（4
（

』
に
詳
細
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
説
か
れ

て
い
る
。「
仏
弟
子
よ
。
今
朝
か
ら
明
朝
ま
で
、
一
日
一
夜
、

諸
仏
が
殺
生
を
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、〔
そ
な
た
も
不
殺

生
戒
を
〕
よ
く
保
持
す
る
か
、
そ
れ
と
も
〔
保
持
〕
し
な
い
か
。

答
え
て
「
よ
く
保
持
す
る
」
と
言
う
。
第
二
に
ま
た
仏
弟
子
よ
。

今
朝
か
ら
明
朝
ま
で
、一
日
一
夜
、諸
仏
が
窃
盗
を
行
わ
ず
、〔
ま

た
〕
乱
れ
た
こ
と
を
行
わ
ず
、〔
ま
た
〕
嘘
偽
り
を
言
わ
ず
、〔
ま

た
〕
飲
酒
せ
ず
、〔
ま
た
〕
化
粧
を
せ
ず
、〔
ま
た
〕
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
〔
、
そ
れ
を
〕
観
た
り
聴
い
た
り
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

〔
ま
た
〕
贅
沢
な
ベ
ッ
ド
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
〔
、
そ
な
た

も
諸
仏
と
同
様
に
〕
せ
よ
」
と
。
以
上
の
八
項
目
は
、
こ
れ
ら

は
〔
あ
く
ま
で
〕
戒
で
あ
っ
て
、〔
こ
れ
は
〕
昼
食
〔
に
関
す

る
戒
め
〕
で
は
な
い
。
午
後
を
過
ぎ
て
食
事
を
し
て
は
な
ら
な

い
〔
と
い
う
戒
め
も
あ
る
〕。〔
た
だ
し
〕
こ
の
〔
午
後
を
過
ぎ

て
食
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
〕一
項
目
は
、こ
れ
は〔
あ

く
ま
で
も
〕
昼
食
〔
に
関
す
る
戒
め
〕
で
あ
っ
て
、〔
八
〕
戒
〔
の

中
の
条
目
〕
で
は
な
い
（
（4
（

。

こ
れ
ら
諸
々
の
戒
は
す
べ
て
諸
仏
〔
の
正
し
い
行
い
を
〕
引

用
し
て
、
証
明
と
す
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
た
だ
仏
と
仏
の
み
が
煩
悩
と
、
そ
の
煩
悩

が
も
た
ら
す
悪
し
き
習
慣
の
す
べ
て
を
滅
し
て
い
る
。
仏
以
外

の
者
た
ち
は
、
煩
悩
も
、
そ
の
煩
悩
が
も
た
ら
す
悪
し
き
習
慣

も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
仏
以
外
の
者
た
ち
を
〕
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引
用
し
て
、
証
明
と
す
る
こ
と
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
こ
の
〔
八
〕
戒
を
〔
保
持
し
よ
う
と

す
る
〕
心
持
ち
と
実
践
は
細
心
〔
の
注
意
を
払
い
、
そ
し
て
保

持
す
る
〕
時
間
が
短
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
こ
の
〔
八
〕
戒
に
つ
い
て
、
仏
は
八
種
の
す
ぐ
れ
た

功
徳
（
（4
（

が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
も
し
人
が
、
一
日
一
夜
、〔
こ

の
八
戒
を
〕
す
べ
て
保
持
し
、
犯
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、〔
そ

の
こ
と
に
よ
り
〕
獲
得
す
る
功
徳
は
、
人
界
や
天
界
や
二
乗
の

世
界〔
に
お
い
て
善
行
を
積
み
獲
得
す
る
と
こ
ろ
の
功
徳
よ
り
〕

は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
広
く
経
典
（
（4
（

に
説
か
れ
て
い
る
。

〔
八
戒
に
は
〕
こ
の
よ
う
に
〔
す
ぐ
れ
た
〕
功
徳
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
頻
婆
娑
羅
王
に
毎
日
、
こ
の
〔
八
戒
を
〕
受
け
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅵ
】

時
目
犍
連
如
鷹
隼
飛
疾
至
王
所
日
日
如
是
授
王
八
戒
世
尊
亦
遣

尊
者
富
樓
那
爲
王
説
法
（『
浄
全
』
一・三
七
頁
／
『
聖
典
』
一・

一
四
〇
頁
）

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
時
大
目
連
」
か
ら
、「
爲
王
説
法
」
ま
で
は
、
頻

婆
娑
羅
王
が
〔
自
ら
釈
尊
に
対
し
て
八
戒
の
授
戒
を
〕
懇
願
し
、

〔
そ
の
〕
聖
な
る
教
え
を
受
け
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
目
連
は
他
人
の
心
を
読
み
取
る
超
能
力
（
他
心
智
）
を

得
て
い
て
、〔
王
舎
城
か
ら
〕
遥
か
〔
離
れ
た
耆
闍
崛
山
〕
か

ら
頻
婆
娑
羅
王
の
懇
願
の
思
い
を
知
り
、
即
時
に
超
能
力
に

よ
っ
て
、
一
瞬
の
間
に
〔
幽
閉
さ
れ
た
〕
頻
婆
娑
羅
王
の
と
こ

ろ
に
赴
い
た
。〔
こ
の
こ
と
は
〕
ま
た
、
お
そ
ら
く
人
が
超
能

力
〔
の
不
可
思
議
さ
〕
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
素
早
く

と
ぶ
鷹
を
た
と
え
に
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
連
の
超

能
力
は
、
一
瞬
の
間
に
人
間
の
世
界
を
一
周
す
る
こ
と
が
十
万

回
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
〔
こ
れ
ほ
ど
に
俊

敏
な
目
連
の
超
能
力
を
〕
鷹
と
同
類
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
比
較
は
数
多
あ
る
。
詳
細
に
引
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。『
賢
愚
経
』に
詳
し
く
説
明
が
あ
る
通
り
で
あ
る
。

「
日
日
如
是
授
王
八
戒
」と
は
、こ
れ
は
頻
婆
娑
羅
王
が〔
韋

提
希
の
助
け
に
よ
り
〕
命
が
長
ら
え
、
目
連
に
毎
日
〔
自
ら
の
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も
と
に
〕
来
て
も
ら
い
、
戒
を
受
け
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

問
う
。
八
戒
に
す
ぐ
れ
た
〔
功
徳
が
〕
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、

一
回
の
授
戒
で
充
分
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
毎
日
こ
の
〔
八

戒
を
〕
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
山
は
い
く
ら
で
も
高
く
と
も
よ
く
、
海
は
い
く

ら
で
も
深
く
と
も
よ
く
、
刀
は
い
く
ら
で
も
鋭
く
と
も
よ
く
、

太
陽
は
い
く
ら
明
る
く
と
も
よ
く
、人
は
い
く
ら
で
も
善
〔
良
〕

で
も
よ
く
、
罪
は
い
く
ら
で
も
除
い
て
も
よ
く
、
多
才
は
い
く

ら
で
も
徳
が
あ
っ
て
も
よ
く
、
仏
は
い
く
ら
で
も
聖
な
る
存
在

で
あ
っ
て
も
よ
い
。

王
の
心
は
、
す
で
に
監
禁
さ
れ
て
い
て
、
自
由
を
奪
わ
れ
、

四
六
時
中
、
人
か
ら
大
声
を
あ
げ
ら
れ
殺
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
た
。
だ
か
ら
〔
頻
婆
娑
羅
王
は
仏
に
〕
心
を
傾
け
、
仰
い

で
八
戒
を
〔
受
け
る
こ
と
を
〕
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。〔
頻
婆

娑
羅
王
は
自
ら
の
〕
善
根
功
徳
を
さ
ら
に
積
み
上
げ
よ
う
と
望

み
、〔
そ
し
て
〕
来
世
の
資
助
と
し
よ
う
と
し
た
。

「
世
尊
亦
遣
富
楼
那
為
王
説
法
」
と
は
、〔
次
の
こ
と
を
〕

明
か
し
て
い
る
。
釈
尊
の
慈
悲
の
心
は
深
く
、〔
頻
婆
娑
羅
〕

王
の
身
を
憐
み
、
案
じ
〔
て
い
る
う
ち
に
〕、
す
ぐ
に
〔
頻
婆

娑
羅
王
は
〕
囚
わ
れ
の
身
と
な
り
、〔
釈
尊
は
王
が
大
変
に
〕

衰
弱
し
て
い
る
〔
こ
と
を
危
惧
し
た
〕。

さ
て
富
楼
那
は
仏
弟
子
の
中
で
最
も
説
法
に
す
ぐ
れ
、
言

葉
巧
み
に
〔
聞
く
人
の
心
を
〕
解
き
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ

か
ら
こ
そ
如
来
は
〔
富
楼
那
を
王
の
も
と
に
〕
遣
わ
せ
説
法
さ

せ
、〔
王
の
〕
憂
い
や
悩
み
を
取
り
除
い
た
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
②
禁
父
縁
―
ⅶ
】

如
是
時
間
經
三
七
日
王
食
麨
蜜
得
聞
法
故
顏
色
和
悦
（『
浄
全
』

一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
〇
頁
）

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
如
是
時
間
」
か
ら
、「
顔
色
和
悦
」
ま
で
は
、〔
頻

婆
娑
羅
〕王
が〔
韋
提
希
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
〕食
事
と〔
富

楼
那
の
説
法
を
〕
聞
く
こ
と
で
、〔
幽
閉
さ
れ
て
か
ら
二
十
一

日
と
い
う
〕
長
い
日
数
の
間
、
命
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
ま
た
次
の
こ
と
を
〕
明

か
し
て
い
る
。
韋
提
希
が
い
つ
も
食
事
を
〔
王
に
〕
運
ん
で
飢
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え
や
渇
き
を
除
き
、
目
連
と
富
楼
那
の
授
戒
と
説
法
は
〔
王
の

内
面
〕
を
資
助
し
、〔
弱
り
果
て
た
〕
王
の
心
を
解
き
開
い
た
。

食
事
は
〔
王
の
〕
命
を
延
ば
し
、
授
戒
と
説
法
は
〔
王
の
〕
心

を
養
い
、
苦
し
み
を
除
き
憂
い
を
無
く
し
、〔
王
を
〕
和
や
か

で
悦
び
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
に
し
た
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
七
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
禁
父

縁
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
禁
母
縁
に
つ
い
て
八
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅰ
】

時
阿
闍
世
問
守
門
者
父
王
今
者
猶
存
在
耶
（『
浄
全
』
一
・
三

七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
一
頁
）

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
時
阿
闍
世
」
か
ら
「
由
存
在
耶
」
ま
で
は
、
こ

れ
は
〔
阿
闍
世
が
〕
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
王
〕
の
状
態
を
確

認
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
阿
闍
世
王
が
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
王
〕
を
監
禁

し
て
す
で
に
多
く
の
日
数
が
経
ち
、〔
頻
婆
娑
羅
王
と
他
の
〕

人
た
ち
と
の
交
流
も
絶
ち
、
水
も
食
事
も
与
え
ず
、
十
四
日
も

す
れ
ば
〔
父
の
〕
余
命
も
尽
き
果
て
た
も
の
と
思
っ
た
。
こ
う

考
え
て
〔
頻
婆
娑
羅
王
を
幽
閉
し
て
い
る
〕
王
宮
の
門
に
行
き
、

門
番
に
「
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
、今
ま
だ
い
る
の
か
」

と
聞
い
た
（
（4
（

。

問
う
。
も
し
人
が
一
回
の
食
事
だ
け
で
七
日
も
す
れ
ば
死

に
至
る
。
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
二
十
一
日
を
経
過
し

て
お
り
、
間
違
い
な
く
命
が
絶
え
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
も
な

い
。〔
で
は
何
故
に
〕
阿
闍
世
王
は
直
接
に
「
門
番
よ
、父
〔
で

あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
は
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
」
と
聞
か
ず
、

ど
う
し
て
〔
そ
の
死
に
〕
疑
念
を
持
ち
、「
ま
だ
い
る
の
か
」

と
聞
い
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
れ
こ
そ
阿
闍
世
王
に
と
っ
て
心
に
秘
め
た
こ

と
が
あ
る
問
い
で
あ
る
。
よ
く
よ
く
思
う
に
全
世
界
の
主
た
る
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者
は
、
そ
の
一
挙
手
一
投
足
が
そ
の
場
そ
の
場
限
り
の
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。〔
阿
闍
世
王
に
と
っ
て
〕
父
〔
で
あ
る

頻
婆
娑
羅
〕王
は
生
ま
れ
も
っ
て
の
本
当
の
親
で
あ
り
、〔
自
ら
〕

言
葉
に
し
て
「
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
」〔
な
ど
不
遜
な

こ
と
を
〕問
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
も
し
阿
闍
世
が
自
ら「
も

う
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
」
と
問
え
ば
、〕
お
そ
ら
く
〔
頻
婆

娑
羅
王
を
死
に
追
い
や
っ
た
〕
罪
で
、〔
阿
闍
世
が
〕
そ
の
時

代
に
あ
っ
て
、〔
親
殺
し
の
〕
非
難
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
〔
か

ら
、
阿
闍
世
は
こ
の
よ
う
に
問
う
こ
と
を
意
図
的
に
避
け
た
の

で
あ
ろ
う
〕。
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
、
心
の
う
ち
に
は
〔
父
の
〕

死
を
想
い
つ
つ
、口
に
は
「
い
る
の
か
」
と
問
う
こ
と
は
、〔
阿

闍
世
が
〕永
き
に
わ
た
り
悪
し
き
逆
罪〔
を
犯
し
た
王
と
し
て
〕

汚
名
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅱ
】

時
守
門
人
白
言
大
王
國
大
夫
人
身
塗
麨
蜜
瓔
珞
盛
漿
持
用
上
王

沙
門
目
連
及
富
樓
那
從
空
而
來
爲
王
説
法
不
可
禁
制
（『
浄
全
』

一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
一
頁
）

【
観
経
疏
】

第
二
に
「
時
守
門
人
白
言
」
か
ら
、「
不
可
禁
制
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
門
番
が
〔
こ
の
二
十
一
日
間
の
〕
事
の
仔
細
を
〔
阿
闍

世
に
〕答
え
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
闍
世
が「
父

〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
は
い
る
の
か
」
と
問
う
た
の
で
、
今
、

そ
の
問
い
に
対
し
て
門
番
が
答
え
奉
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

「
白
言
大
王
國
大
夫
人
」
か
ら
以
下
は
、〔
次
の
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
〕。〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
密
か
に
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王

に
食
事
を
献
上
し
、〔
二
十
一
日
の
間
、頻
婆
娑
羅
〕
王
は
〔
こ

れ
を
〕
受
け
取
っ
て
食
べ
た
。〔
こ
の
〕
食
事
に
よ
っ
て
、〔
頻

婆
娑
羅
は
〕
生
き
長
ら
え
、〔
幽
閉
さ
れ
て
か
ら
〕
多
日
を
経

過
し
て
も
、
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
王
が
〕
な
お
存
命
し
て
い

る
こ
と
は
、
こ
れ
こ
そ
〔
韋
提
希
〕
夫
人
の
想
い
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
門
番
の
罪
で
は
な
い
。

問
う
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
頻
婆
娑
羅
王
に
〕
食
事
を
運

ぶ
際
、
身
体
の
上
に
麦
焦
が
し
の
粉
を
塗
り
、〔
そ
れ
を
〕
衣

の
下
に
密
か
に
隠
し
、〔
頻
婆
娑
羅
王
が
幽
閉
さ
れ
て
い
る
と
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こ
ろ
を
幾
度
も
〕
往
復
し
て
も
、
他
人
が
〔
韋
提
希
夫
人
が
頻

婆
娑
羅
王
に
食
事
を
運
ん
で
い
る
こ
と
に
〕
気
付
く
こ
と
は
な

い
。
ど
う
し
て
門
番
が
、
韋
提
希
夫
人
が
頻
婆
娑
羅
王
に
食
事

を
運
ん
で
い
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

答
え
る
。
あ
ら
ゆ
る
個
人
的
（
（4
（

な
秘
密
は
、
い
つ
ま
で
も
隠

し
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
〔
そ
の
秘
密
を
〕
巧

み
に
、〔
そ
し
て
〕
ど
こ
ま
で
も
内
密
に
隠
そ
う
と
も
、〔
い
つ

か
〕
そ
の
〔
秘
密
は
〕
露
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
父
〔
で
あ
る

頻
婆
娑
羅
〕
王
は
す
で
に
監
禁
さ
れ
王
宮
〔
の
深
く
〕
に
あ
り
、

〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
毎
日
、〔
頻
婆
娑
羅
王
の
も
と
に
〕
通
い
続

け
た
。
も
し
〔
韋
提
希
夫
人
が
〕
密
か
に
麦
焦
が
し
の
粉
を
持

参
し
て〔
頻
婆
娑
羅
王
に
〕食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば
、〔
頻
婆
娑
羅
〕

王
が
〔
命
な
が
ら
え
〕
元
気
で
い
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
は
ず

も
な
い
。
今
、〔『
観
経
』
に
〕「
密
」
と
説
く
こ
と
は
、
門
番

に
対
し
て
〔
密
か
に
食
事
を
運
ぼ
う
と
す
る
韋
提
希
〕
夫
人
の

思
い
を
説
明
し
て
い
る
の
だ
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
〔
こ
の
こ

と
を
〕
他
の
人
に
は
秘
密
に
し
て
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
、
門

番
は
す
べ
て
に
気
付
き
つ
つ
も〔
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
た
〕。〔
し

か
し
な
が
ら
〕
今
す
で
に
〔
阿
闍
世
が
頻
婆
娑
羅
王
の
安
否
を

問
い
、〕
事
こ
こ
に
極
ま
り
、〔
韋
提
希
夫
人
と
門
番
の
〕
秘
密

を
〔
こ
れ
以
上
〕
隠
蔽
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ

故
、〔
門
番
は
〕こ
と
の
次
第
を
詳
細
に〔
阿
闍
世
〕王
に
向
か
っ

て
説
明
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
沙
門
目
連
」か
ら
以
下
は
、〔
次
の
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
〕。

ま
さ
に
〔
目
連
と
富
楼
那
の
〕
二
人
の
偉
大
な
る
仏
弟
子
が
空

中
を
飛
ん
で
〔
耆
闍
崛
山
と
王
舎
城
を
〕
往
来
し
、〔
頻
婆
娑

羅
王
が
幽
閉
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
〕
門
ま
で
の
道
を
通
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。〔
こ
の
二
人
の
仏
弟
子
は
〕
毎
日
〔
耆
闍
崛

山
と
王
舎
城
を
〕
往
来
し
、〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
た
め
に
法
を

説
い
た
。〔
こ
の
韋
提
希
夫
人
、
お
よ
び
目
連
と
富
楼
那
の
行

い
を
、
門
番
は
阿
闍
世
王
に
対
し
て
〕「
大
王
様
、
ど
う
か
ご

理
解
く
だ
さ
い
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
頻
婆
娑
羅
王
に
〕
食

事
を
運
ぶ
こ
と
は
、〔
頻
婆
娑
羅
〕王
が〔
目
連
と
富
楼
那
か
ら
〕

教
え
を
受
け
る
よ
り
も
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、〔
そ
し
て
門
番

と
し
て
は
〕
あ
え
て
お
止
め
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。〔
目
連

と
富
楼
那
の
〕
二
人
の
仏
弟
子
は
空
中
か
ら
飛
ん
で
く
る
の
で
、
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こ
れ
は
も
は
や
門
番
で
は
制
止
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
」

〔
と
答
え
た
（
（5
（

〕。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅲ
】

時
阿
闍
世
聞
此
語
已
怒
其
母
曰
我
母
是
賊
與
賊
爲
伴
沙
門
惡
人

幻
惑
咒
術
令
此
惡
王
多
日
不
死
即
執
利
劒
欲
害
其
母
（『
浄
全
』

一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
一
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
時
阿
闍
世
聞
此
語
」
か
ら
、「
欲
害
其
母
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
阿
闍
世
王
の
激
し
い
怒
り
を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
の

こ
と
は
〕
阿
闍
世
王
は
す
で
に
門
番
の
弁
明
を
聞
き
終
わ
っ
て
、

す
ぐ
さ
ま
〔
母
で
あ
る
韋
提
希
〕
夫
人
に
対
し
て
、
心
に
は
悪

し
き
怒
り
を
お
ぼ
え
、
口
に
は
悪
し
き
言
葉
を
並
べ
た
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。
ま
た
〔
阿
闍
世
王
は
身
口
意
の
〕
三
業
に
お

け
る
〔
両
親
へ
の
〕
反
逆
〔
の
罪
〕
と
、
三
業
に
お
け
る
〔
両

親
へ
の
〕
悪
行
を
起
こ
し
た
〔
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
〕。

〔
こ
れ
は
阿
闍
世
が
〕父
と
母
を〔
悪
し
様
に
〕罵
っ
て「
反

逆
者
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
口
業
に
お
け
る
逆
〔
罪
〕
と
い
う
。

〔
ま
た
〕
沙
門
を
〔
悪
し
様
に
〕
罵
っ
て
〔「
悪
人
」
と
言
っ
た

こ
と
を
、〕
口
業
に
お
け
る
悪
〔
行
〕
と
い
う
。〔
ま
た
阿
闍
世

が
〕
剣
を
手
に
取
り
、
母
を
殺
め
よ
う
と
し
た
こ
と
を
、
身
業

に
お
け
る
逆
〔
罪
〕
と
い
う
。
身
と
口
の
行
い
は
〔
す
べ
て
〕、

心
を
そ
の
主
と
す
る
。
こ
の
こ
と
を
意
業
に
お
け
る
逆
〔
罪
〕

と
い
う
。
ま
た
〔
阿
闍
世
が
〕
始
め
に
〔
母
で
あ
る
韋
提
希
夫

人
に
対
し
て
、
悪
し
様
に
罵
っ
た
〕
方
便
を
悪
〔
行
〕
と
い
い
、

そ
の
後
に
〔
母
に
対
し
て
剣
を
振
り
上
げ
た
〕
行
為
を
逆
〔
罪
〕

と
い
う
の
で
あ
る
。

「
我
母
是
賊
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
阿
闍
世
が
〕
口
に

悪
し
き
言
葉
を
並
べ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
で
は
、
阿

闍
世
は
〕
何
故
に
母
〔
で
あ
る
韋
提
希
夫
人
〕
に
対
し
て
罵
り
、

「
反
逆
者
」〔
と
言
い
、
ま
た
〕「
反
逆
者
〔
で
あ
る
父
〕
に
く

み
し
た
」
と
〔
言
っ
た
の
か
〕。
阿
闍
世
王
の
も
と
も
と
の
怒

り
の
矛
先
は
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
王
に
〕
向
い
て
い
た
も
の

で
あ
る
。〔
だ
か
ら
こ
そ
阿
闍
世
王
は
、頻
婆
娑
羅
王
が
〕
早
々

に
死
ん
で
し
ま
わ
な
い
こ
と
を
恨
ん
だ
。
母
〔
で
あ
る
韋
提
希

夫
人
〕
が
密
か
に
〔
頻
婆
娑
羅
王
に
対
し
て
〕
食
事
を
運
ん
だ
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か
ら
こ
そ
、〔
頻
婆
娑
羅
王
は
〕
死
に
い
た
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
〔
阿
闍
世
王
は
母
を
〕
罵
り
、「
我
が
母
〔
と
は
い
え

こ
の
者
〕
は
反
逆
者
で
あ
る
。
反
逆
者
〔
で
あ
る
父
〕
の
味
方

を
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
だ
。

「
沙
門
惡
人
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
阿
闍
世
が
母
〔
韋
提

希
夫
人
が
密
か
に
頻
婆
娑
羅
王
に
対
し
て
〕
食
事
を
運
ん
で
い

た
こ
と
を
怒
り
、
ま
た
〔
二
人
の
〕
沙
門
が
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王

の
た
め
に
〔
耆
闍
崛
山
か
ら
〕
飛
ん
で
く
る
こ
と
を
聞
い
て
、

さ
ら
に
怒
り
の
心
が
増
長
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
〔『
観
経
』
に
〕「
ど
の
よ
う
な
怪
し
げ
な
妖
術
を
駆
使

し
て
、
悪
し
き
王
を
何
日
も
死
な
せ
ず
に
い
た
の
か
」
と
説
か

れ
て
い
る
。

「
即
執
利
劍
」
か
ら
以
下
は
、
阿
闍
世
王
の
怒
り
が
い
よ
い

よ
激
し
く
な
り
、
逆
〔
罪
〕
が
母
〔
で
あ
る
韋
提
希
夫
人
〕
に

及
ぶ
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
悲
劇
的
な
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。〔
阿
闍
世
は
実
の
母
に
対
し
て
〕
髪
を
つ
か
み
、

剣
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
、〔
韋
提
希
夫
人
の
〕命
は〔
も
は
や
〕

風
前
の
灯
火
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
慈
し
み
深
き
母
は
合
掌
し
て
、

身
を
か
が
め
て
頭
を
下
げ
て
我
が
子
の
手
に
か
か
ろ
う
と
し
た
。

〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
そ
の
時
、〔
全
身
か
ら
〕
熱
い
汗
が
流
れ
出

し
、心
も
魂
も〔
悲
し
み
の
あ
ま
り
〕悶
え
苦
し
ん
で
い
た
。あ
ぁ

〔
な
ん
と
い
う
〕
悲
哀
で
あ
ろ
う
か
。〔
韋
提
希
夫
人
は
〕
た
ち

ま
ち
に
こ
の
よ
う
な
苦
難
に
あ
っ
た
の
だ
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅳ
】

時
有
一
臣
名
曰
月
光
聰
明
多
智
及
與
耆
婆
爲
王
作
禮
白
言
大
王

臣
聞
毗
陀
論
經
説
劫
初
已
來
有
諸
惡
王
貪
國
位
故
殺
害
其
父
一

萬
八
千
未
曾
聞
有
無
道
害
母
王
今
爲
此
殺
逆
之
事
汙
刹
利
種
臣

不
忍
聞
是
栴
陀
羅
不
宜
住
此
時
二
大
臣
説
此
語
竟
以
手
按
劔
卻

行
而
退
（『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
〜
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・

一
四
一
頁
〜
一
四
二
頁
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
時
有
一
臣
名
曰
月
光
」
か
ら
、「
卻
行
而
退
」
ま

で
は
、
こ
れ
は
〔
月
光
と
耆
婆
の
〕
二
人
の
家
臣
が
、〔
母
親

を
殺
め
よ
う
と
す
る
阿
闍
世
を
〕
懸
命
に
と
ど
め
、〔
そ
の
こ

と
を
決
し
て
〕
許
そ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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こ
の
〔
月
光
と
耆
婆
の
〕
二
人
の
家
臣
は
、
こ
の
〔
マ
ガ
ダ
〕

国
の
宰
相
で
あ
り
、
そ
の
国
の
政
治
の
規
律
や
秩
序
が
す
べ
て

の
国
々
に
名
を
轟
か
せ
、
全
世
界
に
お
い
て
〔
こ
の
マ
ガ
ダ
国

の
政
治
が
〕確
固
た
る
模
範
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。〔
と

こ
ろ
が
〕
急
に
阿
闍
世
王
が
激
し
く
逆
上
し
て
、
剣
を
振
り
上

げ
て
自
ら
の
母
親
を
殺
そ
う
と
し
た
。〔
そ
の
場
を
見
た
月
光

は
〕
こ
の
悪
事
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
耆
婆
と

と
も
に
〔
家
臣
が
王
に
忠
告
す
る
こ
と
は
〕
許
さ
れ
ざ
る
こ
と

な
が
ら
も
、〔
阿
闍
世
の
逆
罪
を
〕
制
止
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
。

「
時
」
と
は
、
阿
闍
世
王
が
母
〔
で
あ
る
韋
提
希
夫
人
〕
を

殺
そ
う
と
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

「
有
一
大
臣
」
と
は
、
そ
の
地
位
を
明
か
し
て
い
る
。

「
月
光
」
と
は
、
そ
の
名
前
を
明
か
し
て
い
る
。

「
聰
明
多
智
」
と
は
、〔
月
光
の
〕
徳
〔
が
高
い
こ
と
〕
を

明
か
し
て
い
る
。

「
及
與
耆
婆
」
と
は
、〔
こ
の
〕
耆
婆
〔
と
い
う
人
物
は
〕、

父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
子
で
あ
る
奈
女
〔
と
い
う
女
性
〕
の
子

で
あ
る
。
急
に
兄
〔
に
当
た
る
阿
闍
世
〕
が
〔
そ
の
〕
母
に
対

し
て
逆
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
つ
い
に
月
光
と

と
も
に
声
を
合
わ
せ
〔
阿
闍
世
が
母
を
手
に
か
け
よ
う
と
す
る

こ
と
を
〕
と
ど
め
た
。

「
爲
王
作
禮
」
と
は
、
お
お
よ
そ
目
上
の
人
に
対
し
て
戒
め

の
言
葉
を
言
お
う
と
す
る
と
き
の
作
法
は
、
必
ず
〔
そ
の
相
手

に
向
か
っ
て
〕
礼
拝
を
し
て
、
全
身
で
尊
敬
の
念
を
表
現
し
て

か
ら
〔
戒
め
の
言
葉
を
言
う
べ
き
〕
で
あ
る
。
今
、
こ
の
〔
月

光
と
耆
婆
の
〕
二
人
の
家
臣
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
ま
ず
全
身

で
敬
礼
し
た
上
で
、〔
阿
闍
世
〕
王
の
心
〔
に
今
、
我
を
失
っ

て
い
る
こ
と
を
〕
気
付
か
せ
、
胸
の
前
で
手
を
組
み
、
身
体
を

折
り
曲
げ
て
、〔
阿
闍
世
に
対
し
て
〕
本
心
を
申
し
上
げ
た
。

ま
た
「
白
言
大
王
」
と
は
、
こ
れ
は
月
光
が
〔
阿
闍
世
に

対
し
て
〕
進
言
し
よ
う
と
思
い
、
阿
闍
世
王
が
心
を
開
い
て
耳

を
傾
け
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
〔
月
光
が
阿
闍
世

に
〕
進
言
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
言
臣
聞
毘
陀
論
經
説
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
月
光
が
〕
広
く

古
今
の
書
物
や
歴
代
帝
王
に
関
す
る
記
述
を
典
拠
と
し
て
い
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
古
人
は
「
発
言
に
典
拠
が
な
け
れ
ば
、
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そ
れ
は
君
子
に
と
っ
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
も
言
う
。

今
す
で
に
〔
月
光
に
よ
る
阿
闍
世
へ
の
〕
諌
め
は
〔
決
し
て
〕

軽
い
こ
と
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
虚
言
や
妄
説
を
言
う
こ
と
な

ど
が
あ
ろ
う
か
。

「
劫
初
已
來
」
と
は
、〔「
こ
の
世
界
が
誕
生
し
て
以
来
」
と

い
う
意
味
で
あ
り
、〕
そ
の
時
を
明
か
し
て
い
る
。

「
有
諸
惡
王
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
悪
王
の
〕
大
意
と
し
て
、

非
礼
で
暴
〔
虐
で
〕
逆
〔
罪
を
犯
す
〕
人
を
指
示
す
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

「
貪
國
位
故
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
悪
王
の
〕
許
さ
れ
ざ
る
意

志
で
激
し
く
求
め
る
こ
と
は
、〔
そ
の
〕
父
の
王
座
の
奪
取
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
殺
害
其
父
」
と
は
、こ
れ
は
〔
阿
闍
世
が
〕
す
で
に
父
〔
頻

婆
娑
羅
〕
に
対
し
て
悪
心
を
起
こ
し
、〔
父
が
こ
れ
以
上
〕
生

き
長
ら
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い〔
と
思
い
〕、そ
れ
ゆ
え〔
父
の
〕

命
を
絶
つ
べ
き
〔
考
え
た
〕
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
一
萬
八
千
」
と
は
、
こ
れ
は
今
、〔
阿
闍
世
が
〕
父
〔
頻

婆
娑
羅
〕
を
殺
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
あ
の
〔
一
万
八
千
に
の

ぼ
る
多
く
の
悪
王
〕
と
同
類
と
な
る
こ
と
明
か
し
て
い
る
。

「
未
曾
聞
有
無
道
害
母
」
と
は
、
こ
れ
は
古
来
、
父
を
殺
害

し
て
〔
王
〕
位
を
奪
う
こ
と
は
歴
史
書
に
も
よ
く
見
る
話
し
で

あ
る
が
、〔
王
位
を
求
め
、
そ
の
〕
国
を
我
が
物
と
し
よ
う
と

し
て
、
自
ら
の
母
親
を
殺
害
し
た
と
い
う
記
事
は
、
こ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。も
し〔
経

文
に
〕「
こ
の
世
界
が
誕
生
し
て
以
来
」
と
説
く
こ
と
か
ら
言

え
ば
、
悪
王
が
王
位
を
欲
し
〔
た
と
し
て
も
〕、
た
だ
父
の
み

を
殺
害
し
、
慈
悲
深
き
母
に
は
危
害
を
加
え
な
い
〔
も
の
で
あ

る
〕。
こ
れ
は
つ
ま
り
〔
数
多
あ
る
父
の
殺
害
と
い
う
〕
故
事

を
挙
げ
て
、
今
の
〔
惨
状
と
は
〕
異
な
っ
て
い
る
こ
と
〔
を
示

す
〕。
大
王
〔
で
あ
る
阿
闍
世
〕
は
今
、王
位
を
欲
し
て
父
〔
頻

婆
娑
羅
〕
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
。
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
は
〔
王

と
い
う
〕
位
を
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、〔
そ
の
位
を
〕
激
し

く
求
め
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
故
事
と
同
類
の
こ
と
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。〔
し
か
し
〕
母
親
に
は
位
に
お
い
て
、〔
何
も
〕

求
め
る
も
の
な
い
。〔
阿
闍
世
は
〕
理
由
も
な
く
〔
母
親
に
対

し
て
〕
殺
害
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
今
の
〔
惨
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状
〕が
、故
事
と
は
異
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
阿
闍
世
〕

王
が
今
、
自
ら
の
母
親
を
殺
害
す
る
こ
と
は
、
王
家
の
名
を
汚

す
こ
と
と
な
る
。

「
刹
利
」
と
は
、
こ
れ
は
四
種
の
階
級
の
上
位
に
あ
り
、
王

家
の
家
柄
で
あ
り
、
代
々
に
わ
た
り
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
ど
う
し
て
世
俗
の
者
た
ち
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。

「
臣
不
忍
聞
」
と
は
、〔
阿
闍
世
〕
王
の
悪
行
を
目
の
前
に

し
て
、
両
親
に
耐
え
難
き
危
害
を
加
え
、
悪
評
が
世
間
に
広
ま

る
。
自
身
の
人
間
性
に
お
い
て
も
、
ま
た
立
場
に
お
い
て
も
、

こ
れ
以
上
の
恥
じ
入
る
こ
と
は
な
い〔
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
（
（5
（

〕。

「
不
宜
住
此
」
と
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
二
義
が
あ
る
。

第
一
に
〔
阿
闍
世
〕
王
は
今
、
悪
業
を
犯
そ
う
と
し
て
、
人

倫
の
道
（
（5
（

を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
の
国
々
で
は
、
ど
う

し
て
許
さ
れ
ざ
る
罪
を
犯
す
よ
う
な
人
が
王
座
に
つ
く
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
こ
れ
は
つ
ま
り
（
（5
（

宮
殿
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

第
二
に
〔
阿
闍
世
〕
王
は
〔
マ
ガ
ダ
〕
国
に
あ
り
な
が
ら
も
、

自
ら
の〔
母
〕親
を
手
に
か
け
よ
う
も
の
な
ら
ば
、〔
宮
殿
か
ら
〕

外
に
追
放
さ
れ
〔
る
が
〕、
永
久
に
音
信
が
途
絶
え
る
よ
う
な

土
地
に
〔
ま
で
〕
流
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
不

宜
住
此
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
時
二
大
臣
説
此
語
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
月
光
と
耆

婆
の
〕
二
人
の
大
臣
が
〔
阿
闍
世
王
に
対
し
て
〕
直
々
に
粗
暴

な
言
葉
で
強
く
諌
め
、
古
今
の
文
献
を
挙
げ
、〔
阿
闍
世
〕
王

の
〔
悪
し
き
〕
心
を
目
覚
め
さ
せ
よ
う
と
望
む
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

「
以
手
按
劍
」
と
は
、〔
月
光
と
耆
婆
の
〕
二
人
の
大
臣
が

自
ら
の
刀
に
手
を
か
け
る
〔
こ
と
で
あ
る
〕。

問
う
。〔
二
人
の
大
臣
が
阿
闍
世
王
を
〕
粗
暴
な
言
葉
で
強

く
諌
め
、
無
礼
を
顧
み
な
い
こ
と
は
、
君
主
に
対
し
て
家
臣
が

取
る
べ
き
礼
に
既
に
背
い
て
い
る
。
ど
う
し
て
〔
二
人
の
大
臣

は
〕
身
を
翻
し
て
そ
の
場
を
立
ち
去
ら
ず
、〔
経
文
に
は
、
二

人
の
大
臣
は
剣
の
柄
に
手
を
か
け
、〕「
卻
行
而
退
」（
じ
り
じ

り
と
後
退
し
た
）
と
説
く
の
か
。

答
え
る
。
粗
暴
な
言
葉
は
〔
阿
闍
世
〕
王
へ
の
反
逆
で
は

あ
る
が
、〔
二
人
の
大
臣
は
阿
闍
世
王
が
自
ら
の
〕
母
親
を
〔
自
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分
の
〕
手
に
か
け
〔
殺
そ
う
と
す
る
〕
心
を
や
め
さ
せ
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
〔
阿
闍
世
王
の
〕
激

し
い
怒
り
を
こ
こ
で
除
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、〔
阿
闍
世

が
〕
振
り
上
げ
た
剣
が
自
身
に
危
険
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
剣
に
手
を
か
け
〔
つ
つ
も
〕、
自
ら
の
身
を
護
る

た
め
に
じ
り
じ
り
と
後
退
し
た
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅴ
】

時
阿
闍
世
驚
怖
惶
懼
告
耆
婆
言
汝
不
爲
我
耶
（『
浄
全
』
一
・

三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
二
頁
）

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
時
阿
闍
世
驚
怖
」
か
ら
、「
汝
不
爲
我
耶
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
阿
闍
世
王
が
恐
れ
を
い
だ
い
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
は
阿
闍
世
が
、
既
に
二
人
の
大
臣
の
諫
言
が
あ
ま
り
に
も

粗
暴
で
あ
っ
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
さ
ら
に
剣
に
手

を
か
け
後
退
す
る
こ
と
を
見
て
、
お
そ
ら
く
〔
二
人
の
〕
大
臣

が
自
分
に
背
い
て
、
あ
の
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
味
方
に
つ
き
、

そ
の
上〔
自
身
に
対
し
て
何
か
〕良
か
ら
ぬ
こ
と
を
企
て
て〔
い

る
と
思
い
ま
た
そ
の
こ
と
は
阿
闍
世
の
〕
心
情
に
不
安
を
掻
き

立
て
た
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
経
典
に
、
こ
の
時
の
阿
闍
世
の
気
持

ち
を
〕「
惶
懼
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
こ
の
時
、
阿
闍

世
は
心
中
に
〕
耆
婆
は
す
で
に
自
分
の
こ
と
を
見
捨
て
、
誰
か

〔
他
の
人
の
〕
た
め
に
〔
何
か
企
ん
で
い
る
〕
の
で
は
な
い
か

と
〔
疑
っ
た
〕。〔
阿
闍
世
は
〕
心
に
〔
こ
の
〕
疑
念
〔
を
抱
き
、

耆
婆
の
言
動
に
対
し
て
〕困
惑
し
た
。〔
だ
か
ら
こ
そ
阿
闍
世
は
〕

つ
い
に
〔
そ
の
疑
念
を
〕
口
に
出
し
て
〔
耆
婆
に
〕
問
い
、〔
こ

の
こ
と
を
耆
婆
に
〕
問
い
質
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
〔
経
典
に
〕「
耆
婆
汝
不
爲
我
」
と
説
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

耆
婆
と
い
う
〔
人
物
〕
は
〔
阿
闍
世
〕
王
に
と
っ
て
〔
異

母
の
〕
弟
に
（
（5
（

あ
た
る
。
古
く
か
ら
「
家
に
災
い
が
あ
っ
た
時
に

は
、
肉
親
で
な
け
れ
ば
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
い
伝
え

る
。
こ
こ
で
〔
阿
闍
世
が
〕「〔
耆
婆
よ
。〕
そ
な
た
は
我
が
弟

で
あ
る
」
と
〔
の
思
い
で
、
た
だ
耆
婆
の
み
の
名
を
呼
び
、
月

光
の
名
を
呼
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
、阿
闍
世
に
と
っ
て
耆
婆
と
〕

月
光
が
同
じ
〔
立
場
に
〕
あ
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅵ
】

耆
婆
白
言
大
王
愼
莫
害
母
（『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』

一
・
一
四
二
頁
）

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
耆
婆
白
言
」
か
ら
、「
愼
莫
害
母
」
ま
で
は
、〔
耆

婆
と
月
光
の
〕
二
人
の
大
臣
が
重
ね
て
〔
阿
闍
世
に
対
し
て
〕

諫
言
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
耆
婆
が
〔
王
た
る

者
が
母
親
を
手
に
か
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
〕
現
実
〔
的
な

対
応
を
、
阿
闍
世
〕
大
王
に
対
し
て
答
え
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。〔
ま
た
こ
の
諫
言
に
は
、〕
も
し
〔
阿
闍
世
王
が
〕

我
ら
〔
両
名
を
〕
宰
相
と
し
て
登
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
願

わ
く
ば
〔
王
が
自
ら
実
の
〕
母
を
手
に
か
け
る
こ
と
は
〔
決
し

て
〕
な
い
よ
う
に
〔
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
〕。

以
上
が
〔
耆
婆
と
月
光
か
ら
、
阿
闍
世
に
対
す
る
〕
直
接

の
諫
言
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅶ
】

王
聞
此
語
懺
悔
求
救
即
便
捨
劔
止
不
害
母
（『
浄
全
』
一
・
三

八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
二
頁
）

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
王
聞
此
語
」
か
ら
、「
止
不
害
母
」
ま
で
は
、
こ

れ
は
阿
闍
世
王
が
〔
二
人
の
大
臣
の
〕
諫
言
を
受
け
入
れ
、〔
自

ら
の
〕
母
親
に
〔
死
を
与
え
ず
〕
生
き
長
ら
え
る
こ
と
を
許
し

た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
闍
世
王
が
す
で
に
耆
婆

の
〔
直
接
の
〕
諫
言
を
受
け
入
れ
終
わ
っ
て
、
心
に
慚
愧
の
念

を
起
こ
し
、〔
母
を
手
に
か
け
よ
う
と
し
た
〕
自
ら
の
悪
業
を

恥
じ
、
そ
の
ま
ま
二
人
の
大
臣
に
向
か
っ
て
、
許
し
を
求
め
命

乞
い
を
し
た
。
そ
し
て
〔
阿
闍
世
は
、
二
人
の
大
臣
の
諫
言
の

ま
ま
に
〕
母
親
を
許
し
、〔
母
を
〕
死
の
災
難
か
ら
解
き
放
ち
、

手
に
取
っ
て
い
た
剣
を
も
と
の
鞘
に
収
め
た
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
③
禁
母
縁
―
ⅷ
】

敕
語
内
官
閉
置
深
宮
不
令
復
出
（『
浄
全
』
一・三
八
頁
／
『
聖

典
』
一
・
一
四
二
頁
）
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【
観
経
疏
】

第
八
に
「
敕
語
内
官
」
か
ら
、「
不
令
復
出
」
ま
で
は
、
そ

の
〔
実
の
母
親
を
手
に
か
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
悔
い
た
〕
阿

闍
世
王
は
、
そ
れ
で
も
〔
父
に
加
担
し
た
母
親
に
対
す
る
〕
激

し
い
怒
り
が
収
ま
ら
ず
、〔
そ
の
ま
ま
〕
母
〔
韋
提
希
〕
を
監

禁
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
闍
世
王
が
二
人
の

大
臣
の
諫
言
を
受
け
入
れ
、
母
〔
韋
提
希
〕
を
許
し
た
と
は
い

え
、そ
れ
で
も
ま
だ
怒
り
が
収
ま
ら
ず
、〔
母
で
あ
る
韋
提
希
が
〕

自
由
に
動
き
ま
わ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、〔
韋
提
希
に
〕
仕
え
る

者
た
ち
に
命
令
し
て
、〔
韋
提
希
を
〕
宮
殿
の
奥
深
く
に
閉
じ

込
め
、二
度
と〔
部
屋
か
ら
外
に
〕出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
、〔
さ

ら
に
〕
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
と
面
会
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
八
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
禁
母

縁
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
④
厭
苦
縁
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
厭
苦
縁
に
つ
い
て
四
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
④
厭
苦
縁
―
ⅰ
】

時
韋
提
希
被
幽
閉
已
愁
憂
憔
悴
（『
浄
全
』
一・三
八
頁
／
『
聖

典
』
一
・
一
四
三
頁
）

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
時
韋
提
希
」
か
ら
、「
憔
悴
」
ま
で
は
、こ
れ
は
〔
韋

提
希
〕
夫
人
が
〔
実
の
〕
我
が
子
か
ら
幽
閉
さ
れ
、
監
禁
さ
れ

た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
死
の

災
難
か
ら
免
れ
た
と
は
い
え
、
代
わ
り
に
宮
殿
の
奥
深
く
に
閉

じ
込
め
ら
れ
、
門
番
の
警
備
が
極
め
て
厳
し
く
、〔
牢
の
〕
外

に
出
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
は
や
〔
韋
提
希

は
〕
た
だ
た
だ
憂
い
を
抱
く
の
み
で
あ
り
、
次
第
に
身
も
心
も

や
つ
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
そ
し
て

韋
提
希
は
〕
深
く
傷
つ
い
た
心
で
「
あ
ぁ
、
な
ん
と
い
う
災
い

で
あ
ろ
う
か
。
今
日
の
こ
の
苦
し
み
た
る
や
。〔
私
は
我
が
子

で
あ
る
〕
阿
闍
世
王
に
口
汚
く
罵
ら
れ
、
鋭
い
刃
を
〔
こ
の
身
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に
〕
向
け
ら
れ
殺
さ
れ
か
か
り
、
ま
た
〔
こ
の
よ
う
に
〕
宮
殿

の
奥
深
く
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
う
災
難
に
あ
っ
た
の
だ
」

と
言
っ
た
。

問
う
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
す
で
に
死
の
災
難
を
免
れ
、
宮

殿
の
奥
深
く
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た〔
で
は
な
い
か
〕。〔
な
ら
ば
〕

む
し
ろ
〔
韋
提
希
は
死
を
免
れ
た
こ
と
を
〕
喜
ぶ
べ
き
で
は
な

い
の
か
。〔
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
な
ぜ
〔
韋
提
希
は
〕
逆

に
こ
の
よ
う
に
深
く
憂
慮
し
て
い
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
の
〔
韋
提
希
の
憂
慮
し
た
〕
こ
と
に
は
三
種

の
理
由
が
あ
る
。

第
一
に
、〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
〔
阿
闍
世
王
に
よ
っ
て
〕
す

で
に
幽
閉
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
誰
も
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
に

食
事
を
献
上
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、ま
た
〔
頻
婆
娑
羅
〕

王
が
こ
の
私
〔
韋
提
希
の
身
の
上
に
何
か
〕
災
い
が
あ
っ
た
こ

と
を
耳
に
し
た
な
ら
ば
、〔
頻
婆
娑
羅
王
が
〕
さ
ら
に
深
く
憂

い
悲
し
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。〔
頻
婆
娑
羅
王
は
〕
今
す
で
に
食

事
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ず
、〔
こ
の
上
さ
ら
に
頻
婆
娑
羅
王
に
〕

心
配
を
か
け
よ
う
も
の
な
ら
ば
、〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
身
体
と

生
命
が
、
き
っ
と
〔
そ
う
〕
長
く
は
続
か
な
い
と
〔
深
く
憂
慮

し
た
こ
と
〕
を
明
か
し
て
い
る
。

第
二
に
、〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
す
で
に
幽
閉
と
い
う
災
難
を

被
っ
て
お
り
、〔
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
体
〕
い
つ
如
来
の

御
尊
顔
と
諸
々
の
〔
仏
〕
弟
子
た
ち
に
相
見
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
か
と
〔
深
く
憂
慮
し
た
こ
と
〕
を
明
か
し
て
い
る
。

第
三
に
、〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
〔
阿
闍
世
王
の
〕
命
令
に
よ

り
監
禁
さ
れ
宮
殿
の
奥
深
く
に
あ
り
、〔
そ
こ
の
〕
門
番
の
警

護
は
水
を
も
漏
ら
さ
な
い
程
〔
に
強
固
〕
で
あ
り
、
四
六
時
中

〔
常
に
韋
提
希
が
絶
望
し
て
、
も
は
や
生
き
る
望
み
が
皆
無
で

あ
り
〕
た
だ
死
ぬ
こ
と
ば
か
り
を
考
え
〔
深
く
〕
憂
慮
し
た
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
三
種
の
理
由
が
あ
っ
て
、〔
韋
提
希
は
〕
身
体
も
心
も

追
い
詰
め
ら
れ
、
憔
悴
し
き
っ
て
い
た
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
④
厭
苦
縁
―
ⅱ
】

遙
向
耆
闍
崛
山
爲
佛
作
禮
而
作
是
言
如
來
世
尊
在
昔
之
時
恒
遣

阿
難
來
慰
問
我
我
今
愁
憂
世
尊
威
重
無
由
得
見
願
遣
目
連
尊
者
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阿
難
與
我
相
見
作
是
語
已
悲
泣
雨
涙
遙
向
佛
禮
未
擧
頭
頃（『
浄

全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
三
頁
）

【
観
経
疏
】

第
二
に「
遥
向
耆
闍
崛
山
」か
ら
、「
未
舉
頭
頃
」ま
で
は
、〔
韋

提
希
〕
夫
人
が
監
禁
さ
れ
〔
深
く
憂
慮
し
た
こ
と
〕
に
よ
っ
て
、

仏
に
〔
説
法
を
〕
請
い
願
う
思
い
を
〔
自
ら
口
に
し
て
〕
述
べ

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕

夫
人
は
す
で
に
幽
閉
さ
れ
監
禁
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
仏
の
そ
ば

に
赴
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
た
だ
〔
ひ
た
す
ら
仏
を

慕
う
〕
心
だ
け
あ
り
、
顔
を
耆
闍
崛
山
に
向
け
、〔
釈
尊
の
姿

は
見
え
ず
と
も
〕
遥
か
に
釈
尊
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
、「〔
釈
尊

よ
〕
ど
う
か
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
仏
の
お
慈
悲
の
も
と
で

弟
子
〔
で
あ
る
こ
の
私
の
〕
深
く
憂
慮
し
〔
落
ち
込
ん
だ
〕
心

を
お
受
け
と
め
く
だ
さ
い
ま
せ
」〔
と
懇
願
し
た
こ
と
を
〕
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

「
如
來
在
昔
之
時
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
二
義
が

あ
る
。

第
一
に
、〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
が
監
禁
さ
れ
る
以
前
に
は
、
あ

る
時
は
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
と
こ
の
私
〔
韋
提
希
〕
は
親
し
く
仏

の
そ
ば
に
赴
き
、〔
ま
た
〕
あ
る
時
は
如
来
と
諸
々
の
〔
仏
〕

弟
子
が
親
し
く
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
か
ら
の
招
待
を
受
け
〔
、
王

と
と
も
に
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
が
、〕
今
は
我
が
身
も

〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
も
共
に
監
禁
さ
れ
て
お
り
、〔
仏
と
の
〕
関
わ

り
も
断
絶
〔
さ
れ
て
〕
し
ま
い
、彼
の
〔
仏
〕
と
こ
ち
ら
の
〔
頻

婆
娑
羅
と
私
〕
と
の
気
持
ち
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
（
（5
（

。

第
二
に
、
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
が
監
禁
さ
れ
た
日
か
ら
、
幾

度
も
釈
尊
が
阿
難
を
遣
わ
し
て
、
こ
の
私
〔
韋
提
希
〕
を
慰
問

さ
せ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
な
ぜ
〔
釈

尊
は
阿
難
を
遣
わ
し
て
、
韋
提
希
〕
を
慰
問
し
た
の
か
。〔
釈

尊
が
遥
か
耆
闍
崛
山
か
ら
〕
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
が
幽
閉
さ
れ

監
禁
さ
れ
た
〔
一
部
始
終
〕
を
ご
覧
に
な
り
、
仏
が
お
そ
ら
く

〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
深
く
落
ち
込
み
、
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
で

あ
ろ
う
と
〔
懸
念
し
た
〕。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、〔
釈
尊
は
〕

特
別
に
〔
阿
難
を
韋
提
希
の
も
と
に
〕
遣
わ
せ
慰
問
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
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「
世
尊
威
重
無
由
得
見
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
〕。〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
心
の
う
ち
で
自
ら
謙
遜

し
て
、
仏
弟
子
に
〔
対
し
て
〕
帰
依
し
尊
敬
し
て
い
る
。
罪
深

き
こ
の
我
が
身
（
（5
（

で
は
善
行
に
よ
る
功
徳
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い

〔
こ
と
に
対
し
て
〕、
仏
の
〔
無
上
な
る
〕
功
徳
は
極
め
て
高
く
、

軽
々
し
く
お
目
に
か
か
る
こ
と
な
ど
、
で
き
よ
う
は
ず
も
な
い
。

〔
こ
の
経
文
は
〕「
願
わ
く
ば
〔
釈
尊
の
代
理
と
し
て
〕
目
連
な

ど
を
遣
わ
せ
、
こ
の
私
〔
韋
提
希
〕
に
会
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」〔
と
い
う
意
味
で
あ
る
〕。

問
う
。
如
来
こ
そ
が
救
い
主
で
あ
り
、〔
衆
生
を
救
済
す
る

に
あ
た
っ
て
、
如
来
が
そ
の
〕
時
機
を
逸
す
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。〔
今
こ
そ
釈
尊
の
救
い
が
必
要
な
と
き
に
も
関

わ
ら
ず
、
韋
提
希
〕
夫
人
は
な
ぜ
三
度
に
わ
た
り
〔
仏
に
対
し

て
〕
救
い
を
求
め
る
〔
作
法
（
（5
（

を
〕
せ
ず
〔
救
い
主
た
る
仏
に
救

い
を
求
め
ず
〕
し
て
、
目
連
な
ど
を
呼
び
出
す
こ
と
に
、
ど
の

よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
仏
の
威
徳
と
い
う
も
の
は
〔
極
め
て
〕
崇
高
な

も
の
で
あ
る
。〔
仏
と
の
〕
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
縁
に
で
は
、〔
仏

に
対
し
て
容
易
に
〕
救
い
を
求
め
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。

〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
と
も
か
く
阿
難
と
面
会
し
て
、〔
阿
難
に
〕
自

分
の
想
い
を
伝
え
て
、〔
仏
の
も
と
に
〕
戻
っ
て
、釈
尊
に
〔
自

分
の
状
況
や
想
い
〕
を
伝
え
て
欲
し
い
〔
と
い
う
思
い
で
、
阿

難
を
呼
び
出
し
た
〕。仏
は
我
が
意
を
汲
ん
で
、ま
た
阿
難
を〔
自

分
の
も
と
に
遣
わ
し
〕、
仏
〔
直
々
の
〕
教
え
を
〔
阿
難
に
〕

伝
え
、〔
そ
の
教
え
を
阿
難
か
ら
〕
こ
の
私
〔
韋
提
希
〕
に
教

授
さ
せ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、〔
韋
提
希
は
〕
阿
難
と
面
会
す

る
こ
と
を
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。

「
作
是
語
已
」
と
は
、
以
上
の
〔
韋
提
希
の
〕
想
い
に
関
す

る
説
明
で
あ
る
。

「
悲
泣
雨
涙
」と
は
、〔
以
下
の
こ
と
を
〕明
か
し
て
い
る
。〔
韋

提
希
〕
夫
人
は
、自
ら
が
〔
背
負
う
〕
罪
が
あ
ま
り
に
重
い
〔
ま

ま
に
〕、
釈
尊
に
〔
自
ら
へ
の
〕
慈
愛
を
懇
願
し
た
。〔
そ
の
想

い
は
仏
へ
の
〕
敬
い
の
心
が
大
変
に
深
く
、
悲
し
み
の
涙
が
目

に
溢
れ
て
い
た
。〔
韋
提
希
は
〕
た
だ
仏
に
心
の
底
か
ら
〔
救

い
を
〕
求
め
、
ま
た
さ
ら
に
〔
韋
提
希
は
王
舎
城
か
ら
〕
遥
か
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に
〔
離
れ
た
耆
闍
崛
山
に
向
か
っ
て
〕
礼
拝
し
、〔
自
ら
〕
頭

を
〔
大
地
に
〕
打
ち
つ
け
、〔
悲
し
み
の
あ
ま
り
に
呆
然
と
そ

の
場
に
〕
う
な
だ
れ
、
し
ば
ら
く
の
間
、
頭
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
④
厭
苦
縁
―
ⅲ
】

爾
時
世
尊
在
耆
闍
崛
山
知
韋
提
希
心
之
所
念
即
敕
大
目
犍
連
及

以
阿
難
從
空
而
來
佛
從
耆
闍
崛
山
沒
於
王
宮
出
時
韋
提
希
禮
已

擧
頭
見
世
尊
釋
迦
牟
尼
佛
身
紫
金
色
坐
百
寳
蓮
華
目
連
侍
左
阿

難
在
右
釋
梵
護
世
諸
天
在
虚
空
中
暜
雨
天
華
持
用
供
養
（『
浄

全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
三
頁
〜
一
四
四
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
爾
時
世
尊
」
か
ら
、「
天
華
持
用
供
養
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
釈
尊
が
自
ら
〔
韋
提
希
の
も
と
に
〕
や
っ
て
来
て
、〔
韋

提
希
の
〕
懇
願
に
〔
対
し
て
〕
姿
を
現
し
た
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。
こ
れ
は
釈
尊
が
耆
闍
崛
山
に
い
た
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、

す
で
に
〔
韋
提
希
〕
夫
人
の
〔
辛
酸
極
ま
る
〕
心
の
う
ち
を
〔
す

べ
て
〕
知
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
敕
大
目
連
等
從
空
而
來
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
釈
尊
が
韋
提

希
〕
夫
人
の
懇
願
に
応
じ
た
こ
と
明
か
し
て
い
る
。

「
佛
從
耆
山
没
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
宮
中

の
奥
深
く
に
厳
し
く
監
禁
さ
れ
て
お
り
、
も
し
仏
が
そ
の
身
の

ま
ま
〔
耆
闍
崛
山
か
ら
王
舎
城
に
〕
往
来
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く

阿
闍
世
が
〔
そ
の
こ
と
を
〕
見
聞
き
し
て
、
さ
ら
に
〔
韋
提
希

を
宮
中
の
奥
深
く
に
〕監
禁
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら〔
仏

は
〕
こ
の
〔
耆
闍
崛
山
か
ら
〕
姿
を
消
し
、
彼
の
〔
王
舎
城
の

奥
深
く
、
韋
提
希
が
監
禁
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
〕
姿
を
現
し

た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
時
韋
提
禮
已
舉
頭
」
と
は
、こ
れ
は
こ
の
時
に
、〔
韋
提
希
〕

夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
恭
し
く
〕
敬
意
を
表
し
た
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

「
見
佛
世
尊
」
と
は
、
こ
れ
は
釈
尊
が
宮
中
〔
の
韋
提
希
が

幽
閉
さ
れ
た
場
所
〕
に
す
で
に
姿
を
現
し
、〔
韋
提
希
〕
夫
人

が
頭
を
あ
げ
た
時
に
は
、〔
韋
提
希
に
対
し
て
自
ら
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
〕
見
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
釋
迦
牟
尼
佛
」
と
は
、
こ
れ
は
そ
の
他
の
仏
と
〔
釈
尊
と
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を
〕
区
別
す
る
〔
こ
と
で
あ
る
〕。
た
だ
し
諸
仏
は
〔「
仏
」
と

い
う
名
称
が
〕
共
通
し
て
お
り
、〔
ま
た
〕
姿
形
も
同
じ
で
あ
る
。

今
、
あ
え
て
釈
尊
の
名
を
挙
げ
て
、〔
他
の
仏
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
〕
疑
い
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
身
紫
金
色
」
と
は
、
こ
れ
は
そ
の
〔
釈
尊
の
特
別
な
〕
姿

を
表
現
し
て
い
る
。

「
坐
百
寳
華
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
釈
尊
が
座
る
台
座
を
〕
他

の
座
と
区
分
し
て
い
る
。

「
目
連
侍
左
」
な
ど
と
は
、
こ
れ
は
〔
こ
の
場
に
は
〕
さ
ら

に
他
の
仏
弟
子
は
な
く
、
た
だ
〔
目
連
と
阿
難
の
〕
二
人
の
僧

が
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
釋
梵
護
世
」
と
は
、〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。

諸
々
の
天
人
た
ち
が
、
釈
尊
が
密
か
に
王
宮
〔
韋
提
希
が
幽
閉

さ
れ
た
場
所
〕に
姿
を
現
し
た
こ
と
を
見
て
、「
き
っ
と〔
何
か
〕

奇
特
な
教
え
が
説
か
れ
る
に
違
い
な
い
。
私
た
ち
天
人
も
、〔
こ

の
〕
韋
提
希
〔
が
釈
尊
に
説
教
を
懇
願
す
る
こ
と
に
〕
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
教
え
と
そ
の
功
徳
を
聴
聞
し
よ

う
」〔
と
思
っ
た
〕。
そ
れ
ぞ
れ〔
の
天
人
が
こ
の
〕想
い
に
よ
っ

て
、空
一
面
に
集
ま
り
、〔
自
ら
の
〕
天
耳
〔
通
〕
で
遠
く
〔
釈

尊
の
説
教
の
場
か
ら
離
れ
て
い
な
が
ら
も
、
釈
尊
の
教
え
を
〕

受
け
止
め
、
聞
き
取
り
、〔
空
か
ら
〕
花
々
を
撒
き
、〔
釈
尊
を
〕

供
養
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
釋
」
と
は
、
帝
釈
天
の
こ
と
で
あ
る
。

「
梵
」
と
は
、
色
界
の
梵
天
王
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

「
護
世
」
と
は
、
四
天
王
の
こ
と
で
あ
る
。

「
諸
天
」
と
は
、
色
界
や
欲
界
に
い
る
天
人
た
ち
の
こ
と
で

あ
る
。〔
彼
ら
天
人
た
ち
は
〕
諸
天
の
王
た
ち
が
仏
の
そ
ば
に

向
か
う
こ
と
を
見
て
、
彼
ら
天
人
た
ち
も
諸
天
の
王
た
ち
に
追

従
し
て
、〔
仏
の
そ
ば
に
〕
や
っ
て
き
て
、〔
仏
の
〕
教
え
を
聞

き
、〔
そ
し
て
仏
を
〕
供
養
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
④
厭
苦
縁
―
ⅳ
】

時
韋
提
希
見
佛
世
尊
自
絶
瓔
珞
擧
身
投
地
號
泣
向
佛
白
言
世
尊

我
宿
何
罪
生
此
惡
子
世
尊
復
有
何
等
因
縁
與
提
婆
達
多
共
爲
眷

屬
（『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
四
頁
）
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【
観
経
疏
】

第
四
に
「
時
韋
提
希
見
世
尊
」
か
ら
、「
與
提
婆
共
爲
眷
屬
」

ま
で
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
頭
を
あ
げ
、
仏
を
目
の

当
た
り
に
し
た
時
に
、
絶
望
し
、〔
た
だ
〕
怨
み
や
憎
し
み
の

想
い
が
深
い
こ
と
だ
け
を
、
思
わ
ず
口
に
し
た
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

「
自
絶
瓔
珞
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
自
ら

の
〕
身
を
飾
り
立
て
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
執
着
し
て
、〔
幽
閉

さ
れ
ま
で
も
〕
肌
身
離
さ
な
か
っ
た
が
、〔
頭
を
あ
げ
て
〕
如

来
を
目
の
当
た
り
に
し
た
瞬
間
に
、〔
幽
閉
さ
れ
て
な
お
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
離
さ
な
か
っ
た
我
が
身
を
〕
恥
ず
か
し
く
思
い
、

ま
た
深
く
反
省
し
、
自
分
の
手
で
〔
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
〕
引
き

ち
ぎ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

問
う
。
な
ぜ〔
王
妃
た
る
韋
提
希
夫
人
が
〕自
分
の
手
で〔
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
〕
引
き
ち
ぎ
っ
た
の
か
。

答
え
る
。
王
妃
た
る
者
は
、
高
貴
の
中
で
も
特
別
に
高
貴

で
あ
り
、
尊
崇
の
中
で
も
特
別
に
尊
崇
な
る
存
在
で
あ
り
、
日

常
生
活
は
多
く
の
侍
従
の
者
た
ち
が
身
の
回
り
の
世
話
を
し
、

衣
服
を
身
に
着
け
る
時
も
、
す
べ
て
侍
従
の
者
に
着
付
け
を
さ

せ
る
。〔
し
か
し
〕
今
、〔
韋
提
希
は
〕
仏
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、〔
着
飾
っ
た
我
が
身
を
〕
恥
ず
か
し
く
思
い
、
ま
た
〔
自

ら
の
罪
を
〕
深
く
反
省
し
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
フ
ッ
ク
か
ら
外

す
こ
と
な
く
、
自
ら
の
手
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
。

だ
か
ら
「
自
分
の
手
で
〔
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
〕
引
き
ち
ぎ
っ
た
」

と
説
く
の
で
あ
る
。

「
舉
身
投
地
」と
は
、〔
以
下
の
こ
と
を
〕明
か
し
て
い
る
。〔
韋

提
希
〕
夫
人
は
〔
我
を
見
失
う
ほ
ど
に
〕
気
持
ち
が
昂
り
、〔
こ

の
よ
う
な
悲
劇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
〕
本
当
に
恨
め
し

く
、〔
そ
の
こ
と
に
〕
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、〔
韋
提
希
夫
人
は
、釈
尊
を
目
の
当
た
り
に
し
て
〕
座
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
身
を
踊
ら
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
立
っ
た

ま
ま
身
を
踊
ら
し
な
が
ら
地
に
倒
れ
こ
ん
だ
。
こ
れ
は
〔
韋
提

希
夫
人
が
こ
う
し
た
〕
嘆
き
や
怨
み
を
抱
い
た
理
由
が
〔
と
て

も
〕
深
い
の
で
、〔
日
常
的
な
〕
礼
拝
の
作
法
で
は
事
足
り
な

い
〔
の
で
あ
る
〕。

「
號
泣
向
佛
」
と
は
、〔
倒
れ
こ
ん
だ
韋
提
希
夫
人
が
〕
仏
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の
前
に
ひ
れ
伏
し
、
気
を
失
わ
ん
ば
か
り
に
号
泣
し
た
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

「
白
佛
」
か
ら
以
下
は
、〔
韋
提
希
夫
人
が
釈
尊
の
前
で
〕

ひ
れ
伏
し
、号
泣
し
、し
ば
ら
く
し
て
か
ら
我
を
取
り
戻
し
、〔
そ

し
て
〕
は
じ
め
て
威
儀
を
正
し
、合
掌
し
て
、仏
に
対
し
て
〔
次

の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。「
私
は
、
今
日
ま
で
、
い
ま
だ
か
つ
て
、

こ
の
よ
う
に
〔
監
禁
さ
れ
る
よ
う
な
〕
大
罪
を
犯
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
の
因
縁
の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
罪
や
そ
の
報
い
が
あ
っ
て
、
こ
の
子
〔
阿
闍
世
〕
と

共
に
母
と
子
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」。

こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。〔
韋
提
希
〕

夫
人
が
す
で
に
〔
罪
と
そ
の
報
い
に
よ
る
〕
障
害
が
〔
極
め
て
〕

深
く
、〔
自
身
の
〕
こ
れ
ま
で
の
因
縁
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
今
、
我
が
子
か
ら
害
を
受
け
る
こ

と
を
、
急
に
危
害
が
加
え
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。〔
そ

れ
ゆ
え
に
韋
提
希
夫
人
は
〕「
仏
よ
、
大
慈
悲
に
よ
っ
て
私
に

何
を
す
る
べ
き
か
を
お
示
し
く
だ
さ
い
」
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。

「
世
尊
復
有
何
等
因
縁
」
か
ら
以
下
は
、〔
次
の
こ
と
を
〕

明
か
し
て
い
る
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
、
仏
に
向
か
っ
て
「
私

は
凡
夫
で
あ
り
、
罪
と
煩
悩
が
尽
き
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ

の
悪
し
き
報
い
が
あ
る
こ
と
も
納
得
で
き
ま
す
。
釈
尊
は
限
り

な
く
永
い
時
間
に
〔
わ
た
り
〕
修
行
を
行
い
、
煩
悩
も
そ
の
余

薫
も
共
に
〔
す
べ
て
〕
滅
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
諸
々
の
智
慧
は

明
瞭
で
あ
り
、
覚
り
の
境
地
が
円
満
で
あ
る
こ
と
を
仏
と
申
し

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、ど
の
よ
う
な
因
縁
が
あ
っ
て
、〔
釈

尊
が
あ
の
罪
深
き
〕
提
婆
と
と
も
に
眷
属
に
あ
る
の
で
す
か
」

と
訴
え
た
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

第
一
に
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
我
が
子
〔
阿
闍
世
〕
に
対
し

て
恨
み
を
抱
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
そ
れ
は
阿
闍
世
が
〕

急
に
父
母
に
対
し
て
〔
怒
り
の
ま
ま
に
〕
我
を
見
失
い
、〔
両

親
を
〕
殺
め
よ
う
と
す
る
心
を
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
ま
た
〔
韋
提
希
夫
人
が
〕
恨
め
し
く
〔
思
う
こ
と
は
〕、

提
婆
達
多
が
我
が
子
で
あ
る
阿
闍
世
に
、
こ
の
よ
う
な
悪
し
き

計
ら
い
を
企
て
さ
せ
た
〔
こ
と
で
あ
る
〕。
も
し
〔
我
が
子
で

あ
る
阿
闍
世
が
〕
提
婆
達
多
に
関
わ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
我
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が
子
が
最
後
ま
で
こ
の
よ
う
な〔
悪
し
き
〕心
に
は
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
韋
提
希
夫
人
は
〕
こ
の
よ
う
な

因
縁
に
よ
り
、
あ
え
て
〔
釈
尊
に
〕
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
た

の
で
あ
る
。

ま
た
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
釈
尊
に
対
し
て
「
與
提
婆
眷
屬
」

と
言
う
こ
と
に
は
、〔
次
の
〕二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に「
在

家
の
眷
属
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
出
家
の
眷
属
」
で
あ
る
。

在
家
〔
の
眷
属
〕
と
は
釈
尊
の
父
方
の
兄
弟
に
は
四
人
い
る
。

釈
尊
は
白
浄
王
の
子
、
金
毗
は
白
飯
王
の
子
、
提
婆
は
斛
飯
王

の
子
、
釋
魔
男
は
甘
露
飯
王
の
子
で
あ
る
。
こ
れ
を
在
家
の
外

眷
属
と
い
う
。

出
家
〔
の
眷
属
〕
と
は
仏
の
も
と
で
弟
子
と
な
っ
た
者
の

こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
内
眷
属
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
四
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
厭
苦

縁
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
五
に
欣
浄
縁
に
つ
い
て
八
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅰ
】

唯
願
世
尊
爲
我
廣
説
無
憂
惱
處
我
當
往
生
不
樂
閻
浮
提
濁
惡
世

也
（『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
四
頁
）

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
唯
願
世
尊
爲
我
廣
説
」
か
ら
、「
濁
惡
世
也
」
ま

で
は
、こ
れ
は
ま
さ
に
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕

広
く
行
く
べ
き
先
（
所
求
）
を
〔
説
き
示
す
こ
と
を
〕
懇
願
し
、

別
し
て
〔
こ
こ
が
〕
苦
し
み
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。〔
ま
た
〕こ
れ
は〔
次
の
こ
と
を
〕明
か
し
て
い
る
。〔
韋

提
希
〕
夫
人
が
自
身
の
苦
し
み
に
あ
っ
て
、
世
間
の
非
情
を
知

り
、
六
道
〔
の
世
界
〕
も
同
じ
よ
う
に
〔
苦
し
み
の
世
界
〕
で

あ
り
、
心
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
〔
韋

提
希
が
、〕
釈
尊
が
浄
土
の
不
生
不
滅
な
る
様
子
を
説
く
こ
と

を
聞
け
ば
、〔
こ
の
〕
穢
土
の
身
を
捨
て
去
り
、
彼
の
〔
極
楽

世
界
で
の
〕
永
遠
の
楽
果
を
獲
得
す
る
こ
と
を
願
う
〔
よ
う
に
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な
る
〕。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅱ
】

此
濁
惡
處
地
獄
餓
鬼
畜
生
盈
滿
多
不
善
聚
願
我
未
來
不
聞
惡
聲

不
見
惡
人
（『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
四

頁
〜
一
四
五
頁
）

【
観
経
疏
】

第
二
に
「
此
濁
惡
處
」
か
ら
、「
不
見
惡
人
」
ま
で
は
、
こ

れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
厭
い
嫌
う
世
界
を
言
葉
に
出
す
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
〔
娑
婆
〕
世
界
は
す
べ
て
が

悪
で
あ
り
、一
箇
所
と
し
て
執
着
す
べ
き
で
は
な
く
、た
だ
〔
煩

悩
に
よ
っ
て
〕
幻
惑
さ
れ
た
愚
か
な
衆
生
が
、
こ
の
〔
娑
婆
世

界
の
苦
し
み
と
い
う
〕
止
む
こ
と
の
な
い
苦
し
み
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
此
濁
惡
處
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
こ
の
娑
婆
世
界
が
〕
苦
し

み
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
〔
悪
し
き
〕

環
境
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
衆
生
に
と
っ
て
の
生
活

空
間
で
も
あ
る
。
ま
た
衆
生
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

「
地
獄
」
等
か
ら
以
下
は
、〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
う

こ
れ
ら
〕
三
種
の
悪
し
き
境
界
へ
と
堕
ち
る
結
果
は
、〔
罪
の

な
か
で
も
〕
も
っ
と
も
重
い
〔
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
〕。

「
盈
滿
」
と
は
、〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
う
こ
れ
ら
〕

三
種
の
悪
し
き
境
界
は
、
た
だ
〔
こ
の
〕
世
界
だ
け
〔
に
満
ち

満
ち
て
い
る
こ
と
〕
を
指
示
す
る
わ
け
で
は
な
く
〔
、
無
数
の

世
界
に
も
三
種
の
悪
し
き
境
界
が
満
ち
満
ち
て
い
る
こ
と
を
指

示
し
て
い
る
（
（5
（

〕の
で
あ
る
。〔
さ
ら
に
〕娑
婆
世
界
に
も
ま
た〔
こ

の
三
種
の
悪
し
き
境
界
は
〕遍
満
し
て
い
る
。
だ
か
ら「
盈
滿
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

「
多
不
善
聚
」
と
は
、こ
れ
は
三
界
六
道
〔
と
い
う
境
界
は
〕

多
種
多
様
で
あ
り
、〔
そ
し
て
〕
無
数
に
あ
り
、〔
し
か
も
そ
れ

ら
は
衆
生
個
々
の
〕心
の
認
識
に
よ
っ
て〔
無
数
の
境
界
と
な
っ

て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、あ
る
〕『
経
（
（5
（

』
に
は
「〔
衆
生
は
個
々
の
〕
行
為
に
よ
っ

て〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕意
識
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。〔
だ

か
ら
こ
そ
〕
ど
の
時
代
、
ど
の
場
所
、
ど
の
境
界
に
あ
っ
て
も
、

〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
縁
の
ま
ま
に
、〔
そ
の
行
為
の
〕
結
果
を
受
け
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る
こ
と
と
な
る
。〔
だ
か
ら
こ
そ
、相
互
に
〕
顔
を
合
わ
せ
て
も
、

〔
そ
の
と
き
に
相
手
が
ど
の
よ
う
な
境
界
を
認
識
し
て
い
る
か
〕

が
分
か
る
は
ず
も
な
い
」
と
〔
説
か
れ
て
い
る
〕。

「
願
我
未
來
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が

全
身
全
霊
で〔
こ
の
〕苦
し
み
の
娑
婆
世
界
を
厭
い
、〔
永
遠
の
〕

楽
〔
で
あ
り
〕
覚
り
の
境
界
〔
で
あ
る
極
楽
世
界
〕
を
欣
い
、

永
く
恒
久
に
わ
た
り
楽
〔
の
世
界
で
あ
る
極
楽
に
〕
帰
依
す
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
但
し
覚
り
の
世
界
に
は
軽
々
し
く
進

む
こ
と
は
で
き
な
い
。〔
ま
た
〕
苦
悩
〔
が
満
ち
満
つ
〕
娑
婆

世
界
か
ら
容
易
に
離
脱
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。〔
衆
生
が
〕

金
剛
の
よ
う
に
硬
い
志
を
発
さ
な
け
れ
ば〔
ど
の
よ
う
に
し
て
〕

永
遠
に
生
死
〔
輪
廻
〕
の
根
源
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
も
し
親
し
く
釈
尊
〔
の
教
え
〕
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
ど
の

よ
う
に
し
て
こ
の
長
い
悲
し
み
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。だ

か
ら
「
願
我
未
來
不
聞
惡
聲
惡
人
」
と
は
、
こ
れ
は
阿

闍
世
王
が
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
を
殺
し
、
と
提
婆
達
多
が
僧
団

を
乱
す
こ
と
や
悪
し
き
存
在
の
名
称
な
ど
を〔
韋
提
希
が
も
う
〕

聞
い
た
り
見
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
願
う
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。
但
し
阿
闍
世
王
は
〔
韋
提
希
が
〕
自
ら
が
生
ん

だ
子
で
あ
り
な
が
ら
も
、〔
大
恩
あ
る
〕
父
母
に
対
し
て
ま
で

殺
害
の
心
を
起
こ
し
た
。
な
ら
ば
ど
う
し
て
関
係
な
い
人
々
に

対
し
て
互
い
に
殺
害
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
〔
い
や
必
ず
手

に
か
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
〕。

だ
か
ら
こ
そ
〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
肉
親
で
あ
れ
関
係
な
い

人
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
人
々
か
ら
即
時
に
離
れ
た
い
〔
と
口
に

し
た
の
で
あ
る
〕。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅲ
】

今
向
世
尊
五
體
投
地
求
哀
懺
悔
（『
浄
全
』
一・三
八
頁
／
『
聖

典
』
一
・
一
四
五
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
今
向
世
尊
」
か
ら
、「
懺
悔
」
ま
で
は
、こ
れ
は
〔
韋

提
希
〕
夫
人
に
と
っ
て
極
楽
世
界
と
い
う
妙
な
る
場
所
は
〔
本

当
の
〕
善
で
な
け
れ
ば
生
ま
れ
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

〔
し
か
し
韋
提
希
は
〕
ま
だ
〔
我
が
身
に
〕
そ
の
ほ
か
に
も
余
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罪
が
あ
り
、〔
そ
の
罪
の
報
い
が
〕
障
害
と
な
っ
て
〔
極
楽
世

界
に
〕
往
生
で
き
な
い
〔
こ
と
を
憂
慮
し
た
〕。
だ
か
ら
〔
韋

提
希
は
釈
尊
に
対
し
て
〕
慈
哀
を
求
め
、さ
ら
に
〔
我
が
身
が
〕

懺
悔
す
る
べ
き
こ
と
を
求
め
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅳ
】

唯
願
佛
日
敎
我
觀
於
淸
淨
業
處
（『
浄
全
』
一・三
八
頁
／
『
聖

典
』
一
・
一
四
五
頁
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
唯
願
佛
日
」
か
ら
、「
清
淨
業
處
」
ま
で
は
、
こ

れ
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕
広
く
浄
土
に
往
生

す
る
た
め
の
実
践
行
を
説
き
示
す
よ
う
に
懇
願
す
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
先
に
広
く
往
生
す

る
世
界
を
説
く
よ
う
に
と
懇
願
し
、
今
〔
こ
こ
で
は
〕
広
く
往

生
す
る
た
め
の
実
践
行
を
〔
説
示
す
る
よ
う
に
〕
懇
願
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
佛
日
」
と
は
、〔
仏
と
い
う
〕
法
と
〔
日
と
い
う
〕
譬
喩

を
と
も
に
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
太
陽
が
出
て
諸
々
の
闇
を
す

べ
て
取
り
除
く
よ
う
に
仏
も
智
慧
の
光
を
輝
か
せ
、
無
明
の

〔
闇
〕
夜
に
太
陽
が
朗
々
と
〔
照
り
輝
く
〕
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
教
我
觀
於
清
淨
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
希
が
〕

す
で
に
穢
土
を
嫌
い
浄
土
を
欣
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
〔
極
楽

世
界
に
〕
心
を
よ
せ
想
い
を
と
ど
め
、
清
浄
な
る
場
所
〔
で
あ

る
極
楽
世
界
〕
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
〔
と
釈
尊
に

懇
願
す
る
こ
と
を
〕
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅴ
】

爾
時
世
尊
放
眉
間
光
其
光
金
色
徧
照
十
方
無
量
世
界
還
住
佛
頂

化
爲
金
臺
如
須
彌
山
十
方
諸
佛
淨
玅
國
土
皆
於
中
現
或
有
國
土

七
寳
合
成
復
有
國
土
純
是
蓮
華
復
有
國
土
如
自
在
天
宮
復
有
國

土
如
玻
瓈
鏡
十
方
國
土
皆
於
中
現
有
如
是
等
無
量
諸
佛
國
土
嚴

顯
可
觀
令
韋
提
希
見
（『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・

一
四
五
頁
〜
一
四
六
頁
）

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
爾
時
世
尊
放
眉
間
光
」
か
ら
、「
令
韋
提
見
」
ま

で
は
、こ
れ
は
釈
尊
が〔
韋
提
希
に
対
し
て
〕様
々
に
仏
の
国
々
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を
映
し
出
し
、〔
韋
提
希
が
釈
尊
に
対
し
て
行
っ
た
〕最
初
に「
広

く
仏
の
国
々
を
見
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
懇
願
（
通
請
）
に
答

え
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
〔
韋
提
希
〕

夫
人
が
広
く
諸
仏
の
国
々
を
〔
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
〕

求
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
如
来
〔
で
あ
る
釈
尊
〕
は
眉
間
か

ら
光
明
を
放
ち
、
あ
ら
ゆ
る
〔
諸
仏
の
〕
国
々
を
照
ら
し
出
し
、

そ
の
〔
眉
間
か
ら
放
っ
た
〕
光
明
で
〔
諸
仏
の
〕
国
々
を
包
み

込
む
。〔
そ
の
光
明
が
釈
尊
の
〕
頭
の
上
に
戻
っ
て
き
て
、
そ

の
ま
ま
金
色
の
台
と
な
り
、〔
そ
の
台
は
〕
ま
る
で
須
弥
山
の

よ
う
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
こ
で
須
弥
山
の
〕「
よ

う
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、〔
つ
ま
り
こ
の
金
色
の
台
が
須

弥
山
に
〕「
似
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〔
須
弥
〕

山
は
、
腰
の
部
分
は
細
く
、
上
部
は
広
が
っ
た
形
状
に
な
っ
て

い
る
。〔
こ
の
金
色
の
台
の
〕
中
に
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
の
国
々

が
す
べ
て
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。〔
そ
れ
ら
の
国
々
は
〕
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
っ
て
お
り
、〔
そ
の
国
々
の
〕
荘
厳
も
様
々
で
あ
る
。

仏
〔
で
あ
る
釈
尊
〕
の
威
神
力
に
よ
る
か
ら
こ
そ
、
細
部
ま
で

鮮
明
に
〔
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
〕。〔
こ
の
釈
尊
の
威

神
力
が
〕
韋
提
希
に
加
わ
る
こ
と
で
、〔
韋
提
希
は
諸
仏
の
国
々

を
〕
す
べ
て
〔
細
部
ま
で
鮮
明
に
〕
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

問
う
。
韋
提
希
は
す
で
に
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕
自
ら
の
た

め
に
広
く
何
の
憂
い
も
な
い
世
界
を
説
き
示
し
た
ま
え
と
懇
願

し
た
〔
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕、
今
、
仏
〔
で
あ
る
釈
尊
〕
は
ど

う
し
て
〔
韋
提
希
の
〕
た
め
に
広
く
〔
何
の
憂
い
も
な
い
世
界

を
〕
説
き
示
し
て
い
な
い
の
か
。
つ
ま
り
〔
釈
尊
は
、
韋
提
希

の
〕
た
め
に
金
色
の
台
に
〔
諸
仏
の
国
々
を
〕
す
べ
て
映
し
出

す
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
れ
に
は
如
来
〔
で
あ
る
釈
尊
〕
が
心
に
秘
し

た
意
図
が
あ
る
。
つ
ま
り
韋
提
希
の
〔
広
く
諸
仏
の
国
々
を
目

の
当
た
り
に
し
た
い
と
い
う
〕
発
言
と
〔
釈
尊
に
対
す
る
〕
懇

願
は
、
こ
れ
は
広
く
浄
土
の
法
門
を
開
く
も
の
で
あ
る
。
も
し

〔
釈
尊
が
、〕
こ
の
〔
韋
提
希
の
発
言
と
懇
願
の
〕
ま
ま
に
、
す

べ
て
の
〔
諸
仏
の
国
々
を
あ
え
て
言
葉
で
〕
説
き
示
し
た
と
し

よ
う
。〔
す
る
と
〕
お
そ
ら
く
韋
提
希
は
〔
一
々
の
仏
の
世
界

に
つ
い
て
、
言
葉
に
よ
る
説
明
だ
け
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
〕
目
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の
当
た
り
に
で
き
ず
、
さ
ら
に
〔
ど
の
仏
の
世
界
が
も
っ
と
も

憂
い
な
く
、
最
高
な
世
界
で
あ
る
の
か
と
〕
困
惑
す
る
〔
こ
と

と
な
る
〕。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、〔
釈
尊
は
韋
提
希
に
対
し
て
諸
仏

の
国
々
を
、〕
一
々
に
〔
細
部
ま
で
鮮
明
に
〕
顕
現
さ
せ
、
韋

提
希
の
目
の
前
に
映
し
出
し
、韋
提
希
の
求
め
に
応
じ
て
、〔
韋

提
希
の
〕
心
の
ま
ま
に
〔
諸
仏
の
国
々
の
中
か
ら
も
っ
と
も
何

の
憂
い
も
な
く
、
最
高
な
る
世
界
を
〕
自
ら
に
選
ば
せ
た
の
で

あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅵ
】

時
韋
提
希
白
佛
言
世
尊
是
諸
佛
土
雖
復
淸
淨
皆
有
光
明
（『
浄

全
』
一
・
三
八
頁
〜
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
六
頁
）

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
時
韋
提
白
佛
」
か
ら
、「
皆
有
光
明
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
釈
尊
が
〕
映
し
出
し
た
〔
諸
仏

の
国
々
を
〕
す
べ
て
目
の
当
た
り
に
し
、〔
自
ら
が
〕
仏
〔
で

あ
る
釈
尊
〕
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
あ
ら
ゆ
る
諸
仏

の
国
々
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ど
の
仏
の
世
界
も
精
緻
で
は

あ
る
が
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
極
楽
〔
世
界
〕
の
荘
厳
と
比
較
す

る
と
、
ま
っ
た
く
比
べ
よ
う
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
経
文
に
〕「
我
今
樂
生
安
樂
國
」
と
説
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

問
う
。
十
方
の
諸
仏
は
煩
悩
を
断
ち
切
る
こ
と
に
何
ら
の

相
違
も
な
い
。〔
ど
の
仏
で
あ
っ
て
も
〕
修
行
を
完
成
さ
せ
、

完
全
な
る
覚
り
を
獲
得
す
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。〔
で
は
〕

何
故
に
た
だ
ひ
と
つ
の
仏
の
世
界
を
指
し
て
、〔
諸
仏
の
国
々

に
〕
優
劣
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

答
え
る
。
仏
は
法
〔
を
極
め
た
〕
王
で
あ
り
、
神
通
力
は

自
在
で
あ
り
、〔
諸
仏
の
間
で
の
〕
優
と
劣
は
煩
悩
に
犯
さ
れ

た
凡
夫
に
は〔
お
よ
そ
〕知
り
得
る
こ
と
で
は
な
い
。〔
荘
厳
の
〕

隠
と
顕
は
〔
そ
の
仏
の
世
界
を
目
の
当
た
り
に
す
る
〕
衆
生
の

機
根
に
対
応
し
、〔
そ
の
荘
厳
を
〕目
の
当
た
り
に
す
る
者
に〔
そ

れ
ぞ
れ
〕
利
益
が
あ
る
。
あ
る
い
は
〔
他
の
仏
の
世
界
の
〕
優

れ
た
点
を
隠
し
て
、〔
あ
え
て
〕
た
だ
西
方
〔
の
極
楽
世
界
〕
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の
み
が
〔
も
っ
と
も
〕
優
れ
た
〔
仏
の
世
界
〕
で
あ
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅶ
】

我
今
樂
生
極
樂
世
界
阿
彌
陀
佛
所（『
浄
全
』一・三
九
頁
／『
聖

典
』
一
・
一
四
六
頁
）

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
我
今
樂
生
彌
陀
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
韋

提
希
〕夫
人
が〔
釈
尊
が
映
し
出
し
た
諸
仏
の
国
々
の
中
か
ら
〕

特
に
自
身
が
〔
次
の
世
で
〕
行
き
た
い
世
界
（
所
求
）
を
選
ぶ

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
国
〔
で
あ
る
極
楽
世
界
〕
は

〔
法
蔵
菩
薩
の
〕四
十
八
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
こ
の
四
十
八
願
の
〕
一
願
一
願
は
す
べ
て
〔
極
め
て
〕
強
大

な
勝
れ
た
因
を
起
こ
す
。〔
そ
の
〕
因
に
よ
っ
て
、〔
法
蔵
菩
薩

は
極
め
て
〕
勝
れ
た
〔
実
践
〕
行
を
起
こ
す
。〔
そ
の
実
践
〕

行
に
よ
っ
て
、〔
法
蔵
菩
薩
は
極
め
て
〕
勝
れ
た
〔
仏
〕
果
を

感
得
す
る
。〔
そ
の
仏
〕
果
に
よ
っ
て
〔
法
蔵
菩
薩
は
、
阿
弥

陀
仏
と
い
う
極
め
て
〕
勝
れ
た
仏
身
（
正
報
）
と
な
る
。〔
そ

の
阿
弥
陀
仏
の
〕仏
身
に
よ
っ
て
、〔
仏
土
と
し
て
の
〕極
楽〔
世

界
〕
を
建
立
す
る
。〔
そ
の
極
〕
楽
〔
世
界
〕
に
よ
っ
て
、〔
阿

弥
陀
仏
は
〕
慈
悲
と
救
済
（
悲
化
）
を
広
く
行
う
。〔
阿
弥
陀

仏
は
こ
の
〕
慈
悲
と
救
済
に
よ
っ
て
、〔
広
く
衆
生
に
対
し
て
〕

智
慧
の
門
を
明
示
し
、
そ
し
て
開
く
。
し
か
も
〔
阿
弥
陀
仏
の

大
慈
〕
悲
心
は
、〔
永
遠
に
〕
尽
き
果
て
る
こ
と
が
な
く
、
ま

た
〔
そ
の
〕
智
慧
も
極
ま
る
こ
と
も
な
い
。〔
こ
の
よ
う
に
阿

弥
陀
仏
は
極
ま
り
な
き
〕
大
慈
悲
と
智
慧
を
と
も
に
行
じ
、
広

く
不
死
（
甘
露
）
の
門
を
明
示
し
、
そ
し
て
開
く
。
こ
の
こ
と

で
〔
阿
弥
陀
仏
は
大
慈
悲
と
智
慧
と
い
う
甘
露
の
〕
法
の
潤
い

を
、
す
べ
て
の
衆
生
に
降
り
そ
そ
ぐ
。〔
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
救

済
は
〕
他
の
経
典
に
も
実
に
多
く
説
き
示
さ
れ
て
い
る
。
多
く

の
諸
仏
や
諸
菩
薩
も
同
様
に
、
皆
、〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
建
立

や
衆
生
救
済
の
こ
と
を
〕
指
し
示
し
、〔
そ
し
て
〕
讃
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、如
来
は
密
や
か
に
〔
韋
提
希
〕

夫
人
に
対
し
て
〔
諸
仏
の
国
々
の
中
か
ら
〕
特
に
〔
阿
弥
陀
仏

の
極
楽
世
界
を
〕
選
び
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑤
欣
浄
縁
―
ⅷ
】

唯
願
世
尊
敎
我
思
惟
敎
我
正
受
（『
浄
全
』
一・三
九
頁
／
『
聖

典
』
一
・
一
四
六
頁
）

【
観
経
疏
】

第
八
に
「
唯
願
世
尊
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕

夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
、
極
楽
世
界
へ
の
往
生
を
目
的
と
し

た
〕
特
別
な
実
践
行
を
求
め
、〔
そ
の
こ
と
の
説
示
を
〕
懇
願

す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
韋
提
希
〔
夫
人
〕
が
す

で
に
〔
次
の
世
に
〕
生
ま
れ
た
い
世
界
を
〔
諸
仏
の
国
々
の
中

か
ら
〕
選
び
出
し
、
再
び
特
別
な
実
践
行
を
修
し
て
、
自
ら
進

ん
で
、
心
を
〔
極
楽
世
界
に
〕
集
中
さ
せ
、
必
ず
〔
極
楽
世
界

に
〕
往
生
す
る
と
い
う
利
益
を
切
望
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い

る
。「

教
我
思
惟
」
と
は
、
三
昧
に
入
る
た
め
の
前
段
階
で
あ
り
、

彼
の
極
楽
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
荘
厳
（
依
報
）
や
仏・菩
薩
（
正

報
）
の
〔
通
・
別
・
真
・
仮
と
い
う
（
（6
（

〕
四
種
の
荘
厳
に
想
い
を

凝
ら
し
（
思
想
）、〔
そ
し
て
そ
の
情
景
を
よ
く
〕
記
憶
し
、〔
ま

た
の
情
景
を
細
部
ま
で
〕
思
い
返
す
（
憶
念
）。

「
教
我
正
受
」
と
は
、
こ
れ
は
上
述
し
た
〔
極
楽
世
界
の
情

景
に
〕
想
い
を
凝
ら
す
こ
と
が
次
第
次
第
に
細
部
に
い
た
る
よ

う
に
な
り
、〔
極
楽
世
界
を
〕
大
ま
か
に
見
渡
そ
う
と
す
る
心

（
覚
）
も
、〔
ま
た
こ
の
心
に
よ
っ
て
〕
思
い
描
か
れ
た
対
象
〔
と

し
て
の
極
楽
世
界
〕（
想
）
も
、
と
も
に
な
く
な
り
、
た
だ
三

昧
の
心
（
定
心
）
だ
け
が
あ
っ
て
、〔
自
身
が
〕
目
の
前
〔
に

立
ち
現
れ
た
〕
情
景
と
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
を
「
正
受
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
に
省
略
し
て
〔
思
惟
と
正
受
に
つ
い

て
〕
解
説
す
る
。
後
述
の
定
善
に
お
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
解

説
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
よ
く
よ
く
知
る
が
よ
い
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
八
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
欣
浄

縁
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑥
散
善
顕
行
縁
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）
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【
観
経
疏
】

第
六
に
散
善
顕
行
縁
に
つ
い
て
五
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑥
散
善
顕
行
縁
―
ⅰ
】

爾
時
世
尊
即
便
微
笑
有
五
色
光
從
佛
口
出
一
一
光
照
頻
婆
娑
羅

頂
爾
時
大
王
雖
在
幽
閉
心
眼
無
障
遙
見
世
尊
頭
面
作
禮
自
然
增

進
成
阿
那
含
（『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四

六
頁
）

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
爾
時
世
尊
即
便
微
笑
」
か
ら
、「
成
那
含
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
〔
釈
尊
が
放
っ
た
〕
光
明
が
父
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
を
救

う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
如
来
が
、〔
韋
提
希
〕
夫

人
が
極
楽
〔
世
界
〕
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し
て
往
生

す
る
た
め
の
実
践
行
を
懇
願
す
る
こ
と
を
見
る
こ
と
で
、〔
そ

の
こ
と
が
〕
仏
の
本
心
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
ま
た
〔
こ
の
こ
と
は
〕
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
本
意

を
開
示
し
て
い
る
。
こ
の
〔「
教
我
思
惟
」
と
「
教
我
正
受
」

と
い
う
〕二
種
の〔
韋
提
希
夫
人
に
よ
る
〕懇
願
に
よ
っ
て
、〔
釈

尊
は
〕
広
く
〔
一
切
の
衆
生
に
対
し
て
〕
浄
土
の
法
門
を
開
く

の
で
あ
る
。
た
だ
韋
提
希
〔
夫
人
〕
の
み
が
〔
こ
の
浄
土
の
法

門
に
お
い
て
、
娑
婆
世
界
か
ら
極
楽
世
界
に
〕
去
る
わ
け
で
は

な
い
。
す
べ
て
の
人
々
も
、
こ
の
〔
浄
土
の
法
門
の
〕
こ
と
を

聞
い
て
、
皆
、
往
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
功
徳
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
如
来
は
〔
韋
提
希
夫
人
の
懇
願
を
受
け
〕
微
笑
む
の
で
あ

る
。「

五
色
光
從
佛
口
出
」と
は
、こ
れ
は
一
切
の
諸
仏
は
心〔
業
〕

と
口
〔
業
〕
に
お
い
て
、
常
に
〔
そ
の
〕
振
る
舞
い
は
覚
り
そ

の
も
の
で
あ
り
、〔
仏
が
〕
放
つ
光
明
に
は
必
ず
功
徳
が
あ
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
一
一
光
照
頻
婆
頂
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
仏
が
〕
口
〔
か
ら

放
つ
〕
光
明
は
、
他
の
方
向
を
照
ら
し
出
す
こ
と
な
く
、
た
だ

〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
頭
を
照
ら
す
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
仏
〔
が
放
つ
〕
光
明
は
、〔
仏
の
〕
身
体
の
ど
の
部
分

か
ら
放
た
れ
る
〔
光
明
で
あ
れ
〕、
必
ず
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
す
べ

て
〔
の
光
明
〕
に
功
徳
が
あ
る
。
仏
の
足
も
と
か
ら
放
た
れ
る

光
明
は
、
地
獄
の
世
界
を
照
ら
し
導
く
。
も
し
〔
そ
の
〕
光
が
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〔
仏
の
〕
膝
か
ら
放
た
れ
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
光
明
は
〕
畜
生
の

世
界
を
照
ら
し
導
く
。
も
し
〔
そ
の
〕
光
が
〔
仏
の
〕
陰
馬
蔵

か
ら
放
た
れ
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
光
明
は
〕
鬼
神
の
世
界
を
照

ら
し
導
く
。
も
し
〔
そ
の
〕
光
が
〔
仏
の
〕
臍
か
ら
放
た
れ
た

な
ら
ば
、〔
そ
の
光
明
は
〕
修
羅
の
世
界
を
照
ら
し
導
く
。〔
そ

の
〕
光
が
〔
仏
の
〕
心
〔
蔵
〕
か
ら
放
た
れ
た
な
ら
ば
、〔
そ

の
光
明
は
〕
人
の
世
界
を
照
ら
し
導
く
。
も
し
〔
そ
の
〕
光
が

〔
仏
の
〕
口
か
ら
放
た
れ
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
光
明
は
〕
二
乗
の

人
を
照
ら
し
導
く
。
も
し
〔
そ
の
〕
光
が
〔
仏
の
〕
眉
間
か
ら

放
た
れ
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
光
明
は
〕
大
乗
の
人
を
照
ら
し
導
く
。

今
、〔
仏
が
放
つ
〕
こ
の
光
が
、〔
仏
の
〕
口
か
ら
出
て
、真
っ

直
ぐ
に
〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
頭
照
ら
し
出
す
こ
と
は
、
つ
ま
り

〔
仏
が
頻
婆
娑
羅
王
に
対
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
〕
小
乗
の
果

を
授
け
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
も
し
〔
仏
の
〕
光
が
眉
間

か
ら
放
た
れ
て
、〔
頻
婆
娑
羅
王
の
頭
を
照
ら
し
、〕
そ
の
ま
ま

仏
の
頭
頂
に
入
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
場
合
は
〕
菩
薩
に
対
し
て

授
記
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
、
実
に

多
く
の
意
義
が
あ
る
。〔
こ
こ
で
〕
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

「
爾
時
大
王
雖
在
幽
閉
」
か
ら
以
下
は
〔
次
の
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
〕。
こ
れ
は
父
〔
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
〕
王
が
〔
仏
が

口
か
ら
放
た
っ
た
〕
光
を
頭
に
受
け
、〔
仏
の
姿
を
如
実
に
知

見
す
る
〕
心
眼
が
開
く
こ
と
が
で
き
た
。〔
仏
と
頻
婆
娑
羅
王

の
間
に
は
、
七
重
の
壁
な
ど
様
々
な
〕
障
害
も
多
く
、〔
ま
た

両
者
の
距
離
も
〕
隔
た
っ
て
い
な
が
ら
も
（
（6
（

、
何
の
障
害
や
問
題

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
〔
両
者
は
〕
相
ま
み
え
る
。
こ
の
こ

と
は
つ
ま
り
〔
仏
が
放
つ
〕
光
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
を
見

る
こ
と
は
、〔
頻
婆
娑
羅
王
〕
自
ら
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。〔
頻
婆
娑
羅
王
が
釈
尊
を
〕
敬
い
、
帰
依
し
て
、〔
仏
道

修
行
の
過
程
を
〕
飛
び
越
え
、
第
三
〔
の
阿
那
含
〕
果
を
獲
得

す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑥
散
善
顕
行
縁
―
ⅱ
】

爾
時
世
尊
告
韋
提
希
汝
今
知
不
阿
彌
陀
佛
去
此
不
遠
汝
當
繫
念

諦
觀
彼
國
淨
業
成
者
我
今
爲
汝
廣
説
衆
譬
（『
浄
全
』
一
・
三

九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
七
頁
）
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【
観
経
疏
】

第
二
に
「
爾
時
世
尊
」
か
ら
、「
廣
説
衆
譬
」
ま
で
は
、
こ

れ
は
先
程
の
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔「
釈
尊
よ
、
ど
う
か
お
願

い
で
す
。
こ
の
極
楽
の
光
景
を
私
の
心
に
と
ど
め
さ
せ
て
下
さ

い
。
今
こ
こ
に
い
な
が
ら
に
し
て
私
に
極
楽
世
界
を
あ
り
の
ま

ま
体
感
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
、〕
別
し
て
「
自
ら
が
求
め
る
次

の
世
界
に
生
ま
れ
る
た
め
の
実
践
行
」（
所
求
之
行
）
を
選
び

出
し
た
こ
と
へ
の
〔
釈
尊
か
ら
の
〕
返
答
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
は
如
来
が
、
上
述
の
よ
う
に
耆
闍
崛
山
か
ら
姿
を
消
し
、

〔
こ
の
〕
王
舎
城
に
出
現
し
て
か
ら
、
こ
の
〔
経
〕
文
に
至
る

ま
で
の
間
、
釈
尊
は
黙
っ
た
ま
ま
座
っ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
一

言
も
話
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
間
に
お
い
て
、〔
韋
提
希
〕

夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕
懺
悔
し
た
こ
と
や
、
教
え
を
懇
願

し
た
こ
と
や
、〔
釈
尊
が
韋
提
希
に
対
し
て
〕
光
を
放
っ
て
諸

仏
の
世
界
を
見
せ
た
こ
と
な
ど
は
、
こ
れ
は
つ
ま
り
阿
難
が
、

仏
が
王
舎
城
に
お
い
て
〔
行
な
っ
た
〕
様
々
な
教
化
を
見
て
、

そ
の
教
説
が
終
わ
っ
た
後
に
、
耆
闍
崛
山
に
戻
り
、〔
王
舎
城

に
て
そ
の
目
で
〕
見
聞
き
し
た
こ
と
を
、
耆
闍
崛
山
で
待
っ
て

い
た
仏
弟
子
に
対
し
て
、
以
上
の
こ
と
を
説
き
明
か
し
た
時
に

初
め
て
こ
の
〔
経
〕
文
が
〔
阿
難
の
口
か
ら
〕
説
示
さ
れ
た
の

で
あ
る
。〔
た
だ
し
〕
ま
た
こ
れ
は
、〔
そ
の
〕
時
の
釈
尊
の
言

葉
で
は
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
よ
く

よ
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。

「
爾
時
世
尊
告
韋
提
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
韋
提
の
〕

名
を
挙
げ
、
特
に
〔
韋
提
に
対
し
て
〕
説
示
す
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

「
阿
彌
陀
佛
不
遠
」
と
は
、
こ
れ
は
対
象
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
心
を
〔
一
点
に
〕
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
三
項
目
が
あ
る
。

第
一
に
仏
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
〔
こ
の
距
離
さ
え
も
決
し

て
〕
遠
く
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
十
万
億
も
の
仏
の
世
界
を
超
え

た
と
こ
ろ
が
阿
弥
陀
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
で
あ
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

第
二
に
〔
こ
の
沙
婆
世
界
か
ら
極
楽
世
界
ま
で
の
〕
距
離

が
遠
く
離
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
〔
こ
の
沙
婆

世
界
か
ら
極
楽
世
界
に
〕
去
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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第
三
に
韋
提
〔
希
夫
人
〕
な
ど
、お
よ
び
未
来
に
あ
っ
て
〔
浄

土
の
教
え
と
〕
有
縁
の
衆
生
が
、〔
極
楽
世
界
に
〕
心
を
集
中
し
、

〔
そ
の
荘
厳
を
〕
目
の
当
た
り
に
す
る
よ
う
念
ず
れ
ば
、〔
衆
生

の
〕
精
神
集
中
と
〔
極
楽
の
〕
荘
厳
と
が
完
全
に
一
致
し
、〔
こ

の
〕
行
者
は
自
ず
と
常
に
〔
極
楽
世
界
の
荘
厳
を
如
実
に
〕
見

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

以
上
の
三
項
目
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、〔
経
文
に
〕「
不
遠
」
と

説
く
の
で
あ
る
。

「
汝
當
繋
念
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
凡
夫
の
煩
悩
に
よ
る

障
害
は
深
く
、〔
そ
の
〕
心
は
多
く
〔
の
事
柄
に
向
け
ら
れ
、

常
に
〕
一
点
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
乱
れ
動
い
て
い
る
。
も
し

速
や
か
に
〔
煩
悩
の
対
象
に
向
け
〕
心
を
か
け
る
こ
と
を
中
止

し
な
け
れ
ば
、
極
楽
世
界
の
荘
厳
が
目
の
前
に
立
ち
現
れ
る
こ

と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〔
釈
尊
が
韋
提
希
に
対
し

て「
繋
念
」と
説
く
こ
と
は
〕、つ
ま
り
心
を
一
点
に
集
中
し
、〔
そ

し
て
〕
行
を
〔
実
践
し
〕
続
け
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
も
し

こ
の
教
え
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、〔
こ
の
こ
と
を
経
文
が
「
淨

業
成
者
」
と
説
く
よ
う
に
、
そ
れ
は
〕
清
浄
な
る
実
践
行
（
浄

業
）
と
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

「
我
今
爲
汝
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
教
え
を
受
け
る
〕

機
と
、〔
教
え
を
授
け
る
〕縁
が
、い
ま
だ
対
応
し
て
お
ら
ず
、〔
韋

提
希
に
対
し
て
〕
ま
だ
心
を
一
点
に
集
中
し
観
察
す
る
実
践
行

（
定
門
）
を
説
く
べ
き
時
で
は
な
く
、
仏
は
さ
ら
に
〔
進
ん
で

あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
〕
機
を
見
極
め
て
、
自
ら
三
福
と
い
う
実
践

行
を
開
示
さ
れ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑥
散
善
顕
行
縁
―
ⅲ
】

亦
令
未
來
世
一
切
凡
夫
欲
修
淨
業
者
得
生
西
方
極
樂
國
土（『
浄

全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
七
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
亦
令
未
來
世
」
か
ら
、「
極
樂
國
土
」
ま
で
は
、

こ
れ
は
〔
釈
尊
が
三
福
と
い
う
実
践
行
の
説
示
対
象
で
あ
る
〕

機
を
提
示
し
、〔
未
来
世
一
切
衆
生
に
対
し
て
三
福
を
〕
実
践

す
る
こ
と
を
勧
め
、〔
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
〕
利
益
を
受
け
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
釈
尊

に
対
し
て
〕懇
願
し
た
功
徳
は
極
め
て
深
く
、〔
ま
た
〕未
来〔
世
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一
切
の
衆
生
〕
も
心
を
〔
極
楽
世
界
に
〕
振
り
向
け
れ
ば
、
皆
、

〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑥
散
善
顕
行
縁
―
ⅳ
】

欲
生
彼
國
者
當
修
三
福
一
者
孝
養
父
母
奉
事
師
長
慈
心
不
殺
修

十
善
業
二
者
受
持
三
歸
具
足
衆
戒
不
犯
威
儀
三
者
發
菩
提
心
深

信
因
果
讀
誦
大
乘
勸
進
行
者
如
此
三
事
名
爲
淨
業（『
浄
全
』一・

三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
七
頁
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
欲
生
彼
國
」
か
ら
、「
名
爲
淨
業
」
ま
で
は
、
こ

れ
は
三
福
の
実
践
行
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
衆

生
に
は
二
種
類
の
宗
教
的
実
践
能
力
（
機
）
が
あ
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。〔
つ
ま
り
〕
第
一
に
精
神
を
集
中
す
る
実
践
行

が
可
能
な
宗
教
的
実
践
能
力
（
定
）
と
、
第
二
に
精
神
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
宗
教
的
実
践
能
力
（
散
）
で
あ
る
。

も
し
精
神
を
集
中
す
る
実
践
行
（
定
行
）
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
の
衆
生
を
〔
極
楽
世
界
へ
の
往
生
の
対
象
と
し
て
〕
包

括
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
釈
尊
（
如
来
）
は
、

方
便
を
以
て
三
福〔
の
実
践
行
〕を
開
顕
し
、こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
精
神
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
宗
教
的
実
践
能
力
の

人
々
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
欲
生
彼
國
」
と
は
、
往
生
す
る
所
を
確
定
し
指
示
し
て
い

る
。「

當
修
三
福
」
と
は
、
総
じ
て
実
践
行
の
教
え
を
指
示
し
て

い
る
。

ど
の
よ
う
な
〔
実
践
行
の
こ
と
を
〕「
三
」
と
す
る
か
と
い

う
と
、つ
ま
り
第
一
に
「
孝
養
父
母
」、〔
第
二
に
「
受
持
三
帰
」、

第
三
に
「
発
菩
提
心
」、第
四
に
「
深
信
因
果
」
と
い
う
〕
四
〔
種

の
実
践
行
（
（6
（

〕
が
あ
る
。

〔
三
福
の
中
の
〕
第
一
の
「
孝
養
父
母
」
と
は
、
こ
れ
は
一

切
の
凡
夫
は
す
べ
て
縁
に
よ
っ
て
〔
こ
の
世
界
に
〕
生
を
享
け

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
縁
に
よ
っ
て
〔
生
を

享
け
る
か
と
〕
い
う
と
、〔
不
可
思
議
な
る
因
縁
の
も
と
で
自

然
に
生
を
享
け
る
〕
化
生
の
者
も
あ
れ
ば
、〔
湿
気
の
も
と
で

生
を
享
け
る
〕
湿
生
の
者
も
あ
れ
ば
、〔
卵
に
よ
っ
て
生
を
享

け
る
〕
卵
生
の
者
も
あ
れ
ば
、〔
母
胎
か
ら
生
を
享
け
る
〕
胎
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生
の
者
も
あ
る
。
こ
の
四
種
の
誕
生
の
中
に
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

〔
に
こ
の
〕
四
種
〔
の
誕
生
〕
が
あ
る
。〔
な
お
〕
こ
の
誕
生
〔
の

仕
方
〕
に
つ
い
て
は
、〔
あ
る
〕
経
典
（
（6
（

に
詳
細
に
説
示
さ
れ
て

い
る
。

た
だ
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
縁
が
互
い
に
相
寄
っ
て
誕
生
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
父
と
母
が
い
る
〔
と
い
う
こ
と
で
あ

る
〕。
父
と
母
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、〔
こ
の
父
と
母
に
対
し
て
〕

大
恩
が
あ
る
。
も
し
父
が
い
な
け
れ
ば
、
誕
生
に
際
し
て
直
接

的
な
因
が
欠
け
る
こ
と
と
な
る
。〔
ま
た
〕
も
し
母
が
い
な
け

れ
ば
、
誕
生
に
際
し
て
出
生
の
縁
に
背
く
こ
と
と
な
る
。
も
し

〔
父
と
母
が
〕
と
も
に
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
界
に
生
を
享
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
は
ず
も
な
い
。〔
誕
生
に
際
し
て
は
〕
必

ず
父
と
母
の
縁
が
〔
両
方
と
も
〕
具
わ
り
、〔
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
、
生
を
享
け
〕
身
体
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
身
体
を

得
る
と
い
う
こ
と
は
、〔
つ
ま
り
〕
自
身
の
〔
こ
れ
ま
で
の
〕

輪
廻
の
中
に
お
け
る
行
為
の
積
み
重
ね
（
業
識
）
を
内
な
る
因

と
し
、〔
さ
ら
に
〕
父
の
精
と
母
の
血
を
外
の
縁
と
す
る
こ
と

で
あ
る
。〔
こ
の
〕内
な
る
因
と
外
の
縁
と
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、

こ
の
身
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
父
と
母
に
対
す

る
恩
は
重
い
の
だ
。

母
が
身
籠
っ
て
十
月
十
日
の
間
、
い
か
な
る
時
も
、
常
に

苦
し
み
、
ま
た
出
産
に
際
し
て
は
死
産
を
心
配
す
る
。
も
し
誕

生
し
た
後
も
、
三
年
の
間
は
常
に
大
小
便
に
ま
み
れ
、
寝
て
い

る
時
に
身
に
着
け
て
い
る
服
も
汚
れ
て
い
る
。〔
や
が
て
〕
こ

の
者
が
成
長
し
、〔
自
ら
の
〕
妻
を
愛
し
、
我
が
子
を
可
愛
が

る
〔
よ
う
に
な
る
〕。
父
と
母
の
所
に
あ
っ
て
、
反
抗
し
て
憎

し
み
や
嫉
妬
の
心
を
抱
き
、
大
恩
の
も
と
孝
行
を
行
わ
な
い
者

は
、
つ
ま
り
〔
恩
義
を
知
ら
な
い
〕
動
物
と
変
わ
り
な
い
。

ま
た
父
と
母
は
、
こ
の
〔
娑
婆
〕
世
界
に
お
い
て
福
徳
を

生
み
出
す
究
極
〔
の
存
在
〕
で
あ
る
。

〔
ま
た
〕
仏
は
、
覚
り
の
世
界
に
お
い
て
福
徳
を
生
み
出
す

究
極
〔
の
存
在
〕
で
あ
る
。

仏
が
在
世
の
折
、
あ
る
時
、
飢
饉
と
な
っ
て
多
く
の
人
が

餓
死
し
、
遺
骨
が
散
乱
し
て
い
た
。〔
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

る
の
で
〕
諸
々
の
出
家
者
た
ち
が
托
鉢
に
出
か
け
て
も
、〔
食

べ
物
を
〕
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
釈
尊
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が
、
他
の
出
家
者
た
ち
が
〔
托
鉢
の
た
め
に
訪
れ
て
い
た
街
か

ら
〕
立
ち
去
っ
た
後
に
、
一
人
で
城
内
に
入
っ
て
托
鉢
を
行
わ

れ
た
。
早
朝
か
ら
正
午
に
至
る
ま
で
、
一
件
一
件
の
軒
先
で
声

を
か
け
て
も
、〔
釈
尊
に
〕
食
事
を
与
え
る
家
は
な
か
っ
た
。

仏
が
〔
城
内
を
〕
回
り
終
わ
っ
て
も
、
鉢
の
中
は
空
の
ま
ま
で

帰
っ
て
行
っ
た
。
翌
日
も
〔
ま
た
托
鉢
に
出
か
け
て
も
〕、
ま

た
〔
何
も
食
べ
物
を
〕
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
そ

の
次
の
日
も
、〔
ま
た
仏
が
托
鉢
に
出
か
け
て
も
〕、
ま
た
〔
何

も
食
べ
物
を
〕
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
一
人
の
出
家
者
が
往
来
で
仏
に
出
会
っ
た
。〔
そ

の
時
の
仏
の
〕
顔
色
は
い
つ
も
と
異
な
っ
て
お
り
、
見
る
か
ら

に
飢
え
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。〔
こ
の
者
が
仏
に
出
会
う
や
、〕

す
ぐ
に
仏
に
「
釈
尊
よ
。
今
日
は
も
う
、
何
か
お
召
し
上
が
り

に
な
り
ま
し
た
か
」
と
質
問
し
た
。〔
す
る
と
〕
仏
は
「
出
家

者
よ
。
私
は
こ
の
三
日
の
間
、
托
鉢
を
続
け
た
が
、
ひ
と
さ
じ

も
口
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
私
は
今
、
飢
渇
し
て
お

り
、〔
ま
っ
た
く
〕
力
も
な
い
〔
状
態
で
あ
る
〕。〔
だ
か
ら
今

も
こ
う
し
て
〕
そ
な
た
と
何
と
か
話
し
て
い
る
〔
と
こ
ろ
だ
〕」

と
答
え
た
。
出
家
者
は
仏
の
〔
こ
の
〕
言
葉
を
聞
き
終
わ
る
と
、

悲
し
み
〔
の
あ
ま
り
〕
涙
を
流
し
、
自
分
で
〔
そ
の
涙
を
〕
抑

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
自
分
の
心
の
中
で
「
仏

こ
そ
が
最
上
な
る
福
徳
を
生
み
出
す
存
在
で
あ
り
、
人
々
を
覆

い
護
る
〔
存
在
で
あ
る
〕。〔
今
こ
そ
〕
自
分
が
〔
身
に
着
け
て

い
る
、
仏
道
修
行
の
た
め
の
こ
の
〕
三
種
の
衣
を
売
却
し
て
、

一
膳
分
の
食
事
を
買
っ
て
〔
用
意
し
〕、
仏
に
献
上
し
よ
う
。

今
こ
そ
こ
の
時
で
あ
る
」
と
思
っ
た
。〔
出
家
者
は
〕
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
す
ぐ
に
〔
三
種
の
衣
を
売
却
し
て
〕
一
膳
分

の
食
事
を
手
に
入
れ
、
急
い
で
〔
こ
の
食
事
を
〕
仏
に
献
上
し

た
。〔

す
る
と
〕
仏
は
、〔
事
の
次
第
を
す
べ
て
〕
知
っ
た
上
で
、

意
図
的
に
〔
こ
の
〕
出
家
者
に
「
こ
の
年
の
飢
饉
の
せ
い
で
、

多
く
の
人
が
餓
死
し
て
い
る
。〔
こ
の
状
況
に
あ
っ
て
〕
そ
な

た
は
今
、〔
一
体
〕
ど
こ
で
一
膳
の
〔
こ
の
よ
う
に
〕
光
輝
く

食
事
（
（6
（

を
手
に
入
れ
て
き
た
の
か
」
と
問
う
た
。

出
家
者
は
先
程
〔
心
に
思
っ
た
こ
と
を
〕
詳
細
に
釈
尊
に

話
し
た
。
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仏
は
続
け
て
〔
出
家
者
〕
に
「
出
家
者
よ
。〔
仏
道
修
行
の

た
め
の
〕
三
種
の
衣
と
は
、
こ
れ
は
過
去
と
未
来
と
現
在
の
諸

仏
の
袈
裟
〔
の
こ
と
〕
で
〔
も
〕
あ
る
。
こ
の
〔
三
種
の
〕
衣

の
因
縁
は
極
め
て
尊
い
も
の
が
あ
り
、〔
ま
た
〕
極
め
て
重
ん

じ
る
も
の
で
あ
り
、〔
ま
た
〕
極
め
て
〔
大
〕
恩
あ
る
も
の
〔
で

も
〕
あ
る
。
そ
な
た
は
今
、〔
こ
の
よ
う
に
極
め
て
尊
重
す
べ

き
袈
裟
を
〕こ
の
よ
う
に
一
膳
の
食
事
に
取
り
替
え
、〔
仏
た
る
〕

我
が
身
に
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
な
た
の
気
持
ち
は
大

い
に
満
足
し
よ
う
が
、〔
そ
れ
で
も
〕
私
は
こ
の
〔
一
膳
の
〕
食

事
を
〔
受
け
取
り
〕
食
べ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
答
え
た
。

出
家
者
は
重
ね
て
仏
に
「
仏
こ
そ
三
界
に
あ
っ
て
福
徳
を

生
み
出
す
存
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。〔
仏
こ
そ
〕
聖
な
る
も
の
中

で
も
、
究
極
の
存
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。〔
そ
の
仏
が
こ
の
一
膳

の
食
事
を
〕
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
仰
せ
に
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
仏
以
外
に
〔
一
体
〕
誰
が
〔
こ
の
一
膳
の
食
事
を
〕
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
申
し
上

げ
た
。

仏
は
「
出
家
者
よ
。
そ
な
た
に
は
父
と
母
が
い
る
か
、
ど

う
か
」
と
言
っ
た
。

〔
出
家
者
は
〕
答
え
て
「〔
は
い
、父
も
母
も
〕
ご
ざ
い
ま
す
」

と
答
え
た
。

〔
仏
は
〕「
そ
な
た
は
〔
こ
の
一
膳
の
食
事
を
〕
持
っ
て
、〔
そ

の
〕
父
と
母
に
供
養
す
る
た
め
に
〔
今
す
ぐ
こ
こ
を
〕
立
ち
去

る
が
よ
い
」〔
と
言
っ
た
〕。

出
家
者
は
「
仏
が
召
し
上
が
ら
な
い
と
仰
せ
に
な
っ
た
も

の
を
、
ど
う
し
て
我
が
父
と
母
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ

う
か
」
と
言
っ
た
。

仏
は
「〔
構
わ
ぬ
。
よ
い
か
ら
そ
な
た
の
父
と
母
に
こ
の
一

膳
の
食
事
を
〕
食
べ
て
も
ら
う
が
よ
い
。
何
故
か
と
い
え
ば
、

父
と
母
が
そ
な
た
の
〔
そ
の
〕
身
を
〔
こ
の
世
界
に
〕
生
ま
れ

さ
せ
た
の
だ
。〔
そ
な
た
の
父
と
母
は
、〕
そ
な
た
に
と
っ
て
は

極
ま
り
な
い
ほ
ど
の
大
恩
が
あ
る
。
だ
か
ら
〔
こ
の
一
膳
の
食

事
を
〕
食
べ
て
も
ら
う
が
よ
い
」
と
言
っ
た
。

仏
は
〔
ま
た
〕
出
家
者
に
「
そ
な
た
の
父
と
母
は
、
仏
を

信
じ
る
心
を
有
し
て
い
る
か
、
ど
う
か
」
と
問
う
た
。

出
家
者
は
「〔
我
が
父
と
母
に
は
〕
ま
っ
た
く
〔
仏
を
〕
信
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じ
る
心
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

仏
は
「〔
な
ら
ば
〕
今
こ
そ
〔
そ
な
た
の
父
と
母
が
、
仏
に

対
し
て
〕信
心
を
発
す〔
時
で
あ
る
〕。〔
そ
な
た
の
父
と
母
が
、〕

そ
な
た
が
一
膳
の
食
事
を
差
し
上
げ
る
と
こ
ろ
を
目
の
当
た
り

に
す
れ
ば
、〔
き
っ
と
〕
大
い
に
喜
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
で
〔
そ
な
た
の
父
と
母
は
、
仏
に
対
し
て
〕
信
心
を
発
す

こ
と
と
な
る
〔
で
あ
ろ
う
〕。〔
そ
う
し
た
な
ら
ば
、そ
な
た
は
〕

ま
ず〔
父
と
母
に
対
し
て
〕三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
を
教
え
、〔
そ

し
て
三
宝
へ
の
帰
依
を
〕
誓
わ
せ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
〔
そ
な
た

の
父
と
母
は
〕
こ
の
〔
一
膳
の
〕
食
事
を
口
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
〔
で
あ
ろ
う
〕」
と
言
っ
た
。

す
る
と
出
家
者
は
、
こ
の
仏
の
教
え
を
受
け
、〔
仏
に
対
し

て
〕
恭
し
く
礼
拝
を
し
て
、〔
そ
の
場
を
〕
立
ち
去
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
い
に
父
と
母
に
〔
心
か
ら
〕

孝
養
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
仏
の
母
で
あ
る
マ
ー
ヤ
夫
人
は
、
仏
を
出
産
し
て
七

日
を
経
て
亡
く
な
り
、
忉
利
天
に
生
ま
れ
た
。
仏
は
そ
の
後
に

成
道
し
て
、
四
月
十
五
日
に
な
っ
て
、
忉
利
天
に
向
か
っ
て
、

一
夏
、母
の
た
め
に
説
法
を
な
さ
れ
た
。〔
こ
れ
は
、そ
の
身
に
〕

十
月
の
間
、
仏
を
身
籠
っ
て
い
た
恩
に
報
い
る
た
め
で
あ
る
。

仏
で
さ
え
も
自
ら
恩
を
感
じ
て
、
父
と
母
に
孝
養
を
尽
く

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
凡
夫
が
〔
自
身

の
父
と
母
に
〕
孝
養
を
尽
さ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。〔
凡
夫

で
あ
っ
て
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〕

〔
こ
の
こ
と
か
ら
〕
知
る
べ
き
で
あ
る
。
父
と
母
の
大
恩
と

い
う
も
の
は
、
と
て
も
深
く
、
そ
し
て
極
め
て
重
い
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
。

「
奉
事
師
長
」
と
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
こ

れ
は
〔
一
般
的
な
師
た
る
者
は
そ
の
弟
子
に
対
し
て
〕
礼
儀
と

節
度
〔
と
い
う
人
倫
の
道
〕
を
教
え
示
し
、〔
ま
た
そ
の
師
の

教
え
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
弟
子
の
〕
知
識
と
教
養
は
〔
弟
子
自

ら
の
〕
徳
を
形
成
す
る
〔
こ
と
と
な
る
〕。〔
一
方
、
仏
道
を
教

え
示
す
師
の
教
え
に
は
、
仏
道
修
行
の
〕
要
因
と
実
践
行
が
あ

ま
す
と
こ
ろ
な
く
〔
完
全
に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
教
え
を
受

け
た
仏
弟
子
は
〕
成
仏
に
至
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕。
こ
の
こ

と
は
〔
す
べ
て
、〕
師
〔
た
る
者
〕
の
正
し
く
仏
道
へ
と
導
く
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者
と
し
て
の
力
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
い
な
る
恩
恵

に
〔
対
し
て
〕
は
、
最
大
限
の
尊
敬
と
尊
重
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
在
家
に
あ
っ
て
は
〕
父
母
〔
に
孝
行

す
る
〕
こ
と
を
、〔
出
家
に
あ
っ
て
は
〕
は
優
れ
た
師
〔
に
仕

え
る
〕
こ
と
を
、「
最
も
尊
敬
す
る
実
践
行
」（
敬
上
行
）
と
い

う
の
で
あ
る
。

「
慈
心
不
殺
」
と
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
こ

れ
は
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
す
べ
て
生
命
を
根

本
と
し
て
〔
存
在
し
て
〕
い
る
。
も
し
も
悪
し
き
因
縁
を
目
に

し
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
悪
し
き
相
手
の
こ
と
を
〕
恐
れ
て
逃
げ

出
し
、
蔵
の
中
に
隠
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
た
だ
〔
一
心
に
自

ら
の
〕
生
命
を
護
る
た
め
で
あ
る
。

〔
あ
る
〕『
経
（
（6
（

』
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、

寿
命
を
愛
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。〔
だ
か
ら
こ

そ
自
分
以
外
の
存
在
を
〕
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。〔
ま
た
〕
杖

で
打
っ
て
も
な
ら
な
い
。
我
が
身
を
慈
し
み
、〔
我
が
身
の
こ

と
を
〕
例
と
し
て
〔
考
え
、
他
の
も
の
を
殺
し
た
り
、
傷
つ
け

た
り
し
て
は
な
ら
な
い
〕」
と
あ
る
。〔
こ
の
『
経
』
が
、〕
こ

の
〔
慈
心
不
殺
〕
の
証
明
で
あ
る
。

「
修
十
善
業
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し

て
い
る
。
十
悪
の
中
で
、
殺
害
が
最
も
悪
し
き
〔
罪
〕
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
〔
十
悪
の
中
で
、〕
こ
の
〔
十
種
の
罪
を
〕
列
挙

す
る
際
に
、〔
こ
の
殺
害
の
罪
が
〕
最
初
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

〔
一
方
、〕
十
種
の
善
行
の
中
で
は
、
長
命
が
最
も
良
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
〔
殺
害
と
長
命
は
〕
相
対
す
る
こ
と
で

あ
る
。〔
な
お
〕
そ
の
他
の
九
悪
と
九
善
に
つ
い
て
は
、
後
の

九
品
を
解
説
す
る
箇
所
に
至
っ
た
際
に
、
再
度
、
詳
細
に
解
説

を
行
う
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の〔『
観
経
』が
説
示
す
る
十
善
業
〕

と
は
、
世
間
一
般
に
お
け
る
善
行
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
三
福
の
中
の
〕
第
二
の
「
受
持
三
帰
」
と
は
〔
次
の
こ
と

を
〕
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
間
一
般
に
お
け
る
善
行
と
い

う
も
の
は
〔
、
そ
の
功
徳
が
〕
わ
ず
か
ば
か
り
で
あ
り
、〔
そ

の
功
徳
の
〕報
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
詳
細
に
は
な
ら
な
い〔
も

の
で
あ
る
〕。〔
一
方
、〕
戒
の
功
徳
は
極
め
て
高
く
、〔
そ
の
功

徳
は
覚
り
と
い
う
〕
菩
提
の
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
衆
生
の
〔
仏
に
対
す
る
〕
帰
依
と
信
仰
は
、
浅
い
ほ
う
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か
ら
〔
、
次
第
に
〕
深
い
ほ
う
へ
と
深
化
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。〔
そ
れ
ゆ
え
衆
生
に
対
し
て
〕
ま
ず
三
宝
へ
の
帰
依
を
受

け
さ
せ
、
そ
の
後
に
諸
々
の
戒
を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
具
足
衆
戒
」
と
は
、
さ
て
戒
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
る
。

た
と
え
ば
三
帰
戒
、
た
と
え
ば
五
戒
や
八
戒
や
十
善
戒
や
二
百

五
十
戒
や
五
百
戒
や
沙
弥
戒
や
、
た
と
え
ば
菩
薩
の
三
聚
戒
や

十
無
尽
戒
な
ど
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
〔『
観
経
』
の
経
文
で
〕

「
具
足
衆
戒
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
戒
品
の

中
に
、
ま
た
〔
い
く
つ
か
の
戒
の
条
項
の
み
を
保
持
す
る
〕
少

分
戒
や
、〔
大
半
の
戒
の
条
項
を
保
持
す
る
〕
多
分
戒
や
、〔
す

べ
て
の
戒
の
条
項
を
保
持
す
る
〕
全
分
戒
が
あ
る
（
（6
（

。

「
不
犯
威
儀
」
と
は
、こ
れ
は
〔
自
ら
の
〕
身
口
意
〔
の
三
〕

業
が
、
日
常
生
活
の
い
つ
い
か
な
る
時
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て

の
戒
（
一
切
戒
）〔
を
保
持
す
る
〕
た
め
に
、〔
自
ら
仏
道
修
行

に
お
け
る
〕
特
別
な
手
立
て
に
よ
る
身
の
振
る
舞
い
を
行
う
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。
も
し
〔
戒
が
〕
軽
い
〔
場
合
で
あ
っ
て

も
、〕重
い〔
場
合
で
あ
っ
て
も
、ま
た
〕粗
雑
な〔
場
合
で
あ
っ

て
も
〕、細
や
か
な
〔
場
合
で
あ
っ
て
も
〕、〔
自
ら
〕
よ
く
〔
自

身
の
戒
を
〕
保
持
し
、〔
仮
に
戒
を
〕
犯
し
た
際
に
は
、
す
ぐ

さ
ま
〔
そ
の
罪
を
〕
深
く
懺
悔
す
る
〔
よ
う
に
せ
よ
〕。
こ
の

こ
と
か
ら
〔『
観
経
』
の
経
文
に
〕「
不
犯
威
儀
」
と
説
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
「
戒
善
」
と
い
う
。

〔
三
福
の
中
の
〕
第
三
の
「
發
菩
提
心
」
と
は
、
こ
れ
は
衆

生
が
〔
仏
道
を
願
い
〕
喜
ぶ
心
は
、
大
乗
に
向
か
う
も
の
で
あ

り
、〔
仏
道
修
行
の
過
程
に
お
い
て
〕
浅
く
小
乗
の
因
を
発
す

べ
き
で
は
な
く
、
広
く
弘
〔
誓
〕
の
心
を
発
す
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
菩
提
と
と
も
に
向
か
い
合
う
と
い
う
の

か
。〔
否
、
大
乗
に
向
か
う
心
を
発
さ
な
け
れ
ば
、
菩
提
と
と

も
に
向
か
い
合
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。〕

「
た
だ
願
わ
く
ば
、〔
五
蘊
が
仮
和
合
し
た
（
（6
（

こ
の
〕
我
が
身
が
、

〔
こ
の
〕
身
に
お
い
て
虚
空
と
同
じ
く
、〔
こ
の
〕
心
は
法
界
と

等
し
く
、〔
あ
ら
ゆ
る
〕
衆
生
の
存
在
が
尽
き
る
ま
で
〔
、
す

べ
て
の
存
在
に
慈
悲
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
（
（6
（

〕。

〔
た
だ
願
わ
く
ば
、こ
の
〕
我
が
身
が
身
業
に
お
い
て
、〔
仏
を
〕

恭
し
く
敬
い
、
供
養
し
、
礼
拝
し
、〔
仏
が
〕
到
来
す
る
〔
際
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に
は
〕
出
迎
え
、〔
仏
が
本
国
へ
と
〕
去
る
〔
際
に
は
〕
見
送
り
、

す
べ
て
の
衆
生
が
尽
き
る
ま
で
〔
、
彼
ら
を
〕
覚
り
の
世
界
へ

と
導
く
〔
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
〕。
ま
た
〔
た
だ
願
わ
く
ば
、

こ
の
〕
我
が
身
が
口
業
に
お
い
て
、〔
仏
を
〕
称
讃
し
、〔
衆
生

に
対
し
て
〕
法
を
説
き
、
す
べ
て
の
衆
生
が
〔
こ
の
〕
私
の
教

化
を
受
け
、〔
私
が
説
き
示
し
た
〕
言
葉
の
も
と
で
、
す
べ
て

の
衆
生
が
尽
き
る
ま
で
仏
道
を
極
め
さ
せ
る
〔
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
〕。
ま
た
〔
た
だ
願
わ
く
ば
、
こ
の
〕
我
が
身
が
意
業

に
お
い
て
、
禅
定
〔
の
境
地
〕
に
入
り
、〔
仏
の
相
好
を
目
の

当
た
り
に
〕
観
察
し
、〔
こ
の
身
を
〕
法
界
に
分
身
さ
せ
、〔
常

に
〕
相
手
に
応
じ
て
救
済
す
る
際
に
、
一
人
と
し
て
尽
く
さ
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
い
〔
よ
う
に
〕」。

私
（
善
導
）
は
、〔
す
で
に
〕
こ
の
誓
願
を
発
し
た
。〔
だ

か
ら
こ
そ
こ
の
誓
願
の
も
と
、
こ
の
我
が
身
は
〕
あ
る
べ
き
よ

う
が
、
あ
る
が
ま
ま
に
増
長
し
、
ま
る
で
虚
空
の
よ
う
に
な
り
、

ど
こ
に
あ
っ
て
も
〔
こ
の
我
が
身
が
〕
遍
在
し
な
い
場
所
は
な

い
よ
う
に
し
た
い
。〔
又
、
こ
の
我
が
身
は
〕
無
常
な
る
時
の

流
れ
の
中
に
あ
っ
て
も
尽
き
果
て
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
界
の

終
極
に
至
る
ま
で
、〔
こ
の
〕
身
が
〔
衆
生
を
救
済
し
続
け
る

こ
と
に
対
し
て
〕
疲
れ
た
り
倦
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
な
く
、〔
我

が
〕
こ
こ
に
は
〔
衆
生
救
済
を
〕
厭
い
嫌
う
こ
と
な
ど
が
な
い

よ
う
に
〔
し
よ
う
〕。

ま
た
〔
こ
の
「
發
菩
提
心
」
と
い
う
経
文
の
〕「
菩
提
」
と
は
、

こ
れ
は
「
仏
の
境
地
に
到
達
し
た
」（
仏
果
）〔
と
い
う
こ
と
〕

の
名
称
で
あ
る
。

ま
た
〔
こ
の
「
發
菩
提
心
」
と
い
う
経
文
の
〕「
心
」
と
は
、

こ
れ
は
衆
生
が
〔
仏
に
対
し
て
〕
救
済
を
求
め
る
心
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
「
發
菩
提
心
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
三
福
の
中
の
〕
第
四
の
「
深
信
因
果
」
と
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
二
項
目
が
あ
る
。

第
一
に
は
世
間
〔
一
般
〕
に
お
け
る
苦
と
楽
の
因
果
〔
関
係
〕

を
明
か
し
て
い
る
。
も
し
苦
の
原
因
を
作
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
苦

な
る
結
果
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。〔
ま
た
〕
も
し
楽
の
原
因

を
作
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
楽
な
る
結
果
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

〔
こ
の
こ
と
は
蝋
で
で
き
た
〕
印
で
、〔
紙
の
上
に
塗
っ
た
〕
泥

に
印
を
押
す
と
、〔
こ
の
印
と
泥
が
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
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紙
に
こ
の
泥
印
が
押
さ
れ
た
後
に
は
、〕こ
の
印
を
壊
し
て
、〔
初

め
て
印
を
押
し
た
〕
文
書
が
完
成
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〔
こ
の
泥
印
の
喩
え
の
よ
う
に
、
原
因
と
結
果
は
必
ず
一
致
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
〕
決
し
て
疑
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。〔
以
上
が
、
第
一
の
世
間
一
般
に
お
け

る
因
果
関
係
の
説
明
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
出
世
間
に
お
け
る

因
果
関
係
の
説
明
と
し
て
、
経
文
に
説
示
さ
れ
て
い
る
「
讀
誦

大
乘
」
と
「
勸
進
行
者
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
（
（6
（

。〕

「
讀
誦
大
乘
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し

て
い
る
。
経
典
〔
に
説
示
さ
れ
て
い
る
〕
教
え
と
は
、
こ
れ
を

喩
え
る
と
〔
ま
る
で
〕
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
経
典
を
〕

よ
く
よ
く
読
み
、〔
ま
た
そ
の
教
え
を
〕
よ
く
よ
く
尋
ね
れ
ば
、

智
慧
を
開
き
〔
や
が
て
〕
発
現
す
る
〔
よ
う
に
な
る
〕。
も
し

智
慧
の
眼
が
開
か
れ
た
な
ら
ば
、
苦
を
厭
い
、
涅
槃
な
ど
〔
覚

り
の
境
地
〕
を
願
い
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。

「
勸
進
行
者
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し

て
い
る
。
苦
な
る
存
在
は
〔
ま
る
で
〕
毒
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、悪
し
き
存
在
は〔
ま
る
で
〕刀
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、〔
こ

の
苦
な
る
存
在
と
悪
し
き
存
在
は
こ
の
〕
三
界
を
〔
ぐ
る
ぐ
る

と
〕
め
ぐ
り
続
け
て
、〔
こ
の
三
界
の
中
を
輪
廻
し
て
い
る
〕

衆
生
に
危
害
を
加
え
、
傷
つ
け
る
。
今
〔
こ
う
し
て
こ
の
世
界

で
出
会
っ
た
仏
道
と
い
う
〕
善
〔
行
〕
は
〔
ま
る
で
〕
澄
み
切
っ

た
鏡
の
よ
う
〔
な
存
在
〕
で
あ
り
、〔
ま
た
仏
の
〕
教
え
は
〔
不

死
の
水
で
あ
る
〕
甘
露
の
よ
う
〔
な
存
在
〕
で
あ
る
。〔
こ
の

善
行
と
い
う
、
澄
み
切
っ
た
〕
鏡
は
、〔
仏
道
と
い
う
〕
正
し

き
道
を
照
ら
し
出
し
て
、〔
仏
の
覚
り
の
境
地
で
あ
る
〕
真
如

へ
と
至
る
。〔
不
死
の
水
で
あ
る
〕甘
露
は
法
の
雨
を
ふ
ら
し
て
、

枯
渇
す
る
こ
と
な
ど
な
い
。〔
そ
し
て
〕
生
き
と
し
生
け
る
も

の
に
対
し
て
潤
い
を
与
え
、
そ
の
す
べ
て
が
法
の
流
れ
に
浴
す

る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、〔
こ
れ
ら
三
福
と
い
う
四
種

の
実
践
行
を
、
こ
の
『
観
経
』
に
お
い
て
説
き
示
し
〕
勧
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
如
此
三
事
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
〕
ま

と
め
、
上
〔
述
の
三
福
と
い
う
〕
実
践
行
に
つ
い
て
〔
そ
の
教

説
を
〕
結
ん
で
い
る
。
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【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑥
散
善
顕
行
縁
―
ⅴ
】

佛
告
韋
提
希
汝
今
知
不
此
三
種
業
過
去
未
來
現
在
三
世
諸
佛
淨

業
正
因
（『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
七
頁

〜
一
四
八
頁
）

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
佛
告
韋
提
」
か
ら
、「
正
因
」
ま
で
は
、〔
過
去
・

未
来
、そ
し
て
現
在
の
三
世
の
諸
仏
〕と
い
う
聖
な
る
存
在〔
も

こ
の
三
福
を
実
践
し
た
こ
と
〕
を
挙
げ
て
、
凡
夫
〔
が
こ
の
三

福
を
実
践
す
る
こ
と
〕
を
励
ま
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い

る
。〔
だ
か
ら
こ
そ
凡
夫
が
〕た
だ
よ
く
よ
く
精
神
を
集
中
し
て
、

想
い
を
〔
極
楽
世
界
に
〕
止
め
る
こ
と
で
、〔
誰
し
も
が
〕
必

ず
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
何
の
疑
い
も

な
い
の
だ
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
五
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
散
善

顕
行
縁
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
七
に
定
善
示
観
縁
に
つ
い
て
七
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅰ
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
諦
聽
諦
聽
善
思
念
之
如
來
今
者
爲
未
來
世

一
切
衆
生
爲
煩
惱
賊
之
所
害
者
説
清
浄
業
（『
浄
全
』
一
・
三

九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
八
頁
）

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
佛
告
阿
難
」
か
ら
、「
清
浄
業
」
ま
で
は
、〔
対

告
衆
で
あ
る
阿
難
と
韋
提
希
に
対
し
て
〕そ
の
名
を
告
げ
て〔
釈

尊
自
ら
の
〕
教
説
を
聞
く
こ
と
を
指
示
し
、〔
こ
こ
で
今
か
ら

釈
尊
自
ら
が
〕
法
を
説
く
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い

る
。こ

れ
は
韋
提
希
が
す
で
に
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕
極
楽
〔
世

界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
を
懇
願
し
、
ま
た
〔
釈
尊
に
対
し
て
極

楽
世
界
に
〕往
生
す
る
た
め
の
実
践
行
を〔
説
示
す
る
こ
と
を
〕
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懇
願
し〔
た
こ
と
を
受
け
〕、如
来〔
た
る
釈
尊
〕は
す
で
に〔
こ

の
韋
提
希
の
懇
願
を
〕
聞
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
〔
、
釈
尊
自
ら
の
意
志
で
開
示
し
た
散
善
に
関
す
る
教

説
を
終
え
て
、
こ
こ
で
〕
こ
の
経
文
に
至
っ
て
、
ま
さ
に
明
瞭

に
極
楽
世
界
の
様
相
を
目
の
当
た
り
に
す
る
方
法
（
正
受
之
方

便
）
を
開
示
し
、
開
顕
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
つ
ま
り
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
た
め
の
方
法
で
も
、
特

別
に
重
要
な
る
〔
教
説
で
〕
あ
り
、〔
そ
の
〕
功
徳
は
限
り
な

く
深
い
も
の
が
あ
る
。〔
こ
の
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
た
め
の

特
別
な
方
法
に
関
す
る
教
説
は
、〕
無
始
以
来
の
永
遠
の
輪
廻

の
中
で
、〔
本
当
に
極
め
て
〕
稀
に
し
か
聞
く
〔
こ
と
が
で
き

な
い
教
え
で
あ
る
〕。〔
釈
尊
も
〕
今
、
初
め
て
〔
こ
の
極
楽
世

界
に
往
生
す
る
た
め
の
特
別
な
方
法
に
関
す
る
教
説
を
、
阿
難

と
韋
提
希
、
そ
し
て
未
来
世
一
切
衆
生
に
向
か
っ
て
〕
説
示
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
如
来
〔
た
る
釈
尊
〕

は
〔
こ
こ
で
〕
総
括
し
て
〔
最
初
に
こ
の
阿
難
と
韋
提
希
の
名

を
呼
び
、
こ
の
〕
二
人
に
〔
今
か
ら
自
ら
も
初
め
て
説
く
こ
の

教
説
を
、
よ
く
よ
く
聞
く
よ
う
に
と
、
強
く
〕
命
じ
た
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
告
阿
難
」
と
〔
こ
こ
で
釈
尊
が
阿
難
一
人
の
名
を
呼
び
、

阿
難
を
指
名
し
て
い
る
こ
と
〕は
、こ
れ
は〔
釈
尊
が
〕「
私（
釈

尊
）
は
、
今
こ
そ
浄
土
の
法
門
を
開
示
し
教
示
し
よ
う
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。〔
阿
難
よ
、〕そ
な
た
は
よ
く〔
今
か
ら
私（
釈

尊
）
が
説
く
こ
の
浄
土
の
法
門
を
聞
き
取
り
、〕
伝
え
、
保
持

し
て
、〔
決
し
て
こ
の
教
え
を
〕
失
念
す
る
こ
と
な
ど
が
な
い

よ
う
に
せ
よ
」〔
と
い
う
意
図
が
あ
る
〕。

〔
ま
た
〕「
告
韋
提
」
と
〔
こ
こ
で
釈
尊
が
韋
提
希
一
人
の

名
を
呼
び
、韋
提
希
を
指
名
し
て
い
る
こ
と
〕
は
、こ
れ
は
〔
釈

尊
が
〕「〔
韋
提
希
よ
、〕
そ
な
た
は
〔
こ
の
私
に
浄
土
の
〕
法

門
の
説
示
を
懇
願
し
た
者
で
あ
る
。
私
（
釈
尊
）
は
、
今
〔
こ

そ
、こ
こ
で
、浄
土
の
法
門
に
つ
い
て
〕
説
示
を
し
た
い
。〔
韋

提
希
よ
、〕
そ
な
た
は
よ
く
、〔
そ
し
て
〕
詳
細
に
〔
今
か
ら
私

（
釈
尊
）
が
説
き
示
す
浄
土
の
法
門
に
関
す
る
教
え
を
〕
聞
き

取
り
、〔
そ
の
教
え
を
〕
よ
く
よ
く
考
え
、完
全
に
理
解
し
、〔
決

し
て
こ
の
教
え
を
〕誤
解
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
」〔
と
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い
う
意
図
が
あ
る
〕。

「
爲
未
來
世
一
切
衆
生
」
と
は
、
た
だ
如
来
が
救
済
す
べ
き

対
象
に〔
そ
の
姿
を
〕現
す
こ
と
は
、〔
こ
れ
は
〕ひ
と
え
に〔
こ

れ
ま
で
、
そ
し
て
今
も
〕
常
に
輪
廻
の
中
に
沈
み
込
み
〔
苦
し

ん
で
〕い
る
衆
生
の
た
め
で
あ
る
。〔
如
来
は
〕今
、す
で
に〔
す

べ
て
の
衆
生
を
〕
等
し
く
大
慈
悲
の
雲
で
覆
い
、
未
来
〔
際
が

尽
き
る
〕
ま
で
全
て
の
衆
生
を
〔
法
の
雨
で
〕
潤
す
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
る
の
だ
。

「
爲
煩
惱
賊
害
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か

し
て
い
る
。〔
自
ら
の
無
明
の
故
に
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
き
た
〕

凡
夫
は
、〔
ど
こ
ま
で
も
自
ら
が
犯
し
続
け
て
き
た
罪
に
よ
る
〕

障
害
が
〔
あ
ま
り
に
も
〕
重
た
く
、〔
自
ら
の
〕
愛
欲
の
故
に
、

深
く
〔
そ
し
て
激
し
く
〕
迷
い
、三
種
の
悪
し
き
世
界
へ
と
〔
堕

ち
て
い
く
〕
炎
に
包
ま
れ
た
穴
が
、
暗
闇
の
中
で
〔
自
ら
の
〕

足
も
と
に
あ
る
こ
と
を
考
え
も
し
な
い
。〔
何
か
し
ら
の
仏
と

の
〕
縁
の
ま
ま
実
践
行
を
修
し
、
仏
道
修
行
を
進
め
る
た
め
の

資
糧
を
作
ろ
う
と
は
し
て
も
、〔
自
身
の
眼
と
耳
と
鼻
と
舌
と

身
と
意
と
い
う
全
身
の
感
覚
器
官
に
対
応
す
る
〕
汚
れ
た
対
象

が
、〔
こ
の
身
の
存
在
に
〕
気
が
つ
き
、〔
ま
た
〕
聞
き
つ
け
て
、

競
う
よ
う
に
〔
こ
の
身
に
〕
到
来
し
、〔
そ
し
て
こ
の
身
を
〕

犯
し
、〔
そ
れ
ま
で
の
善
根
を
〕
奪
い
去
っ
て
い
く
こ
と
は
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
す
で
に
〔
こ
う
し
て
こ

の
身
が
犯
し
た
罪
に
よ
っ
て
、〕こ
の〔
身
の
〕法
財
を
失
う〔
こ

と
と
な
る
〕。
ど
う
し
て
〔
こ
の
こ
と
を
〕
憂
慮
し
、
苦
し
ま

な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
得
よ
う
か
。〔
い
や
、
我
が
身
の
法
財

を
失
う
こ
と
は
耐
え
難
き
苦
し
み
で
あ
る
。〕

「
説
清
淨
業
」
と
は
、
こ
れ
は
如
来
が
衆
生
の
罪
〔
の
す
べ

て
〕
を
ご
覧
に
な
り
、〔
言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
罪
の
重
さ
を
心

か
ら
憐
愍
し
て
〕
衆
生
の
た
め
の
懺
悔
の
〔
具
体
的
な
〕
方
法

を
説
示
し
、〔
こ
の
懺
悔
を
〕
続
け
て
行
い
、〔
罪
の
報
い
を
す

べ
て
〕
除
滅
さ
せ
、
最
終
的
に
は
永
遠
に
清
ら
か
な
身
に
さ
せ

よ
う
と
願
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

ま
た
〔
こ
の
「
清
淨
業
」
の
〕「
清
淨
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
後
に
説
く
定
善
行
に
よ
っ
て
、
心
を
専
一
に
し
て
仏

を
念
じ
、
想
い
を
西
方
〔
極
楽
世
界
〕
に
集
中
す
れ
ば
、
一
念

一
念
に
罪
〔
の
報
い
が
〕
取
り
除
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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だ
か
ら
こ
そ
「
清
淨
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅱ
】

善
哉
韋
提
希
快
問
此
事
（『
浄
全
』
一・三
九
頁
／
『
聖
典
』
一・

一
四
八
頁
）

【
観
経
疏
】

第
二
に
「
善
哉
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
し
く
〔
韋
提
希
〕
夫

人
の
〔「
教
我
思
惟
、
教
我
正
受
」（〔
こ
の
極
楽
の
〕
光
景
を

私
の
心
に
と
ど
め
さ
せ
て
下
さ
い
。
今
こ
こ
に
い
な
が
ら
に
し

て
私
に
〔
極
楽
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
〕
体
感
さ
せ
て
下
さ
い
）

と
い
う
〕
問
い
が
、
釈
尊
の
聖
な
る
意
志
と
完
全
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅲ
】

阿
難
汝
當
受
持
廣
爲
多
衆
宣
説
佛
語
（『
浄
全
』
一
・
三
九
頁

／
『
聖
典
』
一
・
一
四
八
頁
）

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
阿
難
汝
當
受
持
」
か
ら
、「
宣
説
佛
語
」
ま
で
は
、

ま
さ
し
く
〔
釈
尊
が
阿
難
に
対
し
て
、
こ
の
『
観
経
』
で
説
示

す
る
浄
土
の
法
門
を
、
よ
く
よ
く
聞
き
取
り
、
記
憶
し
〕
保
持

し
、〔
そ
し
て
こ
の
浄
土
の
法
門
を
仏
弟
子
、
ひ
い
て
は
未
来

世
一
切
衆
生
に
ま
で
〕
伝
え
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。〔
釈
尊
が
〕
こ
の
〔『
観
経
』
に
お
い
て
説
示

す
る
浄
土
の
〕
法
門
は
極
め
て
深
い
教
え
で
あ
る
か
ら
、
よ
く

〔
後
世
に
〕
流
布
さ
せ
る
よ
う
に
と
〔
い
う
意
図
が
あ
る
〕。

こ
の
こ
と
は
、
如
来
（
釈
尊
）
は
こ
の
直
前
で
は
ま
と
め

て
〔
阿
難
と
韋
提
希
の
二
人
に
対
し
て
〕
そ
の
名
を
呼
び
、〔
こ

の
二
人
に
、
自
ら
が
説
く
教
え
に
〕
心
を
集
中
さ
せ
、
よ
く
よ

く
聞
き
取
り
、〔
そ
し
て
〕
理
解
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
が
、
こ

の
〔「
阿
難
汝
當
受
持
廣
爲
多
衆
宣
説
佛
語
」（
阿
難
よ
。
そ
な

た
は
こ
れ
か
ら
私
が
述
べ
る
こ
と
を
よ
く
心
に
と
ど
め
て
、
多

く
の
人
々
の
た
め
に
私
の
言
葉
を
説
き
弘
め
よ
）
と
い
う
〕
経

文
は
、
特
別
に
阿
難
〔
た
だ
一
人
〕
を
指
名
し
、〔
今
か
ら
説

示
す
る
浄
土
の
法
門
を
〕
よ
く
心
に
と
ど
め
て
、〔
決
し
て
〕

失
念
な
ど
す
る
こ
と
な
く
、〔
仏
弟
子
や
、
ひ
い
て
は
未
来
世

一
切
衆
生
な
ど
〕
広
く
大
勢
の
人
々
に
対
し
て
、〔
こ
の
浄
土
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の
法
門
を
〕
説
き
弘
め
さ
せ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
佛
語
」と
は
、こ
れ
は
如
来
と
は
遥
か
昔
に
口
業
の
罪〔
と

そ
の
報
い
〕
を
〔
す
べ
て
〕
取
り
除
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
〔
存

在
で
あ
り
〕、〔
口
か
ら
〕
言
葉
を
発
す
る
ご
と
に
、〔
こ
の
如

来
の
言
葉
を
〕
耳
に
し
た
す
べ
て
の
人
々
は
、
自
然
に
信
〔
仰

心
〕
が
芽
生
え
て
く
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅳ
】

如
來
今
者
敎
韋
提
希
及
未
來
世
一
切
衆
生
觀
於
西
方
極
樂
世
界

以
佛
力
故
當
得
見
彼
淸
淨
國
土
如
執
明
鏡
自
見
面
像
見
彼
國
土

極
玅
樂
事
心
歡
喜
故
應
時
即
得
無
生
法
忍
（『
浄
全
』
一
・
三

九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
八
頁
〜
一
四
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
如
來
今
者
」
か
ら
、「
得
無
生
法
忍
」
ま
で
は
、

ま
さ
し
く
〔
極
楽
世
界
を
目
の
当
た
り
に
す
る
〕
実
践
行
を
勧

め
る
と
と
も
に
、〔
そ
の
実
践
行
の
〕
功
徳
の
〔
具
体
的
な
〕

内
容
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
如
来
（
釈
尊
）
が

〔
韋
提
希
〕
夫
人
と
未
来
〔
世
一
切
衆
生
〕
な
ど
の
た
め
に
、

観
察
行
の
具
体
的
な
方
法
を
明
示
し
て
、
想
い
を
西
方
〔
極
楽

世
界
〕
に
集
中
さ
せ
、〔
こ
の
〕
娑
婆
〔
世
界
〕
を
厭
い
捨
て
、

心
の
底
か
ら
極
楽
世
界
を
求
め
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
以
佛
力
故
」
か
ら
以
下
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い

る
。
こ
れ
は
衆
生
の
〔
自
ら
の
〕
罪
業
に
よ
る
障
害
は
、〔
喩

え
る
な
ら
ば
目
の
前
の
物
が
〕
目
に
は
見
え
て
い
つ
つ
も
、〔
し

か
し
〕
何
ひ
と
つ
と
し
て
見
え
て
お
ら
ず
、〔
本
当
は
近
い
は

ず
の
自
分
の
〕
掌
〔
ま
で
の
距
離
で
さ
え
も
。
こ
れ
〕
を
遠
い

と
思
い
込
み
、〔
ま
た
〕
竹
の
皮
ほ
ど
の
〔
ほ
ん
の
わ
ず
か
し

か
離
れ
て
い
な
い
〕
他
の
方
向
で
あ
っ
て
も
、〔
こ
れ
を
〕
千

里
も
離
れ
て
い
る
も
の
〔
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
〕。
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、〔
自
分
の
近
く
す
ら
ま
と
も
に
認
識

で
き
得
な
い
〕
凡
夫
の
能
力
に
お
い
て
、〔
ど
う
し
て
遠
く
離

れ
た
〕
外
の
諸
仏
の
境
界
の
こ
と
な
ど
を
う
か
が
い
知
り
こ
と

な
ど
が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
凡
夫
は
、仏
の
〕聖
な
る
力
が
目
に
は
見
え
ず
と
も〔
外

か
ら
〕
加
わ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
こ

と
を
ど
う
し
て
〔
目
の
当
た
り
に
〕
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
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〔
仏
力
の
加
備
が
な
け
れ
ば
、
凡
夫
が
極
楽
世
界
を
目
の
当
た

り
に
見
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。〕

「
如
執
明
鏡
自
見
面
像
」
か
ら
以
下
は
、
こ
れ
は
〔
次
の
こ

と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
と
〔
未
来
世
一
切
〕

衆
生
な
ど
が
〔
定
善
の
〕
観
察
〔
の
境
地
〕
に
入
り
、心
を
〔
一

所
に
〕
集
中
し
て
、
精
神
を
〔
所
観
の
対
象
に
〕
止
め
、〔
意

識
が
〕
散
乱
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
心
と
対
象
と
が
完
全
に

一
致
し
、〔
極
楽
世
界
の
様
相
が
〕
皆
す
べ
て
顕
現
す
る
。〔
極

楽
世
界
の
〕
様
相
が
顕
現
す
る
そ
の
時
、〔
ま
る
で
〕
鏡
の
中

に
〔
写
し
出
さ
れ
た
〕
物
を
〔
目
の
当
た
り
に
〕
見
る
か
の
如

く
、〔
極
楽
世
界
の
様
相
と
〕
何
も
異
な
る
こ
と
が
な
い
〔
も

の
を
目
の
当
た
り
に
見
る
の
で
あ
る
〕。

「
心
歡
喜
故
得
忍
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か

し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
清
浄
な
る
光
明
が

突
然
に
目
の
前
に
現
れ
た
時
、
ど
う
し
て
〔
喜
び
の
あ
ま
り
〕

踊
り
出
さ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。〔
い
や
光
明
を
目

の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
必
ず
歓
喜
し
て
踊
り
出
す
も
の
だ
。〕

こ
の
喜
び
に
よ
る
か
ら
こ
そ
無
生
法
忍
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。〔
こ
の
場
合
の
無
生
法
忍
、
つ
ま
り
韋
提
希
が

獲
得
し
た
こ
の
無
生
法
忍
の
こ
と
を
〕
ま
た
「
喜
忍
」
と
も
い

い
、
ま
た
「
悟
忍
」
と
も
い
い
、
ま
た
「
信
忍
」
と
も
い
う
。

こ
れ
は
つ
ま
り
〔
釈
尊
が
〕
極
め
て
奥
深
い
こ
と
を
〔
こ
の
場

面
で
〕
語
っ
て
い
る
〔
と
い
う
〕
こ
と
で
あ
り
、〔
釈
尊
は
こ

こ
で
は
こ
の
無
生
法
忍
を
〕
ど
こ
に
お
い
て
獲
得
す
る
か
と
い

う
こ
と
は〔
一
切
〕明
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
は
、〔
韋
提
希
〕

夫
人
や
未
来
世
一
切
衆
生
〕な
ど
に
対
し
て
、〔
ま
ず
〕心
に〔
こ

の
極
楽
世
界
の
情
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
得
る
無
生

法
忍
と
い
う
〕
功
徳
を
強
く
求
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
〔
こ

と
で
あ
る
〕。
勇
し
く
た
だ
ひ
た
す
ら
心
に
〔
極
楽
世
界
の
情

景
を
〕
想
い
、〔
そ
し
て
目
の
当
た
り
に
〕
見
た
時
、ま
さ
に
〔
こ

の
〕
忍
を
悟
り
〔
知
る
〕
こ
と
と
な
る
。
こ
の
〔
極
楽
世
界
の

情
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
得
る
場
合
の
無
生
法
忍

の
〕
多
く
は
、こ
れ
は
〔
あ
く
ま
で
も
〕
十
信
〔
の
階
位
中
の
〕

忍
で
あ
る
。〔
つ
ま
り
こ
の
場
合
の
忍
は
、
決
し
て
諸
師
が
判

じ
た
よ
う
な
〕
十
解
や
十
行
〔
と
い
っ
た
階
位
〕
以
上
の
忍
で

は
な
い
の
だ
（
（7
（

。
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【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅴ
】

佛
告
韋
提
希
汝
是
凡
夫
心
想
羸
劣
未
得
天
眼
不
能
遠
觀
諸
佛
如

來
有
異
方
便
令
汝
得
見
（『
浄
全
』
一・三
九
頁
／
『
聖
典
』
一・

一
四
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
佛
告
韋
提
希
」
か
ら
、「
令
汝
得
見
」
ま
で
は
、〔
次

の
こ
と
を
〕明
か
し
て
い
る
。〔
つ
ま
り
〕ま
さ
し
く〔
韋
提
希
〕

夫
人
は
〔
明
ら
か
に
〕
凡
夫
で
あ
っ
て
、〔
決
し
て
諸
師
が
解

釈
す
る
よ
う
な
〕
高
位
の
菩
薩
な
ど
で
は
な
い
。〔
韋
提
希
〕

は
高
位
の
菩
薩
な
ど
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、〔
自
ら
釈
尊
を
〕

仰
ぎ
み
て
〔
仏
の
偉
大
に
し
て
〕
聖
な
る
力
を
目
に
は
見
え
ず

と
も
〔
凡
夫
た
る
こ
の
我
が
身
の
〕
加
備
す
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
た
の
で
あ
る
。〔
そ
し
て
〕
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
は
〔
確

か
に
〕
遥
か
〔
遠
く
〕
に
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、〔
韋
提
希
は

こ
の
極
楽
世
界
の
情
景
を
目
の
当
た
り
に
〕
見
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
。
こ
れ
は
如
来
が
、〔
後
々
に
こ
の
『
観
経
』
を
手
に

し
た
〕
衆
生
が
迷
い
を
な
し
、「〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
高
位
の
菩

薩
で
あ
っ
て
、〔
決
し
て
〕
凡
夫
〔
な
ど
〕
で
は
な
い
」
と
〔
諸

師
た
ち
の
よ
う
に
〕
言
い
出
し
、〔
凡
夫
が
極
楽
世
界
を
目
の

当
た
り
に
見
る
こ
と
に
つ
い
て
〕
疑
い
を
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、〔
衆
生
〕
自
ら
が
気
弱
な
心
と
な
り
、「
そ
う
か
韋
提
は
実

際
に
菩
薩
だ
っ
た
の
だ
。〔
だ
か
ら
あ
え
て
〕
仮
に
凡
夫
〔
の

身
と
な
っ
て
、こ
の
世
界
に
〕そ
の
姿
を
現
し
て
い
る
の
だ
。〔
し

か
し
〕
我
ら
〔
凡
夫
〕
は
ど
こ
ま
で
も
罪
深
き
こ
の
身
で
あ
り
、

〔
実
際
は
高
位
の
菩
薩
で
あ
っ
た
韋
提
希
と
は
〕
比
べ
よ
う
も

な
い
存
在
な
の
だ
」
と
〔
さ
え
思
っ
て
し
ま
う
〕。
こ
の
〔
大

い
な
る
誤
解
と
〕
疑
い
を
断
ち
切
る
た
め
に
、〔
釈
尊
は
あ
え

て
こ
こ
で
〕「
汝
是
凡
夫
（
そ
な
た
は
〔
煩
悩
に
縛
ら
れ
た
〕

凡
夫
な
の
だ
）」
と
説
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
心
想
羸
劣
」
と
は
、〔
韋
提
希
〕
が
凡
夫
で
あ
る
が
故
に
、

以
前
に
〔
仏
道
を
成
就
し
よ
う
と
い
う
〕
大
い
な
る
志
が
〔
皆
〕

無
で
あ
っ
た
〔
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
〕。

「
未
得
天
眼
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し

て
い
る
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
範
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囲
に
つ
い
て
遠
近
〔
が
あ
る
こ
と
な
ど
、〕
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
な
ら
ば
極
楽
世
界
は
〔
も
は
や
想
像
も
で
き
な

い
ほ
ど
〕
遥
か
遠
く
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
〔
凡
夫
で

あ
る
韋
提
希
が
そ
の
肉
眼
で
極
楽
世
界
を
〕見
る
こ
と〔
な
ど
〕

で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、
で
き
る
は
ず
が
な
い
。〕

「
諸
佛
如
來
有
異
方
便
」
か
ら
以
下
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明

か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も
し
〔
凡
夫
で
あ
る
韋
提
希
が
、
自
ら

の
〕
心
に
よ
っ
て
〔
目
の
当
た
り
に
〕
見
た
〔
極
楽
〕
世
界
の

〔
様
々
な
〕
荘
厳
と
い
う
も
の
は
、〔
こ
れ
は
決
し
て
〕
そ
な
た

（
韋
提
希
）
の
よ
う
な
凡
夫
が
〔
自
ら
の
力
量
と
実
践
の
功
徳

に
よ
っ
て
、
極
楽
世
界
の
荘
厳
を
〕
す
べ
て
こ
と
ご
と
く
〔
見

た
〕
わ
け
で
は
な
く
、〔
ど
こ
ま
で
も
そ
の
〕
功
徳
は
仏
に
帰

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅵ
】

時
韋
提
希
白
佛
言
世
尊
如
我
今
者
以
佛
力
故
見
彼
國
土
（『
浄

全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
時
韋
提
白
佛
」
か
ら
、「
見
彼
國
土
」
ま
で
は
、

こ
の
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
今
一
度
、
先
に
〔
自
ら
が
釈
尊
に
懇

願
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
釈
尊
が
応
じ
た
〕
恩
〔
恵
〕
を
言
葉

に
す
る
こ
と
で
、〔
釈
尊
に
対
す
る
〕
次
な
る
問
い
を
起
こ
そ

う
と
考
え
て
い
る
意
図
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
ら
か
に
し
て
い
る
。〔
韋
提
希
〕

夫
人
が
仏
（
釈
尊
）
の
意
志
を
よ
く
よ
く
受
け
止
め
、
深
く
理

解
し
、
前
段
の
〔
釈
尊
が
放
っ
た
〕
光
明
が
〔
あ
た
か
も
須
弥

山
さ
な
が
ら
の
〕
金
色
の
高
台
と
な
っ
た
こ
と
を
見
た
時
な
ど

は
、〔
韋
提
希
は
〕「
こ
れ
は
自
分
が
目
の
前
に
見
た
こ
と
な
の

だ
」
と
思
っ
た
が
、〔
事
こ
こ
に
至
り
、〕
釈
尊
が
〔
極
楽
世
界

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
特
別
な
手
立
て
を
〕
説

示
さ
れ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、〔
韋
提
希
は
自
分
が
極
楽
世
界

の
情
景
を
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、実
は
〕

仏
（
釈
尊
）
の
特
別
な
手
立
て
の
恩
恵
で
あ
っ
た
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
が
今
、〔
現
に
こ
の
〕
世
界
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に
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
ば
、〔
す
べ
て
の
衆
生
は
仏
の
〕念
を〔
こ

の
身
に
〕
受
け
、
西
方
〔
極
楽
世
界
の
様
相
〕
を
見
る
よ
う
に

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
〔
は
ず
で
あ
る
〕。〔
し
か
し
な
が
ら
〕

も
し
仏
が
〔
す
で
に
〕
涅
槃
に
入
ら
れ
て
お
り
、〔
衆
生
が
仏

の
不
可
思
議
な
力
に
よ
る
〕
加
護
と
導
き
を
受
け
な
け
れ
ば
、

〔
衆
生
は
一
体
、
ど
の
よ
う
に
し
て
西
方
極
楽
世
界
の
様
相
を

目
の
当
た
り
に
〕
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
衆
生
は
仏
力

の
加
護
と
導
き
が
な
け
れ
ば
、
西
方
極
楽
世
界
の
様
相
を
目
の

当
た
り
に
見
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
は
ず
も
な
い
。〕

【
観
経
・
⑵
発
起
序
―
⑦
定
善
示
観
縁
―
ⅶ
】

若
佛
滅
後
諸
衆
生
等
濁
惡
不
善
五
苦
所
逼
云
何
當
見
阿
彌
陀
佛

極
樂
世
界
（『
浄
全
』
一・三
九
頁
／
『
聖
典
』
一・一
四
九
頁
）

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
若
佛
滅
後
」
か
ら
、「
極
樂
世
界
」
ま
で
は
、
ま

さ
し
く
〔
韋
提
希
〕
夫
人
の
〔
大
〕
悲
の
心
が
、〔
ど
こ
ま
で
も
〕

他
者
の
た
め
〔
の
想
い
〕
で
あ
り
、
自
ら
の
往
生
と
同
様
に
、

永
久
に
〔
苦
し
み
の
世
界
で
あ
る
こ
の
〕
娑
婆
を
捨
て
去
り
、

永
遠
に
安
穏
と
幸
福
に
満
ち
溢
れ
た
〔
極
楽
世
界
に
お
い
て
〕

往
来
さ
せ
よ
う
と
〔
い
う
も
の
で
あ
る
〕
と
い
う
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

こ
れ
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
釈
尊
の
望
む

衆
生
救
済
と
は
未
来
永
劫
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、〔
し
か
も

一
瞬
と
し
て
〕
休
む
こ
と
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。〔
た
と
え
救

済
す
べ
き
衆
生
の
〕
世
代
が
交
代
し
、〔
ま
た
い
か
に
〕
時
代

が
移
り
変
ろ
う
と
も
、〔
迷
え
る
〕衆
生
の
寿
命
は
短
く
な
る〔
ば

か
り
で
〕
あ
る
こ
と
か
ら
、
如
来
は
〔
あ
え
て
自
ら
の
〕
永
遠

の
寿
命
を
減
少
さ
せ
、〔
仏
と
し
て
自
身
が
有
す
る
〕
長
い
劫

〔
数
〕
を
尽
き
果
て
〔
さ
せ
〕
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
〔
仏
は
、

自
身
の
寿
命
を
〕人
間
の
寿
命
と
同
様
に〔
八
十
年
と
〕し
、〔
自

分
の
人
生
は
長
い
も
の
で
あ
る
と
〕
お
ご
り
た
か
ぶ
る
〔
衆
生

を
〕
導
き
〔
救
済
す
る
た
め
に
〕、〔
仏
自
ら
が
そ
の
身
を
通
じ

て
〕恒
常
な
る
も
の
は
何
も
な
い〔
と
い
う
こ
と
〕を
示
し
、〔
ま

た
自
分
は
〕
屈
強
で
あ
る
か
ら
〔
長
寿
で
あ
る
と
思
い
込
む
衆

生
を
〕
導
き
〔
救
済
す
る
た
め
に
〕、〔
い
か
に
屈
強
で
あ
ろ
う

と
も
、そ
の
生
命
は
誰
し
も
〕
同
様
に
〔
時
の
流
れ
と
と
も
に
〕
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擦
り
減
っ
て
い
く
も
の
〔
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
（
（7
（

〕。

だ
か
ら
こ
そ
〔
経
文
に
〕「
若
佛
滅
後
」
と
説
示
し
て
い
る

の
だ
。

「
諸
衆
生
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
も
し
も
〕
如
来
が
教
化
〔
と

救
済
〕
を
中
止
し
て
し
ま
い
〔
、入
滅
す
れ
ば
〕、衆
生
に
は
〔
も

は
や
〕
拠
り
所
と
す
べ
き
存
在
は
〔
何
も
〕
な
く
、〔
衆
生
は

ま
る
で
哀
れ
な
〕
小
虫
の
よ
う
に
驚
き
と
恐
れ
の
中
で
〔
う
ろ

た
え
て
〕
動
き
回
る
〔
こ
と
し
か
で
き
ず
〕、〔
た
だ
〕
縦
横
無

尽
に
六
道
〔
輪
廻
〕
の
中
を
〔
忙
し
く
〕
走
り
回
る
ば
か
り
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

「
濁
惡
不
善
」
と
は
、
こ
れ
は
五
種
の
汚
れ
（
五
濁
）
を
明

か
し
て
い
る
。〔
こ
の
五
種
の
汚
れ
と
は
、〕
第
一
に
時
代
そ
の

も
の
が
汚
れ
る
こ
と（
劫
濁
）、第
二
に
人
心
が
乱
れ
る
こ
と（
衆

生
濁
）、
第
三
に
正
し
い
見
解
が
乱
れ
る
こ
と
（
見
濁
）、
第
四

に
〔
世
間
が
〕
煩
悩
で
乱
れ
る
こ
と
（
煩
悩
濁
）、第
五
に
〔
衆

生
の
〕生
命
力
が
衰
え
る
こ
と（
命
濁
）で
あ
る
。〔
以
下
、個
々

を
詳
し
く
説
明
し
よ
う
（
（7
（

。〕

〔
第
一
の
〕
時
代
そ
の
も
の
が
汚
れ
る
こ
と
（
劫
濁
）
と
は
、

そ
も
そ
も
実
際
の
と
こ
ろ
時
間
〔
そ
の
も
の
は
〕
こ
れ
は
汚
れ

る
も
の
で
は
な
い
。〔
た
だ
〕
時
間
が
経
過
し
て
い
く
に
し
た

が
っ
て
、様
々
な
悪
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
〔
を
劫
濁
と
い
う
〕

の
で
あ
る
。

〔
第
二
の
〕
人
心
が
乱
れ
る
こ
と
（
衆
生
濁
）
と
は
、
も
し

初
め
て
時
間
〔
と
い
う
も
の
〕
が
成
立
し
た
と
き
な
ら
ば
、〔
ま

だ
〕
衆
生
は
純
潔
で
あ
り
善
行
〔
の
み
を
〕
な
し
〔
、
悪
行
を

犯
す
こ
と
も
な
か
っ
た
〕。〔
と
こ
ろ
が
〕
も
し
時
間
が
〔
か
な

り
〕
経
過
し
た
〔
後
で
あ
れ
ば
〕、衆
生
が
〔
犯
す
〕
十
〔
種
の
〕

悪
〔
行
〕
が
と
て
も
激
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
〔
を
衆
生
濁
と

い
う
〕
の
で
あ
る
。

〔
第
三
の
〕
正
し
い
見
解
が
乱
れ
る
こ
と
（
見
濁
）
と
は
、

自
身
が
〔
犯
し
た
〕
悪
〔
行
〕
を
、〔
逆
に
〕
す
べ
て
〔
身
勝

手
に
〕
善
〔
行
〕
と
し
て
し
ま
い
、〔
ま
た
〕
他
人
の
行
い
に
〔
何

も
〕
過
ち
が
な
い
こ
と
を
見
て
は
、〔
そ
れ
を
〕
正
し
く
な
い

こ
と
と
す
る
こ
と
を
〔
見
濁
と
い
う
〕
の
で
あ
る
。

〔
第
四
の
〕〔
世
間
が
〕
煩
悩
で
乱
れ
る
こ
と
（
煩
悩
濁
）

と
は
、〔
仏
滅
後
の
〕
現
在
そ
し
て
未
来
の
、〔
こ
の
世
界
の
〕
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時
間
が
尽
き
果
て
よ
う
と
す
る
中
に
生
き
る
衆
生
が
悪
心
〔
を

有
し
て
お
り
、誰
と
も
〕親
し
く
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、〔
常

に
自
ら
の
全
身
の
〕
感
覚
器
官
に
対
応
す
る
対
象
に
向
か
っ
て
、

貪
り
や
怒
り〔
の
感
情
が
〕競
う
よ
う
に
わ
き
起
こ
る
こ
と〔
を

煩
悩
濁
と
い
う
〕
の
で
あ
る
。

〔
第
五
の
〕〔
衆
生
の
〕
生
命
力
が
衰
え
る
こ
と
（
命
濁
）

と
は
、
こ
れ
ら
正
し
い
見
解
が
乱
れ
る
こ
と
（
見
濁
）
と
〔
世

間
が
〕
煩
悩
で
乱
れ
る
こ
と
（
煩
悩
濁
）
と
が
原
因
と
な
っ
て
、

大
勢〔
の
衆
生
が
〕殺
害〔
を
犯
し
て
、他
の
生
命
を
奪
い
〕、〔
父

母
や
師
な
ど
に
対
し
て
〕
感
謝
し
孝
行
し
よ
う
に
も
慈
し
み
の

心
が
〔
完
全
に
〕
欠
け
て
お
り
〔
、
恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
気

持
ち
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
〕。
す
で
に
〔
他
の
〕
生
命
を
断
ち

切
る
と
い
う
苦
な
る
因
を
〔
犯
し
て
お
り
〕、〔
自
身
は
こ
の
世

に
お
い
て
〕
長
寿
の
報
い
を
受
け
よ
う
と
願
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ど
う
し
て
〔
そ
の
よ
う
な
悪
行
を
犯
し
な
が
ら
、
長
寿
と
い
う

報
い
を
〕
受
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
こ
と
を
命
濁
と
い
う
の
で
あ

る
。〕

こ
こ
で
〔
説
示
し
て
い
る
〕「
濁
」
と
は
、そ
の
本
質
は
〔
決

し
て
〕善
で
は
な
く〔
、ど
こ
ま
で
も
悪
で
し
か
な
い
の
だ
〕。
今
、

概
略
な
が
ら
五
濁
に
つ
い
て
指
示
す
る
こ
と
を
終
え
る
こ
と
と

す
る
。

「
五
苦
所
逼
」
と
は
、〔
こ
れ
は
〕
八
種
の
苦
し
み
（
八
苦
）

の
中
の
、〔
こ
の
世
に
〕
生
ま
れ
〔
出
る
〕
苦
し
み
（
生
苦
）、

年
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
（
老
苦
）、
病
に
な
る

苦
し
み
（
病
苦
）、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
（
死
苦
）、

〔
そ
し
て
〕
愛
し
い
者
と
も
〔
必
ず
〕
離
別
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
苦
し
み
（
愛
別
苦
）、こ
れ
ら
〔
五
種
の
苦
し
み
〕
を
「
五

苦
」
と
い
う
の
で
あ
る
。〔
こ
の
五
苦
に
〕
さ
ら
に
三
種
の
苦

し
み
（
三
苦
）
を
加
え
る
こ
と
で
、
八
種
の
苦
し
み
（
八
苦
）

と
な
る
。〔
こ
の
三
種
の
苦
し
み（
三
苦
）と
は
、〕第
一
に〔
色

（
身
体
）
と
受
（
感
覚
）
と
想
（
認
知
）
と
行
（
判
断
）
と
認

識
（
識
）
と
い
う
〕
五
種
に
わ
た
る
〔
自
身
の
〕
構
成
要
素
（
五

蘊
）
に
執
着
す
る
苦
し
み
（
五
陰
盛
苦
）、
第
二
に
求
め
て
も

手
に
入
ら
な
い
と
い
う
苦
し
み
（
求
不
得
苦
）、
第
三
に
憎
し

み
や
恨
み
が
あ
る
者
に
も
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
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（
怨
憎
會
苦
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
八
苦
と
い
う
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
五
濁
や
五
苦
や
八
苦
は
、
六
道
〔
輪
廻
の
中
で
〕
通

じ
て
受
け
る
〔
苦
し
み
で
あ
る
〕。〔
輪
廻
の
中
を
さ
ま
よ
う
者

で
、
こ
れ
ら
五
濁
や
五
苦
や
八
苦
の
苦
し
み
を
〕
受
け
る
こ
と

が
な
い
者
は
存
在
し
な
い
。〔
輪
廻
の
中
を
さ
ま
よ
う
者
は
皆
、〕

常
に
こ
れ
ら
〔
五
濁
や
五
苦
や
八
苦
の
苦
し
み
〕
に
追
い
立
て

ら
れ
、〔
深
く
〕
悩
ま
さ
れ
る
〔
も
の
で
あ
る
〕。
も
し
こ
の
よ

う
な
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
者
が
あ
れ
ば
、〔
そ

の
よ
う
な
者
は
す
で
に
高
位
の
菩
薩
で
あ
り
、
決
し
て
〕
凡
夫

と
し
て
数
え
ら
れ
る
対
象
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

「
云
何
當
見
」
か
ら
以
下
は
、〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て

い
る
。
こ
れ
は
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
、
仏
滅

後
の
自
身
の
悪
行
の
報
い
に
お
い
て
〕苦
し
む
衆
生（
苦
機
）〔
の

存
在
〕
を
挙
げ
て
示
し
、
こ
れ
ら
〔
自
ら
の
人
生
に
悩
み
苦
し

む
衆
生
は
、
自
ら
の
〕
罪
〔
と
そ
の
報
い
〕
が
極
め
て
深
い
も

の
で
あ
る
（
（7
（

。
ま
た
〔
衆
生
は
、
自
分
だ
け
の
宗
教
的
な
実
践
能

力
で
〕
仏
を
拝
見
す
る
こ
と
な
ど
〔
決
し
て
〕
で
き
な
い
。〔
だ

か
ら
こ
そ
韋
提
希
は
、
釈
尊
に
対
し
て
〕「
ど
の
よ
う
に
し
て

彼
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
〕
世
界
を
見
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
」
と
〔
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
〕。

以
上
、
こ
こ
ま
で
七
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
定
善

示
観
縁
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
序
分
の
結
語
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

〔
以
上
、〕
最
初
に
〔『
観
経
』
の
〕
證
信
序
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
、
次
に
化
前
序
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、〔
そ
の
〕
後

に
発
起
序
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

こ
こ
ま
で
三
種
の
序
の
内
容
が
あ
る
が
、
以
上
で
〔『
観
経
』

の
〕
序
分
に
関
す
る
〔
注
釈
〕
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

観
経
序
分
義
卷
第
二
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注（
1
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
2
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
九
頁

（
3
）『
浄
全
』
一
・
四
〇
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
九
頁

（
4
）『
浄
全
』
一
・
五
〇
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
一
頁

（
5
）『
浄
全
』
一
・
五
〇
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
一
頁

（
6
）『
浄
全
』
一
・
五
〇
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
二
頁

（
7
）『
浄
全
』
一
・
五
〇
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
二
頁

（
8
）『
浄
全
』
一
・
五
一
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
三
頁

（
9
）王
宮
会
と
耆
闍
会
に
つ
い
て
は
柴
田
泰
山『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東

京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
）
四
一
五
頁
〜
四
二
五
頁
を
参
照
。

（
10
）『
浄
全
』
一
・
五
一
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
四
頁

（
11
）『
浄
全
』
一
・
五
一
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
四
頁

（
12
）『
浄
全
』
一
・
五
一
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
四
頁

（
13
）『
浄
全
』
一
・
五
一
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
九
四
頁

（
14
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
15
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
16
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
九
頁

（
17
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
18
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
19
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
20
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
〇
頁

（
21
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
一
頁

（
22
）『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
二
頁

（
23
）『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
三
頁

（
24
）『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
四
頁

（
25
）『
浄
全
』
一
・
三
八
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
四
頁

（
26
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
六
頁

（
27
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
六
頁

（
28
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
八
頁

（
29
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
八
頁

（
30
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
九
頁

（
31
）『
浄
全
』
一
・
三
七
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
三
九
頁

（
32
）『
賢
愚
経
』
に
は
該
当
箇
所
が
見
当
た
ら
な
い
。『
涅
槃
経
』（
大

正
蔵
一
二
・
五
四
〇
頁
・
中
）
あ
た
り
が
対
応
し
て
い
る
と
も
思
わ

れ
る
。

（
33
）『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
三
二
頁
・
下
）
で
は
『
賢
愚
経
』

を
指
示
し
て
い
る
が
、
明
確
な
出
典
は
不
詳
で
あ
る
。

（
34
）
こ
の
菩
薩
に
関
す
る
説
明
は
、『
無
量
寿
経
』
序
分
に
説
示
さ
れ

て
い
る
大
乗
衆
菩
薩
に
関
す
る
説
明
を
行
う
部
分
を
典
拠
と
し
て
、 

皆
遵
普
賢
大
士
之
徳
。
具
諸
菩
薩
無
量
行
願
。
安
住
一
切
功
徳
之
法
。

遊
歩
十
方
。
行
權
方
便
。
入
佛
法
藏
究
竟
彼
岸
。
於
無
量
世
界
現
成

等
覺
。
處
兜
率
天
弘
宣
正
法
。
捨
彼
天
宮
降
神
母
胎
從
右
脇
生
現
行

七
歩
。
光
明
顯
曜
。
普
照
十
方
無
量
佛
土
。
六
種
振
動
。
擧
聲
自
稱
。
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吾
當
於
世
爲
無
上
尊
。
釋
梵
奉
侍
天
人
歸
仰
。
示
現
算
計
文
藝
射
御
。

博
綜
道
術
。
貫
練
群
籍
。
遊
於
後
園
。
講
武
試
藝
。
現
處
宮
中
色
味

之
間
。
見
老
病
死
悟
世
非
常
。
棄
國
財
位
。
入
山
學
道
。
服
乘
白
馬

寶
冠
瓔
珞
。
遣
之
令
還
。
捨
珍
妙
衣
而
著
法
服
。
剃
除
鬚
髮
。
端
坐

樹
下
。
勤
苦
六
年
。
行
如
所
應
。
現
五
濁
刹
隨
順
群
生
。
示
有
塵
垢

沐
浴
金
流
。
天
按
樹
枝
。
得
攀
出
池
。
靈
禽
翼
從
往
詣
道
場
。
吉
祥

感
徴
表
章
功
祚
。
哀
受
施
草
敷
佛
樹
下
加
趺
而
坐
。
奮
大
光
明
使
魔

知
之
。
魔
率
官
屬
而
來
逼
試
。
制
以
智
力
皆
令
降
伏
。
得
微
妙
法
成

最
正
覺
。
釋
梵
祈
勸
請
轉
法
輪
。
以
佛
遊
歩
。
佛
吼
而
吼
。
扣
法
鼓
。

吹
法
螺
。
執
法
劍
。
建
法
幢
。
震
法
雷
。
曜
法
電
。
澍
法
雨
。
演
法

施
。
常
以
法
音
覺
諸
世
間
。
光
明
普
照
無
量
佛
土
。
一
切
世
界
六
種

震
動
。
總
攝
魔
界
動
魔
宮
殿
。
衆
魔
懾
怖
莫
不
歸
伏
。
掴
裂
邪
網
消

滅
諸
見
。
散
諸
塵
勞
壞
諸
欲
塹
。
嚴
護
法
城
開
闡
法
門
。
洗
濯
垢
汚

顯
明
清
白
。
光
融
佛
法
宣
流
正
化
。
入
國
分
衞
獲
諸
豐
饍
。
貯
功
徳
。

示
福
田
。
欲
宣
法
。
現
欣
笑
。
以
諸
法
藥
救
療
三
苦
。
顯
現
道
意
無

量
功
徳
。
授
菩
薩
記
成
等
正
覺
。
示
現
滅
度
拯
濟
無
極
。
消
除
諸
漏

殖
衆
徳
本
。
具
足
功
徳
微
妙
難
量
遊
諸
佛
國
普
現
道
教
。
其
所
修
行

清
淨
無
穢
。
譬
如
幻
師
現
衆
異
像
爲
男
爲
女
無
所
不
變
。
本
學
明
了

在
意
所
爲
。
此
諸
菩
薩
亦
復
如
是
。
學
一
切
法
。
貫
綜
縷
練
。
所
住

安
諦
。
靡
不
感
化
。
無
數
佛
土
。
皆
悉
普
現
。
未
曾
慢
恣
愍
傷
衆
生
。

如
是
之
法
一
切
具
足
。
菩
薩
經
典
究
暢
要
妙
。
名
稱
普
至
導
御
十
方
。

無
量
諸
佛
咸
共
護
念
。
佛
所
住
者
皆
已
得
住
。
大
聖
所
立
而
皆
已
立
。

如
來
導
化
各
能
宣
布
。
爲
諸
菩
薩
而
作
大
師
。
以
甚
深
禪
慧
開
導
衆

人
。
通
諸
法
性
達
衆
生
相
。
明
了
諸
國
供
養
諸
佛
。
化
現
其
身
猶
如

電
光
。
善
學
無
畏
曉
了
幻
法
。
壞
裂
魔
網
。
解
諸
纒
縛
。
超
越
聲
聞

縁
覺
之
地
。
得
空
無
相
無
願
三
昧
。
善
立
方
便
。
顯
示
三
乘
。
於
此

中
下
而
現
滅
度
。
亦
無
所
作
亦
無
所
有
。
不
起
不
滅
得
平
等
法
。
具

足
成
就
無
量
總
持
百
千
三
昧
。
諸
根
智
慧
廣
普
寂
定
。
深
入
菩
薩
法

藏
得
佛
華
嚴
三
昧
。
宣
揚
演
説
一
切
經
典
。
住
深
定
門
。
悉
覩
現
在

無
量
諸
佛
。
一
念
之
頃
無
不
周
遍
。
濟
諸
劇
難
諸
閑
不
閑
。
分
別
顯

示
眞
實
之
際
。
得
諸
如
來
辯
才
之
智
。
入
衆
言
音
。
開
化
一
切
。
超

過
世
間
諸
所
有
法
。
心
常
諦
住
度
世
之
道
。
於
一
切
萬
物
隨
意
自
在
。

爲
衆
生
類
作
不
請
之
友
。
荷
負
群
生
爲
之
重
任
。
受
持
如
來
甚
深
法

藏
。
護
佛
種
性
常
使
不
絶
。
興
大
悲
愍
衆
生
。
演
慈
辯
授
法
眼
。
杜

三
趣
開
善
門
。
以
不
請
之
法
。
施
諸
黎
庶
。
猶
如
孝
子
愛
敬
父
母
。

於
諸
衆
生
視
之
若
己
。
一
切
善
本
皆
度
彼
岸
。
悉
獲
諸
佛
無
量
功
徳
。

智
慧
聖
明
不
可
思
議
。
如
是
菩
薩
無
量
大
士
。
不
可
稱
計
一
時
來
會
。

（『
浄
全
』
一
・
一
一
頁
〜
一
二
頁
／
『
聖
典
』
一
・
五
頁
〜
一
二
頁
）

の
横
線
部
分
を
、
善
導
が
適
宜
に
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
善
導

が
、『
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
本
願
の
内
容
の
み
で
は
な
く
、『
無
量

寿
経
』
全
体
の
内
容
や
構
成
な
ど
を
詳
細
に
研
究
し
て
い
た
こ
と
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
35
）『
浄
全
』
一
・
三
九
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
四
七
頁
〜
一
四
八
頁

（
36
）『
浄
全
』
一
・
四
六
頁
〜
五
〇
頁
／
『
聖
典
』
一
・
一
七
六
頁
〜



461　善導『観経疏』現代語訳②

研究ノート

一
九
一
頁

（
37
）（
北
本
）『
大
正
蔵
』
一
二・五
六
五
頁・下
／
（
南
本
）
八
一
二
頁・

下

（
38
）「
苦
、
空
、
非
常
、
非
我
」
を
観
じ
る
実
践
行
の
こ
と
。

（
39
）
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
上
澄
み
に
蜂
蜜
を
混
ぜ
た
よ
う
な
も
の
。

（
40
）
原
文
は
「
朝
心
」。「
帝
王
が
官
吏
に
会
う
こ
と
」
を
「
朝
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

（
41
）
な
お
こ
の
「
別
親
」
に
関
し
て
は
現
時
点
で
は
出
典
未
詳
で
あ
る
。

（
42
）
浄
全
本
（
初
版
、第
二
版
、第
三
版
）
の
原
文
は
「
重
人
過
已
」（『
浄

全
』
二
・
二
〇
頁
・
下
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
専
修
寺
本
で
は
「
重

人
過
己
」（『
専
修
寺
本 

善
導
大
師
五
部
九
巻
』
Ⅰ
、
京
都
・
法
蔵
館
、

一
九
八
六
、
一
三
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
文
脈
上
、
専

修
寺
本
の
「
過
己
」
を
採
用
し
て
お
く
。

（
43
）
出
典
未
詳
。（『
善
導
教
学
の
研
究
』
一
九
三
頁
を
参
照
）

（
44
）
出
典
未
詳
。（『
善
導
教
学
の
研
究
』
一
九
三
頁
を
参
照
）

（
45
）
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
二
五
七
頁
〜
二
五
九
頁
を
参
照
。

（
46
）『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
七
四
頁
・
下
）
に
『
十
善
戒
経
』

を
引
用
し
て
、
八
種
の
功
徳
に
つ
い
て
「
悪
し
き
境
界
に
堕
せ
ず
、

人
天
に
生
じ
て
、
仏
に
知
遇
し
、
菩
提
を
獲
得
す
る
八
種
の
功
徳
」

と
し
て
説
示
し
て
い
る
。

（
47
）
出
典
未
詳
。

（
48
）『
観
経
』
で
は
「
三
七
日
」
と
あ
り
、『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・

二
五
〇
頁
・
上
）
で
は
こ
の
「
二
七
日
」
の
表
記
を
「
三
七
日
」
の

誤
記
と
読
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
善
導
が
あ
え
て
「
二
七
日
」
と

表
記
し
、「
阿
闍
世
王
は
十
四
日
ほ
ど
す
れ
ば
頻
婆
娑
羅
王
が
餓
死

し
て
い
る
も
の
」
と
考
え
て
こ
の
よ
う
に
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）『
伝
通
記
』
で
は
「
和
密
」（
浄
全
二
・
二
五
〇
頁
・
下
）
と
し
て

注
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
『
浄
全
』
本
の
「
私
密
」

と
し
て
解
釈
を
行
な
っ
て
お
く
。
な
お
大
正
蔵
の
校
訂
（『
大
正
蔵
』

三
七
・
二
五
五
頁
・
脚
注
）
で
は
知
真
版
が
「
和
密
」
に
な
っ
て
い

る
と
指
示
を
し
て
い
る
。

（
50
）
な
お
こ
の
部
分
の
『
観
経
』
は
「
偉
大
な
る
〔
阿
闍
世
〕
王
よ
。〔
実

は
〕
王
妃
〔
韋
提
希
〕
様
が
お
体
に
小
麦
粉
を
混
ぜ
た
酥
蜜
を
塗
り

つ
け
、
首
飾
り
〔
な
ど
の
装
身
具
の
ど
こ
か
に
〕
ブ
ド
ウ
の
ジ
ュ
ー

ス
を
し
の
ば
せ
て〔
頻
婆
娑
羅
〕王
に
差
し
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。〔
さ

ら
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
〕
修
行
者
で
あ
る
目
連
や
富
樓
那
が
空
か
ら

飛
ん
で
き
て
、〔
頻
婆
娑
羅
〕
王
の
た
め
に
教
え
を
説
き
聞
か
せ
て

い
ま
す
。〔
門
番
ご
と
き
に
は
〕
と
て
も
お
止
め
す
る
術
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。」
と
な
っ
て
い
る
。

（
51
）
な
お
、
次
に
「
旃
陀
羅
」
と
い
う
経
文
に
関
す
る
善
導
の
注
釈
が

あ
る
が
、
表
現
的
に
人
権
上
の
問
題
を
有
し
て
い
る
の
で
、
当
該
箇

所
の
訳
出
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
52
）
浄
全
（
第
二
版
）
は
「
體
」

（
53
）
浄
全
（
初
版
、
第
二
版
、
第
三
版
）
は
「
旣
」。
専
修
寺
本
と
浄
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土
宗
聖
典
本
は
「
即
」。
こ
こ
で
は
「
即
」
を
採
用
し
て
お
く
。

（
54
）耆
婆
は
奈
女
の
子
、つ
ま
り
阿
闍
世
と
は
異
母
兄
妹
の
関
係
と
な
る
。

（
55
）
こ
こ
は
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
五
五
頁
・
下
）
と
は

解
釈
が
異
な
る
。

（
56
）
原
文
は
「
穢
質
女
身
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
罪
深
き
こ
の
我

が
身
」
と
訳
す
こ
と
と
す
る
。

（
57
）
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
五
五
頁
・
下
）
を
参
照
。

（
58
）
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
六
〇
頁
・
下
〜
二
六
一
頁
・
上
）

を
参
照

（
59
）
こ
の
『
経
』
に
つ
い
て
は
古
来
、
出
典
が
未
詳
で
あ
る
。

（
60
）「
玄
義
分
」
の
記
載
（『
浄
全
』
二
・
三
頁
・
下
）
を
参
照
。

（
61
）
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
六
九
頁
・
上
）
を
参
照
。

（
62
）
善
導
は
三
福
行
に
つ
い
て
、世
福
の
孝
養
父
母
、戒
福
の
受
持
三
帰
、

行
福
の
発
菩
提
心
と
深
信
因
果
と
四
種
の
実
践
を
提
示
し
つ
つ
も
、

こ
こ
で
は
文
言
を
省
略
し
て
い
る
。
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二・

二
七
三
頁
・
上
）
を
参
照
。

（
63
）
こ
の
経
典
に
つ
い
て
は
古
来
、
出
典
が
未
詳
で
あ
る
。

（
64
）
原
文
は
「
純
色
飯
」。
た
だ
し
古
代
イ
ン
ド
の
状
況
で
、
日
本
で

い
う
白
米
で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
65
）
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二・二
八
二
頁・上
）
は
『
十
善
戒
経
』

（
大
正
蔵
二
四
・
一
〇
二
四
頁
・
中
）
や
『
涅
槃
経
』（
大
正
蔵
一
二
・

四
二
六
頁
・
下
、
四
二
七
頁
・
上
）
な
ど
を
出
典
と
し
て
提
示
し
て

い
る
。

（
66
）『
観
経
疏
』
所
説
の
戒
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の

研
究
』
第
二
巻
（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四
）
九
九
頁
〜

一
〇
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
67
）
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
八
二
頁
・
上
）
を
参
照

（
68
）
良
忠
『
伝
通
記
』（『
浄
全
』
二
・
二
八
二
頁
・
上
）
を
参
照

（
69
）『
観
経
疏
』
に
は
第
二
の
出
世
間
因
果
に
関
す
る
直
接
的
な
説
明

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
善
導
が
以
下
の
「
讀
誦
大

乘
」
と
「
勸
進
行
者
」
の
解
説
に
よ
っ
て
、
出
世
間
因
果
を
説
示
し

よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
良
忠『
伝
通
記
』／『
浄
全
』二・

二
八
二
頁
・
下
）

（
70
）
こ
の
韋
提
希
得
忍
問
題
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の

研
究
』
第
二
巻
（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四
）
一
六
七
頁

〜
一
八
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
71
）
こ
の
部
分
は
『
法
華
経
』
寿
量
品
（
大
正
蔵
九
・
四
二
頁
・
下
）

の
内
容
を
背
景
と
し
た
記
述
と
思
わ
れ
る（
良
忠『
伝
通
記
』／『
浄

全
』
二
・
二
九
一
頁
・
上
を
参
照
）。

（
72
）
こ
の
五
濁
に
関
す
る
説
明
は
、『
阿
弥
陀
経
』
を
受
け
た
と
見
る

よ
り
、
智
儼
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
章
』（
大
正
蔵
四
五
・
五

五
一
頁
・
上
）
な
ど
、
善
導
当
時
の
五
濁
に
関
す
る
諸
説
が
背
景
に

あ
り
、
そ
の
上
で
善
導
独
自
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
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（
73
）
こ
の
韋
提
希
の
釈
尊
に
対
す
る
問
い
は
、
あ
る
い
は
我
が
子
で
あ

る
阿
闍
世
王
子
の
救
済
を
釈
尊
に
求
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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］観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
巻
下
之
二

下
品
中
生
の
下
、「
仏
告
阿
難
及
韋
提
希
」
と
は
、
霊
芝
、
曰

わ
く
、「
上・中
両
輩
は
、
止
、
上
品
に
於
き
て
仏
告
等
と
標
す
。

独
り
下
三
品
の
み
一
一
に
別
標
す
る
こ
と
は
、
作
悪
の
往
生
は

常
に
反
し
て
衆
を
駭
か
し
惑
い
易
く
、
信
じ
難
き
を
以
ち
て
の

故
に
、
頻
り
に
標
示
す
。
意
、
聴
受
せ
し
め
ん
と
な
り
（
（
（

」
已
上
。

記
主
、
云
わ
く
、「
若
し
今
家
に
依
ら
ば
、
品
品
に
皆
、
十
一

門
有
る
が
故
に
、
文
に
隠
顕
有
り
。
告
命
に
限
ら
ず
（
（
（

」
已
上
。

私
に
云
わ
く
、
各
お
の
一
義
に
拠
る
。
但
、
霊
芝
の
釈
、
信
用

に
足
れ
り
。

●
下
品
中
生
と
は
、『
疏
』
に
曰
わ
く
、「
是
れ
破
戒
次
罪
の
凡

夫
人
な
り
（
（
（

」
已
上
。「
上
品
の
三
善
は
上
善
自
り
下
善
に
至
り
て
、

中
を
次
善
と
名
づ
く
。
下
品
の
三
悪
は
軽
罪
自
り
重
罪
に
至
り

て
、
中
を
次
罪
と
名
づ
く
な
り
。
問
う
。
当
品
の
人
、
前
に
仏

戒
を
受
く
。
縦
い
後
に
破
す
と
雖
も
、
何
ぞ
十
悪
よ
り
重
か
ら

ん
。
答
う
。
悪
は
唯
、
是
れ
業
道
な
り
。
破
戒
は
亦
た
違
制
を

加
う
る
が
故
に
、
破
戒
の
罪
は
十
悪
よ
り
重
し
。
故
に
次
罪
と

云
う
（
（
（

」
已
上
、『
記
』
の
意
。『
鎮
西
口
筆
』
に
云
わ
く
、「
先
に
受

く
る
所
の
戒
善
、
来
世
得
脱
の
遠
縁
と
為
る
の
辺
は
、
破
戒
、

是
れ
軽
し
。
性
罪
を
犯
す
る
の
辺
は
、
破
戒
、
是
れ
重
し
。
違

制
の
失
を
加
う
る
が
故
に
。
仏
制
に
違
す
る
の
咎
、
豈
に
虚
し

か
ら
ん
や
。
順
次
の
苦
果
は
破
戒
、
重
か
る
べ
し
。
得
脱
の
遠

縁
は
破
戒
の
者
、
先
き
立
ち
て
出
離
す
べ
き
な
り
（
（
（

」
已
上
。
今
、

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）　

研
究
ノ
ー
ト

観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
巻
下
之
二　

書
き
下
し
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云
わ
く
、
破
戒
は
業
を
尽
し
、
終
る
時
は
地
獄
を
出
で
已
り
て

速
に
仏
教
に
遇
い
、
生
死
を
出
離
す
べ
し
。
是
れ
戒
徳
の
力
な

り
。
譬
え
ば
萎
め
る
占
蔔
、
猶
お
余
香
有
る
が
如
し
。
然
れ
ば

則
ち
十
悪
、
破
戒
よ
り
軽
し
と
雖
も
、
出
離
、
甚
だ
遠
し
。
故

に［679b

］破
戒
の
人
は
、
猶
お
十
悪
無
戒
の
人
に
勝
れ
た
り
。

爾
る
に
今
時
の
人
、
犯
を
恐
れ
て
戒
を
受
け
ざ
る
は
、
是
れ
誤

り
の
甚
し
き
者
な
り
。
誰
か
犯
さ
ん
と
欲
し
て
戒
を
受
く
る
者

有
ら
ん
や
。
堪
・
不
、
各
別
な
り
。
若
し
堪
機
有
ら
ば
分
に
随

い
て
受
戒
す
べ
し
。
是
れ
、
仏
法
の
正
機
な
り
。
扨
、
破
戒
は

道
俗
に
通
ず
れ
ど
も
、
先
づ
道
衆
、
多
き
が
故
に
、
当
品
の
機

は
僧
に
約
す
る
な
り
。
扨
、
元
祖
大
師
『
漢
語
灯
』
七
巻
、
廿
六
紙
に

云
わ
く
、「
葢
し
近
来
の
僧
尼
に
於
き
て
は
、
凡
そ
持
戒
・
破

戒
を
論
ず
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
持
戒
・
破
戒
を
論
ず
る

こ
と
は
、
是
れ
正
法
・
像
法
の
時
に
在
り
。
今
末
法
に
至
り
て

は
、
但
、
是
れ
名
字
の
此
丘
の
み
。
故
に
伝
教
大
師
の
『
末
法

灯
明
記
』
に
云
わ
く
、〈
設
し
本
法
の
中
に
持
戒
の
者
有
ら
ば
、

既
に
是
れ
怪
異
た
り
。
市
に
虎
有
る
が
如
し
。
此
れ
誰
か
信
ず

べ
け
ん
（
（
（

〉。
又
た
、
云
わ
く
、〈
末
法
の
中
に
於
き
て
は
、
但
、

言
教
の
み
有
り
て
、
行
証
無
し
。
若
し
、
戒
法
有
ら
ば
、
破
戒

有
る
べ
し
。
既
に
戒
法
無
し
。
何
の
戒
を
破
す
る
に
由
り
て
、

而
も
破
戒
有
ら
ん
。
破
戒
、
尚
お
、
無
し
。
何
に
况
や
持
戒
を

や
〉。
夫
れ
、
受
戒
の
法
、
中
国
に
は
持
戒
の
僧
十
人
を
請
し

て
証
明
得
戒
す
。
辺
地
に
於
き
て
は
五
人
を
請
し
て
証
明
得
戒

す
。
然
る
に
近
来
、
持
戒
の
僧
を
求
む
る
に
、
尚
お
、
一
人
を

得
難
が
た
し
。
况
や
五
師
を
や
。
然
ら
ば
則
ち
、此
の
『
観
経
』

に
破
戒
を
説
く
こ
と
は
、
且
く
正
・
像
の
時
に
約
す
る
の
み
（
（
（

」

已
上
。
又
た
云
わ
く
、「
然
る
に
澆
季
の
緇
素
、
多
く
は
受
戒
せ

ず
。
既
に
戒
法
無
し
。
寧
ぞ
持
戒
を
論
ぜ
ん
や
。
縦
令
い
受
戒

の
者
有
れ
ど
も
、
上
品
の
心
を
発
起
す
る
こ
と
有
る
は
希
な
り
。

若
し
上
品
の
心
を
発
起
せ
ず
ん
ば
、
何
ぞ
戒
体
を
得
ん
。
縦
令

い
戒
体
を
得
る
こ
と
有
る
も
、
毀
犯
、
甚
だ
多
し
。
弥
陀
十
力

威
徳
名
号
光
明
の
神
力
に
非
ざ
る
自
り
は
、
何
に
由
り
て
か
生

死
を
出
づ
る
こ
と
を
得
ん
。
当
に
随
犯［680a

］随
懺
し
て
至

心
に
仏
号
を
唱
念
し
て
、
下
中
品
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
べ
き

な
り
（
（
（

」
已
上
。
上
来
は
師
説
并
に
愚
の
管
見
の
及
ぶ
所
、
粗
ぼ
斯
に
記
す
。
以
ち
て
之

れ
を
将
来
に
示
す
。
冀
わ
く
は
、
蓮
宗
の
行
人
、
深
く
祖
訓
を
弁
別
し
て
恣
に
自
の
情
欲



466

を
執
し
て
必
ず
偏
見
に
堕
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
又
た
教
示
す
。
広
く
教
理
を
論
じ
、
痛
く

群
疑
を
破
す
。
詳
に
『
浄
土
護
法
論
』
に
備
わ
れ
り
。
已
に
世
に
行
わ
る
。
当
に
尋
ね
て

視
る
べ
し
。

●
毀
犯
五
戒
八
戒
等
と
は
、
五
・
八
は
在
家
の
戒
、
具
足
戒
は

出
家
の
戒
な
り
。
乃
ち
具
足
の
言
は
、
沙
弥
・
沙
弥
尼
十
戒
を

摂
し
て
見
る
べ
し
。
凡
そ
、
此
の
品
の
人
に
惣
じ
て
四
の
失
有

り
。
一
に
破
戒
、
二
に
偸
僧
物
、
三
に
不
浄
説
法
、
四
に
無
慚

愧
な
り
。
故
に
破
戒
の
罪
、
十
悪
よ
り
重
し
。
当
来
堕
苦
、
弥

い
よ
増
盛
な
り
。
扨
、
破
戒
の
者
は
、
必
ず
十
悪
を
造
る
が
故

に
「
破
戒
次
罪
（
（
（

」
と
云
う
。

●
偸
僧
祇
物
と
は
、
僧
祇
、
此
に
は
大
衆
と
翻
ず
。
即
ち
大
衆

の
物
の
事
な
り
。
凡
そ
、「
四
種
の
僧
物
有
り
。
一
に
常
住
の

常
住
、
二
に
十
方
の
常
住
、
三
に
現
前
の
現
前
、
四
に
十
方
の

現
前
な
り
。
一
に
常
住
の
常
住
と
は
、
寺
院
の
田
宅
・
園
林
・

其
の
外
、
家
事
・
米
穀
・
油
醤
・
金
・
銀
・
銭
宝
等
の
畜
ゆ
る

所
の
常
住
の
物
を
、
常
住
の
僧
、
受
用
す
る
を
常
住
の
常
住
と

云
う
。
縦
令
い
、
隣
寺
貧
窮
な
り
と
雖
も
、
常
住
の
物
を
分
施

す
る
こ
と
能
わ
ず
。
常
住
僧
の
受
用
す
る
故
に
重
ね
て
常
住
の

常
住
と
曰
う
。
二
に
、
十
方
の
常
住
と
は
、
今
日
現
熟
の
粥
飯

等
の
物
を
鐘
を
鳴
ら
し
て
作
相
し
、
十
方
往
来
の
僧
を
待
ち
て

食
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
。
十
方
の
僧
、
来
り
て
共
に
受
用
す

る
を
十
方
の
常
住
と
曰
う
。
是
れ
常
住
物
を
十
方
僧
に
施
す
故

な
り
。
但
、
処
に
属
し
て
永
く
定
む
る
を
将
ち
去
る
こ
と
を
得

ず
。
又
た
、
作
相
し
畢
り
て
已
後
、
来
た
る
僧
に
は
施
さ
ざ
る

事
な
り
。
又
た
、
無
戒
の
僧
は
、
受
け
ざ
る
事
な
り
。
三
に
、

現
前
の
現
前
と
は
、
是
れ
、
施
主
、
一
時
現
前
の
僧
を
供
養
す

る
有
り
て
、
或
い
は
、
物
を
僧
界
に
将
ち
入
れ
て
、
即
ち
、
現

前
の
僧
の
多
少
に
随
い
、［680b

］便
即
ち
分
施
す
。
更
に
作

相
し
て
十
方
を
召
集
せ
ず
。
故
に
、
重
ね
て
現
前
と
名
づ
く
こ

と
を
得
る
な
り
。
今
時
、俗
に
入
れ
仏
事
と
云
う
、是
れ
な
り
。
之
れ
に
就
き
て
、今
、

世
間
の
作
法
・
斉
仏
事
、
僧
・
家
俗
、
倶
に
誤
ま
り
甚
だ
多
し
。
勧
誡
な
り
。
云
云
。
四

に
、
十
方
の
現
前
と
は
、
亦
た
是
れ
施
主
、
僧
界
に
将
ち
入
り

て
、
現
前
の
僧
を
供
養
す
る
の
み
に
非
ず
。
現
前
物
を
鐘
を
鳴

ら
し
て
、
作
相
し
、
普
く
十
方
聖
凡
僧
衆
を
集
め
て
、
然
し
て

後
に
始
め
て
施
す
な
り
。
普
く
召
す
を
以
ち
て
の
故
に
十
方
と

名
づ
く
。
集
め
畢
り
て
却
り
て
作
法
し
て
、
後
に
来
た
る
を
止
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絶
し
て
、
只
、
現
数
に
拠
り
て
分
か
つ
を
以
ち
て
の
故
に
現
前

と
名
づ
く
已
上
。
用
欽
『
白
蓮
記
』
の
意
、『
玄
記
』
五
巻
、
二
十
四
紙
、
所
引
（
（1
（

」。

因
に
、
亡
僧
物
も
此
の
十
方
現
前
の
中
に
入
る
る
事
、
是
れ
亦

た
作
法
有
り
て
亡
僧
の
物
を
分
与
す
る
事
な
り
。
其
の
作
法
は
、

亡
僧
の
物
、
或
い
は
聖
教
衣
類
等
、
各
お
の
之
れ
を
分
か
ち
て

札
を
付
け
て
置
き
、
又
た
別
に
鬮
を
認
め
置
き
て
而
し
て
後
に

鐘
を
鳴
ら
し
、
現
前
及
び
十
方
の
僧
を
召
し
集
め
て
、
右
の
鬮

を
取
ら
し
む
。
先
の
札
に
合
す
る
物
を
各
お
の
分
与
す
る
な
り
。

是
れ
も
亡
僧
の
目ナ

を
唱
え
て
、
已
後
に
来
た
る
僧
に
は
分
与
せ

ざ
る
な
り
鳴
鐘
畢
り
て
衆
、
集
る
と
、
白
と
云
う
も
の
を
唱
え
て
其
れ
已
後
、
来
た
る

僧
に
は
与
せ
ざ
る
な
り
。
但
し
、
亡
僧
物
の
中
に
分
与
せ
ざ
る
物
有
り
。

金
銀
或
い
は
、
夜よ

服ぎ

、
蒲ふ

と
ん団

等
の
大
な
る
物
は
、
寺
院
の
住
物

と
為
す
な
り
。
扨
、『
経
』
に
僧
祇
物
と
言
う
は
、
常
住
の
常

住
と
十
方
の
常
住
と
の
二
を
云
う
な
り
。
現
前
僧
物
と
言
う
は
、

現
前
の
現
前
と
十
方
の
現
前
と
の
二
を
云
う
な
り
。

●
盗
現
前
僧
物
と
は
、現
前
僧
物
は
上
に
言
う
所
の
如
し
。「
盗
」

と
は
、
窃
に
取
る
を
偸
と
名
づ
く
、
顕
に
奪
う
を
劫
と
名
づ
く
。

盗
は
二
に
通
ず
る
な
り
。
爾
る
に
経
文
の
模
様
は
寺
の
案
内
を

知
る
破
戒
の
僧
の
盗
な
り
。凡
そ
四
種
の
僧
物
を
盗
ず
る
は
、皆
、

犯
を
結
す
。『
大
方
等
日
蔵
経
』第
一
十
八
紙
、取
意
に
曰
わ
く
、「
五

逆
四
重
は
我
れ
亦
た
能
く
救
う
、
僧
物
を
盗
む
者
は
、
我
が
救

わ
ざ
る
所
な
り
（
（1
（

」と
。
斯
れ［681a

］極
誡
な
り
。
詳
か
に
は『
行

事
鈔
』
に
中
一
の
四
、
廿
二
紙
（
（1
（

釈
す
る
が
如
し
。

●
不
浄
説
法
と
は
、『
仏
蔵
経
』「
浄
法
品
」
に
曰
わ
く
、「
不

浄
説
法
す
る
者
は
五
の
過
失
有
り
。
一
に
は
、
自
ら
尽
く
仏
法

を
知
る
と
言
う
。
二
に
は
、
仏
経
を
説
く
時
、
諸
経
の
中
、
相

違
の
過
失
を
出
す
。
三
に
は
、
諸
法
中
に
於
き
て
心
に
疑
い
て

信
ぜ
ず
。
四
に
は
、
自
ら
所
知
を
以
ち
て
他
の
経
法
を
非
ず
。

五
に
は
、利
養
を
以
ち
て
の
故
に
人
の
為
に
法
を
説
く
（
（1
（

」
已
上
『
玄

記
』
五
巻
、
二
十
五
紙
、
之
れ
を
引
く
（
（1
（

。「
又
た
不
浄
説
法
を
亦
た
邪
命
説

法
と
名
づ
く
。
邪
の
因
縁
を
以
ち
て
不
浄
説
法
し
て
利
養
治
命

す
る
が
故
に
邪
命
と
云
う
。
竜
樹
『
大
論
』
の
中
、
五
種
を
明

す
。〈
一
に
は
、
若
し
行
者
利
養
の
為
の
故
に
詐
り
て
異
相
を

現
ず
。
二
に
は
、
利
養
の
為
の
故
に
自
ら
功
徳
を
説
く
。
三
に

は
、
利
養
の
為
の
故
に
吉
凶
を
占
相
し
て
人
の
為
に
説
く
。
四

に
は
、
利
養
の
為
の
故
に
高
声
に
威
を
現
じ
人
を
し
て
畏
敬
せ
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し
む
。
五
に
は
、
利
養
の
為
の
故
に
所
得
の
供
養
を
称
説
し
て

以
ち
て
人
心
を
動
か
す
（
（1
（

〉。
已
上
、今
『
記
』
所
引
（
（1
（

」。
霊
芝
の
曰
わ
く
、

「
不
浄
と
は
仏
法
を
仮
り
て
利
養
を
悕
求
す
（
（1
（

」
と
此
の
釈
『
玄
記
』
五

巻
、
廿
五
紙
、
天
台
の
釈
と
引
く
（
（1
（

。
写
誤
な
り
。
故
に
『
玄
義
略
鈔
』
二
巻
、
廿
三
紙
、

霊
芝
の
釈
と
云
う
（
（1
（

。
此
の
外
、
経
論
釈
の
中
、
処
処
に
此
れ
等
の
義

を
明
せ
り
。
是
の
如
き
多
種
有
り
雖
ど
も
、
畢
竟
し
て
如
来
の

教
法
を
荷
役
と
し
、
今
日
活
命
及
び
名
聞
の
為
に
説
法
す
る
は

皆
、是
れ
不
浄
説
法
な
り
邪
命
と
言
う
は
、ヨ
コ
シ
マ
ニ
イ
キ
ノ
ビ
ワ
タ
ル
ナ
リ
。

法
ヲ
売
リ
テ
活
命
ス
ル
ナ
リ
。
扨
、
不
浄
邪
命
を
離
れ
て
の
説
法
と
云

う
は
、
謂
わ
く
令
法
久
住
遠
教
流
布
の
為
に
説
法
す
る
を
真
実

の
説
法
と
名
づ
く
。
又
た
、
説
法
せ
ざ
れ
ば
止
悪
修
善
し
て
導

く
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
大
悲
心
を
発
し
衆
生
を
愍
念
し
て
説

法
す
る
、
是
れ
真
実
の
説
法
な
り
。
所
詮
、
真
実
の
説
法
は

［681b

］正
法
久
住
仏
祖
報
恩
の
為
な
り
。
不
浄
説
法
は
、
只
、

名
利
の
二
よ
り
起
こ
る
な
り
。
仰
ぎ
惟
る
に
唱
導
の
知
識
、
善

く
自
ら
思
量
せ
よ
。
若
し
此
の
誡
に
違
せ
ば
、
外
は
祖
承
の
遺

訓
に
背
き
、
内
は
如
来
の
治
罸
を
被
ら
ん
こ
と
や
必
せ
り
。
庶

い
幾
わ
く
は
謹
ん
で
聖
語
を
奉
じ
て
敢
え
て
漫
り
に
邪
説
せ
ざ

れ
。
法
を
護
り
風
を
欽
む
者
、
誰
か
意
、
茲
に
在
ら
ざ
る
や
。

又
た
、
科
に
「
邪
命
」
と
云
う
は
、『
疏
』
に
邪
命
説
法
と
云

う
に
準
ず
（
（2
（

。
此
れ
は
利
養
の
辺
を
云
う
の
み
。

●
無
有
慙
愧
と
は
、
自
を
耻
ず
る
を
慙
と
す
。
他
を
耻
ず
る
を

愧
と
す
。
自
を
耻
ず
る
心
、
善
を
崇
重
し
、
他
を
耻
ず
る
心
は
、

悪
を
軽
拒
す
る
な
り
『
百
法
鈔
』
一
巻
、
十
一
紙
取
意
。
又
た
、『
記
』

に
『
涅
槃
』
第
十
七
を
引
き
て
云
わ
く
、「〈
慙
と
は
、
自
ら
、

罪
を
作
ら
ず
、
愧
と
は
、
他
を
教
え
て
作
ら
ず
。
慚
と
は
、
内

自
羞
耻
す
。
愧
と
は
、
発
露
し
て
、
人
に
向
か
う
。
慙
と
は
、

天
に
羞
づ
。
愧
と
は
、
人
に
羞
ず
。
是
れ
を
慚
愧
と
名
づ
く
〉

已
上
無
慙
無
愧
と
は
、
之
れ
に
翻
じ
て
知
る
べ
し
（
（2
（

」
尚
お
、『
記
』
に

委
し
く
釈
す
。『
决
疑
鈔
』
四
巻
、四
紙
（
（2
（

、併
せ
見
よ
。
又
た
、次
上
の
品
の
処
、『
合
讃
』、『
婆

沙
』
を
引
く
（
（2
（

。
往
き
て
看
よ
。

●
以
諸
悪
業
と
は
、
独
り
不
浄
無
慙
の
み
に
非
ず
。
衆
罪
を
兼

ぬ
、
故
に
諸
業
と
曰
う
。

●
而
自
荘
厳
と
は
、「
内
心
に
は
、
悪
を
発
し
、
外
に
は
、
即

ち
身
口
に
悪
を
為
す
。
既
に
自
身
不
善
な
れ
ば
、
又
た
見
る
者
、

皆
、
憎
む
。
故
に
諸
悪
心
を
も
ち
て
自
ら
荘
厳
す
と
云
う
な
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り
（
（2
（

」
已
上
『
疏
』。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
是
れ
、
悪
を
以
ち
て
身
を

荘
る
と
云
う
な
り
。

●
如
此
罪
人
等
と
は
、
破
戒
の
人
、
尚
お
、
地
獄
に
堕
す
。
况

や
、
無
戒
の
僧
徒
を
や
。
若
し
慙
愧
の
心
無
く
ん
ば
、
弥
い
よ
、

堕
獄
す
べ
し
。
今
時
の
凡
僧
、
尤
も
慙
愧
す
べ
き
事
な
り
。
若

し
戒
行
無
く
ん
ば
、
施
を
受
く
る
に
堪
え
ず
。
畏
る
べ
し
、
畏

る
べ
し
。
記
主
忠
師
『
要
集
記
』
一
巻
、
四
十
八
紙
に
云
わ
く
、「
予
、

常
に
心
に
念
ず
ら
く
、
沙
門
の
形
を
得
る
は
、
是
れ
幸
い
に
似

た
り
と
雖
も
、
一
期
の
間
の
邪
命
、
遁
れ
難
し
。
此
の
酬
果
の

苦
、
何
か
が
せ
ん
。
但
、
菩［682a

］提
心
を
発
し
て
彼
の
罪

業
を
消
し
、
然
る
に
上
求
下
化
は
是
れ
発
し
難
し
と
雖
も
、
願

往
生
の
心
、
菩
提
心
に
当
る
。
故
に
、
信
施
の
酬
報
を
恐
る
る

の
者
は
巧
に
願
往
生
心
を
発
す
べ
し
と
な
り
（
（2
（

」
已
上
。
爰
に
予
、

年
来
、
此
の
誡
憲
を
拝
瞻
す
と
雖
も
、
吾
曹
、
悪
業
は
日
に
増

し
、
厭
欣
は
日
に
疎
し
、
当
に
之
れ
を
如
何
ん
が
す
べ
き
。
悲

し
む
べ
し
、
悲
し
む
べ
し
。
剰
へ
我
門
の
僧
徒
、
倍
ま
す
三
業

を
放
蕩
し
て
、
造
悪
を
省
み
ず
。
甚
し
う
し
て
は
、
言
を
仏
願

に
託
し
て
、
罪
悪
を
怖
れ
ざ
る
に
至
る
。
後
学
、
風
を
承
て
数

し
ば
邪
見
を
生
ず
。
忠
師
、
又
た
言
わ
る
こ
と
有
り
、
縦
い
念

仏
の
人
も
若
し
廃
悪
無
く
ん
ば
、
何
ぞ
浄
土
に
生
ぜ
ん
。
祖
訓
、

切
な
り
と
雖
も
、自
ら
顧
る
こ
と
能
わ
ず
。
是
れ
実
に
彼
の『
出

師
』
及
び
『
陳
情
の
表
』
を
読
み
て
、
涙
を
下
さ
ざ
る
の
類
か
。

辱
ず
べ
き
の
甚
し
き
な
り
。
其
れ
諸
斯
れ
を
思
わ
ざ
る
べ
け
ん

や
。
上
件
の
二
三
処
、
粗
ぼ
勧
誡
を
教
示
す
。
後
賢
の
憚
り
、

無
き
に
非
ず
。
然
り
と
雖
ど
も
、
当
品
は
殊
に
我
等
が
分
、
聊

爾
に
看
過
し
難
し
。
况
や
信
施
の
論
は
沙
門
の
急
務
な
り
。
是

れ
に
由
り
て
、
愚
意
に
任
せ
て
毫
を
泚
す
。
是
れ
惟
だ
同
志
の

為
に
し
て
、
全
く
君
子
の
為
な
ら
ず
。
之
れ
を
見
ん
人
や
、
之

れ
を
赦
せ
、
之
れ
を
赦
せ
。

●
命
欲
終
時
と
は
、『
般
舟
讃
』
に
云
わ
く
、「
此
の
如
き
の
愚

人
、
死
に
臨
む
の
日
、
節
節
、
酸
疼
し
、
錐
刀
、
刺
す
（
（2
（

」
と
已
上
。

●
地
獄
衆
火
と
は
、
火
は
只
、
一
な
り
と
雖
も
、
器
に
随
い
て

同
じ
か
ら
ず
、
是
の
故
に
衆
と
云
う
。「
即
ち
鑐鑐
湯
・
鑪
炭
・

鎔
銅
・
鉄
丸
等
な
り
。
天
台
の
云
わ
く
〈
火
車
相
（
（2
（

現
〉
（
（2
（

と
」
已
上
、

『
記
』。『
観
仏
経
』第
五
二
紙
に
曰
わ
く
、「
火
車
炉
炭
十
八
の
苦
事
、

一
時
に
来
迎
す
」
と
（
（2
（

『
要
集
』
中
末
卅
二
紙
、
併
せ
見
よ
。『
群
疑
論
』
七
巻
、
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五
紙
。
記
主
、
曰
わ
く
「
獄
火
来
現
は
、
三
品
に
通
ず
べ
し
。

但
し
、
当
品
の
み
、
此
の
文
有
る
は
、
中
に
在
り
て
上
下
を
顕

わ
す
の
み
、
故
に
『
般
舟
讃
』
に
は
三［682b

］品
に
通
ぜ
し

む
（
（3
（

」『
玄
記
』
五
巻
、
廿
六
紙
。

●
遇
善
知
識
と
は
、
善
人
尚
お
善
知
識
に
遇
い
難
し
、
况
や
愚

人
を
や
。
爾
る
に
当
品
の
人
、
如
来
の
戒
法
に
遇
え
ど
も
、
更

に
造
罪
を
慎
ま
ず
。
故
に
還
り
て
堕
獄
す
。
此
の
如
き
の
悪
人

は
善
知
識
に
遇
う
こ
と
弥
い
よ
難
し
。
然
る
に
若
し
善
知
識
に

遇
わ
ば
、
往
生
を
得
べ
し
、
と
思
う
に
、
夫
れ
、
在
家
の
人
は

知
識
の
勧
め
を
受
く
べ
し
と
雖
も
、
出
家
の
人
は
勧
む
と
雖
も
、

反
り
て
領
受
す
る
こ
と
難
し
。
是
の
故
に
、
臨
終
の
善
知
識
は

兼
ね
て
用
意
す
べ
き
事
な
り
。
恵
心
僧
都
『
要
集
』
中
末
に
云
わ
く
、

「
各
お
の
宜
し
く
志
を
三
五
に
同
じ
く
し
て
、
預
め
要
言
を
結

び
て
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
迭
い
に
相
い
開
暁
し
て
、
為
に
弥

陀
の
名
号
を
称
し
、
極
楽
に
生
ず
る
こ
と
を
願
じ
て
、
声
声
相

い
次
ぎ
て
十
念
を
成
ぜ
し
む
べ
し
（
（3
（

」已
上
。
記
主
上
人『
浄
土
大
意
抄
』

に
云
わ
く
、「
出
離
生
死
は
オ
ボ
ロ
ゲ
ノ
縁
に
ア
ラ
ズ
。
善
知

識
の
用
意
、
只
、
此
の
事
に
ア
リ
。
念
仏
の
声
は
高
カ
ラ
ズ
下ひ

く

カ
ラ
ズ
。
病
者
の
耳
に
聞
こ
ユ
ル
ホ
ド
な
り
。
念
仏
の
ホ
ド
ハ
、

早
カ
ラ
ズ
、
ヲ
ソ
カ
ラ
ズ
。
病
者
の
気い

き
に
申
せ
合
わ
す
ベ
キ
な

り
。
又
た
、
善
知
識
は
三
人
が
ヨ
キ
ホ
ド
な
り
。
一
人
は
枕
に

居
て
、
鉦
を
打
ち
念
仏
を
勧
め
、
一
人
は
病
者
の
傍
に
居
て
、

息
ヲ
引
ク
ニ
随
ウ
ベ
シ
。
一
人
は
端
に
居
て
、
雑
事
を
云
い
告

ぐ
ベ
シ
。
人
多
く
有
り
て
忩
事
有
る
ベ
カ
ラ
ズ
。
但
し
病
に
随

い
て
看
病
の
人
数
有
る
ベ
シ
。
努ゆ

め

力ゆ
め

此
の
世
の
事
を
云
う
ベ
カ

ラ
ズ
。
只
、
往
生
の
事
を
語
る
ベ
シ
。
語
に
随
い
て
註
る
ス
ベ

シ
。
病
者
思
い
耄ほ

れ
て
語
ラ
ズ
バ
、
善
知
識
、
何
事
を
か
見
る
ト

問
う
ベ
シ
。
罪
の
相
ナ
ラ
バ
、
善
知
識
、
同
く
懺
悔
し
念
仏
し

て
罪
を
滅
ス
ベ
シ
。
善
ナ
ラ
バ
、
弥
い
よ
勧
励
ス
ベ
シ
。
南
無

阿
弥
陀
仏
（
（3
（

」
已
上
。

●
以
大
慈
悲
と
は
、
知［683a

］識
、
病
人
の
死
苦
、
逼
迫
す

る
を
見
て
真
実
の
大
悲
、
潤
い
起
こ
る
な
り
。

●
十
力
威
徳
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
無
量
無
辺
な
り
。
且
く

十
力
と
光
明
と
五
分
法
身
と
の
三
種
を
挙
ぐ
。
十
力
は
智
徳
、

即
ち
是
れ
内
証
な
り
。
能
く
勝
つ
者
無
し
。
故
に
名
づ
け
て
力

と
為
す
。
即
ち
名
号
所
具
の
功
徳
な
り
。
光
明
神
力
と
は
、
光
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明
神
徳
、
即
ち
是
れ
外
用
な
り
。
前
は
総
徳
を
説
き
、
此
れ
は

別
徳
を
讃
ず
。
即
ち
応
に
説
き
て
言
う
べ
し
。
汝
、
亦
た
知
る

や
否
や
、
阿
弥
陀
仏
、
本
と
深
重
の
誓
願
を
発
し
、
光
明
名
号

を
以
ち
て
十
方
を
摂
化
す
。
三
世
十
方
の
諸
仏
の
光
明
、
及
ぶ

こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
此
の
光
に
遇
う
者
は
、
三
垢
消
滅
し
、

浄
土
に
往
生
す
。
若
し
三
塗
に
在
り
て
、
此
の
光
明
を
見
た
て

ま
つ
れ
ば
、
皆
、
解
脱
を
蒙
る
。
汝
、
今
、
罪
重
く
し
て
獄
火

来
現
す
。
如
来
大
悲
神
光
の
力
に
非
ざ
る
自
り
は
、
誰
か
能
く

是
の
如
き
の
罪
闇
の
心
を
照
導
せ
ん
。
正
念
に
帰
依
し
て
、
当

に
光
摂
を
蒙
る
べ
し
。

●
戒
定
慧
解
脱
解
脱
知
見
と
は
、
是
れ
五
分
法
身
を
讃
ず
。
戒

定
慧
と
は
、
阿
弥
陀
仏
因
位
の
万
行
、
即
ち
万
徳
の
因
な
り
。

解
脱
と
は
、
戒
定
慧
に
依
り
て
得
る
所
の
果
、
普
く
縛
著
を
離

る
る
が
故
に
解
脱
と
名
づ
く
。
解
脱
知
見
と
は
、
果
の
後
に
用

を
起
こ
す
。
其
の
自
在
の
徳
用
を
知
見
と
名
づ
く
。『
仏
地
論
』

の
第
四
八
紙
に
曰
わ
く
、「
前
の
三
は
、
是
れ
因
。
後
の
二
は
、

是
れ
果
な
り
（
（3
（

」
已
上
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
前
の
三
は
因
徳
。
後

の
二
は
果
徳
。
果
徳
の
中
に
於
き
て
、
解
脱
は
涅
槃
、
知
見
は

菩
提
な
り
。『
揩
定
記
』
に
曰
わ
く
、「
此
れ
は
、
別
し
て
正
し

く
破
戒
の
罪
人
に
被
ら
し
む
。
所
謂
、
戒
は
是
れ
諸
仏
の
本
源
、

菩
薩
の
道
を
行
ず
る
の
根
本
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
汝
が
昔
に

受
く
る
所
の
五
・
八
等
の
戒
は
、
本
と
是
れ
彼
の
仏
の
如
実
の

名
義
、
自
性
清
浄
の
戒
、
法
身
の
摂
な
り
。
但
し
、
汝
、
愚
昧

に
し
て
、
小
心
を
も
ち
て
分
受
す
。［683b

］受
く
と
雖
も
持

せ
ず
、
犯
す
と
雖
も
悔
い
ず
。
此
の
因
縁
を
以
ち
て
、
今
、
獄

火
を
見
る
と
。
若
し
能
く
回
心
し
て
、
正
念
に
名
を
称
え
ば
、

罪

、
消
除
し
、
猛
火
も
亦
た
滅
し
、
戒
体
還
生
し
、
法
身
、

清
凉
に
し
て
、
永
く
三
塗
を
絶
た
ん
（
（3
（

」
已
上
。
是
れ
今
、
臨
終

の
説
相
を
解
す
と
雖
も
、
還
り
て
是
れ
、
尋
常
の
学
者
を
暁
喩

す
。
応
に
知
る
べ
し
（
（3
（

『
合
讚
』。

●
此
人
聞
已
と
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
罪
人
、
既
に
弥
陀
の

名
号
を
聞
け
り
、
即
ち
、
罪
を
除
く
こ
と
、
多
劫
な
る
こ
と
を

明
す
（
（3
（

」。「
問
う
。『
経
』
に
は
〈
聞
説
十
力
光
明
五
分
法
身
〉

と
云
え
り
。『
疏
』
に
何
ぞ
「
名
号
」
と
云
う
や
。
答
う
。
上

下
に
凖
知
す
る
に
、
此
の
品
の
人
、
必
ら
ず
亦
た
仏
名
を
念
ず

べ
し
。
况
や
、
知
識
、
名
号
所
有
の
功
徳
を
讃
説
す
。
何
ぞ
、
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其
の
徳
を
聞
き
て
、
其
の
号
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
已
上
『
記
』
の
問
答
（
（3
（

。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
知
識
、
名
号
所
有
の
功
徳
を
説
き
て
、
名
号

を
称
せ
し
む
。
行
者
、
聞
き
已
り
て
、
即
ち
仏
名
を
称
す
べ
し
。

今
の
文
、
之
れ
を
闕
く
。
然
れ
ど
も
、
義
分
、
之
れ
有
り
。
既

に
、
聞
と
云
う
。
必
ず
称
の
義
有
る
べ
し
。
故
に
「『
般
舟
讃
』

に
は
、〈
大
慈
悲
を
発
し
て
、
教
え
て
念
仏
せ
し
む
る
に
、
地

獄
の
猛
火
、風
と
変
じ
て
、凉
し
（
（3
（

〉
と
云
う
。
当
品
讃
文
。『
礼
讃
』

に
は
、〈
急
に
、
勧
め
て
専
ら
彼
の
仏
名
を
称
せ
し
む
る
に
、

化
仏
・
菩
薩
、
声
を
尋
ね
て
、
到
る
（
（3
（

〉
と
云
え
り
（
（4
（

」
下
輩
讃
文
。

知
り
ぬ
。
是
れ
、仏
名
を
称
す
る
こ
と
を
。
若
し
爾
ら
ば
、「
当

品
の
念
仏
は
、
是
れ
意
念
と
や
為
ん
。
是
れ
口
称
と
や
為
ん
。

謂
わ
く
、
此
れ
も
亦
た
口
称
な
り
。
本
願
、
本
よ
り
称
名
な
る

が
故
に
。『
五
会
讃
』
に
云
わ
く
、〈
下
品
中
生
、
黒
業
あ
り
て

迷
え
ど
も
、仏
名
を
称
す
る
に
因
り
て
、泥
棃
を
免
が
る
（
（4
（

。〉
と
。

『
惣
讃
』
の
中
に
は
〈
専
称
彼
仏
名
〉
と
云
い
、亦
た
〈
尋
声
到
〉

と
云
う
（
（4
（

」。両
処
の
讃
文
、口
称
な
る
こ
と
顕
然
な
り
。又
た「
一

義
に
云
わ
く
、
此
れ
但
、
心
念
な
り
（
（4
（

」。
舌
を
働
か
す
こ
と
能

わ
ざ
る
が
故
に
、
意
に
六
字
を
経
る
。「『
経
』
に
称
と
云
わ
ざ

る
が
故
に
、『
般
舟
讃
』
の
中
に
は
、
下
上
に
〈
一
声
称
仏
（
（4
（

〉

と
云
い
、下
下
に
は
〈
声
々
連
注
（
（4
（

〉
と
云
い
、当
品
に
は
唯
、〈
教

念［684a

］仏
〉
と
云
い
て
、
称
と
云
わ
ざ
る
が
故
に
、『
礼
讃
』

の
後
序
に
〈
十
声
・
一
声
・
一
念
（
（4
（

〉
等
と
云
う
。
是
れ
、
下
下

等
の
三
品
を
挙
ぐ
る
に
似
た
り
。
然
れ
ば
、
一
念
の
言
は
、
当

品
な
る
べ
き
が
故
に
（
（4
（

」。
言
う
所
の
「
心
念
」
と
は
、
之
れ
に

就
き
て
、「
経
意
の
一
念
か
。
又
た
、
名
号
の
徳
を
念
ず
る
一

念
か
、
と
云
う
と
き
、
或
い
は
云
わ
く
、
名
号
の
徳
を
念
ず
る

一
念
な
り
と
。
此
の
義
、
爾
ら
ず
。
或
い
は
云
わ
く
、
経
意
の

六
字
な
り
と
。
此
の
義
、
可
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
経
意
の

六
字
は
、
是
れ
、
意
に
念
ず
と
雖
も
、
意
は
六
字
の
次
第
を
経

る
故
に
、
称
に
摂
す
べ
し
。
意
口
、
異
な
り
と
雖
も
、
六
字
の

次
第
、
違
越
せ
ざ
る
が
故
に
、
是
れ
を
経
意
六
字
と
云
う
な

り
（
（4
（

」
但
、
当
品
に
は
、
一
声
も
一
念
も
共
に
用
い
て
可
な
り
。
若
し
行
者
、
瘂
有
る
べ
け

れ
ば
、
其
れ
は
、
意
に
念
ず
べ
き
が
故
に
、
同
じ
く
名
号
な
り
と
雖
も
、
意
に
経
る
を
、

且
く
念
と
云
う
。
若
し
、
三
心
だ
に
具
足
す
れ
ば
、
何
れ
も
皆
往
生
す
る
な
り
。
故
に
、

行
者
、
此
の
意
を
得
れ
ば
、
則
ち
病
苦
に
逼
め
ら
れ
て
、
声
を
出
だ
す
こ
と
能
わ
ず
と
雖
も
、

然
れ
ど
も
、
心
念
、
惑
わ
ず
ん
ば
、
往
生
の
大
事
を
遂
ぐ
。
是
れ
即
ち
自
他
に
於
き
て
、
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大
い
に
利
益
有
る
な
り
。
上
来
、『
糅
鈔
』
四
十
七
巻
卅
二
紙
、
取
意
。
因
み
に
鎮
西
相
伝

の
語
黙
念
仏
の
事
、『
要
集
記
』
五
巻
十
八
紙
（
（4
（

。、併
せ
て
見
よ
。
扨
、当
品
の
行
者
、

唱
う
る
所
は
、
一
声
と
や
為
ん
、
将
た
、
二
声
・
三
声
と
や
為

ん
。
謂
わ
く
、
下
下
品
を
以
ち
て
、
当
品
を
校
ぶ
る
に
、
罪
障

は
唯
、
八
十
億
劫
な
る
が
故
に
、
一
声
・
一
念
の
称
名
な
る
べ

し
。
既
に
、
彼
の
品
に
は
、「
於
念
念
中
」
と
云
う
。
彼
に
対

す
る
に
、
知
り
ぬ
。
当
品
は
一
声
な
る
こ
と
を
。

●
除
八
十
億
劫
と
は
、
問
う
。
前
品
・
当
品
、
同
く
是
れ
一
称

な
り
。
何
の
故
に
、
当
品
の
滅
罪
、
前
品
よ
り
多
き
や
。
答
う
。

千
福
、
釈
し
て
曰
わ
く
、「
此
れ
に
二
意
有
り
。
一
に
は
但
、

三
品
の
罪
人
、
悪
業
に
其
の
多
少
有
る
を
以
ち
て
、
念
仏
の
功

徳
に
随
い
て
其
の
所
有
を
尽
す
。
故
に
不
同
な
り
此
の
下
に
、
壮
士
、

米
を
負
う
の
譬
え
有
り
。
二
に
は
仏
の
名
号
を
念
ず
る
こ
と
、
復
た

異
ら
ず
と
雖
も
、
念
仏
の
心
の
至
誠
、
差
別
あ
る
に
由
る
が
故

に
、
滅
罪
を
し
て
多
少
不
同
な
ら
し
む
此
の
下
に
、
神
剣
斬
木
の
譬
え
有

り

（
（5
（」。

詳
に
は
論
文
の
如
し
『
記
』
三
巻
、
廿
紙
（
（5
（

、
之
れ
を
引
く
。

●
化
為
清
凉
風
と
は
、
猛
火
、
已
に
去
る
。
化
仏
、
尋
ね
て
来

た
る
。
故
に
化
為
風
等
と
云
う
。［684b

］之
れ
に
就
き
て
、

聖
道
・
浄
土
の
意
得
有
り
。
今
家
の
意
は
、
事
に
約
し
て
之
れ

を
談
ず
。
是
れ
、
宗
義
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
化
と
は
変
化

な
り
。
謂
わ
く
、
変
は
滅
す
る
辺
を
云
い
、
化
は
成
ず
る
辺
を

云
う
。
罪
障
に
由
る
が
故
に
、
獄
火
、
来
り
、
善
に
遇
う
が
故

に
、
凉
風
、
来
た
る
な
り
。
爾
れ
ば
変
じ
去
り
て
化
、
来
る
と

見
る
べ
し
。
仏
、
来
迎
せ
ん
と
欲
す
る
前
な
る
が
故
に
、
清
凉

の
風
、
自
然
に
吹
き
来
た
る
な
り
。「
玄
義
分
」
に
「
初
め
、

善
に
遇
わ
ざ
れ
ば
、
獄
火
、
来
迎
す
。
後
に
善
に
逢
う
が
故
に
、

化
仏
、
来
迎
す
（
（5
（

」
と
。
即
ち
此
の
意
な
り
。
然
る
に
聖
道
の
師

は
、
理
に
約
し
て
之
れ
を
談
ず
。
謂
わ
く
、「
境
は
心
に
随
い

て
変
ず
。
心
、
生
ず
れ
ば
種
々
の
法
、
生
じ
、
心
、
滅
す
れ
ば

種
種
の
法
、
滅
す
。
当
に
知
る
べ
し
、
猛
火
・
凉
風
、
皆
、
心

具
に
由
る
。
一
念
、
悪
な
れ
ば
、
則
ち
、
凉
風
、
即
ち
猛
火
な

り
。
一
念
、
善
な
れ
ば
則
ち
、
猛
火
、
即
ち
、
凉
風
な
り
（
（5
（

」
と
。

此
れ
等
の
解
釈
、
皆
、
天
台
心
具
の
意
に
依
る
。
然
れ
ど
も
、

浄
土
教
の
意
は
、
事
相
を
表
す
と
す
る
が
故
に
、
利
口
な
事
を

云
う
は
経
意
に
契
わ
ざ
る
も
、
本
よ
り
大
乗
教
な
れ
ば
、
大
乗

の
法
体
を
談
ず
る
に
は
則
ち
、
理
を
以
ち
て
解
す
べ
し
。
今
は
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事
相
の
教
門
な
る
が
故
に
、
各
別
な
り
。

●
吹
諸
天
華
と
は
、「
天
は
称
美
の
言
、天
香
等
と
云
う
が
如
し
（
（5
（

」。

或
い
は
、
天
は
是
れ
浄
の
義
、
如
来
の
浄
華
を
説
き
て
天
華
と

す
。『
大
経
』
に
、「
天
優
鉢
羅
華
・
鉢
曇
摩
華
（
（5
（

」
等
と
云
う
が

如
し
。

●
華
上
皆
有
等
と
は
、『
般
舟
讃
』
に
曰
わ
く
、「
天
華
施
転
、

風
に
随
い
て
落
ち
、
化
仏
菩
薩
、
華
上
に
乗
ず
（
（5
（

」。

●
七
宝
池
中
蓮
花
之
内
と
は
、
此
の
二
句
、
縦
容
不
定
な
り
。

若
し
句
末
と
為
せ
ば
、
応
に
第
九
門
の
摂
な
る
べ
し
即
ち
七
寳
池

の
中
の
蓮
華
の
内
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
。
此
れ
、
句
末
の
点
な
り
。
若
し
句
頭
に

約
せ
ば
、
応
に
第
十
門
の
摂
な
る
べ
し
七
寳
池
中
の
蓮
花
の
内
に
し
て
。

此
れ
、
句
頭
の
点
な
り
。

●
経
於
六
劫
と
は
、「
下
下
品
に
凖
ず
る
に
、
応
に
是
れ
大
劫

な
る
べ
し
。
問
う
。
下
上
の
七
七
・
下
中
の
六
劫
、
遅
疾
、
遥

か
に［685a

］隔
た
れ
り
。
未
だ
其
の
理
を
知
ら
ず
。
答
う
。

大
聖
の
金
言
、
凡
の
側
る
所
に
非
ず
。
又
た
、
応
に
極
速
極
遅

の
義
を
以
ち
て
而
も
此
の
文
を
会
す
（
（5
（

」
已
上
、『
記
』。
言
う
こ
こ

ろ
は
、
下
上
の
七
七
は
極
速
を
説
き
、
当
品
の
六
劫
は
極
遅
を

説
く
な
り
。
興
師
の
云
わ
く
、「
前
は
其
の
疾
を
論
じ
、
今
は

其
の
遅
を
説
く
。
爾
れ
ば
下
上
に
も
応
に
遅
き
は
一
劫
二
劫
も

有
る
べ
し
。
今
、
六
劫
も
応
に
速
な
る
は
四
劫
五
劫
有
る
べ
き

な
り
（
（5
（

」
私
に
云
わ
く
、
興
師
の
釈
の
如
き
は
、
七
七
と
六
劫
と
に
相
対
す
。
今
、
按
ず

る
に
、
下
上
は
極
速
の
中
に
且
く
極
速
を
挙
げ
て
「
七
七
日
」
と
云
い
、
下
下
は
極
遅
の

中
の
極
遅
を
挙
げ
て
「
十
二
大
劫
」
と
云
う
。
当
品
は
上
と
下
と
の
中
な
る
が
故
に
、
下

下
の
十
二
大
劫
を
半
減
し
て
六
劫
と
云
う
か
。

●
梵
音
声
と
は
、「
梵
と
は
清
浄
の
義
な
り
（
（5
（

」。
望
西
の
云
わ
く
、

「
如
来
の
音
声
は
梵
王
の
声
の
如
し
。
譬
え
に
従
い
て
名
と
す
。

『
大
論
』
四
廿
四
巻
に
曰
わ
く
、〈
梵
声
の
相
、
梵
天
王
の
如
し
。

五
種
の
声
、口
従
り
出
（
（6
（

づ
〉
（
（6
（

」
云
云
。
今
、凖
知
せ
よ
。
又
た
、『
長

阿
含
』
第
五
十
九
紙
に
曰
わ
く
、「
其
れ
音
声
有
り
て
五
清
浄
な

る
を
乃
ち
梵
音
と
名
づ
く
。
一
に
は
正
直
、
二
に
は
和
雅
、
三

に
は
清
徹
、
四
に
は
深
満
、
五
に
は
遠
聞
（
（6
（

」『
合
讃
』
所
引
（
（6
（

。

●
安
慰
と
は
、『
漢
書
』
応
邵
が
注
に
曰
わ
く
、「
上
自
り
下
を

撫
す
る
を
慰
と
曰
う
。
下
、
上
の
慰
を
得
る
を
安
と
曰
う
な

り
（
（6
（

」
同
、所
引
（
（6
（

。
言
う
こ
こ
ろ
は
慰
は
ナ
グ
サ
ム
ル
ニ
テ
、二
菩
薩
、

清
浄
の
音
声
を
以
ち
て
行
者
を
ナ
ツ
ケ
給
う
。
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●
為
説
大
乗
甚
深
経
典
と
は
、
是
れ
次
上
の
品
を
解
す
る
が
如

く
、
大
乗
甚
深
諸
法
実
相
の
理
を
説
き
た
ま
う
を
聞
き
て
即
ち

無
上
菩
提
心
を
発
す
。
爾
る
に
称
名
は
是
れ
大
乗
の
行
な
る
が

故
に
、
彼
に
生
じ
已
り
て
復
た
大
乗
甚
深
の
経
を
聞
く
と
云
う
。

記
主
の
御
釈
（
（6
（

、
恐
ら
く
は
其
の
義
、
未
だ
穏
か
な
ら
ず
。

●
応
時
即
発
等
と
は
、
是
れ
未
発
心
の
人
な
れ
ど
も
三
心
を
具

足
す
れ
ば
即
便
ち
往
生
す
る
な
り
。
既
に
往
生
し
已
り
て
菩
提

心
を
発
す
。
此
れ
弥
陀
不
共
の
徳
、
即
ち
此
の
時
に
顕
わ
る
る

な
り
。
詳
に［685b

］上
（
（6
（

に
弁
ず
る
が
如
し
。

●
無
上
道
心
と
は
、
記
主
、
云
わ
く
、「
義
推
す
る
に
必
ず
是

れ
十
信
の
発
心
な
り
（
（6
（

」
師
、
云
わ
く
、
此
の
義
、
尤
も
経
釈
に
契
う
な
り
。

下
品
下
生
の
下
、
仏
告
阿
難
及
韋
提
希
と
は
、
上
中
六
品

に
は
止
だ
上
上
・
中
上
の
両
品
に
於
き
て
、
仏
告
等
と
標
す
。

独
り
下
三
品
の
み
、
一
一
に
別
標
す
。
是
れ
下
三
品
は
、
殊
に

阿
弥
陀
仏
の
神
力
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
顕
す
。
故
に
更
に
、

丁
寧
に
告
命
有
る
な
り
。
具
に
次
ぎ
の
上
の
品
に
之
れ
を
弁
ず

る
が
如
し
。

●
下
品
下
生
者
と
は
、『
疏
』
に
曰
わ
く
、「
具
に
五
逆
等
を
造

る
重
罪
の
凡
夫
人
な
り
（
（6
（

」。

●
或
有
衆
生
と
は
、
未
だ
曽
て
仏
法
を
知
ら
ざ
る
の
衆
生
な
り
。

●
作
不
善
業
五
逆
十
悪
と
は
、
五
逆
十
悪
、
皆
、
不
善
の
業
な

り
。
凡
そ
、
五
逆
を
造
る
人
、
十
悪
を
造
ら
ざ
る
無
し
。
故
に
、

今
、
軽
重
共
に
挙
げ
て
五
逆
十
悪
と
云
う
。
又
た
、
此
の
中
、

大
乗
の
五
逆
を
も
摂
し
て
見
る
べ
し
。
今
は
、
通
途
に
依
る
。

●
具
諸
不
善
と
は
、
一
切
の
不
善
、
欠
失
す
る
こ
と
無
し
。
此

の
品
の
人
は
、
唯
、
五
逆
を
造
作
す
る
の
み
に
非
ず
。
亦
た
、

十
悪
を
造
る
。
故
に
、「
具
諸
不
善
」
と
云
う
。『
疏
』
に
「
具

造
五
逆
（
（7
（

」
と
云
う
。
両
処
の
「
具
」
の
字
、
既
に
此
の
謂
な
り
。

扨
、
重
罪
の
中
、
五
逆
を
挙
ぐ
る
こ
と
は
、
当
経
の
由
致
な
る

が
故
に
、
今
、
摂
取
の
手
を
開
き
て
、
之
れ
を
摂
す
。「
誹
謗

正
法
」
は
、
尚
お
、
抑
止
す
。
是
れ
、
闍
世
、
未
だ
造
ら
ざ
る

故
に
。
扨
、
具
造
五
逆
の
者
、
有
る
べ
き
や
と
云
う
と
き
、
竜

興
の
云
わ
く
、
有
る
が
説
く
、
有
る
こ
と
無
し
。
此
の
業
、
極

め
て
重
し
。
器
と
し
て
能
く
容
る
こ
と
無
し
。
有
る
が
説
く
。

造
る
こ
と
有
り
。
迦
葉
仏
の
時
、
華
上
比
丘
、
具
に
五
逆
を
造

り
、
及
び
善
根
を
断
ず
已
上
、『
記
』
三
巻
、
廿
三
紙
、
所
引
（
（7
（

。



476

●
応
堕
悪
道
と
は
、
次
上
の
「
以
悪
業
故
」
の
句
は
、
因
な
り
。

此
の
句
は
、［686a

］果
な
り
。
言
う
所
の
「
悪
道
の
言
は
、

三
途
に
通
ず
と
雖
も
、
今
は
地
獄
を
取
り
て
、
別
し
て
悪
道
と

名
づ
く
。
言
惣
意
別
な
り
。
此
の
品
の
人
は
、
果
、
地
獄
に
熟

す
る
が
故
に
。
又
た
、
次
上
の
品
に
〈
応
堕
地
獄
〉
と
云
う
。

彼
は
、
次
罪
な
る
が
故
に
、
生
報
は
唯
、
地
獄
の
一
道
に
在
り

て
、
鬼
・
畜
に
通
ぜ
ず
。
此
の
品
の
人
は
、
具
に
逆
と
悪
と
諸

不
善
と
を
造
る
が
故
に
、
直
だ
生
報
、
地
獄
に
堕
す
る
の
み
に

非
ず
。
後
報
、
亦
た
余
の
鬼
・
畜
等
に
通
ず
。
是
の
故
に
惣
じ

て
〈
応
堕
悪
道
〉
と
言
う
」
已
上
、『
記
』
（
（7
（

。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
当

品
は
重
罪
な
る
が
故
に
地
獄
を
出
て
已
り
て
亦
た
具
に
餓
鬼
畜

生
を
経
べ
き
こ
と
を
顕
す
。
終
に
人
間
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ざ

る
が
故
に
、
惣
じ
て
応
堕
悪
道
と
云
う
此
の
下
、『
合
讃
』
に
『
守
護
国

界
経
』
を
引
く
。
慇
懃
に
勧
示
有
り
。
曰
わ
く
、
謹
し
ん
で
按
ず
る
に
、
世
尊
、
阿
闍
世

の
為
に
開
示
し
た
ま
う
は
、
即
ち
是
れ
一
切
衆
生
に
告
ぐ
る
な
り
。
豈
に
、
須
臾
も
忘
る

容
け
ん
や
。
言
を
有
縁
の
道
俗
に
寄
す
。
請
う
、
熟
つ
ら
聖
訓
を
読
み
て
、
三
業
を
恣
に

し
て
悪
道
に
堕
す
こ
と
莫
か
れ
。

●
経
歴
多
劫
と
は
、「
凡
そ
逆
報
を
判
ず
る
こ
と
諸
説
同
じ
か

ら
ず
。
若
し
、
有
部
の
意
は
、
只
、
順
生
業
に
限
り
て
、
順
後

等
に
通
ぜ
ず
。
一
逆
、
引
業
を
成
す
。
余
逆
は
、
是
れ
満
業
な

り
。
若
し
、
経
部
の
意
は
、
五
逆
の
罪
報
、
順
生
後
に
通
ず
。

所
謂
、
二
逆
は
二
生
二
劫
、
乃
至
五
逆
は
五
生
五
劫
な
り
。
若

し
大
衆
部
及
び
大
乗
の
意
は
唯
、
順
次
の
一
生
に
於
き
て
す
。

一
逆
は
、是
れ
一
劫
、乃
至
五
逆
は
是
れ
五
劫
な
り
。『
観
仏
経
』

に
曰
わ
く
、
五
逆
を
具
す
る
者
は
、
其
の
人
、
罪
を
受
く
る
こ

と
五
劫
を
足
満
す
と
（
（7
（

。
霊
芝
曰
わ
く
、
随
い
て
一
逆
を
犯
ず
れ

ば
、
阿
鼻
の
一
劫
。
何
に
况
や
、
多
犯
を
や
。
故
に
多
劫
を
経

る
な
り
」
已
上
、『
記
（
（7
（

』。

●
如
此
愚
人
と
は
、
当
品
の
中
、「
如
此
愚
人
」
の
語
、
両
処

有
り
。
意
を
付
け
て
見
る
べ
し
。

●
臨
命
終
時
と
は
、
此
の
処
に
下
中
品
の
獄
火
来
現
を
加
え
て

見
る
べ
し
。
具
に
上
に
之
れ
を
弁
ず
る
が
如
し
。

●
種
種
安
慰
と
は
、
此
れ
知
識
、［686b

］行
者
を
し
て
念
仏

を
為
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
方
便
な
り
。
若
し
、
急
に
勧
む
る

時
は
、
領
受
し
難
か
る
べ
き
が
故
に
。

●
為
説
妙
法
と
は
、
下
中
品
に
凖
ず
る
に
、
知
識
、
為
に
彼
の
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仏
の
十
力
・
光
明
・
神
力
・
五
分
法
身
等
の
妙
功
徳
を
説
く
な

り
。

●
教
令
念
仏
と
は
、「
知
識
、
行
者
を
安
慰
し
て
教
え
て
仏
名

を
念
ぜ
し
む
。
然
る
に
此
の
品
の
人
、
逆
罪
心
を
障
う
。
加
う

る
に
苦
逼
を
以
ち
て
す
。
是
の
故
に
念
を
失
し
、
更
に
領
解
せ

ず
、
仏
名
を
念
ぜ
ず
。
善
友
、
其
の
教
を
受
け
ざ
る
こ
と
を
知

る
。
故
に
更
に
広
教
を
転
じ
て
、直
ち
に
称
名
せ
し
む
」
已
上
『
合

讚

（
（7
（』。

今
、
重
ね
て
其
の
意
に
云
わ
く
、
知
識
、
具
に
阿
弥
陀
仏

の
功
徳
を
説
く
。
行
者
を
し
て
信
心
を
生
ぜ
し
め
、
仏
名
を
称

せ
し
め
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
死
苦
逼
迫
す
る
が
故
に
信
を
発
し

て
称
名
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。
心
を
調
う
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
、

転
教
口
称
し
て
知
識
の
声
に
付
き
て
念
仏
せ
よ
と
勧
む
る
な
り
。

鎮
西
、
言
わ
く
、「
夫
れ
善
知
識
は
病
の
軽
重
・
時
節
の
長
短

を
知
る
べ
し
。
若
し
、
其
れ
未
だ
即
今
命
終
せ
ず
と
知
ら
ば
、

須
ら
く
為
に
勧
め
て
他
力
本
願
摂
取
の
功
徳
を
説
く
べ
し
。
若

し
命
終
の
時
、
急
に
至
る
と
知
ら
ば
、
万
事
を
抛
下
し
て
、
須

く
直
ち
に
教
え
て
合
掌
称
名
せ
し
む
べ
き
な
り
」『
西
宗
要
』
四
巻
、

初
紙
、
取
意
（
（7
（

。

●
此
人
苦
逼
者
と
は
、
死
苦
に
亦
た
病
苦
を
添
う
。
尚
お
、
獄

火
来
現
す
る
が
故
に
。

●
応
称
無
量
寿
仏
と
は
、
問
う
。
上
の
「
教
令
念
仏
」
と
此
の

「
応
称
無
量
寿
仏
」
と
同
異
、
如
何
。
答
う
。
上
下
倶
に
是
れ

称
名
念
仏
な
り
。
上
は
教
化
の
言
、
多
く
、
心
乱
に
由
る
が
故

に
称
名
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
転
教
の
時
は
言

こ
と
ば

少
し
。
是
の
故
に

唱
う
る
心
、
起
り
易
し
。
是
れ
即
ち
、
上
は
、
意
念
よ
り
以
ち

て
口
称
を
勧
む
。
下
は
、
口
称
よ
り
意
念
を
発
せ
し
む
。
死
苦

の
人
、念
自
り
称
を
行
ず
る
は
是
れ
難
し
。
故
に「
不
能［687a

］

念
」
と
云
う
。
称
よ
り
念
を
発
す
は
是
れ
易
し
。
故
に
「
称
仏

名
」
と
云
う
已
上
、『
西
宗
要
口
筆
』
下
、
十
五
紙
（
（7
（

。
当
に
知
る
べ
し
、
倶

に
是
れ
称
名
な
る
こ
と
を
。
記
主
の
相
伝
、
異
義
を
存
す
る
こ

と
勿
れ
。
然
る
に
有
る
人
、上
の
「
教
令
念
仏
」
と
以
下
の
「
不

遑
念
仏
」
と
両
処
の
念
仏
を
共
に
心
念
と
云
う
。
此
の
義
、
相

伝
に
違
す
。
冏
公
の
所
破
な
り
。
依
用
す
べ
か
ら
ず
。
或
る
本

に
「
無
量
寿
仏
」
の
上
に
「
帰
命
」
の
二
字
有
り
。

●
如
是
と
は
、
物
を
指
す
語
な
る
が
故
に
知
識
の
声
の
如
く
に

唱
う
べ
し
と
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
オ
レ
ガ
唱
う
る
様
に
ト
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ナ
ヤ
レ
ヤ
ト
云
う
事
な
り
。

●
至
心
と
は
、
助
け
給
え
の
意
を
発
せ
ト
な
り
。
是
れ
即
ち
三

心
な
り
。

●
令
声
と
は
、
令
は
教
令
の
意
ナ
レ
バ
、
我
れ
唱
う
る
様
に
唱

え
ヨ
ト
云
う
気
味
な
り
。

●
不
絶
と
は
、
声
声
連
注
し
て
絶
え
ざ
ら
し
む
る
な
り
。

●
具
足
十
念
と
は
、
十
念
と
は
、
口
称
即
ち
十
声
な
り
。
具
足

と
は
、
逆
は
満
十
念
、
余
は
一
念
乃
至
八
・
九
念
に
も
往
生
を

得
べ
し
。
今
家
、
今
の
具
足
十
念
を
釈
し
て
、「
声
声
連
注
満

十
念
（
（7
（

」
と
云
う
『
般
舟
讃
』。
感
師
は
「
闕
一
不
生
（
（7
（

」『
群
疑
論
』
三
巻
、

三
紙
釈
す
。
問
う
。
名
号
の
功
徳
不
可
思
議
な
り
、
何
ぞ
必
ず

十
念
を
満
ず
と
云
う
や
。
答
う
。
此
の
義
、
測
り
難
し
。
但
、

鎮
西
の
云
わ
く
、「
今
の
経
釈
に
凖
ず
る
に
、
逆
は
必
ず
十
念

を
満
じ
て
、
方
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
。
凡
そ
此
の
如
き
の
事
、

偏
に
仏
教
を
仰
ぐ
べ
し
。
何
ぞ
異
解
を
為
さ
ん
。
但
、
難
を
会

せ
ば
、
十
念
、
逆
を
滅
す
（
（8
（

」。
豈
に
名
号
の
功
用
不
可
思
議
に

非
ず
や
。
又
た
、
義
有
り
。
一
念
に
逆
を
摂
す
、
今
、
具
と
言

う
は
、
且
く
十
念
業
成
の
一
類
を
挙
ぐ
。
一
切
の
逆
人
、
必
ず

十
を
満
ず
べ
し
と
謂
う
に
は
非
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、

第
十
八
願
成
就
の
文
に
「
乃
至
一
念
即
得
往
生
唯
除
五
逆
（
（8
（

」
等

と
云
う
。
然
る
に
今
家
、［687b

］本
願
の
「
唯
除
」
を
釈
し
て
、

以
ち
て
抑
止
門
と
す
（
（8
（

。
本
願
の「
唯
除
」を
以
ち
て
願
成
の「
唯

除
」
に
例
す
る
に
、
逆
者
の
一
念
、
那
ぞ
亦
た
疑
わ
ん
や
。
天

台
の
云
わ
く
、「
善
心
相
続
し
て
十
念
に
至
る
、
或
い
は
一
念

成
就
す
れ
ば
即
ち
往
生
を
得
（
（8
（

」。『
五
会
讃
』
に
云
わ
く
、「
十

悪
五
逆
至
愚
の
人
、
永
劫
に
沈
淪
し
て
久
塵
に
在
る
べ
き
に
、

一
念
、
弥
陀
の
号
を
称
得
す
れ
ば
、
彼
に
至
り
て
還
り
て
法
性

身
に
同
す
（
（8
（

」。
今
の
文
は
力
微
心
劣
の
機
な
る
が
故
に
、
須
く

十
た
び
弥
陀
を
称
え
て
以
ち
て
其
の
念
を
助
く
べ
し
。
譬
え
ば
、

神
剣
、
利
な
り
と
雖
も
、
之
れ
を
斬
る
者
、
十
度
に
之
れ
を
断

斬
す
る
が
如
し
。
若
し
心
盛
不
昧
の
機
な
ら
ば
、
一
念
に
も
滅

す
べ
し
。
然
る
に
今
家
、
懐
感
、「
満
十
念
（
（8
（

」
と
云
う
は
、
且
く
、

経
文
消
釈
の
前
な
り
。
若
し
二
箇
等
の
罪
有
る
の
人
、
二
念
・

三
念
等
に
亦
た
滅
罪
す
べ
き
な
り
。『
宝
王
論
』に
曰
わ
く
。「
問

う
、
一
念
・
十
念
、
浄
土
に
往
生
す
。
何
に
者
か
正
と
す
。
対

え
て
曰
わ
く
、
但
、
一
念
に
往
生
し
て
不
退
地
に
住
す
。
此
れ
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を
正
と
す
る
な
り
。
仏
の
所
説
の
如
き
、
謗
仏
・
毀
経
・
打
僧
・

罵
尊
・
五
逆
・
四
重
、
皆
、
一
念
に
悪
業
成
じ
て
無
間
獄
に
堕

す
。
猶
を
箭
を
射
る
が
如
し
。
今
の
念
仏
、
浄
土
に
生
ず
る
も
、

亦
た
一
念
に
善
業
成
じ
て
、
即
ち
、
極
楽
に
登
る
こ
と
、
猶
し

臂
を
屈
す
る
が
如
し
（
（8
（

」。『
合
讃
』
師
、
云
わ
く
「
在そ

の
か
み昔
、
予
、

逆
一
念
得
生
の
義
に
於
き
て
、
微や

や
、
疑
惑
を
抱
き
、
以
謂
え
ら

く
、
縦
い
他
力
深
奥
な
り
と
雖
も
、
何
ぞ
此
に
至
ら
ん
や
と
。

他
の
義
学
の
者
も
、
間ま

ま
、
信
せ
ざ
る
も
の
有
り
。
然
る
に
此
の

論
の
一
念
に
悪
業
成
じ
て
、
無
間
に
堕
す
と
い
う
を
読
み
て
、

旧
来
の
堅
疑
、
渙
然
と
し
て
、
冰
の
ご
と
く
釈
く
。
是
れ
則
ち

同
じ
く
本
願
に
依
れ
ど
も
、
心
に
明
昧
有
り
。
念
に
強
弱
有
り
。

一
多
、異
を
成
ず
。
何
ぞ
狐
疑
を
懐
か
ん
（
（8
（

」已
上
『
合
讃
』。
扨
、『
選

択
集
』
第
三
章
に
云
わ
く
、「
間
う
て
曰
わ
く
。『
経
』
に［688a
］

十
念
と
云
い
、
釈
に
十
声
と
云
う
、
念
称
の
義
、
如
何
。
答
え

て
曰
わ
く
、
念
声
是
れ
一
な
り
（
（8
（

」
等
と
。
然
る
に
『
决
疑
鈔
』

二
巻
、
五
十
四
紙
（
（8
（

念
声
是
一
を
判
じ
て
、
初
に
念
即
是
声
義
を
釈
し

畢
り
て
次
に
釈
し
て
云
わ
く
、「
一
に
云
わ
く
、
念
は
観
称
に

通
ず
。
本
願
の
十
念
は
、
是
れ
称
念
な
り
、
此
の
義
を
顕
さ
ん

が
為
に
、
観
念
に
簡
異
し
て
、
念
声
一
同
と
云
う
。
再
往
、
之

れ
を
論
ず
。
念
は
是
れ
等
起
の
意
念
、
声
は
則
ち
所
発
の
語
声

な
り
。
色
心
、
体
、
異
に
し
て
、
能
所
、
義
、
別
な
り
。
念
を

直
爾
に
声
と
言
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
（9
（

」
已
上
。
今
、
按
ず
る
に
、

通
途
再
往
は
実
義
な
る
が
故
に
、
此
の
釈
、
一
向
に
念
声
、
各

別
の
義
、
再
往
の
様
に
見
ゆ
。
然
れ
ど
も
、
記
主
の
意
、
尅
体

し
て
、
論
ず
る
と
き
は
、
則
ち
念
は
心
所
な
り
、
即
ち
明
記
を

体
と
為
す
。
声
は
色
法
な
り
、
是
れ
語
表
を
体
と
す
。
色
心
二

法
、
既
に
別
な
り
。
故
に
其
の
一
辺
を
釈
し
て
、
再
往
を
云
う

な
り
。
今
、「〈
念
即
是
称
〉
と
云
う
は
、
念
の
明
記
に
依
り
て

口
称
に
出
づ
。
故
に
〈
念
即
称
〉
と
云
う
。〈
即
〉
は
不
離
の

義
な
り
（
（9
（

」。
謂
わ
く
、「
此
の
念
、即
ち
声
を
引
発
す
。
故
に
〈
念

声
一
〉と
云
う
（
（9
（

」。
是
れ
、不
離
即
な
り
。
直
ち
に「
念
即
是
称
」

と
云
う
に
は
非
ず
。「
或
い
は
い
う
べ
し
、
念
に
唱
の
訓
有
る

を
以
ち
て
〈
念
即
是
称
〉
と
云
う
。
此
の
時
は
〈
即
〉
は
不
二

の
義
な
り
。
爾
る
に
有
る
人
は
不
二
の
義
を
存
す
（
（9
（

」。
冏
公
は
、

二
義
、
倶
に
存
す
。
冏
公
、
釈
し
て
云
わ
く
「『
决
疑
鈔
』
の

意
は
、
念
と
声
と
具
足
の
時
、
仏
を
唱
う
る
を
念
仏
と
云
う
に
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付
き
て
、
唱
と
念
と
不
離
な
れ
ば
、
等
起
の
方
に
約
し
て
、
唱

仏
を
念
仏
と
曰
う
。
直
ち
に
念
を
声
と
云
う
に
は
非
ず
。
然
ら

ば
、
則
ち
直
念
直
唱
離
隔
の
時
、
本
願
と
は
云
わ
ず
。
是
れ
彼

の
『
抄
』
の
意
な
る
の
み
（
（9
（

」
已
上
『
糅
抄
』
廿
三
巻
、
十
六
紙
、
四
十
七
巻
、

卅
二
紙
の
意
。
然
ら
ば
則
ち
『
决
疑
鈔
』
の
意
、
再
往
と
言
う
は
、

念
と
声
と
本
よ
り
色
心
各
別
な
れ
ば
、
尅
躰
す
る
と
き
は
則
ち

別
な
る
が
故
に
、
其
れ
、
再
往
と
仰
せ
ら
る
（
（9
（

。
旨
を
得
て
解
す

べ
し
。
又
た
、［688b

］元
祖
の
念
声
一
同
の
御
釈
は
、
深
く

今
家
大
師
の
「
乃
至
十
声
」
の
釈
に
契
う
。
大
凡
そ
、
口
称
を

念
と
言
う
は
、
異
朝
の
風
な
り
。
本
願
の
十
念
、
亦
た
、
然
な

り
。
故
に
今
家
、
輙
く
改
め
て
「
乃
至
十
声
」
と
言
う
。
唐
人

の
俗
語
を
聞
く
に
多
く
口
に
唱
う
る
を
「
念
」
と
言
う
の
み
。

然
り
と
雖
も
、
分
か
つ
則
は
、
念
声
体
別
な
り
。
今
、
十
念
と

言
う
は
、
然
ら
ず
。
全
く
十
声
を
指
す
。
故
に
『
集
』
に
「
声

即
是
念
念
即
是
声
（
（9
（

」
と
曰
う
。
故
に
知
り
ぬ
、
記
主
の
再
往
の

釈
は
還
り
て
是
れ
一
往
な
り
。
再
往
の
言
に
局
執
す
る
こ
と
莫

か
れ
。
学
者
、
宜
し
く
須
く
翫
味
す
べ
し
。
若
し
爾
ら
ば
、
今

家
の
御
釈
「
乃
至
十
声
」
の
外
に
念
称
一
同
の
義
有
る
や
。
謂

わ
く
、「
玄
義
分
」
別
時
の
意
の
下
に
『
摂
論
』
（
（9
（

の
文
を
引
き

た
ま
う
。
上
に
は
「
如
し
人
、
多
宝
仏
を
念
ず
れ
ば
、
即
ち
無

上
菩
提
に
於
き
て
退
堕
せ
ざ
る
こ
と
を
得
る
（
（9
（

」
と
云
う
。
下
に

は
「
多
宝
仏
を
称
し
仏
果
を
求
め
ん
が
為
（
（9
（

」
等
と
云
え
り
。
記

主
、
之
れ
を
釈
し
て
「
上
に
は
〈
念
多
宝
〉
と
云
い
、
下
に
は

〈
称
多
宝
〉
と
云
う
。〈
念
〉
は
則
ち
是
れ
〈
称
〉
な
り
。
故
に

梁
・
唐
の
二
論
、
及
び
『
荘
厳
論
』
八
に
は
同
じ
く
〈
誦
持
〉

と
云
う
。
魏
の
論
に
は
〈
称
〉
と
云
う
。『
荘
厳
論
』
六
に
〈
称

念
」
と
云
う
。
故
に
知
り
ぬ
。〈
称
〉
即
〈
念
〉
な
る
こ
と
を
（
（10
（

」。

又
た
、
記
主
『
玄
記
』
五
巻
、
廿
六
紙
『
観
経
』
当
段
の
文
を
釈
し
て

「『
経
』
に
は
称
と
念
と
前
後
に
並
び
挙
ぐ
る
と
雖
も
、
只
、
是

れ
称
名
な
り
。
故
に
祖
師
云
わ
く
〈
念
即
是
声
〉
と
云
え
り
（
（10
（

」。

『
抄
』
に
釈
し
て
云
わ
く
「〈
前
後
並
挙
〉
と
は
、〈
教
令
念
仏
〉、

之
れ
を
前
と
曰
い
、〈
応
称
無
量
寿
仏
〉、
是
れ
を
後
と
曰
う
。

前
後
の
念
称
、倶
に
是
れ
称
名
な
り
。
又
た
、〈
応
称
無
量
寿
仏
〉、

之
れ
を
前
と
曰
い
、〈
具
足
十
念
〉、
之
れ
を
後
と
曰
う
。
前
後

念
声
、
倶
に
是
れ
称
名
な
り
。
又
た
、〈
具
足
十
念
〉、
之
れ
を

前
と
曰
い
、〈
称
南
無
阿
弥
陀
仏
〉、
之
れ
を
後
と
曰
う
。
前
後
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の
念
称
、
倶
に
是
れ
称
名
な
り
。
又
た
〈
称
南
無［689a

］阿

弥
陀
仏
〉、
之
れ
を
前
と
曰
い
、〈
念
々
中
〉、
之
れ
を
後
と
曰
う
。

前
後
の
称
念
、
倶
に
是
れ
称
名
な
り
。
此
れ
等
の
義
相
を
以
ち

て
〈
只
是
称
名
〉
と
云
う
（
（10
（

」
已
上
『
糅
鈔
』
廿
一
巻
、
廿
三
紙
。
上
件
の

義
を
も
ち
て
『
経
』
の
「
十
念
」
は
即
ち
是
れ
称
名
な
る
こ
と
、

釈
の
「
念
声
是
一
」、
其
の
旨
を
得
て
解
す
べ
し
。
鎮
西
の
云

わ
く
「
善
導
は
『
経
』
の
〈
乃
至
十
念
〉
を
〈
下
至
十
声
〉
と

意こ
こ
ろ
え得

、
法
然
房
の
義
に
は
、〈
乃
至
〉
を
〈
下
至
〉
と
、〈
念
〉

を
〈
声
〉
と
意
得
た
ま
う
な
り
。
訳
者
が
暗
く
訳
せ
る
処
を
、

善
導
は
我
訳
セ
バ
カ
ウ
ゾ
訳
セ
ン
ト
思
し
召
し
て
釈
し
玉
ヘ
ル

な
り
。『
上
巻
』
の
発
願
の
文
に
は
幽
カ
ナ
レ
ド
モ
、『
下
巻
』

の
願
成
就
の
文
ニ
テ
称
名
念
仏
と
は
堅
ム
ル
な
り
。
其
の
文
に

云
わ
く
〈
諸
有
衆
生
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
（
（10
（

〉。「
聞
其

名
号
」
と
云
ヘ
ル
ガ
故
に
（
（10
（

称
名
と
意
得
ら
れ
た
り
。
是
れ
其
の

証
な
り
法
然
御
房
ノ
義
な
り
ト
ア
リ
（
（10
（

」。
扨
、「
具
足
十
念
」
に
就
き
て
、

鸞
師
は
、『
論
註
』
に
、「
十
念
と
言
う
は
、
業
事
成
弁
を
明

す
（
（10
（

」
と
釈
せ
り
。
言
う
所
の
「
業
事
成
弁
」
と
は
、
是
れ
、
究

意
成
弁
の
義
な
り
。
玄
忠
は
「
業
事
成
弁
」
と
言
い
、
西
河
は

「
業
道
成
弁
（
（10
（

」
と
釈
し
、宗
家
は
「
業
成
（
（10
（

」
と
判
じ
下
え
り
（
（10
（

。
只
、

是
れ
、
名
言
の
具
略
な
り
。
今
「
業
」
と
は
、
安
穏
の
業
、
即

ち
念
仏
等
の
善
業
な
り
。「
事
」
と
は
、
所
作
の
事
。
即
ち
三

業
所
修
の
善
法
な
り
。『
法
事
讃
』
に
云
わ
く
、「
事
は
、
謂
わ

く
業
。
事
即
作
業
な
り
（
（11
（

」
已
上
。「
業
即
事
」
な
る
が
故
に
持
業

釈
な
り
。「
成
弁
」
は
究
竟
の
義
な
り
。『
倶
舎
頌
疏
』
十
六
十

紙
に
云
わ
く
、「
究
竟
と
言
う
は
、
成
弁
終
了
の
義
な
り
（
（11
（

」
已
上
。

「
業
事
成
弁
」
と
云
う
事
を
、
近
く
譬
え
て
之
れ
を
言
わ
ば
、

世
間
に
五
貫
目
の
借
銀
有
る
人
、
四
貫
目
迄
は
、
償
う
と
雖
も
、

一
貫
目
の
残
銀
有
り
。
其
の
残
銀
有
る
間
は
、
其
の
身
、
未
だ

自
由
な
ら
ず
。
其
の
残
る
所
の
一
貫
目
を［689b

］償
い
畢
り

ぬ
れ
ば
、
其
の
後
は
、
身
も
自
由
な
る
が
如
く
、
今
も
九
念
迄

は
余
罪
有
る
が
故
に
、
無
間
獄
の
借
銀
を
尽
さ
ざ
る
な
り
。
若

し
十
念
唱
う
る
時
は
、
無
間
獄
の
借
銀
、
悉
く
尽
き
て
、
極
楽

浄
土
へ
自
由
に
往
く
身
と
成
る
。
其
の
位
を
「
業
事
成
弁
」
と

云
う
。
然
れ
ば
則
ち
、
五
念
に
て
も
、
八
念
に
て
も
、
其
の
数

に
依
ら
ざ
る
な
り
。
罪
業
の
借
銀
、
尽
く
る
処
が
業
事
成
弁
な

り
。
今
は
且
く
、
十
念
に
て
業
、
成
ず
る
機
に
約
し
て
、
之
れ
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を
説
き
た
ま
う
。
扨
、
本
願
の
「
乃
至
十
念
（
（11
（

」
は
「
上
尽
一
形

下
至
十
声
（
（11
（

」
な
る
が
故
に
、
平
生
・
臨
終
、
乃
至
、
逆
者
・
余

者
（
（11
（

に
通
ず
る
故
に
、
十
念
の
言
、
是
れ
広
し
。
今
、
臨
終
に
局

り
、
亦
た
逆
者
の
十
念
な
る
が
故
に
、
是
れ
狭
し
。
又
た
、
相

伝
の
十
念
は
、
上
来
の
義
に
異
な
り
、
応
に
知
る
べ
し
。
但
し
、

今
の
『
経
』
文
を
本
拠
に
取
る
こ
と
、
且
く
習
い
有
る
事
な
り
。

扨
、『
六
波
羅
蜜
経
』
第
一
帰
依
三
寳
品
。『
選
択
』
の
末
に
所
引
（
（11
（

に
曰
わ
く
、

「
或
い
は
復
た
、
有
情
、
諸
悪
業
た
る
四
重・八
重・五
無
間
罪・

謗
方
等
経
・
一
闡
提
、
等
の
種
々
の
重
罪
を
造
ら
ん
に
、
鎖
滅

を
得
て
、
速
疾
に
解
脱
し
、
頓
や
か
に
涅
槃
を
悟
ら
し
め
ん
に

は
、
而
も
、
彼
が
為
に
、
諸
も
ろ
の
陀
羅
尼
蔵
を
説
く
（
（11
（

」
已
上
。

葢
し
、
此
の
『
経
』
文
、
勝
の
義
、
有
り
と
雖
も
、
更
に
、
易

の
義
を
欠
け
り
。
亦
た
是
れ
、
多
く
は
平
生
に
約
し
て
、
而
も

臨
終
に
非
ず
。
今
は
則
ち
、
臨
終
に
約
す
。
其
の
上
、
彼
は
一

等
、
顕
教
に
超
過
せ
る
上
根
・
上
智
・
大
勇
鋭
の
機
な
り
。
彼

の
調
達
が
『
法
華
』
に
授
記
を
得
る
が
如
し
。
是
れ
上
上
の
機

な
り
。
今
は
、
末
世
、
愚
悪
の
凡
夫
と
一
同
す
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。
記
主
の
云
わ
く
、「
真
言
と
念
仏
と
、
同
じ
く
逆
を
滅
す

と
雖
も
、
機
根
に
約
せ
ば
、
差
別
無
き
に
非
ず
。
所
謂
る
真
言

は
上
根
の
者
を
化
す
。『
菩
提
心
論
』
に
〈
若
し
、
上
根
上
智

の
人
有
り
て
、
外
道
・
二
乗
の
法
を
楽
わ
ず
、
大
度
量
勇
鋭
無

惑
の
者
有
り
て
、［690a

］宜
く
仏
乗
に
趣
く
べ
し
（
（11
（

〉
と
云
う

を
以
ち
て
の
故
に
、
念
仏
は
下
機
を
摂
す
。『
十
住
毘
婆
沙
』

に
〈
大
人
志
幹
の
者
の
為
に
は
、
難
行
道
の
法
を
説
き
、
怯
弱

下
劣
の
人
の
為
に
は
、
易
行
道
の
法
を
説
く
（
（11
（

〉
と
云
う
を
以
ち

て
の
故
に
。
二
論
、
同
じ
く
是
れ
竜
樹
の
所
造
な
り
。
仰
ぎ
て

深
意
を
訪
う
に
、
難
・
易
、
分
明
な
り
。
伝
え
聞
く
、
後
に
禅

林
寺
の
云
わ
く
〈
念
仏
の
出
離
、
真
言
よ
り
易
し
（
（11
（

〉
云
云
。
意
は
、

斯
に
在
り
。
抑
そ
も
、
此
の
人
は
、
五
相
の
棟
梁
、
三
蜜
の
金

玉
、
南
天
の
遺
教
、
東
寺
の
秘
法
、
何
れ
の
法
か
、
伝
え
ざ
ら

ん
。
何
れ
の
教
か
、
受
け
ざ
ら
ん
。
然
れ
ど
も
、『
選
択
集
』

に
帰
し
て
、
浄
土
門
に
入
り
、
且
く
本
業
を
閣
き
て
、
偏
に
念

仏
を
行
ず
。
彼
の
宣
説
す
る
所
、
信
ぜ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら

ず
（
（12
（

」
已
上
。
夫
れ
、
蜜
家
に
は
大
菩
提
心
願
を
発
し
、
三
蜜
を

修
行
し
、
浄
三
業
の
過
非
を
護
り
、
灌
頂
を
受
得
し
、
三
蜜
瑜

伽
を
修
習
す
。
豈
に
、
難
き
に
ず
や
。
況
や
、
上
上
の
根
機
の
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受
く
る
所
、
下
機
の
堪
え
ざ
る
所
な
る
を
や
。
現
に
修
行
の
人

あ
り
。
五
相
成
身
の
成
仏
、
悉
地
を
成
就
す
る
を
見
ず
。
又
た
、

『
大
日
経
』
に
云
わ
く
、「
念
仏
は
真
言
よ
り
劣
れ
り
（
（12
（

」。
文
の

会
釈
、『
西
宗
要
』
二
（
（12
（

『
二
蔵
義
』
第
九
巻
、
十
三
紙
已
下
、
第
十
巻
、
十
二
紙

に
至
る
。『
真
言
問
答
』一
章
自
り
詳
く
之
れ
を
論
ず
（
（12
（

。
同『
見
聞
』第
六
巻
十
一
紙
（
（12
（

已
下
、

併
せ
て
見
よ
。
又
た
、
蜜
家
に
は
、
真
言
修
行
の
要
道
、「
阿
字
観
」

に
過
ぎ
タ
ル
事
ナ
シ
。
此
れ
等
の
観
想
も
、
伝
法
灌
頂
を
成
就

セ
ル
真
言
の
阿
闍
梨
に
逢
い
て
、
伝
受
し
て
後
に
修
行
ス
ル
ナ

リ
。
一
字
・
一
句
の
陀
羅
尼
を
誦
ス
ル
モ
亦
た
同
じ
、
若
し
然

ら
ザ
レ
バ
、「
越
三
昧
耶
」
と
云
う
重
罪
を
得
て
、
無
間
獄
に

入
る
と
云
え
り
『
金
剛
頂
経
』
の
文
（
（12
（

。
寔
に
恐
る
ベ
キ
事
な
り
浄
厳
律

師
所
述
『
弁
惑
指
南
』
一
巻
、初
め
の
二
紙
の
意
。
元
祖
大
師
の
曰
わ
く
、「
真

言
は
師
授
を
禀
け
ず
ん
ば
、
則
ち
、
一
句
を
も
読
ま
ず
（
（12
（

」
已
上
。

真
言
と
念
仏
と
の
難
・
易
、
応
に
知
る
べ
し

［690b

］●
称
南
無
阿
弥
陀
仏
と
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
は
是
れ

梵
語
。
帰
命
無
量
寿
覚
は
是
れ
漢
語
な
り
。
梵
語
は
多
含
、
漢

語
は
浅
端
な
り
。
其
の
上
、
梵
語
は
則
ち
応
に
全
く
陀
羅
尼
に

斉
し
か
る
べ
し
。「
唐
の
弉
法
師
、
五
種
の
不
翻
を
論
ず
る
に
、

一
に
は
秘
密
の
故
に
翻
せ
ず
。
陀
羅
尼
の
如
し
（
（12
（

」
と
。
然
も
梵

語
を
称
す
れ
ば
、
則
ち
是
れ
功
徳
広
大
な
る
こ
と
、
道
理
顕
然

な
り
。
是
を
以
ち
て
、
翻
訳
の
人
師
、
下
三
品
に
至
り
て
殊
に

梵
語
を
用
ち
て
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
云
え
り
。
意
、
斯
に

在
る
か
。

●
於
念
々
中
と
は
、
十
念
の
一
念
、
一
念
の
念
仏
を
指
す
な
り
。

●
除
八
十
億
劫
等
と
は
、「〈
一
念
に
単
の
八
十
億
劫
の
罪
を
除

く
。
十
念
合
論
す
れ
ば
則
即
ち
十
箇
の
八
十
億
の
劫
罪
を
滅
す
。

懐
感
・
憬
興
等
、
皆
、
此
の
義
を
存
す
。
問
う
。『
宝
王
論
』

に
云
わ
く
、『
一
念
弥
陀
仏
即
滅
無
量
（
（12
（

罪
』
（
（12
（

〉
と
。『
般
舟
讃
』

に
云
わ
く
、〈
一
声
称
念
罪
皆
除
（
（13
（

〉
と
。〈
若
し
爾
れ
ば
、
初
念

の
時
、
所
有
の
罪
障
、
皆
、
滅
尽
す
べ
し
。
何
ぞ
十
念
に
及
び

て
漸
次
に
除
尽
す
る
や
。
答
う
。
衆
生
の
業
成
、
未
だ
必
ず
し

も
一
凖
な
ら
ず
。
或
い
は
一
念
等
、
或
い
は
十
念
満
。
根
別
な

る
を
以
ち
て
の
故
に
、
今
、
其
の
一
を
説
く
。
故
に
満
十
と
云

う
（
（13
（

〉。『
群
疑
論
』
六
に
曰
わ
く
、〈
譬
え
ば
神
劒
の
能
く
大
木

を
斬
る
に
、
如
し
其
れ
多
く
力
を
用
う
れ
ば
、
木
に
入
る
こ
と
、

即
ち
深
く
、
如
し
多
く
力
を
用
い
ざ
れ
ば
、
木
を
斬
る
こ
と
便
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ち
浅
き
が
如
し
。
剣
に
利
鈍
有
る
に
非
ず
。
葢
し
人
力
の
強
弱
、

同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
此
れ
も
亦
た
、
是
の
如
し
。
仏
の
功

徳
は
、
復
た
差
別
無
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
、
其
の
念
ず
る
者
、

至
誠
に
異
有
る
が
故
に
、
滅
罪
を
し
て
多
少
不
同
な
ら
し
む
る

な
り
（
（13
（

〉。
扨
、
言
う
所
の
「
除
」
と
は
、
業
体
を
滅
す
る
と
や

為
ん
、
業
用
を
滅
す
る
と
や
為
ん
。
謂
わ
く
、
是
れ
、
牽
果
の

勢
用
を
除
き
て
、
業
体
を
滅
せ
ず
。
是
れ
、
則
ち
業
種
子
・

［691a

］業
現
行
の
中
に
は
則
ち
現
行
し
て
果
を
感
ず
る
所
の

牽
引
業
罪
を
滅
す
る
な
り
。
今
、
念
仏
の
猛
火
、
彼
の
業
種
を

熬
焦
し
て
生
ゆ
べ
き
用
を
滅
す
。
業
種
子
の
体
は
得
生
已
後
、

彼
に
於
き
て
無
漏
智
を
起
し
て
、
之
れ
を
断
ず
る
な
り
。
爾
れ

ば
「
除
」
と
は
伏
除
に
し
て
、
業
体
有
り
と
雖
も
、
只
、
業
用

を
除
く
。『
群
疑
論
』
七
に
、
種
子
を
滅
せ
ず
（
（13
（

と
言
え
る
は
、

即
ち
此
の
意
な
り
。
体
は
断
惑
の
時
に
至
り
て
、
方
に
能
く
滅

尽
す
。
故
に
〈
微
塵
故
業
随
智
滅
（
（13
（

〉
と
云
う
な
り
。
問
う
。
何

が
故
ぞ
、
称
名
の
功
勲
、
滅
罪
の
徳
の
み
有
り
て
断
惑
の
義
無

き
や
。
答
う
。
凡
そ
断
惑
は
必
ず
修
得
無
漏
智
明
の
時
を
期
す
。

故
に
〈
到
彼
華
開
入
大
会
無
明
煩
悩
自
然
亡
（
（13
（

〉
と
云
う
。
然
る

に
、『
経
』
に
〈
三
垢
消
滅
（
（13
（

〉
と
説
き
、『
讃
』
に
〈
断
貪
瞋
（
（13
（

〉

と
言
う
は
、
随
分
に
捨
離
し
微
薄
な
る
分
斉
を
言
え
り
。
是
れ

断
惑
に
は
非
ざ
る
な
り
。
浅
学
の
徒
、
妄
り
に
解
す
る
者
有
る

故
に
、
茲
に
註
し
て
正
路
を
踏
ま
し
む
。
幸
わ
く
は
、
宗
致
を

失
す
る
こ
と
莫
れ
已
上
『
合
讃
』
（
（13
（

」。
扨
、
今
、
八
十
億
劫
に
限
る

こ
と
は
、
八
十
億
劫
の
罪
有
る
者
に
約
す
。
実
に
は
七
十
億
劫
、

或
い
は
八
十
億
劫
の
罪
も
有
る
べ
し
。
爾
る
に
、
今
、
何
ぞ
八

十
億
劫
に
限
る
や
。
謂
わ
く
、
下
中
品
に
単
の
八
十
億
劫
と
説

く
。
故
に
今
、
亦
た
彼
に
凖
じ
て
八
十
億
劫
と
説
く
の
み
。
扨
、

本
願
の
中
に
は
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
（
（13
（

」
と
説
く
。
之
れ
に
就

き
て
、
今
家
、
抑
止
・
摂
取
の
二
門
を
釈
し
た
ま
う
。「
然
る

に
此
の
二
業
は
、
其
の
障
、
極
め
て
重
し
。
衆
生
、
若
し
造
れ

ば
、
直
ち
に
阿
鼻
に
入
る
。
歴
劫
周
慞
す
と
も
出
ず
べ
き
に
由

無
し
。
但
し
如
来
、
其
の
斯
の
二
過
を
造
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、

方
便
し
て
、
止
め
て
往
生
を
得
ず
と
言
い
た
ま
う
。
亦
た
是
れ

摂
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
又
た
、
下
品
下
生
の
中
に
五

逆
を
取
り
て
謗
法
を
除
く
こ
と
は
、
其
の［691b

］五
逆
は
已

に
作
れ
り
。
捨
て
て
流
転
せ
し
む
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
還
り
て
大
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悲
を
発
し
て
摂
取
し
て
往
生
せ
し
む
。
然
る
に
謗
法
の
罪
は
未

だ
為
さ
ず
。
又
た
、
止
め
て
若
し
謗
法
を
起
さ
ば
、
即
ち
生
ず

る
こ
と
を
得
ず
と
言
い
た
ま
う
。
此
れ
は
未
造
業
に
就
き
て
解

す
な
り
。
若
し
造
ら
ば
還
た
、
摂
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
せ
し

め
ん
（
（14
（

」
已
上
、『
疏
』。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
今
『
経
』
に
は
、
其
の

五
逆
、
闍
世
、
已
に
作
れ
り
。
故
に
此
の
『
経
』
に
は
摂
取
す
。

謗
法
、
亦
た
抑
止
・
摂
取
有
り
。
今
、
未
造
の
故
に
独
り
、
抑

し
て
生
ず
る
こ
と
を
説
か
ざ
る
な
り
。
若
し
已
造
の
人
有
ら
ば
、

此
れ
亦
た
摂
取
す
べ
し
。
故
に
『
法
事
讃
』
に
云
わ
く
、「
謗

法
闡
提
回
心
皆
往
（
（14
（

」
と
。

●
猶
如
日
輪
と
は
、
当
品
の
人
、
罪
障
重
き
が
故
に
、
仏
迎
有

り
と
雖
も
拝
せ
ず
。
只
、
金
蓮
を
見
る
。
縦
い
五
逆
の
罪
人
も

仏
迎
無
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
是
の
故
に
金
蓮
を
見
る
の
み
。

『
般
舟
讃
』
に
云
わ
く
、
下
品
下
生
の
凡
夫
等
、「
眼
前
に
即
ち

金
華
有
り
て
現
ず
。
金
華
光
明
、
行
者
を
照
ら
す
。
身
心
歓
喜

し
て
華
台
に
上
る
と
（
（14
（

。
扨
、
此
の
金
蓮
に
就
き
て
『
群
疑
論
』

七
に
曰
わ
く
、
此
れ
に
三
義
有
り
。「
一
に
は
、
仏
、
所
乗
の

華
な
り
。
其
の
人
、
障
り
重
く
し
て
仏
を
感
見
せ
ず
。
但
、
仏

座
を
見
る
に
猶
し
分
明
な
ら
ず
。
猶
し
日
輪
の
如
し
。
二
に
は
、

此
の
人
、
障
り
重
く
し
て
仏
迎
を
感
ぜ
ず
。
但
、
金
蓮
の
み
引

き
て
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。
三
に
は
、
行
者
の
坐
華
な
り

と
」云
云
（
（14
（

。
但
、三
義
の
中
、第
一
義
親
し
此
の
正
報
を
見
ず
。
只
、

依
報
を
見
る
な
り
。
元
祖
『
漢
語
灯
』
七
巻
、
三
紙
曰
わ
く
、「
下
品

下
生
、
亦
た
化
仏
の
来
迎
有
り
。
但
し
、
五
逆
の
人
、
罪
根
深

き
に
由
り
て
明
か
に
化
仏
菩
薩
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
唯
、
所

坐
の
金
蓮
を
見
る
の
み
」
已
上
（
（14
（

。
又
た
、
今
、
日
輪
に
喩
う
る

に
三
義
有
り
。
一
に
は
、
霊
芝
は
其
の
量
に
喩
う
る
な
り
言
う

こ
こ
ろ
は
、
日
輪
は
径
り
五
十
一
由
旬
。
爾
れ
ど
も
其
の
量
に
は
非
ず
。
今
は
、
下
界
よ

り
仰
望
す
る
所
の
量
を
取
る
な
り
。
二
に
は
、
戒
度
は
但
、［692a

］団

圝
の
状
を
取
る
。
爾
の
み
、
言
う
こ
こ
ろ
は
此
の
円
形
に
喩
う
。
真
し
て
丸

の
形
を
取
る
な
り
。
三
に
は
、
如
湛
の
『
浄
業
記
』
に
は
日
輪
の
施

転
に
喩
う
言
う
こ
こ
ろ
は
、
金
華
施
転
し
て
来
た
る
と
な
り
。
日
の
山
の
端
に
入
る
時
、

キ
リ
キ
リ
ト
回
る
な
り
。
其
の
如
く
施
転
し
て
来
た
る
な
り
。
上
来
三
師
の
釈
、

『
記
』
之
れ
を
引
く
（
（14
（

。
又
た
、
密
宗
に
凖
ぜ
ば
、
蓮
華
は
是
れ

弥
陀
尊
の
三
摩
耶
形
な
り
。
故
に
知
る
。
是
れ
即
ち
弥
陀
の
来

迎
引
接
な
り
『
合
讃
』
（
（14
（

。
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●
於
蓮
華
中
と
は
、『
疏
』
に
曰
わ
く
、「
此
等
の
罪
人
、
華
内

に
在
る
時
三
種
の
障
り
有
り
。
一
に
は
、
仏
及
び
諸
の
聖
衆
を

見
る
こ
と
得
ず
。
二
に
は
、
正
法
を
聴
聞
す
る
こ
と
得
ず
。
三

に
は
、
歴
事
供
養
す
る
こ
と
を
得
ず
。
此
れ
を
除
き
て
已
外
は
、

更
に
諸
苦
無
し
。
経
に
云
わ
く
、
猶
し
比
丘
の
三
禅
に
入
る
の

楽
の
如
し
と
な
り
」
已
上
（
（14
（

。

●
満
十
二
大
劫
と
は
、
是
れ
穢
土
の
十
二
大
劫
な
り
。

●
諸
法
実
相
と
は
、
霊
芝
の
曰
わ
く
、
罪
は
縁
に
従
り
て
生
ず
。

自
性
有
る
こ
と
無
し
。
止
、
是
の
罪
の
み
に
あ
ら
ず
。
諸
法
皆

爾
り
。
故
に
諸
法
実
相
と
云
う
。
是
れ
即
ち
中
道
の
名
、
即
ち

除
滅
罪
の
法
な
り
已
上
。『
普
賢
行
法
』
に
曰
わ
く
、「
一
切
業

障
海
、
皆
、
妄
想
に
従
り
生
ず
。
若
し
、
懺
悔
せ
ん
と
欲
せ
ば

端
坐
し
て
実
相
を
念
ぜ
よ
」
已
上
（
（14
（

。

●
除
滅
罪
法
と
は
、「
此
の
品
の
人
、
既
に
八
十
億
劫
の
生
死

の
罪
を
除
き
て
、
即
ち
往
生
を
得
。
更
に
何
の
障
り
有
り
て
か

除
滅
罪
法
と
云
う
や
。
謂
わ
く
、
凡
そ
罪
に
麤
細
有
り
。
所
障

の
法
に
浅
深
の
異
り
有
り
。
故
に
此
の
土
に
し
て
往
生
の
障
り

を
滅
し
、
彼
土
に
し
て
更
に
微
細
の
障
り
を
滅
す
。
然
る
に
此

の
品
の
障
り
に
即
ち
三
重
有
り
。
一
に
は
往
生
の
障
り
、
十
念

に
即
ち
滅
す
。
二
に
は
見
仏
の
障
り
、
劫
を
経
て
之
れ
を
償
う
。

乃
ち
十
二
大
劫
の
間
に
五
逆
の
罪
を
償
う
な
り
。
三
に
は
発
心

の
障
り
、
法
を
聞
き
て
即
ち
除
く
。
今
、
除
滅
罪
法
の
是
れ
な

り
。
爾
れ
ば
〈
除
八
十
億
劫
生
死［692b

］之
罪
〉
と
云
う
は
、

是
れ
麤
障
の
罪
な
り
。
此
れ
は
極
微
細
の
罪
を
除
く
法
な
り
（
（14
（

」

上
来
、『
記
』
取
意
。

●
即
発
無
上
菩
提
之
心
と
は
、
下
中
品
に
凖
ず
る
に
、
是
れ
十

信
の
菩
提
心
な
ら
ん
。
華
開
発
大
心
の
最
初
な
る
が
故
に
。
冏

公
、
云
わ
く
、「
義
推
す
る
に
、
亦
た
是
れ
十
信
の
発
心
か
（
（15
（

」『
二

蔵
義
』
廿
九
巻
、
廿
三
紙
。
惣
じ
て
下
三
品
は
皆
、
不
発
菩
提
心
の
機

な
り
。
今
家
及
び
元
祖
、
未
発
菩
提
心
の
者
、
三
心
を
具
足
す

れ
ば
即
ち
往
生
を
得
る
と
許
す
。
其
の
源
、
下
三
品
の
文
、
即

ち
其
の
証
な
り
。
詳
に
下
品
上
生
の
処
に
之
れ
を
弁
ず
る
が
如

し
。
又
た
、
元
祖
大
師
、
曰
わ
く
、「
浄
土
を
弘
通
す
る
の
師
、

世
世
、
之
れ
多
し
。
皆
、
菩
提
心
を
勧
む
。
且
つ
観
念
を
以
ち

て
正
と
す
。
唯
、
善
導
一
師
の
み
菩
提
心
を
発
さ
ず
と
も
、
亦

た
往
生
を
得
と
許
す
。
又
た
、
観
察
を
判
じ
て
以
ち
て
称
名
の
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助
業
と
す
。
当
世
の
人
、
若
し
善
導
の
意
に
依
ら
ず
ん
ば
、
則

ち
恐
ら
く
は
往
生
を
得
難
き
な
り
。
曇
鸞・道
綽・懐
感
等
、
皆
、

相
承
の
人
師
為
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、
其
の
義
に
至
り
て
は
、

則
ち
未
だ
必
し
も
一
凖
な
ら
ず
。
当
に
能
く
之
れ
を
弁
別
す
べ

し
。
若
し
此
の
旨
を
弁
ぜ
ず
ん
ば
、
往
生
の
難
易
に
於
き
て
、

冥
然
と
し
て
惑
有
ら
ん
（
（15
（

」
已
上
。
抑
そ
も
大
師
の
垂
示
、
徹
骨

の
婆
心
、
惟
れ
実
に
確
論
な
り
。
身
を
砕
け
ど
も
謝
し
難
し
。

三
師
の
相
承
を
甄
別
す
る
こ
と
、
恰
も
日
月
の
天
に
曦
く
が
如

し
。
開
祖
に
非
ざ
る
自
り
は
、
誰
か
能
く
斯
に
至
ら
ん
や
。
吉

水
の
末
学
、
流
れ
を

ん
で
其
の
源
を
濁
す
こ
と
莫
れ
。

●
是
名
下
輩
生
想
名
第
十
六
観
と
は
、
此
れ
、
総
じ
て
下
三
品

を
結
す
る
な
り
。

大
文
第
三
、
得
益
分
の
下
、
得
益
分
と
言
う
は
、
一
経
の

始
終
に
得
る
所
の
益
を［693a

］聚
集
し
て
一
処
に
挙
る
を
得

益
分
と
云
う
。
惣
じ
て
一
経
の
始
終
に
於
き
て
、
当
機
ニ
モ
ア

レ
、
又
た
、
発
起
ニ
モ
ア
レ
、
文
中
処
々
に
得
る
所
の
益
な
り
。

爾
る
に
此
れ
を
正
宗
の
中
に
説
く
時
は
、
説
相
粉
乱
す
る
が
故

に
序
正
の
得
益
を
一
経
の
末
に
至
り
て
、
一
処
に
都
べ
括
り
て
、

得
益
を
明
す
な
り
。
此
れ
結
集
家
、
或
い
は
翻
訳
家
、
是
の
如

く
成
ず
る
な
り
。

●
説
是
語
時
と
は
、
記
主
の
意
は
「
散
善
顕
行
縁
」
の
始
め
に

「
爾
時
世
尊
告
韋
提
希
汝
今
知
不
（
（15
（

」
と
い
う
従
り
、「
下
品
下

生
（
（15
（

」
に
至
る
ま
で
、
都
て
之
れ
を
持
ち
て
、「
説
是
語
時
」
と

曰
う
（
（15
（

。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
是
れ
経
中
の
如
来
言
説
の
始
め
よ
り

第
十
六
観
の
終
に
至
る
迄
を
指
す
。
此
れ
、
如
来
言
説
の
始
め

に
就
き
て
之
れ
を
配
す
『
記
』、
意
。
又
た
、
冏
公
の
意
は
、
一

部
の
始
終
を
指
し
て
「
説
是
語
時
」
と
曰
う
。
謂
わ
く
、
今
、

得
益
分
の
文
、
広
く
夫
人
・
侍
女
の
見
土
・
見
仏
・
得
忍
・
授

記
及
び
諸
天
発
心
等
を
挙
ぐ
る
に
、
之
れ
を
結
帰
し
て
「
説
是

語
時
」
と
云
う
（
（15
（

『
鈔
』
四
十
八
巻
、
卅
一
紙
。
両
師
の
御
釈
、
各
お
の

一
義
に
拠
る
。
敢
て
是
非
し
難
し
。
然
る
に
先
師
感
得
の
義
に

云
わ
く
、
今
、「
説
是
語
時
」
と
言
う
は
「
顕
行
縁
」
の
始
め

従
り
、「
爾
時
世
尊
告
韋
提
希
汝
今
知
不
（
（15
（

」
と
云
う
第
六
楼
観

を
尽
し
、
及
び
第
七
座
観
の
始
め
に
至
り
て
「
汝
等
憶
持
広
為

大
衆
分
別
解
説
（
（15
（

」
と
云
う
を
指
し
て
、「
説
是
語
時
」
と
曰
う
。

重
ね
て
意
に
云
わ
く
、
当
段
の
「
説
是
語
時
」
は
全
く
第
七
観
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に
在
る
所
の
「
説
是
語
時
」
を
此
の
得
益
分
に
持
ち
来
り
て
、

亦
た
重
ね
て
之
れ
を
説
き
て
「
説
是
語
時
」
と
云
う
。
然
ら
ば

則
ち
、
此
の
得
益
の
「
説
是
語
時
」
を
用
い
て
、
直
ち
に
第
七

観
の
始
め
の
「
広
為
大
衆
分
別
解
説
（
（15
（

」
を
続
け
て
解
す
べ
し
。

義
に
於
き
て
則
ち
足
れ
り
『
玄
記
』
六
巻
、
四
十
三
紙
。
粗
、
第
七
観
と
得
益

分
と
両
文
相
続［693b

］解
す
べ
き
の
旨
と
見
え
た
り
。
記
主
の
御
釈
、
冥
に
仏
意
に
契
う
。

尤
も
信
仰
す
べ
し
。
此
の
感
得
の
義
、
第
九
観
光
明
遍
照
の
文
、
感
得
と
同
時
な
り
。
次

下
の
「
廓
然
大
悟
」
も
亦
た
同
じ
（
（15
（

。

●
聞
仏
所
説
と
は
、
問
う
。「
光
台
現
国
（
（16
（

」
以
前
に
未
だ
仏
説

を
聞
か
ず
、
何
ぞ
仏
説
を
聞
き
き
て
後
、
極
楽
を
見
る
と
云
う

や
。
答
う
。「
聞
仏
説
」
と
は
、惣
じ
て
聞
経
を
挙
ぐ
。「
応
時
」

已
下
は
惣
じ
て
所
見
を
挙
ぐ
。
此
れ
乃
ち
正
し
く
聞
と
見
と
和

合
し
て
即
ち
法
忍
を
得
る
こ
と
を
明
す
。
是
れ
聞
と
見
と
の
前

後
を
分
別
す
る
に
非
ず
（
（16
（

『
記
』
の
問
答
。
答
う
。
意
の
云
わ
く
、

一
経
の
始
終
に
通
じ
て
、
惣
じ
て
聞
経
を
挙
ぐ
。
此
れ
惣
従
り

別
を
取
り
出
し
て
、「
聞
仏
説
」
と
云
う
。
若
し
爾
ら
ば
唯
、

国
土
を
見
る
を
以
ち
て
、
是
れ
色
塵
説
法
な
る
べ
き
や
。
謂
わ

く
、
今
は
聞
と
見
と
を
取
り
合
せ
て
無
生
法
忍
を
得
る
な
り
。

是
れ
聞
と
見
と
の
前
後
を
分
別
す
る
に
非
ず
。

●
応
時
即
見
極
楽
世
界
と
は
、
此
れ
亦
た
惣
従
り
別
を
取
り
出

し
て
、
惣
じ
て
聞
と
見
と
の
益
の
中
に
、
今
は
見
の
益
を
挙
ぐ

る
な
り
。
其
の
実
に
は
、
見
る
所
、
十
方
世
界
な
れ
ど
も
、
韋

提
、諸
仏
の
土
を
選
捨
し
、極
楽
を
選
取
す
る
方
に
約
し
て
、「
見

極
楽
」
と
云
う
。「
見
極
楽
」
と
は
、
欣
浄
縁
の
時
、
光
台
の

中
に
於
き
て
拝
見
し
た
ま
う
な
り
。

●
得
見
仏
身
及
二
菩
薩
と
は
、「
応
時
」
の
二
字
を
加
え
て
見

る
べ
し
。
夫
人
、
第
七
観
の
初
め
に
於
き
て
、
住
立
空
中
の
三

尊
を
見
た
て
ま
つ
る
な
り
。
此
の
処
に
、
上
の
「
聞
仏
所
説
」

の
語
を
持
ち
来
り
て
、
聞
と
見
と
合
せ
て
見
る
べ
し
。

●
心
生
歓
喜
等
と
は
、
此
の
時
の
模
様
は
、
夫
人
、
三
尊
を
拝

見
し
て
、
則
ち
、
喜
受
を
生
ず
。
其
の
時
、
接
足
作
礼
し
て
喜

受
を
生
ず
る
時
、
即
ち
、
忍
智
を
起
こ
し
て
無
生
忍
を
得
る
な

り
。
然
れ
ば
、
心
生
歓
喜
・
接
足
作
礼
・
廓
然
大
悟
の
此
の
三

は
実
に
同
時
な
り
上
来
ニ
弁
ズ
ル
ガ
如
し
。
第
九
観
「
光
明
遍
照
」
ノ
文
、
感
得

ノ
時
、
次
上
ノ
「
説
是
語
時
」
及
び
、
当
段
ノ
「
廓
然
大
悟
」
ノ
下
、
三
処
同
時
ニ
之
れ

ヲ
感
得
し
下
フ
な
り
。
先
師
ノ
口
説
、
濫
リ
ニ
筆
点
ニ
題
ス
ル
コ
ト
、
甚
だ
其
の
恐
れ
有
り
。
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然
り
ト
雖
も［694a

］且
つ
ハ
報
恩
ノ
為
、
且
つ
ハ
弘
通
の
為
、
口
説
の
趣
、
直
ち
ニ
之
れ

ヲ
記
録
し
畢
ル
。
其
の
有
信
の
人
、
之
れ
ヲ
崇
敬
シ
、
之
れ
ヲ
尊
重
ス
べ
シ
。
必
ず
や
不

信
邪
見
人
ニ
対
シ
テ
、
之
れ
ヲ
演
説
す
る
コ
ト
莫
レ
。

●
歎
未
曽
有
と
は
、
口
に
歎
じ
、
身
に
接
足
作
礼
し
、
意
に
大

悟
す
。
爾
る
に
上
の
第
七
観
に
、
只
、
身
業
の
礼
を
挙
げ
て
、

此
に
口
・
意
の
二
業
を
出
だ
す
。
実
に
は
三
業
同
時
な
る
の
み
。

●
廓
然
と
は
、
通
達
の
貌
、
謂
わ
く
未
悟
の
時
は
二
執
、
蔽
塞

す
。
今
、
歓
喜
を
生
ず
。
二
空
の
理
を
悟
る
が
故
に
、「
廓
然
」

と
云
う
。

●
得
無
生
忍
と
は
、
夫
人
の
得
忍
は
十
信
の
中
の
第
七
信
な
り
。

韋
提
は
垢
凡
の
女
質
な
れ
ど
も
勝
れ
た
る
上
機
の
人
な
る
が
故

に
、
第
七
信
の
無
生
を
得
る
な
り
。
記
主
の
云
わ
く
、「
夫
人

の
無
生
は
恐
ら
く
は
是
れ
七
信
な
ら
ん
や
（
（16
（

」。『
鈔
』
に
云
わ
く
、

「『
仁
王
経
（
（16
（

』
の
中
に
六
信
の
菩
薩
を
説
き
て
、〈
信
根
未
だ
立

せ
ず
、
其
の
位
、
猶
、
退
す
（
（16
（

〉
と
云
う
。
又
た
、
第
六
信
に
不

退
心
信
の
名
有
り
、
故
に
六
信
已
上
と
も
意
得
べ
き
か
（
（16
（

」
已
上
、

『
鈔
』
四
十
八
巻
、
卅
二
紙
。
按
ズ
ル
ニ
記
主
、
尚
オ
推
義
ノ
御
釈
な
り
。
故
に
「
恐
慮
」

の
言
有
り
。「
序
分
義
」
十
八
紙
（
（16
（

、『
同
記
』
三
巻
、
四
十
六
紙
（
（16
（

、
当
段
ノ
『
記
』
及
『
鈔
』、

併
せ
見
る
べ
し
。
扨
、
鎮
西
の
相
伝
に
序
分
示
観
縁
の
「
応
時
即

得
無
生
法
忍
（
（16
（

」
と
及
び
第
七
観
「
接
足
作
礼
（
（16
（

」
と
を
此
の
処
に

切
り
続
げ
て
見
る
べ
し
。

●
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
と
は
、「
言
う
所
の
発
心
、
多

く
は
初
信
に
在
り
。
韋
提
無
生
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
故
に
夫
人

の
無
生
は
、
恐
ら
く
は
、
是
れ
七
信
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
。
侍

女
の
発
心
は
、
応
に
是
れ
初
信
な
る
べ
し
（
（17
（

」
已
上
『
記
』。『
鈔
』

に
云
わ
く
、「
是
れ
亦
た
、
応
に
第
七
観
の
初
め
に
在
る
べ
し
。

『
疏
』
に
〈
覩
此
勝
相
（
（17
（

〉
と
云
う
が
故
に
（
（17
（

」
已
上
。
今
、
云
わ
く
。

侍
女
願
生
の
心
は
本
よ
り
発
る
。
已
に
次
上
に
「
韋
提
希
与
五

百
侍
女
（
（17
（

」
と
云
え
り
。
今
は
只
、
発
心
を
挙
ぐ
る
の
み
。

●
世
尊
悉
記
と
は
、
悉
と
は
韋
提
侍
女
を
指
す
。
即
ち
往
生
の

記
莂
を
授
く
る
な
り
。

●
諸
仏
現
前
三
昧
と
は
、
彼
の
国
に
生
じ
已
り
て
、
報
得
の
諸

根
、
常
に
諸［694b

］仏
を
見
る
。
修
習
を
仮
ら
ず
、
方
に
見
る
、

故
に
現
前
三
昧
と
名
づ
く
。
誾
師
の
『
釈
』、『
記
』
（
（17
（

所
引
。
或
い
は
、

諸
仏
、
目
前
に
現
在
す
、
故
に
現
前
と
名
づ
く
。
即
ち
、『
般

舟
経
』
に
「
三
昧
有
り
、
十
方
諸
仏
悉
在
前
立
と
名
づ
く
（
（17
（

」
と
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云
う
に
同
じ
已
上
。

●
無
量
諸
天
発
無
上
道
心
と
は
、
前
の
「
厭
苦
縁
（
（17
（

」
の
中
の
降

臨
す
る
所
の
、
釈
・
梵
・
護
世
の
諸
天
等
、
各
お
の
無
上
の
心

を
発
せ
り
。
扨
、
此
の
諸
天
、
何
れ
の
処
に
於
き
て
発
心
す
る

や
。
謂
わ
く
。
其
の
処
、
不
定
な
り
。「
序
」
の
第
三
厭
苦
縁

の
半
ば
已
来
、
散
善
已
上
の
間
に
発
心
す
る
な
ら
ん
や
。『
疏
』

に
「
七
種
の
希
奇
（
（17
（

」
を
明
す
。
彼
に
凖
じ
て
、
応
に
知
る
べ
し
。

今
、
具
さ
に
『
疏
』
の
文
を
出
し
て
曰
わ
く
、「
前
の
厭
苦
縁

の
中
に
、
釈
・
梵
・
護
世
の
諸
天
等
、
仏
に
王
宮
に
従
い
て
、

空
に
臨
み
て
法
を
聴
く
に
、
或
い
は
釈
迦
毫
光
の
転
変
を
見
、

或
い
は
弥
陀
金
色
の
霊
儀
を
見
、
或
い
は
九
品
往
生
の
殊
異
を

聞
き
、
或
い
は
定
散
両
門
、
倶
に
摂
す
る
こ
と
を
聞
き
、
或
い

は
善
悪
の
行
、
斉
し
く
帰
す
る
を
聞
き
、
或
い
は
西
方
浄
土
、

目
に
対
し
て
遠
き
に
非
ざ
る
こ
と
を
聞
き
、
或
い
は
一
生
専
精

に
志
を
決
す
れ
ば
、
永
く
生
死
と
流
れ
を
分
か
つ
こ
と
を
聞
く
。

此
れ
等
の
諸
天
、
既
に
如
来
の
広
く
希
奇
の
益
を
説
き
た
ま
う

を
聞
き
て
、
各
お
の
、
無
上
の
心
を
発
す
。
斯
れ
乃
ち
、
仏
は

是
れ
、
聖
中
の
極
み
な
れ
ば
、
語
を
発
す
れ
ば
、『
経
』
と
成
る
。

凡
惑
の
類
、
飡
を
蒙
る
に
、
能
く
之
れ
を
聞
く
も
の
を
し
て
、

益
を
獲
せ
し
む
（
（17
（

」
已
上
。
記
主
の
云
わ
く
、「
諸
教
の
定
む
る
所
、

悪
を
嫌
い
て
善
を
化
す
。
此
の
一
乗
教
の
み
、
尚
お
五
逆
を
摂

す
。
聖
道
の
出
離
は
、
定
ん
で
無
漏
を
発
し
て
、
方
に
生
死
を

越
ゆ
。
豈
に
此
の
『
経
』
の
定
・
散
両
門
、
倶
に
生
死
を
出
づ

る
に
、
斉
し
か
ら
ん
や
。
九
品
の
往
生
、
皆
、
是
れ
常
没
の
衆

生
な
り
。
即
ち
頓
中
の
頓
。
諸
経
に
闕
け
て
無
し
。
今
、
諸
天

発
心
の
由
致
と
す
。
細
し
く
「
所
聞
希
奇
の
法
」
を
挙
ぐ
る
な

り
（
（17
（

」
已
上
。『
疏
』・『
記
』、［695a

］両
処
の
御
釈
、
仰
ぎ
て
甘

心
す
べ
し
。
仰
ぎ
て
甘
心
す
べ
し
按
ず
る
に
、
諸
天
等
、
上
来
希
奇
の
益
を

得
。
発
心
す
る
こ
と
、
機
に
随
い
て
別
な
ら
ん
の
み
。
問
う
。
諸
天
も
亦
た
願

生
心
を
発
す
や
。
答
う
。
爾
な
り
。
侍
女
の
無
上
心
、
極
楽
に

生
ぜ
ん
と
願
ず
。
諸
天
の
発
心
、
何
ぞ
願
生
に
非
ざ
ら
ん
。
同

じ
く
浄
教
を
聞
け
り
。
更
に
何
の
別
有
ら
ん
。『
般
舟
讃
』
に

曰
わ
く
、「
釈
・
梵
・
護
世
、
空
に
臨
み
て
聴
く
。
亦
た
、
同

じ
く
安
楽
に
生
ぜ
ん
と
発
願
す
（
（18
（

」。
但
し
、『
経
』
に
説
か
ざ
る

は
、
文
、
略
し
て
無
き
の
み
已
上
、『
記
』
問
答
（
（18
（

。

大
文
第
四
に
、
流
通
分
の
下
。
流
は
謂
わ
く
、
流
布
。
通
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は
謂
わ
く
、
弘
通
。
譬
え
ば
、
水
、
流
れ
て
滞
る
こ
と
無
き
が

如
く
、
広
宣
流
布
す
。
今
、
如
来
、
密
室
に
於
き
て
発
起
韋
提

の
為
に
、
此
の
『
観
経
』
を
説
き
た
ま
う
。
即
ち
、
阿
難
に
勅

し
て
流
通
せ
し
む
。
是
れ
、
広
く
在
世
及
び
未
来
に
通
ず
る
な

り
。

●
爾
時
と
は
、
上
に
「
名
第
十
六
観
」
と
説
き
畢
わ
る
。
其
の

時
を
指
す
な
り
。

●
即
従
座
起
等
と
は
、
阿
難
、
請
を
致
さ
ん
と
欲
し
て
、
即
ち

座
従
り
起
つ
。
天
竺
・
漢
土
の
作
法
、
起
を
ば
即
ち
礼
法
と
す

る
な
り
。

●
前
白
仏
言
と
は
、
言
う
所
の
「
前
」
と
は
、
仏
前
を
指
す
。

二
足
、
三
足
、
前
へ
進
み
て
問
い
奉
る
。
亦
た
、
礼
法
な
り
。

此
の
時
、「
阿
難
、
仏
に
向
か
い
て
尼
師
壇
を
展
べ
て
長
跪
合

掌
す
。
是
れ
乃
ち
、
対
告
の
儀
、
亦
た
是
れ
流
通
付
属
の
相
な

り
（
（18
（

」『
述
㢡
記
』
一
巻
、
廿
九
紙
。

●
当
何
名
此
経
等
と
は
、
阿
難
の
請
問
に
両
端
あ
り
。
一
に
は

経
名
を
問
う
。
二
に
は
経
宗
を
問
う
。
経
名
は
宗
を
標
せ
ん
が

為
、
宗
は
依
行
せ
ん
が
為
な
り
。
弘
経
の
要
、
須
く
此
の
両
を

知
る
べ
し
『
揩
定
記
』「
散
」
十
一
巻
、
二
紙
（
（18
（

。
爾
れ
ば
初
め
は
能
詮
の

経
名
、
次
に
所
詮
の
要
法
な
り
。

●
此
経
名
観
乃
至
浄
除
業
障
等
と
は
、是
れ
上
の「
当
何
名
此
経
」

の
問
い
に
答
う
。
即
ち
仏
自
唱
の
題
な
り
。
諸
経
は
多
く
結
集

の
時
の
題
名
な
り
。
今［695b

］経
は
爾
ら
ず
。
扨
、
初
の
「
観

極
楽
」
等
は
観
の
体
に
約
す
。
此
れ
は
所
観
の
依
正
二
報
に
就

き
て
、
以
ち
て
経
名
を
立
つ
。
次
に
「
亦
名
浄
除
業
障
」
等
は
、

観
の
用
に
約
す
。
此
れ
は
定
観
の
滅
罪
生
善
の
利
益
に
就
き
て
、

以
ち
て
経
名
を
立
つ
。
体
・
用
、
別
な
る
が
故
に
、
以
ち
て
二

名
を
立
つ
。
倶
に
是
れ
韋
提
の
請
に
約
し
て
名
を
立
つ
。
故
に

此
の
題
、
定
善
に
局
り
て
散
善
に
通
ぜ
ず
。
惣
じ
て
之
れ
を
言

わ
ば
、
縦
い
題
名
は
一
経
の
始
終
に
亘
る
と
雖
も
、
必
ず
し
も

爾
ら
ず
。
况
や
今
『
経
』
の
散
善
は
、
仏
自
開
の
故
に
、
題
名

を
立
て
ざ
る
な
り
。
扨
、「
観
極
楽
国
土
」
は
依
報
六
観
に
約
し
、

「
無
量
寿
仏
」
は
第
九
観
に
約
し
、「
観
世
音
」
は
第
十
観
に
約

し
、「
大
勢
至
」
は
第
十
一
観
に
約
す
。

●
亦
名
浄
除
業
障
と
は
、
観
毎
に
、
滅
罪
生
善
を
説
く
故
に
。

●
生
諸
仏
前
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
前
な
り
。
弥
陀
と
言
わ
ざ
る
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こ
と
は
、
是
れ
、
諸
仏
等
同
の
辺
に
約
す
。
第
八
像
観
に
「
諸

仏
如
来
」
云
う
が
如
し
。

●
汝
当
受
持
等
と
は
、
上
の
「
云
何
受
持
」
の
問
い
に
答
う
。

是
れ
、
云
何
受
持
の
問
を
答
う
と
雖
も
、
意
、
前
の
経
名
及
び

所
標
の
宗
法
を
受
持
じ
せ
し
む
。
此
の
二
句
の
意
、
下
の
諸
句

に
通
ず
。
勧
持
定
善
も
、
勧
持
念
仏
も
、
付
属
持
名
も
、
正
し

く
云
何
受
持
を
答
う
る
故
な
り『
揩
定
記
』「
散
」十
一
巻
、三
紙
の
意
（
（18
（

。「
受

持
」
と
は
、
霊
芝
の
云
わ
く
、「
信
力
の
故
に
受
け
、
念
力
の

故
に
持
す
。
既
に
受
け
、
且
つ
持
す
。
則
ち
忘
失
無
し
（
（18
（

」
已
上
。

●
行
此
三
昧
と
は
、
自
下
は
定
善
を
勧
持
す
。
即
ち
是
れ
、
上

の
此
法
の
要
に
答
う
。
観
称
二
種
の
三
昧
有
り
と
雖
も
、
先
づ

定
観
を
勧
む
。
故
に
「
行
此
」
と
云
う
。
是
れ
、
定
善
流
通
な

り
。
言
う
所
の
定
観
は
、
広
く
十
三
観
を
指
す
。
別
し
て
は
一

仏
二
菩
薩
を
観
ず
る
な
り
。
今
の
文
意
の
云
わ
く
、［696a
］只
、

受
持
す
る
分
に
て
は
、
観
、
成
就
せ
ず
。
方
軌
の
如
く
行
ず
れ

ば
、
必
ず
成
就
す
る
が
故
に
、
之
れ
を
行
ぜ
よ
と
勧
む
る
な
り
。

扨
、
已
下
、
流
通
に
三
有
り
。
一
に
は
定
善
を
勧
持
し
、
二
に

は
念
仏
を
勧
持
し
、
三
に
は
念
仏
を
付
属
す
。
当
段
は
即
ち
勧

持
定
善
な
り
。

●
現
身
得
見
等
と
は
、
現
在
身
に
於
き
て
無
量
寿
仏
等
を
見
る

こ
と
を
得
。
是
れ
正
報
観
の
中
に
勝
れ
た
る
三
観
を
出
だ
す
。

「
得
見
」
と
は
、
観
成
就
の
見
な
り
。

●
善
男
子
善
女
人
と
は
、
是
れ
観
行
の
機
を
挙
ぐ
る
な
り
。

●
但
聞
仏
名
等
と
は
、
此
の
聞
名
と
観
念
と
比
挍
し
て
勝
る
こ

と
を
顕
し
て
観
を
勧
む
る
な
り
。
但
聞
と
は
、
信
聞
有
る
人
な

り
。
信
力
を
以
ち
て
、
念
ず
る
故
に
、
聞
き
て
信
を
発
す
を
聞

と
云
う
。
単
聞
に
非
ざ
る
な
り
。
問
う
。
三
経
の
説
、
今
家
の

意
、
処
処
、
皆
、
称
名
念
仏
を
以
ち
て
、
最
勝
の
行
と
す
。
今
、

何
ぞ
還
り
て
聞
名
を
以
ち
て
劣
と
為
す
や
。
答
う
。
一
に
は
、

云
わ
く
、
如
来
の
説
教
は
、
機
に
随
い
縁
に
逗
し
て
、
或
い
は

毀
り
、
或
い
は
讃
じ
て
、
其
の
相
不
定
な
り
。
今
は
、
定
を
流

通
す
る
が
故
に
此
の
比
挍
有
る
な
り
。「
一
に
は
云
わ
く
、
今
、

聞
名
と
言
う
は
、必
ず
し
も
本
願
の
口
称
三
昧
に
は
あ
ら
ず
。只
、

是
れ
三
尊
の
名
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
未
だ
称
念
に
及
ば
ず
。

故
に
、
以
ち
て
比
況
す
。
問
う
。
若
し
、
称
念
せ
ず
し
て
、
唯
、

名
を
聞
く
者
、
何
が
故
ぞ
能
く
多
劫
の
罪
を
滅
す
る
や
。
答
う
。
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『
智
論
』
の
三
十
四
に
云
わ
く
、〈
有
る
仏
は
衆
生
、
名
を
聞
き

て
道
を
得
る
者
あ
り
。
是
の
仏
に
為
る
が
故
に
、
説
き
て
、
我
、

作
仏
の
時
、
其
の
名
を
聞
き
、
皆
、
得
度
せ
し
む
〉
と
言
う
（
（18
（

」

云
云
。
已
上
『
記
』
の
問
答
（
（18
（

。
今
、
加
釈
し
て
云
う
。「『
華
厳
』
法
幢

菩
薩
の
偈
に
云
わ
く
、「
若
し
諸
衆
生
有
り
て
未
だ
菩
提
心
を

発
さ
ず
。
一
つ
も
、
仏
名
を
聞
く
こ
と
を
得
れ
ば
、
決
定
し
て

菩
提
を
成
す
と
（
（18
（

」
已
上
『
玄
記
』
六
巻
四
十
一
紙
、
所
引
。『
大
集
念
仏
三

昧
経
』
神
通
品
に
云
わ
く
、「
但
、
能
く
耳
に
此
の
三［696b

］

昧
の
名
を
聞
く
。
仮
令
、
説
か
ず
、
誦
ま
ず
、
受
け
ず
、
持
た

ず
、
修
め
ず
、
習
わ
ず
、
他
の
為
に
転
ぜ
ず
、
他
の
為
に
説
か

ず
、
亦
復
た
、
広
く
分
別
し
て
釈
す
る
こ
と
能
わ
ず
と
も
、
然

も
彼
の
諸
善
男
子
・
善
女
人
、
皆
、
当
に
次
第
に
阿
耨
菩
提
を

成
就
す
と
（
（18
（

」
已
上
。『
要
集
』
下
本
、七
紙
。
之
れ
を
引
く
（
（19
（

。
当
に
知
る
べ
し
。

聞
名
、
亦
た
滅
罪
有
り
。

●
何
況
憶
念
と
は
、
観
察
し
て
忘
れ
ざ
る
な
り
。

●
若
念
仏
者
、
是
れ
従
り
已
下
、
生
諸
仏
家
に
至
る
已
来
は
、

勧
持
念
仏
、
即
ち
散
善
の
流
通
な
り
。
蓋
し
、
散
善
の
中
に
万

行
有
り
と
雖
も
、
如
来
、
随
自
意
の
本
意
に
望
み
て
称
名
念
仏

を
勧
持
流
通
し
た
ま
う
な
り
。
然
る
に
経
の
文
勢
を
見
る
に
、

次
上
に「
何
況
憶
念
」と
云
う
。
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。「
若
念
仏
」

と
は
、
次
上
の
憶
念
を
牒
す
る
な
る
べ
し
。
然
ら
ば
、
則
ち
此

の
念
仏
と
は
、
観
仏
と
見
ゆ
る
が
故
に
、
元
照
等
の
師
、
皆
、

定
善
に
属
す
。
其
の
義
尤
も
当
経
の
文
に
允
つ
。
今
家
の
判
釈
、

還
り
て
齟
齬
す
る
に
似
た
り
。
然
り
と
雖
も
、
此
の
念
仏
、
称

名
に
非
ず
ん
ば
、叶
わ
ざ
る
道
理
あ
り
。
之
れ
に
依
り
て
、『
記
』

に
三
段
の
会
釈
有
り
。
謂
わ
く
、「
凡
そ
此
の
『
経
』
の
流
通

に
即
ち
三
段
有
り
。
一
に
は
定
善
の
流
通
、
謂
わ
く
〈
行
此
三

昧
〉
の
下
、〈
憶
念
〉
に
至
る
の
文
、
是
れ
な
り
。
二
に
は
、

念
仏
の
流
通
、
謂
わ
く
〈
若
念
仏
〉
の
下
、〈
仏
家
〉
に
至
る

の
文
、
是
れ
な
り
。
三
に
は
、
念
仏
の
付
属
、
謂
わ
く
〈
仏
告
〉

の
下
の
文
、
是
れ
な
り
。
前
の
二
は
、
勧
持
、
後
の
一
は
、
付

属
な
り
。
此
の
文
旨
に
由
る
が
故
に
、
憶
念
と
は
、
則
ち
是
れ

観
念
な
り
。
若
念
仏
と
は
、
即
ち
口
称
な
り
。
全
く
上
の
憶
念

を
指
し
て
〈
若
念
仏
者
〉
と
言
う
に
は
非
ず
。
此
れ
乃
ち
念
は
、

観
・
称
に
通
ず
。
故
に
上
下
の
念
、
其
の
義
異
な
り
」
已
上
、『
記
（
（19
（

』。

其
の
上
、
今
、
今
家
の
意
を
推
す
る
に
別
に
深
意
有
り
。
其
の
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深
意
と
は
、
謂
わ
く
観
仏
の
利
益
は
、
既
に
上
の
普
観
の
処
に

「
無
量
寿［697a

］仏
化
身
無
数
観
世
音
大
勢
至
常
来
至
此
行
人

之
所
（
（19
（

」
と
云
う
。
其
の
義
、
説
き
畢
わ
る
。
然
る
に
、
今
、
亦

た
観
仏
の
益
を
説
く
と
言
わ
ば
、
恐
ら
く
は
、
重
説
の
過
失
有

ら
ん
。
何
ぞ
更
に
之
れ
を
説
か
ん
。
况
や
、
亦
た
『
経
』
の
現

文
、
見
拠
有
り
。「
若
念
仏
者
」
を
観
仏
と
見
る
と
き
は
、
則

ち
次
下
の
「
為
其
勝
友
」
の
文
迄
に
懸
か
る
。
若
し
、
爾
れ
ば

上
の
普
観
の
処
に
も
「
観
世
音
大
勢
至
常
来
此
至
行
人
之
所
」

と
云
う
。
今
、
亦
た
「
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
為
其
勝
友
」

と
云
う
。
是
れ
繁
重
の
説
と
成
る
。
経
文
分
明
に
両
処
に
利
益

を
挙
ぐ
。
是
れ
を
以
ち
て
、
見
る
と
き
は
則
ち
当
段
の
念
仏
、

口
称
な
る
こ
と
顕
然
な
り
。
釈
文
無
し
と
雖
も
、
道
理
必
然
な

り
。「
毎
夜
夢
中
常
有
一
僧
而
来
指
授
玄
義
科
文
（
（19
（

」。
何
ぞ
卒
爾

な
ら
ん
や
。
此
れ
等
の
義
を
以
ち
て
、『
証
定
』
の
妙
釈
、
仰

ぐ
べ
し
。
信
ず
べ
し
。
惣
じ
て
今
家
は
文
相
に
依
ら
ず
、
只
、

義
を
以
ち
て
釈
義
を
成
じ
た
ま
う
。
意
得
置
く
べ
き
事
な
り
。

●
当
知
此
人
と
は
、
是
れ
称
名
念
仏
の
行
者
を
指
す
。

●
是
人
中
分
陀
利
華
と
は
、「
人
中
の
好
華
と
名
づ
け
、
亦
た

は
希
有
華
と
名
づ
け
、
亦
た
は
人
中
の
上
上
華
と
名
づ
け
、
亦

た
は
人
中
の
妙
好
華
と
名
づ
く
」。「
若
し
念
仏
す
る
者
は
、
即

ち
是
れ
人
中
の
好
人
、
人
中
の
妙
好
人
、
人
中
の
上
上
人
、
人

中
の
希
有
人
、
人
中
の
最
勝
人
な
り
（
（19
（

」
已
上
、『
疏
』。
言
う
こ
こ

ろ
は
、分
陀
利
は
華
中
の
最
上
、之
れ
に
勝
れ
た
る
華
無
し
。
今
、

念
仏
の
行
者
は
、
人
中
の
最
勝
人
な
り
。
既
に
所
持
の
名
号
、

法
体
、
勝
る
が
故
に
、
能
持
の
人
も
亦
た
、
勝
る
。
故
に
「
人

中
分
陀
利
華
」
と
云
う
。
言
う
所
の
分
陀
利
華
と
は
、「
此
の
華
、

相
い
伝
え
て
蔡
華
と
名
づ
く
（
（19
（

」。『
大
日
経
疏
』
第
十
五
に
曰
わ

く
、「
三
蔵
の
説
く
西
方
の
蓮
華
に
多
種
有
り
。［697b

］分
荼

利
迦
華
に
百
葉
有
る
べ
し
。
百
葉
、
相
い
承
け
て
円
整
可
愛
な

り
。
最
も
外
の
葉
は
、
極
め
て
白
し
。
漸
く
内
に
向
く
。
色
、

漸
く
微
く
黄
な
り
。
乃
至
、
最
も
内
に
在
る
者
は
、
萼
の
色
と

相
い
近
し
。
此
の
華
、
極
め
て
香
ば
し
。
昔
、
琉
璃
王
、
釈
女

を
害
す
る
時
、
大
迦
葉
、
阿
耨
達
池
に
於
き
て
、
此
の
華
を
取

り
て
、
八
功
徳
水
を
裹
み
て
之
れ
を
諸
女
に
灑
ぐ
に
、
身
心
、

安
楽
な
る
こ
と
を
得
。
命
終
し
て
天
に
生
ず
。
是
れ
に
因
り
て

華
を
池
に
投
ず
る
に
、
遂
に
種
と
成
り
て
、
今
に
至
り
て
、
猶
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お
、
之
れ
有
り
。
華
、
太
は
だ
可
愛
に
し
て
一
尺
余
な
り
（
（19
（

」『
記
』

并
び
に
『
合
讃
』
所
引
（
（19
（

。
私
に
云
わ
く
、
蕚
は
花
下
の
柎
な
り
。
蘂
は
花
の
心
鬚
な
り
。

花
の
外
を
萼
と
曰
う
。
花
の
内
を
蘂
と
曰
う
。
柎
は
花
萼
の
足
な
り
。

●
観
世
音
菩
薩
等
と
は
、
今
、
云
わ
く
、
二
菩
薩
を
挙
ぐ
と
雖

も
、
仏
も
亦
た
来
現
し
た
ま
う
。
経
文
は
略
の
み
。

●
為
其
勝
友
と
は
、『
小
経
』
の
説
に
依
れ
ば
、
則
ち
六
方
諸

仏
の
護
念
な
り
。『
疏
』
に
釈
し
て
「
専
ら
弥
陀
の
名
を
念
ず

る
者
は
、
即
ち
観
・
至
、
常
に
随
い
て
影
護
し
た
ま
う
こ
と
、

亦
た
親
友
知
識
の
如
し
（
（19
（

」
と
云
え
り
。『
疏
』
は
経
文
消
釈
の

前
な
る
が
故
に
、
亦
た
仏
を
略
す
。
実
に
は
一
仏
二
菩
薩
の
護

念
な
り
。『
観
念
門
』
の
現
生
護
念
増
上
縁
、
源
、
是
れ
従
り

釈
出
せ
り
。『
観
念
法
門
』
に
曰
わ
く
、「
第
十
二
観
の
中
に
説

き
て
云
う
が
如
き
、
無
量
寿
仏
、
無
数
の
化
仏
を
化
作
し
、
観

音
・
大
勢
至
、
亦
た
無
数
の
化
身
を
作
し
て
、
常
に
此
の
行
人

の
所
に
来
至
し
た
ま
う
。
亦
た
是
れ
現
生
護
念
増
上
縁
な
り
。

又
た
『
観
経
』
の
下
の
文
の
如
く
、
若
し
人
有
り
て
至
心
に
常

に
阿
弥
陀
仏
及
び
二
菩
薩
を
念
ず
れ
ば
、
観
音
・
勢
至
、
常
に

行
人
の
与
に
勝
友
・
知
識
と
作
り
て
、
随
逐
影
護
し
た
ま
う
。

此
れ
亦
た
是
れ
現
生
護
念
増
上
縁
な
り
（
（19
（

」。

●
当
坐
道
場
生
諸
仏
家
と
は
、
道
場
と
は
仏
果
の
異
名
な
り
。

道
を
梵
に
菩
提
と
云
う
。
即
ち
仏
果
菩
提
の
智
を
指
し
て
道
と

曰
う
。
既
に［698a

］四
智
を
藉
り
て
、
涅
槃
の
理
に
至
る
を
、

道
と
曰
う
。
是
れ
最
後
品
の
無
明
を
断
じ
て
、
之
れ
を
得
る
な

り
。
場
と
は
、
猶
の
処
ご
と
き
な
り
。
得
道
の
処
を
名
け
て
道

場
と
曰
う
。
麦
を
治
む
る
処
を
名
て
麦
場
と
為
す
が
如
し
。
惣

じ
て
五
穀
を
治
む
る
処
を
場
と
云
う
。
故
に
今
、
二
種
生
死
の

糠
粃
を
払
い
去
り
て
、
仏
果
菩
提
の
米
を
取
る
。
故
に
場
と
曰

う
な
り
。
坐
と
は
、
菩
提
樹
下
に
仏
道
を
得
る
処
を
之
れ
を
名

づ
け
て
坐
と
す
。
爾
れ
ば
、
畢
竟
、
得
道
の
場
を
坐
道
場
と
曰

う
な
り
。

●
生
諸
仏
家
と
は
、
諸
仏
等
同
の
辺
に
約
し
て
、
極
楽
を
以
ち

て
諸
仏
家
と
名
づ
く
な
り
。
今
、文
意
、『
疏
』
に
曰
わ
く
、「
今

生
、
既
に
此
の
益
を
蒙
れ
ば
、
命
を
捨
て
て
即
ち
諸
仏
の
家
に

入
る
。
即
ち
浄
土
、
是
れ
な
り
。
彼
に
到
れ
ば
、
長
時
に
法
を

聞
き
て
、
歴
事
供
養
す
。
因
、
円ま

ど
かに
、
果
、
満
ず
。
道
場
の
座
、

豈
に
賖
な
ら
ん
や
（
（20
（

」
已
上
。
若
し
爾
ら
ば
「
往
生
已
後
、
方
に
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仏
果
を
成
ず
る
を
、
応
に
生
諸
仏
家
当
坐
道
場
と
云
う
べ
し
。

謂
わ
く
、
大
乗
の
本
意
、
仏
果
を
期
す
る
に
在
り
。
是
の
故
に
、

先
づ
当
坐
道
場
を
明
す
。
所
期
を
知
り
已
り
て
応
に
径
路
を
求

む
べ
し
。
是
の
故
に
次
に
生
諸
仏
家
と
説
く
。
此
れ
乃
ち
怯
弱

の
機
、
浄
土
に
生
ぜ
ず
ん
ば
、
設
い
沙
劫
を
経
と
も
、
仏
果
証

し
難
し
。
若
し
浄
土
に
生
ず
れ
ば
、
修
行
任
運
な
り
。
無
上
の

仏
果
、
豈
に
賖
な
り
と
為
ん
や
（
（20
（

」
已
上
、『
記
』。
更
に
一
説
有
り
、

経
は
証
道
に
約
し
て
、
果
従
り
因
に
向
か
う
。
釈
は
教
道
に
約

し
て
、
因
従
り
果
に
向
う
。
良
に
頓
教
一
乗
の
因
果
円
融
行
布

二
門
案
立
す
る
に
由
る
。
是
に
知
り
ぬ
、
経
・
釈
、
亦
た
相
違

無
き
こ
と
を
已
上
。
扨
、
是
の
如
く
、
先
づ
果
を
挙
げ
て
次
に

因
を
示
す
事
は
、
衆
生
は
多
欲
な
る
者
、
故
に
果
を
見
ず
、
因

を
修
せ
ず
。
是
を
以
ち
て
因
果
前
後
し
て
之
れ
を
説
く
此
の
所
ニ

テ
世
間
の
手
代
・
奉
公
人
の
譬
有
り
（
云
云
）。
扨
、
今
の
坐
道
場
と
い
う
は
、

是
れ［698b

］究
竟
成
仏
を
指
す
。
分
の
成
道
に
は
非
ず
。
爾

れ
ば
亦
た
、
得
生
已
後
、
直
に
成
仏
と
云
う
に
非
ず
。
経
文
の

「
当
」
の
字
、
即
ち
此
の
意
な
り
。「
当
」
は
コ
ン
ド
ト
云
う
気

味
ニ
テ
、
当
来
の
事
な
り
。
極
楽
は
早
作
仏
の
国
な
る
が
故
に
、

得
生
す
る
と
。
頓
に
て
成
仏
に
至
る
と
い
う
な
り
。
然
る
に
中

古
の
義
、「
当
坐
」
と
言
う
を
、
即
坐
の
意
に
見
て
、
往
生
即

成
仏
と
云
う
。
此
の
義
、
甚
だ
謬
れ
り
。
尚
お
、
次
に
弁
ず
べ

し
。
扨
、『
浄
土
論
』
に
極
楽
を
大
義
門
（
（20
（

と
云
う
、
即
ち
此
の

義
な
り
。
大
義
と
は
成
仏
な
り
。
謂
わ
く
、
大
義
を
証
せ
ん
と

欲
す
れ
ば
、
先
づ
大
義
門
に
入
る
べ
し
。
極
楽
は
是
れ
大
義
に

至
る
門
な
り
。
当
坐
道
場
門
と
は
、
生
諸
仏
家
な
り
。
言
う
こ

こ
ろ
は
、
極
楽
は
径
路
に
し
て
チ
カ
ミ
チ
ナ
レ
バ
早
作
仏
せ
ん

と
欲
せ
ば
浄
土
に
生
ず
べ
し
。
応
に
知
る
べ
し
。
扨
、
関
東
の

論
議
に
、「
当
坐
道
場
」
を
悪
敷
く
意
得
る
こ
と
有
り
。
此
れ
、

謬
り
て
『
伝
通
記
』
を
見
て
論
ず
る
事
な
り
。
凡
そ
道
場
を
言

う
に
就
き
て
、
応
身
は
摩
訶
陀
国
、
畢
波
羅
樹
の
下
是
れ
応
化
道

場
な
り
、
報
身
は
摩
醯
首
羅
智
所
城
是
れ
真
実
道
場
な
り
。
摩
醯
首
羅
智
所

城
ト
は
、
十
地
究
竟
菩
薩
、
将
に
正
覚
ヲ
成
ぜ
ん
と
す
る
の
時
、
仏
位
を
受
け
ン
ガ
為
に

必
ず
色
究
竟
天
ニ
生
在
ス
。
仏
、
彼
の
為
に
自
在
宮
ヲ
現
ズ
ル
ヲ
摩
醘
首
羅
智
所
城
と
名

づ
く
。
是
れ
、
他
受
用
の
浄
土
な
り
。『
入
大
乗
論
』
第
四
に
云
わ
く
、「
摩
醘
首
羅
智
所

城
の
成
道
は
報
身
な
り
。
百
億
国
に
出
て
仏
事
を
作
す
。
化
身
と
云
う
（
（20
（

。」『
百
法
」
八
巻

三
十
紙
（
（20
（

。『
法
事
記
』
下
廿
二
紙
（
（20
（

。
法
身
、
処
処
無
し
。
然
る
に
『
記
』



497　観無量寿経随聞講録巻下之二　書き下し

研究ノート

に
応
化
の
道
場
、
真
実
の
道
場
の
二
種
有
り
と
釈
す
。
応
化
の

道
場
と
は
、
謂
わ
く
、
中
印
摩
訶
陀
国
菩
提
樹
下
金
剛
坐
上
、

是
れ
を
道
場
と
名
づ
く
と
な
り
。
真
実
の
道
場
は
、
謂
わ
く
、

機
根
熟
す
れ
ば
時
処
を
簡
ば
ず
、
内
に
仏
果
を
証
す
れ
ば
、
天

上
天
下
山
林
河
海
、
道
場
に
非
ず
と
い
う
こ
と
莫
し
（
（20
（

。
此
の
真

実
道
場
を
見
謬
り
て
、
経
文
の
「
当
坐
」
と
い
う
も
、
即
坐
の

義
を
存
す
。
若
し
、
即
坐
と
見
れ
ば
、
則
ち
、『
疏
』
の
釈
に

相
違
す
。
既
に
『
疏
』
に
「［699a
］彼
に
到
れ
ば
長
時
に
法

を
聞
き
て
歴
事
供
養
す
。
因
、
円
に
、
果
、
満
ず
（
（20
（

」
と
云
う
果

満
ハ
摩
醯
首
羅
智
所
城
ヲ
指
す
。
此
の
釈
を
以
ち
て
、
知
り
ぬ
、「
当
」

と
言
う
は
、
当
来
の
事
な
り
。
爾
る
に
「
即
坐
」
と
云
う
義
、

大
い
に
非
な
り
。
此
れ
は
是
れ
、『
記
』
に
、
真
実
道
場
此
れ
、

摩
醯
首
羅
智
所
城
を
指
す
の
義
を
判
じ
た
ま
う
。
語
の
立
様
の
悪
敷
故

に
、
学
者
多
く
此
れ
に
迷
う
。
元
来
、
応
化
道
場
に
就
き
て
、

真
実
道
場
の
義
を
談
ず
る
事
な
り
。
况
や
、
又
た
、「
八
歳
の

竜
女
は
即
身
を
海
底
の
風
に
悟
り
、
四
果
の
鷲
子
は
、
得
忍
を

耆
崛
の
月
に
顕
す
。
即
ち
其
の
類
な
り
（
（20
（

」
と
。
此
れ
等
も
、
皆
、

分
の
成
道
に
し
て
、
究
竟
の
成
道
に
非
ず
。『
記
』
所
引
の
浄

影
通
局
の
釈
も
亦
た
此
の
意
な
り
私
に
云
わ
く
、
釈
の
意
、
真
実
道
場
に
通

局
有
り
。
其
の
中
に
、
局
ハ
則
ち
末
後
ノ
金
剛
三
昩
、
親
し
ク
仏
徳
ヲ
生
じ
是
れ
究
竟
ノ

道
場
ト
云
う
。
今
家
の
意
、
究
竟
ヲ
指
す
。
既
に
竜
女
・
鷲
子
、
尚
お
、
漸

く
初
住
の
成
仏
な
り
。
况
や
今
時
の
凡
夫
、
口
称
の
端
的
、
両

鏡
相
映
し
て
、
中
に
影
像
無
く
、
仏
面
と
や
云
わ
ん
、
祖
面
と

や
云
わ
ん
抔な

ど
、
究
竟
仏
果
に
斉
し
か
ら
し
む
。
此
れ
、
甚
だ
僻

見
な
り
。
恐
る
べ
し
、
恐
る
べ
し
『
記
』
ニ
竜
女
・
鷲
子
ノ
成
仏
ヲ
古
来
ヨ

リ
究
竟
仏
果
ノ
様
ニ
見
来
ル
ガ
故
に
学
者
、
多
く
誤
ル
事
な
り
。
但
し
、
竜
女
ガ
成
道
ハ

初
住
か
、
妙
覚
か
ノ
事
、
彼
の
宗
ノ
論
議
な
り
。
初
住
ト
定
め
、
古
従
り
、
様
様
、
文
証

ヲ
出
ス
。
然
ル
ニ
元
祖
大
師
、
竜
女
ガ
成
道
、
初
住
ニ
非
ズ
ト
鎮
西
ヘ
相
伝
エ
た
ま
ウ
。

此
の
事
、『
念
仏
名
義
集
』
中
、
十
三
紙
（
（20
（

ニ
出
づ
。
然
ル
ニ
彼
の
宗
の
章
疏
及
び
『
名
義
集
』、

併
見
し
、
意
得
解
す
可
し
。

●
仏
告
阿
難
等
と
は
、自
下
は
付
属
念
仏
な
り
。「
付
属
」
と
は
、

『
韻
会
』
并
び
に
『
字
彙
』
に
「
付
」
は
「
授
な
り
（
（21
（

」。『
字
彙
』

に
「
属
」
は
「
付
な
り
。『
六
書
正
譌
』
に
別
し
て
嘱
と
作
す

は
非
な
り
（
（21
（

」。
二
字
共
に
「
授
」
な
り
。
譬
え
ば
、世
間
の
父
母
、

金
銀
財
宝
を
以
ち
て
之
れ
を
一
子
に
授
与
す
る
が
如
し
。
今
、

一
経
の
要
法
を
、悉
く
阿
難
に
付
属
し
下
う
な
り
。爾
る
に
、定・
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散
、
倶
に
付
属
す
べ
き
を
、
念
仏
独
り
付
属
し
下
ま
う
事
は
、

此
の
一
『
経
』
の
大
綱
、
斯
に
顕
わ
る
れ
ば
な
り
。『
疏
』
に

曰
わ
く
、「
正
し
く
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
、
遐
代
に
流
通

し
下
ま
う
こ
と
を
明
す
。
上
来
、
定
・
散［699b

］両
門
の
益

を
説
く
と
雖
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
れ
ば
、
意
、
衆
生
を
し
て

一
向
に
専
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
在
り
（
（21
（

」。
夫
れ
、

法
蔵
の
本
願
は
、
廃
立
を
以
ち
て
建
て
た
ま
う
。
謂
わ
く
、
諸

仏
願
海
の
中
に
於
き
て
、
選
ん
で
称
名
本
願
を
建
つ
。
今
、
亦

た
釈
迦
の
仏
意
、
定
・
散
及
び
万
行
を
説
き
た
ま
う
と
雖
も
、

非
本
願
の
行
を
廃
し
て
、
本
願
の
称
名
の
み
を
付
属
し
た
ま
う
。

知
り
ぬ
、
廃
立
の
義
、
此
の
文
に
起
こ
る
こ
と
、
明
ら
け
し
。

爾
る
に
、
釈
迦
仏
の
本
意
に
立
て
て
見
る
と
き
は
、
則
ち
此
の

『
観
経
』
一
会
は
、
唯
、
是
れ
念
仏
な
り
。
唯
、
是
れ
念
仏
な

る
が
故
に
、
念
仏
を
ば
宗
と
す
る
の
み
此
れ
は
、
今
家
の
意
な
り
。
若
し

鸞
師
の
意
に
依
ら
ば
、
唯
、
是
れ
念
仏
な
る
が
故
に
、
此
の
「
経
体
」
は
即
ち
称
名
念
仏

な
り
。
元
祖
の
云
わ
く
、「
此
れ
は
是
れ
、
至
極
最
要
の
文
な
り
。

念
仏
の
行
者
、尤
も
肝
に
染
む
べ
し
と
の
み
（
（21
（

」。
弁
師
の
曰
わ
く
、

「
然
る
に
、
此
の
『
観
経
』、
仏
の
随
自
意
に
約
せ
ば
、
但
、
是

れ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
是
の
故
に
、
仏
名
を
以
ち
て
阿
難

に
付
属
し
た
ま
う
な
り
。之
れ
に
依
り
て
、善
導
の
云
わ
く
、〈
望

仏
本
願
意
在
衆
生
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
（
（21
（

〉
と
。
智
人
は
智
人
を

知
る
。
是
の
故
に
、
釈
迦
の
智
人
有
り
て
、
弥
陀
の
智
人
、
其

の
名
号
を
以
ち
て
、
徃
生
の
本
願
と
す
る
こ
と
を
知
る
。
故
に
、

阿
難
に
対
し
て
、
此
の
『
経
』
を
流
通
し
下
う
の
時
、
弥
陀
の

名
号
を
付
属
し
た
ま
う
な
り
（
（21
（

」
已
上
。
望
西
楼
『
選
択
大
綱
』
下
巻
、

三
十
七
紙
に
云
わ
く
、「
浄
土
宗
に
於
き
て
、
宗
義
を
立
つ
る
こ

と
は
、
源
と
、
当
章
の
『
経
』
及
び
釈
文
に
依
る
、
縡
、
是
れ

甚
深
な
り
。
聊
爾
す
べ
か
ら
ず
。
伝
え
聞
く
、
黒
谷
の
上
人
、

月
輪
禅
定
殿
下
に
参
向
た
ま
い
し
の
時
、
住
山
の
者
有
り
て
、

参
会
せ
り
。
問
う
て
云
わ
く
、
浄
土
宗
を
立
つ
る
や
。
答
え
て

曰
わ
く
、
然
り
。
又
た
問
い
て
云
わ
く
、
何
れ
の
『
経
』・『
釈
』

に
付
て
、
之
を
立
つ
る
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
付
属
の
文
に
就

き
て
之
れ
を
立
つ
な
り
。
又
た
問
い
て
云
わ
く
、
何
ぞ
、
但
だ

一
文
に
依
り
て
宗
義
を
立
つ
る
や
と
。
爾
の
時
、
上［700a

］人
、

微
笑
し
て
言
わ
ず
。
問
者
、
帰
山
し
て
、
宝
地
房
の
法
印
証
真

に
語
り
て
云
わ
く
、「
法
然
房
は
、
返
答
に
及
ば
ず
」
と
。
法
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印
の
云
わ
く
、「
彼
の
上
人
、
言
わ
ざ
る
は
、
不
足
の
言
に
処

す
る
故
な
り
」
と
。
之
れ
を
以
ち
て
、
之
れ
を
案
ず
る
に
、
宗

義
を
成
立
す
る
こ
と
、
唯
、
此
の
文
に
在
り
。
故
に
下
に
結
し

て
云
わ
く
、「
当
に
知
る
べ
し
。
随
他
の
前
に
は
、
暫
ら
く
定・

散
の
門
を
開
く
と
雖
も
、
随
自
の
後
に
は
、
還
り
て
定
・
散
の

門
を
閉
ず
。
一
た
び
開
き
て
以
後
は
、永
く
閉
ざ
さ
ざ
る
は
、唯
、

是
れ
、
念
仏
の
一
門
な
り
。
弥
陀
の
本
願
・
釈
尊
の
付
属
、
意

は
此
れ
に
在
り
。
此
の
宗
は
、
既
に
是
れ
弥
陀
の
教
な
り
。
宗

義
を
立
つ
る
時
、
豈
に
弥
陀
本
願
の
意
に
背
か
ん
や
。
是
こ
を

以
ち
て
、
釈
尊
は
唯
、
仏
名
を
の
み
付
属
し
下
う
。
自
・
余
の

諸
行
は
、
本
願
に
非
ず
。
故
に
、
応
に
説
く
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、

或
い
は
性
習
に
随
い
、
或
い
は
念
仏
を
顕
わ
さ
ん
が
為
に
、
且

く
之
れ
を
説
く
。
夫
れ
、観
仏
を
宗
と
為
る
こ
と
は
、且
く
『
観

経
』
に
約
し
て
立
つ
れ
ど
も
、
終
に
は
即
ち
、
廃
し
て
付
属
せ

ず
、
念
仏
を
宗
と
為
る
こ
と
は
、
三
部
経
に
亘
り
て
立
し
て
、

而
も
廃
せ
ず
。
観
仏
正
行
、
猶
、
以
ち
て
廃
捨
す
。
况
や
雑
散

を
や
（
（21
（

」
已
上
。
楼
師
、
判
釈・仰
信
、
別
し
て
宗
の
評
論
、
甘
心
甘
心
す
。
私
に
言
わ
く
、

上
来
の
如
く
、『
経
』『
疏
』
の
付
属
の
文
は
、
宗
義
開
出
の
本
拠
な
り
。
然
る
に
、
関
東

の
説
に
、『
観
経
』
上
品
三
心
中
の
「
二
者
深
心
（
（21
（

」
の
一
句
よ
り
、宗
義
を
開
出
す
、と
な
り
。

此
れ
、
先
哲
の
御
義
な
り
と
雖
も
、
恐
く
は
非
な
り
。
然
る
所
以
は
、
凡
そ
、「
宗
」
と
言

う
は
、
其
の
尊
ぶ
所
を
言
う
。
爾
る
に
、『
観
経
』
の
一
部
の
中
、
定
・
散
の
諸
行
を
説
く

と
雖
も
、二
尊
の
本
意
は
、唯
、念
仏
の
み
に
あ
る
が
故
に
、余
行
を
以
ち
て
付
属
せ
ず
、唯
、

念
仏
の
み
を
以
ち
て
付
属
し
た
ま
う
。
是
れ
則
ち
『
観
経
』
の
中
、
念
仏
を
以
ち
て
所
尊

の
法
と
為
す
。
又
た
、
今
家
の
『
玄
義
分
』
の
中
に
も
、「
念
仏
三
昧
為
宗
（
（21
（

」
と
云
う
。
豈

に
念
仏
を
宗
と
す
る
に
非
ず
や
。
彼
の
所
立
の
深
心
の
義
、
広
く
諸
行
に
亘
る
、
何
ぞ
宗

と
せ
ん
や
。

●
汝
好
持
是
語
と
は
、
言
う
所
の
「
是
語
」
と
は
、
即
ち
『
観

経
』
な
り
。
仏
語
を
指
す
。「
其
の
『
観
経
』」
と
言
う
は
、「
即

ち
是
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
と
な
り
」
と
云
う
な
り
。「
持

是
語
」
と
は
、「
此
の
『
観
経
』
を
持
せ
よ
」
と
言
う
は
、
即

ち
「
仏
名
を
持
せ
よ
」
と
な
り
。
爾
れ
ば
、
釈
迦
の
仏
意
、
随

他
の
前
に
は
、
定
・
散
の
諸
行
を
説
く
と
雖
も
、
随
自
の
前
に

は
、
但
、
本［700b

］願
念
仏
の
み
な
り
。
定
・
散
を
説
く
こ

と
は
、
之
れ
を
廃
さ
ん
が
為
に
之
れ
を
説
き
、
念
仏
を
説
く
こ

と
は
、
立
の
為
に
之
れ
を
説
く
。
凡
そ
、
物
の
比
挍
せ
ざ
れ
ば
、

勝
・
劣
、
分
か
ち
難
し
。
二
尊
の
本
意
は
但
、
是
れ
廃
立
な
り
。
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是
の
故
に
、
定
・
散
の
諸
行
を
廃
す
る
時
は
、
此
の
『
観
経
』

は
独
り
念
仏
の
み
。
然
れ
ば
、
還
た
、
名
号
を
持
す
る
は
、
全

く
『
観
経
』
を
持
す
る
な
り
。

●
及
韋
提
希
等
と
は
、
五
百
侍
女
及
び
梵
・
釈
・
四
王
等
を
等

取
す
。

●
皆
大
歓
喜
と
は
、『
疏
』
に
曰
わ
く
、「
能
請
・
能
伝
等
、
未

だ
聞
か
ざ
る
所
を
聞
き
、
未
だ
見
ざ
る
所
を
見
る
。
偶
た
ま
甘

露
を
飡
じ
て
、
喜
躍
、
以
ち
て
、
自
か
ら
勝
ゆ
る
こ
と
無
き
こ

と
を
明
す
な
り
。
上
来
、「
王
宮
会
」
の
『
観
経
』
畢
り
ぬ
。

大
文
第
五
。
耆
闍
会
の
下
。「
耆
闍
会
」
と
は
、
一
経
二
会

の
説
と
い
う
是
れ
な
り
。
此
れ
亦
た
、
三
分
有
り
。

●
爾
時
世
尊
等
と
は
、
序
分
な
り
。「
仏
、
耆
闍
に
還
る
を
序

分
に
属
す
る
は
、
仏
、
耆
闍
に
還
り
、
黙
し
て
説
き
た
ま
わ
ず
。

大
衆
、
疑
い
を
致
す
。
故
に
阿
難
、
仏
勅
を
伝
説
す
。
故
に
、

耆
闍
に
還
る
を
、
以
ち
て
序
に
属
す
る
な
り
。
仏
勅
と
言
う
は
、

「
示
観
縁
」
に
〈
阿
難
、
汝
、
当
に
受
持
し
て
広
く
多
衆
の
為

に
仏
語
を
宣
説
す
べ
し
（
（21
（

〉
と
云
え
り
。
即
ち
其
の
文
な
り
（
（22
（

」『
序

記
』
一
巻
、
二
紙
。「
爾
時
世
尊
」
と
は
、
王
宮
の
説
、
畢
る
、
爾

の
時
な
り
。

●
足
歩
虚
空
と
は
、
仏
、
王
宮
来
現
の
時
、
空
従
り
し
て
来
り

た
ま
う
。
今
、
亦
た
、
同
じ
く
空
を
凌
ぎ
て
、
還
り
た
ま
う
。

是
れ
、
闍
世
の
留
難
を
恐
れ
て
な
り
。

●
爾
時
阿
難
等
と
は
、
正
宗
分
な
り
。
文
殊
等
の
大
聖
、
及
び

大
衆
、
王
宮
の
所
説
を
伝
説
せ
よ
と
請
う
。
故
に
阿
難
、
仏
勅

を
受
く
る
爾
の
時
な
り
。
此
様
の
事
な
る
べ
し
。「
大
衆
」と
は
、

耆
闍
の
大
衆
を
指
す
。

●
説
如
上
事
と
は
、
上
の
王
宮
会
は
正
く
凡
夫
頓
証
の［701a

］

宗
を
明
す
。
耆
闍
の
伝
説
は
、
兼
ね
て
五
乗
斉
入
の
用
を
表
す
。

●
無
量
諸
天
等
と
は
、
流
通
分
な
り
。
序
に
は
声
聞
菩
薩
を
挙

げ
て
、
雑
類
衆
を
略
す
。
今
は
雑
類
衆
を
挙
げ
て
声
菩
二
衆
を

略
す
。
前
後
、
影
略
互
顕
な
る
の
み
。

●
聞
仏
所
説
と
は
、
是
れ
応
に
阿
難
所
説
と
言
う
べ
し
。
爾
る

に
仏
所
説
と
言
う
は
、
阿
難
は
只
、
示
す
分
な
り
。
其
の
上
、

阿
難
の
所
説
、
直
ち
に
仏
口
を
写
す
。
毫
頭
の
異
り
無
し
。
故

に
功
を
本
に
譲
り
て
、
仏
所
説
と
云
う
。
霊
芝
、
云
わ
く
、「
阿

難
、親
し
く
聞
き
、代
り
て
仏
語
を
伝
う
る
が
故
に
、〈
聞
仏
説
〉
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と
云
う
な
り
（
（22
（

」。

●
皆
大
歓
喜
と
は
、
経
文
所
説
の
雑
類
衆
に
限
ら
ず
、
声
聞
菩

薩
等
、
皆
、
心
に
歓
喜
す
る
な
り
。
扨
、
耆
闍
会
の
中
、
得
益

無
き
は
、
是
れ
文
の
略
の
み
。

●
礼
仏
而
退
と
は
、
阿
難
を
礼
せ
ず
仏
を
礼
す
る
こ
と
は
、
是

れ
、
能
説
の
主
な
り
、
本
を
忘
れ
ざ
る
が
故
、
仏
を
礼
す
る
の

み
。『
十
勝
論
』
第
七
中
、
乾
、
上
、
廿
一
紙
に
澄
円
大
徳
、
仏
前
重

説
勝
一
章
を
立
て
て
曰
わ
く
、「
夫
れ
、
八
事
開
遮
に
は
崛
内・

崛
外
の
諍
い
有
り
。
五
部
異
執
に
は
、
大
衆
・
上
座
の
論
有
り
。

是
れ
則
ち
、
親
く
如
来
の
前
に
於
き
て
之
れ
を
沙
汰
せ
ざ
る
所

以
な
り
。
然
る
に
今
、
此
の
『
観
経
』
は
、
大
徳
牟
尼
婆
伽
、

耆
崛
山
従
り
没
し
て
王
宮
に
於
き
て
正
し
く
国
母
毘
提
の
為
に
、

直
ち
に
十
六
想
観
の
方
軌
を
示
す
。
侍
者
慶
喜
、
王
舎
大
城
自

り
還
り
て
鷲
嶺
に
在
り
て
、
親
く
教
主
慈
尊
に
向
か
い
九
品
往

生
の
始
終
を
重
説
す
。
夫
れ
三
百
余
会
の
転
法
輪
を
案
ず
る
に
、

未
だ
両
会
の
重
説
有
ら
ず
。
只
、
吾
が
浄
土
の
一
教
の
み
、
此

の
秀
句
有
り
。
尤
も
以
ち
て
一
勝
と
為
る
に
足
れ
り
や
（
（22
（

已
上
。

［701b

］観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
巻
下
之
二
終

義�

山
良
照
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
二
（『
浄
土
宗
全
書
』
第

一
四
巻
所
収
）
の
書
き
下
し
文
で
あ
る
。
訓
読
に
当
た
り
、

・�

字
体
及
び
仮
名
遣
い
は
、
新
字
体
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

・�

原
則
と
し
て
『
浄
全
』
本
に
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
た
が
、
一
部
改
め

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・�

所
釈
の
『
観
無
量
寿
経
』
本
文
は
、『
浄
全
』
で
は
「
●
」
に
続
い
て

示
さ
れ
る
。
本
書
き
下
し
で
は
、●
の
前
に
改
行
を
加
え
、『
無
量
寿
経
』

本
文
を
太
字
に
て
示
し
た
。

・�

割
注
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
書
き
下
し
文
で
そ
れ
を
再
現
す
る
と
極

め
て
読
み
に
く
い
。
本
書
き
下
し
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
示
し
た
。

・�

［ 

］
内
の
数
字
は
『
浄
全
』
一
四
巻
の
頁
数
で
あ
る
。

注（
1
）
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、423b

。

（
2
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、424a

。（『
伝

通
記
』
に
は
元
照
『
観
経
義
疏
』
の
引
文
も
含
む
。）。

（
3
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、68b

。

（
4
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、424a

。
取
意
。
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（
5
）
良
忠
『
西
宗
要
聴
書
』
末
、
浄
全10

、277a

。
取
意
。

（
6
）
最
澄
『
末
法
灯
明
記
』、『
伝
教
大
師
全
集
』1

、p.418

。

（
7
）『
漢
語
灯
録
』
七
、
浄
全9

、395a

（『
逆
修
説
法
』
二
七
日
の
条
）。

（
8
）『
漢
語
灯
録
』
二
、
浄
全9

、350b-351a

（『
観
経
釈
』）。

（
9
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、68b

。

（
10
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
五
。
浄
全2

、84b

。
取
意
。

（
11
）『
大
方
等
大
集
経
』
三
四
（
日
蔵
分
護
持
正
法
品
第
一
）、
大
正13

、

238a

。

（
12
）
道
宣
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
中
一
、
大
正40

、56a

。

（
13
）『
仏
蔵
経
』
中
、
大
正15
、793b
。

（
14
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
五
、
浄
全2

、184b

。

（
15
）『
大
智
度
論
』
三
一
、
大
正25

、203a
。

（
16
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
五
、
浄
全2
、184b

。

（
17
）
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、422b

。

（
18
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
五
、
浄
全2

、184b
。

（
19
）
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
（
玄
義
分
）』
二
。
浄
全2

、474b
。

（
20
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、68b

。

（
21
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、424b-425a

。

（
22
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
四
、
浄
全7

、302a 

取
意
。

（
23
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、190

。

（
24
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、68b

。

（
25
）
良
忠
『
往
生
要
集
義
記
』
一
、
浄
全15

、186b

。

（
26
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545a

。

（
27
）
灌
頂
撰
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』、
大
正50

、196a

か
。

（
28
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、425b

。

（
29
）『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』
五
、
大
正15

、669b

。

（
30
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
五
、
浄
全2

、185a

。

（
31
）
源
信
『
往
生
要
集
』
中
末
、
浄
全15

、113

。

（
32
）
良
忠
『
浄
土
大
意
鈔
』、
浄
全10

、720

。

（
33
）
玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
四
、
大
正26

、308b

。

（
34
）
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』「
散
善
義
」
九
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
鈴

木
学
術
財
団
）11

、262c-263a

。
取
意
。

（
35
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、202

。

（
36
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、68b

。

（
37
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、426a

。

（
38
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545a

。

（
39
）
善
導
『
往
生
礼
讃
』、
浄
全4

、373b

。

（
40
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、426ab

。

（
41
）
法
照
『
五
会
法
事
讃
』、
浄
全6

、704a

（
42
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、426b

。

（
43
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、426b

。

（
44
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545a

。

（
45
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545b

。

（
46
）
善
導
『
往
生
礼
讃
』、
浄
全4

、376a

。
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（
47
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、426b

。

（
48
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
七
、
浄
全3

、1025b

。
取
意
。

（
49
）
良
忠
『
往
生
要
集
義
記
』
五
、
浄
全15

、277a

。

（
50
）
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
六
、
浄
全6

、88a-89a

、
取
意
。

（
51
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、426b-427a

。

（
52
）
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、
浄
全2

、8a

。

（
53
）
戒
度
『
観
経
疏
正
観
記
』
下
。
浄
全5

、509b

。

（
54
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、427b

。

（
55
）『
無
量
寿
経
』
上
、
浄
全1
、16 
。

（
56
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545a
。

（
57
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、427b

。
取
意
。

（
58
）
璟
興
。
不
詳
。

（
59
）
良
忠
『
往
生
礼
讃
私
記
』
上
、
浄
全4

、392a
。

（
60
）『
大
智
度
論
』
四
、
大
正25

、91a

。

（
61
）
了
慧
『
無
量
寿
経
鈔
』
六
、
浄
全14

、170

、
取
意
。

（
62
）『
長
阿
含
経
』
五
「
典
尊
経
」、
大
正1

、35bc

。

（
63
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、205

。

（
64
）『
漢
書
』
応
邵
注
。
未
見
。

（
65
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、205

。

（
66
）
不
詳
。

（
67
）
義
山
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
下
一
、
浄
全14

、666a

。

（
68
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、427b

。

（
69
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、69a

。

（
70
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、69a

。

（
71
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、428a

。

（
72
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、428b

～

429a

。

（
73
）『
観
仏
三
昧
海
経
』
五
、
大
正
、669b

。

（
74
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、429a

。

（
75
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
。『
浄
土
宗
選
書
』4

、211

。

（
76
）
弁
長
『
浄
土
宗
要
集
』
四
、
浄
全10

、205b

。

（
77
）
良
忠
『
浄
土
宗
要
集
聴
書
』
末
。
浄
全10

、272b-273a

。

（
78
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545b

。

（
79
）
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
三
、
浄
全6

、35a

。

（
80
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、431a

。

（
81
）『
無
量
寿
経
』
下
、
浄
全1

、19

。

（
82
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、69a

。

（
83
）
智
顗
『
観
経
疏
』、
浄
全5

、217a

。

（
84
）
法
照
『
五
会
法
事
讃
』、
浄
全6

、696b

。

（
85
）
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
三
、
浄
全6

、40b

。

（
86
）
飛
錫
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
中
、
大
正47

、138c

。

（
87
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、213

。

（
88
）
源
空
『
選
択
集
』、
浄
全7

、22

。

（
89
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
二
、
浄
全7

、243a

。



504

（
90
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
二
、
浄
全7

、243b

。

（
91
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
二
三
、
浄
全3

、524

。

（
92
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
七
、
浄
全3

、1025

。

（
93
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
二
三
、
浄
全3

、524

。

（
94
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
七
、
浄
全3

、1025

。

（
95
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
二
、
浄
全7

、243

、
取
意
。

（
96
）
源
空
『
選
択
本
願
念
仏
集
』、
浄
全7

、22

。

（
97
）
無
著
『
摂
大
乗
論
』
中
、
大
正31

、121b

。

（
98
）
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、
浄
全2

、9

。

（
99
）
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、
浄
全2

、10

。

（
100
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
六
、
浄
全2

、198b

。

（
101
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
五
、
浄
全2

、185a

。

（
102
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
二
一
、
浄
全3

、484b
。

（
103
）『
無
量
寿
経
』
下
、
浄
全1

、19

。

（
104
）
浄
全
『
浄
土
宗
要
集
』
の
読
み
に
拠
る
。

（
105
）
弁
長
『
浄
土
宗
要
集
』
五
、
浄
全10

、227b

。

（
106
）
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
上
、
浄
全1

、237a

。

（
107
）
道
綽
『
安
楽
集
』
上
、
浄
全1

、687b

。

（
108
）
善
導
『
法
事
讃
』
下
、
浄
全4

、24b

。

（
109
）【
参
考
】
聖
冏
『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
上
、
浄
全11

、582a

。

（
110
）
良
忠
『
法
事
讃
私
記
』
上
、
浄
全4

、34a

。

（
111
）
円
暉
『
倶
舎
論
頌
疏
』
一
六
、
大
正41

、908c

。

（
112
）『
無
量
寿
経
』
上
、
浄
全1

、7

。

（
113
）
善
導
『
往
生
礼
讃
』、
浄
全4

、356b

。

（
114
）【
参
考
】
良
忠
『
往
生
要
集
義
記
』
八
、
浄
全15

、357b

。

（
115
）
源
空
『
選
択
集
』、
浄
全7

、53a

。

（
116
）『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』、
大
正8

、868c

。

（
117
）
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』、
大

正32

、572b

。

（
118
）
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住
毘
婆
沙
論
』、
大
正84

、102ab

。

（
119
）
永
観
『
往
生
拾
因
』、
大
正26

、41b

。

（
120
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
四
、
浄
全7

、308b-309a

。

（
121
）『
大
日
経
』、
未
検
。

（
122
）
弁
長
『
浄
土
宗
要
集
』
二
、未
検
。【
参
考
】
弁
長
『
念
仏
名
義
集
』、

浄
全10

、367a

。

（
123
）
聖
冏
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』
九
、
一
◯
、
浄
全12

、109b-120b

。

（
124
）
聖
冏
『
釈
浄
土
二
蔵
義
見
聞
』
六
、
浄
全12

、463b-479a

。

（
125
）『
金
剛
頂
経
』、
未
検
。【
参
考
】『
大
日
経
』、
大
正18

、30a

。

（
126
）
源
空
『
観
経
釈
』、
浄
全9

、346b

。

（
127
）
法
雲
編
『
翻
訳
名
義
集
』
一
、
大
正54

、1055a

。

（
128
）
飛
錫
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
129
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、431b

。

（
130
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、531a

。

（
131
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、431b

。
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（
132
）
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
六
、
浄
全6

、89a

。

（
133
）
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
七
、
浄
全6

、98b

。
取
意
。

（
134
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、531b

。

（
135
）
善
導
『
法
事
讃
』
下
、
浄
全4

、20a

。

（
136
）『
無
量
寿
経
』
上
、
浄
全1

、13

。

（
137
）
善
導
『
法
事
讃
』
下
、
浄
全4

、29a

。

（
138
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、214

。

（
139
）『
無
量
寿
経
』
上
、
浄
全1
、7

。

（
140
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、69a

。

（
141
）
善
導
『
法
事
讃
』
上
、
浄
全4
、4a
。

（
142
）
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、545b
。

（
143
）
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
七
、
浄
全6

、95b
。

（
144
）
了
慧
『
漢
語
灯
録
』
七
、
浄
全9

、384a

。

（
145
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2
、432a
。

（
146
）
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、215
。

（
147
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、69b

。

（
148
）『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』、
大
正9

、393b

。

（
149
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、432

。
取
意
。

（
150
）
聖
冏
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』
二
九
、
浄
全12

、334b

。

（
151
）『
浄
土
随
聞
記
』
二
（『
拾
遺
漢
語
灯
録
』
上
所
収
）、
浄
全9

、

460a

。

（
152
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、39a

。

（
153
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、50

。

（
154
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、433a

。

（
155
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
八
、
浄
全3

、1043a

。

（
156
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、39a

。

（
157
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、42a

。

（
158
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、42a

。

（
159
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
六
、
浄
全2

、215b

。

（
160
）
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、
浄
全2

、4b

。

（
161
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、433a

。

（
162
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、433b

。

（
163
）
出
典
不
明
。

（
164
）
智
顗
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
二
上
、
大
正34

、21a

。

（
165
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
八
、
浄
全3

、1043b

。

（
166
）
善
導
『
観
経
疏
』「
序
分
義
」、
浄
全2

、33a

？
。

（
167
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
序
分
義
）』
三
、
浄
全2

、289a

。

（
168
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、39

。

（
169
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、42

。

（
170
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、433b

。

（
171
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、70b

。「
覩
斯
勝
相
」。

（
172
）
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
八
、
浄
全3

、1043b

。

（
173
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、50

。

（
174
）
道
誾
『
観
経
疏
』
か
？
未
検
。
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（
175
）『
仏
説
般
舟
三
昧
経
』、
大
正13

、898b

。

（
176
）
善
導
『
観
経
疏
』「
序
分
義
」、
浄
全2

、24b

～
。

（
177
）
善
導
『
観
経
疏
』「
序
分
義
」、
浄
全2

、70b

。

（
178
）
善
導
『
観
経
疏
』「
序
分
義
」、
浄
全2

、70b

。

（
179
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、433b

。

（
180
）
善
導
『
般
舟
讚
』、
浄
全4

、546b

。

（
181
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、433b-434a

。

（
182
）
義
山
『
当
麻
曼
陀
羅
述
奨
記
』
一
、
二
十
九
オ
。

（
183
）
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』「
散
善
義
」
一
一
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』

（
鈴
木
学
術
財
団
）11

、475c
。

（
184
）
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』「
散
善
義
」
一
一
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』

（
鈴
木
学
術
財
団
）11

、476a

。

（
185
）
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、427a
。

（
186
）
竜
樹
『
大
智
度
論
』
三
四
、
大
正25

、313c
。

（
187
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、434b
。

（
188
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
六
、
浄
全2

、214b
。

（
189
）『
大
方
等
大
集
経
菩
薩
念
仏
三
昧
分
』
九
、
大
正13

、864b

。

（
190
）
源
信
『
往
生
要
集
』
下
本
、
浄
全15

、120b

。

（
191
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、435a

。

（
192
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、46

。

（
193
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、72b

。

（
194
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71a

。

（
195
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71a

。

（
196
）
一
行
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
一
五
、
大
正39

、734a

。
取
意
。

（
197
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、435b

。
観

徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、223-4

。

（
198
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71a

。

（
199
）
善
導
『
観
念
法
門
』、
浄
全2

、228b

。

（
200
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71a

。

（
201
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、436a

。
取
意
。

（
202
）
天
親
『
往
生
論
』、
浄
全1

、194a

。

（
203
）
未
検
。

（
204
）『
百
法
問
答
抄
』
八
、
日
蔵65

、351a

。
取
意
。

（
205
）
良
忠
『
法
事
讃
私
記
』
下
、
浄
全4

、83a

。

（
206
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、436a

。
取
意
。

（
207
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71a

。

（
208
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
散
善
義
）』
三
、
浄
全2

、436a

。

（
209
）
弁
長
『
念
仏
名
義
集
』
中
、
浄
全10

、374b

。

（
210
）『
韻
会
』、
未
検
。
梅
膺
祚
『
字
彙
』
子
、
長
沢
規
矩
也
編
『
和
刻

本
辞
書
字
典
集
成
』3

、75

。

（
211
）
梅
膺
祚
『
字
彙
』
寅
、
長
沢
規
矩
也
編
『
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
』

3
、188

。
抄
出
。

（
212
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71b

。

（
213
）
元
祖
、
未
検
。【
参
考
】
聖
光
『
徹
選
択
集
』、
浄
全7

、90a

。
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（
214
）
善
導
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」、
浄
全2

、71b

。

（
215
）
弁
長
『
徹
選
択
集
』
上
、
浄
全7

、90b

。

（
216
）
了
慧
『
選
択
大
綱
抄
』
下
、
浄
全8

、61b-62a

。

（
217
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、46

。

（
218
）
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、
浄
全2

、3b

。

（
219
）『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、39

。

（
220
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
序
分
義
）』
一
、
浄
全2

、218a

。

（
221
）
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、428b

。

（
222
）
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』、
未
検
。
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選定や原文の和訳を進めていく予定である。



ダンマパダ現代語訳ならびに布教用解説　＊ 155

○関連

①『現代語訳浄土三部経』p.158

〔無量寿〕仏の世界は覚りの世界であって、〔取り立てて努力をしなくても〕

誰もがみな善行を修めることができ、悪〔行を犯す可能性〕など毛頭ないから

である。

②『現代語訳浄土三部経』p.247

その世界の人々にはあらゆる苦しみがなく、たださまざまな幸福ばかりを

感じるからである。それ故、極楽と呼ばれるのである。

３．おわりに
おわりとして、上記の35のフレーズ、及びその解説の具体的な使用方法と

今後の展開について記しておこう。

まずフレーズについては、上述の通り著作権を気にかけず掲示伝道で活用

できるように作成したものである。解説については、掲示伝道に基づいた法話

を作成する際のポイントを記したものだが、Ａ５サイズに印字して配布するな

どの活用法もあるだろう。原文からの和訳を全文提示しているが、これはフレー

ズに対する理解を深めるとともに、それに基づきオリジナルのフレーズを創出

する余地を残したものである。

また本研究班の成果に基づき、『和合』令和２年４月号より「開宗850年企

画毎月一言釈尊“幸せ”の智慧」の連載がはじまった。本研究ノートでフレー

ズとして提示したものを、この連載では〈今月の智慧〉として紹介している。『和

合』ではパーリ仏典の教えとご法語との結びつきを明示し、浄土宗の法話への

活用方法を記すことに重視した。そのため、同じ偈文から異なるフレーズが提

示されることもある。

今後は、ダンマパダの未着手部分に対して同様の作業を施すとともに、背

景に対する理解を深めるために散文形式のマッジマニカーヤを対象にフレーズ
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ちや心の乱れは次第に薄まってくるという。できる、できないではなく、その

ような態度を正しい智慧と受け止めたい。

○関連

『現代語訳浄土三部経』p.55

私が仏となる以上、数限りないあらゆる仏の世界に生きている者が、その

身を私の光明に照らされたならば、身も心もやわらぎ、〔他の〕人々や天人よ

りも〔幸福な者〕となるようにしよう。〔万が一にも〕そうならないようであ

れば、〔その間、〕私は仏となるわけにはいかない。（第三十三触光柔軟願）

（８）覚りを得た方々が過ごす場所は居心地が良い

【第98偈】

村であっても林であっても低地であっても高地であっても、覚りを得た方々

が過ごしている、そういう場所は居心地が良い。

○解説

『無量寿経』によれば釈尊在世中、釈尊が歩まれる所はどこであっても、平

和で、人々も穏やかに過ごせたという。覚りを開いた釈尊の徳はそれほどまで

にこの世界を潤したのである。しかし、今や釈尊は入滅され、私たちの世界は

仏陀の存在しない「無仏の世」である。無仏の世では仏陀の徳に触れることが

できない。それゆえ覚りを得ることは困難であり、ますます居心地が悪く、苦

しみが溢れることになる。だからこそ、私たちは今、現に阿弥陀仏がいる極楽

世界に生まれ往くことを願う。極楽には悪がなく、あらゆる苦しみもなく、た

だ楽のみを受け、覚りの境地を目指すことができる。覚りを得た方が過ごして

いる、そういう場所は居心地が良い。なかでも阿弥陀仏の極楽浄土は格別であ

る。
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く。そのような苦しい人生が繰り返されることを輪廻といい、そこから離れる

ことが仏教の目標である。私たちは念仏を称えることで、極楽浄土に往生し、

輪廻から離れることができる。念仏を称えていれば、最期には必ず阿弥陀仏の

お迎えがあり、極楽浄土へと命の行き先が定まるのである。そして、この安心

が今生の苦しみを和らげ、来世の不安を取り除く。この境地を法然上人は「死

生ともに煩いなし」と仰った。私たちもそこを目指すべきである。

○関連

『法然上人のご法語②』p.349

生きている間はお念仏を称えてその功徳が積もり、命尽きたならばお浄土

に参らせていただきます。「いずれにしてもこの身にはあれこれと思い悩むこ

となどないのだ」と思ったならば、生きるにも死ぬにもなにごとにも思い悩む

ことなどなくなるのです。  【つねに仰られける御詞・昭法全四九五】

（７）正しい智慧は人を穏やかにする

【第96偈】

その人の心は穏やかになる。言葉も穏やかになる。振る舞いも穏やかになる。

正しい智慧によって生死を解脱し安らぎを得た、そういう人は。

○解説

自分の思い通りにならない時、私たちは苛立ち、心乱れる。そうした心の

ままに振る舞い、言葉を発すれば、他者を傷つけ怒らせる。そして、そうした

振る舞いや言葉は、そのまま自分自身に跳ね返ってくる。人間である限り、私

たちが苛立ち、心乱れるのは仕方が無いことである。とはいえ、そこにとどまっ

ていてはいけない。極楽浄土は、誰もが穏やかな心で暮らせる世界である。

そこを目指すのであれば、少しでも自分の心をコントロールしようという

努力も大切であろう。念仏を称えれば、阿弥陀仏の光に照らされ私たちの苛立
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○解説

どんなに芳しい花の香りであっても、一たび風が吹けばその香りが風に逆

らって進むことはない。しかし修行を積んだ人の人徳は多くの人を感化するも

のだ。まして仏陀の徳は、あらゆる障壁を越えて人々を救い導く。阿弥陀仏は

はるか西方浄土にいながらも、その徳は「阿弥陀仏」というお名前を通じて私

たちの元に届いている。それゆえ、私たちが「南無阿弥陀仏」とお念仏を称え

ると、その声はどのような状況にあっても阿弥陀仏の耳に届くのである。

念仏を称える人は阿弥陀仏と深く縁を結ぶこととなる。経典では白い蓮華

と讃えられ、極楽に迎え摂られると説かれている。きっと極楽から良い香りを

放つであろう。

○関連

『現代語訳浄土三部経』p.226

もし念仏する者は、この人こそが〔煩悩多き〕人々の中に〔咲く、汚れなき〕

白蓮華〔のよう〕である。〔そして〕観世音菩薩と大勢至菩薩がその人のすぐ

れた友（勝友）となるのである。〔未来には〕覚りを開く座に坐るべく、諸仏

の家系に連なるのである。

（６）輪廻の旅路を終えて煩いなし

【第90偈】

輪廻の旅路を終えた人は、憂いを離れ、あらゆる点でしがらみを離れ、す

べての束縛を断じており、煩いはない。

○解説

人生とは苦しいものであると仏教は説く。私たちは生きているだけで苦し

みの原因を自ら作り出し、悩み苦しみ、そして最期には死の苦しみがある。し

かも死は苦しみの終焉ではなく、新たな苦しみが繰り返される始まりと仏は説
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○解説

人はみな死すべきものである。生前の善行が少なければ、死後には少なか

らず苦しみを受けることになる。だからこそ釈尊は生前にたくさんの善行を積

むことを勧めるのである。ところが、限られた一生のなかで苦しみから逃れる

ことができるだけの善を積むことは、私たちにはとてつもなく難しい。しかし

そのような私たちを救い摂るために、阿弥陀仏は念仏往生という道を用意して

くださった。私たちにとって、最高の善は念仏であり、阿弥陀仏の御心に従っ

て往生を叶える我が身であるからこそ、その命は尊い。我が身を大切にして、

一つでも多く善行を積み、この世の命を生きられるだけ生き、死ぬまで生きぬ

いて、念仏を称えようではないか。

○関連

『法然上人のご法語②』p.305

死後には地獄・餓鬼・畜生の世界に帰るような罪深いこの身とはいえ、い

とおしいのですから、自愛していたわりなさい。まして、往生という一大事を

目指してひたすらお念仏を称える身であれば、是非ともいたわり大切になさい。

もし、お念仏を称えるために役立つとも思わずに、ただいたずらにむさぼり求

めることは、地獄・餓鬼・畜生の三悪道に堕ちる行いとなります。極楽往生の

お念仏を称えるために、あれこれ求めてこの身を育むのであれば、それは往生

の助業となるのです。すべてのことは、このように心得なさい。

  【禅勝房伝説の詞・昭法全四六二】

（５）善き人はあらゆる方向に香りをふりまく

【第54偈】

花の香りは風に逆らって進むことはない。栴檀であれタガラやジャスミン

であれ薫ることはない。善き人々の香りは風に逆らって進んでいく。一人でも

善き人はあらゆる方向に香りをふりまく。
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念仏し続ける「相続」が重要であると説く。ある経典では、一度は往生を願い

阿弥陀仏を信じた者でも、不信を抱き往生を願う気持ちが失せると、極楽の辺

境の地に生まれて、仏に遇うことも、教えを聞くことも、菩薩たちと出会うこ

ともできないという。しかし、念仏を相続している限り往生を願う気持ちがそ

こにおのずと具わる。念仏相続の中断こそが放逸である。念仏をいたずらに投

げ出してはならないのだ。

○関連

①『法然上人のご法語③』p.244-45

一つに長時修については、慈恩大師（の作とされる）『西方要決』に「はじ

めて仏道を志してから覚りに至るまで、決して退転しないことである」とあり

ます。また、善導大師は「いのち尽きるまで、決して中止してはならない」と

述べられています。  【要義問答・昭法全六二八】

②『法然上人のご法語③』p.195-197

次に「行具の三心」についてですが、ひたすら阿弥陀さまに我が身を託す

心が至誠心であり、往生への疑いがなければそれが深心であり、往生を目指せ

ばそれが廻向発願心なのです。ですから、ひたすらお念仏を称えて、疑いの心

など抱かずに往生を目指すうちに具わる三心を「行具の三心」と言うのです。

五念門や四修なども、ひたすら信ずる者には自ずと身に付くものです。

  【東大寺十問答・昭法全六四四】

（４）死ぬまで善く生きよ

【第53偈】

山と積んだ花からは首飾りをたくさん作れるように、生まれたからには死

に至るまで、善いことをたくさん行うがよい。
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真のカッコいい青春であるのか」（森一郎『試験に出る英単語』）とある。ひた

むきに打ち込んで勉学に専念すればこそ、志望校合格という大きな幸せを得る

のだ。それでは私たちは何にひたむきに打ち込めばよいのか。仏教の目的は、

自らの苦しみを超克し、他者の苦しみを救うことである。それは究極の幸せで

ある。究極の幸せに到るため、法然上人はただひたすらお念仏に打ち込むこと

を求められた。愛だの恋だのにうつつを抜かすことなく、他の修行に手を出す

ことなく、ただただお念仏だけをひたすら称える。専修念仏こそが究極の幸せ

への道なのである。

○関連

『法然上人のご法語②』p.188

阿弥陀さまの本願を心から信じることのないような人は、他のいかなる教

えを前にしても信仰するまでには至らないものです。だからこそくれぐれも、

ただひたすらお念仏する教えを信じて、他の教えに心を移すことなく、昼も夜

も、朝も晩も、歩いている時も止まっている時も、座っている時も横になって

いる時も、怠ることなくお念仏を称えるべきです。 【念仏大意・昭法全四一四】

（３）いたずらに投げ出すな

【第30偈】

マガヴァー（富を持てる者、インドラ神）はひたむきに打ち込み神々の頂

点に立った。ひたむきに打ち込むことを人々は賞賛する。いたずらに投げ出せ

ば常に非難される。

○解説

釈尊は最期の説法で、いたずらに投げ出すこと（放逸）を誡め、ひたむき

に打ち込むこと（不放逸）を勧めた。私たちは仏道の完成のため、死後の往生

を願う。そのためには念仏を称えることが必要である。法然上人は、死ぬまで
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○関連

①『法然上人のご法語①』p.196

知恵のある人もない人も、善人も悪人も、戒をまもれる人もまもれない人も、

身分の高い人も低い人も、男性も女性も、お釈迦さまがいらっしゃった時代の

人々も、入滅なされた後の人々も、さらには末法の時代が過ぎて仏法僧の三宝

がみな滅んでしまうであろう時代の人々までもが含まれ、そうした人々までも

が含まれ、そうした人々すべてにわたってただお念仏一行のみが、現世を幸せ

に過ごし、来世にも極楽往生を遂げるための祈りになるのです。

  【鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事・昭法全五二七】

②『法然上人のご法語②』p.232

人目を気にして自身を飾り立てることなく、往生の叶うお念仏を称え続け

れば、自ずから三心は具わるのです。例えば、葦の繁った池に十五夜の月が映っ

ている様は、遠くからでは月が映っているようには見えませんが、よくよく近

くに寄って見ると、葦の間を分け入って月は映っているのです。（それと同じ

ように）心に煩悩という妄念の葦が繁っていようとも、 三心という月は我が心

に具わるのです。  【乗願上人伝説の詞・昭法全四六七】

（２）ひたむきに打ち込め

【第27偈】

いたずらに投げ出したまま放っておくな。愛だの恋だの、うつつを抜かすな。

ひたむきに打ち込んで専念している人こそが大きな幸せを得る。

○解説

ある受験参考書に「テレビのコマーシャルで見るように、夏の海辺でガール・

フレンドとたわむれるのも青春のひとコマであるが、ひとり部屋に閉じこもっ

て黙々と勉学するのもまた尊い青春の姿である。どちらが諸君の将来にとって
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○関連

『法然上人のご法語①』p.106

三心がまだ欠けていると感じたならば、何としてでも具わるようにしよう

と心を奮い立たたせて、お念仏に励むべきです。

  【浄土宗略抄（鎌倉二位の禅尼へ進ぜられし書）・昭法全六〇〇】

２－４．念仏の功徳と極楽

（１）功徳を積んだら楽しくなる

【第18偈】

功徳を積んだら楽しくなる。この世でもあの世でも、どちらにおいても楽

しくなる。（この世においては）功徳を積んだと言って楽しくなる。（あの世に

おいては）善き行き先に赴いてもっと楽しくなる。

○解説

享楽に耽ることは、その場限りにおいては楽しいけれども、その結果、心

に汚れが溜ってしまう。それどころか、将来にはその報いとして苦しみを受け

ることになる。一方で、覚りという究極の幸せに赴くための功徳を積み重ねて

いる間は、まだ覚りに至っていなくても、私たちの心は晴れ晴れとし、将来に

は報われて楽を受けることになる。法然上人はお念仏に究極の功徳が具わって

いると説く。極楽への往生を願ってお念仏を称えつづけている間は、阿弥陀仏

と縁が結ばれ、悪事に手をそめることもないので、心は晴れ晴れとして楽しく

なる。そして死後には必ず極楽世界に生まれ往き、今の私たちには思いも及ば

ないほどの楽しみと究極の幸せを味わうことになる。これはお念仏にしかない

功徳である。まずはお念仏を称えることが大切である。
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○関連

①『法然上人のご法語①』p.29-30

誰も私が流罪になったことについて決して恨みを抱くようなことがあって

はなりません。このようになる因果をこの身に背負っていたのですし、穢れや

悪にみちみちた世の中は今にはじまったわけではありませんから、何事につけ

ても、一刻も早く往生しようとお思いになるべきです。

  【津戸三郎へつかはす御返事（八月二十四日付）・昭法全六〇六】

②法然『選択本願念仏集』

往生の業には念仏を先とす。（聖典３・97）

（８）心をコントロールすれは幸せが引き寄せられる

【第35偈】

止め難く移り気で欲望の赴くままに堕落してしまう心をコントロールする

のは善いことだ。心がコントロールされれば、（心は）安らかな幸せを引き寄

せる。

○解説

私たちの心は移ろいやすく、気を付けていないとすぐに欲望のままに流さ

れてしまう。所詮、凡夫の身である以上、煩悩を完全に断ち切るのは不可能か

もしれない。しかしだからといって、このままでいいと思って心をコントロー

ルする努力をせず、開き直るのも良くないことだ。浄土宗の信者が目指す極楽

往生のためには、至誠心・深心・回向発願心という三心が必要であると言われ

ている。とはいえこれら三心は、何ら深遠で理解しがたいものではなく、ただ

一心不乱に往生を目指す心持ちに他ならない。そしてそのような真っ直ぐな心

を具えたものは、必ず往生という幸せを手に入れることになるだろう。
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○関連

『法然上人のご法語①』p.185-187

私たちと同じ信仰を持って極楽に往生することを願い、お念仏を称えてい

る人であるならば、たとえ身分が低いとされる人たちに対してでも、両親が私

たちに与えてくれたあたたかい慈悲に劣らない気持ちで接しましょう。この世

において経済的に恵まれない人たちにも、助力を惜しまないようにしましょう。

しかしながら、少しでもお念仏の教えに心を向けそうな人には、お念仏の教え

をお勧めになって下さい。こうしたことはすべて阿弥陀さまへの宮仕えである

と思いになるべきでしょう。

  【鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事・昭法全五三一】

（７）善は急げ

【第116偈】

善は急げ。心を悪から遠ざけよ。もたもた功徳を積んでいると心は悪にな

びいていく。

○解説

何か大きなことを成し遂げようとする際、計画を立ててじっくり取り組ん

だ方が良いことも多いが、逆にもたもたしていてタイミングを逃してしまうこ

ともある。極楽往生に関しては、法然上人はすぐに行動を起こすことを勧める。

というのも、この穢土の世界は悪に満ちているので、ぼんやりしているといつ

の間にか心が善くない誘惑に負けてしまうことがあるからだ。余計なことを考

えずに、急いで念仏の行を始めるのが望ましい。また念仏往生の道は易行であっ

て、常人にとって困難な修行をするわけではないから、入念な準備というもの

も必要ない。運良く念仏往生の教えに出会えた限りは、実践を先延ばしにする

ことなく、すぐさま行動すべきである。
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をしてしまうか分からないのである。自分を見失いがちな私たちは、一心に念

仏を称えて阿弥陀仏の慈悲にすがり、自らの立ち位置を確認することもよいだ

ろう。

○関連

『法然上人のご法語①』p.24-25

実に、凡夫の心は乱れに乱れ、酒に酔っているようなもので、善悪を正し

く判断することができないものです。一瞬のうちに百通りもの煩悩が沸き起こ

り、善悪の判断が乱れやすいのですから、たとえどのような修行であっても自

分の力で成し遂げられるものではありません。 【往生浄土用心・昭法全五五七】

（６）正しい方向に向けられた心は何よりも優れている

【第43偈】

正しい方に向けられた心がすることよりも優れたことは、母も父も親族も

できない。

○解説

親が幼い子を思い、子が老いた父母のために尽くす。こういった親子の情は、

無論尊いものである。しかし、それは俗世の縁であって、煩悩の渦まく娑婆世

界の荒波の中では、きわめて儚いものである。ましてや来世の幸福を約束する

ものではない。それでは私たちは肉親の情の他に、何を頼りとすべきだろうか。

法然上人は阿弥陀仏の慈悲に頼るほかないと説かれた。心を正しい方向、すな

わち極楽往生の方に向け念仏を称えるならば、あらゆる人間の情を越えた阿弥

陀仏の大慈悲による救いが得られるのである。念仏を申す者たちは極楽往生を

目指す同士であるのだから、お互いに父母や子、親族と同じような慈しみをもっ

て接するべきであろう。それもまた正しい方向に心を向けていることになる。
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ある。とはいえそのような我々に対しても、阿弥陀様は念仏による救いの道を

示してくださった。我々が真に求めるべきは、この念仏という最上の善行によっ

てもたらされる、極楽往生という究極的な救済である。そしてこの本当の幸せ

である往生を求める心だけは、誠実でありたいものである。

○関連

『法然上人のご法語①』p.104

三心と言いましても、ひとことで言うならば、ただ往生を願う心です。そ

の願う心の、正直で飾ることがないさまを至誠心と呼びます。そのようなまこ

との心でお念仏したならば、臨終には必ず仏さまのお迎えがあると信じて決し

て疑わないさまを深心と呼びます。その上で自分自身が極楽浄土へ往生したい

と思い、すべての善根を往生のために振り向けるさまを廻向心と呼ぶのです。

  【法性寺左京大夫の伯母なりける女房に遣はす御返事・昭法全五八九】

（５）見当違いの方向に向けられた心は性質が悪い

【第42偈】

仇敵を目の前にして、あるいはまた憎き相手を目の前にして何をしたとし

ても、見当違いの方向に向けられた心はもっと悪いことをする。

○解説

憎き仇を前にして激情に駆られずにいるのは、なかなかできることではな

いだろう。日常生活の中にあっても、冷静さを保つことは難しいものだ。つい

かっとなって取り返しのつかないことをしてしまったというのは、テレビで流

れるニュースでもよく聞く話である。しかし、他人事だと思って安心してはい

けない。そのような事件を起こすよりも、見当違いの方向に向けられた心は性

質（たち）が悪い。方向を見誤り、それに気づかぬまま進んでしまったことで、

最悪の結果を招くこともあろう。凡夫の心は移ろいやすく、ふとした弾みで何
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我々凡夫の心は移ろいやすいので、ともすればすぐに誘惑になびき、悪行を重

ねてしまい、その報いとして苦しみを受けることになる。法然上人はこのよう

な凡夫の振る舞いを極めて愚かであるとしながらも、それが我々の性である以

上、自ら煩悩を断ち切ることはできないとし、だからこそ阿弥陀仏の慈悲にす

がるしか方法はないと説き示された。

○関連

『法然上人のご法語①』p.26

悪について言えば、仏さまの御心に、好んで悪行を犯しなさいと勧められ

るお考えなどありましょうか。よくよく悪行を止めなさい、と戒められること

でしょう。けれども、そこが凡夫の悲しさ、その時その時の煩悩に引きずられ

て、ついつい悪行を犯してしまうのは私たちの力ではどうしようもないことで

す。そんな私たちだからこそ、阿弥陀さまは慈悲を発してお見捨てになること

はないのです。

  【浄土宗略抄（鎌倉二位の禅尼へ進ぜられし書）・昭法全六〇三】

（４）誠実な心で振る舞えば幸せがついてくる

【第２偈】

あなたの世界は心に左右され、心を王とし、心でできている。誠実な心で

話したり、振る舞えば、後からあなたに幸せがついてくる。たとえばあなたか

ら影が離れないように。

○解説

仏教では因果応報という考え方を重視する。悪い行いをすれば善くない結

果が生まれ、誠実な心で振る舞えば、いずれ幸福という形で報われるはずであ

る。しかし我々凡夫の心は移ろいやすいので、いつでも誠実に振る舞えるとは

限らない。そうであるから、悟りを得ることなどほとんど不可能に近いことで
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○解説

そもそも我々凡夫の心は移ろいやすく、心を定めて仏道の修行を完遂する

ことは極めて難しい。まして社会状況が激しく変化し、個々人がありとあらゆ

る誘惑に日々晒される現代ではなおさらである。法然上人の説いた浄土宗の教

えは、まさに現代のような末法の世に適した教えであった。上人は従来の仏教

の教義である自力による解脱の道ではなく、阿弥陀仏の本願という他力による

往生を説いた。落ち着かない心であっても、往生を求めひたすら念仏を称える

者の心持ちが安心（あんじん）と呼ばれる。心を正すとは極楽に心を向けるこ

と言えよう。この浄土宗の安心の教えは、長年の修行によって体得される高度

な瞑想によって心の平安を得る方法とは異なり、誰にでも実践が可能であり、

だからこそ易行と呼ばれるのである。

○関連

『法然上人のご法語①』p.99

安心というのは、往生を目指そうとする心づかいのありさまです。

  【浄土宗略抄（鎌倉二位の禅尼へ進ぜられし書）・昭法全五九三】

（３）邪な心で振る舞えば苦しみがつきまとう

【第１偈】

あなたの世界は心に左右され、心を王とし、心でできている。邪な心のま

ま話したり、振る舞えば、後からあなたに苦しみがつきまとう。たとえば荷車

を引けば引く人の歩みに車輪がついていくように。

○解説

仏教では因果応報という考え方を重視する。善い行いをすれば善い結果が

生まれ、邪な心で振る舞えばその報いがいずれ当人に帰ってくるだろう。だか

らこそ煩悩を滅して、覚りを目指して一心に修行しなければならない。しかし
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２－３．心その他

（１）恨みを忍んで、憎しみの連鎖を断て

【第５偈】

恨みある限り恨みの連鎖は絶対に止まらない。恨みを忍んでこそ恨みの連

鎖は止まるのだ。これは古からの世の常である。

○解説

憎んでいる相手に対して復讐を果たせば、一時的にあなたの恨みは晴れる

だろう。しかし、その後はどうなるのだろうか。復讐された者の家族や友は、

あなたに恨みを抱いて、今度はあなたに復讐しようとしてくるはずだ。誰かが

復讐を思い止まらない限り、恨みの連鎖は続く。法然上人の父上である漆間時

国は、上人が９歳のとき敵の夜討ちに合い死の床についたが、その際に「復讐

をしてはならない。出家して我が菩提を弔え」という遺言を上人に残した。憎

悪に飲まれて仇討ちにはやるのが匹夫の勇ならば、恨みを堪え、あえて復讐を

しないというより困難な道を選ぶことこそが、真の勇気と言えるだろう。

○関連

『四十八巻伝』

汝更に会稽の恥を思い、敵人を恨むることなかれ。(中略 )もし、遺恨を結

ばば、その仇世々に尽き難かるべし。しかじ、早く俗を逃れ、家を出て我が菩

提を弔い、自らが解脱を求めんには。（聖典六・一一）

（２）落ち着きのない心を正して極楽に向け念仏せよ

【第33偈】

心とは（時に）震え、（時に）落ち着きがなく、思い通りにならず抑え込め

ない。弓矢を作る人が矢を正すように智慧ある人は心を正す。
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（９）人生の勝利者となれ

【第103偈】

戦場において千の千倍の人に勝利するにしても、自分自身という一人に勝

利するならば、その人は戦場において最高の勝利者である。

○解説

成功を収めたり富や名声を得た人を見て、羨ましく思ったり、妬ましく思っ

たりすることもあるだろう。しかし、そう思ったところで自分の人生と他人の

人生を入れ替えることはできない。結局は自分自身の人生を歩むしかないので

あるが、たとえ栄耀栄華に包まれようとも老病死が付きまとうのが私たちの一

生である。老病死を恐れ、死後の世界に不安を抱き、その恐れや不安に押しつ

ぶされるしかないのである。そうした私たちにとって、念仏を称えて阿弥陀仏

の西方極楽浄土に往生するという教えは唯一の救いとなる。どのような人生で

あれ念仏を称えるならば、それだけで極楽往生が約束され、人生の恐れや不安

に打ち勝つことができる。一人一人が人生の勝利者となれるのである。

○関連

『法然上人のご法語②』p．349

生きている間はお念仏を称えてその功徳が積もり、命尽きたならばお浄土

に参らせていただきます。「いずれにしてもこの身にはあれこれと思い悩むこ

となどないのだ」と思ったならば、生きるにも死ぬにもなにごとにも思い悩む

ことなどなくなるのです。  【つねに仰られける御詞・昭法全四九五】 
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（８）娑婆の家を捨て去れ

【第91偈】

自らを省みる者たちは出家して、家で楽しむことはない。渡り鳥が沼を捨

て去るように、家々を捨て去る。

○解説

移り変わる季節のなかで渡り鳥はそれまで過ごしてきた場所から飛び立ち、

遥か彼方へと住処を替えていく。寒さを逃れ暖かい地で越冬するためであり、

あるいは豊かで安全な地を選んで子育てに励むためである。渡り鳥にとって、

一か所に止まることよりも渡る方が自分を育むことになる。それが渡り鳥の生

き方なのである。人にもそれぞれに自らを育む生き方がある。家のなかで生き

辛さを感じるのであれば、出家するのも生き方の一つである。ただしどのよう

な生き方であれ、生きとし生けるものはみな「幸せ」を求める。浄土宗にとっ

て究極の幸せは、この世から極楽浄土へと往生するなかにある。私たちを暖か

く包み込んでくれる本当の家は極楽のなかにこそある。往生こそ究極の出家と

いえよう。

○関連

『法然上人のご法語②』p.105

よくよく考えてみるに、釈尊はこの娑婆世界にあって、衆生に念仏を勧め

て浄土へと送り出し、阿弥陀仏はかの極楽浄土から念仏する衆生を来迎して下

さるのである。娑婆の釈尊は送り出し、浄土の阿弥陀仏は呼びかける。どうし

てこの娑婆世界から立ち去らぬことなどあり得ようか。

  【登山状・昭法全四二二】
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の教えに従うしかない。釈尊は「南無阿弥陀仏」と称える念仏により死後には

西方極楽浄土という覚りの世界に生まれ変わることができる、それが阿弥陀仏

の救いであると説いた。諸仏もそれに賛同した。覚りの境地を目指すのであれ

ば念仏を称えるしかない。殊、浄土宗においては、それが仏の教えに従うとい

うことになる。

○関連

①『法然上人のご法語②』p.16

決して智慧ある者のふりをせず、ひたすらお念仏を称えなさい。

  【一枚起請文】

②『法然上人のご法語①』p.20

阿弥陀さまは「第十八の願いが果たせぬうちは、誓って仏とはならない」と

いう本願を成就されてお浄土を建立し、いま現にそこにいらっしゃるのです。

ですから、私たちがその本願に従ってお念仏を称えれば、いのち尽る時には阿

弥陀さまが必ず私たちを迎えに来て下さるのです。

お釈迦さまは「よろしい、それでいいのだ。私の説法に従って、お念仏を

称えて、迷いの世界から離れていく」と見守っていて下さるのです。

あらゆる世界に在す諸仏は「悦ばしいことだ。我々が真実と証明したこと

を信じてお念仏を称え、迷いの世界に再び戻ることのない極楽浄土へ往生して

いく」とお悦びになることでしょう。

  【一紙小消息（黒田の聖人へつかはす御文）・昭法全四九九】

③善導『観経疏』

深信とは、仰ぎ願わくは一切の行者等、一心に唯仏語を信じて、身命を顧

みず、決定して依行せよ。仏の捨てしめたまうをばすなわち捨て、仏の行ぜし

めたまうものはすなわちをばすなわち行じ、佛の去らしめたまう処をばすなわ

ち去れ。これを仏教に随順すと名づけ、仏意に随順すと名づけこれを仏願に随

順すと名づけ、これを真の仏弟子と名づく。（聖典２・289～ 290）
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○解説

善導大師『観経疏』には仏の世界（彼岸）とこの迷いの世界（此岸）の間

には火の河と水の河が流れているとの譬えがある。彼岸へと渡ろうにも危険で

渡れずにいると、背後から猛獣などが迫りくる。慌てふためき、取り乱し、右

往左往するなか、「こっちは安全だ。こっちに来い」という彼岸からの声がする。

険しくて細いが、彼岸へと続く道が見える。その声を信じられるか、信じられ

ないか。進む勇気を持てるか、持てないか。まさに決断力が試される。これは

念仏往生を譬えた話である。私たちのいのちはいつ尽き果てるか分からない。

その時、迷いの世界にそのまま止まっていていいのだろうか。仏の世界に進む

勇気を持てなくていいのだろうか。釈尊は言う。多くは迷いの世界で右往左往

しているだけだ、と。その一人になってはならない。

○関連

善導『観経疏』

一心にただちに進んで道を念じて行く。（聖典２・298）

（７）正しい教えで生死を越えろ

【第86偈】

教えが正しく説かれている限り、教えに従う人々は、極めて越えがたい生

死の世界を越えていくだろう。

○解説

どのような分野であれ、素人は所詮素人である。素人が素人考えで勝手に

物事を判断したとしても、それで上手く事が運ぶことはないだろう。やはり専

門家の話に耳を傾け指導を仰ぐのが上策である。生老病死の不安を克服した心

の安寧、覚りの境地を求めることも同じである。出家であれ在家であれ、御仏

から見れば仏道において素人に他ならない私たちは御仏の言葉に耳を傾け、そ
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起こらない。

○解説

「よかれ」と思ってしたことなのに誰かを苦しめ、なすべきことを忘れて自

ら苦境に陥る。悪意はなくとも、人は過ちを犯すことがある。自分の過ちに気

付いたならば直しようもある。しかし、自分が過ちを犯しているとは思いもよ

らないのが人間の根本的な姿である。もし、自分の過ちを指摘してくれる人に

出会ったならば、その出会いを大切にしなければならない。もちろん過ちを指

摘されることは不愉快な経験であろう。とはいえ、そういう人を煙たがってい

ては事態は好転しない。「良薬、口に苦し」というように、指摘を真摯に受け

止めてこそ向上がある。そういう人に導かれるならば人生の宝物が見つかるで

あろう。自分の薬になるならば、それはやはり飲むべきである。

○関連

『法然上人のご法語③』p.320～ 321病気が重ければ薬を服用するようなも

のです。「重い病気だから薬など効くはずがない」と服用しなければ、その病

気はいつ治るでしょうか。経典には「たとえ十悪や五逆といった重い罪を犯し

てしまった者でも、善知識の導きにより、わずか一遍や十遍のお念仏でも往生

は叶う」と説かれています。  【念仏往生義・昭法全六八九】

（６）彼岸と此岸。此岸で右往左往するな。迷わず目指せ。

【第85偈】

人々のなかで彼岸に行こうとする者は極めて少ない。その他の者たちは岸

上で右往左往しているだけだ。
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声を失うまい、利益を逃すまいとあくせくして、本来の目的を見失うのが本当

の愚か者である。名利を望む自分がいたら、仏の世界から心が離れぬよう用心

が必要である。ちなみに阿弥陀仏の極楽世界を見失わぬよう私たちを導くのが

念仏である。

○関連

①『法然上人のご法語②』p.242～ 243

真実心とは、お念仏の行者が浄土へと往生を願う心です。うわべばかりを

取り繕って飾りたてたりなどしない、裏も表もなく自らの行いと合致した心で

す。煩悩にまみれた虚しい心とは、名誉を求め物欲に溺れる心です。『大品般

若経』（『正蔵』八・二一七・上）には、「物欲や名誉欲を捨てよ」とあります。『大

智度論』には、経文のこの箇所を論じた後に、「まさに往生のための行いから

煩悩を捨てよとは、わずか一声や一念であっても煩悩にまみれていては、まこ

との心を失ってしまうからである。心とは裏腹に外面を飾りたてる者は、たと

え外面が乱れているにしても、内にまことをもって往生を願うのであれば、遂

に往生は叶うのである」とあります。  【十七條御法語・昭法全四七〇】

②『法然上人のご法語③』p.318

人の心はつねにそうした名誉欲や財欲に染まって濁った水のようですが、お

念仏という浄摩尼珠を投げ入れると、心という水は自ずと清らかになるのです。

そして、往生が叶うのもお念仏の力によるのです。

  【十二箇條の問答・昭法全六七四】

（５）過ちを指摘してくれる賢者について行くがよい。

【第76偈】

自分では気付かない過ちを明らかにして指摘してくれる智慧ある賢者に出

会ったならば、あたかも隠された宝について説いてくれる人のように、ついて

行くがよい。そのような人について行けば、今より善いことがあり悪いことは
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○関連

①『無量寿経』下巻

罪報、自然にして捨離する従なし。（聖典１・273）

②『法然上人のご法語②』p.317～ 318

「もろもろの悪業をなさず、もろもろの善業を行じ奉れ」とは、過去・現在・

未来のそれぞれにお出ましになる仏さま方が、みな等しくお勧めになる戒めで

す。善業を修める者は善い世界に生まれかわり、悪業をはたらく者は悪しき世

界に堕ちる結果を招くとも言います。このような因果の道理を耳にはしても、

まるで聞いたこともなかったかのように振る舞っています。改めて言うまでも

ありませんが、でき得る限り悪事を行わないよう自制しつつ、縁ある毎にお念

仏を称えて往生を願うべきなのです。阿弥陀さまは悪人をもお見捨てにならな

いのですから、どうして善人をお嫌いになることがありましょうか。

  【登山状・昭法全四二六】

（４）愚か者は名利を望む

【第73偈】

愚かな修行者は実態がともなわないのに尊敬を望み、修行者のなかにおけ

る地位や寺のなかで王のような立場を望み、他人の家に行っては供養を望む。

○解説

人間の欲望には限りがない。一つ満足しても、さらにその上を貪り、強ま

る欲望に振り回されて我を失い苦しくなる。そこが欲望の落とし穴といえる。

仏道修行の目的はそうした欲望を断ち切り仏の世界に赴くことにある。ところ

で修行の過程では尊敬や地位を得て名声が上がり、信者の家に招かれ飲食の施

し（供養）などの利益も受ける。修行者であっても人間は誰でも名利に目が眩

みやすい。しかし、仏の世界に赴くという目的だけは見失ってはならない。名
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○関連

①善導『観経疏』

決定して深く信ず。自身は現にこれ罪悪生死の凡夫、曠劫より已来、常に

没し常に流転して、出離の縁有ること無し。（聖典２・289）

②『法然上人のご法語①』p.118

はじめに我が身のつたなさを省みて、そのうえで阿弥陀さまの本願を信じ

るのです。つまり、本願のお力が信じられるようになるために、我が身を省み

るべきことを先にあげているのです。  【御消息・昭法全五八〇】

（３）愚者には悪が蜜の味

【第69偈】

報いが現れない間の悪は愚者には蜜の味がする。報いが現れた時の悪は苦

しみとなる。

○解説

物事には原因があって結果がある。善いことをすれば幸せに満ちた結果が

訪れ、悪いことをすれば苦しみに満ちた結果に見舞われるとされる。善因楽果、

悪因苦果などと言われるこうした因果関係は揺るがすことのできない道理に他

ならない。ただし原因が生じるのと同時に結果が現れることもあれば、長時間

を経過してもなかなか現れないこともある。その間、人によっては悪を犯して

富や名声を手に入れる。さらには自分は人生の成功者であると錯覚し、悪業な

ど犯したところで大したことないと味をしめる。しかしどれほど悪を甘く見よ

うが、報いは必ず現れる。たとえ後生に至ろうとも、犯した悪が見逃されるこ

とはない。必ず報いを受けるのである。報いを畏れない者こそ愚者に他ならな

い。
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○関連

 ①『法然上人のご法語②』p.16

決して智慧ある者のふりをせず、ひたすらお念仏を称えなさい。

  【一枚起請文】

②『法然上人のご法語②』p.144

お念仏を称える人が十人いるとして、たとえそのうち九人までもが臨終に

（阿弥陀さまの本願を疑ってしまい）心が 乱れて往生できないとしても、この

私だけは必ず往生を遂げるのだと思い定めるべきです。

  【つねに仰られける御詞・昭法全四九五】

（２）愚者と自覚できる賢さ、愚者と自覚できない愚かさ

【第63偈】

愚者が「愚かだ」と自覚するならば、その者は賢者でもある。一方、賢者

であると思い上がる愚者のことを「そういう者こそ愚者である」と人は言う。

○解説

『イソップ物語』に蛙の親子の話がある。ある日、子蛙が牛を見た。親蛙に

その大きさを伝えようとするが、牛を知らない親蛙は「これくらいかい？」と

腹を膨らませてみせる。子蛙が「もっと大きかった」と応えると親蛙がさらに

腹を膨らます。それを何度も繰り返し、親蛙の腹がついに破裂する。親蛙に「私

より大きい者はいないはず」という思い上がり「慢心」があったのであろう。

仏教は、慢心も含めたもろもろの煩悩を打ち消せと説く。そのためには、まず

は自分自身が煩悩に毒された愚か者であると知らねばならない。どれほど愚か

であろうと、ありのままの自分を自覚できるならば、そこが賢者と愚者の分か

れ目となる。浄土宗劈頭宣言にいう「愚者の自覚」は、まさに仏教の根幹なの

である。
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○関連

『法然上人のご法語①』p.135

次に自分自身の功徳のみならず、他の人が積んできた功徳や、仏さまや菩

薩さまが修してこられた功徳を仰ぎ喜びますと、それらすべての功徳がこの自

分にも及ぶわけですから、そのすべてをも振り向けて極楽往生を願うのです。

  【御消息・昭法全五八三】

２－２．愚者と賢者

（１）自分のしたこと、しなかったことを見よ。

【第50偈】

他人が道理に逆らうのを見るな。他人がしたことも、しなかったことも見

るな。自分のしたこと、しなかったことこそを見よ。

○解説

他人が自分より優れているのを見て、羨んだり妬んだりすることはないだ

ろうか。他人が自分より劣っているのを見て、蔑んだり軽んじたりすることは

ないだろうか。物事を比べて優劣をつけたがるのが人間の癖であり、性（さが）

と言ってもいいだろう。もちろん、そうした心情が切磋琢磨の精神となってプ

ラスに作用することもあろう。しかし、他人と自分を比べているだけでは、何

も変わらない。自分はどう生きるか、その問いこそが大切なのである。

釈尊は亡くなる前、弟子たちに「教えをたよりとし、教えにしたがって生

きていく自分自身をたよりにせよ」と諭したという。釈尊はさまざまに教えを

説かれたが、浄土宗にとって釈尊の教えは「念仏」に集約されている。他人が

どうあれ、自分と他人を比べることよりも、ただひたすら念仏を称える自分で

ありたい。
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○関連

①『現代語訳浄土三部経』p.224

仏の名を称えると、一念称えるごとには八十億劫もの間、生死を繰り返さ

ねばならない罪〔のむくいさえも〕取り除かれる。

②『法然上人のご法語③』p.279

仏さまはあらゆる人々を哀れみ、善人も悪人も仏の世界へ導き渡してくだ

さいますが、善人を見ては喜び、悪人を見ては悲しまれるのです。

  【念仏往生義・昭法全六九一】

（10）善き行いは幸せを招く

【第120偈】

善業の報いという実が熟さない限り、善人でも禍に遭うことがある。しか

し善業の報いという実が熟した時、善人は幸せな思いをする。

○解説

芥川龍之介の短編『蜘蛛の糸』では、仏が地獄に落ちた犍
カン

陀
ダ

多
タ

を助け出そ

うという場面が描かれている。この男は大泥棒で悪事を重ねていたが、生前に

小さな蜘蛛を助けたことがあり、仏はその報いとして極楽から蜘蛛の糸を彼に

向って垂らし、救おうとしたのである。残念ながら自分ばかりが助かろうと、

その幸せを独り占めしようとしたために、この糸は切れてしまったが、善い行

いはそれがどんなにささやかなものであろうとも、かならず幸せな結果をもた

らす。ただし、その結果がいつ訪れるかはわからないし、善人でも嫌な思いを

することもあろう。そうであっても幸せが訪れたその時には、多くの人と共有

することで、より大きな喜びとなる。
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ある。善い行いを日々積み重ねることで、いずれ大きな幸いにたどり着くこと

ができるのである。

○関連

『法然上人のご法語③』p.244-245

一つに長時修については、慈恩大師（の作とされる）『西方要決』に「はじ

めて仏道を志してから覚りに至るまで、決して退転しないことである」とあり

ます。また、善導大師は「いのち尽きるまで、決して中止してはならない」と

述べられています。  【要義問答・昭法全六二八】

（９）悪しき行いは禍
わざわい

を招く

【第119偈】

悪業の報いという実が熟さない限り、悪人でも好い思いをすることがある。

しかし悪業の報いという実が熟した時、悪人はあれこれと禍に遭う。

○解説

悪い行いには苦しい結果が付いてくる。その結果はいつ訪れるかはわから

ない。生きている間にその報いを受けることもあれば、来世に至って受けるこ

ともある。あるいは来来世以降に苦しむこともあるといわれる。その結果が訪

れるまでには、よい思いをすることもあるだろう。しかし、自分の行ないの報

いは、どこまでも自分を追い続け必ず苦しい思いを生み出すのである。

『観無量寿経』の下品下生には、一声の念仏で八十億劫という長きにわたり

輪廻を繰り返さないとならない罪が除かれると説かれる。自業自得の理に思い

を致せば、この教えの偉大さ、称名念仏の力強さをより強く実感できることで

あろう。
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ちを後になって恥じることである。悪い行いをした後に、間違いを犯してしまっ

たと気が付き、それを恥ずかしいと思う気持ちを指す。一方、愧は他人の行っ

た過ちを見て、同様の自分の行いを省みて恥じ入ることを意味する。ことわざ

でいう「人のふり見て我が振り直せ」である。誰かの行なった悪事を目撃して、

我が身を振り返り、自分もそのような過ちを犯したものだと恥じ入る気持ちと

いえよう。過ちを繰り返さないためには、自分の行なった過ちを省み、他人の

悪事を見ては我が身に置き換え反省することが肝要である。

○関連

『法然上人のご法語③』p.284

悪事を止めるために、たとえ心に悪しき思いが浮かんできても、それを表

に出すまいと自制するのは、至らぬ我が身をみ仏に恥じ入る心の表れです。

  【十二箇條の問答・昭法全六八〇】

（８）善いことは繰り返そう

【第118偈】

もし人が善いことをしたならば、同じことを繰り返すべきである。同じこ

とをしたいと心がけよ。善の積み重ねは幸いをもたらす。

○解説

周
しゅ

利
り

槃
はん

特
どく

という仏弟子がいる。『阿弥陀経』の会座には「周利槃陀伽」とし

て連なっている。彼は賢い兄と共に出家したものの、お経の一節すら覚えるこ

とができずに還俗を考えた。そんな彼を見て、釈尊は布を渡して、「私は塵を

払う、私は垢を除く」と唱えながら、他の修行者の履物を清めるように教えた

という。はじめは教えられた言葉を覚えることも難しかったが、多くの弟子た

ちが協力し、釈尊の言葉を何度も伝えた。ついに彼はその言葉を覚え、履物の

汚れだけではなく、心の汚れを拭い去り、解脱を果たしたという。継続は力で
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○解説

経典には、時に衝撃的な人生を送った人物が登場する。パターチャーラー

という比丘尼はその一人である。ある男性と恋に落ち駆け落ちして、妊娠、出

産を経験する。しかし、不運にも夫に先立たれ、次いで子供が死んでしまう。

一人となった彼女は実家に戻ろうとするが、その家族もまた命を失っていた。

彼女は茫然自失となり、裸同然の格好で街をさまよった。そして、釈尊と出会

う。仏の導きにより彼女は立ち直り、立派な修行者となってゆく。

ある時、彼女は自分の人生を振り返り、人は若くして死ぬこともあり、中

年になって死ぬこともあり、老年になって死ぬこともあると気が付いた。釈尊

はその様子を見て、この偈文を説き、パターチャーラーは覚りを開いた。栄枯

盛衰の直視は辛いことであるが、大切な営みである。

○関連

『法然上人のご法語③』p.15

まして無常の世の悲しみは目の前に満ち広がっており、いつ何時、命の終

わりがくるものと覚悟すればよいのでしょう。栄華のなかにある者でも長くは

続かず、生ある者もまた、その終焉を嘆かずにはいられません。

  【要義問答・昭法全六一三】

（７）過ちを繰り返さない

【第117偈】

たとえ人が悪を犯したとしても、同じことを繰り返すべきではない。同じ

ことをしたいと思うな。悪の積み重ねは苦しみをもたらす。

○解説

慚愧という言葉がある。普通「恥じる」という意味で用いられるが、仏教

用語としては慚と愧にはそれぞれ異なる意味がある。慚とは自分が行なった過
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○解説

日々、仕事をする中では、疲れ果て気力や体力が消耗した状態になること

もある。そのようなときには、自分を見失いだらだらと惰性にまかせてしまう

よりも、休養を取り、リフレッシュしたほうがよい。充実した心身で臨む方が、

より良い成果が出せるであろう。

仏陀は人の生涯も同様であると説く。自分の境遇を嘆いたり、人を羨んだ

りするだけで、自分を直視しない生き方をしてはならない。そのようなときに

はいったん立ち止まり、自分自身を見つめなおす機会を持つことが必要である。

一日一日を新たな気持ちで努め励むことが尊いことである。もちろん、それが

積み重なっていくのは、なお尊いものであろう。

○関連

①『法然上人のご法語②』p.295

善導大師が『法事讃』で「七日七晩、絶やす心なく念仏を称えよ」とおっしゃっ

ているのは、「明日かもしれない往生の一大事を逃してしまわないように、今

日の一日を励もう」との思いでお念仏を称えなさいということです。

  【つねに仰られける御詞・昭法全四九五】

②『法然上人のご法語③』p.259

常日頃からお念仏を称えている者は、たとえ十年、たとえ一年、たとえ一月、

たとえ一日、たとえ一時、称えたとしても往生が叶うのです。

  【十二問答・昭法全六三六】

（６）栄枯盛衰を直視する

【113偈】

栄枯盛衰を直視せずに百年生きるよりも、それを直視して一日生きる方が

勝れている。
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（４）鮮やかでよく薫る花

【第52偈】

美しく色鮮やかであるうえに、よく薫る花があるように、巧みに説かれた

教えは、それを実践する人にとっては有益である。

○解説

世の中にはたくさんの料理がある。食事では盛り付けられた一皿の美しさ

を眺め、食べてみて香りや味、さらには食感などを楽しむ。美しい一皿も口に

運ばなければ味はわからない。美しさと味のバランスが不相応と感じることも

あれば、見事に一致していることもあろう。

仏教では一切皆苦を説くが、同時にその苦しみをなくすための様々な実践

を提示する。孤高な生活を送り厳しい修行の果てに覚りの境地に至ることを示

す教えもあれば、日々の暮らしの中で実践できる平易な修行を示すものもある。

いかに手の込んだ料理であっても、食べることではじめて真の価値がわかり、

自らの血肉になる。同様に、仏が巧みに説いた言葉も実践することで、その真

価を体感することができるのである。

○関連

『現代語訳浄土三部経』　p.155

正しく理解し、言葉と行動とを一致させる。

（５）一日を生きる

【第112偈】

なまけて無気力に百年生きるよりも、しっかりと気力にあふれて頑張る人

が一日生きる方が勝れている。
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（３）実践されない教えは無益

【第51偈】

美しく色鮮やかであっても薫らない花があるように、巧みに説かれた教え

であっても、それを実践しない人にとっては無益である。

○解説

スポーツに何の興味を持たない相手に、言葉巧みにその魅力を伝え、熱心

に競技観戦に誘っても、まったく響かないことがある。スポーツに限らず、音

楽や演劇などでも同じであり、関心がないものにとっては、様々な情報も役に

立たないものである。これは仏法にも通じる。どんなに尊い教えでも、それを

知っているだけでは意味を持たない。絵に描いた餅である。まして知らなけれ

ば、教えに触れることもできない。経文は実践するためにあり、ただ知ってい

るだけでは単なる知識である。いかに尊い教えであっても、実践されない教え

は無益である。その逆に、説かれた教えをその通りに実践することで、価値が

生まれる。経文も、その言葉に従って実践することで、真価を発揮するもので

ある。

○関連

『法然上人のご法語②』p.178

上人は「阿弥陀さまのお名号を聞くとしても、念仏往生を信じなければ聞

かないのと同じことです。たとえ信じるといっても、お念仏を称えなければ信

じていないも同然です。ただいつもお念仏を称えなさい」と語り聞かせていらっ

しゃいました。  【常に仰せられける御詞・昭法全四九〇】
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という至誠心がすでに込められているのです。

  【常に仰せられける御詞・昭法全四九一】

②『法然上人のご法語③』p.120

西方極楽浄土へ往生を願うならば、ただひたすらにお念仏をお称えください。

  【要義問答・昭法全六一七】

（２）目覚めている人に怖いものはない

【第39偈】

汚れなき心のまま、あらゆる衝動に突き動かされることもなく、運・不運

を捨てて目覚めている人には怖いものはない。

○解説

夢の中で何者かに脅かされ、ひどい目にあって大きな恐怖を感じることが

ある。その逆に、とても幸福な夢を見て、いつまでもこんな状態にいることが

できればと思うこともあろう。いずれにしても、所詮、夢は夢である。夢から

覚めれば、もはや夢の中のできごとを恐れたり、喜んだりする必要もない。

仏陀は迷いの眠りから覚めた人である。私たちが目覚めることで夢の中の

様々な出来事に惑わされることがなくなるように、目覚めた人である仏陀は汚

れなき心を持ち、衝動に悩まされずに、運や不運に対する思いを捨て去り、恐

れるものもない。このような目覚め、すなわち覚りをめざすのが仏道である。

○関連

『法然上人のご法語②』p.279

もっぱらお念仏を称える人は、貪りや怒りといった煩悩を恐れてはならな

いのです。阿弥陀さまの本願のお力に導かれる白道に乗じているのですから、

どうして荒れ狂う炎や波にその白道が損なわれることなどありましょうか。

  【三心料簡および御法語　昭法全四四九】
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２．フレーズと現代語訳
以下に、はじめにフレーズを掲げ、次いでダンマパダから抽出した偈文の

現代語訳、その解説、関連する御法語を提示する。なお担当は以下の通りであ

る。

　　①対句　　　石田一裕　　　　　②愚者と賢者　　　　　袖山榮輝

　　③心その他　渡邉眞儀　　　　　④念仏の功徳と極楽　　齊藤舜健

２－１．対句

（１）誠が定まらない人に智慧は具わらない

【第38偈】

心は散り乱れ、正しい教えを知ろうとせず、どこに誠があるのか定まらな

い人には智慧は具わらない。

○解説

我々の心は絶え間なくあちらこちらに興味や関心を示し続け、正しい教え

に出会っているにもかかわらず気が付かぬまま、誠の心で信じるには至らない

でいる。散り乱れた心はいつの間にか我々を苦しめて止むことがなく、そのよ

うな我々に覚りへの智慧など具わるはずもない。苦しみは我々の受け止め方の

問題である。それは我々の外側からくるのではなく、内側に生じるものである。

もし誠の心で教えに向き合うことができれば、智慧を授かり苦しみの原因を見

定め、少しずつでも心は晴れていくであろう。苦しみの少ない、より良い日々

を送るためには、仏陀の教えにしっかりと心を向け、ぶれないようにすること

が大切なのでる。

○関連

①『法然上人のご法語②』p.216

「必ず往生するのだ」と思い定めてお念仏を称えるなかに「誠の心をもって」
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研究ノート

１．はじめに
本研究班では、短い偈文から構成される釈尊の聖語としてパーリ語仏典で

あるダンマパダから浄土宗の広報や布教に資すると考えられる経文を収集し、

現代語訳と解説を付す作業を行ってきた。ダンマパダの現代語訳の代表として

中村元訳『ブッダの真理の言葉 感興のことば』（岩波書店、1978）があり、仏

教学の知見に基づきつつ、簡明な翻訳が行われている。一方で、片山一良『『ダ

ンマパダ』全詩解説―仏祖に学ぶひとすじの道』（大蔵出版、2009）のように、

ダンマパダを現代語訳しながら、それと類似する宗祖の教えを解説することで、

宗派の教えとパーリ仏典における釈尊の言葉の共通性を提示する試みが行われ

ている。

本研究班でも後者の視点に立ち、浄土宗の立場からパーリ仏典を読解し、浄

土宗の法話において活用できる釈尊の教えを提示するとともに、浄土宗的な観

点を踏まえた解説を付すことを試みた。この研究ノートではダンマパダから

35偈を選び、それらに現代語訳を付したうえで、①対句②愚者と賢者③心そ

の他④念仏の功徳と極楽、の四種に分類した。また掲示伝道などに活用できる

短いフレーズを現代語訳に基づきつつ提示するとともに、その解説を加えた。

さらに御法語や三部経から関連する文言を付加した。

浄土宗寺院では、著作権などを気にせずにこれらのフレーズを掲示伝道に

用いるとともに、その解説文なども適宜活用していただければ幸いである。

平成31・令和元年度　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究　研究ノート

ダンマパダ現代語訳ならびに布教用解説
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1188..JJūūnneenn 十十念念

NNeennbbuuttssuu

((1100  vveezzeess))
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1188..
JŪ NEN 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BUTSU 

NA MU A MI DA BU 
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1177.. VVeerrssoo  ddee  ddeessppeeddiiddaass  aaooss  BBuuddaass  送送仏仏偈偈

Obedecendo às leis do Karma, pedimos aos Budas que 
voltem ao mundo de onde vieram. 

Despedimo-nos, oferecendo o incenso e espalhando pétalas 
de flores. 

Rogamos aos Budas, de onde estiverem, para que nos 
protejam com toda vossa compaixão. 

Pedimos também que protejam todos aqueles que já 
partiram e tinham a mesma fé que a nossa. 
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1177..
SŌ BU TSU GE 

SHŌ BUTSU ZUI EN GEN PON GOKU 

FU SAN KŌ KE SHIN SŌ BUTSU 

GAN BUTSU JI SHI N YŌ GO NEN 

DŌ SHŌ SŌ KAN JIN SHU RAI 
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1166..  RReevveerrêênncciiaa  ààss  ttrrêêss  ffoorrmmaass  ddoo  BBuuddaa  AAmmiiddaa  三三身身礼礼  
 
Reverenciamos o Buda Amida, que vive na Terra Pura do 

lado oeste, que fez e concluiu os votos para salvar a todos. 
Reverenciamos o Buda Amida que mora na Terra Pura do 

lado oeste, que fez os votos para acolher todos através da sua 
infinita luz. 

Reverenciamos o Buda Amida que mora na Terra Pura do 
lado oeste, que fez os votos para vir nos buscar e levar para 
sua Terra quando terminarmos nossa vida neste mundo. 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＊ 114

1166..
SAN JI N RAI 

NA MU SAI HŌ GO KU RA KU SE KAI 

HON GAN JŌ JU SHIN A MI DA BU 

NA MU SAI HŌ GO KU RA KU SE KAI 

KŌ MYŌ SE SSHU SHIN A MI DA BU 

NA MU SA I HŌ GO KU RA KU SE KAI 

RAI KŌ IN JŌ SHIN A MI DA BU 



「浄土宗日常勤行式」ポルトガル語訳　＊ 113

1155.. VVeerrssoo  ddooss  VVoottooss  CCoommuunnss  ddee  ttooddooss  ooss  BBuuddaass  総総願願偈偈

Prometo me esforçar para poder encaminhar todas as 
pessoas sem rumo, que são incontáveis ao estado de 
Iluminados. Prometo me esforçar neste momento para que 
diminuam o número pessoas que se perdem devido aos males. 

Prometo me esforçar neste momento para aprender ao 
máximo os ensinamentos do Buda, que são infinitos. 
Prometo me esforçar neste momento para que eu também 
alcance a iluminação do Buda, pois não existe nada mais 
superior do que este estado. 

Não só eu, mas todos, através dos méritos que alcançamos 
no Nenbutsu rogamos para que possamos nascer na Terra 
Pura, e assim alcançar o estado de iluminados. 
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1155..
SŌ GAN GE 

SHUJŌ MUHEN SEIGAN DO BONNŌ MUHEN SEIGAN DAN 

HŌMON MUJIN SEIGANCHI MUJŌ BODAI SEIGAN SHŌ 

JITA HŌKAI DŌRIYAKU GUSHŌGOKU RAKU JŌBUTSUDŌ 
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1144..JJūūnneenn 十十念念 

NNeennbbuuttssuu

((1100  vveezzeess))
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1144..
JŪ NEN 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BUTSU 

NA MU A MI DA BU 
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1133..VVeerrssoo  ddee  TTrraannssmmiissssããoo  ddooss  MMéérriittooss

Rogamos para que os méritos que acumulamos até o 
presente momento sejam igualmente ofertados para todos os 
seres. E que neles se desenvolvam o sentimento em que exista 
o desejo de se tornar um Buda, e também que todos possam
nascer na Terra do Buda Amida.
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1133..
SŌ EKŌ GE 

GAN N I SHI KU DOKU BYŌ DŌ SE I SSAI 

DŌ HOTSU BO DAI SHIN Ō JŌ AN RA KKOKU 
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A todos os espíritos dos membros deste templo desde 
a fundação. 

Aos recém-falecidos que estão no estágio 
intermediário.  

Que seus méritos virtuosos sejam desenvolvidos. 

Rogamos também para que todos os méritos deste 
Ofício sejam transmitidos para: 
Nome:  □□□□□□□□□□□, 
Nome Búdico:□□□□□□□□□□□, 
Falecido em:□□□□-□□-□□,Ao(s): □□□anos. 

Rogamos ainda para que os méritos deste Ofício sejam 
transmitidos aos ancestrais da:Família: □□ □□ 
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TŌ JI KAI KI I RAI 

SHO DAN NOTSU NI PPAI GA PPAI 

SHIN MŌ CHŪ IN SHO SHŌ REI TŌ 

TSUI ZEN ZŌ JŌ BO DAI 

GANNI JŌRAI SHOSHŪ KUDOKU KAISHITSU EKŌ 

SHIN JI SHIN NYO SHŌ TSUKI MEI NICHI 

TSUI FUKU ZŌ SHIN BO DAI 
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Ao mestre fundador do nosso templo, Reverendo ~; 
Aos sacerdotes que reconstruiram este templo, 
Reverendo ~~~~, 
Aos sacerdotes que serviram neste templo, 
Que seus Grandes Votos e Prática do Bodhisattva sejam 
concluidos perfeitamente. 

[Novamente oferecemos] nossas orações aos Mestres 
orientadores, aos pais e mães, a todos os membros do templo, 
aqueles que fizeram doações e a todos os seres sencientes. 
Rogo para que todos vivenciem na alegria, prosperidade e 
longevidade. 
E aos que morreram, não tenham mais sofrimento e possam 
nascer na Terra Pura. 
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TŌ JI KAI SAN SHŌ NIN 

CHŪ KŌ SHŌ NIN REKI DAI SHO SHŌ NIN TŌ 

FU GEN GYŌ GAN KU KYŌ EN MAN 

SHISŌ BUMO ISSAI DANNOTSU KECHIEN SHU JŌ 

ZON JA TOKU RAKU FUKU JU MU RYŌ 

MŌ JA RI KU CHŌ SHŌ JŌ DO 
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Rogamos pela generosidade do Grande Mestre Zendō, 
do Mestre fundador Enkō Meishō Wajun27, do Segundo 
Mestre Daishō Shōju, ao Terceiro Mestre Nenna Kishu, dos 
mestres da Índia, da China, do Japão e por todos os 
divulgadores da doutrina da Terra Pura. 

27 Nome póstumo dado pelos Imperadores do Japão ao Mestre Hōnen. 
Enko 円光:“Aquele que brilhou em volta de Nimbus” 
Tozen 東漸:“Aquele que disseminou o budismo para o leste” 
Ejo 慧成:“Aquele que completou a sabedoria” 
Kokaku 弘覚:“Aquele que alcançou a vasta iluminação” 
Jikyo 慈教:“Aquele que ensinou com compaixão” 
Meisho 明照:“Aquele que ilumina brilhantemente” 
Wajun 和順: “Aquele que trouxe harmonia” 
Honi 法 爾: “Aquele que procurou a verdade naturalmente” 
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KŌ SO KŌ MYŌ ZEN DŌ DAI SHI 
          

                    
SHŪ SO EN KŌ TŌ ZEN E JŌ KŌ KAKU 
          

                    
JI KYŌ MEI SHŌ WA JUN HŌ NI DAI SHI 

   

                        
NISO DAIJŌ SHŌJŪ KOKUSHI SHŌKŌ SHŌNIN 

        

                    
SAN SO KI SHU ZEN JI RYŌ CHŪ SHŌ NIN 

      

                         
SANGOKU DENRAI JŌDO DENTŌ SHO DAI SO SHI TŌ 

   

        
JŌ SHŪ JI ON 
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Que haja harmonia sob o céu, o Sol brilhante e a Lua 
brilhante. 

Que o vento e a chuva não se transformem em desastres. 
Que as nações sejam generosas, as pessoas seguras, os 

exércitos e armas permaneçam sem uso. 
Que a virtude seja estimada, a benevolência encorajada e a 

prática budista seja diligentemente cultivada com correção e 
humildade. 
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TEN GE WA JUN NICHI GATSU SHŌ MYŌ 

        

                
FŪ U I JI SAI REI FU KI 

        

                
KOKU BU MIN NAN HYŌ GA MU YŪ 

        

                
SHŪ TOKU KŌ NIN MU SHU RAI JŌ 
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1122..OOffeerreennddaa  ddaass  OOrraaççõõeess    別別回回向向

Agradecemos a generosidade do Grande e Misericordioso 
Buda Amida. Agradecemos ao Buda Shaka pela transmissão 
dos nobres ensinamentos, aos milhares de Budas dos “Seis 
lados” do Universo, ao Bosatsu Kannon, ao Bosatsu Seishi, a 
todos que estão na Terra Pura e aos Três Tesouros. 
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1122..
BE TSU E KŌ 

BU SHŪ DAI HI GAN NŌ A MI DA BU TSU 

HA KKEN KYŌ SHU SHA KA MU NI BU TSU 

RO PPŌ GŌ JA SHŌ JŌ SHO BUTSU 

KAN NON SEI SHI SHO DAI BO SATSU 

GOKU RAKU KAI E SHŌ JŌ DAI KAI SHŪ TŌ 

I SSAI SAN BŌ KŌ DAI JI ON 
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1111..NNeennbbuuttssuu  IIcchhiiee  念念仏仏一一会会  
 
 
 
 
 
 

NNeennbbuuttssuu  

((qquuaannttiiddaaddee  lliivvrree))  
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1111..
NEN BU TSU I CHI E 

NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU 
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1100..VVeerrssoo  ddoo  AAccoollhhiimmeennttoo  攝攝益益文文

A luz (do Buda Amida) ilumina todos os “dez lados” do 
Universo. 

Acolhendo todos sem se esquecer de nenhum daqueles que 
entoam o Nenbutsu. 
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1100..
SHŌ YA KU MON 

徧徧

KŌ MYŌ HEN JŌ JI PPŌ SE KAI 

NEN BUTSU SHU JŌ SE SSHU FU SHA 
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99..JJūūnneenn 十十念念

NNeennbbuuttssuu

((1100  vveezzeess))
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99..     

  JŪ NEN 
 

                           
                          

NA MU A MI DA BU     NA MU A MI DA BU 
                           

                          
NA MU A MI DA BU     NA MU A MI DA BU 

                           
                          

NA MU A MI DA BU     NA MU A MI DA BU 
                           

                          
NA MU A MI DA BU     NA MU A MI DA BU 

                
                

NA MU A MI DA BUTSU   
      

            
NA MU A MI DA BU 
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88..VVeerrssoo  ddaa  PPrroommeessssaa  PPrriinncciippaall  本本誓誓偈偈

Os votos 22  realizados pelo Buda Amida são os 
ensinamentos essenciais para nascer na Terra Pura. 

Tanto os Concentrados23 como os Dispersos24 oferecem 
seus méritos 25  (para poderem nascer na Terra Pura) 
agilizando o alcance do nirvana26. 
22 Votos que um Buda fez antes de alcançar a iluminação, ou seja quando ainda era um 
bodhisattva. Todos os praticantes budistas devem fazer votos para alcançar a iluminação e 
salvar os seres sencientes no início de sua prática. Existem dois tipos de votos: votos comuns e 
votos individuais. O primeiro, consiste nos Quatro Votos Abrangentes (para os quatro votos, ver 
Sogange, Verso dos Votos Comuns de todos os Budas), que incluem buscar a iluminação e 
salvar os outros; e o último são os votos individuais de cada Buda, que determinam o caráter de 
um buda. No caso do Buda Amida, são os quarenta e oito votos. Neste versículo se refere aos 
quarenta e oito votos de Amida, especialmente o décimo oitavo voto. 
23 São aqueles que conseguem contemplar um objeto e suprimir as ilusões e entrar em estado 
de meditação. O Sutra da Contemplação ensina as seguintes treze práticas contemplativas. 

1. Visualização do sol
2. Visualização da água
3. Visualização do solo da Terra Pura
4. Visualização das árvores de jóias da Terra Pura
5. Visualização dos lagoas de jóias da Terra Pura
6. Visualização das torres de jóias da Terra Pura
7. Visualização dos tronos de flor de lótus da Terra Pura
8. Visualização das imagens do Buda Amida
9. Visualização do corpo do Buda Amida
10. Visualização da Kannon Bosatsu (Avalokiteśvara Bodhisattva)
11. Visualização do Seishi Bosatsu (Mahāsthāmaprāpta Bodhisattva)
12. Visualização do proprio nascimento na Terra Pura
13. Visualização dos múltiplos aspectos do Buda Amida

24 São aqueles que não conseguem se concentrar e praticar o ato de contemplação. O Sutra da 
Contemplação menciona os seguintes: 
<Práticas benéficas mundanas (世福)>  Honrar o pai e a mãe (孝養父母) 

Respeitar os professores e anciões (奉事師長) 
Compelir-se a não matar (慈心不殺) 
Praticar os dez atos de conduta virtuosa (修十善業) 

<Práticas benéficas em relação aos preceitos (戒福)> 
Refugiar-se no Buda, no Dharma e na Sangha (受持三帰) 
Manter os preceitos (具足衆戒) 
Abster-se de má conduta das práticas (不犯威儀) 

<Práticas benéficas relativas aos atos religiosos (行福)> 
Despertar para a iluminação (発菩提心) 

Ter uma fé profunda acreditando na lei da causa e efeito (深信因果) 
Ler e recitar os sutras Mahayana (読誦大乗) 
Encorajar as pessoas que se esforçam nos exercícios (勧進行者) 

25 A cada boa ação que praticamos acumulamos méritos e oferecemos aos Budas e aos outros 
seres. 
26 Nirvana: é o estado de Buda ou iluminado. 
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88..
HONZEIGE 

MI DA HON ZEI GAN GO KU RA KU SHI YŌ MO

N 

JŌ SAN TŌ E KŌ SOKU SHŌ MU SHŌ SHIN 
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Quando os votos21 forem realizados, todo o Universo se 
emocionará. E os seres celestiais farão chover belas flores de 
lótus (para certificar a realização dos votos). 

21 Refere-se aos 48 votos. 
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SI GAN NYA-KKO-KKA DAI SEN Ō KAN DŌ 

KO KŪ SHO TEN NIN TŌ U CHIN MYŌ KE 
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Oferecerei a todos os Budas e acumularei muitos méritos. 
Realizarei os votos, adquirei a plena sabedoria e serei o 
Perfeito dos “três mundos” 20. 

Assim como todos os Budas, rogo para que eu também 
consiga adquirir a mesma Sabedoria Pura. Rogo para que, 
com a força resultante da realização das práticas me torne 
um Buda tão perfeito quanto os outros Grandes Budas. 

20 Do desejo, do material puro e do imaterial (espiritual e etéreo). 
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KU YŌ I-SSAI BUTSU GU SOKU TOKU HON 

GAN NE SHITSU JŌ MAN TOKU I SAN GAI Ō 

NYO BUTSU MU GE CHI TŪ DATSU MI FU SHŌ 

GAN GA KU E RIKI TŌ SHI SAI SHŌ SON 
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Realizada a prática, emitirei a luz que alcançará os “dez 
lados” do Universo. Neste momento, as luzes do Sol e da Lua 
não serão mais percebidas, assim como o céu. 

Esclarecerei todos os ensinamentos 18  em prol da 
humanidade e espalharei amplamente o ensinamento do 
mérito a todos. Assim, estarei frequentemente dentre a 
humanidade, transmitindo os ensinamentos como o “rugir 
do leão”19. 

18 O ensinamento do Buda é chamado de Dharma. 
19 Rugir do leão significa proferir em voz alta. 
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KU SO JŌ MAN ZOKU I YŌ RŌ JI-PPŌ 

戢戢

NICHI GATSU SHŪ JŪ KI TEN KŌ ON PU GEN 

I SHŪ KAI HŌ ZŌ KŌ SE KU DOKU HŌ 

JŌ O DAI SHŪ JŪ SE-PPŌ SHI SHI KU 
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Emitirei muita luz com imensa força, iluminando todos os 
mundos. Extinguirei o desejo, a cólera e a ignorância, 
salvando muitos daqueles que estão em desgraça. 

Farei com que abram os olhos da sabedoria, extinguindo as 
trevas. Fechando assim o “mundo do mal”16  e abrindo o 
“mundo do bem”17. 

16 Dos animais, dos GAKIS e do inferno. 
17 Dos seres humanos e dos seres do plano celestial. 
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JIN RIKI EN DAI KŌ FU SHŌ MU SAI DO 

SHO JO SAN KU MYŌ KŌ SAI SHU YAKU NAN 

KAI HI CHI E GEN ME-SSHI KON MŌ AN 

HEI SOKU SHO AKU DŌ TSŪ DATSU ZEN JUMON 
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Se eu me tornar um Buda, o meu nome soará pelos “dez 
lados” do Universo. Caso haja algum lugar de onde não 
consigam ouvir, prometo que não me tornarei um Iluminado. 

Eu me afastarei do desejo, entrarei em profunda meditação 
e me esforçarei nas práticas para adquirir a pura sabedoria. 
Desejo de coração ser Iluminado em prol da humanidade e 
dos seres que vivem no plano celeste. 
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GA SHI JŌ BUTSU DŌ MYŌ SHŌ CHŌ JI-PPŌ 

KU KYŌ MI SHŌ MON SEI FU JŌ SHŌ GAKU 

RI YOKU JIN SHŌ NEN JŌ E SHU BON GYŌ 

SHI GU MU JŌ DŌ I SHŌ TEN NIN SHI 
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77..VVeerrssoo  ddaass  QQuuaattrroo  PPrroommeessssaass1133  四四誓誓偈偈

Neste momento eu 14  fiz votos 15  perfeitos que 
ultrapassaram a perfeição deste mundo e estes, certamente 
serão realizados. Caso não se realizem, prometo que não me 
tornarei um iluminado (Buda). 

Eu serei eternamente o grande caridoso. Caso não consiga 
salvar todos os que sofrem da pobreza, prometo não me 
tornar um iluminado. 

13 O Shiseige é um trecho do Sutra Muryōjukyō (無量寿経) que conta a história do Buda Amida. 
O Buda Amida antes de se tornar um Buda era um Bosatsu, e se chamava Hōzō. O Bosatsu Hōzō 
para se tornar Buda fez 48 votos com a finalidade de construir a sua Terra Pura (Gokuraku = 極
楽浄土) e salvar a humanidade do sofrimento, fazendo-os nascerem na sua Terra Pura que é 
um lugar apropriado, ou seja, um lugar fácil para praticarem os exercícios e se tornarem um Buda. 
No Sutra, o Verso das Quatro Promessas é um trecho que vem logo após o trecho dos 48 votos. 
14 “eu” se refere ao Buda Amida. 
15 “votos” se refere aos 48 votos, ou promessas do Buda Amida. 
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77..
SHISEIGE 

GA GON CHŌ SE GAN HI-SSHI MU JŌ DŌ 

SHI GAN FU MAN ZOKU SEI FU JŌ SHŌ GAKU 

GA O MU RYŌ KŌ FU I DAI SE SHU 

FU SAI SHO BIN GU SEI FU JŌ SHŌ GAKU 
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66..VVeerrssoo  ddee  iinnttrroodduuççããoo  àà  aabbeerrttuurraa  ddoo  SSuuttrraa  開開経経偈偈

O ensinamento do Buda é profundo e não existe nada 
superior. 

Mesmo que procuremos por um longo tempo12 será difícil 
encontrarmos estes ensinamentos. 

Neste momento tivemos a oportunidade de vermos e 
ouvirmos estes ensinamentos. 

Rogamos para que consigamos interpretar corretamente 
estes ensinamentos. 

12 Temos no verso os ideogramas de valor “cem”, “mil”, “dez mil” e “infinito” 
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66..
KAI KYŌ GE 

MU JŌ JIN JIN MI MYŌ HŌ 

HYAKU SEN MAN GŌ NAN SŌ GŪ 

GA KON KEN MON TOKU JU JI 

GAN GE NYO RAI SHIN JITSU GI 
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55..JJūūnneenn  十十念念

O “Nenbutsu” é a principal forma de oração do 

Budismo da Terra Pura e consiste em entoarmos o verso: 

Na mu Ami da Butsu 

Onde a sílaba “tsu” geralmente é suprimida. 

Nas cerimônias, a palavra Jūnen significa: Jū = 10 e 

nen = Nenbutsu, portanto oramos 10 vezes o  

Na mu Ami da Bu  da seguinte maneira: 

1) Repetimos 4 vezes e respiramos;

2) Mais 4 vezes e respiramos novamente;

3) Mais 2 vezes, sendo que somente na nona vez

pronunciamos o “tsu” e na  décima reverenciamos ao 

Buda Amida abaixando levemente a nossa cabeça. 
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55..
JŪ NEN 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BU NA MU A MI DA BU 

NA MU A MI DA BUTSU 

NA MU A MI DA BU 
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44..VVeerrssooss  ddee  CCoonnffiissssããoo  懺懺悔悔偈偈

Desde o princípio cometemos muitos erros. 
Desde o princípio, estes erros provêm do desejo, da 

cólera e da ignorância; gerados pelos nossos 
comportamentos, palavras e sentimentos. 

Neste momento fazemos a confissão destes erros. 
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44..
SAN GE GE 

GA SHAKU SHO ZŌ SHO AKU GŌ 

KAI YU MU SHI TON JIN CHI 

JŪ SHIN GO I SHI SHO SHŌ 

I - SSAI GA KON KAI SAN GE 
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33bb..CCoonnvviittee  aaooss  BBuuddaass  三三奉奉請請  

Convidamos o Buda Amida para que entre neste local. 
Convidamos o Buda Shaka 11  para que entre neste 

local. 
Convidamos os Budas dos “dez lados” do Universo 

para que entrem neste local. 

11 Shaka é a pronúncia em japonês da palavra originária do Sânscrito Śākya, que é o nome do 
povo onde Siddharttha Gautama, o Buda, viveu. Este nome é dado ao Buda histórico. 
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33bb..
SAN BU JŌ 

BU JŌ MI DA SE SON NYŪ DŌ JŌ 

BU JŌ SHA KA NYO RAI NYŪ DŌ JŌ 

BU JŌ JI PPŌ NYO RAI NYŪ DŌ JŌ 
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33..CCoonnvviittee  aaooss  BBuuddaass  四四奉奉請請

Convidamos os Budas dos “dez lados” do Universo 
para que entrem neste local. Recebemo-los espalhando 
pétalas de flores de lótus. 

Convidamos o Buda Shaka 6  para que entre neste 
local. Recebemo-lo espalhando pétalas de flores de lótus. 

Convidamos o Buda Amida7 para que entre neste 
local. Recebemo-lo espalhando pétalas de flores de lótus. 

Convidamos o Bosatsu8 Kannon9, o Bosatsu Seishi10 
e demais Bosatsus para que entrem neste local. Recebemo-los 
espalhando pétalas de flores de lótus. 

6 O fundador do Budismo, que nasceu no norte da Índia como Siddhartha Gautama no século V 
a.c. e se tornou iluminado. "Sakyamuni" significa literalmente "o sábio do clã Shakya". Faleceu
aos oitenta anos. Na tradição mahayana, em especial, acredita-se que o Buda continua a
pregar no Pico da Águia e nos guia através de seus ensinamento. No Jōdo Shū, segundo o
mestre chinês Shantao, Shakyamuni é o Buda que nos ensinou sobre o Buda Amida.
7 Buda da Terra Pura do lado Oeste. O nome “Amida” deriva de Amitabha (Luz Imensurável) e
Amitayus (Vida Imensurável). No Jōdo Shū o Buda Amida é visto como o "Buda Salvador" ou o
“Buda compassivo”, aquele que nos salva ao nos recebe na Terra Pura.
8 Bosatsu é o estágio anterior ao estado de Buda que e em sânscrito é chamado de Bodhisattva.
9 Kannon é o Bosatsu Avaloktésvara da misericórdia e da salvação.
10 Seishi é o Bosatsu Mahāsthāmaprāpta da sabedoria.
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33aa..
SHI BU JŌ 

HŌ ZEI SHI HŌ JO RAI JITŌCHŌ SANKA RAKU 

HŌ ZEI SE KYA JO RAI JI TŌ CHŌ SAN KA RAKU 

HŌ ZEI BI TA JO RAI JI TŌ CHŌ SAN KA RAKU 

HŌ ZEI KAN NIN SEI SHI SHO TAI HŌ SA JI TŌ CHŌ SAN KA RAKU 
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22..RReevveerrêênncciiaa  aaooss  TTrrêêss  TTeessoouurrooss55  三三宝宝礼礼

Reverenciamos de todo coração aos Budas dos “dez lados” 
do Universo. 

Reverenciamos de todo coração aos ensinamentos dos 
Budas dos “dez lados” do Universo.  

Reverenciamos de todo coração aos discípulos dos Budas 
dos “dez lados” do Universo. 

5 Os Budas, os ensinamentos e os discípulos. 
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22..       
  SAN BŌ RAI 

 
      

                    
I SSHIN KYŌ RAI JI PPŌ HŌ KAI JŌ JŪ BU 

 
     

                    
I SSHIN KYŌ RAI JI PPŌ HŌ KAI JŌ JŪ HŌ 

 
     

                    
I SSHIN KYŌ RAI JI PPŌ  HŌ KAI JŌ JŪ SŌ 
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11..VVeerrssoo  ddoo  iinncceennssoo  香香偈偈

Rogamos para que o nosso corpo se torne puro como 
o incensário1.

Rogamos para que o nosso coração se assemelhe ao 
puro fogo da sabedoria. 

Queimamos o incenso para podermos viver 
obedecendo aos preceitos2, e mantermos o sentimento em 
estado de meditação. Oferecemos o incenso aos Budas dos 
“dez lados3” do Universo e dos “três tempos”4. 

1 Recipiente que contém as cinzas do incenso, onde o colocamos para queimar. O incenso é 
considerado puro, pois ao queimá-lo exala um aroma no ar deixando as pessoas com um 
sentimento bom, por isso estas cinzas são consideradas puras. 
2 Preceitos budistas para os leigos são: 1 - não matar; 2 - não roubar; 3 - não manter relação 
com mais de uma pessoa; 4 - não se embriagar; 5 - não mentir. 
3 “Dez lados” indicam os 4 pontos cardeais, os 4 pontos colaterais, o zênite (lado de cima) e o 
nadir (lado de baixo). 
4 Os “três tempos” indicam o passado o presente e o futuro. 



＊ 64

  

11..     
 KŌ GE 

 
       

              
GAN GA SHIN JŌ NYO KŌ RO 

 

              

              
GAN GA SHIN NYŌ CHI E KA 

 

       

              
NEN NEN BON JŌ KAI JŌ KŌ 

 

           

              
KU YŌ JI PPŌ SAN ZE BU 
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平成31・令和元年度　表白・引導の多言語化　研究ノート

「浄土宗日常勤行式」ポルトガル語訳

現在浄土宗海外開教区、開教地として英語圏、ポルトガル語圏、フランス

語圏の国々がある。世界の人々が共に法然上人の浄土の教えに触れ、またお勤

めを共有できるように、本プロジェクトでは浄土宗日常勤行式を英語等の複数

の言語に翻訳している。また既に存在する訳については見直しを行い、順次発

表し、多くの方々に利用していただけるように計画している。

ポルトガル語訳は2005年に南米開教区の稲場開教使の依頼に対し田中が翻

訳を行った。2006年にこの翻訳が終わり、簡易製本をパイロット版として日

伯寺の檀信徒の方々に試用していただいた。2007年１月には正式に出版して

（ブラジル国会図書館に第635/12と登録）現在使用されている。浄土宗綜合

研究所の多言語化プロジェクトでは、このポルトガル語訳をさらに見直して修

正し、分かりにくい部分の表現を改めた。以下はその成果である。
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言える。

令和二（2020）年度の浄土宗宗務総長による「執務方針（3）」には、お寺での

介護者カフェの普及推進が取り上げられている。現在は感染症拡大の影響によ

り、寺院での諸行事と共に中止や延期を余儀なくされているカフェであるが、

今後の再開に向けて各開催寺院における参加者と寺院との交流の維持、開催寺

院間の連携の方策についての研究を展開していきたい。

（3）　「令和二年度より新たに、「お寺での介護者カフェ」活動の普及推進をはかってまいり
ます。これは、地域コミュニティの一員である寺院が、社会に慈しみをの具現化を見
込める実践可能な活動であります」（「令和二年度執務方針」、2020年）
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研究ノート

お寺で開催する理由、開催までの準備や広報の過程、カフェの進行と振り返り、

実際の開催寺院の事例や参加者の声の紹介、カフェが果たす社会的役割、カフェ

実践者と有識者による座談会を具体的に解説している。

特に本書では、地域の中でそれぞれの介護についてお寺だからこそ当事者

同士が安心して打ち明けられる、それに積極的に僧侶や寺族が関わり、支え合

う場づくりを行っていくことが意図されている。

特に、介護を終えた方が意思別の悲嘆を語りあうことができる場所として

のお寺での介護者カフェは、葬儀、法事、墓参という、死後を見据えた命との

向き合いを行ってきた寺院ならではの事業であると言えよう。

さらに、介護者カフェの立ち上げ講座の有効性というアンケート結果に基

づき、令和二（2020）年三月に浄土宗教化研修会館（京都市）企画をしたが、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて延期となっている（同十月に実

施）。

全国で開催されているカフェについても、寺院がウイルスの感染源となら

ないようにという配慮から休止の状態が続いている。

そのような状況が続く中で、インターネットを使用したオンラインでの介

護者カフェも開催されている。参加者のインターネット環境やデジタル機器の

有無によるが、少数の参加者があり、外出や人との交流が制限され、心身の疲

労や機能の低下を抱える介護者にとって、貴重な休息の時間となっている。

オンラインでの交流が難しい方に対しては、電話や文書伝道の方法を用い

て交流を試みている。

現在開発している介護者との交流の方法は、コロナ禍が収束した後も、継

続してその可能性や有用性について研究を進めていきたい。

お寺での介護者カフェは、我々はみな凡夫であるという法然上人の仰せに

従えば、僧侶や寺族が参加者を指導する場というよりも、我々自身も介護者に

なりうるということからいえば、人間と人間の寄り添い支え合いの場であると
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・ すでにカフェを始められた寺院からのフィードバックを収集整理して本部に

蓄積していただけると、カフェの改善や新規参入寺院の増加など、好循環に

つながるのではないか。

・ 東日本の寺院が多い印象。ぜひ西日本でも展開していただけますようお願い

いたします。

これらのアンケートを分析する中で、お寺での介護者カフェに関するノウ

ハウ提供の場である立ち上げ講座の有効性と、開催への具体的なサポートやマ

ニュアルの必要性が確認された。

おわりに
最後に浄土宗における「お寺での介護者カフェ」の可能性と展望について

述べたい。浄土宗では平成二十五年に具申された「浄土宗における社会福祉推

進事業」に基づき、社会福祉推進委員会によって内容が検討されているが、令

和元（2019）年度よりお寺での介護者カフェの普及の可能性に関する研究と

の連携が図られることとなった。具体的には、先の立ち上げ講座でのアンケー

ト結果にある、開催希望寺院の立ち上げサポートの具現化である。そこで、浄

土宗の指導をいただきながら、立ち上げ講座を受講し開催を希望する14ケ寺

に対し、立ち上げプランの策定、地元の地域包括支援センターや社会福祉協議

会への連絡、檀信徒や地域住民への広報、当日の運営についての知識提供を中

心とした支援と実地調査を行った。現在まで北海道、東北、関東、東海、近畿、

九州にある10カ寺の寺院で「お寺での介護者カフェ」の立ち上げに至っている。

また、アンケート結果にあったマニュアルの作成についても、浄土宗へ研

究協力を行い『はじめよう！お寺での介護者カフェ』（浄土宗、令和二年（2019）

３月１日）が発行された。

マニュアルの内容は、先のアンケート結果を基にしながら介護者カフェを
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研究ノート

③普通　０％（０）　　④参考にならなかった　０％（０）　　

⑤その他　０％（０）

（六）、その他の感想やご要望などをお聞かせください

・ 介護者カフェを体験させていただきありがとうございました。話を聴いてい

ただけで心がスッキリしました。今後とも学びを深めて聴くことのできる自

分でありたいと思いました。

・ 現在持病を抱えています。不安を抱えて生活していると、誰かに寄り添って

ほしい気持ちがあり、家族のつらさも感じます。介護者カフェとともに、病

気に向き合うカフェがあれば、ご住職を交えながら、話ができるとよいので

はないでしょうか。

・ 介護者カフェを立ち上げようとした場合、具体的にどうすればよいのでしょ

うか。

・ 配偶者やご家族がお亡くなりになられた後、喪失感からうつ状態や引きこも

りの状態が続いたりされる方がいらっしゃいます。実際、今、介護されてい

る方以外にも、死別の悲嘆を抱えている方も対象にしてよいということが資

料に書かれてありましたので安心しました。

・お寺についてあらためて考える機会になりました。

・ 具体的な立ち上げの方法、ポイント等を聞くことが出来とても役に立ちまし

た。今後もこのような寺院でできる活動の立ち上げに関する講座を開催して

いただけるととても役立ちます。

・介護者カフェを立ち上げたいと思います。

・ 介護の現状、介護者カフェの意義が良く分かりました。実例を詳しく紹介し

ていただき、また気をつけることなどを聞くことができて参考になりました。

「介護者カフェは入り口。苦の悩みに向き合う」という下村上人の言葉が印

象に残りました。
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①開催したい　62.5％（15）　　②開催したいが難しい　25％（６）　

③開催する予定はない　０％（０）　　④無回答　12.5％（３）

（三）　ご自坊にて介護者カフェを開催したい場合、何か気になることはあり

ますか。また、立ち上げの際に、どういったお手伝いを希望されるかをお聞か

せください。

・ 専門家の方を交えて開催しなくてはいけないのか。住職、寺族が話を聞く場

寄り添う場として考えればいいでしょうか。個人情報について、どのように

考えればいいか。

・事業計画や助成金の申請について教えてほしい。

・広報はどのように行うのか。

・中長期的な運営について教えてほしい。

・開催する曜日を固定していいのか。平日がいいのか。

・段取り、当日のサポートは誰が担うのか。

・運営についての具体例、注意点、成功事例について教えてほしい。

・行政にお願いしに行く際のノウハウを知りたい。

・ノウハウの提供（冊子）、相談窓口（問い合わせ先）

（四）今回の講座をどこで知りましたか（複数回答あり）

①『和合』誌面　　29.2％（７）　②講習会　０％（０）　③チラシ　17％（４）　

④フェィスブック　8.3％（２）　⑤知人・友人から　41.6％（10）　

⑥その他　４％（１）

（五）本講座に対してのご感想をお聞かせください。

①とても参考になった　73.9％（17）　　②参考になった　26.1％（６）　　
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研究ノート

まり準備から開催当日、その後のサポート内容についての具体的な情報共有を

行った。

特にパネルセッションでは、実際にお寺での介護者カフェを開催している

下村氏、岩田氏から実際の様子や行ってみた感想を紹介していただいた。両氏

の「世の中にある多くの悩みを知ることができた。改めてお寺の価値を確認す

ることができた」（下村氏）、「檀信徒のみならず地域の方とのつながりができた。

地域包括センターや医療看護関係者と連携することで、地域にある公的セク

ターと住民との橋渡し役となっているとも感じている」（岩田氏）などの実践

者としての感想に対し、岡村氏からは医療者の観点から地域の中で寺院が果た

す役割の可能性や期待が述べられた。

その後、四つのグループに分かれ、介護者カフェの体験が行われ、短い時

間ではあったが、各人は自己紹介や自身の介護に対する関心や体験について発

言者の声に耳を傾けて親身にその話を聴き分かち合いが行われた。まさに参加

者同士が支え合うお寺での介護者カフェの一端を体験した。

二、介護者カフェ立ち上げ講座での受講者アンケート

同講座では受講者へのアンケートを行い23名からの回答があった。このア

ンケートについての報告をする。

介護者カフェ立ち上げ講座アンケート

（一）　浄土宗寺院で介護者カフェを開催することについてどう思いますか

①ふさわしいと思う　100％（23）　　②ふさわしくないと思う　０％（０）　　

③どちらともいえない　０％（０）

（二）　ご自坊で開催したいと思いますか？（複数回答）
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一、お寺での介護者カフェ立ち上げ講座
私たちは各地で行われている介護者カフェの実地調査を進めていく中で、立

ち上げに関する手順や方法に関する情報を収集することができた。それらを用

いて介護者カフェ立ち上げ講座として浄土宗寺院関係者とそのノウハウを共有

するために、お寺での介護者カフェを次の通り企画し実施した。

「すぐはじめられる！ 寺院での介護者カフェ立ち上げ講座」

日時：平成31年３月14日（木）午後２時から午後５時

場所：大本山増上寺 増上寺会館

日程（予定）

午後２時 講演「はじめてみよう。お寺での介護者カフェ」

東海林良昌（浄土宗総合研究所研究員）

午後３時 パネルディスカッション「介護者カフェを始めたいけど、どうした

らいい？」

司会：東海林良昌

コメンテーター：岡村毅（医師　東京都健康長寿医療センター研究所研究員）

パネリスト：下村達郎（東京教区 香念寺住職）、岩田照賢（静岡教区 平等寺

住職）他

午後４時 介護者カフェ体験

午後５時 終了

当日は、北は東北から南は鹿児島県までの寺院関係者40名を超える参加者

がありこの介護の問題に関する関心の高さをうかがい知ることができた。この

立ち上げ講座では、「介護者カフェを始めるにあたって何を準備すればよいの

か」、「なぜお寺で開催するのか」など、寺院住職や寺族がお寺での介護者カフェ

を開催するにあたっての疑問に有識者や活動者自身が知識提供を行うこと、つ
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弊所研究プロジェクト「超高齢社会における浄土宗寺院の可能性」では、高

齢化率が２割を超える超高齢社会における教化方法を研究対象としてきた。そ

の研究課程で浮かび上がってきてきたのが我が国における介護者を取り巻く問

題の根深さである。それに対する教化方法として、注目したのは介護者同士が

悩みを語り合う場としてのお寺での介護者カフェである。これまで私たちは、

お寺での介護者カフェの展開や組織化の実地調査および知識提供、併せて浄土

宗寺院が伝統的に行ってきた教化や法務における取り組みの蓄積を踏まえなが

ら、社会資源としての寺院の可能性を提案してきた。

このような浄土宗における社会実践と教えの関係性について、すでに弊所

仏教福祉研究班が、我が宗における社会実践は称名念仏の一行をより進める助

業として、凡夫が凡夫に寄り添う という関係性の中で行われるということを

指摘している。

近代以降の浄土宗は別名「社会事業宗」と呼ばれるほど、その取り組みが

各界から注目されてきた。現代の浄土宗においても、その流れが脈々と受け継

がれていることは周知の通りである。さらに東日本大震災以降、僧侶が社会貢

献活動にかかわってほしいという期待や、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支

援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の

最期まで続けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地

域包括ケアシステム（2））の構築が国の方針として掲げられている今、生活支援

や地域力強化といった課題に、どう寺院が関わっていくことができるのかが問

われている。

本稿では、当研究班が行ってきた、現代浄土宗寺院における社会事業の実

施例としての「お寺での介護者カフェ」の可能性と展望を明らかにしたい。

（2）　厚生労働省が推進している、2025年を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援
の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで
続けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制のこと。
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はじめに
寺院を取り巻く環境は、檀信徒の家族のあり方、地域社会の構造、さらに

は私たち自身のライフスタイルも含めて、急速に変化している。わが国の高齢

化率（65歳以上の人々が全人口における割合）は27.7％ に到達し、今後も上

昇を続けることが確実である。このような超高齢社会とよばれる世に暮らす私

たちにとって「老い」はもっとも身近な問題の一つと言えよう。

医療や介護の技術やサービスが発達した現代では、老・病・死のプロセス

の中で人生の最終段階における医療や介護を受ける期間が数か月から数十年に

及ぶこともあり、その間、当事者と家族は、医療・看護・介護の専門家の手を

借りながら過ごすこととなる。

人生の最終段階において、介護や医療分野で導入され始めているAdvanced 

Care Planning（1）（アドバンス・ケア・プランニング、ACP、人生会議）など

にみられる当事者本人の自己決定が尊重される中、そのことに戸惑う当事者や

家族の姿もある。これまでとは異なった「苦」に応じた取り組みを想定しなけ

ればならない。
（1）　厚生労働省では、これまでアドバンス・ケア・プランニングと呼ばれてきた人生の最

終段階における医療やケアのあり方について、人生会議と名づけ普及啓発を行ってい
る。「医師等の医療従事者から適切な情報の提供と説明がなされ、それに基づいて医療・
ケアを受ける本人が多専門職種の医療・介護従事者から構成される医療・ケアチーム
と十分な話し合いを行い、本人による意思決定を基本としたうえで、人生の最終段階
における医療・ケアを進めることが最も重要な原則である」（「人生の最終段階におけ
る医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」、厚生労働省）

平成31・令和元年度　超高齢社会における浄土宗寺院の可能性　研究ノート

「お寺での介護者カフェ」の可能性と展望
� 東海林良昌
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ザーがある程度育成された場合、宗内寺院への存在の周知も必要となろう。

任意団体②においては、寺院での備蓄品の情報収集や、備蓄の必要性の啓

蒙と期限切れが近づいた際の活用法の提案が求められる。また啓蒙に当たって

は、防災キャンプなどを行う中で備蓄品を実際に食してもらうことで、理解を

広めることも考えられている。

両団体とも、宗務庁の関係部局と連携を取りながら、必要に応じて浄土宗

総合研究所としてもこれまでの知見を提供していく予定である。

８．おわりに
平成23年３月11日、東日本は大きな地震と津波に襲われました。身辺に

大きな被害はなく、津波被害の進行を伝えるTV映像を呆然と眺めることし

かできませんでした。また、その後の福島第一原子力発電所事故は、それまで

漠然と抱いていた安全という概念が根底から突き崩されるものでした。

災害に関して総合研究所で出来ることは限られていましたが、研究員の有

志たちがボランティア活動を主導しました。宗務庁では宗内寺院の被災状況の

把握、救援物資の収集配送などを行っていましたが、阪神・淡路大震災を経験

していたにもかかわらず、災害時の宗務庁の災害対応がシステム化されていな

いことに驚きました。そこで、総合研究所として宗内の様々な災害対応活動を

記録し、今後の浄土宗として災害対応に資することを目標として「災害対応の

総合的研究班」を立ち上げたのです。

その成果は既に浄土宗の災害対応施策の中に生かされていると思いますし、

加えて継続的に災害対応にむけて活動する任意団体を立ち上げること出来たこ

とも大きな成果と考えます。本プロジェクトに実施にあたっては宗務当局とも

めることもありましたが、それはいつに研究代表の問題であり、素晴らしい成

果を生んでくれた研究員、研究スタッフに大いに感謝する次第です。今後はそ

の成果を宗務当局と連携しながら具現化していくことを願います。（今岡）。
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の確認、ボランティア支援の可否、現地の人員の役割配置等の助言がもらえれ

ばスムーズに対応できると考える。物資の受け入れ、他県からの要請の配分の

対応も担ってもらえると一層負担軽減になる。宗務との連絡の仲介は基本的に

は教区長であるが、教区長も自坊の復旧や地域の復興、また役職者であるがゆ

えに教区外との連絡や会合で多忙を極め、連絡がつきにくいということも想定

される。そのような中で、アドバイザーが直接宗務や各総大本山とも連絡網を

持ってあれば対応の幅が広がると思われる。実際にボランティア活動の従事は

もちろんであるが、時期的なフェーズの移り変わりに対応して会議や話し合い

の場で指導してもらえれば、今何をしなければならないか、これからどういう

ことが起こるのか、が被災地域の人々も分かってくる。それにより瓦礫撤去な

どのボランテイアから被災者の心のケアなど等への支援の移り変わっていく状

況に対応していけるかと考える。

被災した地域の僧侶で何もかも対応するのは負担がかかり限界がくる。そ

の負担を少しでも軽減し、被災した寺院・地域が少しでも早く復興が出来るよ

うに手助けをしてもらえる存在を作り、育成していく災害支援アドバイザーの

設立が望まれる。

  （三宅）

７．今後の展望
本研究班が令和２年３月末をもって閉じるのに当たり、研究員や研究スタッ

フが中心となり、①「災害時に活動できる僧侶（災害支援アドバイザー）の育

成」と、②災害備蓄品にまつわる「阿弥陀様からの『お福わけ』」の２つの任

意団体を立ちあげることとなった。

任意団体①においては、支援Pの研修制度などを参考にしながら、災害支

援アドバイザーに必要な知識の精査や、平常時の全国寺院へのアドバイス内容

の構築、非常時の活動内容の確認などを行っていく必要がある。またアドバイ



＊ 50

研究成果報告

渉外と事務で、支援の申し出の情報を集約の上、ニーズとのマッチングを行い、

その情報を実働部隊に流す、という活動の流れが出来た。役職を決める事で仕

事の分担と役割の明確化、そして一般会員への指示がスムーズになることも

あった。一方で、役割を与えられた個々人も、それぞれの法務や復興活動など

で動きがとりにくい時期もあるため、特定の人が役割を越えて動かなくてはな

らないこともあった。

組織図の中には「渉外」と「実働部隊」という大きな役割があったが、教

区から被害の把握状況が実働部隊への通達がなく、実際に活動しているものが

現場に行き確認をする状況。また他教区（青年会）への物資・支援の要請は渉

外の私が担って、対応していた。組織作成に関しては個人的には実働の青年会

の者が現地で調べ、マッチングをして実際には活動していたような印象であっ

た。実働・渉外の青年会から教区への情報連絡はグループLINEを通じて報

告していた。教区も私達と違うところで災害対応をされていたが、教区と青年

会の連携が無かったような感じが受けられた。

「災害が多かった」といわれる平成にあって、福岡県の筑後市にある兼務寺

院は平成３年台風17号・19号では倒壊、平成24年九州北部豪雨（熊本・福

岡南部等）では地域が水没し自坊も寸前のところで助かった経験をした。しか

し、１寺院が、またその地区がこのような危機に直面していた、という事実は

全国的に見ると同じ浄土宗という宗派の寺院であってもあまり認知されていな

い。恐らく当時はまだ、災害に対する情報にはあまり関心が向けられないとき

であった、ということも要因のひとつであろう。しかしそのことは同時に「経

験が共有されない」ということをも意味するのではないか。

また、被災した地域が全てを請け負うのは負担が大きく、自坊の法務や事

務が思うように出来ない中で、支援への従事を求められる。その際に災害支援

アドバイザーの存在があれば、負担軽減が出来るのではないかと考えられる。

具体的には、災害が発生した時点で情報収集に従事してもらえれば、被害
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・ 参加できる人は毎日ボランテイア活動に出て被災した浄土宗寺院の仏具の移

動や瓦礫撤去、支援物資の配送を手分けして行う。

【５月の連休以降】

・活動日を週１日に減らす

・ 活動人員の疲労等も考慮して週に一度、水曜日に活動日を設けて同じように

ボランテイア活動を行うこととした。

・ 九州県外からも多くの支援をいただくようになり、寺院の復興支援以外にも

檀信徒宅の要望にも対応。

・５月21日にはグランメッセ熊本においてテラネットに協力を得て炊き出し

・ ６月からは広安小学校の避難所にて熊本教区主体で炊き出しを数回行い、瓦

礫撤去などの作業から次第に避難所への支援にも活動の幅を広げる

・７月～８月はお盆の時期に当たるので活動を休止。

・ 活動再開後はNPO法人との連携で瓦礫撤去や被災されたお宅の荷物搬送な

どのボランティア活動をした。被災寺院や檀信徒以外まで支援の手を広げて、

さらに深い活動が出来た事等は良かった。支援者と思いと活動が折り合わな

い事が当時の悩みでした。

・ ともいき財団より傾聴の指導とカウンセラーの講師の派遣をしてもらう。最

初は教区主催の研修会にて指導、それからは避難所での傾聴活動に参加して

いる僧侶に対して不定期で学習会を行った。この学習を活かして仮設住宅へ

の茶話会を行うようにした。

【その他、良かった点】

熊本地震が起こってから熊本教区の災害の組織図が一週間後に作成され、責

任者に教区長・教化団長が、また教区（九州ブロック）の役職の浄青会員の役

職名をその組織図の中に書き込んでいった。実働部隊と渉外、事務に大別して、
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に連絡がありほとんどの会員の安否を確認。

・ 翌朝は状況を見ることとなり、17日よりボランテイア活動を行うことで準

備を始める

【17日以降】

・各地からの支援物資の振り分けと配布

・ 最初の問題は、他県からの物資が道路の寸断などで熊本市内に直接配送が出

来にないことであった。そこで隣接県にある、私の兼務寺院・福岡県筑後市

の林鐘院を第一物資集積場とし、熊本市の西福寺を第二集積場とすることと

した。支援物資は宅急便などで一度筑後に送ってもらい、そこから青年会の

手で熊本市内の西福寺に搬送。そちらで仕分けを行い、避難所を中心に物資

の配送を行った。

・ 宗との連携（宗から携帯の支給や物資の確認）や全国浄土宗青年会のメーリ

ングリストである48net や SNS（主に個人のFacebook）を利用して受け

入れの受付（受付窓口は48netを利用して情報拡散）の情報を流し、物資

の一本化をした。

・ 物資の配送は各会員がそれぞれ避難所（保育園や小さい子供がいるところ、

会員が避難した指定避難所を中心）となっている保育園や学校に連絡を入れ、

希望に添うように配送した。

【４月中の活動】

・ ボランティアの募集は、九州ブロック浄土宗青年会の事務局から九州内の各

教区の青年会会員に連絡をして行った。

・活動できる日にちと人数を知らせてもらう

・活動日に活動場所と活動内容をマッチングする

・活動日の内容と大まかな場所は事務局通じて事前に連絡。
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助」「共助」のために使用し、また期限を迎えた際には上記のように活用する

ことを提示していくことも、災害支援アドバイザーに期待される役割であると

考えられる。

  （宮坂）

６．『熊本地震における教区と青年会の活動について』
以下、熊本地震の折に九州ブロック浄土宗青年会の事務局長として、各地

からの支援の受け入れ調整を担当した三宅俊明研究スタッフからの報告を記載

する。

平成28年４月14日・16日に２度、震度７を観測した揺れが熊本県益城町

を中心として襲った。地震発生の時刻は14日が21時、16日は深夜１時を回っ

た頃であった。それ以後の動きをまとめてみたい。

【14日の地震後から15日】

・ まずは前震が落ち着いてから熊本教区の青年会のLINEグループで連絡を

取り合って、安否と被害状況を確認。すぐに会員の無事が確認できた。

・ 熊本市内の被害甚大の寺院に数人で赴き、落ちた瓦の除去、屋根にビニール

シートを掛ける作業をした。

・宗へ連絡を取り、必要になるビニールシートを発注。

・ 熊本教区からの依頼により、参加者で手分けして宗務が作成している「災害

チェックシート」を市内各寺院に配って活動を終えた。

【16日の深夜：本震】

・ 浄青会員に地震が収まってすぐに青年会のLINEグループで安否の確認を

取り合う。市内寺院以外はすぐに返信があった。被害甚大なところは夜明け
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（レシピ集：完成版（お守り型）） （段ボールなどに添付するシール）

（発送時の状態） （支援団体にて仕分けし他の
支援品とともに郵送）

今回の「お福わけ」による備蓄品の再活用は、平成24年のシンポジウムの

際のアンケートならびにその後の聞き取り調査においても「備蓄をしない理由」

のひとつに「賞味期限がきたときにもったいなく、廃棄するのは宗教者として

もしのびない」という意見があったことから、有効活用例を示すことは備蓄の

推進にも寄与すると考え研究所として取り組むこととなった。

実際に行ってみると前述のように感謝の声をいただいた。災害が発生した

際には備蓄品は必ず必要なものである。各御寺院が備蓄を行い、災害時には「自
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レシピ集：表面（折る前） レシピ集　裏面（折る前）

（レシピの一例）



＊ 44

研究成果報告

の声をいただいたことも本活動を後押しすることにつながった（例：平成30

年大本山増上寺・大本山善導寺の「鏡餅のお福わけ」感想）。

レシピ完成後にはレシピ集を作成。A３の用紙の裏面上半分には「今回の『お

福わけ』の趣旨」を、下半分には「この備蓄品が保管されていた増上寺ってど

んなお寺？」「このレシピを作った淑徳大学ってどんな学校？」として両者の

説明を入れた。このA３サイズの外袋に、はがき大に印刷したレシピ（９種類）

を置き、折っていくことで、最終的には「お守り型」のレシピ集とした。

備蓄米にこのレシピ集を添付して、東日本大震災・熊本地震・西日本豪雨

被害などの被災者、またひとり親支援団体などにお分けした。段ボールには「お

福わけ」のシールを作成し貼付してお送りした。被災地からは「大変な避難生

活の中で、御心を届けていただき嬉しかった」「日中、瓦礫の片づけなどでく

たくたになったときに、簡単に作れるもののバリエーションが一つ増えた（そ

れ以外は、レトルト食品かカップラーメン）」「これを活力に明日からもがんば

れる」といった声が。またひとり親支援団体からは「レシピを使って親子で調

理を楽しむことと同時に、親御さんが仕事で遅くなったとき、小さなお子さん

でもお湯を入れるだけで食べることが出来る災害備蓄品は需要がある」「他の

支援者に荷物を送る際に、子どもたちと一緒に折り紙のようにレシピ集を折っ

て作成した。子どもたちも自分も支援者の一人になったようで嬉しそうだった」

「夏のキャンプで利用させてもらった。最初から五目ごはんになっているため、

準備する食材の種類が減り、手間としても経費削減の意味でも助かった」との

ご感想をいただいた。以下、災害備蓄品の「お福わけ」に関連した資料を掲載

する。
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５．災害備蓄品の活用事例（「お福わけ」活動）
平成29年度に大本山増上寺より、翌年賞味期限を迎える災害用備蓄品（6,300

食）の被災地や要支援者家庭への活用の相談を受け、「お福わけ」の名称で企

画立案し実行した。

ただ単に「賞味期限が近いのでお配りします」といった形では、お寺から

の配布品としては少し味気がないこと。また場合によっては「期限間近のもの

を押し付けられた」と気分を害する人が出た場合には、かえってお寺の印象が

悪くなることを懸念。近年の備蓄米はお湯を入れるだけでもおいしくいただけ

るものが多く、もちろんそれらを「被災したときにはどのようなものを食べる

のだろうか？」と従来のお湯を入れる方法で食して体験しておくことも大切だ

が、ガスや調味料などが使用できる平常時に一手間加えることでさらに楽しく、

おいしくいただくことが出来るレシピをつけて配布することを提案した。レシ

ピの開発は宗門大学の淑徳大学看護栄養学部の教員ならびに学生が協力してく

ださることとなった。

増上寺にとっては、①備蓄品を活用することで、新たに費用をかけること

なく社会貢献を行うことが出来ること、②宗門大学考案による「おいしくいた

だく工夫」を添えることによって、単なる賞味期限切れによる「無駄減らし」

を超えた価値を作り出すことが出来るということ、③全国の要支援者に「大本

山増上寺」の名前をつけて支援を行うことが出来ること、といった利点がある。

また淑徳大学にとっては、①レシピの作成に関わった学生が、社会の問題に目

を向けるきっかけとなり、また自分の持っているスキルを提供する（布施）こ

とでそうした問題解決の一助となることを感じてもらうという教育的効果が期

待できること、②全国の要支援者に「淑徳大学」の名前をつけて支援を行うこ

とが出来ること、という利点がある。

一般の方にとって寺院からのお下がり物を頂くことは、仏様やお坊さんが

自分たちにも目を向けて下さっていると感じることができ、心が豊かになると
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　・ 青年会の中での少ない予算で継続できる力が無い。時間が経過するに

つれて、当時の思いが伝わりにくく意識が低下していく中で、事務作

業の手間暇を惜しまず、費用を支出する意義を見出し続けることが難

しい。このようなことから、任期の長い教区や組単位での備蓄の推進、

また、出来ることならば宗をあげて取り組むことも一案。

近年は毎年のように全国で災害が発生しており、いつどこで起こるか分か

らない災害が身近に迫っているように感じる。浄土宗では様々な災害に対応し

て頂いているが、担当者がその他の業務と兼任となっていることから、対応に

少しのタイムラグがあると感じる。各教区に配置された災害担当者を統括し、

スピーディな対応が行えるように災害対策室（仮）などの様なものを宗内に立

ち上げ対応に当たるのも一つの考えではないかと思う。平時は各寺院が防災対

策、知識を高めるために講習会の実施やこれまでの災害における活動の記録を

整理。また、災害支援に従事した方からの経験を聞き、このような災害ではこ

のようなことが有効であった、このようなことが足りなかったなど、経験を共

有できる場を提供。これにより災害が発生時にスムーズな支援が出来る、災害

時被災地の困りごとなどに適切にアドバイスできる人材が全国に多く育ってい

くのではないでしょうか。その他、浄土宗内の各種団体との連携。保護司会や

民生委員児童委員などの委員会が有り、この方々は普段より公の方々と活動す

る機会がありため、人脈を繋げて頂き平時より共に活動をし、情報共有をして

おくことで、有事の際にスムーズな支援が出来る体制が整うのではないかと考

える。そうしたシステムと連携を取りながら、個人個人の防災意識を高め防災、

減災に繋げていくためにも、災害支援に関して適切に活動できるように災害支

援アドバイザーが必要であると考える。

  （加藤）
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自助、共助で述べた災害備蓄品に関して、まず何を備蓄しておけば良いの

かという点がある。東北ブロック浄土宗青年会「畳半畳備蓄運動」の例では、

５つのセットを用意。１つはＡセットとして３日６人分、内容は500㎖ 24本

３箱、缶詰パン24缶入り１箱、五目ごはん50食入り１箱。２つめはＢセッ

トとして３日12人分、Ａセットのほぼ倍の量。３、４、５つ目はＣＤＥ非常

時持ち出しセットとして、応急処置用のメディカルセット、ヘルメット、軍手、

懐中電灯、水、カンパンなど。Ｅに関しては女性に必要なケアセットとなって

いる。

この備蓄運動を始めていくつかの問題点が出てきた。

①　開始した時期が震災より４年という月日が経過していたことから

　・震災に対して当時の状況が薄れていっていた

　・もう既に備蓄を十分にしている寺院があった

②　備蓄しておく寺院の場所の問題

　・ 例えば津波、浸水、土砂災害の心配がある場所では備蓄していても持

ち運べないという寺院があった。そうした事情に合わせて備蓄品の内

容を変更しなければならない。

　・ 様々な商品の組み合わせを各寺院で備蓄品を購入できる態勢や組織が

必要になってくる。

③　活用の問題

　・ 大量の備蓄品を購入してしまうと一度に消費期限を迎えてしまう。

　　 このようなことから備蓄品は一度に購入せず一年ごとに分けて購入す

る方が良い。

④　役員の任期・会の予算の問題

　・ 東北ブロック浄土宗青年会という組織で備蓄を推進してきたが、青年

会は２年で執行部が交代するため、販売業者との打ち合わせ、消費期

限前のご案内等、備蓄品関連の業務の引き継ぎが大変。
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に同意して下さり、支援につながった。

このように「共助」の場面で備蓄品を活用するためには、浄土宗寺院の災

害ネットワークの構築があると支援がスムーズになってくると考えられる。被

災地では今何が必要としているのか、昨今のＳＮＳ等の普及により、被災地よ

り発信し支援を受けることが出来るようになって来きる。しかし、ある一定の

場所には多くの支援物資が集まる一方、支援物資があまり届かない場所が出る、

という問題が生じることも事実である。災害ネットワークを構築し、一定の場

所で情報を吸い上げ、発信し、支援できる方はその場所から支援状況を聞き、

支援が薄い場所へ支援できる環境が必要となろう。スムーズな支援、物資の配

布をするために、平時より交流を深め、有事の際には集積や配布の出来る用に

拠点となって頂ける寺院の登録、アドバイザーまたはコーディネーターの育成

が必要となってくる。また、被災地になってしまった場合は自助、共助では支

援できない問題に対して、公的機関に連絡するために、平時より交流、連携が

必要だと考える。

４．４　東北ブロック浄土宗青年会による災害備蓄の運動

このような意見や、また自身の被災経験から備蓄の重要性を感じていたこと、

さらに平成24年３月に行なわれた浄土宗総合研究所の震災対応の公開シンポ

ジウムで、今岡研究代表からの寺院での備蓄の提案を聞き、東北ブロック浄土

宗青年会で「畳半畳備蓄運動」を平成27年に開始した。震災から４年という

月日が経過していることもあり、既に備蓄も行なっている寺院もあったことか

ら、この運動に申込されたのは東北の浄土宗有住寺院の７％（平成30年度末）

であった。しかし、寺院でこのような備蓄を行なうことは自分（家族）を守る

ほか、地域での活用、また別の地域で災害が発生した場合でも活用することが

できる共助にも繋がるものであることを考えると、この運動を機に備蓄につい

てお考えいただくことができたことは意義があるものと思われる。
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日数がかかった地域もある。都市部での災害では、被災者も多数になることが

想定され、支援が入るまでに７日ほどかかるのでは、ともされている。いずれ

にしても自衛隊が被災地入りをしたとしても、最初の３日間は生存可能性があ

るため行方不明者の捜索などに活動の重点が置かれる可能性が高く、その間の

飲食に関しては自身でまかなうことが求められる。つまりこの期間、自分（家

族）の命を守る１つの重要な要素は「飲食の確保」となる。

　飲食については平時からの備えが可能なものである。これまでの各種災

害での聞き取りの結果、寺院は一般家庭とは異なる事情があることがわかった。

仮に地域で炊き出しや支援物資の配布が行われたとしても主に以下の３点から

容易に寺を空けたり、長時間配給の列に並んだりするわけにはいかない、との

声である。

防犯上の観点

・被災地では空き巣・暴行などの犯罪も発生するため。

犠牲になった檀信徒がいる場合にはその御供養

いつ檀信徒が、参詣や倒壊した墓地や御供養ごとの相談、その他の相談事

でお寺を訪れるかわからない。

４．３　共助における災害備蓄

自助では乗り切ることのできない災害でも、顔の見える範囲における地域

コミュニティーで災害発生時に力を合わせる「共助」によって対応ができるこ

ともある。寺院で備蓄したものを被災地で活用することも「共助」の一例であ

ろう。東日本大震災では寺院が施設避難所として活用された例も有り、そこに

備蓄品が備わっていれば少しの間「食」を繋ぐことができる。また、被災地外

にある寺院で備蓄していたものを、集約して他の地域で災害が起こった際に配

布も出来る。実際に令和元年９月の台風15号の折にも、東北ブロック浄青の

備蓄運動に参加して下さっていた御寺院が、備蓄品を被災地にお送りすること
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助が大切になって来る。このような状況は2.1の章でも記したように、宗派と

各寺院との関係でも同様のことがいえる。

（図８：住職が対応すべき範囲）

自助、共助、公助となるに従って対象となる範囲やスケールが大きくなっ

ていくが、災害発生時の対応は「どれか一つだけあれば良い」というわけでは

なく、それぞれが大切であり、また連携も重要となってくる。本章では、主に

①自助、②共助において不可欠ともいえる「災害用備蓄品（以下、備蓄品）」

について、東北ブロック青年会で行った備蓄運動「畳半畳運動」を元に説明を

する。

４．２　自助における災害備蓄品

当たり前ではあるが、自分（家族）の命を守れなければ他の人や地域の安

全を守ることが出来ない。災害時にはライフラインが寸断され、復旧支援には

遅くとも３日かかるとされている。また特殊な状況ではあったものの東日本大

震災の折には福島第一原子力発電所の事故の影響で、支援が入るまでかなりの
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（図７：寺院版災害支援アドバイザーの役割一例）

４．災害用備蓄推進例について
寺院版災害支援アドバイザーの具体的な活動例として、自らも被災者とし

て災害備蓄品の必要性を感じ、東北ブロック浄土宗青年会のブロック長として

備蓄品の推進を行った、加藤正淳研究スタッフの報告を元に以下掲載する。

４．１　３つの助け「自助・共助・公助」

災害に対応するには、①自助、②共助、③公助が必要となる。「自助」は災

害時、自分（家族）の命は自分で守ること。「共助」は自助では乗り切ること

のできない災害でも、顔の見える範囲における地域コミュニティーで災害発生

時に力を合わせること。「公助」は公的機関が個人や地域では解決できない災

害の問題を解決すること。日本では災害対策基本法や防災基本計画等で法的に

その役割が定められ、整備され日本全体をカバーしている。しかし、大規模災

害が発生した際には、公的機関が出来ることは物理的な限界があり、自助、共
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した上での会員への報告や呼びかけなど、がこれに当たる。

○　 檀信徒への仏事に関する相談（例：法事の相談・仏壇が壊れた相談・お位

牌が流されて見つからない・過去帳が流された（燃えてしまった）など）

○　 檀信徒間トラブルの対応（例：墓石が倒壊し、隣の墓所の墓石を傷つけて

しまった、など）

■被災者・地域支援活動■

○　 社会福祉協議会や災害VCとの連携の取り方

○　 ボランティア活動への補助、アドバイス

○　 炊き出し、カフェ活動のノウハウの提供

○　 災害VCからもれたニーズへの対応（例：災害VCでは被災者から要請

のあった作業にボランティアを振り分け終わると「今日の作業はもうあり

ません」とボランティアを返してしまうことがある。しかし被災者全員が

災害VCに要請を出せているわけではなく（そうした制度を知らない被災

者もいる）、町を歩くと人手を求めている人が多数いるということがある。

また個人の敷地の瓦礫はボランティアを派遣して撤去を手伝うが、店舗や

事業所などは派遣しない、ということもある。しかし実際は職住一体で小

さく経営している方も多く、そうした方々には瓦礫撤去の支援の手が行き

届かないこともある。日頃の檀信徒や地域社会との付き合いを通して、こ

うしたニーズを被災寺院が耳にした場合には、対応していくことも大切。

そういう意味では、ボランティアに入る僧侶は災害VCには登録せずに、

こうした現地寺院の情報を元にした活動に特化することも一案。）
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➢　 平成24年の浄土宗総合研究所主催のシンポジウム「浄土宗の震災対応」

のアンケートにて、備蓄を進めない理由として最も多かったのが「賞

味期限がきたときにもったいないから」というものであったことから、

期限切れ後の活用を積極的に示すことで、備蓄推進の啓発にもつなげる。

浄土宗総合研究所では、大本山増上寺様からの依頼を受け、災害備蓄

品（6,300食）を、通常時おいしく食べることが出来るレシピを付けて

お配りする「お福わけ」活動の企画運営を行った（「５．災害備蓄品の

活用事例（「お福わけ」活動）」参照）。

➢　 税務署から課税と判断されないための対応

○　 地域の繋がり方の支援、アドバイス

○　 人材の育成（例：ブルーシートの張り方、炊き出しのやり方、自治体や宗

の災害救済制度を熟知するための研修）

３．３．２．２　＜発災時＞

■寺院復興■

○　 被災状況の確認

○　 支援物資の円滑な運搬

○　 現地事務所立ち上げ

○　 自治体、宗への申請書類作成のアドバイス（罹災証明の発行、宗内救済制

度申請、堂宇再建に関する申請）

　　✧　 整った形式での申請書があがってくることは、宗務職員の事務作

業の軽減にもつながる

○　 情報発信

外部の力を上手に使い広く情報発信をすることで、復興のペースが早まっ

たという結果もあり日頃から受援力を高めていくことが大切になってくる。宗

内の例でいえば、浄土宗青年会の被災地での活動の告知や、実際現地を見聞き
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３．３．２　具体的な活動例

寺院版災害支援アドバイザーの活動例としては以下が上げられる（図７も

参照）。

３．３．２．１　＜平常時＞

○　備災に関しての情報提供

➢　 建物内の仏像や仏具の倒壊を防ぐ手立ての提示

　　✧　熊本地震被災寺院

　　　　○　 ジェル状の転倒防止シートなどを、ご本尊や香炉の下に敷い

ておくことで転倒防止。焼香の灰がこぼれた場合、近年のサ

イクロン式掃除機では目詰まりを起こし使用不能になり、そ

の後の清掃に影響する。

➢　 自治体との災害時協力協定内容へのアドバイスなど（令和元年浄土宗

総合学術大会にて発表）

○　災害備蓄品の啓蒙と備蓄内容についてのアドバイス

➢　 浄土宗総合研究所が企画をし「畳半畳運動」として提唱。東北ブロッ

ク浄土宗青年会が実施（次章「4. 災害用備蓄推進例について」参照）

○　 備蓄品（食料・ブルーシート・発電機）購入や消費期限の迫った物の有効

活用

➢　 被災時には少なくとも３日分（最近では７日分との意見も）、自らの食

料を備蓄しておく必要がある。

➢　 仮に支援物資の配給が行われていたとしても、長時間その列に並ぶこ

とができない、という寺院ならではの声もある

　　✧　 留守番をする人がいない中、防犯上お寺を留守にすることができ

ない

　　✧　 檀信徒がいつ相談やお参りで訪ねてくるかわからない
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３．３　寺院版災害支援アドバイザーの役割

これまで見てきた支援Pについて、また被災寺院への聞き取り調査の結果

から、寺院版災害支援アドバイザーの役割について考える。

３．３．１　目的

① 黒子として現地リーダー役の僧侶と主に話しをしサポートする。

② 活動を動かしていくのは、あくまで被災地の僧侶とご縁のある人たち。

被災地の方々が必要としていることを実現するためのサポートを目的とする。

③ 現地の僧侶とその人脈を活かし地域の人間関係にも配慮しながら寺院を

中心としたコミュニティレベルのニーズに応える方法を提案（ボランティアセ

ンターから漏れたニーズへの対応）。

上記の目的を遂行するための、寺院や僧侶としての強みとしては以下があ

げられる。

○　寺院・僧侶の持つ強み

➢　地域の繋がり、檀信徒のネットワーク

➢　 避難所や集会所としての場の提供。また宗教施設という場の持つ力の

活用

➢　相談者としての存在

➢　平日にも活動が可能

○　教団の強み（全国に広がる寺院、浄土宗青年会などのネットワーク）

この両者を活かし災害時に早急で的確な対応ができるよう平常時より「受

援力」を高める啓発を行うことが肝要となる。また発災時には被災寺院と地域

社会あるいは宗を繋ぐ役割を担い、復興の黒子として（あくまで主体は被災地

の寺院や僧侶）被災地の寺院や僧侶を支える役割が期待される。
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員に時々刻々とフェーズが変わり、ニーズが変わっていく被災地で適切なアド

バイスをし、時には職員の苦しみや悩みを共有する精神的な支えとなっている。

上述の「支援P」と「被災地自治体」が協働で災害ＶＣを立ち上げて支援に

当たる仕組みを、寺院に当てはめ、「寺院版災害支援アドバイザー」が「宗務

担当部局」と協働して、被災寺院や檀信徒・近隣住民の支援に当たる仕組みは

有用であると言える。

  （馬目）

（図６） 災害ボランティアセンターの開設までとボランティアの受け入れ、活
動までの一連の流れの一例

発　災 作業概要

① 拠点（災害VC）の開設
・ 被災地に近く、被災していないボランティアを受入れ可能な
安全な場所での開設が重要になる。
・交通の便や駐車場も考慮しなければならない。

② ニーズ（ボランティア活動）
の受付

・被害（被災）状況
・活動内容（専門性の有無）
・必要な資材や人員

③ 現地調査

・ ニーズを受け現地に行き現場を見て、依頼者と話しをして活
動内容を確認する
・ その活動が専門性を有するかどうか（ボランティアでもでき
る活動なのか）
・必要な資材や人員の確認

④ 広　報
（ボランティアの募集）

・ SNSなどでの情報発信（活動日、活動内容、活動人数、規模
など）

⑤ ボランティアの受け入れ ・ 活動者の情報（緊急連絡先や保険加入の有無など）把握
・ボランティア保険加入手続き

⑤

ボランティアへの

・オリエンテーション ・被災地の情報
・ボランティア活動の心得や注意点など

・マッチング
　 （活動内容によってボラ
ンティアを振り分ける）

・活動内容の確認
・活動人数、氏名の確認
・ ボランティアの中でリーダーを決め緊急時の連絡対応などを
お願いする
・依頼者への連絡

・送り出し ・活動資材や物品の管理、貸し出し
・被災状況に応じた資材の調達と管理

⑦ 活動後の確認 ・ 依頼者に活動した内容と進捗状況（今後も活動を続けるか）
の確認
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ＶＣの歴史や被災地での役割、阪神淡路大震災以降、近年の災害までの宗教者

の関わりや今後期待されることを知る機会になった。そしてこの研修会が機縁

となり、令和元年に発生した台風被害に於いて千葉県鴨川市と福島県いわき市

の被災地で災害ＶＣの運営支援活動に携わることになった。その経験から、災

害ＶＣの運営に携わることは支援Pの被災地での役割を知り、災害支援アド

バイザーの役割に生かせるのではないか、更には災害ⅤＣのノウハウはこれか

らの宗内の災害ボランティア活動にも活かせるのではないかと考える。そこで、

支援Ｐの役割について整理しておく。

３．２　支援Pの役割

災害ⅤＣ運営の中心は地元の社会福祉協議会職員である。しかし、発災す

ればこの職員たちも被災者でありながら災害ⅤＣを運営することになる。被災

者が被災者を支えていかなければならない構造である。支援Pは、災害ⅤＣ

の開設から関わり、被災地での支援活動が軌道に乗るまで運営支援（裏方）と

して携わることで、支援活動が円滑に行われ、かつ社協職員の負担軽減を図る。

その支援の内容としては以下が挙げられる。

① 災害ⅤＣの開設までのアドバイス、補助

② ボランティア活動中のトラブル対応（事故やケガ、苦情などの対応）

③ 外部からの支援（炊出し・物資支援）の調整や内外の支援団体の繋ぎ役

④ 社会福祉協議会職員の悩みの受け皿

⑤ 被災地からの情報発信

⑥ その他、復興支援に関する様々な事柄

これだけを見てもかなりの作業量と専門性を要する。

支援Pの役割は、被災地を陰から支える黒子となり、自らが被災者であり

ながら被災した地元の復旧、復興に当たらなければならない社会福祉協議会職
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を活用し、被災者中心、地元主体の支援となる様に活動を行っている組織であ

る。近年、この組織でも僧侶の力が非常に期待されている。

情報伝達手段の発達とボランティア意識の高まりを受け、近年は大規模な

発災と同時に様々な有象無象のボランティア団体が被災地に入ってくる傾向に

ある。しかし、そういったボランティア団体は統制が取れているわけではなく、

各自の想いのまま勝手にボランティア活動を行っている、それにより被災地、

被災者とボランティア団体との間に問題が起こることも多々あり、また無秩序

に様々な人々がボランティア活動を行うことは、活動中の事故や怪我など万が

一の場合に対応することができず、不特定多数の人の流入は現地の治安の悪化

を招く恐れもある。

更には物資配布や様々なイベントなどを行う支援団体も発災とほぼ同時に

乱雑に被災地に入りそれぞれ活動を始める。

こうした状況を防ぐために、被災地の自治体には発災を受けその被害の規

模により社会福祉協議会に災害ボランティアセンター（以下、災害ⅤＣ）が開

設され、ここを拠点に統制の取れた安全で秩序のあるボランティア活動が展開

される。また、災害ＶＣは、復旧・復興に向けハード面（物の復興）とソフト

面（心の復興）の両面に渡り携わり、内外の支援団体や自治体とを繋ぐ役割を

果たしている。

支援Pは外部から被災地に入り、自治体と協力しながら災害ⅤＣの運営支

援に関わる組織の一つである。

東日本大震災発災後、本宗福島教区浜通り組青年会有志がいわき市内で行っ

た傾聴ボランティア活動「浜〇かふぇ」も支援Pの方からの助言を受け実現

に至った経緯がある。更に令和元年６月27・28日に東京都港区にある曹洞宗　

青松寺にて開催された全日本仏教青年会主催の「宗教者被災地支援研修会～運

営支援者を目指して～」に参加したことからその重要性を強く感じることに

なった。この研修会は、宗派を問わず宗教者が参加できる研修会であり、災害
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（図５：災害支援アドバイザーの必要性：概略図）

３．【寺院版災害支援アドバイザー：活動の内容】
「寺院版災害支援アドバイザー」の活動を考えるにあたって、参考となる仕

組みに「災害ボランティア活動支援プロジェクト（通称：支援P）」がある。

支援Pであり、茨城県社協防災活動アドバイザーでありながら、曹洞宗僧侶

でもある米沢智秀師が中心となって行われた「宗教者被災地支援研修会」にも

参加し、その後令和元年の台風15号被害では千葉県鴨川市社協・福島県いわ

き市社協とともに活動をした馬目一浩研究スタッフからの報告を以下、掲載す

る。

３．１　災害ボランティア活動支援プロジェクト（通称：支援P）とは

支援Pとは、経団連・ＮＰＯ・社会福祉協議会（以下、社協）・共同募金等

から組織され、平時には災害支援の調査・研究・人材育成・啓発活動を主に行

い、発災時には被災地社協に運営支援者を派遣、人材・物資・資金等社会資源
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浄土宗では「寺院版災害支援アドバイザー」に近い形式で、外部人材を活

用した実績がある。東日本大震災後、宮城、岩手、福島の三県に「浄土宗災害

復興現地事務所」（以下、現地事務所）を設置し、それぞれの教区の浄土宗教

師から所長１名と所員数名を任命。所員が見聞きした被災寺院や被災地の状況

把握やニーズの情報を元に、寺院復興と地域復興に寄与するための施策を行っ

た。この現地事務所には宗務庁と現地事務所の連絡調整役として「専任担当員」

が配置された。当時宗内での「災害に関する知識を有する人材の把握」は出来

ていなかったため、この専任担当員には「浄土宗社会福祉推進委員会作業部会

員」として、宗が推進する社会福祉事業の下案の整理作業に当たっていた、普

段社会福祉の分野にも携わっている浄土宗教師が選任された。災害に関する専

門家ではなかったものの、「被災地の僧侶でもない」「行政を担う宗務職員でも

ない」“第３極”としての外部の人材が関わったことで現地事務所所員が収集

した被災地のニーズを元にした支援活動を実現する術を考え、宗務担当部局と

連携をとりながら実施することができたことが多々あった。今回の「災害支援

アドバイザー」は、災害に関する知識を有した人材を配置することで、当時の

専任担当員以上に発災時には被災寺院の力となることが期待される。

こうした広域にわたる被災地支援を宗務担当部局と協力しながらニーズの

把握と情報発信をすることで、総合的な「受援力」を高めるという意味でも、

寺院版災害支援アドバイザーが被災寺院や僧侶の負担軽減に寄与することがで

きると考える。

  （馬目）

以上、ここまで説明してきた災害支援アドバイザーの必要性を簡単に図に

すると、下記図５となる。
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時に外部からの支援を地域で受け入れる環境・知恵のことで、「外の力をうま

く引き出すこと（あるいは引き入れること）によって被災地の復興を早める」

という考え方である。端的に言えば、どんなに支援団体などが外部から被災地

に入ったとしても、そうしたマンパワーや物資、情報を、必要な場所に必要な

時に差配する態勢が被災地（受け入れる）側に整っていないならば、支援が効

率的に行きわたらず、復興に結びつかない、という考え方である。

では、実際に受援力を高めるために必要なことは何か、それは、①日頃か

ら災害に備えた連携を考え、②必要なネットワークを構築しておくこと、であ

る。それぞれの立場や持っている専門性（特性）を活かし（知り）、それを発

災時に被災地へ繋げていけるよう日頃からの努力が必要になってくる。

また、直接被災地に赴いて活動をすることだけが支援ではないことがこれ

までの各種の災害からもわかった。大きく区分するならば①被災地（現場）、

②被害の及んでいない場所（近隣）、③被災地から離れた場所（遠隔地）の３

つの立場が出来、それぞれの立場から様々な被災地への関わり方が考えられる

（図４）。

（図４：被災地との多様な関わり方の一例）

立　場 被災地への関わり方

① 被災地
（現場）

直接的な支援（災害ボランティアや炊出しや傾聴など）、
直接被災地や被災者と向き合う支援や現地の情報（ニー
ズ）収集など

② 被災の及んでいない場所
（近隣）

支援物資などの集積・中継地点や被災地の情報（ニーズ）
発信、ボランティア活動など

③ 被災地から離れた場所
（遠隔地）

募金活動や、支援物資の購入、集約運搬など
重要なのは、こういった個々にできることをお互いに共
有し、いざという時に活かせる日頃の積極的な関りが非
常に重要となる。しかし、いざ発災した場合、より専門
的な経験と知識を持つ人材が被災地では不可欠となる。
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日本大震災での被災３県の46の社会福祉協議会へのアンケート項目の検討、

ならびに回収と聞き取り調査、結果分析に協力した。調査の結果や、各種の「東

日本大震災関連調査」の結果より、「若者の宗教離れ」や「寺院消滅」が指摘

される一方で、災害時における宗派教団、地域寺院、仏教系の各種支援団体は、

それぞれの立場で「社会資源」の役割を果たし得る「力」を持っており、いわ

ゆる「政教分離」といった従来の理解を越えて、自治体や社会福祉協議会を含

めた地域社会が仏教（宗教）に期待を寄せている現状を読み取ることが出来る。（2）

しかし、その「期待」に応える為には、平常時からの地域社会との関り方

も大切となる。なぜなら「非常時に出来ることは、あくまで平常時の延長線上

にしかない」からである。日頃から宗派教団間のみならず地域社会とも情報を

共有し、また無理のない、出来る範囲での「緩い関わり」を持続する仕組みや

在り方を共に考えていく必要がある。「檀信徒」という形ですでに地域住民と

のつながりを持っている寺院が、地域社会支援を専門とする社会福祉協議会な

どと日頃から協働しておくことで、非常時にも対応できる「地域ネットワーク」

を構築することも肝要である。一方で、非常時において、被災地で自身の被災

者でありながら支援者の役割も期待される寺院や僧侶をサポートする人材の養

成を、同時に検討していく必要がある。この役割を災害支援アドバイザーが担

うことが出来うる。

  （藤森）

２．３【受援力の観点から】

２．３．１「受援力」とは

「受援力」とは、支援を受ける、受け入れる力のことを言う。これは、災害

（2）　淑徳大学アジア国際社会福祉研究所・日本仏教社会福祉学会・淑徳大学藤森雄介研究
室編（2020）『東日本大震災を契機とした、地域社会・社会福祉協議会と宗教施設（仏
教寺院・神社等）との連携に関するアンケート調査　報告書』
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（図３：宗務庁の役割の一例）

宗派の職員の方々も「被災地のためになりたい」という想いがあったとし

ても、限られた財源と人材の元、特に即時的・直接的な被災地への支援に関し

ては限界があることがわかった。そこで平成30年度より「災害支援アドバイ

ザーの有効性について―社会福祉協議会との協働の可能性―」と研究班の名称

を変更。発災時に、被災者支援や罹災証明等の自治体関連の手続きに関する助

言を、宗務庁の部局と連携をとりながら行うことができる専門的知見を有する

者（仮称：寺院版災害支援アドバイザー）を派遣する有効性について検討を重

ねてきた。

  （宮坂）

２．２　＜社会からの要請＞　（社協の調査から）

平成27年度からは淑徳大学が主体となっている「私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業」の「アジアのソーシャルワークと仏教の可能性に関する総合的

研究」プロジェクト内の「日本の地域社会におけるソーシャルワークと仏教の

協働連携モデルの開発」研究（統括：藤森雄介教授）への研究協力として、東
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（図２：避難所運営体制についての調査項目概要） （1）

そのような中、聞き取り調査を通して多くの寺院が「宗派」に過度に依存

している部分も見受けられた。「包括法人だから宗が助けてくれるだろう」と

いった考えである。しかし、所属する宗派にも、特に現地への直接的支援に関

しては限界がある（図３）。

（1）　林倫子・山崎可生里・大窪健之（2012）「東日本大震災における社寺の避難所運営体制
─宮城県広域石巻圏を対象として─」『歴史都市防災論文集　Vol.6』（pp.149-156）
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ど経って「最初の炊き出しに顔だけでも出しておけばよかったのだが…」と、

初動が出来なかったことで、コミュニティーが復興していく過程に上手に関

わっていくことが出来ない苦悩を語られるご住職もいた。

聞き取りの結果、住職がやるべきことを整理してみても（図１、図２）そ

の内容は多岐にわたり、しかも１つ１つは「一度対応して終わり」というもの

ではなく、繰り返される内容もあるため、「やってもやっても終わらない」と

いう状況に疲弊するご寺院も多い。

（図１：発災後の住職がやるべきこと）
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事務局と連携しながら被災寺院に寺院復興や被災者支援に関する情報提供を

行った。

また外部研究機関との研究協力関係も結び、平成26年度からは大阪大学稲

場圭信准教授（当時）が研究代表を務める科学研究費補助金基盤研究（A）「宗

教施設を地域資源とした地域防災のアクションリサーチ」に、連携研究者・協

力研究者として現地調査を含めた共同研究を実施。平成27年度からは淑徳大

学が主体となっている「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の「アジアの

ソーシャルワークと仏教の可能性に関する総合的研究」プロジェクト内の「日

本の地域社会におけるソーシャルワークと仏教の協働連携モデルの開発」研究

（統括：藤森雄介教授）への研究協力として、東日本大震災での被災３県の46

の社会福祉協議会へのアンケート項目の検討、ならびに回収と聞き取り調査、

結果分析に協力した。また、仏教・神道・キリスト教・新宗教各教団の宗教者

ならびに宗教学者で構成される宗教者災害支援連絡会に発足時から参加し情

報・意見交換を行ってきた。

  （宮坂）

2.【寺院版災害支援アドバイザーの必要性】
２．１　＜寺院の事情＞　（これまでの調査から）

災害対応研究班の調査の結果、檀信徒はじめ地域住民への支援を期待され

る寺院もまた、災害時には「被災者」であり、被災した檀信徒や困窮している

地域住民に手を差し伸べたいという思いの一方、自坊の管理と復旧の責務を背

負うという、「自らも被災者でありながら支援者の役割も求められる苦悩」が

浮かび上がってきた。「被災者生活」という経験したことのない状況の中、慣

れないことでもあり、ノウハウもわからないため、その両方の役割をこなすこ

とが負担になっている僧侶がいることもまた事実である。炊き出しなどに参加

した方が良いことはわかっているが、なかなか足が向かずに、被災後１カ月ほ
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1.【研究会の沿革】
浄土宗の付属研究機関である浄土宗総合研究所では、平成23年の東日本大

震災を受け、緊急的に「災害対応の総合的研究班」を発足。設立初年度には浄

土宗総合研究所シンポジウムを担当し「浄土宗の震災対応－なにができ、なに

ができなかったのか－」を開催。浄土宗の付属研究所という性格上、寺院側か

らの視点で、主に以下の５点から災害時の寺院や僧侶の役割について研究を

行ってきた。

① 各種災害の被災寺院・支援活動者からの聞き取りによる実態把握

② 寺院向け備蓄に関する研究（「畳半畳運動」／災害備蓄品の活用）

③ 自治体との災害協定（2013年２月兵庫県多可町の聞き取りから開始）

④ 宗内寺院への情報提供

⑤ 災害関連事項に関する発案・実施

その後、研究班の名称は「災害対応の総合的研究」（平成23年度から25年度）、

「寺院の公益性研究（災害対応研究）」（26・27年度）、「災害対応研究－地域防

災における寺院の役割－」（28・29年度）と変遷してきたが、基本的な研究目

的は、災害が起きた時に各寺院や浄土宗教師はどのように対応するのか、また

平時よりどのような備えをしておくべきかについて考察することであった。そ

の後発災した関東・東北豪雨による鬼怒川水害（平成27年９月）、熊本地震（平

成28年４月）、九州北部豪雨（平成29年７月）、西日本豪雨被害（平成30年

７月）の際にも、調査研究の過程で得た知見や人脈を活用して浄土宗災害復興

平成31・令和元年度　寺院版災害支援アドバイザーの有効性について　研究成果報告

寺院版災害支援アドバイザーの有効性について
―社会福祉協議会との協働の可能性―
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19日
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
20日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・浄心寺）
21日
・法式研究  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
25日
・表白・引導の多言語化 （総合研究所分室）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
26日
・法式研究  （大本山増上寺）

3月

2日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
4日
・法式研究  （大本山増上寺）
5日
・布教研究  （総合研究所）
9日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究

  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・浄心寺）
10日

・表白・引導の多言語化 （総合研究所分室）
・布教研究  （総合研究所）
・法式研究  （大本山増上寺）
16日

・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
23日

・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
24日

・布教研究  （総合研究所）
26日

・布教研究  （総合研究所）
30日

・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
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14日
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
15日
・法式研究  （総合研究所）
16日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
20日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
22日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
23日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
24日
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
27日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
28日
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）

29日
・布教研究  （総合研究所）
30日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）

2月

3日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
5日

・布教研究  （総合研究所）
・表白・引導の多言語化　（総合研究所分室）
6日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
8日

・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （仏教大学宗教文化ミュージアム）
10日

・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・法式研究  （大本山増上寺）
12日

・法式研究  （総合研究所）
17日

・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・法式研究  （大本山増上寺）
18日

・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所分室）
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12月

2日
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
4日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
5日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
6日
・布教研究  （総合研究所）
9日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―
  （総合研究所）
11日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
12日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
13日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）

16日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
17日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
18日

・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
19日

・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
23日

・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
26日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）

1月

6日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
7日

・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
8日

・布教研究  （総合研究所）
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・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
28日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
30日
・法式研究  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
・教団付置研究所懇話会　年次大会
  （立正佼成会　法輪閣大ホール）

11 月
2日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・専念寺）
6日
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
7日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
11日
・法式研究  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
12日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・第 39 回浄土宗総合研究所シンポジウム

　あるべき僧侶の姿を目指して
　―『浄土宗僧侶生活訓』の公開―
  （宗務庁京都 3階講堂）
18日

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （総合研究所）
20日

・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・布教研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・浄心寺）
25日

・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
26日

・布教研究  （総合研究所）
27日

・法式研究  （総合研究所）
28日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
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  （総合研究所分室）
25日
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
27日
・布教研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （大本山増上寺）
30日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―
  （総合研究所）

10月

1日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
2日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・布教研究  （総合研究所）
7日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
8日

・第 39 回浄土宗総合研究所公開シンポジウ
ム事前打合せ  （総合研究所分室）
9日

・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
10日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
11日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
14日

・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （福島県いわき市浄土宗寺院）
15日

・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （福島県いわき市浄土宗寺院）
16日

・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
17日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
18日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
21日

・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
24日

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
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・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
20日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
23日
・布教研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・浄心寺）
26日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
29日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）

9月

2日
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―
  （大本山増上寺）
3日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （埼玉・立正寺）
4日
・法式研究  （大正大学）
5日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （大正大学）

9日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （千葉県内浄土宗寺院）
10日

・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （京都・法然院）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・源覚寺）
11日

・布教研究  （総合研究所）
12日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
13日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （埼玉・立正寺）
17日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・香念寺）
18日

・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
・布教研究  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （京都・金剛寺）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・村松寺）
24日

・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
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3日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・心光院）
8日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
9日
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
10日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・布教研究  （総合研究所）
11日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （大阪・願生寺）
16日
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
17日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
22日
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）

23日
・表白・引導の多言語化　（総合研究所分室）
27日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・専念寺）
29日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （埼玉・立正寺）
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
30日

・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）

8月

5日
・布教研究  （総合研究所）
7日

・布教研究  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
8日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
19日

・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
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・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
11日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
12日
・法式研究  （総合研究所）
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
13日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
14日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
17日
・布教研究  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
18日
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・表白・引導の多言語化 （総合研究所分室）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―
  （総合研究所）
19日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
20日
・布教研究  （総合研究所）
22日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・サンパール荒川）
24日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）

・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （大本山増上寺・杉の間）
25日

・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
26日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
27日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
28日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）

7月

1日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・源覚寺）
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13日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
14日
・布教研究  （総合研究所）
16日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
20日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・浄心寺）
21日
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・香念寺）
22日
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
27日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）

28日
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
29日

・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

  （総合研究所）
30日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
31日

・布教研究  （総合研究所）

6月

3日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
4日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
5日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
6日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
7日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
10日

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
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4月
1日
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・法式研究  （総合研究所）
4日
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
8日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
9日
・表白・引導の多言語化　（総合研究所分室）
・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （総合研究所）
11日
・法式研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
15日
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・「和語灯録」現代語訳の研究 （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・浄土宗カウンセリングの理論と実践
  （総合研究所）
・釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
  （総合研究所）

16日
・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （総合研究所分室）
18日

・布教研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
22日

・教学研究Ⅰ  （総合研究所）
・次世代継承に関する研究  （総合研究所）
・布教研究  （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
  （総合研究所）
・生命倫理の諸問題  （総合研究所）
25日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）

5月

7日
・布教研究  （総合研究所）
・表白・引導の多言語化 （総合研究所分室）
8日

・教学研究Ⅱ  （総合研究所分室）
・現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
  （三重・西来寺）
9日

・浄土宗基本典籍の英訳研究 （総合研究所）
11日

・超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
  （東京・専念寺）

浄土宗総合研究所活動一覧
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【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　法式研究
研究代表 坂上典翁
主　務 中野孝昭

研究員
荒木信道 西城宗隆 柴田泰山
八橋秀法

嘱託研究員
粟飯原岳志 石田一裕 大澤亮我
清水秀浩 山本晴雄

研究スタッフ
井上良昭 廣本栄康 八尾敬俊
若林隆仁 渡辺裕章

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　布教研究
研究代表 今岡達雄
主　務 後藤真法
研究員 井野周隆 宮入良光 八木英哉
嘱託研究員 郡嶋昭示 中川正業

研究スタッフ
伊藤弘道 大高源明 遠田憲弘
宮田恒順

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（東京）
主　務 柴田泰山
研究員 大橋雄人 齊藤舜健 袖山榮輝

嘱託研究員
石上壽應 石田一裕 工藤量導
坂上雅翁

研究スタッフ 杉山裕俊 長尾光恵

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
研究代表 藤本淨彦
主　務 齊藤舜健

研究員
市川定敬 井野周隆 田中芳道
八橋秀法

嘱託研究員
伊藤茂樹 曽田俊弘 陳敏齢
南宏信 米澤実江子

研究スタッフ
石川達也 岩谷隆法 角野玄樹
永田真隆
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【応用研究】　応用研究プロジェクト　　浄土宗基本典籍の電子テキスト化　
主　務 佐藤堅正

研究員
市川定敬 大橋雄人 後藤真法
齊藤舜健 柴田泰山

嘱託研究員 石川琢道 工藤量導

【応用研究】　応用研究プロジェクト　　浄土宗基本典籍の英訳研究　
主　務 戸松義晴
研究員 佐藤堅正
嘱託研究員 石田一裕 北條竜士 Jonathan Watts

研究スタッフ
安孫子稔章 小林惇道 高瀬顕功
春本龍彬 平間理俊 松濤芙紀
峯崎就裕

【応用研究】　応用研究プロジェクト　表白・引導の多言語化
研究代表 戸松義晴
主　務 市川定敬

研究員
井野周隆 齊藤舜健 田中芳道
八橋秀法

嘱託研究員 南宏信 米澤実江子

研究スタッフ
角野玄樹 下村達郎 林雅清
原マリ 前田信剛

【総合研究】　総合研究プロジェクト　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
主　務 袖山榮輝
研究員 齊藤舜健 佐藤堅正
嘱託研究員 石田一裕
研究スタッフ 渡邉眞儀
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【総合研究】　総合研究プロジェクト　寺院版災害支援アドバイザーの有効性について
 ―社会福祉協議会との協働の可能性―

研究代表 今岡達雄
主　務 宮坂直樹

研究員
東海林良昌 袖山榮輝 戸松義晴
吉田淳雄

嘱託研究員 石田一裕

研究スタッフ
加藤正淳 藤森雄介 馬目一浩
三宅俊明

【総合研究】　総合研究プロジェクト　超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
研究代表 戸松義晴
主　務 東海林良昌

研究員
大橋雄人 田中芳道 中野孝昭
名和清隆 宮入良光 八木英哉
吉田淳雄

嘱託研究員 工藤量導

研究スタッフ
石井綾月 伊藤竜信 岩田照賢
小川有閑 小林惇道 下村達郎
高瀬顕功

【総合研究】　総合研究プロジェクト　生命倫理の諸問題
研究代表 今岡達雄
主　務 吉田淳雄
研究員 袖山榮輝 戸松義晴 林田康順
嘱託研究員 工藤量導 坂上雅翁

研究スタッフ
伊藤竜信 熊谷信是 下村達郎
野村真木子 水谷浩志

【応用研究】　応用研究プロジェクト　「和語灯録」現代語訳の研究
主　務 林田康順

研究員
大橋雄人 佐藤堅正 東海林良昌
袖山榮輝 曽根宣雄 和田典善

嘱託研究員
石上壽應 石川琢道 石田一裕
工藤量導 郡嶋昭示 吉水岳彦

研究スタッフ 杉山裕俊
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平成31・令和元年度　研究課題別スタッフ一覧
【総合研究】　総合研究プロジェクト　現代社会における戒と倫理―授戒の意義―

研究代表 藤本淨彦
主　務 井野周隆

研究員
齊藤舜健 市川定敬 田中芳道
柴田泰山 八橋秀法

嘱託研究員

粟飯原岳志 安達俊英 伊藤茂樹
上野忠昭 鵜飼秀徳 曽田俊弘
中川正業 南宏信 善裕昭
米澤実江子

研究スタッフ 角野玄樹

【総合研究】　総合研究プロジェクト　次世代継承に関する研究
主　務 名和清隆

研究員
東海林良昌 袖山榮輝 宮坂直樹
和田典善

嘱託研究員
石上壽應 鍵小野和敬 武田道生
工藤量導

研究スタッフ 菅波正行

【総合研究】　総合研究プロジェクト　　浄土宗カウンセリングの理論と実践
研究代表 石川到覚
主 務 曽根宣雄
研究員 宮坂直樹
嘱託研究員 曽田俊弘 郡嶋昭示

研究スタッフ
大河内大博 大島慎也 小野静法
籠島浩貴 高瀬顕功 春本龍彬
樋口広思 平間俊宏 星俊明
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総合研究所平成31・令和元年度研究プロジェクト一覧

【総合研究】 総合研究プロジェクト

1 現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
2 次世代継承に関する研究
3 浄土宗カウンセリングの理論と実践
4  寺院版災害支援アドバイザーの有効性につ
いて―社会福祉協議会との協働の可能性―

5 超高齢社会における浄土宗寺院の可能性
6 生命倫理の諸問題

【応用研究】 応用研究プロジェクト

7 「和語灯録」現代語訳の研究
8 浄土宗基本典籍の電子テキスト化
9 浄土宗基本典籍の英訳研究
10 表白・引導の多言語化
11 釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

12 法式研究
13 布教研究
14 教学研究Ⅰ（東京）
15 教学研究Ⅱ（京都分室）
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総合研究所運営委員一覧（教化研究31号）

委員（役職） 川中公敎
名越邦博
光岡素生
宮林雄彦
藤本淨彦

（宗務総長）
（宗務役員）
（宗務役員）
（宗務役員）
（総合研究所長）

委員 小澤憲珠
松岡玄龍
田中勝道
西村實則
廣瀬卓爾
藤堂俊英
西山精司
安部隆瑞

（令和2年3月31日現在）
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浄土宗総合研究所研究員一覧（教化研究31号）
（令和 2年 3月 31 日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館 4階
電話　03-5472-6571（代表）　FAX　03-3438-4033
〈分室〉
〒605-0062　京都市東山区林下町416　浄土宗教化研修会館（源光院）内
電話　075-744-0841　FAX　075-744-0849
ホームページアドレス　http;//www.jsri.or.jp/

所長 藤本淨彦

副所長 今岡達雄

主任研究員 齊藤舜健・袖山榮輝・戸松義晴

研究員

荒木信道・市川定敬・井野周隆・大橋雄人・後藤真法・西城宗隆
佐藤堅正・柴田泰山・東海林良昌・曽根宣雄・田中芳道
中野孝昭・名和清隆・林田康順・宮入良光・宮坂直樹・八木英哉
八橋秀法・吉田淳雄・和田典善

常勤嘱託研究員 石田一裕・工藤量導・郡嶋昭示・米澤実江子

嘱託研究員

粟飯原岳志・安達俊英・石上壽應・石川琢道・伊藤茂樹・上野忠昭
鵜飼秀徳・大澤亮我・鍵小野和敬・坂上雅翁・坂上典翁・清水秀浩
善　裕昭・曽田俊弘・武田道生・陳敏齢・中川正業・北條竜士
南　宏信・山本晴雄・吉水岳彦・Jonathan Watts

研究スタッフ

安孫子稔章・石川達也・石井綾月・伊藤弘道・伊藤竜信・井上良昭
岩田照賢・岩屋隆法・大髙源明・大河内大博・大島慎也・小川有閑
小野静法・籠島浩貴・加藤正淳・角野玄樹・苅部尭応・熊谷信是
小林惇道・下村達郎・菅波正行・杉山裕俊・髙瀬顕功・遠田憲弘
長尾光恵・永田真隆・林　雅清・原　マリ・春本龍彬・樋口広思
平間俊宏・平間理俊・前田信剛・松濤芙紀・峯崎就裕・宮田恒順
廣本栄康・藤森雄介・星　俊明・馬目一浩・三宅俊明・八尾敬俊
若林隆仁・渡邉眞儀・渡辺裕章
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編集後記

▽ 平成31年度・令和元年度の研究成果をあらわした『教化研究』第31号をお届け
します。

▽ 本号では研究成果報告として、「次世代継承に関する研究」「『黒谷上人語灯録』
（和語）現代語訳①　巻第十一並序」「地蔵講式と地蔵供養式について」「現代
語訳『一枚起請講説』」「寺院版災害支援アドバイザーの有効性について―社会
福祉協議会との協働の可能性」の計５本を掲載しています。

▽ 研究ノートして、「仏教の瞑想と現代の浄土思想―国際真宗学会学術大会にお
ける研究発表報告」「善導『観経疏』現代語訳②」「観無量寿経随聞講録下之二 
書き下し」「「お寺での介護者カフェ」の可能性と展望」「「浄土宗日常勤行式」
ポルトガル語訳」「ダンマパダ現代語訳ならびに布教用解説」の計 6本を掲載
しています。

▽ 研究活動報告として、総合研究・応用研究・基礎研究の各プロジェクトの研究
目的と研究内容、進捗状況について、計15本を掲載しています。

▽ おかげさまで本誌は31号となりました。平成元年に誕生した当研究所としては
初めて新たな元号を迎えたことになり、これまでで最大の厚みの冊子を作り上
げることができました。これもひとえに当研究所にたずさわり、支えてくだ
さった方々のご尽力があってのことです。すべての関係者の皆さまに心より御
礼申し上げます。

教化研究　第 31 号
令和 2 年 12 月 8 日　発行

発　行　人　小　澤　憲　珠
編集・発行　浄土宗総合研究所

電話（03）5472-6571（代表）FAX（03）3438-4033
〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4　明照会館内
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